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チャツボミゴケのある風景

花楽の里支配人(フラワーデザインプロフエツショナル)
ふちがみ とも お

淵上奉夫氏作品



旧太子駅(安原義治氏提供)

小倉のシダレザクラ

赤く染まったオランダセダム



太子駅跡

白砂渓谷冬景色



白砂渓谷沿いの紅葉

朝焼けの浅間山と六合の谷

野反i胡錦秋



子安様(生須)



ねどふみの里(根広)

渋峠から見た芳ヶ平

荷付場のこいのぼり



赤岩集落遠景

集落内をめぐる七福神たち「おんベーや(引沼)J

六合ふるさとまつり



凍み豆腐作り

牧水まつり(暮坂峠)

野反湖のシラネアオイ群生



湯本家住宅



野反湖の消えゆく花たち

野反湖は花の好きな多くの人に親しまれ，300種類に近い花が咲くといわれてい

る。その陰では昨年見られた花がさまざまな理由で今年は出現出来ないということ

がおきている。

そんな野反湖周辺の消えゆく花たちの一端を紹介したい。

クチパシシオガマ

八間山コースでまれに見られたとの花は， 2005年を

最後に出現していない。再出現の情報を期待したい。



ウメガサソウ

野反湖では 2007年に 1株確認されたが， 2010年人為的な工事のため生育地が

土砂に埋もれた。復活はあるのだろうか。

コウリンカ

炎色のこの花は毎年数本発生するが生育地の植生が変わり野反湖周辺の「次に

消える花」の最有力候補だ。



コケイラン

数カ所あった生育地で次々と 姿を消し，今ではーカ所で数本が見られるのみ。

その生育地も 20 1 1年 9月の台風で土砂に埋まるダメ ージを受けた。

ホソパコゴメグサ

カモシカ平や白砂山登山道では見られるが，八間山域の生育地では姿を消した。



続
六
合
村
誌
発
刊
に
寄
せ
て

中
之
条
町
長

伊

官巨

正

夫

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
に
中
之
条
町
と
六
合
村
が
合
併
し
、
新
し
い
中
之
条
町
が
誕
生
し
早
く
も
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。

現
在
、
「
花
と
湯
の
町

な
か
の
じ
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
郷
土
の
発
展
を
期
し
て
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
機
に
続
六
合
村
誌
が
発
刊
さ
れ
る
こ
と

は
誠
に
意
義
深
く
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

旧
六
合
村
に
お
い
て
は
、
昭
和
四
十
七
年
に
「
六
合
村
誌
」
が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
村
合
併
を
契
機
に
旧
六
合
村
の
貴
重
な
歴
史
や
文
化
、
そ
し
て
村
民
一
人

一
人
が
支
え
発
展
さ
せ
築
き
上
げ
て
き
た
「
六
合
村
」
の
歴
史
を
後
世
に
残
す
た
め
に
、
昭
和
四
十
七
年
以
降
、
合
併
ま
で
の
記
録
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
八
月
に
「
続
六
合
村
誌
編
纂
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
編
纂
委
員
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
「
続
六
合
村
誌
」
発
刊
の
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

太
古
の
時
代
よ
り
先
人
た
ち
は
、
雄
大
な
自
然
の
中
で
自
然
と
調
和
し
な
が
ら
暮
ら
し
を
営
み
固
有
の
歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
住
む
人
達
が
、

心
豊
に
常
に
夢
や
希
望
を
持
ち
未
来
に
向
か
っ
て
生
活
が
出
来
る
こ
と
が
、

一
番
の
望
み
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
発
刊
さ
れ
る
続
村
誌
は
単
な
る
記
録
物
で
な
く
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
続
村
誌
が
旧
六
合
村
の
み
で
な
く
、
「
新
中
之
条
町
」
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
を
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

こ
の
続
六
合
村
誌
の
編
纂
刊
行
に
当
た
っ
て
は
、
唐
津
定
市
編
纂
委
員
長
を
は
じ
め
編
纂
委
員
の
皆
さ
ん
、
更
に
は
多
く
の
関
係
者
の
方
々
に
長
い
間
多
大
な
ご
指

導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
苦
労
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
発
刊
に
寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。



続
六
合
村
誌
発
刊
の
こ
と
ば

続
六
合
村
誌
編
纂
委
員
長

唐

津

定

市

六
合
地
区
は
、
明
治
二
十
二
年
四
月
町
村
制
施
行
に
よ
っ
て
草
津
村
と
な
っ
た
が
、
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
に
草
津
村
か
ら
分
村
し
、
大
字
草
津
村
と
大
字
前
口

村
が
合
併
し
て
草
津
町
と
な
り
、
そ
し
て
大
字
入
山
村
・
同
小
雨
村
・
同
太
子
村
・
同
日
影
村
・
同
赤
岩
村
・
同
生
須
村
の
六
大
字
が
合
併
し
て
六
合
村
と
な
っ
た
。

日
本
の
古
典
で
あ
る
『
古
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
の
中
に
、
古
代
国
家
の
成
立
を
、
東
・
西
・
南
・
北
と
天
・
地
の
六
つ
を
併
せ
て
、
国
と
し
た
と
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
か
ら
六
合
村
(
く
に
む
ら
)
と
命
名
し
て
、
草
津
町
か
ら
離
れ
て
出
発
し
た
。
当
時
の
指
導
者
の
見
識
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

上
越
国
境
に
近
い
こ
の
村
は
、
多
く
の
物
語
を
残
し
て
い
る
。
草
津
温
泉
で
湯
治
を
し
た
湯
客
が
、
沢
渡
温
泉
で
仕
上
げ
を
し
て
お
り
、
六
合
か
ら
暮
坂
峠
を
越
え

て
沢
渡
で
湯
治
し
て
い
る
。
暮
坂
峠
は
、
草
津
温
泉
の
通
行
で
賑
わ
っ
て
い
た
時
代
も
あ
っ
た
。
六
合
地
区
の
特
産
物
で
あ
る
工
芸
品
の
中
で
、
木
工
品
の
メ
ン
パ
(
赤

松
の
板
を
加
工
し
て
作
る
)
、
シ
ャ
モ
ジ
・
シ
ャ
ク
シ
や
、
大
き
な
栃
の
木
か
ら
作
る
木
鉢
(
う
ど
ん
な
ど
を
作
る
時
に
担
ね
鉢
)
が
あ
る
。
ま
た
、
わ
ら
細
工
の
「
こ

ん
こ
ん
ぞ
う
り
」
な
ど
今
も
作
ら
れ
て
い
る
。
中
之
条
町
へ
の
安
市
な
ど
の
折
に
出
品
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
暮
坂
峠
は
、
経
済
の
流
通
経
路
、
文
化

の
交
流
道
と
し
て
重
要
な
街
道
で
あ
っ
た
こ
と
が
偲
ば
れ
ま
す
。

中
之
条
町
と
六
合
村
の
合
併
を
契
機
に
編
纂
さ
れ
た
続
六
合
村
誌
が
関
係
者
の
ご
協
力
に
よ
り
発
刊
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
発
刊
さ
れ
る
続
六
合
村
誌
は
単
な
る
記
録
物
で
な
く
過
去
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
新
し
い
将
来
の
礎
と
な
る
こ
と
を
願
い
発
刊
の
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。



凡

例

本
書
は
、
続
六
合
村
誌
で
あ
る
。
既
刊

2
ハ
合
村
誌
』
に
続
く
も
の
と
の
考
え
か
ら
、
記
述
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
ま
で
を

内
容
と
し
た
。
ま
た
、
既
刊
村
誌
同
様
、
総
説
、
自
然
、
歴
史
、
行
政
、
交
通
、
産
業
経
済
、
文
化
、
文
化
財
、
教
育
、
社
会
教
育
、
宗
教
、
民
俗
、
資
料

集
を
基
本
と
し
た
。

六
合
村
誌
編
纂
委
員
会
民
俗
部
会
と
し
て
の
調
査
は
、
随
時
、
高
齢
者
等
か
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
ほ
か
、
個
別
調
査
に
よ
っ
て
資
料
収
集
を
行
っ
た
。

地
域
が
わ
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
大
字
だ
け
で
な
く
、
小
字
ま
で
を
表
記
す
る
よ
う
に
し
た
。

引
用
文
献
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
文
末
に
(
「

」
)
で
記
し
た
。

文
書
史
料
の
中
で
欠
字
・
不
明
箇
所
・
及
び
解
読
不
能
の
文
字
は
字
数
に
応
じ
て
口
で
示
し
た
。

民
俗
用
語
は
、
原
則
と
し
て
カ
タ
カ
ナ
書
き
と
し
た
。
ま
た
、
動
物
・
植
物
も
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
し
た
。

本
文
は
で
き
る
限
り
常
用
漢
字
・
現
代
か
な
づ
か
い
を
用
い
た
。
但
し
、
固
有
名
詞
等
は
、
原
文
の
文
字
を
使
用
し
た
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
難
解
な
用
語
、

誤
読
の
恐
れ
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
ふ
り
が
な
を
付
け
た
。

漢
数
字
の
表
記
は
、
原
則
と
し
て
十
、
百
、
千
、
万
を
省
略
し
た
が
、
省
略
す
る
と
読
み
に
く
く
な
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
省
略
せ
ず
に
使
用
し
た
。

本
文
の
執
筆
分
担
は
、
巻
末
に
記
し
た
。

編
集
は
、
編
纂
委
員
の
内
の
編
集
委
員
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
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総

説

村
の
す
が
た

本
村
は
、
群
馬
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
東
は
中
之
条
町
、
南
は
東
吾
妻
町
と
長

野
原
町
、
西
は
草
津
町
と
長
野
県
の
高
山
村
・
栄
村
・
山
ノ
内
町
に
、
北
は
新
潟
県

の
湯
沢
町
に
接
し
て
い
る
。
県
庁
所
在
地
の
前
橋
市
へ
七

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
車
で

約
一
時
間
三

O
分
)
、
高
崎
市
へ
は
八

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
(
車
で
約
二
時
間
)
、
東
京

都
心
ま
で
二

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(
関
越
自
動
車
道
渋
川
伊
香
保
I
C
利
用
で
約

時
間
)

の
距
離
に
あ
る
。
面
積
は
二

O
二
.

八
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の
う

ち
山
林
と
原
野
で
占
め
ら
れ
、
わ
ず
か
な
田
、
畑
、
宅
地
が
白
砂
川
を
中
心
に
点
在

し
、
自
然
が
豊
富
で
あ
る
。

主
な
公
共
交
通
機
関
は
、
鉄
道
駅
が
存
在
し
な
い
た
め
、

J
R
吾
妻
線
の
長
野
原

草
津
口
駅
が
最
寄
り
と
な
っ
て
い
る
。
村
内
の
交
通
手
段
は
、
国
鉄
パ
ス
、
草
軽
パ

ス
が
定
期
運
行
し
て
い
た
が
、
利
用
者
が
減
少
し
廃
止
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
三
年

度
よ
り
民
間
事
業
者
へ
の
委
託
で
交
通
確
保
を
し
て
い
る
。

人

口
昭
和
三
十
年
代
に
群
馬
鉄
山
が
営
業
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
四
、
三
八
三
人

村のすがた

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
十
七
年

i
四
十
年
に
わ
た
り
閉
山
と
な
り
、
徐
々
に

減
少
し
過
疎
化
現
象
が
あ
ら
わ
れ
、
昭
和
四
十
五
年
の
国
勢
調
査
で
は
二
、
五
八

O

人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
平
成
十
七
年
調
査
で
は
一
、
八
四
二
人
と
な
っ
た
。

人
口
の
う
つ
り
か
わ
り

I! ノノ I! I! 成平 ノノ I! I! 昭
和 年

一 六五五四一
十十十 十十十十 次
二七二七二 五 五

-Fi¥a-Fi¥d・丈『ム』 -Fi¥a-Fi¥d・ -Fi¥a-Fi¥d・ -Fi¥a-Fi¥a 

世帯数二六 O 八六九二二二
七七一二七九 O 四三

一 一 一 一 一 一 一
一一一一一一一 総、、、、、、、、、

六八 O 一一二二三五
三四四 O 四二四五八 数
二二五九四八五三 O

一一一一一一一、 、 、 、 、 、 、 人
八九 00-一一一二 男
二二二七 O 五三五五 口
ニニ五一六七 O 四七

一一一一一一一、 、 、 、 、 、 、
八九 o0 0 0 一一三 女
一 一 一 コ コ 七 一 九 一
九九 O 八八一五九三

平均
一

二二二三三三三三四
世帯員

. . . . . . . . . 
六八九一二二六八一 人



説

自
然
動
態
・
社
会
動
態

(
平
成
二
十
二
・
三
・
二
十
七
合
併
時
)

総

地
区
別
人
口

単位:人

京世引花和根長小熊田品梨太湯八中下赤広高鍛冶 生沼小総 地
光 代久

名区塚 立沼敷原広平倉倉原木木子保幡組沢岩池間坂須尾雨数

七 世帯
二五六一三二 六 二 一四三二四二五四 一三一四 O
00-一一三七九四三八一四四七 O 四 九 O六六四 O九一 数

一 総、

一一 一 一一 一七 数
六コ六一九五一八 八二=八八六 O 四五二 三九三二二 ( 

0三二七七四 O八七二二四七五六二八七五九一六一 O三 人
、、，〆

J¥ 
二六七 四三 六 四一一四四三五二七五 一四一六六 人
六九七九六 O六二四二 O七四 O三 00コ九三五九二四一 、、_./

J¥ 女|
三六八 五二 二 四一一四四三五二八六 一四一五六
四四五八一四四六三 O二七三五三二八四六六六七八六二 人

) 

2 

よ¥
自 然動態 社会動態

純増減数
出生 死亡 増減数 転入 転出 増減数

平成 9年 19 16 3 164 157 7 10 

平成 10年 24 15 9 119 164 45 -36 

平成 11年 11 23 -12 122 124 -2 -14 

平成 12年 16 21 -5 99 147 -48 -53 

平成 13年 15 21 -6 112 134 -22 同 28

平成 14年 11 31 -20 80 129 -49 -69 

平成 15年 15 18 -3 138 136 2 

平成 16年 9 17 -8 63 105 -42 -50 

平成 17年 7 35 -28 89 103 ー14 -42 

平成 18年 10 24 -14 61 88 同 27 41 



産

業
平
成
十
七
年
に
お
け
る
産
業
別
就
業
者
数
は
九
二

O
人
で
あ
り
、

一、

0
0
0人

昭和 60年 平成 2年 平成 7年 平成 12年 平成 17年

農業 285 213 177 181 172 

林業 49 38 35 24 21 

漁業 。 。 。 。 。
鉱業 4 3 2 7 

建設業 222 191 194 171 139 

製造業 82 80 57 36 30 

電気・ガス・熱供給・水道業 6 10 11 9 6 

情報通信業・運輸業計 39 43 36 34 26 

卸売・小売業 99 109 86 82 61 

金融・保険業 6 8 9 6 4 

不動産業 5 4 4 4 4 

サービス業計 375 375 429 416 401 

公務(他に分類されないもの) 58 66 56 53 55 

陸士類不能の産業 2 。 。 。

を
割
り
込
み
減
少
を
し
て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
く
、
す
べ
て
の
産
業
に
お
い
て
、

横
ば
い
、
又
は
減
少
傾
向
で
あ
る
。
産
業
別
で
も
減
少
傾
向
で
、
産
業
別
構
成
比
の

推
移
を
み
る
と
、
第
一
次
産
業
は
過
去
一

0
年
間
に
一
定
し
て
い
る
。
第
二
次
産
業

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
第
三
次
産
業
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
産
業
別
総
生
産
は
、

第
三
次
産
業
が
最
も
高
く
、
約
四
六
億
円
に
な
っ
て
い
る
。
分
類
別
に
み
る
と
サ
l

ビ
ス
業
、
公
務
、
不
動
産
業
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

農
業
は
、
農
家
数
は
経
年
的
に
減
少
し
て
い
る
。
専
業
農
家
及
び
第
一
種
兼
業
農

家
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
農
産
物
を
販
売
し
て
農
業
所
得
を
得
る
状
況
が

困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
中
で
、
昭
和
六
十
三
年
ご
ろ
よ
り
六
合
の

資
源
を
活
用
し
た
花
井
が
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
栽
培
・
販
売
が
始
ま
り
、
販
売

二
億
円
を
目
指
す
主
要
産
業
と
な
っ
た
。
畜
産
業
は
、
平
成
八
年
に
暮
坂
地
区
に
畜

産
基
地
が
整
備
さ
れ
、
大
規
模
農
家
と
し
て
酪
農
が
開
始
さ
れ
た
。
農
業
の
振
興
策

と
し
て
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
よ
っ
て
が
ね
え
館
」
、
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
「
花
楽

の
里
」
、
特
産
品
加
工
施
設
「
花
い
ん
げ
ん
缶
詰
・
納
豆
等
」
、
直
売
所
「
く
に
っ
こ

ハ
ウ
ス
」
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
活
性
化
を
推
進
し
て
い
る
。

商
工
業

商
業
は
人
口
減
少
に
よ
る
販
売
力
の
減
少
で
営
業
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、
小
売

屈
は
廃
業
し
村
内
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
唯
一
営
業
し
て
い
る
A
コ
l
プ
六

村のすがた

合
庖
、
農
産
物
直
売
所
の
み
と
な
っ
た
。

3 

資料:I国税調査J(総務省)



総説

JJ[ 13 1:~mi 総生産額(百万円) 割合%

第 I次産業 265 4.1 

農業 234 3.6 

林業 30 0.5 

水産業 0.0 

第 2次産業 563 8.8 

鉱業 。 0.0 

製造業 169 2.6 

建設業 394 6.1 

第3次産業 4，571 71.1 

電気・ガス・水道業 588 9.1 

卸売・小売業 71 1.1 

金融・保険業 41 0.6 

不動産業 846 13.2 

運輸・通信業 271 4.2 

サービス業 1，604 25.0 

公務 1，150 17.9 

資料:I市町村別総生産・分配所得J(平成 17年度、群馬県総務部統計課)

第 1次産業 第 2次産業 第 3次産業 合計

昭和 60年 334 (27.2%) 308 (25.0%) 588 (47.8%) 1，231 

平成 2年 251 (22.0%) 274 (24.0%) 615 (53.9%) 1，140 

平成 7年 212 (19.3%) 253 (23.1 %) 631 (57.6%) 1，096 

平成 12年 205 (20.0%) 214 (20.9%) 604 (59.0%) 1，023 

平成 17年 193 (21.0%) 170 (18.5%) 557 (60.5%) 920 

平成 17年(群馬県) 66，291 (6.6%) 332，689 (33.0%) 608，896 (60.4%) 1，007，876 

資料:I国税調査J(総務省)

水稲
野菜等

花井 左3種計
(大豆スイートコーン)

作付面積 生産量 作付面積 生産量 作付面積 生産量 作付面積

ha t ha t ha 箱 ha 

平成 7年 5 23 15 18 10 21，600 30 

平成 12年 4 17 6 8 14 33，000 24 

平成 17年 2 9 2 3 20 44.000 24 

資料:I作物統計調査J(六合村)

作物名
農業計 1戸当たり

農業産出額
(1位) (2位) (3位) (4位) (5位) 百万円 百万円

平成 7年 畜産 野菜 雑穀豆類 花井 いも類 420 0.3 

平成 12年 畜産 野菜 花井 雑穀豆類 いも類 400 0.6 

平成 17年 畜産 花井 野菜 雑穀豆類 410 0.6 

資料:I生産農業所得統計J(六合村)

4 



交
通
・
通
信

本
村
に
お
け
る
交
通
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
鉄
道
の
太
子
線
が
廃
止
さ
れ
て
J

R

パ
ス
、
草
軽
パ
ス
が
定
期
運
行
の
足
の
確
保
は
保
た
れ
て
い
た
が
、
社
会
情
勢
の
大

き
な
変
化
に
よ
り
草
軽
パ
ス
運
行
が
昭
和
五
十
九
年
に
廃
止
、

J

R
パ
ス
も
平
成

二
十
一
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
生
活
の
足
が
絶
た
れ
、
何
と
か
住
民
の
足
確
保
と
い
う

こ
と
で
民
間
事
業
者
へ
の
委
託
運
行
を
実
施
し
た
。

道
路
整
備
は
、
国
道
の
狭
陸
部
や
橋
梁
架
け
替
え
と
整
備
さ
れ
、
村
外
へ
の
移
動

に
大
き
く
時
間
短
縮
が
図
ら
れ
た
。

通
信
は
、
農
村
集
団
自
動
電
話
が
整
備
さ
れ
て
以
来
、
情
報
、
文
化
の
進
展
は
大

き
く
変
わ
り
、
日
本
電
信
電
話
公
社
に
よ
る
全
自
動
化
と
な
っ
た
。
情
報
化
の
社
会

と
な
り
、
ど
こ
で
も
移
動
し
な
が
ら
電
話
が
で
き
る
携
帯
電
話
社
会
が
急
速
な
勢
い

で
普
及
し
た
。
ま
た
、

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
情
報
が
得
ら
れ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社

会
も
同
時
に
普
及
し
、
目
ま
ぐ
る
し
い
社
会
変
化
が
起
き
た
。
本
村
で
も
平
成
十
九

年
四
月
に
情
報
化
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
か
ら
補
助
事
業
を
活
用
し
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
再
送
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
健
康
管
理
等
情
報
連
絡
施
設
が
整

備
さ
れ
た
。

保
健
衛
生

医
療
機
器
や
医
療
制
度
が
充
実
さ
れ
病
気
に
対
す
る
対
応
は
各
段
に
よ
く
な
っ
て

い
る
が
、
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り
が
大
き
な
要
因
と
な
り
平
成
五

年
九
月
に
、
三
六
五
日
医
師
が
居
て
住
民
の
健
康
管
理
を
と
六
合
温
泉
医
療
セ
ン

村のすがた

タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
。
併
設
施
設
と
し
て
、
介
護
保
険
施
設
、
健
康
増
進
施
設
が
併

設
さ
れ
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
拠
点
と
な
っ
た
。
平
成
十
年
に
は
、
住
民
の
保
健

事
業
の
拠
点
に
赤
岩
に
保
健
セ
ン
タ
ー
が
、
温
泉
入
浴
施
設
「
長
英
の
隠
れ
湯
」
が

併
設
オ
ー
プ
ン
さ
れ
、
南
部
地
域
に
大
き
な
喜
び
と
な
っ
た
。

水
道
給
水
状
況

高間 太 長平
暮

安保水道 根広簡水易道

京

代原簡回 主要
広喜水易道

世

書署南易
中語昂水道 喜易水道中 書水易道

子 坂
簡塚易

立
小

水道

ノ号

簡易水道
水

水道
イ

道 ロ 水道
易

水道 水道 水道
水施道

ツ 水

メ計口L 
ト 道 ( 

赤岩 梨木 生 小日

水道 影 須 雨 設名

、
2 

統系

一、
一

水給人
七 一 一 一 一 一 一。 五 一 一 九 四 ム/¥  九 。。。四 -Fi¥ a 

五 八 ム/、、 。。 九 九 四 四 九
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 口

七 一 一
給水戸数

J¥ 一 一 一 一 一 一 四 四 五 ←/よ、a、 一 ーFよ'¥ -Fi¥ -。1¥ 、、 九 五 八 J¥ O P 
四 四 七 九戸 七 七 四 七

戸 F 戸 P F 戸 戸 戸 P 戸 戸 P 戸 戸 戸 戸
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説

観
観
光
施
設
は
、
温
泉
施
設
等
が
国
道
沿
い
に
多
く
点
在
し
て
お
り
、
古
く
か
ら
営

光

総

み
の
あ
る
温
泉
旅
館
が
営
業
を
し
て
い
る
。
近
年
は
経
済
情
勢
に
大
き
く
影
響
さ
れ
、

六
合
を
訪
れ
る
観
光
客
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
色
を
出
し
て
魅
力
あ
る

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
施
設
も
あ
る
。
自
然
豊
富
の
野
反
湖
は
、
四
季
折
々
の
自

然
美
を
見
せ
て
く
れ
る
。
ま
た
、
三

0
0種
類
の
高
山
植
物
が
咲
き
乱
れ
、
観
光
客

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
て
い
る
。
平
成
十
四
年
に
は
「
日
本
で
最
も
気
持
ち
い
い
キ
ヤ

ン
プ
場
」
、
「
全
国
遊
歩
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
。

情
報
通
信
環
境
整
備

一
九
九

0
年
代
後
半
以
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
伴
い
、
官
同

度
情
報
化
社
会
と
称
さ
れ
る
変
革
の
時
代
に
入
っ
た
。
都
市
の
み
な
ら
ず
農
村
部
で

も
高
速
通
信
環
境
が
必
要
と
さ
れ
、
通
信
事
業
者
や
自
治
体
が
こ
ぞ
っ
て
そ
の
整
備

に
あ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
多
く
は

N
T
T
な
ど
の
通
信
事
業
者
で
あ
っ
た

が
、
企
業
活
動
で
あ
る
が
ゆ
え
に
六
合
村
の
よ
う
な
不
採
算
な
農
村
部
は
後
回
し
に

さ
れ
、
取
り
残
さ
れ
る
危
機
に
直
面
し
た
。
さ
ら
に
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
の
デ
ジ
タ

ル
化
政
策
に
よ
り
、
二

O
一
一
年
七
月
二
十
四
日
す
べ
て
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
停
止

さ
れ
る
こ
と
と
と
な
り
、
こ
の
対
応
策
の
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

平
成
十
二
年
樹
立
し
た
六
合
村
の
第
五
期
山
村
振
興
計
画
に
も
と
づ
き
、
平
成

十
五
年
度
新
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特
別
対
策
事
業
に
着
手
、
健
康
管
理
等
情
報
連

絡
施
設
(
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
を
整
備
、
高
速
通
信
環
境
の
構
築
と
地
上
波
テ
レ

ビ
放
送
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
十
五
年
度
に
「
地
域
活

性
化
支
援
機
構
」
を
設
立
し
て
全
体
計
画
の
立
案
を
行
い
、
平
成
十
六
年
度
に
調
査

設
計
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
翌
十
八
年
度
に
か
け
て
施
設
設
備
の
工
事
を
実
施
し
た
。
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平
成
十
九
年
四
月
か
ら
施
設
の
運
用
を
開
始
し
、
高
齢
者
宅
へ
の
テ
レ
ビ
電
話
配

置
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
テ
レ
ビ
放
送
・

F
M
放
送
再
送
信
、
自

主
放
送
「
く
に
っ
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
放
映
を
開
始
し
た
。
テ
レ
ビ
電
話
は
高
齢
者
(
七
五

歳
以
上
)
の
み
の
家
庭
聞
を
つ
な
ぎ
、
安
否
確
認
や
情
報
交
換
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

ノゾリキスゲ咲く野反湖

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
従
来
N
T
T
の
I
S
D
N
回
線
接
続
の
み
で
あ
り
、
通
信
速

度
は
理
論
値
六
四
キ
ロ
ピ
ッ
ト
毎
秒
と
非
常
に
遅
く
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
た
が
、

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
に
伴
い
、
約
五
メ
ガ
ビ
ッ
ト
毎
秒
と
一

O
O倍
程
度
の
大

き
な
改
善
結
果
が
得
ら
れ
た
。
地
上
波
テ
レ
ビ
放
送
再
送
信
は
、
ア
ナ
ロ
グ
波
と
デ

ジ
タ
ル
波
の
サ
イ
マ
ル
キ
ャ
ス
ト
(
同
時
送
信
)
方
式
を
導
入
、
受
信
ア
ン
テ
ナ
は



暮
坂
峠
に
設
置
し
、

ア
ナ
ロ
グ
波
、
デ
ジ
タ
ル
波
と
も
に
榛
名
中
継
所
か
ら
の
電
波

を
受
信
し
て
い
る
。
ま
た
放
送
大
学
は
入
山
田
代
原
予
備
受
信
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
し

て
い
る
。
尚
、

ア
ナ
ロ
グ
波
は
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
四
日
正
午
停
波
し
た
。
く

わ
せ
る
H
F
C
(
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
フ
ァ
イ
バ
ー
・
コ
ア
キ
シ
ャ
ル
)

で
あ
り
、
全
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に
っ
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
運
用
開
始
以
来
毎
週
一
番
組
を
基
本
と
し
て
、
六
合
地
区
の

行
事
や
風
景
、
暮
ら
し
の
様
子
な
ど
を
取
材
し
放
送
し
て
い
る
。
学
校
な
ど
で
の
こ

ど
も
た
ち
の
活
動
の
紹
介
は
特
に
人
気
が
あ
る
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
設
備
構
成
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
と
同
軸
ケ
ー
ブ
ル
を
組
み
合

線
光
ケ
ー
ブ
ル
で
は
な
い
。
時
代
遅
れ
で
は
な
い
か
と
の
批
評
も
あ
る
が
、
建
設
当

時
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
設
備
が
高
価
で
あ
り
、
設
置
費
用
と
加
入
者
の
負
担
軽
減
を
最

優
先
し
た
結
果
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
放
送
視
聴
に
は
全
く
支
障
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
も
、
当
面
必
要
な
性
能
を
有
し
て
い
る
が
、
よ
り
高
速
な
通
信
環
境
が
求
め

ら
れ
る
場
合
に
は
設
備
増
強
も
必
要
と
な
ろ
う
。

事
業
の
内
容

伝
送
路

光
フ
ァ
イ
バ
ー
五
三
回

同
軸
ケ
ー
ブ
ル
八
五
回

地
上
波
再
送
信

ア
ナ
ロ
グ
九
波

デ
ジ
タ
ル
九
波

F
M
二
波

総
事
業
費

三
億
九
二
四
六
万
二
、

0
0
0円

財
源
内
訳

元
気
な
地
域
づ
く
り
交
付
金

二
億
二
、
七
八

O
万
円

放送局舎

地
方
債
(
過
疎
債
)

一
億
五
、
四
六

O
万
円

村のすがた

村
負
担

九

O
六
万
二
、

0
0
0円



説総

一'ー_____..

地

名

六
合
地
内
の
小
地
名

(
口
承
地
名
)
調
査

小
地
名
調
査
に
際
し
て

私
た
ち
の
日
常
会
話
に
は
よ
く
地
名
が
登
場
す
る
。
仕
事
や
旅
行
に
出
か
け
る
際

は
、
必
ず

O
Oに
行
く
と
地
名
を
欠
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
大
地
に
根
を
下
ろ
し
共

同
生
活
を
営
む
人
間
に
は
、
土
地
の
地
名
を
知
る
こ
と
は
生
き
る
た
め
の
必
須
知
識

の
一
つ
と
い
え
る
。

地
名
に
つ
い
て
、
日
本
の
民
俗
学
創
始
者
柳
田
国
男
は
、
地
名
は
「
二
人
以
上
の

人
の
聞
に
共
通
に
使
用
せ
ら
る
る
符
号
で
あ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
地
名
研
究
者
都

丸
十
九
一
は
、
著
書
に
「
地
名
と
は
地
表
上
に
あ
る
土
地
の
名
で
あ
る
」
と
定
義
し
、

「
地
名
は
人
名
と
と
も
に
固
有
名
詞
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
」
、
「
時
代
に
よ
り
、

時
に
は
人
に
よ
っ
て
す
ら
変
わ
り
得
る
」
と
先
学
は
記
し
て
い
る
。
私
も
地
名
と
は

何
か
と
聞
か
れ
た
ら
、
土
地
の
名
や
、
土
地
に
付
け
た
符
号
を
連
想
す
る
。
時
代
の

流
れ
で
、
新
た
な
地
名
が
生
ま
れ
、
消
滅
す
る
地
名
も
あ
ろ
う
。
長
い
時
間
を
消
え

ず
に
生
き
抜
い
た
地
名
に
は
、
土
地
の
歴
史
や
先
人
の
生
活
を
知
る
貴
重
な
無
形
の

文
化
遺
産
と
し
て
の
価
値
も
感
じ
る
。
比
較
的
新
し
い
地
名
で
も
、
後
世
に
は
時
代

や
産
業
を
語
る
資
料
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

思
え
ば
六
合
の
先
人
は
当
地
で
汗
を
流
し
働
き
、
子
を
育
て
、
次
の
世
代
に
家
を

引
き
継
ぐ
営
み
を
連
綿
と
繰
り
返
し
て
き
た
。
だ
が
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
頃
か

ら
社
会
構
造
は
激
変
し
、
農
山
村
の
若
い
世
代
は
生
活
の
場
を
都
市
に
求
め
土
地
を

離
れ
、
高
齢
化
し
た
親
の
世
代
が
当
地
に
残
る
構
造
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
山
に
固

ま
れ
た
当
地
で
は
、
耕
地
は
何
よ
り
も
大
切
で
、
日
当
た
り
が
良
け
れ
ば
ヒ
ラ
の
狭

い
土
地
で
も
、
切
り
開
き
利
用
し
た
。
だ
が
、
今
で
は
家
の
周
辺
以
外
の
耕
地
の
多

く
は
荒
れ
た
り
、
自
然
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
。
時
間
の
経
過
と
共
に
、
こ
の
地
の
山

野
を
生
活
の
場
と
し
、
多
く
の
地
名
を
伝
え
る
古
老
も
少
な
く
な
っ
た
。
日
常
の
会

話
で
も
、
以
前
働
い
た
採
草
地
や
炭
焼
き
の
場
も
話
題
に
な
ら
ず
、
地
名
を
語
る
機

会
も
な
い
現
状
が
続
け
ば
遠
か
ら
ず
消
え
て
い
く
運
命
と
思
わ
れ
る
。
今
な
ら
幸
い

に
も
、
周
辺
の
畑
を
耕
し
、
採
草
地
に
通
っ
た
古
老
も
相
当
数
が
健
在
で
あ
り
、
消

滅
寸
前
の
状
態
に
あ
る
小
地
名
(
口
承
地
名
)
を
思
い
出
し
、
聞
く
こ
と
も
出
来

る
。
こ
の
地
を
長
く
生
活
の
場
と
し
た
古
老
に
お
会
い
し
、
紙
の
上
の
記
録
だ
け
で

も
残
し
て
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
、
我
々
の
責
務
と
感
じ
小
地
名
調
査
を
行
う
こ
と
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に
な
っ
た
。

小
地
名
聞
き
取
り
の
基
礎
調
査
は
、
六
合
南
部
が
山
田
武
俊
、
中
部
は
黒
岩
勇
、

北
部
が
山
本
茂
と
、
当
地
に
生
ま
れ
た
三
人
が
担
当
し
た
。
編
集
担
当
の
田
村
正
勝

も
、
バ
イ
ク
で
暮
坂
峠
を
往
復
し
、
古
老
に
お
会
い
し
補
充
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ

た。
本
来
な
ら
ば
集
落
の
古
老
に
一
同
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
語
ら
れ
た
地
名
を
取

捨
選
択
し
、
小
地
名
の
所
在
地
を
訪
れ
て
地
図
に
記
入
す
る
の
が
理
想
だ
ろ
う
。
だ

が
、
刊
行
ま
で
の
時
間
も
限
ら
れ
、

一
対
一
の
対
面
調
査
に
頼
り
、
然
も
広
大
な
山

間
地
帯
の
現
地
を
確
認
す
る
の
も
非
現
実
的
な
た
め
、
精
度
面
で
は
不
十
分
な
報
告

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
た
だ
、
『
村
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
明
治
十
四
年
の
群
馬
県
調

査
は
小
地
名
の
み
の
報
告
で
、
場
所
が
特
定
出
来
な
か
っ
た
。
今
回
の
報
告
で
は
、

所
在
地
等
も
多
少
は
紹
介
し
た
の
で
、

一
歩
前
進
と
思
っ
て
い
た
だ
き
、
許
し
て
も



ら
え
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

小
地
名
調
査
着
手
前
は
、
公
的
地
名
の
小
字
は
境
界
や
範
囲
を
一
示
す
正
確
な
地
図

が
存
在
し
、
既
知
の
事
実
と
思
っ
て
い
た
。
だ
が
、
調
査
開
始
後
、
い
た
だ
い
た
小

宇
の
概
略
図
は
行
基
地
図
的
な
内
容
と
分
か
り
、
小
地
名
の
所
属
小
字
の
正
確
な
特

定
も
困
難
と
感
じ
た
。
六
合
地
内
に
は
広
大
な
国
有
地
内
も
含
み
一
六

O
程
の
小
字

が
あ
る
が
、
こ
の
機
会
に
小
字
の
位
置
関
係
等
の
概
要
は
紹
介
し
な
け
れ
ば
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
土
調
査
が
進
行
中
の
現
状
で
は
、
集
落
周
辺
は
比
較
的
正
確

な
『
小
字
集
成
図
』
を
利
用
し
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
だ
が
、
集
落
を
離
れ
た
山

地
、
特
に
国
有
地
内
は
地
形
と
は
無
関
係
の
一
筆
表
記
で
、
境
界
も
不
分
明
な
個
所

が
大
部
分
で
あ
る
。
不
十
分
な
集
成
図
だ
が
、
小
字
を
知
る
た
め
に
多
少
は
役
立
つ

と
い
う
現
実
的
な
判
断
だ
が
、
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
弁
解
が
ま
し
い
不
十
分
な
調
査
報
告
だ
が
、
次
ぎ
の
機
会
を
待

つ
こ
と
は
出
来
な
い
。
我
々
も
全
力
で
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。
お
会
い
し
た
古
老
か

ら
お
聞
き
し
た
小
地
名
を
、
『
六
合
村
誌
(
続
編
)
』
に
収
載
し
、
こ
の
地
に
生
き
た

先
人
が
大
地
に
残
し
た
足
跡
の
一
端
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
大
き
な

喜
び
で
あ
る
。

こ
の
地
名
調
査
に
あ
た
り
、
入
山
で
は
根
広
の
中
村
福
美
氏
、
中
村
一
雄
氏
、
黒

岩
み
つ
氏
、
長
平
の
山
崎
忠
一
氏
、
小
倉
の
山
口
源
次
氏
、
山
口
長
一
氏
、
矢
倉
の

霜
田
か
ず
子
氏
、
和
光
原
の
本
多
秀
次
氏
、
山
田
作
次
氏
、
引
沼
の
山
本
栗
同
氏
、

山
本
二
一
郎
氏
、
山
本
公
雄
氏
、
山
本
国
雄
氏
、
世
立
の
山
本
正
夫
氏
、
関
千
代
衛

氏
、
山
本
由
平
氏
、
山
本
荒
次
郎
氏
、
京
塚
の
山
口
盛
雄
氏
、
見
寄
の
山
本
新
十
郎

氏
、
山
本
次
一
氏
、
梨
木
の
湯
本
久
夫
氏
、
荷
付
場
の
中
津
総
一
郎
氏
、
中
津
長
太

名

郎
氏
、
暮
坂
の
熊
川
寅
吉
氏
、
田
代
原
の
山
口
一
元
氏
、
山
本
久
義
氏
、
諏
訪
ノ
原

地

の
中
沢
富
士
氏
、
山
口
市
郎
氏
、
品
木
原
の
山
口
ま
さ
氏
、
生
須
の
黒
岩
き
く
ゑ
氏
、

市
川
浪
二
氏
、
中
津
富
一
氏
、
小
雨
で
は
市
川
伸
夫
氏
、
市
川
義
夫
氏
、
津
田
国
松
氏
、

沼
尾
の
福
島
仁
一
氏
、
太
子
で
は
富
沢
久
幸
氏
、
富
沢
一
二
氏
、
富
沢
正
峯
氏
、
田

村
友
重
氏
、
田
村
信
一
氏
、
浦
野
幸
一
氏
、
日
影
で
は
下
沢
の
山
本
正
美
氏
、
篠
原

道
男
氏
、
中
沢
の
富
沢
春
男
氏
、
篠
原
勇
氏
、
茂
木
真
一
氏
、
平
沢
の
富
沢
久
好
氏
、

橋
爪
喜
美
雄
氏
、
小
池
孝
三
氏
、
田
端
の
湯
本
一
好
氏
、
八
幡
の
富
沢
初
男
氏
、
富

沢
昭
司
氏
、
湯
久
保
の
安
ヵ
川
正
一
氏
、
富
沢
栄
雄
氏
、
富
沢
三
司
氏
、
小
池
誠
一

氏
、
赤
岩
の
安
原
繁
安
氏
、
安
原
義
治
氏
、
関
駒
三
郎
氏
、
関
口
源
四
郎
氏
、
富
沢

和
吉
氏
、
広
池
の
篠
原
巌
氏
、
篠
原
朝
吉
氏
、
篠
原
幸
夫
氏
、
出
立
の
篠
原
光
男
氏
、

矢
ノ
下
の
篠
原
き
ぬ
氏
、
中
室
の
篠
原
み
さ
を
氏
、
高
間
の
篠
原
正
一
郎
氏
、
他
に

名
前
を
お
聞
き
し
な
か
っ
た
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
お
蔭
で
故
郷
六
合
の
小

地
名
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

特
に
何
度
も
伺
っ
た
り
、
時
に
は
現
地
案
内
ま
で
お
願
い
し
た
中
村
福
美
氏
、
本
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多
秀
次
氏
、
熊
川
寅
吉
氏
、
篠
原
巌
氏
、
篠
原
光
男
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
担
当

正
勝

田
村

小
地
名
報
告
資
料
を
見
る
方
へ
の
お
断
り

一
、
掲
載
地
名
と
概
要
は
、
古
老
か
ら
地
名
を
聞
き
、
田
村
の
判
断
で
文
字
化
し

た
も
の
で
、
現
地
を
知
ら
ず
隔
靴
掻
俸
の
面
も
あ
り
、
勘
違
い
、
誤
り
も
多
々

あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。

二
、
小
地
名
(
口
承
地
名
)
が
属
す
る
小
字
は
、
古
老
の
土
地
勘
と
、
集
成
図
を

参
考
に
決
め
た
が
、
山
地
等
は
参
考
程
度
で
あ
る
。

三
、
こ
の
種
の
調
査
は
地
域
の
古
老
が
一
堂
に
会
し
て
、
文
殊
の
知
恵
を
伺
う
の

が
理
想
だ
が
、
こ
の
資
料
集
は
限
ら
れ
た
方
々
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で
、

多
々
不
十
分
な
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



説

四
、
調
査
困
難
な
白
砂
川
上
流
部
、
ガ
ラ
ン
沢
筋
等
の
地
名
は
、
『
村
誌
』
記
載

総

の
登
山
報
告
や
川
筋
遡
行
の
紀
行
文
に
掲
載
の
地
名
を
参
考
ま
で
に
転
載
し

た
も
の
で
あ
る
。

五
、
現
在
の
公
的
な
小
字
名
と
、
古
く
か
ら
使
用
し
た
小
字
名
が
異
な
る
例
が
幾

っ
か
あ
っ
た
。
地
名
が
歴
史
的
に
も
確
た
る
場
合
は
、
本
来
の
地
名
表
記
で

載
せ
た
。

六
、
明
治
十
四
年
の
調
査
で
紹
介
の
小
地
名
は
、
刊
行
物
掲
載
の
文
字
を
原
則
と

し
て
使
用
し
た
。
初
見
の
小
地
名
で
、
地
形
用
語
等
は
常
識
的
判
断
で
表
記

し
た
。
地
形
の
窪
は
、
久
保
で
な
く
窪
を
使
っ
た
。
不
明
な
地
名
は
漢
字
表

記
を
避
け
た
。

大
字
/
赤

小
字
名

O
小
地
名

小
字
/
す
ず
の
た
い
ら

(
鈴
ノ
平
)

O
う
め
の
き
た
い
ら

O
お
お
よ
せ

O
こ
ょ
せ

O
ば
く
ち
あ
な

小
字
/
み
ず
の
く
ぼ

(
水
ノ
窪
)

0
ま
い
ぐ
ち

O
こ
ま
つ
ば
ら

O
お
み
や

O
つ
つ
じ
さ
わ

O
ど
ろ
ん
た

O
ゃ
ぶ
し
ば

O
い
ち
ば
ん
の
く
ぼ 白石

備

考

白
砂
川
左
岸
(
太
子
駅
跡
付
近
対
岸
)
旧
道
沿
い
一
帯
。
東
は
穴

ノ
上
、
南
は
水
ノ
窪
、
西
は
白
砂
川
、
北
は
大
字
生
須
に
接
す
る
。

地
名
の
鈴
は
篠
竹
類
の
植
物
ス
ズ
で
細
工
物
に
も
使
う
。

梅
の
木
平
。
大
寄
の
先
、
生
須
に
向
か
う
小
平
。
植
物
名
に
因
む
。

大
寄
。
博
打
穴
が
あ
る
沢
、
梅
の
木
平
の
南
に
な
る
。

小
寄
。
大
寄
の
手
前
、
赤
岩
寄
り
に
あ
る
沢
。

博
打
穴
。
岩
下
が
洞
穴
で
、
こ
の
穴
で
博
打
を
し
た
と
伝
わ
る
。

白
砂
川
左
岸
、
ツ
ツ
ジ
沢
の
北

1
南
大
橋

1
赤
岩
ふ
れ
あ
い
の
家

付
近
。
東
北
は
穴
ノ
上
、
東
は
岩
ノ
上
、
南
は
鍛
冶
谷
戸
、
西
は

白
砂
川
、
北
は
鈴
ノ
平
に
接
す
る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
、
長
英
の
隠

れ
湯
が
あ
る
。

前
口
。
長
英
の
隠
れ
湯
(
共
同
浴
場
)
付
近
の
西
、
道
下
の
白
砂

川
沿
い
斜
面
付
近
。

小
松
原
。
長
英
の
湯
の
東
側
山
地
。

御
宮
。
長
英
の
湯
の
西
下
付
近
。
社
に
由
来
す
る
か
。

ツ
ツ
ジ
沢
。
ツ
ツ
ン
ジ
ャ

l
(
士
沢
)
と
転
説
。
長
英
の
隠
れ
湯

か
ら
昔
の
里
道
片
ふ
た
道
に
入
っ
て
、
最
初
に
渡
る
沢
。
地
形
図

に
は
ツ
ツ
ジ
沢
と
表
記
す
る
。

泥
田
。
ツ
ツ
ジ
沢
と
旧
道
交
差
五

0
メ
ー
ト
ル
程
上
流
。
右
か
ら

入
る
沢
に
あ
っ
た
水
田
跡
。
湿
地
状
の
所
か
。

薮
柴
。
泥
田
の
少
し
上
流
。
柴
は
薪
か
。

一
番
の
窪
。
ツ
ツ
ジ
沢
沿
い
に
あ
る
一
番
深
い
窪
。
左
岸
が
民
有

地
、
右
岸
は
固
有
地
で
あ
る
。
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。
ゃ
ぶ
し
ば
ゅ
う
す
い

O
に
ば
ん
の
く
ぼ

O
さ
ん
ば
ん
の
く
ぼ

O
わ
さ
び
く
ぼ

O
て
ら
や
ま

小
字
/
あ
な
の
う
え

(
穴
の
上
)

O
か
れ
き
ざ
わ

小
字
/
い
わ
の
う
え

(
岩
ノ
上
)

薮
柴
湧
水
。
美
味
し
い
水
が
湧
く
所
。

二
番
の
窪
。
薮
柴
湧
水
の
奥
。
固
有
地
的
な
地
名
。

三
番
の
窪
。
二
番
の
窪
の
奥
に
あ
る
窪
。

山
葵
窪
。
沢
の
上
流
で
三
番
の
窪
の
先
に
あ
る
。
一
本
木
の
手
前
。

寺
山
。
南
か
ら
来
る
旧
道
が
土
(
ツ
ツ
ジ
)
沢
を
渡
り
、
白
砂
川

沿
い
に
な
っ
た
付
近
の
道
上
。
龍
沢
寺
の
所
有
林
が
あ
っ
た
。

白
砂
川
左
岸
、
花
園
大
橋

1
龍
沢
寺
対
岸
の
鈴
ノ
平
東
側
の
山
地
。

北
は
大
字
生
須
、
東
は
岩
ノ
上
、
西
南
は
水
ノ
窪
、
西
は
鈴
ノ
平

に
接
す
る
。
地
名
は
鈴
ノ
平
一
帯
に
多
い
岩
穴
上
方
の
意
か
。

枯
木
沢
。
山
の
崩
れ
た
所
か
、
水
澗
れ
に
な
り
や
す
い
沢
の
意
か
。

赤
岩
重
伝
建
東
奥
一
帯
の
山
地
。
北
は
ツ
ツ
ジ
沢
源
流
付
近

1
南

は
出
立
北
方
。
東
は
深
山
口
、
至
球
、
南
端
は
出
立
、
西
は
中
野
、

鍛
冶
谷
戸
、
水
ノ
窪
、
穴
ノ
上
に
接
す
る
。
寺
社
木
林
道
が
走
る
。

O
こ
さ
か
ぱ

O
ま
た
ぐ
ち

O
や
す
み
ぱ

O
し
ら
い
し

O
あ
が
り
あ
げ

O
じ
よ
う
っ
ぴ
ら

O
み
や
の
お
ね

O
お
く
の
い
ん

名

O
お
っ
ぴ
ら
き

地

O
し
よ
う
ぶ
さ
わ

小
坂
場
。
寺
社
木
林
道
、
簡
易
水
源
脇
か
ら
鍛
治
屋
敷
方
面
へ
の

旧
道
を
少
し
入
っ
た
最
初
の
馬
頭
観
音
付
近
。

又
口
。
前
記
の
先
、
道
の
右
、
樫
の
根
元
に
馬
頭
観
音
が
置
か
れ

た
付
近
。
又
は
分
岐
地
点
入
口
で
あ
ろ
う
。

休
み
場
。
又
口
と
白
石
の
問
。
道
脇
に
休
息
に
適
し
た
石
が
あ
る
。

白
石
。
又
口
の
先
、
左
右
に
白
い
軟
ら
か
な
岩
が
あ
る
付
近
。

昔
、
こ
の
付
近
が
耕
地
の
最
終
地
点
だ
っ
た
。

上
が
り
上
げ
。
白
石
か
ら
曲
折
し
た
坂
道
を
上
り
上
げ
た
所
。

地
形
図
上
の
九
一
八
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
付
近
。

宮
の
尾
根
。
法
印
だ
っ
た
鏡
(
教
)
学
院
跡
裏
手
の
山
。

奥
の
院
。
寺
社
木
林
道
上
で
、
諏
訪
神
社
の
前
身
が
あ
っ
た
所
。

今
も
跡
地
に
当
時
の
敷
石
が
あ
る
。

寺
社
木
線
沿
い
の
窪
。
清
井
戸
沢
の
水
源
上
方
に
な
る
。

菖
蒲
沢
。
菖
蒲
が
生
え
る
沢
の
意
味
だ
ろ
う
。

小
字
/
か
じ
ゃ
ど

(
鍛
治
谷
戸
)

O
な
か
の
せ

O
あ
ら
や
し
き

O
い
ど
い
り

O
か
み
ひ
ら

O
お
お
う
え

O
い
な
り
や
し
き

O
か
み
の
か
ん
の
ん
ど
う

O
じ
じ
っ
か
け

O
ぱ
ん
ぱ
さ
き

O
ぶ
た
い

O
く
ま
の
じ
ん
じ
ゃ
あ
と

O
し
み
い
ど
さ
わ

O
き
ょ
う
が
く
い
ん

O
や
す
は
ら
い
な
り

集
落
内
は
赤
岩
ふ
れ
あ
い
の
家
南
側

1
消
防
火
の
み
櫓
の
四
本
辻

に
至
る
。
東
北
は
岩
ノ
上
、
東
南
は
中
野
、
南
は
林
檎
ノ
木
、
西

は
白
砂
川
、
北
は
水
ノ
窪
に
接
す
る
。
字
義
は
鍛
冶
職
に
由
来
の

垣
内
地
名
に
感
じ
る
が
、
ヤ
ド
の
発
音
で
詳
細
不
明
。
重
伝
建
の

中
心
部
で
、
湯
本
家
や
上
の
観
音
堂
が
あ
る
。

中
ノ
瀬
。
町
営
住
宅
付
近
か
ら
白
砂
川
に
面
す
斜
面
。
川
に
は
湯

本
医
者
と
河
童
伝
説
頃
か
ら
近
年
ま
で
中
ノ
瀬
橋
が
あ
っ
た
。

新
屋
敷
。
稚
蚕
共
同
飼
育
所
跡
地
裏
の
土
地
。

井
戸
入
。
エ
ド
リ
と
転
説
。
湯
本
家
住
宅
脇
を
流
れ
る
清
井
戸
沢

源
流
付
近
一
帯
。
飲
み
水
用
の
井
戸
の
奥
(
イ
リ
)
の
意
味
か
。

上
平
。
秀
英
法
印
の
墓
地
付
近
の
斜
面
(
ヒ
ラ
)
。

大
上
。
上
平
の
下
方
。
昔
、
家
が
あ
り
、
清
井
戸
沢
源
流
付
近
か

ら
の
地
滑
り
で
、
秀
英
や
教
え
子
二
人
が
遭
難
し
た
所
。

稲
荷
屋
敷
。
秀
英
の
墓
の
上
、
以
前
、
立
派
な
石
積
の
上
に
冨
沢

家
の
稲
荷
様
が
祭
閲
さ
れ
て
い
た
所
。
今
は
安
原
氏
が
管
理
す
る
。

上
の
観
音
堂
。
重
伝
建
案
内
所
の
東
上
斜
面
に
あ
る
。
一
二
原

三
十
四
番
観
音
札
所
の
二
十
六
番
札
所
。

爺
崖
か
。
清
井
戸
沢
が
白
砂
川
に
流
れ
込
む
所
の
崖
。
地
名
の
由

来
は
古
い
時
代
の
棄
老
伝
説
に
因
む
場
所
か
。

婆
崎
。
関
口
家
の
墓
地
付
近
か
ら
白
砂
川
に
面
し
た
斜
面
。
川
に

突
き
出
た
崖
の
先
端
、
ハ
パ
リ
崖
の
先
。
棄
老
伝
説
も
誕
生
。

舞
台
。
湯
本
家
裏
、
墓
地
道
沿
い
。
常
設
の
芝
居
小
屋
の
場
所
。

石
段
上
の
小
平
所
が
小
屋
跡
で
あ
る
。

熊
野
神
社
跡
。
湯
本
家
東
北
、
山
根
の
土
手
上
。

清
井
戸
沢
。
湯
本
家
北
脇
を
流
れ
る
沢
。
水
源
上
が
オ
ッ
ピ
ラ
キ
。

清
水
が
湧
き
出
す
所
H

井
戸
と
考
え
た
の
が
由
来
か
。

鏡
学
院
。
当
地
に
あ
っ
た
修
験
(
法
印
)
の
寺
。
入
口
の
石
垣
寄

進
碑
に
六
合
以
外
の
西
吾
妻
七
ヶ
村
の
村
名
が
あ
る
。

安
原
稲
荷
。
鏡
(
教
)
学
院
の
裏
山
に
祭
租
。
安
原
姓
の
稲
荷
。
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説

小
字
/
り
ん
ご
の
き

(
林
檎
ノ
木
)

総

O
あ
く
と

O
め
l
つ
ば
ら

O
ひ
が
し
ど
う

O
し
た
ざ
わ

小
字
/
な
か
の

(
中
野
)

O
と
ち
ゃ
ほ
ら

O
あ
ら
い

O
み
ず
の
も
と

O
せ
ぎ
あ
げ

O
す
わ
さ
ん

O
お
ど
り
ぱ

O
む
こ
ん
じ
よ
う

O
な
か
の
い
り

O
ひ
が
し
の
く
ぼ

O
う
わ
ざ
わ

O
た
か
や

O
た
か
や
の
お
ね

赤
岩
分
校
跡
南

1
火
の
見
に
至
る
町
道
道
下
。
東
は
中
野
、
南

1

西
は
白
砂
川
、
北
は
火
の
見
か
ら
来
る
道
境
に
鍛
冶
谷
戸
に
接
す
る
。

河
岸
段
丘
上
は
水
田
を
含
む
耕
地
。
南
部
体
育
館
、
赤
岩
公
民
館
、

東
堂
が
あ
る
。
果
実
の
林
檎
に
因
む
地
名
だ
が
詳
細
不
明
。

足
。
前
原
耕
地
の
白
砂
川
に
面
し
た
斜
面
。
対
岸
日
影
側
に
あ
る

足
の
腫
の
形
に
似
た
岩
に
因
む
地
名
。

前
原
。
東
堂
の
西
側
一
帯
の
耕
地
。
河
岸
段
丘
上
の
平
地
。

東
堂
。
お
釈
迦
様
を
租
る
観
音
堂
の
あ
る
所
。

下
沢
。
東
堂
の
南
前
を
流
れ
る
沢
。

赤
岩
集
落
南
側
の
町
道
道
上
。
北
は
消
防
火
の
見

1
南
は
赤
岩
神

社
続
き
尾
根
、
東
は
堰
堤
の
奥
旧
鍛
治
屋
敷
道
沿
い
山
地
。
東
北

は
岩
ノ
上
、
東
南
は
出
立
、
西
南
は
林
檎
ノ
木
、
北
は
鍛
冶
谷
戸

に
接
す
る
。
三
階
の
関
家
等
重
伝
建
地
区
、
赤
岩
神
社
が
あ
る
。

栃
洞
。
中
堰
と
水
の
源
の
中
程
、
上
沢
の
堰
堤
付
近
。

新
井
。
ア
レ
エ
の
発
音
。
栃
洞
上
方
の
呼
称
。

水
の
源
。
寺
社
木
林
道
上
、
生
須
の
簡
易
水
道
水
源
地
。
昭
和

三
十
四
年
ま
で
、
樋
で
こ
の
水
を
引
き
飲
料
水
と
水
田
に
使
う
。

堰
上
げ
。
水
の
源
と
同
じ
。
中
堰
(
中
瀬
木
)
の
取
水
場
所
。

諏
訪
神
社
上
り
口
付
近
。

踊
り
場
。
赤
岩
神
社
参
道
入
口
を
少
し
上
っ
た
平
ら
な
場
所
。
昔
、

こ
こ
で
念
仏
を
し
た
り
、
舞
を
奉
納
し
た
り
し
た
。

向
城
。
土
寸
社
木
林
道
に
入
り
坂
を
上
り
、
左
の
観
音
堂
の
先
、
空

堀
跡
あ
り
。
集
落
の
沢
を
挟
ん
だ
向
か
い
、
城
跡
の
遺
構
か
。

中
野
入
。
赤
岩
神
社
本
殿
付
近
の
北
下
。
中
野
の
奥
の
意
味
。
岩

下
に
湧
水
が
あ
り
、
飲
み
水
に
利
用
。

東
の
窪
。
タ
カ
ヤ
の
尾
根
の
赤
岩
側
の
窪
。

上
沢
。
下
沢
上
流
の
呼
称
。

尾
根
が
白
砂
川
側
に
突
き
出
た
所
。
一
軒
家
が
あ
っ
た
。
秀
英
法

印
が
発
起
開
削
し
た
難
所
で
、
赤
岩
道
路
開
削
記
念
碑
が
あ
る
。

境
の
沢
と
東
ノ
窪
の
間
に
あ
る
尾
根
、
先
端
は
白
砂
川
に
落
ち
る
。

高
い
崖
(
ヤ
)
の
地
形
に
因
む
地
名
だ
ろ
う
。

小
字
/
い
で
た
っ

(
出
立
)

O
さ
か
い
の
さ
わ

O
う
ば
い
わ

O
ひ
た
ぐ
さ
か

O
さ
か

O
か
ぶ
と
い
し

O
に
し
ざ
わ

O
う
え
の
は
し

O
わ、ぐ

O
は
し
ゃ
ま

O
ほ
そ
く
ぼ

小
宇
/
や
の
し
た

(
矢
ノ
下
)

O
う
し
が
ふ
ち

O
し
み
ず

O
お
ち
い

出
立
大
橋
東
一
帯
。
町
道
赤
岩
日
影
線
が
走
り
、
秀
英
法
印
開
削

の
タ
カ
ヤ
尾
根
付
近
ま
で
。
東
北
は
岩
ノ
上
、
東
は
至
球
、
東
南

は
矢
ノ
下
、
西
南
は
白
砂
川
、
西
北
は
中
野
に
接
す
る
。

境
(
堺
)
の
沢
。
サ
カ
ヤ
の
沢
と
転
説
。
出
立
と
広
池
境
を
流
れ
る
。

町
道
と
林
道
至
球
線
の
分
岐
点
付
近
、
南
が
出
立
に
な
る
。

姥
岩
。
矢
ノ
下
沢
と
国
道
交
差
付
近
か
ら
見
え
る
岩
山
。

出
立
入
口
か
ら
赤
岩
に
向
か
う
坂
?

坂
。
清
水
屋
商
届
付
近
か
ら
赤
岩
へ
の
旧
道
は
、
国
道
上
に
通
じ

た
坂
だ
が
車
道
建
設
時
の
開
削
で
消
え
る
。
上
に
旧
道
跡
が
残
る
。

兜
石
。
三
階
家
上
道
脇
に
あ
る
。
兜
に
似
た
石
で
、
他
か
ら
運
ぶ
。

西
沢
。
発
音
ニ
シ
ザ
l
。
兜
石
上
方
を
流
れ
る
。
橋
山
の
西
隣
り
。

上
ノ
橋
。
古
い
出
立
橋
跡
地
。
対
岸
が
狭
ま
い
所
で
、
明
治
十
年

の
村
誌
に
、
「
板
橋
長
サ
九
間
三
尺
、
巾
九
尺
、
水
深
キ
事
壱
丈
壱
尺
、

橋
ノ
高
サ
水
面
ヨ
リ
二
丈
九
尺
」
と
あ
り
矧
橋
だ
っ
た
。

出
立
橋
下
流
側
の
白
砂
川
沿
い
小
平
な
所
、
桑
畑
も
あ
っ
た
。
下

流
は
水
浴
び
場
。
ワ
グ
は
川
流
が
屈
曲
す
る
所
の
地
名
。

橋
山
。
旧
出
立
橋
跡
左
岸
上
方
に
続
く
山
。
歴
史
的
地
名
。
狭
い

岩
場
に
架
け
た
出
立
橋
(
捌
橋
構
造
)
架
橋
や
修
復
時
に
使
用
す

る
材
木
は
こ
の
山
の
木
を
利
用
し
た
。
橋
の
架
橋
等
に
必
要
が
無

い
期
間
は
、
集
落
で
肥
料
用
の
刈
敷
を
採
る
共
同
の
山
だ
っ
た
。

細
窪
。
赤
岩
バ
ス
停
、
清
水
付
近
上
方
に
あ
る
窪
。

矢
ノ
下
沢
と
至
球
沢
の
合
流

1
白
砂
川
合
流
ま
で
の
両
岸
一
帯
。

北
端
は
至
球
、
東
北
は
大
平
、
東
南
は
前
坂
分
岐
付
近
で
広
池
、

南
は
白
砂
川
、
西

1
北
は
出
立
に
接
す
る
。
ヤ
は
地
形
用
語
の
谷
、

崖
で
、
ヤ
は
六
合
地
区
に
多
く
あ
る
地
名
。

牛
ケ
淵
。
矢
ノ
下
沢
が
白
砂
川
に
合
流
す
る
付
近
。
伝
説
で
は
広

池
の
縁
を
午
が
踏
み
抜
き
池
が
消
滅
し
、
そ
の
午
が
落
ち
た
淵
。

清
水
。
赤
岩
バ
ス
停
付
近
、
細
窪
の
下
方
。

落
合
。
矢
ノ
下
沢
に
至
球
沢
が
合
流
す
る
付
近
。
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O
あ
ぶ
ら
い
し

O
だ
る
ま
い
し

O
し
た
の
か
わ
ら

O
や
の
し
た
て
l
ら

O
ふ
じ
が
し
ら

O
こ
ん
ぴ
ら
あ
と

O
ば
く
ち
あ
な

O
く
ら
ぶ

O
ひ
が
し

O
お
と
ぼ
う

小
字
/
ひ
ろ
い
け

(
広
池
)

O
た
な
は
た

O
う
つ
く
し
で
1
ら

O
な
し
つ
く
ぽ

O
い
け
の
も
と

O
げ
た
や

名

O
む
ろ
ぐ
ら

O
ま
る
や

地

O
ま
る
や
と
う
げ

油
石
。
清
水
屋
裏
、
白
砂
川
左
岸
寄
り
。
水
浴
び
の
飛
び
台
に
使

用
し
た
石
。
名
称
は
表
面
が
ツ
ル
ツ
ル
と
滑
ら
か
な
石
に
由
来
。

達
磨
石
。
油
石
の
や
や
下
、
河
床
に
あ
る
丸
い
石
。
水
浴
び
場
。

下
の
川
原
。
矢
ノ
下
集
落
前
方
の
白
砂
川
一
帯
。

矢
ノ
下
平
。
国
道
下
、
白
砂
川
沿
い
の
三
軒
家
付
近
の
小
平
地
形
。

藤
頭
。
白
砂
川
と
矢
ノ
下
沢
合
流
付
近
。
矢
ノ
下
沢
左
岸
で
大
藤

が
あ
っ
た
。
カ
シ
ラ
は
先
端
か
。

金
比
羅
跡
。
前
坂
の
対
岸
、
洞
窟
内
に
湧
水
。
通
称
博
打
穴
で
寺

銭
も
落
ち
て
い
た
。
当
社
の
石
燈
寵
は
赤
岩
神
社
石
段
脇
に
移
る
。

博
打
穴
。
金
比
羅
様
の
洞
窟
。
博
打
を
行
っ
た
所
と
伝
わ
る
。

倶
楽
部
。
前
坂
を
下
っ
た
国
道
脇
。
以
前
、
公
民
館
が
置
か
れ
た
。

東
。
倶
楽
部
(
公
民
館
)
跡
の
奥
。
小
平
な
所
で
、
以
前
は
畑
や

製
材
所
が
あ
っ
た
。
今
は
竹
林
、
杉
林
に
な
っ
た
。

矢
ノ
下
左
岸
沿
い
の
道
、
発
電
所
取
水
堰
手
前

1
カ
l
プ
の
間
付

近
、
以
前
は
沢
か
ら
滝
の
音
が
聞
こ
え
た
。

発
電
所

1
国
道

1
広
池
集
落
南
側
。
釜
抜
け
沢
が
大
平
と
の
境
。

東

1
南
は
長
野
原
町
境
、
西
南

1
西
は
白
砂
川
で
吹
久
保
、
下
沢
、

西
北
は
矢
ノ
下
、
北
は
大
平
に
接
す
る
。
地
名
は
当
地
に
あ
っ
た

と
い
う
広
池
に
因
む
伝
説
が
由
来
か
。

棚
畑
。
広
池
発
電
所
の
上
方
、
国
道
付
近
。
棚
状
地
形
の
畑
。

美
し
平
。
広
池
発
電
所
鉄
管
の
始
ま
る
付
近
、
国
道
上
。
浅
間
山

な
ど
周
囲
の
展
望
が
優
れ
る
場
所
。

梨
窪
。
美
し
平
を
過
ぎ
て
下
り
終
え
た
最
初
の
窪
。
植
物
の
梨
か
。

池
の
元
。
広
池
伝
説
の
池
は
牛
が
縁
を
踏
み
抜
い
て
水
が
な
く
な

り
消
え
た
。
山
本
今
朝
信
宅
付
近
。
地
滑
り
が
伝
説
の
背
景
か
。

下
駄
屋
。
国
道
か
ら
集
落
に
向
か
い
上
り
上
げ
た
付
近
。
山
本
昭

二
宅
西
側
斜
面
。
広
池
伝
説
の
池
の
水
源
、
今
も
水
が
湧
く
。

町
境
の
丸
谷
峠
東
側
の
窪
地
。
ム
ロ
は
穴
、
ク
ラ
は
岩
の
意
味
?

丸
谷
。
前
の
国
道
の
峠
付
近
、
西
側
に
あ
っ
た
小
高
い
山
。

丸
谷
峠
。
国
道
の
町
境
付
近
。
最
近
、
国
道
改
修
で
地
形
は
一
変
。

O
ひ
ら
の
ま
の
さ
か

O
じ
ゅ
う
に
の
も
り

O
し
ん
ど
う

O
こ
い
が
せ

O
つ
つ
み

O
は
ば

O
ま
え
さ
か

O
う
ま
み
ち

(
う
ま
ま
わ
り
)

O
よ
こ
て

O
に
ご
や

O
に
た
た
き

O
お
ち
い

小
字
/
お
お
だ
い
ら

(
大
平
)

O
ひ
ろ
い
け
い
せ
き

0
だ
い
に
ち
ど
う

O
お
て
ん
と
う
さ
ん

O
み
ず
の
く
ぼ

O
う
え
の
は
ら

O
う
え
の
は
ら
の

じ
ゅ
う
に
さ
ま

広
池
の
上
り
口
の
坂
で
、
左
の
二
軒
目
の
家
付
近
。
ヒ
ラ
は
斜
面
。

十
二
ノ
森
。
篠
原
貞
子
東
上
付
近
。
以
前
、
十
二
山
神
を
祭
組
。

新
道
。
今
の
国
道
。
広
池
と
矢
ノ
下
付
近
。
昭
和
初
期
に
開
削
。

広
池
発
電
所
付
近
。
渡
渉
地
点
の
浅
瀬
の
意
味
か
。
水
浴
び
場
。

広
池
バ
ス
停
付
近
の
小
名
。

広
池
入
口
付
近
か
ら
崖
沿
い
を
通
り
前
坂
へ
向
か
う
旧
道
跡
。
ハ

パ
は
傾
斜
地
の
上
方
、
端
沿
い
を
さ
す
地
形
用
語
。

前
坂
。
広
池
集
落
と
矢
ノ
下
聞
の
旧
道
の
坂
。
新
道
開
削
前
の
本

通
り
。
旧
道
は
坂
を
下
る
と
、
矢
ノ
下
の
川
沿
い
を
通
っ
た
。

馬
道
。
前
坂
分
岐
の
右
が
緩
や
か
な
迂
回
道
で
、
馬
が
往
来
し
た
道
。

左
は
距
離
の
短
い
急
な
徒
道
。
道
標
に
は
む
ま
道
と
表
現
。
横
手
。

広
池
か
ら
矢
ノ
下
沢
に
下
っ
た
所
、
山
腹
を
通
る
道
。

荷
小
屋
。
前
坂
分
岐
、
道
上
に
炭
等
を
保
管
し
た
小
屋
が
あ
っ
た
。

山
本
由
三
郎
宅
裏
下
方
。
矢
ノ
下
沢
に
支
流
が
合
流
す
る
付
近
。

沢
と
道
に
挟
ま
れ
た
問
、
ニ
タ
リ
湿
地
状
の
場
所
で
あ
る
。

落
合
。
矢
ノ
下
沢
と
至
球
沢
の
合
流
付
近
。

釜
抜
沢
右
岸
、
広
池
集
落
北
側

1
町
道
広
池
暮
坂
線
と
林
道
至
球

線
分
岐
付
近
ま
で
。
東
は
尾
根
で
長
野
原
町
境
、
南
は
広
池
、
西

は
矢
ノ
下
、
北
は
至
球
、
白
張
に
接
す
る
。

広
池
遺
跡
。
町
指
定
、
縄
文
中
期
の
円
形
住
居
跡
。
標
高
七

0
0
メ
ー

ト
ル
の
南
面
傾
斜
地
に
あ
る
。

大
日
堂
。
本
尊
の
石
造
物
は
男
根
状
の
棒
か
。
堂
内
に
は
文
政
三

年
の
子
安
地
蔵
や
鉄
砲
の
腕
前
を
競
っ
た
鉄
砲
額
も
あ
る
。

御
天
道
さ
ん
。
篠
原
巌
宅
束
、
旧
道
沿
い
に
祭
記
。
彼
岸
中
日
の

天
道
念
仏
に
由
来
か
。
文
久
四
年
の
石
の
大
日
如
来
像
を
祭
組
。

水
の
窪
。
釜
抜
け
沢
上
流
、
坂
を
上
り
終
え
た
付
近
。

上
ノ
原
。
釜
抜
け
沢
と
水
ノ
窪
の
上
方
。

上
ノ
原
の
十
二
さ
ん
。
三
角
点
付
近
に
、
今
は
二
代
目
の
縦
の
木

が
あ
り
、
無
銘
の
石
嗣
を
祭
-
組
す
る
。
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説

O
あ
か
に
た

総

O
ず
み
の
く
ぼ

O
じ
ゃ
あ
な

O
か
ま
ぬ
け

O
ま
ん
ど
こ

O
よ
こ
て

O
し
と
こ

小
字
/
し
ぎ
ゅ
う

(
至
球
)

O
た
か
ひ
ら

O
ほ
そ
く
ぼ

O
こ
ん
ぴ
ら
お
ね

O
お
お
く
ぼ

O
な
が
つ
く
ぼ

O
て
ら
や
ま

O
は
な
み
ね

O
せ
ん
た
き

O
せ
ん
の
し
た

O
せ
ん
の
う
え

O
ぬ
ま
た

O
な
し
の
き

赤
仁
田
。
上
ノ
原
十
二
さ
ん
の
北
側
斜
面
。
ア
カ
は
壁
土
か
粘
土
、

ニ
タ
は
山
聞
の
湿
地
、
猪
が
体
に
泥
を
塗
り
つ
け
る
湿
地
の
意
味
。

赤
仁
田
の
斜
面
下
の
窪
。
下
方
は
成
仏
沢
。
ズ
ミ
は
パ
ラ
科
落
葉
樹
、

葉
の
先
端
は
、
ギ
ザ
ギ
ザ
、
赤
い
実
が
な
る
コ
リ
ン
ゴ
か
。

蛇
穴
。
上
ノ
原
の
南
斜
面
、
町
境
付
近
。
昔
、
広
池
の
壁
土
は
当

地
か
ら
取
っ
て
来
て
使
っ
た
。
ジ
ャ
は
蛇
抜
け
等
の
地
滑
り
地
形
。

釜
抜
。
篠
原
巌
宅
の
東
側
を
流
れ
る
沢
。
尾
根
が
囲
む
釜
状
の
地
形
。

ヌ
ケ
は
地
滑
り
で
、
地
滑
り
で
抜
け
た
所
か
。

水
の
窪
北
側
、
尾
根
を
越
え
た
窪
地
。
篠
原
巌
宅
入
口
付
近
か
ら

入
っ
た
所
の
掴
れ
沢
。
成
仏
は
こ
の
北
側
に
あ
る
。

横
手
。
マ
ン
ド
コ
の
窪
の
西
側
。
広
池

1
暮
坂
線
沿
い
。

マ
ン
ド
コ
の
北
方
を
流
れ
る
沢
。
地
名
の
由
来
不
詳
。

至
球
沢
沿
い
の
山
地
一
帯
。
北
東
は
大
塚
、
東
は
中
室
、
南
は
失

ノ
下
沢
で
大
平
、
矢
ノ
下
、
西
南
は
出
立
、
西
は
岩
ノ
上
、
北
は

深
山
口
、
潜
石
に
接
す
る
。
南
を
林
道
至
球
線
が
走
る
。
字
名
の

至
球
の
意
味
は
不
詳
。

高
平
。
林
道
至
球
線
に
入
り
、
道
上
に
岩
場
付
近
の
ヒ
ラ
(
斜
面
)
。

細
窪
。
高
平
下
方
の
窪
。
西
沢
の
東
隣
で
、
沢
の
水
源
地
。

金
毘
羅
尾
根
。
以
前
、
金
毘
羅
社
を
祭
聞
し
た
。
細
窪
と
大
窪
の

聞
に
位
置
す
る
尾
根
。

大
窪
。
窪
一
帯
は
杉
林
で
あ
る
。
金
毘
羅
尾
根
の
東
続
き
。

長
窪
。
広
池
側
か
ら
林
道
至
球
線
に
入
り
、
炭
窯
上
側
の
呼
称
。

寺
山
。
炭
窯
手
前
、
カ

l
ブ
道
下
の
呼
称
。
寺
に
縁
の
山
林
か
。

至
球
沢
左
岸
東
に
続
く
八
四
0
メ
ー
ト
ル
余
り
、
山
頂
が
な
だ
ら
か
な
山
。

植
物
の
花
よ
り
も
、
地
形
の
先
端
H

鼻
に
縁
の
地
名
か
。

至
珠
沢
に
あ
る
滝
。
セ
ン
は
滝
の
意
味
。

潜
の
下
。
セ
ン
の
滝
の
下
一
帯
。

潜
の
上
。
セ
ン
の
滝
の
上
一
帯
。

沼
田
。
至
球
沢
の
セ
ン
の
滝
の
上
流
。
菅
が
生
え
る
湿
地
。

梨
の
木
。
沼
田
の
上
方
。
ヤ
マ
ナ
シ
の
木
に
因
む
地
名
か
。

O
ひ
な
た
つ
ぎ
か

O
み
ょ
う
が
く
ぼ

O
は
な
っ
く
ぼ

O
ど
じ
ょ
う
く
ぼ

O
い
し
づ
か

O
い
っ
ぽ
ん
ま
つ

O
お
お
や
ち

お小
口氏 >-4 

出二f
~ / 
こユみ

や
ま

ち

O
い
っ
ぽ
ん
ぎ

(
い
つ
ぽ
ぎ
)

O
か
や
ば

O
ほ
ど
く
ぽ

O
や
き
ば

O
は
ん
の
き

O
お
ま
た

O
ど
ば
し

小
字
/
か
じ
ゃ
し
き

(
鍛
治
屋
敷
)

日
向
坂
。
セ
ン
の
滝
と
成
仏
の
問
、
南
向
き
の
日
向
斜
面
の
坂
。

若
荷
窪
。
日
向
坂
を
上
り
上
げ
た
所
。
成
仏
橋
右
岸
挟
三

0
メ
ー

ト
ル
程
を
、
北
へ
入
っ
た
所
。
若
荷
が
多
く
採
れ
た
場
所
か
。

鼻
窪
。
若
荷
窪
上
方
の
窪
。
花
が
咲
い
て
い
る
窪
。
ハ
ナ
は
突
き

出
た
先
端
の
意
味
も
。
至
球
沢
寄
り
に
若
荷
窪
が
、
東
の
尾
根
を

越
え
た
側
に
は
粟
種
窪
、
荒
圃
が
あ
る
。

泥
鮪
窪
。
付
近
で
矢
ノ
下
沢
が
終
わ
る
。
上
流
側
が
成
仏
。

石
塚
。
天
理
教
育
成
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
の
小
地
名
。

一
本
松
。
大
谷
地
の
下
方
。
目
印
的
な
存
在
の
松
。

大
谷
地
。
地
名
は
大
き
な
低
湿
地
状
の
所
の
意
味
か
。

林
道
寺
社
木
線
の
一
本
木
付
近
で
旧
鍛
治
屋
敷
道
に
入
っ
た
道
沿

い
山
地
、
他
に
水
梨
東
方
に
飛
び
地
が
あ
る
。
鍛
治
屋
敷
道
の
道

標
「
沢
渡
道
」
付
近
も
深
山
口
。
主
要
部
は
東
は
潜
石
、
東
南
は
至
球
、

南
は
岩
ノ
上
、
西
は
生
須
境
、
北
は
鍛
治
屋
敷
に
接
す
る
。

一
本
木
。
ツ
ツ
ジ
沢
経
由
旧
道
跡
と
寺
社
木
林
道
が
交
差
す
る
付

近
。
林
道
の
西
上
に
、
十
二
山
神
の
石
嗣
を
祭
る
。

萱
場
。
一
本
木
の
先
、
旧
道
上
の
山
頂
付
近
。

上
が
り
上
げ

1
一
本
木
の
中
程
、
道
の
右
下
の
窪
。
ホ
ド
は
ホ
ド

芋
で
、
薯
塊
は
食
料
。
山
中
に
多
い
地
名
。
ホ
、
ド
H

窪
の
意
味
。

焼
き
場
。
流
行
病
の
死
者
を
焼
い
た
窪
。
林
道
か
ら
入
っ
た
山
中
。

榛
の
木
。
御
亦
の
鍛
治
屋
敷
寄
り
。
榛
の
木
が
生
え
た
所
か
。

御
亦
。
至
珠
沢
上
流
部
、
鍛
治
屋
敷
寄
り
の
水
源
付
近
。
キ
ャ
ン

プ
場
跡
上
方
に
位
置
、
至
球
沢
が
支
流
カ
ゲ
ノ
沢
を
分
岐
す
る
。

土
橋
。
沢
に
架
け
た
簡
単
な
土
橋
か
、
左
右
が
落
ち
橋
状
通
路
の

っ
ち
ば
し

道
か
不
詳
。
中
之
条
町
大
塚
の
小
名
土
橋
は
後
者
の
好
例
。

赤
岩
本
村
か
ら
の
旧
道
と
林
道
吾
嬬
山
線
交
差
付
近
。
以
前
は
赤

岩
の
採
草
地
。
東
は
天
狗
平
、
南
は
大
塚
、
潜
石
、
深
山
口
、
西

は
大
字
生
須
境
、
北
は
入
山
境
に
接
す
る
。
林
道
線
沿
い
に
暮
坂

陶
芸
研
修
セ
ン
タ
ー
や
耕
地
が
あ
る
。
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O
か
や
か
り
ば

O
さ
い
そ
う
ち

O
で
l
け
え

O
お
お
、
ぐ
り

O
お
ぎ
の
た
い
ら

O
よ
っ
た
り
さ
わ

O
じ
ろ
う
え
も
ん
や
ど

小
字
/
な
か
む
ろ

(
中
室
)

O
か
し
わ
き
づ
か

O
び
し
や
も
ん
ぎ

O
あ
わ
た
ね
つ
く
ぽ

O
あ
れ
っ
ぽ

O
か
の
き
ひ
ら

O
ゃ
く
し
ど
う

O
よ
し
が
さ
わ

O
さ
き
た
い
ら

O
ま
つ
ば

名

O
ベ
ん
て
ん
い
け

地

萱
刈
り
場
。
小
林
宅
付
近

1
天
狗
山
一
帯
。
赤
岩
の
屋
根
葺
き
用

の
萱
刈
場
。
約
一

O
町
歩
あ
っ
た
。

採
草
地
。
赤
岩
の
家
畜
飼
料
用
の
草
場
、
約
六

O
町
歩
あ
っ
た
。

芸
術
区

1
中
室
一
帯
。
各
家
々
が
苅
る
持
ち
分
は
決
ま
っ
て
い
た
。

萱
刈
場
の
一
軒
家
(
小
林
宅
)
付
近
。
意
味
不
詳
。

大
栗
。
小
林
宅

1
芸
術
村
の
中
間
付
近
。
栗
の
大
木
に
因
む
。

荻
ノ
平
。
暮
坂
芸
術
区
の
広
池
寄
り
の
平
、
五
口
嬬
山
林
道
が
通
る
。

植
物
の
荻
が
多
く
生
え
る
平
か
。

四
人
沢
。
山
論
で
入
山
と
の
境
に
確
定
。
鍛
治
屋
敷
手
前
の
沢
。

治
郎
右
衛
門
谷
戸
。
開
拓
者
名
に
因
む
か
。
ヤ
ト
は
低
湿
地
。

東
端
は
高
間
開
拓
、
西
南
端
は
林
道
至
球
線
と
町
道
分
岐
。
集
落

は
林
道
吾
嬬
山
線
沿
い
中
室
、
高
間
開
拓
地
。
東
北
は
一
ツ
深
山
、

東
は
高
問
、
南
は
矢
ノ
下
沢
沿
い
で
五
輪
平
、
白
張
、
西
は
至
球
、

大
塚
、
北
は
天
狗
平
に
接
す
る
。
中
室
集
落
は
中
世
の
頃
、
中
室

千
軒
と
呼
ば
れ
賑
わ
っ
た
と
伝
わ
る
。

柏
木
塚
。
柏
木
某
の
墓
が
あ
っ
た
所
と
い
う
伝
承
に
因
む
。
以
前
、

倉
林
昭
三
郎
氏
宅
が
あ
っ
た
所
。

毘
沙
門
木
。
中
室
の
北
側
の
端
。
毘
沙
門
堂
に
因
む
か
。

粟
種
窪
。
天
明
の
大
飢
謹
の
際
、
中
室
で
粟
種
が
収
穫
出
来
た
唯

一
の
場
所
と
い
う
。
歴
史
的
な
地
名
。

荒
圃
。
粟
種
窪
下
方
に
位
置
、
地
力
が
低
い
畑
。

桑
木
平
。
成
仏
川
右
岸
、
日
向
側
の
斜
面
。

薬
師
堂
。
薬
師
堂
が
あ
っ
た
所
。
川
中
新
道
跡
が
付
近
を
通
る
。

霞
が
沢
。
粟
種
窪
の
東
の
沢
。
霞
が
沢
沿
い
に
多
く
あ
る
所
。

笹
平
。
桑
木
平
の
尾
根
を
登
っ
た
平
ら
な
場
所
。

待
場
。
成
仏
沢
分
岐
で
、
道
を
左
に
行
っ
た
直
ぐ
先
。
入
山
と
広

池
の
方
が
薬
師
堂
の
祭
典
等
で
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
所
と
い
う
。

弁
天
池
。
中
室
へ
の
旧
道
沿
い
、
沢
を
渡
る
手
前
左
側
。
石
積
の

小
池
が
あ
り
、
池
の
中
に
石
洞
と
首
が
欠
け
た
弁
天
像
を
祭
組
。

二
つ
の
沢
が
合
流
す
る
所
に
、
一
石
に
複
数
の
童
子
墓
が
あ
る
。

O
じ
ゅ
う
に
さ
ん

O
は
ち
ま
ん

O
が
ま
が
さ
わ

O
よ
し
が
や
ち

O
か
げ
の
さ
わ

O
お
て
ん
ぐ
さ
ん

O
て
ん
ぐ
だ
い
ら

O
ま
む
し
っ
ぴ
ら

O
か
ら
ま
っ
く
ぽ

O
て
ら
や
し
き

O
や
し
き
の
さ
わ

小
字
/
ご
り
ん
だ
い
ら

(
五
輪
平
)

O
ご
り
ん
と
う

小
字
/
み
ず
な
し

(
水
梨
)

十
二
さ
ん
。
弁
天
池
の
南
、
道
上
に
祭
組
。
平
板
な
石
が
あ
っ
た
。

八
幡
。
弁
天
池
北
側
の
斜
面
に
、
昔
は
八
幡
様
を
祭
組
。
以
前
、

正
月
に
は
注
連
縄
を
供
え
に
行
っ
た
。
神
社
跡
は
小
平
な
所
。

蝦
墓
ヶ
沢
。
弁
天
池
入
口
先
の
大
カ

1
プ
の
沢
。
蝦
墓
が
生
息
。

曲
目
ヶ
谷
地
。
霞
ヶ
沢
の
水
源
付
近
の
谷
地
。

中
室
北
方
の
沢
。

お
天
狗
さ
ん
。
中
室
の
篠
原
正
一
宅
裏
の
尾
根
に
祭
組
。
暮
坂
の

天
狗
様
を
勧
請
し
た
。
近
く
の
山
か
ら
現
在
地
に
移
し
た
。

天
狗
平
。
中
室
集
落
裏
山
、
お
天
狗
さ
ん
付
近
の
尾
根
。

腹
平
。
落
葉
松
窪
の
北
、
笹
の
南
斜
面
。
腹
が
多
く
生
息
。
こ
の

東
北
が
小
字
一
つ
深
山
方
向
で
あ
る
。

落
葉
松
窪
。
寺
屋
敷
北
裏
の
窪
。
北
に
腹
平
が
あ
る
。

寺
屋
敷
。
弁
天
沢
の
上
流
、
龍
沢
寺
の
前
身
が
あ
っ
た
場
所
と
伝

わ
る
。
高
間
上
水
道
水
源
上
方
で
あ
る
。

屋
敷
の
沢
。
開
拓
農
家
の
飲
み
水
を
小
水
道
で
取
る
沢
。
龍
沢
寺

の
前
身
寺
屋
敷
の
屋
敷
に
由
来
し
、
そ
の
付
近
を
流
れ
る
沢
の
意
。

長
野
原
町
の
火
打
花
か
ら
来
る
道
を
上
り
終
え
た
付
近
の
山
地
。

東
は
水
梨
、
南
は
長
野
原
町
境
の
尾
根
、
西
は
白
張
、
北
は
中
室

に
接
す
る
。
火
打
花
4
3
高
間
越
え
の
道
筋
は
、
戦
国
の
戦
略
道
路

と
さ
れ
る
。
地
名
は
地
内
に
あ
っ
た
五
輪
塔
が
由
来
。

五
輪
塔
。
長
野
原
町
の
火
打
花
か
ら
仏
坂
を
上
り
尾
根
で
六
合
側

に
入
る
。
そ
の
旧
道
脇
の
五
輪
塔
が
、
小
字
名
の
由
来
に
な
っ
た
。

付
近
は
中
世
の
戦
略
の
道
で
、
高
間
越
え
の
岩
橿
城
攻
め
で
利
用
。

高
間
山
の
西
に
続
く
一
帯
。
東
は
深
山
目
、
南
は
長
野
原
町
境
、

西
は
五
輪
平
、
北
は
高
聞
に
接
す
る
。
長
野
原
町
の
入
会
が
あ
り
、

王
城
山
東
山
腹
を
通
り
林
に
通
じ
る
道
も
あ
っ
た
。

O
み
ず
な
し
さ
わ
水
梨
沢
。
高
間
開
拓
の
南
を
流
れ
る
沢
で
、
水
が
少
な
い
。

O
み
ず
な
し
の
じ
ゅ
う
一
水
梨
の
十
二
さ
ん
。
高
間
山
山
頂
か
ら
北
側
に
下
っ
た
鞍
部
、
東

一
吾
妻
町
側
の
杉
岩
側
の
通
じ
る
営
林
署
道
沿
い
に
石
嗣
が
あ
る
。

に
さ
ん
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説総

小
字
/
た
か
ま

(
高
間
)

O
ま
り
し
て
ん

(
ま
り
し
そ
ん
て
ん
)

0
ほ
ん
さ
わ

O
あ
ら
き

O
あ
な
ぐ
ら

O
ど
う
あ
と

O
じ
ぞ
う
そ
ん

O
と
ち
の
き

O
と
ち
の
き
さ
わ

O
ど
う
り
っ
ぱ
ら

O
く
さ
れ
っ
く
ぽ

O
よ
へ

l
あ
れ
っ
ぽ

O
わ
く
み
ず

小
字
/
ひ
と
つ
み
や
ま

(
一
つ
深
山
)

高
間
山
周
辺
一
帯
の
山
地
。
北

1
東
は
東
吾
妻
町
境
、
南
は
深
山
口
、

水
梨
、
西
は
中
室
、
一
つ
深
山
に
接
す
る
。
『
加
沢
記
』
に
、
真
田

軍
が
岩
橿
城
攻
め
の
際
に
高
聞
を
越
え
る
記
述
が
あ
る
。
戦
後
高

間
開
拓
の
入
植
で
聞
か
れ
た
が
、
今
は
離
農
で
戸
数
も
減
少
。

摩
利
支
天
。
高
間
山
中
腹
に
祭
組
、
今
は
参
道
も
消
え
た
が
、
戦

時
に
は
武
運
長
久
祈
願
で
賑
わ
っ
た
。
宝
暦
十
二
年
の
石
一
刷
あ
り
。

本
沢
。
摩
利
支
天
付
近
か
ら
流
れ
る
沢
で
、
下
流
は
矢
ノ
下
沢
。

荒
木
。
高
間
山
付
近
の
尾
根
を
、
ア
ラ
キ
の
尾
根
と
も
呼
ぶ
。
林

道
か
ら
の
登
山
道
沿
い
か
。
「
地
名
用
語
」
を
見
る
と
、
ア
ラ
キ
は

新
し
く
開
墾
さ
れ
た
所
の
意
味
も
あ
る
。

穴
倉
。
ゴ
ウ
ロ
の
尾
根
か
ら
下
っ
た
窪
。
腐
れ
つ
窪
の
南
尾
根
を

越
え
た
所
に
始
ま
る
沢
。
ア
ナ
は
洞
穴
で
、
ク
ラ
は
岩
で
、
岩
場

に
洞
穴
が
あ
る
所
か
。
窪
を
南
に
登
れ
ば
水
梨
地
内
に
続
く
。

堂
跡
。
以
前
、
お
堂
跡
は
今
は
平
だ
が
、
シ
ャ
ク
ド
詣
り
の
石
が
あ
っ

た
。
道
上
に
は
開
拓
の
方
の
地
蔵
堂
も
あ
る
。

地
蔵
尊
。
堂
跡
北
側
小
尾
根
に
祭
担
。
留
場
氏
が
開
拓
地
の
心
の

拠
り
所
と
し
て
笠
地
蔵
を
寄
進
し
租
る
。
今
は
離
農
し
三
軒
に
な
っ

た
が
、
五
月
一
日
に
は
集
ま
る
。
臓
や
造
花
で
飾
っ
た
。

栃
の
木
。
地
蔵
尊
付
近
の
北
側
斜
面
。
付
近
に
栃
の
木
が
あ
っ
た
。

栃
の
木
沢
。
屋
敷
の
沢
と
無
名
の
沢
が
合
流
し
た
、
栃
の
木
付
近

で
の
沢
の
名
前
。

堂
裏
原
。
高
間
開
拓
地
周
辺
、
平
で
開
拓
さ
れ
耕
地
。

開
拓
耕
地
の
東
に
あ
る
窪
。
痩
せ
地
の
意
か
。
今
は
落
葉
松
林
。

与
平
荒
圃
。
留
場
宅
裏
側
。
堂
裏
原
の
西
隣
。
開
拓
者
名
+
地
力

が
低
い
所
。
そ
の
た
め
荒
れ
た
圃
場
に
な
っ
た
。

湧
く
水
。
屋
敷
の
沢
源
流
付
近
に
湧
く
清
水
。
高
間
集
落
と
一
つ

深
山
の
中
間
付
近
の
沢
筋
に
な
る
。

高
間
開
拓
(
堂
裏
原
)
の
北
奥
に
続
く
山
地
。

西
は
中
室
、
北
は
天
狗
平
に
接
す
る
。

東
は
高
問
、

南

O
ひ
と
つ
み
や
ま

O
り
ゅ
う
が
く
ら

(
き
っ
と
い
わ
)

O
ご
う
ろ

小
字
/
て
ん
ぐ
だ
い
ら

(
天
狗
平
)

O
て
ん
ぐ
や
ま

小
字
/
お
お
つ
か

(
大
塚
)

O
が
つ
こ
う
り
ん

O
か
げ
の
さ
わ

O
さ
さ
の
く
ぼ

小
字
/
く
ぐ
り
い
し

(
潜
石
)

O
く
ぐ
り
い
し

一
つ
深
山
。
開
拓
地
の
東
北
に
見
え
る
標
高
一
、
一
八
0
メ
ー
ト
ル
程
の
山
。

高
間
山
続
で
な
く
、
独
立
峯
に
見
え
る
。
付
近
の
小
字
に
な
る
。

龍
ヶ
倉
。
高
間
開
拓
北
東
に
位
置
。
鞍
に
似
た
姿
の
岩
で
、
岩
に

小
石
が
粒
状
に
付
い
た
感
じ
の
岩
。
日
影
に
あ
る
龍
沢
寺
の
リ
ュ

ウ
は
こ
の
一
宇
を
入
れ
た
と
古
老
が
語
る
。
キ
ッ
ト
岩
と
同
じ
か
。

ク
サ
レ
ッ
窪
の
東
側
の
尾
根
。
尾
根
に
は
大
石
が
多
く
あ
る
。
大

石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
す
る
所
の
典
型
的
な
擬
態
語
例
。

暮
坂
芸
術
区
東
奥
山
中
。
東
は
東
吾
妻
町
境
、
南
は
一
つ
深
山
、

南

1
西
は
中
室
、
西
は
大
塚
、
西
北
は
鍛
治
屋
敷
、
北
は
入
山
境

に
接
す
る
。
芸
術
区
に
隣
接
、
旧
道
脇
の
石
一
刺
(
天
狗
)
は
以
前
、

天
狗
山
で
祭
記
し
た
。

天
狗
山
。
赤
岩
の
萱
刈
り
場
に
続
く
一
、
三

0
0メ
ー
ト
ル
余
の
山
。

昔
、
山
頂
付
近
に
天
狗
の
石
嗣
が
あ
っ
た
が
、
今
は
麓
に
祭
租
す
る
。

地
内
を
走
る
林
道
吾
嬬
山
線
周
辺
の
山
地
。
東

1
南
は
中
室
、
西

南
は
至
球
、
西
は
潜
石
、
北
は
鍛
治
屋
敷
、
天
狗
平
に
接
す
る
。

学
校
林
。
粟
種
窪
の
北
、
窪
に
沿
い
中
室

1
大
谷
地
へ
の
旧
道
が

走
る
。
大
谷
地
手
前
、
窪
の
北
側
沿
い
の
ヒ
ラ
が
学
校
林
だ
っ
た
。

蔭
の
沢
。
大
谷
地
上
流
の
支
流
。
開
墾
跡
付
近
か
ら
東
北
へ
分
流
。

昔
、
沢
に
は
イ
ワ
ナ
が
い
て
、
魚
釣
り
に
来
た
と
古
老
が
語
る
。

笹
ノ
窪
。
蔭
ノ
沢
源
流
の
北
、
尾
根
を
越
え
、
右
に
続
く
尾
根
下
。

東
は
大
塚
、
南
は
至
球
、
西
は
深
山
口
、
北
は
鍛
治
屋
敷
に
接
す

る
山
地
。
地
内
に
深
山
口
が
島
状
に
あ
る
。

潜
り
石
。
小
字
名
に
因
む
石
。
中
室
と
生
須
を
結
ぶ
旧
道
が
、
至
球

沢
を
大
谷
地
で
渡
河
す
る
対
岸
(
右
岸
)
の
尾
根
に
あ
る
。
尾
根
に

あ
る
石
の
右
下
を
旧
道
が
走
り
、
深
山
口
に
通
じ
た
。
石
は
高
さ
二

メ
ー
ト
ル
程
、
長
さ
五
メ
ー
ト
ル
程
で
、
石
が
組
み
合
い
下
を
潜
れ
る
。
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林
道
至
球
線
と
町
道
分
岐
の
東
奥
、
成
仏
沢
沿
い
一
帯
に
な
る
。

東
は
五
輪
平
、
南
は
長
野
原
町
境
尾
根
、
西
は
大
平
、
北
は
中
室

に
接
す
る
山
地
。

O
じ
よ
う
ぶ
つ
ぎ
わ
成
仏
沢
。
上
ノ
原
十
二
様
の
北
方
、
矢
ノ
下
沢
上
流
部
。
高
間
方

面
へ
通
じ
る
深
い
沢
に
な
る
。

成
仏
。
矢
ノ
下
沢
と
支
流
成
仏
沢
分
岐
付
近
が
成
仏
、
意
味
不
詳
。

小
字
/
し
ら
は
り

(
白
張
)

O
じ
よ
う
ぶ
つ

大
字
/
日

名

O
う
っ
こ
し

小
字
名

O
小
地
名

小
字
/
ふ
く
ぽ

(
吹
窪
)

O
ふ
く
ぼ
さ
か

O
み
ず
の
ひ
ら

O
み
ず
の
も
と

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
さ
か
い
ず
い
ど
う

O
き
り
ご
め

O
と
こ
ろ
く
ぽ
?

O
た
ぬ
き
や
ら

O
み
ね
の
は
た
け

地

影

備

考

日
影
の
南
端
、
長
野
原
町
に
接
し
、
当
地
経
由
の
道
が
あ
っ
た
。
一

地
内
を
林
道
下
沢
線
が
通
る
。
東
は
白
砂
川
右
岸
、
南

1
西
は
長
一

野
原
町
境
、
北
は
下
沢
に
接
す
る
。
風
の
強
い
窪
か
、
蕗
が
生
え
一

る

窪

か

不

詳

。

一

吹
窪
坂
。
下
沢
か
ら
山
中
に
入
り
、
吹
窪
へ
行
く
旧
道
の
坂
。
一

水
野
平
。
集
落
南
西
の
山
際
に
湧
水
地
が
あ
り
、
そ
の
付
近
の
ヒ
一

ラ
(
斜
面
)
の
呼
称
か
。
山
本
ヨ
シ
宅
南
の
畑
一
帯
。
一

水
の
源
。
山
本
ヨ
シ
宅
西
南
の
林
内
、
以
前
は
池
が
あ
っ
た
。
付
一

近
に
は
馬
頭
観
音
像
等
が
あ
る
。

大
神
宮
。
集
落
、
車
道
東
側
。
伊
勢
神
宮
を
勧
請
し
た
。

境
隠
道
。
長
野
原
町
境
の
旧
太
子
線
跡
、
隠
道
付
近
。

新
道
下
、
川
側
斜
面
の
呼
称
。

野
老
窪
。
ヤ
マ
イ
モ
科
の
野
老
が
生
え
る
窪
の
意
味
か
。

林
道
の
町
境
付
近
。
右
へ
入
る
掘
り
割
り
状
の
旧
道
付
近
。

峰
の
畑
。
町
境
付
近
の
畑
の
呼
称
。

出打
口越
付
近 廃
が 棄
下 物
12処

対施
岸設
は防

塁若
宅下

つ
尾

犬
根
色付

越湾
す
慎 太

斎王
妥協
味の

か壁

小
字
/
し
も
さ
わ

(
下
沢
)

出
立
大
橋
右
岸
挟
の
南
方
、
町
道
日
影
下
沢
線
が
下
沢
集
落
際
を

走
る
。
付
近
東
は
白
砂
川
右
岸
、
南
は
吹
窪
、
西

1
北
は
尾
根
で

長
野
原
町
、
北
は
中
沢
に
接
す
る
。

O
う
る
し
ぎ
わ

O
あ
た
ご

O
あ
み
だ
ど
う

O
さ
わ
い
り

O
し
ん
ど
う

O
み
な
み
て

1
ら

O
し
た
っ
て
l
ら

小
字
/
な
か
さ
わ

(
中
沢
)

O
こ
う
じ
い
り

O
か
み
の
は
し

O
ひ
ろ
や
さ
か

O
ど
う
み
ょ
う

O
む
こ
う
ば
た
け

O
め
え
や
ま

O
ど
う
し
ん
ば
た
け

O
ぺ
ん
て
ん
さ
ん

O
な
か
い
か
わ
ら

O
し
た
か
わ
ら

。
ぱ
ん
ぱ
で
ら

O
て
ら
や
し
き

漆
沢
。
今
の
下
沢
。
年
配
の
方
は
漆
沢
と
呼
ぶ
。

愛
宕
。
下
沢
集
落
山
腹
斜
面
の
社
。
京
都
に
あ
る
火
伏
せ
の
神
。

阿
弥
陀
堂
。
下
沢
左
岸
の
車
道
下
に
あ
る
。
石
造
物
が
多
い
。

沢
入
。
下
沢
の
奥
、
当
地
の
飲
料
水
に
利
用
。

新
道
。
下
沢

S
吹
久
保
聞
の
車
道
。
山
中
を
通
る
道
は
旧
道
の
名
。

南
平
。
集
落
の
長
野
原
町
寄
り
の
耕
地
一
帯
の
呼
称
。

下
平
。
集
落
の
東
、
白
砂
川
寄
り
の
一
段
低
い
段
丘
面
の
平
地
。

主
に
集
落
は
国
道
沿
い
に
あ
り
、
中
沢
林
道
沿
線
も
含
む
一
帯
。

東
は
白
砂
川
、
南
は
下
沢
、
西
は
尾
根
で
長
野
原
町
境
、
北
西
は

一
本
木
、
北
は
平
沢
に
接
す
る
。

出
立
大
橋
挟
、
下
沢
と
中
沢
境
付
近
。
昔
は
小
さ
な
丘
だ
っ
た
。

コ
ウ
ジ
は
小
道
の
意
味
か
、
不
詳
。

上
の
橋
。
大
橋
上
方
の
車
道
の
橋
。
橋
下
の
川
の
呼
称
に
な
る
。

昔
の
出
立
橋
右
岸
か
ら
堂
名
に
通
じ
る
坂
。
淵
の
上
方
を
通
る
。

堂
名
。
出
立
橋
右
岸
挟
、
下
沢
分
岐
付
近
一
帯
。
由
来
は
不
詳
。

向
こ
う
畑
。
国
道
上
の
耕
地
。

前
山
。
向
こ
う
畑
の
奥
に
あ
る
山
。

道
心
畑
。
白
砂
川
縁
の
ハ
パ
地
形
の
畑
。
下
川
原
の
沢
の
対
岸
。

弁
天
様
。
道
心
畑
か
ら
川
原
に
下
り
、
長
さ
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
メ
ー
ト

ル
程
の
大
石
。
梯
子
上
の
石
に
鳥
居
、
弁
天
の
無
銘
石
嗣
二
基
。
水
浴
び
場
。

前
記
、
弁
天
岩
付
近
の
川
原
の
呼
称
。
上
流
は
タ
カ
ヤ
の
崖
の
下
。

下
川
原
。
弁
天
様
付
近
の
上
の
段
、
昔
は
水
田
が
あ
っ
た
。

馬
場
平
。
寺
屋
敷
に
隣
接
す
る
平
ら
な
所
。
昔
、
学
校
が
あ
っ
た
。

寺
屋
敷
。
中
沢
林
道
入
口
の
右
、
土
手
上
の
平
地
、
今
は
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
l
ル
場
。
龍
沢
寺
が
一
時
置
か
れ
た
こ
と
に
因
む
地
名
。
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説総

O
ち
ょ
っ
き
ら

O
と
の
ば
た
け

O
た
の
も
と

O
か
り
ま
た

O
ろ
く
ど
う
の
つ
じ

小
字
/
ひ
ら
さ
わ

(
平
沢
)

O
う
つ
の

O
あ
た
ご
ざ
わ

O
あ
た
ご
さ
ん

O
か
っ
ぱ
ら

O
え
ど
く
ぽ

O
ま
ぶ
ね

O
ど
う
そ
じ
ん

O
な
か
の
た
な

O
が
ん
ざ
わ

O
か
り
ま
た

O
ぱ
ん
ぱ
た
い
ら

O
ご
ん
げ
ん

小
字
/
た
ば
た
(
田
端
)

林
道
に
入
り
、
最
初
に
左
に
旧
道
分
岐
付
近
の
対
岸
、
急
な
山
。

六
道
の
辻
へ
の
旧
道
脇
窪
地
の
畑
跡
。
ト
ノ
は
棚
の
転
誰
か
?

中
沢
林
道
、
水
道
施
設
先
で
旧
道
を
右
に
入
る
。
こ
の
窪
の
沢
に

は
水
が
湧
き
、
昔
は
水
田
も
あ
っ
た
。

六
道
の
辻
へ
の
旧
道
と
、
中
沢
林
道
が
交
差
す
る
カ

1
ブ
付
近
。

六
道
の
辻
。
中
沢
林
道
、
田
ノ
元
入
口
先
の
大
カ

l
ブ
の
窪
を
左

に
入
り
、
町
境
の
尾
根
で
六
本
の
道
が
交
差
す
る
下
沢
か
。

集
落
付
近
で
は
、
北
は
旧
中
ノ
瀬
通
り
、
南
は
愛
宕
隠
道
が
境
。

白
砂
川
、
南
は
中
沢
、
西
は
一
本
木
、
北
は
田
端
に
接
す
る
。

平
沢
入
口
付
近
の
国
道
西
の
山
中
、
以
前
は
畑
。
山
間
に
多
い
地

名
で
、
人
里
か
ら
離
れ
た
盆
地
状
の
平
ら
な
場
所
に
因
む
。

愛
宕
沢
。
平
沢
集
落
入
口
手
前
、
国
道
を
横
断
す
る
沢
。
沢
沿
い

の
山
頂
に
火
伏
せ
の
神
、
愛
宕
の
石
桐
を
祭
租
が
地
名
の
由
来
。

愛
宕
様
。
愛
宕
沢
手
前
、
国
道
上
山
頂
に
愛
宕
の
石
一
刺
が
あ
る
。

桑
原
。
大
き
な
地
蔵
の
北
、
耕
地
。
引
き
墓
(
詣
り
墓
)
の
東
。

井
戸
窪
。
田
端
の
沢
の
奥
、
水
源
の
窪
か
。

馬
舟
。
国
道
か
ら
旧
道
が
湯
久
保
、
長
野
原
方
面
へ
向
か
う
が
、

国
道
入
口
か
ら
双
体
道
祖
神
付
近
一
帯
の
小
名
。

道
祖
神
。
旧
道
左
、
双
体
道
祖
神
は
耳
だ
れ
の
神
で
も
あ
っ
た
。

中
の
棚
。
旧
二
軒
屋
道
、
馬
頭
観
音
上
、
湯
久
保
道
分
岐
の
平
地
。

蟹
沢
。
中
の
棚
の
東
の
窪
。
簡
易
水
道
の
取
水
場
所
で
あ
る
。

蟹
沢
の
西
(
上
方
)
山
地
、
そ
の
上
は
一
本
木
に
な
る
。

馬
場
平
。
田
の
元
の
上
方
、

権
現
。
中
沢
林
道
、
田
ノ
元
上
、
中
沢
林
道
脇
の
埋
立
地
付
近
。

付
近
に
権
現
堂
が
あ
っ
た
の
か
。
中
沢
に
所
属
か
。

中
組
公
民
館
の
北
周
辺
。
集
落
付
近
は
北
が
田
端
沢
、
南
が
旧
中

ノ
瀬
通
り
が
境
。
東
が
八
升
蒔
、
白
砂
川
、
南
が
平
沢
、
西
は
一

本
木
、
北
は
岩
景
山
、
壱
貫
地
に
接
す
る
。

O
し
も
つ
か
わ
ら

O
お
お
み
ど
う

O
み
な
み
で

l
ら

O
い
ど
く
ぼ

O
い
ど
で

O
い
で
い
り

O
な
か
の
た
な

O
や
す
み
い
し

小
字
/
は
っ
し
よ
う
ま
き

(
八
升
蒔
)

O
さ
ん
げ
l

O
て
ん
じ
ん
さ
ん

O
ひ
な
た
み
ち

小
字
/
よ
し
は
た

(
品
目
畑
)

O
な
か
し
ば

O
さ
け
1
え
の
く
ぼ

小
字
/
な
が
い
(
長
井
)

。
ゃ
な
ぎ
く
ぼ

O
し
も
や
け

下
川
原
。
旧
中
ノ
瀬
橋
へ
向
か
う
旧
道
付
近
の
斜
面

1
川
沿
い
。

大
御
堂
。
中
組
公
民
館
の
東
、
耕
地
内
に
三
一
原
観
音
札
所
跡
。

南
平
。
田
端
集
落
の
南
側
一
帯
。

井
戸
窪
。
田
端
沢
の
西
奥
、
沢
の
水
源
付
近
。

井
戸
出
。
平
沢
集
落
南
端
、
井
戸
の
あ
る
場
所
。
平
沢
か
。

井
戸
入
。
田
端
バ
ス
停
西
奥
の
窪
地
、
堰
堤
付
近
。

中
ノ
棚
。
田
端
か
ら
湯
久
保
へ
行
く
旧
道
を
上
り
上
げ
た
付
近
。

休
石
。
湯
久
保
道
の
曲
折
し
た
岩
場
付
近
、
一
休
み
を
し
た
石
。

南
大
橋
周
辺
で
、
南
は
田
端
沢
、
北
は
八
幡
沢
を
境
。
東
は
白
砂
川
、

南

1
西
は
田
端
、
北
は
壱
貫
地
に
接
す
る
。
狭
い
地
域
だ
が
、
六

合
で
最
も
肥
沃
と
さ
れ
る
場
所
。
歴
史
的
地
名
。

南
大
橋
右
岸
挟
付
近
の
白
砂
川
沿
い
の
小
名
。
地
名
は
河
岸
段
丘

上
の
地
形
が
三
段
(
三
階
)
か
、
憤
悔
の
転
誰
か
不
詳
。

天
神
様
。
国
道
上
の
日
向
道
沿
い
に
祭
る
天
神
社
。

日
向
道
。
田
端
沢
の
北
側
、
天
神
様
の
前
を
通
り
湯
久
保
に
向
か

う
道
。
日
向
側
斜
面
を
通
る
道
。

町
道
太
子
湯
久
保
線
を
上
り
、
太
子
の
湯
窪
を
過
ぎ
た
畑
地
一
帯
。

東
は
大
字
太
子
、
南
は
岩
景
山
、
西
は
長
井
、
西
北

1
北
は
湯
久

保
に
接
す
る
。
植
物
の
霞
に
因
む
地
名
。

中
芝
。
湯
久
保
の
共
同
墓
地
付
近
。
死
ぬ
と
中
芝
へ
行
く
と
語
る
。

境
ノ
窪
。
中
芝
の
北
側
、
尾
根
よ
り
裏
の
畑
一
帯
。

町
道
太
子
湯
久
保
線
の
終
点
付
近
。
道
が
長
井
沢
を
越
え
る
と
長

野
原
町
に
な
る
。
東
は
霞
畑
、
東
南
は
岩
景
山
、
南
は
一
本
木
、

西
は
長
野
原
町
境
、
北
は
ウ
ル
エ
ノ
、
北
東
は
湯
久
保
に
接
す
る
。

草
津
街
道
が
地
内
を
通
っ
た
。

柳
久
保
。
八
幡
へ
通
じ
る
旧
道
筋
。
秋
葉
山
分
岐
を
少
し
過
ぎ
た

付
近
の
窪
。
八
幡
坂
を
上
り
上
げ
て
平
ら
に
な
っ
た
所
で
あ
る
。

霜
焼
。
柳
久
保
付
近
を
右
に
入
っ
た
窪
。
霜
が
強
い
場
所
。
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小
字
/
い
っ
ぽ
ぎ

(
一
本
木
)

O
あ
か
ば
ね
ざ
か
っ
・

小
字
/
う
る
え
の

(
ウ
ル
エ
ノ
)

O
ほ
っ
ぱ

小
字
/
な
が
っ
ぱ
ら

(
長
原
)

O
か
や
ば

小
字
/
ゆ
さ
か
(
湯
坂
)

O
ど
う
ろ
く
じ
ん

O
ほ
り
ぐ
ち

O
ぶ
な
ぎ

O
や
ち

名

小
字
/
い
つ
か
ん
じ

(
萱
貫
地
)

地

中
沢
林
道
が
上
り
終
わ
っ
た
町
境
付
近
の
山
林
。
東
は
田
端
、
平
沢
、

南
は
中
沢
、
西
は
長
野
原
町
境
、
北
は
長
井
に
接
す
る
。

赤
羽
根
坂
。
中
沢
林
道
を
横
断
し
三
軒
屋
へ
向
か
う
旧
道
の
坂
。

赤
羽
根
は
関
東
に
特
有
の
赤
土
を
意
味
。
赤
羽
根
へ
続
く
坂
。

湯
久
保
農
免
道
路
が
草
津
町
に
入
る
手
前
付
近
。
東

t
南
は
長
原
、

湯
坂
、
湯
久
保
に
、
西
南
は
長
井
に
、
西

i
北
は
長
野
原
町
や
草

津
町
境
に
接
す
る
。
西
続
き
の
草
津
側
に
、
開
拓
地
ウ
ル
イ
ノ

が
あ
る
。
地
名
は
ウ
ル
イ
の
生
え
る
野
で
、
植
物
名
に
因
む
。
ギ

ボ
シ
の
異
名
が
山
菜
の
ウ
ル
イ
や
ウ
リ
ッ
パ
。

農
免
の
湯
久
保
道
が
ウ
ル
イ
ノ
に
入
る
手
前
付
近
。
水
が
湧
く
所

か
い
ほ
っ

で
、
原
野
を
開
発
し
た
所
か
。
ホ
ツ
H

開
発
、
パ
は
接
尾
語
か
。

湯
坂
道
を
上
り
上
げ
、
草
軽
電
車
軌
道
跡
近
く
、
町
境
付
近
。
以

前
は
萱
場
、
今
は
山
林
。
東
は
湯
坂
、
南
は
ウ
ル
エ
ノ
、
西

1
北

は
草
津
町
境
に
接
す
る
。

萱
場
。
屋
根
葺
き
用
に
使
う
萱
を
刈
る
場
所
。

堀
口
と
撫
木
問
、
草
津
へ
の
旧
湯
坂
道
沿
い
の
尾
根
一
帯
。
草
津

街
道
の
メ
イ
ン
道
路
。
東
は
草
津
町
境
、
東
南
は
大
字
太
子
、
湯

久
保
、
西
南
は
ウ
ル
エ
ノ
、
西

1
北
は
長
原
に
接
す
る
。

道
禄
神
。
旧
湯
坂
道
の
上
り
口
付
近
。
旧
湯
坂
、
堀
口
、
撫
木
の

三
本
辻
。
以
前
、
椛
の
大
木
が
あ
り
雨
宿
り
を
し
た
所
。

堀
口
。
湯
坂
道
左
下
の
窪
、
耕
地
が
多
い
。
昭
和
十
五
年
頃
開
拓
。

撫
木
。
湯
坂
道
右
下
側
の
耕
地
一
帯
。
撫
が
茂
っ
た
所
。

谷
地
。
撫
木
の
奥
。
明
治
末
頃
、
栃
木
県
の
加
藤
氏
が
開
拓
。

北
は
寺
方
面
の
沢
、
南
は
八
幡
沢
が
境
。
東
は
白
砂
川
、
南
は
八

升
蒔
、
西
南
は
田
端
、
西
は
岩
景
山
、
北
は
合
畑
。
中
世
以
降
の

耕
地
面
積
の
単
位
に
因
む
歴
史
的
地
名
、
当
時
、
年
貢
高
は
銭
の

単
位
「
貫
」
に
換
算
。

O
い
つ
か
ん
じ
と
う
げ
一
壷
貫
地
峠
。
神
社
前
、
国
道
の
橋
付
近
の
所
。

一
八
幡
沢
。
八
幡
神
社
付
近
を
流
れ
、
小
字
の
境
で
あ
る
。

一
大
神
前
。
八
幡
神
社
の
前
。

一
大
木
入
。
八
幡
沢
沿
い
墓
地
の
対
岸
(
右
岸
)
付
近
。

一
案
場
。
湯
久
保
へ
の
旧
道
が
、
堰
堤
脇

1
八
幡
坂
付
近
の
右
、
墓

一
地
付
近
。
こ
の
先
の
尾
根
で
日
向
道
と
合
流
。
暗
か
、
庵
か
不
詳
。

一
八
幡
坂
。
湯
久
保
へ
向
か
う
坂
の
名
。
入
口
の
八
幡
神
社
に
由
来
。

一
例
ね
石
。
八
幡
坂
道
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設
置
付
近
。
岩
が
多
い
難

一
所
。
岩
が
剥
ね
出
た
所
の
意
味
か
。
岩
下
に
馬
頭
観
音
数
基
祭
記
。

八
幡
坂
を
下
る
道
沿
い
、
柳
窪
と
細
石
の
聞
の
小
平
な
所
。

O
は
ち
ま
ん
ざ
わ

0
だ
い
じ
ん
ま
え

O
お
う
き
い
り

O
あ
ん
ぱ

O
は
ち
ま
ん
さ
か

O
は
ん
ね
い
し

O
ゃ
し
ゃ
l
ら
く

小
字
/
あ
い
の
は
た

(
合
ノ
畑
)

龍
沢
寺
付
近
一
帯
、
東
は
白
砂
川
、

北
は
大
字
太
子
境
に
接
す
る
。

南
は
萱
貫
地
、

西
は
岩
景
山
、

O
お
お
す
ぎ

O
み
ょ
う
ぜ
ん
す
ぎ

O
か
わ
ば
た

O
な
し
の
き
で
l
ら

O
う
え
の
や
し
き

小
宰
/
が
ん
け
い
ざ
ん

(
岩
景
山
)

O
ど
ろ
の
き
く
ぽ

小
字
/
ゆ
く
ぼ

(
湯
久
保
)

O
じ
よ
う
せ
ん
づ
か

O
か
し
わ
ぎ
づ
か

O
こ
い
で
む
こ
う

大
杉
。
妙
全
杉
下
の
国
道
の
バ
ス
停
の
名
前
が
地
名
化
。

妙
全
杉
。
町
天
然
記
念
物
の
巨
木
。
寺
の
開
闘
妙
全
比
丘
尼
に
縁
。

川
端
。
白
砂
川
沿
い
の
呼
称
。

梨
ノ
木
平
。
龍
沢
寺
と
白
砂
川
の
閣
の
平
ら
な
所
。

上
ノ
屋
敷
。
龍
沢
寺
北
裏
、
高
い
所
の
平
地
、
耕
地
で
利
用
。

龍
沢
寺
の
裏
山
一
帯
。
東
は
合
ノ
畑
、
査
貫
地
、
南
は
田
端
、
西

は
長
井
、
北
は
霞
畑
、
北
東
は
大
字
太
子
に
接
す
る
。
寺
の
山
号
。

泥
の
木
窪
。
岩
景
山
の
上
方
、
秋
葉
神
社
東
裏
の
窪
。

湯
久
保
公
民
館
付
近
一
帯
。
東
は
龍
畑
、
南
は
長
井
、
西
は
ウ
ル

エ
ノ
、
北
は
湯
坂
、
大
字
太
子
境
に
接
す
る
。
東
に
隣
接
の
大
字

太
子
で
は
湯
窪
の
表
記
。

ジ
ウ
セ
ン
ヅ
カ
と
も
発
音
。
公
民
館
裏
西
側
、
田
所
宅
付
近
。
畑
。

以
前
、
付
近
か
ら
五
輪
塔
が
出
た
。
行
者
に
関
係
す
る
塚
か
。

柏
木
塚
。
カ
シ
ヤ
ギ
ヅ
カ
と
も
発
音
。
農
業
用
水
取
水
口
の
左
、
山
中

へ
数
十
メ
ー
ト
ル
程
入
っ
た
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
の
広
さ
の
平
な
所
。

堀
口
の
窪
を
通
る
湯
久
保
農
道
を
越
え
、
そ
の
奥
へ
入
っ
た
所
。

昔
は
萱
刈
り
場
だ
っ
た
。
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説総

O
な
が
い
(
な
げ
l
)

O
お
お
く
ぼ

O
と
り
が
お
ね

O
っ
ち
は
し

O
た
け
の
く
ぼ

O
が
ん
け
い
さ
ん

O
あ
き
ば
お
ね

O
あ
き
ぱ
き
ん

大
字
/
太

小
字
名

O
小
地
名

小
字
/
し
も
お
お
し

(
下
太
子
)

O
う
ん
ど
う
ば

O
み
し
ま
じ
ん
じ
ゃ

O
み
し
ま
ざ
わ

O
み
や
の
ま
え

子

長
井
。
町
道
太
子
湯
久
保
線
が
長
井
沢
渡
る
付
近
、
長
野
原
町
に

か
か
る
。
安
カ
川
宅
付
近

1
長
井
沢
付
近
。

大
窪
。
田
所
宅
脇
か
ら
長
井
沢
川
沿
い
の
道
に
入
り
、
右
岸
に
渡

り
上
り
上
げ
た
所
。
長
野
原
町
境
付
近
。
以
前
、
畑
だ
っ
た
。

湯
久
保
公
民
館
西
側
、
長
井
沢
川
左
岸
に
至
る
峰
。
転
説
し
て
ト

リ
ゴ
ネ
と
も
呼
ば
れ
る
。

土
橋
。
以
前
、
安
ヵ
川
宅
前
の
小
沢
に
あ
っ
た
土
橋
に
由
来
。

竹
の
窪
。
公
民
館
裏
水
路
の
束
、
ジ
ョ
ウ
セ
ン
ヅ
カ
の
向
か
い
側
。

岩
景
山
。
絶
壁
上
の
山
林
で
、
昔
は
畑
も
あ
っ
た
。

秋
葉
尾
根
。
集
落
東
、
秋
葉
山
を
祭
る
尾
根
。
採
草
地
だ
っ
た
。

秋
葉
山
。
集
落
の
東
、
標
高
九
四
六
釘
の
山
頂
に
祭
組
。
石
嗣
は

安
永
十
(
一
七
八
一
)
年
に
麓
の
田
端
、
八
幡
、
検
木
で
建
て
た
。

備

考

町
道
太
子
湯
久
保
線
が
国
道
に
合
流
付
近
、
太
子
公
民
館
が
あ
る
。

東
は
白
砂
川
、
南
は
水
戸
沢
で
花
園
に
、
西
は
太
子
、
北
は
大
字

小
雨
に
接
す
る
。

運
動
場
。
以
前
、
小
雨
の
小
学
校
は
庭
が
狭
か
っ
た
。
運
動
会
等

は
平
ら
な
土
地
が
あ
る
当
地
に
移
動
し
行
っ
た
。
国
道
東
の
下
太

子
最
後
の
民
家
裏
。
富
沢
和
彦
宅
所
有
地
。

コ
一
嶋
神
社
。
静
岡
県
三
島
市
、
東
海
道
筋
の
三
嶋
大
社
を
当
地
に

勧
請
し
た
。
集
落
の
西
、
沢
沿
い
に
嗣
が
あ
る
。

三
嶋
沢
。
三
嶋
神
社
付
近
を
東
に
流
れ
る
。
寛
文
三
年
の
検
地
帳

に
三
嶋
沢
が
あ
る
。

三
島
神
社
前
方
の
土
地
。
寛
文
三
年
の
検
地
帳
に
宮
わ
き
の
地
名
。

O
は
な
わ
ざ
か

O
よ
こ
み
ち

O
お
ち

O
し
ぼ
っ
こ
し

O
ぎ
よ
う
に
ん
づ
か

O
い
わ
の
し
た

O
ぬ
る
い

O
し
な
い
ど

O
た
こ
あ
げ
ば

小
字
/
お
お
し

(
太
子
)

O
め
1
で

O
こ
う
さ
っ
ぱ

O
こ
う
さ
つ
や
し
き

O
ど
う

O
う
し
の
は
な
げ

O
う
え
の
や
ま

O
い
ど

O
く
ら
ぶ

O
む
か
い
し
ょ
う

O
は
な
し
ゅ
う

鼻
和
坂
。
花
園
橋
か
ら
太
子
へ
上
る
旧
道
の
坂
。
ハ
ナ
は
先
端
が

突
き
出
て
、
輪
状
の
地
形
が
ハ
ナ
ワ
。
馬
頭
観
音
付
近
。

横
道
。
鋼
管
鉱
業
用
地
付
近
で
、
土
地
造
成
で
今
は
消
え
る
。

落
合
。
白
砂
川
沿
い
の
太
子
共
同
の
土
地
付
近
。
白
砂
川
に
水
戸

沢
川
が
合
流
す
る
落
合
が
オ
チ
の
語
源
で
あ
ろ
う
。

芝
越
。
三
島
神
社
西
側
の
墓
上
、
太
子
境
。
尾
根
を
越
す
場
所
か
。

行
人
塚
。
集
落
内
、
小
雨
へ
の
旧
道
脇
を
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
入
っ

た
所
、
今
は
民
家
。
こ
の
地
で
修
行
し
、
永
眠
し
た
行
者
の
塚
か
。

岩
ノ
下
。
三
嶋
神
社
の
上
方
に
あ
る
岩
の
下
部
。

水
戸
沢
沿
い
で
、
温
か
な
水
が
湧
く
所
か
。

品
井
戸
。
ヌ
ル
イ
の
温
か
な
水
を
利
用
、
品
の
木
の
皮
を
漬
け
、

柔
ら
か
く
し
衣
料
で
利
用
し
た
井
戸
か
。
信
濃
の
シ
ナ
も
品
の
木
。

凧
揚
げ
場
。
携
帯
電
話
の
中
継
塔
付
近
。
風
が
強
い
所
。

町
道
太
子
湯
久
保
線
が
通
る
。
俗
称
ジ
ヨ
ツ
コ
シ
に
共
同
墓
地
、

町
営
水
道
配
水
池
も
あ
る
。
東
は
下
太
子
、
南
は
水
戸
沢
で
花
園
に
、

西
は
潜
下
、
北
は
尾
根
境
で
大
字
小
雨
や
下
太
子
に
接
す
る
。

太
子
発
祥
の
地
か
。

前
出
。
上
太
子
の
道
下
の
畑
。

高
札
場
。
向
け
え
衆
の
上
。
防
火
水
槽
下
手
、
道
脇
。
為
政
者
か

ら
の
指
伝
達
を
伝
え
る
高
札
を
設
置
し
た
場
所
。

高
札
屋
敷
。
高
札
を
掲
げ
た
所
、
屋
敷
跡
。
高
札
場
と
同
じ
。

堂
。
大
黒
天
上
方
の
洞
で
、
お
堂
が
あ
っ
た
。
種
々
の
石
造
物
が

あ
る
。
昔
、
こ
の
場
所
で
剣
道
の
試
合
を
行
っ
た
と
い
う
。

牛
の
鼻
毛
。
堂
の
東
北
の
尾
根
、
風
化
し
て
牛
の
鼻
輪
に
見
え
る
。

上
之
山
。
太
子
集
落
北
側
の
山
の
呼
称
。

井
戸
。
昔
、
太
子
の
方
の
共
同
井
戸
で
飲
料
水
に
使
用
。

倶
楽
部
。
太
子
公
民
館
の
場
所
。
昔
の
呼
称
。

向
か
い
衆
。
太
子
集
落
の
東
向
か
い
の
家
。
屋
号
的
地
名
。

鼻
衆
。
太
子
集
落
の
入
口
(
鼻
)
付
近
。
屋
号
的
地
名
。
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O
せ
ど

O
ひ
ら

O
や
せ
お
ね

O
ふ
た
ご
っ
ぴ
ら

O
と
い
の
く
ち

O
み
す
み

O
あ
し
が
つ
く
ぼ

O
じ
ょ
っ
こ
し

O
た
け
の
は
な

O
じ
よ
う
つ
ぶ
れ

O
し
よ
う
じ
ば

小
字
/
か
ぞ
の

(
花
園
)

O
み
ず
っ
と

O
く
ぐ
り
い
し

O
で
つ
く
り
い
し

名

O
ま
と
ば
の
た
い
ら

O
ゆ
く
ぽ
さ
か

O
う
え
の
や
ま

地

O
ひ
ら

背
戸
。
民
家
と
平
の
問
、
家
の
裏
側
で
耕
地
。

平
。
上
之
山
麓
付
近
の
斜
面
。
集
落
裏
の
畑
続
き
、
今
は
山
林
。

痩
せ
尾
根
。
太
子
集
落
裏
の
狭
い
尾
根
。
樺
と
杉
の
間
付
近
。

双
子
平
。
小
雨
側
か
ら
見
え
る
北
東
斜
面
、
大
石
が
二
つ
あ
る
。

樋
の
口
。
旧
草
津
道
で
、
堂
の
上
付
近
で
旧
道
は
深
い
凹
(
樋
)

状
に
な
る
。
直
ヶ
窪
方
向
へ
通
じ
る
谷
の
入
口
。
樋
状
の
地
形
。

三
角
。
民
家
と
墓
の
問
。
地
形
か
耕
地
の
形
状
が
由
来
か
。

臨
ヶ
窪
。
双
子
平
の
奥
、
小
雨
境
付
近
。

城
越
。
旧
道
が
墓
地
裏
1
潜
戸
、
不
動
堂
側
へ
尾
根
を
越
す
所
。

竹
の
鼻
。
ジ
ヨ
ツ
コ
シ
の
山
側
、
竹
が
生
え
て
い
る
付
近
。

山
の
斜
面
で
岩
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
所
。
城
越
と
ほ
ぼ
同
じ
所
。

墓
地
脇
の
旧
道
を
行
く
と
、
左
側
に
岩
が
散
乱
し
て
い
る
。

精
進
場
。
旧
道
の
道
祖
神
脇
の
旧
草
津
道
上
り
口
付
近
の
東
下
。

高
札
を
立
て
た
所
よ
り
も
、
発
音
で
は
酒
肉
を
慎
み
心
身
を
清
め

精
進
潔
斎
の
場
所
か
。
寛
文
三
年
の
検
地
帳
に
あ
る
「
志
や
う
し
ば
」

は
、
七
筆
二
反
一
畝
で
、
上
畑
が
一
筆
あ
る
。

花
園
大
橋
の
南
側
、
旧
国
鉄
太
子
駅
跡
付
近
一
帯
。
東
は
白
砂
川
、

南
は
小
屋
根
、
西
は
阿
ノ
山
、
六
郎
谷
、
北
は
水
戸
沢
で
下
太
子
、

太
子
に
接
す
る
。
戦
後
、
六
合
村
の
玄
関
目
だ
っ
た
太
子
駅
前
は
、

鉄
道
の
廃
線
で
駅
も
な
く
な
り
寂
し
く
な
る
。

水
当
。
花
園
、
下
太
子
境
の
花
園
橋
右
岸
挟
付
近
の
や
や
上
流
。

旧
道
が
水
戸
沢
を
渡
る
渡
河
地
点
。

潜
石
。
花
園
か
ら
湯
久
保
へ
行
く
旧
道
沿
い
。
岩
の
多
い
上
り
坂

の
難
所
、
道
脇
に
あ
る
潜
れ
そ
う
な
石
門
状
の
岩
が
地
名
の
由
来
。

湯
久
保
へ
行
く
旧
道
坂
道
を
上
り
上
げ
た
送
電
線
下
付
近
の
道
脇
。

畑
に
荷
を
背
負
い
往
来
す
る
時
に
一
休
み
し
た
休
み
石
。

的
場
ノ
平
。
湯
久
保
へ
の
旧
道
、
デ
ッ
ク
リ
石
手
前
の
平
ら
な
所
。

湯
久
保
坂
。
湯
久
保
へ
最
初
の
急
坂
で
、
送
電
線
下
で
平
に
な
る
。

上
ノ
山
。
湯
久
保
坂
を
上
り
上
げ
た
先
、
右
上
に
見
え
る
山
。

平
。
上
ノ
山
付
近
か
ら
潜
石
付
近
の
山
の
斜
面
。

O
さ
る
ま
き

O
お
や
ま

O
す
み
や
き

O
い
わ
し
た

O
か
ぞ
の
ど
う

小
字
/
こ
や
ね

(
小
屋
根
)

さ
る
ま
き
沢
付
近
。
国
道
脇
、
沢
は
暗
渠
。

御
山
。
花
園
の
共
同
墓
地
。

炭
焼
き
。
で
つ
く
り
石
付
近
の
平
ら
な
場
所
の
上
下
。

岩
下
。
潜
石
の
下
方
に
見
え
る
岩
場
の
下
。

花
園
堂
。
三
原
三
十
四
番
観
音
札
所
。
太
子
駅
跡
東
の
田
村
宅
裏
。

六
合
ヘ
リ
ポ
ー
ト
付
近
。
東
は
白
砂
川
、

久
保
、
北
は
花
園
に
接
す
る
。

南
は
撒
木
、

西
は
樽
ノ

西
は
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O
ぬ
る
い

O
し
ぶ
っ
た

O
せ
ど
の
さ
わ

O
さ
わ
む
か
い

小
字
/
に
れ
ぎ

(
楠
木
)

O
か
わ
ら

O
き
ど
さ
わ

O
び
わ
の
く
ぼ

O
さ
と
う
じ

小
字
/
た
る
の
く
ぼ

(
樽
ノ
久
保
)

小
字
/
ゆ
く
ぼ

(
湯
窪
)

温
井
。
温
水
が
湧
き
、
昔
は
シ
ナ
の
木
の
皮
を
浸
し
た
場
所
。

渋
田
。
南
部
運
動
場
西
側
の
麓
。
水
質
に
渋
味
の
あ
る
水
を
利
用

し
た
水
田
。
渋
川
の
渋
と
同
じ
語
源
。
今
は
荒
れ
地
で
あ
る
。

背
戸
の
沢
。
木
戸
沢
と
同
じ
。
撒
木
集
落
裏
(
背
戸
)
を
流
れ
る
。

沢
向
。
背
戸
沢
の
対
(
右
)
岸
、
民
家
付
近
の
呼
称
。

国
道
が
通
り
、

樽
ノ
久
保
に
、

東
は
一
部
白
砂
川
に
、
南
は
大
字
日
影
に
、

北
は
小
屋
根
に
接
す
る
。

川
原
。
白
砂
川
の
中
程
の
土
地
(
中
州
)
だ
が
、
今
は
消
滅
。

木
戸
沢
。
集
落
裏
を
流
れ
別
称
セ
ド
ノ
沢
。
木
戸
は
寺
の
門
?

ビ
ワ
の
窪
。
木
戸
沢
の
奥
の
岩
下
。
ビ
ワ
は
崖
の
あ
る
谷
川
か
。

木
戸
沢
と
渋
田
の
問
。
一
軒
家
裏
の
平
ら
な
所
で
耕
地
。
意
味
不
詳
。

花
園
か
ら
旧
湯
久
保
道
を
進
み
、
潜
石
付
近
か
ら
上
り
上
げ
平
に

な
っ
た
西
側
の
窪
で
山
地
。
東
は
小
屋
根
、
楠
木
に
、
南
は
大
字

日
影
、
西
は
湯
窪
、
北
は
六
郎
谷
、
阿
ノ
山
、
東
北
で
花
園
に
接

す
る
。
タ
ル
は
垂
直
状
の
地
形
か
弛
ん
だ
所
だ
ろ
う
。

中
心
は
町
道
太
子
湯
久
保
線
が
湯
久
保
坂
を
上
っ
た
集
落
・
耕
地

一
帯
。
阿
ノ
山
の
南
、
六
郎
谷
の
北
、
三
七
二
番
地
が
飛
び
地
で

あ
る
。
中
心
部
は
東
が
樽
ノ
久
保
、
南

1
西
は
大
字
日
影
、
北
は

六
郎
谷
に
接
す
る
。



説総

O
あ
が
り
あ
げ

O
よ
し
ば
た
け

O
な
か
し
ば

O
う
つ
く
し
だ
い
ら

O
み
ず
と
う

自生

Lょ
の
や
ま

O
ぬ
る
い

O
ゆ
く
ぼ
ざ
か

小
字
/
せ
ん
し
た

(
潜
下
)

O
う
し
ろ
く
ぽ

O
お
お
し
ふ
ど
う
そ
ん

O
ふ
ど
う
の
た
き

O
く
ぐ
ど

O
じ
ん
が
た
き

O
ゃ
け
ん
だ

O
お
お
み
ね

上
が
り
上
げ
。
湯
窪
坂
を
上
り
上
げ
て
平
に
な
っ
た
所
。

龍
畑
。
湯
久
保
坂
を
上
り
上
げ
、
そ
の
先
に
あ
る
農
耕
地
。

中
芝
。
集
落
の
墓
地
が
あ
る
山
。
前
は
太
子
や
日
影
の
採
草
地
。

美
平
。
湯
窪
坂
の
上
、
白
根
山
が
見
え
る
小
高
い
所
で
、
一
時
開

拓
し
た
。
明
治
十
四
年
の
調
査
に
も
載
る
昔
か
ら
の
地
名
。

水
遠
。
太
子
湯
久
保
線
道
で
湯
久
保
に
出
た
所
と
橘
木
の
間
の
窪
。

ト
ウ
は
タ
ワ
の
転
説
で
峠
状
の
鞍
部
。
渋
峠
は
池
の
塔
だ
っ
た
。

北
は
水
戸
沢
右
岸
で
太
子
不
動
尊
対
岸
。
東
端
は
湯
窪
、
潜
下
で
、

南
は
湯
窪
、
西
端
は
六
郎
谷
、
北
は
水
戸
沢
川
に
接
す
る
。
東
は

花
園
、
南
は
樽
ノ
久
保
、
湯
窪
、
西
端

1
北
は
水
戸
沢
川
で
六
郎
谷
、

山
路
、
潜
下
に
接
す
る
。
「
あ
の
山
」
が
地
名
に
昇
格
し
た
か
。

温
井
。
阿
ノ
山
の
沢
と
水
戸
沢
川
と
の
合
流
付
近
。
潜
石
の
対
岸
。

温
か
な
鉱
泉
が
湧
く
場
所
か
。

湯
窪
坂
。
二
叉
を
過
ぎ
水
戸
沢
を
渡
り
湯
窪
へ
向
か
う
坂
。

水
戸
沢
左
岸
で
、
太
子
不
動
や
不
動
の
滝
周
辺
、
東
端
を
除
く
と

大
部
分
は
山
地
。
東
は
太
子
、
南
は
水
戸
沢
川
で
阿
ノ
山
、
西
は

山
路
、
北
は
大
字
小
雨
境
に
接
す
る
。
セ
ン
は
滝
で
、
不
動
の
滝

下
の
意
味
。
仙
、
潜
、
線
、
千
も
同
じ
滝
の
宛
字
。

後
久
保
。
太
子
の
裏
山
の
北
に
あ
る
窪
。
ヤ
ケ
ン
ダ
寄
り
窪
。

太
子
不
動
尊
。
太
子
集
落
の
西
、
木
戸
沢
川
に
岩
山
が
迫
り
出
し

た
狭
陸
部
に
祭
組
。
沢
に
不
動
の
滝
が
、
お
堂
は
岩
に
懸
崖
造
り
。

不
動
の
滝
。
不
動
堂
下
の
水
戸
沢
川
に
見
え
る
滝
。

潜
戸
。
不
動
堂
の
東
、
二
軒
の
家
が
あ
る
付
近
。
ク
ク
ド
地
名
は

河
川
と
山
地
が
迫
り
接
す
る
よ
う
な
狭
い
所
。
水
車
も
あ
っ
た
。

潜
戸
の
道
下
の
水
戸
沢
川
に
落
ち
る
滝
。
崩
落
で
滝
は
低
く
な
る
。

不
動
堂
の
裏
山
。
大
峯
下
方
で
、
斜
面
も
凹
も
あ
る
地
形
。
約
一

町
歩
の
山
腹
。
ヤ
ケ
ン
は
薬
研
状
の
凹
地
形
か
。

大
峯
。
不
動
堂
の
北
西
山
頂
(
標
高
九
四

0
メ
ー
ト
ル
余
)
。
当
地

の
修
験
の
山
か
、
有
名
な
奈
良
県
の
大
峯
を
勧
請
し
た
か
。

小
字
/
や
ま
じ

(
山
路
)

O
ふ
た
ま
た

O
ど
う
し
ん
ば
ら

(
ど
う
し
ん
ば
)

O
や
ま
じ
の
十
二
さ
ん

O
な
か
お
ね

O
に
が
こ
ご
み

小
字
/
ろ
く
ろ
う
や

(
六
郎
谷
)

O
さ
か
し
た

O
お
ぎ
ょ
う
ひ
ら

O
お
ぎ
ょ
う
さ
ん

O
し
た
あ
れ
っ
ぽ

O
な
か
あ
れ
っ
ぽ

O
か
み
あ
れ
っ
ぽ

O
さ
ん
の
さ
わ

小
字
/
お
お
し
は
ら

(
太
子
原
)

O
か
さ
ま
つ

O
み
ず
お
ち
つ
く
ぼ

O
む
こ
う
つ
ば
ら

小
宇
/
か
い
こ

(
カ
井
コ
)

O
き
ど
は
ら

水
戸
沢
左
岸
、
町
道
の
一
一
叉
か
ら
旧
採
草
地
や
草
津
道
に
入
る
。

潜
下
の
草
津
寄
り
の
山
林
。
東
は
潜
下
、
南
東
に
阿
ノ
山
、
南
は

六
郎
谷
、
西
は
太
子
原
、
北
は
六
郎
谷
、
大
字
小
雨
に
接
す
る
。

一
帯
は
山
地
で
、
以
前
は
採
草
地
だ
っ
た
。

二
叉
。
湯
窪
へ
の
道
と
旧
草
津
道
の
分
岐
す
る
場
所
。

道
心
(
原
)
。
太
子
不
動
の
先
の
大
カ
l
プ
で
、
右
に
入
る
道
が
旧

草
津
道
(
笠
松
道
)
。
少
し
入
っ
た
右
側
、
採
草
地
で
畑
も
あ
っ
た
。

山
路
の
十
二
さ
ん
。
旧
採
草
地
内
、
草
津
へ
の
旧
道
を
進
み
、
平

に
な
っ
た
付
近
の
分
岐
を
左
に
進
ん
だ
道
沿
い
に
あ
る
。

中
尾
根
。
旧
笠
松
道
と
水
戸
沢
川
(
六
郎
谷
沢
)
の
聞
の
尾
根
。

笠
松
の
手
前
、
尾
根
下
の
窪
の
採
草
地
。
コ
ゴ
ミ
が
採
れ
る
所
か
。

水
戸
沢
の
奥
。
東
は
阿
ノ
山
、
湯
窪
に
、
南

1
西
は
大
字
日
影
、

北
は
山
路
に
接
す
る
。
六
郎
は
人
名
、
韓
瞳
?
ヤ
は
谷
だ
ろ
う
。

坂
下
。
旧
太
子
湯
久
保
線
で
、
湯
窪
手
前
の
水
場
付
近
。

御
行
平
。
中
尾
根
の
奥
、
水
戸
沢
沿
い
の
左
岸
斜
面
。
行
者
が
修

行
し
た
ヒ
ラ
(
斜
面
)
の
意
味
か
。

御
行
さ
ん
。
御
行
平
の
岩
場
、
左
端
岩
下
に
祭
問
。
大
日
如
来
座

像
を
祭
班
、
背
に
宝
暦
の
年
号
が
あ
る
。
修
行
の
場
に
相
応
し
い
。

下
荒
保
。
水
戸
沢
川
沿
い
に
、
昔
の
畑
跡
。
荒
れ
地
で
あ
る
。

中
荒
保
。
水
戸
沢
川
沿
い
、
以
前
畑
だ
っ
た
所
。
ア
ラ
ク
、
ア
ラ

キ
は
開
墾
、
ア
レ
は
放
棄
畑
。
開
墾
地
か
。
今
は
荒
れ
地
。

上
荒
保
。
水
戸
沢
川
沿
い
、
一
番
奥
の
畑
跡
。
御
行
平
下
付
近
。

コ
一
ノ
沢
。
水
戸
沢
川
最
上
流
部
、
沢
が
三
筋
に
分
流
。
草
津
境
か
。

山
路
の
奥
、
草
津
町
寄
り
。
東
は
山
路
、
六
郎
谷
、
南
は
大
字
日
影
境
、

西
1
北
は
草
津
町
境
の
山
問
。
以
前
は
太
子
の
採
草
地
。

笠
松
。
草
津
町
境
に
近
い
尾
根
、
旧
道
沿
い
。
笠
状
の
松
が
あ
る
。

楽
泉
国
方
面
が
見
え
る
場
所
。

水
落
久
保
。
太
子
採
草
地
内
の
水
場
。
水
出
窪
と
も
い
う
。

向
原
。
笠
松
の
先
、
草
津
寄
り
の
斜
面
。
旧
草
津
道
が
通
っ
た
。

東
は
太
子
原
、
南
は
大
宇
日
影
、
西

1
北
は
草
津
町
境
、
窪
が
多
い
。

地
形
の
カ
イ
リ
崖
や
谷
、
開
H
開
墾
。
コ

H
接
尾
語
で
所
?
草
津

町
境
に
近
い
太
子
の
採
草
地
、
萱
刈
り
場
だ
っ
た
。

木
戸
原
。
採
草
地
で
、
木
戸
で
も
置
か
れ
た
か
。
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大
字
/
小

小
字
名

O
小
地
名

小
字
/
遠
北

(
と
う
、
ぎ
た
)

雨

備

考

道
の
駅
周
辺
の
平
地
と
西
側
山
地
。
東
1
南
は
白
砂
川
、
西
は
沼
尾
、

西
北
は
足
倉
の
山
地
、
北
は
入
山
境
に
接
す
る
。

O
な
か
き
た

O
な
か
き
た
の
し
た
だ
ん

O
ど
う
し
ん
さ
わ

O
お
お
み
ね

O
は
ら

小
字
/
沼
尾

(
ぬ
ま
お
)

O
は
な
ん
さ
か

O
つ
ぱ
く
ら
く
ち

O
む
え
ん
ど
う
さ
か

O
こ
う
ぼ
う
い
わ

O
み
と
う
さ
か

O
は
げ
や
ま

O
じ
よ
う
ら
く
え
ん

O
な
み
き

O
か
ん
の
ん
ぴ
ら

名

O
ぬ
ま
お
で
ら
あ
と

地

中
北
。
国
道
沿
い
の
平
地
付
近
。

中
北
の
下
段
。
福
島
宅
東
、
白
砂
川
へ
下
る
中
段
。
今
は
耕
地
跡
。

道
心
沢
。
道
の
駅
付
近
。
今
は
暗
渠
で
、
沢
は
見
え
な
い
。

大
峯
。
道
の
駅
付
近
で
左
に
入
れ
ば
旧
道
が
山
腹
を
通
っ
て
い
る
。

旧
道
分
岐
を
左
に
入
っ
た
周
辺
の
呼
称
。
楽
泉
園
経
由
草
津
道
。

原
。
大
峯
へ
の
道
筋
の
途
中
に
あ
る
開
墾
さ
れ
た
所
。

沼
尾
集
落
付
近
と
山
地
。
東
は
遠
北
、

北
は
足
倉
、
少
し
野
巌
に
接
す
る
。

南
は
白
砂
川
、

西
は
中
棚
、

鼻
坂
。
山
田
宅
北
、
旧
道
の
坂
で
、
岩
下
の
先
端
(
鼻
)
付
近
。

道
は
弘
法
岩
脇
に
通
じ
る
。
国
道
カ
ー
ブ
吹
き
付
け
付
近
。

燕
口
。
弘
法
岩
の
南
東
、
白
砂
川
段
丘
上
平
地
、
屋
敷
跡
も
あ
る
。

無
縁
堂
坂
。
墓
地
の
無
縁
堂
に
因
む
。
発
音
め
ん
ど
う
坂
。

弘
法
岩
。
商
工
会
脇
の
旧
道
を
下
っ
た
先
、
三
本
辻
に
あ
る
岩
。

弘
法
太
子
伝
説
に
因
む
岩
か
。
双
体
道
祖
神
が
あ
る
。

御
堂
坂
。
国
道
付
近
に
上
っ
た
坂
。
お
堂
に
因
む
地
名
か
。

禿
げ
山
。
毘
沙
門
堂
左
側
に
あ
っ
た
畑
。
今
は
荒
れ
地
。

沼
尾
バ
ス
停
1
毘
沙
門
堂
の
中
程
、
中
沢
宅
付
近
の
畑
。

並
木
。
初
代
村
長
宅
や
弘
法
の
東
。
白
砂
川
寄
り
の
耕
地
。

観
音
平
。
田
村
宅
西
南
五

0
メ
ー
ト
ル
程
、
沢
の
対
岸
、
国
道
上
斜
面
。

三
原
三
十
四
番
観
音
札
所
二
十
五
番
沼
尾
寺
跡
一
帯
。

沼
尾
寺
跡
。
三
原
三
十
四
番
観
音
札
所
二
十
五
番
沼
尾
寺
所
在
地
。

跡
地
に
宝
暦
十
一
年
の
聖
観
音
、
文
化
十
四
年
の
献
灯
碑
が
あ
る
。

O
な
か
だ
な

O
お
お
さ
か

O
し
り
さ
か

(
し
る
し
さ
か
)

O
お
お
さ
か
だ
い
ら

O
く
り
ゅ
う

O
び
し
や
も
ん
ど
う

O
ぬ
ま
じ
ん
じ
ゃ

O
じ
よ
う
の
い
わ

O
か
げ
の
さ
わ

小
字
/
足
倉

(
あ
し
く
ら
)

小
字
/
野
巌

(
や
た
け
)

小
字
/
中
棚

(
な
か
だ
な
)

中
棚
。
観
音
平
西
奥
、
影
の
沢
右
岸
。
昔
は
畑
地
。
平
ら
な
所
。

大
坂
。
沼
尾
か
ら
草
津
へ
通
じ
る
旧
道
の
長
い
坂
。

尻
坂
。
沼
神
社
の
束
、
沢
沿
い
に
畑
へ
行
く
道
の
坂
。
距
離
の
短
い
直

ぐ
路
だ
が
、
急
坂
で
尻
を
こ
す
る
程
だ
っ
た
。

大
坂
平
。
観
音
様
の
三

0
0メ
ー
ト
ル
程
先
。
畑
は
買
収
、
今
は
楽
泉
園
。

栗
生
。
大
坂
頂
上
の
下
側
に
あ
る
窪
、
以
前
は
畑
だ
っ
た
。

集
落
上
、
旧
道
脇
。
山
田
姓
の
守
護
仏
。
芭
蕉
句
碑
も
あ
る
。
神

社
正
面
に
は
「
多
聞
天
」
の
額
が
あ
る
。

沼
神
社
。
毘
沙
門
堂
の
右
脇
に
あ
る
。
沼
尾
の
伝
説
に
関
係
か
。

沼
神
社
東
上
の
岩
場
。
昔
、
地
滑
り
が
あ
っ
た
。
以
前
は
ジ
ク
ジ

ク
し
た
湿
地
で
、
こ
の
場
所
を
利
用
し
一
時
水
田
が
あ
っ
た
。

影
の
沢
。
沼
尾
入
口
、
共
同
墓
地
手
前
の
沢
。
林
内
で
日
影
の
所
。

逆
三
角
形
の
形
状
で
山
地
。
東
は
遠
北
、
南
は
沼
尾
、
西
は
野
山
獄
、

北
は
草
津
町
、
北

1
東
北
は
入
山
に
接
す
る
。
地
名
は
芦
+
岩
か
。

沼
尾
か
ら
の
旧
草
津
道
南
一
帯
で
山
地
。
北

1
東
は
足
倉
、
東

1

南
は
中
棚
、
西

1
南
は
上
日
影
、
西

1
北
は
草
埠
町
に
接
す
る
。

県
営
湯
川
発
電
所
付
近
の
国
道
沿
い
一
帯
。
東
は
沼
尾
、
南
は
白

砂
川
、
西
南
は
小
雨
川
で
金
蔵
沢
、
西

1
北
は
野
田
誠
に
接
す
る
。
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O
し
よ
う
き
お
ち

O
う
ば
の
た
き

O
さ
る
こ
う
ぜ

O
お
う
ら
さ
わ

O
て
ん
ぐ
い
わ

O
お
お
ぜ
ん
の
た
き

小
字
/
金
蔵
沢

(
こ
ん
、
ぞ
う
さ
わ
)

鍾
埴
落
ち
。
沼
尾
の
影
沢
の
南
、
道
路
沿
い
の
岩
場
。

祖
母
之
滝
。
旧
隠
道
(
屋
根
道
路
)
入
口
の
崖
か
ら
落
下
の
滝
。

猿
越
瀬
。
小
雨
川
と
白
砂
川
合
流
付
近
。
旧
道
は
危
険
な
崖
道
。

サ
ル
は
浸
食
さ
れ
崩
落
し
た
崖
、
コ
ウ
セ
は
川
越
の
瀬
の
転
詑
か
。

往
来
沢
。
古
老
も
場
所
不
詳
。

天
狗
岩
。
小
雨
川
の
天
狗
岩
橋
左
岸
挟
脇
、
道
沿
い
の
大
岩
。

小
雨
川
が
白
砂
川
に
合
流
付
近
。
セ
ン
は
滝
で
大
滝
の
意
味
。

南
北
は
小
雨
川
右
岸

1
旧
道
大
坂
分
岐
近
く
、
東
西
は
吾
嬬
橋
訣

1
大
坂
終
点
付
近
。
東
は
白
砂
川
、
南
は
小
雨
、
西
は
上
日
影
、

原
に
接
す
る
。
地
名
は
地
内
を
流
れ
る
金
蔵
沢
に
由
来
。



説総

O
て
ん
ぐ
い
わ
ず
い
ど
う

O
き
た
の
は
じ

O
き
た

O
お
お
さ
か

O
あ
ん
の
さ
か

O
こ
う
せ
ん
じ
ざ
わ

O
こ
う
せ
ん
じ
あ
と

O
こ
ん
ぞ
う
ど
う

O
こ
ん
、
ぞ
う
ざ
わ

O
は
な
か
ん
の
ん

小
字
/
上
日
影

(
う
わ
ひ
か
げ
)

O
か
ざ
あ
な

O
し
み
ず

O
ょ
う
す

小
字
/
原
(
は
ら
)

O
う
え
の
は
ら

天
狗
岩
隠
道
。
昭
和
十
三
年
竣
工
の
入
山
へ
の
県
道
で
難
関
の
場

所
、
小
雨
川
右
岸
に
出
来
た
隠
道
。
今
は
道
路
改
修
で
消
滅
。

北
の
端
。
小
雨
の
耕
地
の
北
外
れ
、
そ
の
先
は
小
雨
川
河
谷
。

北
。
大
坂
入
口
付
近
の
北
、
農
業
用
ハ
ウ
ス
の
あ
る
耕
地
。

大
坂
。
旧
草
津
街
道
の
大
き
な
峠
越
え
の
長
い
坂
。

庵
之
坂
。

光
泉
寺
沢
。
旧
草
津
道
大
坂
入
口
付
近
の
沢
。
寺
名
に
由
来
。

光
泉
寺
跡
。
山
崩
れ
で
押
さ
れ
る
前
、
草
津
の
光
泉
寺
が
あ
っ
た

旧
道
を
上
り
、
最
後
の
民
家
上
、
道
の
左
奥
付
近
に
廻
国
百
番
供

養
塔
や
千
手
観
音
等
の
石
造
物
が
点
在
す
る
。

金
蔵
堂
跡
。
大
坂
上
り
口
の
墓
地
下
、
地
蔵
や
馬
頭
観
音
が
あ
る

小
平
な
所
。
三
原
三
十
四
番
観
音
札
所
二
十
四
番
の
金
蔵
堂
跡
。

金
蔵
沢
。
金
蔵
堂
跡
の
少
し
先
を
流
れ
る
。
宇
名
に
な
る
。

鼻
観
音
。
大
坂
入
口
の
墓
地
か
ら
道
を
曲
折
し
草
津
道
を
進
む
と
、

道
の
左
に
自
然
石
が
あ
り
、
石
に
彫
ら
れ
た
苔
む
す
観
音
像
の
名
。

旧
大
坂
道
を
上
り
、
道
沿
い
北
側
山
地
。
東
は
金
蔵
沢
、

西
は
草
津
町
、
北
は
小
雨
川
で
野
巌
に
接
す
る
。

南
は
原
、

風
穴
。
大
坂
の
急
坂
終
了
付
近
、
山
石
の
隙
聞
か
ら
風
が
出
た
所
。

清
水
。
大
坂
の
上
り
が
終
わ
っ
た
付
近
。
水
が
湧
き
、
以
前
は
茶

屋
も
あ
っ
た
。
牧
水
清
水
の
朽
ち
た
標
柱
が
あ
る
。

以
前
、
大
坂
道
か
ら
掘
仙
の
滝
方
面
へ
分
岐
す
る
道
が
あ
っ
た
。

滝
方
向
へ
少
し
入
っ
た
山
の
斜
面
。

旧
大
坂
道
を
上
り
、
道
沿
い
南
側
一
帯
、
諏
訪
神
社
か
ら
の
南
坂

経
由
道
と
、
旧
草
津
道
と
合
流
す
る
付
近
。
東
北
は
金
蔵
沢
、
東

は
小
雨
、
東
南
は
南
、
西
南

1
西
は
林
道
で
樋
ノ
口
、
栃
洞
、
西

北
は
廻
り
石
に
接
す
る
。
緩
斜
面
で
畑
も
あ
っ
た
が
、
今
は
植
林
。

字
境
沿
い
を
旧
大
坂
道
(
牧
水
コ

1
ス
)
、
林
道
小
雨
線
が
走
る
。

上
ノ
原
。
合
流
付
近
か
ら
西
の
産
廃
施
設
の
問
、
畑
だ
っ
た
。

三宅
32ト

雨

O
か
っ
ぱ
ら

O
ど
う
の
し
た

O
さ
か
や
の
や
し
き

小
字
/
南
(
み
な
み
)

小
学
校
、
支
所
、

J

A
等
の
施
設
が
あ
り
大
字
小
雨
の
中
心
部
。

東
は
白
砂
川
、
南
は
南
、
西
は
原
、
北
は
金
蔵
沢
に
接
す
る
。

古
く
は
草
樟
街
道
筋
、
草
津
温
泉
の
冬
住
の
里
で
栄
え
た
。

桑
原
の
転
説
?
。
小
学
校

1
大
黒
屋
付
近
の
裏
、
山
根
一
帯
。

堂
の
下
。
支
所
裏
、
馬
頭
観
音
像
付
近
下
側
。
お
堂
跡
の
下
方
。

酒
屋
の
屋
敷
。
五
口
嬬
橋
挟
、
派
出
所
付
近
。
昔
、
酒
蔵
が
あ
っ
た
所
。

西
の
山
際
に
酒
蔵
へ
水
を
引
い
た
用
水
路
跡
が
あ
っ
た
。

諏
訪
神
社
や
六
合
郵
便
局
周
辺
か
ら
小
雨
林
道
北
側
一
帯
。

白
砂
川
、
南
は
下
平
、
西
は
原
、
北
は
小
雨
に
接
す
る
。

東
は
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O
ひ
ょ
う
ご
い
り

O
て
ん
じ
ん
や
ま

O
き
た
む
き
か
ん
の
ん

O
は
ば

O
ど
ば
し

O
ぎ
よ
う
て

O
し
み
ず

O
み
な
み
さ
か

O
じ
ゅ
う
に
さ
か

O
き
お
と
し

O
う
え
の
は
ら

O
み
つ
い
し

O
び
ょ
う
ぶ
い
わ

兵
庫
入
。
発
音
シ
ョ
ゴ
リ
。
小
学
校
体
育
館

1
天
神
山
間
の
窪
。

天
神
山
。
天
神
社
様
の
お
宮
を
↓
相
る
山
。
入
口
に
庚
申
塔
が
点
在
。

北
向
観
音
。
天
神
社
の
石
段
左
に
荒
れ
た
お
堂
が
あ
る
。
以
前
、

三
原
コ
一
十
四
番
観
音
札
所
二
十
三
番
小
雨
寺
と
も
呼
ば
れ
た
。

南
集
落
の
白
砂
川
右
岸
寄
り
。
ハ
パ
は
地
形
用
語
で
斜
面
上
方
の

平
地
で
当
地
も
該
当
す
る
。
昔
は
桑
畑
で
、
所
有
者
の
名
を
付
け

て
サ
イ
タ
ロ
ウ
の
桑
原
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

土
橋
。
郵
便
局
の
南
、
ゴ
ミ
集
積
所
脇
駐
車
場
付
近
。
旧
道
に
土

橋
が
架
け
ら
れ
て
い
た
。

意
味
不
詳
。
諏
訪
神
社
か
ら
林
道
を
三

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
地
点
。

道
脇
に
余
っ
た
水
が
吹
き
出
す
付
近
。

清
水
。
ギ
ョ
ウ
テ
の
先
で
、
清
水
が
湧
く
所
。

南
坂
。
諏
訪
神
社
か
ら
の
旧
道
が
草
津
道
と
合
流
す
る
手
前
の
坂
。

十
二
坂
。
南
坂
と
同
じ
。
曲
折
す
る
坂
道
脇
に
十
二
山
神
を
祭
組
。

木
落
。
十
三
坂
の
上
、
東
側
の
急
斜
面
。
斜
面
を
利
用
し
て
、
木

材
を
落
と
し
、
運
ぶ
負
担
を
少
な
く
し
た
場
所
。

上
ノ
原
。
太
子
不
動
尊
の
手
前
付
近
の
小
平
な
場
所
。

一
一
ヲ
石
。
白
砂
河
床
に
あ
っ
た
コ
一
つ
の
大
石
に
由
来
。

扉
風
岩
。
白
砂
川
右
岸
。
岩
の
下
の
淵
は
子
供
の
水
浴
び
場
。



?小

包宅
己主
ら T

O
づ
う
づ
う

O
う
る
し
ざ
わ
か
わ

O
は
つ
で
ん
し
ょ
あ
と

。
っ
ぱ
な
は
ら

O
ど
う
え

O
ふ
ど
う
さ
ん

O
せ
ん
の
さ
わ

O
が
に
ぎ
わ

O
み
つ
い
し

O
ふ
た
ご
っ
ぴ
ら

小
字
/
樋
ノ
口

(
と
よ
の
く
ち
)

O
ふ
ど
う
の
た
き

O
あ
し
が
く
ぼ

小
字
/
柴
久
保

(
し
ば
く
ぽ
)

名

τテ d、
主 字

益五二
乏絹

地

下
平
橋
付
近
か
ら
ヅ
ウ
ヅ
ウ
沢
上
流
両
岸
一
帯
。
東
は
白
砂
川
、

南
は
下
太
子
、
西
は
樋
ノ
口
、
西
北
が
原
、
北
は
南
に
接
す
る
。

川
の
音
か
転
読
し
た
地
名
か
。
下
平
橋
の
上
流
に
発
電
所
跡
。

漆
沢
川
。
営
林
署
の
地
図
に
、
づ
う
づ
う
沢
の
呼
称
で
記
す
。

発
電
所
跡
。
下
平
橋
の
上
流
側
、
滝
の
下
に
発
電
所
が
あ
っ
た
が
、

堰
堤
の
堆
砂
で
埋
没
。
今
、
小
雨
林
道
の
水
道
施
設
脇
か
ら
川
に

下
る
と
堰
堤
跡
残
る
。
大
正
九
年
着
工
、
小
雨
や
生
須
に
配
電
。

燕
名
原
。
小
雨
林
道
の
カ

1
ブ
手
前
、
水
道
施
設
付
近
。

水
道
施
設
脇
よ
り
ヅ
ウ
ヅ
ウ
沢
に
向
か
い
、
右
岸
付
近
の
山
の
名
。

不
動
さ
ん
。
発
電
所
跡
上
流
で
不
動
を
祭
租
。
不
動
の
滝
は
林
道

工
事
で
消
滅
し
、
不
動
像
は
林
道
脇
に
移
し
祭
組
。

泉
之
沢
。
セ
ン
H

滝
で
、
滝
が
落
ち
る
沢
の
意
味
か
。

蟹
沢
。
下
平
橋
手
前
、
国
道

1
農
道
を
横
切
る
小
沢
。
蟹
が
生
息
。

三
ツ
石
。
下
平
橋
手
前
か
ら
農
道
を
下
っ
た
、
白
砂
川
の
河
床
に

あ
っ
た
石
。
今
は
顕
著
な
石
は
一
つ
し
か
見
え
な
い
。

双
子
平
。
発
電
所
跡
付
近
の
右
岸
(
太
子
側
)
の
山
、
北
側
斜
面
。

ヅ
ウ
ヅ
ウ
沢
右
岸
、
太
子
集
落
裏
の
北
側
斜
面
山
地
。
東
は
原
、

南
は
下
平
、
大
字
太
子
、
西
北

1
北
は
柴
久
保
、
栃
洞
に
接
す
る
。

不
動
の
滝
。
ヅ
ウ
ヅ
ウ
沢
に
あ
り
不
動
像
を
祭
組
。
林
道
工
事
で

滝
は
消
滅
し
、
不
動
像
は
林
道
脇
に
移
る
。

芦
が
窪
。
不
動
様
の
西
約
七

0
0メ
ー
ト
ル
、
太
子
寄
り
の
尾
根
付
近
。

東
は
樋
ノ
口
、
南
は
太
子
、
西
は
草
津
町
、

村
誌
に
は
芝
之
窪
。
大
部
分
が
山
地
。

北
は
栃
洞
に
接
す
る
。

廻
り
石
付
近
の
小
雨
林
道
の
南
、
ヅ
ウ
ズ
ウ
沢
沿
い
一
帯
の
山
地
。

東
ら
南
東
は
樋
ノ
口
、
南
は
柴
久
保
、
西
は
草
津
町
境
、

り
石
、
東
北
部
は
ヅ
ウ
ズ
ウ
沢
で
原
に
接
す
る
。

北
は
廻

小
字
/
廻
り
石

(
め
ぐ
り
い
し
)

O
ど
は
し

O
い
ち
り
じ
ぞ
う

大
字
/
生

小
字
名

O
小
地
名

小
字
/
寺
社
木

(
じ
し
ゃ
ぎ
)

O
は
や
し
の
し
た

O
ぬ
く
い

小
字
/
東
平

(
ひ
が
し
た
い
ら
)

O
み
な
み
は
た

O
く
ぽ

O
か
き
の
き
た
い
ら

O
む
こ
う
ば
た
け

O
い
ん
き
ょ
や
し
き

O
お
お
ば
た
け

O
ひ
ら

須

村
誌
は
巡
り
石
。
地
内
を
牧
水
コ

l
ス
、
林
道
小
雨
線
が
通
る
。

小
雨
林
道
と
牧
水
コ

l
ス
分
岐
付
近
西
側
一
帯
の
山
地
。
東
は
原
、

南
は
栃
洞
、
西
、
北
は
草
津
町
に
隣
接
す
る
。
地
名
は
林
道
か
ら

一
0
0メ
ー
ト
ル
程
旧
道
に
入
っ
た
道
に
あ
っ
た
石
に
由
来
す
る
。

土
橋
。
廻
り
石
の
少
し
先
、
土
橋
状
の
凸
地
形
の
所
。

一
里
地
蔵
。
草
津
町
境
付
近
の
草
津
道
脇
に
あ
る
。
こ
の
付
近
が

小
雨
と
草
曹
の
中
間
で
双
方
か
ら
一
里
の
地
点
で
あ
る
。

備

考

生
須
の
南
端
。
東
北
は
駒
ヶ
沢
、
東

1
南
は
赤
岩
、
西
は
白
砂
で

太
子
、
北
西
は
駒
ケ
沢
川
で
辰
ノ
口
に
接
す
る
。
ジ
シ
ャ
の
木
に

由
来
す
る
地
名
か
。
林
道
寺
社
木
線
沿
い
の
前
半
部
も
寺
社
木
。

河
岸
段
丘
の
平
地
は
耕
地
。
赤
岩
間
の
里
道
片
益
道
路
は
廃
道
。

林
の
下
。
フ
レ
ー
ム
ハ
ウ
ス
南
、
道
の
東
の
山
際
付
近
。

寺
社
木
の
フ
レ
ー
ム
ハ
ウ
ス
の
赤
岩
寄
り
の
一
段
下
。
日
溜
ま
り

の
場
所
。

生
須
集
落
内
を
走
る
旧
草
津
道
東
側
一
帯
。
東
北

1
南
は
辰
ノ
口
、

西
1
北
は
西
裏
に
接
す
る
。
上
の
茶
屋
跡
や
赤
城
神
社
が
あ
る
。

南
畑
。
赤
城
神
社
東
南
の
耕
地
。

窪
。
赤
城
神
社
裏
、
黒
岩
輝
雄
宅
裏
に
あ
る
栗
の
木
付
近
。

柿
ノ
木
平
。
シ
ラ
キ
タ
さ
ん
の
山
根
。
以
前
は
畑
、
今
は
荒
れ
地
。

向
畑
。
集
落
上
方
の
畑
。

隠
居
屋
敷
。
集
落
の
墓
地
に
隣
接
。

大
畑
。
滝
ノ
上
の
水
流
末
端
付
近
。
大
き
な
畑
の
意
味
か
。

平
。
大
畑
の
北
側
、
大
神
宮
付
近
の
斜
面
。
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説総

O
た
き
の
う
え

O
も
く
べ
え

O
ほ
り
っ
こ

O
み
な
み

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
ど
う
や
し
き

7士小

t宅
?面
ご乙裏

O
こ
う
し
ん
と
う

O
じ
ゅ
〉
つ
に
の
ま
い

O
し
ぱ
は
ら

O
し
ぱ
の
て

1
ら

O
た
ど
お
し

O
し
ん
み
ち

O
し
た
の
で

1
ら

O
し
た
の
は
ら

O
し
ぼ
っ
こ
し

O
あ
ら
や
し
き

O
お
か
り
や

O
さ
ん
ぽ
ん
つ
じ

O
さ
る
つ
こ
う
ぜ

滝
ノ
上
。
黒
岩
勇
宅
の
東
南
約
一

0
0メ
ー
ト
ル
。
近
く
に
湧
水
地
が
あ
る
。

杢
兵
衛
。
黒
岩
杢
平
宅
の
隣
。
赤
城
神
社
裏
は
杢
兵
衛
畑
、
杢
兵

衛
井
戸
の
名
。
人
名
か
ら
生
ま
れ
た
地
名
。

山
市
屋
下
。
旧
道
の
急
坂
。
子
供
心
に
小
豆
あ
ら
が
出
た
怖
い
所
。

南
。
集
落
の
南
一
帯
。

大
神
宮
。
辰
ノ
口
の
下
、
山
腹
斜
面
に
祭
組
。
伊
勢
神
宮
を
勧
請
。

堂
屋
敷
。
子
安
様
に
隣
接
の
墓
地
付
近
。
明
治
四
十
三
年
七
月
二
十
三
日
、

上
の
茶
屋
に
落
雷
、
そ
の
際
に
他
の
三
軒
と
共
に
お
堂
も
焼
失
。

集
落
内
は
旧
草
津
道
西
側
、
北
は
湯
川
発
電
所
対
岸
付
近
。
東
北

は
大
梨
、
東
は
東
平
、
南
端
は
辰
口
、
西

t
北
は
白
砂
川
で
大
字

小
雨
、
東
北
端
で
大
梨
に
接
す
る
。
草
津
街
道
の
継
ぎ
場
、
下
の

茶
屋
も
あ
り
、
白
砂
川
を
渡
る
小
雨
橋
左
岸
の
交
通
の
要
衝
。

庚
申
塔
。
中
学
方
面
へ
の
県
道
分
岐
。
米
が
一
宇
に
一
升
入
る
。

十
二
前
。
庚
申
塔
の
西
、
道
下
付
近
。
山
神
十
二
に
因
む
地
名
か

芝
原
。
大
庚
申
塔
付
近
。

芝
ノ
平
。
公
民
館
脇
か
ら
北
へ
下
り
、
耕
地
内
を
走
る
道
の
東
側

意
一
帯
の
畑
地
。
道
の
西
下
耕
地
は
松
場
。

新
吾
嬬
橋
下
付
近
。
以
前
、
水
田
が
あ
っ
た
。

新
道
。
山
市
屋
裏
、
今
の
県
道
。

下
ノ
平
。
生
須
の
下
手
、
自
動
車
整
備
工
場

1
町
営
住
宅
付
近
。

下
ノ
原
。
生
須
の
下
手
、
自
動
車
整
備
工
場
付
近
の
畑
。

芝
越
。
五
口
嬬
橋
挟
下
、
町
営
住
宅
北
側
、
白
砂
川
の
崖
上
の
地
。

新
屋
敷
。
黒
岩
テ
ル
コ
宅
付
近
。

御
仮
屋
。
集
落
の
出
入
口
を
守
る
道
祖
神
を
租
る
信
仰
の
場
で
、

歓
送
迎
の
場
だ
っ
た
。
古
く
茅
葺
き
の
御
仮
屋
が
置
か
れ
た
。

三
本
辻
。
小
雨
、
赤
岩
、
生
須
へ
の
旧
道
の
分
岐
。
御
仮
屋
付
近
。

猿
越
瀬
。
白
砂
川
沿
い
、
発
電
所
取
水
口
付
近
。
カ
ワ
デ

l
ラ
と

シ
パ
ノ
テ

1
ラ
の
問
。
サ
ル
は
浸
食
地
形
で
、

の
転
説
で
川
越
え
を
す
る
瀬
の
意
味
か
。

コ
ウ
ゼ
は
越
す
瀬

O
か
わ
で

1
ら

O
ま
つ
ば

O
な
か
の
た
い
ら

O
け
l
だ
ら

O
う
ま
お
と
し
ば

小
字
/
大
梨

(
お
お
な
し
)

O
せ
き
と
り
ば

O
な
が
く
ぽ

O
ち
ゅ
う
な
く
ぽ

O
て
ん
ぐ
さ
わ

O
て
ん
ぐ
い
わ

O
お
お
な
し

O
お
た
ね
く
ぽ

O
け
な
し

小
字
/
一
ッ
内

(
ひ
と
つ
う
ち
)

O
く
る
み
た
い
ら

小
宰
/
降
跡

(
ふ
り
あ
と
)

川
の
平
。
中
の
平
の
北
側
。
砂
防
ダ
ム
に
な
り
耕
地
も
消
滅
す
る
。

松
場
。
公
民
館
裏
側
に
あ
る
畑
一
帯
。
東
は
道
を
挟
み
芝
ノ
平
、

西
の
崖
際
は
中
ノ
平
に
な
る
。
。

中
の
平
。
な
か
ん
で

l
ら
。
け
ー
だ
ら
の
上
の
平
。

沼
尾
や
湯
川
発
電
所
対
岸
。
ケ
ー
は
川
の
転
誰
か
、
タ
ル
は
断
崖
。

馬
落
と
し
場
。
松
場
の
北
外
れ
、
下
の
猿
越
瀬
に
死
馬
を
落
と
し
た
。

死
馬
は
足
を
縛
り
、
担
い
で
運
び
、
下
に
掘
っ
た
穴
に
埋
葬
。

中
学
校
付
近
一
帯
。
東
は
降
跡
、
東
南

1
南
は
辰
口
、
西
南
に
西
裏
、

西

1
北
は
白
砂
川
で
大
字
小
雨
、
北
東
は
一
ッ
内
に
接
す
る
。

関
取
場
。
県
道
脇
の
庚
申
塔
か
ら
グ
ラ
ン
ド
下
付
近
。

長
窪
。
六
合
中
学
校
裏
。

中
学
校
の
体
育
館
裏
付
近
。
手
斧
で
削
ら
れ
た
形
状
の
窪
の
意
か
。

天
狗
沢
。
降
跡
を
水
源
に
し
て
、
中
学
校
裏
を
流
れ
る
沢
。

天
狗
岩
。
竜
宮
橋
の
左
岸
挟
、
北
側
の
岩
。

大
梨
。
テ
ニ
ス
場
付
近
の
小
名
。
昔
の
地
形
は
窪
だ
っ
た
。

麻
種
久
保
。
野
球
場
付
近
の
呼
称
。
オ
オ
ナ
シ
と
ケ
ナ
シ
の
問
。

子
供
園
や
グ
ラ
ン
ド
下
の
畑
。
嬬
恋
村
の
小
串
鉱
山
付
近
に
毛
無

峠
。
当
地
も
ケ
は
木
で
、
ナ
シ
は
無
、
木
の
な
い
土
地
か
。

国
道
沿
い
の
道
の
駅
対
岸
一
帯
。
中
学
校
裏
'S湯
の
平
温
泉
に
向

か
う
白
砂
川
左
岸
の
旧
道
沿
い
の
山
地
。
東
は
降
跡
、
南
は
大
梨
、

西
は
白
砂
川
で
大
字
小
雨
、
北
は
大
字
入
山
に
接
す
る
。

胡
桃
平
。
中
学
校
の
北
、
湯
の
平
へ
通
じ
た
昔
の
道
沿
い
。

駒
ケ
沢
ダ
ム
付
近
の
北
、
駒
ヶ
沢
右
岸
山
地
、
東
は
立
石
、
駒
ケ

沢
で
長
豪
、
南
は
同
夫
婦
石
、
西
南
は
一
部
辰
口
、
西
は
大
梨
、

一
ツ
内
、
北
は
大
字
入
山
に
接
す
る
。
地
名
の
由
来
は
、
県
道
大
カ
ー

ブ
北
山
中
、
降
跡
家
伝
説
に
因
む
が
、
池
は
消
滅
す
る
。
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O
ぺ
ん
て
ん
さ
ま

O
ぬ
か
り
つ
く
ぽ

O
え
ど
っ
く
ぼ

O
わ
な
ば
さ
わ

O
な
し
つ
く
ぼ

O
た
な
く
ぽ

O
あ
か
ぞ
れ

(
あ
か
く
ず
れ
)

O
や
つ
づ
か

O
は
つ
こ
う
ざ
か

O
じ
ゅ
う
に
さ
か

O
う
し
ろ
っ
か
わ
ぎ

O
ふ
り
あ
と
ば
し

O
か
わ
ぎ

小
字
/
立
石

(
た
つ
い
し
)

弁
天
様
。
降
跡
池
跡
の
小
高
い
所
で
、
伝
説
沼
の
主
に
由
来
の
円

転
様
の
石
帽
を
祭
記
。
石
相
は
文
化
五
(
一
八

O
八
)
年
建
立
。

泥
棒
窪
。
一
帯
は
採
草
地
。
弁
天
、
降
跡
碑
付
近
に
あ
る
窪
。
窪

に
入
る
と
、
先
で
二
叉
に
分
岐
す
る
。
左
が
エ
ド
ッ
ク
ボ
、
右
が

ナ
シ
ッ
ク
ボ
に
通
じ
る
。
泥
海
の
窪
の
意
で
あ
ろ
う
。

井
戸
窪
。
生
須
の
採
草
地
内
で
、
水
飲
み
場
だ
っ
た
。

民
場
沢
。
井
戸
窪
の
北
側
の
小
尾
根
を
越
え
た
所
の
沢
。
狩
猟
の

民
を
設
置
し
た
沢
の
意
味
か
。

梨
窪
。
井
戸
窪
の
隣
の
窪
。
梨
の
木
が
由
来
か
。

棚
窪
。
梨
窪
の
隣
の
窪
。
棚
状
の
地
形
の
窪
か
。

赤
崩
。
赤
土
の
崩
れ
た
所
。
県
道
か
ら
降
跡
や
採
草
地
入
口
付
近
。

東
側
の
赤
土
斜
面
が
崩
れ
て
い
る
。

八
ッ
塚
。
庚
申
塔
付
近
で
山
に
入
っ
た
暮
坂
方
面
へ
通
じ
る
旧
道

が
、
県
道
と
合
流
す
る
手
前
の
道
下
。
石
が
多
い
所
で
あ
る
。

郭
公
坂
。
庚
申
塔
付
近
か
ら
旧
道
に
入
り
、
右
に
簡
易
水
道
施
設

が
あ
る
付
近
の
坂
。
ハ
ツ
コ
ウ
は
郭
公
で
あ
ろ
う
。

十
二
坂
。
郭
公
坂
と
同
じ
坂
。
山
神
十
二
を
租
っ
た
所
の
意
か
。

後
川
岸
。
県
道
か
ら
入
り
赤
崩
の
先
、
最
初
の
窪
を
東
に
入
っ
た

付
近
。
採
草
地
で
、
井
戸
窪
周
辺
の
尾
根
下
。

降
跡
橋
。
堰
堤
入
口
の
急
カ

1
ブ
付
近
、
旧
県
道
で
水
が
な
い
。

桑
萩
。
駒
ヶ
沢
堰
堤
付
近
の
県
道
下
。
斜
面
は
カ
ワ
ギ
の
平
と
呼
び
、

以
前
は
耕
地
や
水
車
も
あ
っ
た
。
堰
堤
入
口
三

0
メ
ー
ト
ル
程
に

暮
坂
と
鍛
治
屋
敷
の
旧
道
分
岐
が
あ
っ
た
。
川
岸
の
意
味
か
。

駒
ヶ
沢
、
ダ
ム
末
端
付
近
県
道
大
カ
1
ブ
東
、
牧
水
清
水
周
辺
、
駒
ケ

沢
右
岸
山
地
。
東

1
東
南
は
駒
ケ
沢
で
長
薮
、
南

1
西
は
降
跡
、

北
は
大
字
入
山
に
接
す
る
。
牧
水
清
水
付
近
の
県
道
上
に
旧
道
跡
。

名

O
や
の
し
た
ば
し

地

O
や
の
し
た

矢
ノ
下
橋
。
旧
県
道
時
代
、
牧
水
清
水
付
近
に
あ
っ
た
小
橋
。

矢
ノ
下
。
谷
下
の
意
味
か
。
牧
水
清
水
周
辺
の
駒
ヶ
沢
沿
い
。

O
ぼ
く
す
い
し
み
ず

O
い
ぽ
い
し

小
字
/
長
薮

(
な
が
や
ぶ
)

牧
水
清
水
。
県
道
脇
に
湧
く
清
水
。
清
水
脇
に
平
成
五
年
に
建
て

た
文
学
碑
が
あ
る
。
近
年
、
水
を
汲
む
ド
ラ
イ
バ
ー
が
多
く
な
っ

た
が
、
特
に
牧
水
に
縁
は
な
い
。
上
方
を
旧
道
が
通
る
。

流
石
。
牧
水
清
水
上
方
の
旧
道
を
東
に
行
き
、
馬
頭
観
音
を
過
ぎ
、

道
脇
に
あ
る
平
ら
な
石
。
石
の
凹
の
水
を
庇
に
付
け
る
と
落
ち
た
。

駒
ヶ
沢
左
岸
山
地
。
東
北
は
大
字
入
山
、
東
は
大
宇
赤
山
石
、
南
は

夫
婦
石
、
西
は
駒
ヶ
沢
で
降
跡
、
立
石
に
接
す
る
。
駒
ヶ
沢
沿
い

は
ダ
ム
末
端
上
流
側

1
牧
水
清
水
対
岸
付
近
。

O
わ
さ
び
さ
わ

O
ま
つ
の
き
さ
わ

小
字
/
夫
婦
石

(
ふ
う
ふ
い
し
)

O
さ
く
ら
ど
う

O
た
な
く
ぼ

O
ふ
う
ふ
い
し

O
せ
ん
の
い
り

小
字
/
駒
ヶ
沢

(
こ
ま
か
さ
わ
)

山
葵
沢
。
牧
水
清
水
対
岸
付
近
で
駒
ヶ
沢
に
合
流
。

松
ノ
木
沢
。

駒
ヶ
沢
川
左
岸
山
地
。
東
は
大
字
赤
岩
、
南
は
駒
ヶ
沢
、
西
は
駒
ケ

沢
川
で
辰
ノ
口
、
北
西
は
同
降
跡
、
北
は
長
薮
に
接
す
る
。
小
字

名
は
鍛
治
屋
敷
へ
の
旧
道
沿
い
に
あ
る
大
石
に
由
来
す
る
。

桜
道
。
駒
ヶ
沢
ダ
ム
堰
堤
を
通
り
、
左
岸
沿
い
に
二

0
0メ
ー
ト
ル
程

行
っ
た
窪
入
口
付
近
。
生
須
の
採
草
地
。
桜
の
木
が
あ
る
所
の
意
味
か
。

ド
(
ウ
)
は
接
尾
語
で
道
よ
り
「
所
」
の
意
で
は
。

棚
窪
。
桜
道
の
窪
に
入
り
、
右
方
ヘ
上
っ
た
所
。
採
草
地
で
あ
る
。

夫
婦
石
。
駒
ヶ
沢
ダ
ム
堰
堤
左
岸
沿
い
に
桜
道
入
口
を
過
ぎ
、
二

0
0

メ
ー
ト
ル
程
先
で
鍛
治
屋
敷
へ
の
旧
道
の
窪
に
入
る
。
窪
に
入
り
三

0

0
メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
沢
の
斜
面
に
あ
る
大
石
。
一
部
が
二
つ
に
分
か

れ
、
高
速
石
工
の
悲
恋
伝
説
も
あ
る
。
旧
道
は
沢
を
渡
り
鍛
治
屋
敷
へ
。

仙
ノ
入
。
沢
の
奥
に
小
滝
が
あ
る
所
。

駒
ヶ
沢
下
流
左
岸
山
地
。
東
は
大
字
赤
山
石
、
南
は
寺
社
木
、
西
は
駒
ケ

沢
川
で
辰
ノ
口
、
北
は
夫
婦
石
に
接
す
る
。
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O
じ
ゅ
う
に
の
く
ぼ

O
せ
ん
の
さ
わ

十
二
ノ
久
保
。
山
神
十
二
様
を
祭
記
す
る
窪
か
。

千
ノ
沢
。
辰
ノ
口
の
南
、
駒
ヶ
沢
左
岸
に
合
流
す
る
沢
。

滝
で
、
滝
の
あ
る
沢
で
あ
ろ
う
。

セ
ン
は



説総

小
字
/
辰
ノ
口

(
た
つ
の
く
ち
)

O
う
っ
こ
し

(
〉
つ
っ
こ
〉
つ
し
)

O
し
ら
き
た
さ
ん

O
こ
お
り
あ
な

大
字
/
入

0 
小小
地宇
名名

小
字
/
大
沢

(
お
お
さ
わ
)

O
ま
つ
い
わ

O
お
お
に
し
よ
こ
て

O
し
た
の
さ
わ

O
さ
る
み
づ
か

O
ほ
り
わ
り

O
み
な
み
き
ど
は
ば

O
さ
ん
の
く
ら
し
り

東
は
駒
ヶ
沢
川
で
夫
婦
石
、
駒
ヶ
沢
川
、
南
は
寺
社
木
、
西
南
は

白
砂
川
で
大
字
小
雨
、
西
は
東
平
、
一
部
が
西
裏
、
北
は
大
梨
に

接
す
る
。
地
名
は
生
須
集
落
東
南
H

辰
に
位
置
。
尾
根
の
岩
場
裂

け
目
が
辰
ノ
口
で
、
降
跡
沼
伝
説
の
竜
が
飛
び
出
し
た
伝
説
の
所
。

打
越
。
シ
ラ
キ
タ
様
か
ら
続
く
尾
根
の
東
斜
面
。
東
平
の
ヒ
ラ
や

大
神
宮
の
裏
側
に
位
置
。
ウ
ッ
コ
シ
は
尾
根
越
え
の
場
所
。

集
落
東
側
の
尾
根
、
尾
根
が
凹
型
に
落
ち
た
所
の
北
方
。
岩
場
に

祭
記
。
コ
一
峯
信
仰
。
地
滑
り
か
ら
守
る
神
か
。
祭
は
五
月
五
日
。

氷
穴
。
辰
ノ
口
の
岩
場
に
あ
る
横
穴
。
冬
に
雪
を
入
れ
て
お
き
、

夏
に
病
人
な
ど
が
で
た
場
合
、
区
長
の
許
可
を
も
ら
い
取
り
に
行
っ

て
い
た
。

山

備

考

地
内
を
大
沢
川
が
東
流
。
東
を
田
代
原
、
南
は
大
部
分
が
長
笹
川

で
草
津
町
境
、
北
は
東
北
端
で
田
代
原
、
他
は
西
山
に
接
す
る
。

旧
草
津
道
が
走
り
、
大
沢
集
落
の
西
に
大
沢
、
ダ
ム
が
あ
る
。

松
山
石
。
古
道
の
辻
、
分
岐
の
松
か
ら
左
が
草
津
道
で
、
大
塚
宅
裏

の
耕
地
を
横
切
り
、
赤
松
の
古
木
か
ら
山
林
に
入
り
、
大
沢
へ
下
る
。

山
林
に
入
っ
た
道
筋
沿
い
に
あ
る
大
岩
の
名
前
。

大
西
横
手
。
大
沢
に
向
か
う
車
道
、
霊
神
碑
手
前
付
近
。

下
の
沢
。
大
西
横
手
と
霊
神
碑
の
中
程
の
道
下
。

大
沢
橋
を
渡
り
、
一
つ
白
の
カ

l
ブ
左
、
大
沢
川
右
岸
。
町
境
。

堀
割
。
旧
道
が
大
沢
を
渡
り
、
草
津
町
境
付
近
の
堀
割
状
の
所
。

南
木
戸
幅
。
西
山
林
道
、
ゲ

l
ト
付
近
、
大
沢
川
寄
り
斜
面
一
帯
。

=
一
ノ
倉
尻
。
西
山
林
道
沿
い
、
一
二
ノ
倉
を
経
て
萱
場
に
行
く
途
中
、

大
沢
川
寄
り
の
斜
面
。
三
ノ
倉
の
末
端
の
意
味
か
。

小
字
/
南
小
倉

(
み
な
み
こ
ぐ
ら
)

O
と
ど

O
と
ど
の
み
ね

O
に
っ
そ
う

O
い
ど
さ
わ

O
み
や
ま

O
せ
き
そ
ん
の
た
き

O
わ
さ
び
、
ざ
わ

O
ひ
び
い
し

O
や
の
う
え

O
や
の
し
た

O
お
お
く
ぽ

O
さ
ん
か
く
や
ま

O
す
い
し
ゃ
あ
と

O
ひ
と
つ
い
し

O
ぺ
ん
て
ん
た
き

O
な
か
ご
の
た
き

小
倉
集
落
の
南
、
長
笹
川
右
岸
山
腹
、
北
側
斜
面
。
東
は
東
小
倉
、

南
東
端
で
根
広
向
、
南
は
尾
根
で
田
代
原
、
西
は
山
葵
沢
で
西
山
、

北
は
小
倉
に
接
す
る
。
旧
小
雨
道
沿
い
に
は
日
曹
硫
黄
鉱
山
跡
、

山
葵
沢
沿
い
を
旧
草
津
道
が
走
る
。

旧
小
雨
道
が
日
曹
跡
を
過
ぎ
、
田
代
原
道
に
合
流
手
前
付
近
。

硫
黄
山
跡
か
ら
の
旧
道
を
上
り
上
げ
た
尾
根
の
北
斜
面
。

日
曹
。
硫
黄
山
と
も
。
会
社
名
で
、
硫
黄
鉱
山
跡
地
付
近
の
通
称
。

井
戸
沢
。
地
元
で
は
エ
ド
ッ
サ
ワ
と
発
音
。
硫
黄
鉱
山
の
社
宅
付

近
。
山
葵
を
栽
培
し
た
清
流
。

深
山
。
旧
草
津
道
沿
い
、
一
休
み
の
所
。
小
倉
対
岸
で
向
山
と
も
。

石
尊
の
滝
。
小
倉
の
対
岸
、
田
代
原
側
か
ら
落
ち
る
滝
。
相
模
大

山
の
石
尊
社
を
租
っ
た
石
嗣
が
、
滝
の
奥
に
あ
る
と
い
う
。

山
葵
沢
。
石
尊
の
滝
の
沢
を
過
、
ぎ
、
旧
草
津
道
沿
い
を
流
れ
る
。

輝
石
。
シ
ビ
石
と
転
説
。
馬
頭
観
音
分
岐
、
右
の
沢
沿
い
草
津
道

に
あ
る
ヒ
ビ
状
の
割
れ
の
あ
る
石
。
往
来
す
る
人
の
休
み
場
。
こ

こ
ま
で
出
征
兵
士
を
送
り
、
空
砲
で
祝
っ
て
送
っ
た
所
で
あ
る
。

家
ノ
上
。
田
代
原
か
ら
小
倉
に
向
か
う
車
道
が
北
斜
面
に
移
る
と

岩
場
に
な
る
。
付
近
の
崖
上
一
帯
の
呼
称
。
ヤ
は
岩
や
谷
地
形
。

家
ノ
下
。
前
記
、
家
ノ
上
下
方
、
車
道
下
一
帯
の
呼
称
。

大
窪
。
小
倉
対
岸
、
小
雨
と
の
旧
道
分
岐
を
田
代
原
へ
向
か
う
草

津
道
沿
い
の
窪
。
東
は
車
道
が
通
る
山
側
で
、
西
が
沢
の
あ
る
窪
。

三
角
山
。
小
倉
集
落
の
南
、
形
状
に
由
来
。
石
尊
の
滝
の
沢
と
、

旧
草
津
道
の
沢
に
挟
ま
れ
た
山
。
石
尊
の
石
桐
が
あ
る
山
か
。

水
車
跡
。
石
尊
の
滝
の
沢
を
利
用
し
、
上
車
と
下
車
が
あ
っ
た
。

一
つ
石
。
小
倉
橋
右
岸
に
突
き
出
す
岩
。
弁
天
滝
付
近
の
地
名
。

弁
天
滝
。
長
笹
川
の
橋
の
上
流
に
落
ち
る
滝
。
美
人
滝
と
も
。

前
記
、
小
倉
橋
右
岸
挟
先
で
、
上
の
台
地
に
行
く
道
が
あ
っ
た
。

こ
の
道
に
入
っ
た
分
岐
を
右
に
行
く
と
熊
倉
に
通
じ
た
。
分
岐
を

右
に
少
し
行
っ
た
地
点
に
落
ち
る
滝
の
名
前
。
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O
な
か
ご

O
は
し
ご

小
字
/
西
山

(
に
し
や
ま
)

O
さ
ん
の
く
ら

O
き
ど
は
ば

O
は
ち
こ
く

O
へ
ぼ
っ
そ

O
ぐ
ん
ま
で
つ
ざ
ん

O
も
と
や
ま
い
け

O
や
ま
じ
ん
じ
ゃ

O
あ
な
じ
ご
く

名

O
ぬ
る
ゆ
さ
わ

地

中
子
。
熊
倉
へ
の
近
道
、
馬
の
背
状
の
狭
い
尾
根
の
上
り
坂
で
危

険
な
所
。
刀
の
柄
に
入
っ
た
ナ
カ
ゴ
の
よ
う
な
狭
い
所
の
意
味
か
。

梯
子
。
前
記
の
道
は
右
が
熊
倉
で
、
左
は
群
馬
鉄
山
方
面
へ
分
か

れ
る
が
、
途
中
に
崖
が
あ
る
。
こ
の
崖
に
木
製
の
梯
子
が
あ
り
、

移
動
の
際
に
利
用
し
た
。
鉄
山
に
通
う
人
や
郵
便
配
達
は
、

を
昇
降
し
移
動
す
る
危
険
な
場
所
だ
っ
た
。

梯
子

東
北
は
小
倉
、
東
は
南
小
倉
、
南
は
田
代
原
、
北
は
長
笹

に
接
す
る
。
群
馬
鉄
山
跡
は
、
町
に
譲
渡
さ
れ
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
苔
公

園
に
な
る
。
西
山
林
道
沿
い
に
は
旧
信
州
道
が
走
る
。

大
沢
、

三
の
倉
。
林
道
、
ゲ
l
ト
西
の
緩
斜
面
。
ク
ラ
は
岩
場
の
意
味
。

木
戸
幅
。
西
山
林
道
ゲ
l
ト
東
付
近
。
山
神
十
一
一
の
石
一
刺
が
あ
る
。

鉢
園
。
元
山
分
校
跡
手
前
。
新
旧
の
道
が
合
流
付
近
一
帯
。

小
倉
橋
右
岸
挟
の
先
、
右
に
上
る
道
を
入
る
と
、
少
し
先
で
分
岐
。

左
の
道
は
岩
場
に
木
の
梯
子
の
難
所
で
、
元
山
鉱
山
で
働
く
人
や

郵
便
配
達
が
通
っ
た
。
こ
の
梯
子
上
の
緩
斜
面
の
小
名
。

群
馬
鉄
山
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
国
家
的
要
請
で
開
発
さ
れ
、
終

戦
後
は
川
崎
に
運
び
日
本
経
済
再
建
に
貢
献
す
る
。
一
時
は
釜
石

鉄
山
に
つ
ぎ
日
本
二
位
の
採
掘
量
を
誇
る
。
昭
和
四
十
年
に
閉
山
。

元
山
池
。
鉱
山
跡
入
口
付
近
、
右
の
林
内
に
あ
る
人
工
池
。

山
神
社
。
元
山
神
社
。
群
馬
鉄
山
跡
内
。
山
神
、
鉱
山
で
働
く
人

の
安
全
を
祈
っ
た
。
昭
和
四
十
年
の
終
山
式
も
神
社
前
で
実
施
。

穴
地
獄
。
元
山
鉄
山
跡
西
端
。
昔
は
白
根
火
山
爆
発
で
出
来
た
揺

り
鉢
状
の
穴
で
、
底
か
ら
湯
が
湧
き
、
動
物
が
落
ち
る
と
出
ら
れ

な
か
っ
た
と
『
入
山
研
究
』
に
載
る
。
褐
鉄
鉱
の
露
天
掘
り
採
掘

さ
れ
、
今
は
当
時
の
面
影
は
な
い
。
鉱
山
末
端
の
穴
地
獄
か
ら
強

酸
性
の
温
水
が
湧
き
、
付
近
は
貴
重
な
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
群
生
地

に
な
る
。
価
値
が
評
価
さ
れ
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
。

温
湯
沢
。
穴
地
獄
か
ら
流
れ
出
す
沢
。
鉄
山
跡
一
帯
を
流
れ
る
。

冬
も
凍
ら
な
い
温
か
な
水
が
涌
き
、
今
は
公
園
内
の
風
呂
に
引
湯
。

O
し
ら
き
ぬ
の
た
き

O
ぬ
る
ゆ
だ
い
ら

O
お
ん
せ
ん
お
お
た
き

O
か
や
ぱ

O
な
か
っ
ぱ
ら

O
や
け
の
は
ら

O
か
わ
で
l
ら

O
お
と
し

O
お
と
し
の
ひ
ら

O
う
わ
に
ん
ば

O
し
た
に
ん
ば

O
え
ど
っ
ち
り

O
み
つ
い
け

小
字
/
長
笹

(
な
が
ざ
さ
)

。
か
ら
さ
わ

白
絹
の
滝
。
穴
地
獄
見
学
木
道
が
始
ま
る
少
し
手
前
、
石
岸
の
奥

に
落
ち
る
。
形
か
ら
近
年
の
命
名
。

温
湯
平
。
穴
地
獄
か
ら
流
れ
だ
す
沢
付
近
一
帯
。
暖
か
く
冬
で
も

凍
ら
す
、
猪
が
冬
越
し
を
し
た
所
と
土
地
の
古
老
が
言
う
。

温
泉
大
滝
。
穴
地
獄
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
見
学
者
用
駐
車
場
付
近

に
落
ち
る
滝
。
付
近
の
温
湯
平
等
か
ら
温
か
な
沢
水
が
流
が
れ
る
。

萱
場
。
三
の
倉
の
西
、
屋
根
葺
き
に
使
用
す
る
萱
刈
り
場
。

中
原
。
萱
場
の
中
心
付
近
の
呼
称
。

焼
け
野
原
。
大
火
に
遭
っ
た
採
草
地
。
宣
の
宝
庫
。
炭
俵
等
に
利

用
し
た
萱
場
だ
っ
た
。

川
平
。
元
山
鉄
山
に
通
う
草
津
の
方
が
、
大
沢
を
渡
っ
て
最
短
距
離
で

行
く
道
が
あ
っ
た
。
付
近
の
川
沿
い
に
小
平
な
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
が

渡
河
地
点
だ
っ
た
。
林
道
ゲ
1
ト
の
西
南
約
一
、

0
0
0メ
ー
ト
ル
付
近
。

落
と
し
。
平
兵
衛
池
の
東
側
の
斜
面
。
斜
面
を
利
用
し
、
薪
や
萱

等
を
こ
こ
で
落
と
し
、
運
ぶ
手
聞
を
省
略
し
た
所
に
由
来
の
地
名
?

落
と
し
の
平
。
平
兵
衛
池
東
、
田
代
原
側
を
向
い
た
斜
面
で
、
萱
場
。

こ
こ
に
三
回
雪
が
降
れ
ば
、
集
落
も
雪
が
降
る
と
言
っ
た
。

上
荷
場
。
旧
道
の
平
兵
衛
池
と
穴
地
獄
分
岐
付
近
。
こ
こ
に
刈
っ

た
萱
等
を
集
め
て
、
馬
で
集
落
へ
運
ぶ
集
積
場
。

下
荷
場
。
旧
道
の
坂
が
始
ま
る
付
近
、
坂
が
終
わ
る
と
上
荷
場
。

井
戸
尻
。
下
荷
場
付
近
か
ら
少
し
入
っ
た
付
近
。
清
水
が
湧
く
が
、

田
代
原
の
上
水
道
の
水
源
に
な
る
。

三
ツ
池
。
昔
、
曲
げ
物
細
工
の
小
屋
が
あ
り
、
伝
説
も
あ
る
。

西

1
東
に
長
笹
川
が
流
れ
る
。
東
は
ガ
ラ
ン
沢
で
小
倉
、
南
は
長

笹
川
で
西
山
、
北
は
栃
洞
、
松
岩
に
接
す
る
。
地
内
に
は
熊
倉
開
拓
、

県
史
跡
熊
倉
遺
跡
が
あ
り
、
県
営
熊
倉
発
電
所
水
路
が
通
る
。

小
字
名
は
地
内
を
流
れ
る
長
笹
川
に
由
来
す
る
。

唐
沢
。
一
周
山
正
予
熊
倉
聞
の
長
笹
川
沿
い
の
ハ
ギ
ワ
林
道
を
八

0
0

メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
所
。
水
の
少
な
い
掴
れ
た
沢
の
意
味
。
沢
の
西

奥
に
、
古
老
が
語
る
ハ
ギ
ワ
、
信
州
古
道
、
ゴ
フ
ク
平
の
地
名
が
遺
る
。
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説

O
の
る
い
で

1
ら

総

O
さ
と
う
た
き

O
わ
さ
び
ざ
わ

小
字
/
小
倉

(
こ
ぐ
ら
)

O
き
ば
ん
さ
か

O
よ
こ
み
ち

O
ど
う
さ
か

O
お
ど
う

O
し
ら
ね
じ
ん
じ
ゃ

O
い
ぬ
っ
く
ぼ

O
し
ら
ね
の
も
り

O
た
つ
み
ち

0
ば
ん
や
だ
い
ら

O
こ
う
し
ん
さ
ん

の
る
い
平
。
ハ
ギ
ワ
林
道
の
唐
沢
付
近
に
あ
る
平
。
ノ
ル
イ
は
不

詳
。
小
倉
の
子
供
が
大
正
末
頃
、
付
近
で
狐
に
化
か
さ
れ
て
死
ん

だ
。
植
物
ウ
リ
ッ
パ
(
ウ
ル
イ
)
が
生
え
る
平
の
転
説
か
。

佐
藤
滝
。
長
笹
橋
下
流
、
熊
倉
開
拓
の
南
の
沢
に
あ
る
滝
の
名
。

山
葵
沢
。
小
倉

1
熊
倉
へ
向
か
う
途
中
の
沢
の
名
。

南
北
が
深
い
谷
の
隔
絶
し
た
土
地
。
北

1
東
北
は
御
殿
、
東
南
は

金
山
沢
川
で
長
平
、
南
は
川
の
合
流

1
集
落
南
付
近
ま
で
長
笹
川

右
岸
に
及
び
、
西
南
の
小
倉
橋
付
近
は
西
山
、
西
は
ガ
ラ
ン
沢
川

で
長
笹
に
接
す
る
。
入
山
一
ノ
一
番
地
の
白
根
開
善
学
校
、
白
根

神
社
、
町
天
然
白
根
桜
、
熊
倉
発
電
所
が
あ
る
。
番
屋
平
の
地
名

等
か
ら
、
江
戸
初
期
頃
の
信
州
古
道
が
当
地
を
通
り
、
沿
線
に
古

道
ら
し
い
地
名
も
あ
る
。
白
根
神
社
は
歴
史
は
古
く
、
当
地
の
社

が
元
祖
と
も
い
う
。
木
地
師
集
落
か
地
形
に
因
む
地
名
か
不
詳
。

小
倉
橋
左
岸
挟
付
近
に
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
そ
の
脇
を
旧
道
が
集

落
に
向
か
う
。
集
落
が
見
え
る
付
近
の
坂
の
呼
称
。

横
道
。
キ
パ
ン
坂
を
過
ぎ
、
集
落
手
前
の
道
。

堂
坂
。
白
根
神
社
手
前
の
お
堂
付
近
の
坂
の
呼
称
。

御
堂
。
集
落
中
央
付
近
に
あ
る
お
堂
。
白
根
神
社
入
口
に
あ
る
。

白
根
神
社
。
集
落
上
方
、
草
津
の
白
根
神
社
の
前
身
と
い
う
古
社
。

西
に
白
根
山
を
望
む
所
で
山
を
組
る
。
町
天
然
白
根
桜
が
あ
る
。

犬
窪
。
お
堂
裏
に
あ
っ
た
窪
で
今
は
平
。
犬
の
由
来
は
不
詳
。

白
根
ノ
森
。
神
社
周
辺
の
境
内
林
。
今
は
樹
木
は
少
な
く
な
る
。

立
道
。
山
口
源
次
宅
脇
を
通
り
車
道
を
越
え
た
先
付
近
ま
で
の
名

称
。
直
椋
状
の
道
が
走
り
、
番
屋
平
方
向
に
通
じ
た
旧
道
。

番
屋
平
。
小
倉
か
ら
長
平
へ
行
く
旧
道
筋
、
庚
申
塔
付
近
の
平
ら

な
所
、
番
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。
番
屋
は
寛
永
頃
に
閉
鎖
か
?
番

屋

1
小
倉

1
栃
洞

1
熊
倉

1
萩
輪

1
呉
服
平

1
芳
ヶ
平

1
山
田
峠

経
由
の
信
州
古
道
が
本
通
り
だ
っ
た
時
代
に
置
か
れ
た
番
屋
か
。

庚
申
さ
ん
。
下
り
坂
手
前
で
、
享
保
十
五
年
の
庚
申
塔
を
租
る
。

O
き
つ
ね
や
ぶ

O
は
ら
や
み
さ
か

O
な
が
さ
か

O
お
さ
く
ら
ば
し

O
や
せ
お
ね

O
ろ
く
の
じ
ゅ
う

O
ご
ん
の
じ
ゅ
う

O
あ
ん
ぱ

O
こ
か
み

O
ひ
の
は
ち

O
し
た
ぜ

O
み
ず
ば
た
け

O
な
か
ず
り

O
し
た
ぜ

O
あ
か
も
も

O
や
ま
ん
な
か

O
や
ま
ん
な
か
う
え

O
ざ
ぶ
ろ
う
ま
え

O
え
ど
し
た

狐
薮
。
庚
申
塔
付
近
で
川
に
向
か
っ
て
下
り
坂
に
な
る
。
少
し
下

っ
た
付
近
で
、
周
囲
は
熊
笹
が
茂
る
。
狐
が
棲
む
よ
う
な
薮
か
。

腹
病
み
坂
。
長
坂
の
上
、
狐
薮
の
下
。
長
坂
の
上
り
坂
に
疲
れ
て

し
ま
っ
て
腹
が
痛
く
な
る
よ
う
な
急
な
坂
の
意
味
。

長
坂
。
庚
申
塔
付
近
か
ら
、
川
へ
向
か
い
下
る
急
な
坂
。

小
倉
と
長
平
聞
の
金
山
沢
川
に
架
け
た
橋
。
今
も
鉄
材
が
架
か
る
。

痩
せ
尾
根
。
一
つ
石
対
岸
、
小
倉
側
の
尾
根
。
発
音
ヤ
ソ
尾
根
。

車
道
が
尾
根
を
切
り
開
い
て
通
っ
て
い
る
。

堰
工
事
道
終
点
の
先
、
下
方
。
小
尾
根
状
の
所
で
、
無
縁
の
方
等

を
葬
っ
た
と
い
う
。
地
名
由
来
不
詳
。

堰
工
事
道
終
点
の
先
、
上
方
。
小
尾
根
状
の
所
で
、
無
縁
の
方
等

を
葬
っ
た
と
い
う
。
地
名
由
来
不
詳
。

安
場
。
長
笹
川
の
堰
堤
工
事
道
路
終
点
の
西
方
。
以
前
は
耕
地
。

熊
倉
の
西
奥
の
山
地
。
旧
道
が
古
か
み
か
ら
呉
服
平
に
通
じ
る
。

東
原
の
川
沿
い
上
方
。
小
倉
硫
黄
山
で
働
く
人
が
近
道
で
利
用
し

た
道
沿
い
。
旧
道
は
堰
堤
工
事
道
路
脇
で
、
工
事
道
は
右
へ
曲
が

る
が
、
旧
道
は
川
側
に
下
る
。
こ
の
道
の
川
近
く
の
急
斜
面
。

下
瀬
。
小
倉
集
落
の
南
、
長
笹
川
沿
い
。
川
の
手
前
の
緩
や
か
な

斜
面
で
、
以
前
は
耕
地
だ
っ
た
。
堰
堤
へ
の
道
の
川
付
近
の
呼
称
。

水
畑
。
集
落
南
、
車
道
下
の
小
沢
状
の
所
の
畑
。
以
下
、
墓
地
前

ま
で
、
山
口
源
次
宅
の
地
積
台
帳
に
あ
り
、
結
い
で
手
伝
う
等
で
、

多
く
の
古
老
は
知
る
。
「
今
日
は
水
畑
で
草
む
し
り
」
等
に
使
う
。

中
反
。
一
筆
二
反
七
畝
の
畑
。
車
道
か
ら
堰
堤
工
事
道
入
口
三

0

メ
ー
ト
ル
先
、
左
の
プ
レ
ハ
ブ
宿
舎
西
側
耕
地
。

下
瀬
。
中
反
下
方
、
長
笹
川
左
岸
沿
い
ー
そ
の
上
側
の
畑
。

赤
桃
。
中
反
と
水
畑
の
聞
の
小
さ
な
畑
。
地
名
の
由
来
不
詳
。

山
中
。
中
反
と
下
瀬
の
聞
に
位
置
す
る
畑
。
ア
ン
パ
の
西
。

山
中
上
。
山
中
の
上
方
。

三
郎
前
。
立
道
の
西
、
車
道
の
下
側
。

井
戸
下
。
水
が
湧
い
て
い
る
所
。
山
口
ト
モ
オ
宅
下
。
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O
せ
ぎ
し
ま

O
ょ
う
や

O
ぼ
ち
ま
え

O
う
し
ろ
ば
や
し

O
ひ
が
し
っ
ぱ
ら

O
じ
ゅ
う
に
っ
ぽ
ら

O
は
ら

O
か
や
ば

O
え
ど
じ
り

O
き
っ
ぱ
た

O
が
に
さ
わ

O
べ
に
お
ね

小
字
/
栃
洞

(
と
ち
ぽ
ら
)

O
と
ち
ぽ
ら
あ
と

O
い
ち
の
ほ
ら

名

O
く
ら
ん
ど

地

堰
島
。
水
畑
の
西
に
あ
る
耕
地
。

中
反
の
少
し
西
南
、
南
向
き
の
土
地
。
以
前
は
耕
地
だ
っ
た
が
、

今
は
落
葉
松
が
植
林
さ
れ
る
。

墓
地
前
。
集
落
東
の
大
カ
l
プ
付
近
か
ら
神
社
方
面
へ
入
る
付
近
。

道
脇
に
あ
る
墓
地
前
方
。
以
上
は
耕
地
の
地
番
に
付
け
た
小
名
。

後
林
。
小
倉
集
落
の
北

1
東
、
長
平
へ
向
か
う
旧
道
脇
の
林
。

東
原
。
小
倉
集
落
の
東
。
民
有
林
が
多
い
。

十
二
原
。
開
善
学
校
方
面
へ
向
か
う
旧
道
と
、
今
の
車
道
に
挟
ま

れ
た
一
帯
。
山
神
十
二
神
を
租
っ
た
こ
と
に
因
む
。

原
。
白
根
開
善
学
校
付
近
。
以
前
は
採
草
地
。
大
原
と
同
義
か

萱
場
。
開
善
学
校
先
、
、
グ
ラ
ン
ド
付
近
。
小
倉
の
採
草
地
だ
っ
た
。

井
戸
尻
。
開
善
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
手
前
か
ら
、
右
に
入
っ
た
ヒ
ラ

に
あ
る
小
沢
。
日
当
た
り
の
良
い
温
か
な
所
で
蕨
が
採
れ
た
。

切
畑
。
林
道
分
岐
を
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
き
、
斜
面
を
沢
方
向
に
下
る

と
耕
地
が
あ
っ
た
。
山
を
切
り
開
い
た
畑
の
意
味
か
。
ガ
ラ
ン
沢
川

の
古
名
は
切
畑
川
と
『
村
誌
』
に
載
る
。

蟹
沢
。
林
道
分
岐
を
一
五

0
メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
所
の
小
沢
。

紅
尾
根
。
蟹
沢
を
過
ぎ
、
崩
れ
や
す
い
赤
色
の
岩
の
尾
根
。

小
字
集
成
図
で
は
栃
洞
集
落
跡
、
熊
倉
発
電
所
や
そ
の
上
流
の
両

岸
一
帯
。
北

1
東
は
御
殿
、
南
は
小
倉
、
長
笹
に
接
す
る
。

栃
洞
跡
。
小
倉
集
落
の
西
、
熊
倉
発
電
所
管
理
道
路
、
ゲ
l
ト
先
の

右
上
。
文
政
に
飢
僅
で
被
害
、
残
っ
た
三
軒
も
小
倉
、
品
木
、
京

塚
に
移
住
と
『
入
山
研
究
』
に
あ
る
。
今
も
無
縁
墓
地
が
六
基
。

一
の
洞
。
栃
洞
集
落
跡
を
過
、
ぎ
、
小
沢
の
あ
る
窪
。
以
前
、
山
葵

栽
培
に
取
り
組
む
が
、
今
は
落
葉
松
は
植
林
。
「
地
名
辞
典
」
に
、

ホ
ラ
は
山
な
ど
崩
れ
た
所
や
崖
と
あ
る
。

倉
ン
戸
。
林
道
ゲ
1
ト
と
馬
止
の
中
間
付
近
。
小
平
な
地
形
で
、

以
前
は
山
菜
(
蕨
や
ウ
リ
ッ
パ
)
の
採
れ
る
所
だ
っ
た
。
こ
の
先

は
馬
止
。
以
下
、
便
宜
的
に
栃
洞
に
含
め
た
が
小
字
不
詳
。

O
う
ま
ど
め

O
う
ま
ど
め
さ
わ

O
き
の
こ
さ
わ

O
た
か
の
す
お
ね

O
た
か
の
す
い
わ

O
し
ろ
、
ざ
さ

O
そ
う
き
ち
お
ね

O
そ
う
き
ち
じ
ぞ
う

小
字
/
御
殿

(
み
ど
の
)

O
み
ど
の
ぬ
ま

O
み
ど
の
か
わ

O
ほ
そ
の
た
い
ら

O
わ
な
ば

O
よ
も
ぎ
づ
か

O
ひ
と
つ
い
わ

O
お
っ
た
で
と
う
げ

小
字
/
長
平

(
ち
ょ
う
へ
い
)

馬
止
。
大
高
山
登
山
口
付
近
。
奥
山
か
ら
曲
げ
物
材
料
を
背
負
い

こ
こ
ま
で
人
の
背
で
運
び
、
こ
の
先
は
馬
で
家
に
運
ん
だ
。

馬
止
沢
。
馬
止
か
ら
ガ
ラ
ン
谷
へ
方
面
へ
の
山
道
し
ば
ら
く
行
き
、

山
道
を
横
切
る
沢
。
こ
の
先
が
茸
沢
に
な
る
。

茸
沢
。
ガ
ラ
ン
谷
方
面
へ
の
途
次
。
沢
水
は
飲
料
水
可
能
。

鷹
巣
尾
根
。
茸
沢
と
馬
止
沢
に
挟
ま
れ
た
稜
線
の
尾
根
。
奥
は
キ

ノ
コ
沢
の
水
源
に
な
る
。

鷹
巣
岩
。
鷹
巣
尾
根
の
奥
に
あ
る
岩
。
鷹
巣
に
因
む
か
。

白
笹
。
キ
ノ
コ
沢
を
過
ぎ
、
三

0
0メ
ー
ト
ル
程
、
な
だ
ら
か
な

斜
面
で
、
以
前
は
萱
刈
り
場
だ
っ
た
。

惣
吉
尾
根
。
惣
吉
地
蔵
付
近
か
ら
北
へ
続
く
尾
根
。

惣
吉
地
蔵
。
ガ
ラ
ン
沢
で
、
大
正
五
年
冬
、
遭
難
死
し
た
猟
師
本

多
惣
吉
(
長
平
)
を
供
養
の
た
め
、
ガ
ラ
ン
沢
道
の
岩
場
に
租
る
。

地
蔵
と
猟
犬
像
は
中
之
条
町
の
浅
川
時
計
届
主
の
篤
志
で
建
て
た
。

大
嵩
山
続
き
の
南
斜
面
山
地
。
東
は
金
山
沢
で
長
平
、
南
端

1
西

は
小
倉
、
西
の
一
部
が
栃
洞
に
接
す
る
。
草
津
湯
本
姓
祖
細
野
御

殿
介
に
縁
の
地
名
で
あ
る
。

御
殿
沼
。
細
野
平
地
内
に
あ
る
沼
で
、
細
野
御
殿
伝
説
に
縁
の
地
名
。

御
殿
川
。
細
野
平
地
内
を
流
れ
る
。
細
野
御
殿
伝
説
に
縁
の
地
名
。

細
野
平
。
屋
敷
跡
は
一
段
と
高
く
な
り
、
周
囲
に
は
堀
が
あ
る
。

畏
場
。
大
嵩
山
登
山
道
の
一
つ
石
手
前
南
斜
面
。
毘
場
平
と
同
じ

所
。
猟
師
が
毘
を
か
け
動
物
を
捕
ら
え
る
場
所
。

蓬
塚
。
馬
止
か
ら
、
五

0
0メ
ー
ト
ル
程
大
高
山
方
面
登
っ
た
周
辺
。

一
つ
山
右
。
地
形
図
に
は
一
つ
石
。
馬
止
か
ら
大
高
山
方
面
へ
登
り
、

標
高
一
、
八
二
五
メ
ー
ト
ル
の
尾
根
続
き
の
山
頂
。

信
州
県
境
付
近
の
峠
状
の
鞍
部
。
北
は
魚
野
川
斜
面
に
な
る
。

東
北
は
金
山
、
東
は
村
木
沢
で
東
小
倉
、
南
端
は
長
笹
川
で
東
小
倉
、

西
は
金
山
沢
で
小
倉
、
御
殿
に
接
す
る
。

31 



説

O
う
わ
む
ら

O
し
た
む
ら

総

O
し
み
ず

O
う
え
の
や
ま

O
こ
か
や
ま

O
に
し
の
し
た

O
は
ち
ろ
い
し

O
し
ら
く
ち
さ
わ

O
あ
ん
ば
さ
わ

O
ふ
か
さ
わ

O
う
し
ろ
や
ま

O
ひ
ら
く
ち
さ
か

O
こ
い
ぜ

O
え
ぬ
っ
く
ぽ

O
む
ら
き
や
ま

O
は
ら
ざ
き

O
て
ん
ぐ
さ
ん

上
村
。
分
校
跡
付
近
。
集
落
上
方
、
上
組
と
同
じ
。

下
村
。
集
落
の
下
方
、
下
組
と
同
じ
。
釣
り
堀
付
近
。

清
水
。
上
の
山
採
草
地
の
縁
を
通
り
、
村
木
沢
の
橋
の
挟
付
近
。

上
ノ
山
。
上
村
の
北
、
村
木
沢
右
岸
沿
い
の
採
草
地
。

旧
公
民
館
の
南
、
車
道
の
向
こ
う
に
見
え
る
丘
状
の
小
山
。

西
の
下
。
長
平
分
校
跡
付
近
の
南
、
川
側
の
急
な
斜
面
。

鉢
路
石
。
分
校
跡
か
ら
小
倉
へ
行
く
旧
道
沿
い
斜
面
。

金
山
沢
と
横
岩
沢
合
流
点
か
ら
、
長
笹
川
と
の
合
流
点
ま
で
の
呼

称
。
本
来
は
白
淵
沢
、
シ
ラ
ク
チ
に
転
説
と
古
老
が
語
る
。

安
場
沢
。
長
平
か
ら
小
倉
へ
向
か
う
車
道
が
、
分
校
跡
を
過
ぎ
最

初
に
出
合
う
カ
l
ブ
地
点
の
沢
。

深
沢
。
金
山
林
道
に
入
り
大
カ
ー
ブ
す
る
場
所
を
横
切
る
沢
。

後
山
。
上
の
山
と
金
山
沢
の
中
間
付
近
、
車
道
脇
の
発
電
所
取
水

隠
道
入
口
の
上
方
。
官
林
を
借
り
長
平
の
山
崎
角
蔵
が
開
拓
し
た

付
近
一
帯
。
集
落
の
後
方
の
山
の
意
味
か
。

小
倉
か
ら
来
る
旧
道
が
シ
ラ
ク
チ
沢
を
渡
り
、
長
平
側
に
入
っ
た

所
の
坂
道
の
呼
称
。

越
瀬
。
オ
ボ
ヤ
シ
ナ
イ
行
事
の
岩
穴
へ
の
道
筋
。
採
草
地
道
を
少

し
行
っ
た
村
木
沢
沿
い
で
、
近
く
に
水
車
が
あ
っ
た
。
こ
の
付
近

の
上
方
に
山
犬
(
狼
)
母
子
が
棲
む
と
い
う
岩
穴
が
あ
っ
た
。

犬
窪
。
山
崎
宅
裏
か
ら
五
0
0メ
ー
ト
ル
程
山
道
を
上
り
、
右
下
に
下
っ

た
南
向
き
で
日
当
た
り
の
良
い
窪
。
狼
(
山
犬
)
が
子
を
産
む
時
期
、

赤
飯
を
炊
い
て
お
産
見
舞
い
に
行
っ
た
岩
穴
が
あ
る
。
オ
ボ
ヤ
シ

ナ
イ
行
事
で
は
、
子
供
を
岩
穴
に
連
れ
て
行
き
赤
飯
を
食
べ
さ
せ

た
。
子
供
の
無
事
の
成
長
を
願
う
民
俗
信
仰
と
い
え
る
。

村
木
山
。
村
木
沢
の
源
流
付
近
の
山
。

小
倉
か
ら
の
旧
道
が
川
を
渡
り
、
坂
を
上
っ
た
水
道
施
設
付
近
の

小
名
。
道
脇
の
荷
鞍
状
の
石
付
近

1
分
校
手
前
付
近
。

天
狗
さ
ん
。
長
笹
沢
川
と
白
淵
沢
合
流
地
や
や
下
流
、
左
岸
の
岩

山
に
祭
記
。
今
は
参
拝
に
便
利
な
公
民
館
裏
手
に
石
桐
を
移
動
。

小
字
/
金
山

(
か
な
や
ま
)

O
い
ち
り
づ
か

O
き
ん
じ
ゅ
う
み
や
ま

O
う
ま
あ
ら
い
い
ど

O
か
な
ゃ
ま
だ
い
ら

O
て
ら
さ
わ

O
て
ら
や
し
き

O
か
な
ふ
き

O
さ
い
の
か
わ
ら

O
し
か
さ
わ

O
し
ら
さ
わ

O
は
ま
い
わ
さ
わ

小
字
/
村
木

(
む
ら
き
)

地
内
を
金
山
沢
が
流
れ
る
。
東
南

1
西
は
長
平
に
接
す
る
。
佐
久

間
象
山
以
前
か
ら
の
鉱
山
跡
や
、
昭
和
の
菅
谷
金
山
跡
も
あ
る
。

金
山
千
軒
の
伝
承
や
、
金
山
平
、
金
吹
、
寺
沢
の
地
名
が
遺
る
。

一
里
塚
。
上
の
山
の
牧
野
が
終
わ
り
、
防
火
線
沿
い
に
一
里
程
尾

根
道
を
進
み
、
急
斜
面
を
上
り
上
げ
た
付
近
。
塚
は
林
班
境
の
目

印
。
蕨
の
産
地
で
シ
ー
ズ
ン
に
は
盛
ん
に
往
来
し
た
。

金
重
御
山
。
一
里
塚
か
ら
金
山
沢
方
向
へ
下
る
急
坂
付
近
。
以
前

は
天
然
林
だ
っ
た
が
、
今
は
落
葉
松
が
植
林
さ
れ
て
い
る
。

馬
洗
い
井
戸
。
金
山
へ
荷
物
を
運
ぶ
馬
の
足
を
冷
や
し
た
井
戸
。

足
が
の
め
り
込
ま
な
い
よ
う
に
下
に
切
石
を
敷
い
た
と
い
う
。

金
山
平
。
金
重
御
山
を
過
ぎ
、
金
山
沢
川
へ
下
っ
た
付
近
の
平
地
。

水
も
あ
り
金
山
時
代
の
中
心
部
。

寺
沢
。
菅
谷
金
山
事
務
所
と
採
掘
坑
道
入
口
の
聞
の
沢
。
弁
天
山

西
裏
付
近
が
水
源
に
な
る
。
今
の
地
図
は
金
山
沢
の
名
で
表
示
。

寺
屋
敷
。
時
代
は
不
詳
だ
が
、
金
山
全
盛
時
代
の
寺
跡
地
。

金
吹
。
金
山
平
一
帯
の
沢
筋
に
数
カ
所
小
屋
跡
が
あ
り
、
鉱
石
を

溶
か
す
風
を
送
る
輔
が
置
か
れ
た
所
。
付
近
に
残
津
が
点
在
。

婁
の
河
原
。
『
上
越
の
山
』
の
地
図
に
、
金
山
沢
と
寺
沢
合
流
の
下

流
左
岸
沿
い
に
こ
の
地
名
が
入
る
。
荒
涼
た
る
風
景
に
由
来
か
。

鹿
沢
。
『
上
越
の
山
』
の
地
図
に
、
金
山
沢
と
寺
沢
合
流
の
下
流
右

岸
に
最
初
に
入
る
沢
の
地
名
。

白
沢
。
『
上
越
の
山
』
に
、
鹿
沢
と
浜
岩
沢
の
問
、
右
岸
に
入
る
沢
。

地
図
に
載
る
白
淵
沢
の
こ
と
か
。

浜
岩
沢
。
『
上
越
の
山
』
の
地
図
に
、
白
沢
と
御
殿
沢
の
聞
で
、
右

岸
に
入
る
沢
の
名
。
今
の
地
図
に
あ
る
横
岩
沢
の
こ
と
か
。

東
北
は
上
大
久
保
、
東
南
は
根
広
、
南
は
東
小
倉
、

西
は
金
山
に
接
す
る
。
村
木
沢
源
流
付
近
の
山
地
。

西
南
は
長
平
、
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O
ね
び
ろ
で
あ
い

O
い
わ
す
げ
に
ん
ば

O
い
し
ど
や

O
い
し
ま
き

O
し
ぶ
い
け

小
字
/
東
小
倉

(
ひ
が
し
こ
ぐ
ら
)

O
や
せ
お
ね

O
う
ぱ
が
み

O
う
ば
が
み
ざ
わ

O
こ
か
や
ま

O
に
な
わ
が
た

O
あ
ら
い
た

O
う
わ
よ
し

O
し
み
ず

O
ゃ
く
し
っ
ぴ
ら

名地

O
な
か
だ
ん

根
広
出
合
い
。
長
平
や
小
倉
か
ら
の
野
反
道
と
、
根
広
か
ら
の
道

が
合
流
す
る
所
。
根
広
分
岐
(
ワ
カ
サ
レ
)
と
も
い
う
。

岩
菅
荷
場
。
根
広
や
長
平
の
野
反
道
合
流
地
の
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
先
。

岩
菅
を
ニ
ン
パ
ま
で
人
の
背
で
運
び
、
馬
の
背
に
付
け
替
え
た
所
。

石
都
屋
。
長
平
1
野
反
道
筋
、
根
広
道
合
流
手
前
に
あ
る
大
石
(
二

O
坪
位
)
付
近
。
休
み
場
所
。
三
角
点
付
近
、
周
囲
よ
り
も
高
い
。

石
蒔
。
昭
和
十
二
年
刊
『
上
越
の
山
』
に
、
地
図
入
り
で
標
高
一
、

三
一
八
メ
ー
ト
ル
付
近
に
こ
の
地
名
。
今
の
石
都
屋
と
同
じ
場
所
か
。

渋
池
。
石
都
屋
か
ら
の
急
坂
を
下
っ
て
平
に
な
っ
た
所
に
あ
る
。

地
名
は
池
の
水
が
酸
性
の
た
め
渋
味
が
強
い
の
が
由
来
。

東
北
端
で
根
広
、
東
は
上
祖
倉
、
南
は
長
笹
川
で
東
小
倉
、
西
は

新
井
田
沢
、
権
現
沢
で
長
平
、
北
は
村
木
に
接
す
る
。
古
老
に
は
「
と

う
」
の
発
音
も
す
る
。
小
倉
の
東
方
の
意
味
だ
ろ
う
。

痩
尾
根
。
集
落
の
北
(
裏
)
側
に
連
な
る
尾
根
。
村
木
沢
沿
い
に

採
草
地
へ
行
く
道
筋
に
あ
る
痩
せ
た
尾
根
。

姥
神
。
長
平
の
道
祖
神
の
東
方
、
根
広
へ
の
旧
道
か
ら
北
へ
少
し

入
っ
た
所
に
祭
租
す
る
子
育
て
の
神
様
。

姥
神
沢
。
姥
神
方
面
か
ら
流
れ
て
来
る
沢
で
、
村
木
沢
の
東
で
車

道
を
横
断
す
る
。

権
現
沢
と
新
井
田
沢
に
挟
ま
れ
た
北
側
山
地
。
裾
は
畑
だ
っ
た
。

荷
縄
方
。
固
有
地
と
民
有
地
境
付
近
。
緩
斜
面
で
耕
地
だ
っ
た
。

新
井
田
。
姥
神
か
ら
根
広
へ
向
か
う
道
筋
、
御
経
尾
根
手
前
の
沢
。

地
名
は
滑
り
や
す
い
な
め
っ
た
状
の
河
床
に
因
む
。

上
芳
。
村
木
沢
左
岸
沿
い
の
採
草
地
。
ヨ
シ
は
躍
の
意
味
か
。

清
水
。
上
ノ
山
採
草
地
の
縁
を
通
り
、
村
木
沢
渡
る
橋
の
挟
付
近
。

付
近
は
湿
地
状
の
所
が
多
い
。

薬
師
平
。
上
の
山
採
草
地
の
東
、
村
木
沢
寄
り
の
斜
面
。
ホ
ド
薯

の
採
れ
る
所
。
山
火
事
で
焼
け
た
ヒ
ラ
(
斜
面
)
。

中
段
。
長
平
か
ら
東
へ
向
か
う
車
道
が
ア
ラ
イ
タ
沢
を
渡
り
、
道

の
右
脇
に
あ
る
平
ら
な
所
。
長
笹
川
左
岸
の
高
い
場
所
。

小
字
/
根
広
向

(
ね
び
ろ
む
か
い
)

O
や
ば
な

O
し
り
や
き
よ
こ
て

O
や
し
き
ざ
わ

O
や
か
ん
お
と
し

O
お
た
ね
く
ぽ

O
ふ
か
さ
わ

O
た
つ
ご
ろ
う
あ
ら
く

O
や
す
ま
ろ
か
い
こ
ん

小
宇
/
上
祖
倉

(
か
み
そ
ぐ
ら
)

根
広
集
落
の
南
、
対
岸
の
北
斜
面
の
山
地
。
東
は
湯
ノ
上
、
南
は

団
代
原
、
西
南
は
南
小
倉
、
西
は
東
小
倉
、
北
は
長
笹
川
で
根
広
、

木
川
附
に
接
す
る
。

野
花
。
尻
焼
温
泉
右
岸
、
関
晴
館
付
近
の
平
地
。
発
音
の
佳
字
で

あ
る
。
地
形
用
語
は
ヤ
H
谷
、
崖
。
ハ
ナ
は
先
端
。

尻
焼
横
手
。
花
敷
か
ら
尻
焼
へ
向
か
う
旧
道
筋
で
、
尾
根
の
中
腹

を
通
っ
た
が
、
そ
の
道
沿
い
の
地
名
。
今
の
車
道
の
上
方
。

屋
敷
沢
。
キ
ツ
コ
沢
下
流
で
合
流
す
る
支
流
。
薬
師
堂
と
尻
焼
温

泉
の
中
程
、
車
道
か
ら
南
へ
入
る
新
道
跡
を
少
し
上
っ
た
所
の
沢
。

薬
缶
落
と
し
。
屋
敷
沢
の
畑
沿
い
。
昔
、
畑
仕
事
に
行
く
時
、
持

っ
て
来
た
薬
缶
を
沢
に
落
と
し
て
し
ま
っ
た
故
事
に
因
む
。

お
た
ね
窪
。
尻
焼
の
露
天
風
目
の
少
し
上
流
。
車
道
脇
の
馬
頭
観

音
と
堰
堤
聞
の
右
岸
に
入
る
沢
の
窪
。
以
前
は
桑
畑
も
あ
っ
た
。

深
沢
。
根
広
集
落
か
ら
西
に
見
え
る
窪
。
長
笹
川
右
岸
。
古
老
は

「
深
沢
に
残
雪
が
あ
る
の
で
春
に
は
早
い
」
と
季
節
の
目
安
に
。

辰
五
郎
あ
ら
く
。
長
平
の
対
岸
、
長
笹
川
右
岸
の
棚
を
開
墾
地
。

開
拓
者
の
名
。
不
利
な
北
斜
面
で
開
拓
は
永
続
せ
ず
失
敗
し
た
。

泰
麿
開
墾
。
尻
焼
温
泉
上
流
、
長
笹
川
の
堰
堤
と
深
沢
聞
の
右
岸

中
腹
の
開
墾
地
。
戦
後
の
食
糧
難
の
時
代
、
根
広
の
中
村
泰
麿
が

開
拓
し
た
が
、
場
所
も
悪
く
短
期
間
で
終
わ
っ
た
。

北

i
東
は
上
大
久
保
、
東
南
は
根
広
、
南
西
4
3
西
は
東
小
倉
、
西

北
端
で
根
広
に
接
す
る
。
ソ
は
複
合
語
語
頭
の
背
?
、
ク
ラ
U
岩。
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O
ふ
、
ぐ
ら

O
か
ぎ
あ
な

O
ご
ん
げ
ん
さ
わ
う
え

O
ご
ん
げ
ん
さ
わ

御
経
尾
根
の
旧
道
沿
い
で
、
権
現
沢
と
新
井
田
沢
の
中
程
付
近
。

昔
、
一
軒
家
が
あ
っ
た
が
、
永
荒
の
た
め
こ
の
地
を
離
れ
た
。

風
穴
。
岩
の
隙
聞
か
ら
風
が
吹
き
出
す
。
今
は
な
い
が
、
御
経
尾

根
の
長
平
側
崩
壊
斜
面
。
冬
は
暖
か
く
、
夏
は
冷
風
と
感
じ
る
。

権
現
沢
上
。
権
現
堂
跡
上
方
。
付
近
の
五
輪
塔
は
車
道
脇
に
移
す
。

権
現
沢
。
御
経
尾
根
を
越
え
、
長
平
側
に
三

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
所
。

地
名
由
来
は
沢
筋
に
あ
っ
た
権
現
堂
。
車
道
脇
に
石
造
物
を
移
動
。



説

O
ご
ん
げ
ん
ど
う

総

O
ひ
が
し
は
た

O
お
き
ょ
う
お
ね

J3土
ヲア
ご三根

広

O
し
よ
う
ぼ
う
た
い
ら

O
ま
き
の
う
ち

O
か
や
ぱ

O
と
や

O
な
し
き
こ
や

O
ゅ
ん
ば

O
は
つ
こ
う
ば

O
え
ど
し
た

O
お
ど
う
ま
え

O
せ
ぎ
な
か
ご

O
が
ん
ざ
わ

O
さ
か
な
か

O
ぼ
う
の
は
た
け

権
現
堂
。
御
経
尾
根
を
過
ぎ
、
長
平
側
に
行
っ
た
道
筋
に
あ
っ
た

お
堂
。
車
道
脇
に
五
輪
塔
等
の
石
造
物
は
移
さ
れ
る
。

東
畑
。
集
落
西
端
、
権
現
沢
付
近
に
あ
っ
た
一
軒
屋
の
東
の
畑
。

御
経
尾
根
。
根
広
と
長
平
間
の
尾
根
。
大
規
模
な
地
滑
り
で
地
形
が

一
変
す
る
。
根
広

1
長
平
の
旧
道
筋
の
尾
根
。
根
広
の
車
道
カ
1
ブ

か
ら
入
り
一

O
O
M程
度
。
月
洲
庵
の
僧
が
経
巻
を
石
の
カ
ロ
ウ
ト

に
地
滑
り
を
鎮
め
る
た
め
埋
納
し
た
伝
説
が
あ
る
。

北
東

1
東
は
上
大
久
保
、
矢
倉
、
木
川
附
、
矢
ノ
下
、
長
笹
川
で

根
広
向
、
西

1
北
西
は
上
祖
倉
に
接
す
る
。
ね
ど
ふ
み
の
里
、
龍

沢
寺
の
隠
居
寺
月
洲
庵
跡
(
今
は
集
会
所
)
が
あ
る
。

消
防
平
。
ね
ど
ふ
み
の
里
付
近
。
昔
、
消
防
訓
練
を
行
っ
た
こ
と

が
地
名
に
な
る
。

槙
の
内
。
付
近
は
曲
折
し
た
坂
道
が
続
く
所
。

萱
場
。
根
広
と
矢
倉
の
道
が
合
流
す
る
手
前
、
西
に
入
っ
た
所
。

固
有
地
を
借
り
て
、
大
屋
根
に
使
う
萱
を
刈
っ
た
場
所
。

鳥
屋
。
赤
土
手
前
か
ら
入
っ
た
集
落
北
端
の
窪
、
畑
だ
っ
た
。
渡

り
鳥
等
を
捕
獲
し
た
所
か
。
水
も
あ
る
小
さ
な
窪
で
、
小
屋
掛
け

も
可
能
で
あ
る
。
ト
ヤ
ネ
ビ
ロ
と
同
意
。

梨
木
小
屋
。
消
防
防
火
線
沿
い
の
道
沿
い
で
、
小
さ
な
窪
。

地
形
は
小
さ
な
尾
根
状
。
寮
坊
の
畑
の
少
し
上
方
で
あ
る
。
集
落

外
れ
付
近
、
都
丸
氏
は
弓
場
、
ハ
マ
イ
パ
で
は
と
推
測
す
る
。

郭
公
場
。
根
広
集
落
の
西
外
れ
の
家
付
近
。
毎
年
、
郭
公
(
は
つ
こ
う
)

が
よ
く
鳴
く
場
所
に
由
来
。

井
戸
下
。
寮
の
沢
付
近
の
車
道
下
。

御
堂
前
。
観
音
堂
付
近
の
車
道
下
。

堰
と
堰
に
挟
ま
れ
た
場
所
の
畑
。
長
笹
川
の
堰
堤
の
や
や
上
方
で
、

今
は
水
面
下
に
沈
む
。

蟹
沢
。
長
笹
川
河
床
、
蟹
の
多
い
所
。
せ
ぎ
な
か
ご
の
や
や
上
流
。

長
平
と
根
広
道
分
岐
手
前
、
長
笹
川
に
下
る
旧
道
の
坂
の
中
程
。

坊
の
畑
。
寮
の
沢
の
下
流
。
車
道
下
、
川
よ
り
一
段
上
。

O
な
し
の
き

O
た
か
ぐ
ね

。
ゃ
ん
ぶ
し

。
っ
た
の
き

O
ま
え
で

O
こ
や
の
し
た

O
ひ
ら
の
や
し
き

O
し
ば
っ
こ
し

O
い
ち
べ
え

O
ひ
ら
の
か
し
ら

O
げ
っ
し
ゅ
う
あ
ん

O
り
ょ
う
の
さ
わ

O
り
ょ
う
ぼ
う

O
げ
ん
ど
う

O
た
つ
み
ち

O
そ
ん
ま

梨
の
木
。
根
広
に
西
か
ら
入
り
、
車
道
と
中
村
宅
入
口
分
岐
手
前
、

道
上
に
以
前
梨
の
古
木
が
あ
っ
た
こ
と
に
因
む
小
地
名
。

高
久
根
。
梨
の
木
下
付
近
の
小
尾
根
。
措
除
け
の
ク
ネ
に
因
む
か
。

ユ
ン
パ
も
タ
カ
グ
ネ
内
の
小
地
名
。

山
伏
。
地
元
に
山
伏
殺
害
に
因
む
話
が
伝
わ
る
。
山
伏
と
鏡
を
埋

め
た
供
養
塔
付
近
の
呼
称
で
、
高
久
根
の
東
に
あ
る
小
平
。
蔦
の
木
。

山
伏
の
束
、
集
落
の
南
方
。
蔦
は
境
に
植
え
た
。
二
畝
程
度
の
狭

い
所
だ
が
、
地
力
が
あ
る
土
地
。

前
出
。
集
落
の
南
、
蔦
の
木
の
東
北
に
位
置
、
車
道
下
。

小
屋
ノ
下
。
白
根
ハ
イ
ム
の
南
下
で
、
曲
げ
物
細
工
の
作
業
小
屋

が
あ
っ
た
。

平
の
屋
敷
。
寮
の
沢
の
末
の
斜
面
、
集
落
が
背
で
北
風
を
防
ぐ
。

芝
越
。
花
敷
と
尻
焼
か
ら
の
旧
根
広
道
に
挟
ま
れ
た
尾
根
。
馬
頭

観
音
像
付
近
。
芝
山
の
尾
根
を
越
す
所
、
温
泉
が
下
方
に
見
え
る
。

市
兵
衛
。
長
平
分
岐
か
ら
根
広
に
向
か
い
、
車
道
カ

l
ブ
右
上
。

土
地
の
開
拓
者
に
因
む
地
名
。
以
前
、
畑
だ
っ
た
。

平
の
頭
。
ト
ヤ
の
西
、
公
民
館
東
の
斜
面
。
平
ノ
屋
敷
裏
手
山
沿
い
。

山
林
と
隣
接
し
た
高
い
所
の
畑
。

月
洲
庵
。
龍
沢
寺
の
隠
居
寺
の
名
。
公
民
館
付
近
が
跡
地
。

寮
の
沢
。
デ
ス
を
源
流
に
南
流
、
月
洲
庵
跡
脇
を
下
り
、
根
広
集

落
中
程
を
流
れ
長
笹
川
に
落
ち
る
。
寮
は
月
洲
庵
関
連
の
地
名
か
。

寮
坊
。
寮
坊
は
月
洲
庵
の
僧
、
彼
が
耕
し
た
畑
と
伝
わ
る
。
長
平
分
岐

よ
り
、
尻
焼
側
に
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
に
下
っ
た
道
上
。
今
は
荒
れ
地
。

月
洲
庵
住
職
で
名
僧
。
観
音
堂
付
近
南
下
、
二
畝
程
の
耕
地
。
井

戸
下
地
内
に
含
ま
れ
る
。

立
道
。
野
反
方
面
へ
の
近
道
で
、
観
音
堂

1
大
神
宮
下
を
通
る
。

真
っ
直
ぐ
の
上
り
道
の
意
味
か
。

損
馬
。
死
馬
(
損
馬
)
を
捨
て
た
場
所
。
道
の
分
岐
を
長
平
側
に

一
0
0メ
ー
ト
ル
も
行
っ
た
所
で
、
こ
こ
に
馬
を
捨
て
た
。
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名地

O
ひ
び
ょ
う
お
と
し

O
な
し
の
き
し
た

O
か
わ
ぱ
た

O
し
ば
l
ら

O
に
し
の
く
ぼ

O
え
ど
っ
ち
り

O
お
と
し

O
で
す

O
た
か
と
や
の
じ
ゅ
う
に

O
し
よ
う
す
け
く
ぼ

O
お
お
び
ら
き

O
し
か
っ
く
ぽ

O
せ
ん
そ
う
び
ら

O
ま
た
ぐ
ち

O
う
わ
だ
ん
は
げ

避
病
落
と
し
。
伝
染
病
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
を
捨
て
た
場
所
か
。

損
馬
落
と
し
の
少
し
東
側
で
、
下
は
長
笹
川
。

梨
の
木
下
。
根
広
集
落
の
西
外
れ
。
瓢
箪
状
の
実
を
付
け
た
梨
の

大
木
が
あ
っ
た
。
ハ
ッ
コ
ウ
場
付
近
。

川
端
。
根
広
の
西
外
れ
付
近
、
長
笹
川
沿
い
。
今
は
水
没
。

芝
原
。
白
根
ハ
イ
ム
付
近
。
山
芝
の
生
え
る
荒
れ
地
だ
っ
た
。
中

村
一
雄
宅
屋
号
は
シ
パ

l
ラ
ノ
シ
ョ
ウ
で
あ
る
。

西
の
窪
。
根
広
集
落
西
外
れ
。
旧
長
平
道
と
車
道
の
分
岐
付
近
。

井
戸
尻
。
消
防
小
屋
の
先
、
道
下
。
井
戸
水
の
水
尻
。
根
広
東
部

の
方
が
飲
料
水
に
利
用
。
車
道
上
の
急
な
斜
面
で
近
道
で
あ
る
。

落
と
し
。
集
落
に
近
い
採
草
地
内
。
苅
っ
た
草
や
薪
類
を
背
負
っ

て
下
ら
ず
、
斜
面
を
有
効
に
利
用
し
落
と
し
、
労
力
を
省
い
た
。

出
水
。
採
草
地
道
と
子
宿
沢
方
向
へ
の
林
道
支
線
交
差
手
前
、
西

下
の
窪
。
湧
水
地
で
寮
の
沢
源
流
に
な
る
。

高
鳥
屋
の
十
二
。
根
広
か
ら
野
反
へ
向
か
う
道
筋
、
高
鳥
屋
山
頂

近
く
に
祭
租
の
山
の
神
十
二
、
白
根
山
を
一
望
で
き
る
所
。
石
桐

は
集
落
上
方
に
租
る
大
神
宮
に
移
し
た
。

昭
介
窪
。
東
根
広
か
ら
の
野
反
道
の
西
下
の
窪
、
大
聞
の
手
前
に

位
置
す
る
。
中
村
福
美
宅
先
祖
の
名
前
に
因
む
地
名
。

大
開
。
採
草
地
道
下
、
昭
介
窪
を
過
ぎ
西
下
に
聞
け
た
緩
斜
面
。

沢
の
両
岸
一
帯
。
狭
い
沢
沿
い
の
所
が
終
わ
り
聞
け
た
所
。

シ
カ
窪
。
西
根
広
か
ら
の
野
反
道
の
東
下
、
大
聞
の
西
側
に
位
置
。

槙
の
内
と
萱
場
の
間
に
あ
る
窪
。
老
婆
シ
カ
に
由
来
の
地
名
。

戦
争
平
。
野
反
道
の
西
下
、
昭
介
窪
の
手
前
に
西
向
き
斜
面
。
良

い
草
が
生
え
る
採
草
地
。
草
を
刈
る
時
、
老
婆
が
鎌
を
振
り
自
分

の
刈
り
場
と
主
張
、
そ
れ
に
抗
議
し
た
所
。
動
物
峰
の
西
下
斜
面
。

戦
争
平
入
口
付
近
。
寮
の
沢
に
別
の
沢
が
合
流
す
る
付
近
。

上
段
禿
。
矢
倉
と
東
根
広
の
野
反
道
合
流
地
点
の
少
し
先
、
西
向

き
の
斜
面
。
風
が
あ
た
り
樹
木
が
生
え
に
く
い
場
所
。

O
だ
し
の
わ
る
い
く
ぼ

O
ね
ひ
ろ
お
お
く
ぽ

O
な
が
っ
ぱ
ら

O
や
ち
の
ひ
ら

O
か
や
ぱ

O
ほ
う
だ
い

O
ど
う
ぶ
つ
み
ね

O
み
は
り
じ
ょ

O
ひ
な
た
さ
か

O
ひ
な
た
っ
く
ぽ

O
な
か
っ
く
ぼ

O
そ
と
つ
く
ぼ

O
ね
ひ
ろ
お
ね

O
ね
び
ろ
は
げ

O
し
ゆ
み
せ
ん
よ
こ
て

O
ね
び
ろ
は
げ

出
し
の
悪
い
窪
。
道
ま
で
の
足
場
が
悪
く
馬
の
足
も
捕
ら
れ
る
程
の
湿

地
で
苦
労
す
る
窪
。
戦
争
平
か
ら
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
西
に
入
っ
た
所
。

根
広
大
窪
。
東
根
広
か
ら
野
反
道
に
少
し
入
り
、
東
に
見
え
る
窪
。

長
原
。
矢
倉
・
東
根
広
と
西
根
広
の
野
反
道
が
合
流
す
る
付
近
。

谷
地
の
平
。
子
宿
沢
側
へ
の
林
道
支
線
が
合
流
す
る
手
前
、
西
下

の
湿
地
状
の
場
所
。

萱
場
。
採
草
地
が
終
わ
っ
た
先
に
あ
る
屋
根
葺
き
用
の
萱
狩
り
場
。

東
西
根
広
か
ら
来
る
野
反
道
合
流
手
前
西
側
一
帯
。
矢
倉
の
東
と

矢
倉
か
ら
の
野
反
道
合
流
し
た
少
し
先
、
上
り
上
が
っ
た
所
の
小

名
。
付
近
に
三
角
点
も
あ
り
、
見
晴
ら
し
良
好
。

動
物
峰
。
野
反
道
沿
い
、
標
高
一
、
三

O
八
メ
ー
ト
ル
付
近
の
尾
根
。
野

生
動
物
生
息
地
域
か
。
こ
こ
も
ホ
ウ
ダ
イ
も
見
張
り
所
も
ほ
ぼ
同
じ
。

見
張
り
所
。
春
の
山
火
事
予
防
用
見
張
所
で
今
は
な
い
。
最
初
、

タ
カ
ト
ヤ
に
設
置
、
後
に
三
角
点
の
あ
る
ホ
ウ
ダ
イ
の
山
に
移
っ

た
。
見
晴
ら
し
も
良
く
草
津
と
専
用
電
話
で
結
ぼ
れ
た
。

日
向
坂
。
野
反
道
を
進
み
エ
ビ
山
が
正
面
に
見
え
る
付
近
、
道
の

東
南
斜
面
。
日
向
坂
の
岩
菅
は
良
質
だ
っ
た
。
以
後
は
根
広
続
き

の
国
有
林
内
だ
が
、
根
広
の
生
活
圏
だ
っ
た
の
で
根
広
に
含
め
た
。

日
向
窪
。
日
向
坂
の
先
、
東
斜
面
に
な
っ
た
窪
。

中
窪
。
日
向
坂
の
先
、
野
反
道
の
東
に
突
き
出
た
二
つ
の
尾
根
に

挟
ま
れ
た
東
向
き
斜
面
。
良
質
の
岩
菅
産
地
だ
っ
た
。

外
窪
。
中
窪
の
北
側
尾
根
の
先
、
東
向
き
の
窪
。

根
広
尾
根
。
『
上
越
の
山
』
の
地
図
は
、
根
広
1
根
広
禿
へ
続
く
尾

根
を
、
地
図
に
線
入
り
で
記
す
。
(
門
松
尾
根
)
と
(
)
に
入
れ
る
。

根
広
禿
。
二
個
所
あ
り
、
根
広
の
西
か
ら
の
道
筋
、
消
防
平
付
近

の
植
生
が
乏
し
い
場
所
。

日
向
坂
の
上
、
左
カ
ー
ブ
す
る
と
小
さ
な
尾
根
の
南
山
腹
を
通
る

所
。
本
来
は
雪
崩
を
避
け
尾
根
を
通
る
の
が
普
通
だ
が
、
こ
こ
は

尾
根
の
中
腹
を
通
る
。
シ
ュ
ミ
セ
ン
は
植
物
名
か
?
不
詳
。

根
広
禿
。
野
反
へ
の
道
を
上
り
上
げ
た
尾
根
の
禿
。
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説総

O
じ
ゅ
う
に
や
ま

小
字
/
木
川
附

(
き
が
わ
っ
く
)

0
と
う
ろ
く

O
う
え
と
う
ろ
く

O
し
た
と
う
ろ
く

O
こ
う
ろ

O
て
ん
ぐ
お
ね

O
こ
う
ろ

O
く
ず
れ
は
た

O
ど
う
す

O
や
ば
な

O
ゆ
さ
か

O
み
ち
い

O
か
き
の
き

十
一
一
山
。
別
名
根
広
峠
。
根
広
禿
近
く
の
ピ

l
ク
。
国
土
地
理
院

の
地
形
図
に
弁
天
山
と
誤
植
。
近
く
に
山
の
神
十
二
神
の
石
一
制
。

矢
倉
、
根
広
間
の
道
下
一
帯
。
白
砂
川
、
長
笹
川
合
流
付
近
北
側
。

東
北
は
矢
倉
、
東
南
は
白
砂
川
で
花
敷
、
打
越
、
南
は
長
笹
川
で

湯
ノ
上
、
根
広
向
、
西

1
北
は
根
広
、
矢
ノ
下
に
接
す
る
。
長
笹

沢
沿
い
に
尻
焼
温
泉
(
白
根
ハ
イ
ム
を
含
む
)
が
あ
る
。

藤
六
。
根
広
集
落
の
東
外
れ
。
尻
焼
側
へ
向
か
う
山
道
沿
い
、
危

険
な
急
斜
面
が
多
い
。
寛
文
三
年
の
検
地
帳
に
「
藤
六
」
と
あ
る
。

上
藤
六
。
天
狗
尾
根
の
西
沿
い
、
赤
土
か
ら
凹
地
を
少
し
下
っ
た

急
な
斜
面
。
転
落
を
し
て
亡
く
な
っ
た
方
が
い
る
。

下
藤
六
。
集
落
東
端
手
前
か
ら
急
の
畑
道
を
下
り
、
尻
焼
温
泉
側
に
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
、
露
天
風
目
少
し
手
前
の
車
道
上
、
急
斜
面
。

天
狗
尾
根
の
西
、
埋
土
の
道
下
斜
面
。
岩
の
多
い
ゴ
ウ
ロ
と
思
え
る
が

岩
は
目
立
た
な
い
。
寛
文
十
二
年
の
入
山
村
新
田
改
に
根
広
分
に
「
か

う
ろ
し
の
名
が
載
る
。

天
狗
尾
根
。
根
広
の
赤
土
付
近
か
ら
尻
焼
温
泉
裏
に
続
く
尾
根
。

尻
焼
温
泉
裏
の
ピ

1
ク
に
天
狗
石
嗣
を
祭
っ
た
こ
と
が
由
来
。

天
狗
尾
根
の
西
、
埋
土
の
道
下
斜
面
。
岩
の
多
い
ゴ
ウ
ロ
と
思
え

る
が
岩
は
目
立
た
な
い
。
寛
文
十
二
年
の
入
山
村
新
田
改
に
根
広

分
に
「
か
う
ろ
」
の
名
が
載
る
。

崩
れ
畑
。
湯
坂
道
と
尻
焼
道
分
岐
付
近
で
、
畑
も
あ
っ
た
。
崩
れ

や
す
い
崩
壊
地
形
の
斜
面
に
あ
っ
た
畑
。

旧
湯
坂
道
の
尻
焼
分
岐
を
過
ぎ
、
馬
頭
観
音
が
あ
る
付
近
。
尻
焼

側
を
向
く
急
斜
面
の
呼
称
で
あ
る
。
以
前
は
桑
畑
も
あ
っ
た
。

谷
鼻
。
関
晴
館
の
対
岸
、
長
笹
川
の
谷
に
、
や
や
突
き
出
し
た
所
。

湯
坂
。
花
敷
温
泉
か
ら
根
広
へ
向
か
う
旧
道
の
坂
。
「
湯
坂
曲
が
り
は

十
三
曲
が
り
、
曲
が
り
曲
が
り
に
糞
が
あ
る
」
の
戯
れ
歌
が
あ
っ
た
。

ブ
ン
ギ
の
東
、
車
道
と
旧
花
敷
道
と
に
挟
ま
れ
た
所
。

柿
の
木
。
車
道
か
ら
旧
花
敷
道
に
入
る
と
、
左
に
細
窪
方
面
へ
通

じ
る
道
が
あ
る
。
こ
の
分
岐
と
細
窪
の
中
程
付
近
に
あ
る
耕
地
。

O
ほ
そ
く
ぽ

O
や
す
ん
ば

O
の
ど
の
く
ち

O
の
ぼ
り
う
ち

O
わ
さ
び

O
て
ん
ぐ
お
ね

小
字
/
矢
ノ
下

(
や
の
し
た
)

O
こ
だ
ま
い
わ

O
と
い
く
ち

O
ほ
ら

O
ほ
ら
の
お
と
し

O
き
た
む
き

小
字
/
上
大
久
保

(
か
み
お
お
く
ぼ
)

O
ま
む
し
っ
ぴ
ら

小
字
/
中
ヲ
ネ

(
な
か
を
ね
)

O
お
お
や
つ
く
ら

細
窪
。
赤
土

1
湯
坂
道
に
入
り
、
す
ぐ
に
左
に
分
岐
す
る
道
の
行

き
止
ま
り
付
近
。
窪
の
形
状
に
因
む
。

休
み
場
。
湯
坂
道
を
上
り
終
わ
っ
た
付
近
。
雨
宿
り
の
場
だ
っ
た
。

喉
の
口
。
温
泉
側
か
ら
見
た
白
砂
川
の
岩
場
狭
院
部
。
昔
、
水
を

溜
め
て
一
気
に
材
木
を
流
し
た
ド
ン
ガ
ラ
の
場
所
。

『
村
誌
』
は
昇
中
、
読
み
「
し
よ
う
ち
ゅ
う
」
。
根
広
へ
向
か
う
旧
道
筋
。

尻
焼
か
ら
来
る
道
と
、
花
敷
か
ら
の
湯
坂
を
上
っ
た
旧
道
が
合
流
、

こ
の
先
の
根
広
寄
り
、
車
道
手
前
の
坂
付
近
。

山
葵
。
細
窪
の
南
の
凹
地
で
湧
水
。
飲
料
水
に
も
利
用
さ
れ
る
。

天
狗
尾
根
。
尻
焼
温
泉
、
光
山
荘
裏
、
旅
館
に
一
番
近
い
山
頂
に

天
狗
の
石
桐
を
祭
組
。
今
は
桐
は
な
い
と
い
う
。
根
広
の
赤
土
付

近
か
ら
尻
焼
温
泉
裏
に
続
く
尾
根
の
名
。

矢
倉

1
根
広
間
中
程
、
道
上
の
山
地
。
南
は
木
川
附
、
西

1
東
は

根
広
に
接
す
る
。
地
名
は
ヤ
リ
谷
で
谷
下
か
、
街
岩
の
岩
の
下
か
。

街
岩
。
岩
に
向
か
い
怒
鳴
る
と
反
響
が
よ
く
返
っ
て
き
た
と
い
う
。

樋
口
。
街
岩
の
東
(
矢
倉
側
)
に
あ
る
窪
で
、
普
段
は
水
が
な
い
が
、

大
雨
で
は
水
が
流
れ
出
し
樋
の
口
み
た
い
な
形
状
に
な
る
。

洞
。
街
岩
脇
の
凹
状
の
地
形
の
所
。
樋
の
口
と
同
じ
か
。

洞
の
落
と
し
。
街
岩
付
近
斜
面
に
木
を
落
と
し
て
運
ん
だ
と
い
う
。

北
向
き
。
赤
土
よ
り
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
東
道
上
、
北
斜
面
で
舗
岩
と
対
崎
。

南
北
に
細
長
い
山
地
。
東
は
小
宿
沢
で
中
ヲ
ネ
、
南
東
は
矢
倉
、

南
西
で
根
広
、
西
は
上
祖
倉
に
接
す
る
。

腹
平
。
野
反
道
で
、
西
が
昭
介
窪
付
近
で
、
東
の
子
宿
沢
側
に
下
っ

た
斜
面
。
蝦
が
多
く
棲
む
こ
と
が
地
名
由
来
。

矢
倉
川
と
小
宿
沢
聞
の
尾
根
の
西
側
一
帯
。
東
は
門
松
、

矢
倉
、
西
は
小
宿
沢
で
上
大
久
保
に
接
す
る
。

南
端
は

大
矢
倉
。
小
宿
沢
上
流
左
岸
、
発
電
所
取
水
場
奥
。
中
尾
根
西
山

腹
緩
斜
面
。
昔
、
霜
田
氏
が
、
戦
後
は
中
村
氏
が
開
拓
に
挑
む
。

地
名
と
は
裏
腹
、
付
近
に
は
岩
場
は
少
な
い
と
い
う
。
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小
字
/
矢
倉

(
ゃ
く
ら
)

O
て
ん
ぐ
お
ね

O
お
て
ん
ぐ
さ
ん

O
い
わ
す
ご
で

1
も
ん

。
ゃ
く
ら
お
お
く
ぼ

O
く
ま
ん

O
ね
げ
え
り

O
お
と
し

O
そ
ん
ま

O
ま
え
さ
か

O
ほ
ら

名

O
い
な
り
さ
ん

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
お
ど
う
や
し
き

O
し
ば
ら

O
か
み
や
し
き

O
ほ
そ
く
ぼ

地

矢
倉
集
落
周
辺
一
帯
。
東
は
矢
倉
川
で
和
光
原
、
南
は
木
川
附
、

南
西
は
根
広
、
西
北

1
北
は
上
大
久
保
に
接
す
る
。
地
形
用
語
で
は
、

ヤ
H

谷
、
ク
ラ
H

岩
場
の
意
味
。
県
営
矢
倉
発
電
所
、
県
文
化
財

浄
土
信
仰
仏
画
(
阿
弥
陀
如
来
像
掛
軸
)
が
あ
る
。

天
狗
尾
根
。
鉄
塔
付
近
か
ら
天
狗
さ
ん
に
続
く
尾
根
。
痩
せ
尾
根
で
、

危
険
な
所
。
天
狗
の
石
一
胴
は
先
端
付
近
に
祭
組
。

お
天
狗
さ
ん
。
天
狗
尾
根
の
先
端
付
近
の
痩
せ
尾
根
に
矢
倉
集
落

で
祭
記
。
天
狗
の
石
一
刺
は
明
治
二
十
五
年
に
矢
倉
で
建
て
、
組
中

と
あ
り
関
係
者
や
石
工
名
も
刻
む
。

岩
菅
大
円
。
車
道
の
天
狗
尾
根
道
入
口
の
北
側
、
尾
根
の
続
き
を

上
り
上
げ
た
高
い
所
。
岩
菅
山
は
見
え
な
い
が
、
以
前
は
岩
菅
信

仰
の
遥
拝
所
だ
っ
た
の
か
。
石
相
等
の
遺
構
も
な
い
。

矢
倉
大
窪
。
矢
倉
か
ら
野
反
道
に
入
り
、
西
方
に
見
え
る
窪
。
大

窪
が
終
わ
れ
ば
尾
根
道
に
な
る
。

矢
倉
大
窪
北
東
急
斜
面
。
ホ
ラ
の
一
尾
根
北
の
東
向
き
斜
面
で
官

林
。
暗
い
所
よ
り
も
、
ン
が
接
尾
語
で
、
熊
が
棲
む
所
か
。

矢
倉
発
電
所
鉄
管
が
道
を
横
切
る
所
の
西
、
道
下
で
畑
だ
っ
た
。

ね
が
え
り
の
窪
と
も
呼
ぶ
。

落
と
し
。
大
窪
の
先
、
足
場
が
悪
く
、
道
に
薪
を
落
と
し
運
ぶ
。

損
馬
。
死
馬
を
捨
て
た
場
所
で
、
当
地
で
は
三
軒
の
道
下
斜
面
。

前
坂
。
道
祖
神
付
近
か
ら
斜
面
を
下
る
旧
道
の
坂
。

動
物
峰
付
近
の
小
名
。
台
は
一
段
高
い
場
所
の
意
味
か
。

洞
。
矢
倉
の
一
キ
ロ
位
奥
。
採
草
地
道
の
東
下
に
あ
る
窪
、
沢
沿

い
の
崩
れ
た
場
所
で
あ
る
。

稲
荷
さ
ん
。
お
堂
屋
敷
の
下
。
切
石
上
に
立
派
な
木
製
の
社
。

大
神
宮
。
集
落
の
裏
山
に
あ
る
。
村
を
見
下
ろ
す
所
に
租
る
。

お
堂
屋
敷
。
採
草
地
へ
の
道
、
入
口
付
近
。
三
基
石
仏
が
あ
る
。

柴
原
。
道
祖
神
の
あ
る
付
近
。
柴
は
燃
料
用
の
薪
の
雑
木
林
。

上
屋
敷
。
採
草
地
へ
の
道
が
林
道
を
横
断
し
た
先
。
昔
の
屋
敷
跡
。

細
窪
。
天
狗
さ
ん
の
尾
根
に
入
り
、
西
下
の
窪
。
そ
の
下
は
木
川

付
地
内
に
な
る
。

O
き
っ
ぱ
た

O
き
ね
ん
り
ん

小
字
/
和
光
原

(
わ
こ
う
は
ら
)

O
あ
お
き
ざ
か

O
お
お
し
も

O
お
お
し
も
ざ
か

O
こ
う
し
ん
さ
ん

O
そ
ん
ま
が
は
ら

O
む
け
え
l

O
ど
う
や
し
き

O
そ
ね

O
な
か
ご
ざ
わ

。
に
し
ざ
わ

O
し
も
の
や
し
き

切
畑
。
矢
倉
集
落
手
前
の
舞
茸
工
場
付
近
の
畑
。
農
家
が
徐
々
に

荒
れ
地
を
聞
い
た
切
添
新
田
に
因
む
地
名
か
。

記
念
林
。
上
屋
敷
の
先
。
日
露
戦
争
の
戦
勝
記
念
で
植
林
し
た
。

標
高
九

0
0メ
ー
ト
ル
級
南
斜
面
に
集
落
。
東
は
白
味
回
、
南
東
端

は
白
味
田
沢
で
大
原
、
南
は
白
砂
川
で
日
ケ
問
、
花
敷
、
西
は
矢
倉

川
で
矢
倉
、
北
は
門
松
に
接
す
る
。
寛
文
三
年
の
検
地
帳
は
若
子
原

と
あ
る
。
字
名
は
修
験
和
光
院
に
関
係
す
る
か
。
山
本
、
山
田
、
本

多
、
霜
田
姓
が
多
く
、
同
姓
は
ほ
ぼ
同
じ
地
区
に
居
住
す
る
。

青
木
坂
。
下
村
方
面
へ
の
旧
道
分
岐
付
近
の
国
道
の
坂
。
道
路
工

事
の
時
、
当
地
の
工
事
請
負
を
青
木
班
が
行
い
、
小
屋
も
あ
っ
た
。

大
霜
。
旧
道
脇
、
青
面
金
剛
付
近
か
ら
始
ま
る
凹
状
地
形
で
、
白

砂
川
に
及
ぶ
。
霜
が
降
り
や
す
い
窪
地
形
に
因
む
。

大
霜
坂
。
白
砂
川
側

1
青
面
金
剛
付
近
の
旧
道
の
坂
の
呼
称
。

庚
申
さ
ん
。
白
砂
川
側
か
ら
の
旧
道
沿
い
に
あ
る
大
き
な
青
面
金

剛
塔
付
近
の
呼
称
。
青
面
金
剛
塔
は
庚
申
信
仰
の
対
象
で
あ
る
。

歩
く
時
代
に
は
付
近
は
絶
好
の
休
み
場
だ
っ
た
。

損
馬
ヶ
原
。
庚
申
さ
ん
の
道
向
下
、
昔
の
死
馬
捨
て
場
H

馬
落
と
し
。

近
く
の
馬
頭
観
音
に
は
、
馬
供
養
の
銘
が
刻
ま
れ
る
。

向
か
い
。
下
村
と
同
義
。
旧
道
筋
の
庚
申
さ
ん
付
近
か
ら
見
る
と
、

沢
向
こ
う
に
下
村
が
位
置
し
た
の
が
由
来
。

堂
屋
敷
。
損
馬
ヶ
原
下
方
旧
道
沿
い
。
良
質
の
水
が
湧
く
井
戸
は
、

渇
水
期
に
は
下
組
で
も
利
用
。
大
霜
内
で
、
古
い
御
堂
跡
か
。

曽
根
。
中
子
(
西
)
沢
と
下
の
農
道
の
交
差
付
近
の
小
尾
根
。
地

名
用
語
の
ソ
ネ
は
、
浸
食
作
用
か
ら
残
っ
た
高
い
(
尾
根
)
部
分
。

中
子
沢
。
大
谷
地
方
向
か
ら
流
れ
、
集
落
共
同
墓
地
の
東
を
流
れ

る
沢
の
呼
称
。
白
砂
川
側
に
近
く
で
は
西
沢
に
呼
称
が
変
化
。

西
沢
。
中
子
沢
の
下
流
の
呼
称
。
下
村
か
ら
見
た
場
合
の
西
沢
か
。

下
の
屋
敷
。
御
堂
平
西
南
、
白
砂
川
沿
い
。
本
多
一
族
最
初
の
移

住
地
で
、
後
に
現
在
地
に
移
っ
た
と
い
う
。
大
霜
の
末
に
含
む
。
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説

O
あ
っ
ち
も
て

(
あ
っ
ち
も
て
て
l
ら
)

総

O
あ
っ
ち
も
て
ぎ
か

O
や
す
み
ぱ

O
じ
よ
う
じ
ろ
う
さ
か

O
ひ
な
た
め
ん

O
し
ば
は
ら

O
と
っ
さ
き

O
の
ど
っ
ぱ
な

O
ま
つ
ば
お
ね

O
み
ど
う
で

1
ら

0
ひ
き
ば
か

O
め
l
ば
た
け

O
め
1
え
、
ぞ
り

O
い
な
り
さ
ん

O
な
か
ご

O
ま
き
の
う
ち

O
お
お
や
ち

O
し
ね
1
ど

ダ
ム
湖
終
点
付
近
。
昔
の
川
縁
で
畑
だ
っ
た
。
ア
ッ
チ
は
方
向
、

オ
モ
テ
の
転
詑
で
、
表
H

南
向
き
の
耕
地
に
適
す
所
で
、
白
砂
川

上
流
の
川
浦
の
ウ
ラ
(
裏
)
は
奥
や
日
陰
の
意
味
と
も
思
え
る
。

下
村
か
ら
彼
処
平
へ
行
く
途
中
の
坂
の
呼
称
。

休
み
場
。
ア
ッ
チ
モ
テ
坂
の
途
中
に
、
集
落
と
耕
地
の
聞
を
重
い

荷
を
背
負
い
往
来
す
る
際
に
一
休
み
に
格
好
の
石
が
あ
り
休
ん
だ
。

同
様
な
場
所
は
大
霜
坂
や
引
沼
集
落
と
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
聞
の

旧
道
三
叉
路
等
が
往
来
の
人
が
一
服
す
る
場
だ
っ
た
。

下
の
屋
敷
か
ら
下
村
南
端
の
家
の
付
近
に
上
る
道
。
人
名
由
来
か
。

日
向
面
。
下
の
屋
敷
の
東
、
小
さ
な
尾
根
の
日
向
側
斜
面
。

芝
原
。
下
組
南
端
の
家
付
近
。
シ
パ
は
草
の
芝
。
青
木
宅
付
近
。

下
組
か
ら
ア
ッ
チ
モ
テ
へ
は
喉
端
、
ア
ッ
チ
モ
テ
坂
、
猪
小
屋
屋

敷
が
道
筋
の
位
置
関
係
に
な
る
。

突
先
。
芝
原
の
東
、
白
砂
川
に
突
き
出
た
急
な
ヒ
ラ
。
東
は
喉
端
。

喉
鼻
。
ト
ッ
サ
キ
の
東
に
位
置
。
地
形
が
突
き
出
た
先
端
か
。
木

が
茂
る
前
は
白
砂
川
が
よ
く
見
え
る
所
だ
っ
た
。

御
堂
平
の
東
に
あ
る
小
さ
な
尾
根
。

御
堂
平
。
下
組
集
落
東
南
の
耕
地
。
子
安
地
蔵
付
近
の
御
堂
か
。

引
き
墓
。
御
堂
平
の
南
、
畑
際
の
墓
地
。
両
墓
制
の
参
り
墓
跡
。

前
畑
。
下
組
の
南
、
下
の
農
道
上
の
耕
地
名
。

前
反
り
。
御
堂
平
の
西
下
の
耕
地
。
前
畑
の
東
の
狭
い
耕
地
。

稲
荷
さ
ん
。
下
組
。
昔
、
碓
氷
峠
の
熊
野
権
現
を
勧
請
。
味
噌
桶

に
当
社
の
烏
の
お
札
を
貼
る
と
、
良
い
味
噌
が
出
来
た
と
い
う
。

中
子
。
国
道
か
ら
中
組
へ
分
岐
の
火
の
見
付
近
。
国
道
を
挟
ん
だ

墓
地
や
沢
沿
い
の
地
名
。
ナ
カ
ゴ
の
地
名
は
狭
い
小
尾
根
地
形
に

多
く
、
当
地
も
東
西
が
小
沢
に
挟
ま
れ
る
。

和
光
原
集
落
の
東
端
、
国
道
沿
い
、
道
祖
神
付
近
の
小
名
。

大
谷
地
。
野
反
へ
の
旧
道
入
口
、
お
堂
の
東
側
、
旧
道
沿
い
の
ヒ

ラ
で
国
道
方
向
に
つ
な
が
る
。
一
帯
は
ジ
メ
ジ
メ
し
た
所
。

品
井
戸
。
木
の
皮
を
、
水
に
浸
し
柔
ら
か
く
し
た
井
戸
か
。
旧
道
が

国
道
と
合
流
す
る
西
一

0
0メ
ー
ト
ル
、
国
道
上
の
ジ
メ
ジ
メ
し
た
所
。

O
っ
き
の
き

ov」
ぼ
し
り

O
ゆ
す
ま

O
ど
う
っ
ぴ
ら

O
せ
い
お
う

O
お
と
し
だ

O
し
ち
ろ
う

O
な
か
、
ぞ
り

O
な
ら
の
き

O
し
ん
で
ん

O
お
き
の
く
ぼ

0
と
う
ば
の
う
え

O
お
も
り

O
は
ち
ま
ん

O
む
こ
う
ぴ
ら

O
す
わ
の
も
り

槻
木
。
山
田
隆
太
郎
宅
西
上
の
耕
地
。
上
の
農
道
下
方
。
槻
が
あ
っ

た
の
が
由
来
か
。

和
光
原
バ
ス
停
付
近
の
小
名
。
意
味
不
詳
。

和
光
原
バ
ス
停
西
側
の
道
下
、
本
多
宅
付
近
。

堂
平
。
お
堂
の
西
北
方
向
の
ヒ
ラ
(
斜
面
)
。
清
王
の
森
の
左
奥
。

清
王
。
集
落
東
北
の
御
堂
上
方
周
辺
、
清
玉
の
森
。
信
伸
の
場
所
。

落
と
し
所
。
山
田
良
秋
宅
裏
付
近
の
ヒ
ラ
。
後
山
に
続
く
崩
壊
斜
面
。

国
有
林
か
ら
運
ん
で
来
た
薪
類
を
、
こ
の
斜
面
を
利
用
し
下
に
落

と
し
、
手
聞
を
少
な
く
し
た
場
所
。

七
郎
。
槻
木
の
上
方
、
山
際
の
呼
称
。
下
方
か
ら
の
配
列
は
ナ
カ

ゾ
リ
、
オ
キ
ノ
ク
ボ
、
ツ
キ
ノ
キ
、
シ
チ
ロ
ウ
と
続
い
て
い
る
。

中
反
。
集
落
上
部
、
上
組
の
民
家
の
西
、
石
仏
付
近
か
ら
国
道
方

向
面
に
下
る
道
沿
い
。
小
尾
根
状
地
形
で
、
小
尾
根
を
境
に
東
向

き
斜
面
が
西
向
き
斜
面
に
変
化
。
地
形
が
反
っ
た
所
で
あ
る
。

楢
の
木
。
白
砂
川
沿
い

1
大
霜
を
通
る
旧
道
、
青
面
金
剛
塔
の
辻

上
方
、
国
道
下
付
近
。
寛
文
三
年
の
検
地
帳
に
も
載
る
。

新
田
。
ナ
カ
ゾ
リ
の
西
側
、
国
道
の
上
方
の
耕
地
、
一
反
歩
程
。

近
世
の
新
田
開
発
に
由
来
す
る
地
名
。

沖
の
窪
。
上
組
集
落
外
れ
の
西
側
、
道
沿
い
(
北
)
の
耕
地
。
天

保
四
年
の
巡
拝
塔
が
あ
る
ナ
カ
ゾ
リ
を
過
ぎ
、
す
ぐ
先
の
道
沿
い

に
馬
頭
観
音
像
が
あ
る
付
近
の
窪
。
ト
マ
の
対
語
、
オ
キ
は
遠
い
?

当
番
の
上
。
八
幡
杜
上
、
上
の
農
道
の
西
側
耕
地
。
中
の
農
道
下

は
御
森
。
昔
、
こ
こ
で
猟
師
が
当
番
で
見
張
り
を
し
た
所
と
い
う
。

御
森
。
上
組
を
通
る
農
道
か
ら
、
諏
訪
神
社
へ
の
道
が
分
岐
す
る
。

分
岐
の
西
、
車
道
下
の
西
向
き
耕
地
。
地
名
は
神
社
の
森
か
。

八
幡
。
上
組
集
落
西
、
上
の
農
道
中
の
農
道
合
流
付
近
、
上
の
農

道
下
。
今
は
八
幡
様
を
租
る
。
以
前
、
こ
こ
に
諏
訪
神
社
と
八
幡

神
社
が
杷
ら
れ
た
。
諏
訪
神
社
は
国
道
上
に
移
転
し
跡
地
に
な
る
。

向
平
。
当
番
の
上
の
西
側
斜
面
、
車
道
上
。
水
道
施
設
の
東
一
帯
。

車
道
下
は
菅
の
沢
で
、
矢
倉
方
面
が
見
え
る
。

諏
訪
の
森
。
上
組
の
車
道
よ
り
諏
訪
神
社
へ
の
参
道
沿
い
の
森
。

38 



O
Lば
こ
し

O
す
わ
じ
ん
じ
ゃ

O
も
り
そ
と

O
す
げ
ん
さ
わ

O
こ
い
ど
や
ま

O
こ
い
ど
い
け

O
た
な

O
は
ら
じ

O
し
た
っ
て
l
ら

O
み
や
ん
ぐ
ち

O
う
ま
ぼ
ち

O
く
ぞ
っ
ぴ
ら

O
む
け
l
や
ま

O
そ
と
で

O
ほ
そ
く
ぼ

O
や
ぶ
で

1
ら

O
し
し
ご
や
や
し
き

O
う
し
ろ
や
ま

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
さ
け
1
だ

名

O
み
ど
う
た
い
ら

地

お
お
も
り
と
諏
訪
神
社
の
問
、
文
字
道
祖
神
付
近
。
矢
倉
と
和
光

原
か
ら
の
旧
道
が
合
流
す
る
場
所
。

諏
訪
神
社
。
以
前
は
御
森
付
近
に
あ
っ
た
が
、
今
は
国
道
上
に
移
る
。

和
光
原
で
は
大
神
宮
が
東
北
の
鬼
門
除
け
で
、
諏
訪
神
社
が
西
南

の
鬼
門
除
け
と
い
う
。

森
外
。
御
森
の
西
外
れ
、
耕
地
が
終
わ
っ
た
西
向
き
斜
面
。

菅
の
沢
。
向
平
の
車
道
下
の
窪
、
古
井
戸
山
の
北
方
に
な
る
。
官

に
因
む
地
名
で
あ
ろ
う
。

古
井
戸
山
。
森
外
の
西
の
尾
根
状
の
小
山
。
小
か
古
か
?

古
井
戸
池
。
増
田
宅
裏
湧
水
池
。
別
称
ボ
ク
ボ
ク
井
戸
。
渇
水
期

は
上
村
の
方
も
こ
の
水
を
利
用
。
古
く
か
ら
の
湧
水
池
H

井
戸
。

棚
。
増
田
宅
南
、
道
上
の
棚
状
の
平
地
。

上
組
か
ら
の
車
道
が
西
に
下
っ
て
、
国
道
と
合
流
付
近
。
原
か
。

下
平
。
ハ
ラ
ジ
の
西
、
約
一

O
O
M
の
国
道
下
、
フ
レ
ー
ム
付
近
。

深
山
口
。
当
番
の
上
の
西
上
方
の
山
林
、
矢
倉
川
沿
い
西
向
斜
面
。

和
光
原
西
端
で
山
林
。
奥
山
入
口
の
意
味
か
。

馬
墓
地
。
下
平
の
東
、
旧
県
道
沿
い
。
損
馬
ヶ
原
後
の
馬
捨
て
場
。

葛
平
。
下
組
分
岐
の
す
ぐ
先
、
青
木
坂
の
大
カ

l
ブ
を
過
ぎ
た
国

道
上
。
植
物
の
葛
に
由
来
す
る
地
名
。
以
前
は
耕
地
。

向
山
。
集
落
東
端
付
近
で
国
道
東
側
に
見
え
る
山
。
城
峯
の
石
洞
。

向
山
の
国
道
U
字
大
カ

l
ブ
下
の
急
な
東
斜
面
。
旧
道
沿
い
一
帯
。

細
窪
。
三
峰
山
の
東
斜
面
(
ヒ
ラ
)
下
の
山
根
の
細
長
い
窪
。

戴
平
。
細
窪
の
南
続
き
の
平
坦
な
所
。
白
味
田
沢
右
岸
。

猪
小
屋
屋
敷
。
ア
ッ
チ
モ
テ

l
ラ
の
東
方
。
昔
、
猪
除
け
の
見
張

り
場
所
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

後
山
。
集
落
の
北
方
に
見
え
る
稜
線
の
山
で
、
北
側
は
官
林
。

大
神
宮
。
伊
勢
神
宮
を
勧
請
。
集
落
東
北
の
山
中
に
あ
る
。

境
。
大
神
宮
の
西
下
付
近
、
官
林
と
民
地
の
境
に
由
来
。

御
堂
平
。
集
落
東
南
、
本
多
大
膳
宅
東
の
小
平
な
所
。
御
堂
は
子

安
地
蔵
脇
の
御
堂
に
由
来
か
。

小
字
/
門
松

(
か
ど
ま
っ
)

O
み
の
わ

O
ほ
そ
く
ぽ

O
ご
は
ん
ぎ
ょ
う

O
か
ど
ま
っ
の
じ
ゅ
う

に
さ
ん

000  
おくよ
がぞし
みのの
いしし
したり

O
く
ま
っ
さ
わ

O
お
ぐ
り
し
み
ず

O
さ
く
ま
し
み
ず

O
お
お
な
ら

0 
は
げ

小
字
/
白
味
田

(
し
ろ
み
た
)

O
か
や
ぱ

O
く
り
で
1
ら

和
光
原
集
落
の
北
方
、
一
帯
は
国
有
林
。
東
は
白
味
田
、
南
は
和

光
原
、
西
は
中
ヲ
ネ
に
接
す
る
。
尾
根
が
ほ
ぼ
民
有
林
と
官
林
境
。

野
反
に
向
か
う
旧
道
が
走
る
。
秋
山
か
ら
和
光
原
に
来
た
山
田
一

族
が
正
月
に
間
に
合
わ
ず
、
当
地
に
門
松
を
担
っ
た
と
い
う
伝
承

に
由
来
す
る
地
名
。
今
の
石
両
は
昭
和
年
代
で
新
し
い
。

箕
輪
。
箕
の
形
に
似
て
、
南
以
外
は
尾
根
に
固
ま
れ
た
地
形
。

細
窪
。
向
山
の
東
側
、
民
有
林
と
宮
林
境
。
東
が
薮
平
。

御
判
形
。
官
林
の
入
口
。
集
落
か
ら
の
旧
道
が
国
道
と
交
差
す
る

付
近
。
付
近
で
旧
野
反
道
や
大
原
経
由
旧
四
万
道
が
分
岐
。
営
林

署
の
見
張
り
場
が
あ
り
、
官
林
利
用
鑑
札
を
確
認
す
る
場
所
か
。

門
松
の
十
二
さ
ん
。
国
道
か
ら
旧
野
反
道
に
入
り
、
一
キ
ロ
程
行
っ

た
道
脇
に
石
一
刺
が
あ
る
。
山
田
一
族
で
祭
問
。
今
の
石
桐
は
昭
和

に
建
て
た
も
の
。

葦
の
尻
。
旧
野
反
道
入
口
の
国
道
下
。
植
物
の
葦
に
因
む
地
名
か
。

葛
の
下
。
葦
の
尻
の
先
、
国
道
脇
水
槽
付
近
の
下
方
。
昔
は
耕
地
。

拝
み
石
。
門
松
の
嗣
の
先
、
道
の
右
側
に
あ
る
岩
状
の
石
。

熊
沢
。
国
道
大
原
口
一
キ
ロ
弱
手
前
大
カ

l
プ
の
沢
。
沢
筋
で
熊

を
捕
獲
し
た
こ
と
が
地
名
に
な
る
。

小
栗
清
水
。
和
光
原
か
ら
越
後
に
落
ち
る
途
次
、
小
栗
上
野
守
婦

人
一
行
が
飲
ん
だ
と
い
う
湧
き
水
。
国
道
か
ら
清
水
に
行
け
る
。

佐
久
間
清
水
。
佐
久
間
象
山
が
野
反
方
面
へ
資
源
調
査
に
行
く
時

に
飲
ん
だ
清
水
。
旧
道
の
東
斜
面
、
今
も
国
道
脇
に
水
が
渉
む
。

大
楢
。
野
反
へ
の
旧
道
脇
、
旧
道
が
国
道
を
横
断
し
た
大
楢
バ
ス

停
付
近
。
二
叉
の
大
楢
が
あ
り
、
仕
事
の
時
の
休
み
場
。

禿
。
富
士
見
峠
付
近
。
草
が
生
え
て
い
な
い
場
所
。

大
原
の
台
地
下
を
流
れ
る
白
味
田
沢
右
岸
一
帯
。
沢
の
下
流
は
小

字
が
和
光
原
に
な
る
。
東

1
南
は
大
原
、
南
端
で
和
光
原
、
西
は

旧
野
反
道
で
門
松
に
接
す
る
。

萱
場
。
白
味
田
沢
川
を
渡
れ
ば
大
原
、
手
前
右
岸
の
一
段
上
の
所
。

栗
平
。
大
原
入
口
付
近
の
国
道
沿
い
。
車
道
開
通
後
の
地
名
。
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説

小
字
/
大
原

(
お
お
は
ら
)

総

O
あ
ま
い
け

O
く
ら
ら
ざ
か

000  
ざしひ
くれれ
ま 1 1 
しだで
みざ
ずか

O
わ
ら
び
だ
い
ら

O
じ
ゅ
う
に
さ
か

0
に
ん
ぱ

(
あ
が
り
あ
げ
)

O
お
お
は
ら
の
じ
ゅ
う

に
さ
ん

O
の
く
び

O
の
く
び
さ
か

O
の
く
び
た
い
ら

O
の
く
び
さ
わ

台
地
状
の
平
地
。
東
は
白
砂
川
で
三
浦
、
松
山
石
、
南
も
同
川
で
日
ケ

聞
、
西
南
は
白
味
田
沢
で
和
光
原
、
西
は
旧
野
反
道
で
門
松
に
接

す
る
。
以
前
は
和
光
原
、
引
沼
の
採
草
地
。
南
側
は
野
反
湖
パ
ー

ク
ラ
ン
ド
和
光
原
大
自
然
村
別
荘
地
に
開
発
。
採
石
場
が
あ
る
。

雨
池
。
和
光
原
か
ら
白
味
田
沢
を
渡
り
、
左
岸
の
先
に
あ
っ
た
耕
地
。

地
名
は
池
が
つ
く
が
、
付
近
に
池
は
な
い
。
今
は
落
葉
松
林
。

白
味
田
沢
左
岸
か
ら
雨
池
方
面
へ
通
じ
る
坂
。
坂
の
途
中
、
平
ら

な
所
は
戦
後
の
食
糧
難
時
代
に
開
墾
さ
れ
た
。
ク
ラ
ラ
は
下
り
坂

で
、
古
老
は
長
く
急
な
坂
と
語
る
。

雨
池
の
東
側
か
ら
大
原
に
上
る
坂
。
引
沼
衆
が
採
草
地
に
行
く
道
。

雨
池
の
東
か
ら
大
原
へ
上
る
、
尾
根
通
り
の
坂
道
。

佐
久
間
清
水
。
大
原
台
地
か
ら
十
二
坂
を
下
り
終
え
た
付
近
。
昭

和
十
二
年
刊
『
上
越
の
山
』
の
地
図
に
も
記
さ
れ
る
。
『
風
雪
三
十

年
』
の
「
野
反
湖
」
に
は
、
「
佐
久
間
象
山
が
こ
の
辺
で
金
鉱
を
掘
っ

た
と
き
発
見
し
て
、
世
人
に
飲
用
で
き
る
こ
と
を
教
え
た
伝
説
が

の
こ
っ
て
い
る
」
と
記
さ
れ
る
。
野
反
道
の
佐
久
間
清
水
程
知
ら

れ
な
い
が
、
象
山
に
縁
の
清
水
と
伝
え
る
古
老
も
い
る
。

蕨
平
。
十
二
坂
の
途
中
、
蕨
が
多
く
出
る
所
と
古
老
が
い
う
。

十
二
坂
。
旧
四
万
温
泉
道
が
白
味
田
沢
を
渡
り
、
大
原
へ
上
る
曲

折
し
た
坂
。
坂
が
終
わ
る
と
、
十
二
山
神
の
石
嗣
が
あ
る
。

荷
場
。
上
が
り
上
げ
。
十
二
坂
が
終
わ
っ
た
所
。
山
神
十
二
の
石

嗣
あ
り
。
人
の
背
で
運
ば
れ
て
来
た
荷
を
、
馬
の
背
に
乗
せ
換
え

る
所
。
昔
、
上
が
り
上
げ
付
近
が
荷
場
だ
っ
た
。

大
原
の
十
二
さ
ん
。
十
二
坂
が
終
わ
っ
た
所
に
祭
担
。
明
治

三
十
二
年
に
和
光
原
、
引
沼
、
世
立
、
京
塚
組
で
建
て
た
嗣
が
あ
る
。

野
首
。
大
原
北
部
の
造
林
地
内
。
ク
ビ
は
入
口
、
頭
部
、
括
れ
た
所
等
。

地
内
に
ノ
ク
ビ
坂
、
ノ
ク
ビ
平
、
ノ
ク
ビ
沢
が
あ
る
。

野
首
坂
。
大
原
北
部
の
野
首
に
上
る
坂
道
。

野
首
平
。
大
原
北
部
の
野
首
一
帯
の
平
ら
な
台
地
状
の
所
。

野
首
沢
。
野
首
平
か
ら
白
味
田
沢
に
流
れ
出
す
沢
。

O
き
ょ
う
が
は
ら

O
そ
う
し
お
ね

O
え
も
ん
だ
い
ら

O
な
か
っ
ぱ
ら

O
お
お
ほ
ど

O
い
し
が
た
い
ら

O
こ
も
い
し

。。
ほわ
つら
ぱび

で

ら

小
字
/
日
ヶ
闇

(
ひ
か
ぐ
ら
)

O
み
ず
の
は
ら

O
じ
ゅ
う
に
の
ま
え

O
か
や
ば

O
よ
も
ぎ
だ
い
ら

O
す
な
づ
か

O
な
か
っ
ぱ
ら

O
か
ん
の
ん
お
ね

京
が
原
。
『
上
毛
温
泉
遊
記
』
に
「
大
な
る
高
き
原
に
出
づ
、
京
が

原
と
云
」
と
大
原
を
記
し
て
い
る
。

ソ
ウ
シ
(
白
樺
)
尾
根
。
ソ
ウ
シ
H

白
樺
。
別
荘
管
理
棟
裏
手
の

小
さ
な
尾
根
。
以
前
、
白
樺
の
木
が
多
く
茂
っ
て
い
た
。

別
荘
ゲ

1
ト
手
前
の
左
側
。
戦
後
、
こ
こ
で
足
の
不
自
由
な
人
が

死
去
し
た
所
と
い
う
。

中
原
。
別
荘
地
入
口
と
四
万
へ
の
道
の
分
岐
付
近
。

大
ホ
ド
。
採
石
場
の
東
下
の
小
さ
な
窪
。
白
砂
川
に
向
か
っ
た
東

面
で
、
良
い
萱
が
採
れ
た
所
。
意
味
は
ホ
ド
薯
の
生
え
る
窪
。

石
ヶ
平
。
大
原
の
東
、
林
道
が
白
砂
川
を
渡
る
手
前
の
、
道
下
で

あ
る
。
菅
刈
の
場
所
だ
っ
た
。

薦
石
。
石
ヶ
平
内
で
、
形
状
が
薦
を
か
け
た
よ
う
な
丸
っ
ぽ
い
石
。

平
ら
な
所
で
目
立
つ
、
赤
っ
ぽ
い
色
の
石
。

蕨
平
。
蕨
が
多
く
採
れ
た
場
所
。
蕨
は
貴
重
な
収
入
源
だ
っ
た
。

十
二
坂
を
上
り
上
が
り
、
分
岐
を
右
に
少
し
行
っ
た
付
近
。
こ
こ

で
蕨
の
根
を
掘
り
出
し
、
デ
ン
プ
ン
粉
を
作
っ
た
。
付
近
は
蕨
を

掘
っ
た
後
、
整
地
し
な
い
凸
凹
の
地
表
が
見
ら
れ
た
。

白
砂
川
に
落
ち
る
北
斜
面
一
帯
。
東
は
松
山
石
、
東
南
は
込
山
、
南

端
で
八
穀
、
上
世
立
、
西
南
は
赤
渋
、
松
場
、
登
屋
、
西
は
山
村

広
場
付
近
で
花
敷
、
北
は
白
砂
川
で
和
光
原
、
大
原
に
接
す
る
。

引
沼
の
採
草
地
だ
っ
た
。
日
照
時
聞
が
少
な
い
北
斜
面
の
意
味
か
。

鮮
の
森
駐
車
場
付
近
、
下
側
の
呼
称
。
昔
は
畑
や
井
戸
が
あ
っ
た
。

十
二
ノ
前
。
萱
場
採
草
地
奥
、
松
岩
山
の
十
二
神
下
方
。
固
有
地
。

萱
場
。
観
音
尾
根
を
左
に
下
っ
た
引
沼
の
萱
場
。

蓬
平
。
蓬
の
多
い
斜
面
の
意
。
引
沼
の
採
草
地
。

砂
塚
。
ヤ
ス
ミ
ド
の
先
。

中
原
。
砂
塚
の
先
、
以
前
は
畑
が
あ
っ
た
。

観
音
尾
根
。
尾
根
の
道
脇
に
馬
頭
観
音
が
あ
る
。
左
へ
下
れ
ば
萱

場
採
草
地
へ
、
右
は
蓬
平
採
草
地
に
な
る
道
の
分
岐
点
。
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O
ほ
そ
が
や

O
ほ
そ
っ
ぽ
ら

O
よ
も
ぎ
だ
い
ら

O
お
お
だ
わ

(
お
お
だ
)

O
お
お
く
ぽ

O
な
が
び
な
た

O
く
ろ
ぜ
ん

O
じ
ゅ
う
う
に
さ
ま

O
あ
ま
い
け

O
ま
た
ぎ
た
い
ら

O
て
ん
、
ぐ
だ
い
ら

O
て
ん
ぐ
い
わ

小
字
/
花
敷

(
は
な
し
き
)

O
ず
い
ど
う

O
う
し
い
わ

名

O
し
し
や
ぐ
ら

地

細
萱
。
観
音
尾
根
付
近
の
左
下
の
萱
刈
り
場
へ
入
り
左
側
の
呼
称
。

細
原
。
観
音
尾
根
の
右
上
に
位
置
、
高
い
所
に
あ
る
草
刈
り
場
。

地
名
は
細
長
い
形
に
由
来
。

蓬
平
。
細
原
の
先
、
や
や
南
寄
り
の
緩
斜
面
。
蓬
が
多
か
っ
た
。

蓬
平
側
に
向
か
う
斜
面
。
十
二
様
を
租
る
松
岩
山
手
前
、
北
向
き

斜
面
の
呼
称
。
オ
オ
ダ
と
同
じ
か
。
尾
根
の
反
対
側
は
雨
堤
。
タ

ワ
や
ダ
ワ
は
尾
根
が
捷
む
鞍
部
や
峠
を
指
す
地
形
用
語
。

大
窪
。
尾
根
の
南
は
世
立
側
の
雨
堤
で
、
尾
根
の
引
沼
側
に
あ
る

大
き
な
窪
地
。

長
日
向
。
十
二
の
前
の
奥
。
戦
後
、
一
時
個
人
の
開
拓
農
家
が
入

植
し
た
。
日
照
時
聞
が
長
か
っ
た
場
所
か
。

賓
蔵
沢
の
東
を
流
れ
る
沢
の
滝
。
暗
い
場
所
に
落
ち
る
滝
?

十
二
様
。
山
神
十
二
神
を
粗
る
場
所
。
様
と
丁
寧
語
。
松
岩
か
?

雨
池
。
大
原
採
草
地
へ
行
く
道
筋
。
休
み
所
の
先
で
、
白
砂
川
方

向
に
下
り
、
丸
木
橋
を
渡
り
右
岸
に
進
む
。
手
前
の
左
岸
で
、
特

に
雨
が
溜
ま
る
窪
で
も
な
い
。
対
岸
は
和
光
原
側
の
雨
池
に
な
る
。

マ
タ
ギ
平
。
引
沼
と
世
立
道
の
合
流
点
。
近
年
の
登
山
用
地
名
。

天
狗
平
。
松
岩
登
山
道
、
尾
根
道
に
変
換
手
前
。
登
山
用
地
名
。

天
狗
岩
。
天
狗
平
の
先
、
尾
根
に
あ
る
岩
。
登
山
用
地
名
。

国
道
白
砂
隠
道
西
側

t
医
療
・
保
健
施
設
付
近
。
東
は
山
村
広
場

の
東
で
日
ヶ
闇
、
南
は
登
屋
、
打
越
、
西

1
西
北
は
白
砂
川
で
木

川
附
、
北
は
同
川
で
和
光
原
に
接
す
る
。
つ
つ
じ
荘
、
六
合
診
療
所
、

温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
や
山
村
広
場
、
白
砂
、
ダ
ム
が
あ
る
。

隠
道
。
診
療
所
付
近
で
、
森
林
軌
道
の
ト
ン
ネ
ル
跡
付
近
。

牛
岩
。
和
光
原
か
ら
白
砂
川
を
渡
河
す
る
旧
橋
(
吊
り
橋
跡
支
柱

残
存
V

を
左
岸
に
渡
り
、
少
し
上
っ
た
場
所
。
沢
渡
通
い
の
道
筋
。

猪
や
ぐ
ら
。
医
療
セ
ン
タ
ー
西
南
端
か
ら
引
沼
側
へ
旧
道
を
約
二

0
0
メ
ー
ト
ル
、
大
日
如
来
碑
が
あ
る
分
岐
付
近
。
昔
、
付
近
を

猪
除
け
の
垣
根
で
囲
ん
だ
所
に
由
来
す
る
地
名
。

O
め
え
は
な
し
き

O
は
な
し
き
し
ば

O
で
ん
す
け
た
い
ら

O
じ
よ
う
が
い
わ

O
ま
ん
が
の
あ
た
ま

O
ま
ぐ
そ
さ
わ

(
ま
ぐ
ん
さ
わ
)

O
の
ど
の
く
ち

小
字
/
湯
ノ
上

(
ゅ
の
う
え
)

O
お
お
ど
が
わ

O
ぬ
す
っ
と
か
わ
ら

O
さ
ん
た
い
わ

O
ち
ょ
う
せ
ん
い
わ

O
き
っ
こ
ぎ
わ

O
し
み
ず

前
花
敷
。
隠
道

1
馬
糞
沢
付
近
。

花
敷
柴
。
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
付
近
。
当
地
で
は
、
柴
は
燃
料
(
薪
)

に
な
る
楢
な
ど
広
葉
樹
の
雑
木
山
の
呼
称
。

引
沼
、
打
越
上
方
を
通
る
和
光
原
へ
の
旧
道
筋
、
医
療
セ
ン
タ
ー

手
前
の
直
線
付
近
。
山
村
広
場
へ
も
通
じ
た
。

隠
道
上
の
岩
場
の
呼
称
。
城
祉
で
は
な
い
。
古
老
は
昔
、
対
岸
の

天
狗
山
、
諏
訪
尾
根
の
金
比
羅
山
と
当
地
は
見
張
り
場
と
語
る
。

診
療
所
の
建
物
付
近
。
馬
鍬
の
頭
?
由
来
不
詳
。

馬
糞
沢
。
白
砂
隠
道
手
前
付
近
、
東
か
ら
国
道
側
に
流
れ
る
小
沢
。

隠
道
工
事
で
水
脈
が
切
断
以
前
は
歩
行
者
の
格
好
の
水
場
だ
っ
た
。

喉
の
口
。
開
運
橋
か
ら
上
流
を
見
る
と
、
両
岸
が
狭
く
な
り
、
喉

の
入
口
に
見
え
る
。

花
敷
温
泉
や
合
流
付
近
右
岸
一
帯
。
東
は
白
砂
川
で
打
越
、
引
沼
、

東
南
は
川
端
、
南

t
京
塚
、
樋
口
、
西
南
で
田
代
原
、
西
は
根
広
向
、

北
は
長
笹
沢
川
で
木
川
附
に
接
す
る
。
花
敷
温
泉
や
入
山
郵
便
局

付
近
は
長
笹
沢
川
左
岸
だ
が
湯
ノ
上
に
含
ま
れ
る
。

一
松
動
温
泉
耐
ー
叶
叫
ん
昨

l砂
lulu-肌
称
ん
か
狭
刊
配
合
配
蜘
恥

iたー九ー昨ーが
lhill--

盗
人
川
原
。

G
S
付
近
か
ら
見
た
白
砂
川
右
岸
。
由
来
不
明
。
寛

文
三
年
の
検
地
帳
、
引
怒
田
・
花
敷
分
に
「
ぬ
す
人
」
の
地
名
。

三
太
岩
。
花
敷
の
薬
師
堂

1
京
塚
へ
の
旧
道
途
中
、
白
砂
川
対
岸

に
体
育
館
が
見
え
る
付
近
一
帯
。
昭
和
十
二
年
の
入
山
へ
の
車
道

開
削
前
、
川
中
発
電
所
隠
道
工
事
の
資
材
を
運
送
で
運
ぶ
た
め
、

草
津

1
品
木
経
由
道
が
来
た
。
工
事
で
転
落
し
た
人
の
名
に
因
む
。

朝
鮮
岩
。
薬
師
堂
裏
か
ら
旧
道
を
少
し
行
っ
た
付
近
。
昭
和
初
期
、

不
景
気
の
救
農
事
業
で
草
津
ら
花
敷
の
直
結
道
路
を
開
削
。
多
く

の
朝
鮮
人
労
働
者
が
働
い
た
。
サ
ン
タ
イ
と
同
じ
場
所
か
。

花
敷

1
尻
焼
聞
で
長
笹
川
に
合
流
す
る
沢
で
、
京
塚

i
田
代
原
聞

の
旧
道
下
位
近
が
水
源
。
沢
沿
い
に
田
代
原
の
通
学
路
が
走
る
。

清
水
。
薬
師
堂
脇
に
出
る
旧
道
際
。
京
塚
分
岐
手
前
の
崖
上
、
美

味
し
い
水
で
通
学
時
に
飲
ん
だ
。
一
時
は
学
校
プ
l
ル
に
も
利
用
。
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説総

小
字
/
打
越

(
う
っ
こ
し
)

O
き
つ
ね
や
ぶ

O
は
な
し
き
こ
う
ざ
ん

O
し
み
ず

O
ぺ
ん
て
ん
い
け

O
ぺ
ん
て
ん
や
ま

O
ぬ
ま
じ
り

O
し
ょ
ん
ま
お
と
し

O
う
ま
ぽ
ち

O
ぬ
ま
ん
さ
か

O
ぬ
し
の
か
ろ
う
と

O
た
き
ん
と
こ

小
字
/
引
沼

(
ひ
き
ぬ
ま
)

花
敷
温
泉
と
野
反
方
面
分
岐
付
近
一
帯
。
東
は
登
屋
、
南
は
大
神

宮
の
尾
根
で
引
沼
、
西
は
白
砂
川
で
湯
ノ
上
、
木
川
附
、
北
は
花

敷
に
接
す
る
。
神
社
付
近
の
小
尾
根
を
越
す
場
所
の
意
味
か
。
小

字
名
は
尾
根
を
越
す
所
に
由
来
。
入
山
体
育
館
や
プ
1
ル
が
あ
る
。

以
前
は
小
学
校
、
中
学
校
等
の
文
教
施
設
が
あ
っ
た
。

狐
薮
。
花
敷
温
泉
口
付
近
は
、
今
は
家
並
み
が
続
く
が
、
清
水
屋

進
出
前
は
、
家
も
無
い
場
所
だ
っ
た
。

花
敷
鉱
山
。
戦
後
一
時
、
清
水
屋
商
届
一
帯
か
ら
褐
鉄
鉱
を
採
掘
し
、

太
子
駅
ま
で
運
び
出
荷
し
た
。
今
は
鉱
山
跡
は
住
宅
に
な
る
。

清
水
。
花
敷
温
泉
口
付
近
は
、
和
光
原
に
通
じ
る
隠
道
開
削
以
前

は
豊
か
な
湧
水
地
点
だ
っ
た
。

弁
天
池
。
今
は
消
滅
。
池
跡
を
埋
め
入
山
体
育
館
が
出
来
た
。

弁
天
山
。
入
山
体
育
館
付
近
。
山
は
池
の
埋
め
立
て
に
利
用
。

沼
尻
。
入
山
体
育
館
の
下
方
。
弁
天
池
時
代
の
水
尻
。

損
馬
落
と
し
。
死
馬
捨
て
場
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
清
水
屋
の

中
間
付
近
の
国
道
大
カ

1
プ
下
、
白
砂
川
斜
面
。

馬
墓
地
。
損
馬
落
と
し
後
に
、
新
た
に
設
け
た
墓
。
花
敷
温
泉
口
分
岐

を
和
光
原
側
に
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
右
側
で
、
今
は
山
林
に
な
る
。

沼
坂
。
隠
居
安
兵
衛
脇
か
ら
旧
和
光
原
道
へ
向
か
う
坂
道
。

主
の
唐
橿
。
引
沼
伝
説
の
龍
の
物
入
れ
、
畑
中
に
箱
形
石
が
あ
る
。

滝
の
所
。
沼
坂
上
り
口
付
近
。
屋
号
で
「
後
滝
」
が
あ
る
。

国
道
沿
い

1
大
神
宮
南
一
帯
。
東

1
北
は
登
屋
、
東
1
南
は
山
岸
、

西
1
南
は
川
端
、
西
北
は
白
砂
川
で
湯
ノ
上
、
北
は
打
越
に
接
す
る
。

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
の
商
届
、
大
神
宮
、
公
民
館
が
あ
る
。

地
名
は
引
沼
伝
説
と
あ
る
が
、
検
地
帳
で
は
寛
文
三
年
は
引
怒
田
、

同
十
二
年
は
引
仁
田
で
、
ニ
タ
リ
湿
地
、
湿
地
が
引
く
が
語
源
か
。

O
て
ん
ま
る
や
ま

O
ぺ
ん
て
ん
さ
ん

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
じ
よ
う
ど
う

O
に
し
つ
ば
ら

O
ま
ま
し
た

小
字
/
川
端

(
か
わ
ば
た
)

O
ど
う
し
ん
い
わ

O
ま
え
さ
か

O
い
ぽ
い
し

王争
失/
き
3 山
とニ岸

O
ま
っ
た
や
し
き

O
ふ
た
ご
ざ
わ

小
字
/
新
薮

(
あ
ら
や
ぶ
)

天
丸
山
。
大
神
宮
、
弁
天
様
が
あ
る
尾
根
。
打
越
と
引
沼
境
。

弁
天
さ
ん
。
引
沼
の
弁
天
様
は
、
清
水
屋
付
近
が
故
地
、
次
に
学

校
付
近
、
今
の
天
丸
山
と
三
遷
し
て
い
る
。

大
神
宮
。
引
沼
公
民
館
裏
、
天
丸
山
の
尾
根
に
祭
組
。

十
王
堂
。
国
道
上
の
墓
地
に
あ
る
十
王
堂
が
由
来
。

西
原
。
豆
腐
屋

I
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
付
近
。

珊
下
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
裏
、
川
側
の
場
所
。

地
形
用
語
で
あ
る
。

マ
マ
H
土
手
は

白
砂
川
左
岸
(
京
塚
橋
付
近
。
上
流
の
蛇
行
付
近
)
。
北

1
東
は
引

沼
、
東
南
は
山
岸
、
南
端
は
花
輪
、
西
は
白
砂
川
で
京
塚
、
西
北

は
湯
ノ
上
に
接
す
る
。
川
沿
い
に
は
町
営
住
宅
、
民
宿
く
じ
ら
や
。

道
心
岩
。
京
塚
橋
左
岸
挟
の
下
流
の
岩
、
岩
下
に
道
心
坊
が
住
ん

だ
こ
と
に
因
む
。

前
坂
。
車
道
下
、
町
営
住
宅
裏
付
近
の
旧
道
の
坂
道
。

庇
石
。
前
坂
に
あ
る
大
石
。
凹
に
溜
ま
っ
た
水
を
庇
に
つ
け
れ
ば

庇
が
治
っ
た
と
い
う
素
朴
な
民
間
信
仰
の
対
象
。

世
立
入
口
付
近
の
西
側
一
帯
。
東
は
登
屋
、
赤
渋
、
南
は
赤
渋
沢

で
新
薮
、
南
西
は
花
輪
、
西
は
川
端
、
北
は
引
沼
に
接
す
る
。
山

根
と
同
意
で
、
山
際
で
あ
ろ
う
。

双
子
組
と
新
薮
組
境
の
墓
の
南
東
小
尾
根
。
マ
ッ
タ
の
意
味
は
不

詳
だ
が
、
小
さ
な
屋
敷
跡
。
こ
の
墓
も
マ
ッ
タ
屋
敷
の
墓
と
呼
ぶ
。

双
子
沢
。
赤
渋
沢
の
下
流
。
飲
料
水
に
適
し
た
水
で
あ
る
。

コ
ウ
ム
テ
ン
(
世
立
道
脇
)
付
近
の
東
側
一
帯
。
東
北
は
赤
渋
、

東
は
上
世
立
、
東
南

1
南
は
世
立
、
西
南
は
花
輪
、
西
北

1
北
は

山
岸
に
接
す
る
。
赤
渋
側
に
引
沼
の
数
軒
分
の
水
源
が
あ
る
。
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O
お
た
ね
つ
く
ぽ

小
字
/
登
屋

(
と
や
)

麻
種
窪
。
世
立
坂
の
南
側
。
以
前
は
水
田
が
あ
り
、
蛍
も
見
ら
れ
た
。

工
務
庖
付
近
の
道
の
右
側
。
オ
は
麻
で
、
麻
栽
培
に
適
し
た
凹
地
か
。

東
は
松
場
、
南
は
山
岸
、
引
沼
、
西
は
打
越
、
西
北
は
花
敷
、
北

は
日
ケ
闇
に
接
す
る
。
旧
道
引
沼
入
口
の
七
五
三
周
辺
(
引
沼
側

は
除
く
)
一
帯
の
山
地
。
山
中
の
渡
り
鳥
の
通
過
場
所
で
、
鳥
網

を
張
っ
た
り
、
鳥
を
捕
獲
す
る
人
の
小
屋
の
あ
っ
た
所
か
。

O
し
ち
ご
さ
ん

O
ご
ほ
ん
つ
じ

O
し
み
ず
よ
こ
て

O
た
な
よ
こ
て

O
と
や
ざ
か

O
と
や
っ
ぱ
ら

O
し
し
ぐ
ね

O
ほ
ほ
う
た
い
ら

O
や
す
み
ど

小
字
/
松
場

(
ま
つ
ば
)

七
五
三
。
世
立
側
か
ら
の
引
沼
入
口
。
不
審
者
を
集
落
に
入
れ
な

い
た
め
注
連
縄
を
張
っ
た
所
。
今
も
祈
祷
札
が
置
か
れ
る
。

五
本
辻
。
七
五
三
の
所
。
引
沼
か
ら
の
二
本
の
道
、
和
光
原
へ
の
道
、

採
草
地
へ
の
道
、
世
立
に
行
く
道
、
計
五
本
の
道
が
交
差
し
た
所
。

当
地
の
嘉
永
七
年
の
道
標
は
、
右
は
沢
渡
、
左
は
山
道
。

清
水
横
手
。
和
光
原
へ
向
か
う
旧
道
筋
で
、
七
五
三

1
隠
居
安
兵

衛
等
へ
分
岐
す
る
聞
の
横
道
。

棚
横
手
。
馬
糞
沢
付
近
ら
七
五
三
付
近
の
山
腹
の
道
。
地
形
が
棚

状
の
場
所
を
通
る
こ
と
が
由
来
か
。
清
水
横
手
と
ほ
ぼ
同
じ
。

登
屋
坂
。
新
屋
組
か
ら
七
五
三
に
向
か
う
旧
道
の
坂
道
。

登
屋
原
。
民
地
が
終
わ
っ
た
先
、
鮮
の
森
付
近
の
採
草
地
の
呼
称
。

猪
久
根
。
幹
の
森
西
下
、
日
ヶ
闇
林
道
の
上
方
。
昔
、
耕
地
を
荒

ら
す
猪
が
入
れ
な
い
久
根
を
設
け
た
所
。
デ
ン
ス
ケ
平
の
北
側
。

幹
の
森
か
ら
休
み
所
へ
の
途
中
、
道
の
右
手
一
帯
。
意
味
不
詳
。

休
み
所
。
通
称
登
屋
原
の
休
み
場
所
。
幹
の
森
の
先
、
馬
頭
観
音

の
あ
る
小
高
い
場
所
で
、
ち
ょ
う
ど
一
服
す
る
場
所
。
傍
ら
に
は

明
治
四
十
三
年
に
建
て
た
馬
頭
観
音
が
置
か
れ
る
。

林
道
日
ケ
闇
繰
、
引
沼
と
医
療
セ
ン
タ
ー
分
岐
地
点
北
側
山
地
。

西
北

1
東
は
日
ケ
闇
、
南
は
赤
渋
、
西
は
登
屋
に
接
す
る
。
採
草

地
通
い
の
仲
間
と
待
ち
合
わ
せ
を
し
た
所
か
。

名

O
ま
つ
ば

地

O
ま
つ
ば
の
し
ば

松
場
。
マ
ッ
タ
屋
敷
と
七
五
三
の
中
程
、
炭
窯
付
近
。

松
場
の
柴
。
民
有
地
が
多
く
、
薪
を
採
り
に
行
っ
た
場
所
。

小
字
/
赤
渋

(
あ
か
し
ぼ
)

世
立
の
共
同
墓
地
付
近
一
帯
。
東
は
日
ケ
闇
、
南
は
上
世
立
、
西

は
新
薮
、
山
岸
、
北
は
松
場
に
接
す
る
。
林
道
日
ケ
闇
線
が
通
る
。

鉄
分
を
含
む
赤
色
、
酸
味
の
水
が
湧
く
の
が
地
名
の
由
来
。

O
か
ん
の
ん
ど
う

小
字
ゾ
/
込
山

(
こ
め
や
ま
)

観
音
堂
。
世
立
の
共
同
墓
地
に
あ
る
お
堂
。

上
世
立
集
落
の
東
方
。
西

1
東
は
日
ケ
闇
、
南
は
八
穀
に
接
す
る
。

世
立
の
採
草
地
が
あ
っ
た
。

O
あ
ま
づ
っ
み

O
う
え
ん
た
な

小
字
/
八
穀

(
は
ち
こ
く
)

雨
堤
。
裏
無
か
ら
北
へ
続
く
尾
根
。
上
の
棚
の
十
二
様
の
東
上
に

位
置
す
る
窪
。
世
立
の
採
草
地
で
、
雨
後
に
は
水
が
溜
ま
る
凹
地
。

上
の
棚
。
松
岩
山
へ
の
車
道
が
込
山
に
入
り
、
道
下
に
畑
が
始
ま
る

手
前
付
近
道
上
。
旧
道
脇
、
十
二
様
石
洞
付
近
の
呼
称
。
棚
状
の
平
地
。

町
道
引
沼
暮
坂
線
が
八
石
沢
右
岸
を
走
る
。
東
は
村
松
、
南
は
小
前
、

上
世
立
、
井
戸
入
、
西
は
諏
訪
下
、
上
世
立
、
日
ケ
闇
、
北
は
込

山
に
接
す
る
。
字
の
名
は
地
内
を
流
れ
る
八
石
沢
に
由
来
。
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O
あ
ら
い
た

O
た
る
み
た
い
ら

0
さ
っ
さ
む
き

O
あ
げ
ば

O
う
す
さ
わ

O
い
お
う
や
ま
の
さ
わ

O
こ
の
は
さ
わ

洗
板
。
揚
葉
橋
左
岸
挟
先
、
川
寄
り
に
棚
状
下
の
八
穀
沢
の
河
床

が
洗
濯
板
状
で
、
洗
い
板
と
地
名
化
す
る
。

弛
み
平
。
揚
場
橋
と
天
龍
橋
間
、
町
道
脇
道
下
。
地
形
の
弛
み
か
。

大
岩
に
通
じ
る
道
と
八
石
沢
源
流
側
に
続
く
道
に
挟
ま
れ
た
山
地
。

農
場
建
物
付
近
か
ら
窪
を
上
っ
て
眺
望
の
良
い
峠
に
至
る
。
大
岩

不
動
へ
の
最
短
ル

1
ト
。
昔
の
山
岳
雑
誌
に
載
る
新
暮
坂
峠
か
。

揚
場
。
八
石
沢
上
流
で
伐
採
の
木
を
流
し
、
引
き
上
げ
た
所
。
木

の
葉
沢
は
揚
場
橋
下
で
、
沢
に
流
し
た
薪
類
を
揚
げ
た
場
所
。

硫
黄
山
の
沢
を
過
ぎ
、
上
流
で
八
石
沢
右
岸
に
入
る
沢
。

硫
黄
山
の
沢
。
旧
暮
坂
道
入
口
の
先
、
山
際
に
蛇
篭
が
あ
る
手
前

の
沢
。
昔
の
硫
黄
採
掘
跡
を
、
終
戦
後
に
再
試
掘
し
た
と
い
う
。

沢
の
入
口
、
右
岸
沿
い
に
山
中
へ
続
く
道
跡
が
見
ら
れ
る
。

木
の
葉
沢
。
揚
場
橋
下
方
で
八
石
沢
に
入
る
沢
。



説

O
み
ず
い
で

総

0
と
う
へ
い
ぞ
う

O
い
し
づ
か

O
は
ち
こ
く
さ
い
そ
う
ち

O
び
あ
じ
ろ

O
い
ち
め
え
が
や

O
あ
れ
え
た

O
び
わ
く
ぽ

O
び
わ
の
た
き

O
た
る
た
き

小
字
/
小
前

(
こ
ぜ
ん
)

O
し
ん
ど
う

(
し
ん
み
ち
)

O
こ
ぜ
ん

O
こ
、
ぜ
ん
の
ひ
ら

O
お
う
ち
く

O
お
う
ち
く
さ
わ

O
は
ち
こ
く
と
う
げ

O
お
う
ち
く
と
う
げ

水
出
。
道
は
天
龍
橋
左
岸
付
近
の
車
道
を
入
り
上
り
上
げ
た
付
近
。
水
源
で

世
立
簡
易
水
道
取
水
場
。
入
山
で
最
初
の
簡
易
水
道
、
集
落
へ
の
距
離
約
二
、

七
0
0メ
ー
ト
ル
。
一
時
、
暮
坂
の
神
代
牧
場
採
草
地
利
用
を
考
え
た
。

世
立
の
採
草
地
。
水
出
の
東
奥
で
、
水
出
と
八
穀
採
草
地
の
中
程
。
松

岩
山
麓
の
急
斜
面
の
場
所
だ
っ
た
。
意
味
不
詳
。

石
塚
。
町
道
と
中
山
間
農
場
分
岐
の
橋
付
近
の
呼
称
。
付
近
の
沢

を
イ
シ
ヅ
カ
の
沢
と
呼
ん
だ
。

八
穀
採
草
地
。
八
石
沢
上
流
に
あ
っ
た
世
立
の
採
草
地
。

八
石
沢
上
流
に
あ
る
農
場
建
物
付
近
。
以
前
は
八
穀
採
草
地
だ
っ
た
。

一
枚
萱
。
ビ
ア
ジ
ロ
を
東
に
行
っ
た
松
岩
寄
り
の
萱
場
。
今
は
農
場
。

洗
板
。
一
枚
萱
の
奥
に
あ
る
沢
。
河
床
が
洗
濯
板
状
か
。

琵
琶
窪
。
八
石
沢
の
上
流
部
。
由
来
は
琵
琶
の
形
に
似
た
窪
か
。

琵
琶
の
滝
。
町
道
の
牧
水
コ

1
ス
入
口
付
近
、
八
石
沢
に
落
ち
る
滝
。

樽
滝
。
八
石
沢
上
流
の
滝
で
、
形
が
円
く
膨
ら
ん
で
い
る
。

新
道
(
牧
水
コ

l
ス
)
の
東
、
八
石
沢
左
岸
北
斜
面
の
呼
称
。
東

は
熊
ノ
沢
、
南
は
葡
萄
道
、
西
は
灰
川
、
北
は
井
戸
入
、
八
穀
に

接
す
る
。
牧
水
道
入
口
付
近
、
八
石
沢
の
滝
は
コ
ゼ
ン
と
呼
ぶ
。

一
新
道
山
見
守
が
岐
恥
一
配
合
、
じ
分
か
札
る
道
。
町
道
側
か
ら
牧
水
コ
ー

ス
に
入
り
、
見
寄
分
岐
に
至
る
通
り
が
オ
ツ
ウ
坂
道
後
の
新
道
o-

小
ゼ
ン
。
牧
水
コ

l
ス
口

1
渡
河
地
点
問
、
八
石
沢
の
小
滝
。

小
仙
の
平
。
硫
黄
山
の
沢
対
岸
、
八
石
沢
支
流
の
小
滝
沿
い
斜
面
。

新
道
と
引
沼
暮
坂
線
車
道
の
峠
の
中
程
、
八
石
沢
左
岸
の
窪
。

町
道
引
沼
暮
坂
線
の
峠
付
近
北
側
一
帯
の
呼
称
。
意
味
不
詳
。

八
石
沢
か
ら
町
道
引
沼
暮
坂
線
の
峠
方
向
に
入
る
沢
と
も
、
中
山

間
地
事
業
建
物
付
近
で
、
八
石
沢
左
岸
に
合
流
の
沢
と
も
言
う
。

八
穀
峠
。
町
道
引
沼
暮
坂
線
の
尾
根
越
え
部
分
。
営
林
署
に
長
く

勤
め
た
古
老
は
八
穀
の
峠
的
な
表
現
で
使
用
。
古
道
で
は
な
く
、

最
初
は
営
林
署
作
業
道
だ
っ
た
と
語
る
。
オ
ウ
チ
ク
峠
と
同
じ
。

町
道
引
沼
暮
坂
線
の
最
高
地
点
。
八
石
沢
と
暮
坂
側
の
聞
の
尾
根

を
車
道
が
越
え
る
所
。
国
有
林
作
業
道
が
前
身
に
な
る
。

小
字
/
井
戸
入

(
い
ど
い
り
)

O
お
つ
う
ざ
か

小
字
/
諏
訪
ノ
下

(
す
わ
の
し
た
)

O
な
か
の
じ
よ
う
ぐ
ち

0
さ
つ
う
ぜ
ん
の
た
き

O
す
わ
じ
ん
じ
ゃ

O
ほ
り
き
り

O
こ
ん
ぴ
ら
や
ま

O
す
わ
の
お
ね

O
け
ん
ず
り
あ
な

諏
訪
神
社
付
近
の
南
、
八
石
沢
左
岸
北
斜
面
一
帯
。
東
は
小
前
、

南
は
灰
川
、
西
は
見
寄
、
岩
ノ
下
、
北
は
諏
訪
の
下
に
接
す
る
。

新
道
以
前
に
暮
坂
に
通
じ
た
坂
。
キ
ャ
ニ
オ
ン
の
対
岸
、
八
石
沢

左
岸
に
遺
る
。
牧
水
の
通
っ
た
道
は
新
道
と
呼
び
、
そ
れ
以
前
の

道
が
古
道
。
坂
を
上
れ
ば
尾
根
に
な
り
、
見
寄
分
岐
で
合
流
。

お
通
は
人
名
か
、
地
形
の
地
溝
状
の
谷
か
崖
の
ウ
ツ
が
転
就
か
。

短
距
離
で
世
立
と
連
絡
、
急
坂
で
沢
水
も
多
く
、
新
道
を
開
削
。

諏
訪
神
社
周
辺
。
東
は
八
穀
、
東
南

1
南
は
八
石
沢
左
岸
で
井
戸
入
、

西
は
岩
ノ
下
、
北
は
依
田
尾
川
で
上
世
立
八
穀
に
接
す
る
。

諏
訪
神
社
西
尾
根
に
堀
跡
、
金
見
羅
山
に
曲
輪
、
新
道
以
前
の
古

道
お
つ
う
坂
道
尾
根
越
え
道
跡
、
神
社
板
壁
に
江
戸
期
の
落
書
。

中
之
条
口
。
ホ
リ
ギ
リ
沢
へ
下
り
た
付
近
。
中
之
条
へ
の
出
口
か
。

寛
文
三
年
の
検
地
帳
に
は
、
世
立
内
に
中
傍
口
が
あ
り
、
屋
敷

十
一
軒
と
あ
り
、
村
の
中
心
付
近
と
思
え
る
。

殺
人
の
滝
。
金
比
羅
山
下
、
八
石
沢
に
落
ち
る
滝
。
最
大
の
滝
で
、

キ
ャ
ニ
オ
ン
脇
か
ら
滝
へ
の
見
学
道
。
ゼ
ン
は
セ
ン
が
濁
っ
た
。

諏
訪
神
社
。
諏
訪
ノ
尾
根
に
あ
る
。
神
社
の
板
壁
に
江
戸
時
代
に

泊
ま
っ
た
方
の
落
書
が
あ
り
、
旅
人
の
宿
に
な
っ
た
か
。
見
寄
分

岐
か
ら
お
つ
う
坂
を
経
由
す
る
旧
道
が
神
社
脇
の
尾
根
を
横
断
。

堀
切
。
諏
訪
神
社
と
金
比
羅
山
の
問
、
尾
根
を
横
切
る
堀
状
の
所
。

大
昔
、
金
比
羅
山
城
祉
か
見
張
り
台
の
防
御
施
設
で
掘
っ
た
か
。

金
比
羅
山
。
諏
訪
神
社
西
の
小
ピ

l
ク
。
金
比
羅
宮
の
石
嗣
。
世

立
を
一
望
出
来
る
。
入
山
へ
入
る
不
審
者
の
見
張
り
場
所
か
。

諏
訪
ノ
尾
根
。
天
龍
橋
左
岸
挟
か
ら
西
へ
突
き
出
す
尾
根
。
依
田

尾
川
と
八
石
沢
に
挟
ま
れ
た
尾
根
。
諏
訪
神
社
に
由
来
。

剣
磨
穴
。
天
龍
橋
下
を
通
る
旧
道
橋
跡
か
ら
五
メ
ー
ト
ル
程
下
流
、
依

田
尾
川
右
岸
に
あ
る
圃
穴
状
の
穴
。
直
径
一

0
セ
ン
チ
、
深
さ
二

0
セ

ン
チ
程
。
大
蛇
が
尻
尾
(
ケ
ン
)
で
彫
っ
た
伝
説
が
『
入
山
研
究
』
に
載
る
。
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小
字
/
上
世
立

(
か
み
よ
だ
て
)

O
か
み
つ
ば
ら

O
す
ぎ
な

O
や
ま
ぎ
し

O
お
と
し

O
ど
ん
が
ら
ま
つ

O
か
ど
ま
っ

O
な
し
の
き

O
な
み
き

O
う
ら
な
し
や
ま

O
ほ
っ
ぽ
の
さ
わ

小
字
/
岩
ノ
下

(
い
わ
の
し
た
)

O
お
お
ぜ
ん
の
た
き

O
て
ん
ぐ
の
あ
し
あ
と

O
だ
っ
た
の
た
き

O
は
こ
の
た
き

O
き
ゅ
う
な
い
の
た
き

名

O
き
ゅ
う
な
い
ぶ
ち

(
き
ゅ

l
ね
l
ぶ
ち
)

地

標
高
九

0
0メ
ー
ト
ル
級
高
地
、
関
姓
の
集
落
。
東
は
日
ケ
闇
、
八

穀
、
南
は
諏
訪
下
、
世
立
、
西
は
新
豪
、
西

1
北
は
赤
渋
に
接
す
る
。

上
ノ
原
。
大
神
宮
付
近
、
車
道
上
の
畑
一
帯
。

杉
菜
。
長
塚
節
歌
碑
東
、
町
道
沿
い
の
馬
頭
観
音
付
近
。
地
名
は

酸
性
地
を
好
む
杉
菜
が
生
え
て
い
る
所
。

山
岸
。
杉
菜
の
馬
頭
観
音
の
上
方
、
松
岩
方
面
へ
の
車
道
左
側
。

落
と
し
。
山
岸
の
奥
に
あ
る
死
馬
等
の
死
ん
だ
家
畜
を
棄
て
た
所
。

開
田
を
試
み
用
水
を
引
き
落
と
し
た
窪
が
由
来
と
も
。

雷
松
。
天
龍
橋
右
岸
手
前
、
山
本
の
門
松
が
あ
っ
た
が
、
昭
和

二
十
年
頃
落
雷
で
枯
れ
た
、
以
後
雷
松
と
呼
ば
れ
る
。

門
松
。
天
龍
橋
右
岸
挟
、
町
道
道
上
。
石
造
物
が
あ
る
付
近
、
当

地
の
明
け
の
山
本
の
門
松
代
わ
り
で
、
今
は
枯
れ
て
二
代
目
。

梨
の
木
。
上
世
立
、
洞
の
あ
っ
た
大
木
、
日
陰
に
な
る
と
伐
採
。

並
木
。
関
千
代
衛
宅
付
近
の
呼
称
。
屋
号
的
な
地
名
。

裏
無
山
。
集
落
の
東
に
見
え
る
端
正
な
形
の
山
。
由
来
は
裏
表
が
同
じ
姿
。

ア
ラ
ヤ
(
ア
リ
ア
ン
)
沢
上
流
部
の
呼
称
。

世
立
八
滝
の
核
心
部
、
八
石
沢
と
依
田
尾
川
聞
の
岩
場
。
東
は
諏

訪
の
下
、
南

1
西
南
は
井
戸
入
、
西
は
小
屋
場
、
北
は
依
田
尾
川

で
世
立
に
接
す
る
。
天
狗
の
足
跡
岩
も
あ
る
。

大
仙
の
滝
。
世
立
八
滝
の
最
下
段
、
国
道
脇
、
滝
見
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

か
ら
近
い
。
新
道
川
(
八
石
沢
)
に
落
ち
、
高
さ
約
二

0
メ
ー
ト
ル
。

天
狗
の
足
跡
。
大
仙
の
滝
左
岸
方
の
岩
に
足
跡
状
の
形
が
あ
る
。

段
々
の
滝
。
八
石
沢
上
流
、
高
さ
三

0
メ
ー
ト
ル
で
二
段
、
危
険
注
意
。

箱
の
滝
。
段
々
の
滝
上
方
。
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
、
淵
の
形
が
四
角
析
状
。

久
内
の
滝
。
箱
の
滝
上
方
。
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
。
久
内
と
い
う
人

が
引
き
込
ま
れ
た
河
童
伝
説
の
滝
。
仙
の
滝
の
東
に
位
置
す
る
。

久
内
淵
。
『
村
誌
』
に
は
見
寄
と
世
立
境
付
近
の
淵
で
、
伝
説
で
は

世
立
の
久
内
が
、
こ
の
淵
に
河
童
(
魚
)
に
引
き
込
ま
れ
死
ん
だ
。

O
た
で
あ
な

O
ふ
し
ぎ
た
き

O
い
ど
の
た
き

O
せ
ん
の
た
き

O
せ
ん
の
し
た

O
ぼ
う
ず
い
わ

0
に
ん
ぎ
ょ
う
い
わ

小
字
/
世
立

(
よ
だ
て
)

O
こ
も
っ
げ
い

(

V

』
も
ち
が
ゆ
)

O
す
ぎ
な
の
た
ん
ぽ

O
ひ
ら
い
し

O
し
だ
れ
ぐ
れ
り

O
に
し
の
お
ね

(
お
ね
)

O
て
っ
ぽ
う
び
ら

O
で
ん
づ
か

竪
穴
。
久
内
淵
縁
に
川
中
発
電
所
隠
道
に
八
石
沢
の
水
を
引
き
入

れ
る
竪
穴
が
あ
る
。

不
思
議
滝
。
久
内
の
滝
の
上
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
。
姿
が
見
え
に
く

い
場
所
に
あ
り
、
音
だ
け
が
聞
こ
え
る
の
で
不
思
議
の
滝
と
命
名
。

井
戸
の
滝
。
高
さ
二

0
メ
ー
ト
ル
。
周
囲
は
岩
場
で
、
険
し
い
場
所
。

仙
の
滝
。
ホ
リ
ギ
リ
(
依
田
尾
)
川
に
落
ち
、
高
さ
一
五
メ
ー
ト
ル
。

集
落
か
ら
も
見
え
、
近
く
に
駐
車
場
も
あ
る
。
セ
ン
リ
滝
で
あ
る
。

仙
の
下
。
仙
の
滝
の
下
付
近
で
、
昔
は
畑
が
あ
っ
た
。

坊
主
岩
。
人
形
岩
と
同
じ
。
仙
の
滝
下
に
続
く
岩
場
に
、
二
本
立
っ

た
岩
が
坊
主
に
似
る
。
今
は
樹
木
の
成
長
で
見
え
な
い
。

人
形
岩
。
滝
下
流
沿
い
の
岩
場
に
人
形
形
の
岩
が
あ
る
。

枝
垂
れ
栗
付
近
下
側
、
集
落
は
山
本
姓
が
過
半
。
東
は
岩
ノ
下
、

南
は
小
屋
場
、
大
霜
、
西
は
尾
根
で
花
輪
、
北
は
新
戴
、
上
世
立

に
接
す
る
。
木
曽
義
仲
が
当
地
を
離
れ
る
時
、
家
来
に
当
地
に
残

り
「
世
を
立
て
ろ
」
と
話
し
た
伝
説
に
因
む
地
名
と
も
。
ふ
る
さ

と
活
性
化
セ
ン
タ
ー
よ
っ
て
が
ね
え
館
が
あ
る
。

子
持
ち
粥
。
門
松
(
堀
切
川
)
と
庚
申
塔
(
ア
ラ
ヤ
の
沢
)
に
挟

ま
れ
た
、
旧
道
沿
い
付
近
。
義
仲
の
側
妻
が
身
重
で
こ
の
地
に
来

た
時
、
付
近
で
子
を
産
み
、
近
く
の
沢
の
清
水
で
子
の
粥
を
炊
い

た
と
い
う
世
立
の
義
仲
伝
説
の
地
。
付
近
の
小
平
な
場
所
が
木
曾

義
仲
が
住
ん
で
い
た
屋
敷
跡
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。

杉
菜
の
田
圃
。
長
塚
節
歌
碑
東
、
沢
の
手
前
町
道
下
。

平
石
。
長
塚
節
歌
碑
の
土
台
石
で
、
周
辺
の
名
に
な
る
。

枝
垂
れ
栗
。
県
天
然
記
念
物
で
、
周
辺
の
呼
称
に
も
。

西
ノ
尾
根
。
道
祖
神
の
あ
る
尾
根
。
世
立
と
引
沼
聞
の
尾
根
。
世

立
集
落
の
西
に
位
置
す
る
尾
根
。

鉄
砲
平
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
下
方
斜
面
。
世
立
側
に
見
え
る
斜
面

で
、
殿
塚
の
西
に
続
く
ヒ
ラ
。
猟
師
が
雑
を
待
っ
た
と
い
う
。

殿
塚
。
活
性
化
セ
ン
タ
ー
下
方
、
世
立
側
を
向
き
、
鉄
砲
平
の
束
。
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説総

O
や
す
み
ば

O
し
ち
ご
さ
ん

O
ゆ
み
や
だ
け

O
ど
う
お
ね

(
ど
う
ね
)

O
や
へ
い
じ

O
め
え
や
し
き

O
ま
ま
し
た

O
そ
り

O
す
な
は
ら

O
こ
く
さ
ぎ

O
て
ん
こ
う

O
あ
り
あ
ん
ざ
わ

小
字
/
花
輪

(
は
な
わ
)

休
み
場
。
七
五
三
付
近
で
農
道
か
ら
作
場
道
に
入
っ
た
道
の
脇
。

一
休
み
に
適
し
た
大
石
が
あ
る
。

七
五
三
。
農
道
沿
い
の
欄
下
付
近
、
集
落
入
口
で
、
今
も
他
と
の

結
界
を
意
味
す
る
注
連
縄
を
張
っ
て
い
る
。

弓
矢
竹
。
義
仲
軍
の
落
人
縫
之
丞
が
帰
っ
た
と
、
京
塚
か
ら
合
図

の
弓
を
射
て
、
照
雄
宅
と
由
平
宅
間
に
あ
る
笹
薮
に
落
ち
た
。
今

も
こ
の
地
に
は
昔
と
同
じ
弓
矢
竹
が
茂
っ
て
い
る
。

仙
の
滝
駐
車
場
右
下
に
続
く
尾
根
の
呼
称
。
ド
ウ
が
転
説
し
ド
ウ

ネ
と
発
音
す
る
。
ド
ウ
は
お
堂
に
因
む
の
か
。

弥
平
治
。
山
世
組
付
近
の
地
名
。
昔
の
屋
敷
跡
か
。

前
屋
敷
。
公
民
館
西
南
、
農
道
上
一
帯
。
集
落
の
前
方
。

澗
下
。
前
屋
敷
西
南
、
農
道
の
大
カ

1
プ
付
近
。
マ
マ
は
吾
妻
郡

で
は
土
堤
、
土
手
の
地
形
の
意
味
。
大
間
々
も
同
様
な
用
法
。

反
。
焼
畑
の
ソ
リ
で
な
く
、
反
っ
た
形
状
の
地
形
の
意
味
だ
ろ
う
。

マ
マ
シ
タ
の
下
方
、
道
脇
に
小
尾
根
と
窪
が
あ
る
付
近
か
。

砂
原
。
弥
平
治
下
方
、
澗
下
の
西
方
一
帯
。

ス
ナ
ハ
ラ
の
下
方
、
反
の
西
側
付
近
。
意
味
不
詳
。

大
霜
と
こ
く
さ
ぎ
の
問
、
右
は
農
道
の
発
電
所
隠
道
入
口
、
農
道

の
左
上
一
帯
の
呼
称
。
テ
ン
コ
ウ
は
意
は
不
詳
。

あ
ら
や
の
沢
と
も
。
公
民
館
の
東
、
庚
申
塔
付
近
の
旧
道
脇
の
沢
。

『
入
山
研
究
』
に
、
沢
の
水
は
義
仲
縁
伝
説
に
因
み
、
側
妻
の
産
湯

に
使
用
と
い
う
。
古
老
は
本
来
は
「
洗
い
上
げ
の
沢
」
と
い
う
。

世
立
口
バ
ス
停
南
1
喜
久
工
務
庖
南
付
近
。
東
は
尾
根
で
世
立
、
東

南
は
大
霜
、
南

t
西
は
白
砂
川
で
小
沢
、
京
塚
、
北
西
は
川
端
、
北

は
山
岸
、
新
薮
に
接
す
る
。
一
段
と
高
い
地
形
が
突
き
出
た
先
端
H

ハ
ナ
が
、
白
砂
川
に
円
形
H

ワ
状
に
突
き
出
し
所
に
由
来
す
る
。

O
よ
だ
で
さ
か

(
え
だ
っ
さ
か
)

O
お
ね
の
わ
き

小
字
/
大
霜

(
お
お
し
も
)

小
字
/
小
屋
場

(
こ
や
ば
)

O
こ
や
ぱ

O
て
ん
ぐ
じ
ん
じ
ゃ

O
よ
な
き
じ
ぞ
う

(
こ
な
き
じ
、
ぞ
う
)

小
字
/
見
寄

(
み
よ
り
)

世
立
坂
。
道
祖
神
の
あ
る
尾
根
か
ら
世
立
側
へ
下
る
旧
道
の
坂
の

呼
称
。
(
)
内
は
世
立
坂
の
転
詑
と
古
老
は
語
る
。

尾
根
の
脇
。
道
祖
神
の
あ
る
尾
根
の
西
、
花
輪
側
一
帯
。

東
1
南
は
依
田
尾
川
で
小
屋
場
、
西
南
は
白
砂
川
で
小
沢
、
西
は
花
輪
、

北
は
世
立
に
接
す
る
。
滝
見
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
上
方
、
農
道
入
口
付
近
ら

世
立
に
向
か
う
道
沿
い
。
地
名
は
霜
が
降
り
や
す
い
地
形
と
さ
れ
る
。

世
立
八
滝
入
口
、
滝
見
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
周
辺
。
東
北
は
岩
ノ
下
、

東
は
八
石
沢
で
井
戸
入
、
南
は
見
寄
、
西
南
は
白
砂
川
で
小
沢
、

西
は
依
田
尾
川
で
大
霜
、
北
は
世
立
に
接
す
る
。
川
中
発
電
所
隠

道
入
口
が
あ
る
。
出
耕
作
の
農
作
業
小
屋
に
由
来
の
地
名
か
。

小
屋
場
。
国
道
か
ら
世
立
集
落
へ
の
農
道
に
入
り
、
少
し
行
き

チ
ェ
ー
ン
の
先
に
あ
る
川
中
発
電
所
隠
道
入
口
に
向
か
い
、
左
上

方
の
斜
面
一
帯
。
今
は
荒
れ
地
だ
が
、
昔
は
耕
地
が
あ
っ
た
。

天
狗
神
社
。
小
屋
場
付
近
に
組
る
。
天
狗
の
足
跡
が
信
仰
対
象
か
。

夜
泣
き
地
蔵
。
滝
見
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
庭
。
昔
、
当
地
は
村
外
れ
の

寂
し
い
場
所
だ
っ
た
。
間
引
き
の
対
象
で
亡
く
な
っ
た
子
供
の
霊

が
泣
く
声
が
聞
こ
え
て
来
た
。
そ
の
供
養
で
明
治
二
十
年
頃
建
て

た
地
蔵
様
と
い
う
。
入
山
に
癌
磨
が
流
行
し
、
多
く
の
子
供
が
亡

く
な
っ
た
。

親
は
伝
染
を
畏
れ
て
亡
骸
を
当
地
に
埋
め
た
が
、
悲
し
い
子
供
の

泣
き
声
が
聞
こ
え
た
。
子
供
の
供
養
で
建
て
た
地
蔵
と
語
る
方
も

いヲ。。

吾
妻
石
材
対
岸
、
耕
地
が
狭
く
古
来
「
見
寄
七
軒
」
と
伝
わ
る
。
東
は
井

戸
入
、
灰
川
、
南
は
白
砂
川
で
川
向
、
西
も
同
川
で
小
沢
、
北
は
岩
ノ
下
、

井
戸
入
に
接
す
る
。
周
囲
が
川
と
山
に
挟
ま
れ
た
地
形
、
耕
地
約
四
町
歩
。

地
内
に
大
日
堂
、
ド
ン
ガ
ラ
(
雷
)
松
、
弥
藤
五
郎
の
抱
き
石
が
あ
る
。
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O
ど
い

O
お
お
ど
い

O
こ
ど
い

O
し
た
だ
ん

O
う
わ
だ
ん

O
い
ど
む
か
い

O
さ
か

O
お
て
ん
ぐ
さ
ん

O
し
た
の
じ
ゅ
う
に
さ
ん

O
う
え
の
じ
ゅ
う
に
さ
ん

O
せ
ど

O
ま
つ
ば
ら

O
ど
ん
が
ら
ま
つ

O
あ
ん
ぼ
の
お
ね

0
だ
い
に
ち
ど
う

O
な
か
づ
く
り

O
み
ち
し
た

O
だ
き
い
し

名

O
っ
ぽ
い
り

O
い
ど
い
り

O
お
お
ま
が
り

地

国
道
滝
見
橋
付
近
の
白
砂
川
左
岸
沿
い
の
見
寄
や
大
日
堂
へ
通
じ

た
旧
道
筋
。
一
帯
は
崖
で
、
崖
の
中
程
に
狭
い
道
が
あ
っ
た
。
「
ド

イ
の
道
は
危
な
い
か
ら
」
と
親
か
ら
言
わ
れ
た
所
。
崩
れ
た
所
の

ド
エ
の
転
説
だ
ろ
う
か
。

見
寄
に
向
か
う
危
険
な
崖
沿
い
に
旧
道
で
、
見
寄
の
大
日
堂
脇
を

過
ぎ
、
最
初
に
あ
る
長
い
崖
道
の
危
険
個
所
の
呼
称
。

大
ド
イ
の
崖
道
を
越
え
、
次
の
危
険
個
所
が
短
い
崖
道
の
呼
称
。

下
段
。
上
の
十
二
の
先
、
見
寄
採
草
地
の
あ
る
山
腹
、
下
側
一
帯
の
通
称
。

上
段
。
見
寄
採
草
地
の
上
側
一
帯
の
通
称
。

井
戸
向
か
い
。
見
寄
集
落
の
東
の
沢
の
対
岸
。
畑
が
あ
っ
た
。

坂
。
見
寄
集
落
か
ら
採
草
地
や
暮
坂
へ
向
か
う
旧
道
沿
い
の
坂
。

お
天
狗
さ
ん
。
集
落
の
束
、
松
の
生
え
る
山
に
祭
組
。
旧
道
を
少

し
上
っ
た
馬
頭
観
音
の
南
に
見
え
る
岩
山
。
木
製
の
社
は
壊
れ
る
。

下
の
十
二
さ
ん
。
採
草
地
へ
の
坂
道
が
一
段
落
し
た
所
、
杉
や
松

の
古
木
に
固
ま
れ
趣
が
あ
る
。
昭
和
の
石
嗣
が
あ
る
。

上
の
十
二
さ
ん
。
尾
根
を
越
す
所
。
屋
根
破
損
。
明
治
の
年
号
。

背
戸
。
見
寄
集
落
の
裏
山
の
呼
称
。

松
原
。
白
砂
川
の
橋
を
渡
り
、
最
初
の
家
が
あ
る
所
と
の
中
間
。

集
落
手
前
、
墓
地
や
大
日
堂
入
口
の
道
上
に
あ
る
大
木
。
以
前
、

落
雷
で
木
が
傷
ん
だ
が
、
落
雷
が
あ
っ
た
松
の
意
味
。

鞍
馬
の
尾
根
。
大
日
堂
付
近

1
白
砂
川
に
続
く
馬
背
に
似
た
尾
根
。

大
日
堂
。
以
前
、
墓
地
付
近
に
あ
っ
た
が
、
崩
落
の
た
め
大
正

十
四
年
に
、
現
在
地
の
尾
根
付
近
に
移
動
。
世
立
へ
の
旧
道
右
脇
。

ど
ん
が
ら
松
と
集
落
の
問
。
地
名
は
畑
の
真
ん
中
の
意
味
と
い
う
。

道
下
。
集
落
に
向
か
う
道
の
下
側
。

抱
き
石
。
集
落
東
端
、
道
の
北
側
。
右
近
の
抱
き
石
の
説
明
は
間
違
い
。

力
持
ち
弥
藤
五
郎
が
抱
い
て
運
び
、
洗
濯
に
使
用
と
い
う
。

集
落
東
端
で
、
右
近
の
抱
き
石
か
ら
採
草
地
へ
向
か
う
道
の
入
口
。

井
戸
入
。
簡
易
水
道
の
取
水
地
。
つ
ぽ
入
り
と
十
二
の
問
。

大
曲
。
集
落
入
口
付
近
の
家
の
下
の
白
砂
川
の
大
き
な
曲
折
部
。

O
こ
ま
が
り

O
そ
う
ぶ
ち

O
お
か
ね
ぶ
ち

小
字
/
川
向

(
か
わ
む
こ
う
)

小
曲
。
集
落
入
口
の
橋
の
下
手
、
川
の
曲
折
部
。

見
寄
集
落
下
の
白
砂
川
の
測
。
岸
壁
か
ら
転
落
死
し
た
方
の
名
。

見
寄
バ
ス
停
先
の
白
砂
川
の
測
。
測
で
亡
く
な
っ
た
女
性
の
名
。

白
砂
川
の
大
蛇
行
地
形
、
吾
石
見
寄
工
場
周
辺
。
北

1
東
は
白
砂

川
で
見
寄
、
東

1
南
は
同
川
で
灰
川
、
西
は
細
尾
に
接
す
る
。

O
び
わ
の
く
び

O
こ
さ
め
み
ち

O
し
た
だ
ん

O
う
わ
だ
ん

小
字
/
細
尾

(
ほ
そ
お
)

O
ほ
そ
お
お
ね

O
と
い
し

O
お
り
っ
と

O
み
や
の
ま
え

O
す
け
が
わ

O
か
っ
ぱ
ぶ
ち

?小
』、宇

品不
沢

琵
琶
の
首
。
吾
石
付
近
は
白
砂
川
の
大
蛇
行
場
所
。
地
形
は
国
道

側
の
入
口
が
狭
く
、
川
寄
り
の
東
が
広
い
地
形
、
そ
の
形
状
に
由

来
し
た
地
名
。
埼
玉
県
に
あ
る
巾
着
目
の
地
形
も
同
様
で
あ
る
。

小
雨
道
。
梨
木
か
ら
旧
道
は
尾
根
に
上
が
り
、
見
寄
分
岐
か
ら
下

り
見
寄
へ
通
じ
る
枝
道
が
小
雨
道
。
白
砂
川
は
丸
木
橋
で
渡
っ
た
。

下
段
。
白
砂
川
沿
い
右
岸
の
小
名
。

上
段
。
白
砂
川
右
岸
上
方
の
小
名
。

国
道
吾
石
手
前

i
鍋
割
沢
右
岸
。
東

1
東
南
は
白
砂
川
で
菅
川
、

西
南
は
梨
木
、
西
は
梨
木
原
、
北
は
久
保
入
、
小
沢
に
接
す
る
。

河
岸
一
帯
の
平
地
は
京
塚
の
方
が
利
用
し
た
耕
地
。

細
尾
尾
根
。
昭
和
十
二
年
の
県
道
開
削
前
、
京
塚
の
方
が
細
尾
に

あ
る
畑
に
通
う
の
に
こ
の
尾
根
の
山
道
を
下
り
通
っ
た
。

砥
石
。
細
尾
尾
根
か
ら
下
る
旧
道
が
国
道
を
横
切
っ
た
先
。
吾
石

と
パ
ル
プ
工
場
跡
の
中
程
、
川
寄
り
に
あ
っ
た
砥
石
鉱
山
付
近
。

下
り
た
処
。
細
尾
尾
根
の
旧
道
を
下
り
き
っ
た
、
国
道
合
流
付
近
。

宮
ノ
前
。
南
信
パ
ル
プ
工
場
跡
付
近
。
今
も
事
務
所
建
物
が
あ
る
。

何
の
お
宮
を
さ
す
の
か
不
詳
。

昔
の
隠
道
手
前
で
、
国
道
に
流
れ
落
ち
る
沢
。

河
童
淵
。
大
神
宮
裏
付
近
の
白
砂
川
の
淵
。
こ
こ
に
棲
む
河
童
か

ら
椀
を
借
り
る
椀
貸
し
伝
説
の
あ
る
淵
で
あ
る
。

南
は
吾
石
入
口
付
近
北
4
3
京
塚
南
端
に
至
る
白
砂
川
右
岸
沿
い
。

東
ら
東
南
は
白
砂
川
で
花
輪
、
大
霜
、
小
屋
場
、
見
寄
、
南
端
に

川
向
、
西
南
は
細
尾
、
西
は
久
保
入
、
北
は
京
塚
に
接
す
る
。
小

沢
沿
い
に
京
塚
の
耕
地
が
あ
る
。
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説総

O
き
ょ
う
づ
か
よ
こ
て

O
か
ん
の
ん
お
ね

O
こ
ぎ
わ
お
ね

O
こ
、
ざ
わ

O
む
こ
う
こ
ぎ
わ

小
字
/
京
塚

(
き
ょ
う
う
づ
か
)

O
か
わ
ば
た

O
ま
え
が
わ
ら

O
か
ぎ
あ
な

(
ふ
う
け
つ
)

O
か
ら
す
い
し

O
お
き
ょ
う
づ
か

O
こ
も
り
さ
ん

O
は
ぱ

京
塚
横
手
。
梨
木

1
京
塚
聞
の
旧
道
が
平
ら
な
山
腹
を
通
る
所
。

林
道
上
、
観
音
尾
根
手
前
西
側
付
近
。
世
立
が
よ
く
見
え
る
。

観
音
尾
根
。
京
塚
横
手
が
終
わ
り
、
尾
根
の
カ
l
ブ
地
点
に
松
の

古
木
が
あ
る
。
根
元
に
宝
暦
年
間
の
馬
頭
観
音
像
が
あ
る
所
。

小
沢
尾
根
。
林
道
上
の
旧
道
が
観
音
尾
根
を
過
ぎ
、
次
の
尾
根
を

越
え
る
所
が
小
沢
尾
根
で
、
京
塚
も
近
く
な
る
。

小
沢
。
京
塚
の
方
の
耕
地
が
沢
の
両
岸
に
あ
っ
た
。
京
塚
寄
り
の

左
岸
に
沿
い
の
耕
地
を
小
沢
と
区
分
し
た
。

向
こ
う
小
沢
。
小
沢
の
右
岸
沿
い
一
帯
に
あ
る
耕
地
の
呼
称
。

東
南
斜
面
に
集
落
発
達
。
東
は
白
砂
川
で
川
端
、
花
輪
、
南
は
小

沢
、
西
は
久
保
入
、
沢
向
、
北
西
は
樋
口
、
北
は
湯
ノ
上
に
接
す
る
。

地
名
由
来
の
経
塚
は
京
塚
橋
右
岸
挟
付
近
に
あ
っ
た
。

川
端
。
京
塚
温
泉
付
近
の
場
所
。

前
河
原
。
集
落
前
方
の
川
原
。
川
端
と
同
義
で
あ
る
。
古
老
は
「
前

川
原
の
畑
に
行
く
」
等
の
呼
称
を
使
っ
た
。

風
穴
。
京
塚
橋
上
流
、
旧
京
塚
橋
右
岸
挟
上
。
涼
し
い
風
が
吹
き

出
す
所
で
、
以
前
は
蚕
種
保
管
に
使
用
し
た
。
今
も
形
は
残
る
。

烏
石
。
京
塚
橋
下
右
岸
、
昔
の
川
沿
い
、
今
の
埋
立
地
内
に
あ
っ

た
大
石
。
色
が
黒
っ
ぽ
い
石
で
、
子
供
の
遊
び
場
だ
っ
た
。

御
経
塚
。
地
名
京
塚
の
由
来
の
場
所
。
京
塚
橋
右
岸
挟
付
近
、
道

路
開
通
前
は
塚
状
の
土
盛
り
が
あ
っ
た
。
当
地
は
昔
、
山
崩
れ
が

多
く
て
難
儀
し
、
災
難
防
止
の
願
を
と
、
石
に
経
文
を
書
い
て
埋

め
た
所
。
残
念
だ
が
、
架
橋
時
の
道
路
工
事
で
消
滅
す
る
。

子
守
さ
ん
。
子
育
て
の
神
様
の
た
め
、
お
参
り
は
子
持
ち
の
女
性

が
多
か
っ
た
。
当
地
の
山
口
停
兵
衛
が
勧
請
し
た
社
で
、
旧
二
月

十
八
日
が
祭
日
。
以
前
は
長
野
原
や
赤
岩
か
ら
も
参
拝
に
来
た
。

ハ
パ
の
地
名
は
斜
面
が
急
な
崖
地
形
に
変
わ
る
場
所
に
多
く
あ
る

地
名
。
京
塚
橋
右
岸
に
渡
り
、
最
初
の
右
カ
l
プ
手
前
道
上
が
ハ

パ
地
形
。
付
近
に
は
屋
号
「
ハ
バ
シ
ョ
ウ
」
の
家
も
あ
る
。

O
た
け
っ
ぴ
ら

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
ひ
ら

O
か
ん
の
ん
ど
う

O
す
げ
ん
さ
わ

O
か
ら
さ
わ

O
じ
ゅ
う
さ
ん
ぶ
ち

O
あ
と
み
ぎ
か

O
う
ま
の
り
い
し

O
し
ん
で
ん

O
し
ん
で
ん
ざ
か

O
や
す
み
い
し

O
な
か
だ
ん

小
字
/
久
保
入

(
く
ぽ
い
り
)

O
き
ょ
う
づ
か
か
し
ら

O
ど
う
そ
じ
ん

竹
平
。
竹
の
生
え
て
い
る
斜
面
(
ヒ
ラ
)
。
場
所
は
集
落
の
中
心
を

過
ぎ
、
道
が
左
に
大
カ
ー
ブ
す
る
付
近
。
今
も
竹
が
生
え
て
い
る
。

大
神
宮
。
集
落
の
北
、
伊
勢
神
宮
を
勧
請
し
小
高
い
所
に
租
る
。

平
。
地
形
は
斜
面
。
山
口
盛
雄
宅
裏
付
近
の
耕
地
の
呼
称
。
寛
文

三
年
の
検
地
帳
に
も
記
載
の
地
名
。

観
音
堂
。
集
落
中
程
に
あ
り
、
裏
に
は
石
造
物
が
あ
る
。

菅
ノ
沢
。
子
守
り
さ
ん
付
近

1
観
音
堂
脇
を
通
り
流
れ
る
沢
。

掴
沢
。
普
段
は
水
が
少
な
い
沢
。
菅
ノ
沢
の
南
か
ら
白
砂
川
に
入
る
。

合
流
付
近
は
対
岸
が
突
き
出
た
花
輪
地
形
。
十
三
測
が
あ
る
。

十
三
測
。
白
砂
川
に
潤
沢
が
合
流
す
る
付
近
の
白
砂
川
の
淵
。
昔
、

一
コ
一
歳
の
子
供
水
死
が
地
名
の
由
来
と
い
う
。

後
見
坂
。
水
道
施
設
脇
か
ら
田
代
原
へ
向
か
う
旧
道
入
口
付
近
。

馬
乗
り
石
。
田
代
原
へ
の
旧
道
入
口
付
近
、
左
下
に
砂
防
堰
堤
が

見
え
る
付
近
、
道
の
左
。
馬
に
跨
る
格
好
の
踏
み
台
の
石
で
利
用
。

新
田
。
江
戸
時
代
に
聞
か
れ
た
耕
地
。
田
代
原
へ
の
旧
道
筋
、
今

は
杉
林
。
水
が
湧
く
場
所
。
休
石
の
手
前
で
あ
る
。

新
田
坂
。
ア
ト
ミ
坂
を
過
ぎ
て
、
周
囲
が
針
葉
樹
内
の
坂
道
。

休
石
。
新
田
が
終
わ
っ
た
付
近
の
旧
道
脇
。
畑
仕
事
の
途
次
、
こ

の
石
付
近
で
休
み
、
情
報
交
換
や
世
間
話
を
楽
し
ん
だ
所
。

中
段
。
旧
道
京
塚
、
花
敷
分
岐
の
花
敷
側
に
少
し
行
っ
た
道
下
。

山
中
だ
が
小
平
な
所
で
、
以
前
は
畑
だ
っ
た
。

京
塚
集
落
の
西
方
山
地
。
東
北
は
梨
木
へ
の
旧
道
で
京
塚
、
東
南

で
小
沢
に
、
南
は
細
尾
、
須
立
、
西
は
鍋
割
沢
川
で
梨
木
原
、
沢

の
右
岸
山
地
で
品
木
原
、
西
北
で
田
代
原
、
北
は
旧
信
州
・
草
津

道
で
沢
向
に
接
す
る
。
尾
根
の
東
西
を
京
塚
林
道
が
走
る
。

京
塚
頭
。
花
敷
の
薬
師
堂
付
近
か
ら
品
木
へ
向
か
う
道
筋
の
最
高

地
点
。
信
州
道
と
草
津
道
の
分
岐
で
、
道
標
や
道
祖
神
が
あ
る
。

道
祖
神
。
京
塚
か
ら
の
旧
道
が
、
尾
根
で
右
は
信
州
、
左
は
草
津

へ
と
分
岐
地
点
に
あ
る
道
祖
神
付
近
。
草
津
へ
の
旧
道
は
、
道
祖

神
付
近
か
ら
今
の
林
道
側
に
下
っ
た
が
、
跡
は
消
滅
す
る
。
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O
ほ
り
わ
り

O
な
べ
わ
り

小
字
/
沢
向

(
さ
わ
む
こ
う
)

O
あ
か
ぞ
ろ

O
う
し
ろ
っ
さ
わ

O
き
っ
こ
ぎ
わ
み
ね

O
め
l
っ
た
な

O
お
く
で
っ
た
な

小
字
/
樋
口

(
と
よ
ぐ
ち
)

O
き
っ
こ
ぎ
わ

O
な
な
ま
が
り

O
ふ
た
つ
い
し

O
び
ょ
う
ぶ
い
わ

名

O
い
わ
し
た

地

堀
割
。
鍋
割
り
沢
手
前
、
道
祖
神
付
近
で
信
州
、
草
津
へ
の
旧
道

分
岐
。
堀
割
は
林
道
京
塚
線
か
ら
旧
道
に
向
か
う
途
中
、
尾
根
の

切
り
通
し
形
状
に
因
む
呼
称
。
改
良
道
路
で
開
削
さ
れ
た
。

鍋
割
。
京
塚
頭
の
下
。
窪
を
鍋
割
沢
が
流
れ
る
。
形
状
に
因
む
?

林
道
京
塚
線
が
鍋
割
沢
川
を
渡
る
手
前

1
沢
の
上
流
山
地
。

道
祖
神
で
京
塚
、
南
は
沢
沿
い
で
久
保
入
、
西
は
田
代
原
、

旧
道
で
樋
口
に
接
す
る
。

北 東
はは

京
塚
の
道
祖
神
か
ら
、
右
の
田
代
原
方
向
へ
行
っ
た
道
脇
。
赤
色

の
壁
土
に
因
む
。
日
当
た
り
が
良
く
、
穴
(
室
)
に
野
菜
を
貯
蔵
。

後
沢
。
鍋
割
沢
上
流
の
呼
称
。
京
塚
集
落
の
後
方
の
意
味
。

田
代
か
ら
来
て
、
右
が
京
塚
、
左
が
花
敷
の
分
岐
付
近
の
山
。

前
棚
。
鍋
割
沢
の
久
保
入
橋
を
右
岸
に
渡
り
、
そ
の
先
で
右
に
入
る
。

周
囲
を
固
有
地
に
固
ま
れ
た
耕
地
で
、
棚
状
の
平
地
。

奥
出
棚
。
前
棚
の
奥
の
棚
状
の
平
地
。
固
有
地
に
固
ま
れ
た
耕
地
。

小
分
け
で
運
ば
れ
た
収
穫
物
を
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
運
ん
だ
場
所
。

東
は
京
塚
、
南
は
旧
道
で
沢
向
、
西
は
田
代
原
、
北
は
湯
ノ
上
に

接
す
る
。
地
名
は
沢
が
岩
下
で
落
ち
る
姿
が
樋
の
落
ち
口
に
似
る
。

普
段
は
水
量
が
少
な
い
沢
で
、
田
代
原
か
ら
流
れ
出
し
、
水
が
落

ち
る
樋
口
を
過
ぎ
る
と
キ
ッ
コ
沢
と
呼
び
旧
道
沿
い
に
窪
を
流
れ
、

花
敷
薬
師
堂
の
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
先
で
長
笹
沢
川
に
落
ち
る
付

近
で
は
屋
敷
沢
と
呼
ば
れ
る
。

七
曲
が
り
。
キ
ッ
コ
沢
沿
い
の
曲
折
す
る
急
坂
の
こ
と
。

二
つ
石
。
キ
ツ
コ
沢
沿
い
の
坂
道
の
途
中
に
あ
る
二
つ
の
石
。
こ

こ
は
一
休
み
を
す
る
場
所
だ
っ
た
。

扉
風
岩
。
キ
ツ
コ
沢
の
峯
に
上
る
急
坂
正
面
に
見
え
る
岩
。

付
近
は
尻
焼
や
根
広
集
落
が
見
え
る
場
所
だ
っ
た
。

岩
下
。
キ
ツ
コ
沢
源
流
付
近
。
岩
下
の
日
溜
ま
り
で
、

と
山
菜
が
よ
く
採
れ
る
所
だ
っ
た
。

以
前
、

春
に
な
る

小
字
/
品
木
原

(
し
な
ぎ
は
ら
)

O
う
え
の
は
ら

O
た
か
と
う

O
じ
よ
う
と
く
は
ら

O
う
ば
い
し
さ
わ

O
う
ば
い
し

O
う
ば
い
し
は
ら

O
こ
ぐ
ら
み
ち

O
お
お
や
ち

O
で
ん
じ
ゅ
う
さ
ん

の
お
ね

O
あ
な
ん
た

O
が
ん
や
き

O
み
ず
く
ん
ぱ

O
み
ず
く
ん
ぼ
の
ぶ
ん
き

O
か
そ
う
ば
あ
と

小
字
/
田
代
原

(
た
し
ろ
は
ら
)

北
1
東
北
は
大
久
保
、
東
は
沢
向
、
東
南
は
久
保
入
、
南
端
で
梨
木
、

須
立
、
西
南
で
品
木
、
西

1
西
北
で
田
代
原
に
接
す
る
。

上
ノ
原
。
品
木
原
に
人
が
住
む
以
前
の
呼
称
。
集
落
上
方
の
意
味
。

土
地
の
方
は
車
道
の
田
代
原
分
岐

1
京
塚
道
付
近
と
い
う
。

一、

O
八
二
五
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
付
近
、
品
木
の
採
草
地
。
京

塚
か
ら
林
道
大
カ
1
ブ
を
曲
が
り
、
鍋
割
沢
川
対
岸
に
見
え
る
高
地
。

常
徳
原
。
京
塚
か
ら
の
車
道
が
左
は
品
木
ダ
ム
、
右
は
田
代
原
の

分
岐
付
近
、
旧
道
は
道
上
の
耕
地
一
帯
。

姥
石
沢
。
田
代
原
の
東
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト
跡
北
、
平
地
を
流
れ
小
沢
。

姥
石
。
姥
石
沢
左
岸
に
あ
る
大
石
。
古
い
白
根
信
仰
時
代
に
、
こ

の
先
へ
の
女
人
立
ち
入
り
禁
止
の
結
界
石
と
考
え
ら
れ
る
。

姥
石
原
。
前
記
、
姥
石
周
辺
、
採
草
地
の
原
の
呼
称
。

小
倉
道
。
品
木
か
ら
来
る
小
倉
へ
の
旧
道
筋
、
山
本
宅
付
近
。

大
谷
地
。
山
本
宅
付
近
の
ジ
メ
ジ
メ
し
た
谷
地
。
水
目
だ
っ
た
。

旧
京
塚
道
と
キ
ツ
コ
沢
沿
い
学
校
道
分
岐
付
近
の
尾
根
。
デ
ン
ジ
ユ

ウ
と
い
う
方
に
因
む
地
名
だ
ろ
う
。

京
塚

i
田
代
原
へ
の
道
が
、
キ
ツ
コ
沢
の
峯
を
過
ぎ
た
先
、
道
の

狭
い
岩
場
付
近
。
こ
こ
は
日
溜
ま
り
で
風
も
な
い
格
好
の
休
み
場
。

岩
焼
き
。
旧
道
が
キ
ツ
コ
沢
の
峰
を
過
ぎ
た
狭
い
所
。
岩
を
焼
き

崩
し
て
道
を
聞
い
た
場
所
が
由
来
か
。
ア
ナ
ン
タ
と
ほ
ぼ
同
じ
所
。

水
汲
み
場
。
後
沢
と
別
の
沢
の
合
流
付
近
、
木
橋
や
湧
き
水
が
あ
っ

た
。
旧
小
倉
道
分
岐
近
く
、
出
耕
作
や
採
草
地
の
方
の
水
場
。

水
汲
み
場
の
分
岐
。
水
場
付
近
で
、
品
木

1
小
倉
間
の
道
と
、
京

塚

1
田
代
原
旧
道
が
交
差
し
た
。
小
倉
道
は
尾
根
越
え
で
日
本
曹

達
の
硫
黄
山
跡
を
通
り
行
っ
た
。

火
葬
場
跡
。
堆
肥
置
き
場
の
東
方
。
病
で
死
去
し
た
方
を
火
葬
。

大
正
頃
、
京
塚
集
落
の
出
耕
作
地
が
発
展
し
定
住
集
落
に
な
る
。

東
は
沢
向
、
久
保
入
、
南
は
品
木
原
、
品
木
、
西
沢
、
南
西
は
大

沢
右
岸
山
地
で
草
樟
町
、
西
は
大
訳
、
西
山
、
北
は
南
小
倉
、
根

広
向
、
湯
ノ
上
に
接
す
る
。
高
冷
な
土
地
で
広
大
な
平
地
を
活
か

し
た
専
業
農
家
が
あ
る
。
旧
信
州
道
と
草
津
道
が
分
岐
す
る
。
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説

O
お
お
く
ぼ

総

O
お
お
く
ぼ
か
し
ら

O
び
ょ
う
ほ

O
い
っ
ぽ
ん
ま
つ

0
だ
い
じ
ん
ぐ
う

O
ぶ
ん
ぎ
の
ま
つ

O
あ
っ
ち
お
お
さ
わ

O
う
え
ん
で

1
ら

O
や
ち

O
う
し
ろ
っ
さ
わ

O
お
お
さ
わ

O
ほ
り
ぐ
ち

O
な
か
た
し
ろ

O
み
な
み
き
ど
は
ば

O
じ
ゅ
う
に
さ
ん

小
字
/
西
沢

(
に
し
さ
は
)

O
て
ん
ぐ
や
ま

O
て
ん
ぐ
い
わ

大
久
保
。
以
前
は
小
字
名
だ
っ
た
。
一
本
松
付
近
か
ら
東
に
続
く

長
い
窪
地
。
以
前
は
京
塚
の
方
の
茅
刈
り
場
、
今
は
耕
地
で
あ
る
。

大
久
保
頭
。
一
本
松
付
近
の
西
側
に
続
く
窪
。
以
前
は
田
代
の
方

の
茅
刈
り
場
だ
っ
た
が
、
今
は
耕
地
に
な
る
。
頭
は
窪
の
高
い
所
。

苗
圃
。
ビ
ョ
ウ
フ
と
も
発
音
。
集
落
の
西
の
丘
陵
。
以
前
、
営
林

署
の
苗
木
を
育
て
た
場
所
だ
っ
た
。

一
本
松
。
道
の
目
印
に
な
っ
た
松
。
根
元
の
山
神
石
一
刺
は
、
右
は

京
塚
や
中
之
条
、
左
は
小
倉
や
越
後
を
教
え
る
道
標
を
兼
ね
る
。

大
神
宮
。
田
代
集
落
の
中
央
付
近
、
伊
勢
宮
を
勧
請
し
祭
担
。

分
岐
の
松
。
地
元
の
方
に
親
し
ま
れ
た
松
だ
が
、
製
材
が
購
入
し

反
対
を
受
け
た
が
伐
採
。
根
元
に
あ
る
享
保
年
間
の
大
日
如
来
碑

は
、
右
が
信
州
道
、
左
が
草
津
道
の
道
標
、
交
通
の
要
衝
だ
っ
た
。

分
岐
の
松
や
車
道
四
つ
角
付
近
か
ら
大
沢
川
、
草
津
町
境
付
近
。

上
ノ
平
。
分
岐
の
松
の
東
、
車
道
の
四
つ
角
付
近

1
田
代
原
集
落

聞
の
平
ら
な
耕
地
。

谷
地
。
田
代
原
の
集
落
周
辺
。
以
前
は
谷
地
状
の
場
所
だ
っ
た
。

後
沢
。
山
口
牧
場
の
肥
料
置
き
場
付
近
の
窪
を
流
れ
る
沢
。

大
沢
。
豆
腐
屋
付
近
一
帯
の
呼
称
。

堀
口
。
豆
腐
屋
付
近
の
南
方
に
位
置
す
る
平
な
場
所
。

中
田
代
。
苗
圃
と
山
口
牧
場
の
肥
料
置
き
場
付
近
の
問
、
昔
の
通

学
道
沿
い
の
平
ら
な
所
。

南
木
戸
巾
。
木
戸
巾
の
十
二
様
の
南
斜
面
。

十
二
さ
ん
。
木
戸
巾
の
十
二
様
と
も
。
西
山
林
道
、
ゲ
1
ト
手
前
、

林
道
北
側
の
尾
根
に
祭
記
。
京
塚
、
梨
木
、
田
代
原
、
荷
付
場
集

落
で
祭
記
。
昭
和
三
十
六
年
に
石
一
刺
建
立
。
祭
日
は
五
月
八
日
。

東
は
須
立
、
南
は
諏
訪
ノ
原
、
西
は
草
津
町
境
、
北
は
田
代
原
、

東
北

1
東
で
品
木
に
接
す
る
。
大
沢
川
と
谷
沢
川
合
流
付
近
一
帯
。

天
狗
山
。
湯
川
と
谷
沢
川
に
挟
ま
れ
た
尾
根
。
集
落
前
方
に
あ
っ
た
。

水
没
せ
ず
、
湖
岸
よ
り
見
え
る
。
尾
根
に
天
狗
の
嗣
を
記
る
。

天
狗
岩
。
天
狗
様
の
石
両
付
近
で
、
付
近
は
木
が
生
え
な
い
岩
場
。

O
く
ら
が
さ
か

(
く
だ
り
さ
か
)

O
あ
が
り
あ
げ

O
し
ん
ま
わ
し

O
お
お
で
1
ら

O
に
し
ざ
わ
む
か
い

小
字
/
品
木

(
し
な
、
ぎ
)

O
し
た
よ
こ
て

O
う
わ
よ
こ
て

O
せ
ん
し
た

O
か
み
の
き

O
く
ぼ
い
り

コ
よ
冶
く
ま
ミ
ヲ

f
l」

f
カ
f

、I
L
rノ

O
う
わ
て

O
し
も
て

O
た
つ
い
し

O
く
る
ま
ざ
か

O
か
ん
の
ん
さ
ん

O
じ
ん
の
う
え

O
じ
ん
の
さ
わ

O
ご
う
ろ

下
り
坂
の
意
味
か
。
草
津
へ
行
く
入
山
衆
は
急
な
ク
ラ
ラ
(
下
り
)

で
大
変
だ
と
言
っ
た
。
天
狗
山
と
湯
沢
の
聞
を
走
る
旧
道
の
坂
。

上
が
り
上
げ
。
急
坂
の
終
点
、
大
権
が
あ
り
草
津
原
に
な
る
。

新
回
し
。
上
が
り
上
げ
の
急
坂
の
迂
回
道
、
富
士
氏
が
整
備
。

大
平
。
谷
沢
川
沿
い
の
平
地
。
以
前
は
畑
地
だ
が
、
今
は
山
林
。

西
沢
向
。
谷
沢
川
右
岸
、
大
平
の
対
岸
付
近
。
平
地
で
前
は
畑
地
。

品
木
ダ
ム

1
上
州
湯
ノ
湖
付
近
。
東
は
須
立
、
南
は
湯
川
、
大
沢

川
で
西
沢
、
北
西
は
田
代
原
、
北
東
は
品
木
原
に
接
す
る
。
水
没

前
は
十
数
戸
の
集
落
、
分
校
も
あ
っ
た
。
ダ
ム
完
成
後
、
住
民
は

品
木
原
、
草
津
原
、
諏
訪
原
等
周
辺
に
移
っ
た
。
信
濃
の
シ
ナ
と

同
じ
、
シ
ナ
の
木
に
由
来
の
地
名
。

下
横
手
。
品
木
集
落
か
ら
諏
訪
ノ
原
へ
の
旧
道
筋
、
直
線
状
の
道
。

上
横
手
。
旧
道
の
下
横
手
の
先
、
急
カ

l
ブ
が
終
わ
っ
た
先
の
直

線
状
の
道
。
こ
の
先
、
馬
頭
観
音
の
所
を
過
ぎ
る
と
諏
訪
ノ
原
。

仙
下
。
湯
の
湖
に
諏
訪
原
か
ら
注
ぎ
込
む
滝
の
下
。
今
の
砂
防
ダ

ム
の
付
近
、
橋
の
下
に
な
る
。

神
ノ
木
。
品
木
集
落
上
手
か
ら
田
代
原
へ
の
旧
道
筋
、
急
な
谷
間

沿
い
の
呼
称
。
坂
が
終
わ
る
と
品
木
の
十
二
様
石
一
刷
に
な
る
。
信

仰
由
来
を
思
わ
せ
る
地
名
だ
が
、
周
囲
の
木
は
伐
採
し
た
と
い
う
。

窪
入
り
。
神
ノ
木
の
あ
っ
た
沢
の
呼
称
。
窪
の
奥
の
意
味
。

中
窪
入
。
品
木
か
ら
田
代
原
へ
向
か
う
旧
道
に
入
り
、
右
か
ら
小

沢
が
流
れ
る
最
初
の
窪
。
窪
に
は
枝
道
が
入
っ
た
。

上
手
。
品
木
集
落
の
上
方
、
高
い
場
所
。

下
手
。
品
木
集
落
の
下
方
。
学
校
や
水
車
周
辺
。

立
石
。
谷
沢
川
沿
い
、
下
の
平
上
方
。
大
き
な
立
っ
た
石
の
呼
称
。

車
坂
。
谷
沢
川
沿
い
、
集
落
の
共
同
水
車
付
近
の
坂
。

観
音
さ
ん
。
百
八
十
八
観
音
一
帯
の
通
称
。

百
八
十
八
観
音
付
近
一
帯
。

百
八
十
八
観
音
の
東
下
を
流
れ
る
沢
。

谷
沢
川
の
橋
の
上
流
、
右
岸
崖
下
、
崩
壊
地
で
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し

て
い
た
。
石
の
多
い
崩
壊
地
の
典
型
。
箱
根
の
強
羅
温
泉
は
好
例
。

50 



名地

O
や
の
し
た

O
く
ぞ
ば
だ
い
ら

O
さ
さ
、
び
ら

O
せ
ん
し
た

O
お
り
ん
が
せ
ん

O
し
た
の
た
い
ら

O
ど
ぱ
し

O
え
り
い

小
宰
/
須
立

(
す
だ
て
)

O
す
だ
て
わ
か
さ
れ

O
こ
す
だ
て

O
み
ず
な
し

O
が
に
ぎ
わ

O
う
え
の
は
ら

O
く
ぞ
ば
た
い
ら

小
字
/
梨
木
原

(
な
し
ぎ
は
ら
)

O
は
ら
ぎ
か

谷
ノ
下
。
大
沢
左
岸
で
、
対
岸
は
ゴ
ウ
ロ
。
大
沢
川
左
岸
沿
い
上

流
は
岩
場
が
続
い
て
い
る
。
ダ
ム
湖
終
点
付
近
か
ら
奥
に
な
る
。

葛
葉
平
。
谷
ノ
下
の
始
ま
る
付
近
、
馬
の
飼
料
の
葛
葉
の
多
い
平
。

笹
平
。
大
沢
川
左
岸
の
岩
場
沿
い
。
付
近
は
熊
笹
が
茂
り
、
豊
富

な
湧
き
水
が
あ
る
。
山
根
魚
が
棲
み
、
以
前
は
山
葵
を
栽
培
し
た
。

仙
下
。
大
沢
川
沿
い
、
笹
平
と
オ
リ
ン
が
仙
の
滝
の
問
、
川
原
。

笹
平
か
ら
一
キ
ロ
程
上
流
の
大
沢
川
に
落
ち
る
滝
。
高
さ
一
五
メ
ー

ト
ル
程
、
滝
の
下
ま
で
は
品
木
の
方
の
生
活
園
。
滝
は
人
名
か
?

下
の
平
。
大
沢
川
と
谷
沢
川
合
流
付
近
下
方
。
水
田
が
あ
っ
た
。

土
橋
。
ジ
ン
の
沢
に
架
か
る
橋
。
旧
道
梨
木
道
と
京
塚
道
が
分
岐
。

土
橋
の
先
、
日
間
木
の
民
有
地
が
終
わ
る
付
近
の
道
の
右
側
。

品
木
ダ
ム
下
流
、
湯
川
沿
い
の
両
岸
山
地
。
東
北
は
梨
木
原
、
久

保
入
、
東
は
梨
木
原
、
東
南

1
南
は
梨
木
、
西
は
西
沢
、
品
木
、

北
は
品
木
原
、
梨
木
原
に
接
す
る
。

須
立
分
岐
。
梨
木

1
品
木
へ
の
旧
道
の
、
須
立
方
面
へ
の
分
岐
。

古
須
立
。
品
木
と
梨
木
聞
の
旧
道
か
ら
分
岐
し
、
須
立
の
民
家
跡

に
下
る
途
中
、
畑
が
あ
っ
た
。
昔
、
集
落
の
前
身
が
あ
っ
た
所
か
。

水
無
。
①
古
須
立
へ
下
る
道
で
、
右
(
西
)
側
を
流
れ
る
沢
。
伏
流
か
。

②
古
須
立
対
岸
、
ク
ゾ
(
葛
)
場
平
の
上
方
。
今
は
山
林
。
地
名

と
異
な
り
、
山
葵
栽
培
を
す
る
な
ど
、
水
は
あ
っ
た
。

蟹
沢
。
ガ
ン
沢
と
も
。
須
立
に
下
る
途
中
で
、
蟹
が
多
く
い
た
沢
。

上
ノ
原
。
梨
木

1
品
木
を
結
ぶ
旧
道
上
一
帯
。
今
の
品
木
原
。

葛
葉
平
。
須
立
の
民
家
跡
の
対
岸
、
山
林
。
葛
が
多
か
っ
た
所
。

梨
木
集
落
の
北
方
、
以
前
は
採
草
地
だ
っ
た
。
鍋
割
沢
川
右
岸
で

南
北
に
分
割
。
東
は
鍋
割
沢
川
で
久
保
入
、
細
尾
、
南
は
梨
木
、

西
は
須
立
、
西
北
は
品
木
原
、
北
は
久
保
入
に
接
す
る
。
旧
道
の

京
塚
分
岐
か
ら
品
木
原
へ
の
道
上

1
鍋
割
沢
付
近
に
至
る
。

原
坂
。
京
塚
分
岐
よ
り
品
木
原
、
小
倉
へ
の
坂
。
採
草
地
の
原
。

小
字
/
梨
木

(
な
し
ぎ
)
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湯
川
が
白
砂
川
に
合
流
手
前
左
岸
、
集
落
や
耕
地
は
南
面
緩
斜
面
。

東
北
は
鍋
割
沢
川
で
細
尾
、
東
は
白
砂
川
で
向
山
、
南
は
湯
川
で

荷
附
場
、
南
西
は
諏
訪
の
原
、
西

1
西
北
は
須
立
、
北
は
梨
木
原

に
接
す
る
。
集
落
の
北
で
旧
道
が
草
津
、
京
塚
、
小
倉
に
分
岐
。

O
う
つ
う
さ
わ
一
烏
通
沢
。
荷
付
場
境
、
草
津
か
ら
流
れ
る
湯
川
の
梨
木
付
近
で
の

一
呼
称
。
地
溝
状
の
狭
い
谷
の
「
う
つ
(
空
洞
)
」
に
連
な
る
語
源
か
。

O
ふ
る
や
し
き
一
古
屋
敷
。
山
本
宅
北
東
の
呼
称
。
今
は
畑
だ
が
屋
敷
跡
だ
ろ
う
。

O
な
か
だ
い
ら
一
中
平
。
梨
木
集
落
入
口
の
北
方
、
道
沿
い
の
平
な
場
所
。

O
は
し
の
う
え
一
橋
の
上
。
梨
木
集
落
入
口
付
近
。
以
前
、
対
岸
の
採
草
地
や
応
徳
、

一
湯
の
平
温
泉
へ
連
絡
す
る
橋
が
あ
っ
た
。
そ
の
橋
の
上
に
あ
た
る
。

O
た
つ
わ
り
一
集
落
の
西
、
周
囲
は
耕
地
、
墓
地
脇
の
お
堂
周
辺
。
耕
地
が
直
線

一
的
な
区
割
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

O
う
ま
ま
わ
り
一
馬
廻
。
お
堂
付
近
の
平
な
場
所
の
呼
称
。

O
や
ま
ね
一
山
根
。
旧
道
は
尾
根
に
通
じ
る
が
、
上
り
口
の
山
際
。
畑
で
あ
る
。

O
き
ょ
う
づ
か
ぶ
ん
き
一
京
塚
分
岐
、
三
方
辻
。
旧
道
は
梨
木
か
ら
尾
根
に
上
り
、
北
端
で

一
三
方
に
分
岐
。
馬
頭
観
音
の
道
標
は
、
右
が
京
塚
、
中
が
小
倉
、

一
左
が
草
津
を
教
え
て
い
た
が
、
観
音
像
は
近
年
行
方
が
不
明
。

O
さ
ん
ぼ
う
つ
じ
一
三
方
辻
。
左
と
同
じ
右
は
京
塚
、
中
は
小
倉
、
左
は
草
津
道
の
辻

o

a
:
'
|
|

一
梨
木
集
落
対
岸
一
帯
の
山
、
梨
木
の
採
草
地
だ
っ
た
。
東
北

1
東

小

字

/

向

山

一

J
J
¥
U
-
J
，J
J
.
-

一J
u
j
u
-
J
，h
h
一一
¥
J
l
;
[
j
〓
円
l

一ー ι

J
f
d
|
|
v
j

一
は
山
地
で
菅
川
、
東
南
は
小
森
口
、
南
は
応
徳
、
西
は
白
砂
川
で

(
む
け
え
や
ま
)
一
!
パ
人
十
ぺ
L

Y

-

-

し
L

j

い(一一

1

3

-

J

;

ー

-

4

d

;

1

1

4

W

一
梨
木
、
荷
付
場
、
大
木
平
に
接
す
る
。

h
-
:

・
:
・
ム
・
一
草
津
と
野
反
へ
の
国
道
分
岐
付
近
。
東
は
河
岸
段
丘
面
の
耕
地

t

小

字

/

大

木

平

一

一

¥
i
・v

・-，

J
J
t
J
パ
パ
ソ
J
J
J
¥
i
l
l
-
ハ
リ
・
〓
ト
;
い

ii

、

J
f
f
¥
;
-
一
一
西
は
諏
訪
の
原
境
の
山
地
。
東
は
白
砂
川
で
向
山
、
応
徳
、
南
は

(
お
お
き
だ
い
ら
)
一
一
'
'
し
:

J

I

B

-

一し
-
f
!
じ

J

一:「
-
-
f
l
i
-
-
z
:
1
3
i
j
d
l

'

;

;

;

1

一
足
倉
、
西
端
は
諏
訪
の
原
、
北
は
荷
付
場
に
接
す
る
。

大
境
。
国
道
東
側
の
大
木
平
耕
地
中
央
に
熊
野
の
社
に
向
か
う
道

が
走
り
、
耕
地
を
南
北
に
一
一
分
す
る
。
昔
、
南
側
は
当
地
に
住
ん

で
い
た
湯
本
氏
が
所
有
し
、
北
側
は
荷
付
場
の
方
が
持
っ
て
い
た
。

土
地
を
二
分
す
る
境
道
の
呼
称
。
今
は
荷
付
場
の
方
が
全
て
所
有
。

熊
野
さ
ん
。
大
木
平
の
東
端
、
熊
野
神
社
を
勧
請
。

応
徳
屋
敷
。
熊
野
社
の
花
敷
寄
り
に
あ
る
畑
。
応
徳
温
泉
を
開
発

し
た
山
田
氏
の
屋
敷
跡
。

O
お
お
さ
か
い

O
く
ま
の
さ
ん

O
お
う
ど
く
や
し
き



説

O
し
ち
べ
い
や
し
き

総

O
し
ち
ベ
い
い
な
り

5宅
けら
ば日

場

O
し
た
の
じ
ゅ
う
に

O
か
ん
の
ん
さ
ん

。
〉
つ
え
の
じ
ゅ
〉
つ
に

O
わ
か
み
や
さ
ん

O
こ
や
す
さ
ん

O
さ
が
り

O
ど
う
う
ら

O
お
お
い
し

O
た
の
し
り

O
や
し
き
の
は
ば

O
く
る
ま
ざ
わ

O
う
つ
う
さ
わ

O
し
ん
か
い
ば
し

O
み
ず
か
け

O
が
ん
ざ
わ

O
み
ず
な
し

七
兵
衛
屋
敷
。
分
岐
を
草
津
側
五

0
メ
ー
ト
ル
先
カ
l
ブ
右
下
の
竹
薮
。

こ
の
土
地
に
定
住
し
た
先
祖
様
の
屋
敷
跡
。
向
か
い
に
嗣
が
あ
る
。

七
兵
衛
稲
荷
。
屋
敷
跡
の
向
か
い
側
道
上
に
あ
る
木
製
の
帽
。

集
落
周
辺
一
帯
。
北

1
東
北
は
湯
川
で
梨
木
、
東
は
白
砂
川
で
向
山
、

南
は
足
倉
、
西
は
諏
訪
ノ
原
に
接
す
る
。
古
く
か
ら
草
津
と
経
済

的
な
結
び
つ
き
が
強
い
。
草
津
へ
向
か
う
急
坂
に
備
え
、
馬
荷
を

付
替
え
た
所
に
由
来
か
。
ニ
ン
パ
(
荷
場
)
も
同
じ
意
味
。

下
の
十
二
。
旧
道
は
簡
易
水
道
上
で
国
道
を
横
切
る
が
、
そ
の
上

の
旧
道
沿
い
に
租
っ
た
山
神
十
二
。
昔
の
休
息
や
待
ち
合
わ
せ
場
。

観
音
様
。
上
下
の
十
二
様
聞
の
旧
道
脇
。
鉄
塔
入
口
の
馬
頭
観
音
で
、

左
は
草
津
、
右
は
山
道
の
道
標
。
右
は
ミ
ズ
ナ
シ
へ
通
じ
る
。

上
の
十
二
。
旧
道
が
鉄
塔
脇
を
過
ぎ
、
国
道
交
差
地
点
の
下
の
山

際
に
、
中
沢
氏
が
建
て
た
十
二
様
が
あ
る
。
休
息
場
だ
っ
た
。

若
宮
さ
ん
。
当
地
に
定
住
し
た
先
祖
の
落
人
を
租
っ
た
と
い
う
桐
。

集
落
を
見
下
ろ
す
西
の
山
腹
、
木
の
嗣
や
天
神
様
の
石
碑
も
あ
る
。

子
安
さ
ん
。
寅
さ
ん
バ
ス
停
付
近
、
左
の
旧
道
に
入
る
と
、
社
が

あ
る
。
子
安
神
社
は
、
今
も
当
地
の
方
々
に
大
切
に
守
ら
れ
る
。

下
が
り
。
お
堂
裏
の
畑
。
集
落
下
手
。
堂
裏
、
田
ノ
尻
と
混
じ
る
。

堂
裏
。
観
音
堂
裏
側
一
帯
の
呼
称
。
耕
地
が
多
い
。

大
石
。
観
音
堂
と
集
落
の
問
、
旧
道
脇
に
あ
る
大
石
の
呼
称
。

田
ノ
尻
。
国
道
上
の
耕
地
。
古
老
は
当
地
に
水
田
は
な
く
、
周
囲

を
河
川
に
固
ま
れ
た
地
形
で
、
棚
の
尻
が
田
ノ
尻
に
転
説
と
い
う
。

屋
敷
の
ハ
パ
。
集
落
の
北
側
一
帯
。
ハ
パ
は
崖
、
傾
斜
地
の
呼
称
。

車
沢
。
集
落
前
の
沢
の
別
称
。
以
前
、
水
車
が
三
台
程
あ
っ
た
。

集
落
前
を
流
れ
る
沢
。
ウ
ツ
ウ
は
山
中
の
寂
し
い
所
の
地
名
。

新
聞
橋
。
今
の
国
道
の
前
身
、
県
道
開
通
当
時
、
集
落
前
の
沢
に

架
け
た
橋
の
名
称
。
当
時
の
文
書
は
ウ
ツ
ウ
沢
に
架
設
と
あ
る
。

ウ
ツ
ウ
沢
の
水
を
集
落
に
取
水
す
る
場
所
。
簡
易
水
道
以
前
は
飲

み
水
で
利
用
し
た
。
今
は
水
質
の
心
配
も
あ
り
利
用
し
な
い
。

蟹
沢
。
集
落
前
を
流
れ
る
沢
上
流
、
昔
は
沢
ガ
ニ
が
多
く
採
れ
た
。

草
津
へ
の
国
道
の
中
程
付
近
、
右
に
須
立
方
面
へ
の
林
道
、
ゲ
l
ト

が
見
え
る
付
近
一
帯
。
水
の
多
い
場
所
と
い
う
。

O
さ
わ
い
り

O
う
っ
こ
し

小
字
/
諏
訪
の
原

(
す
は
の
は
ら
)

O
に
ほ
ん
ま
つ

O
す
わ
じ
ん
じ
ゃ

O
み
ず
の
く
ぼ

小
字
/
足
倉

(
あ
し
く
ら
)

O
か
ん
す
け
お
と
し

O
さ
く
ら
ざ
わ

O
ど
く
み
ず
の
さ
わ

小
字
/
応
徳

(
お
う
ど
く
)

沢
入
。
集
落
の
前
を
流
れ
る
沢
の
上
流
。
意
味
は
沢
の
奥
。
力
自

慢
の
弥
藤
五
郎
が
抱
え
た
石
を
捨
て
た
大
石
が
あ
る
と
い
う
。

打
越
。
沢
入
の
奥
の
呼
称
。
地
名
か
ら
尾
根
越
え
の
場
所
か
。

諏
訪
神
社
付
近
一
帯
、
耕
地
も
多
い
。
東

1
南
は
荷
付
場
、
南
端

は
足
倉
、
西
は
草
津
町
境
、
北
は
西
沢
、
梨
木
に
接
す
る
。
ダ
ム

竣
工
後
、
品
木
の
方
が
移
る
。
入
山
の
鎮
守
諏
訪
神
社
が
あ
る
。

二
本
松
。
荷
付
場
か
ら
の
旧
道
坂
道
が
終
わ
っ
た
付
近
の
尾
根
。

旧
道
跡
は
今
は
笹
薮
。
入
山
の
伝
説
、
右
近
と
左
近
に
因
む
老
松
。

諏
訪
神
社
。
明
治
六
年
に
入
山
村
の
村
社
、
同
十
二
年
に
は
火
災

に
遭
う
が
再
建
。
同
四
十
四
年
に
は
入
山
地
内
の
白
根
神
社
二
座
、

伊
勢
宮
四
座
、
諏
訪
神
社
、
赤
城
神
社
等
を
合
杷
し
た
。

水
の
窪
。
諏
訪
神
社
境
内
に
あ
る
水
の
湧
く
窪
。
今
も
湧
き
水
は

諏
訪
神
社
で
利
用
す
る
。

国
道
脇
の
中
村
自
工
付
近

1
西
奥
山
地
。
東
は
白
砂
川
で
応
徳
、

南
は
大
字
小
雨
、
西
端
は
諏
訪
ノ
原
、
北
は
大
木
平
に
接
す
る
。

地
名
は
ア
シ
U

霞
、
ク
ラ
H

岩
場
の
意
味
か
。

勘
助
落
と
し
。
湯
の
平
温
泉
入
口
の
先
、
国
道
上
の
旧
道
難
所
。

眼
下
に
湯
の
平
温
泉
一
望
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹
き
付
け
上
方
、
目

の
怯
む
よ
う
な
岩
場
。
入
山
の
方
が
墜
落
死
を
し
た
所
。

桜
沢
。
修
理
工
場
前
の
沢
の
名
称
。
以
前
、
沢
沿
い
に
山
桜
が
多

く
咲
い
て
い
た
と
い
う
。

毒
水
の
沢
。
修
理
工
場
裏
を
流
れ
る
沢
。
白
砂
川
合
流
部
の
対
岸

は
応
徳
温
泉
源
泉
。
沢
水
が
温
泉
を
感
じ
さ
せ
る
白
濁
し
た
沢
に

な
る
。
飲
む
の
に
は
時
晴
晴
す
る
水
で
毒
水
と
名
付
け
た
か
。

湯
の
平
温
泉
周
辺
。
東
は
小
森
口
、
南
は
大
字
生
須
、
西
は
白
砂

川
で
足
倉
、
大
木
平
、
北
は
向
山
に
接
す
る
。
白
砂
川
河
床
に
あ
っ

た
応
徳
温
泉
は
流
失
、
今
は
道
の
駅
に
引
湯
し
、
応
徳
温
泉
く
つ

ろ
ぎ
湯
で
利
用
す
る
。
年
配
の
方
は
オ
ウ
ド
ク
と
発
音
す
る
。

効
能
大
H

応
毒
を
、
佳
宇
の
応
徳
に
し
た
の
か
。
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O
ぬ
く
い
く
ぽ

O
た
る
ざ
わ

O
と
ち
ぎ
さ
わ

小
字
/
小
森
口

(
ヲ
」
も
り
く
ち
)

温
い
窪
。
マ
ラ
石
峠
を
越
え
た
中
腹
を
通
る
平
ら
な
道
沿
い
、
日

当
た
り
の
良
い
場
所
で
あ
る
。

樽
沢
。
応
徳
温
泉
の
源
泉
の
一

O
O
M程
下
流
、
白
砂
川
左
岸
に
合
流
。

栃
木
沢
。
湯
の
平
温
泉
一

O
O
M程
下
流
で
白
砂
川
左
岸
に
合
流
。

東
は
旧
暮
坂
道
の
南
、
北
は
尾
根
境
。
南
は
旧
暮
坂
牧
場
続
き
の

尾
根
境
。
東
は
旧
町
境
。
西
は
湯
の
平
温
泉
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
の
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
っ
た
地
点
。
小
森
口
国
有
林
時
代
は
、

駒
ケ
沢
ダ
ム
付
近
ま
で
含
む
。
暮
坂
牧
場
後
、
名
称
が
暮
坂
に
。

O
ち
ょ
う
ち
ん
ざ
か

O
こ
も
り
ぐ
ち
が
わ

O
う
え
の
や
ち

0
と
う
げ
の
や
ち

O
お
お
や
ち

O
た
か
ま
っ
さ
わ

O
お
し
が
は
し

名

O
め
お
と
ば
し

O
わ
ら
び
ば
し

O
ぜ
ん
ま
い
ぱ
し

O
こ
ま
よ
せ
ば
し

O
あ
と
ざ
か
ぱ
し

O
や
し
き
ぱ
し

O
く
れ
さ
か
ば
し

O
か
し
わ
ぎ
だ
い
ら

O
ほ
て
い
ざ
わ
ば
し

地

提
灯
坂
。
沢
渡
や
長
野
原
へ
馬
を
牽
き
通
う
方
が
、
夜
が
明
け
て

木
の
洞
や
枝
に
提
灯
を
保
管
し
、
帰
路
も
暗
く
な
る
と
利
用
し
た
。

一
点
に
特
定
で
き
な
い
が
、
後
坂

1
暮
坂
峠
付
近
。
歴
史
的
呼
称
。

小
森
口
川
。
明
治
四
十
三
年
の
村
誌
は
、
駒
ケ
沢
川
を
こ
の
名
で

記
し
て
い
る
。
一
帯
の
国
有
林
は
小
森
口
国
有
林
と
呼
ば
れ
る
。

上
の
谷
地
。
御
師
ノ
沢
沿
い
の
谷
地
。
下
方
に
下
の
谷
地
が
あ
る
。

峠
の
谷
地
。
暮
坂
峠
駐
車
場
下
。
飲
料
水
を
取
る
。
ヤ
チ
H
湿
地
。

大
谷
地
。
神
代
牧
場
牛
舎
上
の
谷
地
。
飲
料
水
の
水
源
。

高
間
沢
。
畜
産
団
地
、
上
の
牛
舎
と
下
の
牛
舎
の
聞
を
流
れ
る
沢
。

昔
、
沢
筋
を
高
間
新
道
が
走
り
一
番
低
い
尾
根
を
越
え
、
高
聞
の

大
黒
様
付
近
で
合
流
す
る
。

御
師
ヶ
橋
。
旧
県
道
と
旧
暮
坂
峠
か
ら
の
道
が
峠
の
西
で
合
流
し
、

沢
を
渡
る
場
所
。
御
師
殺
害
事
件
の
話
や
木
の
桐
も
あ
っ
た
。

夫
婦
橋
。
県
道
か
ら
見
る
と
、
二
ケ
所
が
落
ち
て
い
る
所
。

蕨
橋
。
県
道
と
旧
道
が
分
岐
す
る
埋
め
士
の
丘
付
近
。

額
橋
。
旧
県
道
が
駒
ケ
沢
を
渡
る
所
。

駒
寄
橋
。
暮
坂
集
落
東
端
空
家
東
の
カ

1
ブ
、
駒
ヶ
沢
を
渡
る
。

後
坂
橋
。
直
売
庖
と
道
標
が
あ
る
旧
道
入
口
、
東
側
の
沢
。

屋
敷
橋
。
花
楽
の
里
付
近
に
あ
っ
た
橋
。

暮
坂
橋
。
花
楽
の
里
の
西
で
、
駒
ヶ
沢
を
渡
っ
た
橋
。

柏
木
平
。
十
二
の
森
東
南
、
道
上
の
耕
地
。
柏
の
木
が
多
か
っ
た
。

布
袋
沢
橋
。
旧
県
道
は
駒
ヶ
沢
左
岸
で
、
布
袋
沢
に
架
け
た
橋
。

O
じ
ゅ
う
に
の
も
り

O
じ
ゅ
う
に
ば
し

O
お
お
は
し

O
ま
つ
の
き
だ
い
ら

O
お
お
に
た
ば
ら

O
や
し
き
の
た
い
ら

O
ひ
の
ま
え
と
う
げ

O
ま
ら
い
し
と
う
げ

O
ほ
て
い
さ
わ

O
な
し
の
き
さ
わ

O
よ
っ
た
り
さ
わ

O
あ
と
ざ
か

O
あ
と
ざ
か
と
う
げ

O
し
よ
う
じ
い
わ

O
た
か
ま
し
ん
ど
う

O
か
わ
な
か
し
ん
ど
う

O
し
ん
み
ち

十
二
ノ
森
。
町
天
然
記
念
物
大
楢
の
所
。
山
神
十
二
の
石
桐
あ
り
。

十
二
橋
。
今
の
十
二
橋
と
異
な
る
。
橋
を
渡
る
手
前
が
十
二
の
森
。

大
橋
。
昔
の
県
道
は
駒
ケ
沢
左
岸
を
走
り
、
牧
水
歌
碑
の
あ
る
湯

の
平
温
泉
口
手
前
の
橋
。
こ
こ
で
沢
を
渡
り
今
の
県
道
に
合
流
。

松
の
木
平
。
釣
り
堀
付
近
の
十
二
の
森
付
近
の
古
称
。

熊
川
宅
南
の
湿
地
。
ニ
タ
は
沢
筋
な
ど
の
ジ
メ
ジ
メ
し
た
所
。

屋
敷
の
平
。
花
楽
の
里
付
近
、
昔
は
桑
や
屋
敷
跡
の
段
が
あ
っ
た
。

日
ノ
前
峠
。
湯
の
平
側
へ
水
を
引
い
た
堰
跡
付
近
。
荷
付
場
や
梨

木
側
で
は
、
朝
日
が
い
ち
早
く
上
が
る
尾
根
の
前
方
に
あ
る
峠
。

湯
の
平
温
泉
へ
の
歩
道
の
峠
。
以
前
、
男
性
器
状
の
石
が
道
沿
い

に
突
き
出
て
い
た
と
い
う
。
今
は
沢
に
落
ち
見
え
な
い
。
応
徳
境
。

布
袋
沢
。
江
戸
時
代
、
入
山
と
赤
岩
で
境
界
争
い
が
あ
っ
た
。
布

袋
沢
を
赤
岩
側
で
境
と
主
張
し
た
。
十
二
の
森
の
東
。

梨
の
木
沢
。
赤
岩
と
入
山
の
抗
争
で
、
入
山
側
が
主
張
し
た
境
。

十
二
の
森
を
過
ぎ
た
カ
l
ブ
付
近
の
沢
。

四
人
沢
。
境
界
争
い
は
入
山
側
が
勝
利
。
勝
訴
の
勢
い
で
、
こ
の

沢
が
新
し
い
境
界
に
な
る
。
鍛
治
屋
敷
手
前
の
大
カ
!
プ
の
沢
。

後
坂
。
暮
坂
か
ら
旧
道
に
入
り
、
尾
根
ま
で
の
曲
折
す
る
坂
道
。

付
近
一
帯
に
提
灯
坂
の
異
名
も
あ
る
。

後
坂
峠
。
後
坂
を
上
り
上
げ
た
峠
。
峠
道
に
あ
っ
た
石
造
物
は
材

木
運
搬
車
の
邪
魔
等
で
、
今
は
馬
頭
観
音
一
基
が
残
る
の
み
。

障
子
岩
。
花
楽
の
里
北
方
で
、
西
向
き
側
が
崖
。
障
子
状
の
崖
か
。

高
間
新
道
。
高
間
沢
の
峠
寄
り
の
沢
を
上
り
、
一
番
低
い
尾
根
を

越
え
た
道
。
高
聞
大
黒
の
岩
付
近
で
メ
イ
ン
の
道
に
合
流
し
、
高

間
牧
場
管
理
棟
付
近
に
出
た
新
道
。

川
中
新
道
。
暮
坂
峠
と
百
番
観
音
の
中
間
程
の
低
い
尾
根
を
越
え
、

窪
か
ら
町
境
付
近
の
尾
根
沿
い
を
通
り
、
牧
場
入
口
前
か
ら
粟
窪

に
通
じ
る
。
中
室
方
面
で
聞
く
川
中
新
道
と
は
遣
う
。
尾
根
治
い

道
に
百
番
観
音
配
置
。
川
中
入
口
の
道
標
に
記
す
草
津
新
道
か
。

新
道
。
花
楽
里
付
近
か
ら
世
立
方
向
に
抜
け
る
道
。
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説総

小
字
/
菅
川

(
す
け
が
わ
)

O
す
け
が
わ
や
ま

R会
ょ;ζ
也市

O
で
ん
ぽ
ら

O
し
ん
み
ち

O
さ
く
ら
く
ぽ

小
字
/
葡
萄
道

(
ぶ
ど
う
み
ち
)

O
お
う
ち
く
と
う
げ

O
し
ん
く
れ
き
か
と
う
げ

小
字
/
熊
ノ
津

(
く
ま
の
さ
わ
)

O
く
ま
な
ん
ざ
わ

O
お
う
ち
く
さ
わ

小
字
/
村
泰

(
む
ら
ま
つ
)

吾
石
見
寄
工
場
対
岸
付
近
、
人
家
の
な
い
山
地
。
東
は
灰
川
、
南

は
小
森
口
、
西
は
菅
川
、
西
は
向
山
、
北
は
白
砂
川
で
細
尾
。

助
川
山
。
見
寄
集
落
の
南
、
助
沢
の
南
側
の
斜
面
や
尾
根
一
帯
。

古
老
は
へ
イ
ガ
ツ
パ
と
呼
び
、
場
所
は
後
坂
峠
ら
見
寄
分
岐
、
横

手
の
ヒ
ラ
(
斜
面
)
。
白
砂
川
に
向
か
う
斜
面
。
見
寄
の
採
草
地
も

あ
っ
た
。
東
は
小
前
、
東
南
端
で
葡
萄
道
、
南
は
小
森
口
、
西
は
菅
川
、

北
西
端
は
白
砂
川
で
細
尾
、
川
向
、
北
は
見
寄
、
井
戸
入
。

見
寄
東
南
。
助
川
山
の
東
続
き
の
山
。
法
螺
吹
き
の
炭
焼
き
の
名
。

新
道
。
牧
水
が
通
っ
た
旧
道
で
、
そ
れ
以
前
は
キ
ャ
ニ
オ
ン
対
岸

尾
根
の
オ
ツ
ウ
坂
を
上
り
、
見
寄
分
岐
付
近
に
出
る
道
が
古
道
か
。

桜
窪
。
見
寄
採
草
地
か
ら
花
楽
里
方
面
へ
の
道
沿
い
の
窪
。

暮
坂
峠
の
西
、
後
沢
入
口
直
売
所
東
側
一
帯
に
あ
る
国
有
林
の
呼
称
。

町
道
引
沼
暮
坂
線
の
最
高
地
点
に
あ
る
峠
。
古
老
は
昭
和
十
二

1

十
三
年
頃
、
営
林
署
で
歩
道
を
造
り
、
後
に
林
道
に
拡
幅
し
た
と
語
る
。

新
暮
坂
峠
。
『
上
越
の
山
』
の
地
図
に
載
る
。
古
老
は
八
石
沢
奥
か

ら
尾
根
越
え
で
大
岩
不
動
の
祭
日
に
は
行
っ
た
と
い
う
道
の
鞍
部
。

八
穀
沢
上
流
部
一
帯
。

る
山
道
付
近
が
東
端
。

国
有
林
十
林
班
。
昔
の
大
岩
不
動
に
抜
け

八
穀
沢
上
流
部
の
呼
称
。
大
正
十
年
刊
『
山
に
忘
れ
た
パ
イ
プ
』

の
地
図
も
こ
の
地
名
を
使
用
。
熊
の
沢
の
発
音
が
転
説
し
た
。

中
山
間
事
業
建
物
付
近
、
右
(
南
)
か
ら
八
石
沢
に
入
る
沢
。

八
石
沢
の
上
流
一
帯
で
、
北
は
松
岩
山
に
連
な
る
。

林
は
八
穀
を
含
み
十
一
一
林
班
と
呼
ん
で
い
た
。

以
前
、

固
有

ま小
字つ

い/

石室

O
よ
も
ぎ

O
ま
つ
い
わ

O
ほ
う
だ
い

小
字
/
三
浦

(
み
う
ら
)

O
ふ
た
つ
い
し

O
き
き
ょ
う
だ
い
ら

O
て
っ
ぽ
う
ざ
わ

小
字
/
相
ノ
倉

(
あ
い
の
く
ら
)

O
か
さ
ま
つ
ば
し

O
じ
ゅ
う
に
し
ゃ

O
だ
ご
の
さ
わ

O
げ
た
き
ざ
か

O
げ
ん
し
ろ
う
し
み
ず

O
だ
る
ま
い
し

O
ふ
た
つ
い
し

松
岩
山
一
帯
。
地
形
図
に
載
る
松
岩
山
は
一
、
五
二
一
メ
ー
ト
ル
。

古
老
は
松
岩
山
へ
の
途
中
、
左
に
入
っ
た
松
と
岩
の
ピ

1
ク
を
松

岩
山
と
呼
び
、
山
頂
に
山
神
十
二
の
石
碑
が
あ
り
、
松
岩
山
と
刻
む
。

蓬
。
山
神
十
二
様
の
石
碑
の
あ
る
山
に
続
く
。
引
沼
の
採
草
地
。

松
岩
。
一
、
五
一
二
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
の
あ
る
松
岩
山
で
な
く
、
登

山
道
で
は
松
岩
山
手
前
で
左
に
入
っ
た
一
、
三
一
五
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
。

文
字
通
り
松
と
岩
の
山
で
、
大
正
十
三
年
の
十
二
山
神
の
碑
が
あ
る
。

以
前
、
中
之
条
町
と
六
合
村
境
だ
っ
た
尾
根
の
呼
称
。
意
味
不
詳
。

松
岩
山
北
斜
面
を
三
浦
沢
が
流
れ
、

に
合
流
す
る
。
こ
の
沢
に
因
み
、

大
原
別
荘
地
南
東
で
白
砂
川

一
帯
の
小
字
名
に
な
っ
た
。

二
つ
石
。
松
岩
山

1
相
倉
山
へ
の
尾
根
、
一
、
三
四

0
メ
ー
ト
ル
の

三
角
点
が
あ
り
、
周
囲
は
国
有
林
。
岩
茸
の
採
れ
る
場
所
。

桔
梗
平
。
四
万
へ
の
峠
、
つ
つ
じ
ヶ
丘
か
ら
松
岩
方
面
へ
尾
根
を

進
ん
だ
所
に
あ
る
平
ら
な
場
所
。

鉄
砲
沢
。
三
浦
沢
が
南
に
一
八
O
度
大
転
換
す
る
地
点
が
あ
る
が
、

そ
の
地
点
で
東
方
か
ら
合
流
す
る
沢
の
呼
称
。

四
万
境
の
標
高
一
、
五
六
七
メ
ー
ト
ル
、
白
砂
川
に
落
ち
る
相
ノ
倉
山

西
斜
面
。
一
帯
は
人
家
の
な
い
山
深
い
土
地
で
あ
る
。

笠
松
橋
。
大
原
か
ら
下
り
、
白
砂
川
左
岸
に
渡
る
四
万
へ
の
旧
道

に
架
け
ら
れ
た
橋
の
名
前
。
肘
曲
が
り
沢
が
本
流
に
合
流
の
下
方
。

入
山
林
区
笠
井
氏
と
、
四
万
林
区
松
岡
氏
の
姓
の
一
宇
に
由
来
。

十
二
社
。
笠
松
沢
を
渡
り
、
旧
道
沿
い
に
租
っ
た
山
神
の
社
。

四
万
へ
の
尾
根
道
か
ら
北
、
肘
曲
が
り
沢
側
に
あ
る
沢
。

下
駄
木
坂
。
旧
四
万
道
筋
。
白
砂
川
を
肘
曲
が
り
沢
下
方
で
左
岸

に
渡
渉
、
川
岸
か
ら
始
ま
る
急
坂
。
下
流
に
は
下
駄
木
沢
が
あ
る
。

源
四
郎
清
水
。
相
倉
山
の
鞍
部
(
峠
)
下
の
旧
道
脇
に
湧
く
清
水
。

達
磨
石
。
万
沢
林
道
筋
の
尾
根
、
一
、
三
四
0
メ
ー
ト
ル
余
の
三
角
点
の
所
。

双
ツ
石
。
達
磨
石
の
別
名
。
昭
和
十
二
年
刊
『
上
越
の
山
』
の
図
。
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O
つ
つ
じ
が
は
ら

(
つ
つ
じ
が
お
か
)

O
し
ま
ぎ
れ
め

O
は
ら
う
お
か
わ

O
し
み
ず
だ
い
ら

(
し
み
ず
だ
ん
)

O
さ
ぶ
ろ
う
た

O
せ
こ
ひ
ら
さ
わ

O
せ
ば
と

O
、
ぎ
ん
ぶ
ち

O
ぞ
う
ざ
ん
し
く
つ
あ
と

O
ぶ
え
も
ん
ざ
わ

O
た
つ
の
く
ち

O
り
ょ
う
し
の
い
わ
あ
な

小
字
/
川
浦

(
か
わ
う
ら
)

名

O
あ
か
ざ
わ
の
か
し
ら

O
ち
ゅ
う
じ
ろ
う
の
か
し
ら

地

開
燭
ヶ
原
。
大
槻
文
彦
が
通
っ
た
道
筋
、
相
倉
鞍
部
の
峠
。
以
前
、

青
年
団
が
草
刈
り
を
し
た
。
地
元
で
は
四
万
切
目
と
も
。

こ
の
稜
線
が
四
万
と
入
山
の
境
。
旧
道
は
荒
れ
て
し
ま
う
。

四
万
切
れ
目
。
四
万
と
入
山
境
の
旧
道
の
峠
。
キ
レ
メ
は
峠
の
意
。

原
魚
川
。
白
砂
大
橋
挟
付
近
、
右
岸
か
ら
合
流
す
る
川
。

清
水
平
。
清
水
段
。
白
砂
大
橋
挟
付
近
、
右
岸
の
原
魚
川
付
近
の

棚
状
の
場
所
。

三
郎
タ
。
相
ノ
倉
山
か
ら
右
岸
に
合
流
の
米
々
沢
の
少
し
上
流
、

対
岸
に
あ
る
絶
壁
。
三
郎
が
岩
茸
採
り
で
墜
落
死
し
た
所
。

世
古
平
沢
。
新
山
沢
合
流
を
過
ぎ
、
川
が
右
に
大
カ
ー
ブ
す
る
付

近
で
右
岸
か
ら
合
流
す
る
沢
。
左
岸
に
は
木
戸
沢
が
入
る
。

狭
戸
。
木
戸
沢
合
流
上
流
で
、
川
幅
が
川
原
状
か
ら
、
岸
壁
で
川

幅
五
メ
ー
ト
ル
程
に
な
る
付
近
。

銀
淵
。
セ
パ
ト
を
過
ぎ
、
再
び
川
原
状
に
広
く
な
っ
た
所
。
昔
、

淵
は
白
銀
に
輝
い
て
い
た
と
い
う
。
黄
銅
鉱
等
の
粒
砂
ら
し
い
。

象
山
試
掘
跡
。
銀
淵
左
岸
の
川
縁
に
見
え
る
横
穴
が
、
幕
末
に
資

源
調
査
に
来
た
、
佐
久
間
象
山
の
金
鉱
試
掘
跡
と
い
う
。

武
右
衛
門
沢
。
右
岸
に
猟
師
の
沢
が
合
流
す
る
付
近
で
、
左
岸
か

ら
合
流
す
る
沢
の
名
前
。
名
前
の
人
は
不
明
。

竜
ノ
口
。
猟
師
の
沢
合
流
付
近
で
、
本
流
は
狭
く
な
り
入
口
に
は

滝
が
あ
る
。
こ
の
奥
が
廊
下
状
に
な
り
遡
行
が
困
難
と
い
う
。

猟
師
の
岩
穴
。
廊
下
を
迂
回
す
る
際
、
猟
師
の
沢
を
上
る
が
、
沢

の
右
に
あ
る
岩
穴
。
迂
回
コ

l
ス
は
尾
根
を
越
え
て
上
流
に
下
る
。

古
く
は
白
砂
川
の
名
、
大
正
十
三
年
以
降
白
砂
川
の
名
。
白
砂
川

の
竜
ノ
口
、
廊
下
の
奥
は
、
下
流
の
表
に
対
し
て
裏
と
呼
ぶ
。
現

在
は
白
砂
川
の
最
上
流
部
の
意
。
川
裏
H
川
浦
で
あ
る
。

忠赤
治沢
郎の
の 頭

理上
二ノ

δ閉
八 史
四!と

?希
ト、、
yレ-
o 九
ぐレ 六泊。
郎メ
山 l
付ト
近ル
のの
小 小
ピピ
I I 
クク

0
だ
い
こ
く
の
か
し
ら

O
せ
ば
と
の
か
し
ら

O
む
じ
な
た
い
ら

(
だ
ま
し
の
た
い
ら
)

O
し
よ
う
く
ろ
う
さ
わ

O
す
る
す
の
い
わ
あ
な

O
す
る
す
い
わ

O
り
ょ
う
し
の
か
し
ら

O
く
ろ
ひ
い
け

O
さ
さ
だ
い
ら
い
け

O
し
ら
か
ば
い
け

小
字
/
漬
土
井

(
は
ま
ど
い
)

O
よ
ご
へ
い
ざ
わ

小
字
/
沼
山

(
ぬ
ま
や
ま
)

O
の
ぞ
り
と
う
げ

O
の
ぞ
り
と
う
げ

O
わ
こ
う
は
ら
は
げ

O
ぺ
ん
て
ん
と
う
げ

O
い
か
は
げ

大
黒
の
頭
。
二
、
一

O
八
メ
ー
ト
ル
の
ピ

l
ク
。
白
砂
川
本
流
水
源
奥
。

一
、
八
八

0
メ
ー
ト
ル
の
小
ピ
l
ク
。
旧
中
之
条
町
境
に
近
く
、
セ
パ

ト
は
北
の
新
潟
県
側
、
清
津
川
に
落
ち
る
支
流
。
セ
パ
ト
は
狭
い
所
。

搭
(
編
し
の
)
平
。
大
黒
本
峰
を
瀬
に
し
た
広
尾
根
。
搭
も
編
し
も
、

広
い
尾
根
で
迷
い
や
す
い
所
の
意
味
で
あ
ろ
う
。

庄
(
正
)
九
郎
沢
。
廊
下
を
越
え
た
川
原
に
、
右
岸
か
ら
合
流
。

磨
臼
の
岩
洞
。
左
岸
に
四
万
沢
合
流
を
見
て
、
さ
ら
に
川
浦
の
奥

の
沢
沿
い
に
あ
る
。
昔
は
猟
師
の
宿
、
五

1
六
人
泊
ま
れ
る
空
間
。

磨
臼
岩
。
磨
臼
の
岩
洞
の
上
方
の
尾
根
に
あ
る
石
臼
に
似
た
岩
。

猟
師
の
頭
。
猟
師
の
沢
源
流
の
尾
根
、
標
高
二
、

O
四
二
メ
ー
ト
ル
付
近
。

黒
檎
池
。
登
山
家
が
上
ノ
聞
と
白
砂
山
間
の
稜
線
の
池
に
命
名
。

笹
平
池
。
登
山
家
が
白
砂
山
と
堂
岩
山
間
の
尾
根
下
の
池
に
命
名
。

白
樺
池
。
登
山
家
が
白
砂
山
と
堂
岩
山
聞
の
尾
根
下
の
池
に
命
名
。

営
林
署
の
地
図
に
、
八
間
山

1
堂
岩
山
に
続
く
尾
根
一
、
八
九
五

メ
ー
ト
ル
か
ら
東
に
派
出
す
る
尾
根
、
一
、
七
四
三
.
三
メ
ー
ト
ル

の
ピ

l
ク
に
名
が
あ
る
。
『
地
名
の
は
な
し
』
に
、
崖
↓
斜
面
↓
堤

防
↓
海
浜
と
連
続
す
る
「
崩
壊
地
形
・
浸
食
地
形
L

と
あ
る
。
以

前
の
宇
名
八
間
樋
で
、
こ
れ
の
訓
読
み
で
同
意
か
。

与
五
兵
衛
沢
。
漬
土
井
の
南
、
白
砂
川
か
ら
支
流
黒
渋
沢
に
入
り
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
で
右
岸
に
合
流
す
る
沢
。
沢
の
名
は
人
名
に
因
む
。

野
反
湖
に
隣
接
す
る
付
近
一
帯
。

野
反
峠
。
野
反
湖
を
望
む
稜
線
鞍
部
。
今
は
富
士
見
峠
が
一
般
的
。

野
反
峠
。
富
士
見
峠
と
向
じ
。
野
反
池
を
望
む
峠
が
本
来
だ
ろ
う
。

和
光
原
禿
。
野
反
峠
手
前
付
近
の
植
生
が
乏
し
い
ヒ
ラ
(
斜
面
)

の
呼
称
。
地
元
の
方
は
禿
で
も
分
か
る
。

弁
天
峠
。
地
形
図
は
誤
植
で
十
二
山
を
弁
天
山
と
記
述
し
、
登
山

家
が
使
っ
た
。
根
広
道
の
尾
根
で
根
広
禿
、
根
広
峠
が
相
応
し
い
。

烏
賊
禿
。
野
反
峠
の
東
北
、
八
間
山
登
山
道
の
西
に
見
え
る
禿
。

象
山
の
書
に
記
す
歴
史
的
地
名
。
近
年
、
烏
賊
の
形
が
変
形
す
る
。
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説

O
き
ん
ぎ
ょ
は
げ

O
ぺ
ん
て
ん
さ
ま

総

O
え
び
さ
わ

(
ゆ
び
さ
わ
)

O
き
た
で
え
ら

O
じ
ろ
う
さ
ん
の
か
や
ぱ

O
お
ん
だ
し

O
ど
じ
ょ
う
こ
や

O
か
も
し
か
ぶ
ち

O
え
び
だ
い
ら

O
じ
ゃ
て
い
が
は
ら

O
い
け
で
え
ら

O
し
た
に
ん
ば

O
ぜ
ん
じ
ろ
う
よ
こ
て

O
か
や
の
お
ね

O
し
ら
か
ば
ぶ
ち

O
う
え
に
ん
ば

O
い
け
の
と
う
げ

O
こ
じ
り

金
魚
禿
。
烏
賊
禿
近
く
、
南
に
見
え
る
小
さ
な
禿
。
形
状
に
由
来
。

弁
天
様
。
富
士
見
峠
西
の
弁
天
山
頂
に
、
天
保
十
三
(
一
八
四
二
)

年
に
村
で
立
て
た
弁
天
石
帽
を
記
る
。
雨
乞
い
に
ご
利
益
が
大
き

く
、
池
で
騒
い
だ
り
魚
を
釣
っ
た
り
泳
い
だ
り
し
て
弁
天
様
の
気

に
障
れ
ば
、
必
ず
雨
が
降
っ
た
と
『
六
合
村
の
民
俗
』
に
あ
る
。

エ
ビ
山
頂
東
南
五

0
0メ
ー
ト
ル
付
近
湾
入
部
に
入
る
沢
。
古
老
は

ユ
ビ
山
、
ユ
ビ
沢
、
ユ
ビ
平
と
ユ
ビ
の
発
音
、
地
形
図
は
エ
ビ
沢
で
載
る
。

北
平
。
野
反
湖
の
西
南
、
エ
ビ
山
頂
東
南
約
五

0
0メ
ー
ト
ル
の

湾
入
部
付
近
の
平
地
。

次
郎
さ
ん
の
萱
場
。
野
反
湖
西
南
、
エ
ビ
山
東
斜
面
の
萱
場
付
近
。

押
出
し
。
野
反
湖
西
南
、
エ
ビ
山
頂
東
一
キ
ロ
程
の
半
島
状
部
分
。

泥
鮪
小
屋
。
押
出
し
東
南
の
山
小
屋
付
近
。
泥
鮪
が
多
か
っ
た
か
。

玲
羊
淵
。
エ
ビ
沢
が
注
ぐ
付
近
の
湖
の
淵
。
観
光
地
名
。

エ
ピ
平
。
十
二
山
と
エ
ビ
山
の
問
、
エ
ビ
沢
沿
い
平
地
。

蛇
帝
ヶ
原
。
エ
ビ
沢
が
注
ぐ
湾
状
部
、
北
沿
い
。
観
光
地
名
。

池
平
。
野
反
湖
東
南
、
お
押
出
し
の
対
岸
。
引
沼
の
採
草
地

下
荷
場
。
八
間
山
頂
東
の
野
反
湖
岸
。
山
で
採
っ
た
曲
げ
物
材
料

等
を
こ
の
地
ま
で
降
ろ
し
、
里
か
ら
馬
で
運
び
に
来
た
場
所
。

善
次
郎
横
手
。
昭
和
十
三
一
年
刊
『
上
信
境
の
山
々
』
に
、
荷
場
平

1
上
荷
場
の
途
中
の
へ
つ
り
の
名
称
で
記
述
。
地
元
の
方
の
案
内

を
受
け
、
そ
の
方
か
ら
聞
い
た
地
名
だ
ろ
う
。

茅
の
尾
根
。
八
間
山
頂
西
北
側

1
湖
尻
方
向
に
連
な
る
尾
根
。

白
樺
淵
。
テ
ン
ト
場
と
蛇
帝
ヶ
原
問
、
野
反
湖
西
岸
沿
い
に
あ
る
淵
。

観
光
地
名
。

上
荷
場
。
八
間
山
頂
西
北
の
尾
根
道
が
車
道
と
交
差
す
る
付
近
の

稜
線
。
曲
げ
物
材
料
等
を
こ
こ
に
運
び
受
け
渡
し
た
場
所
。

池
の
峠
。
萱
の
尾
根
の
末
端
付
近
、
野
反
池
か
ら
地
蔵
峠
側
に
越

す
稜
線
鞍
部
。
実
際
の
古
道
は
手
前
か
ら
尾
根
を
越
え
、
榛
の
木

沢
取
水
口
に
下
る
道
沿
い
と
思
え
る
。
新
し
い
地
名
と
い
う
。

湖
尻
。
湖
の
東
北
、
ハ
ン
ノ
木
沢
か
ら
取
水
の
水
が
注
ぐ
付
近
。

助
エ
門
沢
。
地
蔵
峠
下
、
今
の
峠
へ
の
道
沿
い
に
あ
る
取
水
隠
道

入
口
付
近
を
落
ち
る
沢
。
人
名
由
来
だ
が
、
ど
ん
な
人
か
不
詳
。

ハ
ン
ノ
キ
沢
が
取
水
口
の
上
流
で
二
叉
に
な
る
が
、
堂
岩
山
側
に

分
か
れ
る
沢
の
下
流
の
名
。

タ
カ
ン
ボ
ウ
沢
の
上
流
の
名
称
。

一
堂
岩
沢
。
ハ
ン
ノ
キ
沢
が
取
水
口
の
上
流
で
二
叉
に
な
る
が
、
南

一
側
に
分
か
れ
る
沢
。

一
地
蔵
峠
。
野
反

1
秋
山
へ
の
途
次
、
右
が
白
砂
山
へ
の
分
岐
に
な

一
る
峠
。
『
上
信
境
の
山
々
』
に
、
長
野
原
の
方
が
石
仏
を
岩
菅
山
に

一
奉
納
の
た
め
峠
ま
で
来
た
が
、
先
に
進
む
と
足
が
痛
み
、
引
き
返

一
す
と
軽
く
な
り
、
こ
こ
に
岩
菅
山
の
効
験
を
勧
請
、
石
仏
を
安
置

一
と
あ
る
。
同
書
に
大
慈
峠
と
呼
ば
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
と
記
す
。

一
大
慈
は
観
音
様
の
功
徳
。
石
仏
は
姿
や
銘
の
法
名
か
ら
阿
弥
陀
如

一
来
と
思
わ
れ
る
。

一
水
場
。
堂
岩
山
の
西
、
八
十
三
山
頂
東
側
に
あ
る
。

一
大
掴
堀
沢
。
昭
和
十
二
年
刊
『
上
越
の
山
』
に
は
オ
オ
カ
ラ
沢
。

一
日
常
は
伏
流
し
、
水
が
少
な
い
掴
れ
た
沢
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
八

一
間
山
西
斜
面
が
源
流
で
、
国
道
一
、
一
五
五

M
地
点
を
流
れ
る
沢
。

一
烏
賊
岩
沢
。
一
、
八
二
八
メ
ー
ト
ル
下
の
烏
賊
岩
付
近
に
生
ま
れ
、

一
国
道
の
一
、
五
回
二
メ
ー
ト
ル
付
近
を
流
れ
野
反
湖
に
入
る
沢
。

一
八
間
沢
。
今
の
烏
賊
岩
沢
の
昔
の
呼
称
。
八
間
山
か
ら
流
れ
る
。

一
営
林
署
の
地
図
に
載
る
。
野
反
キ
ャ
ン
プ
場
南
下
、
=
一
壁
山
か
ら

一
流
れ
野
反
湖
に
入
る
。

一
金
山
沢
。
前
記
、
カ
メ
ヤ
マ
沢
を
、
観
光
地
図
や
『
上
越
の
山
』

一
に
は
金
山
沢
と
あ
る
。
カ
メ
ヤ
マ
は
カ
ナ
ヤ
マ
か
ら
転
詑
だ
ろ
う
。

O
み
や
じ
ろ
う
し
み
ず
一
宮
次
郎
清
水
。
野
反
の
バ
ン
ガ
ロ
ー
付
近
か
ら
三
壁
山
登
山
道
沿

い
に
あ
る
湧
水
場
。
登
山
者
に
親
し
み
利
用
さ
れ
る
。

コ
一
壁
。
営
林
署
で
働
い
た
古
老
が
、
先
輩
が
コ
一
壁
山
を
ミ
ツ
カ
ベ

と
呼
ぱ
ず
、
サ
ン
カ
べ
と
呼
ん
だ
と
い
う
。
本
来
の
名
称
か
。

高
沢
尾
根
。
三
壁
山
と
高
沢
山
の
聞
の
尾
根
。
登
山
案
内
掲
載
。

玲
羊
分
岐
。
高
沢
山
頂
の
北
側
手
前
、
右
が
玲
羊
平
へ
分
岐
点
。

O
す
け
え
も
ん
ざ
わ

O
た
か
ん
ぼ
う
さ
わ

O
い
た
ぱ
の
さ
わ

O
ど
う
い
わ
の
さ
わ

O
じ
ぞ
う
と
う
げ

O
み
ず
ば

O
お
お
か
ら
ほ
り
さ
わ

O
い
か
い
わ
さ
わ

O
は
ち
け
ん
ざ
わ

O
か
め
や
ま
ざ
わ

O
か
な
や
ま
ざ
わ

O
さ
ん
か
べ

O
た
か
さ
わ
お
ね

O
か
も
し
か
ぶ
ん
き

56 



小
字
/
大
倉

(
だ
い
ぐ
ら
)

O
ま
さ
い
ち
し
み
ず

O
ゃ
な
ぎ

ぐデパ、

ユミz

Z4 
がお?

色八l

O
か
も
し
か
は
ら

O
て
ん
ぐ
は
ら

O
み
ど
の
い
け

O
お
っ
た
て
み
ね

O
お
っ
た
て
と
う
げ

O
ひ
と
つ
い
し

iE企

とZ
色芸

O
く
ま
ず
り
お
ね

O
た
い
の
お
ね

O
せ
ん
に
ん
い
け

名

小
字
/
上
長
笹

(
か
み
な
が
ざ
さ
)

地

地
蔵
峠
を
越
え
、
信
州
に
入
る
と
右
に
大
倉
山
が
あ
り
、
道
は
山

腹
を
通
り
秋
山
郷
へ
向
か
う
。
野
反
東
北
、
大
倉
山
は
信
州
側
の

地
名
だ
が
、
宇
切
図
に
は
沼
山
(
野
反
)
の
西
に
あ
る
。

正
一
清
水
。
カ
モ
シ
カ
平
か
ら
右
に
入
っ
た
所
。
信
州
境
に
付
近

高
沢
の
源
流
に
湧
く
清
水
。
地
名
は
山
小
屋
主
人
の
名
前
に
由
来
。

柳
。
大
正
十
年
刊
『
山
に
忘
れ
た
パ
イ
プ
』
は
柳
(
高
沢
山
)
。

大
高
山
等
の
南
斜
面
一
帯
。
北
斜
面
は
長
野
県
の
魚
野
川
河
谷
。

本
来
は
魚
ノ
川
は
信
州
側
の
河
川
の
名
称
に
な
る
。

持
羊
原
。
高
沢
山
と
大
高
山
の
鞍
部
。

天
狗
原
。
五
三
郎
小
屋
の
南
斜
面
に
あ
る
緩
斜
面
。

御
殿
池
。
別
名
細
野
池
。
五
三
郎
小
屋
の
南
斜
面
の
池
。
草
津
の

湯
本
氏
祖
、
細
野
御
殿
介
に
縁
の
池
。
付
近
の
土
塁
は
館
跡
か
。

標
高
一
、
八
八

0
メ
ー
ト
ル
。
天
狗
の
住
む
峰
の
意
。

オ
ッ
タ
テ
は
天
狗
の
こ
と
で
、
オ
ッ
タ
テ
峰
は
天
狗
の
住
む
峰
。

魚
の
川
の
谷
へ
通
じ
る
鞍
部
。
魚
釣
り
、
猟
師
、
木
地
師
が
往
来
。

一
つ
石
。
馬
止
1
オ
ッ
タ
テ
峠
の
尾
根
、
標
高
一
、
八
二
五
メ
ー
ト
ル
地
点
。

赤
石
山
付
近
を
中
心
に
六
合
側
斜
面
一
帯
。

熊
ず
り
尾
根
。
赤
石
山
西
南
約
一
キ
ロ
、
標
高
二
、

O
一
0
メ
ー

ト
ル
付
近
か
ら
ガ
ラ
ン
沢
に
続
く
尾
根
。
白
水
沢
合
流
地
点
の
先
。

猟
師
が
射
止
め
た
熊
を
引
き
下
ろ
し
た
尾
根
と
『
村
誌
』
に
載
る
。

鯛
ノ
尾
根
。
赤
石
山
頂
の
東
コ
一

0
0
メ
ー
ト
ル
程
か
ら
南
、
ガ
ラ

ン
沢
に
続
く
尾
根
。
赤
石
山
の
崩
壊
地
帯
の
岩
に
因
む
地
名
。

仙
人
池
。
赤
石
山
山
頂
か
ら
、
野
反
方
向
へ
東
約
三

0
0メ
ー
ト

ル
程
稜
線
少
し
下
っ
た
地
点
。
人
里
離
れ
た
幽
遠
郷
に
あ
る
二
ヘ

ク
タ
ー
ル
程
の
浅
い
池
。
仙
人
が
住
み
そ
う
な
場
所
で
あ
る
。

長
笹
沢
上
流
一
帯
。
寛
永
の
頃
、
小
倉
の
番
屋
が
閉
鎖
以
前
の
信

州
へ
の
古
道
筋
を
思
わ
せ
る
地
名
が
地
内
に
点
在
す
る
。

O
し
ん
し
ゅ
う
こ
ど
う
一
信
州
古
道
。
小
倉

1
栃
洞

1
熊
倉

1
萩
輪

1
呉
服
平
を
通
り
信
州

一
へ
の
古
道
。
寛
永
年
間
に
小
倉
番
屋
閉
鎖
で
道
の
機
能
を
失
う
。

一
呉
服
平
。
宮
手
沢
上
流
に
中
部
電
力
用
水
路
起
点

1
芳
ヶ
平
寄
り

一
緩
斜
面
。
東
に
下
る
と
熊
倉
開
拓
。
道
筋
は
寛
永
以
前
の
信
州
古

一
道
の
道
筋
。
山
田
の
山
田
広
作
氏
が
改
修
の
道
か
。

一
萩
輪
平
。
萩
輪
林
道
終
点
か
ら
、
徒
歩
一
時
間
程
。
蕨
の
産
地
。

一
唐
沢
。
萩
輪
林
道
中
程
に
あ
る
沢
。
水
の
少
な
い
澗
れ
た
沢
か
。

O
ご
ふ
く
だ
い
ら

O
は
ぎ
わ
た
い
ら

O
か
ら
さ
わ

小
字
/
ガ
ラ
ン

(
が
ら
ん
)

白
砂
川
の
支
流
、
長
笹
川
の
上
流
部
。
ガ
ラ
ン
は
崩
壊
や
崩
落
し

た
地
形
。
英
国
の
武
官
ピ
l
コ
ッ
ク
の
謎
の
失
掠
等
遭
難
多
し
。

O
し
た
の
が
ら
ん

O
さ
ん
だ
ん
の
た
き

O
う
え
の
が
ら
ん

O
か
ん
ぜ
お
ん
の
た
き

O
た
い
の
い
わ

O
ひ
か
げ
が
ら
ん

O
ひ
な
た
が
ら
ん

O
あ
み
だ
い
わ

O
く
ろ
ぜ
ん

O
な
め
た
け

O
せ
ん
じ
ゅ
う
の
た
き

O
こ
た
き

O
ね
じ
れ
の
お
お
た
き

O
く
ま
ざ
わ

O
は
ち
ゃ
ま
ざ
わ

馬
止
付
近
下
の
ガ
ラ
ン
沢
の
崩
壊
部
分
。

三
段
の
滝
。
キ
ノ
コ
沢
合
流
点
よ
り
、
や
や
上
流
の
本
流
の
滝
。

惣
吉
地
蔵
か
ら
来
た
道
は
小
倉
口
で
ガ
ラ
ン
沢
に
出
合
う
。
そ
の

先
の
本
流
上
流
部
、
ガ
ラ
ン
沢
核
心
部
。

観
世
音
の
滝
。
ダ
ン
沢
合
流
地
点
に
落
ち
る
滝
。

鯛
の
岩
。
赤
石
山
の
南
面
に
見
え
る
赤
禿
状
の
崩
落
斜
面
。
世
立

か
ら
形
状
が
鯛
に
見
え
、
雪
溶
け
の
形
が
鯛
だ
と
農
業
の
準
備
。

日
陰
ガ
ラ
ン
。
北
面
し
た
部
分
で
、
寒
々
と
し
て
い
る
。

日
向
ガ
ラ
ン
。
南
面
し
た
ガ
ラ
ン
で
太
陽
を
浴
び
る
。

阿
弥
陀
岩
。
阿
弥
陀
沢
筋
の
岩
尾
根
に
あ
り
、
形
状
に
因
む
。

黒
ゼ
ン
。
ガ
ラ
ン
沢
の
名
謀
。
両
岸
葉
岸
壁
で
、
遡
上
を
阻
む
。

大
正
五
年
、
長
平
の
猟
師
本
多
惣
吉
遭
難
場
所
。

滑
滝
。
ナ
メ
ッ
タ
状
の
滑
り
や
す
い
河
床
の
滝
?

仙
十
の
滝
。
小
倉
の
山
口
仙
十
郎
氏
が
命
名
。

小
滝
。
仙
十
の
滝
の
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
上
流
部
に
あ
る
滝
。

捻
れ
の
大
滝
。
ガ
ラ
ン
沢
右
岸
に
合
流
す
る
横
手
の
沢
か
ら
落
ち

る
滝
。
由
来
は
滝
の
形
状
が
捻
れ
て
見
え
る
か
。

熊
沢
。
鉢
山
沢
の
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
下
流
で
左
岸
に
合
流
す
る
。
赤

石
山
側
か
ら
続
く
熊
擦
り
尾
根
の
一
キ
ロ
程
西
で
ガ
ラ
ン
沢
に
合
流
。

鉢
山
沢
。
六
合
の
西
端
、
鉢
山
が
水
源
の
沢
。
左
岸
に
合
流
。
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説総

。
ゅ
の
は
な
ぎ
わ

O
く
さ
っ
と
う
げ

小
字
/
芳
ヶ
平

(
よ
し
が
た
い
ら
)

O
こ
ふ
た
い
け

O
み
つ
い
け

小
字
/
池
ノ
峠

(
い
け
の
と
う
げ
)

O
ひ
こ
ベ
お
ね

O
だ
ま
し
だ
い
ら

湯
ノ
花
沢
。
草
津
峠
下
付
近
が
源
流
の
沢
。
源
流
部
に
あ
る
温
泉

特
有
の
湯
の
華
に
因
む
名
称
。

草
津
峠
。
横
手
山
と
鉢
山
の
中
程
に
あ
る
峠
。
標
高
一
、
九
五
三
メ
ー

ト
ル
程
。
明
治
十
九
年
、
前
橋
街
道
と
し
て
開
削
。
横
手
山
東
山

腹
を
通
る
が
、
積
雪
量
が
多
く
荒
れ
て
し
ま
う
。
峠
道
は
通
行
困

難
で
、
群
馬
側
は
立
入
禁
止
。
ガ
ラ
ン
沢
遡
行
の
終
点
。

上
信
越
国
立
高
原
内
の
ミ
ニ
尾
瀬
。
標
高
一
、
八
0
0メ
ー
ト
ル
を
越

す
高
層
湿
原
。
池
塘
が
点
在
し
、
ワ
タ
ス
ゲ
等
の
高
山
植
物
も
豊
富
。

小
不
多
池
。
明
治
の
『
村
誌
』
に
「
渋
嶺
ノ
半
腹
・
・
東
西
三
町
、

南
北
一
町
三
十
間
・
・
其
中
浮
島
ア
リ
・
・
風
ニ
随
テ
漂
流
シ
テ
・
.

水
上
ニ
遊
プ
ガ
如
シ
・
・
奇
観
ト
・
・
」
と
芳
ヶ
平
を
記
述
。

三
ッ
池
。
芳
ヶ
平
遊
歩
道
沿
い
に
三
つ
連
な
る
池
塘
の
呼
称
。

峠
付
近
に
あ
る
唯
一
の
飲
用
可
能
の
水
場
に
因
む
。
池
が
あ
る
タ

ワ
(
撰
ん
だ
所
)

H
峠
が
由
来
か
。
古
図
は
池
の
塔
(
タ
ワ
)
。
明

治
十
四
年
の
調
査
に
中
牛
馬
、
国
堺
、
花
歌
、
木
屋
場
、
横
市
、

見
ア
テ
ザ
ハ
と
国
境
、
交
易
関
連
の
地
名
が
報
告
、
所
在
未
確
認
。

横
手
山
か
ら
鉢
山
へ
行
く
尾
根
筋
の
名
称
。

編
し
平
。
芳
ヶ
平
か
ら
渋
峠
道
に
入
り
少
し
上
り
上
げ
た
緩
斜
面
。

ス
キ
l
客
が
ガ
ラ
ン
沢
へ
迷
い
入
っ
た
地
名
に
由
来
と
あ
る
が
、

象
山
の
紀
行
に
も
載
る
。
由
来
は
坂
が
終
わ
り
、
峠
に
な
っ
た
と

勘
違
い
す
る
よ
う
な
所
の
意
味
か
。
現
状
は
笹
が
地
表
を
覆
う
。

参
考
資
料
H
検
地
帳
に
見
る
小
地
名
H

入
山
区
有
文
書
に
寛
文
三
(
一
六
六
三
)
年
の
『
草
津
分
入
山
村
御
検
地
帳
』
と
、

寛
文
十
二
年
の
『
入
山
村
新
田
御
改
帳
』
が
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
江
戸
初
期
の
当

地
の
古
地
名
を
知
る
貴
重
な
資
料
だ
が
、
従
来
の
『
六
合
村
誌
』
に
は
載
っ
て
い
な

い
。
紹
介
の
資
料
は
『
温
泉
草
津
史
料
第
一
巻
』
に
載
る
も
の
だ
が
、
参
考
の
た
め

紹
介
す
る
。
同
様
に
、
入
手
し
た
日
影
、
太
子
、
生
須
等
の
寛
文
三
年
の
検
地
帳
も
、

入
山
と
同
様
に
紹
介
す
る
。

検
地
帳
に
は
、
小
地
名
と
田
、
畑
、
屋
敷
の
区
分
と
田
畑
の
等
級
、
測
量
の
計
測

数
値
と
面
積
、
耕
作
者
名
が
載
っ
て
い
る
。
掲
載
地
名
の
他
に
、
地
名
毎
の
耕
作
者

数
と
筆
数
を
合
計
し
て
み
た
。
例
え
ば
入
山
の
「
打
越
」
は
、
う
っ
こ
し
、
う
ち
こ
し
、

打
越
の
表
記
が
あ
る
が
、
同
じ
「
打
越
」
と
考
え
て
ま
と
め
た
。
該
当
地
名
に
耕
作

者
が
一
人
、
筆
数
が
一
人
、
面
積
が
一
反
以
下
は
表
示
を
略
し
た
。
地
名
の
み
の
表
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円
固
ま
、

-
E
I
 

一筆、

一
反
以
下
で
あ
る
。
当
地
で
は
田
畑
は
下

1
下
々
の
等
級
が

一人、

大
部
分
だ
が
、
肥
沃
な
上

1
中
の
畑
地
や
水
田
と
、
屋
敷
地
は
抜
き
出
し
た
。
表
記

は
上
畑
は
上
、
中
畑
は
中
、
屋
敷
は
屋
で
あ
る
。
面
積
は
三

O
歩
H

一畝、

一O
畝

H

一反、

一
O
反
H

一
町
の
基
準
で
計
算
し
た
。

検
地
帳
に
記
載
さ
れ
た
地
名
と
、
今
回
の
小
地
名
調
査
で
確
認
さ
れ
た
地
名
が
合

致
す
る
と
、
長
い
歴
史
の
荒
波
を
乗
り
越
え
生
き
抜
い
た
地
名
と
し
て
愛
着
を
感
じ

る
。
反
面
、
調
査
で
は
確
認
さ
れ
な
い
消
え
た
小
地
名
も
多
く
あ
り
、
長
い
時
の
流

れ
と
若
干
の
寂
し
さ
も
感
じ
た
。



寛
文
三
年
草
津
分
入
山
村
御
検
地
帳

(
晶
木
・
小
倉
分
)

品
木
・
し
な
き
二
一
九
筆
(
中
八
・
屋
四
)
四
人
一
町
七
反
三
畝
/
く
ら
の
坂
一
二

筆
/
川
平
二
ニ
筆
/
川
端
二
筆
/
黒
木
/
西
津
ノ
む
か
い
二
二
筆
一
反
三
畝
/
/

嶋
さ
き
二
一
筆
二
人
四
反
一
畝
/
あ
か
っ
ち
/
神
ノ
畠
/
せ
き
ノ
入
一
二
筆
二
人
二

反
/
原
二
八
筆
五
人
一
町
四
反
八
畝
/
む
か
い
小
倉
・
こ
く
ら
む
か
い
い
九
筆
二

人
一
町
三
反
六
畝
/
と
〉
の
下
/
い
ど
津
川
五
筆
二
人
六
反
三
畝
/
ほ
り
口
二
二

筆
二
人
一
反
一
畝
/
こ
す
だ
て
い
九
筆
二
人
一
反
八
畝
/
か
に
津
一
二
筆
/
す
た
て
い

一
九
筆
(
中
二
・
屋
一
)
八
反
六
畝
/
水
な
し
い
三
筆
二
人
/
み
ね
/
上
ノ
原
二
一

筆
一
反
三
畝
/
原
坂

(
長
平
・
小
倉
・
根
贋
分
)

き
つ
は
た
い
一
四
筆
二
人
一
町
七
畝
/
と
ち
ほ
ら
い
七
筆
二
人
八
反
八
畝
/
う
ち
の

ほ
ら
一
四
筆
四
反
五
畝
/
な
し
ノ
木
/
よ
し
原
/
う
し
ろ
山
口
四
筆
二
反
八
畝
/
小

倉
・
こ
く
ら
二
五
筆
(
中
三
・
屋
四
)
四
人
五
町
九
畝
/
こ
く
ら
そ
へ
一
四
筆

一
反
/
ち
ゃ

う
へ
い
・
て
う
へ
い
い
四

O
筆
(
上
二
・
中
四
・
屋
一
)
三
人
二
町
二
反
三
畝
/
に

し
か
い
戸
一
三
筆
四
反
六
畝
/
屋
の
下
二
二
筆
/
つ
く
し
た
い
ら
/
こ
が
山
・
こ
か

や
ま
二
四
筆
コ
一
人
六
反
四
畝
/
屋
く
ら
い
二
二
筆
(
中
一
)
四
人
九
反
七
畝
/
ふ

(
中
三
・
屋
三
)
三
人
一
反
二
畝
/
屋
し
き
そ
へ
二
一
筆
(
中
一
・
屋
一
)

ぐ
ら
二
一
筆
(
屋
一
)
二
人
/
か
ぜ
あ
な
二
一
筆
二
人
/
な
し
の
木
口
一
二
筆
三
人

四
反
一
畝
/
ね
び
ろ
・
ね
ひ
ろ
一
三
六
筆
(
上
一
・
中
四
・
屋
四
)
四
人
二
町
二
反

/
川
は
た
一
八
筆
四
人
四
反
三
畝
/
ね
ひ
ろ
た
い
ら
一
ね
び
ろ
そ
へ
(
上
)
/
ぼ
ら
い

名

二
筆
二
人
/
ね
ひ
ろ
平
一
五
筆
三
人
一
反
九
畝
/
の
ほ
り
お
ち
二

O
筆
三
人
四
反

地

九
畝
/
の
ほ
り
お
ち
岩
ノ
下
一
二
筆
/
と
う
六
・
藤
六
一
四
筆
三
人
四
反
一
畝

(
野
倉
・
若
子
原
・
根
鹿
・
晶
木
共
)

湯
坂
口
八
筆
四
人
三
反
三
畝
/
川
は
た
/
し
り
や
き
・
尻
や
き
一
一

O
筆
四
人
三
反

四
畝
/
藤
六
ノ
向
/
尻
や
き
ゃ
く
ら
・
H
H

屋
倉
二
二
筆
/
尻
や
き
ね
か
い
り
一
八
筆
(
中

一
)
四
反
二
畝
/
て
ん
ぐ
岩
一
二
筆
/
き
か
あ
づ
く
い
一
八
筆
(
中
一
)
一
町
三
反

四
畝
/
岩
ノ
下
二
一
筆
一
反
二
畝
/
大
久
保
二
一
筆
二
人
一
一
反
六
畝
/
水
ノ
久
保
一

一
一
筆
一
反
三
畝
/
上
ノ
原
一
四
筆
一
町
二
反
七
畝
/
う
し
ろ
ひ
ら
い
六
筆
(
上
一
・

中
一
・
屋
一
)
八
反
二
畝
/
く
ま
ん
畠
ケ
二
一
筆
一
反
一
畝
/
も
ち
ほ
っ
た
二
一
筆

/
ほ
ら
二
ニ
筆
一
反
八
畝
/
お
し
な
平
/
い
ど
/
前
坂
二
ニ
筆
/
ゆ
て
の
〉
坂
/
つ

つ
く
よ
け
一
四
筆
一
反
四
畝
/
き
つ
は
た
二
二
筆
/
い
と
し
り
/
岩
ノ
下
/
岩
ノ
下

ひ
ら
υ

五
筆
二
反
五
畝
/
つ
つ
く
よ
け
ひ
ら
/
ゆ
と
の
原
・
ゆ
と
の
〉
原
口
一
一
一
一
筆

四
人
一
町
六
反
三
畝
/
く
ぞ
ひ
ら
二
一
筆
三
人
四
反
八
畝
/
す
け
の
ひ
ら
い
一
一
一

筆
三
人
九
反
一
畝
/
な
ら
ノ
木
一
四

O
筆
(
上
四
・
中
六
・
屋
一
)
五
人
二
町
九
反
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五
畝
/
し
ろ
ひ
ら
二
二
筆
二
人
一
反
八
畝
/
こ
い
ど
二
二
筆
(
屋
二
)
三
人
/
こ
い

ど
そ
へ
二

O
筆
(
上
二
・
中
二
・
屋
四
)
五
人
三
反
九
畝
/
さ
か
い
二
三
筆
三

人
八
反
五
畝
/
若
子
原
の
内
一
五
筆
二
人
一
反
/
戸
ゃ
い
一
一
筆
(
上
一
・
中
一
・

屋
三
)
三
人
四
反
六
畝
/
い
ゑ
の
前
・
家
ノ
前
二
一
二
筆
(
中
一
)

一
町
三
反
七
畝

/
や
す
ミ
ど
/
く
ど
れ
二
人
三
筆
一
反
五
畝
/
ま
の
た
二
一
筆
一
反
四
畝
/
や
ぶ
の

下
一
四
筆
三
反
六
畝
/
や
ぶ
の
下
五
筆
三
反
八
畝
/
下
ノ
平
三
筆
一
反
一
畝
/
あ
ま

い
け
い
二
筆
四
反

(
入
山
之
内
一
大
木
平
・
梨
子
木
・
荷
付
場
)

沢
入
一
一
一
筆
二
人
三
反
三
畝
/
大
木
た
い
ら
一
八
筆
(
中
二
)
二
人
一
町
三
畝
/

棲
津
/
ま
ま
下
二
二
筆
一
反
/
に
つ
け
ば
二
一
反
八
畝
/
ゆ
ノ
た
い
ら
い
五
筆
(
中

一
一
・
屋
一
)
二
人
七
反
/
屋
敷
う
ら
/
水
か
け
二
一
筆
/
す
ハ
の
は
ら
二
一
筆
四

人
一
町
七
反
七
畝



説

(
入
山
之
内
一
梨
子
木
分
)

総

な
し
の
木
・
な
し
木
一
六
三
筆
(
中
九
・
屋
二
一
)

一
一
人
四
町
六
反
五
畝
/
に
つ
け

場
/
く
ほ
入
/
と
ん
ミ
ね
/
堂
ノ
も
と
/
な
し
木
屋
敷
き
わ
ニ
筆
一
反
三
畝
/
い
と

む
か
い
一
二
筆
二
人
/
道
下
二
二
筆
/
わ
か
き
の
本
/
い
の
下

(
入
山
之
内
一
経
塚
村
分
)

ほ
そ
お
二
七
筆
三
人
二
町
二
反
六
畝
/
あ
な
ふ
ち
/
あ
な
ふ
ち
た
か
と
や
/
小
津
一

六
筆
二
人
四
反
四
畝
/
ひ
ら
一
一
六
筆
(
上
一
一
・
中
一
・
屋
一
二
三
人
一
町
四
反
五

畝
/
ま
へ
・
前
二
八
筆
(
上
二
・
中
コ
了
屋
一
)
三
人
八
反
八
畝
/
は
た
と
ひ
ら
い

二
筆
二
人
一
反
二
畝
/
川
は
た
二
二
筆
三
人
六
反
九
畝
/
す
け
の
沢
二
二
筆
二
人

一
反
三
畝
/
前
て
い
四
筆
(
中
一
)
三
人
一
反
五
畝
/
中
た
な
二
二
筆
一
反
五
畝
/

く
と
れ
/
き
つ
こ
さ
/
屋
し
き
前
日
三
筆
(
上
二
・
中
一
)
一
一
人
一
反
六
畝

(
引
怒
田
・
花
敷
村
分
)

前
川
は
た
二
二
筆
二
人
一
反
六
畝
/
川
は
た
υ

九
筆
二
人
五
反
五
畝
/
西
川
は
た
い

三
筆
二
人
一
反
五
畝
/
ひ
き
に
た
一
五
五
筆
(
中
九
・
屋
六
)
六
人
三
町
九
畝
/
ぬ

す
人
/
ゅ
の
上
/
し
ら
あ
き
/
こ
し
ま
き
/
ゆ
坂
/
打
越
・
う
ち
こ
し
・
う
っ
こ
し
い

一
二
筆
二
人
一
町
四
反
一
畝
/
ぬ
ま
の
じ
り
二

O
筆
二
人
六
反
二
畝
/
馬
ぐ
そ
津
υ

三
筆
二
人
一
反
四
畝
/
と
ゃ
い
二
九
筆
二
人
一
町
九
反
九
畝
/
あ
ら
や
ぶ
二
三
筆

二
人
六
反
八
畝
/
ひ
が
く
ら
・
ひ
か
く
ら
・
ひ
か
ぐ
ら
い
一
一
筆
三
人
五
反
九
畝
/

は
な
し
き
い
九
筆
(
・
下
々
田
一
・
屋
一
)
/
く
ら
鹿
立
め
二
一
筆
一
反
六
畝
/
前

花
敷
一
六
筆
五
反
二
畝
/
あ
ま
い
け
い
五
筆
四
反
八
畝
/
若
子
原
ノ
下
た
い
ら

(
入
山
之
内
一
余
立
村
分
)

上
よ
だ
て
い
二
六
筆
(
屋
一
)
三
人
/
山
き
し
二
六
筆
三
人
八
反
二
畝
/
中
候
口
一

一
六
筆
二
人
(
屋
一
一
)
四
反
二
畝
/
屋
敷
そ
へ
一
二
筆
二
人
/
馬
つ
な
ぎ
ば
一

四
筆
一
反
五
畝
/
屋
敷
き
わ
い
一
二
筆
四
人
一
町
二
畝
/
輔
平
次
屋
敷
υ

五
四
筆
二

人
二
町
四
反
三
畝
/
し
ゃ
う
じ
ば
津
二
一
筆
二
人
/
よ
だ
て
・
ょ
た
て
一
七
筆
二
人

二
反
/
よ
だ
て
坂
・
よ
た
て
坂
口
八
筆
四
反
六
畝
/
は
な
わ
い
四
筆
九
反
二
畝
/
中

ご
一
三
筆
二
人
/
大
し
も
二
五
筆
二
人
五
反
三
畝
/
小
屋
場
・
こ
や
ば
・
こ
屋
ば
一

二
O
筆
一
二
人
九
反
四
畝
/
こ
屋
ば
せ
ん
の
下
二
二
筆
二
人
二
反
六
畝
/
岩
ノ
下
/
石

か
う
ろ
υ

八
筆
四
反
七
畝
/
き
ば
一
五
筆
四
反
七
畝
/
き
ば
ふ
ど
う
ぞ
う
り
・
H
H

ふ

と
さ
う
り
一
八
筆
二
人
四
反
四
畝

入
山
分
余
立
村
之
内

赤
渋
村
/ 
見
寄
村
分

み
よ
り
・
ミ
よ
り
一
三
五
筆
三
人
(
上
一
・
中
一
・
屋
一
二
)
三
人
三
町
四
反
五
畝
/

あ
か
し
ぼ
一
二

O
筆
二
人
(
中
一
・
屋
一
)
二
人
一
町
六
反
七
畝
/
ま
っ
ぱ
い
四
筆

五
反
六
畝
/
こ
ミ
山
・
こ
ミ
や
ま
い
六
筆
一
二
人
四
反
二
畝
/
は
い
か
ゃ
い
三
筆
五
反

J¥ 
畝

寛
文
十
二
年
入
山
村
新
田
御
改
帳
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森
口
新
田
分

砂
場
/ 
原

筆
/ 
立
石

(
長
平
分
)

つ
く
し
平
日
二
筆
/
後
山
口
一
一
一
筆
一
反
七
畝

(
根
贋
分
)
後
山
/
こ
が
山
/
ほ
〉
く
め
ぎ
/
と
や
/
芝
原
/
か
う
ろ
・
こ
う
ろ
い
一
一
一
筆

/
芝
こ
し
/
大
く
ほ
二
二
筆
一
反
三
畝

(
梨
木
分
)
す
わ
ノ
原

(
晶
木
分
)
っ
ち
橋
二
一
筆
一
反
二
畝
/
品
木
原
切
そ
へ
/
こ
ミ
山
/
こ
ミ
山
原
一
二
筆
二

反
/
赤
土
日
四
筆
一
反
二
畝
/
長
さ
さ
一
五
筆
二
反
二
畝
/
こ
く
ら
切
そ
へ
い
三
筆
二
人

(
よ
立
分
)
う
つ
ら
坂
/
は
ち
か
ら
津
一
二
筆
/
こ
も
り
こ
へ
/
す
き
な
/
上
ノ
原
二
一

筆
/
あ
ら
や
ふ
/
木
落
し
・
き
お
と
し
い
七
筆
三
人
二
反
二
畝
/
び
い
ら
屋
敷
/
山
き
し

(
見
寄
分
)
み
よ
り
二
一
筆

(
引
仁
田
分
)
引
に
た
二
一
筆
/
川
は
た
/
打
こ
し
/
ま
ぐ
そ
津
/
よ
坂
/
前
花
し



き
/
は
し
ば
ノ
上
/
と
や
原
/
沼
ノ
坂

(
若
尾
原
分
)
あ
ん
ば
/
川
端
切
津
口
二
筆
/
く
そ
平
/
後
平
/
上
ノ
原
/
大
く
ほ

/
栗
木
お
ね
/
す
わ
ノ
平
/
す
わ
ノ
平
こ
し
一
二
筆
/
く
ら
ノ
平
日
三
筆
三
人
/
と

や
/
境
平
/
せ
と
ノ
平
/
こ
い
と
/
ゆ
で
ノ
原

{
矢
倉
分
)
前
坂
/
上
原
口
コ
一
人
三
筆
/
大
く
ほ
/
い
と
/
栗
木
お
ね
/
天
狗
岩
/

岩
ノ
下

寛
文
三
年
吾
妻
郡
長
野
原
之
内
坪
井
・
羽
根
尾
・
生
須
・
日
影
・
逢
子
・
持
車
木
・

小
森
口
の
冊
子
掲
載
の
、
六
合
地
区
分
を
抜
粋
し
た
の
が
左
記
で
あ
る
。

(
日
影
村
分
)
水
た
う
い
四
筆
(
中
一
)
、
作
人
二
人
、
六
反
三
畝
/
中
ノ
た
な
い
四
筆
(
中

一
)
、
五
反
四
畝
/
ま
ふ
祢
口
口
(
上
一
)
/
田
端
日
(
上
一
)
/
中
わ
り
二
一
筆
(
上
一
)

一
反
三
畝
/
堂
の
ま
へ
/
南
た
υ

(

中
田
九
畝
余
)
/
大
木
の
入
一
五
筆
二
人
一
反

四
畝
/
ひ
か
け
い
(
上
一
)
/
ほ
り
端
υ

(

中
一
)
一
反
二
畝
/
沢
畠
/
す
く
ぢ
畠
一
(
上

一
・
中
一
)
一
反
三
畝
/
大
門
わ
き
い
(
中
一
)
/
竹
の
く
ぼ
/
わ
さ
び
平
/
さ
ん
け
い

三
筆
一
反
五
畝
/
こ
し
ま
き
二
一
筆
一
反
六
畝
/
井
戸
尻
υ

(

中
一
)
/
な
し
の
木
平
日

三
筆
(
上
一
)
二
反
一
畝
/
わ
ぐ
い
二
筆
/
川
端
二
ハ
筆
二
人
一
反
五
畝
/
こ
ゃ
な

い
一
一
九
筆
二
人
九
反
/
さ
た
う
し
二
二
筆
、
二
人
二
反
七
畝
/
き
と
沢
二
ニ
筆
/

く
う
つ
う
一
二
筆
(
下
々
回
)
/
す
け
の
く
ぼ
/
く
わ
そ
の
い
一
八
筆
(
上
五
・
中

六
・
屋
二
)
二
人
一
町
二
反
一
畝
/
さ
る
ま
き
二
二
筆
二
人

(
日
影
村
之
内
違
子
村
分
)
※
当
時
は
日
影
村
内
で
、
太
子
を
逢
子
と
表
現
す
る
。

名

柴
原
一
五
筆
二
人
/
迎
/
志
る
た
一
三
筆
三
人
/
井
と
尻
/
前
出
口
七
筆
(
上
了
中
二
)

地

三
人
二
反
三
畝
/
前
畠
二
一
筆
(
中
一
・
屋
一
)
/
志
や
う
し
ば
υ

七
筆
五
人
一
反

/
城
越
/
く
ぐ
ど
一
四
筆
(
中
一
)
、
三
人
二
反
五
畝
/
い
こ
そ
り
沢
二
一
筆
(
中
四
)
、

五
人
三
反
八
畝
/
石
こ
祢
一
四
筆
(
中
一
)
二
人
六
反
八
畝
/
越
ま
き
一
八
筆
(
上
二
・

中
六
)
五
人
二
反
九
畝
/
た
か
ひ
ら
二

O
筆
(
中
二
)
四
人
六
反
六
畝
/
よ
こ
畠
υ

(

上

一
)
/
屋
く
ら
畠
/
志
お
の
木
一
九
筆
(
上
六
・
、
中
二
・
屋
一
)
四
人
四
反
一
畝

/
し
な
の
木
一
四
筆
(
上
三
・
屋
一
)
、
三
人
一
反
一
畝
/
屋
せ
お
祢
一
六
筆
(
上
一
・

屋
二
)
三
人
一
反
七
畝
/
井
戸
は
た
二
一
筆
二
人
一
反
一
畝
/
宮
わ
き
い
一
二
筆
五

人
五
反
七
畝
/
行
人
塚
一
八
筆
三
人
四
反
一
畝
/
三
嶋
沢
/
す
な
わ
ら
二
一
筆
二
人

三
反
四
畝
/
そ
り
畠
一
三
筆
三
人
四
反
八
畝
/
は
し
は
/
落
合
一
六
筆
四
人
一
反
六

畝
/
せ
ん
の
下
一
八
筆
五
人
一
反
四
畝
/
霜
押
一
七
筆
四
人
八
反
五
畝
/
よ
こ
道
一

九
筆
五
人
二
反
三
畝
/
川
原
/
は
じ
/
川
は
た
/
大
し
く
ほ
/
志
も
は
れ
二
一
筆
一
一

人
一
反
五
畝
/
ゆ
く
ほ
坂
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(
持
車
木
生
須
龍
口
新
田
共
に
)
※
持
車
木
は
寺
社
木
で
生
須
内
の
小
名
、
寵
日
新

田
は
暮
坂
付
近
の
小
字
小
森
口
で
あ
ろ
う
。

森
の
下
一
五
筆
一
反
八
畝
/
た
う
の
下
一
九
筆
三
人
/
下
平
日
七
筆
(
上
七
)
四
人

二
反
一
畝
/
道
六
神
畠
一
二
筆
/
た
う
の
そ
り
い
九
筆
(
中
一
・
下
回
五
)
三
人
一

反
九
畝
/
ミ
な
み
畠
ケ
二
ハ
筆
(
中
一
二
)
二
人
一
反
九
畝
/
か
き
の
木
入
/
か
き
の

木
入
ひ
ら
一
六
筆
(
上
四
・
中
二
)
三
人
三
反
二
畝
/
ひ
ら
一
五
筆
(
中
二
・
屋
二
)

三
人
二
反
四
畝
/
い
す
す
二
ニ
筆
(
上
一
・
中
二
)
二
人
二
人
/
か
ち
屋
敷
一
四
筆
(
上

一
・
中
一
・
屋
二
)
三
人
一
反
八
畝
/
く
ぱ
畠
/
堂
の
上
二
一
筆
(
上
畑
一
一
)
二
人

/
久
く
木
の
下
/
柿
の
木
の
下
/
家
ノ
後
二
一
筆
(
中
・
一
屋
一
)
/
家
の
ま
ゑ
二

上
一
)
/
西
う
ら
い
二
筆
二
人
/
新
道
二
一
筆
(
屋
二
二
人
/
く
ぼ
/
柴
平
日
三

筆
二
人
四
反
九
畝
/
て
ん
ぐ
岩
一
五
筆
三
人
/
ふ
り
あ
と
一
六
筆
二
人
二
反
六
畝
/

赤
く
づ
れ
二
一
筆
二
人
一
反
/
ぬ
ま
の
尻
/
柴
原
/
十
こ
の
ま
え
い
七
筆
三
人
四
反



説

一
畝
/
せ
き
取
場
日
四
筆
三
反
/
十
二
の
く
ぼ
/
大
な
し
く
ぼ
二
ニ
筆
一
反
/
大
な

し
一
六
筆
三
人
四
反
二
畝
/
お
た
祢
く
ぼ
一
六
筆
三
人
三
反
四
畝
/
け
な
し
あ
り
い

総

二
筆
二
人
コ
一
反
二
畝
/
長
く
ぼ
一
二
筆
二
人
/
て
う
な
く
ぼ
/
さ
る
か
う
て
一
二
筆

二
人
/
川
平
/
中
の
た
い
ら
い
二
筆
一
反
一
畝
/
八
ッ
塚
口
二
筆
二
人
/
く
わ
ば
き
一

二
筆
三
人
/
中
屋
ぶ
二
一
筆
一
反
九
畝
/
打
越
/
こ
ざ
め
い
三
筆
三
人
一
反
/
た
う

の
わ
き
二
一
筆

62 



一一一
村
誌

年

(
明
治
二
十
一

吾
妻
郡
村
誌
解
題

郷
土
の
あ
ゆ
み
や
概
況
を
記
し
た
『
吾
妻
郡
村
誌
』

一
.
は
じ
め
に

明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八
)

の
「
吾
妻
郡
村
誌
」
は
、
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗

の
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
に
二
冊
の
簿
冊
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年

(
一
九
八
二
)
十
一
月
の
同
館
開
館
時
に
中
之
条
町
立
第
一
小
学
校
(
現
、
中
之
条

町
立
中
之
条
小
学
校
)
か
ら
移
管
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。
表
紙
に
「
明
治
二
十
一
年

調

吾
妻
郡
村
誌

吾
妻
郡
役
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
吾
妻
郡
役
所
で
編

集
さ
れ
た
も
の
が
、
大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
)
の
郡
役
所
廃
止
後
、
何
ら
か
の
経

緯
で
小
学
校
に
移
さ
れ
、
保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
二
十
一
年

は
吾
妻
郡
が
八

O
町
村
か
ら
一
三
町
村
に
再
編
成
さ
れ
た
「
明
治
の
大
合
併
」
(
市
制
・

町
村
制
)

の
前
年
に
あ
た
り
、
残
念
な
が
ら
一
部
欠
落
も
み
ら
れ
る
も
の
の
町
村
の

概
要
が
沿
革
・
境
域
・
古
跡
・
人
物
な
ど
の
二
五
項
目
の
基
準
で
記
さ
れ
て
お
り
、

合
併
直
前
の
町
村
の
実
態
を
知
る
好
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
未
だ
刊
本
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
幸
運
に
も
六
合
地
区
の
六
村
(
日
影
村
・
生
須
村
・
赤
岩
村
・

誌

太
子
村
・
小
雨
村
・
入
山
村
)
が
も
れ
な
く
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
『
続

村

六
合
村
誌
』
を
編
纂
す
る
に
あ
た
り
、
六
合
地
区
の
み
を
抽
出
し
て
資
料
編
に
収
録

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
解
題
で
、
本
史
料
を
概
観
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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説

ニ
.
『
吾
妻
郡
村
誌
』
編
纂
に
至
る
ま
で
の
明
治
初
年
の
概
観

高官

(
一
)
近
代
日
本
の
自
治
行
政
制
度
に
つ
い
て

慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
十
月
、
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
大
政
奉
還
を
上
表
し
、

同
年
十
一
一
月
、
朝
廷
よ
り
王
政
復
古
の
大
号
令
が
発
せ
ら
れ
、
天
皇
中
心
の
新
政
府

が
樹
立
し
た
。
薩
長
中
心
の
新
政
府
は
慶
喜
に
官
位
辞
退
と
領
地
返
上
を
命
じ
る
こ

と
を
決
め
た
た
め
、
翌
年
一
月
に
は
不
満
を
も
っ
た
旧
幕
府
勢
力
と
の
聞
に
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
が
起
こ
り
、
こ
こ
に
戊
辰
戦
争
が
開
始
さ
れ
た
。
新
政
府
は
こ
の
年
の

九
月
に
明
治
と
改
元
し
た
が
、
こ
の
一
連
の
戦
い
は
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)
の
箱

館
の
五
稜
郭
で
旧
幕
府
勢
力
が
破
れ
る
ま
で
続
い
た
。

中
央
集
権
国
家
体
制
を
目
指
す
明
治
政
府
は
、
ま
ず
旧
幕
府
領
を
府
(
東
京
・
京

都
・
大
阪
な
ど
)
・
県
(
前
記
以
外
)
と
し
、
二
七

O
余
り
の
諸
大
名
領
は
従
来
通

り
藩
と
し
て
残
す
「
府
藩
県
三
治
制
」
を
敷
い
た
。
そ
の
後
、
明
治
二
年
に
版
籍
奉

64 

還
(
諸
大
名
の
領
地
と
領
民
の
返
上
)
を
、
明
治
四
年
に
廃
藩
置
県
を
行
い
、
こ
こ

に
全
国
(
三
府
三

O
二
県
↓
三
府
七
二
県
)
を
直
接
支
配
す
る
に
至
っ
た
。
本
県
「
群

馬
県
」
(
第
一
次
群
馬
県
)
も
こ
の
廃
藩
置
県
の
行
わ
れ
た
明
治
四
年
十
月
二
十
八

日
に
誕
生
し
て
い
る
。
明
治
五
年
に
は
地
方
統
治
機
構
と
し
て
の
大
区
小
区
制
が
施

行
さ
れ
、
群
馬
県
内
は
ご
二
の
大
区
と
三
四
七
の
小
区
に
設
定
さ
れ
た
が
、
明
治
六

年
に
は
群
馬
・
入
聞
の
両
県
が
廃
さ
れ
熊
谷
県
と
な
り
、
明
治
九
年
に
は
再
び
群
馬

県
(
第
二
次
群
馬
県
)
が
ほ
ぼ
現
在
の
県
域
と
し
て
成
立
し
、
こ
れ
に
伴
い
県
内
は

二
三
一
大
区
二
五
七
小
区
に
編
成
替
え
さ
れ
た
。
大
区
小
区
制
は
制
度
上
、
近
世
に
お

け
る
町
村
を
否
定
し
て
い
た
が
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
)

の
郡
区
町
村
編
制
法

に
よ
り
、
旧
来
の
郡
制
を
復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
町
・
村
(
戸
長
役
場
の
設
置
)
を

法
律
上
自
治
体
と
し
て
認
め
た
。
明
治
十
七
年
の
制
度
改
正
で
は
、
町
村
の
区
域
は



そ
の
ま
ま
に
し
て
複
数
町
村
単
位
に
一
つ
の
役
場
を
お
く
連
合
戸
長
役
場
が
設
置
さ

町れ
村 二

制長
ょ o
て) l'医

て限
強

町化
村が、
は凶
大ら
日れ
本工
高し=

白石

室主zz 
罪盟
自白
治工
制土

f詰
そ行

の確
立市
し旬

た
。
明
治
の
大
合
併
と
称
さ
れ
る
市
制
・
町
村
制
に
よ
っ
て
、
本
県
に
二

O
六
町
村

(
三
五
町
一
七
一
村
)
が
誕
生
し
た
。

{
ニ
)
吾
妻
郡
の
変
遷
に
つ
い
て

吾
妻
郡
は
江
戸
時
代
初
期
、
沼
田
藩
真
田
氏
の
所
領
で
あ
っ
た
が
、
天
和
元
年

(
一
六
八
一
)
真
田
氏
改
易
後
は
幕
府
直
轄
領
の
時
代
を
経
て
、
天
領
や
旗
本
領
な
ど

の
分
割
統
治
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
を
迎
え
、
大
区
小
区
制
の
時
代
を
経
た
後
、
「
地

方
行
政
区
画
便
覧
」
(
別
表
l
)
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
九
年
(
一
八
八
六
)
の
吾
妻
郡

は
八

O
町
村
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
の
吾
妻
郡
は
江
戸
時
代
の
流
れ

を
受
け
、
現
在
の
み
な
か
み
町
(
旧
新
治
村
部
分
)
の
一
部
が
含
ま
れ
、
群
馬
郡
に
属

し
て
い
た
高
山
村
分
(
中
山
村
・
尻
高
村
)
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
「
吾
妻

郡
村
誌
」
は
行
政
区
画
上
で
は
こ
の
時
期
の
こ
と
が
町
村
別
に
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

参
考
ま
で
に
明
治
二
十
二
年
(
一
八
八
九
)

の
市
制
・
町
村
制
施
行
後
の
吾
妻
郡

を
概
観
す
る
と
、
表
1
の
と
お
り
吾
妻
郡
は
二
ニ
ヶ
町
村
(
中
之
条
町
・
沢
田
村
・

伊
参
村
・
名
久
田
村
・
草
津
村
・
東
村
・
太
田
村
・
原
町
・
岩
島
村
・
坂
上
村
・
長

野
原
町
・
嬬
恋
村
・
久
賀
村
)
と
な
っ
た
。
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
に
は
、
日
影

村
・
赤
岩
村
・
太
子
村
・
小
雨
村
・
生
須
村
・
入
山
村
が
草
津
村
か
ら
分
離
し
、
六

合
村
が
発
足
し
た
が
、
分
離
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
六
合
村
誌
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
れ
よ
り
前
の
明
治
二
十
九
年
(
一
八
九
六
)
三
月
二
十
九
日
に
は
群
馬
郡
高
山
村

誌

が
吾
妻
郡
に
編
入
と
な
り
、
同
年
四
月
一
日
、
吾
妻
郡
久
賀
村
が
利
根
郡
に
編
入
と

村

な
り
、
明
治
四
十
一
年
、
久
賀
村
と
湯
の
原
村
が
合
併
し
、
利
根
郡
新
治
村
が
発
足

し
、
現
在
の
吾
妻
郡
の
郡
域
と
な
っ
た
。

昭
和
の
大
合
併
で
は
、
昭
和
三
十
年
(
一
九
五
五
)
四
月
、
中
之
条
町
・
沢
田
村
・

伊
参
村
・
名
久
田
村
が
合
併
し
て
中
之
条
町
が
、
太
田
村
・
原
町
・
岩
島
村
・
坂
上

村
が
合
併
し
て
吾
妻
町
(
改
称
は
翌
年
)
が
誕
生
し
た
。

平
成
の
大
合
併
で
は
、
平
成
十
八
年
(
一
一

O
O六
)
三
月
二
十
七
日
吾
妻
町
と
東

村
が
合
併
し
て
東
吾
妻
町
が
、
平
成
二
十
一
一
年
三
月
二
十
八
日
に
は
中
之
条
町
と
六

合
村
が
合
併
し
て
中
之
条
町
と
な
っ
て
、
現
在
の
吾
妻
郡
は
六
ヶ
町
村
で
編
成
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
大
筋
に
つ
い
て
は
別
表
l
の
「
吾
妻
郡
の
変
遷
(
江
戸
時
代
か
ら

現
在
ま
で
)
」
の
と
お
り
で
あ
る
。

(
三
)
明
治
期
の
県
内
に
お
け
る
史
誌
編
纂
事
業
の
動
向

明
治
政
府
は
、
江
戸
幕
府
の
封
建
制
国
家
を
打
破
し
、
中
央
集
権
国
家
体
制
を
整
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え
る
た
め
、
府
県
史
編
纂
事
業
に
着
手
し
、
全
国
に
実
態
調
査
の
命
令
を
出
し
て
い

る
。
群
馬
県
に
お
け
る
明
治
期
の
主
な
史
誌
編
纂
と
し
て
次
の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

①
『
群
馬
県
歴
史
』
(
群
馬
県
史
)
編
纂
(
明
治
前
期

1
中
期
)

明
治
七
年
(
一
八
七
四
)
、
明
治
政
府
の
命
令
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
府
県
史
編
纂
事

業
の
一
環
と
し
て
『
群
馬
県
歴
史
』
が
あ
る
。
こ
れ
は
太
政
官
の
「
歴
史
編
輯
例
則
」

や
修
史
局
の
「
同
分
類
細
目
」
に
基
づ
い
て
編
纂
さ
れ
、
中
央
政
府
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

内
容
は
、
大
別
し
て
「
制
度
部
」
(
県
の
官
制
・
職
制
・
兵
制
・
租
法
・
禁
令
な
ど
)
と
「
政

治
部
」
(
駅
逓
・
県
治
・
学
校
・
勧
業
・
民
俗
・
警
保
・
刑
罰
な
ど
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

対
象
と
な
っ
た
時
代
は
明
治
初
年
か
ら
明
治
九
年
ま
で
の
第
一
次
群
馬
県
、
熊
谷
県
時

代
ま
で
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
資
料
は
、
幕
末
維
新
期
か
ら
府
県
制
へ
の
移
行
期

に
お
け
る
群
馬
県
の
行
政
や
諸
制
度
の
沿
革
・
変
遷
の
実
態
を
解
明
す
る
上
で
不
可
欠

な
基
本
史
料
と
な
っ
て
い
て
、
群
馬
県
史
の
別
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。



説

②
『
上
野
国
郡
村
誌
』
(
明
治
十
一
年
)

総

明
治
政
府
は
、
統
一
国
家
と
し
て
の
日
本
を
認
識
す
る
た
め
に
、
そ
の
歴
史
と
地

誌
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
明
治
五
年
(
一
八
七
二
)
九
月
二
十
四
日
、

皇
国
地
誌
編
集
を
太
政
官
正
院
で
行
う
と
布
告
し
た
。
明
治
八
年
六
月
五
日
、
「
皇

園
地
誌
編
輯
例
則
井
着
手
方
法
」
を
、
十
一
月
十
二
日
に
は
そ
の
「
追
補
」
を
各
府

県
に
通
達
し
、
郡
誌
・
村
誌
の
担
当
者
を
決
め
て
数
十
項
目
に
わ
た
る
調
査
を
行

い
、
地
図
を
付
し
て
内
務
省
地
理
寮
へ
提
出
す
る
よ
う
に
命
じ
た
。
こ
う
し
て
は
じ

ま
っ
た
「
皇
園
地
誌
」
の
編
纂
事
業
は
、
内
務
省
地
理
局
か
ら
文
部
省
に
移
管
さ
れ
、

明
治
二
十
三
年
に
は
帝
国
大
学
に
地
誌
編
纂
掛
が
置
か
れ
、
翌
年
に
は
史
誌
編
纂
掛

に
改
組
さ
れ
る
な
ど
の
変
遷
を
辿
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
明
治
二
十
六
年
に
そ
の
事

業
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。
『
上
野
国
郡
村
誌
』
は
皇
園
地
誌
の
稿
本
や
写
し
が
主
体

と
な
っ
て
い
て
、
各
郡
村
の
境
域
、
管
轄
沿
革
、
地
勢
、
戸
数
、
古
跡
、
物
産
な
ど

が
郡
お
よ
び
町
村
ご
と
に
記
述
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
な
お
、
昭
和
五
十
二

(
一
九
七
七

)
1平
成
三
年
(
一
九
九
一
)
に
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
(
丑
木
幸

男
編
集
)
に
よ
っ
て
刊
行
(
全
一
八
巻
)
さ
れ
て
い
る
。

③
『
郷
土
誌
』

過
去
の
県
史
や
郡
村
誌
は
全
国
統
一
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
群
馬
県
で
は
明
治

四
十
二
年
(
一
九
O
九
)
郡
市
町
村
お
よ
び
市
町
村
立
小
学
校
に
対
し
て
「
郷
土
誌
」

の
調
製
を
発
令
し
た
。
県
内
二

O
八
市
町
村
に
沿
っ
て
翌
年
ま
で
に
調
製
す
る
こ
と

が
命
じ
ら
れ
た
が
、
本
書
は
役
場
と
小
学
校
に
一
冊
、
ず
つ
備
付
け
、

一
冊
県
へ
提
出

さ
せ
て
い
る
。
『
郷
土
誌
』
は
、
統
一
し
た
目
次
で
調
製
さ
れ
、
明
治
末
年
の
県
内

に
お
け
る
市
町
村
の
状
況
を
総
括
的
に
把
握
・
比
較
で
き
る
基
本
史
料
で
あ
る
が
、

残
念
な
こ
と
に
、
市
町
村
す
べ
て
が
残
っ
て
い
な
い
。
な
お
『
郷
土
誌
』
に
つ
い
て

は
今
井
啓
介
氏
が
「
群
馬
県
内
に
お
け
る
明
治
期
『
郷
土
誌
』
編
纂
の
動
向
に
つ
い

て
」
で
国
の
内
務
省
の
地
方
改
良
運
動
の
一
環
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

ニ
.
吾
妻
郡
村
誌
に
つ
い
て

(
一
)
『
吾
妻
郡
村
誌
』

吾
妻
郡
に
お
け
る
郡
村
誌
・
町
村
誌
な
ど
の
変
遷
に
つ
い
て
み
る
と
、
江
戸
時
代

で
は
郷
帳
や
村
差
出
明
細
帳
が
あ
り
、
明
治
期
で
は
明
治
十
一
年
『
上
野
国
郡
村
誌

(
吾
妻
郡
村
誌
)
』
、
明
治
四
十
二
年
の
訓
令
に
よ
り
各
市
町
村
で
編
纂
さ
れ
た
『
郷

土
誌
』
(
中
之
条
町
・
沢
田
村
・
伊
参
村
・
原
町
・
長
野
原
町
・
草
津
町
が
現
存
す

る
)
な
ど
が
周
知
さ
れ
て
い
る
。
『
上
野
国
郡
村
誌
』
(
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
刊
)

は
明
治
十
一
年
に
全
国
統
一
し
た
様
式
に
沿
っ
て
、
町
村
単
位
ご
と
に
一
斉
に
提
出

さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
『
上
野
国
郡
村
誌
』
の
中
で
吾
妻
郡
の
項
は
「
吾
妻
郡
村
誌
」

(
別
表
3

「
『
上
野
国
郡
村
誌
』
の
吾
妻
郡
収
録
町
村
一
覧
表
」
参
照
)
と
し
て
収
録
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さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回
紹
介
す
る
「
吾
妻
郡
村
誌
」
(
明
治
二
十
一
年
)
と
は
、

明
ら
か
に
表
記
や
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
お
い
て
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
記
述
様
式
は

江
戸
時
代
の
村
差
出
明
細
帳
か
ら
倣
っ
て
い
る
部
分
も
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
部
分
は

共
通
性
が
見
い
だ
せ
る
。
こ
う
し
た
見
地
に
立
っ
て
「
吾
妻
郡
村
誌
」
を
み
る
と
、

本
史
料
は
明
治
二
十
二
年
の
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
る
前
年
に
吾
妻
郡
役
所
が
郡
村

誌
編
纂
の
目
的
で
町
村
ご
と
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
地
誌
を
編
集
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
以
下
本
史
料
は
「
吾
妻
郡
村
誌
」
の
表
題
を
活
か
す
と

と
も
に
、
二
冊
を
「
甲
」
・
「
乙
」
で
表
記
し
た
い
。
な
お
、
前
述
の
『
上
野
国
郡
村

誌
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
吾
妻
郡
村
誌
」
に
つ
い
て
は
、
混
乱
を
き
た
さ
ぬ
よ
う
、

こ
こ
で
は
『
上
野
国
郡
村
誌
(
吾
妻
郡
村
誌
)
』
と
表
記
し
、
差
別
化
を
図
り
た
い
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
「
吾
妻
郡
村
誌
」
は
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館



村誌

別表 1 吾妻郡の変遷{江戸時代から現在まで)

我妻郡 群馬郡
郡 ( 

名

ムi 寛文震
赤 日 大平横赤 蟻 五四上下山折市青伊西中下上中

町
F、、

岩影 塚 尾坂 JII 反万沢沢田田城山勢 中野尻尻
村名

八
田渡渡 条条高高 年

村村 村村村村 干す 村村村村村村村村町村町村村村

吾妻郡 群馬郡 郡名
( 

七克
赤日栃大平横赤大蟻原五四上下山折市青伊西中 尻中

町 (三禄郷帳
岩影 塚 尾坂道新川岩反万沢 沢 田田城山勢 条 高山

村名保 田本田渡渡 条 年

村村村村村村村村村村村村村村村村村村町村町 村村

吾妻郡 群馬郡 郡名
( 

八天
赤日栃大平横赤大蟻原五四上下山折市青伊西中 尻中

町 四コ保郷帳
岩影窪塚 尾 坂 道 新 川 岩 反万沢沢田田城山勢野中 野 高山

村名田本田渡渡 条 条 年

村村村村村村村村村村村村村村村村村村町村町 村村
( 

大20 20 20 20 20 20 20 20 20 9 区 八査

11 7 8 7 8 7 6 5 8 2 
右往

区 年

吾妻郡 西群馬郡 郡名 覧地
(一行方

赤 日 栃 大平横赤大蟻原五 四 上 下 山 折 巾 青 伊 西 中 尻 中
町

/八¥以:r.f-.t. 

岩 影窪塚 尾坂新川岩反万沢沢田田城山勢之中之 高山
村名 ハ)年便幽区田 本田 渡渡 {傑{傑

村村 村 村村村村村村村村村村村村村村村町村町村村

吾妻郡 西群馬郡 郡名
(に市

/¥ よ町

草 名久 f弄 沢
之書中

品 町
八町る制村

津
村田

長三gま，と 田 山
村名 会工村名施行

干す 村 村 村

吾妻郡
郡 (公町
名

九布時村合前促
-Fi¥ A 名 伊 沢 中 作同司

町
五の

久 之 三町
メ口入

田
長乞Fミ 田

条
山

村名 年村名進
村 村 村 村 町 村

)法

吾妻郡 郡名
昭

竺和

ム/、 中 品
町

九六大の

之 エ手戸ム併後ロ、ム仁I、
条

山
村名

村 町 干す

吾妻郡 郡名 七o三平成

中 I司口
現ーの

村名町
在起大

之
山

)合

条 四月併後
町 村
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総説

我妻郡

須大 大 厚ニ横松岩矢郷原河金岩植小泉新奥五箱岡前草入生小
賀柏

戸 田島谷尾下倉原 戸井井栗;東沢巻田町田島新崎田 口津山須雨
尾木
村村 村 村村村村村村村町村村村村村村村村村村村村村村村村

吾妻郡

須大本萩大厚二横松岩矢郷原川金岩植小泉新奥五箱岡前草入生小 大

加尾柏木宿生戸田島谷尾下倉原 戸井 井 栗 泉 沢 、 巻田丁田島新崎田 口津山須雨子

村村村村村村村村村村村村町村村村村村村村村村村村村村村村村村

吾妻郡

須大本萩 大厚 ニ横 松岩 矢郷原河金岩植小泉新奥五箱岡前草入生小太

貝尾賀柏木宿生戸田島谷尾下倉原 戸井井栗泉沢、 巻田町田島新崎田 口津山須雨子

村村村村 村村 村村 村村 村村町村村村村村村村村村村村村村村村村村

20 20 20 20 20 20 

9 2 3 4 11 

吾妻郡

須大本萩大厚二 松 岩 矢 郷 原川金岩植小泉新奥五箱岡前草入生小太

賀柏 宿 生戸田島
尾木

谷下倉原 戸井井栗泉沢巻田町回島新崎目 口津山須雨子

村村村村村村村 村村村村町村村村村村村村村村村村村村村村村村

吾妻郡

坂 右I-U 原 太 東 草

上 島 田 津

干す 村 町 キオ 村 村

吾妻郡

坂 石I-U 原 太 東 草 ムノ、
上 島 田 津 A ロ

干す 干す 町 村 村 町 村

吾妻郡

吾 東 草 -Fi¥ A 

妻 津 A仁I、

町 村 町 干す

吾妻郡

東 草 中
吾

津
之

妻 条

町 町 町

68 



村誌

我妻郡

入 須 湯 布師団大干大門西鎌 中赤芦袋今狩小古与荒羽立勘坪河河林横長
須

JII 
之 施田代笹俣前貝窪原井羽生倉井宿宿森木井尾石場井 原原 壁野

}I[ 宿 根田 屋 木湯 畑 原
村 町 村 村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村

吾妻郡

上入 峰 須湯布師団大干大門西鎌中赤芦袋今狩小古与新羽立勘坪川川林横 長
須須 須 川宿施田代笹俣前貝久原居羽生倉井宿宿森喜井尾石場井 原原 壁 之
}I[}I[ JlI 保 田 屋 木 湯 畑 原

村村 村 村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村

吾妻郡

上入 峰 須湯布師団大干大門西鎌中赤芦袋今狩小古与新羽立勘坪河河林横 長
須須 須 川宿施田代笹俣品日目員窪 原居羽生倉井宿宿森喜井根石場井 原原 壁 野
川川 JII 根回 屋尾木湯畑 原
村村 村 村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村

19 19 19 19 20 20 20 20 20 20 

8 9 8 10 12 11 12 10 11 10 

吾妻郡

入 東西須 布師回大干大門西鎌 麗 袋 今 応 古 与 羽 大 川川林横 長一
須 l峰峰

自倉井桑森
喜 根 原原 壁 野

}I[ 
須須川 施回代笹俣前貝窪原 原

屋 尾
津

湯畑111111 原
村 村村町 村村村村村村村村村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村村村村町

吾妻郡

久 嬬

長野原町賀 恋

村 村

利根郡 吾妻郡

新 嬬 長

治 恋
野
原

村 村 町

利根郡 吾妻郡

新 嬬 長

治 恋
野
原

村 村 町

利根郡 吾妻郡

み 嬬 長
な 野七、 恋

原み
町 村 町
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説総

各
本
表
は
『
群
馬
の
地
名
(
日
本
歴
史
地
名
体
系
十
)
』
(
平
凡
社
)
を
引
用
・
参
考
に
し
て
、
平
成
の
大
合
併
を
追
加
し
て
作
成
。

事
明
治
三
十
三
(
一
九
O
O
)年
七
月
一
目
、
日
影
村
・
赤
岩
村
・
太
子
村
・
小
雨
村
・
生
須
村
・
入
山
村
が
草
津
村
か
ら
分
離
し
、
六
合
村
が
誕
生
し
た
。
分
離
の
経
緯
に
つ
い
て
は
『
六
合
村
誌
』

(
p
コ
一
八
八
1
三
九
三
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

*
明
治
二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
三
月
二
十
九
日
に
は
群
馬
郡
高
山
村
が
吾
妻
郡
に
編
入
と
な
る
。

各
明
治
二
十
九
(
一
八
九
六
)
年
四
月
一
目
、
吾
妻
郡
久
賀
村
が
利
根
郡
に
編
人
と
な
り
、
明
治
四
十
一
年
、
久
賀
村
と
湯
の
原
村
が
合
併
し
、
新
治
村
が
発
足
。
な
お
、
新
治
村
か
ら
み
な
か
み
町
へ
至
る
経
緯
は
吾
妻
郡
外
と
な
る
の
で
表
の
中
で

は
詳
細
は
触
れ
な
い
。
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誌村

「
ミ
ュ
ゼ
」
に
二
冊
の
簿
冊
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
明
治
二
十
一
年

吾妻郡における主な郡村誌・町村誌の変遷

年代 郡村誌・町村誌名 備考

明治11(1878)年 『上野園郡村誌(吾妻郡村誌L!J

明治21(1888)年 吾妻郡村誌

明治末期 『郷土誌』
中之条町・沢田村・伊参村・原町・長野原町・草津町が|

現存する

大正8(1919)年 『中之条郷土誌』 柳田阿三郎著

昭和4(1929)年 『吾妻郡誌』 『吾妻郡誌追録』を昭和11年に刊行

『原町誌Jl(昭和35年)、『あがっま太田村誌Jl(昭和

40年)、『あがっまあづまJl(昭和40年)、『あがつま

坂上村誌Jl(昭和46年)、『岩島村誌Jl(昭和46年)、『高

戦後 町村誌
山村誌Jl(昭和47年)、『六合村誌Jl(昭和48年)、『中之

条町誌(第1-3巻・資料編)Jl(昭和51-58年)、『長野

原町誌(上・下)Jl(昭和51年)、『嬬恋村誌(上・下L!J(昭

和52年)、『草津町誌(第1-2巻、自然・科学編)Jl(昭和

51年ー平成4年)

町
・
青
山
村
・
市
城
村
・
原
町
・
金
井
村
・
川
戸
村
・
郷
原
村
・
矢
倉
村
・
厚
田
村
・

調

吾
妻
郡
村
誌

吾
妻
郡
役
所
」
と
記
さ
れ
、
「
二
冊
ノ
内
甲
」
と
「
二
冊
ノ
内
乙
」

と
の
二
冊
か
ら
な
る
。
大
き
さ
は
縦
二
三
.
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
横
一
五
・
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
で
、
地
誌
標
準
と
銘
打
っ
た
執
筆
様
式
を
示
し
、
沿
革
・
位
置
・
境
域
・

地
味
適
種
・
地
質
・
字
地
・
戸
長
役
場
・
農
工
場
・
会
社
・
病
院
・
神
社
・
寺
院
・
道
路
・

渡
津
・
橋
梁
・
湖
沼
・
濃
布
・
古
跡
・
古
墳
・
名
勝
・
人
物
・
流
請
・
奮
検
地
帳
表

書
合
計
・
古
文
書
・
変
異
記
事
の
二
五
の
分
類
項
目
を
基
準
に
、
各
町
村
の
有
志
に
よ
っ

て
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
基
準
は
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
内
容
は
町
村
に
よ
っ
て
差
異

が
み
ら
れ
、
記
述
の
長
短
に
つ
い
て
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
収
録
の
形
態
は
、
罫
紙

や
和
紙
に
墨
書
さ
れ
袋
綴
じ
に
し
て
簿
冊
状
で
二
分
冊
か
ら
な
り
、

一
部
を
除
き
、

概
ね
連
合
戸
長
役
場
単
位
(
別
表
I
参
照
)
で
ま
と
め
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

本
史
料
の
「
甲
」
に
は
「
草
津
村
・
前
日
村
・
日
影
村
・
生
須
村
・
赤
岩
村
・
太
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子
村
・
小
雨
村
・
入
山
村
・
門
貝
村
・
岩
下
村
・
松
谷
村
・
三
島
村
・
三
原
村
・
鎌

原
村
・
西
久
保
村
・
袋
倉
村
・
今
井
村
・
芦
生
田
村
・
大
戸
村
・
萩
生
村
・
奥
田
村
・

新
巻
村
・
箱
島
村
・
岡
崎
新
田
村
・
五
町
田
村
・
小
泉
村
・
泉
沢
村
・
岩
井
村
・
植

栗
村
・
長
野
原
町
・
大
津
村
・
羽
根
尾
村
・
与
喜
屋
村
・
古
森
村
」
の
三
四
町
村
(
た

別表2

だ
し
、
長
野
原
町
部
分
に
つ
い
て
は
外
四
ヶ
町
村
が
一
括
で
記
さ
れ
て
い
る
)
が
、

「
乙
」
に
は
、
蟻
川
村
・
五
反
田
村
・
吹
路
村
・
永
井
村
・
猿
ケ
京
村
・
大
道
新
田
村
・

原
岩
本
村
・
須
川
町
・
師
団
村
・
入
須
川
村
・
東
峰
須
川
村
・
西
須
川
村
・
布
施
村
・

横
尾
村
・
平
村
・
大
塚
村
・
赤
坂
村
・
栃
窪
村
・
折
田
村
・
山
田
村
・
下
沢
渡
村
・

上
沢
渡
村
・
四
万
村
」
の
二
三
町
村
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
合
計
す
る
と
五
七
町
村

と
な
る
が
、
明
治
二
十
一
年
(
一
八
八
八
)
当
時
の
吾
妻
郡
は
、
現
在
の
利
根
郡
の

一
部
町
村
を
含
む
八

O
町
村
か
ら
成
っ
て
い
て
、
中
之
条
町
・
西
中
之
条
村
・
伊
勢



説

本
宿
村
・
大
柏
木
村
・
須
賀
尾
村
・
川
原
畑
村
・
川
原
湯
村
・
横
壁
村
・
林
村
・
応

桑
村
・
大
笹
村
・
田
代
村
・
干
俣
村
・
大
前
村
の
二
三
町
村
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と

総

に
な
る
。
ま
た
、
現
在
吾
妻
郡
に
属
し
て
い
る
高
山
村
は
、
当
時
は
西
群
馬
郡
に
属

し
て
い
た
。
な
お
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
五
七
町
村
の
現
在
の
町
村
名
に
つ
い

て
は
、
別
表
I
の
「
吾
妻
郡
村
誌
」
記
載
町
村
一
覧
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。

欠
落
し
て
い
る
町
村
は
あ
る
も
の
の
、
統
一
し
た
分
類
項
目
で
調
整
さ
れ
た
「
吾

妻
郡
村
誌
」
は
、
明
治
十
一
年
の
『
上
野
国
郡
村
誌
』
か
ら
明
治
末
期
の
『
郷
土
誌
』

編
纂
に
至
る
明
治
中
期
の
過
度
期
の
郷
土
編
纂
史
料
で
あ
り
、
今
後
吾
妻
郡
の
歴
史

研
究
に
活
か
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

合
己
『
吾
妻
郡
村
誌
』
に
お
け
る
六
合
地
区
の
村

こ
こ
で
六
合
地
区
に
つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
江
戸
時
代
の
村
の
単
位
に
つ
い
て

は
、
別
表
I
の
「
元
禄
郷
帳
(
一
七

O
三
年
)
」
を
み
る
と
後
の
六
合
村
の
原
形
と

な
る
日
影
村
・
生
須
村
・
赤
岩
村
・
大
子
村
(
太
子
村
)
・
小
雨
村
・
入
山
村
が
出
揃
つ

て
、
こ
れ
を
以
っ
て
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
。
幸
運
に
も
、
明
治
二
十
二
年
の
町

村
合
併
直
前
に
編
纂
さ
れ
た
「
吾
妻
郡
村
誌
」
に
、
六
合
地
区
の
日
影
村
・
生
須
村
・

赤
岩
村
・
太
子
村
・
小
雨
村
・
入
山
村
は
も
れ
な
く
収
録
(
本
書
の
資
料
編
に
全
文

を
原
文
筆
写
に
若
干
編
集
を
加
え
収
録
)
さ
れ
て
い
た
。
各
村
に
よ
っ
て
編
集
者
(
誌

料
編
輯
有
志
賛
嚢
者
)

の
表
記
の
有
無
は
あ
る
も
の
の
、
概
ね
地
誌
標
準
に
沿
っ
て

日
影
村
二
項
目
、
生
須
村
一

0
項
目
、
赤
岩
村
二
項
目
、
太
子
村
一
一
項
目
、

小
雨
村
一
一
項
目
、
入
山
村
一
五
項
目
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
明
治
一
一
十
二
年
の
合

併
を
経
て
草
津
村
か
ら
分
離
し
て
六
合
村
が
成
立
す
る
の
は
明
治
三
十
三
年
の
こ
と

で
あ
る
が
、
明
治
二
十
一
年
時
点
で
は
六
村
は
連
合
戸
長
役
場
の
形
態
を
と
っ
て
お

り
、
六
村
は
す
で
に
編
集
者
は
異
な
る
も
の
の
歩
調
を
合
わ
せ
た
記
述
形
式
を
と
っ

て
い
る
。
そ
の
内
容
や
「
小
雨
村
外
五
ヶ
村
戸
長
役
場
」
の
罫
紙
を
使
用
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
な
ど
が
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
(
別
表
4
参
照
)
。

明
治
十
一
年
の
『
上
野
国
郡
村
誌
(
吾
妻
郡
村
誌
)
』
に
も
六
村
は
載
っ
て
い
て

そ
の
執
筆
様
式
は
概
ね
「
境
域
・
幅
員
・
管
轄
沿
革
・
里
程
・
地
勢
・
地
味
・
税
地
・

字
地
・
貢
租
・
戸
数
・
人
数
・
牛
馬
・
山
・
川
・
森
林
・
原
野
・
牧
場
・
鉱
山
・
湖
沼
・

道
路
・
掲
示
場
・
堤
塘
・
滝
・
温
泉
・
冷
泉
・
陵
墓
・
社
・
寺
・
学
校
・
村
町
事
務

取
扱
所
・
製
糸
場
・
古
跡
・
名
勝
・
物
産
・
民
業
」
な
ど
が
項
目
と
し
て
一
京
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
「
吾
妻
郡
村
誌
」
は
、
「
沿
革
・
位
置
・
境
域
・
地
味
適
種
・
地
質
・

宇
地
・
戸
長
役
場
・
農
工
場
・
会
社
・
病
院
・
神
社
・
寺
院
・
道
路
・
渡
津
・
橋
梁
・

湖
沼
・
諜
布
・
古
跡
・
古
墳
・
名
勝
・
人
物
・
流
諦
・
奮
検
地
帳
表
書
合
計
・
古
文

書
・
変
異
記
事
」
の
二
五
項
目
を
基
準
と
し
て
い
る
(
別
表
5
参
照
)
。
こ
の
よ
う

に
項
目
の
違
い
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
全
体
を
通
し
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
「
吾
妻
郡
村

誌
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
字
地
な
ど
の
地
名
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
や
旧

72 

検
地
帳
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
十
一
年

か
ら
十
年
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
る
が
、

一
方
で
「
十
年
ひ
と
昔
」
と
も

い
う
こ
と
が
で
き
、
小
雨
村
の
学
校
生
徒
数
を
一
つ
み
て
も
、
男
女
二
一
人
か
ら
男

女
六
五
人
と
増
え
て
い
る
な
ど
村
の
様
子
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
。

内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
は
史
料
編
に
譲
り
た
い
が
、
本
誌
に
「
吾
妻
郡
村
誌
」
を

掲
載
し
た
の
は
、
『
上
野
国
郡
村
誌
(
吾
妻
郡
村
誌
)
』
に
も
『
六
合
村
誌
』
に
も
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
新
史
料
で
あ
り
、
編
纂
史
的
に
は
明
治
十
一
年
の
『
上
野
国
郡
村

誌
』
か
ら
明
治
末
期
の
『
郷
土
誌
』
(
た
だ
し
六
合
村
は
不
明
)
ま
で
の
明
治
前
期

の
過
度
期
の
編
纂
で
あ
り
、
草
津
村
へ
の
合
併
の
直
前
の
時
代
的
背
景
の
中
で
、
六

合
地
区
の
人
に
よ
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
ま
さ
に
六
合
の
歴
史
を
知
る
上
で
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
も
の
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
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別表4 r吾妻郡村誌』記載町村一覧表
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泉 小 五 岡 箱 新 奥 萩 大 士戸士台 ~ 、

倉袋村
西 鎌原 松

石下 門 入 太
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ム仁I、 ム仁I、 ム仁I、 A 仁I A 仁I A ロ
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原村戸
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干す 干す 田 田 田 田 田 と 村 村 村

村戸 村戸 村戸 村戸
干す 村 村

村外 村外 村外 村外 村外
干す キす

連 連 村 村 村 村 村 鉛 連 P P 連 連 連 外 連 連
メ仁5'- ム仁1、 連 連 連 連 連 筆 A ロ 長 長 長 長 長 長 ム口、 ム口、 A 口 長 五 五 五 五 玉 五 ム仁1、 ム口、

戸 戸 ム口、 A ロ ム口、 l戸口h、 ム戸ロ、 で 戸 f交 f支 f支 f支 f受 f支 P P P f受 ケ ケ ケ ケ ケ ケ 戸
戸長役長 長 戸 戸 P 線罫

長 場 場 場 場 場 場
長役 長役 長役 場

村戸長役

村
村戸 村戸 村戸 村P 長役f支 役 長 長

役長 長役 役長 f受 の の の の の の の P 
場 場 f受 f支 を 場 罫 罫

紙罫 紙罫
罫

罫紙
場 場 場

紙罫 長役 長役 長役 長役 長役 場 場
の の 場 場 場 場 場 入 の 市民 高氏 志氏 の の の の の
罫 罫 の の の の の れ 罫 と と と と を と 罫 罫 罫 と 場 場 場 場 場 場

紙使罫
罫

紙 自民 罫 罫 罫 罫
紙罫

た 自民 鉛 鉛
鉛筆 鉛筆 使 鉛 高氏 紙 市民

鉛筆
の の の の の の

紙使と と 高氏 志氏 高氏 紙 手口 と 筆 筆 用 筆 を を を
紙使罫 紙使罫 紙使罫 紙使罫 紙使罫

罫
平日 手口 を を を を を

紙及
鉛 で で で で で {吏 使 使 で

使紙
用 用

市民 市民 使 使 {吏 {吏 使 筆 罫 罫
線罫 綜罫 罫線

用 用 用
線罫を を 用 用 用 用 用 び で 線 る主 用 用 用 用 用 用

使 使 和 罫 を を を を を を
用 用 京氏 線 入 入 入 入 入 入

の を れ れ れ れ れ れ
一 入 た た た た た た

種使
れ

紙及和
和紙 紙和 紙和 和紙 紙和た

用

和紙止ぴ

の の の の の
び 一

和紙 イ種吏 種使 種使 種使 種使

手口 の 用 用 用 用 用
高氏
の

f種吏

種使 用

用

」 一」

*簿冊は袋綴じとなっているが、袋綴じ I枚分をl丁(現在のページではI丁が2ページ分に相当する)と表記した。町村別に収録丁数を表記したが一部
欄外記事はここから除いた。

町

村名

現在

の
町

村名

冊
JJU 

丁

備考

*中之条町の中で、六合地区に相当する部分のみ()書きで六合地区と表記した。参考として、以下に欠落している23町村を表記しておく。中之条町・酋
中之条村・伊勢町・青山村・市城村・原町・金井村・川戸村・郷原村・矢倉村・厚田村・本宿村・大柏木村・須賀尾村・川原畑村・川原湯村・横壁村・林村・応桑村・
大笹村・田代村・干俣村・大前村なお、高山村が吾妻郡に編入される中山村・尻高村は当時、西群馬郡に所属。
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四 山 山 山 山
紙罫 紙罫 紙罫 紙罫 紙罫

須 須 須 須 須 須

喜本村連
吹 吹 吹 "" 

原岩本草 長野原町

万村戸長役犠

基戸長俊

田

署戸長役町

JII JII 

署長役町戸 署戸長役町

JII 

持喜戸長役 書署長役戸 聖長役書戸

ン

記名 名記 名記
記名な 名記な 連メ町口k 町連メ口』 連メ町口入

書
き
の

連l口入な な な

戸長役 戸長役 戸長役
合戸長役場

線罫
合戸長役

し し し し し

長役戸
) ) 、、.，/ 、、.，/ ) 

の 入

紙罫 場 場 場 場 場 場 場 場 場 場 り
の の の の の の の の の の の の の の 場 場 の の

を 紙罫 紙罫 紙罫 紙罫 紙罫 紙罫 罫紙 紙罫 紙罫 紙罫 の の
紙罫 紙罫 紙罫 和紙

の の
紙罫 紙罫

使用
紙罫を 紙罫を

紙罫 紙罫
と と と と と と と と と と を を を を と と

和紙 紙和 紙和 和紙 紙和 和紙 和紙 紙和 和紙 和紙
使 使 使 使 を と

和紙 和紙
使用 使用

用 用 用 用 用使 和紙
を を を を を を を を を を を を

使用 用使
使 使

用使 使用 使用 用使 使用 用使
を 使 使

用 用 使用 用 用

長野原

四
ケ

村
を

一
括
で

成作
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誌村

r吾妻郡村誌』における六合地区村別地誌標準の執筆の有無

タ靖ζ之 古 !日 流 人 名 古 古 護言
( 

湖
( 

橋 渡 道 寺 神 病 会 農
( 

P 字 地 地 境 位 沿

異
検

原 山 学 長 味
文

地 工
記 帳

野 岳 校 f史 適

事 書
表書 諦 物 勝 墳 跡 布 ) 沼 ) 梁 津 路 院 社 院 手士 場 ) 場 地 質 種 域 置 革

× X 。X I X X X I X X 1 0 X I X 。X 。。。X I X X 10 X 10 。。。。。日;影村

× X 。X I X × X I X XI X 。X I X X 10 X 10 X I X X I X X 10 。。C 。。生須村

。X 。X I X × X I X X 10 X 10 。X 10 xlO X I X X 10 。。。。C 。。赤岩村

× X 。X I X × X I X X I X X I X X I X 。X 10 X I X X I X 。。。。。。。太子村

X X 。X I X XI X X 。XI X X 10 X 10 X 10 X I X X 10 。。。。。。。小雨村

× X 。X I X X I X X I X 。。。。X 10 xlO X I X X 10 。。。。。。。入山村

別表5

四
E

吾
妻
郡
村
誌
の
位
置
づ
け

本
史
料
は
、
明
治
二
十
一
年
に
郡
内
の
町
村
か
ら
町
村
誌
的
な
記
録
を
吾
妻
郡
役

所
に
提
出
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
昭
和
初
年
の
『
群
馬
勝
史
』
第
四
巻
や
萩
原
進

著
『
群
馬
県
史
明
治
時
代
』
で
「
明
治
二
十
一
年
四
月
に
市
制
町
村
制
が
公
布
(
翌

年
施
行
)
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
内
務
省
地
誌
調
査
本
部
は
各
府
県
に
対
し
て
郡
村

誌
の
編
輯
申
達
を
命
じ
、
本
県
で
は
同
年
八
月
に
訓
令
と
し
て
郡
町
村
へ
移
達
し

た
。
こ
れ
は
、
地
誌
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
新
し
い
町
村
の
区
域
、
人
口
、
資
力
等

の
調
査
を
な
し
、
各
郡
ご
と
に
ま
と
め
て
郡
長
の
意
見
を
附
し
、
府
県
を
通
じ
で
内

*六合地区村別地誌標準には無いが、記載事項があるものは( )でくくり有無を表示した。

務
大
臣
に
提
出
し
た
」
と
触
れ
て
い
る
郡
村
誌
の
控
え
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
群
馬
県
内
で
こ
の
時
期
編
纂
さ
れ
た
同
様
の
史
料
は
群
馬
県
文
化
事
業
振
興

会
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
上
野
国
郡
村
誌
』
の
一
七
巻
の
邑
楽
郡
の
項
に
見
て
取

75 

れ
る
。
『
上
野
国
郡
村
誌
』
の
解
題
に
は
、
「
邑
楽
郡
の
分
は
明
治
二
十
二
年
十
一
月

二
十
九
日
に
白
楽
郡
役
所
第
一
科
の
編
輯
で
『
群
馬
県
巴
楽
郡
町
村
誌
材
料
』
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
邑
楽
郡
誌
が
併
録
さ
れ
て
い
る
。
邑
楽
郡
以
外
に
は
郡
村
誌

は
な
く
町
村
誌
の
み
で
あ
る
。
邑
楽
郡
以
外
は
草
稿
で
あ
る
。
」
と
あ
る
が
、
そ
の

内
容
に
は
明
治
十
年
代
後
半
に
ま
で
及
ぶ
記
述
が
み
ら
れ
、
明
ら
か
に
『
上
野
国
郡

村
誌
』
の
中
で
は
異
質
で
あ
る
。
む
し
ろ
そ
の
執
筆
様
式
も
「
吾
妻
郡
村
誌
」
に
近
く
、

明
治
二
十
一
年
の
市
制
町
村
制
公
布
に
伴
う
郡
村
誌
編
輯
の
一
史
料
と
考
え
て
良
い

と
思
わ
れ
る
。
残
念
な
が
ら
県
内
で
は
こ
れ
以
外
に
同
様
な
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

ま
た
、
全
国
の
状
況
が
ど
う
な
の
か
判
断
す
る
材
料
も
今
の
と
こ
ろ
持
ち
合
わ
せ
て

お
ら
ず
、
明
治
二
十
一
年
の
市
制
町
村
制
公
布
に
伴
う
郡
村
誌
編
輯
の
実
態
を
再
現

す
る
に
は
史
料
が
乏
し
く
そ
の
位
置
づ
け
も
不
完
全
な
状
況
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
し
か
し
、
明
治
二
十
二
年
施
行
の
市
制
・
町
村
制
に
よ
っ
て
、
大
日
本
帝
国
憲



法
下
の
地
方
自
治
制
度
が
確
立
す
る
直
前
の
吾
妻
郡
(
六
合
地
区
を
含
む
)

の
町
村

説

の
実
態
を
知
る
上
で
は
た
い
へ
ん
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
今
後
県
内
の
吾
妻
郡
・
邑

総

楽
郡
以
外
か
ら
も
同
様
な
資
料
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(
引
用
・
参
考
文
献
)

『
六
合
村
誌
』
(
六
合
村
)
、
『
中
之
条
町
誌
第
一
巻
』
(
中
之
条
町
)
、
『
群
馬
県
史
』
(
群
馬
県
)
、

『
群
馬
の
地
名
(
日
本
歴
史
地
名
体
系
一

O
)
』
(
平
凡
社
)
、
『
吾
妻
郡
誌
』
(
吾
妻
教
育
会
)
、
『
利

根
郡
誌
』
(
利
根
教
育
会
)
、
『
高
山
村
誌
』
(
高
山
村
)
、
『
長
野
原
町
誌
』
(
長
野
原
町
)
、
『
新
治

村
誌
』
(
み
な
か
み
町
)
、
『
上
野
国
郡
村
誌
第
一
巻
、
丑
木
幸
男
「
解
題
」
』
(
群
馬
県
文
化
事

業
振
興
会
)
、
『
群
馬
県
史
明
治
時
代
』
(
萩
原
進
著
)
、
『
群
馬
瞬
史
』
(
群
馬
勝
教
育
曾
)
、
『
群
馬

文
化
二

O
O号
「
地
方
史
誌
・
研
究
誌
」
(
阿
久
津
宗
三
)
』
(
群
馬
県
地
域
文
化
研
究
協
議
会
)
、
『
双

文

V
O
L
・
一
九
「
群
馬
県
内
に
お
け
る
明
治
期
『
郷
土
誌
』
編
纂
の
動
向
」
(
今
井
啓
介
)
』
(
群

馬
県
立
文
書
館
)
、
『
双
文

V
O
L
・
二
四
「
群
馬
県
に
お
け
る
史
誌
編
纂
事
業
と
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岡
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群
馬
新
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典
』
(
上
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題
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岡
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「
吾
妻
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友
孝
氏
、
中
之
条
町
歴
史
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八
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熊
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明
治
元
年
岩
鼻
勝
ノ

管
轄
ト
ナ
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四
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群
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ニ
一
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明
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九
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吾
妻
郡
ノ
西
北

赤
岩
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大
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三
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十
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五
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四
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百
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十
八
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七
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七
百
四
十
八
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地
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西
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窒
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原
野
山
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岩
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長
野
原
町
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耕
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村
落
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耕
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升
七
合
三
ツ

計
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曹
検
地
帳
所
載
ノ
字

説

貞
享
三
寅
年
九
月
検
地
役
人
高
須
隼
人

総

以上 長井ナ 下畑主 沢井中ナ 八古カハカシ

イ タ サワ芋F ，トウョ

イ蒔マ

十 戸ト キ

字四
入j

八 古畑Zハ 漆沢Z吾 畑田う' 
ツ タハタ

く
ら

ふ に 木大オ井戸入イ
つ れオト

キ ィ

く 沢3のj リ
ほ 入リ

ざ つ 下Z年
ん る のノ 2 
~:t し、 畑2

野ノ

井ー?ト 高舟Z湯窪三y 平津サ5 
戸fカiジリ 2 ポ ワ

道下i ほ あ 沢中吉Z 主つ し、

Lま 畑2

上
野
園
吾
妻
郡
生
須
村
地
誌

上
野
固
吾
妻
郡
生
須
村
地
誌
標
準

沿
革

誌
料
編
輯
有
志
賛
嚢
者

位
置

境
域

地
味
適
種

地
質

字
地

戸
長
役
場
。

農
工
場

会
社

病
院

神
社

寺
院

道
路

渡
津

橋
梁

湖
沼

諜
布

82 

。。。。。。。



古
跡

古
墳

名
勝

人
物

流
諦

。。。。。

沿
草

奮
検
地
帳
表
書
合
計

。

名
称

古
文
書

変
異
記
事

O

誌
料
編
輯
有
志
賛
裏
者

所
属

身
分

群
馬
勝
下
上
野
国
吾
妻
郡
生
須
村
中
津
藤
衛

平
民

履
歴

明
治
十
七
年
十
月
十
五
日
吾
妻
郡
赤
岩
村
聯
合
村
曾

分
メ入
口

天
正
十
八
年
ヨ
リ
明
暦
三
年
迄
真
田
氏
ノ
領
地
タ
リ
同
年

十
一
月
徳
川
氏
ニ
隷
シ
延
享
三
年
幕
府
ノ
旗
下
伊
丹
孝

議
員
当
撰
候
事

同
十
八
年
四
月
三
十
日
群
馬
勝
第
百
十
七
学
区
学

誌村

務
委
員
申
付
候
事

管
轄

同
年
七
月
五
日
豆玉

妻
郡
赤
岩
村
聯
メ入
口

戸
長
役
場
三土
口口

筆
生
申
付
候
事

同
年
十
一
月
廿
一
日
赤
岩
村
聯
合
曾
議
員
当
撰
相

位
置
彊
域

成
候
事

位
置

同
廿
年
十

月
廿
九
日
職
務
勉
励

付
為
慰
労

東

金
五
拾
銭
給
与
ス

同
廿
一
年
五
月
十
日
吾
妻
郡
小
雨
村
外
五
ケ
村
用
係

申
付
候
事

往
古
寺
社
木
村
ト
称
シ
天
正
年
間
改
メ
テ
生
須
村
ト
称
シ

古
ヘ
ヨ
リ
吾
妻
郡
ニ
属
シ
三
原
ノ
荘
坪
井
ノ
郷
ト
云
フ
天
保
年
間

ヨ
リ
大
戸
村
外
四
十
四
ケ
村
大
組
合
草
津
村
外
七
ケ
村
小
組
合
ト
ス
明
治

二
年
草
津
村
外
七
ケ
村
二
肝
煎
名
主
壱
名
ヲ
置
ク
明
治
四
年
群
馬

勝
第
廿
大
区
十
一
小
区
ト
改
ム
明
治
十
一
年
十
三
月
吾
妻
郡
役
所
ノ
所
轄

83 

ト
ナ
ル
太
子
村
外
四
ヶ
村
聯
合
ト
ナ
リ
明
治
十
七
年
改
メ
テ
赤
岩
村
外

四
ヶ
村
聯
合
ト
ナ
リ
明
治
十
八
年
十
月
入
山
村
ヲ
合
併
シ
テ
小
雨
村
外

五
ヶ
村
聯
合
ト
ナ
ル

。
之
丞
ノ
知
行
所
ト
ナ
リ
明
治
元
年
岩
鼻
鯨
ノ
管
轄
ト
ナ
リ
明

治
四
年
群
馬
勝
ト
改
称
ス
明
治
六
年
熊
谷
勝
ニ
轄
シ
明
治
九
年
七

月
再
群
馬
鯨
ノ
所
轄
ニ
阪
ス

吾
妻
郡
ノ
西
北

赤
岩
村



西

説

南

総

北
幅
員東

西
南
北

周
囲

面
積

地
昧色質適

種

地
勢山

脈
水
脈

東
部

西
部

南
部

北
部

全
地
形
勢 小

雨
村

赤
岩
村

入
山
村

廿
七
町
五
十
間

三
十
町
壱
間

二
里
廿
丁
拾
間

九
拾
弐
万
三
千
九
百
廿
壱
坪

赤
黒

窒
素
質
ニ
乏
シ
ク
シ
テ
多
ク
剥
篤
並
斯
質
ヲ
含
ム

粟
・
稗
・
麻
・
蕎
麦
ニ
ヨ
ロ
シ

東
方
高
間
山
脈
ニ
接
ス

西
方
ニ
須
川
流
通
ス

山
林
原
野

l
 

i
 

z--，，
 岩

山
山

戸
数
十
八
戸
人
口
百
八
人
人
家
接
近
ハ
耕
地
ニ
シ
テ
梢

平
坦
ナ
リ
北
部
岩
山
吃
立
ス
用
水
不
便
ニ
シ
テ
水
田
少
ナ
シ

字
地駒: 長薮五手 降5 大梨Z5 東E 寺ジ

ケガ 跡1 シ
社木こギ

津t 平5

筆数 段
奮宇 筆数 段別 奮字 筆数 段 奮字 筆数 段別

奮 筆 段 奮字 筆数 段 奮字
JjU JjU 字 数 JjU JjU 

五 -Fi¥ a 駒 七 一 長戴
四 一 跡降 九 弐 久ク大 百

柿平木寄4 5 
百 五 寺

筆 拾 ケ 筆 拾 十 拾 拾
拾/¥ 

保ポ梨
弐拾 弐町

廿 拾 社
八 津 J¥ 七 八 1筆¥ 八 木
町 町 筆 町

桑萩23 筆 町 てを 一 反 町
一一 五 九反 弐 うた 筆 九 平5 八 ぬ

反官 反/¥ 
反 なね

畝廿
石i 反 く

八 七 くく 入j
畝 畝

畝/拾、 畝拾'E:r 
ぼぽ 九 と 畝

廿 歩 つ 弐 石イ
八 歩 せ十ジ の 歩 津了
歩 歩 歩 き二: そ

取場パt前の1 り

雨? 夫婦石ZォL 
立手 一-ヒ

裏西Z 2 
辰3ト

石シ 内ツ; ? 
ノ
口1

筆数 段 字奮 筆数 段別 奮宇 筆数 段 字奮 筆数 段別
奮 筆 段 奮字 筆数 段 奮

JjU JjU 字 数 JjU JjU 宇

七 一
雨

--'... 

婦夫 J¥ 拾 立 五
拾弐 大梨ZZ 

一 拾 中Z西:五 八 南i/¥ 

筆 反 筆 拾 筆 五 石 筆 百筆 町 ノjう 拾 町 沢主
五 八 石 町 町 弐 平ラら -Fi¥ a Ji .ワ

畝拾
町 五 八 反 筆 反 /ツ¥ヤツ

四 反 畝 四 警チは反 五 弐 畝 畝 塚;
歩 弐 畝拾

歩
拾'E:r 

Iま
弐

畝 号;主 拾 打Z
廿 四 歩 八 越3
五 歩 平5る 歩
歩

. ~ 
越柴シヨう
シ・
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高
山
茂
樹

十
L

4
4
4
E
 

赤
城
神
社

所
在
生
須
村
字
東
平

坪
数
五
十
七
坪

社
格
大
国
主
ノ
命

創
建
年
月
不
詳

神

祭
日
三
月
十
五
日

氏
子
十
八
戸

末
社
八
幡
社
金
毘
羅
社

現
任
官
司
若
ク
ハ
調
官
ノ
名



道
踏同

郡
赤
岩
村
ヨ
リ
同
郡
入
山
村
ニ
達
ス
ル
里
道
村
内
字
寺

社
木
辰
ノ
口
西
裏
大
梨
一
ツ
内
等
ヲ
経
テ
入
山
村
字

等
級

臆
徳
界
ニ
達
ス

二
等

長幅並
木

形
状

湖
沼水物 面 径所

利産積扇一一羅在
雑
項

誌村

三
十
丁
壱
間

六
尺

。
坂
路
僅
ニ
シ
テ
平
坦
ナ
リ
ト
雄
モ
西
片
岩
山
ニ
シ
テ

険
阻
左
右
小
屈
曲
多
シ

降

跡

沼

吾
妻
郡
生
須
村
宇
一
ツ
内

三
十
間

。二十
百五
廿 間
四
坪

o
 

本
村
宇
降
跡
山
谷
ヨ
リ
水
源
ヲ
発
ス

該
沼
ニ
入
ル
下
流
ハ
本
村
宇
大
梨
ヲ

西
流
シ
テ
須
川
ノ
中
流
ニ
入
ル

蕎
検
地
帳
表
書
合
計

書表

貞
享
三
口
年

上
野
国
吾
妻
郡
生
須
村
御
検
地
水
帳

九

月

酒

井

河

内

守

内
高
須
隼
人

弐
反
三
畝
廿
五
歩

壱
反
七
畝
廿
歩

メ』
口

古
検

田
方

内下

回

七

畝

廿

五

歩

下

々

田

九

畝

廿

五

歩

古
検
九
十
町
七
畝
拾
壱
歩

畑
方
六
町
三
反
四
畝
拾
三
歩

内上

畑

六

反

三

畝

拾

九

歩

中

畑

六

反

廿

九

歩

下

畑

壱

町

壱

反

四

畝

九

歩

下

々

畑

三

町

三

反

壱

畝

九

歩

山
下
々
畑
四
反
五
畝
拾
弐
歩

屋

敷

壱

反

八

畝

廿

五

歩

古

検

九

丁

三

反

壱

畝

六

歩

田
畑
屋
敷
合
六
町
五
反
弐
畝
三
歩

ー

四

斗

三

升

弐

合

内

田

方

拾

七

石

七

升

弐

合

畑

方

古

検

八

反

六

畝

廿

歩

雑

木

林

壱

町

壱

反

三

畝

歩

計

壱
冊

分
米
九
斗
壱
升
弐
合

分
米
弐
斗
三
升
五
合
三
ツ

分
米
壱
斗
九
升
七
合
二
ツ

分
米
拾
七
石
七
升
弐
合

分
米
三
石
壱
斗
八
升
弐
合
五
ツ

分
米
二
石
四
斗
三
升
九
合
四
ツ

分
米
三
石
四
斗
弐
升
九
合
三
ツ

分
米
六
石
六
斗
弐
升
六
合
二
ツ

分
米
四
斗
五
升
四
合
一
ツ

分
米
九
斗
四
升
弐
合
五
ツ

古
高
九
十
七
石
五
斗
五
升
三
合

分
米
拾
七
石
五
斗
四
合

百
姓
林
六
ケ
所
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奮
検
地
帳
所
載
ノ
字

説総

越柴長5 越打2 林モ!平II~ せ 添屋敷ご二与八ヤく 社木寺ジZのよ"ワ5き ツ;ほ:
下タ 取場ふt 塚ヵ畑2 キ

道よ南沢ち与と 石;十三南iい と 下主
六ジ2 う津ヅ二Zはゑう ノイ手ラ
型日目ン の の二たのの平
Z そ 前ェ前Zそ

'" り

保久クを 道新主とか 柴平の主i長ぬ は 小雨こν 平5
ポた ぢ くばメ
ねや入j

敷主
ぽ

以上て堀端2すかさ橋場?五西Zふい
う きる うら りし

四なのこ あっ

十コ ぽく 木平T2 う と
し通

字

松葉平23i平石イ5と 平中のZi手大Zか 桑萩2Zあシう なつ い
のしらの
下主 木 た

上
野
園
吾
妻
郡
赤
岩
村
地
誌

上
野
国
吾
妻
郡
赤
岩
村
地
誌
標
準

沿
革

誌
料
編
輯
有
志
賛
裏
者

位
置

境
域

地
味
適
種

地
質

字
地

戸
長
役
場

農
工
場

A‘ ";zs; 

社
病
院

神
社

寺
院

道
路

渡
津

橋
梁

湖
沼

爆
布

86 

。。。。。。。



古
跡

。

弥
太
夫
・
雨
宮
勘
兵
衛
・
竹
川
吉
左
衛
門
・
増
井
弥
吾
左

衛
門
・
造
藤
七
左
衛
門
・
池
田
新
兵
衛
・
早
川
安
左
衛
門
・
石

古
墳

。
名
勝

。

原
半
左
衛
門
・
伊
奈
半
左
衛
門
ニ
至
リ
交
代
支
配
ス
寛

政
二
年
村
内
ノ
税
過
半
ヲ
割
ヶ
旗
下
伊
丹
孝
之
丞
ニ
分

人
物

。
流
諦

。
奮
検
地
帳
表
書
合
計

古
文
書

。
変
異
記
事

位
置
彊
域

沿
草名

称

村
落
ノ
創
設
不
詳

古
ヘ
ヨ
リ
吾
妻
郡
ニ
属
シ
三
原
ノ
荘
坪
井
ノ
郷
ト
云
フ
天
保
年

間
ヨ
リ
大
戸
村
外
四
拾
四
ヶ
村
大
組
合
草
津
村
外
七
ヶ
村
小
組
合
ト
ス

明
治
二
年
草
津
村
外
七
ヶ
村
二
肝
煎
名
主
壱
名
ヲ
置
ク
明
治
四
年

幅
員

群
馬
勝
第
廿
大
区
十
一
小
区
ト
改
ム
明
治
十
一
年
十
二
月
吾
妻
郡
役

所
ノ
所
管
ト
ナ
リ
太
子
村
外
四
ケ
村
聯
合
ト
ナ
リ
明
治
十
七
年
改
メ
テ

赤
岩
村
外
四
ケ
村
聯
合
ト
ナ
リ
本
村
ニ
戸
長
役
場
ヲ
置
ク
明
治

十
八
年
十
月
入
山
村
ヲ
合
併
シ
小
雨
村
外
五
ケ
村
聯
合
ト
ナ
リ

誌

分
合

o

地
昧

村

天
正
十
八
年
ヨ
リ
万
治
二
年
マ
テ
真
田
氏
ノ
領
地
タ
リ
万
治
二
年
十
一
月

ヨ
リ
徳
川
ニ
隷
シ
代
官
熊
沢
武
兵
衛
・
竹
村
惣
右
衛
門
・
大
田

輿
ス
明
治
元
年
岩
鼻
豚
ノ
管
轄
ト
ナ
リ
明
治
四
年
群

馬
断
脚
ト
改
称
ス
明
治
六
年
熊
谷
豚
ノ
管
轄
ト
ナ
リ
明
治

九
年
再
ヒ
群
馬
勝
ノ
所
轄
ニ
版
ス

位
置

吾
妻
郡
ノ
西
北

東

入
山
村
・
松
谷
村

西

日
影
村

87 

南

長
野
原
町
林
村

北

生
須
村

東
西

壱
里
八
丁
四
尺

南
北

壱
里
拾
壱
丁
四
間
壱
尺

周
囲

四
里
三
十
壱
丁
拾
間

面
積

三
百
八
十
一
万
二
千
三
百
六
十
坪

色

赤
稀
ニ
黒
土
ヲ
雑
ヒ

質

癖
土
ニ
シ
テ
窒
素
質
ニ
乏
シ



適
種

説総

地
勢山

脈
水
脈

東
部

西
部

南
部

北
部

全
地
形
勢 粟

・
稗
ニ
最
モ
ヨ
ロ
シ

東
方
ニ
高
間
山
脈
ニ
接

西
方
ニ
須
川
流
通
ス

原
野
山
林

|
 

|
 

)
 

山
林

岩
山

ト
雛
モ
東
部
一
面
山
石
山
蛇
立
ス
用
水
至
便
ニ
シ
テ
水
田

戸
数
六
十
二
戸
人
口
三
百
十
一
人
ニ
シ
テ
人
家
接
近
ハ
梢
平
坦
ナ
リ

僅
少
ナ
レ
パ
濯
概
ノ
患
ナ
シ

字
地

潜手 大ヲ 矢ヤ
野中t 7 

蝦F語谷可3必4 る

岩4 鈴美
タヲ ノノ ノ 平ノi h 石シ 平5 下; 上2

筆 段
奮字 筆数 段 奮宇

筆 段
書tナi →・

筆 段
て奮計:f:

筆
段別 奮ナ~ 筆数 段

奮宇
筆 段 奮て計よ十+ 

数 53U 53U 数 53U 数 53U 数 53U 数 53U 

壱 弐 境3百 属池 百 七 矢 百 拾 中 百 拾
鍛治

ム/¥  ム/¥  水長
九拾筆 拾壱

鈴
筆 拾 沢z五

拾弐
四 町 ノ !¥ /¥ 塁手 四 町 拾 拾 ノ ノ
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木
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農
工
場

A‘ -;z::s;; 

社
病
院

神
社

寺
院

道
路

渡
津

橋
梁

湖
沼

濠
布

古
跡

古
文
書

変
異
記
事

O

誌
料
編
輯
有
志
賀
裏
者

身
分

群
馬
豚
下
上
野
国
吾
妻
郡
入
山
村
山
田
禰
口
治

平
民

。

履
歴

。。。。。。
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明
治
九
年
十
一
月
十
七
日
地
租
改
正
ニ
付
地
主
一
同
ノ
撰
挙
ニ
因
リ

入
山
村
地
主
惣
代
申
付
候
事

同
十
二
年
一
月
廿
日
吾
妻
郡
入
山
村
戸
長
申
付
候

事同
十
四
年
一
月
四
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
壱
円

弐
拾
五
銭
給
輿
候
事

同
十
五
年
一
月
十
八
日
吾
妻
郡
第
十
八
学
匝
学
務
委
員
申
付
候
事

同
十
七
年
八
月
十
一
日
吾
妻
郡
入
山
村
戸
長
役
場
用
係
申
付
候
事

同
年
十
二
月
廿
五
日
吾
妻
郡
赤
岩
村
聯
合
戸
長
申
付
候
事

同
十
八
年
三
月
十
二
日
吾
妻
郡
入
山
村
戸
長
兼
務
申
付

候
事



同
年
十
二
月
廿
六
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金

同
年
四
月
二
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
弐
円
弐
拾

壱
円
廿
五
銭
給
輿
候
事

銭
給
輿
候
事

同
十
九
年
四
月
十
五
日
吾
妻
郡
大
笹
村
外
三
ヶ
村
戸
長
申
付

同
年
十
二
月
廿
九
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
弐
円
給

候
事

与
候
事

同
廿
年
三
月
世
一
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
金
三
円

給
与
ス

同
年
十
二
月
廿
九
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
金
四
円
給
与
ス

名
称

本
村
大
同
年
間
ニ
村
落
創
設
ト
云
フ

同
廿
一
年
四
月
十
二
日
吾
妻
郡
小
雨
村
分
五
ヶ
村
戸
長
申
付
候
事

群
馬
勝
下
上
野
国
吾
妻
郡
入
山
村
中
沢
多
纏
治

所
属

古
ヘ
ヨ
リ
吾
妻
郡
ニ
属
シ
三
原
ノ
荘
坪
井
ノ
郷
ト
一
五
フ
天
保
年
間

身
分

平
民

ヨ
リ
大
戸
村
外
四
拾
四
ヶ
村
大
組
合
草
津
村
外
七
ヶ
村
小
組
合
ト
ス
明

履
歴

明
治
十
七
年
三
月
十
七
日
吾
妻
郡
入
山
村
々
会
議
員
当
撰

治
二
年
草
津
村
外
七
ヶ
村
ニ
肝
煎
名
主
壱
名
ヲ
置
ク
明
治
四
年
群

候
事

馬
勝
第
廿
大
区
十
一
小
区
ト
改
ム
明
治
十
一
年
十
二
月
吾
妻
郡
役
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同
年
八
月
十
一
日
吾
妻
郡
入
山
村
戸
長
役
場
筆
生

所
ノ
所
管
ト
ナ
ル
本
村
-
一
戸
長
役
場
ヲ
置
ク
明
治
十
八
年
十
月
赤

申
付
候
事

岩
外
四
ケ
村
聯
合
ト
合
併
シ
小
雨
村
外
五
ヶ
村
聯
合
ト
ナ
ル

同
年
八
月
世
日
吾
妻
郡
入
山
村
々
会
議
員
当
撰
候

事

分
合

o

同
年
十
月
廿
八
日
吾
妻
郡
聯
合
町
村
会
議
員
撰
挙

永
禄
年
間
ヨ
リ
天
和
元
年
マ
テ
真
田
氏
ノ
領
地
タ
リ
天
和
元
年
ヨ
リ

候
事

同
十
八
年
一
月
四
日
吾
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戸
長
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詰
用
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熊
沢
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・
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村
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左
衛
門
・
太
田
弥
太
夫
・
雨
宮

勘
兵
衛
・
竹
川
吉
左
衛
門
・
増
井
弥
吾
左
衛
門
・
造
藤
七
左
衛
門
・
池
田
新
兵
衛
・

早
川
安
左
衛
門
・
石
原
半
左
衛
門
・
伊
奈
半
左
衛
門
・
牧
野
駿
河
守
・
山
本

垣

平
八
郎
・
会
田
伊
右
衛
門
・
川
田
甚
蕃
・
嶋
田
佐
十
郎
・
稲
樋
藤
四
郎
・

前
沢
藤
十
郎
・
池
田
喜
八
郎
・
久
保
田
十
左
衛
門
・
野
回
弥
一
右
衛
門
・
蔭
山

係
申
付
候
事

同
年
十
一
月
廿
七
日
吾
妻
郡
小
雨
村
外
五
ヶ
村
用
係
申
付

誌

候
事

村

同
十
九
年
一
月
四
日
職
務
勉
励
ニ
付
為
慰
労
金
五
拾

外
記
・
布
施
弥
一
郎
・
岩
出
伊
右
衛
門
・
平
岡
彦
兵
衛
・
造
藤
兵

右
衛
門
・
原
田
清
右
衛
門
・
辻
六
郎
左
衛
門
・
小
笠
原
仁
右
衛
門
・
篠
山
十
兵
衛
・

銭
給
輿
候
事



布
施
孫
三
郎
・
古
橋
隼
人
・
吉
川
永
左
衛
門
・
佐
藤
忠
右
衛
門
・
山
元

大
宗
四
郎
右
衛
門
・
矢
嶋
藤
蔵
・
羽
倉
外
記
・
伊
奈
友
之
助
・
森
親

之
助
・
関
保
右
衛
門
・
林
部
善
右
衛
門
・
設
楽
八
三
郎
・
小
林
藤
之
助
・
川

説総

適
種

地
勢

上
金
五
郎
・
小
笠
原
助
三
郎
・
中
山
誠
一
郎
・
木
村
甲
斐
守
・

山
脈

木
村
飛
騨
守
等
交
代
支
配
ス
明
治
元
年
岩
鼻
勝
ノ
管
轄

ト
ナ
リ
明
治
四
年
軍
馬
勝
ト
改
称
ス
明
治
六
年
熊
谷
勝
韓

水
脈

シ
明
治
九
年
七
月
再
ヒ
群
馬
豚
ノ
所
轄
ニ
版
ス

位
置
彊
域

位
置

東西南北
幅
員東

西
南
北

周
囲

面
積

地
昧色質

東
部

西
部

南
部

吾
妻
郡
ノ
西
北

北
部

上
沢
渡
村
・
松
谷
村

全
地
形
勢

草
津
村
及
長
野
勝
下
高
井
郡
平
穂
村

赤
岩
村
・
生
須
村
・
小
雨
村

長
野
勝
下
高
井
郡
堺
村

四
里
五
丁

四
里
六
丁

拾
三
里
拾
八
丁

四
千
五
百
八
拾
万
三
百
六
坪

概
シ
テ
赤
黒

窒
素
質
少
量
ニ
シ
テ
剥
篤
並
斯
質
多
シ

粟
・
稗
・
蕎
麦
ニ
ヨ
ロ
シ

東
ハ
川
浦
山
脈
西
ハ
池
ノ
峠
北
ハ
八
間
樋
沼
山
木
ノ
諸
山
脈

ヲ
延
フ

須
川
ノ
源
流
村
内
ノ
中
央
ヲ
串
流
ス

原
野

高
巌

山
林
及
岩
山

諸
高
嶺

戸
数
百
七
拾
八
戸
人
口
九
百
四
拾
四
人
四
方
隙
山
ヲ
帯
ヒ
テ

村
落
恰
モ
小
山
巌
ニ
位
ス
ル
カ
如
シ
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七 九 八筆 拾
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弐 歩 町
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拾
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お
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筆 段
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拾 百 大 壱 廿弐 JII 七 拾 平5く矢

^ /¥ 原 筆 四百 松 拾 七 る倉
筆 拾 歩 五 筆 町 ミ道主

七 拾 七 の下主
町 九 反 木キ薪シ
弐 町

ム/¥  

のタシ示田主畝 /¥ 畝 下
廿 廿 -シ

反 く井タ四
壱

四
歩 歩 ら戸イ

畝 の・ト
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闇ご 田タ

筆 段 宇奮
筆 段
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筆

段別 字奮数 IjjU 数 JJU 数

』Fi¥a 五 日 壱 八 自 五 』/i、a、 のし中Z
筆 反 ケ 筆 拾 味 百 拾

ム/¥  闇
--'.... 

田 ム/¥  五/¥ 

畝
ま

町 拾 町
九 く 壱 壱 五
歩 反 筆 反は

七
畝弐津1 畝

拾 拾
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歩 歩 やこ
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長笹Z ま 西Z
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段
奮字 筆数 段

奮字 筆数別 JJU 

弐拾 長笹 筆弐 七
倉 弐筆

拾五!¥ . 
九町 町

む

五
カ3

反
畝十
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五 歩
歩
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倉
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七 前1栃
百弐

』/i、a、
のと 倉小 拾

拾九 泊雪甲 拾/¥ 
八拾

士のノ:芦宜;: 

筆
町 道下主主 町
ム/¥  七

畝廿壱
井イ 筆

反弐畝拾
津1家i戸; の

下タ 目日7歩
西Z 七 1:1' 
の 歩 き

保ポ上カ

大久タ三
木1附Hb2 長

筆数 段別 奮字 筆数 段別 奮字

弐 ニ百 上 百 不木
筆 歩三 大

拾六筆四

拾 畑~JII
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弐
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筆 町 拾
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弐
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の

歩 原2

大沢t3 
字
地

段別 奮字

拾壱四 大津

町

反

畝四

五
歩

/倉南I、ごナZ 

段別 奮字

四
戸7井軍?サヮ倉分小Zコ2 九拾

町
八 井イ
反 戸;
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八
歩

道i
嶋ミ
• I 
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倉租3三

筆数 段
奮宇JJU 
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いふ

八 あ
筆
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志な
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と
つ
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歩
さ
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凡
例

説

一
.
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
所
蔵
の
「
吾
妻
郡
村
誌
」
の
旧

総

六
合
地
区
分
を
収
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
.
明
治
二
十
一
年
四
月
に
市
制
町
村
制
が
公
布
(
翌
年
施
行
)
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
つ

て
政
府
は
各
府
県
に
対
し
て
郡
村
誌
の
編
輯
申
達
を
命
じ
、
本
県
で
は
同
年
八

月
に
訓
令
と
し
て
郡
町
村
ヘ
通
知
し
た
(
昭
和
初
年
の
『
群
馬
将
史
』
第
四
巻

や
萩
原
進
著
『
群
馬
県
史
明
治
時
代
』
に
よ
る
)
も
の
で
あ
る
。

コ
一
.
原
則
と
し
て
原
本
全
文
を
収
録
し
た
。

四
.
村
の
配
列
順
序
は
原
本
通
り
と
し
た
。

五
.
旧
漢
字
は
当
用
漢
字
等
現
在
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
字
に
改
め
た
。

六
.
合
宇
は
以
下
の
通
り
改
め
た
。
〆
↓
シ
テ
、

七
.
明
ら
か
な
間
違
い
は
訂
正
し
た
が
、
そ
の
他
は
原
本
通
り
と
し
た
。

八
.
村
名
、
項
目
標
題
を
ゴ
シ
ッ
ク
体
に
し
、
閲
覧
の
便
に
供
し
た
。

九
.
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企
画
編
集
は
、
『
上
野
国
郡
村
誌
』
(
群
馬
県
文
化
事
業
振
興
会
)
を
参
考
に
、

六
合
村
誌
編
集
委
員
会
(
原
文
筆
写
は
福
田
義
治
が
主
に
行
っ
た
)
で
行
っ
た
。



自

然

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
復
元

中
学
生
と
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
植
栽
活
動

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
は
、

一
科
一
属
一
種
の
日

本
の
固
有
種
の
花
で
あ
る
。
日
光
国
立
公
園

の
白
根
山
で
発
見
さ
れ
、
葉
が
ア
オ
イ
に
似

て
い
る
の
で
そ
の
名
が
付
い
た
。

か
つ
て
、

弥
陀
が
池
の
ほ
と
り
に
は
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
程

の
群
落
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
長

い
間
の
盗
掘
と
、
頭
数
が
増
え
た
日
本
鹿
の

食
害
に
よ
っ
て
か
な
り
の
数
を
減
ら
し
て
し

ま
っ
た
。
今
や
絶
滅
危
倶
種
の
仲
間
入
り
を

し
て
い
る
の
も
う
な
ず
け
る
。

日
本
の
国
立
公
園
に
群
生
し
て
い
た
植
物
が
姿
を
消
し
て
し
ま
い
残
念
で
あ
る
と

シラネアオイの復元

と
も
に
、
何
と
か
み
ん
な
の
力
で
復
元
が
で
き
な
い
も
の
か
、
吾
妻
地
方
で
育
て
た

た
が
色
好
い
返
事
は
も
ら
え
な
か
っ
た
。

苗
で
も
提
供
で
き
た
ら
と
考
え
、
片
品
村
役
場
に
出
向
き
、
苗
の
提
供
を
申
し
入
れ

ま
た
、
地
元
野
反
湖
に
昭
和
三
十
一
年
に
完
成
し
た
ダ
ム
に
よ
っ
て
生
態
系
も
変

わ
っ
て
し
ま
い
、
そ
れ
ま
で
咲
き
乱
れ
て
い
た
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
も
ほ
と
ん
ど
姿
を
消

し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
ダ
ム
を
造
っ
て
し
ま
っ
た
せ
め
て
も
の
罪
滅
ぼ
し
に
と

考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
荒
れ
て
い
く
野
反
湖
に
何
と
か
花
を
咲
か
せ
た
い
と
願
い

な
が
ら
も
、
規
制
の
厳
し
い
国
立
公
園
で
の
植
栽
の
許
可
を
得
る
ま
で
に
は
長
い
年

月
と
労
力
、
そ
し
て
多
く
の
方
々
の
協
力
を
要
し
た
。

少
し
ず
つ
計
画
も
前
ヘ
進
み
、
用
地
の
確
保
も
で
き
た
平
成
八
年
、
六
合
村
役
場

職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
名
の
力
で
一
、
三

O
O株
の
苗
を
植
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
後
は
、
六
合
中
学
校
の
地
域
ふ
れ
あ
い
学
習
の
一
環
と
し
て
植
栽
活
動
を
続

け
て
い
る
。
中
学
校
生
徒
、
保
護
者
、
村
議
会
、
役
場
、
森
林
管
理
署
、
東
京
電
力
、

環
境
省
、
村
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
総
勢
一

O
O名
ほ
ど
が
参
加
し
、
ま
さ

に
官
民
一
体
の
活
動
に
な
っ
た
。

植
栽
数
の
最
も
多
か
っ
た
年
度
で
は
一
万
五
、

0
0
0株
が
植
え
ら
れ
、
現
在
(
平

成
二
十
三
年
)

で
は
、
そ
の
数
は
八
万
株
余
り
と
な
り
、
五
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
見
事
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な
花
を
咲
か
せ
る
。
大
勢
の
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
貴
重
な
高
山
植
物
の
復

元
を
進
め
る
体
験
は
、
中
学
生
に
と
っ
て
郷
土
へ
の
誇
り
と
た
く
さ
ん
の
感
動
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
毎
年
、
価
値
の
高
い
充
実
し
た
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

シラネアオイ

野
反
湖
畔
周
辺
に
植
え
ら
れ
る
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
は
、
種
ま
き
か
ら
五
年
以
上
の
問
、

唐
松
林
を
切
り
開
い
て
作
っ
た
山
の
斜
面
の
畑
で
育
成
さ
れ
て
い
る
。
種
子
は
一
つ

の
殻
か
ら
約
四

O
枚
採
れ
る
が
、
様
々
な
条
件
が
そ
ろ
わ
な
い
と
発
芽
を
し
な
い
。

ま
た
、
種
子
は
野
ね
ず
み
に
と
っ
て
も
大
切
な
食
料
で
あ
る
た
め
、
時
期
を
逃
す

と
す
べ
て
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
、
採
取
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。

種
ま
き
後
、
一

1
三
年
か
け
て
発
芽
す
る
が
、
一
年
目
は
員
割
れ
葉
で
秋
を
迎
え
、

二
年
目
に
三
セ
ン
チ
程
の
葉
を
つ
け
る
。
年
ご
と
に
枝
分
か
れ
を
し
な
が
ら
成
長
し
、

一
個
の
淡
紫
色
の
大
変
美
し
い
花
(
専
片
)
を
つ
け
る
に
は
五
・
六
年
の
月
日
を
要

す
る
。
そ
の
問
、
除
草
は
も
ち
ろ
ん
周
辺
の
笹
刈
り
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
花
の
時



然

期
が
終
わ
り
、
結
実
を
迎
え
る
九
月
下
旬
、

ス
コ
ッ
プ
ゃ
く
わ
を
使
っ
て
苗
(
株
)

自

の
堀
り
上
げ
を
す
る
。
あ
げ
ら
れ
た
苗
は
、
葉
を
切
り
落
と
し
、

一
O
株
ず
つ
ま
と

め
て
わ
ら
で
縛
り
、
植
栽
す
る
場
所
に
運
ぶ
。

こ
れ
ま
で
は
、
役
場
職
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
数
年
前

か
ら
中
学
一
年
生
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
学
習
に
つ
な
が
り
が

出
て
き
た
。

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
な
ど
、
高
山
植
物
は
環
境
条
件
次
第
で
枯
死
し
て
し
ま
う
。
ま
た
、

植
栽
す
る
野
反
湖
畔
一
帯
は
熊
笹
が
群
生
し
、
花
の
成
長
を
妨
げ
て
し
ま
う
。
植
栽

前
に
熊
笹
の
刈
り
払
い
と
植
栽
場
所
の
整
地
、
穴
掘
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
は
、
村
関
係
者
で
行
っ
て
き
た
が
、
民
間
業
者
へ
の
委
託
も
導
入
さ
れ
て

き
た
。九

月
下
旬
の
早
朝
、
富
士
見
峠
に
集
合
し
て
植
栽
活
動
が
始
ま
る
。
参
加
者
は
、
苗
、

ス
コ
ッ
プ
、
鎌
等
を
手
に
急
斜
面
に
立
ち
、
丁
寧
に
苗
を
植
え
る
。
昨
年
ま
で
植
え

た
場
所
の
下
刈
り
も
併
せ
て
行
い
、
中
学
生
は
来
春
自
分
た
ち
が
植
え
た
シ
ラ
ネ
ア

オ
イ
の
花
を
見
て
、
植
栽
活
動
の
ま
と
め
を
す
る
。

平
成
八
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
野
反
湖
畔
へ
の
植
栽
活
動
は
、
地
元
中
学
生
と
と
も

に
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
定
着
し
て
き
た
。
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た

地
元
の
山
に
花
を
植
え
る
こ
と
に
よ
り
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
豊
か
な
心
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
願
う
。

出
口
の
見
え
な
い
暗
い
世
の
中
で
は
あ
る
が
、
花
を
見
に
来
る
大
勢
の
人
々
の
心

の
中
に
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
た
め
に
も
、
こ
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
植
栽
活
動
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

六合中学生によるシラネアオイの株分け
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六合中学生による野反湖のシラネアオイ観察
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穴
地
獄
と
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ2011.6.8 

図2 2011.6.8 

人

太

人

直

涼

正

レンゲツツジが咲く初夏の穴地獄

平
成
二
十
三
年
度

白
根
開
善
学
校
高
等
部

テ
ー
マ
学
習

グ℃地獄とチャツボミゴケ

泉

水

口
清

閑

圏内最大のチャツボミゴケのコロニー

高等部二年

高等部二年

担当教員

図 1

2011.12.17 
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深い雪に閉ざされる冬の穴地獄図3



然

で
は
じ
め
に

自

穴
地
獄
は
旬
開
奥
草
津
休
暇
村
(
中
之
条
町
六
合
地
区
元
山
)

に
あ
り
、
園
内

で
最
大
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
の
群
生
地
で
す
。
六
合
地
区
が
、
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
ヘ
加
盟
と
な
っ
た
要
因
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
(
図
l
，図
2
，図
3
)
。

水
生
苔
類
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
、
酸
性
の
強
い
温
泉
の
水
が
流
れ
る
場
所
に
繁

殖
す
る
不
思
議
な
植
物
で
す
。
今
回
の
テ
1
マ
学
習
で
は
、
関
口
先
生
か
ら
の
誘
い

同
研
究
で
取
り
組
み
ま
し
た
。

も
あ
り
、
こ
の
不
思
議
な
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
に
つ
い
て
調
べ
て
み
よ
う
と
思
い
、
共

※ 12 月中旬頃~4 月過ぎまで、積雪のため

穴地獄の見学ができない場合があります。

閣内室内構
ード

構内案内図図4 奥草津休暇村

ニ
ョ
穴
地
獄
に
つ
い
て

穴
地
獄
は
、
白
根
火
山
の
火
山
活
動
で
で
き
た
「
す
り
鉢
状
」

の
大
き
な
穴
が
始

ま
り
で
、
鉄
分
を
多
く
含
む
鉱
泉
が
湧
き
出
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
穴
に
動
物
が
落

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ち
る
と
出
ら
れ
な
く
な
り
、
死
ん
で
し
ま
う
の
で
い
つ
し
か
「
穴
地
獄
」
と
呼
ば
れ

こ
の
あ
た
り
一
帯
は
、
太
平
洋
戦
争
の
終
盤
か
ら
戦
後
に
か
け
、
鉱
山
「
群
馬
鉄

山
」
と
し
て
褐
鉄
鉱
を
中
心
に
鉄
鉱
石
を
掘
り
だ
し
て
い
ま
し
た
。
奥
草
津
休
暇
村

た
宿
泊
施
設
で
す
(
図
4
，
図
5
)
。

は
旧
群
馬
鉄
山
跡
地
を
緑
化
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
キ
ャ
ン
プ
場
、
温
泉
な
ど
を
設
け

二
O
一
O
年
十
月
二
十
五
日
、
日
本
テ
レ
ビ

「
不
可
思
議
探
偵
団
」

の
中
で
、
「
火

山
が
生
み
出
し
た
群
馬
・
奇
跡
の
三
大
パ
ワ

1
ス
ポ
ッ
ト
を
調
査
せ
よ
!
」

で
草
津
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る
そ
う
で
す
(
図
6
)
。

「
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
」
と
し
て
「
穴
地
獄
」
が
紹
介
さ
れ
、
観
光
客
が
急
増
し
て
い

2011.11.2 奥草津休暇村の紅葉図5

2011.5.18 チャツボミゴケのコロニー図6



コ
ケ
に
つ
い
て

戸『

一、・d

コ
ケ
の
概
要

日
本
に
は
約
一
、
七

0
0種
類
も
の
コ
ケ
が
生
育
し
て
い
ま
す
。

蘇
類
と
苔
類
、

ツ
ノ
ゴ
ケ
類
に
分
か
れ
ま
す
。

コ
ケ
に
は
栄
養
分
を
吸
い
上
げ
る
根
っ
こ
が
な
い
の
で
、
水
を
空
気
中
の
湿
度
か

コ
ケ
は
大
き
く

く
さ
ん
の
種
類
が
生
活
し
て
い
ま
す
(
図
7
)
。

ら
吸
収
し
て
い
る
生
き
物
で
す
。
空
気
の
き
れ
い
な
山
な
ど
の
湿
っ
た
と
こ
ろ
に
た

ま
た
、
ホ
ン
モ
ン
ジ
ゴ
ケ
の
よ
う
に
銅
と
結
び
つ
い
て
い
た
り
、
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ

す ケ
の
よ
う
に
硫
黄
泉
な
ど
の
酸
性
の
条
件
下
で
生
育
す
る
特
殊
な
コ
ケ
も
あ
り
ま

ro幽訣とチャツボミゴケ

鯨
可⑥

 

伽

吟

灘

襲

葬

器

全

糠

炉

内

‘醐醐

蔵偶然

襲
「
1
1
1
1
し

畿
銀
徐
(
隊
総
V

コケの一生図7

督責緩

(
二
)
辞

類

日
常
、
目
に
す
る
コ
ケ
の
仲
間
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
が
多
い
で
す
。
茎
と
葉
の
区
別

が
あ
っ
て
、
茎
が
立
つ
グ
ル
ー
プ
と
、

は
う
グ
ル
ー
プ
に
大
き
く
区
別
で
き
ま
す
。

葉
の
先
が
と
が
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

左
の
写
真
は
学
校
の
職
員
室
の
下
に
あ
る
「
ス
ギ
ゴ
ケ
」

で
す
。
庭
園
に
よ
く
植

え
ら
れ
、
蘇
類
の
代
表
と
し
て
一
般
の
人
々
に
も
っ
と
も
馴
染
み
の
深
い
コ
ケ
で
す

(図
8
)
。

スギゴケ図8
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た
い

さ
一
)
苔

類

目
立
つ
も
の
は
ゼ
ニ
ゴ
ケ
な
ど
の
茎
と
葉
の
区
別
が
な
い
葉
状
体
の
グ
ル
ー
プ
で

す。
次
の
写
真
は
ジ
ャ
ゴ
ケ
で
す
。
こ
の
コ
ケ
は
学
校
で
は
女
子
風
呂
と
男
子
風
呂
の

間
に
あ
り
ま
す
(
図
9
)
。

チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
苔
類
の
ウ
ロ
コ
ゴ
ケ
目
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
科
で
、
学
名
は



然

』
ロ
ロ
問
。
ロ
ロ
山
口
口
目
白
〈
巳
の
日
回
目
。
。
E
(
ユ
ン
、
ゲ
ル
マ
ン
ニ
ア
・
プ
ル
カ
ニ
コ

l
ラ
)
と

自

言
い
ま
す
。

ジャゴケ図9

(
四
)
つ
の
と
け
類

胞
子
体
が
動
物
の
角
状
で
そ
の
表
面
に
気
孔
が
あ
る
な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

穴地獄全景(測量・水温・ pH調査)
2011.12.7気温20C

図 10

四
.
穴
地
獄
の
調
査

今
回
の
調
査
で
は
、
測
量
・
水
質
・
℃
出
値
を
調
べ
ま
し
た
(
図
叩
)
。

鉱
泉
の
水
質
に
つ
い
て
は
×
湧
出
口
が
八
箇
所
確
認
で
き
、
合
流
点
を
含
め
四

箇
所
で
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

(
一
)
測
量
結
果
(
点
線
内
)

円
周

約
一
五
二
.
二
メ
ー
ト
ル
、
直
径
約
四
八
.
五
メ
ー
ト
ル
、
面
積
約
一
、

八
四
六
.
五
平
方
メ
ー
ト
ル

(
ニ
)
水
温
・
刀
工
値
結
果
(
図

m，
圏
内
凶
)

℃
出
二
.
七
②
湧
出
口

①
合
流
点

二
一
度

二
三
度

七
回
二
.
八
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③
湧
出
口

二
八
度

℃
出
二
.
八

④
湧
出
口

二
六
度

官
同
二
.
七

(
三
)
水
質
・
成
分
分
析
の
実
験

③
湧
出
口
の
鉱
泉
(
二
八
度
目
}
同
二
.
八
)
を
使
用
、
「
腐
っ
た
卵
」
に
似
た

硫
化
水
素

z
d
の
臭
い
で
す
。

(a)
炎
色
反
応
は
黄
色
、
分
光
ス
ペ
ク
ト
ル
で
ナ
ト
リ
ウ
ム

Z
岱
と
カ
ル
シ

ウ
ム
の
ω
が
確
認
で
き
ま
し
た
(
図
日
)
。

(
b
)
回
、
『
回
溶
液
の
七
回
目
に
よ
る
色
の
変
化
で
黄
色
(
酸
性
)
に
な
り
ま
し
た

(
図
ロ
)
。

金
属
イ
オ
ン
反
応
と
成
分
の
分
離
と
確
認
(
圏
内
凶
)

(

C

)

水
酸
化
バ
リ
ウ
ム
回
白

(
O
Z
)
N
と
硫
酸
イ
オ
ン
∞
C
A
N
E
の
反
応
。
白



色
の
硫
酸
バ
リ
ウ
ム
回

aoι
の
沈
殿
が
生
じ
ま
し
た
。

し
深
青
色
の
沈
殿
が
生
じ
ま
し
た
。

(
d
)
黄
血
塩

F
[忠
(
h
Z
)
由
]
を
加
え
る
と
鉄
イ
オ
ン
目
、
+
に
反
応

(e)
硝
酸
銀
〉

mzpを
加
え
る
と
塩
化
物
イ
オ
ン

Q
，
と
反
応
し
白
色
の

塩
化
銀
〉
m
Q
の
沈
殿
が
生
じ
ま
し
た
。

(
四
)
『
立
正
大
学
教
授

佐
竹

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
二
日
、
中
之
条
町
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
で
立
正
大
学
地
球
環

境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ
ム
学
科
・
研
究
科

分光スペクトルの確認図 11

研

講
演
会
』
よ
り

プぴ幽訣とチャツボミゴケ

の
神
秘
に
迫
る
」

の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

佐
竹
研
一
教
授
の

「
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ

の
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

図12 pH計， (b)BTB溶液， (c)硫酸バリウム

の沈殿，ω)青色に反応，(e)塩化銀の沈殿

チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
や
穴
地
獄
に
つ
い
て

に
多
く
、
鉄
も
多
く
含
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た

(表
1
)
。

穴
地
獄
の
源
流
部
で
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
が
非
常

て
沈
殿
し
た
硫
黄
の
粒
子
で
す
(
図
日
)
。

穴
地
獄
で
よ
く
見
ら
れ
る
白
い
沈
殿
物
は
、
硫
化
水
素
が
空
気
に
触
れ
、
酸
化
し

茶
色
マ
ッ
ト
状
の
も
の
は
耐
酸
性
の
珪
藻
(
学
名
一
旦
ロ
ロ
ロ
E
E
m
σ
E
C
E
H
〈

R

自
己
℃
F
目
。
岳
町
己
白
)

の
コ
ロ
ニ
ー
で
す
(
図
凶
)
。

126 mg/~ 

115 

56 

43 

42 

2ヲ

26 

2 

穴地獄源流部の水質

アルミニウム AI

カルシウム Ca 

ケイ素 Si 

ナトリウム Na 

マグネシウム Mg

カリウム K 

鉄 Fe

マンガン Mn 

穴地獄源流部の水質表 1硫黄粒子の沈殿図 13

珪藻のコロニー
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然

五
.
チ
ャ
ツ
ポ
ミ
ゴ
ケ
に
つ
い
て

自

(
二
チ
ャ
ツ
ポ
ミ
ゴ
ケ
の
特
徴

水
生
苔
類
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
、
「
マ
リ
ゴ
ケ
」
と
も
呼
ば
れ
、
酸
性
の
強
い

温
泉
の
水
が
流
れ
込
む
場
所
に
丸
み
の
あ
る
群
生
を
つ
く
り
ま
す
。

屋
根
瓦
が
重
な
る
よ
う
に
葉
が
つ
な
が
り
、
根
元
は
茶
色
く
な
っ
て
い
ま
す
(
図

日
，
図
凶
)
。

成
長
速
度
が
遅
く
一
年
に
数
ミ
リ
程
度
、
繁
殖
の
た
め
の
花
被
や
萌
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

蘇
苔
類
の
多
く
の
種
で
無
性
芽
を
つ
く
り
新
し
い
原
糸
体
が
で
き
た
り
、
葉
や
葉

の
一
部
が
落
ち
て
新
し
い
コ
ケ
に
な
る
栄
養
生
殖
で
繁
殖
す
る
場
合
も
あ
る
よ
う
で

す
佐
竹
教
授
の
調
査
で
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
に
は
、
体
内
に
重
金
属
の
水
銀
を
蓄
積
で

き
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
穴
地
獄
の
水
質
に
は
水
銀
を
含
ん
で
い
な
い
の

で
水
銀
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
穴
地
獄
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
の
科
学
組
成
か
ら
は
、
カ

リ
ウ
ム
が
多
く
、
鉄
、
リ
ン
、

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
等
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
で

す
が
火
山
性
の
ヒ
素
も
蓄
積
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

チャツボミゴケの茎葉体図 15

葉

叢の一部

(
ニ
)
チ
ャ
ツ
ポ
ミ
ゴ
ケ
の
分
布
に
つ
い
て

図
17 

一
O
年
前
の
点
線
内
は
ほ
ぼ
す
べ
て
に
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
が
り
ま
す
が
、

二
年
前
、
二

O
一
一
年
と
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
が
減
少
し
岩
肌
が
見
え
て
い
る
の
が
確

認
で
き
ま
す
(
図
げ
，
図
凶
，
図
叩
)
。

鉱
泉
の
湧
出
量
が
減
っ
て
い
る
の
か
、
赤
矢
印
・
青
矢
印
部
分
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
い
ま
す
。

水
生
苔
類
で
も
あ
り
、
環
境
の
変
化
に
敏
感
な
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
枯
れ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

チャツボミゴケの茎の一部・葉図 16

118 

2001.9.5 10年前図 17



(
三
)
冬
の
穴
地
獄
(
図

m，
図
包
裏
表
紙
)

2009.9.23 2年前図 185.18 2011年図 19

穴
地
獄
は
標
高
一
、
二
八
九
メ
ー
ト
ル
の
寒
冷
地
に
あ
り
、
冬
期
は
深
い
雪
に
埋

も
れ
て
し
ま
い
、
翌
年
四
月
過
ぎ
ま
で
閉
ざ
さ
れ
ま
す
。
冬
に
入
り
初
め
て
ま
と
ま
っ

グな幽訣とチャツボミゴケ

ゴ
ケ
は
顔
を
だ
し
て
い
ま
し
た
。

た
降
雪
が
あ
り
、
翌
日
穴
地
獄
を
訪
れ
ま
し
た
。
鉱
泉
の
熱
も
あ
り
、
チ
ャ
ツ
ボ
ミ

冬の穴地獄 2011.12.17図20
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然

(
四
)
考
察

3
特
殊
な
環
境
に
生
き
る
た
め
に

自

穴
地
獄
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
、
強
い
酸
性
の
水
辺
で
体
内
に
鉄
や
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
、
猛
毒
の
ヒ
素
な
ど
を
貯
め
こ
み
生
き
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
な
ぜ
こ

れ
ら
の
金
属
と
結
び
つ
い
て
も
生
き
て
い
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
佐
竹
教
授
の

か
し
ら
な
し
か
わ

チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
の
調
査
で
は
、
青
森
の
頭
無
川
の
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
で
は
重
金
属

の
水
銀
(
国
間
)
を
一
パ
ー
セ
ン
ト
体
内
に
蓄
積
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
体
内
に
蓄

積
さ
れ
た
金
属
が
ど
こ
に
分
布
し
て
い
る
の
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
細
胞
質
で
は
な
く
細
胞
壁
に
蓄
積
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
細
胞
質
と
い
う
生
命

活
動
を
活
発
に
お
こ
な
っ
て
い
る
場
所
で
は
な
く
、

い
っ
て
み
れ
ば
壁
や
柱
の
役
割

を
果
た
す
細
胞
壁
に
金
属
を
貯
め
込
む
こ
と
で
、
悪
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
が
な
ぜ
有
害
な
金
属
と
結
び
つ
い

て
生
き
て
い
る
の
か
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
ほ
か
の
植
物
が
入
っ
て
こ
ら

れ
な
い
環
境
を
自
ら
繁
殖
の
場
所
と
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

六
.
謝

辞

調
査
で
繰
り
返
し
お
伺
い
し
た
旬
間
奥
草
津
休
眠
村
の
北
川
様
・
本
間
様
、
本

文
内
容
の
確
認
と
報
告
書
の
ま
と
め
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
立
正
大
学

佐
竹
研
一
教
授
、
鉱
泉
の
成
分
分
析
実
験
・
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
麻
野
忠

彦
先
生
、
引
率
・
写
真
提
供
、
唱
の
で
の
編
集
作
業
等
で
最
後
ま
で
ご
指
導
い
た
だ

い
た
関
口
正
人
先
生
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

七
.
お
わ
り
に
(
図
引
)

校
外
指
導
で
穴
地
獄
の
写
真
撮
影
に
調
査
、
学
校
の
コ
ケ
調
べ
は
、
文
化
祭
の
中

開
発
表
の
時
に
学
校
周
辺
の
コ
ケ
を
採
集
し
て
展
示
用
の
標
本
を
作
り
ま
し
た
。
今

ま
で
あ
ま
り
興
味
が
な
か
っ
た
コ
ケ
に
対
し
て
少
し
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
今

ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た
コ
ケ
に
目
を
や
り
見
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
(
泉
)
。

佐
竹
教
授
は
講
演
の
時
に
「
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
は
中
之
条
町
の
タ
カ
ラ
モ
ノ
」
で

す
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
草
津
の
西
の
河
原
に
も
以
前
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、
現
在
は
壊
滅
状
態
だ
そ
う
で
す
。
観
光
客
が
増
え
る
こ
と
は
う
れ
し

い
こ
と
で
す
が
、
自
生
地
が
荒
ら
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
心
配
で
す
。
今
回
は
文
献

を
見
て
も
難
し
く
て
大
変
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
を
見
守
り
た
い

と
思
い
ま
す
(
清
水
)
。
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歴

史

古

ft 

熊
倉
遺
跡

一
、
位
置

熊
倉
遺
跡
は
、
群
馬
県
の
北
西
部
に
連
な
る
山
間
地
に
あ
た
り
、
吾
妻
郡
中
之
条

町
大
字
入
山
字
松
岩
に
所
在
す
る
。
そ
し
て
、
草
津
白
根
山
麓
の
標
高
一
、

0
0
0

メ
ー
ト
ル
部
に
位
置
す
る
草
津
白
根
の
山
麓
地
帯
で
あ
る
。

二
、
遺
跡
の
発
見
、
調
査

熊
倉
の
地
は
、
戦
後
(
昭
和
二
十
年
以
降
)
に
な
っ
て
開
拓
集
落
が
形
成
さ
れ
る

ま
で
は
、
ま
っ
た
く
の
未
開
の
荒
野
で
あ
っ
た
。
遺
跡
周
辺
の
土
壌
は
開
拓
の
鍬
が

入
れ
ら
れ
る
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
撹
乱
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、
耕
作
地
内
に
ポ
ツ
ン
、

ポ
ツ
ン
と
凹
地
が
み
ら
れ
、
そ
の
周
辺
に
は
土
器
片
が
散
乱
し
て
い
た
。

昭
和
三
十
七
年
、
同
三
十
八
年
の
二
ヶ
年
に
わ
た
り
、
群
馬
大
学
史
学
研
究
室
尾

崎
喜
左
雄
教
授
の
指
導
に
よ
る
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
る
。
調
査
概
要
は
既
に
群
馬
大

代

学
尾
崎
研
究
室
よ
り
「
昭
和
三
十
七
・
八
年
度
に
お
け
る
発
掘
調
査
」
報
告
や
『
六

古

合
村
誌
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

一、二

0
0メ
ー
ト
ル
の
高
原
に
お
け

熊倉の開拓地と熊倉遺跡
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史

る
遺
跡
発
見
は
非
常
に
興
味
あ
る
問
題
を
提
起
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
し
、
時

歴

期
的
に
は
お
そ
ら
く
八
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
初
頭
ご
ろ
の
集
落
と
考
え
ら
れ
る
と
、

結
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
住
居
跡
の
ほ
か
「
か
ま
ど
」
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
か
ま

ど
は
壁
か
ら
床
に
傾
斜
し
た
石
組
で
作
成
さ
れ
、
須
恵
器
の
杯
が
か
ま
ど
の
下
の
焚

の
口
の
部
分
に
置
か
れ
て
お
り
、
鉄
製
品
も
近
く
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
尾
崎
教
授

は
『
群
馬
県
の
遺
跡
』
の
中
で
、
「
特
殊
な
集
団
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
せ
し
め
る
」

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
点
、
こ
の
熊
倉
遺
跡
は
貴
重
な
遺
跡
で
あ
ろ
う
。

O
第
二
次

熊
倉
遺
跡
発
掘
は
、
昭
和
五
十
七
年
八
月
一
日
か
ら
翌
三
月
末
日
ま
で

遺
跡
の
範
囲
・
住
居
跡
発
掘
調
査
・
熊
倉
火
山
灰
の
分
布
調
査
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

O
第
三
次
調
査

調
査
期
間
は
昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
五
日
か
ら
翌
三
月
末
日

ま
で
、
内
容
は
前
年
と
同
じ
く
遺
跡
の
範
囲
の
確
認
、
発
掘
調
査
、
さ
ら
に
遺
跡
の

生
産
域
確
認
(
焼
畑
)
調
査
、
山
棲
み
集
落
毎
に
関
す
る
調
査
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
九
年
六
合
村
教
育
委
員
会
よ
り
『
熊
倉
遺
跡
|

山
棲
み
集
落
の
探
究
l
』
が
報
告
書
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

七
号
住
居
跡
発
掘

昭
和
五
十
六
年
九
月
十
日
か
ら
一
五
日
間
、
発
掘
調
査
を
実
施
す
る
。
遺
跡
は
東

端
の
山
林
中
に
位
置
し
、
遺
跡
の
ほ
ぼ
全
面
が
キ
ャ
ベ
ツ
畑
と
化
し
た
中
で
、
唯
一

個
残
さ
れ
た
凹
地
の
明
瞭
な
住
居
跡
で
あ
っ
た
。
住
居
跡
は
一
辺
が
四
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
方
形
で
、
か
ま
ど
の
位
置
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
炭
化
材
の
ほ
か
遺
物
は

ご
く
少
な
く
、
土
師
器
の
蓋
口
縁
部
二
個
に
す
ぎ
な
い
。

八
号
住
居
跡
発
掘

昭
和
五
十
七
年
、
調
査
す
る
。
住
居
跡
は
東
西
三
メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
.

五
メ
l

ト
ル
と
、
や
や
南
北
に
長
い
隅
丸
の
長
方
形
で
あ
る
。
熊
倉
火
山
灰
層
下
の
黒
ボ
ク

蔵
穴
も
あ
る
。

土
中
に
掘
り
こ
ま
れ
、
壁
高
は
四

0
セ
ン
チ
、
東
壁
の
南
か
ら
か
ま
ど
を
設
け
、
貯

遺
物
は
完
形
品
は
な
く
、
土
師
器
の
蓋
で
あ
る
。
復
元
口
径
は

図
の
①

1
②
参
照

①
一
九
.
八
セ
ン
チ

②
一
九
セ
ン
チ

③
一
一
.
四
セ
ン
チ

④
底
径
四
.
五
セ
ン
チ
胎
土

-r

」
+
品
、

l
l
 い
ず
れ
も

0.
五

ミ
リ

1
二
ミ
リ
程
の
砂
粒

を
含
み
、
焼
成
は
硬
調
で

良
好
な
品
で
あ
る
。

⑤
須
恵
器
杯
は
、
復
元
口
径
一
四
.

一ヘ

庁4
~主J
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八
セ
ン
チ
、
底
径
七
.
三
セ
ン
チ
、
器
高
四
・

七
セ
ン
チ
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、

0.
五
ミ
リ

1
五
ミ
リ
程
の
砂
粒
を
含
み
、
焼

成
は
や
や
硬
調
で
灰
黄
色
で
あ
る
。

胎
土
や
焼
成
の
点
か
ら
、
こ
の
須
恵
器
は
利
根
郡
月
夜
野
周
辺
の
月
夜
野
窯
跡
群

の
産
品
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
利
根
郡
域
と
吾
妻
郡
の
交
流
、
交
易
の
あ
り
ょ
う

を
示
唆
す
る
と
と
も
に
、
熊
倉
遺
跡
が
「
上
毛
の
文
化
圏
に
属
す
る
人
々
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
再
度
確
認
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
」
と
も
い
う
。

九
号
住
居
跡

ハ
ン
ド
オ

l
ガ
l
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
り
遺
構
確
認
調
査
に
よ
る
と
、
底
面
中
央
部

の
規
模
は
南
北
四
.
六
四
セ
ン
チ
、
東
西
三
.
六
六
セ
ン
チ
で
、
や
や
南
北
に
長
い



長
方
形
で
あ
る
。

か
ま
ど
は
、
八
号
住
居
跡
と
同
じ
く
東
壁
南
寄
り
に
、
黒
ボ
ク
土
を
掘
り
込
ん
で
設

け
ら
れ
て
い
る
。
貯
蔵
穴
に
相
当
す
る
施
設
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
比

較
的
に
多
く
、
か
ま
ど
内
及
び
か
ま
ど
前
面
に
集
中
し
、
南
壁
沿
い
に
も
散
在
す
る
。

出
土
し
た
灰
柚
陶
器
は
長
頭
瓶
か
と
思
わ
れ
る
破
片
で
あ
る
。
熊
倉
遺
跡
に
お
け

る
灰
柚
陶
器
の
出
土
は
群
馬
大
学
に
よ
っ
て
調
査
時
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
県
下

す
べ
き
問
題
は
多
い
と
い
わ
れ
る
。

で
も
古
い
一
群
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
流
通
経
路
や
そ
の
性
格
な
ど
、
解
き
明
か

白
根
山
麓
の
遺
跡
を
見
る
と
、
白
根
山
麓
一
帯
は
、
火
山
山
麓
で
あ
る
と
と
も
に

高
冷
地
で
あ
る
た
め
に
、
現
在
で
も
未
開
発
な
地
が
多
く
、
そ
の
た
め
に
遺
跡
の
発

見
も
少
な
い
。
発
見
さ
れ
て
い
る
遺
跡
の
多
く
は
戦
後
の
入
植
に
よ
る
開
墾
時
に
発

八
号
住
居
跡

全

景

実
測
図

代古

2一一一__Jm

見
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
弥
生
・
古
墳
時
代
の
集
落
及
び
古
墳
は
未
発
見
で
あ
る
。

三
、
熊
倉
火
山
灰
に
つ
い
て

調
査
の
方
法

草
津
白
根
火
山
起
源
の
完
新
世
テ
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
の
調
査
で
は
、
熊
倉
遺
跡
の
発
掘
に
伴
っ
て
確

認
さ
れ
た
テ
フ
ラ
層
を
熊
倉
火
山
層
と
呼
び
、
そ
の
示
標
テ
フ
ラ
と
し
て
記
載
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
。
な
お
、
テ
フ
ラ
と
い
う
用
語
は
、
降
下
火
砕
物
と
火
砕
流
堆

積
物
の
総
称
で
あ
る
。

分
布

熊
倉
火
山
層
は
、
浅
間
火
山
起
源
の
完
新
世
の
テ
フ
ラ
層
と
は
明
ら
か
に

性
質
が
異
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、
熊
倉
火
山
層
は
草
津
町
か
ら
六
合
地
区

に
か
け
て
広
く
分
布
し
て
い
る
。

四
、
黒
ボ
ク
土
に
つ
い
て
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八号住居此

熊
倉
遺
跡
の
特
徴
の
一
つ
に
、
廃
絶
さ
れ
た
住
居
が
埋
ま
り
き
ら
ず
に
凹
地
と
し

て
残
り
、
現
地
表
面
で
そ
の
存
在
が
認
知
さ
れ
た
。

入
山
地
区
の
農
業
は
ハ
タ
ケ
志
向
で
そ
の
大
部
分
が
傾
斜
地
の
段
々
畑
で
あ
る
。
土

壌
を
「
黒
ボ
ク
土
」
と
「
真
土
(
ま
っ
ち
)
」
と
に
区
別
し
て
い
る
。
黒
ボ
ク
土
は
火

山
性
の
土
壌
で
酸
性
が
強
く
、
作
物
を
作
る
の
に
は
適
さ
な
い
。
黒
ボ
ク
土
は
、
ノ
ツ

ボ
土
・
ノ
ボ
ウ
と
称
さ
れ
て
、
耕
作
不
適
土
の
代
名
調
に
も
な
っ
て
い
る
。

真
土
は
定
畑
に
で
き
る
地
味
で
あ
る
。

熊
倉
遺
跡
の
集
落
が
、
九
世
紀
後
半
ご
ろ
の
一
時
期
に
限
定
し
て
い
る
の
は
、
こ

の
地
味
と
気
象
条
件
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
農
耕
生
活
を
始
め
る

が
黒
ボ
ク
土
や
霜
害
の
た
め
畑
作
が
で
き
な
く
な
り
、
谷
筋
の
真
土
の
あ
る
斜
面
に

移
動
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
入
山
地
区
で
は
、
木
工
が
冬
の
仕
事
と
し
て
行
わ
れ



史

た
も
の
は
稀
で
あ
る
。

歴

参
考
文
献

六
合
村
教
育
委
員
会
発
行

JJ 

上
毛
新
開
発
行

尾
崎
喜
左
雄
著

群
馬
県
発
行

熊
倉
遺
跡

六
合
村
誌

群
馬
県
遺
跡
大
辞
典

昭
和
五
十
九
年

一一
中

世

昭
和
四
十
八
年

平
成
十
一
年

中
世
の
六
合

か
み
つ
け
よ
り
群
馬
へ
昭
和
三
十
八
年

平
成
二
年

群
馬
県
史
通
史
編

原
始
古
代
I

草
津
温
泉
は
、
温
泉
の
湧
出
量
・
効
能
・
収
集
客
数
な
ど
か
ら
全
国
的
に
有
名
な

温
泉
で
あ
る
。
六
合
地
区
は
、
草
津
温
泉
の
冬
期
に
寒
さ
を
避
け
て
住
む
「
冬
住
み

の
里
」
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
よ
り
、
旧
暦
四
月
八
日
か
ら
十
月
八
日
ま
で
が
草
津

入
湯
の
時
期
と
な
り
、
十
月
八
日
か
ら
翌
年
四
月
七
日
ま
で
冬
住
み
の
里
で
生
活
し

て
い
る
。
冬
住
み
の
里
は
、
六
合
地
区
に
限
定
し
な
い
が
、
六
合
地
区
が
、
最
も
多
い
。
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草
津
・
六
合
地
区
を
併
せ
て
「
草
津
谷
L

と
称
し
た
の
は
中
世
以
降
で
あ
る
。
こ

の
地
方
の
領
主
と
し
て
活
躍
す
る
草
津
湯
本
氏
は
、
中
世
後
期
(
戦
国
時
代
)
に
な
っ

て
出
現
す
る
。
湯
本
氏
は
、
源
頼
朝
が
建
久
四
年
(
一
一
九
二
一
)
二
一
月
二
十
一
日
那

須
野
及
び
三
原
に
て
狩
を
し
た
折
に
、
お
供
を
し
て
草
津
温
泉
に
案
内
し
た
細
野
御

殿
介
が
思
賞
と
し
て
湯
本
姓
を
賜
わ
り
、
湯
本
幸
久
と
名
乗
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
(
『
草

津
温
泉
由
来
記
』
上
野
国
草
津
温
泉
由
来

O
草
津
光
泉
寺
所
蔵
)

湯
本
氏
の
出
自
に
つ
い
て
、
赤
岩
湯
本
家
の
家
系
図
に
よ
る
と
「
清
和
天
皇
の
皇

子
貞
元
親
玉
、
清
和
天
皇
五
男
滋
野
親
王
也
、
始
滋
野
姓
を
賜
り
(
略
)
信
濃
国
下

向
、
小
県
郡
海
野
庄
に
居
住
し
、
彼
国
守
護
、
法
名
開
善
寺
殿
と
号
す
。
(
略
)
子

孫
に
至
り
毎
年
四
月
四
日
・
八
月
四
日
之
を
祭
る
。
」
と
あ
る
。



清
和
天
皇
貞
一
苅
親
王
ー
幸
恒

信
濃
国
大
守

幸
明

細
野
美
殿
助
福
宗
・
号
竜
興

号
海
野
小
太
郎

法
名
前
山
寺
殿

自
元
祖
三
十
七
代
目
・
古
湯
本
三
郎
右
衛
門
尉
幸
綱
(
以
下
略
)

住
草
津
、
竜
沢
寺
開
基
、
法
号
竜
沢
寺
殿
月
州
乗
江
居
士

寛
永
二
年
乙
丑
歳
十
二
月
廿
二
日
卒
、
内
沢
但
馬
娘

赤
岩
湯
本
系
図
に
よ
る
と
、
湯
本
三
郎
右
衛
門
幸
邦
の
長
男
湯
本
長
右
衛
門
幸
常

は
、
病
身
の
た
め
赤
岩
に
隠
退
し
て
医
者
と
な
り
次
男
の
図
書
幸
宗
が
三
郎
右
衛
門

の
後
を
継
ぎ
、
沼
田
藩
真
田
氏
に
仕
え
た
。
図
書
は
男
子
が
な
か
っ
た
の
で
、
娘
聾

の
高
須
貞
顕
(
前
橋
藩
酒
井
家
の
老
臣
)
の
末
子
を
養
子
に
と
願
い
出
た
が
藩
主
真

田
信
澄
は
こ
れ
を
み
と
め
ず
、
湯
本
図
書
の
死
に
よ
っ
て
草
津
谷
八
百
石
の
領
主
湯

本
家
は
断
絶
し
、
草
津
は
沼
田
領
代
官
支
配
と
な
っ
た
(
前
橋
市
正
幸
寺
湯
本
貞
顕

墓
碑
銘
に
よ
る
)
。
湯
本
氏
の
戦
国
期
か
ら
江
戸
初
期
ま
で
の
活
躍
を
示
す
古
文
書

は
、
草
津
湯
本
図
書
家
の
も
の
で
、
湯
本
貞
顕
墓
碑
銘
を
残
し
た
熊
谷
家
に
伝
え
ら

れ
た
「
熊
谷
文
書
」
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
湯
本
氏
関
係
の
系
図
書
な
ど
に
も
そ
の

出
自
は
区
々
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
戦
国
時
代
以
降
に
な
る
と
正
確
に
な
っ
て
く
る
。

結
局
は
、
拠
所
と
な
る
文
献
史
料
の
不
足
で
あ
り
、
古
文
書
な
ど
文
献
史
料
の
残
っ

て
い
る
時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
が
明
ら
か
で
正
確
と
な
る
。

世中

草
津
に
は
、
建
久
四
年
(
一
一
九
一
二
)
三
月
、
源
頼
朝
の
三
原
狩
の
折
、
草
津
温

泉
に
立
寄
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ
の
後
大
友
頼
泰
・
本
願
寺
蓮
如
・
常
光
院

尭
恵
・
長
尾
能
景
・
長
野
業
尚
・
白
井
双
林
寺
三
世
曇
英
・
万
里
集
九
・
横
瀬
成
繁
・

宗
祇
・
宗
長
・
長
尾
矯
景
な
ど
武
将
・
僧
侶
・
文
人
な
ど
が
入
湯
し
、
「
三
国
一
之

名
湯
」
と
し
て
有
名
に
な
っ
て
く
る
。
草
津
湯
本
氏
に
関
す
る
文
書
・
記
録
等
に
よ
っ

て
十
六
世
紀
後
半
か
ら
こ
の
地
方
の
領
主
と
な
っ
た
経
緯
を
み
る
こ
と
に
す
る
。
史

料
は
『
群
馬
県
史
』
資
料
編
7
に
よ
っ
た
。
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史歴

①
武
田
家
朱
印
状
(
折
紙
)
熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
二
二
二
八
)

(
龍
朱
印
)

亡
父
先
忠
之

問
、
草
津
湯
井

沼
尾
廿
五
貫
之

所
、
知
前
ミ
返
置
候

己
十
寛
可
抽
忠

信
条
、
肝
要
候
者
也
、

の
如
件
、甲

子
一
一
月
十
五
日

湯
本
小
次
郎
殿
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〔
訓
読
〕
亡
父
先
忠
の
問
、
草
津
湯
な
ら
び
に
沼
尾
廿
五
貫
之
所
、
前
々
の
如
く

返
置
候
、
早
寛
、
忠
信
を
抽
ず
べ
き
の
条
、
肝
要
に
候
者
な
り
、
仰
っ
て
件
の
如
し
。

吾
妻
東
部
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
吾
妻
氏
の
岩
橿
城
が
、
武
田
方
の
攻
略
に
よ
っ
て
前

年
(
永
禄
六
年
)
十
月
十
三
日
落
城
し
、
城
主
斉
藤
憲
広
(
一
岩
斉
)
は
吾
嬬
山
か
ら
反

下
を
越
え
て
稲
包
山
の
麓
を
経
て
越
後
国
へ
逃
れ
て
い
る
。
こ
の
岩
植
城
攻
略
の
論
功
行

賞
と
し
て
、
翌
年
(
永
禄
七
年
甲
子
歳
)
二
月
十
五
日
、
湯
本
小
次
郎
あ
て
に
朱
印
状

が
与
え
ら
れ
、
草
津
に
お
け
る
本
領
安
堵
状
が
出
て
い
る
。
そ
し
て
、
前
日
の
二
月
十
四

①武田家朱印状

日
に
、
折
田
将
監
・
八
須
賀
縫
殿
助
あ
て
に
朱
印
状
が
出
さ
れ
「
今
度
忠
信
、
比
類
な

き
次
第
に
候
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
領
O
貫
分
・
新
恩
O
貫
分
(
略
)
出
し
置
き
候
」
と
い

う
文
言
で
あ
る
(
折
田
将
監
・
県
史
二
二
二
五
・
八
須
賀
縫
殿
助
・
県
史
二
二
二
六
)
。



世中

②武田家定書

②
武
田
家
定
書

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
三

O
六
四
)

....... 
λι 

彼
三
人
、
草
津
湯
治

不
可
有
異
議
之
由
、
被

仰
出
者
也
、
何
知
件
、

天
正
九
年

卯
月
廿
四
日

(
龍
朱
印
)

湯
本
三
郎
右
衛
門
尉

(
封
紙
付
)

〔
訓
読
)

定

彼
の
三
人
草
津
湯
治
、
異
義
有
る
べ
か
ら
ず
の
由
、
仰
せ
出
さ
る
者
な
り
、
伯
つ

て
件
の
如
し

真
田
安
房
守

奉
之
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史歴

③
真
田
回
目
幸
判
物
(
折
紙
)

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
一
三

O
六
)

追
而
、
若
狭
守
一
跡
之
儀
者

被
官
共
ニ
進
置
之
候
、
以
上
、

有
山
中
、
別
市

可
敷
忠
節
之
由
候
条

海
野
之
内
小
草
野
若
狭
守

一
跡
進
之
置
候
、
猶
依

戦
功
御
望
之
領
地
可

進
之
置
者
也
、
何
知
件
、

(
天
正
十
年
)
員
田
安
房
守
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三
月
十
四
日

昌
幸
(
花
押
)

湯
本
三
郎
右
衛
門
尉
殿

〔
訓
読
)
追
而
、
若
狭
守
一
跡
の
儀
は
、
被
官
共
に
、
こ
れ
を
進
じ
置
き
候
、
以

上
山
中
に
有
っ
て
、
別
し
て
忠
節
を
励
む
べ
き
の
由
に
候
条
、
海
野
の
内
小
草

野
若
狭
守
の
一
跡
、
こ
れ
を
進
じ
置
き
候
、
猶
、
戦
功
に
依
っ
て
は
御
望
の
領

地
こ
れ
を
進
じ
置
く
べ
き
者
な
り
、
伺
っ
て
件
の
如
し
、

③員田昌幸判物(折紙)



世中

④
員
田
昌
幸
書
状
(
折
紙
)

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
三
二
二
八
)

直
談
如
申
、
早
々
吾
妻

着
城
、
堅
固
仕
置

任
入
候
、
何
龍
善
坊

指
置
之
地
除
之
、
西
中

条
之
地
、
先
々
矯
勘
忍

分
、
進
置
之
候
、
恐
々
謹
言
、

(
天
正
十
年
)
壬
午

六
月
廿
一
日

昌
幸

(
朱
印
、
印
文
「
道
」
)

湯
本
三
郎
右
衛
門
尉
殿

131 

〔
訓
読
〕
直
談
申
す
如
く
、
早
々
吾
妻
に
着
城
し
、
堅
固
の
仕
置
任
せ
入
り
候
、
仰
っ

て
龍
善
坊
指
置
の
地
は
こ
れ
を
除
き
、
西
中
之
条
の
地
、
先
々
堪
忍
分
と
し
て
、

こ
れ
を
進
じ
置
き
候
、
恐
々
謹
言
、

④員田昌幸害状(折紙)



史歴

⑤
員
田
昌
幸
判
物
(
折
紙
)

年
来
拘
来
候

知
行
・
屋
敷
以
下
、

如
前
々
可
出
置
候
問
、

高
端
三
郎
右
衛
門
尉
請

指
園
、
可
走
廻
候
、
猶

重
恩
之
事
者
、
羽
尾

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
コ
二
八
六
)

改
之
上
、
何
ニ
も
相
嘗
ニ

令
参
上
、
可
致
訴

可
出
置
候
条
、
伊
勢
山
へ

訟
者
也
、
的
知
件
、

天
正
十
年
壬
牛

十
月
十
三
日

⑤翼団昌幸判物(折紙)
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回
目
幸
(
花
押
)

喜
右
衛
門
尉

四
郎
左
衛
門
尉

大
蔵

調
七
郎

勘
解
由

縫
殿
助

助
右
衛
門
尉

又
六

興
三
右
衛
門
尉

輿
左
衛
門
尉



輿
二
郎

新
五
郎

七
郎
左
衛
門
尉

以
上
、

(
訓
読
〕
年
来
拘
来
り
候
知
行
・
屋
敷
以
下
、
前
々
の
知
く
出
し
置
く
べ
く
候
の

問
、
万
端
三
郎
右
衛
門
尉
の
指
図
を
請
け
、
走
廻
す
べ
く
候
、
猶
重
恩
の
事
は
、

羽
尾
改
の
上
、
何
れ
に
も
相
当
に
出
し
置
く
べ
く
候
の
条
、
伊
勢
山
(
信
濃
小

県
郡
に
あ
る
日
日
幸
の
本
城
)

へ
参
上
せ
し
め
訴
訟
致
す
べ
き
者
な
り
、
の
っ
て

件
の
如
し
、

以
上
、

天
正
十
年
壬
午

十
月
十
三
日

回
目
幸
(
花
押
)

喜
右
衛
門
尉

四
郎
左
衛
門
尉

大
蔵

調
七
郎

勘
解
由

縫
殿
助

助
右
衛
門
尉

又
六

輿
三
右
衛
門
尉

輿
左
衛
門
尉

輿
二
郎

世

新
五
郎

中

七
郎
左
衛
門
尉

以
上
、

⑥
員
田
回
目
幸
書
状
(
折
紙
)
熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
コ
二
八
七
)

今
度
有
吾
妻

別
而
被
敷
奉
公

忠
節
候
条
、
海
野

之
内
、
若
狭
守
分
之
内

五
拾
貫
、
河
中
嶋

之
内
寺
尾
分
、
井

須
田
領
之
内
五
百
貫
、

右
知
此
進
置
候
、
猶
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依
戦
功
一
所
可
相
渡

候
、
恐

謹
言
、

天
正
十
年
壬
午

拾
月
十
三
日

昌
幸
(
花
押
)

湯
本
三
郎
右
衛
門
尉
殿

〔
訓
読
〕
今
度
吾
妻
に
有
り
て
、
別
し
て
奉
公
忠
節
を
勤
め
ら
れ
候
条
、
海
野
之

内
若
狭
守
分
の
内
五
拾
貫
、
河
中
嶋
の
内
、
寺
尾
分
井
に
須
田
領
の
内
五
百
貫
、

右
か
く
の
如
く
進
じ
置
き
候
、
猶
戦
功
に
よ
り
一
所
相
渡
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言
、



史

⑦ 
員
田
Eヨ
Eヨ
幸
定
書

折
紙

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書

県
史

八
八

歴

定

羽
尾
在
城
申

付
候
上
者
、
今
度

鎌
原
方
西
窪

出
置
候
、
重
思
之
所

者
、
向
後
羽
尾
城

普
請
可
被
申
付

者
也
、
何
如
件
、

天
正
十
年
壬
午

十
月
十
四
日

自
幸
口
(
朱
印
印
文
「
道
」
)

湯
本
殿
(
三
郎
右
衛
門
)

〔
訓
読
)

定

羽
尾
在
城
申
付
候
上
は
、
今
度
鎌
原
方
西
窪
を
出
し
置
き
候
、
重
思
の
所
は
、

向
後
羽
尾
城
普
請
申
し
付
け
ら
れ
る
べ
き
者
な
り
、
何
て
件
の
知
し
、

⑧
員
田
日
日
幸
過
所
(
折
紙
)

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
三
二
四
九
)

毎
月
市
中
ニ
、

月
荷
物
五
駄
宛
、
無

異
儀
可
通
者
也
、

的
知
件
、天

正
十
一
年
突
未

五
月
十
三
日

口
(
昌
幸
朱
印
・
印
文
「
道
」
)

湯
三
(
湯
本
三
郎
右
衛
門
)

〔
訓
読
〕

毎
月
市
中
に
、
月
荷
物
五
駄
ず
つ
、
異
儀
な
く
通
す
べ
き
者
な
り
、
何
て
件
の

J

ご
ル
』
1
レ、

⑨
員
田
信
幸
充
行
状
(
折
紙
)

以
上
、

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書
(
県
史
三
六
六
七
)
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今
度
其
方
知
行

就
改
、
本
百
升
五
貫
文
之

所
、
百
八
拾
仁
貫
五
十
文
ニ

令
検
使
候
、
右
之
外
草

津
百
貫
文
、
合
仁
百
八
拾

仁
貫
五
十
文
、
知
此
出
置
候
、
雄

然
、
向
後
役
才
(
等
)
之
儀
者
、
武

百
舟
五
貫
文
分
可
被
相

勤
候
、
尚
依
戦
功
可
令
重

恩
者
也
、
的
知
件
、

天
正
十
八
覗

十
二
月
升
一
日

信
幸
(
花
押
)



世中

湯
本
三
郎
右
衛
門
尉
殿

〔
訓
読
)

以
上

今
度
そ
の
方
知
行
改
む
る
に
つ
い
て
、
本
百
二
十
五
貫
文
の
所
、
百
八
十
二

貫
五
十
文
に
検
使
せ
し
め
候
、
右
の
外
草
津
百
貫
文
、
合
せ
て
二
百
八
十
二

貫
五
十
文
か
く
の
知
く
出
し
置
き
候
、
然
り
と
雄
も
、
向
後
役
等
の
儀
は
、

二
百
三
十
五
文
分
相
勤
め
ら
る
べ
く
候
、
な
お
戦
功
に
依
り
、
重
恩
せ
し
む

べ
き
者
な
り

伺
っ
て
件
の
知
し
、
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史歴

⑩
員
田
信
幸
充
行
状
(
折
紙
)

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書

(
県
史
三
六
六
八
)

己
上
、

今
度
知
行
改
候

慮
、
其
方
向
心
給

本
百
舟
五
貫
文
之
所
、

百
七
拾
六
貫
三
百
八
十
文

難
令
検
使
候
、
年
来

奉
公
候
之
問
、
役
才
(
等
)
儀

知
前
々
ニ
出
置
候
、
調
向
後

可
抽
戦
功
者
也
、
何
如
件
、

天
正
十
八
覗

(
員
田
信
幸
朱
印

印
文
「
寓
福
積
」
)

十
二
月
升
一
日

口

湯
本
三
郎
右
衛
門
尉
同
心 北

能
登
守

奉
之
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三
拾
童
人

(
訓
読
〕

己
上

⑩翼団信幸充行状(折紙)

今
度
知
行
改
め
候
処
、
そ
の
方
向
心
給
本
百
品
川
五
貫
文
の
所
、
百
七
十
六
貫

三
百
八
十
文
に
検
使
せ
し
め
候
と
雄
も
、
年
来
奉
公
候
の
問
、
役
等
の
儀
は
、

前
々
の
如
く
に
出
し
置
候
、
い
よ
い
よ
向
後
戦
功
を
抽
ん
ず
べ
き
者
な
り
、
の
つ

て
件
の
知
し



世中

⑪
員
田
伊
賀
守
信
澄
所
領
安
堵
状
(
折
紙
)

我
妻
郡
之
内
、
草
津

谷
八
百
石
之
所
、
前
々

知
領
地
来
候
、
無
相
違

出
置
詑
、
全
可
取
納

者
也
、
伯
知
件
、

万
治
武
亥
年

十
月
五
日

信
澄
(
花
押
)

湯
本
図
書
殿

熊
谷
次
郎
氏
所
蔵
文
書

〔
訓
読
〕
吾
妻
郡
の
内
、
草
津
谷
八
百
石
の
所
、
前
々
領
地
し
来
り
候
知
く
、
相
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違
な
く
出
置
き
詑
ん
ぬ
、
全
く
牧
納
す
べ
き
者
な
り
、
の
っ
て
件
の
知
し



史歴

近

世

一__..・‘一一回‘
ふ
る
さ
と
の
文
化
人
・
宮
崎
竹
波
と
残
さ
れ
た
作
品

一
.
は
じ
め
に

宮
崎
竹
披
は
江
戸
後
期
の
画
家
で
赤
岩
村
(
現
、
中
之
条
町
大
宇
赤
岩
)
の
名
家
・

湯
本
明
敬
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
、
そ
の
後
、
草
津
の
宮
崎
家
の
養
子
と
な
っ
た
人

物
で
あ
る
。
『
六
合
村
誌
』
に
は
、
「
画
才
が
あ
り
、
竹
披
と
号
し
て
、
吾
妻
郡
内
各

地
に
作
品
が
残
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
『
草
津
温
泉
誌
』
で
、
著
者
・

萩
原
進
氏
は
竹
披
の
作
品
に
つ
い
て
「
作
品
は
非
常
に
少
な
く
て
、
僅
か
に
目
に
し

た
の
は
十
二
賭
に
す
ぎ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
(
二

O
一
O
)
三
月
二
十
八
日
に
中
之
条
町
と
六
合
村
が
合
併
し

た
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
同
年
十
月
一
日

1
十
一
月
三
十
日
に
か
け
て
中
之
条
町
歴

史
民
俗
資
料
館
(
現
、
中
之
条
町
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ
ゼ
」
)
で
企
画
展
「
宮

崎
竹
披
展
l
第
四
回
ふ
る
さ
と
の
文
化
人
展
|
」
を
開
催
し
た
。
こ
の
展
示
会
で
は

「
ス
ズ
メ
竹
披
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
花
鳥
固
な
ど
の
作
品
を
残
し
た
画
家
・
宮
崎

竹
披
を
ふ
る
さ
と
の
文
化
人
と
し
て
紹
介
し
た
。
竹
披
が
赤
岩
村
(
旧
六
合
村
)
の

湯
本
家
出
身
で
あ
り
、
草
津
村
の
宮
崎
家
に
婿
入
り
し
て
文
右
衛
門
と
し
て
活
躍
し
、

宮崎竹波肖像画(宮崎武志氏所蔵}
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晩
年
は
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
中
之
条
町
の
田
中
甚
兵
衛
方
に
身
を
寄
せ
た
こ
と
な
ど

六
合
・
中
之
条
両
町
村
に
関
係
し
た
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
も
記
念
展
と
し
て
取
り
上

げ
た
理
由
の
一
つ
と
な
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
、
そ
の
経

歴
や
作
品
数
が
少
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
中
で
の
展
示
会
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な

竹
披
の
作
品
と
と
も
に
肖
像
画
(
高
楼
粛
画
)
が
発
見
さ
れ
る
な
ど
少
な
か
ら
ず
成

果
が
上
が
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
機
会
に
、
竹
壌
の
残
さ
れ
た
作
品
を
通
し
て
そ
の

足
跡
を
記
し
て
お
き
た
い
。



世近

湯
本
家

宮
崎
家

略
系
図

略
系
図

湯
本
博
左
衛
門

i
|
|
」
|
ム
彦
粛

明
敬

ー
宮
崎
文
右
衛
門

(
竹
披
)

ー
樋
口
彦
確

妻樋
口
十
郎
衛
門
娘

i
俊
斎

妻大
柏
木
加
部
氏
女

文
右
衛
門

(
号
千
矛
)

省
費

妻樋
口
十
郎
の
姉

龍
斎

浦
野
家
養
子
と
な
る

慶
五
郎

写望
号 霞喜

l 
格以井芳

南一上山
( 重穀
黒徳之
岩

宮
崎
文
右
衛
門

(
号
竹
披
・
光
海
)

T

水
原
語
」
-
E

固い黒ま坂わ;Tゑ署ーさ主丁し
兵は哉 兵や
衛ま ( 衛未
為黒
之巌

氏

唯大ほ
太 ffiふ
郎ノf¥.

加
部
権
次
郎
妻

小
あ
と

大
笹
岩
上
八
郎
三
女

貞
次
郎

後
、
貞
治
郎
と
改

貞
司

陸
二
郎

早
世

そ
め

は
る
の

臥

H
r
h』
み

J

，F『

J
'
k
u

よ
し
の

み
さ
を

小
ま
つ

事
年
一
才
六
ヶ
月

ー
宮
崎
晴
夫

l
l
順
史

一
宮
崎
和
美
|
|
州
正

「
宮
崎
武
志
|
|
伊
佐
也
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祭
弐

1
1
1
1徳
尚

(
号
徳
門
)
「
徳
言

下ー

真
知
子
(
黒
岩
氏
)



史

ニ
.
宮
崎
竹
披
の
足
跡

歴

宮
崎
竹
披
(
一
八

O
コ
一
ー
ー
一
八
八
六
)
は
、
赤
岩
村
(
中
之
条
町
大
字
赤
岩
)

名
家
・
湯
本
明
敬
の
次
男
(
幼
名
捨
弥
、
名
は
徳
隠
、
字
架
行
、
雅
号
は
竹
技
・
光
海
)

と
し
て
生
ま
れ
た
。
後
に
「
赤
岩
湯
本
家
に
四
天
王
と
呼
ば
れ
た
四
人
の
男
子
が
あ

り
」
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
竹
捜
等
兄
弟
は
優
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
長
男
・
彦
粛
は

黒
田
候
(
筑
前
国
福
岡
藩
)

の
侍
医
を
勤
め
、
コ
一
男
の
彦
確
は
、
馬
庭
念
流
(
高
崎

市
吉
井
町
)

で
名
高
い
樋
口
家
の
養
子
に
入
り
藤
岡
で
医
院
を
開
業
、
末
弟
の
俊
斎

は
江
戸
で
遊
学
の
後
、
郷
里
で
医
業
を
継
ぎ
多
数
の
編
著
書
を
著
す
と
と
も
に
、
蘭

学
者
・
高
野
長
英
と
の
親
交
な
ど
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

次
男
の
竹
坂
は
草
津
の
大
家
・
宮
崎
家
(
旅
館
業
・
屋
号
「
田
龍
屋
」
)

の
養
子

と
な
り
、
文
右
衛
門
(
文
右
衛
門
徳
隠
)
を
名
乗
っ
た
。
宮
崎
家
は
財
政
的
に
も
豊

か
で
あ
り
、
旅
館
業
を
営
む
傍
ら
得
意
の
画
才
を
の
ば
す
機
会
に
恵
ま
れ
、
竹
壊
と

号
し
て
、
創
作
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
二
年

(
一
八
六
九
)

の
草
津
の
大
火
や
宮
崎
家
が
竹
披
の
孫
の
時
に
廃
業
し
た
こ
と
な
ど

が
影
響
し
て
か
、
竹
坂
の
初
期
の
作
品
は
今
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
晩
年
は
、
各
地
を
ま
わ
り
、
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
田
中
甚
兵
衛
方
(
中
之
条

町
大
字
中
之
条
町
)
に
身
を
寄
せ
た
。
現
在
の
中
之
条
簡
易
裁
判
所
東
隣
の
田
中
家

の
貸
家
に
仮
住
ま
い
し
て
、
亡
く
な
る
直
前
ま
で
画
業
に
打
ち
込
ん
だ
と
い
わ
れ
、

田
中
家
に
も
こ
の
頃
の
作
品
や
遺
品
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

『
諸
家
人
名
録
』
に
「
詩

宮
崎
文
右
衛
門

草
津

竹
披
」
と
あ
り
、
竹
披
は

漢
詩
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
竹
壊
と
親
交
の
深
か
っ
た
同
郷
の
俳

の
影
響
が
あ
り
、
俳
句
や
漢
詩
も
創
作

人
・
坂
上
竹
畑
(
一
七
八
五
一
八
六
二
)

し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
宮
崎
家
が
輩
出
し
た
画
家
「
宮
崎
竹
披
」

と
俳
人
「
宮
崎
光
海
」
は
別
人
と
し
て
捉
え
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
文
献
に

も
出
会
し
た
が
、
草
津
町
の
宮
崎
家
墓
誌
に
は
光
海
は
竹
披
の
別
雅
号
と
し
て
刻
ま

の

れ
て
い
た
。
な
お
、
以
前
、
宮
崎
竹
壊
の
墓
(
『
群
馬
人
国
記
』
の
宮
崎
竹
坂
の
紹

介
の
中
に
写
真
掲
載
)
は
草
津
町
に
建
立
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
取
り
壊
さ
れ
存

在
し
な
い
。

三
.
残
さ
れ
た
宮
崎
竹
披
の
作
品

企
画
展
「
宮
崎
竹
坂
展
第
四
回
ふ
る
さ
と
の
文
化
人
展
|
」
に
お
け
る
竹
披
の

作
品
の
調
査
で
は
、
竹
披
の
作
品
は
未
展
示
の
も
の
も
含
め
、
別
表
一
の
「
宮
崎
竹

技
作
品
目
録
」

の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
三

O
点
ほ
ど
の
作
品
の
う
ち
、
生
家
の
湯
本

家
、
草
津
の
宮
崎
家
、
晩
年
に
身
を
寄
せ
た
田
中
家
を
合
わ
せ
る
と
縁
者
関
係
宅
に
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全
体
の
四
分
の
コ
一
が
残
さ
れ
て
い
た
。
中
で
も
、
娘
の
嫁
ぎ
先
で
あ
り
晩
年
に
身
を

寄
せ
て
い
た
田
中
家
の
作
品
が
半
数
以
上
に
及
び
、
所
蔵
品
の
多
く
が
初
公
開
さ
れ

る
幸
運
に
恵
ま
れ
た
。
展
示
会
以
前
か
ら
予
想
し
て
い
た
通
り
、
竹
壌
の
作
品
は
「
花

鳥
図
」
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
「
山
水
図
」
も
二
点
ほ
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

前
述
の
如
く
、
明
治
二
年
の
草
津
の
大
火
や
宮
崎
家
が
竹
披
の
孫
の
時
に
廃
業
し
た

こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
か
、
竹
披
の
初
期
の
作
品
は
今
で
は
ほ
と
ん
ど
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
中
で
、
出
品
さ
れ
た
中
に
嘉
永
一
二
年
(
一
八
五

O
)
の
作
品
(
花
鳥

図
「
朝
顔
」
)
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
の
作
品
に
も
登
場
す

る
落
款
印
「
田
龍
画
屋
」
は
、
草
津
温
泉
の
湯
畑
を
め
ぐ
る
温
泉
旅
館
の
中
で
、
北

側
の
一
等
地
で
宮
崎
文
右
衛
門
(
竹
披
)
が
営
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
旅
館
「
田
龍
屋
」

(
屋
号
)
と
の
縁
を
示
し
て
い
て
、
他
の
作
品
三
点
に
も
捺
印
さ
れ
て
い
る
。
圧
巻

な
の
は
、
冬
住
の
里
資
料
館
(
市
川
義
夫
館
長
)
が
所
蔵
し
て
い
る
「
群
雀
図
」
で
、



竹
披
最
晩
年
の
力
作
と
な
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
年
頃
ま
で
冬
期
の
草
津
は
寒
さ
が

厳
し
く
、
湯
治
客
も
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
草
津
周
辺
の
集
落
に
冬
の
内
だ
け
寒
さ

を
避
け
る
冬
住
み
の
制
度
が
あ
っ
た
。
毎
年
十
一
月
八
日
に
冬
住
み
の
家
に
移
り
、

翌
年
四
月
八
日
に
草
津
に
も
ど
っ
て
い
る
。
六
合
地
区
の
小
雨
は
、
草
津
か
ら
の
距

離
も
近
く
、
冬
住
み
の
里
と
し
て
最
適
で
あ
っ
た
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
『
諸
家
人
名
録
』
に
「
詩

草
津

宮
崎
文
右
衛
門

竹

境
」
と
あ
り
、
竹
披
は
漢
詩
人
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
倉
賀
野
宿
(
高
崎
市
)

出
身
の
飯
塚
久
敏
(
一
八

O
九
|
一
八
六
五
)
編
著
の
歌
集
『
玉
寵
集
』
に
は
光
海
(
竹

披
)
と
長
男
・
千
矛
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
地
元
・
草
津
に
は
俳
人
・
坂
上

竹
姻
(
一
七
八
五
|
一
八
六
二
)
が
お
り
、
竹
披
が
そ
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
坂
上
竹
姻
に
は
子
供
が
無
か
っ
た
た
め
、
竹
壌
の
長
女
(
わ
し
)
が

夫
婦
養
子
と
し
て
坂
上
家
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
は
、
親
交
の
深
さ
を
示
す
一
端
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と
な
ろ
う
。
ま
た
、
中
之
条
町
の
田
中
家
に
は
、
竹
披
の
三
女
(
い
ゑ
)
が
嫁
い
だ

際
に
贈
ら
れ
た
竹
姻
と
竹
披
の
合
作
の
桐
製
柱
掛
が
残
さ
れ
て
い
る
。
宮
崎
竹
披
漢

詩
「
西
国
兵
乱
有
感
慨
賊
一
絶
」
は
、
明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
の
西
南
戦
争
を
政

府
軍
が
平
定
し
た
こ
と
を
詠
ん
で
い
る
。
余
談
に
な
る
が
、
竹
披
の
長
女
の
夫
は
、

西
南
戦
争
に
従
軍
し
戦
死
し
て
い
る
。

世近



史歴

宮崎竹披作品目録別表 1

花
鳥
図

2 

扇
面
「
花
鳥
図
」
(
表
U

宮

崎
竹
披
画
・
裏
目
俳
句
)

3 

書
画
集
(
宮
崎
竹
披
作
品

八
点
収
録
)

4 

花
鳥
図
「
群
雀
図
」

5 

花
鳥
図
「
朝
顔
」

6 

花
鳥
図
「
菊
の
図
」

7 

山
水
図

8 

山
水
図
「
瀬
戸
海
布
真
景
」

9 

花
鳥
図
「
オ
ナ
ガ
」

nu 

胃

E
A

花
鳥
図
「
雀
」

11 

書
画
帳
(
宮
崎
竹
披
「
花
鳥

図
」
収
録
)

12 

花
鳥
図
「
春
之
図
」

13 

花
鳥
図
「
南
費
調
綬
帯
烏

墨
菊
竹
図
」
(
秋
の
図
)

14 

花
鳥
図
「
菊
に
蝶
図
」
(
宮

崎
竹
波
画
/
讃
谷
老
)

15 

「
幽
谷
墨
蘭
図
」

文
久
三
年

(
一
八
六
三
)

嘉
永
三
年

(
一
八
五

O
)

明
治
九
年

(
一
八
七
六
)

紙
本
墨
画
淡
彩
・
マ
ク
リ

扇
面

紙
本
墨
画
等
・
折
本

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
彩
色
・
軸
装

紙
本
墨
画
・
軸
装

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
淡
彩

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
淡
彩
・
マ
ク
リ

紙
本
墨
画
淡
彩
・
軸
装

紙
本
墨
画
・
マ
ク
リ

枚面帖。菌。富$; $; 幅。菌幅冊。国枚。高枚

90.3 22.5 16.2 134.0 111.0 111.8 129.1 127.2 135.0 

× × × × × × × × × 

135.0 

× 

27.5 

× 

135.0 

× 

138.5 

× 

108.5 

× 

129.0 

× 

120.0 

田
中
宏
宜

湯
本
滋

44.5 

湯
本
滋

12.0 

湯
本
滋

48.4 

市
川
義
夫

33.8 

高
橋
俊
信

34.8 

須
賀
昌
五

30.2 

中
海
政

27.4 

篠
原
千
里

63.0 

宮
崎
武
志

64.0 

宮
崎
武
志

16.0 

高
橋
敏
子

63.5 

町
歴
史
と
民
俗
の

博
物
館
「
ミ
ユ
ゼ
」

65.0 

田
中
宏
宜

30.0 

田
中
宏
宜

64.0 

明
治
十
年
代

竹
披
八
四
歳
の
作
品

(
「
田
龍
画
屋
」
の
落
款
)

(
「
田
龍
画
屋
」
の
落
款
)

「
丙
子
秋
月
夜
雪
戯
ニ

高
崎
在
京
竹
坂
生
(
落

款)」
竹
披
八
一
歳
の
作
品

竹
披
八
一
歳
の
作
品

高
橋
景
作
書
画
帳
「
水
禽

窺
魚
」

竹
披
八
三
歳
の
作
品

(
「
田
龍
画
屋
」
の
落
款
)

竹
坂
八
三
歳
の
作
品

(
「
田
龍
画
屋
」
の
落
款
)

領
て
鳴
ゃ
う
す
や
鹿
の

身
繕
ひ

竹
披
七
四
歳
の
作
品
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16 

花
鳥
図
「
竹
と
雀
」

17 

花
鳥
図
「
ツ
グ
ミ
」

18 

花
鳥
図
「
燕
と
紫
陽
花
」

19 

「
讐
清
之
図
(
菊
と
竹
)
」

20 

花
鳥
図
「
野
蓄
額
に
蝶
図
」

21 

扇
面
「
蓄
額
図
」

22 

柱
掛
「
桜
に
蝶
図
」
(
表
H
「日

東
名
花
」
)
(
裏
目
「
暴
梅
図
」
)

23 

柱
掛
二
柔
紫
雲
」

24 

柱
掛
「
菊
」
(
表
)
・
「
墨
蘭
図

」
(
裏
)

25 

柱
掛
二
桑
紫
雲
」

26 

柱
掛
宮
崎
竹
波
(
「
菊
」
)
と

坂
上
竹
姻
(
俳
句
)
の
合
作

27 

柱
掛
宮
崎
竹
波
(
「
蓄
額
」
)

と
坂
上
竹
畑
(
俳
句
)
の
合

作

28 

「
商
国
兵
乱
有
感
慨
賊

絶
」
(
宮
崎
竹
坂
漢
詩
)

29 

「
西
国
兵
乱
有
感
慨
賊

絶
」
(
宮
崎
竹
披
漢
詩
)

30 

竹
披
愛
用
の
憧
貧
(
蓋
に

竹
坂
漢
詩
「
万
里
の
長
城
」
)

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)

明
治
十
年

{
一
八
七
七
)

万
延
元
年

(
一
八
六

O
)

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)

明
治
十
年

(
一
八
七
七
)

紙
本
墨
画
淡
彩
・
マ
ク
リ

紙
本
墨
画
淡
彩
・
マ
ク
リ

紙
本
墨
画
淡
彩
・
マ
ク
リ

紙
本
墨
画
・
マ
ク
リ

紙
本
墨
画
彩
色
・
マ
ク
リ

扇
面

杉
板
柱
掛

杉
板
柱
掛

杉
板
柱
掛

桐
板
柱
掛

桐
板
柱
掛

桐
板
柱
掛

紙
本
墨
書

紙
本
墨
書

樫
貧
箱
の
蓋
(
木
製
)

枚枚枚枚枚面本本本本本本枚枚箱

43.0 

160.0 140.0 120.0 107.0 43.5 44.0 137.0 

× 

49.0 

× 

67.0 

× 

44.5 

× 

21.5 

× 

24.5 

× 

160.0 

× 

160.0 

× × × × × × × 

× 

32.0 

64.0 

田
中
宏
宜

59.0 

田
中
宏
宜

60.0 

田
中
宏
宜

64.0 

田
中
宏
宜

21.0 

田
中
宏
宜

44.0 

田
中
宏
宜

14.5 

田
中
宏
宜

14.5 

田
中
宏
宜

14.5 

田
中
宏
宜

13.5 

田
中
宏
宜

13.0 

田
中
宏
宜

10.0 

田
中
宏
宜

25.5 

田
中
宏
宜

26.5 

田
中
宏
宜

× 

1.3 

田
中
宏
宣

「
竹
波
老
人
」
の
署
名

「
竹
披
迂
老
」
の
署
名

「
竹
翁
」
の
署
名

竹
披
八

O
歳
の
作
品

竹
披
七
五
歳
の
作
品

竹
波
七
五
歳
の
作
品

竹
波
七
五
歳
の
作
品

「
蜂
も
花
も
忘
る
る
幾
く

の
盛
り
か
な
」
(
竹
畑
)

「
永
き
日
を
安
而
続
く
天

気
か
な
竹
畑
(
落
款
)
」

祖
舜
宗
尭
白
太
平
秦
皇
何
事
苦

蒼
生
不
知
禍
起
草
廟
塘
内
虚
築
防

胡
蔦
里
城
有
感
事
録
唐
人
句

竹
波
宮
崎
隠
口
(
落
款
)
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2扇面 r花鳥図」

4・1書画集

5花鳥図
r朝顔』
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1花鳥図

3・2書画集

4花鳥図

r群雀図』

歴史



近世

8山水図『瀬戸湯布真景』 7山水図 6花鳥図『菊の図』

10花鳥図「雀』 9花鳥図 rオナガ」
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13花鳥図 r南頭調綬帯鳥墨菊竹図』
{秋の図)

16花鳥図『竹と雀」

12花鳥図 r春之図』

15 r幽谷墨蘭図」

146 

歴史

11書画帳(宮崎竹披『花鳥図」収録)

14花鳥図 r菊に蝶図』
(宮崎竹披画/讃谷老)



近世

18 r燕と紫陽花』
17花鳥図『ツグミ』

19 r讐清之図{菊と竹)J

20花鳥園『野膏額に蝶図』

21扇面『膏穣図』

147 



24-1柱掛
r菊J (表)

27柱掛
(宮崎竹披『蕎穣J)と
坂上竹畑{俳句)の合作

23柱掛
rー染紫雲』

26柱掛
(宮摘竹披 (r菊J)と坂上
竹畑(俳句)の合作

148 

22之柱掛
r墨梅図J (裏)

25 rー突紫雲』

22-1柱掛
r桜に蝶図』

歴 史

(表『日東名花J)

24・2柱掛
r墨蘭図J (裏)



近世

29 r西国兵乱有感慨賊ー絶J (宮崎竹披漢詩} 28 r西国兵乱有感慨賊ー絶J (宮崎竹披漢詩}

30竹披愛用の憧貧(蓋に竹披漢詩 r万里の長城J)
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史

四
.
竹
披
を
と
り
ま
く
人
々

歴

し
て
み
た
い
。

最
後
に
竹
披
を
と
り
ま
く
人
々
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
今
後
の
課
題
を
記

高
崎
の
画
家
・
武
居
梅
披
(
一
八
三
一
一
九
O
五
)
が
一
八
歳
の
時
、
両
親
に

無
断
で
竹
披
に
入
門
し
、
数
年
間
の
修
行
後
、
師
の
竹
披
か
ら
教
え
る
こ
と
は
何
も

な
い
と
し
て
、
江
戸
の
画
家
・
岡
本
秋
障
(
一
八
O
七
|
六
二
)
へ
推
挙
し
て
も
ら
い
、

以
後
新
た
な
師
の
指
導
が
受
け
ら
れ
た
と
の
有
名
な
挿
話
が
残
さ
れ
て
い
る
。

高

野

長

英

門

下

の

高

橋

景

作

(
一
七
九
九
一
八
七
五
)
と
交
流
の
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
、
高
橋
家
に

遺
さ
れ
た
画
帳
の
な
か
に
竹
披
の
作
品

「
カ
ワ
セ
ミ
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
景
作
の
江
戸
遊
学
時
代
の
随
筆
「
詞

海
漁
網
」
の
裏
表
紙
に
記
さ
れ
た
人
物
名

の
中
に
竹
披
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
に

拠
れ
ば
竹
披
が
高
野
長
英
私
塾
・
大
観
堂

の
あ
っ
た
江
戸
麹
町
・
甲
斐
坂
に
住
居
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

高橋景作随筆『調海漁網」

竹
披
が
画
の
手
ほ
ど
き
を
誰
に
受
け
た

の
か
は
現
在
で
は
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い

が
、
竹
披
が
岡
本
秋
障
と
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
は
前
述
の
挿
話
が
物
語
っ
て
い
る
。

岡
本
秋
障
が
渡
辺
畢
山
に
教
え
を
受
け
、

沈
南
頭
な
ど
明
清
の
画
風
に
な
ら
っ
た
花
鳥
画
を
得
意
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
て

も
、
竹
披
も
江
戸
に
遊
学
し
、
同
様
な
手
習
い
を
受
け
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
晩
年
を
過
ご
し
た
中
之
条
町
の
田
中
家
に
は
、
竹
披
が
四
万
の
画
家
・
宮
崎
酔
山

(
一
七
七
七
|
一
八
六
O
)
が
安
政
六
年
(
一
八
五
九
)
に
中
之
条
町
で
聞
い
た
「
名

残
雅
会
」
に
招
待
さ
れ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
之
条

町
出
身
の
画
家
・
千
輝
玉
斎
(
一
七
九
O
|
一
八
七
二
)
や
柿
沼
山
岳
(
一
七
七
四

ー
一
八
五
九
)
門
下
・
小
板
橋
吾
車
(
生
没
年
不
詳
/
伊
勢
町
)
等
の
作
品
が
同
家

に
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
竹
披
が
同
世
代
・
同
郷
の
画
家
た
ち
と
お
互
い
に

影
響
し
合
う
間
柄
に
あ
り
、
結
び
付
き
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
想
像
さ
れ
る
。
結
局

の
と
こ
ろ
、
弟
子
は
武
居
梅
披
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
竹
披
に
は
長
男
・
千

矛
の
ほ
か
二
男
彦
克
(
号
は
霞
郁
)
、
三
男
竹
堤
が
い
て
、
そ
の
作
品
が
田
中
家
に
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残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
竹
披
に
画
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
草

津
町
の
宮
崎
家
に
残
さ
れ
て
い
た
宮
崎
竹
披
の
肖
像
画
に
は
「
宮
崎
竹
披
先
生
八
十

の
歳
像
」
と
あ
り
、
描
い
た
寓
梧
粛
は
七
O
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
あ
る
い

は
竹
披
の
弟
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
詳
細
は
今
の
と
こ
ろ
全
く
掴
め
て
い
な

、v
竹
披
に
つ
い
て
は
そ
の
経
歴
に
謎
の
部
分
が
あ
り
、
時
代
も
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
ま
す
ま
す
少
な
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

吾
妻
郡
内
に
埋
も
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
竹
披
作
品
の
発
見
に
気
を
と
め
、
そ
の
解
明

に
役
立
て
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
考
え
ら
れ
る
。

原
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
田
中
宏
宜
氏
は
じ
め
多
く
の
方
か
ら
ご
教
示
を
受
け
た
こ

と
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。



世近

(
参
考
・
引
用
文
献
)

『
六
合
村
誌
』
(
六
合
村
誌
編
集
委
員
会
)
、
『
群
馬
県
姓

氏
家
系
大
辞
典
』
(
角
川
書
屈
)
、
『
群
馬
県
百
科
事
典
』
(
上

毛
新
聞
社
)
、
『
高
野
長
英
門
下
吾
妻
の
蘭
学
者
た
ち
』
(
金

宮晴家墓誌(草津町}

井
幸
佐
久
著
)
、
『
高
橋
景
作
日
記
』
(
高
橋
景
作
日
記
刊
行

会
)
、
『
中
之
条
町
歴
史
民
俗
資
料
館
常
設
展
示
解
説
図
録
』

(
中
之
条
町
歴
史
民
俗
資
料
館
)
、
『
温
泉
草
津
史
料
第
一
巻
』

(
中
沢
温
泉
研
究
所
)
、
『
群
馬
人
国
記
』
(
歴
史
図
書
社
)
、
『
群

馬
の
医
史
』
(
群
馬
県
医
師
会
)
、
『
国
史
大
辞
典
』
(
吉
川
弘

文
館
)
、
『
上
毛
南
画
史
』
(
加
部
進
)
、
『
飯
塚
久
敏
と
良
寛
』

(
高
木
明
著
)
、
『
幕
末
の
文
人
画
家
千
輝
玉
斎
』
(
玉
村
町
歴

史
資
料
館
)
、
『
上
毛
古
書
解
題
』
(
篠
木
弘
明
著
)
、
『
山
岳
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岱
岳
遺
墨
集
』
(
山
岳
岱
岳
遺
墨
展
開
催
準
備
会
)
、
『
特
別

展
群
馬
の
絵
画
一
世
紀
|
江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
』
(
高
崎
タ

ワ
1
美
術
館
)
、
『
草
津
温
泉
史
』
(
萩
原
進
著
)



史

吾
妻
郡
役
所

歴

四

近

代

(
吾
妻
郡
草
津
村
)

其
郡
草
津
村
(
草
津
村
訓
令
ニ
ハ
「
其
村
」
ヲ
廃
シ

大
字
草
津
村
、
前
口
ノ
区
域
ヲ
以
テ
草
津
町
ヲ
置
キ
、
大
字
入
山
村
、

生
須
村
、
小
雨
村
、
太
子
村
、
赤
岩
村
、
日
影
村
ノ
区
域
ヲ
以
テ

明
治
三
十
三
年
の
六
合
村
の
成
立

六
合
村
ヲ
置
ク
ノ
件
、
今
般
内
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
タ
ル
ニ
依
リ

本
年
七
月
一
日
配
置
施
行
侯
条
此
旨

予
メ
心
得
へ
シ

知
事
名

知
事
⑮
代
理

議
事
係
⑮

参
事
官
⑮

兵
事
係
⑮

⑮⑮  

⑮ ⑮⑮  

訓
令
乙
第
六
七
三
号

吾
妻
郡
役
所

本
年
七
月
一
日
現
在
、
其
郡
草
津
町
、
六
合
村

第
三
課
長
⑮

学
務
係
⑮

人
口
必
要
有
之
侯
条
両
町
村
事
務
取
扱

者
ヲ
シ
テ
明
治
三
十
一
年
時
、
内
閣
訓
令
第
一
号
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吾
妻
郡
草
津
村
廃
止
草
津
町
、
六
合
村
新
置
ノ
件
告
示
等
伺

群
馬
県
告
示
第
百
四
号

統
計
表
式
第
一
号
及
第
三
号

明
治
二
十
一
年
四
月
法
律
第
一
号
町
村
制
第
四
条
ニ
依
リ

ニ
依
リ
調
製
セ
シ
メ
同
月
五
日
迄
ニ
申
報
ス
ヘ
シ

明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
限
り
、
吾
妻
郡
草
津
村
ヲ
廃
シ

年

月

日

知
事
名

大
字
草
津
村
、
前
口
村
ノ
区
域
ヲ
以
テ
草
津
町
ヲ
置
キ

大
字
入
山
村
、
生
須
村
、
小
雨
村
、
太
子
村
、
赤
岩
村

日
影
村
ノ
区
域
ヲ
以
テ
六
合
村
ヲ
置
ク

群
馬
県
告
示
第
百
三
号

年
六
月
廿
八
日

知
事
名

吾
妻
郡
草
津
町
、
六
合
村
役
場
位
置

左
記
ノ
通
定
ム

(
右
告
示
ハ
来
ル
廿
八
日
迄
ニ
号
外
発
布
ノ
コ
ト
ア
ル
ト
キ
ハ
併
セ
テ

年

六
月
二
十
八
日

知
事
名

公
示
シ
、
号
外
発
布
ナ
ケ
レ
ハ
同
廿
九
日
発
表
(
定
日
)
発
刊
シ
可
然
哉

草
津
町
大
字
草
津
字
西
町
四
百
七
番
地

六
合
村
大
字
小
雨
宇
金
蔵
沢
四
百
十
一
番
地

訓
令
乙
第
六
七
一
号

(
右
告
示
ノ
時
期
廃
置
告
示
ニ
同
シ
)



第

二

三

号

務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
侯
ニ
依
リ
、
来
ル
七
月
一
日
廃
置

施
行
ノ
見
込
ニ
有
之
侯
条
、
予
メ
及
御
通
知
侯
也

明
治
世
三
年
六
月
十
八
日

鎗
居

庸

⑮ 

iZ追
一ー
実五

件
御八

童委
相/¥
成茶
度発
此表
如斗夕

暮f
傍る
出ノ

有

発
六
月
十
八
日

内
務
部
長

⑮ 

課
長
⑮

係
⑮ 

⑮ 

議
案
七
二
号

明
治
三
十
三
年

県
参
事
会
議
決

知
事

⑮ 

町
村
分
割
議
案

三
月
二
十
七
日

吾
妻
郡
草
津
村
ヲ
廃
シ
、
草
津
町
、
六
合
村

吾
妻
郡
草
津
村
分
割
ノ
件
関
係
村
会

ヲ
置
ク
件
、
裏
々
内
務
大
臣
ノ
許
可
ヲ
得
侯
ニ

及
郡
参
事
会
ノ
意
見
ヲ
徴
セ
シ
ニ
別
紙
ノ
通

付
施
行
時
期
等
ニ
関
シ
取
調
侯
処
、
郡
役
所

何
レ
モ
異
議
ナ
キ
ニ
依
リ
左
ノ
通
り
分
割
セ
ン
ト
ス

村
役
場
等
ニ
於
テ
ハ
、
七
月
一
日
ヨ
リ
御
施
行

相
成
度
希
望
ニ
有
之
、
且
準
備
上
等
不
都
合

明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
七
日

群
馬
県
知
事

古
荘
嘉
門

無
之
ニ
付
、
右
期
日
ヨ
リ
御
施
行
相
成
可
然
哉

分
村
区
域
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右
御
決
裁
ノ
上
ハ
左
案
ヲ
以
テ
中
之
条
区
裁

甲
町

大
字
草
津
村
、
前
口
村

判
所
、
中
之
条
税
務
署
へ
通
知
シ
置
キ
侯
様

乙
村

大
字
小
雨
村
、
生
須
村
、
入
山
村
、
太
子
村
、

致
シ
度
仰
御
裁
侯

赤
岩
村
、
日
影
村

中
之
条
区
裁
判
所

宛

県

名

本
月
二
十
日
議
第
六
六
号
ヲ
以
テ
諮
問
セ
ラ
レ
タ
ル
本
村

中
之
条
税
務
署

分
割
之
件
ハ
数
年
来
全
村
之
興
望
ニ
シ
テ

既
に
明
治
二
十
二
年
町
村
制
実
施
以
来
建
議
請

願
ヲ
継
続
シ
昨
年
四
月
村
会
一
致
之
決
議
ヲ

同管
暫下
I-l 支王

?量
区筆
啓津
フ町
以
アホf

聖足
Zこ且 、ー〆

里J廃-，、

置ヘ

矢大

大量
宇津
入村

以
テ
意
見
胃
具
申
致
置
侯
ニ
付
本
件
ノ
義
ハ

異
論
無
之
旨
満
場
一
致
之
賛
成
ヲ
表
シ
侯
条

代

山
村
、
同
小
雨
村
、
同
生
須
村
、
同
赤
岩
村
、
同
日
影
村

別
紙
議
事
録
写

相
添
此
段
答
申
仕
侯
也

近

同
太
子
村
ノ
区
域
ヲ
以
テ
六
合
村
ヲ
置
ク
ノ
件

今
般
内

吾
妻
郡
草
津
村
曾
議
長

中
津
藤
衛



史

明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
三
日

歴

群
馬
県
参
事
会

群
馬
県
知
事

二
番

本
件
ニ
付
イ
テ
ハ
諮
問
ノ
通
リ
本
員
ハ
決
シ

テ
異
議
ナ
シ

之
ニ
同
意
者

三
番

拾
三
番

七
番

古
荘
嘉
門
殿

議

長

採

決

二
番
説
ニ
同
意
者
ハ
挙
手
ヲ
願
マ
ス

議
事
録
写

明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
三
日

番

村
会
開
設
ス

挙
手
全
員

以
テ
之
ニ
決
ス

議

長
就
テ
ハ
左
ノ
意
見
書
ヲ
起
草
セ
リ

宜
敷

番

出
席
議
員
拾
三
名

審
議
ア
リ
タ
シ

二
番

二
番

八
番

七
番

拾
五
番

拾
番

四
番

九
番

拾
四
番

拾
壱
番

拾
三
番

富
津
慶
太
郎

市
川
善
三
郎

本
月
二
十
日
付
議
第
六
六
号
ヲ
以
テ
諮
問
セ
ラ
レ
タ
ル

山
田
弥
惣
治

本
村
分
割
之
件
ハ
数
年
来
全
村
之
輿
望
ニ
シ
テ

関

五
一
郎

既
ニ
明
治
二
十
二
年
町
村
制
実
施
以
来
建
議
請

市
川
久
三
郎

願
ヲ
継
続
シ
昨
年
四
月
村
会
一
致
之
決
議

羽
田

五
郎

ヲ
以
テ
意
見
書
具
申
致
置
侯
ニ
付
本
件
之

本
多
茂
十
郎

議
ハ
異
議
無
之
旨
満
場
一
致
之
賛
成
ヲ
表

シ
候
条
別
紙
議
事
録
写
相
添
此
段
答
申

湯
本
柳
三
郎

中
津
市
郎
治

仕
侯
也

山
田
建
治
郎

吾
妻
郡
草
津
村
会
議
長

篠
原
祐
太
郎

明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
三
日

中

津

萩
原
助
四
郎

群
馬
県
参
事
会

議
長
拾
六
番
中
津

殿

同
日
午
後
三
時

藤
衛

群
馬
県
知
事

古
荘
嘉
門

開
会

本
日
ハ
兼
テ
希
望
夕
ル
本
村
分
離
ニ
関
シ

御
諮
問
ニ
付
本
月
二
十
三
日

議

長

甲
第
一
ニ
七
号

件
ヲ
付
議
ス

本
県
参
事
会
ヨ
リ
諮
問
ニ
付
意
見
答
申
之

村
会
ヲ
招
集
シ
右
諮
問
侯
処
別
紙
ノ
通
リ

本
村
分
割
之
件
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藤

衛

固



異
議
無
之
旨
議
決
相
成
侯
ニ
付
意
見
答

町
村
制
施
行
ニ
際
シ
旧
八
ケ
村
を
合

申
書
及
進
達
候
也

併
シ
テ
、

一
村
を
組
織
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
雄
モ

吾
妻
郡
草
津
村

大
字
草
津
村
及
前
口
村
ハ
他
六
ケ
村
ト

明
治
三
十
三
年
三
月
二
十
三
日

村
長

中
津
藤
衛

印

著
シ
ク
、
其
の
地
勢
、
人
情
、
風
俗
を
異
ニ
ス
ル

ヲ
以
テ
、
随
テ
諸
般
ノ
行
政
上
、
彼
此
、
利
害

群
馬
県
知
事

古
荘
嘉
門

殿

関
係
、
相
同
ジ
カ
ラ
ス
、
延
テ
村
治
ノ
発
達
ヲ

企
画
シ
、
住
民
ノ
幸
福
ヲ
増
進
ニ
ス
ル
コ
ト

内
務
省
許
申
第
四
九
号

能
ハ
サ
ル
ノ
嫌
ア
ル
ハ
常
ニ
遺
憾
ト
セ
ル
所
ナ
リ

(
応
供
覧

明
治
三
十
三
年
五
月
十
八
日

而
シ
テ
、
今
回
村
会
ニ
於
テ
全
会
一
致
ヲ

庶
発
第
五
四
号

裏
請

群
馬
県
吾
妻
郡

以
テ
本
村
大
字
草
津
村
及
大
字
前
日
村

草
津
村
ヲ
廃
シ
、
大
字
草
津
村
及
前
日
村
ヲ
以
テ
草
津
町
ヲ

ヲ
草
津
町
ト
称
シ
大
字
小
雨
村
外
大
字

置
キ
、
大
字
小
雨
村
、
生
須
村
、
入
山
村
、
太
子
村
、
赤
岩

五
ケ
村
ヲ
六
合
村
ト
称
シ
両
町
村
分
割
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村
及
日
影
村
ヲ
以
テ
六
合
村
ヲ
置
ク
ノ
件

セ
ン
ト
ス
ル
ノ
意
見
上
申
侯
ニ
付
、
熟
々
之

右
、
町
村
制
第
四
条
ニ
依
リ
之
ヲ
許
可
ス

レ
ヲ
町
村
制
施
行
以
来
ノ
終
歴
ニ
徴
ス
ル
ニ

明
治
三
十
三
年
五
月
三
十
日

本
村
ヲ
分
離
シ
テ
両
町
村
ト
ス
ル
ハ
、
最
モ
適

知
事
闘

応
ノ
処
置
ニ
シ
テ
且
ツ
之
レ
カ
為
両
町
村
ノ

部
長
代
理
固

内
務
大
臣

侯
爵

西
郷
従
道

濁
立
維
持
、
敢
テ
困
難
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヲ
認
メ
、

課
長
固

之
ヲ
懸
参
事
会
ニ
附
議
セ
シ
ニ
、
亦
全
会

一
致
ヲ
以
テ
之
レ
ヲ
可
決
ス
ル
ニ
至
レ
ル
次
第

参
事
官

ニ
シ
テ
従
来
党
派
軌
蝶
ノ
結
果
又
ハ
、

一
時
ノ

草
津
村
、
分
離
ノ
件

既
ニ
県
参
事
会
ニ
於
テ
議
決
相
成
侯
ニ
付
、
制
第
四
候

感
情
ニ
出
テ
タ
ル
町
村
分
離
問
題
ト
ハ

依
り
内
務
大
臣
、
許
可
ヲ
受
ク
ル
件
、
左
按
ヲ
以
テ

全
然
其
の
趣
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
本
件

代

上
申
可
然
乎

分
離
の
処
分
ハ
此
際
決
行
ノ
外
ナ
キ
モ
ノ
ト

近

勝
下

吾
妻
郡
草
津
村
、
明
治
二
十
二
年

認
メ
侯
篠
、
至
急
御
詮
議
、
相
成
度
、
別
紙
取
調



史

書
等
添
付
此
段
及
萱
請
候
也

歴

年

日

月

追
テ
大
字
小
雨
村
外
大
字
五
ケ
村
、
六
合
村

ト
称
セ
ン
ト
ス
ル
義
ハ
、
著
名
ノ
山
川
名

或
ハ
古
来
ノ
郷
名
等
適
当
ノ
モ
ノ
ニ
無
之

依
リ
大
字
六
ケ
村
ヲ
合
セ
タ
ル
ニ
取
り
侯

モ
ノ
ニ
付
、
右
ニ
御
了
知
置
、
相
成
度
、

此
段
申
添
侯
也

内
務
大
臣

宛

知
事
名

甲
第
二
七
五
号

当
草
津
村
ハ
明
治
二
十
二
年
自
治
制
実
施
以
前
ニ
ア
リ
テ
ハ
大
字

草
津
村
大
字
前
日
村
ノ
二
大
字
ヲ
連
合
役
場
区
域
ト
シ
大
字
小
雨
村
同
入
山
村
同

生
須
村
同
赤
山
石
村
同
日
影
村
同
太
子
村
ノ
六
大
字
ヲ
以
テ
連
合
役
場
区
域
タ
リ
シ
カ

町
村
制
実
施
当
初
ニ
於
テ
此
ニ
連
合
ヲ
合
併
シ
テ
一
ノ
自
治
区
ト
シ
将
来
利
害
得
失

ノ
可
否
御
諮
問
相
成
タ
ル
ノ
当
時
ハ
地
形
の
不
便
風
土
民
情
ノ
差
異
ヨ
リ
シ
テ
一

団
体
ト
シ
テ
結
合
シ
能
ハ
サ
ル
ヲ
憂
慮
セ
シ
モ
制
度
ノ
改
革
、
社
会
ノ
進
歩
ニ
随
ヒ

多
額
ノ
費
用
ヲ
要
シ
到
底
薄
費
ノ
村
民
負
担
ニ
堪
へ
サ
ル
ヲ
恐
レ
止
ム
ナ
ク
官
庁
ノ

御
諮
問
ニ
応
答
シ
自
治
区
ヲ
組
織
セ
シ
モ

第
一
回
ノ
村
会
ニ
於
テ
早
既
ニ
将
来
団

結
シ
能
ハ
サ
ル
ヲ
覚
悟
シ
全
会
一
致
ヲ
以
テ
旧
役
場
区
域
ノ
如
ク
二
ケ
町
村
ニ
分
離

セ
ラ
レ
ン
コ
ト
ヲ
建
議
シ
伝
来
年
々
建
議
請
願
等
ヲ
継
続
シ
来
タ
ル
モ
終
ニ
其
日

的
ヲ
達
セ
ス
一
同
憂
慮
ニ
堪
ヘ
サ
ル
モ
前
陣
ノ
如
キ
不
便
不
利
年
一
年
ニ
甚
シ
キ
ヲ

加
へ
漸
ク
村
治
ノ
円
滑
ヲ
欠
カ
ン
ト
ス
ル
ニ
一
主
レ
リ
加
フ
ル
ニ
本
年
七
月
ハ
改
正
条

約
実
施
ノ
期
ニ
迫
リ
大
字
草
津
ハ
全
国
有
名
ノ
鉱
泉
地
ニ
シ
テ
閑
雅
幽
静
嵐
気
清
澄

ノ
境
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
一
層
外
人
ノ
来
リ
遊
フ
モ
ノ
多
キ
ハ
従
来
ノ
状
況
ニ
照
シ
テ
明

カ
ナ
リ
故
ニ
大
字
草
津
ニ
限
リ
此
際
更
ニ
面
目
ヲ
改
新
シ
雑
居
ノ
準
備
ヲ
期
セ
サ
ル

ヲ
得
ス
斯
ノ
如
ク
ナ
レ
ハ
他
ノ
大
字
村
ト
万
般
ノ
事
情
ヲ
異
ニ
シ
到
底
将
来
同
一
ノ

自
治
団
体
ト
シ
テ
結
合
ヲ
期
シ
難
キ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
町
村
制
第
四
条
ニ
ヨ
リ
左
記
二
ケ

二
分
村
ノ
義
御
処
理
相
成
度
別
紙
参
考
調
査
書
相
添
へ
制
第
三
十
五
条
二
項
ニ
依
リ

此
段
意
見
書
具
申
仕
候
也

明
治
二
十
二
年
五
月
三
日

吾
妻
郡
草
津
村
会
議
長

草
津
村
長

中
津
藤
衛

固

群
馬
県
知
事

古
荘
嘉
門

殿

甲
町
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大
字
草
津
村

前
日
村

乙
村

大
字
小
雨
村

大
字
生
須
村

大
字
入
山
村

大
字
太
子
村

大
字
赤
岩
村

大
字
日
影
村

草
津
村
分
割
ニ
関
ス
ル
事
実
理
由

本
村
ハ
郡
ノ
西
北
隅
ニ
位
シ
東
西
五
里
余
南
北
七
里
ニ
亘
り

草
津

目u
口

入

山

生
須

太
子

山

日
影

赤
岩
ノ
八
大
字
ヨ
リ
成
レ
ル
大
村
ニ
シ
テ

小
雨

岳
起
伏
の
間
民
家
点
在
シ
其
数
五
百
六
拾
有
戸
ヲ
算
ス

之
ヲ
以
テ
村
役
場
ヨ
リ
最

遠
民
家
ニ
至
ル
其
距
離
殆
ン
ト
コ
一
里
ノ
上
ニ
出
ツ
ル
モ
ノ
ア
リ
以
テ
区
域
ノ
広
潤
ナ



ル
ヲ
知
ル
ベ
シ

而
シ
テ
大
字
草
津
及
前
口
村
ヲ
除
キ
入
山
以
下
五
大
字
人
民
ハ
概

町

甲

農
桑
ヲ
主
ト
シ
林
産
物
ノ
製
作
ニ
勉
ム
ル
ノ
他
殆
ン
ト
業
務
ノ
執
ル
ヘ
キ
ナ
シ

之

大
字
草
津
村

ヲ
以
テ
其
性
質
自
カ
ラ
淳
朴
粗
野
生
計
ノ
高
カ
ラ
サ
ル
知
ル
ヘ
キ
ナ
リ

中
ニ
介
シ

村

乙

テ
特
ニ
異
彩
ア
ル
ヲ
大
字
草
津
村
ト
ス

大
慶
高
楼
雲
ニ
一
聾
へ
浴
客
常
ニ
十
五
万
ヲ

大
字
小
雨
村

以
テ
数
フ

実
ニ
全
国
有
数
ノ
鉱
泉
場
タ
リ

故
ニ
業
務
ノ
相
違
ス
ル
所
自
カ
ラ
其

大
字
赤
岩
村

俗
ヲ
異
ニ
シ
人
民
ハ
概
華
美
ニ
シ
テ
騎
著
ノ
風
ア
リ

其
農
桑
ニ
衣
食
ス
ル
如
キ
ハ

之
ヲ
求
ム
ル
モ
得
へ
カ
ラ
ス

即
チ
八
大
字
ハ
山
岳
重
畳
ノ
裡
ニ
位
ス
ト
雄
モ
自
ラ

別
乾
坤
ヲ
成
セ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
前
者
ト
同
一
団
体
ニ
混
和
セ
ン
ト
ス
ル
固
ヨ
リ
柄
撃

ヲ
免
レ
サ
ル
ヲ
信
ス
然
ル
ニ
明
治
廿
二
年
町
村
制
実
施
ニ
際
シ
テ
是
等
八
大
字
ヲ
以

テ
一
村
ヲ
形
成
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
モ
当
時
人
民
ニ
於
テ
甚
シ
キ
異
論
ナ
カ
リ
シ
ハ
蓋

シ
自
治
制
創
設
ノ
際

曽
テ
経
験
ナ
キ
ノ
然
ラ
シ
ム
ル
所
タ
ル
ノ
ミ
爾
来
星
霜
ヲ
経

ル
ニ
随
ヒ
年
一
年
と
其
不
便
不
利
ヲ
感
シ
漸
ク
其
親
和
ヲ
歓
カ
ン
ト
ス
ル
傾
向
ヲ
生

シ
前
年
来
数
回
分
離
ノ
義
ヲ
当
路
ニ
請
願
セ
シ
コ
ト
ア
リ
ト
雄
モ
当
時
不
幸
ニ
シ
テ

尚
ホ
容
ル
所
ト
ナ
ラ
ス
復
タ
大
字
草
津
村
ハ
別
ニ
財
産
区
ヲ
設
ケ
之
カ
経
営
ヲ
謹
ス

ト
雄
モ
一
財
産
区
ノ
業
務
ニ
委
ス
ル
知
キ
ハ
到
底
満
足
ナ
ル
発
達
ヲ
望
ム
能
ハ
サ
ル

ナ
リ

抑
大
字
草
津
村
ノ
位
置
タ
ル
東
方
ハ
大
字
小
雨
村
字
廻
リ
石
ヲ
界
シ
大
字
入
山
村
字

諏
訪
ノ
原
ニ
連
リ
西
ハ
大
字
入
山
村
ヨ
リ
信
濃
国
字
芳
ヶ
平
ニ
接
シ

南
ハ
大
字
前

口
村
字
三
ノ
津
と
界
ヲ
接
し
北
方
ハ
白
根
山
ヨ
リ
原
野
を
以
テ
信
濃
国
山
田
村
ニ
界

シ
村
役
場
ヲ
離
レ
二
里
ノ
地
ニ
在
リ
其
幅
員
東
西
二
里
二
拾
六
町
五
拾
間

南
北

里
五
町
四
拾
間
ナ
リ
ト
ス
而
シ
テ
村
役
場
ト
隔
絶
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
通
路
険
悪
ニ
シ

テ
車
場
通
セ
ス

況
ヤ
冬
期
ニ
至
レ
ハ
積
雪
深
ク
殆
ン
ト
其
往
来
ヲ
杜
絶
ス
ル
ニ
至

代

ル
斯
カ
ル
状
況
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
左
記
両
町
村
ニ
分
割
シ
以
テ
互
ニ
利
便
ヲ
与
へ
各

近

任
意
ノ
発
達
ヲ
謀
ラ
シ
ム
ル

蓋
シ
止
ム
ヘ
カ
ラ
サ
ル
処
断
ト
ス

大
字
前
口
村

大
字
生
須
村

大
字
日
影
村

大
字
入
山
村

大
字
太
子
村
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史

熟
ラ
按
ス
ル
本
村
ヲ
シ
テ
充
分
ニ
発
達
セ
ン
ト
ス
ル
ニ
ハ
之
ヲ
分
割
シ
テ

歴

一
一
ヶ
町
村
ト
為
す
カ
或
ハ
一
部
を
他
町
村
ニ
合
併
セ
シ
ム
ル
ニ
ア
ル
モ
其
人
情
風
俗

ニ
於
ケ
ル
地
理
上
ノ
関
係
ニ
於
ケ
ル
共
ニ
他
町
村
ニ
合
併
セ
シ
ム
ル
ヲ
得
サ
ル
ハ
明

瞭
ノ
コ
ト
ナ
リ
ト
ス

蓋
シ
本
村
分
割
ノ
要
ハ
専
ラ
大
字
草
津
村
ノ
地
理
人
情
風
俗

ノ
関
係
其
他
財
産
上
ノ
異
動
ニ
因
レ
ル
モ
ノ
ナ
ル
モ
大
字
前
日
村
ハ
従
来
草
津
温
泉

の
要
路
ニ
当
リ
豚
道
之
ヲ
貫
通
シ
恰
も
唇
歯
輔
車
ノ
関
係
ヲ
有
シ
自
カ
ラ
一
村
ヲ
形

成
セ
シ
ム
ル
ニ
足
ル
ベ
キ
区
画
ヲ
存
セ
ル
を
以
テ
之
ヲ
附
シ
他
ノ
六
大
字
ヲ
以
テ
別

ニ
一
村
ヲ
形
成
シ
前
記
甲
乙
二
ヶ
村
ニ
分
割
ス
ル
ノ
外
途
ナ
キ
ナ
リ

依
テ
更
ニ
其

沿
革
ヲ
考
フ
ル
ニ
維
新
前
ハ
大
字
草
津
村
名
主
役
元
ニ
テ
大
字
小
雨
前
日

生
須
村

ヲ
兼
テ
大
字
口
口
口
太
子
村
ハ
大
字
日
影
村
ト
一
村
タ
リ
其
他
ノ
大
字
ハ
各
単
濁
ナ

リ
シ
カ
明
治
初
年
大
区
ノ
制
ヲ
置
カ
レ
タ
ル
ト
キ
此
八
大
字
村
ハ
纏
メ
テ
一
小
区
ニ

編
入
セ
ラ
レ
次
テ
明
治
十
二
年
郡
区
編
成
法
ニ
ヨ
リ
大
字
草
津
村
ハ
大
字
前
日
村
ト

聯
合
シ
大
字
入
山
村
ノ
ミ
濁
立
セ
シ
カ
幾
千
モ
ナ
ク
シ
テ
大
字
小
雨
村
ニ
聯
合
シ
大
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宇
小
雨
村
ハ
大
字
赤
岩
村

生
須
村

日
影
村

太
子
村
ト
聯
合
シ
廿
二
年
ニ
至
リ

テ
再
ヒ
是
等
八
大
字
ヲ
合
シ
テ
草
津
村
ト
為
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
カ
故
ニ
寧
日
現
時
ノ

山
区
制
ニ
比
シ
聯
合
当
町
ノ
勝
レ
ル
ヲ
信
ス
ル
ナ
リ
役
テ
地
形
図
ノ
外
更
ニ
資
力
ニ

関
ス
ル
左
ノ
諸
表
ヲ
添
付
シ
柳
カ

参
照
ニ
資
セ
ン
ト
ス

土
地
人
口
表

草
津
村
歳
入
出
決
算
表

草
津
区
歳
入
出
決
算
表

四

甲
町
歳
入
出
算
見
込
額
表

五

乙
村
歳
入
出
算
見
込
額
表

__L. 

1¥ 

草
津
村
会
議
事
録
写



六合村章の制定

行

政六
合
村
章
の
制
定

制
定

昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
五
日

「
六
合
」
の
二
字
を
図
案
化
し
た
も
の
で
、
未
来
に
向
か
っ
て
太
き

く
は
ば
た
く
六
合
村
の
姿
を
表
し
て
い
る
。

一
一一ー‘

村

政

。
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
建
設

明
治
二
十
二
年
市
町
村
制
が
実
施
さ
れ
、
大
字
草
津
村
外
で
草
津
村
に
な
り
ま
し

た
が
、
生
活
習
慣
そ
の
他
諸
々
の
事
情
に
よ
っ
て
、
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
草
津

村
か
ら
分
離
し
て
、
六
合
村
が
誕
生
し
ま
し
た
。
役
場
は
小
雨
四
一
一
番
地
に
設
置

(
現
在
の

A
コ
1
プ
附
近
)
し
、
村
長
、
助
役
、
収
入
役
と
職
員
は
一
名
で
発
足
し
た
。

昭
和
十
一
年
十
一
月
小
雨
五
五
一
番
地
(
現
在
の
六
合
小
学
校
校
庭
の
一
部
)
に

木
造
二
階
建
の
役
場
庁
舎
が
改
築
落
成
、
村
長
他
三
役
と
職
員
は
三
名
程
で
あ
っ
た
。

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
て
三
八
年
を
経
過
、
老
朽
化
と
年
々
増
加
す
る
業
務
に
よ
っ
て
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手
狭
と
な
り
、
増
改
築
を
何
度
か
行
わ
れ
他
町
村
で
は
、
新
庁
舎
が
次
々
と
建
設
さ

れ
始
め
た
。

昭
和
四
十
八
年
指
定
の
第
二
期
山
村
振
興
計
画
の
山
村
地
域
農
林
業
特
別
対
策
と

し
て
、
教
育
、
道
路
、
生
活
環
境
の
整
備
、
農
業
振
興
事
業
を
は
じ
め
、
人
口
の
規

模
に
よ
っ
て
集
合
施
設
と
し
て
国
の
承
認
を
受
け
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
建
設
も
認

め
ら
れ
た
。

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
当
つ
て
は
、
役
場
だ
け
で
な
く
六
合
村
農
業
協
同

組
合
も
関
係
し
て
計
画
を
開
始
し
た
。

建
設
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
委
員
長
に
六
合
村
議
会
議
長
の
山
田
松
雄
氏
が
当

-
フ
:
。

争
J

て
ナ
'

土
地
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
小
雨
の
市
川
義
夫
氏
に
役
場
の
道
路
を
挟
ん
だ
一
等

地
の
畑
で
、
小
雨
五
七
七
番
地
の
一
面
積
二
、
七

0
0平
方
メ
ー
ト
ル
を
提
供
し
て



政

も
ら
い
、
賃
貸
借
契
約
を

L
た。

行

設
計
は
、
五
社
の
応
募
の
中
か
ら
、
前
橋
市
の
塩
崎
建
築
設
計
事
務
所
を
選
定
し

て
設
計
を
実
施
し
た
。

建
物
の
内
容
は
、
半
地
下
、
地
上
二
階
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
床
面
積
、

一
階
六
八
六
平
方
メ
ー
ト
ル
(
役
場
庁
舎
)
二
階
六
一
八
平
方
メ
ー
ト
ル
(
役
場
庁
舎
・

四
八
七
平
方
メ
ー
ト
ル

農
協
庁
舎
・
二
一
二
平
方
メ
ー
ト
ル
)
三
階
六
二
七
平
方

メ
ー
ト
ル
(
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
)
総
面
積
一
、
九
三
九
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地
階
は
、

会
議
室
、
書
庫
、
倉
庫
等
、
二
階
は
役
場
事
務
室
、
農
協
事
務
室
、
売
店
、
基
幹
集

落
セ
ン
タ
ー
へ
の
階
段
、
三
階
は
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
大
小
各
会
議
室
の
間
取
り
と

し
た
。三

階
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
が
山
村
振
興
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
、
役
場
庁
舎
、

一
体
化
の
建
物
と
し
て
総
合
庁
舎
と
し
て
建
設
が
決
定
し

農
協
庁
舎
を
合
わ
せ
た
、

た
九
月
に
は
役
場
庁
舎
、
農
協
庁
舎
分
が
指
名
競
争
入
札
が
行
わ
れ
た
が
不
落
と
な

り
、
九
月
十
八
日
補
正
予
算
を
組
ん
で
最
低
入
札
者
の
吾
妻
町
の
南
波
建
設
株
式
会

社
と
一
億
五
、
三

O
O万
円
で
契
約
が
成
立
し
、
十
月
八
日
に
は
、
地
鎮
祭
並
び
に

起
工
式
が
行
わ
れ
た
。

当
時
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
、
建
設
資
材
は
不
足
し
、
物
価
の
高
騰
で
大
変

な
事
態
と
な
り
財
源
の
不
足
は
村
有
林
の
一
部
を
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

工
事
は
、
例
年
に
無
い
寒
気
と
、
積
雪
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
安
全
第
一
、
早

期
完
成
に
向
け
進
め
ら
れ
た
。

補
助
対
象
事
業
の
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
の
設
置
は
、
四
月
二
十
二
日
役
場
庁
舎
と

の
関
連
で
、
事
業
費
三
、
九
七
四
万
一
、

0
0
0円
を
議
会
で
議
決
さ
れ
、
南
波
建

設
と
随
意
契
約
を
し
た
。

塩
崎
建
築
設
計
事
務
所
と
の
設
計
監
理
委
託
は
、
六
五
六
万
円
で
契
約
し
、
総
合

庁
舎
の
新
築
に
は
、
村
内
外
の
多
く
の
皆
さ
ん
方
の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
五
日
秋
晴
れ
の
好
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
庁
舎
屋
上
に
於

い
て
、
来
賓
、
関
係
者
約
二
三
名
の
ご
列
席
の
も
と
、
盛
大
に
落
成
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

《
建
築
概
要
》

-
設
計
監
理

-
施
工

-
工
期

-
建
築
費

-
附
帯
工
事

-
備
品
購
入
費

-
建
築
床
面
積

構
造

塩
崎
建
築
設
計
事
務
所

南
波
建
設
株
式
会
社

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日

1
昭
和
四
十
九
年
八
月
三
十
一
日

一
億
五
、
三

O
O万
円

(
国
・
県
補
助
金

一
、
九
四
一
万
九
、

0
0
0円
、
起
債

五
、
二

O
O万
円
、

一
般
財
源

七
、
一
五
八
万
一
、

0
0
0
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円
、
負
担
金
一
、

0
0
0万
円
)

二
、
二
四

O
万
円
(
一
般
財
源
)

八
八

O
万
円
(
一
般
財
源
)

役
場
庁
舎
(
一
階

二
階

四
八
七
.
二

ムハムハムハ

四
六

2m

一一寸

m)

農
協
庁
舎
(
二
階

一
三
一
.
二
二
ぱ
)

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

(
三
階

六
二
七

O
三
2m
P 
H 

二
七

.
0九
2m)

(
延
床
面
積

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

一
、
五
九
五
.
三

02m)

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
防
水
コ
ン
ク
リ
ー
ト

陸
天
屋
根



政村

。
村
制
施
行
八
十
周
年
記
念
事
業

昭
和
五
十
五
年
は
六
合
村
が
分
村
し
て
八
十
周
年
に
な
る
。
村
で
は
八
十
周
年
に

た も
わ
た
る
長
き
村
制
を
記
念
し
て
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
に
式
典
を
行
つ

記
念
事
業
と
し
て
、
功
労
者
表
彰
、
感
謝
状
贈
呈
、
村
民
憲
章
、
村
の
歌
、
、
村
の
花
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
陸

鳥
、
木
、
村
三
景
の
制
定
や
作
文
の
募
集
を
実
施
。

上
自
衛
隊
第
十
二
師
団
音
楽
隊
に
よ
る
村
の
歌
の
発
表
、
婦
人
会
に
よ
る
六
合
よ
い

と
こ
音
頭
の
踊
り
の
披
露
が
行
わ
れ
た
。

-
委
員
長

六
合
村
制
施
行
八
十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

-
副
委
員
長

lJ lJ 

八

専
門
部

く〉会

基幹集落センター

篠
原
秀
雄

富
沢
恵
秋

中
村
福
美

山
本
農

v 褒
賞-

部
会
長

-
副
部
会
長

ノノ田
中
金
蔵

高
原
秀
雄

山
本

。
村
民
憲
章
制
定
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黒
岩
善
一

本
多
春
長

中
沢
富
士

山
口
雄
平

山
本
由
平

篠
原
恵
太
郎

富
沢

豊

保



政行

-
部
会
長

中
沢
要
平

-
副
部
会
長

湯
本
喜
太
郎

山
口
国
次

福
島
仁

山
口
仙
之
助

山
口

昂

茂
木

賢

関
富
士
雄

。
村
歌
策
定

-
部
会
長

中
沢
定
雄

-
副
部
会
長

富
沢
か
ん

ノノ

湯
本
貞
二

山
本
昭
五
郎

市
JlI 
浪

中
沢
一
孝

山
崎
と
よ

黒
岩
い
ち

。
村
の
木
・
花
・
烏
指
定

-
部
会
長

山
口
種
雄

-
副
部
会
長

中
村
弘
治

" 

安
カ
川
正

加
辺
秀
市

山
本

勲

小
林
四
郎

田
村

尊

山
口
宮
治
郎

。
村
三
景
指
定

-
部
会
長

山
田
隆
太
郎

関
勘
三
郎

山
本
岩
次

山
本
二
吉

山
本
海
太
郎

萩
原
長

JII 
口
栄
市

-
副
部
会
長

" 

市
川
義
夫

福
島
愛
治

湯
本
栄
次
郎

山
本
貞
男

黒
岩
竹
松

く〉

事
務
局山

本
栗
岡

中
沢
富

安
原
義
治

中
沢
久
吉

。
六
合
村
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典

。
場
所

六
合
村
民
体
育
館

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日

日
時記

念
式
典
次
第

開
式
の
こ
と
ば

2 

国
歌
斉
唱

3 

式
辞

4 

あ
い
さ
つ

5 

功
労
者
表
彰

助
役

村
長

議
会
議
長

関
庄
太
郎

山
本
敬
一
郎

湯
本
省

市
川
今
朝
彦

明
田
川
道
雄

中
沢
宏
衛

午
前
十
時

山
本
栗
岡

篠
原
秀
雄

富
沢
恵
秋

倉
林
昭
三

黒
岩
春
夫

萩
原
与
吉

富
沢
虎
四
郎

篠
原
正
忠

162 



政村

6 

功
労
者
感
謝
状
贈
呈

村
民
憲
章
、
村
の
歌
、
村
の
花
・
鳥
・
木
、
村
三
景
、
作
文
入
選
者
発
表
・

7 

表
彰

8 

受
彰
者
代
表
あ
い
さ
つ

9 

来
賓
祝
辞

nu 
'・i

祝
電
披
露

11 

閉
式
の
こ
と
ば

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

功
労
者

教
育
長

収
入
役

本
多
春
長

萩
原
与
吉

湯
本
省
三

歌
謡
メ
ド
レ
ー

六
合
村
の
歌
・
六
合
ょ
い
と
こ
音
頭
発
表

六
合
ょ
い
と
こ
音
頭

陸
上
自
衛
隊
第
十
二
師
団
音
楽
隊

踊
り
発
表

163 

六
合
村
婦
人
会



政

村
政
功
労
者
表
彰

(
順
不
同

敬
称
略
)

行

5 4 3 2 

大正 山 治明 山 明本 明福 明富
治 1台 治

三 口 四国 三多 三嶋 二 沢

年十月 助
十 十 十 十

生氏五松 八 春 四松 三虎
年 年 年 年治 年月一 二 雄 一長 一次 九 郎一

十 月 月 十月 月 日名
四 J¥ 一 一一
日 日 十 四 九十

五 日
日 日

和
住

口口口
光 長平

小 J¥ 
木

原
雨 幡

所

時、貫革主 題、費 i腎
勲献任消村

献の〈助役村警議
五 し長防団議会議 公、

貢献に等垂多〈摘防図書長員
主賞 重村政主 、員

職村 功を長員

童村正
歴任教議長 績

の長 し、委育

に議長副等多
公

職を農地村長
地 役助 多員収

事年、入
貢献く

貢献く
歴委

方治貫
村民役

の 任員 の村
政展発生 項

公職を
の し 公長
公

、
職

買に垂塁多職 にを
歴 を 貢歴
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。
功
労
者
感
謝
状
受
賞
者

作
品
入
選
者
表
彰

山 黒 霜 山 本 山 山 山 花 山 山 篠
倉林

篠 篠 湯本 関 山 F邑4 ー・ 安

虎富沢市
萩原

林
熊 中 市 藤武口 岩 田 田 多 本 本 本 沢 口 本 原 原 原 本 田 カ JII 沢 JII 

喜久 留十 友
才次

JlI gp 
や と つ さ し み つ や き つ し鶴 十

孝吉 エ喜 げ わ あ 7P き
棲 蔵 そ ら る七、 か や ね す さ な 11' =仁と司 良B良R自日 ノ 作 自Eん 台、 ~B き

80 81 82 82 80 88 86 81 81 85 83 86 87 81 85 89 81 86 81 83 90 83 86 89 88 81 84 

根 根 和 和 ヲ|ヲ|ヲ|ヲ|田 梨 広 広 赤 赤 赤 赤 下 下
保湯久

八 !¥ 太 鍛 沼

原光 原光 代原 治
倉 広 広 ?召 沼 ?召 1召 木 池 池 岩 岩 岩 岩 沢 沢 幡 幡 子 坂 尾 雨 雨

山 岩黒
霜 山 山 山 山 山

吉次
関 本山 篠 篠 山 富 安 安

本湯
山

橋爪
富 岡 富

篠原 福島 岩黒 市
口 回 崎 本 本 本 本 原 原 本 沢 原 原 本 沢 部 沢 JII 
岩治 和

し3 彦 と み ま 中 ふ た あ
平芳

富 と ア 雄義 よ 忠 11' り豊 と た
、，

あ ぢ、ー
自日 そ 造 よ ち つ 助 で 良Eま しコ 次 め サ 良日 し 司 ん つ き つて つ

88 81 83 80 88 80 81 82 82 84 83 81 80 83 81 86 81 80 80 82 87 80 82 80 91 83 80 

根 根 長 和 ヨ|ヲ|ヲ|ヨ|世 田 広 広 広 赤 赤 赤 赤 下 中 八 八 太 太 1百生

倉 広 広 平
原光

沼 沼 沼 ?召 立
代原

池 池 池 岩 岩 岩 岩 沢 組 幡 幡 子 子 尾 須 雨

村 村 村 村
頭音 村歌

村
部門一一 の の の

憲民景 鳥 花 木
章

η JJ JJ JJ 入 JJ JJ 入 JJ JJ 入 JJ JJ 入 か佳入 か 住作選入 かか佳作 賞
選 選 選 選 作選

山篠篠星霜 本山山富 中湯中 山福山 関市片 片市吉岡
沢中い 安原義治 岩黒

名氏本原原野田 田沢 村=本聴 沢 本島口 川貝
俊郎員 川

幸美文子朝夫豊作雄文 信元幾久近泰 男コ政雄 さと 常安俊郎 昭敬
千子清 男江 次ー し勇
良日 子 郎郎

下か広小 根 引和八 根岩赤生 引小京
岩赤小雨吾妻 吾妻町 須生 高市崎

生岩赤 生 住所沢 池雨 広 沼原光幡 広須 沼雨塚 須須
町

(
受
賞
者
は
、
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
末
日
で
満
八

O
歳
以
上
の
方
で
す
。
)

政村

感謝状
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政

児
童
・
生
徒
八
十
周
年
記
念
作
品
入
選
者
表
彰

行

T 年両-
イ丘 部

校学 学年 校~ r~ 

か佳作 万
優 優 賞

I! 作秀 かかかか告かか需

山富佐藤山冨中藤武関富山 小山篠原千 冨山山富林中 氏
田沢 本 沢沢 沢 本 池本 沢田崎沢 名

し佳代 は み

茂伸美久正次の る 裕 利章 恵綱規織英之 さ宏
明男ぶ 子み豊功二 勝子江 き行

六南 入南 六 南六入 六入六南 入南六 学
ム口、 か山 台 I! 合山 合山合 か山 ム口、

校名小小 小小小 小小小 小小小小 小小小

6 6 6 5 544  6 5 4 3 2 2 3 2 学年

六 私 倉 熊 昔 六昔こ移万Aりkι 発展有し
のぼおぽむ六こだ

作合た と合とれ い びく と くか合うい
村 ち の い 村こか しえ ゆたうのし村なす 口口口

にの四まの れ ら わ て 教がスー くちさ村のにつき 題名
つ六季の白かのるき 六のん 入生たな

い合 学校然ら六六たずオた古山E う1R 

合六が 山まら
て村 の合合六 村合小 れいに

六村村合 村 さ ていむ
合村 しミ なら

村 言伝の見

、甲ー
ろ

中

子校"'lt 

ノノ ノノ /ノ Yノ か罪か I! }} 優作秀

山上黒篠原山橋爪喜 山山冨 安
本真知 関岩 本 日本沢原

絹 利茂美 恵起由 出日 百
子子貴男 子江明男代

入
__L. 

入
__L. 

1¥ 1¥ 

ノノ 万山か か合か山か合
中 中 中 中

2 2 3 2 2 3 3 2 

狭郷六郷六六我喜ホf我私
い土合土合合が が た
空の村六村村郷のふ ち
を然自の合の 土過疎 る の
も 然自村人 六 さ六
つ を 口 合 に と合

六思 村君す 六村
合う 合
村心 る村

人
'̂-

六
合
村
民
憲
章

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
制
定
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。
村
の
花
・
烏
・
木

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
二
十
八
日
制
定

花

れ
ん
げ
つ
つ
じ

燃
え
る
よ
う
な
朱
色
の
美
し
い
花
で
、
野
反
湖
を
中

心
に
、
村
内
一
円
に
自
生
し
て
い
る
。

鳥

や
ま
ど
り

深
山
幽
谷
な
地
形
を
好
み
、
村
内
に
多
く
生
息
し
容

姿
佳
麗
な
鳥
。

木

村
の
広
範
囲
に
繁
茂
し
、
力
強
く
大
地
に
根
を
張
り

あ
か
ま
っ

四
季
を
通
じ
緑
で
優
雅
な
景
観
を
つ
く
っ
て
い
る
。

。
ムハ
A
口
三
塁
崩

野
反
湖周

囲
二
一
回
、
標
高
一
、
五
一
四

m
の
高
山
湖
で
、
訪
れ
る
人
々
に
自
然
の
雄

大
さ
と
、
美
し
さ
を
十
分
に
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
湖
畔
を
》
つ
め
る
れ

ん
げ
つ
つ
じ
は
す
ば
ら
し
い
。

横
手
山
・
芳
ケ
平

横
手
山
頂
二
、
三

O
四

m
か
ら
三
六

O
度
の
展
望
は
、
上
信
越
高
原
国
立
公
園

随
一
の
景
観
で
原
生
林
か
ら
一
歩
下
が
っ
た
芳
ケ
平
は
、
池
塘
が
点
在
す
る
湿

政

原
で
高
山
植
物
の
宝
庫
で
す
。

村

暮
坂
高
原

水
の
「
枯
野
の
旅
」

の
詩
碑
が
あ
る
。

赤
松
・
落
葉
樹
・
広
葉
樹
に
固
ま
れ
た
暮
坂
峠
に
は
、
旅
の
歌
人
、
若
山
牧

。
六
合
村
の
歌

ふ 横 き

も手ー
との
に山
集Zゃ
っ

は
ち
け
ん

八
聞
の

里
の
屋
根

歴
史
を

白kつ
砂Zた
JII~ え
よ

六あ明ぁ愛
合 〉 日すと
にこへ和
吾ゎのなの
れ恵号 が
らみれ
のる

こ
の
暮
ら
し

喜
び
が
あ
る

野竺
永と反:
遠ゎ湖と

のの
夢

あ汗生t水空
〉の 1 産Eによ
こ尊?のもり
の さ ι 秘ひ碧雲
誇E 力めい
りたをる

しあ
こ かわ
のめせ
期限あ
土2お

っ

六
合
に
吾
れ
ら
の

幸
せ
が
あ
る

根
を
張
り
繁
る

赤
松
の

吉
岡

敬
一
郎
作
調
・
園

伊
久
摩
作
曲

石
本

美
由
起
補
作
・
佐
伯

編
曲

亮

歌

淳

ニ
鷹
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政行

み

な

ら

姿
を
誰
か
見
習
わ
ん

とし=
もつ
にの
求2日
めも
る

あ
〉
こ
の
歩
み

六
合
に
吾
れ
ら
の

。
六
合
ょ
い
と
こ
音
頭

春
の
六
合
な
ら

風
と
小
鳥
が

こ
だ
ま
嬉
し
い

希
望
を
呼
ん
で

文
化
の
光
り

こ
の
若
さ

行
く
道
が
あ
る

ぼ
く
す
い

牧
水
コ

i
ス

ガ
暮ムイ
坂5ド
ゆす
ける
ば

ア
リ
ャ
ア
リ
ャ
ア
リ
ャ

顔
を
出
す

山
の
わ
ら
び
も

(
嘱
)
六
合
は
よ
い
よ
い

一
緒
に
唄
お
う
よ

あ
ー
ち
ゃ
あ

あ
ー
ち
ゃ
あ

夏
の
六
合
な
ら

水
と
み
ど
り
の

地
図
を

み
ん
な
で

の
ぞ
り
こ

野
反
湖
キ
ャ
ン
プ

色
模
様

ひ
ろ
げ
て

片
貝

俊
郎
作
詞
・
和
田

歌

大
川

石
本
美
由
起
補
作
詞

栄
作
・
金
田

サ
テ

ソ
レ

ょ
い
と
こ
音
頭

踊
ろ
う
よ

コ
ー
ス
を
決
め
て

ア
リ
ャ
ア
リ
ャ
ア
リ
ャ

ハ
イ
キ
ン
グ

若
い
仲
間
は

ソ
レ

サ
テ

香
苗
作
曲
・
編
曲

た
つ
え

あ天?秋
の地Zの
娘こ四と六

方:合
へな

ら

ま
つ
り
の
太
鼓

冴さ
え

紅fわ
葉2た
はる
見

ろ

年
ご
ろ

ア
リ
ャ
ア
リ
ャ
ア
リ
ャ

人
に
見
せ
た
い

も
の
ば
か
り

四

夢温 こ 冬
の泉4の
夜5 六
語2泊合
りりな

のら
固い
炉ろな
裏りじ
もみ
更ふ客
け
て

ス
ケ
ー
ト

ス
キ
ー

ア
リ
ャ
ア
リ
ャ
ア
リ
ャ

胸

つ
も
る
は

な
ん
の
雪

五

六
合
の
四
季
な
ら

伸
び
て
赤
松

他?
国:葉
のも
人繁長ゆ
へ るた

か
な
自
然

今
も
昔
も

ア
リ
ヤ

ア
リ
ヤ

ア
道fリ
祖をヤ
神L

道
を
お
し
え
る

ソ
レ

サ
テ

ソ
レ

サ
テ
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政村

P畿や感。藤修C事詩

賞
金
ょ
い
と
ζ

費削麟

問
機
嫌
棚
機
緩

PES-B033-CP 

一一一ー -
ょこてのやまやはちけん
そらJ;: うあおいのぞ う こ
ね を は 9 しげる あかまっ

A 一一時コ=--酒巻昼令 、

・~ . 
きどのやね あいどわ
t:わのゆめ ぜいさん
みならわん いつのひ

摺鴨醐do ・ . - 櫛 ‘ ' ・ ・ 2 恥

" . . 開削削畑町

が 柚剛白磁

あすへながれる L らすなが
おせの(::'う(::'!' t.:. lかめあ
どもにもどめるぷんかのか

ι 

う
る
が

ど
め
れ

つ
ひ
だ

'一一一
、
に
も
を

ど
に
た

も
ず
が

ふ
み
す

六合村の敬

の
め
の

畠

あ

あ

あ

札

.' 2i iZ2 2る
き 11うを よ ん で

吋明帯広 .fz

よ ーお
う ーあ
う 叩あ

ー
認
め
の
も
'

曹
と
広
わ
必
か

主蜘

，定、
J

、，、

，

鴨

横

.

a

t
i
4
 

t
ど
さ、

ら
悔
す
キ

〈
お
お

み
守
み

寸
と
ゆ

一一一
あ
あ
為

ま

g
e

A
m
q
A
M
品目噌

よろこび
らあわせ
〈み~
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の
め
の

ら
'
ヤ

h
叩

一一…
2
L
'
E旬
、
勧

2
唱
喝
臨
場
総
省
電
特

わ
わ
わ一一一

'm守
細

切

縄

場

:
1
1
 



六合ょいとこ轡鰻

P区S-8033-CP

F守幾 綾襲撃作議事
坂本費量機豪華織作
斜E寝苦審議鯵選議議題

E鳳 G D守

はる

む G

一こど専が

くれきかーゆけ叩

医協 G 

lまくすい叩 3・鞠叩 ス かぜ-r
A7 D7 、，

ガイドーすーる こだまうれ… l -い

D7 0 D1 。

やまのわらびも かおをだす fにはよいよい

A1 D1 

主い怒とおんぜ あ 憎 い 哲治iこうたりよ あ也会モチなでおど芯うよ
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。
私
た
ち
の
六
合
村

作
文
募
集
入
賞
作
品

優
秀
作

「
だ
い
す
き
な
く
に
む
ら
」

六
合
小
学
校
一
年

な
か
ば
や
し
ひ
ろ
ゆ
き

ぼ
く
は
、

う
ま
れ
た
か
ら

く
に
む
ら
が

だ
い
す
き
だ
。

く
に
む
ら
に

山
と
木
が

あ
っ
て
い
い
。

た
く
さ
ん

は
っ
ぱ
が

と
っ
て
も
き
れ
い
だ
。
し
ら
す
な
川
も
な
が
れ
て
い

こ
う
よ
〉
つ
し
て

て

あ
か
い
大
き
い
は
し
も
あ
る
。

「
水
が
つ
め
た
く
っ
て
お
い
し
い
。
」
っ
て

ま
え
ば
し
の

た
か
し
く
ん
が
い
っ
た
。

お
じ
い
さ
ん
の
こ
ど
も
の
と
き
に
は
、
が
つ
こ
う
は
、
六
ね
ん
ま
で
し
か
な
か
っ

た
。
が
つ
こ
う
へ

い
か
な
い
人
も
あ
っ
た
ん
だ
っ
て

お
じ
い
さ
ん

あ
ん
ま
り

が
、
は
な
し
て
く
れ
た
。

ラ
ジ
オ
も

テ
レ
ビ
も
な
く
て
、
し
ば
い
を
見
る
の
が

た
の
し
か
っ
た
ん
だ
っ

て
。
む
か
し
の
こ
ど
も
は
、
な
に
を
し
て

あ
そ
ん
で
い
た
の
か
な
。

で
ん
き
も
な
く
て

ら
ん
ぷ
で
く
ら
し
て
い
た
ん
だ
っ
て
。
ら
ん
ぷ
の
中
の
せ
き

ゅ
は
、
な
が
の
は
ら
ま
で
あ
る
い
て

か
い
に
い
っ
た
ん
だ
っ
て
。
そ
の
ら
ん
ぷ
は
、

い
ま
も
だ
い
じ
に

し
ま
っ
て
あ
る
。
ぼ
く
は
、
く
ら
か
っ
た
ろ
う
な
と

お
も
つ

た
む
か
し
は
、
お
お
し
ま
で

き
車
が
と
お
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
ろ
う
な
。

い
ま
は

政

ほ
そ
う
ど
う
ろ
で
、

き
車
が
あ
れ
ば

、町、、，、
A

、Ah
h

右
主
し
し
え

パ
ス
が
と
お
っ
て
い
る
け
ど

村

く
に
む
ら
に

は
い
し
や
さ
ん
が
あ
れ
ば
い
い
な
。

は
い
し
や
さ
ん
に

ぼ
く
は
、

な
が
の
は
ら
ま
で
い
く
の
で

い
や
に
な
る
。

一
ね
ん
せ
い
は
七
人
だ
け
で

も
っ
と
も
っ
と
人
が
ふ
え
れ
ば
い
い
な
。
そ
し
て

が
つ
こ
う
も
あ
た
ら
し
く
な
る
と
い
い
な
。

優
秀
作

「
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
な
あ
」

南
小
学
校
二
年

冨
沢

み
さ
き

学
校
を
た
て
な
お
し
た
い
な
あ
。

い
ま
は
、
木
で
で
き
て
い
る
け
ど
、

こ
ん
ど
は

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
で
き
れ
ば
い
い
な
あ
。
戸
も
、
あ
た
ら
し
く
し
た
い
な
あ
。
そ
れ

か
ら
学
校
の
た
い
い
く
ご
や
が
き
れ
い
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
。

い
ま
は
、

あ
な
が
あ

い
て
い
る
け
ど
、

も
っ
と
い
い
戸
に
な
れ
ば
い
い
な
あ
。

学
校
の
に
わ
が
ひ
ろ
く
な

れ
ば
い
い
な
あ
。
そ
う
ご
う
ぐ
ら
ん
ど
ぐ
ら
い
の
に
わ
が
ほ
し
い
。
そ
ん
な
に
わ
が

171 

で
き
れ
ば
も
っ
と
あ
そ
び
ど
う
ぐ
が
ほ
し
い
な
あ
。
い
ち
ば
ん
ほ
し
い
の
は
、
メ
リ

l

ゴ
l
ラ
ン
ド
が
ほ
し
い
な
あ
。
も
っ
と
花
、
だ
ん
が
ひ
ろ
く
な
れ
ば
い
い
な
あ
。
そ
の

花
だ
ん
に
花
が
い
っ
ぱ
い
さ
け
ば
い
い
な
あ
。

も
っ
と
せ
い
と
が
い
っ
ぱ
い
い
れ
ば

い
い
な
あ
。
そ
の
た
め
に
は
は
た
ら
く
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
い
っ
ぱ
い
人
が
ひ
っ
こ
し

て
く
れ
ば
ふ
え
る
だ
ろ
う
な
。

優
秀
作

「
六
合
村
に
生
ま
れ
て
」

入
山
小
学
校
長
平
分
校
三
年

山
崎

英
之

ぼ
く
の
生
ま
れ
た
ぶ
ら
く
は
、
小
倉
と
い
う
ぶ
ら
く
で
す
。
そ
こ
に
は
、
し
だ
れ

ぎ
く
ら
と
い
う
、
す
ご
く
ふ
と
く

春
に
な
る
と

い
っ
ぱ
い
さ
く
ら
の
花
を
さ
か



政

せ
る
木
が
あ
り
ま
す
。

行

ほ
か
に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
白
砂
渓
谷
や
、
芳

ケ
平
の
ワ
タ
ス
ゲ
や
、
南
大
橋
に
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
し
だ
れ
ぐ
り
に
、

ほ
か

に
も
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
ゅ
う
め
い
な
と
こ
ろ
は
、
若
山
牧
水
の

た
っ
て
い
る
く
れ
さ
か
と
、
野
、
ぞ
り
こ
で
す
。

ほ
か
に
も
、
た
い
へ
ん
め
ず
ら
し
い
お
ん
せ
ん
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
お
ん
せ
ん
は

か
た
こ
り
ゃ
し
ん
け
い
つ
う
に
、
よ
く
き
い
て
、

い
っ
ぱ
い
人
が
き
ま
す
。

こ
〉
つ
い
〉
つ
、

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
六
合
村
に
、

い
っ
ぱ
い
人
が
く

る
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。

ぼ
く
の
生
ま
れ
た
六
合
村
に
は
、

山
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

木
も
い
っ
ぱ
い
あ

h
ノ
宇
品
、
す
。

そ
の
お
か
げ
で
、
く
う
き
も
き
れ
い
で
、
水
は
お
い
し
く
、
そ
の
う
え
に
、

しー

ろ

い
ろ
な
も
の
が
と
れ
ま
す
。
春
は
、
ぜ
ん
ま
い
や
し
い
た
け
、
夏
は
、
あ
ま
り
あ
り

ま
せ
ん
。
秋
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
花
い
ん
げ
ん
に
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な
も
の

が
と
れ
ま
す
。
ま
た
、
秋
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
こ
う
よ
う
が
き
れ
い
で
す
。
山
々

は
、
赤
や
き
い
ろ
に
、

へ
ん
か
し
ま
す
。

秋
が
お
わ
る
と
、
た
の
し
み
に
し
て
い
た
冬
が
や
っ
て
き
ま
す
。
冬
は
、
楽
し
み

な
ス
キ
ー
が
、

で
き
ま
す
。
家
の
畑
や
ど
う
ろ
の
さ
か
で
、

ス
キ
ー
を
し
ま
す
。

ぼ
く
の
生
ま
れ
た
六
合
村
は
、
山
や
木
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
、
き
れ
い
だ
か
ら
、

お
と
な
に
な
っ
て
も
、
六
合
村
に
す
み
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

優
秀
作

「
お
じ
い
さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た

世
立
の
伝
説
」

入
山
小
学
校
四
年

山
本

裕

ぼ
く
は
、
入
山
の
世
立
に
す
ん
で
い
る
。
世
立
に
は
伝
説
が
い
っ
ぽ
い
あ
る
。
中

で
も
一
番
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
け
ん
ず
り
穴
だ
。

そ
の
伝
説
は
、

お
じ
い
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
だ
が
、
じ
ゃ
と
う
(
へ
び
の
で
っ
か

い
み
た
い
な
化
け
物
)
が
、
野
反
湖
か
ら
き
て
、
し
っ
ぽ
を
入
れ
て
か
ら
榛
名
湖
へ

行
っ
た
と
い
う
話
だ
。
伝
説
は
お
じ
い
さ
ん
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
ま
え
か
ら
の
、
云

い
っ
た
え
だ
。
ど
う
し
て
お
じ
い
さ
ん
が
知
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、

お
じ
い
さ
ん

は
、
お
じ
い
さ
ん
の
お
父
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。

け
ん
ず
り
穴
の
す
ぐ
そ
ば
に
、

そ
の
川
で
ぼ
く
た
ち
は
、

と

川
が
流
れ
て
い
る
。

き
ど
き
手
づ
か
み
で
魚
と
り
を
す
る
。

い
る
魚
は
、

ヤ
マ
メ
、
イ
ワ
ナ
だ
。
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お
じ
い
さ
ん
は
、

ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
伝
説
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

お
そ
ろ
し
い
よ
う
な
話
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
ュ

1
べ
!
谷
だ
。
キ
ュ

l
べ
ー
さ
ん

カま

い
ま
の
キ
ュ

l
べ
l
谷
で
魚
つ
り
を
し
て
い
る
と
、
二
メ
ー
ト
ル
ち
か
く
の
魚

を
つ
り
あ
げ
た
。
キ
ュ

l
ベ
ー
さ
ん
が
、
家
に
帰
っ
て
魚
を
ほ
し
て
い
た
ら
、
魚
が

「
キ
ュ

l
べ
l
さ
ら
ば
」
と
い
っ
て
、
川
に
に
げ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
う
一
ど

キ
ュ

l
べ
1
谷
に
魚
つ
り
に
い
っ
た
。
そ
し
た
ら
、
小
さ
な
く
も
が
き
て
、
キ
ュ
ー

ベ
ー
さ
ん
の
足
に
糸
を
ま
い
て
川
へ
と
、
何
ど
も
何
ど
も
く
も
は
、

お
な
じ
こ
と
を

く
り
か
え
し
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
キ
ュ

1
ベ
ー
さ
ん
は
、
な
に
か
に
ひ
き
ず
り

こ
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
人
々
が
い
く
ら
き
が
し
て
も
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

ほ
か
に
も
、
伝
説
は
た
く
さ
ん
あ
る
。
世
立
だ
け
で
な
く
引
沼
、
和
光
原
、
根
広

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
、

い
ろ
い
ろ
な
伝
説
が
あ
る
。

ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
し
ゃ
く
し
け
ず
り
を
し
て
い
る
。
た
ま
た
ま
町
の
人
が



し
ゃ
く
し
け
ず
り
を
見
学
に
く
る
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
し
ゃ
く
し
を
け
ず
る
と
こ
ろ

を
み
せ
た
り
、
民
話
や
伝
説
を
聞
か
せ
た
り
し
て
い
る
。

お
じ
い
さ
ん
は
、
ぼ
く
の
血
の
と
ま
る
お
ま
じ
な
い
を
教
え
て
く
れ
た
。
言
い
か

た
は
わ
す
れ
た
が
、

お
じ
い
さ
ん
に
聞
け
ば
す
ぐ
わ
か
る
。
「
伝
説
を
聞
か
せ
て
」

と
い
う
と
、
す
ぐ
に
教
え
て
く
れ
る
。

こ
ん
な
に
伝
説
を
知
っ
て
い
る
の
は
、
ぼ
く
の
お
じ
い
さ
ん
し
か
い
な
い
と
思
う
。

そ
ん
な
お
じ
い
さ
ん
が
、
と
っ
て
も
す
き
だ
。

優
秀
作

「
発
展
し
て
き
た
六
合
村
」

六
合
小
学
校
五
年

富
沢

功

昔
、
六
合
村
は
、
人
工
的
に
も
め
ぐ
ま
れ
ず
、
く
ら
し
も
そ
れ
ほ
ど
ら
く
で
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。

仕
事
は
、
す
み
し
よ
い
、
か
い
こ
か
い
な
ど
で
し
た
。
収
入
も
少
な
く
、
と
て
も

た
い
へ
ん
で
し
た
。
し
か
し
今
で
は
、
り
っ
ぱ
な

役
場
、
温
泉
の
旅
館
、
村
民
体

育
館
な
ど
が
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
人
々
に

よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
物
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
交
通
の
便
が
よ
く
な
り
ま
し
た
。
道
路
も
ほ
と
ん
ど
、

ほ
そ
う
さ
れ

ま
し
た
。
だ
か
ら
パ
ス
、
乗
用
車
、
ト
ラ
ッ
ク
、
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
乗

り
物
が
通
っ
て
い
ま
す
。

政

交
通
の
便
が
よ
く
な
っ
て
、
観
光
客
が
、
た
く
さ
ん
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

村

観
光
の
場
は
、
野
反
湖
、
白
砂
山
、
横
手
山
、
芳
ケ
平
、
暮
坂
峠
、
白
砂
ダ
ム
、
村

営
ロ
ッ
ジ
な
ど
で
す
。
と
く
に
野
反
湖
な
ど
は
、
観
光
客
の
い
こ
い
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。

六
合
村
の
村
民
は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
も
関
心
を
も
っ
て
い
て
大
き
な
総
合
グ
ラ
ン
ド

が
で
き
、
そ
こ
で
ソ
フ
ト
大
会
や
、
村
民
運
動
会
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ス
ポ
ー
ツ
の
行

事
を
し
て
い
ま
す
。

六
合
村
に
は
、
他
村
で
見
ら
れ
な
い
事
が
、

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

メ
ン
パ
作
り

な
ど
も
、
そ
の
一
つ
で
す
。

メ
ン
パ
は
入
山
の
、
人
が
い
ま
は
、

一
人
し
か
の
こ
っ

て
い
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
六
合
村
の
宝
と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
で
す
。

し
だ
れ
ぐ
り
な
ど
も
県
指
定
天
然
記
念
物
に
な
っ
て
い
て
六
合
村
の
宝
で
す
。
牧

水
歌
碑
も
そ
う
で
す
。
牧
水
は
自
然
の
美
し
い
六
合
村
を
愛
し
て
、
詩
や
歌
を
作
つ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

自
然
に
あ
ふ
れ
み
ち
た
六
合
村
に
三
つ
の
小
学
校
が
、
あ
り
ま
す
。
六
合
小
学
校
、

入
山
小
学
校
、
六
合
南
小
学
校
で
す
。
こ
の
三
校
も
百
年
を
歩
み
ま
し
た
。

一
口
に
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百
年
と
い
っ
て
も
た
く
さ
ん
の
年
月
が
た
つ
て
い
ま
す
。

昔
は
、
小
学
校
と
は
い
わ
ず
、
寺
子
屋
と
い
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
今
で
は
、
り
つ

ぱ
な
学
校
に
な
り
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か
っ
ゃ
く
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
も
発
展
し
つ
づ
け
る
六
合
村
、
町
に
も
ま
け
な
い
し
せ
っ
、
せ
つ
び
、
文

化
を
、
と
り
い
れ
て
文
化
の
す
す
ん
だ
町
と
い
っ
て
も
、

い
い
く
ら
い
の
、
村
に
し

て
い
き
た
い
と
、
思
い
ま
す
。

優
秀
作

「
移
り
変
わ
る
六
合
村
」

六
合
南
小
学
校
六
年

豊

関

ぼ
く
は
、
十
二
年
前
こ
の
六
合
村
に
生
ま
れ
、
十
二
年
間
こ
の
村
で
生
活
し
て
き



政

ま
し
た
。

'ー
イ了

し
か
し
、
ぱ
く
の
覚
え
が
あ
る
六
合
村
は
、
五
年
ぐ
ら
い
前
ま
で
の
六
合
村
で
す
。

ぼ
く
が
生
ま
れ
る
前
の
六
合
村
は
、
ど
ん
な
ふ
う
だ
つ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
と

昔
で
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
昔
は
、
道
路
が
と
て
も
悪
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
に
大
き
な
橋
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
ち
が
い
ま
す
。
大
き
な
橋
は
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
に
で
き
て
、
ど
こ
も
だ
い
た
い

ほ
そ
う
道
路
で
す
。

今
は
、
村
営
住
宅
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
の
家
の
前
に
も
村
営
住
宅
が

で
き
ま
し
た
。
畑
を
切
り
開
い
て
つ
く
っ
た
の
で
す
。
赤
岩
に
、
人
が
増
え
る
の
は

い
い
け
れ
ど
、
ぼ
く
は
あ
ん
ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
元
の
形
が
ど
ん
ど

ん
こ
わ
れ
て
い
く
か
ら
で
す
。
今
ま
で
の
畑
は
、
も
う
二
度
と
見
ら
れ
な
い
か
ら
で

す。
昔
は
、
太
子
に
列
車
が
通
っ
て
い
た
け
れ
ど
今
は
通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
と
て
も
残

念
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
国
鉄
六
合
山
荘
と
い
う
の
が
で
き
ま
し
た
。

も
や
っ
ぱ
り
列
車
が
通
っ
て
い
て
も
ら
い
た
か
っ
た
で
す
。
六
合
山
荘
に
は
、
よ
く

老
人
ク
ラ
ブ
の
人
た
ち
が
行
き
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
温
泉
が
あ
る
そ
う
で
す
。

六
合
村
に
は
、
数
々
の
観
光
地
が
あ
る
け
れ
ど
、
野
反
湖
も
そ
の
一
つ
で
す
。

六
月
に
は
、
野
反
湖
で
つ
つ
じ
祭
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

夏
に
な
る
と
観
光
客
が
た
く
さ
ん
来
ま
す
。

も
う
す
、
ぐ
野
反
と
新
潟
を
つ
な
ぐ
道
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

そ
の
道
が
完
成
す
れ
ば
新
潟
ま
で
す
ぐ
に
行
け
る
の
で
便
利
に
な
る
と
思
い
ま

す。
ぼ
く
た
ち
が
遠
足
や
、
ど
こ
か
へ
行
く
と
、
あ
っ
ち
の
方
の
人
た
ち
は
、
ぼ
く
の

ぼ
う
し
ゃ
、
む
ね
の
名
ふ
だ
を
見
て
た
い
が
い

「
ろ
く
ご
う
村
か
ら
来
た
の
?
。
」

と
言
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
ぼ
く
た
ち
は
、

く

に

「
ち
が
い
ま
す
。
六
合
村
か
ら
来
た
ん
で
す
。
」

と
言
い
ま
す
。
そ
う
言
つ
で
も
あ
っ
ち
の
人
た
ち
は
パ
ッ
と
こ
な
い
よ
う
な
顔
を
し

ま
す
。ぼ

く
に
も
六
合
と
い
う
字
が
く
に
と
読
む
な
ん
て
ふ
し
ぎ
に
思
い
ま
す
。
知
ら
な

い
人
が
、
ろ
く
ご
う
と
読
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、
六
合
村
の
中
で
一
つ
だ
け
い
や
な
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
白
砂
川
に

魚
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

白
砂
川
に
魚
が
い
れ
ば
ど
ん
な
に
い
い
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
発
達
し
て
い
く
の
は
い
い
け
れ
ど
、
自
然
を
な
く
さ
な
い
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
だ
か
ら
自
然
の
所
は
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
い
て
、
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そ
う
で
な
い
所
に
い
ろ
い
ろ
な
物
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

で

こ
れ
か
ら
の
六
合
村
は
、
人
口
が
増
え
て
、
観
光
地
が
増
え
て
、
観
光
客
が
増
え

て
、
有
名
な
村
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

優
秀
作

「
私
た
ち
の
六
合
村
」

六
合
中
学
校
一
年

安
原

百
代

「
あ
な
た
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
い
い
と
こ
ろ
で
す
か
?
」
と
聞
か
れ
た
ら
、

私
は
自
信
を
持
っ
て
答
え
る
で
し
ょ
う
。
「
六
合
村
は
、
と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
す

よ

っ
て
。

そ
の
六
合
村
は
、
六
つ
の
村
が
集
ま
っ
て
で
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
「
六
合
村
」
と



い
う
の
で
す
。
六
つ
の
村
と
は
、
小
雨
村
・
生
須
村
・
日
影
村
、
そ
れ
か
ら
、
赤
岩

村
・
太
子
村
・
入
山
村
で
す
。

六
合
村
の
中
心
に
は

「
須
川
」

と
い
う
美
し
い
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
須
川

に
沿
っ
て
い
く
つ
か
の
部
落
が
並
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
村
の
中
心
を
流
れ
る
須

川
は
、
残
念
な
こ
と
に
「
死
の
川
」
な
の
で
す
。
魚
は
住
ん
で
い
な
い
し
、
橋
ま
で

溶
か
し
て
し
ま
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
須
川
は
酸
性
が
強
い
か
ら
で
す
。
今
は
草
津
で
石
灰
を
流
し
て
い
る
の

で
、
だ
い
ぶ
中
和
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

六
合
村
は
、
今
、
毎
年
の
よ
う
に
人
口
が
減
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
に
な
っ
た
ば

か
り
の
こ
ろ
、
社
会
科
の
授
業
で
、
六
合
村
に
つ
い
て
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
人
口
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
調
べ
る
班
で
し
た
。

群
馬
鉄
山
が
あ
っ
た
こ
ろ
は
、
人
口
が
四
千
人
を
越
え
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
は
、
二
千
五
百
人
足
ら
ず
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
鉄
山
が
閉
鎖
さ
れ
、
そ

こ
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
が
、
み
ん
な
六
合
村
か
ら
出
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で

す。
そ
こ
で
、
六
合
村
に
、
働
く
場
所
を
つ
く
れ
ば
い
い
の
じ
ゃ
な
い
か
な
と
私
は
思

う
の
で
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
草
津
や
長
野
原
ま
で
出
か
け
な
く
て
も
、
村
内
で
働
く

こ
と
が
で
き
ま
ず
か
ら
。

役
場
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
こ
れ
か
ら
の
六
合
村
は
、
観
光
地
と
し
て
栄
え
て
ゆ

く
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

で
も
、
六
合
村
に
は
美
し
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ

る
の
に
、
草
津
に
み
ん
な
行
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
草
津
に
負
け
な
い
よ
う
な
設
備
を

政

備
え
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

村

た
と
え
ば
、
大
き
な
ス
キ
l
場
を
造
る
と
か
、
昔
の
太
子
線
に

S
L
を
走
ら
せ
る

と
か
、
温
泉
を
も
っ
と
大
規
模
に
す
る
と
か
、
考
え
れ
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま

す。
こ
れ
は
私
の
勝
手
な
考
え
で
、
実
際
に
は
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
六
合

村
に
は
美
し
い
自
然
や
温
泉
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
な
ん
と
か
考
え
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。こ

の
前
、
友
だ
ち
と
ふ
ざ
け
て
、
「
ネ
ス
湖
の
ネ
ッ
シ
ー
じ
ゃ
な
い
け
ど
野
反
湖

の
ノ
ッ
シ
ー
で
も
出
れ
ば
い
い
の
に
な
」
な
ん
て
話
し
合
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

六
合
村
が
草
津
か
ら
独
立
し
て
、
も
う
八
十
年
に
も
な
る
の
だ
し
、
ま
だ
ま
だ
広

い
土
地
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
発
展
す
べ
き
で
す
。

私
の
故
郷
の
六
合
村
が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
解
り
ま
せ

ん
が
、
美
し
い
自
然
は
な
く
さ
な
い
で
、
も
っ
と
も
っ
と
発
展
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
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優
秀
作

「
わ
が
ふ
る
さ
と

六
合
村
」

六
合
中
学
校
二
年

富
沢

日
出
夫

六
合
村
が
草
津
か
ら
独
立
し
て
八
十
年
。
こ
の
八
十
年
の
聞
に
、

い
ろ
い
ろ
な
人

が
こ
の
六
合
村
を
訪
れ
、
そ
し
て
去
っ
て
行
っ
た
。

無
限
の
時
の
流
れ
の
中
で
は
、
群
馬
鉄
山
の
繁
栄
も
、
こ
の
六
合
村
の
八
十
年
の

歴
史
も
、
ほ
ん
の
一
瞬
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。
ぼ
く
は
こ
の
八
十
年
の
う
ち
た
っ
た

十
四
年
間
だ
が
、
こ
の
六
合
村
に
住
ん
で
き
た
。

こ
の
十
四
年
間
、
六
合
村
は
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
っ
て
き
た
。
ぼ
く
の
知
る
範
囲
で

言
え
ば
、
ま
ず
道
路
が
舗
装
さ
れ
整
備
さ
れ
た
こ
と
だ
。
そ
れ
に
モ
ダ
ン
な
総
合
庁

舎
が
で
き
た
。
広
い
総
合
グ
ラ
ン
ド
も
で
き
た
。
六
合
村
は
ま
す
ま
す
立
派
に
な
っ



政

て
い
く
。
そ
れ
に
反
し
て
残
念
な
こ
と
は
、
自
然
破
壊
と
人
口
の
減
少
の
事
実
で
あ

行

る
総
合
グ
ラ
ン
ド
建
設
に
よ
る
山
の
切
り
崩
し
。
ま
た
、
道
路
整
備
に
よ
る
車
の
通

行
の
増
加
と
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
。
そ
れ
に
よ
っ
て
草
木
が
死
ん
で
い
く
こ

と
等
の
問
題
で
あ
る
。

六
合
村
の
ょ
い
と
こ
ろ
は
美
し
い
大
自
然
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
好
ま
し
く

な
い
と
思
う
。
繁
栄
の
陰
に
は
必
ず
「
自
然
破
壊
」
が
つ
き
ま
と
う
も
の
で
あ
る
。

村
の
繁
栄
の
た
め
に
自
然
を
捨
て
る
か
、
自
然
保
護
の
た
め
に
村
の
繁
栄
を
押
さ
え

る
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
場
合
、
そ
の
両
立
が
む
ず
か
し
け
れ
ば
、
ぼ
く
は
後
者
を

と
る
、
だ
ろ
う
。

ぼ
く
の
考
え
で
は
、
都
会
の
人
々
は
、

ど
う
も
人
間
性
に
欠
け
る
よ
う
で
あ
る
。

生
活
が
豊
か
に
な
り
便
利
に
な
れ
ば
、
人
間
は
、
わ
が
ま
ま
を
言
い
た
く
な
る
し
、

人
間
関
係
も
う
ま
く
い
か
な
く
な
る
よ
う
だ
。
そ
ん
な
ふ
う
に
な
る
よ
り
も
、
人
口

が
少
な
く
て
も
い
い
、
静
か
で
ゆ
っ
た
り
し
て
い
て
、
美
し
い
自
然
に
か
こ
ま
れ
て

心
休
ま
る
六
合
村
、
そ
ん
な
村
に
な
る
こ
と
を
ぼ
く
は
望
ん
で
い
る
の
だ
。

先
生
の
話
に
よ
る
と
、
村
で
は
「
六
合
」
を
観
光
地
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
ぼ
く
は
反
対
で
で
あ
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
、
車
の
往
来
が
ま
す
ま
す

激
し
く
な
り
、
排
気
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
そ
う

な
れ
ば
、
美
し
い
木
々
は
枯
れ
は
じ
め
る
だ
ろ
う
。
ぼ
く
は
こ
の
「
六
合
村
」
を
、

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
の
二
の
舞
を
さ
せ
た
く
な
い
の
だ
。

ぼ
く
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
自
然
を
破
壊
し
な
い
で
人
口
を
多
く
す
る
方
法

だ
っ
て
、
き
っ
と
あ
る
と
思
う
。
そ
の
こ
と
を
、
村
長
さ
ん
を
は
じ
め
村
役
場
の
人

達
に
お
ね
が
い
を
し
て
、
こ
の
作
文
を
終
わ
り
に
す
る
。

優
秀
賞

「
我
が
郷
土
六
合
村
」

入
山
中
三
年

由
起
江

山
口

私
が
こ
の
世
に
生
ま
れ
て
か
ら
十
五
年
間
。
私
は
、
自
然
と
一
緒
に
育
ち
ま
し
た
。

私
の
郷
土
で
あ
る
六
合
村
は
、
自
然
に
固
ま
れ
た
美
し
い
村
で
す
。
私
は
こ
ん
な
の

ど
か
な
村
が
大
好
き
で
す
。
し
か
し
、
改
め
て
、
今
考
え
て
み
る
と
、
六
合
村
に
つ

い
て
私
は
ど
ん
な
事
を
知
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
。
八
十
周
年
と
い
う
事
も

今
年
初
め
て
耳
に
し
た
事
で
し
た
。

私
た
ち
の
学
校
で
は
、
三
年
前
か
ら
郷
土
学
習
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
学
習
の
ね

ら
い
は
、
自
分
の
郷
土
に
つ
い
て
少
し
で
も
多
く
の
事
を
知
り
、
村
の
歴
史
や
色
々

な
問
題
に
つ
い
て
、
生
徒
自
身
で
調
べ
、
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
も
こ
の

学
習
を
三
一
年
間
や
っ
て
き
て
、
や
っ
と
お
も
し
ろ
さ
と
い
う
も
の
が
わ
か
っ
て
き
ま
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し
た
。
と
同
時
に
、
私
た
ち
の
上
に
ふ
り
か
か
っ
て
く
る
た
く
さ
ん
の
問
題
は
、

ど

う
解
決
す
べ
き
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
考
え
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
な
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
六
合
村
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
私
た
ち
の
義
務
か
も
し
れ
な
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
た
ち
が
調
査
研
究
し
た
の
は
入
山
地
区
だ
け
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
取
り

上
げ
ら
れ
た
問
題
は
入
山
地
区
だ
け
の
問
題
と
し
て
か
た
づ
け
ら
れ
る
事
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ど
の
問
題
に
し
て
も
、
六
合
村
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。ま

ず
大
き
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
、
過
疎
化
と
い
う
事
が
あ
り
ま
す
。

で
も
過
疎

化
を
く
い
止
め
る
の
は
容
易
な
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
ど
ん
地
方
都
市
へ
出
て

い
く
若
者
を
止
め
る
権
利
は
な
い
し
、

か
と
言
っ
て
六
合
村
を
都
市
み
た
い
に
す
る

の
は
、
あ
ま
り
ほ
め
ら
れ
た
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
十
五
年
間
私
が
見
た



中
で
も
、
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
面
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
自
然
環
境

の
面
で
す
が
・
:
と
い
う
事
は
、
や
は
り
だ
ん
だ
ん
都
市
み
た
い
に
自
然
が
破
壊
さ
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
。
自
然
保
護
は
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
と
い

う
事
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
。
私
も
時
々
こ
ん
な
事
を
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら
二
十
年
、

三
十
年
後
に
な
っ
た
時
、
今
の
自
然
が
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
・
:
と
。
そ

し
て
、
何
だ
か
、
全
然
変
わ
っ
た
世
界
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と

不
安
を
抱
い
た
り
す
る
事
が
あ
る
の
で
す
。
確
か
に
六
合
村
が
発
展
す
る
の
は
、
良

い
事
で
す
が
、
私
た
ち
の
思
い
出
が
少
し
も
残
ら
な
い
と
い
う
の
で
は
、
な
ん
だ
か

さ
み
し
い
気
が
し
ま
す
。
私
は
、
自
然
が
大
好
き
で
す
。
公
害
で
汚
れ
た
都
会
の
空

気
よ
り
も
、
六
合
村
の
き
れ
い
な
空
気
の
方
が
、
ず
っ
と
ず
っ
と
好
き
で
す
。
私
た

ち
の
六
合
村
だ
か
ら
、
自
然
は
、
大
切
な
も
の
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
の
六
合
村
が
大
好
き
で
す
。

優
秀
賞

「
六
合
村
の
過
疎
に
参
加
す
る
人
へ
」

入
山
中

年

山
本

明

ま
わ
り
に
は
山
、
そ
し
て
そ
の
木
々
の
緑
に
固
ま
れ
て
、
私
は
十
五
年
間
、
こ
の

六
合
村
で
育
っ
て
き
た
。

昔
は
、
か
な
り
林
業
が
さ
か
ん
だ
っ
た
そ
う
だ
が
、
今
は
こ
れ
と
い
っ
た
産
業
も

な
く
、
わ
ず
か
に
和
光
原
と
野
反
湖
の
間
あ
た
り
に
、
林
業
が
残
っ
て
お
り
、
田
代

政

原
で
牛
乳
、
暮
坂
で
羊
を
飼
っ
て
い
る
ぐ
ら
い
で
、
あ
と
は
、

ほ
ぼ
村
内
全
域
で
農

村

産
物
が
取
れ
る
だ
け
。
職
人
が
多
い
け
ど
、
年
々
仕
事
の
量
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
今
、

一
番
さ
か
ん
な
仕
事
は
出
か
せ
ぎ
だ
け
ど
、
出
か
せ
ぎ
は
、
六
合
村
の
発
展
に
は
つ

な
が
り
に
く
い
。ほ

と
ん
ど
何
も
と
り
え
の
な
い
六
合
村
だ
か
ら
、
現
在
は
、
過
疎
化
が

激
し
い
。
若
い
人
が
ど
ん
ど
ん
都
市
ヘ
、
移
り
住
ん
で
い
く
。
勉
強
す
る
た
め
に
、

そ
ん
な
、

都
市
へ
出
て
行
く
の
な
ら
良
い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
の
ま
ま
ず
っ
と
、
住
み
こ
ん
で

し
ま
う
ケ
l
ス
が
あ
ま
り
に
も
多
す
ぎ
る
。

し
か
し
、
若
い
人
達
が
そ
う
す
る
の
は
、
六
合
村
に
は
仕
事
が
な
い
か
ら
だ
。

生
懸
命
勉
強
し
て
、
そ
れ
を
身
に
つ
け
て
も
、
身
に
つ
け
た
こ
と
を
試
す
職
場
が
、

仕
事
が
無
か
っ
た
ら
、
誰
だ
っ
て
、
職
場
の
多
い
都
市
で
働
く
だ
ろ
う
。

だ
け
ど
、
今
は
都
市
で
も
、
就
職
の
競
争
率
が
高
く
、
な
か
な
か
思
っ
た
と
こ
ろ

へ
就
職
で
き
な
い
。
特
に
、
女
性
に
対
し
て
は
、
男
女
差
別
が
い
ま
だ
に
つ
き
ま
と
っ

て
い
て
、
就
職
で
き
る
か
ど
う
か
も
、
危
ぶ
ま
れ
る
ケ

l
ス
が
多
い
。

そ
れ
で
も
、
若
い
人
達
は
、
都
市
へ
の
流
出
を
や
め
な
い
。
や
め
る
ど
こ
ろ
か
、
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豊
か
な
生
活
を
求
め
て
、

さ
ら
に
多
く
の
若
者
が
、
都
市
へ
移
り
住
ん
で
い
く
。

だ
け
ど
、
本
当
に
六
合
村
で
は
、
大
勢
の
人
が
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
不
可
能
だ
ろ

う
か
つ
・

職
場
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
人
聞
が
、
滅
び
る
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
か
つ
・

自
分
ら
し
く
生
き
て
い
る
時
が
:
・
。

六
合
村
で
、
生
き
て
い
く
こ
と
が
、
少
し
で
も
可
能
だ
と
思
っ
た
ら
、
そ
れ
に
か

け
て
み
る
の
も
、

一
つ
の
生
き
が
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
。
自
分
の
故
郷
を
捨
て
て

ま
で
も
、
生
き
て
ゆ
く
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。
世
界
一
を
め
ざ
し

て
、
羽
ば
た
く
た
め
に
、
六
合
村
を
捨
て
る
の
な
ら
と
も
か
く
、
六
合
村
と
ほ
と
ん

ど
生
活
水
準
の
違
わ
な
い
生
活
を
す
る
た
め
に
な
ら
、
六
合
村
を
捨
て
て
ま
で
も
、

生
き
て
ゆ
く
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
。

私
が
、
こ
の
六
合
村
で
十
五
年
間
過
ご
し
て
来
て
、
「
六
合
村
っ
て
、
な
ん
て
素

晴
ら
し
い
ん
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
こ
と
が
、
何
度
も
あ
り
ま
す
。
六
合
村
は
ど
ち
ら



政

か
っ
て
い
う
と
、
山
奥
の
農
村
っ
て
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
四
方
八
方
、
山

>_  

f了

に
固
ま
れ
、
そ
こ
に
住
む
、
動
物
の
数
も
か
な
り
で
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
自
然
と

接
し
て
い
る
と
、
毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
、

い
や
な
こ
と
も
す
ぐ
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
又
、
ま
わ
り
に
木
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
、
ゆ
と
り
が
わ
い
て
く

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
と
に
か
く
口
や
言
葉
で
表
現
で
き
な
い
ほ
ど
の
、
魅
力
と
、

不
思
議
さ
、
感
心
す
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
毎
日
毎
日
、
く
る
日
も
く
る
日
も
、
変
わ
ら
な
い
山
が
、
木
が
、
あ
る
だ

け
で
、
底
知
れ
な
い
ほ
ど
、
嬉
し
い
気
持
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
立
っ
て
い
る
だ
け

の
木
だ
け
ど
、
無
い
と
と
て
も
寂
し
く
悲
し
い
感
じ
が
し
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
故
郷
の
よ
う
に
、
昔
の
ま
ま
で
い
て
く
れ
る
と
、
と
て
も
嬉
し
く
、
昔

と
変
わ
っ
て
い
る
と
と
て
も
悲
し
い
気
持
に
な
る
よ
う
に
。

何
も
な
く
て
も
、
ど
ん
な
悪
い
土
地
で
も
、
そ
こ
に
故
郷
が
あ
る
な
ら
ば
、
故
郷

に
残
っ
て
、
故
郷
と
共
に
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
心
を
、

い
つ
ま
で
も
、
大
切
に
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
、
ど
ん
な
に
遠
く
離
れ
よ
う
と
も
:
:
:
。

。
六
合
村
民
の
日
を
定
め
る
条
例

平
成
十
二
年
三
月
十
日

六
合
村
条
例
第
四
号

(
趣
旨
)

第
一
条

村
民
が
郷
土
の
歴
史
を
知
り
、
郷
土
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、

地
方
自
治
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
力
あ
る
豊
か
な
郷
土
を
築

き
上
げ
る
こ
と
を
期
す
る
日
と
し
て
、
六
合
村
民
の
日
(
以
下
「
村
民
の
日
」
と

い
う
。
)
を
設
け
る
。

(
村
民
の
日
)

第
二
条

村
民
の
日
は
、
七
月
-
日
と
す
る
。

(
行
事
等
)

第
三
条

村
は
、
村
民
の
日
の
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
村
民
の
日
を
中
心
と
し
て
、
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村
民
の
日
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
村
民
等
の
協
力
)

第
四
条

村
民
及
び
機
関
や
団
体
は
、
村
が
実
施
す
る
村
民
の
日
の
行
事
に
対
し
、

積
極
的
に
参
画
す
る
と
と
も
に
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

(
使
用
料
の
免
除
)

第
五
条

村
が
設
置
し
た
公
の
施
設
の
使
用
料
で
、
別
に
村
長
が
指
定
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
当
該
使
用
料
に
係
る
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
村
民
の
日
に
限

り
、
こ
れ
を
免
除
す
る
。

附

員日

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



。
六
合
村
制
施
行
百
周
年
記
念
事
業

明
治
三
十
三
年
(
西
暦
一
九

O
O年
)
七
月
一
日
に
、
草
津
村
と
分
村
し
て
村
制

を
施
行
し
、
以
来
、
永
い
歴
史
を
重
ね
、
平
成
十
二
年
(
西
暦
二

0
0
0年
)
に
百

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
節
目
の
時
を
向
か
え
、
こ
の
間
、
産
業
振
興
、
生
活
環
境
、

交
通
通
信
、
教
育
文
化
、
医
療
・
福
祉
等
の
整
備
、
充
実
を
各
種
施
策
に
よ
り
推
進

し
て
き
た
。

こ
れ
ま
で
の
一
世
紀
に
わ
た
る
先
人
た
ち
の
功
績
に
対
す
る
感
謝
と
こ
れ
か
ら
の

二
十
一
世
紀
へ
向
け
た
活
力
あ
る
六
合
村
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と
す
る
た
め
に
、
「
六

合
村
制
施
行
百
周
年
事
業
実
行
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
四
つ
の
専
門
部
会
に
お
い

て
各
種
事
業
の
検
討
を
行
っ
た
。

六
合
村
第
二
次
総
合
計
画
の
テ

1
マ
で
あ
る
「
私
の
す
む
六
合

地
球
色

高
原
と
温
泉
と
福
祉
の
村
づ
く
り
|
」
の
理
念
を
基
に
、
「
百
周
年
記
念
事
業
等
」

が
平
成
十
一
年
度
か
ら
平
成
十
二
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

O
村
制
施
行
百
周
年
事
業
実
行
委
員
会

O
委
員
長

本
多

秀
里

O
副
委
員
長

富
沢

久
好

O
専
門
部
会

-
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
(
記
念
碑
)

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
郷
土
視
察

O
部
長

山
本
三
男

O
副
部
長

山
田
正
人

政

O
委
員

中
沢
一
孝

本
吉
修
二

中
沢
富

萩
原
長

村

-
イ
メ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
制
定
、
音
楽
会
開
催

O
部
長

山
本
今
朝
好

山
口
二
克

O
副
部
長

O
委
員

湯
本
尚
好

・
広
報
縮
刷
版
作
成
、

C
D
l
R
O
M
製
作

霜
田
清
光

O
部
長

O
委
員

富
沢
久
好

市
川
伸
夫

-
写
真
百
年
史
編
集
・
作
成

市
川
昭
次
郎

O
部
長

O
委
員

O
事
務
局
長

中
沢
富

O
事
務
局

富
沢
二
一

。
記
念
式
典

中
村
義
司

市
川
春
男

山
本
由
平

O
副
部
長

富
沢
二
一

黒
岩
善
一

安
原
義
治

折
茂
賢
一
郎

篠
原
太
郎

市
川
春
男

富
沢
和
吉

市
JII 
永

場

所

六
合
村
民
体
育
館

平
成
十
二
年
七
月
一
日
(
土
)

式
典
日

開
会
の
こ
と
ば

助
役

百
周
年
記
念
調
印

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー

六
合
村
長

2 3 

式
辞

4 

あ
い
さ
つ

5 

イ
メ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
発
表

二
十
一
世
紀
「
く
に
づ
く
り
」
作
文
発
表

6 

草
津
町
長

村
長

議
会
議
長 中

沢
富

本
多
秀
里

市
川
紘
一
郎

本
多
秀
里

富
沢
久
好

関

フ
サ
子
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7 

毎
日
・
自
治
大
賞
(
優
秀
賞
)
披
露

政行

8 

表
彰

百
周
年
特
別
功
労

百
周
年
特
別
感
謝

イ
メ
ー
ジ
マ
ス
コ
ッ
ト
、
愛
称
、
作
文

9 

満
百
歳
達
成
者
紹
介

山
崎
と
よ

nu --
受
賞
者
代
表
謝
辞

村
功
労
者

山
口

日
来
賓
祝
辞

ロ
祝
電
披
露

日
閉
式
の
こ
と
ば

教
育
長

市
川
春
男

収
入
役

富
沢

。
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

期
日

平
成
十
二
年
七
月
一
日
(
土
)
午
前
十
二
時

場
所

六
合
村
柔
剣
道
場

開
宴

2 

あ
い
さ
つ

百
周
年
実
行
委
員
長

3 

乾
杯

議
会
副
議
長

祝
宴

百
周
年
記
念
事
業
「
ビ
デ
オ
」
放
映

「
六
合
村
の
百
周
年
の
歩
み

そ
し
て

4 

万
歳

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
長

。
記
念
音
楽
会

平
成
十
二
年
七
月
一
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分

期
日

場
所

六
合
村
民
体
育
館

開
A‘ 
A 

六
合
八
間
太
鼓
保
存
会
演
奏

2 

あ
い
さ
つ

百
周
年
事
業
実
行
委
員
長

助

音
楽
会

3 

弦
楽
四
重
奏

歌
の
お
姉
さ
ん

4 

閉
メ込
A 

産
業
建
設
常
任
委
員
長

O
六
合
村
制
・
草
津
町
制
施
行
百
周
年
記
念
調
印
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私
た
ち
、
六
合
村
と
草
津
町
は
、
千
年
紀
の
平
成
十
二
年
に
意
義
あ
る
町
・
村
制

施
行
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

百
周
年
を
迎
え
て
顧
み
る
と
き
、
江
戸
時
代
以
来
の
自
然
発
生
的
な
町
や
村
で
の

行
財
政
機
能
の
充
実
強
化
を
目
論
み
、
全
国
一
律
に
断
行
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
明
治
の

大
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
草
津
村
は
、
こ
の
時
代
の
潮
流
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く

分
離
分
村
を
選
択
し
、
明
治
三
十
三
年
七
月
一
日
に
六
合
村
・
草
津
町
と
し
て
そ
れ

ぞ
れ
の
自
治
を
歩
み
だ
し
ま
し
た
。

未
来
へ
」
二

O
分

爾
来
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
経
て
平
成
の
元
号
に
改
ま
っ
た
今
、
「
福
祉
リ
ゾ
ー

ト
六
合
」
「
国
際
温
泉
観
光
都
市
草
津
」
と
し
て
、
他
の
羨
望
を
受
け
、
誇
れ
る
郷

土
づ
く
り
が
出
来
た
こ
と
は
、
先
人
達
の
言
葉
に
は
語
り
尽
く
す
こ
と
の
で
き
な
い

努
力
は
も
と
よ
り
、
相
互
理
解
に
基
づ
く
住
民
の
深
い
関
わ
り
合
い
に
よ
る
何
者
で



も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
百
周
年
を
契
機
と
し
て
、
二
十
一
世
紀
の
次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の

た
め
に
、
元
気
と
活
力
い
っ
ぱ
い
の
美
し
い
郷
土
を
も
っ
て
、
世
界
に
情
報
発
信
す

こ
こ
に
記
念
調
印
い
た
し
ま
す
。

る
六
合
村
・
草
津
町
を
目
指
し
て
更
な
る
相
互
理
解
と
地
域
連
携
の
強
化
を
確
認
し
、

平
成
十
二
年
七
月
一
日

六
合
村
制
施
行
百
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て

群
馬
県
吾
妻
郡
六
合
村
長

群
馬
県
吾
妻
郡
草
津
町
長

。
六
合
村
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集

応
募
総
数

三
O
五
作
品

入
選

三
好
健
一

(
四
八
歳
)
福
岡
県
福
岡
市

愛
称
募
集

応
募
総
数

一O
五
作
品

政

入
選

安
原
十
三
四
(
六
一
歳
)
六
合
村
小
雨

村

本
多

秀
里

市
川
紘
一
郎

私のすむ犬舎地球念品
高足義主題I.*'記縫4止の主tレづく号

t;.念特韓曜鎗行噂門綴織繁総書量
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くにっこちゃん

六
合
村
の
子
供
(
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
)
を
表
現

六
合
村
の
「
六
」
を
モ
チ
ー
フ
に
地
球
の
帽
子
を
か
ぶ
り
、
高
原
で
元
気
に
遊
ぶ

。
毎
日
・
地
方
自
治
大
賞
「
優
秀
賞
」
受
賞
の
披
露

二
十
一
世
紀
の
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
優
れ
た
事
業
や
運
動
、
企
画
を
表
彰
す
る

一
九
九
九
年
度
「
毎
日
・
地
方
自
治
大
賞
」
(
毎
日
新
聞
社
主
催
、
自
治
省
後
援
)
に
、

六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
に
よ
る
健



政

康
づ
く
り
」
が
評
価
さ
れ
、
平
成
十
一
一
年
三
月
八
日
、
毎
日
新
聞
社
に
お
い
て
「
優

，-
f丁

秀
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰百

周
年
特
別
功
労
者

山 3トiζ4 山 山 安 山 黒 富 山 本 中 湯 山
田 原 口 口 原 口 岩 沢 本 多 村 本 口

達
義治

雄 一 繁女←ι一・
園 善 久

平由
秀 義

太吾 助
治 平 7G 次 幸 次 司 虫日

、i刃口 赤 品 田 赤 尽 根 太 世 平日 根 赤 口口口

代原
光

尾 岩 木 岩 塚 広 子 立 原 広 岩 木

選助 役助 干す 村
村EZ三』 村メ~王 議長

固 議 固議 議 議 農業 議長 長村
挙管役・

~三. Z議Zミ』
産定資 長村・

定長 長 長
議 議 議

産資村-
委・

理収 員 員 員 員 村 干す 村 員村 キオ
委入 . メ~ 評会 評会議 Zム三三‘ iヱ王』 メZ三LZ 企ヨミ』

員役 民 議
価審査 議員 価審査 員

議 議 議 議
生 員 貝 員 員 国

監 員委
. . 

査 委 委 農 選 農
委 員 目 業 挙 業委目 委 管

員 理 員

委員

山 市
富沢

中 高 関 関
篠原

山 中 本
茂折

山 中 山 中 萩
茂木 篠原

山 篠 富 右肩
崎 JI[ 沢 原 本 山 二Eと1 田 沢 本 干す 原 口 原 沢 島

千 き 太主主 賢 虎
と

伸夫
か 富 雄秀 代衛

幸 穣 修 覚 一 善繁
福 長 平日 女子 栄 太 四

よ ん 士 の tÆ~ 自R ?台 孝 美 次 蔵 良E 良E一

長 口口口 世 赤 赤 ヲ| 鍛 花 沼 梨 51 根 中 広 田 太 J¥ 1召
引1メム口

代原
平 雨 雨 木 雨 立 左J-Lゴz 岩 沼 坂 倉 敷 尾 木 f召 広 雨 市且 池 子 幡 尾

長
総県 文化県 叙勲

叙 叙 叙 叙
伝統県

地 教 県 地 民 教 教 教 農選 選 農 農 収 収
寿 者勲 者勲 者勲

勲 域 育 伝 域 生 育委
育 育 業挙 挙 業 業 入 入

者満百
ム表彰口、

者 者 振 振 統
療福医

委 委 委 委管 F日卑 委 委 f受 f受
功 工 興

興功
工 員 員 員 昌 員理 理 員 員

労 ぎZ士" 功 一Z争キ3t4・ -委 委 教
歳 師 労 労 師 ネ止 民員 員 育. 功 生・ . 長

干ムZすI 、
陶

村EZ三』
労 委教 農

Z一争又キー 員 育 業
議

、、，〆
議 委 委

員 員 員 貝

村メ議~ 
員
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村政

星 篠 篠 j美 冨 山
本b ニ>'

星 中 篠 篠 黒 市 池 山 市 山 山 町
福嶋 関 山

野 原 原 見 津 本 野 沢 原 原 岩 JI[ 津 本 }I[ 本 困 回 本
J申じ4、 日百 隆 勘

次 辰 茂 fr 英 照 佐 捨 清 幸 松 勇 浪 五 好 次 敏 太
喜彦 貞夫 一

雄 夫 夫 京在 治 雄 京 二仁とI 夫 次 自日 民日 明 自日 自日 男

赤 広 太 太 世 和 生 広 両 生 生 八ム 世 生 ヨ| 平日 太 赤 ヲ|
光 光

雨 岩 池 子 子 立 原 雨 須 池 間 須 須 幡 立 須 f召 原 子 雨 窄ιi王z 沼

村~ 三主

村 村
之議村A λ 議村~ メ村~ メ村ft 村 村

村E議~ 村EZ三h 村ZE三』主
村 村 村

村ZZ三』五
村 村

三議村A 為 メ議村ft 村ZZ三L三 Z村E王』~ メft 企Z三』五 ~ ミ ムエ王、 lヨミ』 1ム三三. 

会議 i議)". 
議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議
員 員 昌 昌 目 員 員 員 員 員 員 員 員 員 白 員 員 員 員 昌 員 自. . . . 

民
農業委

農 民
教委育生

業委 生
委 委
員 員 員 貝 白

右肩 市 市 山 関 田 山 山 山 山 山 京ト~ 中 佐 中 市 冨 山 篠 山 中 山 山
島 JI[ JI[ 本 村 本 本 本 本 口 カ 村 藤 沢 JI[ 沢 口 原 本 沢 田 口
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I召 生 5[ 世 中 世 下 口口口 平日 田 湯 根 熊 生 生 太 示 太 ヨ| 生 平日 口E口3 

光 代 久 光
尾 雨 須 沼 立 組 立 沢 木 原 原 保 広 倉 須 須 子 塚 子 ?召 須 原 木

民 民 民 教 教 教 選 農 農 農 農 農 農 農 教 教 収 収 収 助 助
メ議キzオ込r 村Z主三』三生 生 生 育 育 育 挙 業

業委 業委 業委
業 業 業

育長 育 入 入 入 f支 役
委 委 委 委 委 委 管 委 委 委 委 長 f受 f受 f受 議
目 員 員 員 員 員 理 員 貝 員 員 昌 員 員 昌 貝. 委 村

監 農 員 会
査 業 議
委 委 員
員 昌
. 
選
挙
管
理
委
昌

183 

村
制
百
周
年
特
別
感
謝
者



政

冨 岩黒
山 山 山

津中
沢 本 口 口

み

雄武 春夫 仲治 松次 増雄 さ
を

根 ヲ| 京 生

雨 広 1召 倉 塚 須

公

定資産固

民 生民 民 民

平委 生 生 生
委

委員
委 委

員 員 員 員

評価審査

委員

行

。
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
設
置

台
座
に
六
合
の
三
景
(
野
反
湖
、
横
手
山
・
芳
ケ
平
、
暮
坂
高
原
)
村
の
花
鳥
木
(
れ

ん
げ
つ
つ
じ
・
や
ま
ど
り
・
あ
か
ま
つ
)
を
ア
レ
ン
ジ
し
四
角
柱
の
六
面
を
六
大
字

(
小
雨
・
生
須
・
赤
岩
・
日
影
・
太
子
・
入
山
)
に
見
立
て
設
置
さ
れ
た
。

設
置
場
所

道
の
駅
六
合
地
内

記
念
事
業

音
楽
会平成12年7JH詰午後1時30分 ~

六合村総体育館にて

棚鵬主催:六合村誠施行百周年実行委員会鵬棚
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。
記
念
事
業

二
十
一
世
紀
「
く
に
づ
く
り
」
作
文
募
集

中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

「
感
動
を
あ
た
え
る
六
合
村
」

六
合
中
学
校
三
年

裕
子

関

「
未
来
の
六
合
村
」
そ
れ
は
い
っ
た
い
ど
う
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
見
ぬ

明
日
の
六
合
村
。
と
て
も
た
の
し
み
な
も
の
で
あ
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

さ
て
、
将
来
の
村
の
す
が
た
と
い
う
こ
と
で
自
分
が
思
う
に
や
は
り
伝
統
的
文
化
・

家
・
物
・
昔
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
物
を
残
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

古
く
さ
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
赤
岩
に
住
ん
で
い

る
の
だ
が
、
最
近
「
高
野
長
英
の
隠
れ
家
」
「
長
英
の
隠
れ
湯
」
な
ど
が
で
き
、
観

光
客
が
ふ
え
て
き
た
。
よ
く
道
を
歩
っ
て
い
る
と
古
く
か
ら
の
家
・
蔵
な
ど
が
な
ら

ん
で
い
る
こ
と
を
見
る
た
び
に
、
な
ぜ
感
動
す
る
の
だ
ろ
う
と
よ
く
思
っ
た
。
自
分

に
と
っ
て
は
見
な
れ
た
光
景
だ
。

で
も
今
は
考
え
方
が
か
わ
っ
た
。
や
は
り
、
そ
の

感
動
は
大
切
な
物
、
だ
と
思
う
。
人
に
感
動
を
あ
た
え
る
六
合
村
は
、
す
ば
ら
し
い
と

私
は
思
う
。
こ
れ
か
ら
先
、
伝
統
的
な
物
を
残
し
つ
つ
新
し
い
物
を
取
り
入
れ
、
す

ば
ら
し
い
六
合
村
を
き
づ
き
あ
げ
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
う
。
そ
れ
が
未
来
の
六
合

村
だ
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

き
わ
や
か
・
ぬ
く
も
り
・
は
つ
ら
つ
・
の
び
や
か
・
う
る
お
い
・
ふ
れ
あ
い
・
そ

ん
な
六
合
村
に
あ
る
よ
う
、
将
来
に
期
待
し
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

政

一O
O周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村

優
秀
賞

「
未
来
の
六
合
村
、
現
在
の
六
合
村
」六

合
中
学
校
二
年

茂
木

勇
人

今
ま
で
発
展
し
て
き
て
、
六
合
村
に
な
っ
て
か
ら
百
年
。
そ
し
て
、
更
に
未
来
ヘ

向
か
う
。
理
想
の
未
来
っ
て
ど
ん
な
だ
ろ
う
。
六
合
村
は
ど
う
変
わ
る
か
。

交
通
が
不
便
、
庖
、
施
設
が
少
な
い
、
仕
事
が
な
い
等
、
色
々
と
不
便
で
す
が
、

今
の
ま
ま
で
も
充
分
い
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
は
東
京
の
よ
う
に
高
層
ビ
ル
が
建
つ

た
り
、
都
市
化
み
た
い
に
な
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
然
は
そ
の
ま
ま
残

し
、
今
の
六
合
村
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
考
え
る
理
想
の
未
来
。
簡
単
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
農
業
、

酪
農
を
発
展
、
広
め
て
い
く
。
今
で
も
い
ろ
ん
な
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
も
つ

と
も
っ
と
広
め
て
い
く
。
道
端
は
水
田
や
畑
で
う
め
つ
く
さ
れ
、
山
に
は
牧
場
が
あ
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り
、
午
・
馬
・
豚
や
羊
等
の
家
畜
で
い
っ
ぱ
い
。
そ
の
他
の
と
こ
ろ
で
も
、
花
や
植

物
で
い
っ
ぱ
い
。
そ
ん
な
農
業
と
か
で
い
っ
ぱ
い
の
六
合
村
「
農
業
大
国
」
と
い
う

ふ
う
に
言
わ
れ
る
よ
う
な
村
が
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
更
に
は
乗
馬
や
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
と
い
っ
た
観
光
地
を
つ
く
っ
た
り
、
六
合
村
に
し
か
な
い
花
を
開
発
し
た
り
、

も
う
本
当
に
自
然
が
い
っ
ぱ
い
、
作
物
、
家
畜
で
い
っ
ぱ
い
、
そ
ん
な
六
合
村
が
い

い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

自
然
や
文
化
が
減
っ
て
い
く
だ
け
に
、
自
然
や
文
化
、
歴
史
等
を
大
切
に
し
て
い

き
、
こ
の
六
合
村
を
大
事
に
す
る
。
そ
ん
な
前
述
し
た
こ
と
が
実
現
出
来
た
ら
な
あ

と
思
い
ま
す
。



政

優
秀
賞

「
未
来
の
六
合
村
」

行

六
合
中
学
校
一
年

穣

篠
原

こ
こ
は
、
ぼ
く
が
想
像
す
る
未
来
の
六
合
村
で
す
。
こ
れ
か
ら
、
未
来
の
六
合
村

を
案
内
し
ま
す
。

ま
ず
、
村
の
人
口
で
す
。
こ
の
こ
ろ
日
本
で
は
、
田
舎
で
、
農
業
を
す
る
の
が
流

行
し
て
、
六
合
村
が
全
国
に
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
紹
介
さ
れ
て
、
六
合
に

引
っ
越
し
て
く
る
人
が
た
く
さ
ん
増
え
ま
し
た
。
な
の
で
、
小
学
校
の
児
童
数
が

ユ
百
人
位
ま
で
増
え
ま
し
た
。

次
は
、
施
設
の
こ
と
で
す
。
ま
ず
一
つ
目
に
案
内
す
る
の
は
、
六
合
総
合
温
泉
セ

ン
タ

1
で
す
。
こ
れ
は
村
内
に
あ
る
た
く
さ
ん
の
温
泉
を
大
き
な
パ
イ
プ
で
、

セ
ン

タ
1
に
集
め
て
、

セ
ン
タ
ー
に
行
け
ば
、
す
べ
て
の
温
泉
を
一
か
所
で
入
れ
る
と
い

う
施
設
で
す
。
二
つ
目
に
案
内
す
る
の
は
、
六
合
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
す
。

こ
れ
は
、
プ
!
ル
、
体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど
を
設
備
し
て

い
て
、

ユ
ニ
ホ
ッ
ク
の
県
大
会
な
ど
も
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
三
つ
目
は
、
県
立
天
文

台
で
す
。
こ
れ
は
高
山
の
天
文
台
よ
り
も
大
き
な
物
が
で
き
ま
し
た
。

次
は
か
い
ご
の
こ
と
で
す
。
六
合
村
は
、
高
れ
い
化
社
会
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

大
き
な
老
人
ホ

l
ム
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

か
い
ご
に
つ
い
て
の
専
門
学
校
も

で
き
ま
し
た
。

次
は
六
合
村
に
残
っ
て
い
る
問
題
で
す
。

一
つ
は
、
観
光
客
が
増
え
て
ゴ
ミ
が
増

え
て
い
る
こ
と
で
す
。
な
の
で
、
学
校
の
ク
リ
ー
ン
活
動
が
い
っ
ぱ
い
お
こ
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
二
つ
目
は
、

い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
造
っ
た
の
で
、
森
が
少
な
く
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
な
の
で
植
林
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

「
二
十
一
世
紀
の
六
合
村
」

入
山
小
学
校

山
本

理
紗

六
年

私
達
の
住
ん
で
い
る
六
合
村
は
、
た
く
さ
ん
の
自
然
や
お
年
寄
り
の
た
め
の
し
せ

つ
な
ど
も
あ
る
と
て
も
よ
い
所
で
す
。

で
も
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
っ
て
も
、
年
々
森
林
の
木
は
ど
ん
ど
ん
切
り
た

お
さ
れ
て
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
自
然
が
な
く
な
る
の
は
、
す
ご
く
い
や
で
す
。

山
に
居
る
動
物
た
ち
も
す
む
場
所
が
無
く
な
り
、
こ
ま
っ
て
い
る
と
思
う
し
、

か
わ

い
そ
う
で
す
。

二
十
一
世
紀
の
六
合
村
は
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
村
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
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に
次
の
事
に
気
を
付
け
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
森
林
の
木
を
自
分
達
で
育
て
増
や
し
て
い
く
。
次
に
、
川
に
油
な
ど
を
直

接
流
さ
な
い
。
こ
う
す
れ
ば
自
然
の
中
の
動
物
も
、
住
む
場
所
や
食
料
な
ど
も
な
く

な
ら
な
い
し
、
環
境
に
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
六
合
村
の
い
い
所
は
、
お
年
寄
り
の
し
せ
つ
な
ど
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。

六
合
村
は
、
お
年
寄
り
が
多
く
、
介
護
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
介
護
が
必
要
な
人
は
つ
つ
じ
荘
な
ど
に
居
る
人
も
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
私
達
の
生
活
の
中
で
お
年
寄
り
と
接
す
る
事
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
、
入
小
の
四
・
五
・
六
年
生
は
お
年
寄
り
の
人
と
も
仲
よ
く
な
れ
る
よ
う
に
、

つ

つ
じ
荘
訪
問
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
を
す
る
事
で
、
お
年
寄
り
の
人
と
も
仲
よ
く
な
れ
て
、
す
ご
く
楽

し
い
で
す
。

で
も
一
回
で
は
あ
ま
り
完
全
に
仲
よ
く
な
る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
な
の



で
、
も
っ
と
も
っ
と

2
ヵ
月
間
に
一
度
な
ど
と
回
数
を
増
や
し
て
い
け
ば
、
リ
ハ
ピ

リ
な
ど
を
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
お
年
寄
り
の
人
と
も
、
だ
ん
だ
ん
仲
よ
く
な
れ
る

と
思
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
六
合
村
は
自
然
を
大
切
に
す
る
た
め
に
木
々
を
も
っ
と
増
や
し
、

環
境
を
よ
く
し
た
り
、
お
年
寄
り
の
人
と
の
交
流
の
多
い
村
に
し
た
り
し
て
い
き
た

い
で
す
。

優
秀
賞

「
六
合
村
の
未
来
は
花
い
っ
ぱ
い
」

六
合
第
一
小
学
校
六
年

霜
田

佳
奈
江

私
た
ち
の
六
合
村
の
未
来
は
、

い
つ
も
花
い
っ
ぱ
い
の
六
合
村
が
い
い
で
す
。

も
、
そ
の
た
め
に
は
今
か
ら
努
力
を
し
な
い
と
、
花
い
っ
ぱ
い
の
六
合
村
に
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
道
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を
ひ
ろ
っ
た
り
、
地
い
き
の
行
事
な
ど

す
す
ん
で
参
加
し
た
り
な
ど
、
私
た
ち
に
も
で
き
る
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

あ
と
、
こ
の
二
つ
の
こ
と
を
一
人
で
し
て
も
意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。
六
合
村
の

人
全
員
が
、
こ
の
こ
と
に
す
す
ん
で
参
加
す
れ
ば
、

み
ん
な
も
気
持
ち
が
い
い
し
、

未
来
の
た
め
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
六
合
村
の
人
た
ち
が
気
持
ち
よ
く
、
毎
日
を

す
ご
し
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
の
帰
り
道
、
友
だ
ち
に

「
ま
だ
、
パ
ス
の
時
間
に
は
早
い
か
ら
、
そ
こ
の
前
の
ゴ
ミ
、

ひ
ろ
っ
て
か
な
い
。
」

政

「
う
ん
。
そ
う
し
よ
う
か
。
」

村

「
早
く
い
こ
う
。
」

と
こ
の
よ
う
な
会
話
が
出
き
れ
ば
な
、
思
っ
て
い
ま
す
。
六
合
村
の
人
、
み
ん
な
が

こ
の
よ
う
に
な
っ
て
、
六
合
村
の
未
来
に
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

花
だ
け
で
な
く
、
と
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
自
然
。
こ
の
緑
い
っ
ぱ
い
の
自
然
は
、

ず
ー
っ
と
昔
の
人
か
ら
の
お
く
り
物
だ
と
思
い
ま
す
。

い
つ
に
な
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
ど
、

き
っ
と
花
い
っ
ぱ
い
の
六
合
村
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
み
ん
な
が
努
力
し
て
で
き
て
い
く
、
こ
の
六
合
村
を
、

い
つ
ま
で
も
、
自

然
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
、
そ
ん
な
村
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

優
秀
賞

「
六
合
の
伝
統
と
新
し
い
技
術
」

入
山
小
学
校
六
年

黒
岩

咲
貴

で

私
が
、
え
が
く
未
来
の
六
合
村
は
、
六
合
村
の
伝
統
が
残
っ
て
い
な
が
ら
、
新
し
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し迫、

ハ
イ
テ
ク
技
術
の
あ
る
村
で
す
。

私
が
考
え
る
六
合
村
の
伝
統
の
一
つ
は

「
方
言
」

で
す
。
私
は
、
社
会
で
方
言
に

つ
い
て
、
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
、

(
方
言
っ
て
よ
く
わ
か
ん
な
い
な
あ
)

と
思
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
社
会
で
勉
強
し
て
か
ら
は
、

(
方
言
っ
て
、
こ
こ
に
し
か
な
い
言
葉
だ
か
ら
、
ず
っ
と
守
り
続
け
た
い
な
。
)

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
、
悪
い
言
葉
を
使
う
人
も
い
ま
す
。

で
も
私
は
、

六
合
村
の
す
ば
ら
し
い
方
言
を
使
っ
て
、
次
の
世
代
の
人
へ
伝
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
、
六
合
村
の
伝
統
は
、
「
こ
ん
こ
ん
ぞ
う
り
」
や
「
め
ん
ぱ
」
竹
や

つ
る
を
使
っ
た
「
か
ご
」
な
ど
で
す
。
最
近
は
、
こ
れ
ら
の
民
芸
品
を
作
る
人
が
減
つ

て
い
る
そ
う
で
す
。
六
合
村
の
す
ば
ら
し
い
伝
統
な
の
で
、
ぜ
ひ
作
る
人
を
増
や
し



政

て、

い
つ
ま
で
も
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、

こ
の
す
ば
ら
し
い
六
合
の
伝
統

行

を
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

私
の
も
う
一
つ
の
理
想
は
、
新
し
い
技
術
も
備
わ
っ
た
六
合
村
で
す
。

で
も
、

ip 

ん
た
ん
に
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
る
と
、
自
然
を
破
か
い
し
て
し
ま
い
ま
す
。
だ

か
ら
、

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
や
風
力
を
使
っ
た
技
術
を
使
い
、
自
然
を
残
し
な
が
ら

新
し
い
物
を
取
り
入
れ
て
い
く
と
、

い
い
と
思
い
ま
す
。

未
来
の
六
合
村
は
、
伝
統
も
、
技
術
も
、
自
然
も
み
ん
な
バ
ラ
ン
ス
よ
く
共
存
で

き
る
と
い
い
で
す
。
私
の
え
が
く
未
来
の
六
合
村
を
、
実
現
さ
せ
る
に
は
、
私
た
ち

も
協
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

「
じ
ぶ
ん
が
す
み
た
い
六
合
村
」

入
山

学
校

年

山
本

主住

ぼ
く
は
、
じ
ぶ
ん
が
大
き
く
な
っ
た
ら
こ
ん
な
六
合
村
に
し
た
い
で
す
。
し
ご
と

は
だ
い
く
で
し
ぜ
ん
を
よ
ご
さ
な
い
六
合
村
に
し
た
い
で
す
。
た
と
え
ば
ま
わ
り
に

あ
き
か
ん
や
ゴ
ミ
を
み
つ
け
た
ら
ひ
ろ
い
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
ま
わ
り
に
ご
み

が
あ
る
と
六
合
村
が
ど
ん
ど
ん
き
た
な
く
な
っ
て
い
く
か
ら
で
き
る
だ
け
ひ
ろ
い
た

い
で
す
。
そ
う
ゅ
う
の
は
き
ら
い
だ
か
ら
で
す
。

ほ
か
に
も
お
み
せ
が
あ
っ
た
り
花

が
い
っ
ぱ
い
さ
い
て
い
た
り
ち
か
く
に
し
ぜ
ん
が
い
っ
ぱ
い
あ
っ
た
り
す
る
六
合
村

が
い
い
で
す
。
そ
れ
か
ら
い
じ
め
も
い
や
で
す
。

ど
ん
ど
ん
け
が
人
が
で
て
し
ま
っ

て
そ
れ
が
ひ
ろ
が
っ
て
し
ま
う
の
で
い
じ
め
は
き
ら
い
で
す
。

で
も
い
じ
め
が
な
い

六
合
村
な
ら
す
き
で
す
。

こ
ん
な
ふ
う
な
し
ぜ
ん
を
せ
か
い
じ
ゅ
う
の
人
に
み
せ
て

あ
げ
た
い
で
す
。
こ
ん
な
い
っ
ぱ
い
し
ぜ
ん
の
あ
る
大
き
な
六
合
村
に
し
た
い
で
す
。

六
合
村
は
き
っ
と
へ
い
わ
な
く
に
だ
と
お
も
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
だ
い
く
の
し

ご
と
は
大
き
な
大
き
な
た
て
も
の
や
い
え
を
つ
く
っ
て
す
ご
い
だ
い
く
に
な
り
た
い

で
す
。

い
い
し
ご
と
で
も
う
け
て
し
ん
じ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
こ
ん
な
し
ご
と
が

し
た
い
で
す
。
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役
場
組
織

昭
和
四
十
七
年

行

村
長

六
合
村
役
場
事
務
分
掌

助
役

総
務
課

企
画
課

住
民
課

産
業
建
設
課

収
入
役
|
出
納
係

教
育
委
員
会

議
会

秘
書
、
人
事
、
議
会
、
予
算
、
財
務
、

防
災
、
公
害
、
消
防
、
交
通
、
条
例
、
行
政
、

選
挙
、
村
税
、
土
地
台
帳
、
家
屋
台
帳
、

名
寄
帳
、
公
園
、
監
査
委
員
会
、
公
平
委
員
会

企
画
、
振
興
計
画
、
総
合
調
整
、
統
計
、

広
報
、
放
送
施
設

受
付
、
戸
籍
、
住
民
登
録
、
諸
届
、
証
明
、

社
会
福
祉
、
社
会
保
障
、
配
給
、
保
健
衛
生
、

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
診
療
所

農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
工
業
、
商
業
、

勧
業
、
計
量
、
農
業
共
済
事
業
、
農
業
委
員
会
、

土
地
改
良
、
土
木
建
築
、
道
路
、
橋
梁
、

河
川
、
治
山
、
治
水
、
観
光
開
発

会
計
、
経
理

教
育
長
|
|
a
事
務
局

事
務
局

昭
和
五
十
九
年

総
務
課

庶
務
・
人
事
・
財
務
・
消
防
・
交
通
・
税
務

企
画
課

企
画
・
統
計
・
商
工

村

長

|

|

助

役

|

住
民
課

保
険
・
福
祉
・
民
生
・
戸
籍

農
林
観
光
課

農
政
・
林
務
・
農
業
共
済
・
観
光

土
木
課

土
木
・
建
築
・
治
山
・
土
木
機
械

ー
六
合
山
荘

!
収
入
役
|
出
納
室

教
育
委
員
会
|
|
教
育
長
|
|
|
事
務
局
総
務
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育

選
挙
管
理
委
員
会
監
査
委
員
会
農
業
委
員
会
公
平
委
員
会
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
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新
自
治
体
の
構
築
と
市
町
村
合
併

市
町
村
合
併
の
背
景
と
推
進

国
は
行
財
政
改
革
推
進
、
少
子
化
進
展
の
状
況
下
で
近
い
将
来
、
人
的
・
財
政
的

に
小
規
模
自
治
体
単
独
で
の
自
治
体
運
営
は
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
六

合
村
は
、
財
政
力
に
乏
し
く
財
源
の
殆
ど
が
地
方
交
付
税
で
賄
わ
れ
て
お
り
、
人
口

も
一
、
七
三
六
人
と
小
規
模
で
あ
る
。

地
方
公
共
団
体
が
自
主
性
に
基
づ
い
て
地
域
間
で
競
争
し
、
個
性
あ
る
多
様
な
行

政
施
策
を
展
開
す
る
方
向
に
向
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
自
治
体
で
あ
る
市

町
村
の
行
財
政
基
盤
(
権
限
、
財
源
、
人
材
)
を
一
定
の
規
模
・
能
力
に
強
化
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
そ
の
手
段
と
し
て
市
町
村
合
併
が
進
め
ら
れ
た
。

六
合
村
で
も
昭
和
六
十
年
九
月
に
六
合
村
行
政
改
革
大
綱
が
策
定
さ
れ
平
成
七
年

九
月
に
は
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
推
進
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
六
合
村
行
政
改
革
集

中
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
し
推
進
を
図
る
。

平
成
十
六
年
四
月
に
設
立
さ
れ
た
西
吾
妻
四
か
町
村
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
た

が
四
か
町
村
の
人
口
合
わ
せ
て
二
万
七
千
人
余
り
の
新
し
い
町
を
作
る
か
ど
う
か
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
法
定
合
併
協
議
会
と
な
る
会
長
に
は
、
長
野
原
町
長
の
田
村

守
氏
、
副
会
長
に
草
津
町
議
長
の
山
田
寅
幸
氏
が
選
任
さ
れ
た
。
合
併
の
方
式
や
合

併
後
の
町
の
名
称
、
役
場
の
位
置
な
ど
大
き
な
事
項
か
ら
各
町
村
に
お
い
て
行
っ
て

い
た
一
、
五

0
0項
目
に
及
ぶ
事
務
事
業
に
つ
い
て
専
門
部
会
や
分
科
会
な
ど
で
協

議
を
行
っ
た
。

政

し
か
し
、
協
議
を
重
ね
る
も
各
町
村
間
の
不
協
和
音
が
広
が
り
、
草
津
町
議
会
に

村

お
い
て
合
併
協
議
会
離
脱
の
議
案
が
議
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
協
議
会
で
の
幹
事

会
、
首
長
、
議
長
会
議
を
行
い
草
津
町
か
ら
の
離
脱
の
説
明
が
あ
り
、
九
月
二
十
二

日
の
協
議
会
に
お
い
て
正
式
に
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
同
日
、
長
野
原
町
、

草
津
町
、
六
合
村
で
構
成
さ
れ
て
い
た
西
吾
妻
地
域
合
併
協
議
会
も
解
散
と
な
っ
た
。

。
西
吾
妻
地
域
に
お
け
る
合
併
協
議
経
過

④
四
か
町
村
合
併
協
議
会
(
長
野
原
町
・
嬬
恋
村
・
草
津
町
・
六
合
村
)

③
三
か
町
村
合
併
協
議
会
(
長
野
原
町
・
草
津
町
・
六
合
村
)

(
任
)
任
意
合
併
協
議
会

" " " " " " " " " 平成十
十 十 十 十 十五 十五 十 十五 十
五 五 五 五 五 五 四

期. . . . . . . . . 
十 十 十 十 十
一 一 一 -Fi¥ a 五 四 一 一 一一 一 一 日. . . . . . . . . . 

一 一
十 十

十/¥ 
十 十

十九J¥ 八 九 四 九 一一一
嬬 てご③ ③(  

任 任 任 任 任
毎第

草津長町西部四か恋村 需町堕
法定f! の二

五第
第 第 第

豆妻西王
話回メ口L 協六第

併

1書設i量原

四
でみ吾妻郡 かコ村町協

任意回 任回 任回
任意回

議会
四 メ意口弘、の

村町によ意
意i口L 

カ

設 準合

合富警 E 書町
、合併 にる 内

置

話議会
任意を 申し任意の

請
求

f協警設立時
，廿z民3・

東西

総~ つ
し通

て
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行

中
之
条
町
へ
の
合
併

西
吾
妻
地
域
の
枠
組
み
の
中
で
検
討
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
合
併
の
成
立
は
叶
わ
な

か
っ
た
が
、
住
民
か
ら
の
声
や
今
日
に
お
け
る
日
常
生
活
や
経
済
活
動
の
広
域
化
グ

レ
l
ド
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
将
来
の
吾
妻
地
域
全
体
を
見
越
し
た
ま
ち

づ
く
り
の
観
点
か
ら
中
之
条
町
と
六
合
村
の
二
町
村
に
よ
る
合
併
を
目
指
す
べ
き
と

判
断
し
、
議
会
と
協
議
を
す
す
め
議
員
全
員
の
理
解
、
支
持
を
得
て
、
平
成
二
十
一

年
六
月
十
二
日
に
中
之
条
町
に
対
し
合
併
協
議
会
の
設
置
を
申
し
入
れ
た
。

(
合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
の
申
入
書
)

六
総
住
発
第
一

O
O号
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平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日

中
之
条
町
長

入
内
島
道
隆

様

六
合
村
長

山
本
三
男

合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
の
申
入
書

初
夏
の
候
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
本
村
行
政
運
営
の
各
般
に
わ
た
り
格
別
な
る
ご
高
配
を
賜
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
少
子
、
高
齢
化
の
進
展
、
国
、
地
方
と
も
に
厳



し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
変
化
す
る
社
会
経
済
情
勢
に
適
切
か
つ
弾
力
的
に
対
応
す

る
た
め
の
有
効
な
方
策
で
あ
る
と
し
て
、
西
吾
妻
地
域
で
も
合
併
協
議
会
を
設
置
し

検
討
し
た
も
の
の
不
調
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
後
ま
す
ま
す
進
む
地
方
分
権
や
複
雑
多
様
化
す
る
行
政
を
自
主
的
、

自
立
的
に
展
開
す
る
た
め
に
は
、
自
治
体
と
し
て
の
適
正
な
規
模
と
行
財
政
能
力
が

求
め
ら
れ
、
本
村
で
は
「
合
併
」
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
昨
年
十
二
月
村
内
各
地
に
お
い
て
行
政
報
告
・
町
村
合
併
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。住

民
か
ら
の
意
見
は
、
今
日
に
お
け
る
日
常
生
活
や
経
済
活
動
の
広
域
化
と
グ

レ
1
ド
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
将
来
の
吾
妻
地
域
全
体
を
見
越
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
貴
町
と
の
合
併
に
期
待
す
る
声
が
多
く
、
こ
こ
に
平
成

二
十
二
年
三
月
末
日
ま
で
の
合
併
を
目
指
し
、
中
之
条
町
と
六
合
村
の
二
町
村
に
よ

る
合
併
協
議
会
の
設
置
を
申
し
入
れ
る
も
の
で
す
。

な
お
、
合
併
に
向
け
て
の
村
と
し
て
の
基
本
姿
勢
、
村
民
生
活
に
深
く
関
わ
り
の

あ
る
下
記
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
議
上
の
重
要
事
項
と
し
て
位
置
づ
け
た
上
で

ご
検
討
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記
合
併
の
形
態
に
拘
ら
な
い

村
民
生
活
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
規
模
の
支
所
の
設
置

政

路
線
パ
ス
、
過
疎
地
有
償
運
送
事
業
(
や
ま
ど
り
)
、

ス
ク
ー
ル
パ
ス
等
の
地

村

域
公
共
交
通
の
寄
続

四

医
療
セ
ン
タ
ー
・
小
中
学
校
・
こ
ど
も
園
な
ど
の
保
健
福
祉
・
教
育
施
設
環
境

の
存
続

五

議
員
等
の
在
任
特
例
適
用

___L. 

1¥ 

住
居
表
示
へ
の
「
六
合
」
の
使
用

七

主
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
住
民
負
担
へ
の
配
慮

八

地
域
特
性
に
関
わ
る
事
業
の
継
続
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中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
定
調
印
ま
で
の
主
な
経
緯

平
成
二
十
一
年
九
月
十
八
日

平
成
二
十
年
十
二
月
二
日

1
平
成
二
十
年
十
二
月
二
十
六
日

第
二
回
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
議
会
開
催

合
併
の
方
式
、
新
町
の
名
称
、
事
務
所
の
位
置
等
四
項
目
を
協
議
、
確
認

六
合
村
で
町
村
合
併
懇
談
会
を
開
催

平
成
二
十
一
年
十
月
八
日

村
内
一
七
ケ
所
、
町
村
合
併
に
関
す
る
意
見
交
換
等

第
三
回
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
議
会
開
催

地
方
税
の
取
扱
い
、
特
別
職
の
取
扱
い
等
一

O
項
を
協
議
、
確
認

六
合
村
で
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

二
O
歳
以
上
全
員
を
対
象
、
回
答
率
八

O
%

平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
三
日

平
成
二
十
一
年
六
月
十
一
日

第
四
回
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
議
会
開
催

六
合
村
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

新
町
基
本
計
画
等
一
五
項
目
を
協
議
、
確
認

中
之
条
町
へ
の
合
併
協
議
会
設
置
申
し
入
れ
を
確
認

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日

平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日

第
五
回
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
議
会
開
催

六
合
村
か
ら
中
之
条
町
へ
合
併
協
議
会
設
置
申
し
入
れ

合
併
の
期
日
、
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
等
一
九
項
目
を
協
議
、
確
認
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平
成
二
十
一
年
六
月
十
九
日

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日

i
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
四
日

中
之
条
町
議
会
全
員
協
議
会
を
開
催

合
併
協
定
調
印
式
挙
行

合
併
協
議
会
設
置
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
を
確
認

中
之
条
町
で
合
併
協
議
会
説
明
会
を
開
催

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
七
日

1
平
成
二
十
一
年
七
月
三
十
一
日

町
内
五
ヶ
所
、
協
議
事
項
説
明
及
び
質
疑

中
之
条
町
で
住
民
説
明
会
を
開
催

町
内
五
ヶ
所
、
合
併
協
議
会
設
置
に
関
す
る
説
明
及
び
質
疑

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
日

1
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
六
日

六
合
村
で
合
併
懇
談
会
を
開
催

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
日

村
内
五
ヶ
所
、
協
議
事
項
説
明
及
び
質
疑

中
之
条
町
議
会
臨
時
会
で
合
併
協
議
会
設
置
を
議
決

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日

六
合
村
議
会
臨
時
会
で
合
併
協
議
会
設
置
を
議
決

第
六
回
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
議
会
開
催

町
名
字
名
の
取
扱
い
、

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
の
二
項
目
を

政

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
七
日

村

第
一
回
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
議
会
開
催

協
議
、
確
認

各
種
規
程
、
事
業
計
画
及
び
予
算
等
を
協
議
、
決
定

合
併
協
定
調
印
式
挙
行



政

中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
定
調
印
式

行

場
所

中
之
条
町
役
場

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
(
金
)
午
後
二
時

一
O
、
記
念
講
演

日
時

一
、
開
会

二
、
来
賓
紹
介

三
、
調
印
ま
で
の
主
な
経
緯

四
、
合
併
協
定
書
説
明

五
、
両
町
村
長
署
名

六
、
立
会
人
署
名

七
、
主
催
者
あ
い
さ
つ

八
、
議
会
代
表
あ
い
さ
つ

九
、
来
賓
祝
辞

大
会
議
室

中
之
条
町
長

一
一
、
閉
式

六
合
村
長

山
本

入
内
島
道
隆

三
男

中
之
条
町
議
会
議
長

六
合
村
議
会
議
長

中
之
条
町
長

生
須
秀
彦

山
口
悦
行

六
合
村
長

山
本

入
内
島
道
隆

三
男

中
之
条
町
議
会
議
長

六
合
村
議
会
議
長

群
馬
県
知
事

群
馬
県
議
会
副
議
長

群
馬
県
議
会
議
員

生
須
秀
彦

山
口
d悦

行

大
津
正
明

金
田
克
次

南
波
和
憲

群
馬
県
議
会
議
員

萩
原

J事

「
新
し
い
時
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
」

高
崎
経
済
大
学
准
教
授

友
岡
邦
之
先
生
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。
中
之
条
町
・
六
合
村
合
併
協
定
書

吾
妻
郡
中
之
条
町
及
び
同
六
合
村
は
、
地
方
自
治
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
)
第
二
五
二
条
の
二
第
一
項
及
び
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法

律
(
平
成
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
)
第
三
条
第
一
項
の
規
程
に
基
づ
く
中
之
条
町
・

六
合
村
合
併
協
議
会
に
お
け
る
協
議
結
果
を
基
本
と
し
、
合
併
協
定
内
容
の
と
お
り

協
定
す
る
。

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日

中
之
条
町
長

入
内
島
道
隆

六
合
村
長

山
本

三
男

立
会
人

中
之
条
町
議
会
議
長

生
須

秀
彦

六
合
村
議
会
議
長

d悦

行

山
口

合
併
協
定
内
容

合
併
の
方
式

合
併
の
方
式
は
編
入
合
併
と
し
、
吾
妻
郡
六
合
村
の
区
域
の
す
べ
て
を
吾
妻
郡

中
之
条
町
に
編
入
す
る
。

合
併
の
期
日

政

合
併
の
期
日
は
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
と
す
る
。

村

新
町
の
名
称

新
町
の
名
称
は
、
「
中
之
条
町
」
と
す
る
。

四

新
町
の
事
務
所
の
位
置

新
町
の
事
務
所
の
位
置
は
、
吾
妻
郡
中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
一

O
九
一
番
地

と
す
る
。

五

財
産
の
取
扱
い

吾
妻
郡
六
合
村
の
財
産
(
権
利
及
び
義
務
を
含
む
。
)
は
、
す
べ
て
吾
妻
郡
中

之
条
町
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

...... 
J、
議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

(
一
)
六
合
村
の
議
会
の
議
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
九

条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
を
適
用
し
、
中
之
条
町
の
議
会
の
議
員
の
残
任
期
間
に

相
当
す
る
期
間
に
限
り
、
引
き
続
き
中
之
条
町
の
議
会
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
。

な
お
、
当
該
中
之
条
町
の
議
会
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
こ
と
と
な
る
議
員
の

議
員
報
酬
の
額
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。
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(
二
)
合
併
後
最
初
に
行
わ
れ
る
一
般
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
議
会
の
任
期
に
相

当
す
る
期
間
に
限
り
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
九
条
第
三
項

の
規
定
を
適
用
し
、
合
併
前
の
六
合
村
の
区
域
に
選
挙
区
を
設
け
る
。
六
合
選
挙

区
に
お
け
る
議
会
の
議
員
の
定
数
は
二
人
と
し
、
合
併
前
の
中
之
条
町
の
議
会
の

議
員
の
定
数
一
六
人
に
六
合
選
挙
区
の
定
数
を
加
え
た
数
一
八
人
を
も
っ
て
中
之

条
町
の
議
会
の
議
員
の
定
数
と
す
る
。

メ併前@i 
i口L 

併前

の の
ーFJE¥--

之中メ村仁色ヨ、
条

選を 町

域区 を

域区 挙と
す と
る す

区

選挙区
る

選挙区

選挙

す

べ

一 き

一 -/i、a、議会
人 人

の

議員

の
数



政

七

農
業
委
員
会
の
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

行

六
合
村
の
農
業
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関

す
る
法
律
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
、
中
之
条
町
の
農
業
委
員
会
の
選

挙
に
よ
る
委
員
の
残
任
期
間
に
限
り
、
中
之
条
町
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る

委
員
と
し
て
在
任
す
る
。

八

地
方
税
の
取
扱
い

地
方
税
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
は
、
別
途
定
め
る
。

九

一
般
職
の
身
分
の
取
扱
い

六
合
村
の
一
般
職
員
は
、
す
べ
て
中
之
条
町
の
職
員
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
と

す
る
。な

お
、
職
員
の
任
免
、
給
与
そ
の
他
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
中
之
条

町
の
職
員
と
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う
公
正
に
取
り
扱
う
も
の
と
す
る
。

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い

。
六
合
村
の
特
別
職
の
職
員
及
び
教
育
長
は
、
合
併
期
日
の
前
日
を
も
っ
て
失
職

す
る
。

条
例
、
例
規
等
の
取
扱
い

中
之
条
町
の
条
例
、
規
則
等
を
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
事
務
事
業
の
取
扱
い
等

の
協
議
結
果
を
踏
ま
え
、
合
併
と
同
時
に
所
要
の
改
正
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

(
一
)
事
務
組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い

新
町
の
組
織
機
構
は
、
地
域
自
治
の
推
進
及
び
総
合
的
な
町
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
十
分
配
慮
し
、
整
備
す
る
。

ア

新
町
基
本
計
画
を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
組
織
機
構

イ

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
た
組
織
機
構

ウ

地
方
分
権
や
新
た
な
行
政
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
機
構

エ

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
を
推
進
す
る
組
織
機
構

(
二
)
支
所
の
取
扱
い

ア

六
合
村
役
場
を
、
現
在
の
六
合
村
の
区
域
を
所
管
区
域
と
す
る
支
所
と
し

て
整
備
す
る
。

イ

支
所
は
、
本
庁
で
処
理
す
べ
き
事
務
及
び
一
体
的
に
処
理
す
る
こ
と
が
効

率
的
な
事
務
を
除
い
た
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
所
管
区

域
を
対
象
と
し
た
地
域
振
興
を
図
る
こ
と
を
所
掌
事
務
と
す
る
。

ウ

支
所
に
置
く
機
能
は
、
申
請
、
届
出
の
受
付
や
証
明
書
発
行
な
ど
の
住
民

に
と
っ
て
利
便
性
の
高
い
町
民
サ
ー
ビ
ス
業
務
、
地
域
防
災
活
動
の
推
進

や
地
域
活
動
の
支
援
な
ど
の
地
域
協
働
業
務
、
地
域
産
業
の
振
興
や
地
域
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お
こ
し
な
ど
地
域
の
特
定
課
題
・
需
要
に
関
す
る
地
域
振
興
業
務
、
簡
易

水
道
等
や
道
路
河
川
の
維
持
管
理
な
ど
の
現
地
解
決
型
業
務
を
基
本
と
す

る

エ

支
所
と
本
庁
間
の
通
信
回
線
を
整
備
し
、
本
庁
が
支
所
を
適
切
に
支
援
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

オ

支
所
の
組
織
機
構
は
、
住
民
生
活
に
急
激
な
変
化
を
来
す
こ
と
の
な
い
よ

う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
行
政
の
効
率
化

を
推
進
す
る
た
め
、
常
に
組
織
機
構
の
改
善
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

六
合
村
の
中
之
条
町
へ
の
編
入
合
併
に
伴
う
一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
に



(
一
)
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

六
合
村
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。

(
二
)
群
馬
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

六
合
村
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。

(
三
)
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備
組
合

六
合
村
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。

(
四
)
西
吾
妻
環
境
衛
生
施
設
組
合

六
合
村
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。

(
五
)
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合

六
合
村
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。

(
六
)
西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合

六
合
村
の
区
域
に
限
り
、
中
之
条
町
が
西
吾
妻
福
祉
病
院
組
合
に
加
入
す
る
。

な
お
、
六
合
村
の
区
域
に
お
け
る
同
組
合
加
入
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
も
関
係
町
村
と
継
続
し
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

(
七
)
群
馬
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

六
合
村
は
、
合
併
の
日
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
す
る
。

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い

(
一
)
施
設
等
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、

四
段
階
的
に
基
準
を
見
直
す
。

(
二
)
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

政

(
三
)
公
共
物
の
使
用
料
及
び
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
公
共
物
の
使
用
料
及
び
道
路
占
用
料
は
、
経
過
措
置
に
よ
り
段
階
的

村

に
調
整
す
る
。

(
四
)
協
議
項
目
一
一
二
「
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
に
関
す
る
こ
と
」
で
提
案
す
る

使
用
料
、
手
数
料
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
別
途
定
め
る
。

五

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
新
町
の
速
や
か
な
一
体
性
を
確
立
す
る
た
め
、

各
種
団
体
の
実
情
を
尊
重
し
な
が
ら
、
次
の
と
お
り
調
整
に
努
め
る
も
の
と
す

る

(
一
)
両
町
村
に
共
通
し
て
い
る
団
体
は
、
合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

(
二
)
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
も
の

と
す
る
。

一占ハ

補
助
金
、
交
付
金
等
の
取
扱
い

補
助
金
、
交
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
事
業
目
的
、
効
果
を
統
合
的
に
勘
案

し
、
公
共
的
必
要
性
、
有
効
性
及
び
公
平
性
の
観
点
か
ら
合
併
後
速
や
か
に
調
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整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

七

町
名
、
字
名
の
取
扱
い

六
合
村
の
字
の
区
域
及
び
名
称
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
「
大
字
赤
岩
」
、
「
大

字
日
影
」
、
「
大
字
小
雨
」
、
「
大
字
生
須
」
、
「
大
字
太
子
」
、
及
び
」
大
字
入
山
」

と
す
る
。

八

慣
行
の
取
扱
い

(
一
)
町
章中

之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

(
二
)
町
民
憲
章

中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

(
三
)
町
の
木
、
花
及
び
鳥

中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。



政

(
四
)
名
誉
町
民
制
度
及
び
町
功
労
者
制
度

'ー
イ丁

中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
六
合
村
の
木
・
花
・
烏
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
意
向
に
よ
り
、
地
域

の
慣
行
と
し
て
伝
承
し
て
い
く
こ
と
も
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
名
誉

町
民
制
度
及
び
町
功
労
者
制
度
に
つ
い
て
は
、
制
度
の
移
行
に
あ
た
り
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
も
の
と
す
る
。

九

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
等
に
関

す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
六
合
村
に
お
い
て
合
併
年
度
の

平
成
二
十
一
年
度
及
び
こ
れ
に
続
く
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度

ま
で
は
不
均
一
課
税
を
実
施
し
、
賦
課
方
式
の
相
違
等
を
検
討
し
な
が
ら
段
階

的
に
調
整
を
行
い
、
平
成
二
十
五
年
度
に
中
之
条
町
の
税
率
等
に
統
一
す
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
中
之
条
町

の
制
度
等
に
統
一
す
る
。

(
二
)
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
を
反
映
で
き
る
委
員
構

成
に
配
慮
し
、
合
併
時
に
統
合
す
る
。

(
三
)
出
産
育
児
一
時
金
及
び
葬
祭
費
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
原
稿
の
ま
ま
中
之
条

町
に
引
き
継
ぐ
。

(
四
)
保
健
事
業
(
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
助
成
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
人

問
、
ド
ッ
ク
助
成
)
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
一
十
二
年
度
か
ら
中
之
条
町
の
制
度
等

に
統
一
す
る
。

(
五
)
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
か

ら
中
之
条
町
の
制
度
等
に
統
一
す
る
。

ニ
O

介
護
保
険
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
老
人
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
お
い
て
中

之
条
町
及
び
六
合
村
の
計
画
の
集
合
を
も
っ
て
新
町
の
計
画
と
す
る
。

第
一
号
被
保
険
者
(
六
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
)

の
介
護
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
の
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
中
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
計
画
を
も
と
に
算
出
さ
れ
、
条
例
に
定
め
ら
れ
た
も
の
を
新
町
に
引
き
継
ぎ
、

不
均
一
賦
課
を
実
施
す
る
。

介
護
保
険
料
の
納
期
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
中
之
条
町
の
制

度
に
統
一
す
る
。

(
二
)
保
険
料
の
減
免
、
利
用
料
助
成
の
低
所
得
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
か
ら

中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

(
一
二
)
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
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一
す
る
。

(
四
)
六
合
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
支
所
(
サ
プ
セ
ン
タ
ー
)
と
し
、
運
営
形
態
等
は
現
行
の

ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
六
合
村
の
日
常
生
活
圏
域
内
で
の
必
要
な
業
務
を
行
う
。

(
五
)
町
(
村
)
営
の
介
護
保
険
施
設
に
つ
い
て
は
、
運
営
形
態
等
そ
の
ま
ま
新
町

に
引
き
継
ぐ
。

消
防
聞
の
取
扱
い

六
合
村
の
消
防
団
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
組
織
・
形
態
に
つ
い

て
は
、
合
併
時
に
再
編
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

六
合
村
の
消
防
団
員
の
待
遇
等
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る

も
の
と
す
る
。

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い



一一一-
E 

-

男
女
共
同
参
画
事
業
の
取
扱
い

男
女
共
同
参
画
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
計
画

を
早
急
に
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

一一→ -
a 

一一
姉
妹
友
好
都
市
交
流
事
業
の
取
扱
い

姉
妹
友
好
都
市
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
に
お
い
て
提
携
し
て
い
る

姉
妹
友
好
都
市
と
合
併
時
ま
で
に
協
議
し
、
そ
の
意
向
に
よ
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

一一一一
一一一
電
算
シ
ス
テ
ム
の
取
扱
い

電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
基
本
と

し
て
調
整
し
、
統
合
す
る
。

二
二
ー
四

広
報
広
聴
関
係
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
広
報
紙
に
つ
い
て
は
統
合
し
、
毎
月
一
日
に
発
行
す
る
。
配
布
の
方
法
は
、

中
之
条
町
の
例
に
よ
り
統
一
し
て
実
施
す
る
。

合
二
ホ

1
ム
ペ

l
ジ
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
ホ

1
ム
ペ

1
ジ
に
統

一
す
る
。

会
己
「
聞
く
耳
」
や
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
等
の
広
聴
事
業
に
つ
い
て
は
、
中

之
条
町
の
例
に
よ
り
統
一
し
て
実
施
す
る
。

二
二
z

五

納
税
等
関
係
事
業
の
取
扱
い

納
税
等
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、

合
併
時
に
両
町
村
の
取
扱
い
金
融
機
関
が
す
べ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
調
整
す
る
。

一一一一目ムハ

消
防
防
災
関
係
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
速
や
か
に
策
定
す
る
。

政

(
二
)
防
災
対
策
本
部
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
役
場
に
本
部
を
設
置
し
、
六
合
村

村

役
場
に
つ
い
て
は
、
被
災
状
況
に
応
じ
て
本
部
の
機
能
を
補
助
す
る
た
め
、

現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
。

(
三
)
災
害
時
応
援
協
定
等
に
つ
い
て
は
、
新
町
の
規
模
を
勘
案
し
合
併
後
速
や
か

に
調
整
す
る
。

(
四
)
防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て
は
、
同
報
系
、
移
動
系
と
も
現
有
施
設
の
有
効
利

用
を
図
る
と
と
も
に
、
新
町
に
お
い
て
、
早
い
時
期
に
設
備
整
備
に
向
け
て
の

検
討
を
行
い
、
統
一
的
な
地
域
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
図
る
。

二
二
E

七

交
通
関
係
事
業
の
取
扱
い

六
合
村
地
域
公
共
交
通
パ
ス
運
行
事
業
及
び
六
合
村
過
疎
地
有
償
運
送
事
業

(
や
ま
ど
り
)
に
つ
い
て
は
、
当
面
現
行
ど
お
り
と
し
、
中
之
条
町
全
域
の
交
通

体
系
の
見
直
し
に
合
わ
せ
五
年
以
内
に
一
体
的
な
見
直
し
を
す
る
も
の
と
す
る
。

二
二
。
八

窓
口
業
務
の
取
扱
い

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
例
に
よ
り
新
町
に
引
き
継
ぐ
。
窓
口
業

務
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。
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二
二
ー
九

健
康
づ
く
り
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
健
康
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て
は
、
段
階
的
に
調
整
し
統
一
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
内
容
・
方
法
を
調
整
し
実
施
す
る
。

(
二
)
健
康
日
本
一
二
地
方
計
画
に
つ
い
て
は
、
国
の
計
画
改
定
基
準
年
に
合
わ

せ
、
中
之
条
町
に
お
い
て
新
た
に
策
定
す
る
。

(
三
)
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
関
係
団
体
と
の
調
整
に
よ

り
平
成
二
十
三
年
度
を
目
途
に
統
一
す
る
。

保
健
衛
生
関
係
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

(
一
一
)
母
子
保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

二
二
ー
一

O

(
三
)
成
人
の
健
康
診
査
・
が
ん
検
診
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
を
目
途

に
調
整
し
統
一
す
る
。



政

(
四
)
健
康
増
進
事
業
に
つ
い
て
は
、
同
一
目
的
・
内
容
の
事
業
に
つ
い
て
は
事
業

名
称
等
を
統
一
し
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
内
容
・
方
法
を
調
整
し
実
施
す

行

る
と
と
も
に
、
段
階
的
に
調
整
し
統
一
を
図
る
。

一一一一
一
一
環
境
対
策
関
係
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
環
境
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
計
画
を
現
行
の
ま
ま
引
き
継
ぎ
、

中
之
条
町
に
お
い
て
改
定
す
る
。

(
二
)
騒
音
、
振
動
の
規
制
地
域
な
ど
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
中
之
条
町
に
引

き
継
ぐ
。

(
三
)
環
境
対
策
関
係
事
業
並
び
に
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に

統
一
す
る
。

一一一一
一一一
清
掃
関
係
事
業
の
取
扱
い

清
掃
関
係
事
業
並
び
に
補
助
金
等
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す

る

一一一一
一一一一
障
害
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い

障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
両
町
村
に
お
け
る
障
害
者
の
実
態
や
地
域
特
性
等
に
十
分
配
慮
し
て
調

整
す
る
も
の
と
す
る
。

(
一
)
障
害
者
計
画
及
び
障
害
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に
統

一
し
、
平
成
二
十
三
年
度
に
中
之
条
町
の
次
期
計
画
を
策
定
す
る
。

(
二
)
障
害
者
福
祉
事
業
サ
ー
ビ
ス

ア

地
域
生
活
支
援
事
業
の
う
ち
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業
及
び
手
話
通
訳
者
設

置
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
制
度
等
に
統
一
す
る
。

イ

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
制
度

等
に
統
一
す
る
。

二
二
'
一
四

高
齢
者
福
祉
事
業
の
取
扱
い

高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
高
齢
者
の
実
態
や
地
域
の
特
性
等
に
よ
り
両
町
村
に
お
い
て
制
度
に
大

き
な
差
異
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
等
に
十
分
配
慮
し
て
調
整
す

る
も
の
と
す
る
。

(
一
)
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

ア

自
立
者
ホ

l
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に

統
一
す
る
。

イ

在
宅
介
護
慰
労
手
当
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に
統

一
す
る
。

(
二
)
生
き
が
い
活
動
支
援

ア

敬
老
祝
金
支
給
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に
統
一
す
る
。
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イ

六
合
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
現
行
の
と
お
り
中
之

条
町
に
引
き
継
ぐ
。

二
二
'
一
五

児
童
福
祉
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

(
二
)
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、

地
域
の
行
動
計
画
と
し
て
実
施
す
る
。
ま
た
、
合
併
後
、
平
成
二
十
二
年
度
中

に
中
之
条
町
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
後
期
五
か
年
計
画
を
策
定
す
る
。

二
一
一
ー
一
'
六

そ
の
他
の
福
祉
の
取
扱
い

そ
の
他
福
祉
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。
た

だ
し
、
地
域
の
特
性
等
に
よ
り
両
町
村
に
お
い
て
制
度
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
等
に
十
分
配
慮
し
て
調
整
す
る
も
の
と
す
る

(
一
)
福
祉
医
療
費
給
付
事
業



福
祉
医
療
費
給
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に
統
一
す
る
。

(
二
)
民
生
委
員
・
児
童
委
員
会

ア

民
生
委
員
・
児
童
委
員
会
推
薦
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に

統
一
す
る
。
な
お
、
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
地
域
性
に
配
慮
す
る
。

イ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
員
数
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に

引
き
継
ぎ
、
以
降
の
定
員
に
つ
い
て
は
一
斉
改
選
時
に
県
と
協
議
す
る
。

(
三
)
行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
取
扱
い

行
旅
病
人
及
び
行
旅
死
亡
人
取
扱
い
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
に
統
一
す
る
。

二
二
t

一
七

保
育
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
保
育
所
並
び
に
こ
ど
も
園
の
保
育
料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引

き
継
ぎ
、
平
成
二
十
三
年
度
に
調
整
を
行
う
。

(
二
)
保
育
料
の
同
時
三
子
入
所
無
料
化
事
業
並
び
に
第
三
子
入
所
減
額
に
つ
い
て

は
、
平
成
二
十
三
年
度
に
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

二
二
ー
一
八

学
校
教
育
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
奨
学
資
金
貸
与
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
中
之
条
町
の
制

度
に
統
一
す
る
。

(
二
)
学
校
給
食
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。
た
だ
し
、

給
食
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
統
一
し
た
方
式
に
調
整
す
る
。

(
三
)
六
合
村
が
実
施
し
て
い
る
ス
ク
ー
ル
パ
ス
等
運
行
事
業
及
び
通
学
費
等
補
助

金
交
付
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
五
年
を
目
途
に

調
整
す
る
。

政

二
二
'
一
九

学
校
・
幼
稚
園
の
通
学
区
域
の
取
扱
い

村

学
校
、
幼
稚
園
の
通
学
区
域
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

二
二
'
二

O

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
の
取
扱
い

(
一
)
行
政
区
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
六
合
地
区
の
現
状
を
参
酌
し
つ
つ
合
併
時
ま

で
に
調
整
す
る
。

(
二
)
区
長
会
の
設
置
、
運
営
費
補
助
等
の
事
務
に
つ
い
て
は
新
町
移
行
後
は
中
之

条
町
の
制
度
を
適
用
す
る
。

(
三
)
集
会
所
建
設
・
増
改
築
等
補
助
事
務
に
つ
い
て
は
、
新
町
移
行
後
は
中
之
条

町
の
制
度
を
適
用
す
る
。

一一一-
E 

一一
一
社
会
教
育
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
合
併

後
に
地
域
性
を
考
慮
し
新
た
な
制
度
に
再
編
す
る
。

(
二
)
青
少
年
教
育
関
係
事
業
の
う
ち
、
目
的
が
同
一
又
は
類
似
し
て
い
る
事
業
に

つ
い
て
は
合
併
時
に
統
一
す
る
よ
う
調
整
し
、
地
域
性
の
あ
る
事
業
に
つ
い
て

は
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
平
成
二
十
三
年
度
を
目
途
に
調
整
す
る
。

203 

(
三
)
六
合
村
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
六
合
地
域
の
公
民
館
と
し
て
、
中
之
条
町
の

各
公
民
館
と
の
連
携
を
図
る
。

な
お
、
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
も
の
と
す
る
。

文
化
振
興
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
中
之
条
町
及
び
六
合
村
が
実
施
す
る
芸
術
文
化
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い

一一一一
一一一一

て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
地
域
の
特
色
、

地
域
性
に
配
慮
し
、
平
成
二
十
三
年
度
を
目
途
に
調
整
検
討
す
る
。

(
二
)
両
町
村
が
支
援
す
る
芸
術
文
化
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

芸
術
文
化
活
動
の
振
興
や
地
域
文
化
を
継
承
す
る
視
点
に
立
ち
、
引
き
続
き
実

施
す
る
。

一一一一
一一一一一
農
林
水
産
関
係
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぎ
、



政

新
町
に
お
い
て
検
討
し
、
新
た
な
計
画
を
策
定
す
る
。

行

(
二
)
森
林
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
両
町
村
と
も
平
成
二
十
六
年
度
ま
で
の
計
画

で
あ
る
た
め
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。

(
コ
一
)
中
之
条
町
及
び
六
合
村
で
独
自
に
実
施
し
て
い
る
農
林
水
産
業
施
策
に
つ
い

て
は
、
地
域
の
実
情
等
を
考
慮
し
て
継
続
す
る
。

一
二
了
一
一
四

商
工
・
観
光
関
係
事
業
の
取
扱
い

商
工
・
観
光
関
係
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
町
に
お
い
て
商
工
団
体
・
観
光
協
会

等
と
連
携
を
図
り
、
商
工
業
及
び
観
光
の
振
興
と
地
場
産
業
の
活
性
化
に
努
め
る
。

(
一
)
祭
り
・
イ
ベ
ン
ト
等
の
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
、

新
町
の
事
業
と
し
て
引
き
継
ぐ
。

(
二
)
商
工
業
関
連
の
金
融
制
度
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
制
度
に
統

一
す
る
。

二
二
二
五

勤
労
者
、
消
費
者
事
業
の
取
扱
い

勤
労
者
、
消
費
者
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

一
一
一
一
一
一
ム
ハ

建
設
関
係
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
整
備
計
画
を
新
町
に
引
き
継
ぎ
、
平
成

二
十
二
年
度
を
目
途
に
整
備
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

(
三
)
公
営
住
宅
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
住
宅
家
賃
に
つ
い
て
は
、
中
之
条
町
が
定
め
る
家
賃
設
定
基
準
と
す
る
。

(
三
)
建
設
工
事
に
係
る
業
者
選
定
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
制
度
に

統
一
し
、
業
者
の
格
付
け
及
び
工
事
規
模
に
応
じ
、
地
域
性
を
配
慮
し
て
行
う
。

(
四
)
六
合
村
宅
地
分
譲
事
業
に
つ
い
て
は
、
特
別
会
計
を
廃
止
し
、
事
業
は
、
中

之
条
町
土
地
開
発
公
社
に
引
き
継
ぐ
。

(
五
)
六
合
村
の
土
木
機
械
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
廃
止
す
る
。

二
二
二
七

上
・
下
水
道
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
上
・
下
水
道
事
業
に
関
す
る
財
務
、
組
織
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之

条
町
の
制
度
等
に
統
合
す
る
。

(
二
)
六
合
村
の
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
六
合
地
区
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
と
し
て
事
業
を
行
い
、
平
成
二
十
七
年
度
に
お
い
て
水
道
事
業
は
企
業
会
計

に
統
一
す
る
。

(
三
)
六
合
村
の
小
水
道
に
つ
い
て
は
、
許
可
変
更
等
で
簡
易
水
道
に
統
合
す
る
手

続
き
を
平
成
二
十
七
年
度
ま
で
に
行
い
、
統
合
で
き
な
い
小
水
道
は
特
別
会
計

と
し
て
事
業
を
行
う
。

(
四
)
六
合
村
の
水
道
料
金
に
つ
い
て
は
、
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
段
階
的
に
調
整
し
、

平
成
二
十
七
年
度
に
中
之
条
町
の
料
金
に
統
一
す
る
。

(
五
)
六
合
村
の
水
道
使
用
量
の
検
針
、
水
道
料
金
の
徴
収
は
平
成
二
十
四
年
度
ま
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で
現
行
の
と
お
り
と
し
、
平
成
二
十
五
年
度
か
ら
統
一
す
る
。

(
六
)
水
道
加
入
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町
の
制
度
に
統
一
す
る
。

(
七
)
京
塚
簡
易
水
道
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
暮
坂
小
水
道
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年

度
に
お
い
て
維
持
管
理
等
を
調
整
す
る
。

(
八
)
大
原
専
用
自
家
水
道
、
暮
坂
専
用
自
家
水
道
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
お
い

て
廃
止
し
新
し
く
熊
倉
小
水
道
を
加
え
る
。

(
九
)
六
合
村
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
中
之
条
町

の
制
度
に
統
一
す
る
。

三
二
E

二
八

そ
の
他
の
事
業
の
取
扱
い

(
一
)
指
定
金
融
機
関
等
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。
ま
た
、

収
納
代
理
金
融
機
関
に
つ
い
て
も
速
や
か
に
調
整
す
る
。

(
二
)
く
に
っ
こ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
新
町
に
引
き
継
ぐ
。



一一一ー一
新
町
基
本
計
画

中
之
条
町
・
六
合
村

合
併
ま
ち
づ
く
り
事
業
計
画

ー
新
町
基
本
計
画
1

計
画
の
趣
旨

新
町
基
本
計
画
は
、
中
之
条
町
と
六
合
村
の
総
合
計
画
を
踏
ま
え
て
作
成
す
る

も
の
で
、
合
併
に
よ
る
財
政
支
援
措
置
を
有
効
に
活
用
し
た
新
町
に
お
け
る
「
ま

ち
づ
く
り
の
主
要
事
業
」
を
、
行
財
政
の
効
率
的
な
運
営
体
制
を
確
立
し
な
が
ら

実
施
し
、
合
併
後
の
速
や
か
な
一
体
性
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
住
民
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
方
向
を
示
す
も
の
で
す
。

計
画
の
構
成

計
画
の
構
成

合
併
の
必
要
性
と
効
果

新
町
の
概
要

四

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針

五

ま
ち
づ
く
り
の
計
画
・
新
町
の
施
策

←L. 

/¥ 

公
共
的
施
設
の
統
合
整
備

七

財
政
計
画

J¥ 

計
画
推
進
の
た
め
に

計
画
の
期
間

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
十
か
年
と
す
る
。

政村

快
適
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

(
一
)
総
合
的
な
交
通
体
系
の
整
備

【
主
要
事
業
】

【
県
事
業
】

O
町
道
(
村
道
)
の
整
備

-
待
避
所
の
設
置
や
見
通
し
を
確
保
す
る
た
め
の
部
分
的
な
改
良
、

未
改
良
区
間
の
整
備

O
道
路
環
境
の
整
備

-
交
通
安
全
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り
の
促
進

-
景
観
に
配
慮
し
た
道
づ
く
り

-
日
本
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
街
道
と
の
連
携
を
は
か
っ
た

道
路
景
観
整
備

-
公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進

-
路
線
パ
ス
の
確
保
、
鉄
道
の
運
行
強
化

O
国
道
・
県
道
の
整
備

-
新
町
の
地
域
間
の
連
携
・
道
路
の
強
化
及
び
均
衡

あ
る
発
展
の
た
め
、
県
に
要
望
す
る
道
路
整
備
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-
(
国
道
三
五
三
号
、
国
道
二
九
二
号
、
国
道
四

O
五

号
、
(
主
)
中
之
条
湯
河
原
線
、
県
道
下
沢
渡
原
町

線
の
整
備
な
ど
)

【
主
要
事
業
】

(
二
)
ゆ
と
り
あ
る
生
活
環
境
の
整
備

O
安
全
・
安
定
・
良
質
な
水
の
供
給

-
計
画
的
な
施
設
の
更
新
、
浄
水
施
設
の
整
備

O
汚
水
処
理
施
設
の
整
備

・
集
合
処
理
施
設
の
整
備
、
浄
化
槽
設
置
の
推
進

O
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
推
進

(
三
)
安
全
な
生
活
環
境
の
整
備

-
ご
み
等
廃
棄
物
の
適
正
処
理
等



政

【
主
要
事
業
】

行

O
防
災
対
策
の
充
実

-
消
防
団
と
の
連
携
強
化
、
地
域
の
自
主
防
災
組
織
の
設

置
・
育
成
、
防
災
意
識
の
啓
発

-
避
難
場
所
の
整
備
と
周
知
、
学
校
体
育
館
等
の
防
災
拠

点
施
設
に
お
け
る
耐
震
性
の
強
化

-
防
災
備
蓄
倉
庫
・
防
災
機
材
・
防
災
無
線
な
ど
の
整
備

充
実

O
消
防
体
制
の
充
実

-
消
防
団
員
の
人
材
確
保
と
資
質
の
向
上

-
防
火
水
槽
・
消
火
栓
・
消
防
進
入
路
の
整
備
・
点
検
、

機
械
器
具
等
の
計
画
的
な
整
備
・
更
新

-
広
域
消
防
や
救
急
医
療
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
た
救

急
救
命
対
策
の
充
実

O
防
犯
対
策
の
強
化

-
学
校
や
家
庭
な
ど
で
の
防
犯
教
育
、
地
域
で
の
出
前
講

座
の
開
催

-
防
犯
協
会
や
生
活
安
全
推
進
委
員
と
の
連
携
強
化
・

防
犯
灯
の
設
置
推
進

O
交
通
安
全
対
策
の
推
進

-
子
供
や
高
齢
者
・
障
害
者
へ
の
交
通
安
全
教
室
や
講
習

会
の
開
催

-
バ
リ
ア
フ
リ
!
化
等
歩
行
空
間
の
整
備

-
交
通
事
故
等
の
発
生
し
た
危
険
箇
所
の
改
良
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
防
護
柵
・
標
識
な
ど
の
交
通
安
全
施
設
の
整

【
県
事
業
】

備

O
道
路
・
砂
防
の
整
備

-
安
全
性
の
確
保
の
た
め
、
県
に
要
望
す
る
事
業
(
道
路

災
害
防
(
(
主
)
中
之
条
草
津
線
)
、
地
す
べ
り
対
策
(
四
万

豊
か
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

地
区
・
泰
峰
地
区
)
)

【
主
要
事
業
】

(
一
)
地
域
産
業
の
振
興

O
農
業
の
振
興

-
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
基
盤
整
備
の
推
進
、
農
地
・

農
道
・
農
業
用
水
路
の
整
備
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-
農
業
担
い
手
の
育
成
・
確
保

農
村
地
域
や
農
業
団
体
の
活
動
を
強
化
し
た
農
業
後

継
者
の
育
成
・
確
保

-
農
業
生
産
対
策

農
産
物
の
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

地
域
に
合
っ
た
生
産
性
や
収
益
性
の
高
い
特
産
物
の
開

発
と
普
及
の
推
進

-
地
産
地
消
の
推
進

-
有
害
鳥
獣
対
策

-
観
光
農
業
の
推
進

ふ
る
さ
と
の
自
然
景
観
や
農
村
風
景
の
保
全
と
併
せ
て

観
光
と
農
業
の
連
携
に
よ
る
体
験
農
業
の
推
進



O
林
業
の
振
興

域
に
適
し
た
企
業
誘
致
の
推
進

-
森
林
の
保
全
と
林
業
基
盤
の
整
備

O
観
光
業
の
振
興

長
期
的
な
視
点
で
の
造
林
や
保
育
の
推
進

-
観
光
施
設
の
整
備

林
道
や
作
業
道
な
ど
の
林
業
基
盤
整
備

既
存
観
光
施
設
の
修
繕
・
整
備

-
特
用
林
産
物
の
推
進

景
観
や
国
際
的
な
交
流
に
配
慮
し
た
観
光
案
内
標
識
の

特
産
品
の
開
発
と
産
地
化
の
推
進

整
備

-
観
光
業
と
の
連
携

-
観
光
資
源
の
活
用
と
連
携

森
林
機
能
(
森
林
浴
・
森
林
体
験
)
を
活
用
し
た
「
見

観
光
資
源
と
自
然
環
境
を
発
掘
・
活
用
し
た
町
内
外
の

せ
る
林
業
」
「
体
験
で
き
る
林
業
」
の
実
施

人
々
が
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
景
観
づ
く

街
並
み
景
観
に
配
慮
し
た
歴
史
的
な
施
設
の
保
全
景
観

り
農
業
や
林
業
な
ど
と
の
連
携
及
び
文
化
財
な
ど
の
歴

史
的
地
物
を
活
用
し
た
町
内
全
体
の
周
遊
化

歴
史
や
景
観
上
、
重
要
な
建
造
物
の
積
極
的
な
保
全
・
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O
商
業
の
振
興

-
街
並
み
景
観
整
備

に
配
慮
し
た
名
所
・
史
跡
等
の
誘
導
看
板
の
設
置

活
用

-
業
種
間
の
連
携
・
新
商
品
の
開
発

-
観
光
宣
伝
の
充
実

観
光
・
農
業
な
ど
他
の
業
種
と
の
連
携
の
推
進
地
域
特

伝
統
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信

産
物
な
ど
新
し
い
商
品
の
開
発

首
都
圏
を
中
心
と
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施

.
観
光
団
体
・
観
光
関
連
団
体
と
の
連
携
強
化

-
融
資
制
度
の
有
効
利
用
の
促
進

O
工
業
の
振
興

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実

-
経
営
の
安
定
化

企
業
の
経
営
診
断
の
実
施
、
経
営
健
全
化
へ
の
支
援

農
産
物
直
売
所
な
ど
観
光
の
資
質
向
上

町
外
観
光
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
た
周
遊
ル

1
ト
の

融
資
制
度
の
有
効
利
用
の
促
進

検
討
や
情
報
収
集

政

商
工
会
組
織
の
充
実

地
域
産
業
の
連
携
体
制

村

-
企
業
誘
致
対
策

-
地
域
内
製
造
、
地
域
内
販
売
、
地
域
内
消
費
の
推
進

中
之
条
町
の
美
し
い
自
然
環
境
や
景
観
に
配
慮
し
た
地

-
各
業
種
が
連
携
し
た
地
域
内
流
通
体
制
の
整
備
推
進



政

【
県
事
業
】

行

O
自
然
景
観
の
保
全
と
活
用

-
自
然
に
配
慮
し
た
自
然
景
観
の
整
備
の
た
め
、
県
に
要

望
す
る
事
業
(
野
反
湖
周
辺
遊
歩
道
等
の
整
備
)

O
千
客
万
来
支
援
事
業
に
よ
る
支
援

-ハ

l
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
の
事
業
展
開
に
よ
り
、
観
光
客

が
長
時
間
滞
在
し
、
ま
た
訪
れ
た
い
と
思
え
る
よ
う
な

観
光
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
支
援
事
業

【
主
要
事
業
】

(
二
)
就
業
環
境
の
充
実

O
就
業
機
会
の
拡
充

-
地
元
産
業
の
支
援
、
地
元
就
業
の
促
進
、
新
規
事
業
者

の
招
致
の
促
進

人
と
文
化
を
は
、
ぐ
く
む
ま
ち
づ
く
り

(
一
)
学
校
教
育
の
振
興

【
主
要
事
業
】

O
幼
児
教
育
の
充
実

-
施
設
・
設
備
の
整
備
な
ど
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整

備
-
家
庭
・
地
域
と
幼
稚
園
の
連
携
を
強
化
し
た
教
育
体
制

の
充
実

O
小
・
中
学
校
教
育
の
充
実

-
教
育
内
容
の
充
実

基
礎
基
本
習
得
の
た
め
学
校
内
の
指
導
体
制
の
充
実
や

指
導
内
容
の
工
夫

-
家
庭
・
地
域
教
育
力
の
向
上

【
主
要
事
業
】

(
二
)
社
会
教
育
の
推
進

O
社
会
教
育
の
充
実

-
学
習
活
動
の
推
進

家
庭
・
地
域
社
会
と
密
接
に
連
携
し
た
教
育
力
の
向
上

-
教
育
体
制
の
充
実

補
充
・
発
展
的
な
学
習
の
強
化
、
学
ぶ
機
会
の
充
実
と

学
び
の
習
慣
化

教
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
の
充
実

長
期
的
視
点
に
立
っ
た
学
校
の
適
正
規
模
の
検
討

い
じ
め
、
不
登
校
、
非
行
防
止
の
た
め
の
相
談
体
制
の

充
実

-
小
規
模
校
対
策

-
教
育
環
境
の
整
備

施
設
、
設
備
、
教
材
な
ど
の
計
画
的
な
整
備
充
実

耐
震
基
準
に
適
合
し
た
校
舎
や
体
育
館
な
ど
の
整
備
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ふ
る
さ
と
の
自
然
を
活
用
し
た
環
境
学
習
・
体
験
学
習

の
実
施

-
通
学
対
策
の
充
実

学
校
内
と
通
学
の
安
全
確
保

ス
ク
ー
ル
パ
ス
な
ど
遠
距
離
通
学
対
策
の
実
施

高
齢
者
へ
の
学
習
機
会
や
情
報
提
供
の
充
実

ふ
る
さ
と
の
文
化
・
風
習
を
培
う
た
め
、
ま
た
、
町
民

の
多
様
な
学
習
ニ

l
ズ
に
応
え
る
た
め
、
公
民
館
事
業

な
ど
に
よ
る
各
種
学
級
・
講
座
の
充
実



農
林
業
と
の
連
携
も
含
め
た
自
然
体
験
を
通
し
た
環
境

学
習
の
実
施

-
社
会
教
育
関
係
団
体
の
育
成
支
援

-
青
少
年
の
健
全
育
成

各
行
政
区
の
青
少
年
育
成
推
進
員
研
修
会
等
の
実
施

県
内
外
の
情
報
や
対
策
の
収
集
に
よ
る
健
全
育
成
体
制

の
拡
充
強
化

。
社
会
教
育
環
境
の
充
実

-
学
習
セ
ン
タ
ー
の
充
実
、
図
書
館
の
充
実

【
主
要
事
業
】

(
三
)
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

O
ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
環
境
の
充
実

政村

-
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

競
技
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
多
様
な
ス

ポ
!
ツ
活
動
の
推
進

体
育
協
会
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
活
動
支
援
体
育
指

導
委
員
の
確
保
と
資
質
の
向
上
、
各
種
団
体
の
指
導
者

の
育
成

保
健
・
福
祉
分
野
と
連
携
し
た
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
推
進

-
施
設
・
設
備
の
充
実

学
校
体
育
施
設
の
町
民
へ
の
開
放

-
管
理
運
営
体
制
の
充
実

利
用
時
間
帯
の
柔
軟
化
な
ど
利
用
し
や
す
い
施
設
運
営

施
設
の
利
用
促
進
の
た
め
管
理
運
営
体
制
の
改
善

(
四
)
地
域
文
化
の
振
興

【
主
要
事
業
】

O
芸
術
・
文
化
活
動
の
振
興

・
芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
、
文
化
施
設
の
充
実

O
文
化
財
等
の
保
護
・
活
用

-
文
化
財
等
の
保
護

ふ
る
さ
と
の
文
化
財
絵
画
展
や
ふ
る
さ
と
講
座
の
継
続

実
施
、
広
報
活
動
や
学
習
機
会
の
充
実
、
指
定
文
化
財

や
歴
史
民
俗
資
料
館
収
蔵
資
料
の
防
災
対
策
や
修
理
な

ど
の
適
切
な
保
護

-
文
化
財
等
の
伝
承

郷
土
芸
能
や
伝
統
行
事
の
保
存
団
体
へ
の
活
動
支
援

学
校
教
育
や
生
涯
学
習
で
風
習
・
習
慣
を
含
め
た
文
化

に
対
す
る
学
習
を
深
め
、
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
の
酒
養

209 

-
文
化
財
等
の
活
用

風
習
、
習
慣
、
施
設
、
周
辺
景
観
の
一
体
的
な
景
観
形

成
の
整
備
・
保
全

観
光
ス
ポ
ッ
ト
も
含
め
た
地
区
別
文
化
財
マ
ッ
プ
の
作

成
及
び
説
明
板
・
案
内
板
の
設
置

-
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
た
保
存
と
活
用

県
内
初
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
で
あ
る
赤
岩
地

区
及
び
冨
沢
家
住
宅
、
栃
窪
風
穴
の
保
存
整
備
の
推
進

並
び
に
世
界
遺
産
登
録
を
視
野
に
入
れ
た
活
用
促
進

四

健
や
か
で
生
き
生
き
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

(
一
)
健
康
づ
く
り
の
推
進



政

【
主
要
事
業
】

行

O
健
康
づ
く
り
体
制
の
充
実

-
母
子
保
健
事
業

乳
幼
児
の
健
康
診
査
及
び
相
談
の
継
続
・
充
実

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
体
制

の
整
備

乳
幼
児
期
か
ら
学
齢
期
ま
で
一
貫
し
た
生
活
習
慣
病
の

予
防
教
育
の
推
進

適
切
な
予
防
接
種
実
施
の
た
め
の
医
療
機
関
と
の
連
携

-
健
康
増
進
事
業

健
康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
等
の
充
実

疾
病
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
及
び
適
切
な
保
健
指
導

生
活
習
慣
病
予
防
教
育
体
制
の
充
実
に
努
め
、
健
康
な

高
齢
期
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
健
康
づ
く
り
事

業
の
推
進

-
高
齢
期
保
険
事
業

自
立
し
た
高
齢
者
に
な
る
よ
う
健
康
づ
く
り
事
業
や
介

護
予
防
事
業
の
推
進

O
健
康
づ
く
り
環
境
の
整
備

-
健
康
づ
く
り
環
境
の
整
備
充
実

-
地
区
組
織
活
動
の
推
進

-
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

行
政
区
や
地
域
の
グ
ル
ー
プ
な
ど
を
対
象
に
し
た
健
康

相
談
の
実
施

地
域
ぐ
る
み
で
の
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

(
二
)
医
療
環
境
の
充
実

【
主
要
事
業
】

(
三
)
福
祉
の
充
実

【
主
要
事
業
】

O
医
療
給
付
制
度
の
充
実

-
医
療
機
関
の
重
複
受
診
や
多
受
診
者
な
ど
へ
適
切
な
受

診
を
推
進
す
る
た
め
の
訪
問
指
導
の
実
施

-
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
事
業
の
充
実

-
生
活
習
慣
病
の
予
防
事
業
の
実
施

O
医
療
体
制
の
充
実
・
確
保

-
生
み
育
て
る
環
境
づ
く
り

産
科
・
小
児
科
等
の
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

-
か
か
り
つ
け
医
師
・
歯
科
医
師
等
の
定
着

-
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の
強
化
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保
健
・
医
療
・
福
祉
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

予
防
か
ら
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
至
る
総
合

的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体
制
の
整
備

救
急
医
療
や
災
害
時
医
療
の
充
実
・
整
備

高
度
医
療
等
の
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

ょ
う
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け

O
地
域
福
祉
の
充
実

-
福
祉
意
識
の
高
揚

研
修
会
の
開
催
や
広
報
な
ど
に
よ
る
啓
発
活
動
の
推
進

学
校
教
育
や
社
会
教
育
の
場
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

活
用
し
た
福
祉
教
育
の
推
進



-
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能
の
充
実
強
化

民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
連
携
強
化

幅
広
い
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

-
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
l
化
な
ど
の
促
進

O
高
齢
者
福
祉
の
充
実

-
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
の
推
進

者
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支
援

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
充
実

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

在
宅
生
活
支
援
体
制
の
強
化

-
介
護
保
険
制
度
の
充
実

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
と
介
護
予
防
等
の
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
活
動
事
業
の
推
進

O
児
童
福
祉
の
充
実

-
保
育
所
の
充
実

延
長
保
育
、

一
時
保
育
、
特
定
保
育
な
ど
特
別
保
育
事

業
の
拡
充

子
ど
も
同
士
の
ふ
れ
あ
い
や
遊
び
場
の
提
供
、
子
育
て

政

に
関
す
る
相
談
な
ど
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

村

機
能
の
充
実

-
児
童
の
健
全
育
成

小
学
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
学
童
保
育
所
の
充
実

-
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
推
進

ゆ
び
き
り
な
ど
の
公
共
の
施
設
等
に
お
け
る
対
応

保
育
マ
マ
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
民

間
事
業
の
活
用

-
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援

福
祉
医
療
費
や
出
産
奨
励
手
当
金
給
付
事
業
を
は
じ

め
、
保
育
料
の
軽
減
措
置
な
ど
の
施
策
の
継
続

O
障
害
者
福
祉
の
充
実

-
自
立
と
社
会
参
加
の
促
進

ハロ
1
ワ
1
ク
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
に
よ
る
就
業

情
報
の
提
供
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授
産
施
設
な
ど
の
運
営
強
化
支
援

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

居
宅
支
援
事
業
者
や
社
会
福
祉
法
人
な
ど
と
協
力
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

障
害
者
の
自
立
支
援
の
た
め
の
施
策
の
推
進

-
生
活
環
境
の
整
備

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

の
充
実

五

自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

(
一
)
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

【
主
要
事
業
】

O
住
民
参
加
の
推
進

-
住
民
参
加
体
制
の
推
進



政

町
民
の
手
に
よ
る
多
彩
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

各
階
層
別
・
職
種
別
研
修
制
度
の
充
実

行

町
民
か
ら
の
意
見
・
提
案
な
ど
を
考
慮
し
た
町
民
と
行

適
切
な
人
事
運
営
と
計
画
的
な
定
員
管
理
の
実
施

政
が
一
体
と
な
っ
た
事
業
の
執
行

O
財
政
運
営
の
健
全
化

.
効
率
的
な
財
政
運
営

各
種
委
員
会
や
審
議
会
等
の
委
員
の
幅
広
い
分
野
か
ら

の
人
選
や
公
募
を
行
う
住
民
参
加
の
拡
充

積
極
的
な
事
務
事
業
の
見
直
し
・
合
理
化
に
よ
る
一
般

-
情
報
の
共
有
化
の
推
進

財
源
の
削
減

情
報
公
開
制
度
や
I
C
T
(情
報
通
信
技
術
)
を
活
用

投
資
的
効
果
を
考
慮
し
た
事
業
執
行

し
た
町
民
と
行
政
の
情
報
の
共
有
化

-
自
主
財
源
の
確
保

O
広
報
広
聴
活
動
の
充
実

課
税
客
体
の
的
確
な
把
握
と
適
正
な
課
税

-
広
報
活
動
の
充
実

適
正
な
受
益
者
負
担
制
度
の
確
立

常
に
読
者
の
立
場
を
考
慮
し
、
充
実
し
た
情
報
を
分
か

-
優
良
な
依
存
財
源
の
確
保

り
や
す
く
、
読
み
や
す
く
「
ふ
る
さ
と
」
を
感
じ
る
広

長
期
的
視
野
に
立
っ
た
地
方
債
の
発
行
と
優
良
資
金
の
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報
活
動
の
推
進

確
保

-
広
聴
活
動
の
充
実

民
間
の
活
力
や
資
金
を
導
入
し
た
効
果
的
な
事
業
展
開

広
聴
活
動
の
改
善
や
充
実
を
図
り
、
よ
り
公
平
、
公
正

の
推
進

な
意
見
等
を
聴
け
る
体
制
づ
く
り

(
二
)
行
財
政
改
革
の
推
進

【
主
要
事
業
】

O
行
政
運
営
の
効
率
化

-
行
政
機
構
の
改
善

課
の
統
廃
合
な
ど
機
構
改
革
に
よ
る
ス
リ
ム
な
組
織
体

制
の
整
備

町
民
か
ら
見
て
分
か
り
ゃ
す
い
「
ま
ち
づ
く
り
指
標
」

を
定
め
、
事
業
の
透
明
性
の
確
保

-
職
員
の
資
質
の
向
上



政村

。
閉
村
式

場
所

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
五
日

期
日

六
合
村
総
合
体
育
館

村
政
功
労
受
賞
者
名
簿

式
次
第

開
式
の
こ
と
ば

2 

国
歌
斉
唱

3 

式
辞

4 

議
長
あ
い
さ
つ

5 

表
彰

本
多
秀
里

湯
本
喜
太
郎

富
沢
久
幸

山
本
由
平

本
多
秀
次

中
村
義
司

富
沢
久
好

山
口
園
次

星
野
次
雄

6 

来
賓
あ
い
さ
つ

7 

村
旗
降
納

8 

閉
式
の
こ
と
ば

河
村
長

元
議
長

元
議
長

苅
議
長

元
議
長

苅
議
長

元
議
長

元
議
長

元
議
長

記
念
事
業

創
作
オ
ペ
ラ

閉村式(村旗降納)

「
み
づ
ち
」

丹
治
富
美
子

村
民
体
育
館
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記念事業(創作オペラ「みづちJ丹治富美子先生講演)



政行

歴
代
三
役

一ーー_.ーーー_..

六
合
村
長

篠
原

秀
雄
(
し
の
は
ら
・
ひ
で
お
)
昭
和
三
年
十
月
七
日
生

六
合
村
大
字
赤
岩
九
五
九
の

第
二
十
七
代
・
第
二
十
九
代

任
期

自

昭
和
四
十
四
年
四
月
三
十
日

至

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
十
九
日

自

昭
和
五
十
二
年
四
月
三
十
日

至

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
九
日

赤
岩
字
広
池
に
生
ま
れ
、
学
校
卒
業
後
、

一
時
六
合
村
農
業
会
に
勤
め
た
が
家
庭

の
都
合
で
や
め
、
家
業
の
農
林
業
に
従
事
す
る
こ
と
十
年
、
昭
和
三
十
一
年
十
二
月

六
合
林
産
興
業
を
設
立
し
て
木
材
業
を
開
始
し
た
。

戦
後
農
地
法
が
改
正
さ
れ
、
農
業
委
員
会
が
発
足
す
る
と
推
さ
れ
て
農
業
委
員
に

当
選
、
若
冠
二
十
五
歳
で
農
政
に
参
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
三
年
の
任
期
が
充
ち

て
退
任
し
た
が
、
こ
の
時
の
手
腕
が
認
め
ら
れ
て
、
昭
和
四
十
年
五
月
に
は
六
合
村

森
林
組
合
の
理
事
に
迎
え
ら
れ
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
に
は
六
合
村
商
工
会
長
に
選

任
さ
れ
て
い
る
。

村
長
に
就
任
し
た
の
は
昭
和
四
十
四
年
四
月
で
、
昭
和
生
ま
れ
の
新
進
気
鋭
の
若

い
村
長
が
誕
生
し
た
。
県
内
屈
指
の
名
村
長
と
し
て
五
た
び
村
長
の
座
に
つ
い
た
福

嶋
前
村
長
の
後
任
と
し
て
、
こ
の
若
い
村
長
に
寄
せ
る
村
民
の
期
待
は
大
き
か
っ
た
。

一
期
目
の
功
績
は
眼
を
見
張
る
も
の
が
あ
っ
た
、
ま
ず
、
南
大
橋
の
架
橋
が
あ
る
。

村
の
中
央
を
流
れ
る
白
砂
川
の
渓
谷
は
、
す
ば
ら
し
い
渓
谷
美
を
作
る
が
一
面
、
両

岸
の
交
通
を
困
難
に
し
、
そ
の
た
め
や
や
も
す
る
と
人
心
の
融
和
を
欠
き
や
す
い
。

こ
の
不
便
と
欠
点
を
除
く
た
め
に
架
け
ら
れ
た
の
が
南
大
橋
で
あ
る
。

次
に
入
山
小
中
学
校
の
プ

1
ル
新
設
や
、
林
道
小
雨
草
津
線
の
改
修
、
暮
坂
及
田

代
原
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
、
野
反
湖
ロ
ッ
ジ
新
築
、
総
合
運
動
場
用
地
取
得
、
各
部
落

間
車
道
新
設
、
公
民
館
入
山
分
館
新
築
、
日
影
幼
稚
園
新
築
、
青
年
・
婦
人
会
集
会

場
及
び
部
落
公
民
館
を
建
設
し
た
。
六
合
村
誌
の
発
刊
に
つ
い
て
も
熱
望
し
昭
和
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四
十
八
年
に
発
刊
と
な
っ
た
。

一
期
目
最
終
年
で
は
、
総
合
運
動
場
整
備
と
総
合
庁

舎
建
設
に
つ
い
て
企
画
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
二
期
目
を
目
指
し
出
馬
す
る
が
、
激
戦
の
末
落
選
す
る
も
再

度
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
の
選
挙
に
出
馬
し
見
事
返
咲
き
を
達
成
し
二
期
目
の
篠
原

村
政
が
始
ま
っ
た
。

二
期
目
の
功
績
は
、

一
期
で
の
経
験
を
活
か
し
精
力
的
に
新
し
い
村
づ
く
り
に
取

り
組
ん
だ
。
ま
ず
、
入
山
小
学
校
特
別
教
室
新
築
、
六
合
小
学
校
体
育
館
新
築
、
山

村
広
場
整
備
、
国
鉄
六
合
山
荘
開
業
、
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
活
用
し
た
六
合
山
荘
セ
ン

タ
1
整
備
、
村
民
体
育
館
建
設
、
六
合
村
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

二
期
八
年
間
、
村
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
。



山
口

助
(
や
ま
ぐ
ち
・
た
す
吋
)
大
正
三
年
十
月
二
十
四
日
生

六
合
村
大
字
入
山
甲
一
五
一
一

第
二
十
八
代
・
第
三
十
代
1
第
三
十
二
代

任
期

自

昭
和
四
十
八
年
四
月
三
十
日

至

昭
和
五
十
二
年
四
月
二
十
九
日

自

昭
和
五
十
六
年
四
月
三
十
日

至

昭
和
六
十
年
四
月
二
十
九
日

自

昭
和
六
十
年
四
月
三
十
日

至

平
成

元
年
四
月
二
十
九
日

自

平
成

元
年
四
月
三
十
日

至

平
成

五
年
四
月
二
十
九
日

大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
十
月
二
十
四
日
、
六
合
村
入
山
の
篤
農
家
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
る
。

六
合
実
業
補
習
学
校
を
卒
業
後
、
青
年
団
に
入
団
。
昭
和
十
三
年
、
六
合
青
年
団

長
に
就
任
し
、
戦
時
下
の
青
少
年
の
健
全
育
成
に
情
熱
を
傾
け
た
。

昭
和
十
四
年
に
吾
妻
連
合
会
長
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
同
十
四
年
十
一
月
、
招
集

に
よ
り
近
衛
鞘
重
兵
連
勝
に
入
隊
し
、
翌
十
五
年
四
月
に
勲
八
等
白
色
桐
葉
章
を
受

け
、
太
平
洋
戦
争
中
の
十
九
年
六
月
、
勲
七
等
瑞
宝
章
を
受
賞
し
た
。

終
戦
後
、
復
員
し
て
家
業
の
農
業
に
従
事
す
る
傍
ら
、
民
生
委
員
、
入
山
農
協
組

歴代三役

合
長
理
事
を
務
め
た
。

昭
和
二
十
六
年
に
村
議
に
当
選
以
来
、
四
期
一
六
年
間
「
住
民
本
位
の
政
治
」
を

信
条
に
明
る
い
郷
土
づ
く
り
に
貢
献
、
同
三
十
年
五
月
か
ら
四
年
間
は
議
長
と
し
て

円
滑
な
議
会
運
営
に
尽
力
し
た
。

昭
和
四
十
八
年
四
月
、
村
長
と
し
て
当
選
、

一
期
を
務
め
退
任
し
、
同
五
十
六
年

四
月
に
再
び
村
長
選
に
出
馬
し
て
当
選
。
以
後
平
成
五
年
四
月
ま
で
、
時
代
の
流
れ

が
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
す
る
と
き
、
明
日
の
新
し
い
村
づ
く
り
に
精
力
的
に
活
動
を

続
け
、
新
し
い
時
代
感
覚
の
業
績
を
残
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
昭
和
二
十
九
年
に
農
業
委
員
に
就
任
。
六
年
間
会
長
を
務
め
、
ま
と

め
役
と
し
て
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
森
林
組
合
で
は
、
理
事
、
監
事
と
な
り
、
組
合
長
も
務
め
た
。

な
お
、
品
木
ダ
ム
の
建
設
に
関
し
て
は
、
国
家
的
公
共
事
業
と
は
い
え
、
地
区
の

苦
裏
多
大
の
折
、
大
局
的
な
見
地
に
立
っ
て
善
導
し
た
。

こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
、
昭
和
三
十
四
年
六
月
に
郡
町
村
議
会
議
長
会
感
謝
状
、

昭
和
三
十
六
年
二
月
に
県
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
、
四
十
二
年
三
月
に
全
国
町
村

215 

会
長
表
彰
、
六
十
年
二
月
に
県
町
村
会
長
表
彰
、
六
十
一
年
一
月
に
全
国
町
村
会
長

表
彰
、
六
十
二
年
十
月
に
県
知
事
表
彰
を
受
け
た
。

ま
た
、
平
成
六
年
二
月
に
は
、
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
た
。
そ
れ
に
、
県
特
別

功
労
賞
、
村
特
別
功
労
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。



政

事
秀
里
(
ほ
ん
だ
・
ひ
で
さ
と
)
大
正
十
四
年
十
二
月
二
十
五
日
生

行

六
合
村
大
字
入
山
三
八
四

第
三
十
三
代
1
第
三
十
四
代

任
期
自
平
成
五
年
四
月
三
十
日

平
成
九
年
四
月
二
十
九
日

平
成
九
年
四
月
三
十
日

平
成
十
三
年
四
月
二
十
九
日

至自至

大
正
十
四
年
(
一
九
二
五
)
十
二
月
二
十
五
日
、
入
山
で
父
春
長
、
母
み
な
の
長

男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

小
中
学
校
を
六
合
村
で
過
ご
し
、
向
学
心
に
燃
え
東
京
に
出
て
、
明
治
大
学
政
治

経
済
学
部
で
学
ぶ
。
昭
和
二
十
年
六
月
東
部
三
十
八
部
隊
に
入
隊
。
昭
和
二
十
年
九

月
、
終
戦
に
よ
り
除
隊
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
東
京
荷
役
管
理
(
株
)
に
三
八
年
長
き
に
わ
た
り
勤
務
し
、
会
社
の
企

画
、
管
理
、
運
営
に
あ
た
り
、
そ
の
中
心
と
な
り
、
会
社
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
。

ま
た
退
職
後
は
、
会
社
運
営
の
実
績
を
生
か
し
て
、
六
合
村
農
業
協
同
組
合
理
事

に
就
任
し
た
の
を
は
じ
め
、
村
議
会
議
員
に
当
選
。
そ
の
後
、
平
成
五
年
四
月
に
は
、

六
合
村
長
に
就
任
し
て
二
期
八
年
間
、
村
の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
た
。

そ
の
問
、
利
根
川
砂
防
工
事
期
成
同
盟
会
長
を
二
期
務
め
、
会
の
ま
と
め
と
砂
防

の
た
め
の
施
策
に
つ
い
て
大
き
く
寄
与
し
た
。

現
在
は
、
公
職
か
ら
離
れ
た
が
、
生
来
の
奉
仕
精
神
か
ら
、
地
区
の
役
や
村
の
役

を
積
極
的
に
受
け
、
郷
土
の
発
展
に
心
を
注
い
で
い
る
。

ま
た
、
晴
耕
雨
読
に
徹
し
寸
暇
を
惜
し
ん
で
山
や
畑
を
友
と
し
、
読
書
も
欠
か
す

こ
と
が
な
い
。

平
成
十
年
に
県
知
事
か
ら
、
地
方
自
治
の
確
率
と
住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
た
。

そ
し
て
、
群
馬
県
総
合
表
彰
を
受
け
る
。
平
成
十
三
年
に
吾
妻
郡
町
村
会
か
ら
、
地

方
自
治
の
振
興
の
功
績
に
よ
り
、
感
謝
状
を
受
け
る
。
平
成
十
四
年
に
群
馬
県
知
事

か
ら
、
地
域
発
展
と
住
民
の
福
祉
に
貢
献
し
た
こ
と
に
よ
り
感
謝
状
を
受
け
る
。
ま

た
、
同
年
に
六
合
村
長
か
ら
、
地
方
自
治
の
確
率
と
住
民
福
祉
の
功
績
に
よ
り
、
六

合
村
二
号
功
労
賞
を
受
け
た
。
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山
本

三
男
(
や
ま
も
と
・
み
つ
お
)第

三
十
五
代

1
三
十
七
代

任
期
自
平
成
十
三
年
四
月
三
十
日

至

平
成
十
七
年
四
月
二
十
九
日

平
成
十
七
年
四
月
三
十
日

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日

自至自

平
成
二
十
一
年
四
月
三
十
日

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

至

昭
和
二
十
二
年
(
一
九
四
七
)
十
月
九
日
、
六
合
村
入
山
に
生
ま
れ
る
。

村
立
入
山
中
学
校
に
学
び
、
昭
和
四
十
一
年
に
群
馬
県
立
吾
妻
高
等
学
校
(
長
野

原
分
校
)
を
卒
業
し
た
。
都
会
に
職
を
求
め
て
、
国
土
計
画
側
、
日
本
国
有
鉄
道
に

勤
務
す
る
が
、
愛
郷
心
が
強
く
故
郷
に
帰
っ
た
。

建
築
業
に
従
事
し
て
、
商
工
会
役
員
と
し
て
地
域
活
性
化
の
た
め
活
動
し
た
。
ま

た
商
工
会
が
進
め
て
い
た
一
村
一
品
運
動
で
は
、
地
場
産
業
の
創
出
に
協
力
し
、
花

U
ね
ん

U
ょ

イ
ン
ゲ
ン
の
缶
詰
、
自
然
生
山
い
も
粉
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
特
産
品
開
発
な
ど
、

地
域
お
こ
し
に
成
果
を
あ
げ
た
。

平
成
三
年
か
ら
平
成
十
三
年
ま
で
村
議
会
議
員
を
三
期
一

0
年
間
務
め
、
そ
の
間

に
村
監
査
委
員
、
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、
総
務
文
教
常
任
委
員
長
を
歴
任
し
た
。

平
成
十
三
年
四
月
、
村
長
に
就
任
以
来
、
行
財
政
の
改
革
、
観
光
産
業
の
振
興
、

歴代三役

少
子
化
の
進
行
す
る
教
育
問
題
に
も
取
組
ん
だ
。

教
育
振
興
で
は
、
村
内
の
幼
児
教
育
三
年
保
育
を
目
指
し
て
統
合
を
検
討
、
要
望

の
多
か
っ
た
保
育
所
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
幼
児
教
育
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
計

る
た
め
、
国
の
構
造
改
革
特
区
第
一
弾
の
認
定
を
受
け
て
、
幼
保
一
体
化
施
設
「
六

合
こ
ど
も
園
」
を
建
設
、
平
成
十
六
年
四
月
に
開
園
し
た
。

園
地
方
共
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
村
の
将
来
を
考
え
町
村
合
併
を
決
断
し
あ
ら
ゆ

る
選
択
肢
を
検
討
し
た
結
果
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
中
之
条
町
と
合
併
し
た
。
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氏

名

一

就

任

年

月

日

山
口
宮
治
郎
一
昭
和
四
十
八
・
十
・
一

湯
本
省
三
一
昭
和
五
十
二
・
十
・
一

富
沢
虎
四
郎
一
昭
和
五
十
八
・
八
・
一

同

人

一

昭

和

六

十

二

・

八

・

一

同

人

一

平

成

コ

了

八

・

一

篠

原

正

忠

一

平

成

五

・

五

・

十

八

富

沢

二

一

一

平

成

九

・

五

・

十

八

昭
和
五
十
二
・

昭
和
五
十
六
・

昭
和
六
十
二
・

平

成

三

・

平

成

五

・

平

成

九

・

平
成
十
三
・

退
任
年

千子 TTET空[日
十十十十十干干
七 七 九 一 一

万満
期

かかか満|備
期|考

行 政

歴
代
村
長

一
氏

幻
代
一
篠
原

お
代
一
山
口

初
代
一
篠
原

初
代
一
山
口

訂
代
一
同
人

花
代
一
同
人

お
代
一
本
多

純
代
一
同
人

お
代
一
山
本

初
代
一
同
人

幻
代
一
同
人

男
秀
里

助秀助秀!名
雄雄

就
任
年
月
日

昭
和
四
十
四
・
四
・
三
十

昭
和
四
十
八
・
四
二
二
十

昭
和
五
十
二
・
四
・
三
十

昭
和
五
十
六
・
四
・
コ
一
十

昭
和
六
十
・
四
二
二
十

平
成
元
・
四
・
コ
一
十

平

成

五

・

四

・

三

十

平

成

九

・

四

・

三

十

平
成
十
三
・
四
二
一
一
十

平
成
十
七
・
四
・
三
十

平
成
二
十
一
・
四
・
三
十

退
任
年
月
日

昭
和
四
十
八
・

昭
和
五
十
二
・

昭
和
五
十
六
・

昭
和
六
十

昭

和

元

・

昭

和

五

・

昭

和

九

・

昭
和
十
三
・

昭
和
十
七
・

昭
和
二
十
一

昭
和
二
十
二
・

四
二
一
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
・
二
十
九

四
三
十
九

三
三
十
七

収
入
役

助
役

茂同中同安山同山|氏
木人沢人原本人田

真富 義栗警|名
治岡田

昭
和
四
十
六
・

昭
和
五
十
・

昭
和
五
十
五
・

昭
和
六
十

平

成

一

干

平

成

五

・

平

成

九

・

平
成
士
ニ
・

就
任
年
月
日

九

・

一

九

・

一

四

・

一

一
・
十

一
・
十

五
・
十
八

五
・
十
八

五
・
十
八

退
任
年
月
日

昭
和
五
十
・

昭
和
五
十
四
・

昭
和
五
十
九
・

平

成

元

・

平

成

五

・

平

成

九

・

平
成
士
ニ
・

平
成
十
七
・

八
・
一
二
十
一

一
二
・
コ
干
一

一
二
・
コ
干
一

了

九

一

・

九

五
・
十
七

五
・
十
七

五
・
十
七

か満|備
期|考
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四

議

A 
~ 

歴
代
村
議
会
議
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行政

一般会計・歳入総額(昭和48年度以降) 単位:千円

昭和 56年度 昭和 54年度 昭和 52年度 昭和 50年度 昭和 48年度 科¥目---------------年~度

105，997 87，370 75，650 78，416 48，478 l地方税

17，685 16，143 10，769 5，262 2，073 2地方贈与税

3利子割交付金

4配当割交付金

5株式等譲渡所得割交付金

6地方消費税交付金

7特別地方消費税交付金

13，338 13，026 9，416 7，277 3，468 8自動車取得税交付金

9地方特別交付金

603，714 506，966 383，473 268，216 203，328 1 0地方交付税

1 1交通安全対策特別交付金

1，905 1，163 910 1，356 1，164 1 2分担金及び負担金

12，030 8，513 8，668 7，478 7，115 1 3使用料

947 559 578 301 309 1 4手数料

167，247 106，134 59，498 53，093 24，850 1 5国庫支出金

87，846 70，818 72，374 49，501 29，685 1 6県支出金

12，303 8，154 8，499 3，783 31，889 1 7財産収入

3，500 10，620 2，061 17，725 1，000 1 8寄附金

20，000 4，000 22，400 13，000 1 9繰入金

45，388 86，116 40，069 14，622 52，624 20繰越金

11，244 18，372 5，409 6，038 6，705 2 1諸収入

191，100 223，800 129，900 134，200 76，400 2 2地方債

1，294，244 1，161，754 829，674 660，268 489，088 歳入合計

224 



財政

単位:千円

平成 3年度 平成 I年度 昭和 62年度 昭和 60年度 昭和 58年度 ---------科¥日 ¥ 年度---------------

269，897 275，408 219，884 222，225 124，685 l地方税

30，370 26，122 16，121 15，712 12，257 2地方贈与税

7，036 2，810 3利子割交付金

4配当割交付金

5株式等譲渡所得割交付金

6地方消費税交付金

7特別地方消費税交付金

27，404 23，624 16，054 14，764 9，877 8自動車取得税交付金

9地方特別交付金

1，129，556 986，551 738，252 661，815 648，019 1 0地方交付税

954 639 728 1 1交通安全対策特別交付金

151 47 1，183 446 1，075 1 2分担金及び負担金

93，449 78，905 25，709 14，984 10，278 1 3使用料

1，040 1，063 955 1，045 965 1 4手数料

142，152 137，257 87，835 136，638 269，067 1 5国庫支出金

102，408 92，193 86，153 121，609 176，078 1 6県支出金

53，213 14，472 13，473 10，699 11，815 1 7財産収入

150 260 1，000 9，516 8，250 1 8寄附金

1，900 104 800 30，700 30，027 1 9繰入金

62，651 57，400 50，303 60，393 109，175 20繰越金

58，938 36，709 24，641 27，045 17，656 2 1諸収入

261，500 136，600 160，900 175，800 194，100 2 2地方債

2，242，769 1，870，164 1，443，991 1503391 1，623，324 歳入合計
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行 政

単位:千円

平成 13年度 平成 11年度 平成 9年度 平成 7年度 平成 5年度 ¥科¥目 ------------年度-------------

273，293 286，258 317，214 284，794 279，285 l地方税

35，648 31，649 33，154 38，588 34，698 2地方贈与税

7，798 2，193 2，890 4，565 5，373 3利子割交付金

4配当割交付金

5株式等譲渡所得割交付金

15，508 16，428 3，912 6地方消費税交付金

7特別地方消費税交付金

23，177 19，736 26，213 28，628 23，865 8自動車取得税交付金

4，883 4，774 9地方特別交付金

1，342，977 1，414，625 1，393，851 1，317，577 1，266，795 1 0地方交付税

770 804 849 851 854 1 1交通安全対策特別交付金

105，593 10，188 4，516 3，578 2，647 1 2分担金及び負担金

26，042 22，772 16，795 13，635 56，941 1 3使用料

1，127 939 1，215 1，347 889 1 4手数料

198，450 141，558 143，557 215，330 181，267 1 5国庫支出金

132，445 473，072 228，258 158，469 221，696 1 6県支出金

6，213 11，958 17，661 35，227 53，233 1 7財産収入

1，075 5，000 5，000 1 8寄附金

203，500 253，156 109，000 117，916 1 9繰入金

109，274 113，467 65，853 93，512 305，007 20繰越金

43，270 33，079 44，381 54，957 61，082 2 1諸収入

240，600 561，600 269，942 351，500 626，308 22地方債

2，567，068 3，349，675 2823417 2，716，558 3，242，856 歳入合計
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財政

単位:千円

平成 21年度 平成 19年度 平成 17年度 平成 15年度 lF寸とJ
218，185 240，200 234，527 240，698 I地方税

23，367 37，703 46，131 36，910 2地方贈与税

426 695 739 1，485 3利子割交付金

123 662 356 4配当割交付金

294 442 5株式等譲渡所得割交付金

14，329 15，598 16，276 15，646 6地方消費税交付金

7特別地方消費税交付金

6，652 19，823 21，317 20，991 8自動車取得税交付金

4，414 1，036 3，684 4，202 9地方特別交付金

1，129，474 1，003，551 1，031，132 1，134，307 1 0地方交付税

415 864 883 782 1 1交通安全対策特別交付金

5，997 4，517 11，017 7，308 1 2分担金及び負担金

20，988 74，000 27，517 28，670 1 3使用料

1，016 954 1，045 1，154 1 4手数料

71，717 30，858 20，458 185，847 1 5国庫支出金

38，320 152，364 262，951 155，134 1 6県支出金

17，334 3，949 4，814 4，826 1 7財産収入

1，389 150 140，000 1 8寄附金

116，486 76，536 93，427 120，000 1 9繰入金

72，718 62，804 52，539 71，622 20繰越金

59，766 69，888 50，955 54，818 2 1諸収入

170，857 139，965 185，800 298，800 22地方債

1，973，973 1，936，411 2，206，010 2，383，200 歳入合計
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行政

一般会計・歳出総額(昭和48年度以降) 単位:千円

昭和 56年度 昭和 54年度 昭和 52年度 昭和50年度 昭和48年度 IFゴ?¥
27，817 22，464 20，307 16，394 7，278 l議会費

234，241 123，037 141，407 116，457 137，215 2総務費

211，870 105，814 125，087 100，932 130，266 (1)総務管理費

12，944 9，878 11，070 10，735 4，303 (2)徴税費

4，320 3，619 3，090 2，537 1，774 (3)戸籍住民費

894 2，496 1，769 1，459 306 (4)選挙費

3，957 973 272 709 467 ( 5)統計調査費

256 257 119 85 99 ( 6 )監査委員費

46，819 39，276 39，141 31，891 19，975 3民生費

21，385 18，457 19，695 14，378 7，503 (1)社会福祉費

16，347 13，310 11，143 8，942 6，494 (2 )老人福祉費

9，078 7，504 8，295 8，565 5，978 ( 3)児童福祉費

9 5 8 6 (4)災害救助費

56，601 52，954 38，443 31，590 20，364 4衛生費

46，652 46，125 31，282 24，144 15，930 (1)保健衛生費

691 469 352 287 230 (2 )結核対策費

9，258 6，360 6，809 7，159 4，204 (3)清掃費

134，893 128，909 107，080 71，475 45，356 5農林水産業費

21，328 21，589 16，145 37，074 10，193 (1)農業費

5，120 10，260 2，335 521 2，953 (2 )畜産業費

37，384 33，056 10，703 116 9，057 (3 )農地費

62，090 63，974 77，887 33，754 22，509 (4)林業費

8，971 30 10 10 644 ( 5)水産業費

69，015 103，035 10，309 35，053 6，405 6商工費

289，611 195，537 132，408 160，845 84，273 7土木費

23，166 36，336 14，283 31，600 18，989 (1)土木管理費

240，218 132，991 117，484 128，754 64，868 (2 )道路橋梁費

257 407 641 491 416 ( 3)河川費

25，970 25，803 (4)住宅費

32，255 33，668 29，335 23，583 13，297 8消防費

163，710 290，692 201，634 111，832 121，826 9教育費

41，597 24，437 22，083 16，712 9，663 (1)教育総務費

27，815 26，770 94，433 17，950 14，273 (2 )小学校費

35，870 27，784 27，808 46，417 29，700 (3 )中学校費

14，609 12，972 11，902 8，093 17，531 (4)幼稚園費

9，435 5，473 5，851 5，014 9，132 ( 5)社会教育費

20，854 179，642 16，128 9，162 35，114 ( 6 )体育施設費等

13，530 13，614 23，429 8，484 6，413 ( 7)学校給食費

23，977 1，160 1，630 1 0災害復旧費

1，545 1，630 (1)農林水産施設

22，432 1，160 ( 2)公共土木施設

( 3)その他

147，263 128，135 68，128 40，158 18，761 1 1公債費

1，226，202 1，117，707 788，192 640，438 476，380 歳入合計

228 



財政

単位:千円

平成 3年度 平成 l年度 昭和 62年度 昭和 60年度 昭和 58年度 l「ゴ?¥
41，930 37，031 33，474 30，943 26，960 l議会費

538，145 445，547 220，688 222，923 163，463 2総務費

509，825 412，319 193，968 197，881 136，453 ( 1 )総務管理費

22，752 23，535 18，859 14，403 12，735 ( 2 )徴税費

827 2，919 3，214 5，979 4，691 ( 3 )戸籍住民費

3，740 4，394 1，589 899 3，963 (4)選挙費

480 1，927 2，749 3，464 5，414 ( 5 )統計調査費

521 453 309 297 207 ( 6 )監査委員費

65，920 51，998 48，777 48，778 58，012 3民生費

32，706 29，508 24，794 25，161 26，206 ( 1 )社会福祉費

23，465 12，840 12，920 12，997 23，078 ( 2)老人福祉費

9，745 9，646 11，059 10，400 8，728 ( 3 )児童福祉費

4 4 4 220 (4 )災害救助費

306，420 158，368 83，139 101，729 55，118 4衛生費

264，540 136，313 68，125 88，380 44，689 ( 1 )保健衛生費

427 460 446 398 458 ( 2 )結核対策費

41，453 21，595 14，568 12，951 9，971 ( 3 )清掃費

205，964 146，464 128，332 197，516 280，772 5農林水産業費

83，774 35，085 24，252 87，371 148，615 (1)農業費

4，497 6，027 4，899 7，308 4，352 ( 2 )畜産業費

36，850 33，950 48，948 30，371 47，993 ( 3 )農地費

80，812 71，372 50，203 72，436 79，781 (4 )林業費

31 30 30 30 31 ( 5 )水産業費

44，527 59，180 82，215 22，399 23，731 6商工費

275，027 284，028 298，944 215，734 199，384 7土木費

40，988 27，715 43，578 28，237 18，347 (1)土木管理費

229，156 251，103 251，114 184，039 179，704 (2 )道路橋梁費

1，502 3，961 3，406 2，936 169 ( 3 )河川費

3，381 1，249 846 522 1，164 (4 )住宅費

49，686 45，263 38，975 32，583 28，574 8消防費

271，551 211，262 189，849 298，341 284，409 9教育費

45，870 38，005 35，809 32，541 27，151 ( 1 )教育総務費

28，179 33，904 29，294 163，316 49，799 ( 2)小学校費

52，187 46，518 35，702 28，457 131，759 ( 3 )中学校費

31，650 22，927 20，092 17，017 16，705 (4 )幼稚園費

21，787 16，685 21，243 13，114 13，861 ( 5 )社会教育費

54，621 19，685 16，216 12，026 31，065 ( 6 )体育施設費等

37，257 33，538 31，493 31，870 14，069 ( 7)学校給食費

59，626 68，859 6，796 8，380 234，942 1 0災害復旧費

10，635 5，104 ( 1 )農林水産施設

59，626 58，224 1，692 8，380 234，278 ( 2)公共土木施設

664 ( 3 )その他

280，975 261，221 253，544 240，912 196，004 1 1公債費

2，139，771 1，769，221 1，384，733 1，420，238 1，551，369 歳入合計

229 



行政

単位:千円

平成 13年度 平成 11年度 平成 9年度 平成 7年度 平成 5年度 lFゴピ
48，047 47，326 47，985 47，062 44，288 l議会費

334，770 305，604 354，787 431，689 471，513 2総務費

289，327 265，642 321，732 393，272 441，769 (1)総務管理費

28，829 30，519 28，227 29，791 23，604 (2)徴税費

11，319 4，037 1，841 806 886 (3)戸籍住民費

4，512 3，867 2，146 5，829 4，157 (4)選挙費

423 1，136 348 1，469 631 ( 5 )統計調査費

360 403 493 522 466 (6 )監査委員費

157，396 203，553 330，140 117，617 142，712 3民生費

48，278 67，916 96，503 55，131 90，020 (1)社会福祉費

86，466 106，295 224，607 53，693 41，146 (2)老人福祉費

22，365 29，338 9，030 8，789 11，542 (3)児童福祉費

287 4 4 4 (4)災害救助費

198，802 232，112 180，929 283，870 850，548 4衛生費

143，702 170，618 120，309 226，672 803，499 (1)保健衛生費

439 443 443 490 (2)結核対策費

54，661 61，051 60，620 56，755 46，559 (3 )清掃費

355，954 894，483 411，539 409，594 352，026 5農林水産業費

56，441 398，635 88，930 142，901 80，431 (1)農業費

113，688 8，910 3，766 12，454 5，756 (2)畜産業費

113，682 309，416 95，687 197，064 98，384 (3)農地費

72，113 177，492 223，126 57，145 167，425 (4)林業費

30 30 30 30 30 ( 5)水産業費

61，539 179，006 102，848 146，205 191，316 6商工費

309，096 439，838 483，515 420，480 477，679 7土木費

30，426 29，498 20，764 62，176 36，019 (1)土木管理費

273，797 341，974 434，645 334，839 350，654 ( 2)道路橋梁費

2，097 1，962 2，435 1，786 3，233 ( 3 )河川費

2，776 66，404 25，671 21，679 87，773 (4)住宅費

65，367 66，677 56，993 84，447 58，336 8消防費

282，623 402，170 279，839 244，608 237，628 9教育費

61，926 49，191 46，751 42，769 42，460 (1)教育総務費

44，502 38，656 34，034 47，203 37，287 ( 2)小学校費

61，345 59，888 55，473 45，718 50，773 ( 3)中学校費

37，271 37，030 38，515 36，081 30，552 (4)幼稚園費

22，163 25，892 33，745 24，519 19，588 ( 5 )社会教育費

20，322 153，186 34，563 14，060 20，807 (6 )体育施設費等

35，094 38，327 36，758 34，258 36，161 (7 )学校給食費

167，535 41，941 39，460 78，685 1 0災害復旧費

1，437 (1)農林水産施設

165，721 19，422 39，460 78，685 (2)公共土木施設

377 22，519 (3)その他

412，927 407，816 385，102 321，989 293，736 1 1公債費

2，394，056 3，220，526 2，673，137 2，586，246 3，119，782 歳入合計

230 



財政

単位:千円

平成 21年度 平成 19年度 平成 17年度 平成 15年度 二「ゴ?¥
36，992 34，990 37，885 40，655 I議会費

343，920 219，731 232，742 292，788 2総務費

310，870 180，107 198，220 257，550 (1)総務管理費

25，340 29，099 22，985 21，646 (2)徴税費

4，111 3，271 6，555 6，538 (3)戸籍住民費

2，931 6，684 2，941 6，379 (4)選挙費

665 282 1，708 319 ( 5)統計調査費

3 288 333 356 (6)監査委員費

150，238 204，542 198，530 276，005 3民生費

104，860 62，437 73，496 52，163 (1)社会福祉費

33，527 106，292 84，919 73，076 (2)老人福祉費

11，851 35，813 40，061 150，662 ( 3)児童福祉費

54 104 (4)災害救助費

225，362 189，056 201，113 195，927 4衛生費

182，954 145，245 143，303 140，087 (1)保健衛生費

317 352 776 395 (2)結核対策費

42，091 43，459 57，034 55，445 ( 3)清掃費

217，739 320，594 592，011 192，704 5農林水産業費

96，113 98，390 364，648 51，169 (1)農業費

37，134 37，117 40，174 37，799 (2)畜産業費

65，888 161，688 148，262 44，773 (3 )農地費

18，594 23，389 38，899 58，933 (4)林業費

10 10 28 30 ( 5)水産業費

135，225 59，461 84，637 107，068 6商工費

138，122 125，887 99，146 288，437 7土木費

12，359 17，082 18，273 16，486 (1)土木管理費

122，152 100，304 76，823 268，571 (2)道路橋梁費

307 258 405 533 ( 3)河川費

3，304 8，243 3，645 2，847 (4)住宅費

51，159 71，292 55，846 63，360 8消防費

275，202 247，700 228，830 350，222 9教育費

47，671 48，123 56，518 52，103 (1)教育総務費

39，743 57，618 27，215 33，131 (2 )小学校費

32，900 41，963 42，338 42，076 ( 3)中学校費

40，943 20，200 30，916 149，865 (4)幼稚園費

42，300 29，013 23，313 22，563 (5 )社会教育費

40，139 13，735 14，375 16，880 ( 6)体育施設費等

31，506 37，048 34，155 33，604 ( 7)学校給食費

1 0災害復旧費

(1)農林水産施設

(2)公共土木施設

(3)その他

303，831 353，312 383，425 455，896 1 1公債費

1，877，791 1，826，565 2，114，165 2，263，062 歳入合計

231 



政行

。
(
趣
旨
)

第
一
条

第
二
条

2 2 

_L. 

P、

消
防
団

六
合
村
消
防
団
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例昭

和
五
十
一
年
三
月
二
十
五
日

六
合
村
条
例
第
十
五
号

こ
の
条
例
は
、
消
防
組
織
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
二
六
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
)
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
消
防
団
の
設
置
、
名
称

及
び
区
域
に
つ
い
て
は
、
こ
の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(
消
防
団
の
設
置
、
名
称
及
び
組
織
)

法
第
九
条
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
消
防
団
を
設
置
す
る
。

六
合
村
消
防
団

前
項
の
消
防
団
の
名
称
及
び
区
域
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

附

d
H
H
1
4
 

回
目
ハ

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

こ
の
条
例
施
行
の
際
、
現
に
在
す
る
消
防
団
は
、
こ
の
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ

た
も
の
と
み
な
す
。

別
表
(
第
二
条
関
係
)

名

称

I 

六
合
村
一
円

六
合
村
消
防
団

置

設

管

轄

区

域

。
六
合
村
消
防
団
の
組
織
等
に
関
す
る
規
則

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
九
日

六
合
村
規
則
第
一
号

(
趣
旨
)

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
消
防
組
織
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
二
六
号
)
第
十
五

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
消
防
団
の
組
織
等
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
と
す
る
。

(
内
部
組
織
等
)

第
二
条

消
防
団
の
内
部
組
織
及
び
所
掌
事
務
は
、
法
令
及
び
条
例
の
定
め
る
も
の

を
除
く
ほ
か
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

(
組
織
)

232 

第
三
条
消
防
団
に
団
本
部
(
以
下
「
本
部
」
と
い
う
。
)
及
び
分
団
を
置
く
。

分
団
に
は
、
必
要
に
応
じ
部
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

2 3 

分
団
の
担
当
区
域
は
、
別
表
第
一
の
と
お
り
と
す
る
。

4 

本
部
及
び
分
団
の
定
数
は
、
別
表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

(
本
部
)

第
四
条

2 

本
部
に
団
長
、
副
団
長
及
び
ラ
ッ
パ
長
を
置
く
。

副
団
長
は
、
団
長
を
補
佐
し
、
団
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
又
は
団
長
が
欠
け
た

3 

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
指
名
す
る
順
序
に
従
い
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

ラ
ッ
パ
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
分
担
事
務
を
処
理
す
る
。

(
分
団
)

第
五
条

分
団
に
分
団
長
、
副
分
団
長
、
班
長
及
び
団
員
を
置
く
。

2 

分
団
長
は
、
上
司
の
命
を
受
け
分
団
の
事
務
を
掌
理
し
、
所
属
団
員
を
指
揮
監



督
す
る
。

3 

副
分
団
長
は
、
分
団
長
を
補
佐
し
分
団
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
そ
の
職
務
を

代
理
す
る
。

4 

班
長
及
び
団
員
は
、
上
司
の
命
を
受
け
分
担
事
務
を
処
理
す
る
。

(
団
長
及
び
副
団
長
推
薦
)

第
六
条

消
防
団
が
団
長
及
び
副
団
長
を
推
薦
す
る
場
合
は
、
ラ
ッ
パ
長
及
び
分
団

長
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
の
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

(
任
期
)

第
七
条

団
長
、
副
団
長
、
ラ
ッ
パ
長
、
分
団
長
、
副
分
団
長
及
び
班
長
の
任
期
は
、

四
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
再
任
は
妨
げ
な
い
。

(
表
彰
)

第
八
条

村
長
は
、
分
団
又
は
団
員
が
そ
の
任
務
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
功
労
が

特
に
顕
著
で
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
を
表
彰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2 

前
項
の
規
定
に
よ
り
団
員
を
表
彰
す
る
場
合
は
、
団
長
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

表
彰
は
、
表
彰
状
又
は
賞
状
及
び
記
念
品
を
授
与
し
て
行
う
。

3 4 

消
防
団
員
が
勤
続
十
年
以
上
在
職
し
、
職
務
に
勉
励
し
て
功
労
顕
著
と
認
め
ら

れ
る
と
き
は
、
勤
続
章
を
贈
り
こ
れ
を
表
彰
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
退
職
団
員
表
彰
)

第
九
条

退
職
し
た
消
防
団
員
に
対
し
、
在
職
期
間
に
応
じ
記
念
品
を
贈
り
、
感
謝

の
意
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
感
謝
状
の
贈
呈
)

消防団

第
一

O
条

村
長
は
、
消
防
団
員
以
外
の
個
人
又
は
団
体
で
次
の
各
号
の
一
に
該
当

す
る
事
項
に
つ
き
、
そ
の
功
績
顕
著
な
者
に
対
し
、
感
謝
状
及
び
記
念

品
を
贈
呈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
1
)
水
、
火
災
の
予
防
又
は
鎮
圧

(
2
)
消
防
設
備
強
化
拡
充
に
つ
い
て
の
協
力

(
3
)
水
、
火
災
現
場
に
お
け
る
人
命
救
助

(
4
)
火
災
そ
の
他
の
災
害
時
に
お
け
る
警
戒
防
ぎ
よ

(
5
)
救
助
に
関
し
消
防
団
へ
の
協
力

(
表
彰
の
時
期
)

第

二

条

表
彰
等
は
、
毎
年
秋
季
消
防
点
検
の
際
行
う
。
た
だ
し
、
特
に
必
要
あ

る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

(
補
則
)

第
一
二
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附

同只

こ
の
規
則
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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則
(
平
成
四
年
規
則
第
四
号
)

こ
の
規
則
は
、
平
成
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
(
平
成
十
年
規
則
第
五
号
)

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附附

則
(
平
成
十
五
年
規
則
第
二
号
)

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

聞す

則
(
平
成
十
八
年
規
則
第
二
十
三
号
)

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



政

。
行

(
目
的
)

第
一
条

第
三
条

(
名
称
)

六
合
村
消
防
支
援
隊
規
約

平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日

告
示
第
五
十
六
号

過
疎
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
自
治
体
消
防
で
あ
る
六
合
村
消
防

団
の
団
員
確
保
が
困
難
な
状
況
と
、
勤
務
の
広
域
化
に
よ
る
昼
間
の
団
員

在
村
率
の
低
下
に
鑑
み
、
消
防
団
員
経
験
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

を
結
成
し
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

こ
の
組
織
は
、
六
合
村
消
防
支
援
隊
(
以
下
「
支
援
隊
」
と
い
う
。
)

(
支
援
隊
を
組
織
す
る
範
囲
)

支
援
隊
は
、
六
合
村
消
防
団
の
各
分
団
区
域
の
、
退
職
消
防
団
員
を
も
っ

第
三
条

て
組
織
す
る
。

第
四
条

(
支
援
隊
の
業
務
)

支
援
隊
は
、
村
長
の
出
動
要
請
を
受
け
て
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

(
I
)
災
害
発
生
時
に
お
け
る
分
団
活
動
の
後
方
支
援
業
務

(
2
)
消
防
団
各
分
団
が
必
要
と
す
る
消
防
支
援
業
務

(
3
)
消
防
に
関
す
る
研
修
、
訓
練
業
務

(
4
)
そ
の
他
、
村
長
が
要
請
す
る
業
務

第
五
条

(
支
援
隊
の
定
員
)

支
援
隊
の
定
員
は
、
九
十
人
以
下
と
す
る
。

第
六
条

(
組
織
)

支
援
隊
は
、
分
団
の
区
域
に
分
隊
を
置
く
。

2 
(
任
用
)

第
七
条

(
任
期
)

第
八
条

(
分
隊
役
員
)

第
九
条 分

隊
の
定
数
は
、
概
ね
十
五
人
と
す
る
。

隊
員
は
、
六
合
村
に
住
所
を
有
す
る
退
職
消
防
団
員
の
中
か
ら
心
身
健
康

な
者
を
村
長
が
任
命
す
る
。

任
期
は
、

一
年
再
任
を
妨
げ
な
い
。

分
隊
に
、
分
隊
長
一
人
、
副
分
隊
長
一
人
を
置
く
も
の
と
す
る
。

(
分
隊
の
職
務
権
限
)

分
隊
長
は
、
分
隊
を
統
括
し
分
隊
の
業
務
を
管
理
執
行
す
る
。

第
十
条

2 3 
(
服
務
規
律
)

第
十
一
条

副
分
隊
長
は
、
分
隊
長
を
補
佐
し
、
分
隊
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
又
は
欠
け
た

と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
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分
隊
員
は
、
上
司
の
命
を
受
け
て
業
務
を
行
う
。

支
援
隊
員
は
、
村
長
の
要
請
に
基
づ
い
て
出
動
し
、
業
務
に
従
事
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
要
請
を
受
け
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、

災
害
の
発
生
を
知
っ
た
と
き
は
、
予
め
指
定
す
る
行
動
計
画
に
従
い
、

業
務
に
従
事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条

(
支
援
隊
員
役
員
及
び
会
議
)

支
援
隊
の
役
員
は
、
分
隊
長
六
名
が
あ
た
り
、
会
議
は
分
隊
長
会
議
並

(
事
務
局
)

第
十
三
条

2 

び
に
消
防
団
役
員
合
同
会
議
と
す
る
。

支
援
隊
に
事
務
局
を
置
く
。

事
務
局
は
六
合
村
企
画
課
に
置
き
、
事
務
局
長
に
企
画
課
長
、
事
務
局
員
に
消



(
災
害
補
償
)

防
主
任
が
あ
た
る
。

第
十
四
条

支
援
隊
員
が
、
業
務
に
よ
り
損
害
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の

隊
員
又
は
そ
の
者
の
遺
族
若
し
く
は
被
扶
養
者
に
対
し
て
、
村
長
は
損

2 

災
害
補
償
の
額
及
び
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
民
間
保
険
会
社
の
定
め
る
約
款

害
を
補
償
す
る
。

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

第
十
五
条

(
分
隊
経
費
の
支
弁
の
方
法
)

分
隊
の
経
費
は
、
村
か
ら
の
活
動
助
成
金
収
入
、
分
隊
員
の
負
担
金
、

第
十
六
条

そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
。

(
村
長
が
定
め
る
内
規
)

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
支
援
隊
に
必
要
な
事
項
は
、
村
長

が
別
に
定
め
る
。

附

員リ

こ
の
規
約
は
、
平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
(
平
成
十
七
年
告
示
第
二
十
五
号
)

こ
の
告
示
は
、
平
成
十
七
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
(
平
成
二
十
一
年
告
示
第
二
十
号
)

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

消防団

歴
代
六
合
村
消
防
団
長

市 篠原 黒
本山

市 関
高原 関

本多
山 市 湯 富 黒 篠 関 中 山

林
安

JII 岩 J 11 口 JII 本喜
沢 岩 原

福沢 本 原
J¥ 千 一_L. eヨヨ/¥ 

孫 文 正 十 仲 幸
雄秀 衛代 秀次 種雄 浪 太

久幸 鶴松 一 十郎 一 蔵弟
直

雄義好 雄 善 夫 良日 良E 民日 之

平成 平成 平成 成平 平成 平成 昭 昭 昭
昭和 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭

和 和 和 和 和 平日 和 手口 和 和 平日 和 和
一 ---'.... 

五 五 五 四 四 四 一 一 一 一 一 一一 /¥ 

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
十七 十 十 十 十 十 十

一 七 一 ---'.... 一 ---'.... 
』FJL¥a 四 四 八 同FJL¥a /¥ /¥ 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

十 十 十
七 七 七 四 四 四

---'.... 一_L. /ー-'-、A、 五 四 一 一 五 九 J¥ 四 一 一/¥ /、、

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

一 一 一 一
十 十 十 十 十 十

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一_L. 一 八 一 一一 /¥ 

日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

平
成平 平成 平平 平 平 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 昭 BB 

成 成 成 成 成 和 和 和 和 和 和 和 和 手口 和 手口 和 和
一 一 ---'.... 

五 五 五 四 四 四 一 一 一 一 一 一一 一 /¥ 

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
一 一 七 一 ---'.... 一 ---'.... 一 ---'.... 

四 七 四 一 八白 一_L.
/¥ 一 F、、 一 /、、 /¥ 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年
年十 年十

一 』Fi¥A -FJL¥ a 一_L. 一 一 一 五 五 五 五 一 一 一 四 九 八 一/¥ 

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
七 一 一 一 一 一 一 九 一 一 九 九 五 一 七
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

235 



行 政

0 六合村消防団機械器具設備一覧

NO 配備所属等 配備先 車名及び登録番号

指令車 本部(役場) トヨタ・カリブ 群馬 88 そ 1439

2 本部分団 役場 イスズ 群馬 88 ぬ 2602

3 第 I分団 小雨 日産 群馬 800 さ7687

4 第 2分団 根広 日産 群馬 800 さ 1275

5 第2分団 和光原 日産 群 88 す 9521

6 第3分団 赤岩 日産 群馬 800 さ4530

7 第4分団 八幡 日産 群馬 88 ね 682

8 第4分団 湯久保 日産 群馬 88 に 948

9 第5分団 ヲ|沼 日産 群馬 800 せ 1900

1 0 第5分団 田代原 日産 群馬 88 に6633
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消防団

六
合
村
消
防
団
秋
季
点
検

集
メ入
口

2 

点
検
者
・
来
賓
入
場

3 

団
旗
入
場

4 

団
旗
・
村
旗
掲
揚

5 

点
検
宣
言

6 

人
員
報
告

7 

姿
勢
・
服
装
点
検

8 

機
械
器
具
点
検

小
隊
訓
練

9 nu 
l
l
 

ラ
ッ
パ
吹
奏

11 

消
防
操
法

12 

放
水

休
憩

13 

分
列
行
進

14 

表
彰

15 

点
検
者
講
評

18 17 16 

来
賓
祝
辞

団
長
答
辞

点
検
終
了
宣
言

19 

団
旗
・
村
旗
降
納

20 

団
旗
退
場

21 

点
検
者
・
来
賓
退
場

23 22 

団
長
訓
示

解
散
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政

七

福
祉
と
厚
生

行

六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー

太
平
洋
戦
争
に
お
け
る
敗
戦
に
よ
っ
て
、
混
乱
し
た
世
情
も
安
定
に
向
か
う
に
つ

れ
て
、
無
医
村
の
状
況
を
一
刻
も
早
く
解
消
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
村
民
の
要
望

を
受
け
て
、
時
の
村
長
福
嶋
松
次
は
、
村
議
会
の
一
致
し
た
賛
同
を
得
て
、
僻
地
診

療
所
を
設
置
し
た
。

開
設
日

昭
和
三
十
七
年
五
月
十
日

場
所

大
字
入
山
字
引
沼
地
内

規
模

二
六
坪
、
医
師
住
宅
一
五
坪

工
事
費

一
八
六
万
円

機
械
器
具

五
O
万
円

職
員
数

医
師
一
名
、
看
護
婦
一
名
、
事
務
員
一
名
、
用
務
員
一
名

待
望
の
診
療
所
は
開
設
さ
れ
た
も
の
の
、
医
師
確
保
が
容
易
で
は
な
く
、
対
策
に

村
長
は
東
奔
西
走
の
有
様
、
中
国
や
台
湾
か
ら
医
師
を
招
鴨
し
で
も
二
年
程
で
退
職

さ
れ
て
し
ま
っ
て
、
無
医
村
に
戻
っ
て
し
ま
う
。
原
町
日
赤
病
院
か
ら
医
師
を
派
遣

し
て
も
ら
っ
て
運
営
を
続
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

昭
和
四
十
五
年
四
月
か
ら
、
入
山
僻
地
診
療
所
の
出
張
診
療
所
を
開
設
し
て
い
る
。

出
張
日
は
、
毎
週
二
回
、
火
曜
日
、
金
曜
日
の
二
日
、

小
雨
出
張
診
療
所
(
小
雨
公
民
館
)
、
午
後
一
時

1
三
時
、

広
池
出
張
診
療
所
(
広
池
公
民
館
)
、
午
後
三
時
十
五
分

1
五
時
十
五
分
、

診
療
科
目
、
内
科
一
般
、

こ
の
よ
う
な
診
療
体
制
の
中
で
、
医
師
確
保
は
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
医

師
が
常
駐
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
僻
地
医
療
に
お
け
る
医
師
安
定
確
保
の
た
め

に
つ
く
ら
れ
た
自
治
医
科
大
学
の
卒
業
生
が
赴
任
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
医
大
卒
業
生
に
は
、
数
年
間
僻
地
医
療
に
従
事
す
る
義
務
が
課
せ
ら
れ
て

い
た
。
昭
和
六
十
年
に
初
代
白
治
医
大
卒
の
医
師
と
し
て
着
任
し
た
の
が
斉
藤
目
昭

医
師
、
二
代
目
の
医
師
と
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
、
六
月
一
日
に
赴
任
し
て
き
た
の

が
折
茂
賢
一
郎
医
師
(
二
九
歳
)

で
あ
る
。

こ
の
頃
、
無
医
村
か
ら
脱
却
し
た
ば
か
り
で
、

一
日
に
来
訪
す
る
患
者
の
数
は

O
人
前
後
、
診
療
所
特
別
会
計
は
年
間
三
、

0
0
0万
円
も
の
赤
字
を
出
し
、

般

会
計
か
ら
補
填
を
受
け
て
い
た
。

新
任
の
折
茂
医
師
は
、
零
細
診
療
所
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
設
備
面
の
充
実
と
、

従
業
員
三
名
が
若
く
て
や
る
気
に
満
ち
て
い
る
。
機
器
に
お
い
て
は
小
病
院
に
比
べ
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て
遜
色
な
い
。
最
先
端
の
医
療
機
器
に
対
応
し
て
い
る
遠
く
の
病
院
ま
で
出
向
か
な

く
て
も
、
診
療
所
で
対
応
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
看
板
は
診
療
所
で
あ
る
が
病
院

の
よ
う
だ
と
驚
い
た
。
初
代
自
治
医
大
卒
の
斉
藤
昌
昭
医
師
の
努
力
の
跡
を
見
た
。

そ
れ
か
ら
、
実
績
を
挙
げ
る
に
は
地
域
の
人
の
信
頼
を
得
る
こ
と
が
重
要
と
思
い

村
民
と
の
交
流
を
大
切
に
し
、
懇
親
の
機
会
に
は
積
極
的
に
顔
を
出
す
よ
う
に
し
た
。

多
く
の
酒
豪
に
閉
口
し
な
が
ら
も
、
熱
心
に
人
と
の
交
流
を
深
め
て
い
っ
た
。

若
い
折
茂
医
師
に
は
不
安
が
あ
っ
た
。
一
人
で
ち
ゃ
ん
と
診
療
で
き
る
だ
ろ
う
か
、

信
頼
さ
れ
る
医
師
に
な
れ
る
だ
ろ
う
か
、
家
族
は
村
の
生
活
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
、
診
療
所
の
運
営
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
行
政
側
と
う
ま
く
連
携
で
き

る
だ
ろ
う
か
、
ま
た
医
術
に
遅
れ
を
と
る
の
で
は
な
い
か
、
等
々
自
問
自
答
し
て
は

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
っ
た
。

「
自
分
な
り
の
地
域
医
療
を
目
指
そ
う
」
と
決
め
て
、
診
療
所
だ
よ
り
を
執
筆
し
、



村
報
に
掲
載
し
て
、
毎
回
村
民
に
呼
び
か
け
た
。
何
で
も
よ
い
か
ら
相
談
に
来
て
ほ

し
い
こ
と
、
皮
膚
科
、
眼
科
、
耳
鼻
科
、
整
形
外
科
、
外
科
、
何
で
も
よ
い
、
処
置

の
上
専
門
医
を
紹
介
す
る
こ
と
、
健
康
相
談
に
も
応
じ
る
こ
と
、
気
づ
い
た
点
は
ど

し
ど
し
言
っ
て
も
ら
い
た
い
こ
と
な
ど
、
診
療
所
に
愛
着
を
持
っ
て
信
頼
を
寄
せ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
一
心
で
あ
っ
た
。

往
診
や
夜
間
診
療
を
進
ん
で
展
開
し
た
。
夜
間
連
絡
用
に
医
師
住
宅
に
直
接
電
話

を
導
入
し
て
二
四
時
間
体
制
を
引
き
、

F
A
X
で
中
央
と
の
連
携
を
図
る
一
方
、
内

視
鏡
室
を
増
築
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
、
設
備
面
の
充
実
に
も
努
め
た
。
ま
た
、

保
健
婦
、
役
場
職
員
と
と
も
に
昼
夜
の
別
な
く
、
全
集
落
で
の
健
康
相
談
と
、
六
合

村
独
自
の
消
化
器
集
団
健
診
を
実
施
し
た
。
留
守
が
ち
な
夜
は
、
妻
の
信
子
さ
ん
が

留
守
番
役
を
果
た
し
た
。
内
助
の
功
に
支
え
ら
れ
て
、
獅
子
奮
迅
の
活
躍
が
続
い
た
。

日
々
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
功
を
奏
し
て
、

一
日
に
訪
れ
る
患
者
数
は
、
六

0
1

七
O
人
と
増
加
し
、

レ
セ
プ
ト
件
数
は
六
倍
に
達
し
、
わ
ず
か
三
年
で
赤
字
を
解
消

し
た
。
こ
れ
に
は
、
村
は
も
と
よ
り
、
県
庁
で
も
驚
き
、
目
を
み
は
っ
た
。

こ
う
し
て
、
否
応
な
く
診
療
所
の
存
在
は
大
き
く
な
り
、
重
み
を
増
し
て
い
っ
た

が
、
依
然
と
し
て
医
師
は
一
人
で
あ
る
。
医
師
の
休
日
や
研
修
の
た
め
不
在
の
時
は

「
無
医
村
」
と
な
る
。
「
先
生
が
居
な
い
時
に
限
っ
て
病
人
が
出
る
。
本
当
に
困
る
。

何
と
か
な
ら
な
い
か
。
」
悲
鳴
に
も
似
た
住
民
の
声
が
聞
え
て
く
る
。

福祉と厚生

P

赤
ひ
げ
先
生
d

的
な
自
己
犠
牲
の
上
に
過
疎
地
の
医
療
を
考
え
た
の
で
は
僻
地

に
お
け
る
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
の
包
括
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
住
民
の
安
心
、
安

全
は
確
立
で
き
な
い
。
複
数
の
医
師
が
常
駐
す
る
し
か
な
い
が
採
算
的
に
無
理
が
あ

る
。
折
茂
医
師
は
思
案
に
暮
れ
な
が
ら
も
、
住
民
と
、
或
い
は
議
会
人
と
、
ま
た
は

行
政
と
折
に
触
れ
、
機
に
臨
ん
で
問
題
点
の
提
起
と
対
策
を
話
し
合
っ
た
が
、
そ
れ

は
、
酒
酎
の
内
に
在
っ
て
も
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
や

討
論
を
交
わ
す
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
が
「
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
構
想

で
あ
っ
た
。

世
は
正
に
景
気
の
絶
頂
期
に
あ
り
、
政
府
は
平
成
元
年
に
「
ふ
る
さ
と
創
生
資
金
」

な
る
も
の
を
用
意
し
、
全
国
の
自
治
体
に
対
し
、
地
域
の
知
恵
を
結
集
し
て
、
独
自

の
地
域
振
興
策
を
講
じ
、
特
色
あ
る
ふ
る
さ
と
を
創
生
す
る
よ
う
推
奨
し
た
。

こ
れ
を
好
機
と
捉
え
た
折
茂
医
師
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー
が
村
の
医
療
、
保
健
、
福

祉
に
果
た
す
役
割
の
重
要
性
と
地
域
振
興
の
核
と
な
り
得
る
施
設
で
あ
り
、
経
済
的

な
効
果
に
つ
い
て
も
期
待
で
き
る
点
な
ど
熱
心
に
説
い
て
、
村
内
に
、
理
解
者
、
賛

同
者
の
輸
を
広
げ
て
い
っ
た
。

構
想
は
、
六
合
村
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
検
討
委
員
会
に
提
案
さ
れ
、
集
め
ら
れ
た

多
く
の
提
案
の
中
か
ら
、
六
合
村
に
合
っ
た
仕
組
み
を
冷
静
に
考
え
抜
い
た
温
泉
医

療
セ
ン
タ
ー
案
が
選
定
さ
れ
た
。
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六
合
村
は
、
山
間
僻
地
で
、
群
馬
の
チ
ベ
ッ
ト
と
い
わ
れ
、
高
齢
化
率
二
四
%
を

超
す
典
型
的
な
過
疎
地
で
あ
る
が
、
優
れ
た
景
観
と
随
所
に
温
泉
が
湧
出
し
て
い
る
。

こ
れ
は
貴
重
な
資
源
で
あ
る
。
問
題
の
解
決
は
我
々
自
身
の
手
で
、
率
先
し
て
解
決

さ
せ
る
よ
う
な
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。
民
意
を
行
政
側
が
深
く
認
識
し
、
「
民
」

「
官
」
、
「
医
」
、
「
学
」
が
し
っ
か
り
手
を
組
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
折

茂
医
師
は
“

半
無
医
村
"

の
解
消
を
合
い
言
葉
に
、
村
お
こ
し
事
業
と
合
体
し
て
、

村
全
体
の
医
療
、
保
健
、
福
祉
、

の
計
画
を
見
直
し
て
、
抜
本
的
な
改
革
を
試
み
よ

う
。
そ
し
て
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、
温
泉
を
利
用
し
て
心
身
を
癒
や
し
、
医

療
セ
ン
タ
ー
で
充
実
し
た
ケ
ア
を
提
供
す
る
と
い
う
「
福
祉
リ
ゾ
ー
ト
」
構
想
が
実

現
す
れ
ば
地
域
振
興
に
貢
献
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。

村
は
動
い
た
。
診
療
所
の
有
床
化
、
天
然
温
泉
を
利
用
し
た
老
人
保
健
施
設
「
つ

つ
じ
荘
」
の
併
設
、
さ
ら
に
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
く
利
用
で
き
る
温
泉
を
核
に



政

し
た
健
康
増
進
施
設
「
ク
ア
ハ
ウ
ス
」
を
組
み
合
わ
せ
て
、
複
数
医
師
の
常
駐
す
る

行

新
し
い
形
の
僻
地
医
療
を
展
開
し
、
プ
ラ
イ
マ
リ
1
ケ
ア
の
原
点
を
な
す
地
域
医
療

を
目
指
す
。
全
国
の
同
じ
よ
う
な
問
題
に
困
っ
て
い
る
町
村
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま

た
発
展
途
上
国
の
モ
デ
ル
と
し
て
も
、
成
功
さ
せ
よ
う
と
、
構
想
実
現
の
た
め
、
折

茂
賢
一
郎
医
師
を
、
六
合
村
老
人
保
健
施
設
建
設
室
嘱
託
医
に
委
嘱
し
た
。

老
人
保
健
施
設
は
、
老
人
医
療
で
最
も
大
切
な
付
き
添
い
や
介
護
の
問
題
が
、
核

家
族
化
や
家
族
の
小
規
模
化
の
進
行
で
、
病
気
で
倒
れ
、
後
遺
症
か
ら
社
会
復
帰
が

で
き
ず
、
家
族
の
円
満
性
を
も
損
ね
か
ね
な
い
状
況
か
ら
、
大
き
な
社
会
問
題
と
し

て
、
リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と
、
家
庭
復
帰
し
て
か
ら
の
介
護
の
こ
と
等
解
決
の
た
め
厚
生

省
が
考
え
て
い
る
施
策
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
病
気
か
ら
立
ち
直
っ
た
高
齢
者
を
社
会
復
帰
さ
せ
、
そ
れ
を
支
援
す
る

若
い
世
代
の
た
め
に
も
、
リ
ハ
ビ
リ
を
中
心
と
す
る
療
養
を
主
体
に
行
う
も
の
で
、

デ
イ
ケ
ア
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
施
策
も
、
こ
の
施
設
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と

と
な
る
。

折
茂
医
師
が
常
々
口
に
す
る
の
は
、
従
来
の
医
師
主
導
型
の
体
制
の
意
識
を
改
革

し
て
、
医
療
に
お
け
る
看
護
の
位
置
づ
け
を
重
視
し
、
医
療
を
チ
l
ム
と
し
て
見
つ

め
直
す
。
看
護
師
さ
ん
、
薬
剤
師
さ
ん
、
技
師
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
し
か
で
き
な
い

仕
事
が
あ
り
、
医
師
を
支
え
る
様
々
な
職
種
の
人
が
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
、

医
師
は
そ
の
中
核
で
、
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
の
存
在
が
望
ま
し
い
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。

施
設
は
、

一
九
床
の
有
床
診
療
所
、
老
人
保
健
施
設
、
健
康
増
進
施
設
の
三
施
設

を
統
合
的
に
合
築
し
、

コ
ン
パ
ク
ト
化
に
よ
っ
て
、
建
築
経
費
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
経
費

を
節
減
し
、
人
の
動
き
を
省
力
化
す
る
と
い
う
方
針
で
、
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
細

部
の
詰
め
が
進
ん
で
い
っ
た
。

事
業
費
総
額
は
、
村
の
年
間
予
算
に
匹
敵
す
る
一
八
億
円
に
迫
る
も
の
と
な
っ
た
。

村
の
浮
沈
を
懸
け
た
事
業
で
あ
る
。
役
場
一
丸
と
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
場
、
立

場
に
応
じ
て
、
全
力
を
尽
く
す
総
力
戦
と
な
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
、
自
治
医
科
大
学
卒
業
の
医
師
を
構
成
員
と
す
る
地
域
医
療

振
興
協
会
に
委
託
す
る
こ
と
と
し
た
。
医
療
に
お
け
る
公
設
民
営
と
い
う
先
駆
的
な

方
式
を
考
え
て
い
た
。

懸
案
は
、
経
営
的
な
見
通
し
は
立
っ
か
、
人
員
が
確
保
で
き
る
か
、
財
源
確
保
の

裏
付
け
は
大
丈
夫
か
、
ど
れ
も
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、

資
金
の
調
達
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
資
金
二
億
四
、

0
0
0万
円
の
ほ
か
、

資
金
の
半
額
に
及
ぶ
額
を
地
方
債
(
自
治
省
の
過
疎
対
策
事
業
債
)
を
見
込
む
こ
と

と
し
た
。

通
称
「
過
疎
債
」
と
い
わ
れ
る
地
方
債
は
、
償
還
時
に
必
要
な
元
利
金
の
七
割
相
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当
額
を
国
が
交
付
税
措
置
を
し
て
く
れ
る
の
で
大
変
有
利
な
起
債
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
事
業
案
件
は
、
行
政
の
公
的
施
設
を
民
間
団
体
で
あ
る
地
域
医

療
振
興
協
会
に
委
託
す
る
点
、
学
校
や
道
路
と
異
な
っ
て
収
益
を
見
込
む
点
、
診
療

所
、
老
健
、
健
康
増
進
施
設
の
三
つ
を
合
体
す
る
の
は
、
官
庁
の
所
管
区
分
が
異
な

り
補
助
要
綱
に
合
わ
な
い
。
三
つ
の
施
設
は
別
々
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
、

等
々
を
並
べ
上
げ
て

P

過
疎
債
d

の
趣
旨
に
馴
染
ま
ず
と
し
て
問
題
視
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
事
業
の
成
否
に
係
る
重
要
案
件
と
し
て
、
国
や
県
と
の
折
衝
に
あ
た
っ

た
の
は
老
人
保
健
施
設
建
設
室
次
長
の
山
本
清
司
で
あ
っ
た
。

山
本
は
、
老
健
と
健
康
増
進
施
設
の
委
託
は
、
技
量
の
蓄
積
が
村
に
な
い
、

セ
ン

タ
!
全
体
で
五

O
名
以
上
の
雇
用
が
創
出
で
き
る
こ
と
、
三
つ
の
施
設
を
一
体
と
し

て
合
築
す
る
の
は
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
の
連
携
充
実
を
図
る
上
で
最
も
大
切
で
あ

る
こ
と
、
村
外
か
ら
の
利
用
を
見
込
め
、
六
合
村
に
と
っ
て
最
大
の
振
興
策
で
あ
り
、



包
括
医
療
実
現
の
拠
点
施
設
で
あ
る
こ
と
等
、
根
気
強
く
訴
え
た
。

よ
ハ
合
村
が
前
例
の
な
い
先
駆
的
な
取
り
組
み
を
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ケ
l

ス
が
ど
う
な
る
か
を
見
て
、
今
後
の
参
考
に
す
る
上
か
ら
も
今
回
の
村
の
案
は
、
例

外
的
に
認
め
た
ら
ど
う
か
d

と
理
解
を
示
す
意
見
が
上
級
官
庁
か
ら
出
始
め
、
最
終

的
に
は
、
指
摘
さ
れ
た
懸
案
の
す
べ
て
が
、
前
例
の
無
い
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
認
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
三
施
設
合
築
と
資
金
繰
り
の
目
途
が
立
っ
た
。

一
方
、
老
人
保
健
施
設
と
健
康
増
進
施
設
で
使
う
予
定
の
尻
焼
温
泉
の
引
湯
計
画

は、

H

福
祉
リ
ゾ
ー
ト
d

と
銘
打
っ
た
が
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
d

と
い
う
名
称

か
ら
し
て
も
、
最
大
の
特
色
付
け
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

予
定
し
た
泉
源
は
、

一
級
河
川
長
笹
川
の
尻
焼
温
泉
地
内
に
あ
る
。
こ
こ
だ
け
、

川
全
体
が
温
泉
で
あ
り
、
河
床
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
温
泉
が
湧
き
出
て
い
る
。
露
天

風
呂
で
有
名
で
あ
る
。
左
岸
側
に
接
す
る
山
林
は
根
広
集
落
の
人
た
ち
の
共
有
林
で
、

こ
の
中
に
通
称
、
根
広
共
有
泉
と
い
わ
れ
る
泉
源
が
あ
る
。
こ
れ
を
引
湯
し
よ
う
と

す
る
計
画
で
あ
る
。
泉
源
は
、
共
有
財
産
の
山
林
が
川
に
接
す
る
所
に
あ
り
、
山
林

の
斜
面
に
村
道
が
あ
り
、
度
々
の
気
象
災
害
で
崖
が
崩
れ
、
共
有
泉
は
岩
石
で
埋
ま
つ

て
い
た
。

計
画
は
、
共
有
泉
の
泉
源
を
渡
深
し
て
、
根
広
集
落
ま
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
、
こ

の
湯
量
の
半
分
を
権
利
者
で
あ
る
根
広
の
人
た
ち
へ
、
持
分
登
記
の
割
合
に
応
じ
て
毎

戸
に
配
湯
し
、
残
り
半
分
を
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
で
利
用
す
る
と
い
う
案
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
河
川
全
体
の
露
天
風
呂
の
湯
と
、
既
に
旅
館
営
業
で
使
用
中
の
湯
を
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一
括
し
て
開
発
し
、
無
駄
の
湯
が
な
い
よ
う
引
湯
利
用
し
よ
う
と
い
う
計
画
を
村
が

関
わ
っ
て
作
り
、

一
部
の
利
害
関
係
者
と
の
聞
に
村
が
契
約
を
交
わ
し
た
が
、
全
員

の
合
意
が
得
ら
れ
ず
県
の
許
可
も
出
な
い
ま
ま
、
頓
挫
し
て
二

O
年
が
経
過
し
て
い

た
。
他
に
も
民
事
係
争
中
の
事
案
も
含
ま
れ
て
い
て
、
難
問
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に

想
像
で
き
た
。
温
泉
の
活
用
は
不
可
能
で
は
な
い
か
と
見
る
む
き
が
多
か
っ
た
。

し
か
し
、
諦
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
案
件
で
あ
っ
た
。
利
用
泉
源
の
権
利
調
整
の

主
管
を
任
さ
れ
、
折
衝
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
、
役
場
の
企
画
課
長
で
あ
っ
た
。

課
長
は
、
共
有
泉
の
代
表
者
で
あ
る
黒
岩
善
一
、
地
元
の
村
議
会
議
員
中
村
義
司

の
二
氏
と
呼
応
し
て
、
発
生
し
て
く
る
大
小
の
案
件
に
関
し
、
協
力
し
て
対
処
し
た
。

足
か
け
三
年
に
及
ぶ
折
衝
の
中
で
、
頓
挫
し
て
二

O
年
が
経
過
し
て
い
る
尻
焼
温
泉

の
開
発
利
用
計
画
を
白
紙
に
戻
し
、
こ
れ
に
関
し
て
存
在
す
る
契
約
を
合
意
解
約
と

し
た
。

一
方
、
民
事
係
争
中
の
案
件
は
、
双
方
の
卓
見
に
よ
っ
て
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
事
業
計
画
に
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
訴
状
を
取
り
下
げ
て
い
た
だ
け
た
。
遂

に
利
害
関
係
者
全
員
の
合
意
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

平
成
四
年
六
月
十
九
日
、
権
利
者
全
員
が
、
実
印
を
持
っ
て
、
集
会
所
に
集
ま
り
、

温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
引
湯
に
関
す
る
契
約
書
に
調
印
し
た
。
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そ
の
晩
は
、
権
利
者
の
振
る
舞
い
で
、
関
係
者
一
同
安
堵
の
祝
盃
を
を
挙
げ
て
い

る
漸
く
引
湯
工
事
も
発
注
で
き
、
セ
ン
タ
ー
の
本
体
工
事
が
後
半
に
さ
し
か
か
る
頃

か
ら
、
六
合
村
が
進
め
る
地
域
包
括
医
療
の
先
進
的
な
目
録
見
が
広
く
知
れ
渡
っ
て
、

介
護
保
健
制
度
の
発
足
を
ひ
か
え
て
い
る
時
期
で
も
あ
り
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
、

全
国
各
地
の
自
治
体
か
ら
、
視
察
団
が
引
き
も
切
ら
ず
に
訪
れ
た
。
問
い
合
わ
せ
の

電
話
も
し
き
り
に
入
り
、
対
応
に
翻
弄
さ
れ
ど
う
し
で
あ
っ
た
。

開
業
前
後
の
五
年
間
で
、
村
内
団
体
の
見
学
も
含
め
る
と
、

一
、
七

O
O組
も
の

団
体
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
中
に
は
、
中
国
や
中
米
の
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
共
和
国
か
ら

の
視
察
も
あ
っ
た
。

手
に
手
を
尽
く
し
、
集
め
集
め
た
一
八
億
円
が
、
衆
目
を
浴
び
て
姿
を
成
し
て
、

目
前
に
現
れ
た
。
平
成
五
年
八
月
三
十
一
日
、
現
地
に
お
い
て
竣
工
式
が
執
り
行
わ
れ
、



政

群
馬
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
自
治
医
科
大
学
の
中
尾
喜
久
学
長
を
は

行

じ
め
、
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
割
り
、

祝
宴
と
盛
大
な
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
た
。
自
治
医
大
の
地
域
医
療
研
修
関
連
施
設
と

い
う
位
置
付
け
を
い
た
だ
い
て
、
翌
日
の
九
月
一
日
か
ら
営
業
開
始
と
な
っ
た
。

六
合
村
が
企
画
立
案
し
、
建
設
し
た
公
の
施
設
で
、
地
方
自
治
法
上
の
行
政
財
産

で
あ
る
。
こ
れ
の
管
理
運
営
を
(
社
)
地
域
医
療
振
興
協
会
(
同
法
に
い
う
公
共
的

団
体
)
に
委
託
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
村
か
ら
管
理
委
託
費
を
支
払
う
の
で

は
な
く
、
協
会
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
(
診
療
、
在
宅
介
護
等
)
の
対
価
と
し
て
、
利
用

者
か
ら
入
る
利
用
料
金
を
同
協
会
に
入
れ
、
運
営
費
に
充
当
す
る
形
で
あ
る
。
利
用

料
金
型
公
設
民
営
方
式
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
対
し
、
国
か
ら
村
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
の
う
ち

概
ね
四
分
の
一
を
限
度
と
し
て
、
村
が
「
六
合
村
診
療
所
財
政
基
金
」
と
し
て
積
み

立
て
、
同
協
会
の
運
営
に
赤
字
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
年
三
、

0
0
0万
円
を
限
度

に
、
こ
の
基
金
か
ら
補
填
す
る
仕
組
み
を
備
え
た
。

初
年
度
の
営
業
期
間
は
半
年
で
あ
っ
た
が
収
益
を
上
げ
て
、
そ
の
一
部
を
協
会
か

ら
村
の
診
療
所
特
別
会
計
に
提
供
し
て
い
る
。

次
年
度
以
降
も
順
調
に
実
績
を
伸
ば
し
、
好
調
な
運
営
が
続
い
た
。

診
療
所
は
、
村
外
の
来
患
者
も
多
く
、

一
日
八

O
人
か
ら
一

O
O人
、
老
健
施
設

に
は
入
所
者
と
、
デ
イ
ケ
ア
で
六

O
人
、
健
康
増
進
施
設
に
は
、
野
良
仕
事
を
終
え

た
地
元
の
人
た
ち
が
草
鞍
が
け
で
入
浴
に
来
た
り
、
観
光
客
な
ど
、
健
康
な
若
い
人

も
一
風
呂
浴
び
て
帰
る
人
、
一
日
の
利
用
人
数
は
百
数
十
人
を
超
え
る
程
で
あ
っ
た
。

歯
科
診
療
所
は
、
小
雨
出
張
診
療
所
内
に
昭
和
四
十
七
年
八
月
三
日
、
台
湾
か
ら

施
東
雄
医
師
を
招
聴
し
て
、
昭
和
四
十
九
年
三
月
ま
で
続
い
た
が
、
以
後
閉
錯
の
ま

ま
に
な
っ
て
一
二
年
が
経
過
し
て
い
た
。

平
成
七
年
七
月
に
林
豊
歯
科
医
師
を
迎
え
て
、
歯
科
開
設
の
準
備
に
入
り
、
医
療

セ
ン
タ
ー
内
に
歯
科
部
門
が
で
き
て
、
九
月
一
日
に
診
療
が
開
始
と
な
っ
た
。

平
成
九
年
三
月
に
は
、
「
出
て
行
く
医
療
」
を
広
げ
る
一
環
と
し
て
、
田
代
原
集

落
と
湯
久
保
集
落
に
も
各
公
民
館
の
中
に
出
張
診
療
所
を
開
設
し
た
。

田
代
原
出
張
診
療
所

診
療
日
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
(
以
後
一
週
間
お
き
の
金
曜
日
)

受
付
時
間
、
午
後
二
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

湯
久
保
出
張
診
療
所

診
療
日
、
平
成
九
年
四
月
十
一
日
か
ら
(
以
後
一
週
間
お
き
の
金
曜
日
)

受
付
時
間
、
午
後
二
時
か
ら
二
時
三
十
分
ま
で

平
成
十
年
、
五
床
の
人
間
ド
ッ
ク
棟
を
増
築
し
、
素
晴
ら
し
い
景
観
の
中
で
、
検

診
を
受
け
、
温
泉
を
楽
し
ん
で
帰
る
と
い
う
福
祉
リ
ゾ
ー
ト
の
構
想
を
形
の
上
で
も
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更
に
充
実
し
た
も
の
と
し
た
。

平
成
十
年
四
月
に
は
、
セ
ン
タ
ー
内
に
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
村

内
の
在
宅
介
護
者
の
情
報
を
セ
ン
タ
ー
の
医
師
や
看
護
婦
と
社
会
福
祉
協
議
会
の
へ

ル
パ

l
、
役
場
の
保
健
婦
だ
け
が
閲
覧
で
き
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
K
U

N 

C
A
R
E
」
で
一
括
管
理
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
日
の
介
護
者
の
容
体

と
注
意
点
を
入
力
し
、

一
人
の
様
子
を
全
員
が
把
握
で
き
て
、

一
貫
し
た
ケ
ア
を
実

現
し
て
、
二
四
時
間
体
制
を
引
い
た
。

こ
の
よ
う
に
セ
ン
タ
ー
の
内
容
が
充
実
に
向
か
っ
た
の
は
、
包
括
的
な
地
域
医
療

と
地
域
の
振
興
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
が
安
心
し
て
、
健
康
で
暮
ら
せ
る
村
を
つ

く
る
た
め
に
努
力
を
続
け
た
結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
後
、
色
々
出
て
く
る
高
齢
者
対
策
は
、
何
や
ら
六
合
村
が
通
っ
た
跡
を
な
ぞ
っ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
折
茂
医
師
を
芯
と
し
て
進
め
て
き
た
福
祉
に
満
ち
た
村
づ
く



り
が
、
村
民
叡
知
の
結
集
で
あ
り
、
如
何
に
進
取
の
気
性
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
か

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
施
設
概
要

六
合
村
診
療
所

構
造
、
鉄
筋
造
二
階
建
て
、
延
床
面
積
、

一
階
、
診
察
室
、
処
置
室
、

X
線
室
、
電
視
内
視
鏡
室
、

一
、
二
四
四
ぱ

検
査
室
、

理
学
療
法
室
、
事
務
室
、
待
合
室
、

主
な
設
備
、
自
動
錠
剤
分
包
機
、
低
周
波
治
療
機
、
超
音
波

診
断
装
置
、
無
散
瞳
眼
撮
影
装
置
、
血
液
ガ
ス
分
析

装
置
、
等
、

二
階
、
病
室
(
一
人
部
屋
三
室
、
二
人
部
屋
一
室
、

六
人
部
屋
二
室
、
重
症
室
一
室
、
)
、
ナ
l
ス
ス
テ
l

シ
ョ
ン
、
デ
イ
ル

1
ム
、
厨
房
等
、

老
人
保
健
施
設
『
つ
つ
じ
荘
』

構
造
、
鉄
筋
造
一
階
建
、
延
床
面
積
、

一
、
二
八
九
凶

入
所
定
員
五

O
名
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
五
名
)

通
所
定
員
一
五
名

福祉と厚生

療
養
室
(
一
人
部
屋
四
室
、
二
人
部
屋
三
室
、
四
人
部
屋
一

O
室)、

特
殊
浴
室
(
尻
焼
温
泉
引
湯
)
、
機
能
訓
練
室
。

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
ル

l
ム
、
食
堂
、
談
話
室
、
家
族
介
護
訓
練

室
、
理
美
容
室
、
診
察
室

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
リ
ネ
ン
室
等
、

健
康
増
進
施
設
『
パ

l
デ
六
合
』

構
造
、
鉄
筋
造
一
階
建
、
延
床
面
積
、
三
九
五
ぱ
、

人
員
体
制

主
な
設
備
、
運
動
フ
ロ
ア
、

一
般
浴
室
(
尻
焼
温
泉
引
湯
)
、

水
中
運
動
浴
室
(
温
泉
プ

1
ル
、
寝
湯
、
か
ぶ
り
湯

サ
ウ
ナ
、
健
康
運
動
器
具
(
レ
ッ
グ
プ
レ
ス
、

等)、
テ
ス
ト
プ
ラ
ス
、
ラ
ッ
ト
プ
ル
ダ
ウ
ン
、
べ

l
サ
1
ウ
ル

ト
ラ
ミ
ル
、

エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
)

尻
焼
温
泉
の
効
能
、
神
経
痛
、
筋
肉
痛
、
関
節
痛
、
五
十
肩
、

運
動
麻
庫
、
関
節
の
こ
わ
ば
り
、
う
ち
み
、
く
じ
き
、

慢
性
消
化
器
病
、
痔
疾
、
等
、

常
勤
四
一
人
、
非
常
勤
一
四
人
、
計
五
五
人
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看
護
婦
、

医
師
、
四
人
(
内
歯
科
医
一
人
)

一
三
人

放
射
線
技
師
、

歯
科
衛
生
士
、

介
護
士
、

理
学
療
法
士
、

歯
科
補
助
、

事
務
職
員
、

相
談
指
導
員
、

用
務
員
、

薬
剤
師
、

臨
床
検
査
技
師
、

人
二
人

一
七
人人人八

人人
五
人人人



行政

六合温泉医療センター

244 



福祉と厚生

つつじ荘
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政行

設
計
測
量
監
理
委
託

工
事
費

備
品
購
入
費

用
地
関
係
費

看
板
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

そ
の
他
物
件
費

L:>. 
Eコ

計

七
五
、
一
二
六

一、五

O
一
、
二
五
四

一
回
七
、
九
四
六

二
三
、
七
六

O

三、一ニ占ハ

。
一
、
七
八
一
、
九
O
五

参
考
資
料

。
縮
刷
六
合
村
報

。
季
刊
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

平
成
十
年
二
月

。
メ
デ
ィ
カ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

平
成
八
年
十
二
月

(
株
)
日
本
医
療
企
画

四
、
二
六
五

一
七
八
、
七
五
五

一
八
三
、

O
二
O 。

九
四
、
七
四
二

八
二
四
、
六

一
一
、
一
二
五

三
一
、
五
六

八
五
、
六
七
七

六
九
六
、
三
八
四

六
、
三
五

O

八
三
、
二
一
五

。

。

一
三
、
四
六

。

五
O
O

。

。

。

四
、
七

O
七

。

四
、
七

O
七 。。。。。

三
七
、
三
二

O

五
四

O
、
四
三
八

五
八
、
三
八
一

一
O
、
ニ
九
八

二
、
八
六

二
五
、
五
一
六

六
七
四
、
八
一
四
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六
合
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

国
は
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
、
従
来
か
ら
各
種
の
事
業
に
対
し
て
、

一
般
助
成
の

形
で
補
助
金
を
交
付
し
て
い
た
。

振
興
計
画
の
樹
立
と
事
業
実
施
を
一
段
と
促
進
す
る
た
め
に
、
新
た
に
「
新
農
村

建
設
総
合
対
策
事
業
」
と
い
う
施
策
を
打
ち
出
し
、
「
新
し
い
農
村
づ
く
り
」
を
推

進
す
る
た
め
、
新
た
に
特
別
助
成
措
置
を
講
じ
て
、
農
民
の
創
意
と
工
夫
を
生
か
し

て
、
自
主
性
を
基
本
と
し
、
適
地
適
作
に
よ
る
農
業
の
近
代
化
を
進
め
て
、
農
家
所

得
の
向
上
と
生
活
文
化
の
向
上
を
図
る
と
い
う
方
針
を
出
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
度
を
初
年
度
と
し
て
、
全
国
の
市
町
村
を
対
象
に
、
五
箇
年
で
順

次
地
域
指
定
を
行
っ
た
。

六
合
村
は
、
最
終
年
度
の
昭
和
三
十
五
年
度
の
指
定
を
受
け
、
一
二
ヶ
年
の
事
業
実

施
計
画
で
こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
。
人
口
及
び
戸
数
の
関
係
か
ら
草
樟
町
を
含
め
て
、

一
帯
の
地
域
で
あ
る
と
し
て
、
「
須
川
地
域
」
の
名
称
で
、
草
津
町
と
共
同
し
て
の

計
画
づ
く
り
を
行
っ
た
。

助
成
の
対
象
と
し
て
は
、
農
村
住
民
の
役
に
立
つ
も
の
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
で
き

る
総
合
助
成
方
式
を
特
徴
と
し
た
が
、
補
助
を
呼
び
水
と
し
て
、
自
助
努
力
に
よ
っ

て
、
助
成
効
果
の
発
現
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

事
業
主
体
は
、
市
町
村
、
農
協
、
森
林
組
合
の
よ
う
に
法
定
資
格
を
備
え
て
い
る

も
の
か
ら
、
任
意
団
体
の
集
落
団
体
、
婦
人
青
年
組
織
な
ど
と
さ
れ
て
い
た
。

福祉と厚生

事
業
種
目
は
、
土
地
改
良
、
樹
園
地
造
成
、
草
資
源
開
発
、
林
野
整
備
、
農
業
機

械
化
、
農
事
放
送
、
給
水
、
生
活
改
善
等
々
の
事
業
で
あ
り
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
共

同
の
も
の
が
実
施
可
能
で
あ
っ
た
。

一
方
、
融
資
に
よ
る
施
設
整
備
は
、
長
期
低
利

の
農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
が
用
意
さ
れ
、
補
助
金
と
融
資
の
二
方
面
か
ら
の
支
援

策
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
新
農
村
建
設
総
合
対
策
の
指
定
地
域
に
あ
っ
て
は
、
農
林
省
所
管
の
他
の

一
般
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
優
先
採
択
す
る
と
い
う
優
遇
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
後
、
国
が
打
ち
出
す
山
村
の
振
興
策
は
、
社
会
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
、
色
々

な
助
成
項
目
を
取
り
入
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
地
域
総
合
助
成
事
業
と
し
て
、

続
い
て
出
さ
れ
た
の
が
、
山
村
振
興
農
林
漁
業
対
策
事
業
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
、
山
村
振
興
法
を
作
っ
て
、

一
0
年
間
で
順
次
地
域
指
定
を
し
、
指
定
を

受
け
た
山
村
振
興
指
定
地
域
は
四
年
乃
至
五
年
間
に
亘
る
年
度
別
事
業
実
施
計
画
を

立
て
、
承
認
を
得
て
、
計
画
を
実
施
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
地
域
指
定
が
、

全
国
一
巡
す
る
頃
に
は
、
第
二
次
、
或
い
は
第
三
期
と
い
う
呼
称
が
付
さ
れ
て
同
様

の
山
村
振
興
対
策
事
業
が
続
け
ら
れ
た
。
な
お
、
計
画
達
成
済
み
の
地
域
に
対
し
て

は
、
山
村
振
興
緊
急
補
足
整
備
事
業
が
用
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
山
村
振
興
法
の
期
限

247 

を一

0
年
間
(
平
成
二
十
七
年
三
月
ま
で
)
延
長
し
、
使
い
易
い
法
律
と
す
る
た
め

の
配
慮
規
定
の
追
加
・
拡
充
が
図
ら
れ
、
切
れ
目
の
な
い
振
興
策
で
支
援
が
講
ぜ
ら

れ
た
。六

合
村
は
、
昭
和
四
十
一
年
度
に
地
域
指
定
を
受
け
、
第
二
次
、
第
三
期
と
そ
の

都
度
、
山
村
振
興
計
画
を
立
て
、
補
助
事
業
の
導
入
を
図
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
村

が
進
め
る
重
要
な
振
興
策
を
制
度
面
か
ら
支
え
る
仕
組
で
あ
っ
た
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
は
、
第
三
期
の
山
村
振
興
対
策
事
業
で
導
入
し
た
施
設
で
あ
る
。

山
村
に
お
け
る
人
口
の
高
齢
化
は
急
速
に
進
み
、
山
村
地
域
の
中
に
も
高
齢
者
を
視

野
に
入
れ
た
施
設
整
備
が
構
想
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
六
合
村
の
第
三
期
山
村
振

興
対
策
事
業
の
最
終
年
次
の
計
画
に
あ
た
る
昭
和
五
十
四
年
度
に
建
設
し
た
。

高
齢
者
の
文
化
的
な
生
き
が
い
活
動
や
福
祉
増
進
の
施
設
と
し
て
、
設
置
が
認
め

ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
の
施
設
で
使
わ
れ
て
い
る
温
泉
は
、
白
砂
川
左
岸
の
大
字
入
山
字
応
徳
地
内
の

川
岸
に
湧
き
出
て
い
る
応
徳
温
泉
で
、
沼
尾
の
山
田
覚
治
氏
所
有
で
あ
る
。

行

国
鉄
太
子
線
の
鉄
道
廃
止
に
絡
む
地
域
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
昭
和
五
十
八
年
国

鉄
が
建
設
し
て
、
六
合
村
が
運
営
す
る
宿
泊
施
設
「
国
鉄
六
合
山
荘
」
が
建
設
さ
れ

る
に
際
し
て
、
応
徳
温
泉
を
六
合
村
が
借
り
受
け
、
小
雨
の
遠
北
地
内
の
「
国
鉄
六

合
山
荘
」
の
貯
湯
槽
ま
で
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
あ
た
っ
て
も
、
応
徳
温
泉
の
利
用
が
考
え
ら
れ
、
泉

源
地
の
湯
を
極
力
ま
と
め
て
、
揚
湯
ポ
ン
プ
の
集
湯
槽
に
入
れ
、
ポ
ン
プ
性
能
の
余

力
に
応
じ
て
、
揚
湯
量
を
増
し
、
貯
湯
槽
に
送
っ
て
、
隣
接
し
て
建
て
る
高
齢
者
セ

ン
タ

1
へ
も
流
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
も
、
温
泉
所
有
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
温
泉
資

源
を
活
か
し
た
施
設
整
備
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

施
設
の
所
在
地
、
六
合
村
大
字
小
雨
字
遠
北
乙
二
一
番
一

鉄
筋
二
階
建
、
六
六
四
.

施
設
の
規
模
、

一
九
ぱ
(
約
二

O
一
坪
)

事
業
費

建
物
本
体
工
事
費
、

一
億
二
、

O
五
二
万
円

国
庫
補
助
金

六、

O
二
六
万
円

県
費
補
助
金

二
、
四
一

O
万
四
、

0
0
0円

村

費

三
、
六
一
五
万
六
、

0
0
0円

三
六

O
万
円

備
品
費

設
計
監
理
委
託
料

四一

O
万
円

施
設
内
容

一
、
創
作
室
、

五
、
事
務
室
、

二
、
休
憩
室

三
、
展
示
室

四
、
浴
室

六
、
和
室

七
、
玄
関
ホ

l
ル

八
、
便
所

九
、
機
械
室

十
、
研
修
室
兼
娯
楽
室

十
一
、
会
議
室

十
三
、
廊
下
、
階
段

十
二
、
湯
沸
室

完
成
年
月
日
、
昭
和
五
十
九
年
三
月
十
日

請
負
業
者
、
吾
妻
郡
吾
妻
町
大
字
原
町
四
四
七
、
南
波
建
設
株
式
会
社

請
負
代
金
額
、

一
億
一
、
四
四
二
万
円
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六
合
村
保
健
セ
ン
タ
ー
-
赤
岩
温
泉
長
英
の
隠
れ
湯

村
域
の
南
部
地
域
と
称
さ
れ
る
所
は
、

赤
岩
、
日
影
、
太
子
の
三
つ
の
大
字
で
あ

る
。
こ
こ
は
、
観
光
的
な
施
設
に
乏
し
く
、

差
し
た
る
公
共
施
設
も
な
い
。

こ
の
南
部
の
地
域
を
ど
う
整
備
す
る

か
、
村
政
の
課
題
と
し
て
、
常
に
議
論
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
中
か
ら
、
六
合
村
に
五

箇
所
目
の
温
泉
を
掘
削
し
て
、
「
南
部
開

発
」
の
き
っ
か
け
に
し
よ
う
と
い
う
構
想

が
浮
上
し
、
機
が
熟
す
に
つ
れ
て
、
温
泉

掘
削
事
業
の
実
施
に
向
け
た
取
組
が
進
め

ら
れ
た
。

長英の隠れ湯

平
成
三
年
度
に
茨
城
県
牛
久
市
、
テ
ラ
ブ
ラ
イ
ド
シ
ス
テ
ム
の
中
野
氏
に
探
査
事

業
を
依
頼
し
、
既
存
の
地
質
資
料
を
集
め
る
か
た
わ
ら
、
目
視
踏
査
を
行
い
、
続
い

て
電
磁
探
査
を
掛
け
て
、
有
望
地
点
が
絞
り
込
ま
れ
た
。
デ
ー
タ
解
析
の
結
果
、
掘

削
地
点
は
大
字
赤
岩
宇
中
野
地
内
、
安
原
繁
安
氏
所
有
の
畑
地
に
決
ま
っ
た
。

地
権
者
を
は
じ
め
、
地
区
住
民
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
平
成
四
年
三
月
、
掘

削
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。
六
月
に
は
、
深
さ
七
六

O
m
で
四
六
度
の
温
泉
を
掘
り
当

て
、
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
は
成
功
し
た
。
揚
湯
試
験
の
結
果
、
安
定
汲
み
上
げ
量
が
毎

福祉と厚生

分
一

0
8と
な
っ
た
。

平
成
五
年
に
揚
湯
ポ
ン
プ
を
設
置
し
、
六
月
二
十
三
日
、
掘
削
工
事
の
竣
工
式
と

入
湯
式
を
行
っ
て
い
る
。

村
は
、
南
部
開
発
整
備
に
つ
い
て
、
委
員
会
を
つ
く
り
、
赤
岩
温
泉
の
利
用
を
含

む
整
備
内
容
を
諮
問
し
て
い
る
。
そ
の
最
終
答
申
に
そ
っ
て
ま
と
め
た
構
想
は
、
住

民
の
保
健
、
福
祉
の
向
上
が
効
果
的
に
促
進
さ
れ
る
拠
点
施
設
と
し
て
、
「
六
合
村

保
健
セ
ン
タ
ー
」
と
、
温
泉
利
用
の
施
設
と
し
て
、
村
民
を
は
じ
め
、
訪
れ
る
観
光

客
に
も
提
供
し
て
、
都
市
住
民
と
の
交
流
促
進
に
役
立
つ
「
赤
岩
温
泉
長
英
の
隠
れ

湯
」
と
の
名
称
で
呼
ぶ
共
同
浴
場
で
、
こ
の
二
つ
の
施
設
を
合
築
し
て
、
誇
れ
る
地

域
づ
く
り
の
中
心
的
施
設
と
位
置
付
け
、
群
馬
県
農
政
部
が
所
管
す
る
「
美
し
い
農

村
景
観
保
全
活
用
モ
デ
ル
調
査
事
業
」
が
も
た
ら
す
具
体
的
な
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

調
和
融
合
し
た
方
向
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
六
・
七
年
度
に
は
計
画
検
討
委
員
会
を
置
き
、
計
画
の
総
合
的
な
協
議
が
重

ね
ら
れ
た
。
平
成
八
年
に
は
、
上
級
行
政
庁
、
村
政
機
関
、
地
権
者
及
び
地
区
住
民

と
の
調
整
を
経
て
、
平
成
九
年
度
に
用
地
造
成
工
事
と
施
設
の
基
本
設
計
を
済
ま
せ
、
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平
成
十
年
度
に
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
共
同
浴
場
の
合
築
工
事
の
詳
細
設
計
を
組
ん

で
、
着
工
と
な
っ
た
。

平
成
七
年
度
か
ら
群
馬
県
農
政
部
は
「
美
し
い
農
村
景
観
保
全
活
用
モ
デ
ル
調
査

事
業
」
の
二
地
域
の
指
定
に
赤
岩
地
区
を
入
れ
て
、
地
域
の
現
状
、
特
性
、
課
題
を

分
析
し
て
、
景
観
の
維
持
及
び
保
全
を
図
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
策
や
生
活
環
境
、

住
宅
整
備
の
方
針
を
検
討
し
て
、
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
振
興
の
具
体
的
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
取
り
ま
と
め
て
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
六
合
と
、
群
馬
県
が
連
帯
し
て
進
め
る
振
興
策
に
、
地
元
赤
岩
地
区

で
は
、
平
成
八
年
四
月
か
ら
、
「
赤
岩
ふ
れ
あ
い
の
里
委
員
会
」
を
作
っ
て
こ
れ
に

呼
応
し
、
諸
々
の
案
件
に
つ
い
て
の
地
元
調
整
に
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

六
合
村
は
、
出
て
く
る
事
業
要
望
と
、
美
し
い
農
村
景
観
保
全
活
用
モ
デ
ル
事
業
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と
を
具
体
的
事
業
に
よ
っ
て
有
機
的
に
結
び
つ
け
て
振
興
策
を
立
て
る
こ
と
と
し
た
。

群
馬
県
が
進
め
る
農
村
景
観
保
全
活
用
モ
デ
ル
事
業
が
基
を
な
し
、
赤
岩
集
落
の
養

蚕
農
家
群
が
国
指
定
の
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
」
と
な
る
の
を
視
野
に
、
ま
ず
、

平
成
十
八
年
二
月
八
日
、
六
合
村
指
定
と
し
、
住
民
と
共
に
一
体
活
動
し
て
、
平

成
十
八
年
七
月
五
日
、
期
待
の
と
お
り
、
国
の
指
定
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
平
成

行

十
八
年
四
月
一
日
に
赤
岩
住
民
は
「
赤
岩
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
活
性
化
委
員

会
」
を
発
足
さ
せ
、
行
政
と
一
丸
を
な
し
て
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
活
動
が
展

開
さ
れ
て
い
っ
た
。

六
合
村
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
と
長
英
の
隠
れ
湯
の
建
設
を
は
じ
め
、
水
道
、
道
路

橋
梁
な
ど
附
帯
す
る
施
設
を
整
え
て
、
六
月
三
日
、
国
会
議
員
、
県
議
会
議
員
、
郡

内
町
村
長
、
議
会
議
長
等
々
来
賓
二
一

O
余
名
の
参
加
を
頂
い
て
竣
工
式
を
挙
げ
て

い
る
。美

し
い
農
村
景
観
保
全
活
用
モ
デ
ル
事
業
は
計
画
に
沿
っ
て
具
体
的
事
業
が
併
行

し
て
進
め
ら
れ
、
赤
岩
地
区
に
集
中
的
な
投
資
が
行
わ
れ
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
・
長
英
の
隠
れ
湯
施
設
概
要

主
体
構
造
/
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
一
部
鉄
骨
造
、
日
本
瓦
葺

総
面
積
/
保
健
セ
ン
タ
ー
、
六
一
二
.
九
七
ぱ

延
床
面
積
、

長
英
の
隠
れ
湯
、
四
四
一
.
六
六
ぱ

一、

O
五
四
.
六
三
ぱ

施
設
内
容

保
健
セ
ン
タ
ー

診
察
室
、
集
団
健
診
室
、
研
修
室
、
運
動
指
導
室
、
相
談
室

栄
養
指
導
室
、
事
務
室
、
待
合
室

長
英
の
隠
れ
湯

男
女
各
浴
室
、
脱
衣
室
、
広
問
、
受
付

赤
岩
地
区
で
実
施
し
た
振
興
策
の
総
額
は
、
平
成
三
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
度
ま

で
の
間
で
、
七
億
八
、
八
七
二
万
円
で
あ
っ
た
。

平
成
三
ら
六
年
度
、
南
部
開
発
事
業
、
温
泉
探
査
、
掘
削
、
揚
湯八

、
七

O
O万
円

平
成
七
年
度
、
美
し
い
農
村
景
観
保
全
活
用
調
査
(
群
馬
県
農
政
部
)
調
査
事
業

群
馬
県
農
政
課

平
成
八
年
度
、
群
馬
県
農
村
活
性
化
総
合
支
援
事
業
、
(
美
し
い
農
村
景
観
保
全

活
用
調
査
補
完
事
業
)

ご
み
集
積
小
屋
五
棟
、
集
落
入
口
看
板
二
基
、
集
落
内
案
内
看
板

八
基
、

五
O
万
円

平
成
九
年
度
、
八
年
度
の
事
業
名
に
よ
る
も
の
、
水
車
小
屋
一
棟
、
製
粉
機
一
式

二、

O
四
五
万
円
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平
成
九

1
十
年
度
、
南
部
開
発
事
業
、
(
保
健
セ
ン
タ
ー
、
長
英
の
隠
れ
湯
)

土
地
造
成
、
自
家
水
道
、
引
湯
施
設
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
長
英
の

隠
れ
湯

四
億
七
、

O
四
五
万
円

平
成
十
年
度
、
ふ
る
さ
と
総
合
整
備
事
業
、
農
道
整
備
、
二
七
九
.
八

m

一、五

O
O万
円

平
成
十
一

1
十
三
年
度
、

ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
(
土
地
改
良
)

親
水
公
園
・
ラ
ン
ド
リ
ー
施
設
(
保
健
セ
ン
タ
ー
周
辺
)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
(
水
車
小
屋
周
辺
)
、
水
路
整
備
、
遊
歩
道

(
上
の
観
音
堂
)

一
億
四
、

0
0
0万
円

平
成
十
五
年
度
、
赤
岩
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
指
定
調
査
、
報
償
費
、
旅
費

需
用
費

二
三

O
万
円



平
成
十
六
年
度
、
前
年
度
と
同
様
の
調
査
事
業
名
、
報
償
費
、
旅
費
、
需
用
費
、

使
用
料

九
一
五
万
円

平
成
十
七
年
度
、
前
年
度
と
同
様
の
調
査
事
業
名
、
報
償
費
、
報
酬
、
旅
費
、
需

用
費
、
委
託
料
、
使
用
料

四
五
六
万
円

平
成
十
七
年
度
、
地
域
資
源
活
用
ふ
る
さ
と
づ
く
り
支
援
事
業
、
養
蚕
の
家
整
備

六
一
六
万
円

平
成
十
二

1
十
七
年
度
、
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

一
八
五
万
円

平
成
十
八
年
度
、
棚
田
(
畑
)
保
全
活
動
事
業
、
運
営
、
共
同
作
業
、
都
市
交
流

五
O
万
円

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業

二
二
万
円

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
営
農
飲
雑
用
水
工
事
、
導
水
管

二、

O
O
O
m

一
、
八

O
O万
円

国
道
二
九
二
号
赤
岩
入
口
村
道
改
良
事
業
、
交
差
点
改
良
、

七
五

O
万
円

平
成
十
四

1
十
八
年
度
、
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
、
森
林
一

O
か

福祉と厚生
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政

。
歴
代
民
生
児
童
委
員

(
昭
和
四
十
六
年
以
降
)

行

「

篠原
黒 山 山 山 中 富 明

茂木
富 中

福島
山 中 関 山 山 中 明

茂木 篠原
宅~司f 中 干面

岩 本 崎 本 沢 沢 田 沢 沢 崎 干す 本 本 沢 田 沢 沢 島 林
氏__L. 

市 JlI み ノ、
郎市 JII み ノ、/¥ 名

善 {中 忠 つ
衛郎

英 手口
茂邦

さ yレ 正 正 T A A  仲 つ 和
蔵酉

茂 さ lレ
直之

) 

良日 治 る 治 代 を ヱ 次 雄 冶、 る 衛 代 邦 を ヱ

昭 B?j 
和 和
四 四

十九 十

就
/¥ 

ノノ !J ノノ ノノ ノ/ ノノ ノ/ !! ノノ ノ/ ノノ
十

ノノ ノ/ !! ノ/ !! !! !! ノノ !! ノノ !! ノノ
十 職

一 一. 

一 一

B?j 日目 自百 日召
手口 手口 平日 手口
五 五 五 四
十 十 十 九十 ( 

一 一 退
十

ノノ ノノ !! !! Yノ /ノ ノノ /ノ ノノ
十

/ノ /ノ ノノ ノノ !! !! !! !! ノノ !! !! !! 
十 職

一 一一 一 一. . 
一 一一

十 一 十 十十

一
L一一一

中 山 山 山 中 富 富 乍M 乍~司F 中 市 関 篠 中 山
崎山

山 中 富 明
茂木

富 中
福島 村中

関
村 本 崎 口 沢 沢 沢 沢 沢 沢 JlI 原 キ1本 口 沢 沢 田 沢 沢

み
__L. 

JII み ノ、/¥ 

義 仲 J申D、一一 英治
葉 久 茂 さ 安 学 義 {中 忠、 一 英 一 和 茂 せ yレ 義 ナ，u4 

司 治 7G 孝 子 女子 邦 を 江 ~~ 司 ?台 ヌじ 孝 治 代 多目 を ヱ 司

日目 B?j 日百 昭
明日 平日 和 手口
五 五 五 四
十 十 十 十
五 一 一九

!! ノ/ ノ/ /ノ /ノ !! ノノ ノ/ !! ノノ
十

ノノ !! /ノ !! !! ノノ ノノ ノ/ !! ノノ !! ノノ
十 十

一. . . 
一
十

一 一九 一

昭 昭 昭 日百 昭 昭 昭
和 和 手口 手口 和 手口 平日
五 五 五 五 五 五 五
十 十 十 十 十 十 十
八 七 J¥ 七 J¥ 五 一一

ノノ ノノ !! ノノ
. . 

ノ/ ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ ノ/ !! !! ノノ ノ/ ノノ !! ノ/ !! 
十 十 十 十 十 十

__L. 

一 一 一/¥ . . . . . 
一 一 一一

十 十 十 十 十 十 十

一
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福祉と厚生

本 山 山 中 町 安 関 市 市 関 篠 中 山 山 山 中 町 富 富 篠 市 市 町 篠原 関
篠原Jニpヲ7 本 口 沢 田 カ 池 JlI JlI 池 原 村 本 口 口 沢 田 沢 沢 原 JlI JlI 田

JII 駒 lま 一-'-‘
1¥ 

佐 保 一一 喜 正 孝 一 ト 安 孝 君 つ 義 保 松 一一 喜 葉 久 日目 ト 女ト~ 喜 日百 ず"lt

京 平 ヌじ 孝 彦 一 一 自日 ヨ 1工 代 み 司 平 次 ヌじ 孝 彦 子 好 一 ヨ 江 彦 一 自日

BB 昭 昭 日目 昭
和 平日 平日 干日 手口
__r_. --'-ー・ 五 五 五1¥ 1¥ 

十 十 十 十 十
一 J¥ 七 七

!l ノノ ノ/ /ノ /ノ !l /ノ ノノ !l !l ノ/ ノノ !! ノノ ノ/ ノノ !! !! !! ノノ ノノ
. 

!! /ノ十 十 十
一 --'-ー・ 一 七一 1¥ . . 

一 十 十一
十 一 五
__r_. 

一 1¥ 

平 昭 H百 平 日目 昭 昭
成 平日 和 成 平日 手口 手口

_L. __r_. 
--'-一‘ _L. _L. 

1¥ 1¥ 1¥ 1¥ 1¥ 

十 十 十 十 十
一 一 一一 一. . 

/1 /ノ /1 !l !l ノノ Fノ !l /ノ !! !l ノノ !l ノ/ !l 
. 

/1 ノ/ /1 ノノ /ノ ノノ十 十 十 十
一 九

__r_. 

一 一
_L. 

1¥ 1¥ . . . . . . . 
一 一 一一 一一

十 十 十 十 十 十
一 一一

関 山 山 中 富 山 富 関 市 市 篠 関 篠 本 山 山 山 中 町 p京i →・ 関 市 市 山 山 関
篠原口 口 沢 沢 本 沢 JlI J 11 原 原 多 本 口 日 沢 田 カ 池 J 11 J 11 本 口

駒 は JlI 駒 lま
真 松 増 一正 友 初 一 ト 安 巌 君 つ 佐

r国Aー， 松 増 一 彦喜 正 孝 ト 安 t目-- 1普 君 つ
次 雄 孝 幸 八 男 .e~ ヨ 1工 代 み 尽 治 次 雄 孝 自Eヨ 1工 治 土佐 代 み

平 平 平 昭 日目
成 成 成 手口 手口

_L. _L. 

1¥ 1¥ 

十 十
四 一 一 一 一一一

ノノ /ノ /1 ノノ /1 /1 ノノ !l ノノ
. 

十
ノ/ ノノ /1 Yノ ノノ ノノ ノノ /ノ !l /1 !l /1 

十 十
ノノ /1 

一 五 七一. . . . 
一 一
十 十

一 九 J¥ 

平成 平成 成平 平成 平成

七 四 一 四 四
ノノ ノ/ ノノ ノ/ !l !l !l /ノ ノノ

十
!l 

. 
十

!l ノノ
十

!l ノノ /1 /ノ Yノ ノノ !l 
十

/1 ノノ ノノ !l 

一 一 一 一一. . . 
一

十 十 十 十 十
一
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行政

本丘二>'
山 山 山 中 宅~ヨT 湯 安 関 市 市 山

篠原 本多
関 山 山 中 富 山 富 関 市 市

本h ニ>' 本山 篠原 本h 二37本 口 本 沢 沢 本 カ 口 JlI JlI 本 口 口 沢 沢 本 沢 口 JlI JII 
JlI メ7入 や メ朝J ミ、

辰 茂 政
居勝 一 正 一 y台 朝 ト 義

雄貝
す

辰雄
真 政

増雄 一正 友 初 ト 義 辰 貢 巌
佐京 l 雄 勝 孝 幸 女子 l¥ 女子 ヨ 夫 子 勝 孝 幸 J¥ 男 好 ヨ 夫 雄 雄

成平 平成 成平

十
七 r七

ノノ !! ノノ ノノ ノ/ !! ノノ !! ノノ /ノ
十

!! !! ノ/ ノノ !! ノノ ノ/ ノノ !! !! !! ノノ
. 

十
ノ/ ノノ ノノ

一 一 四一 . . 

_Lー・

1¥ 

成平 平成 平成 成平 平成

十 十 十
一一 七 七一

!! /ノ ノノ ノノ /ノ ノノ ノノ /ノ ノノ ノ/
十

ノノ ノノ /ノ /ノ ノノ /ノ ノ/ !! 
十

ノノ ノノ !! 
十

/ノ ノノ
十

. 

一 一 一 一 四. . . . 
一

十 十 十 十
__L. 

1¥ 

山
伊藤

山
津穂中

冨 山
萩原

関 山 市 関 山 山 山 篠原 本Jニ~ 本山
山 山 中 富 湯

萩原
関 中 市 山 篠

本 本 沢
本b ニ>'

本 JlI 本 本 本 口 本 i翠 沢 本 津 JII 本 原
千 や 聴 や

茂 代 房 一一 津 幸 克 隆 泉 好 隆 一雄貞
す 辰 茂 政 房 一一一 幸 克 宏 泉 雄貞

す
子 勝 自日 子 子 男 イ二 男 雄 子 雄 勝 勝 自日 好 子 衛 子

成平 成平 成平 成平

十 十 十 十
__L. 

五 四 一一/、 一
ノノ ノノ !! ノ/ !! !! ノノ ノノ ノ/

十
/ノ

. . 
十

ノノ !! ノノ ノノ Iノ ノ/ !! !! /ノ !! ノノ !! 
十

/ノ !! 

一 四 一一 一. . 

十
八

__L. 

一1¥ 

成平 成平 成平 成平 成平 成平

十九 十 十 十 十 十
五

__L. 

四
__L. 

1¥ 1¥ /¥ . 
!! !! !! !! ノノ ノノ !! !! ノノ

十
ノノ /ノ

十 十 十
ノノ ノ/ !! !! /ノ !! !! ノ/ !! 

十
ノノ ノノ

一 一 四 一一 一. . . 
一一 一

十 十 十 十 十
七 五

L_ 
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関 篠 山 山 伊 山 中 富 山 原萩 関 山 市 関 篠原 本山原 本 本 藤 本 津穂 沢
本多

本 111 
や 千 や

好 す 一茂 代 房 一一 津 幸 克 隆 泉
好仁

す 一
仁 子 雄 子 勝 l'lB 子 子 男 子 雄

平成

十
九

I! I! I! ノノ I! I! ノノ /ノ I! I! I! I! 
. 

I! ノノ I! 
十

一. 

一

成平

九十

I! I! 
. 
十
一. 

一一一

255 

。
主
任
児
童
委
員

関
ま
す
み

篠
原
し
づ
子

中
村
百
合
子

I! 

平
成

十
三
・
十
了
三
十

ノノ

I! 
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政

。
六
合
っ
子
養
育
手
当
支
給
条
例

平
成
九
年
三
月
十
二
日

行

六
合
村
条
例
第
十
八
号

(
目
的
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
六
合
村
の
人
口
減
少
を
防
止
し
て
増
加
と
定
着
化
を
図
る

た
め
の
手
当
(
以
下
「
六
合
っ
子
養
育
手
当
」
と
い
う
。
)
を
支
給
す
る

こ
と
に
よ
り
、
過
疎
化
の
防
止
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童
の
健
全
な
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
受
給
者
の
義
務
)

第
二
条

六
合
つ
子
養
育
手
当
の
受
給
者
は
、
前
条
の
目
的
の
趣
旨
に
従
っ
て
こ
れ

を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
定
義
)

第
三
一
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

(
1
)
保
護
者
と
は
、
児
童
の
親
権
者
又
は
後
見
人
等
で
あ
っ
て
、
現
に
児
童
を

養
育
し
、
生
計
を
一
に
し
て
い
る
と
村
長
が
認
定
し
た
者
を
い
う
。

(
2
)
新
生
児
と
は
、
出
生
後
引
き
続
き
三
箇
月
以
上
本
村
に
住
所
を
有
し
て
い

る
者
を
い
う
。

(
3
)
第
三
子
、
第
四
子
以
上
と
は
、
十
五
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
者
を
含
む
、
三
人
以
上
の
兄
弟
姉
妹
又
は
兄
弟

姉
妹
と
同
程
度
の
関
係
に
あ
る
と
村
長
が
認
め
た
者
(
以
下
「
支
給
要
件
者
」

と
い
う
。
)
が
あ
り
、
そ
の
生
存
者
の
う
ち
最
長
年
齢
順
の
一
二
人
目
を
第
三
子
、

四
人
日
以
上
を
第
四
子
以
上
と
い
う
。

(
支
給
対
象
者
)

第
四
条

六
合
っ
子
養
育
手
当
は
、
認
定
基
準
日
に
お
い
て
引
続
き
六
箇
月
以
上
本

村
に
居
住
し
、
住
民
登
録
又
は
外
国
人
登
録
が
な
さ
れ
、
申
請
時
に
お
い

て
、
本
村
が
課
税
す
る
村
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
者
で
、
次
の
各
号
の
い

ず
れ
か
一
つ
に
掲
げ
る
児
童
の
う
ち
第
三
子
又
は
第
四
子
以
上
の
者
(
以

下
「
支
給
対
象
児
童
」
と
い
う
。
)
の
保
護
者
(
以
下
「
受
給
権
者
」
と
い
う
。
)

に
支
給
す
る
。

(
l
)
新
生
児

(
2
)
本
村
に
住
所
を
有
し
、

か
っ
、
四
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
四
月
に
六

合
村
立
六
合
こ
ど
も
園
設
置
条
例
(
平
成
十
五
年
六
合
村
条
例
第
一
二
十
一
日
す
)

第
二
条
に
規
定
す
る
こ
ど
も
園
に
入
園
し
た
児
童
(
以
下
「
新
入
園
児
」
と

い
》
つ
。
)

256 

(
3
)
本
村
に
住
所
を
有
し
、

か
っ
、
六
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
四
月
に
六

合
村
に
所
在
す
る
小
学
校
に
就
学
し
た
児
童
(
病
弱
、
発
育
不
完
全
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
に
あ
っ
て
は
、

六
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
四
月
一
日
に
六
合
村
に
所
在
す
る
小
学
校
に

就
学
し
た
も
の
と
み
な
す
。
)
(
以
下
「
新
入
学
児
童
等
」
と
い
う
。
)

(
4
)
本
村
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
、
十
二
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
四
月
に

六
合
村
に
所
在
す
る
中
学
校
に
入
学
し
た
児
童
(
病
弱
、
発
育
不
完
全
そ
の

他
や
む
を
得
な
い
事
由
の
た
め
就
学
困
難
と
認
め
ら
れ
る
児
童
に
あ
っ
て

は
、
十
二
歳
に
達
し
た
日
以
後
最
初
の
四
月
一
日
に
六
合
村
に
所
在
す
る

中
学
校
に
就
学
し
た
も
の
と
み
な
す
。
)
(
以
下
「
新
入
学
生
徒
等
」
と
い
う
。
)

(
5
)
本
村
に
住
所
を
有
し
、

か
っ
、
六
合
村
に
所
在
す
る
中
学
校
の
課
程
を
終

了
し
た
児
童
(
以
下
「
中
学
校
卒
業
生
」
と
い
う
。
)



2 

六
合
つ
子
養
育
手
当
の
支
給
対
象
児
童
別
の
認
定
基
準
日
は
、
次
の
表
の
と

お
り
と
す
る
。

新 新 新 新

校学事
生 入

入学児童等

入
児

児園 学生

徒等

一四 一-'-- 十
校学中

/、、
月 歳 歳

歳
達 達 達 の
し し し 達

課程た た た し
日 日 日 た を

震初
日

終了

重初
し
た

の の 日
四 四 の の
月 月 四 属
一一 月 す
日 日 一 る

日 月
の
一
日

(
手
当
の
額
)

第
五
条

六
合
っ
子
養
育
手
当
の
額
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

第 第
四
子 子
以
上

支給区

新新 新新 校業学卒中 新新新 新校学卒業生中
生入入入 生入入入

分

児園学学生 児園学学生
児児 児児童

童等徒等生 等徒等

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

つ つ つ つ つ つ つ つ つ つ
き き き き き き き き き き、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

一 一 一一 一 一 支
一 給金五 七 七 五 。。五 五 。。。五 五 。。。。。。。額， ， ， ， ， ， ， ， ， ， 。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

福祉と厚生

(
申
請
手
続
)

第
六
条

六
合
っ
子
養
育
手
当
支
給
を
受
け
よ
う
と
す
る
受
給
権
者
は
、
認
定
基
準

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
末
日
ま
で
に
六
合
っ
子
養
育
手
当
支
給
申
請
書

(
別
記
様
式
)
を
村
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
支
給
手
続
)

第
七
条

村
長
は
前
条
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
内
容
を
審
査
し
、
支
給
対
象

者
で
あ
る
と
確
認
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
支
給
手
続
き
を
行
う
。

2 

審
査
の
結
果
、
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も

の
と
す
る
。

(
不
正
利
得
の
徴
収
)

第
八
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
六
合
っ
子
養
育
手
当
の
支
給
を
受
け
た

者
が
あ
る
と
き
は
、
村
長
、
受
給
額
に
相
当
す
る
金
額
の
全
部
又
は
一
部
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を
そ
の
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
譲
渡
ま
た
は
担
保
の
禁
止
)

第
九
条

六
合
っ
子
養
育
手
当
の
支
給
を
受
け
る
権
利
は
、
譲
り
渡
し
又
は
担
保
に

供
し
て
は
な
ら
な
い
。

(
委
任
)

第
十
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
て
必
要
な

事
項
は
規
則
で
定
め
る
。

附

同只

こ
の
条
例
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
認
定
基
準
日
が

こ
の
条
例
の
施
行
目
前
の
場
合
に
は
、
六
合
つ
子
養
育
手
当
は
支
給
し
な
い
。

附

期
(
平
成
十
年
条
例
第
二
十
号
)

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



政

則
(
平
成
十
六
年
条
例
第
四
号
)

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

府オ

行

附

則
(
平
成
十
八
年
条
例
第
二
十
七
号
)

六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
昭
和
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。

目
的
と
し
て
、
村
内
の
社
会
事
業
関
係
者
、
団
体
及
び
社
会
福
祉
に
関
す
る
地
域

居
住
者
が
相
協
力
し
て
、
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

役
員
と
し
て
、
会
長
一
名
、
副
会
長
三
名
、
常
務
理
事
一
名
、
幹
事
若
干
名
と
し

て
、
六
合
村
役
場
の
福
祉
課
長
が
常
務
理
事
と
し
て
事
務
の
執
行
を
行
い
、
会
長
に

は
歴
代
村
議
会
議
長
、
副
会
長
に
は
村
議
会
副
議
長
、
教
育
委
員
長
、
村
議
会
民
生

委
員
長
が
あ
た
っ
た
。

業
務
と
し
て
は
、
臨
時
職
員
の
家
庭
奉
仕
員
を
置
き
、
高
齢
者
宅
の
掃
除
や
家
事
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の
援
助
や
移
動
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
手
話
講
習
会
等
を
行
っ
て
い
た
。

任
意
団
体
と
し
て
設
立
さ
れ
た
六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会
も
、
昭
和
五
十
八
年
十

月
に
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
法
制
化
が
施
行
さ
れ
、
六
合
村
で
は
、
平
成
五
年

度
よ
り
地
区
説
明
会
等
を
開
催
し
、
平
成
六
年
四
月
一
日
、
県
内
七

O
市
町
村
中

六
六
番
目
に
社
会
福
祉
法
人
六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
発
足
し
、
事
務
局
を

役
場
庁
舎
内
に
置
き
、
事
務
局
長
を
住
民
課
長
が
兼
務
し
、
福
祉
専
門
員
一
人
、
ホ

i

ム
ヘ
ル
パ

1
二
人
を
配
置
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
開
始
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
変
遷

一
、
事
務
所

-
平
成
六
年
四
月
一
日

i
平
成
八
年
三
月
三
十
一
日

六
合
村
役
場
一
階
小
会
議
室



篠
原
敏
江

平
成
八
年
九
月
一
日
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

高
齢
者
セ
ン
タ
ー

-
平
成
八
年
四
月
一
日

i
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

山
本
典
世

平
成
九
年
四
月
一
日

1
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日

山
本

平
成
十
四
年
四
月
一
日

1
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

牧

-
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

1

関
久
美
子

平
成
十
五
年
一
月
一
日

1
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

六
合
村
保
健
セ
ン
タ
ー

一
一
、
役
員

会
長
山
本
由
平

中
沢
富

冨
沢
二
一

三
、
職
員

-
事
務
局
長

山
田
武
俊

中
津
宏
衛

山
本

冨
沢
二
一

冨
津
和
吉

-
専
門
員

富
沢

福祉と厚生

山
口
隆
志

山
田
秀
隆

'̂' 
Jレ
ノ号

山
田
道
子

黒
岩
睦
子

-
温
泉
管
理

富
津
は
ま
子

平
成
二
十
一
年
四
月
一
自
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

平
成
六
年
度

1
平
成
十
三
年
度

安
原
ま
す

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

1
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

平
成
十
四
年
度

1
平
成
十
九
年
度

道
津
夜
代
井

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日

1
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七
日

平
成
二
十
年
度

1
平
成
二
十
一
年
度

回
、
理
事
、
評
議
員

-
別
紙
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平
成
六
年
度

1
平
成
九
年
度

五
、
主
な
業
務

平
成
十
年
度

1
平
成
十
一
年
度

①
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

茂

平
成
十
一
年
度

1
平
成
十
五
年
度

-
開
始
年
度

平
成
十
二
年
度

平
成
十
五
年
度

1
平
成
十
九
年
度

的

孤独
独り
感暮
解ら
消 し
及高
び齢
地者
域及
社び
A 巨 T

と齢

妥去
護士
準並
乞帯
白川

門信
ヘ康

谷実
村

目

平
成
二
十
年
度

1
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
委
託
を
受
け
、
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
の
調
理
に
よ
る
弁

洋

平
成
六
年
度

i
平
成
十
三
年
度

当
を
届
け
る
。

平
成
十
四
年
度

1
平
成
二
十
年
度

②
軽
度
生
活
援
助
事
業

平
成
二
十
一
年
度

1
平
成
二
十
二
年
度

-
開
始
年
度

平
成
三
年
度

目

的

要
介
護
者
等
の
認
定
外
と
な
っ
た
高
齢
者
で
、
生
活
支
援
が
必
要

平
成
五
年
四
月
一
日

1
平
成
十
三
年
六
月
三
十
日

な
者
に
対
す
る
軽
度
生
活
支
援
を
行
う
も
の
で
、
六
合
村
か
ら
委

平
成
五
年
四
月
一
自
ら
平
成
八
年
九
月
三
十
日

託
を
受
け
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
実
施
す
る
。



，-
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-
開
始
年
度

③
過
疎
地
有
償
運
送
事
業
(
や
ま
ど
り
)

平
成
十
二
年
度
(
自
家
用
自
動
者
有
償
運
送
)

政

目
④
介
護
保
険
業
務

-
開
始
年
度

日

平
成
二
十
年
十
月
一
日

1
(過
疎
地
有
償
運
送
)

的

全
国
初
の
陸
運
局
認
可
に
よ
る
交
通
弱
者
、
高
齢
、
身
障
者
、

療
育
、
精
神
手
帳
交
付
者
、
生
活
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
生
活

支
援
を
行
う
。
村
内
に
限
り
、
年
会
費
二
千
円
で
登
録
し
、
完
全

予
約
制
と
し
て
一
回
の
利
用
料
四
百
円
で
利
動
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
十
二
年
度

自句

介
護
保
険
法
の
制
定
に
伴
い
、
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
予

防
訪
問
介
護
、
予
防
訪
問
入
浴
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

-
開
始
年
度

⑤
障
害
者
自
立
支
援
法
業
務

平
成
十
五
年
度

目

的

こ
れ
ま
で
の
支
援
費
制
度
か
ら
、
身
体
障
害
者
自
立
支
援
法
の
制

定
に
伴
い
、
身
体
、
知
的
、
児
童
居
宅
介
護
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
。

-
開
始
年
度

⑥
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

平
成
十
一
年

目

自句

通
常
の
日
常
生
活
は
可
能
で
あ
る
が
、
金
融
機
関
、
介
護
施
設
等

へ
の
金
銭
の
出
し
入
れ
が
困
難
な
者
に
対
し
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
援
助
、
日
常
的
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。

-
開
始
年
度

⑦
六
合
ふ
れ
あ
い
切
符

平
成
十
四
年
度

1
平
成
二
十
一
年
度

日

的

介
護
保
険
、
過
疎
地
有
償
運
送
事
業
「
や
ま
ど
り
」
で
補
完
で

き
な
い
部
分
を
地
域
通
貨
の
「
六
合
ふ
れ
あ
い
切
符
」
に
よ
り
、

地
域
で
お
互
い
に
支
え
合
う
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。

中
之
条
町
と
の
合
併
に
よ
り
廃
止
と
な
る
。

⑧
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス

-
共
同
募
金
事
業
、
社
会
福
祉
校
の
育
成
、
福
祉
機
器
の
貸
出
し
事
業
、
福
祉
映

画
会
の
開
催
、
福
祉
啓
発
活
動

⑨
福
祉
団
体
の
育
成

-
長
寿
会
連
合
会
、
遺
族
会
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
身
体
障
害
者
更
生
会

-
く
つ
ろ
ぎ
の
会

⑩
社
会
福
祉
法
人
中
之
条
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ
編
入
合
併

-
合
併
の
方
式
社
会
福
祉
法
人
六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
解
散
し
、
社
会
福
祉
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法
人
中
之
条
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
編
入
す
る
。

-
合
併
期
日

平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日

-
六
合
支
所
を
六
合
保
健
セ
ン
タ
ー
に
置
く
。
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六合村社会福祉協議会理事評議員名簿

評 評 評 評 評 評 評 評 評 評 評 評 評 評 評 監 監 理 理 理 理 理 理 務常 百日 盲目 ~ ‘ 
議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議

理 ~ ‘ 主~
員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 事 事 事 事 事 事 事 事

事
長 長 長

市 折 安 山 中 関 篠 関
本多

山 中 富 関 安 市 萩 中 市
湯本 市 松 中 中 中 中

本多 山
成平JII 茂 原 本 津 原 口 村 沢 原 JII 原 村 JII JII 君く 沢 沢 沢 沢 本

賢 勘 き 駒 ふ 昭 一-'-...

昭 一 繁 と 保 一 一佐 松 末 秀 義 文 長 義 安
次郎

茂
要平 久=口'='" 

富
秀次 平由

/¥ 

一 良E安 み 寿 良日 の 良B京 次 司 治 司 治 雄 司 江 し= 子 孝
年

山 折 安 山 中 関 富 関 関 山 中 富 関 安 市 萩 中 市 関 市 黒
藤武

市 中 中 中
本山

成平本 茂 原 本 津 沢 口 村 沢 原 JlI 原 村 JII JII 岩 JlI 沢 沢 村
賢 勘 は 駒 ユ 昭

康 一 繁 と 保 一 る 一 松 末 秀 義 文 長 義 安 キ 次 善 宏 春 富 義
平由

七

雄 良E安 み 寿 民日 江 良E真 次 司 治 司 治 雄 司 江 エ 良日 子 男 孝 司
年

山 折 安 山 安 関 富 冨 関 山 富 山 本 篠 高 湯 萩 市 関 市 黒
藤武

市 中 中 中 山
平成本 茂 原 本 原 沢 沢 口 沢 本 多 原 原 本 原 JII JII 岩 JlI 沢 沢 村 本

賢 武 勘 は 友 栄 ユ 昭
章 一 繁 と 一一 る 正 増 春 昭 次 富 秀 次 長 ト キ 次 主E皇コ 宏 春 富 義

平由
J¥ 

男 自R安 み 良日 良日 江 幸 真 雄 男 夫 自日 雄 雄 良E ヨ エ 自日 子 男 孝 司
年

関 折 安 山 安 関 冨 冨 関 山 主昌圭コ9 山 本 篠 高 湯 萩 市 関 市 黒
武藤 市 中 中

村中
山

成平九年
茂 原 本 原 沢 沢 口 沢 本 多 原 原 本 原 JII JII 岩 JlI 沢 沢 本
賢 武 勘 友 栄 ユ 昭

常 一 繁 と 一 → か 正 増 春 昭 次 富 秀 次 長 ト キ 次 善 宏 春 富 義
平由男 自R安 み 民日 良Rん 幸 真 雄 男 夫 民日 雄 雄 良日 ヨ エ 自R 子 男 孝 司

安 黛 安 山 安 関 冨 冨 関 山 篠 山 山 篠 高 冨 萩 市 折 市 黒
武藤 市 中 中

村中
山

成平十年
原 原 本 原 沢 沢 口 原 口 口 原 原 沢 原 JII 茂賢 JII 岩 JII 沢 沢 本
十 武 勘 昭
一輝 繁 と 一一色、 正 増 久 長 積 松 秀 長 ト 次 善 宏 春 富 義

平由四 雄 安 み .e~ 民日 ん 幸 真 雄 雄 一男 次 雄 ヨ 良E良R 子 男 孝 司

山 黛 湯 安 安 安 湯 冨 本 市 黒 関 明 篠 安 冨 萩 市 黒 市 市 折 市 中 中 富 山
成平十本 本 原 原 原 本 沢 多 JII 岩 田 原 原 沢 原 JII 岩 JII JII 茂賢 JII 沢 沢 沢 本

メ7入 武 ふ JII キ 美代 昭
朝 輝 一 繁 一義 正 辰 義 春 道 ヌ 長 ト 善 次

春男
富 久

平由好 雄 好 安 良日 治 し= 幸 雄 夫 夫 真 雄 巌 エ ヨ 子 良日 良日 孝 好 年

山 黛 湯 橋 富 安 湯 冨 本 市 黒 関 明 篠 安 冨 萩 市 黒 黒 市 折 関 茂 中 富 山
成平十本 本 爪 沢 原 本 沢 多 JII 岩 田 原 原 沢 原 JII 岩 岩 JII 茂賢 木 沢 沢 本

メ7入 ふ JII キ 昭
朝 輝 一 福 義 正 辰 義 春

雄道 ヌ 一 長 ト 善 し= 次 一 常 真 一 久好 平由
一

好 雄 好 豊 治 治 し= 幸 雄 夫 夫 真 巌 エ ヨ ち 良R自E男 孝 年

佐 黛 橋 富 安 武 冨 本 市 黒 関 明 篠 安 山 萩 市 黒 黒 市

言
関 茂 富 中

本山
成平十藤 月1池 沢 原 藤 沢 多 JII 岩 田 原 原 口 原 }I[ 岩 岩 JII 木 沢 沢

JII キ 昭
英 輝 孝 福 義 宏 正 辰 義 春 道 ヌ 義 長 ト 善 し= 次 一 常 真 久 一車

一
子 雄 豊 一治 治 子 幸 雄 夫 夫 真 雄 巌 エ 之 ヨ ち 自R.e~ 男 好 孝 年

山 佐 黛 橋 冨 武 黒 中 本 関 中 関 明 篠 安 山 萩 篠 山 黒 市 J¥ 関
茂木

山 山 中
成平本 藤 爪 沢 藤 岩 津 多 村 田 原 原 口 原 原 本 岩 Jl[ 井 口 口 沢

て Jl[ キ や 昭 田 十
峯 英 輝 一宏 る 宏 辰 克 道 ヌ 義 長 す

平由
し五 次

常男 真 園 政 富 四
松 子 雄 豊 一子 子 衛 雄 子 司 真 雄 巌 エ 之 子 ち 良E員 次 勝 年

山 黒 黛 橋 冨 武 黒 山 中 関 中 関 明 篠 安 山 萩 篠 山 黒 安 内 関
茂木

山 山 中
成平本 岩 爪 沢 藤 岩 本 津 村 田 原 原 口 原 原 本 岩 原 田 口 口 沢

て 総 Jl[ キ や 十
秀 敏 輝 一宏 る 房 一 克 道 ヌ 義 長 す 由 し3 義 悦 戸吊L<. 真 園 政 富 五
雄 明 雄 豊 一子 子 勝 自日 子 司 真 雄 巌 エ 之 一 子 平 ち 治 弘 男 一次 勝 一 年

F目.L司F 一一ー
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行 政

顧 顧
議評 評議

評 評
評議 議評 評議 評議 評議

評 評 評 評
議 議 議 議 議 議

問 問 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員

本b グ
黒 冨 中 田 本 町 富 安 山 市 篠 黒 山

成平石ιLI 沢 村 干す 三口と 田 沢 原 本 JlI 原 岩 本
キ

-L 

1¥ ー_L.

秀 春 イ彦 {彦
彦喜

久 ヌ 仲 春 主Eコ主
1¥ 

里 勇 枝 好 エ 誠 夫 自E夫 繁
年

本Jニb〆
黒 冨 中 河 本 山 富 市 山 市 篠 黒 山

成平岩 沢 干す 野 二仁とI 本 沢 JII 本 JlI 原 岩 本
~t .J_‘ 

1¥ 
七

秀 春 手口 修 久 さ イ中 春 主Eコ主
年

里 勇 枝 男 男 好 1工誠 夫 自E夫 繁

本多
黒 昌

村中
安 本 山 富 黒 山 市 山 町 茂

平成左I-Lヨz 沢
原十

三仁tゴr 本 沢 石ιLI 本 JlI 田 田 木
て

八
秀

春枝
修 久 る

伸夫
正

雄文 孝
年

里 勇 四 男 好 子 誠 人

本多
黒 モHヨヨ「

村中
安 本 山 富 関 山 市 山 町 山

平成石<-u 沢 原 =Eb 3 本 沢 本 JlI 田 田 本
十 フ

九
秀

春枝
イ彦 久 サ 祐

伸夫
正 文 善

里 勇 四 男 時 子 人 雄 繁
年

本多
篠 山 黒 関

本三口と
山 信E三司r 本 山 市 山 湯 山

成平原 本 石<-u 口 沢 多 本 JII 回 本 本
千 4 、

秀
啓吾 代衛

修 久
枝静

祐 伸夫
正 尚 朝

十

里 子 勇 ヌじ 好 人 好 好
年

本々ュJ
山 清 山 黒 関 山 山 中 山 冨 山 篠 佐 平
本 水 本 左I-L王I 本 口 沢 本 沢 田 原 藤 成
ひ i1じtのr 千 ア l¥ 十

秀 と 照 ~j 代 国 キ 十 正 啓 英
里 み 美 代 勇 衛 男 次 エ 実 人 三E丘1 子 年

本h コノ

山 清 山 黒 関 山 山 中 山 冨 山 篠 佐 平
本 水

本志げ
岩 本 口 沢 本 沢 田 原 藤 成

ひ 千 ア /¥ 十
秀 と

美照 代 国 キ 十 正 啓ョ玉 英
里 み 代 勇 衛 男 次 エ 実 人 子 年

山
篠原

山 黒 山 関 山 山 黒 関 富 山 平
本 本 左ιi玉z 本 本 口 石ιLI 沢 本 成

=J Itこのr 千 十

三啓丘
~j' 代 好 国 正 峯

男 子 勇 代 衛 次 主仁1主 守 実 松 年

山 山 山 関 黒 関 山 市 黒 関 冨 篠 西 山 平
本 本 本 岩 本 JII 岩 沢 原 山 口 成

て カ 千 ひ 十
る 文 ヅ 代 好 ろ 正 正 四

男 子 子 ;工 勇 衛 子 主E産コ
す←ムー・ 実 d申じA、昇 7G 年

山 山 山 関 黒 関 山 市 黒 関 冨 篠 西 山 平
本 本 本 岩 口 JlI 岩 沢 原 山 口 成

カ 千 十
敏 文 ヅ 代 d悦 章 正 正 五

男 子 子 江 勇 衛 行 子 主仁ゴ 守 実 忠 昇 7G 年
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福祉と厚生

評 評 評 評 評 言平 言干 評 評 評 評 評 評
評議 議評

監 監 理 理 理 理 理 理
務戸吊I4 

面目 面目 止ヨミ』

議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 議 5義 議
理

止Z三』主 fZ三』主

昌 昌 員 員 員 昌 昌 目ロ 員 員 員 員 員 員 員 事 事 事 事 事 事 事 事
事

長 長 長

山 福 黛 橋 山 武 黒 山 中 関 中 関 明 篠 安 山 萩 篠 山 黒 安 内 関 茂 星 山 中
成平本 原 爪 口 藤 岩 本 津 干す 田 原 原 口 原 原 本 石ι-'-1 原 田 木 野 口 沢

て 総 JI[ キ や 十
秀 敏 輝 市 宏 る

勝居 一 克 道 ヌ 義 長 す 由 し= 義 d悦 戸吊ι. 
コ古Fミマ 次 政 富 一-'-

/¥ 

雄 秀 雄 豊 自日 子 子 ~ß 子 司 真 雄 巌 エ 之 子 平 ち 治 弘 男 雄 勝 年

安 坂 黛 橋 山 武 黒 山 中 関 中 関 明 篠 安 山 萩 篠 山 黒 安 内 関 茂 星 山 中
成平原 井 爪 日 藤 左ιi玉J 本 津 キす 田 原 原 口 原 原 本 石'-'-' 原 田 木 野 口 沢

十 て 総 JI[ キ や 十
一宏 輝 市 宏 る

勝居 一克 道 ヌ 義 長 す 由 し= 義 ，[覚 戸吊位.

コ盲Fミマ 次 政 富 七
四 r台 雄 豊 自E子 子 良E子 司 真 雄 巌 エ 之 子 平 ち 1台 弘 男 雄 勝 年

安 黛
本多

山 武 篠 山 中 関 山 関 山 萩 安 山 萩 山 山 明 安 橋 関
村中

星
茂木

中
成平原 口 藤 原 本 津 本 口 原 原 口 原 本 本 田 原 爪 野 沢

十 総 キ j[[ 十
輝 光 市 宏 サ 房 克 政 幸 ヌ 義 長

平由
生日 義 洋 常 義 次 真 富 !¥ 

四 雄 主住 自日 子 ト 勝 民日 子 雄 真 勝 エ 之 茂 代 r台 明 男 司 士在 年

安 黛 本 山
藤武 篠 山 中 関 山 関 山 萩 萩 山 萩 山 山

本多
安 橋 関 中 篠 茂 中

成平原 多 口 原 本 i総事 本 口 原 原 口 原 本 本 原 爪 村 原 木 沢
十

十九ま軍 光 市 宏 サ 局 克 政 幸 豊 義 長
平由 枝静

義 洋 戸吊Eら 義 辰 真 富
四 主佳 雄 ~ß 子 ト 勝 良日 子 雄 真 勝 子 之 茂 J台 明 男 司 夫 年

安 黛 本 山 武 篠 山 中 関 山 関 山 萩 萩 成平
山 萩 山 山

本h ュ〆
安

橋爪
関 中 篠 茂 中

平成

原 多 口 藤 原 本 浬 本 口 原 原
年十

口 原 本 本 原 村 原 木 沢
十年十 総

輝 光 市 宏 サ
居勝 克 政 幸 豊 四 義 長 由 静 義 洋 戸吊主. 義 辰 コ吉Fミξ 広Eロ圭司コヂ

五
四 雄 忠世 良日 子 ト 虫日 子 雄 真 勝 子 末月 之 茂 平 枝 J台 明 男 司 夫 末月

飯 富 篠 安 茂 山 山 安 黛 山 山
本b τj 

山 中 関
成平

山 市 山
本Jニ~ 中 山 山 茂 冨

成平

塚 沢 原 カ 木 日 田 原 口 田 本 j畢
年十

口 JI[ 本 十す 本 本 木 沢
十年/'¥ JI[ 十 。~~、 日

手口 春 啓豆玉 幸 栄 一 武 一
輝雄 市 し 光

房勝 一 克 五 義 義 静 義
平由

出 真
子 主住 好 子 ヌじ 俊 四 良日 か 雄 ~ß 子 月

之 夫 茂 枝 司 男 月
仁1

日 日

飯 位E口圭司=。 篠 安 茂 山 山 安 黛 山 山 本 山 中 関
成平

山 市 山
本多

中 山 山 茂 ~司T 

成平

塚 沢 原 カ 木 口 田 原 口 田 ~ノ 本 津 十 口 JI[ 本 村 本 本 木 沢 十

JI[ 十 総 日
和 春

啓ヨ仁王1 
幸 栄 一 武 輝 市 し 光 房 克 年五 義 義

枝静
義 由 出 真 一 年ノ、

子 主世 好 子 7G 俊 四 雄 良Rか 雄 勝 自E子 月 之 夫 茂 司 平 男 一 一月

日 日

平成 成平

飯 信E日T 篠 安 茂 山 山 安 黛 山 山
本~ノ 山 中 関

十
山 本 中 山 山 茂 ~司ヨ「

十

塚 沢 原 カ 木 口 田 原 口 田 本 津 年 本 h コノ 干す 本 本 木 沢 年

JI[ 十 総 月 日 月
手口 春

啓ヨ仁王1 
幸 栄 一 武 輝 市 し 光 房 克

枝静
義 由 出 真 一

子 雄 好 子 アE俊 四 土佐 良R七、 雄 勝 良日 子 七十 茂 司 平 男 十七

廃日 廃日
Jl::. i上

中 安 山 関
中

山 白
中

長司E王E 

沢 原 日
之

本 沢 之 寸→

十
条 条 主下

富
市郎

克 町
一 町 月

四 子
社

茂 一社協
寸F日→ ¥ 協
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行政

顧 顧

費評議員
評議 議評 議評 議評 評議 評議 評議 議評 議評 議評 議評

間 問 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員 員

/ 
本山

山 山 関 関 山 山
加遺

黒 関 富
篠原 山 山

成平本 本 者 口 岩 沢 本 田
カ 千 千 十

敏 文 ヅ 代衛 f兎 鶴 正 正 武 ーF」L¥a 

男 子 子 江 =口1::: 行 江 善 守 実 忠 茂 俊 年

/ 
本山 山

本山

古
関 山 山 中 黒 関 一篠原

山 山
主田 本 田 津 岩 場 本 田

モ 千
今朝士口

七十
ト 文 江

衛代
正 し=正 重 正 武

男 子 子 子 人 し 善
すト4 唱

雄 忠 茂 俊 年

/ 
山

/ / / 
山 山

/ 
関 富

篠原
山 山

成平十本 本 田 沢 口 田
メ朝7 当、 み

正 ち 正
t武3晶ζ 

1年¥ 
男 =口1::: 人 守 代 忠 ヌE

/ 
山

/ / / 
本山 本山

/ 
篠原

富
篠原

山 山

平成九年十
本 沢 口 田

日 み
章 出 梅 ち 正 武

男 男 男 男 代 忠 フE俊

I 
山

I I I 
震安 山 篠原

富
篠原

山 山 平成

本 二カ 本 沢 口 田

五十年事川 日 み

四 幸 出 梅 ち 正 武
男 月 好 男 男 代 忠 フE俊 末月

篠原
山

成平

本
年/十、

辰夫
男

月
一
日

山 山

I 
成平

口 本 十

d行悦
男

年六月

一
日

成平

山 山
十

口 本 年

d行悦 一 月

男 十七

廃i日k 
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父

通

長
塚

節
、
暮
坂
峠
か
ら

大
倉
峠
を
越
え
秋
山
郷
へ

長
塚
節
は
、
明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
)
四
月
三
日
に
茨
城
県
岡
田
郡
国
生
村
(
現
常

総
市
新
石
下
町
)
の
子
ど
も
の
な
い
長
塚
家
の
父
母
両
養
子
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

一
八
歳
の
時
に
脳
神
経
衰
弱
の
た
め
不
眠
症
と
な
り
、
尋
常
中
学
校
を
退
学
し
、

明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)

一
九
歳
の
時
、
草
津
温
泉
で
一
一
週
間
療
養
し
て
い
る
。

長
塚
節
は
正
岡
子
規
や
夏
目
激
石
に
師
事
し
、
明
治
四
十
三
年
に
激
石
に
勧
め
ら

れ
て
朝
日
新
聞
に
連
載
長
編
小
説
「
土
」
を
発
表
し
た
こ
と
で
、
歌
人
、
小
説
家
と

し
て
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

節
が
六
合
村
を
訪
れ
た
の
は
、
明
治
四
十
一
年
八
月
の
こ
と
で
、
二
十
日
に
家
を

出
て
二
十
一
日
に
前
橋
駅
で
下
車
し
、
渋
川
か
ら
中
之
条
を
経
て
二
十
二
日
に
沢
渡

温
泉
か
ら
暮
坂
峠
を
越
え
て
入
山
に
入
り
三
泊
し
た
。

し
か
し
、
渓
流
の
川
音
と
蚤
と
の
た
め
に
三
夜
眠
ら
ず
、
二
十
五
日
は
雨
の
中
長

平
の
四

O
前
後
の
壮
健
な
角
蔵
(
現
角
一
宅
)
を
案
内
人
と
し
て
雇
い
、
長
野
の
秋

山
を
目
指
し
た
。

大
倉
峠
を
越
え
る
途
中
案
内
人
の
小
屋
に
仮
泊
す
る
。

節

角
蔵
は
夏
は
岩
魚
を
釣
り
、
冬
は
野
獣
を
狩
猟
と
し
て
い
た
の
で
夜
は
角
蔵
が

長塚

と
っ
た
岩
魚
を
食
べ
た
。

小
屋
は
カ
ワ
グ
ル
ミ
の
皮
で
作
っ
た
む
し
ろ
二
枚
を
敷
い
た
も
の
だ
っ
た
。

翌
二
十
六
日
に
信
州
秋
山
の
切
明
温
泉
に
泊
り
、
九
月
二
日
ま
で
滞
在
す
る
。

そ
し
て
秋
山
郷
の
風
俗
習
慣
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
秋
山
は
こ
の
渓
谷
総
称
に
し
て
信
越
二
州
に
跨
る
。
時
に
陰
暦
八
月
の
は
じ
め
と

て
渓
谷
の
村
落
皆
山
神
を
祭
る
。
為
に
是
に
其
の
風
俗
習
慣
を
観
察
す
る
を
得
た
り
。

切
明
の
地
に
銅
鉱
あ
り
。
既
に
十
八
年
間
こ
の
銅
鉱
を
聞
い
て
去
ら
ざ
る
老
坑
夫

あ
り
。
坑
夫
の
娘
年
二
十
五
、
頗
る
謡
を
好
む
。
凡
そ
渓
谷
の
民
皆
雪
中
熊
を
捕
る

を
以
て
業
と
す
。
彼
ら
は
手
に
槍
を
提
げ
て
格
闘
す
る
な
り
。
七
十
に
及
、
び
て
な
お

も
業
を
棄
て
ず
』

そ
の
後
、
切
明
温
泉
、
越
後
(
現
津
南
町
)
か
ら
信
州
野
沢
温
泉
、
渋
温
泉
を
通

り
渋
峠
の
険
し
い
所
を
越
え
て
草
津
温
泉
に
宿
泊
、
入
浴
し
た
。

七
日
に
浅
間
山
麓
応
桑
の
開
墾
地
を
訪
ね
て
二
六
年
間
の
辛
苦
の
経
歴
を
聞
き
浅

間
山
に
は
雲
り
の
た
め
登
山
を
や
め
、
十
日
に
碓
氷
の
新
道
を
辿
り
十
一
日
に
松
井

265 

田
よ
り
榛
名
へ
越
え
た
。

榛
名
湖
で
は
濃
霧
に
遭
い
、
伊
香
保
を
通
っ
て
渋
川
に
泊
ま
り
十
五
日
に
帰
郷
し
た
。

六
合
村
の
入
山
で
詠
ん
だ
歌
碑
は
浅
間
、
白
根
を
眺
望
す
る
上
世
立
の
県
の
天
然

記
念
物
技
垂
れ
栗
近
く
の
丘
に
建
っ
て
い
る
。

『
属
製
の
花
の
梢
に
ひ
と
つ
づ
っ
蛸
蛤
(
あ
き
つ
)
を
と
め
て
夕
さ
り
に
け
り
』
(
山

の
畑
に
並
ん
だ
丈
の
高
い
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
、
上
の
方
に
花
穂
を
つ
け
て
い
る
。
そ

の
一
本
毎
に
ト
ン
ボ
を
止
ま
ら
せ
、
ひ
っ
そ
り
と
羽
を
休
ま
せ
た
ま
ま
夕
方
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
よ
。
)

こ
の
歌
は
大
正
三
年
(
一
九
一
四
)
に
発
表
さ
れ
、
歌
碑
は
昭
和
五
十
三
年
十
月

に
建
て
ら
れ
た
。

碑
の
大
き
さ
は
、
高
さ
一
二

0
セ
ン
チ
の
台
座
の
上
に
あ
り
、

一一

0
セ
ン
チ
、

巾
一
一

0
セ
ン
チ
で
あ
る
。
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明
治
以
後
の
交
通

六
合
へ
の
歴
史
の
道

は
じ
め
に

昭
和
十
二
年
に
小
雨

1
入
山
聞
を
結
ぶ
県
道
が
開
通
し
、
歩
く
時
代
か
ら
車
利
用

時
代
に
変
わ
る
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
の
長
い
間
は
、
人
の
足
に
頼
る

歩
く
時
代
が
長
く
続
き
、
道
筋
も
本
質
的
な
変
化
は
な
か
っ
た
。

六
合
地
内
を
走
る
道
筋
を
み
る
と
、
中
世
以
前
の
紀
行
等
を
見
て
も
、
道
が
何
処

を
通
っ
た
か
分
か
る
具
体
的
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
江
戸
時
代
の
『
加
沢
記
』
に
、

戦
国
末
の
軍
略
の
道
と
し
て
高
間
越
え
や
暮
坂
道
が
登
場
す
る
程
度
で
あ
る
。
本
稿

で
扱
う
道
は
、
我
々
が
知
る
近
世
以
降
の
徒
歩
に
頼
る
道
で
あ
る
。
当
時
、
六
合
地

内
の
道
は
草
津
温
泉
に
通
じ
る
草
津
街
道
と
考
え
て
も
過
言
で
な
か
っ
た
。
集
落
か

ら
の
道
も
、
草
津
温
泉
に
通
じ
る
支
線
網
で
結
ぼ
れ
て
い
た
。

歩
く
時
代
に
は
入
山
か
ら
国
境
の
峠
を
越
え
て
、
信
州
や
越
後
に
通
じ
る
道
が

あ
っ
た
。
峠
を
越
え
双
方
の
物
資
を
運
び
、
入
湯
客
も
往
来
す
る
重
要
な
道
だ
っ
た
。

だ
が
、
国
境
越
え
の
道
も
今
で
は
六
合
地
内
か
ら
直
接
連
絡
す
る
車
道
は
な
く
な
り
、

生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
は
消
滅
し
て
い
る
。

近
世
以
降
、
六
合
へ
通
じ
る
道
の
大
幹
線
は
中
之
条
か
ら
暮
坂
峠
を
越
え
、
地
内

明治以後の交通

を
東
西
に
走
る
道
だ
っ
た
。
道
筋
に
は
暮
坂
峠
、
白
砂
川
渡
河
の
小
雨
橋
、
大
坂
と

難
所
越
え
が
あ
り
草
津
へ
通
じ
て
い
た
。
こ
の
東
西
を
結
ぶ
道
は
、
平
坦
な
高
原
状

の
地
形
が
続
く
暮
坂
か
ら
生
須
ま
で
の
東
側
の
道
筋
は
、
ほ
ぼ
今
の
道
沿
い
に
走
つ

て
い
た
。
草
津
道
の
西
側
に
は
白
砂
川
渡
河
や
、
大
坂
越
え
の
地
形
的
な
難
所
が
続

き
、
そ
の
後
の
道
路
開
削
は
別
ル

l
ト
を
選
び
旧
道
筋
は
廃
道
状
態
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

白
砂
川
沿
い
に
長
野
原
か
ら
入
る
南
北
を
結
ぶ
道
は
、
距
離
的
に
は
短
い
が
、
何
ケ

所
か
の
地
形
的
な
難
所
が
点
在
し
、
そ
れ
を
大
き
く
迂
回
し
て
起
伏
の
大
き
な
山
道

を
通
る
こ
と
に
な
り
、
道
路
の
主
流
に
は
な
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
南
北
交
通
の
宿
命

と
も
い
え
た
制
約
を
克
服
し
た
の
が
、
昭
和
初
期
に
開
通
し
た
小
雨

1
花
敷
聞
の
県

道
開
通
だ
っ
た
。
道
路
開
削
の
背
景
に
は
村
内
一
体
化
を
願
っ
た
先
人
の
努
力
と
、

川
中
発
電
所
開
業
と
い
う
時
代
的
な
要
請
も
あ
っ
た
が
、
結
果
と
し
て
人
や
物
の
流

れ
が
川
沿
い
の
道
に
移
り
、
現
在
の
道
に
通
じ
る
契
機
に
な
っ
た
。

吾
妻
川
沿
い
に
走
る
吾
妻
線
開
通
で
、
村
へ
の
玄
関
口
は
、
南
の
長
野
原
町
側
と

駄
目
押
し
さ
れ
た
。
吾
妻
渓
谷
の
難
所
に
明
治
中
期
、
野
口
茂
四
郎
の
尽
力
で
道
路

が
開
削
、
中
之
条

1
草
津
聞
の
東
西
を
連
絡
す
る
道
の
賑
わ
い
に
も
衰
微
の
気
配
が
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見
ら
れ
た
。
鉄
道
開
通
の
結
果
、
車
道
未
開
通
の
こ
の
道
筋
は
壊
滅
的
な
状
況
に
な

り
、
峠
道
は
荒
れ
放
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

白
砂
川
沿
い
道
は
昭
和
初
期
に
開
通
は
し
た
が
、
狭
い
部
分
や
危
険
な
橋
梁
も
多

く
快
適
な
車
道
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
戦
後
、
日
本
経
済
の
高
度
成
長
の
思
恵
も
あ
っ

て
、
徐
々
に
快
適
な
道
に
改
修
さ
れ
、
不
安
定
な
橋
梁
も
永
久
橋
が
架
設
さ
れ
、
紅

葉
情
報
を
白
砂
渓
谷
ラ
イ
ン
の
名
で
報
じ
る
よ
う
に
、
今
日
の
車
社
会
を
加
速
さ
せ

る
原
動
力
に
な
っ
た
。

車
道
開
通
が
遅
れ
た
東
西
の
道
も
、
昭
和
三
十
年
代
に
中
之
条
町
か
ら
暮
坂
峠
を

越
え
る
車
道
が
開
削
、
荷
付
場

1
草
津
間
も
同
じ
頃
に
車
道
が
開
通
し
、
衰
微
一
方

だ
っ
た
東
西
の
道
も
、
以
後
観
光
道
路
と
し
て
役
割
が
向
上
す
る
。
平
成
に
な
り
、

入
山
か
ら
中
之
条
町
を
結
ぶ
新
た
な
車
道
が
開
削
さ
れ
、
暮
坂
峠
道
の
改
修
も
進
み
、

短
時
間
で
中
之
条
町
の
中
心
部
と
結
ぶ
動
脈
に
な
り
、
地
内
の
生
活
環
境
を
大
き
く



通

変
え
つ
つ
あ
る
。

交

歩
く
時
代
の
道
に
は
入
山
か
ら
国
境
の
峠
を
越
え
て
、
信
州
や
越
後
に
通
じ
る
道

も
あ
っ
た
。
特
に
信
州
へ
の
道
は
、
双
方
の
物
資
を
運
び
交
易
道
路
で
あ
り
、
草
津

へ
の
入
湯
客
や
、
善
光
寺
詣
り
の
人
々
も
往
来
す
る
重
要
な
観
光
の
道
で
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
国
境
越
え
の
道
も
今
で
は
六
合
地
内
か
ら
直
接
連
絡
す
る
車
道
は
な
く
な
り
、

生
活
道
路
と
し
て
の
役
割
は
消
滅
し
て
い
る
。

メ
イ
ン
の
通
り
で
は
な
い
が
、
入
山
か
ら
高
間
峠
越
え
岩
島
道
や
、
大
原
経
由
の

四
万
温
泉
道
も
外
部
に
通
じ
る
道
と
し
て
紹
介
し
て
み
る
。
他
に
現
金
収
入
を
も
た

ら
す
重
要
な
生
活
道
路
に
は
、
今
も
古
老
が
草
津
商
い
の
言
葉
を
使
う
よ
う
に
、
近

年
ま
で
集
落
と
草
津
を
結
ぶ
道
が
あ
っ
た
の
で
紹
介
す
る
。

本
稿
作
成
の
第
一
の
目
標
は
、
今
で
は
廃
道
状
態
に
な
っ
た
歴
史
の
道
を
、
歩
い

て
み
た
調
査
報
告
で
あ
り
、
道
筋
に
点
在
す
る
道
標
等
の
遺
物
の
紹
介
で
あ
る
。
第

二
に
、
今
の
車
道
に
な
る
ま
で
の
道
路
開
削
の
歩
み
を
新
聞
等
か
ら
紹
介
す
る
こ
と

で
あ
る
。
最
後
に
、
六
合
に
生
ま
れ
、
六
合
で
生
活
し
、
六
合
を
安
住
の
地
に
し
た

先
人
が
、
馬
を
牽
き
、
荷
物
を
背
負
っ
て
、
家
族
を
養
う
た
め
に
歩
い
た
道
を
、
多

少
と
も
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
本
望
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
稿
作
成
に
際

し
て
、
入
山
中
学
校
生
の
労
作
『
入
山
研
究
』
は
貴
重
な
資
料
に
な
り
、
励
み
に
な
っ

た
こ
と
を
、
お
礼
と
共
に
申
し
伝
え
た
い
。

一
、
東
西
を
結
ぶ
草
津
道

(
一
)
暮
坂
峠
道
の
三
遷

六
合
村
へ
東
か
ら
来
る
道
は
暮
坂
峠
を
越
え
て
入
る
。
戦
国
以
前
の
峠
越
え
道
が

何
処
を
通
っ
た
か
は
不
詳
の
た
め
、
本
稿
で
は
江
戸
時
代
以
降
の
道
と
す
る
。
近
世

以
降
の
道
は
記
録
や
道
筋
に
石
仏
等
の
遺
物
も
あ
り
、
道
筋
の
特
定
は
比
較
的
容
易

で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降
、
こ
の
峠
越
え
道
は
三
遷
し
て
い
る
。
江
戸
時
代

1
明
治

初
期
の
旧
暮
坂
峠
経
由
の
道
は
、
峠
の
位
置
も
、
峠
へ
の
道
筋
も
今
と
は
異
な
る
。

二
代
目
の
暮
坂
峠
道
は
明
治
三
十
一
年
に
開
削
さ
れ
た
通
称
広
作
新
道
に
始
ま
り
、

牧
水
の
通
っ
た
道
に
な
る
。
現
在
の
道
は
昭
和
三
十
七
年
に
自
衛
隊
が
開
削
し
た
道

で
、
二
代
目
と
は
途
中
の
道
筋
は
異
な
る
が
、
峠
で
は
一
緒
に
な
る
。

現
在
の
峠
の
北
に
位
置
す
る
旧
峠
道
は
、
上
沢
渡
大
岩
集
落
の
西
、
麓
橋
を
渡
つ

て
林
道
に
入
り
、
ゲ
l
ト
前
付
近
が
山
中
へ
の
入
口
に
な
る
。
ゲ
ー
ト
手
前
山
際
に

は
、
江
戸
時
代
の
道
を
教
え
る
重
要
な
道
標
が
あ
る
。
信
仰
塔
と
関
係
し
な
い
純
粋

な
道
標
で
、
年
号
は
な
い
が
「
右
ハ
山
み
ち
/
左
ハ
く
さ
つ
み
ち
」
と
あ
り
、
付
近

が
旧
道
入
口
と
分
か
る
。
人
に
会
う
こ
と
も
な
い
山
中
の
寂
し
い
峠
道
は
、
往
事
は

草
津
へ
の
浴
客
や
物
資
移
動
で
賑
わ
い
、
東
西
に
結
ぶ
表
街
道
だ
っ
た
と
は
想
像
出

来
な
い
閑
寂
な
世
界
で
あ
る
。
沢
沿
い
に
入
っ
た
旧
道
は
、
作
業
道
の
開
削
等
で
当
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時
の
道
幅
や
分
か
り
に
く
い
個
所
も
あ
る
が
、
次
第
に
山
腹
に
移
り
峠
に
至
る
。
細

尾
集
落
か
ら
の
道
が
合
流
し
て
、
中
峠
を
越
え
る
と
、
凹
状
の
趣
を
感
じ
る
坂
道
に

な
っ
て
、
長
い
道
の
歴
史
を
物
語
る
場
所
に
な
る
。
道
の
右
脇
に
文
政
二
年
の
馬
頭

観
音
が
あ
る
が
、
峠
道
に
遺
る
唯
一
の
石
造
物
で
あ
る
。
以
前
は
旧
峠
道
筋
に
、
幾

っ
か
の
石
造
物
が
あ
っ
た
が
、
今
は
道
標
と
馬
頭
観
音
の
み
で
あ
る
。
細
尾
集
落
の

西
、
山
へ
入
る
道
脇
に
石
造
物
が
並
ぶ
が
、
旧
峠
道
か
ら
移
っ
た
も
の
も
あ
る
。

南
側
の
山
腹
を
通
る
と
旧
峠
に
な
る
。
こ
こ
に
は
大
岩
と
小
雨
か
ら
出
た
二
軒
の

茶
屋
が
あ
っ
て
、
今
も
茶
跡
に
付
近
に
若
干
の
平
地
が
あ
る
。
以
前
は
茶
屋
跡
付
近

の
崩
れ
た
斜
面
で
、
茶
屋
で
使
っ
た
と
思
え
る
茶
碗
の
破
片
等
も
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
た
。
十
返
舎
一
九
は
『
諸
国
道
中
金
草
軽
』
で
、
当
地
を
「
呉
坂
を
降
り
て
大

岩
の
町
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
旧
峠
の
西
は
、
暮
坂
高
原
に
続
き
勾
配
も
緩
や
か

で
、
僅
か
歩
け
ば
県
道
を
横
断
す
る
。
こ
の
場
所
は
生
須
側
か
ら
車
道
を
来
て
、
峠



手
前
カ

1
プ
手
前
で
橋
を
渡
り
、
す
ぐ
左
の
鎖
が
張
ら
れ
た
道
跡
の
所
に
な
る
。
だ

が
、
作
業
道
で
利
用
し
道
幅
も
広
く
な
り
古
道
の
趣
は
な
い
。

二
代
目
の
道
は
、
山
田
の
角
田
広
作
の
尽
力
で
明
治
三
十

(
一
八
九
八
)
年
に

開
通
し
た
大
岩
新
道
で
、
麓
橋
を
渡
っ
た
林
道
入
口
の
先
で
山
中
に
入
る
。
細
尾
集

落
裏
に
続
く
尾
根
の
北
山
腹
を
通
っ
て
上
の
平
に
で
る
。
右
は
前
記
の
旧
道
に
通
じ

る
が
、
こ
の
新
道
は
左
へ
下
り
南
斜
面
の
山
腹
を
通
る
。
沢
を
渡
る
所
に
は
橋
を
架

け
た
跡
も
あ
る
。
そ
の
場
所
は
県
道
脇
か
ら
川
中
発
電
所
へ
の
隠
道
入
口
道
に
入
り
、

小
平
な
所
か
ら
右
の
沢
を
見
る
と
慶
雲
橋
跡
が
あ
る
。
右
岸
に
は
橋
場
の
石
積
が
残

存
し
、
谷
間
を
跨
い
だ
橋
の
規
模
を
偲
べ
る
。
慶
雲
橋
跡
の
先
、
今
の
県
道
が
右
に

大
カ
ー
ブ
す
る
窪
に
藤
井
橋
が
架
け
ら
れ
た
が
、
確
た
る
遺
構
は
見
ら
れ
な
い
。

(
一
九
二
二
)
年
の
旅
で
こ
こ
を
通
り
、
こ
れ
ら
の

歌
人
若
山
牧
水
は
大
正
十

橋
を
渡
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
大
岩
新
道
は
北
を
江
戸
時
代
の
道
が
、
対
岸
の
南
を
今

の
車
道
が
走
り
、
新
旧
二
つ
の
道
に
挟
ま
れ
た
所
を
通
っ
て
い
る
。
藤
井
橋
を
過
ぎ

た
峠
道
は
、
今
の
県
道
沿
い
に
進
み
、
右
に
木
製
堰
堤
が
見
え
る
所
で
右
の
窪
に
入

る
。
こ
の
道
は
牧
水
時
代
の
雰
囲
気
が
残
り
峠
の
牧
水
像
前
に
で
る
。

田
山
花
袋
の
紀
行
随
想
集
『
椿
』
(
大
正
二
年
)
に
は
、
草
津
か
ら
伊
香
保
に
向

か
う
途
次
に
峠
付
近
を
、
「
今
朝
早
く
草
津
の
旅
宿
を
発
っ
て
来
た
。
暮
阪
の
峠
の

上
に
濡
酒
な
茶
屈
が
あ
っ
て
、
其
処
で
は
老
婆
が
ラ
ム
ネ
を
冷
た
い
水
に
浸
し
て
客

を
待
っ
て
い
た
」
と
記
し
、
新
峠
に
も
茶
屋
が
あ
っ
た
と
分
か
る
。
『
郡
誌
』
に
は
、

当
時
の
県
道
中
之
篠
草
津
線
は
、
中
之
条
町
に
あ
っ
た
郡
役
所
前
、
道
路
元
標
が
起

明治以後の交通

点
で
、
暮
坂
峠
を
越
え
六
合
村
経
由
草
津
町
ま
で
八
里
一
八
丁
四
聞
と
あ
る
。

角
田
広
作
が
開
削
に
尽
力
し
た
大
岩
新
道
も
、
難
所
吾
妻
峡
の
開
削
で
吾
妻
川
沿

い
に
郡
内
を
東
西
に
貫
く
道
と
し
て
開
通
し
、
起
伏
の
あ
る
暮
坂
峠
経
由
道
の
役
割

は
変
わ
っ
た
。
吾
妻
峡
の
難
所
は
明
治
中
期
に
川
原
畑
出
身
の
県
議
野
口
茂
四
郎
の

尽
力
で
開
通
し
、
今
の
車
道
に
発
展
し
た
。
蛇
足
だ
が
川
原
畑
と
い
え
ば
、
江
戸
時

代
の
僧
野
口
円
心
も
道
路
開
削
の
恩
人
と
し
て
忘
れ
ら
れ
な
い
。
円
心
も
吾
妻
峡
の

道
陸
神
峠
や
久
森
峠
越
え
の
道
の
開
削
の
た
め
勧
進
し
た
と
い
い
、
二
人
の
野
口
の

思
は
郡
内
の
道
路
開
削
で
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
吾
妻
峡
経
由
の
道
の
開
削
以
後
、
暮

坂
道
も
徐
々
に
寂
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
初
期
の
パ
ス
運
行
、
特
に
戦
後
の
鉄
道
開
通

に
よ
り
、
決
定
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
同
三
十
年
頃
の
峠
道
は
、
長
年
の
放
置
で
橋

も
朽
ち
て
落
下
し
、
名
の
み
の
県
道
で
安
全
な
歩
行
も
出
来
な
い
ほ
ど
の
荒
廃
状
態

だ
っ
た
と
い
〉
つ
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
憂
い
、
同
三
十
一
年
に
中
之
条
町
、
六
合
村
、
草
津
町
主
催

で
県
道
草
津
中
之
条
線
改
修
促
進
期
成
同
盟
を
結
成
し
県
道
の
改
修
を
訴
え
た
が
、

当
初
県
の
反
応
は
今
一
つ
で
あ
っ
た
。
同
三
十
四
年
、
重
い
病
状
の
身
な
が
ら
中
之

条
町
の
伊
能
町
長
は
、
峠
越
え
道
の
改
修
へ
の
強
い
要
望
を
記
す
書
状
を
県
に
認
め
、

一
週
間
後
に
逝
去
す
る
出
来
事
も
あ
っ
た
。
こ
ん
な
経
由
を
へ
て
、
翌
年
の
第
一
回
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路
線
改
修
推
進
協
議
会
で
、
県
は
峠
越
え
道
開
削
を
約
束
し
て
い
る
。
全
体
計
画
は

改
修
延
長
二
一
キ
ロ
、
概
算
工
事
費
一
億
一
、
五

O
O万
円
で
、
大
岩

S
生
須
聞
の

測
量
も
終
了
し
、
同
三
十
六
年
三
月
十
八
日
に
中
之
条
町
側
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
。

白
砂
川
に
は
利
根
川
の
旧
坂
東
橋
の
一
部
を
移
築
し
た
吾
嬬
橋
を
架
け
、
同
三
十
七

年
十
一
月
十
三
日
に
竣
工
し
、
待
望
の
道
が
貫
通
し
た
の
で
あ
る
。

か
い
さ
く

暮
坂
峠
(
標
高
一
、

O
八
六
メ
ー
ト
ル
)
の
牧
水
詩
碑
手
前
に
、
「
暮
坂
峠
開
撃
記

念
碑
」
が
あ
る
。
裏
面
を
見
る
と
「
県
道
草
津
中
之
傍
線
吾
妻
郡
中
之
篠
町
上
沢
渡

地
内
道
路
開
撃
に
当
り
相
馬
ヶ
原
陸
上
自
衛
隊
第
三
二
一
地
区
施
設
隊
に
於
て
延
長

一
二
四

O
米
を
施
工
せ
る
事
を
記
念
す
る

昭
和
三
十
六
年
十
月

群
馬
県
」
と

刻
ま
れ
る
。
碑
か
ら
、
峠
道
の
開
削
は
県
の
要
請
で
工
事
に
協
力
し
た
自
衛
隊
の
支

援
と
分
か
る
。



通交

(
二
)
暮
坂
峠
か
ら
白
砂
川
渡
河

暮
坂
峠
を
越
え
た
県
道
は
広
大
な
高
原
を
走
り
、
道
脇
に
点
在
す
る
牧
水
歌
碑
を

楽
し
み
な
が
ら
進
む
。
旧
峠
を
越
え
た
道
は
県
道
に
出
合
う
が
、
道
を
横
切
る
と
小

沢
に
挟
ま
れ
た
聞
を
通
る
が
、
笹
に
覆
わ
れ
道
跡
は
定
か
で
は
な
い
。
唯
一
、
枯
れ

た
古
木
が
あ
る
塚
状
の
所
が
御
師
の
宮
跡
で
、
当
時
の
道
沿
い
の
遺
構
で
あ
る
。
現

暮
坂
峠
か
ら
西
は
、
車
道
下
の
谷
地
状
の
林
内
に
道
跡
が
続
き
、
や
が
て
沢
を
渡
る
。

こ
の
先
で
二
つ
の
旧
道
は
合
流
し
、

沢
の
左
岸
に
は
当
時
の
橋
場
石
積
が
あ
る
が
、
こ
こ
が
当
時
の
御
師
ヶ
橋
跡
で
あ
る
。

今
の
車
道
沿
い
に
進
む
。

旧
県
道
に
は
夫
婦
橋
、

蕨
橋
が
小
沢
に
架
け
ら
れ
て
い
た
。

l日
思今
岨は

長橋

号1
2 カミ

沢
を
渡
り
左
岸
に
移
り
、
町
道
暮
坂
引
沼
線
の
分
岐
の
対
岸
を
通
っ
た
。

旧暮坂峠遠望

古
老
は
町
道
引
沼
暮
坂
線
分
岐
付
近
、
駒
ヶ
沢
左
岸
で
、
高
間
峠
越
え
道
と
新
道

が
分
岐
し
岩
島
側
へ
通
じ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
町
道
分
岐
対
岸
で
高
間
峠
越
え
の

道
が
分
か
れ
、
峠
を
越
え
高
聞
大
黒
の
尾
根
を
下
っ
て
い
る
。
も
う
一
本
の
通
称
高

間
新
道
は
、
高
間
峠
越
え
道
分
岐
の
少
し
東
で
分
か
れ
、
小
沢
沿
い
に
上
っ
た
。
暮

坂
峠
と
高
間
峠
の
中
間
付
近
で
尾
根
を
越
え
、
最
短
距
離
で
川
中
方
面
と
結
ん
だ
と

い
う
。
新
道
に
は
人
の
名
が
付
い
た
と
古
老
が
語
る
が
、
こ
れ
が
『
中
之
条
町
の
地

名
』
に
載
る
「
弥
五
兵
衛
新
道
」
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
は
「
詳
細
は
不
明
だ
が
、
暮

坂
峠
の
道
に
対
抗
す
る
た
め
、
松
谷
の
弥
五
兵
衛
と
言
う
人
が
、
川
中
方
面
か
ら
高

聞
の
大
黒
の
近
く
を
経
て
暮
坂
方
面
を
結
ぶ
最
短
の
道
を
作
る
。
道
筋
の
番
号
入
り

の
観
音
像
は
道
標
か
」
と
説
明
す
る
。
歩
い
て
み
る
と
、
高
間
牧
場
跡
に
通
じ
る
道

筋
に
は
、
標
柱
に
「
涌
水
」
と
あ
る
湧
水
地
が
あ
り
、
『
加
沢
記
』
に
記
す
岩
橿
攻

め
の
真
田
勢
が
通
っ
た
涌
水
経
由
の
古
道
と
思
え
る
。

一
方
、
新
道
は
高
間
牧
場
跡

の
縁
沿
い
山
腹
を
通
り
、
緩
斜
面
で
道
幅
も
広
く
、
道
標
役
の
観
音
像
が
点
在
す
る

道
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
道
の
分
岐
す
る
付
近
は
、
神
代
牧
場
の
整
備
等
で
旧
道
跡

は
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
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こ
の
岩
島
へ
の
道
を
知
る
に
は
小
池
善
吉
氏
の
『
山
村
社
会
の
人
と
暮
ら
し
H

上

州
吾
妻
の
入
山
村
』
が
格
好
な
資
料
で
あ
る
。
同
書
に
、
入
山
の
古
老
が
明
治

1
大

正
頃
に
盛
ん
に
往
来
し
た
道
と
語
っ
た
話
し
が
載
る
。
古
老
は
高
間
峠
越
え
道
は
嘉

峠道脇御師宮

永
年
間

1
明
治
初
期
ま
で
栄
え
た
道
と
い
う
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
入
山
か
ら

岩
島
村
松
谷
ま
で
馬
で
物
資
を
運
搬
し
、

そ
の
先
は
大
戸
村
を
経
て
高
崎
、
速
く
は

江
戸
方
面
ま
で
出
荷
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
道
は
明
治
初
年
ま
で
頻
繁
に
往
来
と

あ
り
、
当
時
は
入
山
か
ら
東
へ
連
絡
す
る
道
の
主
流
で
は
と
語
る
。
そ
の
後
、
他
コ

l

ス
整
備
で
次
第
に
衰
え
、
明
治
四
十
年
近
く
ま
で
継
続
し
た
が
、
暮
坂
道
の
県
道
指

定
後
は
沢
渡
コ

1
ス
が
中
心
に
な
っ
た
と
あ
る
。

高
間
コ

l
ス
の
道
は
松
谷
ま
で
五
里
で
、
日
帰
り
の
場
合
は
朝
の
暗
い
う
ち
入
山

を
出
て
、
昼
頃
松
谷
に
着
い
た
。
午
後
一
時
に
は
松
谷
を
出
て
、
入
山
へ
は
六
時
か

ら
七
時
頃
に
帰
っ
た
と
あ
る
。
往
路
は
入
山
の
産
物
、
木
工
製
品
の
曲
げ
物
や
杓
子



等
を
出
荷
し
、
帰
路
は
日
常
品
の
衣
料
、
茶
や
酒
を
運
び
帰
っ
た
。

高
間
越
え
分
岐
を
過
ぎ
る
と
、
旧
道
は
暮
坂
集
落
東
外
れ
の
廃
屋
付
近
で
駒
ヶ
沢

を
渡
っ
て
車
道
と
合
流
す
る
。
旧
県
道
時
代
、
こ
の
橋
は
暮
坂
牧
場
の
存
在
を
物
語

る
よ
う
に
駒
寄
橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
西
に
進
ん
だ
旧
県
道
は
後
坂
橋
を
渡
り
、
直

売
所
付
近
の
辻
に
出
る
。
辻
は
入
山
へ
の
道
の
分
岐
に
な
る
が
、
付
近
の
道
標
類
は

省
き
、
後
の
入
山
道
で
説
明
す
る
。

西
へ
続
く
道
は
開
拓
等
で
地
形
も
改
変
、
旧
県
道
や
江
戸
時
代
の
古
道
の
区
別
は

困
難
に
な
る
。
旧
県
道
は
花
楽
の
里
駐
車
場
手
前
で
屋
敷
橋
で
沢
を
渡
る
が
、
挟
付

近
に
旧
道
の
遺
構
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
先
で
旧
道
は
駒
ヶ
沢
に
架
か
っ
た
暮
坂
橋
を

渡
っ
て
左
岸
に
移
っ
た
。
旧
県
道
は
左
岸
沿
い
に
移
っ
て
進
み
、
布
袋
沢
橋
を
渡
り
、

十
二
の
森
脇
に
で
る
。
こ
こ
で
吾
嬬
山
林
道
を
横
切
り
、
や
が
て
駒
ヶ
沢
が
見
え
て

来
る
。
駒
ヶ
沢
に
は
大
橋
が
架
か
り
、
橋
を
渡
れ
ば
道
は
右
岸
に
渡
っ
た
。
『
郡
誌
』

を
開
く
と
、
大
正
九
年
頃
の
大
橋
を
、
「
大
橋
/
木
橋
/
長
さ
六
十
六
尺
/
幅
九

尺
/
入
山
地
内
/
中
之
条
・
草
津
線
」
と
記
し
、
当
時
の
六
合
に
は
長
さ
一

O
間
(
一
八

メ
ー
ト
ル
)
以
上
の
橋
は
、
大
橋
と
白
砂
川
の
吾
嬬
橋
し
か
な
い
。

湯
の
平
温
泉
口
付
近
か
ら
上
流
の
駒
ヶ
沢
右
岸
沿
い
山
腹
を
歩
い
た
が
、
今
の
県

道
以
外
に
は
顕
著
な
道
跡
が
み
ら
れ
な
い
。
県
道
以
前
も
旧
県
道
と
同
じ
く
左
岸
を

走
り
、
温
泉
口
付
近
か
ら
右
岸
沿
い
に
な
っ
た
と
思
え
る
。

温
泉
口
か
ら
湯
の
平
温
泉
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

1
ス
は
、
ヒ
ノ
マ
エ
峠
を
過
ぎ
、

そ
の
先
の
マ
ラ
石
峠
を
越
え
る
と
湯
の
平
温
泉
側
の
斜
面
に
移
る
。
珍
し
い
峠
名
の

明治以後の交通

由
来
は
、
温
泉
側
斜
面
の
道
際
に
突
き
出
た
男
根
状
の
石
と
い
う
が
、
今
は
谷
に
落

一
人
歩
き
に
は
少
し
寂
し
い
山
道
だ
が
、
紅
葉
の
頃
は
周
囲

ち
た
か
見
ら
れ
な
い
。

に
目
を
奪
わ
れ
る
。

温
泉
口
か
ら
駒
ヶ
沢
右
岸
に
進
む
と
、
県
道
上
に
顕
著
な
旧
道
跡
が
続
い
て
い
る
。

道
脇
に
流
石
や
旧
道
に
遺
る
数
少
な
い
石
造
物
、
天
明
元
年
の
馬
頭
観
音
が
あ
る
。

流
石
は
子
供
の
手
に
涜
が
出
来
る
と
、
こ
の
石
の
窪
に
溜
ま
っ
た
水
を
涜
に
点
け
れ

ば
治
癒
す
る
と
い
う
素
朴
な
民
間
信
仰
に
因
む
石
で
あ
る
。
馬
頭
観
音
付
近
の
県
道

脇
に
は
、
近
年
命
名
さ
れ
た
牧
水
清
水
が
湧
い
て
い
る
。
こ
の
先
で
旧
県
道
は
崩
落

や
工
事
で
消
え
、
や
が
て
今
の
県
道
下
に
移
る
。
駒
ヶ
沢
ダ
ム
堰
堤
道
に
入
り
、
三

0
メ
ー
ト
ル
も
下
る
と
道
脇
の
石
に
馬
頭
観
音
が
組
ら
れ
る
。
こ
こ
は
カ
ワ
ギ
で
、

旧
暮
坂
道
と
鍛
治
屋
敷
方
面
へ
の
道
が
分
岐
す
る
所
で
あ
る
。
堰
堤
道
入
口
先
の
車

道
下
に
旧
道
跡
が
あ
り
、
山
中
を
通
り
生
須
集
落
に
向
か
っ
て
い
る
。
途
中
で
降
跡

採
草
地
か
ら
の
道
と
合
流
し
、
十
二
坂
を
下
る
が
、
こ
の
坂
を
ハ
ツ
コ
ウ
(
郭
公
)

坂
と
い
う
方
も
い
る
。
左
に
水
道
施
設
を
見
て
、
右
に
墓
地
を
見
る
と
旧
道
は
県
道

に
合
流
す
る
。
道
沿
い
に
は
生
須
歌
碑
苑
が
あ
り
、
文
化
十
四
(
一
八
一
七
)
年
に

生
須
村
で
建
て
た
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
程
の
町
文
化
財
庚
申
塔
が
あ
る
。
文
字
は
実
に

一
宇
に
米
が
一
升
入
る
と
聞
い
て
い
る
。
当
地
は
道
の
分
岐
で
、
昭
和
三

271 

雄
揮
で
、

年
に
青
年
団
が
建
て
た
道
標
が
あ
り
、
「
向
右

さ
は
た
り
/
左

久
さ
津
」
、
側
面

に
は
「
↑
湯
の
平

応
徳
温
泉
ニ
至
ル
一
粁
」
と
記
し
、
中
学
校
裏
か
ら
白
砂
川
左

岸
山
中
を
通
り
湯
の
平
温
泉
や
、
白
砂
川
河
床
に
涌
い
た
応
徳
温
泉
へ
通
じ
る
温
泉

道
を
教
え
て
い
る
。

草
津
道
は
生
須
集
落
に
入
り
、
上
の
茶
屋
脇
を
通
り
、
次
に
下
の
茶
屋
を
右
に
見

る
地
点
で
県
道
か
ら
離
れ
、
旧
道
時
代
の
趣
を
伝
え
る
狭
い
坂
道
を
下
る
。
十
返
舎

一
九
は
『
諸
国
道
中
金
草
軽
』
で
、
草
津
の
帰
途
に
茶
屋
に
立
ち
寄
り
、
「
ぢ
ぢ
ば

ば
の
つ
ふ
り
は
白
髪
大
根
な
り
、
さ
れ
ば
な
ま
す
の
茶
屋
の
し
る
し
か
」
と
詠
む
が
、

な
ま
ず

白
髪
を
贈
に
例
え
た
地
名
入
り
の
狂
歌
で
あ
る
。
狭
い
家
並
み
を
下
る
坂
道
が
終
わ

る
と
、
通
水
記
念
碑
の
所
に
で
る
。
記
念
碑
台
石
は
下
の
茶
屋
(
山
市
屋
)
脇
に
置

か
れ
た
駒
繋
ぎ
石
を
利
用
し
た
石
で
、
草
津
街
道
の
往
事
を
偲
ぶ
遺
物
と
い
え
る
。



通

旧
道
は
白
砂
川
方
向
に
向
か
い
、
左
に
道
祖
神
を
見
て
下
れ
ば
、
赤
岩
方
面
と
白
砂

川
の
小
雨
橋
が
分
岐
す
る
三
本
辻
に
な
る
。

交

旧道と下の茶屋

辻
は
村
の
出
入
り
口
を
固
め
る
場
で
道
祖
神
が
置
か
れ
、
古
く
は
質
素
な
萱
作
り

の
御
仮
屋
を
租
り
伊
勢
参
り
の
道
中
の
無
事
を
祈
っ
た
所
で
あ
る
。
傍
ら
に
あ
る
碑

は
、
白
砂
川
左
岸
沿
い
に
走
り
生
須
と
赤
岩
を
連
絡
し
た
明
治
の
里
道
改
修
碑
で
、

金
十
円

基
部
に
「
片
益
里
道
改
修
寄
附
人
名
碑
」
と
あ
る
。
正
面
は
「
紀
念
」
で
、
下
は
「
一

桜
井
博
三
郎
」
で
始
ま
り
、
六
合
地
内
の
大
字
別
に
寄
付
人
の
名
前
と
金

額
が
記
さ
れ
る
。
石
が
傷
み
不
明
な
所
も
あ
る
が
、
寄
附
人
は
地
元
の
赤
岩
村
五

O

人
、
生
須
村
一
八
人
と
多
く
あ
る
。
左
側
は
欠
け
て
、
「
明
治
四
十
」
以
下
は
見
え
な
い
。

て
た
と
思
え
る
。

『
村
誌
』
に
欠
け
た
部
分
を
「
明
治
四
十
二
年
竣
工
L

と
記
し
、
こ
の
年
に
碑
も
建

こ
の
辻
を
右
に
下
る
と
白
砂
川
の
渡
河
地
点
が
あ
る
。
橋
は
小
雨
橋
と
呼
び
、
天

和
元
(
一
六
八
一
)
年
の
『
沼
田
領
郷
村
品
々
記
録
』
に
は
、
「
同
(
吾
妻
)
郡

生
須
・
小
雨
ノ
間

小
雨
ノ
橋

長
八
間
程

幅
一
間
半
程

是
ハ
四
、
五
年
以
前

落
申
候

今
程
ハ
渡
リ
無
之
候
」
と
あ
り
、
長
さ
約
一
四
.
四
メ
ー
ト
ル
、
幅
が
約
二
・

七
メ
ー
ト
ル
の
橋
と
分
か
る
。
だ
が
、
大
水
の
た
め
か
橋
が
落
ち
て
な
い
状
態
と
あ

る
。
明
治
十
年
頃
の
『
郡
村
誌
』
に
は
、
「
小
雨
橋

入
山
道
ニ
属
ス

須
川
ニ
架

ス
村
ノ
西
方
五
町
三
十
二
間
ニ
ア
リ

把
橋
」
と
あ
り
、
把
橋

長
十
二
間
巾
五
尺

H

土
橋
だ
っ
た
。
明
治
四
十
三
年
の
『
六
合
村
誌
』
も
同
様
に
土
橋
だ
が
、
「
長
弐

小雨橋橋柱穴

拾
壱
間

幅
八
尺
」
と
あ
り
、
橋
の
長
さ
が
九
間
(
一
六
.
二
メ
ー
ト
ル
)
も
長
く

な
り
、
橋
場
の
変
更
も
考
え
ら
れ
る
。
『
吾
妻
郡
誌
』
に
載
る
大
正
九
年
頃
は
、
「
五
口

嬬
橋
/
木
橋
/
長
さ
一
八
一
尺
/
幅
九
問
/
生
須
・
小
雨
間
/
中
之
条
草
津
線
」
と

あ
り
、
橋
は
吾
嬬
橋
と
呼
ぶ
木
橋
と
分
か
る
。
小
雨
橋
は
草
津
道
の
交
通
の
要
衝
で
、

橋
本
の
小
雨
村
、
生
須
村
は
勿
論
、
温
泉
客
の
往
来
に
差
し
支
え
な
い
こ
と
を
願
う

草
津
温
泉
も
、
公
儀
(
領
主
側
)
が
費
用
を
負
担
し
、
西
吾
妻
二
九
ヶ
村
に
よ
る
御

普
請
橋
で
維
持
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。

一
方
、
日
頃
は
橋
を
利
用
す
る
機
会
の

少
な
い
遠
方
の
村
は
、
人
足
等
の
負
担
を
嫌
っ
た
。
そ
こ
で
、
公
儀
筋
が
通
ら
な
い
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道
だ
か
ら
土
橋
で
と
負
担
軽
減
を
願
い
、
恒
久
的
な
矧
橋
架
設
を
望
む
橋
本
村
と
訴

訟
を
繰
り
返
し
て
き
た
。
結
局
、
明
治
四
年
に
小
雨
橋
架
け
替
え
の
た
め
、
二
一
ヶ

村
で
二
二
五
両
を
用
意
し
、
橋
本
の
小
雨
、
生
須
両
村
に
渡
す
こ
と
で
和
解
し
た
。

以
後
、
橋
の
流
失
等
の
際
も
。
他
の
村
々
に
負
担
を
願
わ
ず
、
両
村
が
掛
け
替
え
工

事
を
行
う
こ
と
で
示
談
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
れ
以
降
も
洪
水
等
で
橋
が
流
れ
、
大

き
く
迂
回
す
る
こ
と
も
度
々
で
、
地
元
で
は
難
儀
し
て
い
た
。

現
在
、
町
文
化
財
吾
嬬
橋
(
旧
坂
東
橋
)
上
か
ら
、
白
砂
川
河
床
の
大
石
を
見
る

と
、
多
く
の
穴
が
穿
つ
で
あ
る
。
石
は
広
い
川
幅
の
中
程
に
あ
り
、
橋
脚
を
建
て
る

た
め
穿
っ
た
穴
で
、
長
い
架
橋
の
歴
史
を
物
語
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
矧
橋
時
代

も
あ
っ
た
が
、
土
橋
よ
り
も
建
造
費
が
嵩
み
、
他
村
の
負
担
が
多
く
な
り
、
仮
橋
程

度
の
状
態
が
長
か
っ
た
よ
う
だ
。
事
実
、
古
老
は
河
床
に
設
け
た
、
簡
単
な
造
り
の



橋
を
渡
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
吊
り
橋
に
な
り
、
長
年
苦
し
ん
だ
橋
の
流

失
か
ら
解
放
さ
れ
、
さ
ら
に
利
根
川
の
坂
東
橋
を
利
用
し
た
鉄
橋
吾
嬬
橋
は
文
化
財

に
指
定
さ
れ
る
。
今
は
高
い
所
を
通
る
新
し
い
吾
嬬
橋
に
な
り
、
河
床
の
大
石
付
近

は
、
下
流
か
ら
上
流
ヘ
四
代
に
わ
た
る
橋
の
変
遷
が
一
目
で
分
か
る
貴
重
な
歴
史
ス

ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

(
三
)
小
雨
か
ら
草
津
境
へ
の
道

小
雨
橋
を
渡
っ
て
右
岸
に
移
る
と
小
雨
で
、
急
坂
を
上
る
と
六
合
役
場
(
現
六
合

支
所
)
裏
に
通
じ
る
。
こ
こ
の
旧
道
脇
に
あ
る
、
天
保
十
二
(
一
八
四
一
)
年
の
馬

頭
観
音
は
町
文
化
財
で
、
生
須
側
の
馬
頭
観
音
像
と
向
き
合
う
配
置
で
あ
る
。
石
工

は
生
須
側
同
様
に
当
地
に
縁
が
あ
る
高
速
石
工
小
森
吉
蔵
作
だ
が
、
今
は
石
材
が
劣

化
し
剥
落
の
た
め
銘
文
も
不
鮮
明
で
あ
る
。

白
砂
川
を
挟
む
小
雨
、
生
須
の
両
集
落
は
草
津
道
沿
い
の
村
で
、
馬
や
駕
寵
で
荷

物
や
浴
客
を
運
ぶ
駄
賃
稼
、
ぎ
が
生
活
を
支
え
て
い
た
。
元
禄
十
二
(
一
六
九
九
)
年

の
『
生
須
村
小
雨
村
駄
賃
詫
之
事
』
に
記
す
よ
う
に
、
浴
客
や
荷
物
継
ぎ
立
て
を
め

ぐ
る
利
害
対
立
も
多
く
あ
っ
た
。
両
集
落
の
馬
頭
観
音
は
、
長
年
の
対
立
を
解
消
す

る
象
徴
の
よ
う
に
、
お
互
い
に
向
き
合
う
場
所
に
建
っ
て
い
る
。

小
雨
は
冬
の
寒
さ
が
厳
し
い
草
津
の
冬
住
み
集
落
で
も
知
ら
れ
る
。
大
坂
へ
の
道

筋
に
も
往
事
を
偲
ぶ
よ
う
に
立
派
な
石
積
の
屋
敷
跡
が
見
ら
れ
る
。
草
津
へ
通
じ
る

大
坂
入
口
の
分
岐
に
は
、
明
和
二
(
一
七
六
五
)
年
の
双
体
道
祖
神
が
あ
る
。
道
祖

明治以後の交通

神
に
は
「
左
り
く
さ
つ
」
と
あ
り
、
右
は
欠
落
す
る
が
入
山
道
と
思
え
る
。
こ
こ
か

ら
急
坂
が
始
ま
る
が
、
道
脇
の
牧
水
の
歌
碑
付
近
の
石
垣
も
冬
住
み
屋
敷
の
名
残
と

聞
い
た
。
歌
碑
の
一
つ
に
、
「
九
十
九
折
り
け
は
し
き
坂
を
降
り
来
れ
ば

橋
あ
り

て
か
か
る
渓
の
深
み
に
」
と
、
大
坂
か
ら
小
雨
橋
付
近
の
道
を
詠
ん
で
い
る
。
歌

碑
を
過
ぎ
る
と
、
道
脇
の
自
然
石
に
「
大
乗
妙
典
廻
国
百
人
供
養
所
」
や
「
奉
納

百
八
十
八
番
供
娘
塔
」
と
刻
み
、
付
近
に
は
観
音
等
の
石
造
物
が
散
乱
し
、
お
堂
か

社
地
の
跡
で
あ
ろ
う
。
左
上
に
墓
地
を
見
る
地
点
の
道
下
は
平
な
屋
敷
跡
で
、
石
造

一
O
基
余
り
の
馬
頭
観

物
か
ら
お
堂
跡
で
あ
ろ
う
。
延
命
地
蔵
菩
薩
像
を
中
心
に
、

音
像
や
西
国
二
番
の
聖
観
音
像
が
一
列
に
並
ん
で
い
る
。
こ
の
先
の
大
坂

1
草
津
の

旧
道
沿
い
を
歩
い
て
み
た
が
、
難
所
と
さ
れ
る
峠
越
道
に
は
二
基
程
の
石
造
物
し
か

な
く
、
道
筋
に
置
か
れ
た
馬
頭
観
音
等
を
こ
こ
に
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
墓
地
入
口

に
、
草
津
か
ら
帰
路
の
浴
客
の
便
宜
を
図
っ
た
「
右

さ
わ
た
り
」
の
自
然
石
の
道

標
が
あ
る
。
墓
地
脇
を
過
ぎ
る
と
旧
道
は
大
き
な
カ

1
プ
を
描
き
な
が
ら
杉
林
内
に

続
い
て
行
く
が
、
古
道
の
雰
囲
気
を
感
じ
さ
せ
る
。
カ
ー
ブ
を
二
、
三
回
曲
が
れ
ば
、

道
の
左
に
苔
む
す
石
が
あ
る
。
見
れ
ば
上
部
に
観
音
の
党
字
(
サ
)
が
、
下
に
は
浮

き
彫
り
合
掌
像
を
刻
み
、
通
称
鼻
観
音
と
呼
ば
れ
る
。
観
音
の
先
も
曲
折
道
が
続
き
、

キ
ロ

左
カ

l
プ
に
朽
ち
た
木
柱
が
あ
る
。
見
れ
ば
「
↓
掘
仙
の
滝
(
約
三
粁
)
を
経
て
三
ッ
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風
呂
草
津
に
至
る
」
と
僅
か
に
見
え
、
こ
の
ヒ
ラ
(
斜
面
)
を
通
る
草
津
へ
の
道
が

あ
っ
た
と
分
か
る
。

若
山
牧
水
は
『
み
な
か
み
紀
行
』
で
、
付
近
の
坂
道
を
「
と
り
ど
り
に
紅
葉
し
た

雑
木
林
の
山
を
一
里
半
も
下
る
と
、
急
に
け
わ
し
い
坂
に
出
あ
っ
た
。
見
お
ろ
す
坂

下
に
は
大
き
な
谷
が
流
れ
、
そ
の
対
岸
に
同
じ
よ
う
に
切
り
立
っ
た
崖
の
な
か
ほ
ど

に
は
、
家
の
数
、
十
戸
か
二
十
戸
か
、

一
握
り
に
し
た
村
が
見
え
て
い
た
」
と
的
確

に
著
し
て
い
る
。
山
腹
を
通
る
坂
道
が
向
き
を
変
え
る
付
近
は
特
に
急
坂
で
、
馬
に

乗
っ
た
客
も
暫
し
降
り
て
歩
く
ほ
ど
の
所
だ
っ
た
と
古
老
か
ら
聞
い
た
。
生
須
側
か

ら
付
近
を
見
る
と
、
尾
根
に
鉄
塔
が
見
え
る
所
に
な
る
。
山
腹
の
坂
道
を
上
っ
た
道

は
、
鉄
塔
下
付
近
で
東
西
方
向
に
進
路
を
変
え
る
。
付
近
の
窪
に
は
岩
の
隙
聞
か
ら

風
が
吹
き
出
す
風
穴
が
あ
っ
た
、
こ
こ
を
過
ぎ
、
左
に
進
路
を
変
え
る
と
、
朽
ち
た



通

木
柱
に
「
牧
水
清
水
」
と
記
す
場
所
に
な
る
。
今
は
道
が
ジ
メ
ジ
メ
す
る
程
度
の
所

だ
が
、
以
前
、
住
吉
屋
の
茶
屈
が
あ
っ
た
と
い
う
。
旧
道
脇
に
は
大
石
が
落
ち
て
道

τー人

を
塞
ぎ
、
往
事
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
も
荒
れ
て
し
ま
い
、
寂
実
た
る
気
持
ち
に
な

る
。
原
地
内
に
は
い
る
と
、
左
か
ら
諏
訪
神
社
方
面
か
ら
来
る
道
が
合
わ
さ
る
。
こ

の
神
社
方
面
か
ら
来
る
道
も
十
二
坂
の
坂
道
を
曲
折
し
て
上
る
尾
根
道
だ
が
、
古
道

ら
し
い
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。
合
流
付
近
か
ら
先
は
、
以
前
は
耕
地
だ
っ
た

が
、
今
は
一
枚
の
畑
も
な
い
落
葉
松
林
内
の
明
る
い
道
で
、
地
表
面
は
笹
に
覆
わ
れ

る
。
道
幅
も
作
業
車
が
利
用
し
た
の
か
広
く
な
り
、
四

0
0メ
ー
ト
ル
程
で
行
く
と

中
間
産
廃
物
処
分
施
設
脇
で
小
雨
林
道
に
合
流
す
る
。

牧水清水付近

小
雨
林
道
と
合
流
後
、
旧
草
津
道
は
徐
々
に
林
道
上
の
尾
根
沿
い
山
腹
を
通
る
。

途
中
に
は
宇
廻
石
の
由
来
に
な
っ
た
石
が
旧
道
の
真
ん
中
に
あ
り
、
往
来
の
人
は
石

の
廻
り
を
通
っ
た
と
古
老
が
教
え
て
く
れ
た
。
や
が
て
、
林
道
上
を
送
電
線
が
横
断

の
著
『
夢
中
コ
一
湯
』
に
、
「
小
雨
村

す
る
地
点
に
な
る
が
、
こ
の
付
近
が
草
津
町
境
で
あ
る
。
天
明
四
年
に
松
代
藩
士
某

此
村
ハ
草
津
冬
住
村
と
い
ふ
、
二
里
ア
リ
、

大
峯
有
り
」
と
著
す
、
小
雨
と
草
津
間
二
里
の
中
間
地
点
で
あ
る
。
中
間
地
点
の
旧

道
脇
に
は
通
称
一
里
地
蔵
と
呼
ぶ
小
さ
な
地
蔵
が
あ
り
、
背
に
「
地
蔵
菩
薩

施
主

海
西
」
と
刻
み
、
施
主
名
か
ら
信
仰
関
係
者
の
建
立
と
思
え
る
。
こ
の
先
、

一
里
程

で
草
津
温
泉
へ
到
着
す
る
。

二
、
草
津

3
入
山
道

こ
の
道
を
歩
い
た
松
代
藩
士
佐
久
間
象
山
は
、
『
沓
野
日
記
』
に
草
津
出
立
後
を
「
松

原
を
過
ぎ
草
野
を
経
て
一
の
沢
と
い
ふ
を
渡
り
、
山
を
登
り
、
又
二
の
沢
と
い
ふ
を

経
て
萱
野
を
通
り
、
山
を
下
り
三
の
沢
と
云
う
ふ
処
を
過
ぎ
て
路
左
に
古
松
数
株
あ

り
。
其
梢
を
こ
し
て
濃
布
を
見
る
景
光
奇
絶
な
り
。
沢
に
長
さ
十
問
許
な
る
橋
あ
り
。

橋
下
の
水
巌
石
に
触
れ
て
怒
号
す
る
事
雷
の
如
し
。
夫
よ
り
小
倉
村
と
い
ふ
所
を
経

て
、
昼
過
ぐ
る
頃
長
平
村
に
著
く
」
と
小
倉
、
長
平
へ
の
道
筋
を
記
し
て
い
る
。
車
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道
も
ほ
ぼ
こ
の
道
沿
い
に
進
む
が
、

一
の
沢
は
谷
沢
川
で
、
山
を
登
っ
た
先
の
母
狸

-里地蔵

沢
は
記
さ
ず
、
二
の
沢
が
大
沢
川
で
、
菅
一
野
が
田
代
原
だ
ろ
う
。
旧
道
は
大
沢
集
落
裏
、

車
道
と
離
れ
た
所
を
上
り
分
岐
の
松
に
で
る
。
草
津
か
ら
来
る
道
を
『
入
山
小
百
年
』

に
、
「
草
津
町

1
田
代
聞
の
道
は
牛
馬
車
が
通
れ
る
程
度
の
九
十
九
折
り
の
柚
道
だ

け
で
、
ト
ラ
ッ
ク
が
通
れ
る
道
に
す
る
た
め
、
幅
員
拡
張
や
橋
梁
の
改
修
が
行
わ
れ

た
」
と
記
し
て
い
る
。
難
工
事
場
所
に
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
、
昭
和
十
九
年

十
一
月
一
日
に
初
め
て
ト
ラ
ッ
ク
試
乗
が
行
わ
れ
た
回
顧
談
が
載
っ
て
お
り
、
改
修

前
後
の
道
の
様
子
が
分
か
る
。

分
岐
の
松
は
、
古
く
は
信
州
道
、
草
津
道
の
分
岐
で
、
小
倉
、
品
木
や
京
塚
へ
通

じ
る
要
衝
だ
っ
た
。
小
倉
方
面
へ
の
旧
道
は
開
拓
さ
れ
た
耕
地
内
を
進
み
、

一
本
松

に
至
る
。

一
本
松
に
は
山
神
の
石
桐
が
あ
り
、
側
面
に
は
「
右
ハ
京
ヅ
カ
/
中
之
条
」
、

「
左
ハ
小
倉
/
エ
チ
ゴ
」
と
あ
り
道
標
を
兼
ね
る
。
右
の
道
は
京
塚
か
ら
市
場
町
中



之
条
を
教
え
、
左
は
小
倉
を
通
り
秋
山
経
由
の
越
後
道
を
教
え
る
道
標
で
あ
る
。
六

合
で
は
唯
一
の
越
後
道
の
道
標
で
貴
重
な
交
通
資
料
で
あ
る
。

田代原の一本杉

象
山
は
大
久
保
を
経
て
尾
根
を
越
え
、
沢
沿
い
に
山
を
下
っ
た
。
道
脇
の
ヒ
ビ
石

は
、
戦
時
中
は
こ
こ
ま
で
出
征
兵
士
を
見
送
り
、
往
来
を
通
る
旅
人
も
一
休
み
す
る

場
だ
っ
た
と
い
う
。
長
笹
川
が
木
の
間
に
見
え
る
付
近
に
、
天
保
十
三
年
の
馬
頭
観

く
さ
つ
道
」
、
「
左

音
が
あ
る
。
正
面
は
「
馬
頭
大
土
」
の
文
字
で
、
下
に
「
右

小
雨
道
」
と
あ
る
道
標
で
、
こ
こ
が
道
の
分
岐
と
分
か
る
。
左
の
道
は
日
曹
鉱
業
の

硫
黄
山
跡
を
通
り
、
田
代
原
の
東
を
通
っ
て
梨
木
経
由
で
小
雨
に
通
じ
る
道
に
な
る
。

象
山
の
日
記
の
三
の
沢
は
長
笹
川
で
、
左
に
見
え
る
濠
布
は
枝
沢
に
落
ち
る
石
尊
の

滝
で
な
く
、
長
笹
沢
川
か
ら
ガ
ラ
ン
沢
本
流
に
落
ち
る
弁
天
の
滝
だ
ろ
う
。
右
岸
に

明治以後の交通

突
き
出
す
一
つ
石
で
川
を
渡
る
が
、
今
は
発
電
所
に
水
を
取
ら
れ
水
量
の
少
な
い
滝

だ
が
、
壮
観
な
当
時
の
姿
を
想
像
さ
せ
る
描
写
で
あ
る
。
長
さ
一

O
聞
の
橋
は
小
倉

橋
で
、
地
形
的
制
約
や
、
旧
道
が
対
岸
に
続
き
、
橋
場
は
昔
も
同
じ
場
所
で
あ
ろ
う
。

左
岸
挟
付
近
の
道
上
に
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
そ
の
上
に
旧
道
が
続
き
キ
パ
ン
坂
を
上

り
、
横
道
を
通
れ
ば
小
倉
集
落
が
見
え
て
く
る
。

集
落
内
を
通
り
、
集
落
の
北
尾
根
に
長
平
に
通
じ
る
道
が
走
り
、
番
屋
平
を
過
ぎ
、

右は京塚中之条

庚
申
塔
を
左
に
見
る
と
長
坂
の
下
り
坂
に
な
る
。
大
笹
や
猿
ヶ
京
に
関
所
が
設
置
で
、

上
信
国
境
が
要
害
地
と
し
て
通
行
が
禁
じ
ら
れ
、
番
屋
は
寛
永
年
間
に
閉
鎖
さ
れ
た

と
い
う
。
番
屋
閉
鎖
前
の
古
道
は
小
倉
を
経
て
廃
村
栃
洞
ら
熊
倉
開
拓

1
上
長
笹
の

ハ
ギ
ワ

1
信
州
古
道

i
呉
服
平
に
通
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
村
誌
』
に
載
る
中
之
条

山神の問

町
山
田
の
角
田
広
作
が
開
削
し
た
広
作
新
道
は
旧
信
州
古
道
跡
を
利
用
し
た
道
と
思

え
る
が
、
早
々
に
廃
道
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

金
山
沢
川
の
橋
を
渡
り
、
左
に
天
保
十
年
の
馬
頭
観
音
を
見
る
と
、
こ
の
先
は
ヒ

ラ
ク
チ
坂
に
な
り
、
小
倉
集
落
で
使
用
す
る
水
道
施
設
脇
を
上
が
る
と
長
平
分
校
跡

に
な
り
、
集
落
が
見
え
て
来
る
。
村
木
沢
付
近
の
旧
道
は
車
道
よ
り
上
方
を
通
り
、

優
美
な
姿
の
双
体
道
祖
神
ヘ
通
じ
る
道
を
見
て
、
姥
神
様
へ
の
道
を
横
切
り
姥
沢
を
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渡
り
、

ア
レ
エ
夕
、
沢
を
渡
る
道
だ
が
付
近
の
道
跡
は
不
鮮
明
で
あ
る
。
道
は
山
中
に

続
き
、
権
現
沢
を
通
っ
て
お
経
尾
根
を
越
え
れ
ば
、
山
中
を
抜
け
根
広
集
落
ヘ
入
る

車
道
の
カ

l
ブ
に
旧
道
が
出
る
。
昭
和
十
五
年
、
お
経
尾
根
崩
落
で
長
笹
川
を
塞
き

止
め
、
今
で
は
尾
根
の
形
状
を
失
っ
て
い
る
。
根
広
集
落
を
抜
け
る
と
、
道
祖
神
の

あ
る
赤
土
で
道
が
分
岐
す
る
。
右
は
湯
坂
を
下
る
花
敷
へ
の
道
で
、
左
は
矢
倉
へ
の

道
に
な
る
。
道
沿
い
の
左
上
に
は
街
岩
が
あ
り
、
続
い
て
鉄
塔
が
立
つ
尾
根
の
先
端

崖
上
に
天
狗
様
を
租
る
天
狗
尾
根
が
あ
る
。
矢
倉
発
電
所
の
鉄
管
を
過
ぎ
れ
ば
矢
倉

集
落
墓
地
が
左
に
あ
り
、
林
道
入
口
に
は
岩
室
に
安
置
の
双
体
道
祖
神
が
あ
る
。
墓

地
付
近
で
旧
道
は
道
下
の
斜
面
を
下
る
前
坂
に
な
り
、
車
道
の
下
方
で
矢
倉
川
を

渡
っ
た
。
和
光
原
方
向
へ
行
き
、
道
脇
に
あ
る
天
保
十
三
年
の
文
字
道
祖
神
を
見
て
、

神
社
へ
通
じ
る
尾
根
道
を
進
む
と
和
光
原
集
落
が
見
え
る
。
こ
の
道
が
本
通
り
だ

が
、
他
に
枝
道
を
利
用
し
最
短
距
離
で
白
砂
川
の
橋
に
通
じ
る
道
筋
も
あ
る
が
、
そ



通

れ
が
古
老
が
炭
を
運
ぶ
の
に
利
用
し
た
と
語
る
道
で
あ
る
。
草
津
へ
の
道
は
こ
の
逆

コ
ー
ス
に
な
る
が
、
大
槻
文
彦
は
こ
の
道
を
通
ら
ず
和
光
原
か
ら
白
砂
川
を
渡
る
道

交

を
通
っ
て
い
る
。

三
、
沢
渡
温
泉
へ
の
道

こ
の
道
は
草
津
温
泉
で
傷
ん
だ
肌
を
癒
す
上
が
り
の
湯
で
沢
渡
温
泉
に
立
ち
寄
る

方
が
利
用
し
た
り
、
入
山
周
辺
の
炭
や
曲
げ
物
等
の
物
産
を
沢
渡
に
運
び
、
帰
り
荷

で
衣
類
や
各
種
必
需
品
等
の
物
資
を
運
ぶ
生
業
の
道
の
機
能
も
あ
っ
た
。
こ
の
項
で

は
暮
坂
で
本
通
り
の
草
津
道
に
合
流
す
る
ま
で
の
旧
道
を
紹
介
す
る
。

入
山
に
行
く
と
沢
渡
道
や
沢
渡
通
い
の
言
葉
を
古
老
が
自
然
に
使
う
ほ
ど
沢
渡
温

泉
と
は
強
く
結
ぼ
れ
て
い
た
。
和
光
原
の
方
が
小
さ
い
頃
、
中
之
条
の
市
に
行
っ
た

父
の
帰
り
が
遅
く
な
る
と
心
配
し
、
兄
弟
で
暮
坂
峠
ま
で
迎
え
に
行
っ
た
と
語
る
の

を
聞
き
、
今
の
県
道
が
開
通
す
る
前
は
、
入
山
か
ら
沢
渡
や
中
之
条
へ
通
う
姿
は
戦

後
ま
で
続
い
た
日
常
の
景
色
の
一
つ
と
思
っ
た
。

入
山
道
は
大
岩
不
動
の
祭
典
に
は
八
石
沢
上
流
か
ら
サ
ッ
サ
ム
キ
の
尾
根
を
越
え

て
行
く
山
道
や
、
町
道
引
沼
暮
坂
線
の
オ
ウ
チ
ク
峠
越
え
道
も
あ
っ
た
が
本
格
的
な

道
で
な
く
利
用
は
限
ら
れ
て
い
た
。

一
番
利
用
さ
れ
た
入
山
道
は
、
暮
坂
の
後
坂
沢

の
辻
で
草
津
道
と
分
か
れ
る
道
だ
っ
た
。
近
く
の
小
林
宅
東
、
県
道
に
一
見
墓
石
に

見
え
る
名
号
塔
が
あ
る
。
塔
は
正
徳
二
(
一
七
二
一
)
年
の
古
碑
で
、
正
面
に
南
無

阿
弥
陀
仏
と
あ
り
名
号
塔
と
分
か
る
。
よ
く
見
る
と
、
不
鮮
明
だ
が
下
方
に
「
右
ハ

入
山
村
道
」
、
「
左
ハ
く
さ
つ
道
」
と
記
す
道
標
で
、
当
地
が
古
く
か
ら
の
入
山
道
の

分
岐
を
裏
付
け
て
い
る
。
牧
水
が
花
敷
温
泉
の
名
を
見
て
引
き
返
し
た
辻
は
、
直
売

所
東
で
当
時
は
木
製
の
道
標
だ
っ
た
。
今
あ
る
石
の
道
標
は
昭
和
三
年
に
青
年
団
が

キ
ロ

十
粁
三
九

建
て
、
「
左

草
津
温
泉
ニ
通
ズ

二
里
廿
三
丁
」
と
あ
り
、
他
に
「
右

沢
渡
温
泉
ニ
通
ズ

キ
ロ

十
一
粁
四
七

二
里
三
十
三
丁
」
、

「
花
敷
温
泉
ニ
通
ズ

1¥ 

粁3
J¥ 

一
里
廿
六
丁
」
と
記
し
、
入
山
と
沢
渡
の
結
び
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右は入山村の道標

左は見寄 右は牧水の道

つ
き
を
裏
付
け
、
メ
ー
ト
ル
制
と
尺
貫
制
を
併
用
し
た
距
離
ま
で
正
確
に
記
し
て
い

る
。
沢
渡
通
い
の
道
は
入
山
花
敷

1
沢
渡
聞
が
四
里
二
三
丁
、
約
一
八
.
三
キ
ロ
で
、

世
立
は
少
し
近
く
、
根
広
や
和
光
原
は
や
や
遠
く
な
る
。

後
坂
へ
向
か
う
旧
道
は
牧
水
コ

l
ス
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

1
ス
で
、
地
形
的
に
危
険

な
所
は
な
い
が
、
人
里
離
れ
た
山
中
で
一
人
で
は
少
々
恐
く
感
じ
る
道
で
あ
る
。
沢

沿
い
に
北
へ
進
み
山
に
入
り
、
山
腹
の
道
を
上
り
上
げ
れ
ば
後
坂
峠
に
な
る
。
昔
、

こ
の
道
を
通
っ
た
方
が
後
坂
峠

1
暮
坂
峠
付
近
の
道
沿
い
に
提
灯
を
置
き
、

一
帯
は

通
称
提
灯
坂
と
呼
ば
れ
る
。
提
灯
を
置
く
所
は
季
節
や
出
発
地
、
目
的
地
の
違
い
も

あ
っ
て
一
ヶ
所
に
特
定
出
来
な
い
。
遠
方
の
和
光
原
か
ら
中
之
条
等
の
遠
い
場
所
に

行
く
時
は
未
明
に
馬
と
家
を
出
て
、
後
坂
付
近
で
明
る
く
な
る
と
、
提
灯
を
消
し
て

道
脇
の
大
木
の
洞
等
に
置
き
、
帰
り
道
が
暗
く
な
る
と
提
灯
を
洞
か
ら
取
り
出
し
火

を
点
し
て
家
路
を
た
ど
っ
た
生
活
感
の
あ
る
地
名
で
あ
る
。
長
野
原
方
面
の
道
筋
に



も
提
灯
坂
が
あ
っ
た
と
古
老
が
語
る
。

地
形
図
の
標
高
一
二
四
三
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
、
平
ら
な
山
腹
を
通
る
横
手
の

道
に
な
る
。
こ
の
道
下
一
帯
は
見
寄
集
落
の
採
草
地
の
灰
川
で
、
下
端
は
白
砂
川
に

落
ち
る
斜
面
に
な
る
。
こ
こ
の
小
字
は
灰
川
だ
が
、
古
老
は
説
っ
た
へ
イ
ガ
ッ
パ
の

名
で
呼
ん
で
い
る
。
以
前
、
こ
の
後
坂
道
に
は
馬
頭
観
音
や
、
見
寄
分
岐
に
は
石
の

道
標
が
あ
っ
た
が
、
馬
や
作
業
車
に
よ
る
運
材
作
業
の
邪
魔
に
な
っ
た
の
か
消
え
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。
現
存
す
る
唯
一
の
石
造
物
が
、
見
寄
分
岐
手
前
の
年
代
不
詳
の

馬
頭
観
音
で
あ
る
。
分
岐
か
ら
右
へ
の
道
が
牧
水
が
通
っ
た
新
道
で
、
見
寄
と
新
道

間
の
尾
根
を
進
む
の
が
オ
ツ
ウ
坂
を
通
る
古
道
に
な
る
。

こ
の
古
道
は
分
岐
を
見
寄
側
に
五

0
メ
ー
ト
ル
程
下
っ
た
付
近
か
ら
尾
根
に
上
る

が
、
尾
根
は
平
で
顕
著
な
道
跡
は
な
い
。
尾
根
の
南
沿
い
に
僅
か
に
道
が
あ
る
よ
う

に
見
え
る
。
南
沿
い
か
ら
尾
根
の
北
に
移
る
所
は
、
道
を
切
っ
た
凹
が
あ
り
道
跡
と

分
か
る
。
こ
の
先
の
道
は
五

0
メ
ー
ト
ル
程
だ
が
尾
根
の
北
に
移
り
、
す
ぐ
に
雪
が

多
い
北
側
を
避
け
て
南
に
移
る
。
こ
の
先
は
土
橋
状
の
所
で
、
前
方
は
小
ピ

1
ク
に

な
る
が
、
古
道
は
左
の
南
側
斜
面
を
下
っ
て
進
む
。
こ
の
斜
面
を
通
る
道
は
、
土
砂

が
落
ち
て
埋
ま
り
消
滅
寸
前
で
、
注
意
を
し
な
い
と
気
付
か
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
斜

面
を
下
る
道
は
、
尾
根
の
先
端
で
右
に
向
き
を
変
え
、
下
方
に
沢
が
流
れ
る
山
腹
を

通
り
、
八
石
沢
が
見
え
る
付
近
か
ら
斜
面
を
曲
折
し
な
が
ら
下
る
。
こ
の
折
れ
曲
が
つ

た
坂
が
オ
ツ
ウ
坂
と
古
老
が
呼
ぶ
所
で
あ
る
。
八
石
沢
を
渡
り
、
キ
ャ
ニ
オ
ン
裏
を

通
り
諏
訪
神
社
の
あ
る
尾
根
に
出
て
、
金
比
羅
山
手
前
の
竪
堀
状
の
凹
付
近
か
ら
依

明治以後の交通

田
尾
川
へ
下
り
世
立
に
向
か
う
急
な
道
だ
が
現
在
は
危
険
で
通
れ
な
い
。
川
ま
で
下

り
、
同
様
な
急
斜
面
を
上
る
と
牧
水
が
通
っ
た
道
と
義
仲
伝
説
が
あ
る
コ
モ
チ
ゲ
イ

で
合
流
し
、
庚
申
塔
脇
を
通
り
世
立
集
落
に
入
る
。

牧
水
の
歩
い
た
新
道
と
古
道
の
オ
ツ
ウ
坂
経
由
道
を
く
ら
べ
て
、
古
道
は
三
角
形

の
一
辺
の
た
め
に
短
い
が
、
依
田
川
河
床
へ
下
る
道
等
の
急
勾
配
な
ヒ
ラ
(
斜
面
)

が
多
く
、
荷
馬
が
通
る
の
は
大
変
と
感
じ
た
。
新
道
開
削
は
何
時
か
は
不
詳
だ
が
、

古
道
よ
り
距
離
は
遠
い
が
緩
や
か
な
山
腹
を
通
る
道
が
多
く
て
、
荷
馬
の
往
来
も

無
理
が
な
く
て
開
削
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
根
広
の
方
が
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)

十
二
月
、
馬
を
牽
き
岩
島
か
ら
の
帰
り
に
大
雪
の
た
め
、
世
立
集
落
近
く
揚
場
橋
と

天
龍
橋
間
の
旧
道
で
二
人
が
遭
難
死
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。
こ
の
遭
難
事
件
も
、
遠

く
て
も
安
全
な
新
道
に
移
行
を
加
速
す
る
契
機
に
な
っ
た
と
思
え
る
。

和
光
原
方
面
か
ら
来
る
沢
渡
道
は
、
大
霜
の
青
面
金
剛
脇
を
下
り
、
白
砂
川
を
渡

河
し
、
牛
岩
付
近
を
上
っ
た
。
当
時
の
橋
場
は
、
川
中
発
電
所
取
り
入
れ
口
の
堰
堤

で
川
幅
も
広
く
な
り
消
え
た
が
、
白
砂
大
橋
の
一

0
0メ
ー
ト
ル
程
上
流
に
は
吊
り

橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
橋
場
が
遺
っ
て
い
る
。
堰
堤
以
前
の
時
代
は
、
両
岸
が
迫
り

狭
く
、
古
く
は
矧
橋
が
架
け
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
旧
道
は
医
療
セ
ン
タ
ー
南
西
隅
の
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先
で
あ
る
。
当
地
は
小
字
名
の
花
敷
に
属
し
、
花
敷
温
泉
が
あ
る
白
砂
川
右
岸
は
小

字
が
湯
ノ
上
で
、
最
初
は
間
違
い
で
は
と
思
っ
た
所
で
あ
る
。
旧
道
に
入
る
と
左
の

山
際
に
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
こ
こ
を
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
行
く
と
山
道
の
分
岐
に
な

る
。
分
岐
に
は
嘉
永
七
年
の
大
日
知
来
塔
が
あ
り
、
下
に
「
右
ハ
山
道
」
、
「
左
ハ
和

光
原
道
」
と
記
す
道
標
を
兼
ね
た
塔
で
あ
る
。
初
め
て
の
人
は
和
光
原
へ
の
道
は
と

悩
む
所
で
、
遠
来
の
方
に
は
有
り
難
い
道
標
で
あ
る
。
馬
糞
沢
の
源
流
付
近
を
過
ぎ

る
と
、
道
は
北
側
山
腹
か
ら
南
側
に
向
き
を
変
え
、
引
沼
へ
の
道
が
右
に
分
か
れ
る
。

平
坦
な
清
水
横
手
を
通
る
と
、
旧
道
の
引
沼
入
口
の
七
五
三
で
あ
る
。
よ
そ
者
が
村

に
入
る
の
を
牽
制
し
守
る
よ
う
に
、
今
も
木
製
の
祈
祷
札
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
こ

は
五
本
辻
と
も
呼
び
、
和
光
原
道
、
引
沼
集
落
へ
の
二
本
の
道
、
沢
渡
道
、
採
草
地

道
が
交
差
す
る
所
で
あ
る
。
辻
に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
と
刻
む
嘉
永
七
年
の
名
号

塔
が
あ
り
、
「
左
山
」
、
「
右

で
、
下
に
「
道
」
と
あ
り
、
沢
渡
へ
の

さ
わ
た
り
」



通

山道
研標
究で
』あ

を る
開
き入
信山
州に
側は
と信
入仰
山塔
側を
で 兼
渋 ね

官主
通家
k七
。年
垣市
管話
三標

老支
要量
1F あ

ピりた
年 『
と入

交

知
っ
た
。
中
学
生
が
郷
土
学
習
で
取
り
組
み
、
古
老
か
ら
聞
き
取
っ
た
貴
重
な
交
通

資
料
で
あ
る
。

沢
渡
道
は
引
沼
方
面
へ
車
道
を
少
し
下
り
左
の
山
中
に
入
る
。
旧
道
を
歩
い
た
が
、

カ
ー
ブ
を
過
ぎ
る
と
、
ほ
ど
な
く
ジ
メ
ジ
メ
し
た
湿
地
状
の
赤
渋
を
通
る
が
、
左
上

に
は
観
音
堂
や
辛
夷
の
大
木
の
周
辺
に
世
立
の
墓
地
が
あ
る
。
墓
地
の
先
で
車
道
と

林
道
日
ヶ
闇
線
に
合
流
す
る
。
よ
っ
て
が
ね
え
館
裏
の
道
脇
に
、
念
怒
姿
の
青
面
金

剛
像
と
思
え
る
石
仏
や
、
村
の
安
全
を
願
っ
た
祈
祷
札
が
置
か
れ
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー

前
に
は
、
今
も
衣
装
を
着
せ
る
方
が
い
て
厚
着
姿
の
子
安
地
蔵
が
租
ら
れ
る
。
こ
の

先
は
車
道
沿
い
に
進
み
、
右
に
県
天
然
枝
垂
れ
栗
の
古
木
を
見
て
進
み
、
門
松
手
前

で
引
沼
側
か
ら
世
立
坂
を
経
て
来
る
道
と
合
流
す
る
。

一
方
、
世
立
坂
を
上
っ
た
道

は
、
尾
根
の
双
体
道
祖
神
を
見
て
、
集
落
下
方
を
通
り
、

ア
ラ
ヤ
の
沢
を
渡
り
、
庚

申
塔
前
を
過
ぎ
、
右
に
オ
ツ
ウ
坂
の
古
道
を
分
け
る
地
点
を
過
ぎ
、
程
な
く
和
光
原

か
ら
の
道
に
合
わ
さ
る
。
天
龍
橋
右
岸
挟
の
門
松
に
あ
る
馬
頭
観
音
像
等
の
石
造
物

に
は
、
暮
坂
へ
の
道
筋
か
ら
移
っ
た
石
仏
も
あ
る
よ
う
だ
。
新
道
は
天
龍
橋
下
に
下

り
、
朽
ち
た
丸
木
橋
跡
で
依
田
尾
川
を
渡
る
が
、
橋
跡
の
下
流
右
岸
に
は
龍
の
ケ
ン

ズ
リ
穴
が
あ
る
。
付
近
の
道
跡
は
両
岸
に
よ
く
遺
っ
て
い
る
。
左
岸
に
渡
っ
た
道
は

曲
折
し
な
が
ら
上
り
、
町
道
に
合
流
手
前
に
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
、
銘
は
「
嘉
永
五

年
子
十
二
月
日
」
と
刻
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
岩
島
の
松
谷
か
ら
の
帰
り
に
大
雪
に
遭
い
、

遭
難
死
し
た
二
人
の
根
広
の
方
が
連
れ
て
い
た
馬
の
供
養
塔
で
あ
る
。
馬
頭
観
音
の

本
来
の
場
所
は
天
龍
橋
と
揚
場
橋
間
の
車
道
下
だ
が
、
町
道
開
削
で
埋
ま
る
た
め
移

さ
れ
た
と
い
う
。
揚
場
橋
の
下
、
木
の
葉
沢
を
渡
る
付
近
に
は
旧
道
跡
や
朽
ち
た
丸

太
橋
跡
が
見
ら
れ
る
。
見
寄
分
岐
ま
で
の
新
道
は
、
今
も
牧
水
コ

l
ス
で
道
跡
は
良

好
に
遺
っ
て
い
る
。
町
道
脇
の
牧
水
コ

1
ス
表
示
か
ら
八
石
沢
沿
い
に
歩
き
、
下
に

琵
琶
の
滝
が
落
ち
る
所
を
通
っ
て
沢
を
渡
る
。
こ
の
先
は
多
く
の
方
が
歩
き
凹
状
に

な
っ
た
旧
道
が
落
葉
松
林
に
曲
折
し
て
続
き
、
三

O
分
足
ら
ず
で
見
寄
分
岐
に
な
り
、

道
は
南
側
斜
面
沿
い
に
変
わ
る
。

見
寄
集
落
は
周
囲
を
白
砂
川
や
深
山
に
固
ま
れ
耕
地
が
狭
く
、
古
く
か
ら
見
寄
七

軒
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
南
、
西
は
白
砂
川
で
、
北
は
大
日
堂
脇
か
ら
大
、
ド
イ
、
小
、
ド

イ
の
崖
を
越
え
他
集
落
へ
通
じ
る
険
し
い
道
で
あ
る
。
外
部
に
通
じ
た
道
は
、
明
治

の
『
郡
村
誌
』
に
、
中
の
条
口
と
あ
る
道
だ
ろ
う
。
こ
の
道
は
採
草
地
へ
通
う
道
で

も
あ
っ
た
。
道
は
集
落
の
東
端
、
道
脇
に
伝
説
の
力
持
ち
弥
藤
五
郎
が
抱
い
て
運
び
、

洗
濯
板
で
使
用
し
た
抱
き
石
付
近
か
ら
始
ま
る
。
道
上
の
民
家
脇
を
山
側
に
上
る
の

が
旧
道
で
、
道
は
山
に
挟
ま
れ
た
窪
を
上
る
道
で
、
荒
れ
た
歩
き
に
く
い
道
だ
が
、

道
形
は
し
っ
か
り
と
残
っ
て
い
る
。
右
に
天
狗
を
租
っ
た
尾
根
が
見
え
る
付
近
の
道
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脇
に
安
永
三
年
の
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
古
く
は
馬
が
往
来
し
た
と
分
か
る
。
曲
折
す

る
坂
を
上
り
、
窪
が
終
わ
る
と
、
尾
根
に
古
木
が
茂
り
、
信
仰
の
場
に
相
応
し
い
雰

囲
気
の
所
が
あ
る
。
こ
こ
が
下
の
十
二
で
、
今
の
石
嗣
は
昭
和
五
十
七
年
に
見
寄
集

落
で
建
て
た
。
更
に
次
の
尾
根
を
越
え
た
道
脇
に
明
治
三
十
九
年
に
建
て
た
傷
ん
だ

石
洞
が
あ
り
、
こ
こ
が
上
の
十
二
で
あ
る
。
付
近
の
斜
面
は
見
寄
の
採
草
地
で
、
緩

や
か
な
ヒ
ラ
の
窪
を
過
ぎ
坂
を
上
る
と
世
立
か
ら
の
新
道
と
合
流
す
る
。
以
前
、
分

岐
に
石
の
道
標
が
あ
っ
た
が
現
在
は
見
ら
れ
な
い
。

入
山
以
外
か
ら
沢
渡
へ
通
じ
る
道
の
一
つ
に
、
赤
岩
集
落
か
ら
の
道
が
あ
る
。
こ

の
道
は
鍛
治
屋
敷
方
面
に
通
じ
る
旧
道
で
、
以
前
は
採
草
地
に
通
う
道
で
も
あ
っ

た
。
道
筋
を
見
る
と
、
赤
岩
集
落
の
火
の
見
櫓
脇
か
ら
入
り
、
集
落
が
終
わ
る
付
近

に
修
験
鏡
学
院
跡
や
立
派
な
石
積
上
に
神
社
石
造
物
断
片
が
あ
る
。
林
に
入
る
と
道

脇
に
は
数
基
の
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
間
も
な
く
林
道
寺
社
木
線
を
横
切
る
。
林
道
上



の
山
際
は
水
道
施
設
で
、
そ
の
右
側
に
旧
道
入
口
が
あ
る
。
以
前
は
鍛
治
屋
敷
方
面

に
行
く
郵
便
配
達
の
方
も
利
用
し
た
道
で
、
私
も
若
い
頃
に
バ
イ
ク
で
通
っ
た
道
で

あ
る
。
だ
が
、
廃
道
に
な
り
時
間
も
経
過
し
、
今
は
倒
木
等
で
道
も
荒
れ
て
歩
く
の

も
大
変
で
あ
る
。
林
道
か
ら
少
し
入
っ
た
コ
サ
カ
パ
の
道
脇
や
、
そ
の
先
の
又
口
に

も
棒
の
根
元
に
馬
頭
観
音
が
あ
っ
て
、
往
事
の
道
が
偲
ば
れ
る
。
山
に
入
る
方
が
一

服
す
る
休
み
場
の
石
を
通
り
、
こ
の
付
近
ま
で
は
耕
地
が
あ
っ
た
と
い
う
白
石
に
な

る
。
白
い
岩
が
点
在
す
る
聞
を
進
み
、
曲
折
す
る
坂
が
終
わ
っ
た
所
が
上
り
上
げ
に

な
る
。
こ
の
先
か
ら
は
尾
根
の
北
沿
い
を
通
る
緩
や
か
な
上
り
道
で
、
道
が
南
斜
面

に
変
わ
っ
た
付
近
が
ホ
ド
窪
と
呼
ば
れ
る
。

ホ
ド
窪
を
過
ぎ
れ
ば
一
本
木
で
、
寺
社
木
林
道
や
ツ
ツ
ジ
沢
沿
い
に
上
る
道
と
合

流
す
る
。
林
道
上
に
は
十
二
山
神
の
石
嗣
が
あ
り
、
鍛
治
屋
敷
へ
の
旧
道
は
右
の
山

中
に
続
い
て
い
る
。
旧
道
に
入
り
四

0
0メ
ー
ト
ル
も
行
く
と
深
山
口
で
、
道
脇
に

開
拓
農
家
跡
が
あ
る
。
こ
こ
に
文
化
八
(
一
八
一
一
)
年
の
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
「
右

山
ミ
ち
/
左

沢
た
り
ミ
ち
」
と
道
標
も
兼
ね
、
沢
渡
へ
通
じ
る
道
を
教
え
て
い

る
。
付
近
で
中
室
か
ら
潜
り
石
を
経
由
し
生
須
に
行
く
古
道
が
交
差
す
る
。
坂
道
を

上
り
、
左
に
馬
頭
観
音
を
見
る
と
鍛
治
屋
敷
も
近
く
な
る
。

至
球
沢
源
流
の
窪
や
天
理
教
の
キ
ャ
ン
プ
場
跡
の
建
物
が
右
下
に
見
え
る
と
、
少

し
先
で
林
道
吾
嬬
山
線
と
交
差
す
る
。
芸
術
区

S
中
室
一
帯
は
、
以
前
は
赤
岩
の
家

畜
飼
料
用
の
採
草
地
(
約
六

O
町
歩
)

で
、
小
林
家

1
天
狗
山
付
近
は
屋
根
葺
き
用

の
萱
刈
り
場
(
約
一

O
町
歩
)
だ
っ
た
。
旧
道
は
芸
術
区
内
に
入
り
、
右
の
尾
根
に

明治以後の交通

は
明
治
の
寺
社
合
併
ま
で
天
狗
山
で
祭
租
し
て
い
た
石
桐
が
あ
る
。
毎
年
春
に
な
る

と
山
独
活
を
肴
に
飲
み
歓
談
し
た
山
独
活
祭
も
昔
話
に
な
っ
た
。
石
洞
の
西
で
中
室

か
ら
来
る
旧
道
と
合
流
す
る
。

左は沢渡道の道標

道白川【の近付

よ
っ
た
り

江
戸
時
代
の
山
論
で
赤
岩
に
勝
訴
し
た
入
山
が
、
入
山
境
を
梨
ノ
木
沢
か
ら
四
人

よ
っ
た
り

沢
ま
で
延
ば
し
た
と
古
老
が
語
る
、
四
人
沢
、
梨
ノ
木
沢
を
過
ぎ
る
と
釣
り
堀
が
見

え
る
。
右
に
町
天
然
記
念
物
十
二
の
森
の
大
楢
付
近
で
草
津
道
と
合
流
、
東
へ
行
く
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道
が
沢
渡
道
で
、
そ
の
先
で
後
坂
経
由
の
道
を
合
わ
せ
て
暮
坂
峠
を
越
え
る
。

小
池
善
吉
書
『
山
村
社
会
の
人
と
暮
ら
し
』
を
聞
く
と
、
入
山
の
物
産
を
運
搬
し

た
古
老
か
ら
の
聞
き
書
き
が
載
る
。
こ
の
道
は
草
津
や
沢
渡
の
入
湯
客
が
利
用
す
る

湯
の
道
の
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
が
、
沢
渡
へ
通
じ
る
道
が
地
元
の
方
が
駄
賃
稼
ぎ

で
利
用
し
た
重
要
な
生
活
道
路
だ
っ
た
こ
と
も
よ
く
分
か
る
。
同
書
は
当
時
を
知
る

古
老
か
ら
の
貴
重
な
証
言
な
の
で
一
部
を
紹
介
し
て
み
る
。
岩
島
の
松
谷
方
面
に
通

じ
る
高
間
コ

1
ス
が
衰
微
し
た
後
、
明
治
末

1
大
正
期
に
暮
坂
峠
を
越
え
る
沢
渡

コ
ー
ス
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
あ
る
。
古
老
は
入
山
物
産
を
馬
の
背
に
付
け
て
、
沢
渡

の
問
屋
関
奥
平
方
の
倉
庫
に
搬
入
し
た
と
い
う
。
明
治
期
に
は
木
工
品
を
出
荷
し
、

盛
時
の
大
正
期
に
は
主
に
炭
が
運
ば
れ
た
と
あ
る
。
当
時
、
こ
の
コ

l
ス
で
駄
賃
稼

ぎ
に
従
事
者
は
、
和
光
原
で
一
六
人
、
根
康
で
五
人
、
世
立
で
二

O
人
、
引
沼
で
七



通

ー
八
人
、
入
山
全
体
で
計
七

O
人
位
と
同
書
に
あ
り
、
信
州
コ

l
ス
最
盛
期
の
四

O

交

人
余
よ
り
多
か
っ
た
。
参
考
ま
で
に
、
駄
賃
は
炭
一
俵
四

O
銭
、
馬
一
頭
に
六
俵
を

つ
け
、
片
道
二
円
四

O
銭
だ
っ
た
。
帰
り
荷
は
、
中
之
条
町
の
関
野
屋
、
チ
ギ
リ
イ

チ
、
カ
ネ
プ
ン
等
の
荷
で
、
米
や
肥
料
、
酒
で
あ
る
。
米
は
一
俵
一
円
五

O
銭
、
二

俵
で
三
円
、

一
往
復
で
稼
ぎ
は
五
円
四

O
銭
以
上
で
あ
る
。

こ
の
コ

l
ス
も
草
軽
鉄
道
や
吾
妻
渓
谷
(
耶
馬
渓
)
を
通
る
道
の
開
削
で
、
物
資

輪
送
が
徐
々
に
変
化
し
た
。
特
に
昭
和
十
二
年
に
開
削
さ
れ
た
白
砂
川
沿
い
の
県
道

が
大
き
な
変
化
を
与
え
た
。
物
産
を
運
ぶ
の
に
も
、
県
道
を
利
用
し
て
長
野
原
に
出

る
コ

1
ス
が
中
心
に
な
っ
た
と
い
う
。
私
が
話
し
を
聞
い
た
古
老
も
、
県
道
開
削
前

は
後
坂
か
ら
暮
坂
を
経
由
し
て
長
野
原
に
通
う
方
が
い
た
が
、
県
道
開
削
後
は
入
山

か
ら
の
人
通
り
も
途
絶
え
た
と
語
っ
た
事
実
が
裏
付
け
る
。

四
、
四
万
温
泉
へ
の
道

四
万
と
入
山
を
結
ぶ
林
道
万
沢
線
が
相
ノ
倉
山
続
き
の
鞍
部
を
走
る
が
、
時
々
は

不
通
に
な
る
道
で
あ
る
。
林
道
の
前
身
は
明
治
十
二
年
に
聞
か
れ
た
が
、
新
道
開
削

直
後
に
四
万
か
ら
入
山
に
抜
け
た
国
語
辞
典
『
大
言
海
』
の
著
者
、
大
槻
文
彦
の
紀

行
を
柱
に
み
て
み
る
。
文
彦
は
四
万
か
ら
入
山
へ
戻
る
牛
の
背
に
揺
ら
れ
て
峠
を
越

え
た
が
、
紀
行
『
上
毛
温
泉
記
』
か
ら
旧
道
筋
を
紹
介
す
る
が
、
当
時
の
道
や
入
山

を
知
る
た
め
の
格
好
の
資
料
と
い
え
る
。

四
万
と
入
山
境
の
様
子
を
同
書
で
は
、
「
大
峠
に
か
か
る
、
聞
の
倉
山
と
云
、

四
万
入
山
の
村
界
の
高
山
な
り
」
と
記
し
て
い
る
。
古
老
は
峠
の
名
を
四
万
切
目
(
標

高
約
一
、
三
五

0
メ
ー
ト
ル
)
や
騨
闘
が
原
と
も
い
う
。
文
彦
の
通
過
は
新
道
開
通

早
々
で
、
境
か
ら
西
の
入
山
側
を
、
「
峠
の
坂
路
好
曲
回
旋
し
て
息
も
つ
き
え
ぬ
程

の
難
所
な
り

0

・
・
下
り
坂
よ
り
入
山
分
に
入
る
に
路
未
落
成
せ
ず
。
只
萱
隈
笹
を

刈
り
払
ひ
た
る
許
」
と
記
し
、
急
坂
で
カ

1
ブ
が
連
続
す
る
道
で
、
入
山
側
は
未
完

成
の
状
態
と
分
か
る
。
和
光
原
の
古
老
は
、
青
年
時
代
に
旧
道
の
草
刈
り
で
四
万
切

目
ま
で
行
っ
た
と
語
り
、
四
万
境
ま
で
の
道
普
請
は
入
山
側
の
担
当
だ
っ
た
と
い
う
。

入
山
特
産
の
蕨
を
背
負
っ
て
未
明
に
家
を
出
て
、
こ
の
峠
を
越
え
て
四
万
の
温
泉
客

の
土
産
用
に
売
り
に
行
っ
た
記
憶
を
語
る
方
も
い
る
。
手
に
し
た
貴
重
な
売
上
金
を

手
に
し
て
、
帰
り
道
は
パ
ス
に
乗
っ
て
家
に
帰
っ
た
と
当
時
を
思
い
出
し
語
る
方
も

お
り
、
道
を
歩
い
た
方
の
話
し
は
戦
前
の
こ
と
で
は
な
い
。

白
砂
川
側
へ
の
下
る
道
を
、
同
書
は
「
少
し
下
り
て
渓
水
あ
り
、
辛
う
じ
て
喉

を
潤
す
」
と
あ
り
、
こ
の
水
場
は
古
老
が
言
っ
た
源
四
郎
清
水
で
あ
ろ
う
。
『
風
雪

三
十
年
』
に
は
、
昭
和
七
年
の
記
録
「
野
反
湖
」
が
あ
る
。
白
砂
川
ま
で
の
道
を
、
「
尾

根
歩
き
か
ら
白
砂
渓
谷
へ
ま
っ
障
り
だ
。

ス
ネ
を
が
く
が
く
い
わ
せ
る
き
っ
さ
。
白
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砂
川
の
丸
木
橋
を
渡
た
っ
て
対
岸
に
移
る
と
大
原
だ
」
と
記
し
、
き
つ
い
下
り
坂
と

分
か
る
。
昭
和
十
三
年
刊
『
上
越
の
山
』
の
付
録
地
図
に
、
峠
は
ツ
ツ
ジ
が
岡
の
地

名
で
、
そ
の
下
の
道
筋
に
ケ
ン
ダ
キ
坂
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
古
老
が
語
る
下
駄
木
坂
(
尾

根
下
を
流
れ
る
下
駄
木
沢
に
由
来
)

の
誤
り
だ
ろ
う
。
道
筋
の
北
側
に
ダ
ゴ
ノ
沢
の

名
が
あ
る
が
、
肘
曲
が
り
沢
の
支
流
だ
ろ
う
。
そ
の
下
方
、
道
脇
に
十
三
社
が
あ
る

が
、
地
名
調
査
で
は
そ
の
名
を
知
る
古
老
は
い
な
い
。
こ
の
道
が
白
砂
川
を
渡
る
場

所
は
、
肘
曲
が
り
沢
が
本
流
に
入
る
す
ぐ
下
方
で
あ
る
。
地
図
に
は
本
流
を
渡
る
橋

の
名
が
笠
松
橋
と
記
す
が
、
多
分
丸
木
橋
で
あ
ろ
う
。
そ
の
先
、
大
原
へ
は
尾
根
を

上
り
、
三
角
点
の
北
を
通
っ
て
い
る
。

白
砂
川
を
渡
り
大
原

1
和
光
原
へ
の
道
を
、
大
槻
の
書
は
「
山
を
下
り
、
渓
川
あ
り
、

白
砂
川
と
云
。
渡
り
て
又
山
に
登
れ
ば
大
な
る
高
き
原
に
出
づ
、
京
が
原
と
云

0

・・

原
路
二
十
町
許
過
ぎ
又
降
り
て
水
を
渡
り
、
又
登
れ
ば
初
め
て
畑
あ
る
を
見
て
、
や



う
や
う
に
し
て
和
光
原
と
い
へ
る
処
に
着
き
ぬ
」
と
書
い
て
い
る
。
大
原
を
京
が
原

と
記
す
が
、
明
治
の
十
四
年
の
群
馬
県
の
地
名
調
査
に
は
大
原
と
あ
り
、
牛
方
が
教

え
た
地
名
の
聞
き
違
い
だ
ろ
う
か
。
ー
約
二
、

0
0
0メ
ー
ト
ル
と
記
す
大
原
の
台
地

を
横
断
す
る
と
下
り
坂
に
な
る
。
こ
の
坂
が
十
二
坂
で
、
坂
の
下
り
口
付
近
に
山
神

十
二
の
石
嗣
が
あ
る
。
明
治
三
十
二
年
に
建
て
た
嗣
で
、
文
彦
通
過
後
二
十
年
経
過

し
て
い
る
。
桐
に
は
「
和
光
原
/
引
沼
/
世
立
/
京
塚
組
中
」
と
あ
り
、
菅
一
場
の
集

落
と
異
な
る
の
で
、
付
近
の
山
中
で
曲
げ
物
材
料
を
採
る
仲
間
の
組
で
建
て
た
と
思

わ
れ
る
。
付
近
は
荷
場
で
、
こ
こ
ま
で
人
の
背
で
運
ん
だ
萱
や
曲
げ
物
材
料
を
、
集

落
か
ら
来
た
馬
の
背
に
付
け
替
え
る
場
所
で
も
あ
っ
た
。
『
風
雪
三
十
年
』
に
は
、

大
原
横
断
か
ら
坂
を
下
り
白
味
田
川
ま
で
の
道
を
、
「
草
原
を
横
切
り
ガ
ケ
を
下
る

と
清
水
に
た
ど
り
つ
く
。
佐
久
間
清
水
と
い
う
。
佐
久
間
象
山
が
こ
の
辺
で
金
鉱
を

掘
っ
た
と
き
発
見
し
て
、
世
人
に
飲
用
で
き
る
こ
と
を
教
え
た
伝
説
が
の
こ
っ
て
い

る
」
と
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
。
若
い
頃
、
白
砂
川
を
遡
行
し
た
際
、
左
岸
の
川
縁

の
岩
に
横
穴
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
の
宮
田
氏
が
象
山
の
金
鉱
試
掘
跡
と
語
っ
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
。
同
名
の
清
水
は
野
反
道
の
、
小
栗
清
水
の
先
に
も
あ
る
。

白
味
田
沢
を
右
岸
に
渡
り
、
斜
面
を
上
れ
ば
畑
が
あ
る
の
記
述
は
、
沢
に
下
る
国

道
下
の
地
名
葛
の
下
と
思
え
る
。
こ
の
先
で
旧
道
は
、
野
反
方
面
の
道
と
合
流
す
る
。

こ
こ
は
官
林
の
入
口
で
、
宮
林
を
利
用
す
る
鑑
札
を
渡
す
場
所
で
、
御
判
形
の
地
名

が
あ
る
。
こ
こ
を
過
ぎ
、
旧
道
は
国
道
か
ら
外
れ
右
に
入
り
、
和
光
原
の
お
堂
の
下

を
通
り
集
落
に
入
る
。
文
彦
一
行
は
根
広

1
小
倉

I
草
津
の
道
を
通
ら
ず
に
、
白
砂

明治以後の交通

川
を
渡
る
道
を
選
ん
で
い
る
。
文
彦
一
行
は
夕
暮
れ
の
道
を
草
津
へ
向
か
う
が
、
白

砂
川
の
橋
を
「
谷
川
に
橋
二
ヶ
所
あ
っ
て
彼
方
へ
渡
る
」
と
記
し
、
続
い
て
「
下
に

橋
柱
な
く
巧
に
架
け
た
り
と
覚
え
た
り
」
と
あ
り
、
郷
橋
と
分
か
る
。
明
治
四
十
三

年
の
『
六
合
村
誌
』
は
、
白
砂
川
の
橋
を
「
榎
橋

所
在
入
山
村
和
光
原

長
拾
間

幅
六
尺

構
造
木
造
ニ
テ
板
橋

架
設
年
月
明
治
十
八
年
五
月

雑
項
郷
橋
ニ
シ

テ
入
山
村
字
日
ヶ
闇
ヨ
リ
同
村
和
光
原
ニ
達
ス
ル
里
道

須
川
ノ
上
流
ニ
架
ス
」
と

あ
り
、
橋
は
長
さ
が
一
八
メ
ー
ト
ル
で
、
大
水
に
強
い
矧
橋
構
造
と
あ
り
、
文
彦
が

渡
っ
た
所
だ
ろ
う
。
今
は
ダ
ム
堰
堤
で
水
が
溜
ま
り
川
幅
も
広
く
な
り
、
当
時
の
姿

は
想
像
で
き
な
い
。
対
岸
の
牛
岩
を
上
り
、
今
の
医
療
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
引
沼
へ

の
道
は
大
日
如
来
の
道
標
脇
を
通
り
、
沼
坂
を
下
れ
ば
引
沼
集
落
に
通
じ
る
。

古
老
が
今
の
永
久
橋
が
出
来
る
前
は
、
白
砂
川
増
水
時
に
は
自
の
先
に
あ
る
対
岸

に
行
く
の
に
も
橋
が
流
れ
て
、
大
き
く
和
光
原
へ
迂
回
し
て
行
っ
た
と
聞
い
た
。
そ

の
方
は
花
敷
温
泉
と
薬
師
堂
聞
の
花
敷
橋
は
通
れ
た
が
、
開
運
橋
が
渡
れ
ず
、
湯
坂

を
上
り
矢
倉
か
ら
前
坂
を
下
り
、
和
光
原
を
通
り
引
沼
へ
行
っ
た
と
い
う
。
こ
の
橋

は
、
今
の
白
砂
大
橋
よ
り
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
上
流
で
、
両
岸
に
は
吊
り
橋
用
コ
ン

ク
リ
1
ト
支
柱
が
立
つ
所
だ
ろ
う
。
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文
彦
は
「
引
沼
よ
り
程
歴
て
京
塚
と
い
へ
る
処
に
」
と
記
す
が
、
道
は
前
坂
を
下
り
、

流
石
脇
を
通
り
川
端
に
出
て
、
今
の
京
塚
橋
付
近
で
川
を
渡
っ
た
。
古
老
は
昔
の
白

砂
川
は
水
量
が
多
く
、
大
水
の
時
は
橋
は
簡
単
に
流
れ
、
そ
の
時
は
集
落
の
方
の
人

足
で
架
け
た
と
語
り
、
仕
方
な
い
と
諦
め
た
言
い
方
だ
っ
た
。
橋
が
流
れ
た
時
、
京

塚
の
方
の
学
校
道
は
薬
師
堂
ま
で
右
岸
の
湯
ノ
上
の
崖
道
を
通
っ
て
行
っ
た
。
京
塚

か
ら
品
木
へ
の
道
筋
を
、
文
彦
は
「
す
べ
て
険
し
き
坂
に
て
登
り
つ
む
れ
ば
直
ち
に

降
り
、
谷
に
降
り
つ
む
れ
ば
直
ち
に
登
り
、
凡
登
り
降
り
す
る
事
三
、
四
度
に
し
て

最
後
の
谷
に
人
家
あ
る
処
を
品
木
と
い
う
」
と
、
暗
闇
迫
る
京
塚
を
出
て
か
ら
は
昇

降
が
激
し
い
難
路
と
書
い
て
い
る
。
京
塚
か
ら
の
旧
道
は
子
守
神
社
付
近
か
ら
、
今

の
林
道
上
を
通
る
道
で
、
小
沢
尾
根
や
観
音
尾
根
を
越
え
、
京
塚
横
手
を
通
り
、
林

道
大
カ

1
プ
付
近
が
峠
に
な
る
。
急
な
坂
を
下
れ
ば
鍋
割
沢
で
、
沢
を
渡
り
上
り
終

え
た
所
が
京
塚
分
岐
の
三
方
辻
で
、
そ
の
先
は
湯
川
左
岸
山
腹
を
通
り
、
須
立
分
岐



通

か
ら
馬
頭
観
音
の
所
ま
で
の
急
坂
を
上
る
と
、
横
手
の
道
だ
が
、
最
後
に
百
八
十
八
番

交

観
音
像
脇
を
下
り
谷
底
の
品
木
集
落
へ
通
じ
る
。
私
も
こ
の
道
を
歩
き
、
特
に
鍋
割
沢

や
須
立
分
岐
ら
品
木
集
落
聞
は
急
な
昇
降
の
道
で
、
こ
の
言
葉
通
り
と
実
感
す
る
。

品
木
集
落
は
ダ
ム
の
水
底
に
沈
ん
だ
が
、
以
前
は
集
落
内
を
旧
道
が
通
っ
た
。
天

狗
山
と
湯
川
に
挟
ま
れ
た
山
腹
を
旧
道
の
坂
が
通
り
、
旧
道
の
左
(
砂
防
ダ
ム
付
近
)

に
、
諏
訪
ノ
原
か
ら
滝
が
落
ち
る
仙
下
を
見
な
が
ら
ク
ラ
ガ
坂
を
上
っ
た
。
古
老
は

草
津
へ
向
か
う
入
山
衆
が
、
「
急
な
ク
ラ
ラ
(
下
り
坂
)
で
大
変
だ
」
と
言
い
な
が

ら
通
っ
た
道
で
あ
る
。
坂
が
終
わ
っ
た
所
が
上
が
り
上
げ
で
草
津
原
に
な
る
。
急
坂

の
迂
回
道
は
中
沢
富
士
氏
が
整
備
し
た
道
で
新
廻
し
と
呼
ば
れ
た
。

『
山
村
社
会
の
人
と
暮
ら
し
』
に
、
前
記
の
道
を
利
用
し
て
草
津
へ
駄
賃
稼
ぎ
に

行
っ
た
古
老
の
話
し
が
載
る
の
で
紹
介
す
る
。
昭
和
に
な
り
草
軽
電
鉄
が
開
通
す
る

と
、
入
山
物
産
は
草
津
か
ら
長
野
原
経
由
で
各
地
に
出
荷
さ
れ
た
。
物
産
は
炭
や
木

工
品
が
八

1
九
割
と
大
半
だ
っ
た
。
自
分
で
焼
い
た
炭
は
、
運
賃
を
含
み
一
俵
一
円

八
O
銭
の
収
入
だ
が
、
駄
賃
稼
ぎ
の
場
合
は
一
俵
一

0
1
一
五
銭
で
、
六
俵
で
九

O

銭
、
自
分
で
炭
を
焼
い
た
場
合
の
稼
ぎ
が
格
段
に
好
か
っ
た
と
あ
る
。
当
時
、
こ
の

仕
事
に
従
事
し
た
者
は
、
引
沼
で
一
五
戸
、
入
山
全
体
で
一

O
O人
近
か
っ
た
と
い

う
。
炭
以
外
の
駄
賃
稼
ぎ
は
、
蕨
、
ゼ
ン
マ
イ
、
蕗
、
粗
菜
(
ボ
ヤ
)
、
薪
、
野
菜
、

花
な
ど
季
節
の
品
物
を
出
荷
し
た
。
宇
別
の
出
荷
産
物
を
見
る
と
、
小
倉
や
長
平
は

蕨
や
ゼ
ン
マ
イ
と
い
う
山
の
産
物
、
根
康
は
卵
や
野
菜
、
梨
木
は
野
菜
、
引
沼
は
炭

が
中
心
と
、
地
域
の
特
色
が
う
か
が
え
る
。

だ
が
、
昭
和
十
二
年
に
入
山
に
通
じ
る
県
道
開
通
で
、
草
津
へ
の
駄
賃
稼
ぎ
は
一

時
程
の
賑
わ
い
は
な
く
な
っ
た
。
県
道
利
用
の
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
変
わ
っ
た
が
、
古

老
が
馬
が
牽
く
運
送
も
多
か
っ
た
と
い
う
。

玉
、
長
野
原

3
六
合
へ
の
道

長
野
原
か
ら
六
合
へ
の
旧
道
で
は
、
長
野
原
役
場
裏
か
ら
十
三
坂
を
上
る
道
が
メ

イ
ン
で
あ
ろ
う
。
こ
の
道
に
は
長
野
原
城
祉
手
前
で
左
に
分
岐
す
る
道
跡
が
あ
る
が
、

こ
れ
は
吾
妻
川
沿
い
の
難
所
の
迂
回
道
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
長
野
原
高

校
対
岸
の
岩
場
に
は
、
三
原
三
十
四
番
観
音
札
所
一
番
の
作
道
観
音
堂
が
あ
っ
た
。

浅
間
焼
け
直
後
、
天
明
四
年
に
当
地
を
歩
い
た
松
代
藩
士
某
は
『
夢
中
三
湯
』
に
、

「
此
所
に
坂
あ
り
甚
危
急
の
場
所
也
。
道
幅
四
、
五
尺
又
ハ
三
尺
ニ
て
」
と
あ
り
、
さ

ま
ぽ
ゆ
き

ら
に
「
旅
人
の
通
ル
上
に
岩
石
覆
ひ
、
上
も
下
も
見
て
通
れ
ハ
膜
肱
事
け
ん
の
ん
も

の
ハ
通
る
事
な
り
難
き
所
な
り
」
と
、
険
路
の
状
況
を
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。
こ

の
道
が
大
雨
や
崩
落
の
際
は
、
前
記
の
迂
回
道
が
利
用
さ
れ
た
。
今
も
左
の
山
中
に

入
る
と
、
微
か
に
道
跡
が
続
き
、
大
津
の
小
学
校
方
面
へ
向
か
っ
て
い
る
。
雲
林
寺
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参
道
の
地
蔵
は
道
標
を
刻
む
が
、
こ
の
分
岐
に
あ
っ
た
と
思
え
る
。
地
蔵
側
面
、
右

に
「
入
山
赤
岩
」
と
あ
り
六
合
へ
の
道
を
教
え
、
左
は
「
大
さ
さ
」
で
、
信
州
街
道

の
大
笹
宿
を
教
え
て
い
る
。
『
長
野
原
町
の
民
俗
』
に
は
、
「
六
合
村
へ
向
か
う
伊
勢

の
谷
津
を
上
り
き
っ
た
所
に
、
石
地
蔵
の
道
し
る
べ
が
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
る
。
伊

勢
の
谷
津
の
地
名
は
、
長
野
原
町
刊
の
地
名
調
査
地
図
に
な
い
が
、
石
造
物
が
村
の

範
囲
を
越
え
他
地
域
に
移
る
例
も
少
な
く
、
然
も
六
合
へ
向
か
っ
て
上
り
き
っ
た
所

の
表
現
か
ら
も
、
当
地
と
考
え
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
町
境
を
越
え
る
と
六
合
の
吹

久
保
集
落
だ
が
、
伊
勢
の
大
神
宮
を
組
り
、
谷
津
地
形
で
も
あ
り
、
当
地
も
候
補
で

考
え
ら
れ
る
。
吹
久
保
か
ら
下
沢
へ
の
道
は
、
白
砂
川
上
方
の
崖
際
の
道
は
通
ら
ず
、

集
落
北
端
か
ら
吹
久
保
坂
を
下
り
、
窪
地
を
抜
け
る
と
下
沢
集
落
に
近
く
な
る
。
こ

の
先
、
道
標
に
記
す
赤
岩
へ
の
道
は
ド
ウ
ミ
ョ
ウ
か
ら
ヒ
ロ
ヤ
坂
を
下
っ
て
白
砂
川

の
狭
陸
部
に
架
け
た
矧
橋
を
渡
り
、
出
立
か
ら
境
沢
を
過
ぎ
秀
英
法
印
が
開
削
に
尽



力
し
た
タ
カ
ヤ
の
難
所
を
越
え
る
と
赤
岩
集
落
に
な
る
。

入山赤岩雲林寺の道標

郡
日
影
と
赤
岩
ノ
間

赤
岩
ノ
橋

天
和
元
(
一
六
八
一
)
年
の
『
沼
田
領
郷
村
品
々
記
録
』
に
出
立
橋
の
前
身
を
、
「
同

長
八
間
程
幅
一
間
半
程
」
と
記
し
、
小
雨
橋
と

同
様
四
、
五
年
前
に
落
ち
橋
が
な
い
状
態
と
あ
る
赤
岩
の
橋
が
出
立
橋
の
前
身
で
あ

巾
九
尺

水
深
キ
事
壱
丈
壱
尺

ろ
う
。
明
治
十
年
の
『
郡
村
誌
』
の
赤
岩
村
に
、
出
立
橋
は
「
板
橋
長
サ
九
間
三
尺

橋
ノ
高
サ
水
面
ヨ
リ
二
丈
九
尺
(
八
.
七
メ
l

ト
ル
)
」
と
あ
る
。
古
老
は
出
立
大
橋
と
出
立
橋
の
聞
の
岩
場
が
古
い
時
代
の
橋
場

と
語
る
。
そ
の
後
、
昭
和
初
期
の
県
道
開
削
時
は
出
立
橋
の
や
や
流
に
橋
場
が
移
動

し
、
車
も
通
っ
た
と
い
う
。
古
い
矧
橋
時
代
の
橋
場
を
偲
ぶ
遺
構
は
、
若
い
頃
水
浴

び
で
通
っ
た
岩
場
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
出
立
橋
上
方
の
県
道
時
代
の
橋

明治以後の交通

道
の
魁
を
感
じ
さ
せ
る
。

は
両
岸
に
遺
構
が
あ
り
、
特
に
右
岸
に
は
立
派
な
石
積
も
あ
り
白
砂
川
沿
い
を
走
る

歴
史
的
な
地
名
と
し
て
興
味
深
い
の
は
、
出
立
橋
左
岸
上
方
の
「
橋
山
」

で
あ
る
。

林
道
至
球
線
の
サ
カ
ヤ
ノ
(
境
)
沢
か
ら
右
に
行
き
最
初
の
カ
l
プ
付
近
右
下
の
雑

木
林
が
橋
山
と
い
う
。
日
常
は
集
落
の
人
が
刈
敷
等
に
利
用
し
て
い
た
が
、
橋
の
掛

け
替
え
や
修
理
の
際
に
は
、
こ
の
山
の
木
を
切
り
出
し
利
用
し
た
所
で
あ
る
。
境
沢

の
林
道
至
球
線
分
岐
に
地
蔵
立
像
が
あ
り
、
「
右
ハ
長
ノ
原
/
左
ハ
山
み
ち
」
と
刻

難所タカヤの崖

む
道
標
で
あ
る
。
本
来
の
位
置
は
林
道
を
橋
山
側
に
少
し
行
っ
た
尾
根
下
と
い
う
。

こ
の
場
所
が
秀
英
開
削
の
タ
カ
ヤ
道
前
の
尾
根
越
え
の
道
で
、
雪
の
季
節
に
は
尾
根

に
道
跡
が
見
え
る
と
古
老
が
語
っ
た
が
、
地
蔵
が
秀
英
以
前
の
像
か
不
詳
で
あ
る
。

難
所
タ
カ
ヤ
の
崖
沿
い
に
秀
英
法
印
の
タ
カ
ヤ
道
開
削
碑
が
あ
り
、
「
嘗
所
平
治
験

路
告
成
碑
」
と
刻
み
、
寛
延
四
(
一
七
五
一
)
年
に
建
て
ら
れ
る
。
秀
英
の
ひ
た
む

き
な
気
持
ち
と
、
そ
の
志
に
共
鳴
し
た
村
人
の
気
持
ち
が
一
つ
に
な
っ
て
難
路
を
開

削
し
た
貴
重
な
記
念
碑
で
あ
る
。

長
野
原
町
大
津
二
軒
屋
は
草
津
街
道
表
通
り
で
茶
屋
も
あ
っ
た
。
『
群
馬
の
み
ち

し
る
べ
』
に
は
、
「
そ
の
T
字
路
に
高
さ
四
十
五
セ
ン
チ
、
幅
に
四
セ
ン
チ
、
厚
さ
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二
十
一
セ
ン
チ
の
四
角
な
石
に
右
ハ
小
雨
、
左
ハ
草
津
と
あ
り
、
右
は
峠
を
こ
え
て

六
合
村
小
雨
へ
ぬ
け
ら
れ
る
。
」

の
道
標
は
今
は
な
い
が
、
小
雨
方
面
に
通
じ
る
分

岐
だ
っ
た
。
こ
の
先
、
大
津
赤
羽
根
の
一
里
松
で
草
津
道
と
六
合
へ
の
道
が
分
岐
す

る
。
車
道
下
に
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
大
松
が
あ
り
、
根
元
に
は
自
然
石
を
穿
ち
浮
き

彫
り
の
地
蔵
が
あ
り
、
寛
政
八
(
一
七
九
六
)
年
の
銘
が
あ
る
。
地
蔵
の
左
右
に
「
右

入
山
道
/
左
ハ
く
さ
つ
口
」
と
記
す
道
標
で
、
こ
の
場
所
が
旧
道
分
岐
と
分
か
る
。

左
は
草
津
道
で
、
天
保
三
年
の
立
石
坂
事
件
の
調
査
で
以
前
歩
い
た
道
だ
が
、
今
は

囲
い
込
ま
れ
旧
道
を
歩
け
な
い
。
右
の
六
合
側
の
道
は
、
そ
の
後
の
車
道
等
が
入
り

組
み
、
旧
道
は
分
か
り
に
く
い
。
二
軒
屋
に
あ
っ
た
道
標
の
小
雨
道
や
、

一
本
松
の

入
山
へ
の
道
標
が
教
え
る
道
が
、
六
道
の
辻
や
日
影
平
沢
に
通
じ
る
道
で
あ
ろ
う
。

今
も
分
か
る
道
跡
は
赤
羽
根
坂
を
上
り
、
採
草
地
内
を
上
っ
て
一
本
木
に
出
て
、
林

道
中
沢
線
に
合
う
道
で
あ
る
。
林
道
交
差
付
近
で
、
右
は
平
沢
へ
、
左
は
湯
久
保
方



交

閉
鎖
さ
れ
て
通
れ
な
い
。

面
に
分
か
れ
た
。
平
沢
へ
通
じ
る
メ
イ
ン
の
道
は
長
野
原
と
六
合
境
が
有
刺
鉄
線
で

通

一里松の分岐

六
合
境
か
ら
平
沢
へ
の
旧
道
を
歩
く
と
、
六
合
側
の
旧
道
は
窪
沿
い
に
進
み
、
小

尾
根
に
残
る
切
り
通
し
は
旧
道
の
雰
囲
気
が
あ
る
。
中
沢
林
道
と
権
現
の
上
方
で
交

進
み
、
湯
久
保
、

差
し
、
林
道
を
横
切
っ
た
道
は
下
り
勾
配
に
な
り
、
窪
を
経
て
山
腹
を
巻
く
よ
う
に

一
本
木
か
ら
来
る
道
と
合
流
す
る
。
合
流
付
近
を
下
る
と
、
右
は

中
沢
方
面
か
ら
の
道
で
、
左
へ
行
く
と
中
ノ
棚
の
小
平
ら
な
所
で
、
下
か
ら
は
蟹
沢

の
簡
易
水
道
取
水
場
か
ら
水
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。
棚
の
平
地
が
終
わ
り
、
下
る
と

古
道
の
雰
囲
気
を
よ
く
伝
え
る
切
り
通
し
状
の
所
に
な
る
。
道
上
に
は
馬
頭
観
音
の

蓮
華
座
が
残
る
が
、
本
体
は
道
に
落
ち
て
い
る
。
優
し
い
表
情
の
馬
頭
観
音
像
が
大

部
分
だ
が
、
こ
の
像
は
本
来
の
恐
く
て
厳
め
し
い
表
情
で
強
く
印
象
に
残
る
。

坂
を
下
る
と
右
の
分
岐
は
山
道
で
、
本
通
り
は
左
を
下
り
尾
根
を
カ
ー
ブ
す
る
と

体
道
祖
神
が
あ
り
、

耕
地
が
見
え
て
く
る
。
右
の
山
際
に
は
耳
垂
れ
の
神
と
民
間
信
仰
の
対
象
に
な
る
双

マ
プ
ネ
の
墓
地
を
左
に
見
な
が
ら
下
る
と
国
道
と
交
差
す
る
。

こ
の
付
近
か
ら
東
を
見
る
と
、
旧
道
筋
の
輪
郭
が
分
か
る
。
国
道
を
横
断
し
、
公
民

館
脇
を
通
り
、
白
砂
川
斜
面
を
下
る
と
中
ノ
瀬
橋
へ
通
じ
る
。
こ
の
橋
は
南
大
橋
架

橋
前
は
、
出
立
橋
経
由
よ
り
も
短
距
離
で
赤
岩
集
落
へ
通
じ
た
橋
だ
っ
た
。
赤
岩
側

の
左
岸
は
、
南
に
爺
崖
、
北
が
婆
崖
(
パ
ン
パ
サ
キ
)
と
呼
ば
れ
る
断
崖
に
近
い
急

斜
面
で
あ
る
。
湯
本
医
者
と
河
童
伝
説
に
縁
の
橋
と
聞
く
が
、
左
岸
の
急
で
狭
い
坂

道
は
と
て
も
馬
は
通
れ
な
い
と
古
老
は
語
り
、
河
童
伝
説
は
下
流
の
出
立
橋
が
本
来

の
場
所
と
言
う
。
河
床
に
下
り
た
が
、
川
幅
が
広
く
て
大
水
に
強
い
矧
橋
は
困
難
な

旧道の切通しと馬頭観音

所
と
感
じ
た
。
明
治
初
期
の
『
郡
村
誌
』
に
、
「
中
野
瀬
橋

土
橋
長
サ
十
五
間

巾
三
尺
ニ
シ
テ
牛
馬
通
行
ナ
ラ
ズ
且
洪
水
ニ
流
失
ス
ル
ヲ
以
テ
年
々
春
冬
ノ
ミ
之
ヲ

架
ス
」
と
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
橋
は
簡
単
な
土
橋
で
、
出
水
時
に
は
流
失
し
、

渇
水
期
の
み
に
架
け
て
、
牛
馬
通
行
も
出
来
な
い
橋
と
分
か
る
。
水
面
か
ら
高
さ
が

九
メ
ー
ト
ル
近
い
下
流
の
出
立
橋
の
恒
久
性
に
く
ら
べ
、
渇
水
期
の
み
に
利
用
す
る

安
定
性
に
欠
け
た
橋
だ
っ
た
。
戦
後
、
中
ノ
瀬
橋
を
撮
っ
た
貴
重
な
写
真
を
見
た
が
、
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姿
は
仮
橋
程
度
で
、
こ
の
状
況
は
明
治
初
期
も
同
じ
と
思
え
る
。
今
、
河
床
に
立
つ

と
橋
脚
を
立
て
穴
を
刻
む
大
石
や
、
橋
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
橋
脚
が
酸
性
水
で
溶
け

た
の
か
無
惨
な
姿
で
横
た
わ
っ
て
い
る
。

大
津
の
赤
羽
根
一
里
松
の
道
標
に
あ
る
入
山
道
は
、
中
ノ
瀬
橋
利
用
が
自
然
だ
が
、

橋
が
流
れ
不
通
に
な
る
不
安
定
な
面
も
あ
っ
た
。
不
通
の
際
に
は
、
白
砂
川
上
流
に

進
み
、
急
な
山
道
越
え
道
を
利
用
す
る
か
、
小
雨
橋
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
枝
道
の

六
道
の
辻
を
利
用
す
る
道
は
尾
根
の
辻
か
ら
中
沢
に
下
れ
ば
出
立
橋
を
利
用
し
、
入

山
へ
行
く
こ
と
も
出
来
た
。

長
野
原
に
通
じ
る
枝
道
で
道
標
類
も
な
い
が
、
印
象
的
な
地
名
の
六
道
の
辻
を
簡

単
に
紹
介
す
る
。
六
道
の
名
は
旧
赤
城
登
山
道
等
に
も
あ
る
地
名
だ
が
、
当
地
の
六

道
に
辻
は
長
野
原
境
の
尾
根
で
、
各
地
か
ら
の
道
が
交
差
す
る
所
で
あ
る
。
辻
ヘ
行



く
の
は
中
沢
林
道
が
簡
易
水
道
施
設
の
先
、
南
に
大
き
く
カ
ー
ブ
す
る
所
の
窪
に
道

跡
が
続
い
て
い
る
。
こ
こ
を
入
る
と
不
明
瞭
な
所
も
あ
る
が
、
上
り
上
げ
た
尾
根
が

六
道
の
辻
に
な
る
。
こ
の
尾
根
道
は
西
北
が
湯
久
保
へ
、
東
南
が
吹
久
保
に
通
じ
る
。

中
沢
集
落
か
ら
は
カ
リ
マ
タ
を
過
ぎ
て
、
沢
の
右
岸
に
移
り
進
む
。
ト
ノ
パ
タ
ケ
の

畑
跡
を
見
て
、
尾
根
近
く
な
る
と
山
腹
を
曲
折
し
な
が
ら
上
り
、
六
道
の
辻
に
な
る
。

平
沢
か
ら
は
、
中
ノ
棚
を
過
ぎ
て
左
へ
進
み
中
沢
林
道
と
交
差
を
過
ぎ
前
記
の
窪
に

入
る
。
長
野
原
側
に
は
二
軒
屋
や
坪
井
方
向
に
下
る
道
が
あ
っ
た
が
、
近
年
の
山
林

伐
採
や
作
業
車
の
往
来
で
、
古
い
道
跡
は
消
滅
状
態
で
あ
る
。
日
影
の
古
老
が
、
青

年
団
時
代
に
吹
久
保
集
落
で
獅
子
舞
を
演
じ
る
た
め
、
こ
の
道
が
近
い
の
で
歩
い
た

と
語
っ
た
道
で
あ
る
。

今
の
国
道
が
走
る
白
砂
川
沿
い
の
車
道
開
通
前
後
を
、
古
老
の
記
憶
や
道
跡
、
明

治

1
大
正
の
地
形
図
、
小
字
図
を
参
考
に
復
元
し
て
み
よ
う
。
戦
国
の
戦
略
道
路
や

近
年
ま
で
採
草
地
へ
通
っ
た
道
は
、
貝
瀬
集
落
手
前
で
沢
沿
い
の
道
に
入
り
、
火
打

花
集
落
を
経
て
仏
坂
を
上
る
道
だ
っ
た
。
六
合
境
付
近
の
尾
根
の
山
道
際
に
、
古
い

時
代
か
ら
の
道
を
想
像
さ
せ
る
五
輪
塔
が
近
年
ま
で
あ
り
、
字
名
も
五
輪
平
で
あ
る
。

採
草
地
は
高
間
開
拓
地
周
辺
で
、
こ
の
先
に
数
軒
の
家
が
点
在
す
る
中
室
を
通
る
が
、

こ
こ
は
中
室
千
軒
と
賑
わ
う
時
代
も
あ
っ
た
。
こ
の
先
で
、
高
間
や
暮
坂
の
尾
根
を

越
え
岩
島
や
中
之
条
に
通
じ
る
道
が
あ
っ
た
。
『
加
沢
記
』
に
は
岩
橿
城
攻
略
の
軍

勢
が
高
間
越
え
道
を
通
り
、
暮
坂
を
越
え
て
嵩
山
城
の
前
衛
、
内
山
城
攻
め
の
兵
が

通
っ
た
道
筋
と
記
さ
れ
る
。

明治以後の交通

現
在
の
六
合
の
道
の
幹
線
は
、
白
砂
川
沿
い
の
南
北
に
走
る
道
で
あ
る
。
入
口
の

丸
谷
峠
付
近
は
、
近
年
の
国
道
改
修
で
峠
付
近
の
地
形
ま
で
一
変
し
た
。
以
前
は
道

が
大
き
く
曲
が
り
、
日
陰
側
は
冬
に
は
凍
結
す
る
嫌
な
道
だ
っ
た
が
、
今
は
終
日
明

る
い
真
っ
直
ぐ
で
快
適
な
車
道
に
変
化
し
、
六
合
入
口
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
貢
献

し
て
い
る
。
国
道
は
広
池
発
電
所
付
近
か
ら
矢
ノ
下
沢
付
近
ま
で
急
崖
を
開
削
し
て

通
る
が
、
開
削
前
の
本
通
り
は
広
池
集
落
方
向
に
進
み
、
途
中
か
ら
左
に
分
か
れ
崖

縁
の
ハ
ケ
を
通
り
前
坂
に
至
る
道
だ
っ
た
。
前
坂
下
り
口
分
岐
道
上
は
、
山
で
焼
い

た
炭
を
運
び
出
荷
ま
で
一
時
保
管
し
た
小
屋
が
あ
り
、
今
で
も
地
名
は
炭
荷
小
屋
と

呼
ば
れ
る
。
分
岐
に
立
つ
道
標
(
高
さ
一
一
五
セ
ン
チ
)
は
、
か
細
い
字
で
、
村
人

の
人
柄
を
示
す
素
朴
な
言
葉
で
、
「
右
ハ
む
ま
道
/
左
ハ
か
ち
道
」
と
あ
る
道
標
で

あ
る
。
右
の
「
む
ま
」
は
馬
の
古
語
表
現
で
、
坂
道
に
弱
い
馬
の
た
め
迂
回
す
る
緩

や
か
な
道
で
あ
る
。
左
の
「
か
ち
」
は
歩
き
の
道
で
、
歩
行
者
用
に
少
々
急
坂
だ
が

距
離
の
短
い
道
を
教
え
る
。
双
方
の
道
は
崖
下
、
矢
ノ
下
沢
沿
い
で
一
緒
に
な
る
。

こ
の
先
、
矢
ノ
下
集
落
か
ら
出
立
入
口
の
清
水
屋
商
庖
裏
付
近
ま
で
白
砂
川
沿
い

に
旧
道
が
残
る
。
県
道
開
削
前
の
旧
道
は
、
清
水
屋
前
か
ら
坂
を
上
り
国
道
上
方
を

通
る
道
だ
っ
た
が
、
開
削
工
事
で
切
ら
れ
消
滅
す
る
。
旧
道
は
国
道
上
に
若
干
残
り
、
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付
近
の
地
名
は
坂
と
呼
び
、
旧
道
脇
に
は
馬
頭
観
音
が
あ
る
。
道
路
開
削
前
は
、
観

音
の
隣
に
出
立
入
口
に
移
転
し
た
道
祖
神
が
あ
り
、
向
か
い
に
は
珍
し
い
雷
神
像
入

り
の
石
碑
が
あ
っ
た
が
、
工
事
後
は
不
明
と
古
老
が
語
る
。
旧
道
は
民
家
脇
を
通
り

三
階
の
篠
原
家
裏
に
出
て
、
出
立
橋
に
通
じ
た
と
い
う
。
旧
出
立
橋
の
左
岸
上
方
に

続
く
山
林
は
、
前
述
し
た
が
橋
山
と
呼
ぶ
歴
史
的
地
名
で
あ
る
。
架
橋
や
修
復
時
に

必
要
な
材
木
は
、
こ
の
山
か
ら
木
を
切
り
利
用
し
た
と
い
う
。
日
常
は
肥
料
用
の
刈

敷
を
採
る
集
落
共
有
の
山
だ
っ
た
。

矢
ノ
下
の
大
正
九
年
生
ま
れ
の
古
老
は
、
小
学
校
卒
業
頃
、
新
道
を
工
事
す
る
方

が
働
い
て
い
た
と
話
し
て
い
る
。
こ
の
話
か
ら
昭
和
五

1
六
年
頃
に
は
丸
谷
峠

1
矢

ノ
下
ヘ
通
じ
る
新
道
開
削
工
事
が
進
行
中
と
思
え
る
。

こ
の
道
の
歴
史
を
見
る
と
、
大
正
九
年
一
月
二
十
九
日
の
郡
道
認
定
に
関
す
る
諮

問
案
線
路
に
あ
る
長
野
原
花
敷
線
が
、
長
野
原
町
か
ら
赤
岩
、
日
影
、
小
雨
経
由
で



通

入
山
花
敷
に
至
る
道
で
、
現
在
の
道
の
前
身
に
な
る
。

交

前
述
の
出
立
橋
は
略
す
が
、
そ
の
先
の
道
は
右
岸
沿
い
に
、
ほ
ぼ
今
の
道
に
沿
っ
て

北
上
す
る
。
平
沢
で
は
集
落
内
に
道
が
入
り
、
左
に
地
蔵
を
見
て
、
こ
の
先
で
二
軒

家
方
面
か
ら
来
る
中
ノ
瀬
橋
を
渡
る
道
と
交
差
す
る
。
八
幡
で
は
八
幡
坂
を
上
る
湯

久
保
道
が
、
花
園
で
は
潜
り
石
を
通
る
湯
久
保
道
が
分
岐
し
て
い
る
。

み
ず
っ
と

水
戸
沢
は
花
園
大
橋
西
下
の
花
園
橋
上
方
水
当
で
旧
道
が
渡
河
し
下
太
子
に
渡
つ

た

ハ
ナ
ワ
坂
を
上
る
と
下
太
子
集
落
で
、
行
人
塚
脇
を
通
る
と
旧
道
は
国
道
に
出

て
ズ
ウ
ズ
ウ
沢
を
渡
っ
た
。
小
雨
地
内
の
旧
道
は
、
ほ
ぼ
今
の
道
沿
い
に
進
み
、
集

落
内
で
右
に
小
雨
橋
へ
の
道
を
、
左
に
草
津
へ
の
大
坂
道
を
分
け
、
今
の
吾
嬬
橋
の

先
で
白
砂
川
に
下
る
道
だ
っ
た
。

県
道
開
削
前
の
旧
道
を
沼
尾
か
ら
小
雨
の
学
校
へ
通
っ
た
福
島
仁
一
氏
の
回
顧
談

は
、
当
時
の
道
を
リ
ア
ル
に
語
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
学
校
の
帰
り
道
は
、
小
雨

の
げ
ん
き
館
付
近
か
ら
白
砂
川
右
岸
の
急
斜
面
を
下
っ
た
。
こ
の
急
な
坂
道
沿
い
を

サ
ル
ッ
コ
ウ
ゼ
と
呼
び
、
凍
っ
た
冬
は
滑
り
や
す
く
、
持
参
の
灰
を
撒
い
て
ス
リ
ッ

プ
予
防
を
し
て
通
っ
た
と
語
る
。
仁
一
氏
の
親
は
馬
の
背
に
繭
を
乗
せ
て
、
こ
の
坂

を
上
り
長
野
原
へ
運
ん
だ
と
い
う
。
だ
が
、
狭
い
岩
場
の
た
め
に
大
き
な
繭
袋
が
不

難所だった発電所付近

安
定
で
、
坂
に
な
る
と
馬
の
背
か
ら
袋
を
下
ろ
し
、
人
が
背
負
っ
て
上
っ
た
場
所
だ
っ

た
と
語
る
。
サ
ル
ツ
コ
ウ
ゼ
の
先
に
は
、
小
雨
川
が
白
砂
川
に
落
ち
る
所
の
オ
オ
ゼ

ン
の
滝
を
見
な
が
ら
通
る
が
、
、
道
上
に
は
天
狗
岩
が
舵
立
し
て
い
た
。
こ
の
先
で

道
は
湯
川
発
電
所
上
を
通
る
が
、
道
上
の
岩
場
に
は
発
電
所
工
事
で
消
滅
し
た
道
心

穴
が
見
え
た
。
旧
道
は
姥
が
滝
方
向
に
上
っ
た
が
、
付
近
の
崖
道
は
木
を
棚
状
に
出

し
た
桟
掛
橋
に
な
っ
て
い
た
。
姥
が
滝
か
ら
先
は
、
ほ
ぼ
今
の
道
沿
い
に
進
み
、
鍾

腫
落
ち
の
崖
下
を
通
っ
た
。
陰
ノ
沢
を
渡
る
と
、
右
に
は
冬
住
時
代
の
草
津
の
旅
館

の
方
の
墓
地
が
見
え
、
沼
尾
集
落
近
く
に
な
る
。

墓
地
入
口
先
の
旧
道
は
、
古
く
は
草
津
の
日
新
館
の
冬
住
屋
敷
跡
の
商
工
会
館
方

面
に
下
る
坂
道
に
な
っ
た
。
こ
の
坂
は
墓
地
付
近
に
あ
っ
た
無
縁
堂
が
転
読
し
メ
ン
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ド
ウ
坂
に
な
っ
た
と
い
う
。
坂
を
終
わ
る
と
、
石
仏
が
あ
る
弘
法
岩
脇
を
左
折
す
る
。

以
前
、
弘
法
岩
に
は
常
夜
灯
の
灯
寵
が
あ
り
、
地
元
で
毎
晩
明
か
り
を
灯
し
、
夜
道

を
照
ら
す
灯
台
、
道
標
で
あ
っ
た
と
語
る
。
今
は
灯
篭
の
残
片
が
あ
り
、
基
部
に
「
施

主

沼
尾
組
中
」
と
あ
り
、
村
で
建
て
た
と
分
か
る
。
弘
法
岩
を
過
ぎ
、
左
に
見
え

る
大
き
な
三
階
屋
は
、
六
合
村
初
代
村
長
等
で
活
躍
し
、
応
徳
温
泉
を
開
発
し
た
山

田
弥
惣
治
旧
宅
で
あ
る
。
こ
の
先
は
道
路
拡
幅
工
事
で
消
え
た
が
、
曲
折
し
た
坂
道

が
ハ
ナ
ン
坂
(
岩
が
突
き
出
た
先
端
H

ハ
ナ
)
で
、
道
上
に
突
き
出
た
岩
の
下
を
通
る
。

次
の
ミ
ト
ウ
(
御
堂
)
坂
を
上
る
と
、
中
学
校

i
暮
坂
峠
に
通
じ
る
竜
宮
橋
挟
付
近

に
な
る
。
古
い
時
代
の
旧
道
は
、
今
の
国
道
の
東
側
、
白
砂
川
の
段
丘
縁
を
進
ん
だ
。

こ
の
道
は
大
部
分
が
崩
落
し
た
が
、
今
の
道
の
駅
付
近
に
出
た
と
い
う
。
崩
落
が
進

み
通
行
が
困
難
に
な
り
、
作
場
道
が
本
通
り
に
昇
格
し
た
と
い
う
。
県
道
開
削
直
前

の
旧
道
は
、
国
道
西
側
の
畑
内
の
道
で
、
道
の
駅
付
近
で
道
心
沢
を
渡
り
、
左
の
山



側
に
入
っ
た
。
こ
の
先
で
旧
道
は
山
腹
を
荷
付
場
に
向
か
う
が
、
今
も
道
跡
が
は
っ

き
り
と
残
っ
て
い
る
。
山
腹
の
旧
道
は
楽
泉
園
方
面
に
通
じ
る
道
を
左
に
分
け
、
湯

の
平
温
泉
が
下
方
に
見
え
る
断
崖
に
な
る
。
今
の
国
道
上
方
の
吹
き
付
け
上
を
通
る

が
、
こ
の
難
所
で
遭
難
し
た
入
山
の
方
の
名
に
因
み
勘
助
落
と
し
と
呼
ば
れ
る
。
こ

の
難
所
が
終
わ
れ
ば
足
倉
地
内
で
、
桜
沢
を
渡
り
、
自
動
車
修
理
工
場
裏
の
毒
水
ノ

沢
を
越
え
れ
ば
大
木
平
に
入
り
、
国
道
分
岐
を
草
津
側
に
少
し
行
っ
た
墓
地
付
近
に

出
て
来
る
。

荷
付
場
で
は
七
兵
衛
屋
敷
付
近
で
通
称
車
沢
沿
い
に
下
り
、
荷
付
場
橋
挟
の
消
防

小
屋
跡
裏
に
道
跡
が
続
い
て
い
る
。
車
沢
を
渡
っ
て
観
音
堂
下
に
出
る
が
、
旧
道
は

お
堂
右
手
を
通
り
国
道
上
の
耕
地
、
田
ノ
尻
を
通
り
湯
川
に
至
る
。
湯
川
橋
上
流
で

湯
川
を
渡
り
、
梨
木
の
地
蔵
堂
前
の
庚
申
塔
脇
に
で
る
。
古
老
か
ら
昭
和
十
年
、
君

嶋
県
知
事
一
行
が
福
島
松
次
村
長
の
案
内
で
野
反
等
入
山
視
察
に
訪
れ
た
が
、
子
供

の
頃
に
地
蔵
堂
脇
を
馬
に
乗
り
通
っ
た
姿
を
見
た
と
聞
い
た
。
だ
が
、
そ
の
道
も
川

寄
り
が
崩
落
し
、
転
落
事
故
も
お
き
た
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

地
蔵
堂
の
先
で
耕
地
が
終
わ
る
と
山
中
の
坂
道
に
な
る
が
、
古
道
の
趣
を
感
じ
さ
せ

る
道
で
あ
る
。
坂
が
終
わ
る
手
前
、
右
上
に
大
神
宮
が
祭
和
さ
れ
る
。
大
神
宮
裏
は
県

道
開
削
時
の
難
所
の
一
つ
で
、
付
近
に
は
隠
道
も
掘
ら
れ
た
。
大
神
宮
の
下
を
過
ぎ
れ

ば
旧
道
は
尾
根
の
緩
や
か
な
道
に
な
り
、
右
に
下
る
見
寄
分
岐
が
あ
っ
た
。
見
寄
へ
の

旧
道
は
崩
落
で
通
れ
な
い
が
、
字
/
川
向
に
下
り
、
吾
妻
石
材
付
近
裏
か
ら
白
砂
川
に

架
け
た
丸
木
橋
を
渡
り
見
寄
集
落
に
通
じ
て
い
た
。
明
治
十
四
年
の
「
地
理
雑
件
」
に

明治以後の交通

は
、
字
/
川
向
に
小
雨
道
の
名
が
載
り
、
小
雨
ヘ
通
じ
る
旧
道
を
裏
付
け
る
。

こ
の
先
も
平
ら
な
尾
根
道
が
続
き
、
冬
の
冷
た
い
西
風
を
避
け
る
よ
う
に
道
は
尾

根
東
側
を
通
り
、
や
が
て
京
塚
分
岐
で
あ
る
。
こ
こ
は
三
方
の
道
の
分
岐
で
、
最
近

ま
で
宝
暦
十
三
(
一
七
六
三
)
年
の
馬
頭
観
音
が
あ
っ
た
。
石
が
傷
み
不
鮮
明
だ
が
、

「
右
ハ
京
塚

は
な
し
記
ゆ
/
中
ハ
小
倉
/
左
ハ
品
口
口
口
」
と
三
方
面
を
教
え
る

道
標
だ
っ
た
。
口
は
品
木
、
草
津
で
あ
ろ
う
。
長
年
、
こ
こ
を
通
る
人
々
に
道
を
教

え
た
道
標
の
馬
頭
観
音
が
不
明
な
の
は
残
念
で
あ
る
。

右
の
京
塚
へ
の
道
は
梨
木
採
草
地
が
あ
っ
た
山
腹
を
下
る
が
、
分
岐
か
ら
鍋
割
沢

聞
は
道
の
使
命
を
終
え
て
今
は
荒
廃
状
態
で
あ
る
。
鍋
割
沢
川
を
渡
っ
た
道
は
、
急

坂
を
上
っ
て
品
木
原
方
面
と
結
ぶ
林
道
と
交
差
す
る
。
こ
こ
は
峠
状
の
場
所
で
、
京

塚
側
へ
の
旧
道
は
道
路
で
取
り
付
け
部
分
が
削
ら
れ
消
え
た
が
、
尾
根
に
上
っ
て
下

る
と
旧
道
が
林
道
上
に
残
っ
て
い
る
。
旧
道
は
東
側
山
腹
を
京
塚
に
向
か
う
緩
や
か

な
下
り
道
で
あ
る
。
付
近
を
通
称
京
塚
横
手
と
呼
び
、
東
に
あ
る
世
立
集
落
が
一
望

程
前
、
宝
暦
年
間
の
馬
頭
観
音
が
あ
る
。

で
き
る
。
道
が
左
に
曲
が
る
観
音
尾
根
に
老
松
が
あ
り
、
根
元
に
今
か
ら
二
六

O
年

今はない京塚分岐の道標

旧道京塚横手
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こ
こ
を
曲
が
る
と
、
木
間
越
し
に
京
塚
集
落
も
見
え
る
。
こ
の
先
、
小
沢
尾
根
を
越

え
、
崩
落
部
分
も
あ
る
旧
道
は
、
や
が
て
子
守
り
神
社
付
近
で
車
道
に
で
る
。
昭
和

十
年
八
月
、
入
山
視
察
に
来
た
君
嶋
県
知
事
も
馬
に
揺
ら
れ
こ
の
道
を
通
り
京
塚
集



通

落
に
入
っ
た
。

交

白
砂
川
を
渡
る
橋
は
前
述
の
よ
う
に
、
台
風
等
の
増
水
時
に
は
流
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
京
塚
は
対
岸
引
沼
に
あ
る
学
校
に
行
く
に
も
、
増
水
時
に
は
湯
ノ
上
経
由

の
道
に
迂
回
す
る
陸
の
孤
島
状
態
に
な
っ
た
。
京
塚
と
引
沼
聞
に
架
か
る
橋
は
仮

橋
程
度
で
、
流
失
の
時
は
両
集
落
の
方
が
出
て
架
け
た
と
聞
い
た
。
だ
が
、
明
治

四
十
三
年
の
『
六
合
村
村
誌
』
に
、
「
界
橋

長
拾
二
間

所
在
入
山
村
宇
川
端

幅
八
尺

架
設
年
月
明
治
十
九
年
八
月

雑
項
郷
橋
ニ
シ

構
造
木
造
ニ
シ
テ
板
橋

テ
入
山
村
京
塚
ヨ
リ
同
村
引
沼
ニ
達
ス
ル
里
道

の
記
述
が
あ

須
川
上
流
ニ
架
ス
」

る
。
矧
橋
は
両
岸
が
高
く
狭
い
岩
場
等
に
適
す
構
造
だ
が
、
今
の
白
砂
川
は
川
幅
が

広
く
、
古
老
の
話
か
ら
も
矧
橋
が
常
時
あ
っ
た
と
思
え
ず
、
川
瀬
の
変
更
や
今
は
な

い
烏
石
を
利
用
し
た
矧
橋
だ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

『
入
山
小
学
校
百
年
の
あ
ゆ
み
』
に
、
大
正
十
二
年
ま
で
長
平
分
校
に
勤
務
し
た

小
雨
の
市
川
正
五
郎
先
生
の
文
が
載
る
。
先
生
は
月
曜
の
早
朝
に
、
小
雨
の
実
家
を

出
て
長
平
の
学
校
向
か
っ
た
時
の
道
筋
で
、
県
道
開
削
前
の
道
が
分
か
る
。
小
雨
の

家
を
出
て
、
暗
い
サ
ル
ッ
コ
ウ
ゼ
を
白
砂
川
ま
で
下
り
、
梨
木
付
近
ま
で
は
夜
が
明

け
な
か
っ
た
。
梨
木
の
裏
山
の
尾
根
に
上
り
、
鍋
割
沢
付
近
で
雪
道
に
な
り
、
京
塚

横
手
を
通
っ
て
い
る
。
京
塚
で
白
砂
川
を
渡
り
、
引
沼
を
経
て
花
敷
温
泉
か
ら
湯
坂

を
上
り
根
広
に
着
い
た
。
根
広
か
ら
お
経
尾
根
を
越
え
る
が
、
吹
雪
の
日
は
腰
ま
で

雪
、
長
平
に
到
着
し
た
時
は
汗
で
グ
ッ
シ
ョ
リ
と
あ
る
。
昭
和
十
二
年
の
車
道
開
通

ま
で
は
、
先
生
が
通
っ
た
道
が
長
い
間
の
主
流
だ
っ
た
。

参
考
ま
で
に
、
京
塚
に
最
初
に
車
道
が
通
じ
た
の
は
、
見
寄
口
付
近
の
今
の
国
道

際
か
ら
入
り
、
小
沢
を
通
り
集
落
に
入
る
道
で
、
昭
和
四
十
三
年
一
二
月
だ
っ
た
。
対

岸
引
沼
と
の
問
、
今
の
京
塚
橋
上
流
に
鉄
骨
部
材
が
遺
る
橋
は
、
巾
が
一
メ
ー
ト
ル

程
で
車
は
通
れ
な
い
橋
だ
っ
た
。
京
塚

1
引
沼
聞
の
車
道
、
永
久
橋
は
昭
和
五
十
七

年
に
竣
工
す
る
。
こ
の
結
果
、
白
砂
川
右
岸
、
湯
ノ
上
の
崖
沿
い
の
道
を
通
る
通
学

路
か
ら
開
放
さ
れ
、
子
供
は
安
全
な
永
久
橋
を
学
校
ま
で
通
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

梨
木
集
落
上
の
尾
根
に
戻
り
、
京
塚
分
岐
以
外
の
道
を
紹
介
す
る
。
直
進
の
道
は

原
坂
を
上
る
道
は
は
っ
き
り
し
た
道
で
梨
木
原
採
草
地
を
通
り
品
木
原
に
通
じ
た
。

旧
道
は
品
木
か
ら
の
道
を
合
わ
せ
て
小
倉
へ
向
か
っ
て
い
る
。

京
塚
分
岐
か
ら
左
へ
行
く
旧
道
は
、
湯
川
左
岸
山
腹
を
通
り
、
須
立
分
岐
を
過
ぎ

る
と
急
な
上
り
坂
に
な
る
。
坂
を
上
り
終
え
た
先
、
道
脇
の
岩
下
に
天
保
四
年
の
馬

頭
観
音
が
あ
る
。
木
の
間
越
し
に
品
木
の
湯
の
湖
が
見
え
る
と
、
程
な
く
車
道
と
交

差
す
る
。
田
代
原
方
面
へ
の
車
道
分
岐
に
、
「
馬
頭
大
子
」
と
刻
む
馬
頭
観
音
が
あ
り
、

下
に
「
右
ハ
京
塚
/
左
ハ
口
口
ら
」
と
記
す
道
標
で
、
口
は
「
こ
く
ら
」

で
あ
ろ
う
。

左
へ
下
る
道
は
谷
底
の
品
木
集
落
を
経
て
草
津
へ
通
じ
る
道
だ
っ
た
。
右
の
小
倉
道

は
、
田
代
原
へ
の
車
道
に
入
り
、
右
上
の
民
家
裏
を
通
り
、
や
が
て
山
林
と
耕
地
境
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を
歩
い
て
京
塚
か
ら
の
車
道
を
横
断
す
る
。
こ
の
先
は
広
大
な
菅
一
場
で
、
旧
道
跡
は

見
え
に
く
い
。
田
代
原
か
ら
流
れ
る
小
沢
、
姥
石
沢
左
岸
に
平
ら
な
姥
石
が
横
た
わ

る
。
こ
の
石
は
、
名
称
か
ら
も
古
い
時
代
の
白
根
信
仰
の
女
人
結
界
を
イ
メ
ー
ジ
さ

せ
る
石
と
思
え
る
。
旧
道
は
牧
草
地
に
出
て
、
大
久
保
を
流
れ
る
小
沢
を
渡
る
が
、

道
跡
は
尾
根
に
向
か
っ
て
い
る
。
尾
根
の
北
側
を
下
れ
ば
昭
和
十
六
年
に
閉
山
し
た

日
曹
の
硫
黄
山
跡
へ
通
じ
る
。
当
時
、
硫
黄
を
草
津
へ
運
ぶ
索
道
用
電
気
が
草
津
か

ら
引
か
れ
て
い
た
。
こ
の
電
気
が
、
引
沼
に
あ
っ
た
官
行
の
製
材
所
ま
で
延
長
さ
れ

た
。
電
線
は
小
倉

1
根
広
を
経
由
で
引
か
れ
、
沿
線
の
集
落
に
昭
和
十
四
年
大
晦
日

に
電
灯
が
点
る
契
機
に
な
っ
た
。

硫
黄
鉱
山
跡
か
ら
、
山
中
を
西
へ
進
む
と
田
代
原
・
小
倉
間
の
車
道
を
横
切
り
、

林
内
に
あ
る
草
津
道
と
の
分
岐
に
到
着
す
る
。
分
岐
に
あ
る
天
保
十
三
(
一
八
四
二
)

年
の
馬
頭
観
音
に
は
、
馬
頭
大
士
と
刻
ま
れ
る
。
下
に
「
右

く
さ
つ
/
左

こ
さ



め
」
と
記
し
、
重
要
な
分
岐
だ
っ
た
。
明
治
以
降
は
小
雨
の
役
場
に
通
う
道
で
も
あ
っ

た
。
そ
の
先
は
、
入
山
か
ら
草
津
、
信
州
へ
の
道
で
紹
介
す
る
。

六
、
入
山
3
渋
峠
越
え
の
信
州
道

入
山
か
ら
渋
峠
越
え
の
信
州
道
は
、
草
津
か
ら
の
道
と
合
流
ま
で
は
比
較
的
に
起

伏
差
の
少
な
い
道
で
入
山
馬
道
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
道
は
信
州
街
道
鳥
居
峠
越

え
道
よ
り
、
北
信
や
善
光
寺
か
ら
草
津
温
泉
へ
の
道
で
は
距
離
が
短
か
っ
た
。
上
杉

謙
信
の
軍
勢
が
通
り
謙
信
道
の
別
名
も
あ
っ
た
。
若
い
頃
、
入
山
の
古
老
が
仕
事
後

に
峠
を
越
え
湯
田
中
の
温
泉
街
に
遊
び
に
行
き
、
朝
帰
り
を
し
た
と
語
っ
た
話
が
大

法
螺
で
も
な
い
近
い
距
離
に
あ
る
。

十
九
世
紀
、
文
化
・
文
政
頃
は
旅
人
や
物
資
の
移
動
で
峠
道
は
賑
わ
い
、
信
州
街

道
大
笹
宿
等
も
看
過
出
来
な
く
な
っ
た
。
文
政
九
(
一
八
二
六
)
年
、
関
所
の
要
害

地
を
理
由
に
、
渋
峠
道
を
利
用
す
る
上
信
五
ヶ
村
を
訴
え
て
い
る
。
翌
年
、
上
州
側

の
入
山
村
、
草
津
村
、
信
州
側
の
三
ヶ
村
に
限
っ
て
地
元
物
産
や
自
家
用
の
酒
や
油

の
交
易
は
認
め
た
が
、
他
の
商
品
や
湯
治
客
往
来
は
不
可
の
採
決
が
出
た
。
だ
が
、

経
済
的
利
便
を
無
視
し
た
た
め
有
効
に
機
能
せ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。

花
敷
か
ら
入
る
入
山
馬
道
は
、
薬
師
堂
裏
を
通
り
、
体
育
館
の
対
岸
サ
ン
タ
岩
下

を
過
ぎ
、
キ
ッ
コ
沢
沿
い
に
七
曲
が
り
の
坂
を
上
り
、

一
休
み
を
す
る
こ
ツ
石
や
正

面
に
扉
風
岩
を
見
な
が
ら
上
っ
た
。
坂
が
終
わ
る
と
キ
ッ
コ
沢
の
峯
に
な
り
、
京
塚

明治以後の交通

か
ら
の
道
と
合
流
、
鍋
割
沢
上
流
の
沢
沿
い
に
西
に
進
む
。
京
塚
か
ら
来
る
道
は
、

集
落
上
方
の
簡
易
水
道
施
設
脇
、
桐
付
近
か
ら
小
さ
な
曲
折
が
続
く
山
道
に
な
る
。

左
下
に
は
堰
堤
が
見
え
る
付
近
の
道
に
は
馬
乗
り
石
と
呼
ぶ
石
が
あ
る
。
最
初
の
小

刻
に
曲
折
す
る
坂
が
ア
ト
ミ
坂
で
、
そ
の
先
は
緩
や
か
な
勾
配
の
大
カ

1
プ
の
道
に

な
る
。
薄
暗
い
針
葉
樹
林
内
を
通
る
新
田
坂
を
過
ぎ
る
と
、
周
囲
に
は
株
類
を
保
管

し
た
小
屋
跡
が
幾
つ
か
あ
り
、
付
近
で
右
へ
分
岐
の
道
が
花
敷
道
で
あ
る
。
道
祖
神

手
前
に
あ
る
分
岐
は
後
に
聞
か
れ
た
道
で
、
左
は
堀
割
か
ら
林
道
に
出
る
。
旧
道
の

分
岐
は
掘
割
へ
行
か
ず
に
進
む
と
次
の
分
岐
に
合
う
。
こ
こ
に
大
日
知
来
が
あ
り
、

年
号
は
嘉
永
七
(
一
八
五
四
)
年
で
、
山
本
長
右
衛
門
が
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
道

標
も
兼
ね
た
碑
で
、
「
右
ハ
信
州
道
/
左
ハ
草
津
道
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
の
分
岐
上

の
京
塚
峯
に
は
宝
暦
年
間
の
道
祖
神
が
あ
り
、
草
津
へ
の
旧
道
は
左
に
下
る
が
、
林

道
工
事
で
道
跡
は
消
え
る
。
草
津
へ
行
く
旧
道
は
鍋
割
沢
を
渡
っ
て
、
常
徳
原
を
通

り
品
木
ヘ
下
る
が
、
梨
木
か
ら
来
る
小
倉
道
と
交
差
し
、
梨
木
か
ら
の
草
津
道
と
合

流
し
、
百
八
十
八
番
観
音
下
を
下
る
と
、
今
は
湖
底
に
沈
ん
だ
品
木
集
落
に
到
着
し

た
。
大
日
知
来
の
分
岐
を
右
に
行
く
の
が
信
州
道
で
、
左
下
に
林
道
を
見
て
進
む
と

日
当
た
り
良
い
赤
ゾ
ロ
に
な
る
。
地
名
の
由
来
は
赤
土
の
所
で
、
京
塚
の
方
は
穴
を
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掘
り
、
冬
場
に
は
芋
や
大
根
等
の
野
菜
を
貯
蔵
す
る
場
所
で
利
用
し
た
と
い
う
。

鍋
割
沢
沿
い
の
道
に
な
る
と
、
右
下
の
窪
に
下
る
坂
道
が
分
岐
す
る
。
こ
こ
が
キ
ツ

コ
沢
峯
で
、
薬
師
堂
裏
か
ら
来
る
道
と
合
流
す
る
。
田
代
原
の
子
供
は
こ
の
坂
を
下

り
、
花
敷
経
由
で
学
校
へ
の
通
学
路
だ
っ
た
。

双
方
の
道
が
合
流
後
、
岩
場
を
削
っ
た
道
が
狭
い
ア
ナ
ン
タ
を
過
ぎ
、
ミ
ズ
ク
ン

ノ号

(
水
汲
み
場
)
の
分
岐
に
な
る
。
左
は
採
草
地
内
へ
通
じ
る
道
で
、
水
汲
み
場
は

少
し
先
で
あ
る
。
付
近
は
京
塚
の
方
が
出
作
り
に
来
た
所
で
、
農
繁
期
に
は
小
屋
を

建
て
、
寝
泊
ま
り
し
た
と
い
う
。
今
は
牧
草
地
に
な
り
、
沢
沿
い
に
道
が
進
む
。
小

沢
が
曲
が
る
付
近
で
、
南
か
ら
品
木
や
梨
木
か
ら
の
旧
道
が
交
差
し
、
尾
根
越
え
で

硫
黄
山
跡
を
通
り
小
倉
に
通
じ
た
。
南
斜
面
の
古
道
は
部
分
的
で
不
鮮
明
、
尾
根
で

作
業
道
と
交
差
す
る
が
、
北
斜
面
の
古
道
跡
は
明
瞭
で
あ
る
。
信
州
道
は
大
久
保
を

沢
沿
い
に
西
に
進
み
肥
料
置
き
場
を
右
に
見
る
と
車
道
と
合
流
し
、
西
に
は
目
印
の



通

一
本
松
が
見
え
て
く
る
。

一
本
松
付
近
で
北
の
尾
根
を
見
る
と
廃
パ
ス
が
あ
る
。
パ

交

ス
裏
手
の
鉄
塔
熊
倉
線
巡
視
路
東
下
で
、
窪
沿
い
に
北
へ
進
む
道
が
小
倉

1
草
津
を

結
ぶ
旧
道
で
あ
る
。

一
本
松
の
根
元
に
小
さ
な
山
神
十
二
の
石
両
が
あ
る
。
石
洞
側
面
に
は
「
右
ハ
京

ツ
カ
/
中
ノ
条
」
、
「
左
ハ
小
倉
/
エ
チ
コ
」
と
記
し
、
遠
く
秋
山
郷
へ
の
道
や
中

之
条
を
教
え
る
道
標
で
あ
る
。
そ
の
先
で
旧
道
は
開
拓
地
に
消
え
、
以
前
の
元
山
道

脇
に
出
る
。
こ
こ
は
分
岐
の
松
で
、
今
は
二
代
目
の
松
が
生
え
て
い
る
。
交
通
要
衝

の
四
本
辻
で
、
南
は
草
津
に
、
西
は
信
州
へ
、
北
は
越
後
で
、
東
は
品
木
や
梨
木
方

面
へ
通
じ
て
い
た
。
昔
、
行
き
倒
れ
人
等
が
あ
れ
ば
、
分
岐
の
松
を
境
に
、
関
係
集

落
で
埋
葬
を
す
る
な
ど
目
印
の
場
所
だ
っ
た
と
古
老
か
ら
聞
い
た
。
由
緒
あ
る
松
だ

が
、
村
人
の
保
存
を
願
う
声
も
叶
わ
ず
某
製
材
が
買
っ
て
伐
採
し
た
。
分
岐
の
松
の

辻
に
は
山
神
と
刻
む
信
仰
塔
と
古
い
角
柱
型
道
標
が
あ
る
。
道
標
は
正
面
が
「
大
日

如
来
」
で
、
側
面
は
「
右
ハ
シ
ナ
ノ
み
ち
/
左
ハ
く
さ
つ
み
ち
」
と
あ
り
、
願
主
小

倉
村
が
享
保
十
三
(
一
七
二
八
)
年
に
建
て
た
古
い
道
標
で
あ
る
。
当
時
、
上
信
国

境
越
え
道
は
、
大
笹
や
猿
ヶ
京
関
所
の
要
害
地
域
で
通
行
禁
止
が
建
前
だ
っ
た
。
こ

の
立
派
な
道
標
の
存
在
は
、
経
済
論
理
を
無
視
し
た
ル

l
ル
が
機
能
し
な
い
こ
と
を

雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
残
念
に
も
二

O
年
程
前
の
道
標
は
、
石
や
文
字
に
傷
み
を

感
じ
な
か
っ
た
が
、
僅
か
の
聞
に
石
材
劣
化
が
進
ん
で
無
惨
な
姿
に
な
り
、
何
と
も

寂
し
く
感
じ
る
。

分
岐
の
松
の
道
標
を
右
に
行
く
と
、
旧
道
は
林
道
沿
い
に
進
み
、
木
戸
幅
の
十
二

神
の
石
嗣
を
過
ぎ
る
と
、
西
山
林
道
、
ゲ
l
ト
が
あ
り
、
手
前
で
元
山
鉄
山
跡
や
熊
倉

へ
道
が
右
に
分
岐
し
て
い
る
。
入
山
馬
道
は
ゲ
1
ト
の
先
に
進
み
、
三
の
倉
の
緩
斜

面
を
過
ぎ
、
人
気
の
な
い
寂
し
い
山
中
の
道
に
な
る
。
落
と
し
の
ヒ
ラ
付
近
の
道
沿

い
斜
面
は
屋
根
葺
き
に
使
う
萱
を
苅
る
萱
場
だ
っ
た
。

一h
t

・
-
ロ
余
り
進
み
、
坂
が
終

分岐の松の道標

入山馬道と草津道分岐

わ
れ
ば
山
中
の
道
は
四
本
辻
に
な
る
。
右
は
大
池
な
ど
を
見
て
、
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ

で
話
題
の
穴
地
獄
へ
の
道
を
通
り
元
山
鉄
山
跡
に
到
着
す
る
。
左
の
道
を
下
れ
ば
窪
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地
に
神
秘
的
で
伝
説
も
あ
る
平
兵
衛
池
で
あ
る
。
付
近
の
道
際
に
は
、
下
荷
場
や
上

荷
場
の
地
名
が
遺
る
。
こ
こ
は
曲
げ
物
材
料
や
刈
っ
た
萱
を
集
め
、
馬
の
背
に
荷
を

付
け
替
え
る
場
所
だ
っ
た
。
こ
の
辻
を
過
ぎ
て
、
緩
斜
面
に
な
っ
た
所
が
大
平
湿
原

で
あ
る
。
以
前
、
道
脇
に
石
仏
が
あ
っ
た
が
不
明
で
あ
る
。
今
は
湿
原
の
イ
メ
ー
ジ

は
少
な
い
が
、
付
近
か
ら
曲
折
し
た
尾
根
を
上
れ
ば
芳
ヶ
平
の
ヒ
ュ
ッ
テ
脇
の
道
標

に
通
じ
る
道
が
あ
り
、
距
離
も
短
か
っ
た
。
こ
の
道
筋
を
以
前
歩
い
た
方
が
背
丈
ほ

ど
の
根
曲
が
り
竹
が
繁
茂
し
て
歩
く
の
が
困
難
だ
っ
た
と
話
す
状
況
で
あ
る
。
入
山

馬
道
は
大
平
を
西
に
進
み
沢
を
渡
る
と
、
『
村
誌
』
に
入
山
馬
道
の
終
点
と
あ
る
草

音
像
が
あ
り
、
「
右

草
津
道
/
左

津
か
ら
の
渋
峠
越
え
道
と
合
流
す
る
。
合
流
地
点
に
は
、
明
治
三
十
三
年
の
馬
頭
観

入
山
道
」
と
記
し
、
入
山
へ
の
分
岐
を
教
え

て
い
る
。
入
山
道
と
合
流
後
、
草
津
道
は
高
野
長
英
に
縁
の
長
英
坂
を
上
り
、
旅
人

が
喉
を
潤
し
た
桜
清
水
を
過
ぎ
る
。
荒
涼
た
る
白
根
山
が
左
に
見
え
る
と
、
間
も
な



く
山
田
温
泉
方
面
へ
の
山
田
峠
越
え
道
を
分
け
る
。
今
、
こ
の
道
は
廃
道
で
、
然
も

有
毒
ガ
ス
云
々
で
通
行
禁
止
に
な
る
。
小
沢
を
渡
る
と
芳
ヶ
平
ヒ
ュ
ッ
テ
に
な
り
、

ヒ
ュ
ッ
テ
小
屋
の
東
が
大
平
湿
原
か
ら
来
る
道
を
合
わ
せ
た
所
で
あ
る
。
こ
こ
に
火

山
の
噴
出
物
と
思
え
る
三
角
形
の
自
然
石
が
あ
り
、
正
面
は
「
大
日
知
来
」
で
、
下

に
「
右
ハ
く
さ
つ
/
左
ハ
入
山
村

中
の
条

し
れ
昭
」
と
刻
む
道
標

花
し
き
湯

で
あ
る
。
喜
永
と
間
違
え
た
が
、
嘉
永
七
(
一
八
五
四
)
年
の
碑
で
、
「
入
山
都

山
本
藤
左
衛
門
」
等
の
名
が
あ
る
。
嘉
永
七
年
に
行
っ
た
道
路
修
復
の
記
念
で
建
て

た
と
思
え
る
道
標
で
、
他
に
も
同
年
の
道
標
が
幾
つ
か
あ
り
、
『
入
山
研
究
』
の
記

述
を
裏
付
け
て
い
る
。
『
入
山
研
究
』
を
見
る
と
、
嘉
永
七
年
に
「
京
塚
の
み
ち
し

る
べ
は
、
入
山
村
と
信
州
側
で
道
を
整
備
し
あ
っ
た
時
に
造
ら
れ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
」
の
記
載
が
あ
り
、
こ
の
時
に
こ
の
道
標
を
建
て
た
と
考
え
て
も
不
自
然
で
は
な

か
ろ
う
。
今
は
廃
道
に
な
っ
た
が
、
最
短
の
距
離
で
入
山
へ
の
道
を
教
え
、
地
内
に

あ
る
温
泉
へ
の
案
内
や
、
遠
く
離
れ
た
市
場
町
中
之
条
を
教
え
る
貴
重
な
交
通
資
料

と
い
え
る
。

ヒ
ュ
ッ
テ
裏
側
で
分
岐
す
る
道
跡
は
草
津
峠
越
え
の
信
州
道
で
、
以
前
は
笹
の
中

に
歩
け
そ
う
な
道
が
続
い
て
い
た
。
最
近
訪
れ
る
と
道
跡
が
見
え
ず
、
聞
け
ば
遭
難

予
防
の
た
め
閉
鎖
さ
れ
と
い
う
。
渋
峠
道
越
え
の
道
は
ノ
ゾ
キ
等
の
難
所
が
あ
っ
た

が
、
草
津
峠
経
由
は
起
伏
の
少
な
い
緩
斜
面
を
通
る
新
道
と
し
て
、
明
治
に
な
り
開

削
さ
れ
た
。
だ
が
、
北
斜
面
は
春
遅
く
ま
で
雪
が
残
り
、
道
の
維
持
管
理
も
大
変
で
、

長
く
続
か
ず
廃
道
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

明治以後の交通

渋
峠
へ
の
道
は
、
左
に
ミ
ニ
尾
瀬
ヶ
原
的
な
高
層
湿
原
を
見
な
が
ら
進
む
。

タ
ス
ゲ
等
の
花
が
咲
く
三
ツ
池
脇
を
通
り
、
湿
原
か
ら
赤
色
の
河
水
が
流
れ
る
南

ゼ
ン
沢
を
渡
る
と
上
り
道
に
な
る
。
多
く
は
緩
や
か
な
木
道
に
整
備
さ
れ
て
、
歩

き
や
す
い
道
に
な
る
。
峠
ま
で
半
道
中
付
近
が
、
笹
類
が
緩
斜
面
を
覆
う
ダ
マ
シ

平
で
、
南
に
は
榛
名
や
浅
間
隠
等
の
山
々
が
見
え
る
。
不
穏
当
な
ダ
マ
シ
地
名
を
説

明
板
で
見
る
と
、
こ
こ
を
通
過
す
る
ス
キ

1
客
が
、
視
界
不
良
の
際
は
草
津
方
向
と

と
あ
る
。

勘
違
い
を
し
て
ガ
ラ
ン
沢
の
谷
へ
迷
い
込
み
遭
難
騒
ぎ
が
お
き
た
の
が
地
名
の
由
来だまし平付近敷石道

嘉永七年の道標
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の
平
」
と
記
し
、

だ
が
、
嘉
永
元
年
、
当
地
を
歩
い
た
佐
久
間
象
山
の
『
沓
野
日
記
』
に
「
だ
ま
し

ス
キ

1
以
前
か
ら
の
地
名
と
分
か
る
。
事
実
、
私
も
入
山
の
古
老

に
ダ
マ
シ
の
由
来
を
話
す
と
、
違
う
と
即
座
に
却
下
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
浅
間

登
山
で
も
、
歩
き
疲
れ
る
と
前
方
の
小
ピ

l
ク
が
山
頂
と
期
待
し
て
編
さ
れ
、
本
当

の
山
頂
は
そ
の
先
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
も
長
い
上
り
坂
で
疲
れ
た
旅
人
が
峠

ワ

だ
と
期
待
し
踊
さ
れ
た
所
で
あ
ろ
う
。
象
山
は
渋
峠
か
ら
芳
ヶ
平
へ
の
道
を
「
池
の

塔
と
い
ふ
所
に
至
る
。
嶺
の
極
所
に
て
上
州
と
の
境
な
り
、
道
の
右
に
径
十
間
も
あ

る
ら
む
と
見
ゆ
る
池
あ
り
。
又
旅
人
の
息
ふ
所
也
。
是
よ
り
だ
ま
し
の
平
と
い
ふ
所

を
過
ぎ
て
、
麗
の
平
と
い
ふ
所
に
下
る
。
池
数
所
あ
り
。
池
を
続
り
て
小
丘
多
し
、

縦
栂
是
に
生
じ
、
往
々
石
楠
花
開
く
。
甚
だ
人
家
庭
園
の
趣
あ
り
」
と
記
し
て
い
る
。



通

池
の
塔
は
入
山
の
小
字
名
で
、
池
の
あ
る
タ
ワ
(
捷
ん
だ
所
H

峠
)

の
意
味
で
、
こ

f寸

p、

の
水
は
今
も
飲
料
水
で
使
わ
れ
て
い
る
。
だ
ま
し
平
は
前
記
通
り
で
あ
る
。
麗
の
平

は
標
高
一
、
八

0
0
メ
ー
ト
ル
余
の
高
層
湿
原
の
芳
ヶ
平
で
、
池
塘
の
あ
る
風
景
を

庭
園
の
趣
と
例
え
て
い
る
。

だ
ま
し
平
を
上
り
過
ぎ
る
と
、
石
が
道
に
多
く
な
る
。
カ
l
プ
付
近
、
左
の
石
の

上
に
文
化
二
(
一
八

O
五
)
年
に
吉
兵
衛
が
建
て
た
独
鈷
を
手
に
す
る
僧
形
の
石
仏

が
あ
る
。
基
部
を
見
る
と
、

一
部
欠
け
る
が
「
イ
シ
ノ
リ
ソ
ウ
(
石
乗
り
僧
)
」
と

読
め
、
凸
凹
の
石
の
道
を
独
鈷
で
通
り
や
す
く
開
削
し
た
僧
と
私
に
は
思
え
る
。
こ

の
先
、
「
足
工
」
等
の
落
書
と
も
思
え
る
文
字
を
刻
む
滑
り
台
状
の
石
が
あ
り
、
前

後
の
道
は
往
来
す
る
人
や
午
馬
が
歩
き
や
す
い
よ
う
に
、
意
図
的
に
石
を
並
べ
整
え

た
と
思
え
る
所
が
何
ヶ
所
か
あ
る
。
こ
の
道
を
敷
石
状
に
整
備
し
た
の
が
、
嘉
永
七

年
に
入
山
と
信
州
側
で
道
を
改
修
し
た
当
時
の
道
の
名
残
と
も
感
じ
る
。

平
ら
な
歩
き
や
す
い
土
の
道
に
な
る
と
、
車
の
音
も
近
く
に
聞
こ
え
渋
峠
に
到
着

す
る
。
古
く
は
峠
は
池
の
タ
ワ
(
峠
)
と
呼
ば
れ
た
が
、
今
は
渋
温
泉
に
通
じ
る
峠

か
ら
渋
峠
と
記
さ
れ
る
。
峠
の
ホ
テ
ル
の
壁
に
は
群
馬
県
、
長
野
県
と
あ
り
、
上
信

国
境
の
実
感
が
あ
る
。
峠
は
標
高
二
、
一
七
二
メ
ー
ト
ル
で
、
観
測
所
以
外
の
日
常

生
活
の
場
で
、
住
民
が
通
年
居
住
す
る
所
で
は
日
本
最
高
地
点
と
覚
え
た
記
憶
が
あ

り
、
付
近
に
は
日
本
の
国
道
最
高
地
点
の
石
標
が
建
っ
て
い
る
。
今
、
昔
の
峠
道
を

感
じ
さ
せ
る
に
は
二
基
の
地
蔵
像
の
み
で
あ
る
。
小
さ
な
地
蔵
に
は
、
文
化
二
(
一
八

O
六
)
年
の
銘
が
あ
る
が
、
石
室
内
で
裏
側
は
見
ら
れ
な
い
。

江
戸
時
代
、
渋
峠
越
え
道
は
善
光
寺
と
草
津
温
泉
を
結
ぶ
最
短
コ

1
ス
だ
っ
た
。

江
戸
時
代
後
期
に
な
る
と
旅
人
や
物
資
の
往
来
で
賑
わ
い
、
継
ぎ
場
の
仕
事
が
減
つ

た
信
州
街
道
大
笹
宿
等
は
、
宿
場
の
死
活
問
題
と
考
え
て
渋
峠
越
え
道
を
関
所
の
要

害
地
域
と
通
行
停
止
と
訴
え
て
争
い
に
な
っ
た
。
文
政
十
(
一
八
二
七
)
年
の
裁
定
で
、

峠
の
麓
五
ヶ
村
の
手
作
穀
物
や
産
物
、
六
合
特
産
の
木
具
類
の
商
い
、
草
津
、
入
山

で
使
う
自
家
用
の
酒
や
油
等
に
限
定
し
移
動
を
認
め
た
。
そ
れ
以
外
の
売
り
荷
や
旅

人
の
往
来
は
一
切
通
さ
な
い
形
で
示
談
し
て
い
る
。
だ
が
、
経
済
性
を
無
視
し
た
裁

定
の
た
め
有
効
に
機
能
せ
ず
、
相
変
わ
ら
ず
峠
道
を
利
用
し
て
商
品
が
運
ば
れ
、
旅

人
往
来
は
続
い
た
。

『
山
村
社
会
の
人
と
暮
ら
し
』
に
、
こ
の
峠
道
を
往
来
し
、
馬
で
の
駄
賃
稼
ぎ
で

働
い
た
貴
重
な
古
老
の
話
が
載
る
の
で
紹
介
し
て
み
る
。
渋
峠
道
の
全
盛
期
は
明
治

二
一
十
七
年
頃

1
大
正
初
期
で
、
当
時
は
沓
野
で
入
山
物
産
と
長
野
方
面
か
ら
搬
入
の

物
産
が
交
換
さ
れ
た
と
い
う
。
信
州
へ
の
物
資
運
搬
は
、
昔
か
ら
牛
馬
、
特
に
馬
を

多
く
使
い
、
人
の
背
に
も
担
が
れ
て
運
ば
れ
た
。
全
盛
期
の
信
州
コ
!
ス
は
、
入
山

か
ら
四

O
人
余
り
が
物
資
運
搬
に
従
事
し
て
い
た
。
駄
賃
稼
ぎ
専
業
の
人
は
、
こ
の

道
筋
を
月
に
七

1
八
回
は
往
復
し
、
兼
業
の
人
は
月
二

1
三
回
の
往
復
と
あ
る
。
引
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沼
組
で
は
駄
賃
稼
ぎ
専
業
が
三
人
、
兼
業
が
七
人
で
あ
る
。
荷
物
は
一
人
一
回
三

甲
(
一
甲
一
二

O
個
詰
)
が
本
荷
で
、
二
甲
は
七
部
荷
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
大
正

七
1
八
年
頃
の
駄
賃
は
、
往
路
本
荷
で
七
円
、
復
路
は
大
体
四

i
五
円
の
稼
ぎ
で
、

帰
り
荷
は
酒
二
斗
五
升
入
り
が
一
樽
五
円
二
斗
五
升
入
り
が
一
樽
三
円
の
相
場
で
、

普
通
の
人
は
二
斗
の
積
荷
で
四
円
の
稼
ぎ
だ
っ
た
。
信
州
へ
運
ん
だ
物
産
は
曲
げ
物

等
の
木
工
品
、
蕨
、
繭
が
あ
っ
た
。
信
州
か
ら
の
搬
入
物
資
は
米
、
酒
、
菓
子
、
蓑

笠
、
竹
細
工
、
藁
は
ば
き
等
で
、

一
泊

1
二
泊
の
日
程
と
あ
る
。
春
の
雪
解
け
頃
か

ら
始
ま
り
、
秋
は
十
月
頃
迄
で
あ
る
。
昭
和
初
年
に
草
津
ま
で
来
る
草
軽
鉄
道
が
開

通
し
衰
微
し
た
と
い
う
。

入
山
独
特
の
借
り
馬
制
度
も
渋
峠
を
越
え
た
信
州
と
の
つ
な
が
り
だ
っ
た
。
信
州

側
で
田
植
え
が
終
わ
る
季
節
、
博
労
が
湯
田
中
周
辺
の
村
か
ら
馬
を
引
き
峠
を
越
え

入
山
に
貸
し
に
来
た
。
馬
に
草
を
踏
ま
せ
て
良
い
肥
料
を
作
る
こ
と
が
主
目
的
だ
っ



た
と
い
う
。
春
に
な
り
、
信
州
で
田
植
え
が
始
ま
る
季
節
の
前
に
馬
を
迎
え
に
来
る
。

そ
の
際
、
入
山
の
馬
持
ち
は
、
信
州
へ
の
貸
し
馬
を
す
る
方
も
い
た
と
い
う
。
雪
の

多
い
時
は
、
大
笹
か
ら
菅
平
経
由
の
道
で
信
州
へ
行
っ
た
と
い
う
。
博
労
と
一
緒
に

馬
を
引
き
渋
峠
を
越
え
た
古
老
が
、
渋
峠
を
越
え
た
横
手
山
中
腹
の
ノ
ゾ
キ
の
通
過

が
一
番
恐
か
っ
た
と
語
る
。
今
は
快
適
な
観
光
道
路
に
な
っ
た
ノ
ゾ
キ
だ
が
、
当
時

は
馬
を
引
き
命
が
け
で
通
っ
た
難
所
の
道
だ
っ
た
。

七
、
入
山

3
地
蔵
峠
越
え
秋
山
道

地
蔵
峠
を
越
え
る
秋
山
郷
(
長
野
県
・
新
潟
県
)

へ
の
道
は
、
和
光
原
を
通
る
道

が
主
流
だ
っ
た
。
野
反
湖

1
和
光
原
ま
で
の
旧
道
を
四

O
年
程
前
に
歩
い
た
時
は
荒

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
は
廃
道
状
態
な
っ
て
時
間
も
経
過
し
た
。

こ
の
道
は
採
草
地
通
い
や
曲
げ
物
材
料
を
運
ぶ
生
活
の
道
で
あ
り
、
秋
山
か
ら
当

地
を
通
り
牛
の
背
で
越
後
の
物
産
を
草
津
に
運
ぶ
道
と
共
に
、
佐
久
間
象
山
が
資
源

調
査
の
名
目
で
通
り
、
小
栗
上
野
介
夫
人
が
和
光
原
を
経
て
会
津
へ
落
ち
た
道
で
も

知
ら
れ
る
。
野
反
方
面
へ
向
か
う
旧
道
は
、
和
光
原
集
落
東
北
の
お
堂
下
を
通
り
、

今
の
国
道
方
向
に
向
か
う
。
御
判
形
を
過
ぎ
る
と
右
に
大
原

1
四
万
へ
の
道
を
分
岐

し
、
野
反
方
面
は
左
の
坂
道
を
上
る
道
で
あ
る
。
尾
根
道
に
な
っ
た
道
沿
い
に
秋
山

か
ら
当
地
に
入
っ
た
山
田
姓
縁
の
門
松
の
十
二
さ
ん
(
山
神
)
を
租
る
石
宮
が
あ
る
。

そ
の
先
に
は
右
に
拝
み
石
と
呼
ば
れ
る
岩
が
見
え
る
。
名
前
は
信
仰
対
象
に
感
じ
る

明治以後の交通

が
、
名
前
を
裏
付
け
る
石
嗣
等
は
な
い
。
旧
道
は
国
道
西
側
の
尾
根
筋
を
通
り
、
峠

ま
で
四
キ
ロ
程
付
近
で
、
小
栗
上
野
介
奥
方
一
行
が
休
息
し
た
と
伝
わ
る
小
栗
清
水

が
あ
る
。
国
道
沿
い
に
も
案
内
板
が
出
て
お
り
、
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
で
歩
き
左
に

入
れ
ば
木
製
井
戸
枠
が
あ
る
。
整
備
か
ら
時
間
も
経
過
し
、
清
水
に
相
応
し
く
な
い

水
が
底
に
少
々
見
え
る
。
小
栗
清
水
を
過
ぎ
て
、
旧
道
を
右
に
下
れ
ば
水
が
湧
い
て

い
る
。
当
地
に
赴
い
た
佐
久
間
象
山
が
飲
ん
だ
と
い
う
佐
久
間
清
水
だ
が
、
地
元
で

も
古
老
以
外
に
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
峠
ま
で
約
二
キ
ロ
、
地
名
の
大
楢
は
今

は
な
い
大
楢
に
由
来
す
る
。
旧
道
を
進
む
と
植
生
が
少
な
く
禿
と
呼
ば
れ
た
野
反
(
富

士
見
)
峠
に
到
着
す
る
。
峠
か
ら
八
間
山
方
向
を
見
る
と
、
西
斜
面
に
植
物
が
生
え

な
い
裸
地
が
見
え
る
。
こ
れ
が
通
称
烏
賊
禿
で
、
佐
久
間
象
山
は
『
沓
野
日
記
』
に
「
山

に
赤
き
崩
れ
あ
り
、
状
烏
賊
を
倒
に
し
た
る
が
知
し
。
故
に
土
人
こ
の
処
を
い
か
岩

と
い
ふ
と
ぞ
」
と
記
し
、

い
か
岩
の
嶺
が
上
信
国
境
と
主
張
し
て
い
る
。

いか禿と八間山
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小栗清水跡

野
反
池
周
辺
一
帯
は
、
岩
菅
を
刈
り
、
炭
を
焼
き
、
薪
を
採
り
、
奥
で
は
曲
げ
物
細

工
材
料
を
採
る
な
ど
入
山
住
民
に
は
大
切
な
生
活
の
場
所
だ
っ
た
。

旧
道
は
左
に
野
反
池
を
見
な
が
ら
進
み
、
池
尻
付
近
か
ら
右
斜
面
を
上
り
、
八
間

山
の
西
北
に
連
な
る
萱
ノ
尾
根
を
越
え
た
。
野
反
池
畔
が
下
荷
場
、
尾
根
越
え
の
鞍

部
は
上
荷
場
と
呼
ば
れ
た
場
所
だ
っ
た
。

一
O
日
毎
に
里
か
ら
妻
等
の
家
族
が
馬
を

引
き
荷
場
に
来
て
、
夫
は
奥
山
で
切
っ
た
曲
げ
物
材
料
を
背
で
荷
場
に
運
び
、
こ
こ



通

で
渡
し
た
と
い
う
。
秋
山
方
面
か
ら
来
る
物
産
も
こ
の
地
で
引
き
継
ぐ
こ
と
も
あ
っ

fて
月、

た
ろ
う
。

白
砂
山
登
山
口
近
い
標
高
一
、
六
九
八
メ
ー
ト
ル
余
の
三
角
点
付
近
を
、
近
年
池

の
峠
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
本
来
の
旧
道
は
少
し
手
前
で
萱
の
尾
根
の
鞍
部
を
越

は

ん

の

き

え
、
榛
の
木
沢
側
に
下
り
、
取
水
口
付
近
で
沢
を
渡
っ
た
と
い
う
。
そ
の
先
は
、
今

の
地
蔵
峠
道
の
右
手
の
山
腹
を
上
り
、
地
蔵
峠
で
登
山
道
と
合
流
す
る
。
だ
が
、
こ

の
区
間
の
旧
道
は
利
用
さ
れ
ず
、
深
い
戴
や
笹
に
道
跡
は
消
え
て
し
ま
っ
た
。
等
高

線
を
見
て
も
、
旧
道
筋
は
急
斜
面
の
道
の
た
め
、
秋
山
か
ら
来
る
荷
も
馬
背
で
運
ぶ

よ
り
牛
で
運
ぶ
の
に
適
し
て
い
た
と
感
じ
る
。

地
蔵
峠
は
標
高
一
、
六
二

0
メ
ー
ト
ル
で
、
左
が
切
明
、
和
山
、
右
が
二
百
名
山

白
砂
山
を
教
え
る
標
柱
が
あ
る
。
峠
の
石
仏
は
螺
髪
姿
の
座
像
で
、
年
号
は
不
明
で

あ
る
。
よ
く
見
る
と
、
中
央
に
「
歓
誉
妙
円
禅
尼
」
、
右
は
「
頓
誉
浄
光
禅
門
」
。
左

は
「
法
誉
真
性
信
女
」
と
二
三
名
の
法
名
が
あ
り
、
下
に
「
為
菩
提
」
と
刻
ま
れ
る
。

法
名
は
浄
土
宗
系
に
多
い
「
誉
」

の
字
が
あ
り
、
「
為
菩
提
」

の
銘
で
コ
一
人
の
供
養

碑
と
い
え
る
。
像
は
印
相
、
浄
土
宗
系
の
法
名
等
か
ら
、
地
蔵
で
な
く
阿
弥
陀
如
来

像
と
思
え
る
。
長
野
原
の
人
が
岩
菅
山
に
座
像
を
納
め
る
た
め
背
負
い
こ
こ
ま
で
来

た
が
、
峠
で
足
が
前
に
進
ま
な
く
な
っ
て
、
こ
の
峠
に
納
め
た
と
い
う
話
し
を
聞
い

た
が
、
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。
秋
山
へ
の
道
は
大
倉
山
西
中
腹
を
通
る
が
、
こ
の
道

は
左
京
横
手
と
呼
ば
れ
る
。
大
倉
山
か
ら
流
れ
る
左
京
沢
、
荒
砥
沢
、
虎
杖
沢
を
越

え
る
と
大
倉
平
に
な
る
。
明
治
四
十
一
年
八
月
二
十
五
日
、
長
塚
節
は
長
平
の
猟
師

山
崎
角
蔵
の
案
内
で
秋
山
に
向
か
っ
た
が
、
藤
沢
周
平
は
小
説
『
長
塚
節

白
き
瓶
』

に
、
「
県
境
を
越
え
た
そ
の
夜
は
、
標
高
二
千
五
十
四
メ
ー
ト
ル
の
大
倉
山
中
に
あ

る
覚
蔵
の
小
屋
に
一
泊
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
リ
ン
ベ
イ
茶
屋
は
大
倉
山
腹
の
こ

の
付
近
に
あ
っ
た
か
。
そ
の
先
は
百
八
十
曲
が
り
ゃ
大
倉
坂
と
も
呼
ぶ
長
い
急
坂
に

な
る
。
坂
を
下
る
と
、
今
の
道
は
渋
沢
を
渡
り
、
程
な
く
魚
野
川
左
岸
に
移
り
、
ダ

ム
工
事
専
用
だ
っ
た
道
を
歩
く
こ
と
に
な
る
。
幾
つ
か
の
ト
ン
ネ
ル
を
潜
り
、
急
坂

を
下
る
と
切
明
温
泉
に
で
る
。
草
津
道
は
渋
沢
を
渡
り
、
魚
野
川
右
岸
沿
い
に
進
む

え
た
と
い
〉
つ
。

道
で
あ
る
。
昭
和
中
頃
ま
で
、
魚
野
川
左
岸
の
道
を
歩
く
と
、
対
岸
に
旧
道
筋
が
見草津道の起点、道供養

地蔵峠の石仏
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古
い
山
岳
関
係
の
本
に
は
、
旧
道
は
障
子
岩
の
西
下
を
通
り
、
佐
武
流
川
を
渡
り
、

九
十
九
曲
が
り
の
坂
を
過
ぎ
て
、
槍
俣
川
を
渡
り
、
尾
根
を
下
り
、
今
の
車
道
を
横

切
れ
ば
、
和
山
と
切
明
聞
の
旧
道
沿
い
の
馬
頭
観
音
が
あ
る
分
岐
に
で
る
と
記
さ
れ

る
。
私
も
三

O
年
程
前
、
こ
の
道
を
歩
い
た
が
疲
れ
過
ぎ
た
の
か
、
メ
モ
も
せ
ず
に

終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
近
年
訪
れ
て
古
老
に
旧
道
を
聞
く
と
、
和
山
温
泉
上
流
の
川

沿
い
道
を
進
み
、
馬
頭
観
音
の
分
岐
か
ら
左
に
上
り
、
車
道
を
横
切
っ
て
鉄
塔
下
を

通
り
山
中
の
道
に
な
る
が
、
こ
の
先
は
廃
道
同
然
と
教
え
て
く
れ
る
。

津
南
町
の
草
津
道
起
点
付
近
に
、
草
津
道
開
削
を
偲
ぶ
石
碑
が
あ
る
。
こ
の
碑
は

草
津
道
起
点
の
反
里
口
か
ら
切
明
側
に
少
し
行
き
、
反
里
口
の
廃
校
跡
(
今
は
工
場
)



前
を
西
に
二

0
0メ
ー
ト
ル
も
行
く
と
草
津
道
に
で
る
。
こ
の
道
を
右
に
下
れ
ば
日

本
回
国
供
養
塔
や
「
右
ハ
山
道
/
左
ハ
見
玉
道
」
の
道
標
が
あ
り
、
草
津
道
沿
い
の

見
玉
不
動
尊
を
教
え
る
。
左
に
少
し
上
っ
て
湯
殿
山
等
の
石
碑
を
見
て
、
そ
の
先
に

開
削
の
碑
が
あ
る
。
碑
(
高
さ
一
二
九
セ
ン
チ
・
幅
四
五
セ
ン
チ
)
は
「
道
供
娘
」

と
記
し
、
裏
に
「
安
政
四
巳
年
」
と
あ
り
、

一
八
五
七
年
に
建
て
た
碑
と
分
か
る
。

中
屋
仁
左
衛
門
/
古
町
口
蔵
/
芦
口
口

台
座
に
は
「
十
方
他
方
/
願
主

反
口
村

口
/
口
口
」
と
不
鮮
明
だ
が
僅
か
に
見
え
る
。
口
部
分
は
、
『
栄
村
史
』
に
は
芦
ケ

崎
村
、
堀
子
喜
左
エ
門
と
記
さ
れ
る
。
道
供
養
碑
の
先
の
上
り
道
に
は
、
僅
か
な
距

離
だ
が
、
当
時
の
石
畳
が
見
ら
れ
る
。

古
老
は
草
津
温
泉
ま
で
の
一
六
里
を
、

一
年
で
一
里
の
計
算
で
工
事
を
進
め
た
と

語
る
。
民
俗
調
査
報
告
書
『
秋
山
郷
』
に
は
、
根
津
仁
右
衛
門
が
私
財
を
使
い
、

年
一
里
の
原
則
で
、
天
保
十
一

(
一
八
四

O
)
年
ら
安
政
四
年
ま
で
一
八
年
間
を
要

し
開
削
し
た
と
あ
る
。
『
秋
山
記
行
』
に
は
秋
田
マ
タ
ギ
か
ら
の
聞
き
書
き
だ
が
、

当
時
の
道
は
「
草
津
へ
の
往
来
は
、
永
々
猟
師
仲
間
の
み
の
通
路
」
と
記
し
て
い
る
。

象
山
の
『
沓
野
日
記
』
は
嘉
永
元
年
の
記
録
だ
が
、
野
反
池
よ
り
の
道
は
、
「
一
里

余
来
つ
ら
む
と
思
ふ
所
よ
り
渓
に
激
端
多
く
、
水
に
従
っ
て
行
く
事
能
は
ず
。
何
て

其
行
く
べ
き
所
を
択
み
て
山
に
上
り
、
谷
に
下
る
幾
度
と
い
ふ
事
を
し
ら
ず
」
と
記

し
、
多
難
な
道
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
道
開
削
前
は
千
沢
沿
い
の
難
所
を

通
り
、
交
易
や
輸
送
に
は
不
適
な
道
だ
っ
た
。
待
望
の
安
政
四
年
竣
工
の
道
は
、
川

沿
い
か
ら
大
倉
山
中
腹
を
通
る
道
に
移
り
、
越
後
か
ら
来
る
牛
荷
も
通
れ
る
よ
う
に

明治以後の交通

な
っ
た
。

『
秋
山
郷
』
は
、
草
津
街
道
は
津
南
町
反
里
口
の
根
津
仁
右
衛
門
が
天
保
十
一

(
一
八
四

O
)
年
に
起
工
し
、

一
年
に
一
里
と
考
え
、
冬
は
金
策
に
走
り
、
不
足
分

は
私
財
を
投
じ
一
八
年
間
を
要
し
て
聞
い
た
と
あ
る
。
『
草
津
温
泉
誌
』
に
は
、
嘉

永
五
年
の
草
津
道
修
復
約
定
書
が
載
る
。
こ
れ
は
入
山
側
と
秋
山
側
の
双
方
で
、
嘉

永
五
年
六
月
の
契
約
文
書
で
、
「
上
州
入
山
村
和
光
原
よ
り
越
後
迄
秋
山
通
り
山
稼

道
、
往
古
よ
り
有
之
」
で
始
ま
り
、
「
双
方
相
談
の
上
、
右
山
道
修
覆
仕
度
候
処
実
正
也
」

と
続
き
、
「
入
山
世
話
人
中
よ
り
、
金
四
拾
両
出
金
可
仕
候
、
然
る
上
は
越
後
に
て

世
話
人
見
込
み
通
り
出
精
仕
、
当
八
月
中
迄
に
修
覆
可
致
候
」
と
記
し
、
そ
し
て
「
出

来
の
上
は
、
右
人
夫
手
当
・
・
入
山
世
話
人
中
よ
り
出
金
致
可
候
」
と
あ
る
。
山
道

修
復
に
際
し
、
人
足
は
越
後
側
で
負
担
し
、
入
山
側
で
は
四

O
両
を
人
足
手
当
分
と

し
て
負
担
と
い
う
契
約
文
書
で
、
双
方
が
協
力
し
道
を
維
持
し
た
と
分
か
る
。

八
、
六
合
中
部
・
南
部
か
ら
の
草
津
道

東
西
を
走
る
草
津
道
や
、
草
津

i
入
山
へ
の
道
は
前
述
し
た
。
今
回
歩
い
て
み
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て
、
改
め
て
六
合
中
部
、
南
部
か
ら
地
域
住
民
が
利
用
す
る
草
津
へ
の
道
は
地
味
な

存
在
だ
が
、
地
域
住
民
の
生
活
に
は
重
要
な
道
だ
っ
た
こ
と
を
知
り
、
概
要
を
紹
介

し
て
み
る
。
前
述
し
た
草
津
道
は
遠
方
か
ら
の
旅
人
が
多
い
観
光
的
な
色
彩
が
強
い

道
だ
っ
た
。
こ
こ
で
紹
介
す
る
道
は
地
元
農
家
で
生
産
し
た
野
菜
等
を
草
津
に
売
り

に
行
く
草
津
商
い
、

つ
ま
り
生
業
の
た
め
の
道
で
あ
る
。

沼
尾
か
ら
は
毘
沙
門
堂
脇
を
通
り
、
小
沢
を
渡
る
と
道
脇
に
富
蔵
観
音
(
長
野
県

の
馬
頭
観
音
で
有
名
な
富
蔵
観
音
を
勧
請
)
や
三
夜
塔
等
の
石
造
物
を
見
る
と
、
や

が
て
大
坂
道
に
な
る
。
名
前
の
よ
う
に
長
い
坂
道
で
、
大
カ

1
プ
の
右
に
大
正
二
年

の
馬
頭
観
世
音
を
見
て
、
大
坂
を
上
り
上
が
れ
ば
、
峠
に
宝
暦
十
二
年
の
聖
観
音
像

が
あ
っ
た
が
、
今
は
麓
の
三
原
三
十
四
番
札
所
沼
尾
寺
跡
に
移
っ
て
い
る
。
大
坂
平

を
横
断
し
、
楽
泉
圏
内
を
通
り
国
道
脇
に
出
る
。
楽
泉
園
入
口
に
馬
頭
観
音
が
あ
り
、

左
は
入
山
、
右
は
沼
尾
と
道
標
に
な
っ
て
い
る
。
小
雨
か
ら
の
草
津
街
道
は
前
に
記



通

し
た
の
で
省
略
す
る
。

交

太
子
か
ら
の
草
津
道
は
、
上
太
子
集
落
入
口
の
双
体
道
祖
神
脇
か
ら
山
に
上
り
、

集
落
の
裏
山
を
通
り
、
大
き
な
溝
状
の
樋
ノ
口
を
過
ぎ
、
西
へ
進
む
。
も
う
一
つ
の

道
は
、
太
子
不
動
尊
の
先
、
水
戸
沢
を
渡
る
手
前
で
右
の
山
路
地
内
に
入
る
。
山
路

は
太
子
地
内
の
採
草
地
で
、
道
心
原
を
過
ぎ
、
草
津
道
の
目
印
に
な
る
笠
松
を
通
り
、

前
記
の
道
祖
神
脇
か
ら
入
っ
た
道
と
合
流
し
、
右
に
楽
泉
園
方
面
を
見
な
が
ら
、
草

津
街
道
の
一
里
地
蔵
方
向
に
向
か
っ
て
進
む
道
が
あ
っ
た
。

太
子
の
花
園
か
ら
の
道
は
、
国
道
脇
か
ら
入
り
湯
窪
道
を
上
る
と
、
送
電
線
の
鉄

塔
付
近
で
平
に
な
る
。
途
中
に
は
湯
窪
の
畑
に
肥
料
な
ど
運
ぶ
際
に
一
休
み
を
す
る

デ
ッ
ク
リ
石
も
あ
っ
た
。
こ
の
道
の
難
所
は
岩
の
多
い
所
を
上
る
が
、
そ
の
付
近
が

潜
り
石
で
あ
る
。
こ
の
石
は
上
下
が
道
に
挟
ま
れ
た
斜
面
に
あ
り
、
妙
義
山
の
石
門

の
ミ
ニ
版
で
あ
る
。
弱
い
路
肩
の
道
を
重
い
荷
を
背
負
っ
て
畑
仕
事
に
通
っ
た
方
が
、

頼
り
に
握
っ
て
上
っ
た
太
い
針
金
が
左
の
岩
に
残
っ
て
い
る
。
岩
場
が
終
わ
れ
ば
、

右
に
美
し
山
を
見
な
が
ら
湯
坂
へ
通
じ
る
道
も
あ
っ
た
。

日
影
の
八
幡
、
田
端
、
検
木
等
か
ら
八
幡
神
社
脇
を
通
り
八
幡
坂
を
上
る
道
が
主

流
だ
が
、
田
端
か
ら
日
向
道
を
上
り
合
流
す
る
道
も
あ
っ
た
。
八
幡
神
社
下
の
一
貫

地
峠
付
近
か
ら
、
国
道
を
離
れ
て
堰
堤
の
あ
る
沢
沿
い
の
道
に
な
る
。

ア
ン
パ
の
右

斜
面
に
は
集
落
の
墓
地
が
見
え
、
堰
堤
が
終
わ
る
付
近
で
道
は
林
内
に
入
る
。
少
し

行
っ
た
先
、
杉
林
内
に
右
に
分
岐
す
る
道
跡
が
あ
る
。
こ
の
道
は
堰
堤
が
出
来
る
前

に
利
用
し
た
旧
道
跡
で
あ
る
。
こ
の
分
岐
を
左
に
行
く
道
は
そ
の
後
に
出
来
た
道
で
、

尾
根
に
で
る
と
田
端
か
ら
来
る
日
向
道
が
合
流
す
る
。
付
近
は
比
較
的
広
い
道
が
続

く
が
、
今
は
荒
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
先
に
人
気
な
い
山
道
に
似
合
わ
な
い
ガ

l
ド

レ
ー
ル
が
見
え
て
く
る
。
古
老
に
聞
く
と
、
児
童
の
安
全
通
学
を
考
え
て
、
集
落
で

要
望
し
出
来
た
と
語
る
。
こ
の
岩
の
多
い
斜
面
を
郷
ね
石
と
呼
び
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

や
昔
の
石
垣
も
あ
る
。
こ
の
付
近
は
道
の
分
岐
だ
が
、
左
の
岩
下
を
通
る
道
が
古
道

で
あ
ろ
う
。
古
道
上
の
斜
面
に
は
端
正
な
表
情
の
馬
頭
観
音
が
見
え
る
。
そ
の
上
の湯久保への旧道

難所釧ね石の観音像

岩
根
に
は
コ
一
基
の
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
村
中
で
建
て
た
観
音
像
も
あ
る
。

一
ヶ
所
に
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四
基
も
の
馬
頭
観
音
が
あ
り
、
こ
の
難
所
で
何
頭
か
の
馬
が
遭
難
し
た
現
場
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
先
で
道
は
再
度
合
流
し
、
大
き
な
凹
状
の
坂
を
上
る
が
、
古
道
の
趣
を

感
じ
さ
せ
る
道
を
楽
し
み
湯
久
保
へ
向
か
う
。
徐
々
に
平
に
な
る
が
、
最
初
の
平
付

近
の
地
名
を
ヤ
シ
ャ

l
ラ
ク
と
古
老
が
教
え
た
が
、
意
味
は
不
詳
で
あ
る
。
秋
葉
尾

根
分
岐
手
前
の
平
ら
が
柳
窪
と
呼
ば
れ
る
。
右
の
秋
葉
尾
根
の
山
頂
に
は
、
地
名
に

な
っ
た
秋
葉
の
石
嗣
が
租
ら
れ
る
。
石
嗣
は
安
永
十
(
一
七
八
一
)
年
に
建
て
、
願

主
は
檎
木
・
八
幡
・
田
端
村
中
と
麓
の
集
落
が
記
さ
れ
、
古
い
時
代
か
ら
湯
久
保
と

の
強
い
関
係
が
う
か
が
え
る
。
尾
根
を
抜
け
れ
ば
湯
久
保
集
落
が
見
え
、
旧
道
は
士

橋
を
過
ぎ
て
安
ヶ
川
宅
裏
で
二
軒
屋
か
ら
来
る
道
と
合
流
す
る
。
合
流
地
点
に
は
、

で
あ
る
。

右
は
長
野
原
、
左
部
分
が
欠
け
た
馬
頭
観
音
道
標
が
あ
っ
た
が
、
今
は
所
在
が
不
明



こ
の
通
り
が
日
影
や
太
子
、
赤
岩
の
方
が
、
夜
が
明
け
ぬ
未
明
に
野
菜
を
背
負
い

家
を
出
て
、
提
灯
の
明
か
り
を
頼
り
に
草
津
商
い
に
向
か
っ
た
道
に
な
る
。
空
が
白

み
始
め
る
と
、
持
参
の
提
灯
を
道
脇
に
置
い
て
草
津
へ
向
か
っ
た
と
古
老
が
語
っ
た
。

入
山
か
ら
暮
坂
に
出
て
、
沢
渡
や
中
之
条
、
長
野
原
へ
向
か
う
道
筋
に
も
提
灯
を
置

く
所
が
あ
り
、
そ
の
付
近
を
提
灯
坂
と
呼
ん
だ
の
と
同
様
で
あ
る
。

湯
坂
の
入
口
、
道
祖
神
付
近
で
草
津
の
本
通
り
の
湯
坂
道
と
、
右
は
撫
木
、
左
は

堀
口
方
面
へ
の
三
方
の
道
が
分
か
れ
た
が
、
古
く
は
付
近
に
茶
屋
が
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
の
通
り
で
は
、
提
灯
を
置
く
所
は
、
道
禄
神
の
道
脇
か
、
早
く
家
を
出
た
足
早
の

人
は
湯
坂
が
終
わ
っ
た
草
軽
電
鉄
線
路
付
近
だ
っ
た
と
聞
い
た
。

草
津
ま
で
歩
き
、
旅
館
の
通
用
口
か
ら
野
菜
は
知
何
と
商
談
を
進
め
た
が
、
馴
染

み
で
な
い
と
大
変
だ
っ
た
と
い
う
。

一
日
の
商
売
を
終
え
た
帰
り
道
、
暗
く
な
る

と
、
往
路
で
置
い
た
自
分
の
提
灯
を
持
ち
家
に
帰
っ
た
。
こ
の
道
は
信
州
街
道
筋
や

中
山
道
か
ら
草
津
温
泉
へ
の
本
通
り
だ
が
、
地
元
の
方
が
野
菜
類
を
背
負
い
草
津
に

向
か
っ
た
生
活
の
道
で
も
あ
っ
た
。
古
老
は
昭
和
三
十
年
代
頃
ま
で
、
湯
坂
を
野
菜

を
背
負
っ
た
方
の
往
来
姿
は
日
常
風
景
だ
っ
た
と
語
る
。
湯
坂
途
中
の
土
手
状
の
所

で
、
荷
を
置
き
一
服
し
た
と
聞
い
た
。
こ
の
湯
坂
道
入
口
に
、
大
正
頃
と
思
え
る
馬

頭
観
音
が
二
基
あ
る
以
外
に
、
往
事
の
賑
わ
い
を
し
の
べ
る
石
造
物
類
や
地
名
は
見

あ
た
ら
な
い
。

明治以後の交通

九
、
入
山
へ
の
車
道
開
通

白
砂
川
沿
い
を
通
る
入
山
へ
の
車
道
開
削
は
、
先
人
の
熱
意
と
川
中
発
電
所
隠
道

工
事
が
両
輪
と
な
っ
て
実
現
し
た
。
入
山
へ
の
道
路
開
削
に
貢
献
し
た
先
人
で
は
、

私
財
も
投
じ
て
尽
力
し
た
福
嶋
松
次
村
長
の
存
在
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ

の
取
り
組
み
を
『
吾
妻
郡
歴
代
町
村
長
名
鑑
』
に
「
昭
和
八
年
本
多
村
長
の
後
を
継

ぎ
六
合
村
長
野
原
の
新
道
を
開
通
し
、
こ
れ
を
県
道
編
入
に
成
功
し
、
又
東
京
営
林

局
、
群
馬
県
庁
、
群
馬
水
電
会
社
と
六
合
村
の
協
力
の
下
に
、
六
合
村
役
場
H

花
敷

聞
の
新
道
関
撃
を
計
画
し
、
君
島
県
知
事
再
度
の
踏
査
を
仰
ぎ
各
方
面
の
協
力
と
臣

民
の
努
力
に
よ
り
昭
和
十
二
年
之
が
完
成
さ
れ
吾
妻
郡
西
北
部
の
奥
地
も
開
発
さ
れ

て
行
く
道
が
聞
か
れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
村
財
政
も
苦
し
い
時
、
福
島
村
長
自
ら

の
懐
を
痛
め
、
工
事
開
始
ま
で
の
段
取
り
を
勧
め
た
と
い
わ
れ
、
道
路
開
通
の
思
人

の
一
人
と
い
え
る
。

県
道
認
定
か
ら
開
通
ま
で
の
経
緯
を
見
て
み
る
。
『
吾
妻
郡
誌
』
に
、
大
正
九
年

一
月
二
十
九
日
の
郡
道
認
定
に
関
す
る
諮
問
案
線
路
に
長
野
原
花
敷
線
が
載
る
。
こ

の
道
は
長
野
原
町
か
ら
赤
岩
、
日
影
、
小
雨
経
由
の
入
山
花
敷
に
至
る
道
筋
で
、
昭

和
十
二
年
に
竣
工
し
た
県
道
、
今
の
国
道
の
前
身
と
い
え
る
。
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県
道
に
認
定
さ
れ
た
昭
和
初
期
の
『
群
馬
議
会
史
(
昭
和
元
年

1
同
二
十
二
年
)
』

を
見
た
が
、
六
合
地
区
の
道
路
関
係
記
録
は
少
な
か
っ
た
。
山
間
部
の
道
路
に
つ
い

て
岩
城
議
員
が
「
知
事
は
山
間
部
の
県
道
を
改
修
し
賓
庸
を
開
発
す
る
意
志
あ
り
や
」

と
知
事
に
質
問
を
し
、
岡
田
知
事
は
「
山
間
部
の
道
路
状
態
は
よ
く
知
ら
な
い
が
、

想
像
は
出
来
る
の
で
改
修
の
た
め
努
力
す
る
」
と
答
弁
す
る
。
知
事
は
正
直
に
、
山

地
の
実
情
は
知
ら
な
い
が
、
不
十
分
な
こ
と
は
想
像
出
来
る
か
ら
努
力
を
し
た
い
と

答
弁
し
た
議
事
記
録
が
載
る
。

昭
和
六
年
に
は
「
中
之
条
上
回
線
ノ
中
、
長
野
原
町
ヨ
リ
分
岐
シ
六
合
村
字
日
影

同
小
雨
同
入
山
ヲ
経
テ
草
津
町
国
立
療
養
所
ニ
連
絡
ス
ル
路
線
」
が
、
他
の
県
道
建

設
と
共
に
建
議
さ
れ
る
。
翌
七
年
、
県
道
認
定
諮
問
原
案
諮
第
一
号
に
「
長
野
原
花

敷
線
:
吾
妻
郡
長
野
原
町
ヨ
リ
六
合
村
花
敷
温
泉
ニ
達
ス
ル
路
線
」
が
諮
問
さ
れ
、

県
道
認
定
が
実
現
し
て
い
る
。



通

同
十
年
の
十
五
番
建
議
の
「
道
路
が
都
市
を
中
心
に
集
ま
り
、
都
市
平
坦
部
に
比

交

べ
て
山
間
部
が
恵
ま
れ
て
い
な
い
」
に
対
し
、
松
沢
龍
大
は
「
将
来
出
来
る
だ
け
の

予
算
を
計
上
し
て
ご
希
望
に
沿
い
た
い
。
殊
に
山
間
部
道
路
開
発
は
人
口
物
資
文
化

名
所
旧
蹟
等
種
々
の
事
情
を
考
え
、
重
要
な
も
の
か
ら
順
次
や
っ
て
ゆ
き
た
い
」
と

答
弁
し
、
山
間
部
の
県
道
工
事
が
前
向
き
な
方
針
を
示
し
て
い
る
。
同
十
年
十
二
月

二
十
一
日
に
、
君
島
清
吉
知
事
が
「
草
津
渋
線

テ
長
野
県
下
高
井
郡
渋
温
泉
ニ
達
ス
ル
路
線
」
等
を
県
議
会
に
諮
り
、
異
議
な
く
草

吾
妻
郡
草
津
町
ヨ
リ
草
津
峠
ヲ
経

津
温
泉
か
ら
六
合
西
北
部
の
草
津
峠
経
由
の
渋
温
泉
道
が
県
道
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。
草
津
峠
経
由
の
道
が
こ
の
年
県
道
に
認
定
さ
れ
た
が
、
こ
の
道
は
本
格
的
に
利

用
に
至
ら
ず
、
今
は
通
行
禁
止
の
荒
廃
状
態
で
あ
る
。

小
雨
か
ら
花
敷
温
泉
へ
の
県
道
改
修
工
事
の
進
捗
状
況
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

当
時
の
新
聞
を
見
て
も
、
中
国
で
の
戦
況
記
事
が
中
心
で
、
民
政
に
関
す
る
一
般

ニ
ュ
ー
ス
は
紙
面
の
片
隅
に
僅
か
に
あ
る
程
度
で
、
多
く
は
紹
介
さ
れ
ず
終
わ
っ
た

ょ
う
だ
。
赤
ち
ゃ
ん
写
真
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
会
写
真
ま
で
載
る
今
で
は

信
じ
ら
れ
な
い
時
代
だ
っ
た
。
山
深
く
交
通
不
便
な
当
地
の
道
路
開
削
に
関
心
を
も

フ
記
者
は
い
な
い
と
諦
め
た
頃
、
左
記
の
記
事
を
発
見
し
た
。

記
事
は
昭
和
十
二
年
七
月
十
五
日
刊
の
上
毛
新
聞
に
載
っ
て
い
た
。
見
出
し
は
「
風

光
に
恵
ま
れ
た
長
野
原
花
敷
線
改
修
工
事
完
成
す
」
で
あ
っ
た
。
然
も
湯
川
発
電
所

付
近
に
貫
通
し
た
天
狗
隠
道
の
写
真
入
り
と
大
き
な
扱
い
だ
っ
た
。

六
合
を
扱
っ
た
数
少
な
い
新
聞
記
事
な
の
で
、
見
出
し
に
続
く
記
事
(
若
干
の
旧

漢
字
を
新
漢
字
に
変
更
、
句
読
点
を
追
加
)
全
文
を
紹
介
す
る
。
「
県
道
長
野
原
l

花
敷
線
の
道
路
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
年
以
降
l
道
路
改
良
、
災
害
復
旧
、

道
路
改
築
の
三
大
事
業
に
依
り
、
全
延
長
約
十
六
キ
ロ
の
内
、
吊
り
橋
八
十
米
二
橋
、

隠
道
八
十
米
一
箇
所
、
法
伎
橋
二
橋
等
十
四
キ
ロ
が
完
成
し
た
の
で
、
十
一
、
十
二

日
の
両
日
、
平
川
土
木
課
長
は
松
岡
技
師
を
伴
ふ
て
全
線
を
視
察
し
た
。
平
川
課
長

至
る
道
路
で
全
延
長
は
約
十
六
キ
ロ
あ
り
、

は
語
る
。
こ
の
長
野
原
l
花
敷
線
は
長
野
原
か
ら
六
合
村
小
雨
を
経
て
花
敷
温
泉
に

こ
れ
が
た
め
に
六
合
村
は
県
下
一
の
貧

弱
町
村
で
あ
っ
た
も
の
が
、
こ
の
産
業
道
路
の
完
成
に
依
り
更
正
の
一
路
を
辿
っ
て

ゐ
る
。
等
、
こ
の
外
湯
の
平
、
花
敷
、
尻
明
、
応
徳
の
四
温
泉
を
控
へ
、
沿
線
に
は

高
さ
百
米
(
幅
一
米
)
の
九
重
の
瀧
、
高
さ
二
十
五
米
(
幅
一
米
)
の
鍋
の
瀧
、
或
は

野
反
湖
風
光
と
温
泉
に
め
ぐ
ま
れ
、
林
産
物
(
木
炭
八
万
俵
)
の
紹
介
等
に
依
り
躍

進
的
な
発
達
を
約
束
さ
れ
て
ゐ
る
。
な
ほ
営
林
署
で
も
終
点
よ
り
国
有
林
の
薪
炭
伐

な
の
で
、
こ
の
工
事
が
十
月
頃
に
完
成

採
搬
出
の
た
め
に
花
敷
温
泉
に
連
絡
す
る
道
路
改
修
に
二
三
万
園
を
投
じ
て
工
事
中

さ
れ
〉
ば
、
長
野
原
か
ら
花
敷
温
泉
迄

は
立
派
な
、
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
完
成
さ

れ
る
訳
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

記
事
を
読
み
、
①
改
修
工
事
の
開
始

時
期
や
具
体
的
な
内
容
が
分
か
る
。
②

県
下
一
の
貧
弱
町
村
が
産
業
道
路
開
通

で
更
正
一
路
と
あ
り
、
当
地
に
対
す
る

心
な
い
見
方
と
共
に
、
道
路
開
通
に
よ

り
今
後
へ
の
楽
観
的
展
望
の
記
事
で
も
け
二

あ
る
。
③
六
合
地
内
の
観
光
や
産
業
開

d

発
の
目
玉
が
分
か
る
。
高
さ
一

0
0

山
い
盛
和

メ
ー
ト
ル
の
九
重
の
滝
や
鍋
の
滝
は
今

の
ど
の
滝
に
該
当
か
興
味
が
あ
る
。
④

車
社
会
の
現
在
の
記
事
と
感
じ
る
ド
ラ
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イ
ブ
ウ
ェ
イ
完
成
と
、
大
げ
さ
な
表
現
で
あ
る
。

こ
の
道
は
戦
後
、
県
道
か
ら
国
道
に
昇
格
し
、
村
を
南
北
に
縦
貫
す
る
基
幹
道
路

に
な
っ
た
。
夏
は
高
原
の
野
反
湖
へ
涼
し
さ
を
求
め
る
観
光
客
で
、
秋
は
テ
レ
ビ
や

新
聞
で
白
砂
渓
谷
ラ
イ
ン
の
紅
葉
状
況
を
聞
き
訪
れ
た
多
く
の
車
で
賑
わ
い
、
文
字

通
り
新
聞
記
事
に
載
る
立
派
な
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
に
な
っ
て
い
る
。

一O
、
広
報
に
見
る
交
通
関
係
記
事
年
表
(
昭
和
二
十
八
年
度
以
降
)

(
同
二
十
八
年
十
一
月
号
)
同
年
八
月
末
よ
り
、
長
野
原

1
花
敷
聞
に
路
線
パ
ス

の
運
行
開
始
と
あ
る
。

(
同
三
十
年
一
月
号
)
村
長
の
年
頭
挨
拶
に
、
同
二
十
五
年
の
洪
水
で
流
さ
れ
た

開
運
橋
工
事
竣
工
、
花
敷
温
泉
パ
ス
が
全
通
、
太
子
駅
よ
り
四
十
八
分
で
運
行
と
あ
る
。

(
同
三
十
一
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
昨
年
六
月
に
太
子
駅
開
業
。
昨
年
十
二

月
十
六
日
、
国
鉄
パ
ス
開
通
と
あ
る
。
花
敷
へ
の
パ
ス
は
、
昭
和
十
二
年
よ
り
陳
情
、

小
淵
代
議
士
の
紹
介
に
よ
る
衆
議
院
運
輸
委
員
の
野
反
湖
視
察
に
よ
り
、
国
鉄
パ
ス

乗
り
入
れ
は
適
切
な
判
断
と
あ
る
。

(
同
三
十
二
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
で
、
村
長
は
道
路
開
削
に
熱
意
を
述
べ
る
。

(
同
三
十
四
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
荷
付
場
ら
草
津
聞
の
道
路
や
出
立
橋
完

成
の
挨
拶
。
本
年
三
月
ま
で
に
京
塚
橋
架
橋
予
定
と
あ
る
。

(
同
三
十
六
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
県
道
草
津
中
之
条
線
は
、
沢
渡
方
面
よ

明治以後の交通

り
暮
坂
峠
に
か
け
て
東
武
パ
ス
と
自
衛
隊
の
協
力
で
着
工
の
運
び
と
あ
る
。

(
同
三
十
七
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
五
口
嬬
橋
が
完
成
、
従
来
の
木
橋
を
車
道

に
改
修
の
た
め
、
旧
坂
東
橋
の
一
部
(
全
長
七

0
メ
ー
ト
ル
)
を
移
し
た
と
あ
る
。

(
同
三
十
七
年
十
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
自
衛
隊
の
手
で
暮
坂
峠
道
路
が
改
修

さ
れ
、
県
へ
の
引
き
渡
し
式
を
峠
で
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
改
修
工
事
は
同
三
十
五
年

に
始
ま
り
、
総
工
費
六
、
三

O
O万
円
と
あ
る
。

(
同
三
十
八
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
待
望
の
暮
坂
峠
道
、
延
長
七
キ
ロ
の
工

事
完
成
し
、
草
津
中
之
条
線
は
全
線
開
通
と
あ
る
。
草
津
花
敷
線
の
う
ち
、
小
倉
長

平
聞
の
営
林
局
林
道
延
長
工
事
完
成
。
尻
焼
長
平
聞
は
建
設
省
ダ
ム
工
事
用
道
路
完

成
と
あ
る
。

(
同
四
十
一
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
昨
年
四
月
、
県
道
野
反
長
野
原
線
は
建

設
省
認
可
の
県
内
五
路
線
の
一
つ
の
産
業
観
光
開
発
重
要
路
線
と
し
て
指
定
。
初

年
度
は
梨
木
大
神
宮
裏
岩
盤
個
所
よ
り
改
良
工
事
起
工
、
現
在
も
工
事
中
と
あ
る
。

四
十
一
年
度
は
制
限
橋
梁
橋
解
消
を
重
点
に
改
良
し
、
五
ヶ
年
で
全
線
改
良
の
見
通

し
と
あ
る
。
車
の
通
行
が
出
来
な
い
村
道
は
部
落
連
絡
路
線
を
重
点
に
、
湯
久
保
、

根
広
を
完
成
し
、
現
在
は
鍛
治
屋
敷
線
を
施
工
中
と
あ
る
。
本
年
は
京
塚
線
の
実
施
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計
画
中
と
あ
る
。

(
同
四
十
二
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
県
道
野
反
長
野
原
線
は
奥
地
産
業
開
発

道
路
の
指
定
を
受
け
、
昨
年
度
よ
り
五
ヶ
年
間
に
準
国
道
改
良
工
事
計
画
実
施
中
。

草
津
中
之
条
線
は
昨
年
六
月
東
武
パ
ス
開
通
以
来
局
部
改
良
工
事
進
捗
中
。
村
道
花

敷
草
津
線
の
根
広

1
小
倉
聞
は
車
道
に
な
り
本
年
二
月
開
通
予
定
。
同
時
に
小
倉
ガ

ラ
ン
沢
温
泉
方
面
道
路
も
第
一
期
工
事
完
了
。
広
池
中
室
経
由
か
じ
ゃ
し
き
線
も
営

林
署
の
道
路
と
し
て
新
設
完
成
、
村
単
工
事
の
暮
坂
か
じ
ゃ
し
き
線
と
接
続
。
村
道

京
塚
部
落
線
は
辺
地
特
別
措
置
法
で
財
源
起
債
と
県
振
興
資
金
等
で
第
一
期
工
事
が

着
工
、
第
二
工
区
は
本
年
五
月
ま
で
に
完
成
予
定
と
あ
る
。

(
同
四
十
四
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
で
、
県
道
野
反
長
野
原
線
は
奥
地
産
業
開
発

道
路
で
、
国
の
指
定
線
と
し
て
公
共
事
業
を
導
入
、
橋
梁
、
道
路
改
良
工
事
が
進
捗

中
と
あ
る
。
町
村
道
改
良
工
事
で
は
、
花
敷
・
草
津
線
は
山
振
法
の
適
用
で
、
特
別



通

開
発
補
助
工
事
と
し
て
昨
年
度
よ
り
引
き
続
き
工
事
中
と
あ
る
。

交

(
同
四
十
六
年
十
一
月
号
)
切
明
野
反
湖
間
車
道
新
設
期
成
同
盟
会
結
成
の
記
事
。

(
同
四
十
七
年
六
月
号
)
知
事
視
察
、
小
雨
草
津
線
林
道
起
工
式
と
あ
る
。

(
同
四
十
七
年
九
月
号
)
高
崎
・
長
野
原
・
津
南
聞
の
国
道
昇
格
促
進
期
成
同
盟

会
結
成
。
高
崎
市
1
榛
名
町
、
倉
淵
村

1
吾
妻
町
須
賀
尾
峠
越
え

1
長
野
原
町

1
六

合
村
野
反
湖

1
長
野
県
栄
村

1
新
潟
県
津
南
町
に
至
る
道
を
国
道
に
昇
格
、
整
備

改
良
し
、
群
馬
県
の
西
毛
か
ら
裏
日
本
へ
の
直
結
道
路
開
設
を
め
ざ
し
準
備
、
八
月

十
七
日
に
関
係
市
町
村
が
集
ま
り
同
盟
会
が
結
成
さ
れ
た
。
関
係
市
町
村
は
一
市
、

五
町
、
コ
一
ヶ
村
で
あ
る
。
会
長
は
長
野
原
町
長
桜
井
武
で
、
六
合
村
長
篠
原
秀
雄
は

理
事
に
、
同
議
長
山
田
松
雄
は
監
事
に
選
ば
れ
る
。

(
同
四
十
八
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
で
、
完
成
が
待
た
れ
る
南
大
橋
。
村
道
日
影

赤
岩
線
の
南
大
橋
は
四
月
十
三
日
に
竣
工
式
。
従
来
の
道
は
白
砂
川
谷
底
を
通
る
丸

木
の
中
之
瀬
橋
利
用
で
、
対
岸
に
車
で
行
く
道
は
出
立
経
由
で
南
大
橋
よ
り
二
、
五

0
0メ
ー
ト
ル
も
遠
回
り
の
道
だ
っ
た
と
橋
の
利
便
性
が
載
る
。

(
同
四
十
九
年
一
月
号
)
高
崎
市

1
野
反
湖
経
由
長
岡
市
ま
で
の
国
道
昇
格
を
日

指
し
、
期
成
同
盟
会
長
高
島
修
氏
と
あ
る
。

(
同
四
十
九
年
二
月
号
)
林
道
中
沢
線
開
設
事
業
。
受
益
者
分
担
金
と
し
て
事
業

費
の
百
分
の
十
五
以
内
の
率
で
徴
収
す
る
条
例
を
制
定
。
品
木

1
田
代
原
へ
通
じ

る
尻
焼
か
ら
草
津
へ
の
草
津
二
号
線
開
設
の
計
画
が
提
案
さ
れ
る
。

(
同
五
十
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
長
平
花
敷
線
の
県
代
行
決
定
、
長
平
田
代

原
、
元
山
間
の
林
道
併
用
実
現
で
将
来
は
県
道
昇
格
運
動
を
行
い
、
草
津
二
号
線
と

接
続
し
た
巡
回
道
路
計
画
。
草
津
二
号
線
は
助
成
増
額
で
短
期
間
に
完
成
予
定
と
あ

る
。
龍
宮
橋
も
本
年
完
成
予
定
。
県
道
中
之
条
草
津
線
小
雨
、
生
須
聞
の
橋
新
設
、

長
野
原
野
反
湖
線
の
花
敷
ま
で
の
舗
装
を
関
係
機
関
に
強
く
要
請
と
あ
る
。

(
同
五
十
一
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
昨
年
末
、
龍
宮
橋
完
成
。
長
野
原
秋
山

間
県
道
の
主
要
地
方
道
認
定
。
長
野
原
小
雨
間
の
舗
装
工
事
が
ほ
ぼ
完
成
、
入
山
方

面
へ
も
進
め
る
と
あ
る
。

(
同
五
十
二
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
村
内
道
路
の
整
備
予
定
線
は
軌
道
に
の

り
、
今
後
は
予
算
獲
得
や
完
成
迄
の
期
間
短
縮
に
努
力
。
主
に
中
沢
線
、
小
雨
線
、

草
津
二
号
線
、
引
沼
京
塚
線
、
長
平
花
敷
線
、
矢
倉
根
広
線
の
新
設
整
備
と
あ
る
。

林
道
で
は
大
原
、
四
万
、
新
治
村
に
通
じ
る
広
域
基
幹
道
路
や
小
倉
ガ
ラ
ン
沢
方
面

林
道
、
根
広
金
山
林
道
等
は
関
係
機
関
に
強
く
要
請
と
あ
る
。

(
同
五
十
三
年
十
一
月
号
)
林
道
中
沢
線
完
成
。
民
有
林
林
道
開
設
事
業

で
、
日
影
の
強
い
要
望
で
昭
和
四
十
八
年
度
工
事
着
手
、
六
ヶ
年
の
歳
月
と
、

一
億
四
、
六
一
一
万
円
の
事
業
費
(
補
助
率
七
五
軒
)
で
、
延
長
二
、
四

O
四
.
五
メ
1

ト
ル
(
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
)
が
完
成
。
今
後
は
林
道
の
機
能
で
あ
る
森
林
管
理
、
経
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営
合
理
化
一
、
生
産
性
向
上
等
農
林
業
の
進
展
に
、
地
域
の
動
脈
と
し
て
役
割
が
大
と

セ
の
ヲ
Q

。(
同
五
十
四
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
で
、
七
年
余
の
協
力
に
よ
り
広
域
林
道
中
沢

線
が
開
通
。
吾
嬬
橋
が
完
成
し
、
竣
工
式
は
五
十
一
二
年
十
二
月
十
六
日
に
行
う
。
橋

は
長
さ
一
六
三
メ
ー
ト
ル
、
巾
一

0
メ
ー
ト
ル
、
郡
内
第
二
の
長
大
橋
と
あ
る
。
旧

橋
は
下
流
五

0
メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
三
十
六
年
に
架
設
、
老
朽
化
で
六
ト
ン
の
重
量

規
制
が
行
わ
れ
て
い
た
。

(
同
五
十
四
年
十
二
月
号
)
併
用
林
道
長
笹
支
線
の
長
笹
川
橋
完
成
。

(
同
五
十
五
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
で
、
長
平
分
校
地
先
よ
り
小
倉
を
一
直
線
で

結
ぶ
「
オ
サ
ク
ラ
大
橋
」
を
計
画
、
志
賀
高
原
方
面
か
ら
の
来
客
を
草
津
1
田
代
原

ー
小
倉
1
根
広
コ

1
ス
で
野
反
湖
へ
誘
致
し
、
帰
り
は
花
敷

1
生
須
1
暮
坂
峠
に
と
、

点
と
点
を
結
ぶ
観
光
ル

l
ト
を
作
り
、
「
秘
境
く
に
む
ら
」

へ
の
観
光
客
大
誘
致
計



画
を
た
て
た
い
と
あ
る
。
六
合
に
も
こ
ん
な
に
大
き
な
夢
が
あ
っ
た
。

(
同
五
十
六
年
三
月
号
)
国
道
昇
格
を
国
や
県
に
陳
情
と
あ
る
。

(
同
五
十
七
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
昭
和
四
十
二
年
以
来
長
い
年
月
を
要
し

た
草
津
二
号
線
と
、
引
沼
京
塚
線
の
京
塚
橋
架
設
は
本
年
完
成
の
運
び
と
あ
る
。

(
同
五
十
七
年
四
月
号
)
高
崎
市
、
長
野
原
町
、
野
反
、
上
越
市
聞
の
国
道
昇
格

促
進
期
成
同
盟
会
発
足
、
陳
情
な
ど
の
運
動
を
行
う
。
同
五
十
五
年
度
は
ハ
ガ
キ
一

枚
運
動
で
村
民
の
支
援
も
受
け
る
。
四
月
一
日
か
ら
長
野
原
町
l
小
雨
l
梨
木
l
草

津
町
聞
の
(
主
)
津
南
秋
山
長
野
原
線
と
(
主
)
中
之
条
・
草
津
線
の
一
部
が
一
般

国
道
二
九
二
号
と
し
て
新
た
に
認
定
さ
れ
る
。
六
合
村
が
望
ん
で
い
た
長
野
原
町
1

野
反
湖
経
由
1
上
越
市
聞
を
結
ぶ
国
道
昇
格
は
見
送
り
、
今
後
も
梨
木

1
野
反

1
上

越
市
聞
の
国
道
昇
格
運
動
を
継
続
す
る
。
主
要
地
方
道
中
之
条
草
津
線
の
一
部
が
国

道
(
二
九
二
号
)
昇
格
に
と
も
な
い
、
引
沼
1
花
敷
l
長
平
l
小
倉
1
田
代
原
l
大

沢
l
谷
沢
l
草
津
町
聞
の
村
道
花
敷
長
平
線
、
長
平
小
倉
線
、
併
用
林
道
金
山
支
線

が
主
要
地
方
道
中
之
条
草
津
線
に
な
っ
た
。

(
同
五
十
七
年
五
月
号
)
引
沼
京
塚
線
、
完
成
ま
で
二
六
八
メ
ー
ト
ル
。
京
塚
橋

が
昭
和
五
十
七
年
三
月
三
十
日
に
完
成
、
昭
和
五
十
一
年
か
ら
進
め
た
引
沼
京
塚
間

の
道
路
改
良
工
事
も
京
塚
側
か
ら
二
六
八
メ
ー
ト
ル
を
残
す
だ
け
と
あ
る
。
今
年
度

中
に
総
延
長
八
六
八
メ
ー
ト
ル
(
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
)
完
成
し
、
両
集
落
が
つ
な
が
る
。

(
同
五
十
八
年
四
月
号
)
京
塚
橋
・
花
敷
橋
の
渡
り
初
め
を
行
う
。
林
道
引
沼
京

塚
線
の
道
路
改
良
工
事
は
、
昭
和
五
十
一
年
度
着
工
以
来
七
年
目
で
全
線
(
総
延
長

明治以後の交通

八
六
八
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
、
京
塚
橋
七
七
メ
ー
ト
ル
)
完
成
。
花
敷
長

平
線
第
一
期
改
良
工
事
、
花
敷

1
尻
焼
ま
で
延
長
九
二

0
メ
ー
ト
ル
、
花
敷
橋
六
六

メ
ー
ト
ル
)
が
県
代
行
事
業
で
行
い
、
四
月
五
日
に
両
橋
の
渡
り
初
め
と
竣
工
式
を

行
っ
た
と
あ
る
。
事
業
費
は
引
沼
京
塚
線
が
三
億
四

O
O万
円
、
花
敷
長
平
線
が

三
億
三
、
四
八

O
万
円
と
あ
る
。

(
同
五
十
七
年
七
月
号
)
林
道
小
雨
線
全
線
開
通
。
昭
和
四
十
七
年
着
工
、
六

合
村
分
三
、
九
二
八
.
九
メ
ー
ト
ル
、
草
津
町
分
三
、
二
四
九
メ
ー
ト
ル
、
総
工
費

三
億
七
、
七
三
四
万
円
。
工
事
は
一
一
年
の
歳
月
を
か
け
て
全
線
が
開
通
。
六
月

三
十
日
に
小
雨
公
民
館
で
知
事
、
高
島
県
議
、
他
関
係
者
一
二

O
余
名
に
よ
り
開
通

式
を
行
う
。
林
道
の
開
通
で
森
林
経
営
向
上
、
農
産
物
の
搬
出
、
観
光
分
野
の
開
発

に
寄
与
大
と
あ
る
。

(
同
六
十
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
新
規
工
事
は
林
道
太
子
湯
久
保
線
、
品
木

原
田
代
原
問
、
世
立
林
道
改
良
工
事
に
着
手
。
継
続
は
村
道
白
砂
根
広
線
、
広
池
暮

坂
線
、
京
塚
線
、
小
雨
線
の
促
進
、
中
沢
林
道
舗
装
完
成
、
熊
倉
地
区
、
湯
久
保
地

区
農
免
農
道
等
の
促
進
と
あ
る
。

(
同
六
十
年
三
月
号
)
六
合
村
で
最
初
の
信
号
機
が
点
灯
す
る
。
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(
同
六
十
一
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
村
道
太
子
湯
久
保
線
改
良
工
事
着
手
、

京
塚
林
道
の
全
線
開
通
と
あ
る
。

(
同
六
十
二
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
昨
年
、
二

0
年
間
の
継
続
事
業
で
品
木

ー
京
塚
へ
通
じ
る
路
線
完
成
と
あ
る
。

(
同
六
十
二
年
四
月
号
)
林
道
京
塚
線
開
通
は
、
三
月
十
七
日
。
林
道
終
点
で
開

通
式
、
鍋
割
沢
沿
い
に
品
木
ら
京
塚
へ
の
延
長
二
、
四
九
九
.
九
メ
ー
ト
ル
。
起
点
側

で
村
道
花
敷
草
津
二
号
線
に
、
終
点
側
で
林
道
引
沼
京
塚
線
に
接
続
す
る
。
工
事
は

昭
和
五
十
一
年
度
、
国
の
補
助
を
受
け
、
民
有
地
林
林
道
開
設
事
業
で
着
工
。
地
形

急
峻
の
岩
盤
地
帯
で
、
施
工
困
難
個
所
も
あ
っ
た
が
、
総
工
費
二
億
六
、
七
六
三
万
円
。

目
的
は
林
業
振
興
、
生
産
の
担
い
手
や
労
働
力
の
定
着
促
進
、
多
面
的
機
能
の
継
続

促
進
と
あ
る
。

(
同
六
十
三
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
赤
岩
集
落
内
の
舗
装
が
新
し
く
な
る
。



通

舗
装
工
事
は
延
べ
六
七
二
メ
ー
ト
ル
と
あ
る
。

交

(
平
成
元
年
四
月
号
)
国
道
二
九
二
の
出
立
大
橋
、
花
園
大
橋
竣
工
式
。

(
平
成
三
年
二
月
号
)
農
免
林
道
舗
装
事
業
で
京
塚
完
成
。

(
平
成
三
年
十
一
月
号
)
村
道
沼
尾
大
梨
線
龍
宮
橋
は
地
滑
り
災
害
で
、
平
成
元

年
六
月
十
六
日
よ
り
全
面
通
行
止
め
だ
っ
た
。
復
旧
工
事
が
完
了
し
、
平
成
三
年
十

月
二
十
日
に
開
通
。
橋
梁
災
害
復
旧
工
事
総
工
費
三
億
二
、
八

O
O万
円
。
上
路
ト

ラ
ス
橋
で
延
長
九
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
五
メ
ー
ト
ル
。
万
一
の
地
滑
り
時
に
は
、
生

須
側
の
橋
台
と
橋
桁
が
切
断
出
来
る
珍
し
い
構
造
の
橋
。
迂
回
道
利
用
に
く
ら
べ
る

と
距
離
も
十
分
の
一
に
短
縮
さ
れ
る
。
十
二
月
二
日

1
翌
四
月
十
八
日
ま
で
、
(
主
)

津
南
秋
山
長
野
原
線
の
野
反
湖
和
光
原
間
一
一
.
四
キ
ロ
は
冬
季
閉
鎖
と
あ
る
。

(
平
成
四
年
二
月
号
)
国
道
二
九
二
号
、
沼
尾
地
内
の
盛
土
は
、
発
泡
ス
チ
ロ
!

ル
地
滑
り
防
止
区
域
で
、
大
量
の
盛
土
工
事
は
出
来
な
い
。
県
内
で
初
、
軽
量
盛
土

工
法

(
E
・p・
S
工
法
↓
土
の
代
わ
り
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
を
積
み
上
げ
る
工
法
)

を
実
施
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
プ
ロ
ッ
ク
(
一
個
二

O
同
)
を
約
八
、

0
0
0個
使
用
。

土
の
盛
土
な
ら
一
、
二
八
0
0ト
ン
だ
が
、
こ
の
工
法
だ
と
一
六

0
ト
ン
と
軽
量
で
、

急
ピ
ッ
チ
な
工
事
が
可
能
。

(
平
成
四
年
四
月
号
)
主
要
地
方
道
津
南
秋
山
長
野
原
線
が
国
道
に
昇
格
。
昭
和

四
十
七
年
か
ら
二

0
年
間
、
国
道
昇
格
整
備
促
進
期
成
同
盟
を
結
成
し
運
動
を
続
け

た
成
果
で
あ
る
。
今
ま
で
は
部
分
昇
格
で
、
荷
付
場
1
津
南
町
間
六
二
キ
ロ
は
未
昇

格
だ
っ
た
。
三
月
二
十
五
日
の
道
路
審
議
会
で
昇
格
残
り
を
追
加
指
定
、
荷
付
場
を

起
点
に
上
越
市
が
終
点
の
国
道
四

O
五
号
に
す
る
答
申
を
閣
議
で
決
定
。
施
行
日
は

平
成
四
年
四
月
一
日
。
待
望
の
全
区
間
が
国
道
に
昇
格
し
、
今
後
の
目
標
は
未
開
通

部
分
の
解
消
で
あ
る
。

(
平
成
四
年
八

i
九
月
合
併
号
)
未
開
通
部
分
一
四
回
分
の
早
期
開
通
を
願
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
と
あ
る
。

(
平
成
五
年
三
月
号
)
村
道
白
砂
根
広
線
、
村
道
太
子
湯
久
保
線
第
一
期
改
良
事

業
完
了
と
あ
る
。

一
つ
は
主
要
地
方
道
津
南
南
秋
山
線
(
四
月
一
日
か
ら
国
道
四

O
五
号
に
昇
格
)
白
砂
ダ
ム
の
先
か
ら
、
矢
倉
経
由
で
根
広
地
区
を
結
ぶ
一
、
八

O

0
メ
ー
ト
ル
で
、
昭
和
五
十
五
年
度
着
工
、
以
来
二
二
年
間
、
補
助
事
業
費
総
額

五
億
六
、
一

O
O万
円
を
要
し
、
平
成
四
年
十
一
月
三
十
日
に
完
成
。
こ
の
道
は
、

行
楽
客
で
賑
わ
う
尻
焼
、
花
敷
温
泉
の
バ
イ
パ
ス
や
、
根
広
、
長
平
、
小
倉
集
落
へ

の
生
活
連
絡
道
で
、
地
域
社
会
の
文
化
、
経
済
へ
の
効
果
が
期
待
と
あ
る
。

一
方
、
太
子
湯
久
保
線
は
国
道
か
ら
太
子
、
湯
久
保
地
区
を
結
ぶ
全
長
五
、
一

O

0
メ
ー
ト
ル
の
道
だ
が
、
今
回
は
中
程
の
太
子
宇
山
路

i
湯
窪
聞
の
一
、
六

O
Oメ
l

ト
ル
、
昭
和
五
十
九
年
着
工
以
来
八
年
間
、
補
助
事
業
費
総
額
四
億
七
、
一

O
O万

円
を
要
し
、
同
四
年
十
一
月
三
十
日
に
完
成
。
今
ま
で
は
急
坂
や
急
カ

1
ブ
が
連
続
、
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冬
季
は
凍
結
し
、
苦
労
す
る
道
だ
っ
た
。
改
良
工
事
だ
が
高
さ
二
三
メ
ー
ト
ル
の
山

を
切
り
取
る
等
の
大
工
事
で
、
全
線
の
約
三
分
の
一
が
完
成
す
る
。
今
回
の
二
路
線

は
建
設
省
所
管
の
緊
急
地
方
道
路
整
備
事
業
で
実
施
さ
れ
た
。

(
平
成
六
年
五
月
号
)
花
敷
草
棒
二
号
線
が
開
通
。
品
木
ダ
ム
ら
草
棒
原
聞
で
、

昭
和
五
十
八
年
度
に
採
択
、
県
代
行
事
業
で
完
成
ま
で
一
一
年
間
、

0
0万
円
、
約
一
.
八
キ
ロ
一
億
五

O
O万
円
。

一
O
億
五
、

O

(
平
成
六
年
九
月
号
)
広
域
林
道
吾
嬬
山
線
の
起
工
式
が
、
八
月
二
十
三
日
に
赤

岩
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
事
業
は
豊
富
な
森
林
資
源
の
総
合
整
備
、
周
辺
集
落
の
生
活

基
盤
活
性
化
を
図
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
総
延
長
四
四
.
四
七
回
、
幅
員
五

m
。
六

合
村
分
は
一

0
.
七
九
回
、
吾
妻
町
分
は
二
四
.
二
二
回
、
中
之
条
町
分
は
九
.
三
七
回
、

全
体
計
画
事
業
費
は
八
九
億
六
、
七

O
O万
円
。
本
年
度
は
六
合
村
、
吾
妻
町
の
約
一
.

四
回
の
工
事
を
予
定
。



(
平
成
六
年
八
月
号
)
集
落
林
道
日
ヶ
闇
線
(
林
業
地
域
総
合
整
備
事
業
)
が
開
通
、

開
通
式
は
十
一
月
二
十
二
日
。
事
業
は
平
成
三
年
に
採
択
、
着
工
。
花
敷
(
医
療
セ

ン
タ
l
前
)
を
起
点
に
世
立
(
上
世
立
)
問
、
二
、
三
七
一
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
四
メ
ー

ト
ル
、
総
事
業
費
二
億
四
、

0
0
0万
円
。
完
成
ま
で
四
年
の
短
期
間
だ
っ
た
。
林

道
の
役
割
は
、
森
林
資
源
の
利
用
活
用
、
集
落
聞
の
交
流
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
利
用

拡
大
、
災
害
時
の
迂
回
道
路
等
多
面
的
で
あ
る
。

(
平
成
八
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
で
、
太
子
湯
久
保
線
が
、
村
道
で
初
の
二
車
線

道
路
で
完
成
。
暮
坂
世
立
間
の
道
路
開
設
は
平
成
十
一
年
度
ま
で
に
開
通
の
目
途
。

広
域
基
幹
林
道
吾
嬬
山
線
の
高
問
、
暮
坂
地
内
の
整
備
が
着
工
。
林
道
至
球
線
の
事

業
化
、
生
須
赤
岩
間
の
林
道
寺
社
木
線
は
田
代
原
西
山
線
と
共
に
群
馬
県
の
代
行
神

代
線
で
整
備
等
が
あ
る
。
国
道
二
九
二
号
の
丸
谷
峠
改
良
の
事
業
化
目
途
。

(
平
成
八
年
八
月
号
)
八
月
八
日
、
中
之
条
草
津
線
の
草
津
高
原
ゴ
ル
フ
場

1
母

狸
間
周
辺
の
改
良
工
事
を
実
施
。

(
平
成
九
年
一
月
号
)
長
野
原
町
境
丸
谷
峠
の
国
道
改
良
工
事
は
実
施
測
量
段
階

へ
。
国
道
四

O
五
号
は
六
合
村
の
生
命
線
で
、
野
反

1
切
明
間
の
未
開
通
部
分
開
通

を
め
ざ
し
沿
線
一
八
市
町
村
と
協
力
し
粘
り
強
く
推
進
す
る
。

(
平
成
九
年
四
月
号
)
村
道
沼
尾
大
梨
線
道
路
改
良
工
事
が
完
成
。
同
七
年

1
八

年
に
国
の
補
助
で
、
改
良
工
事
三
六

0
メ
ー
ト
ル
、
幅
員
七
メ
ー
ト
ル
を
実
施
と
あ

る。

明治以後の交通

(
平
成
十
年
一
月
号
)
林
道
暮
坂
引
沼
線
(
道
路
改
良
工
事
)
は
、
当
初
完
成
ま

で
二

O
年
以
上
の
予
想
が
、
早
ま
っ
て
平
成
十
二
年
に
供
用
開
始
の
運
び
。

(
平
成
十
年
七
月
号
)
天
龍
橋
、
揚
場
橋
完
成
。
昭
和
五
十
九
年
度
よ
り
、
世
立

側
か
ら
改
良
工
事
が
施
工
、
村
道
引
沼
暮
坂
線
は
七
月
八
日
の
揚
場
橋
完
成
で
、
世

立
ら
暮
坂
間
五
.
七
キ
ロ
が
開
通
す
る
。
こ
の
道
は
、
平
成
七
年
度
畜
産
基
地
建
設

事
業
世
立
団
地
基
幹
道
路
と
し
て
農
用
地
整
備
公
団
が
事
業
着
手
、
改
良
工
事
を
行

い
、
平
成
八
、
九
年
度
事
業
で
天
龍
橋
(
長
さ
六
四
メ
ー
ト
ル
)
が
、
同
九
年
度
事

業
で
揚
葉
橋
(
長
さ
四
五
メ
ー
ト
ル
)
を
建
設
す
る
。
当
初
、
平
成
二
十
五
年
度
完

成
予
定
が
、
畜
産
基
地
建
設
事
業
の
幹
線
道
路
で
改
良
工
事
を
行
い
大
幅
に
短
縮
さ

れ
た
。こ

の
結
果
、
入
山
か
ら
中
之
条
へ
の
距
離
短
縮
、
今
後
は
生
活
道
、
観
光
道
路
と

し
て
の
発
展
が
期
待
と
あ
る
。
広
報
の
地
図
に
は
、
世
立
集
落

i
天
龍
橋
挟
付
近
ま

で
「
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備
事
業
改
良
区
間
」
で
、
そ
の
先
が
「
農
用
地
整
備
公

団
改
良
区
間
」
で
、
次
の
村
道
改
良
区
間
を
過
ぎ
、
八
石
沢
渡
河
地
点

1
県
道
交
差

ま
で
二
、
六

0
0メ
ー
ト
ル
が
「
農
用
地
整
備
公
団
改
良
区
間
」
と
あ
る
。

(
平
成
十
一
年
一
月
号
)
年
頭
挨
拶
に
、
暮
坂
引
沼
線
は
平
成
十
一
年
中
に
全
線

舗
装
。
日
影
赤
岩
線
、
太
子
湯
久
保
線
の
改
良
整
備
も
促
進
。
過
疎
代
行
の
田
代
原
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西
山
線
も
旧
元
山
分
校
ま
で
一
期
工
事
は
完
了
、
熊
倉
ま
で
の
二
期
工
事
着
手
も
手

続
き
中
と
あ
る
。

(
平
成
十
一
年
七
月
号
)
奥
地
開
発
の
ア
ク
セ
ス
道
路
で
、
田
代
原

1
熊
倉
を
結

ぶ
道
路
整
備
の
一
期
事
業
は
過
疎
・
山
村
地
域
基
幹
道
路
整
備
事
業
で
県
が
過
疎
代

行
事
業
と
し
て
平
成
六
年
着
工
、
同
十
年
ま
で
五
ヶ
年
を
要
し
た
。
起
点
の
田
代
原

集
落
か
ら
工
事
延
長
一
、
二
九

O
(幅
員
八
)
メ
ー
ト
ル
が
完
成
し
、
六
月
三
十
日

付
け
で
県
か
ら
六
合
村
へ
引
き
渡
し
が
行
わ
れ
、
供
用
が
開
始
さ
れ
る
。

(
平
成
十
一
年
十
月
号
)
村
道
暮
坂
引
沼
線
が
開
通
。
記
事
は
「
か
つ
て
山
越
え

の
山
道
で
あ
っ
た
暮
坂
道
は
生
活
に
と
っ
て
重
要
な
街
道
で
あ
り
ま
し
た
。
車
社
会

の
到
来
に
よ
り
自
動
車
道
路
は
大
き
く
生
活
に
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
道

路
が
経
済
を
呼
び
、
道
路
が
文
化
を
造
り
出
し
、
経
済
文
化
の
広
範
囲
化
と
文
化
圏

の
共
有
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
」
と
、
こ
の
道
路
開
削
の
意
義
を
記
し
て



通

い
る
。
工
事
は
、
農
用
地
整
備
公
団
営
畜
産
基
地
建
設
事
業
で
天
龍
橋
、
揚
場
橋
の

橋
梁
、
改
良
・
舗
装
の
施
工
を
は
じ
め
、
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
、
ふ
る
さ
と

農
道
緊
急
整
備
事
業
等
に
よ
り
、
完
工
ま
で
二
十
数
年
の
当
初
の
予
定
が
、
多
く
の

交

補
助
を
い
た
だ
き
七
年
の
短
期
間
で
完
成
し
、
入
山
地
内
と
中
之
条
を
結
ぶ
幹
線
道

路
に
な
っ
た
。

(
平
成
二
十
一
年
四
月
号
)
R
O
S
E
Q
U
E
E
N
に
よ
り
、
花
敷
温
泉
へ
の

パ
ス
の
運
転
開
始
と
あ
る
。

参
考
/
広
報
対
象
外
の
交
通
面
の
出
来
事

(
平
成
二
十
二
年
十
一
月
九
日
)
国
道
二
九
二
号
、
長
野
原
町
境
、
丸
谷
峠
付
近

道
路
改
良
工
事
竣
工

(
平
成
二
十
四
年
度
)
町
道
太
子
・
湯
久
保
線
、
太
子
不
動
尊
付
近
の
道
路
改
良

工
事
竣
工
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産
業
・
経
済

農

業

六
合
の
花
の
始
ま
り

豊
か
な
自
然

花 2
つ?
く生
3涯

と at
k?と
つ霊園

名張gる

ら
づ
く
り

地
域
の
沿
革
と
概
要

六
合
村
は
、
群
馬
県
の
北
西
部
に
位
置
し
長
野
県
と
新
潟
県
の
県
境
に
接
す
る
山

間
農
業
地
域
で
あ
る
。
標
高
は
六

0
0
1二
、
三

0
0メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
年
平
均

気
温
が
二
一
度
の
山
間
高
冷
の
積
雪
地
帯
で
、
特
に
冬
の
寒
気
は
強
く
、
山
岳
部
で

は
積
雪
三
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。

六合の花の始まり

村
の
総
面
積
の
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
平
坦
部
は
わ
ず

か
に
し
か
存
在
せ
ず
、
集
落
も
こ
れ
ら
の
地
域
に
点
在
し
て
い
る
。

狭
小
急
峻
な
農
地
が
多
く
、
農
家
戸
数
二
六

O
戸
、
耕
地
面
積
七
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

一
戸
当
た
り
の
耕
地
面
積
は

0.
二
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
営
農
規
模
は
零
細
で
あ
る
。

か
つ
て
は
養
蚕
や
こ
ん
に
ゃ
く
栽
培
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
衰
退
し
て
し

ま
っ
た
。
六
合
村
の
特
産
品
で
古
く
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
紅
花
イ
ン
ゲ
ン

(
地
域

で
は
「
花
一
旦
」
と
呼
ぶ
)
と
長
芋
は
一
部
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
全
体
で
取

り
組
め
る
新
し
い
品
目
を
探
そ
う
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
野
沢
菜
な
ど
色
々

な
物
に
取
り
組
ん
だ
が
、
傾
斜
が
あ
り
、
狭
小
な
畑
で
あ
る
こ
と
や
農
業
者
の
高
齢

化
に
よ
り
定
着
し
な
か
っ
た
。

む
ら
づ
く
り
の
概
要

む
ら
づ
く
り
の
基
本
的
特
徴

凹
む
ら
づ
く
り
の
動
機
背
景

ア

は
じ
ま
り

1

山
野
草
で
村
お
こ
し

六
合
村
は
、
か
つ
て
こ
ん
に
ゃ
く
栽
培
や
養
蚕
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

衰
退
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
の
経
済
を
支
え
て
い
た
唯
一
の
産
業
で
あ
っ
た
鉄
鉱
山
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一
層
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
。

も
閉
山
し
た
こ
と
か
ら
、
過
疎
化
に
拍
車
が
か
か
り
、

昭
和
六
十
年
代
の
バ
ブ
ル
景
気
時
代
に
、
ゴ
ル
フ
場
、
ス
キ
1
場
と
い
っ
た
リ
ゾ
l

ト
開
発
計
画
を
し
て
い
た
民
間
企
業
か
ら
紹
介
さ
れ
た
東
京
在
住
の
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
l
の
中
山
氏
が
六
合
村
の
野
山
に
咲
く
山
野
草
に
着
目
し
た
。
最
初
は
、
山
に

自
生
す
る
山
野
草
を
採
っ
て
出
荷
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
次
々
と
採
れ
る
ほ
ど
自

生
は
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
世
界
の
花
井
(
か
き
)
産
業
の
中
心
地
で
あ
る
オ
ラ
ン

ダ
の
気
候
と
六
合
村
の
気
候
が
似
て
い
る
こ
と
を
活
か
し
た
山
野
草
の
栽
培
を
ア
ド

パ
イ
ス
さ
れ
、
既
に
産
地
化
さ
れ
て
い
る
パ
ラ
や
キ
ク
の
よ
う
な
品
目
で
な
く
、
野

山
に
自
生
す
る
「
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
し
た
。
都
会
か
ら

自
然
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
中
、
時
代
は
「
癒
し
」
を
求
め
始
め
て
い
て
、
そ
の
風

に
乗
っ
た
の
が
「
六
合
の
花
」
で
あ
る
。



イ

共
感
と
実
行
、
花
つ
く
り
へ

産業・経済

中
山
氏
は
、
日
常
生
活
に
「
花
」

の
あ
る
生
活
を
提
言
し
て
い
る
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
で
あ
っ
た
。
当
初
は
「
よ
そ
者
」
で
あ
る
中
山
氏
に
不
信
感
を
抱
く
人
が
多

か
っ
た
が
、
当
時
J

A
営
農
課
長
が
、
中
山
氏
の
指
導
を
受
け
て
花
つ
く
り
を
始
め

た。

J

A
営
農
課
長
が
、
花
つ
く
り
を
始
め
る
と
中
山
氏
へ
の
不
信
感
は
徐
々
に
無

く
な
り
、
花
つ
く
り
へ
興
味
を
持
つ
者
が
増
え
た
。
そ
こ
で
六
合
村
活
性
化
事
業
の

一
環
と
し
て
中
山
氏
へ
花
井
栽
培
の
指
導
を
依
頼
し
、
栽
培
品
目
や
出
荷
の
方
法
、

時
期
な
ど
各
農
家
を
廻
り
、
指
導
を
行
っ
た
。

花
井
栽
培
を
本
格
的
に
始
め
た
昭
和
六
十
一
二
年
は
数
名
だ
っ
た
栽
培
者
が
平
成
四

年
に
は
三
コ
一
名
と
な
り
、
同
年
三
月
「
六
合
村
花
井
生
産
者
連
絡
協
議
会
」
が
設
立

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
平
成
六
年
三
月
に
吾
妻
地
域
の
農
協
の
広
域
合
併
に
よ
り
現
組

織
と
な
っ
た
。
協
議
会
は
、
販
売
目
標
金
額
を
一
億
円
と
し
、
出
荷
時
期
が
限
ら
れ

る
山
野
草
以
外
の
花
も
栽
培
を
始
め
た
。
協
議
会
設
立
当
初
か
ら
、
中
山
氏
と
農
家

は
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
が
、
平
成
七
年
と
九
年
に
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
視
察
を
行
う

な
ど
し
て
花
つ
く
り
に
対
し
て
熱
心
に
勉
強
を
重
ね
、
さ
ら
に
第
三
回
目
の
オ
ラ
ン

ダ
へ
の
研
修
を
実
施
し
た
。
ま
た
、

ハ
ウ
ス
栽
培
者
も
大
勢
に
な
っ
た
の
で
ハ
ウ
ス

部
会
を
作
り
、
毎
月
一
回
、
定
例
の
研
修
日
を
設
け
て
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

ウ

生
涯
現
役

村
は
「
花
つ
く
り
」
を
き
っ
か
け
に
ど
ん
ど
ん
元
気
を
出
し
た
。
花
つ
ぐ
り
に
取

り
組
む
生
産
者
の
多
く
は
女
性
や
高
齢
者
で
あ
る
。
花
つ
く
り
は
軽
作
業
で
比
較
的

手
聞
が
か
か
ら
な
い
の
で
女
性
や
高
齢
者
で
も
生
涯
現
役
で
働
く
こ
と
が
で
き
、
収

入
の
確
保
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
も
役
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
齢
者
の
経
済
的
な

自
立
が
、
家
庭
内
に
お
け
る
自
立
に
も
つ
な
が
り
、
社
会
的
に
自
分
の
居
場
所
が
で

き
る
と
い
う
意
味
で
も
非
常
に
役
立
っ
て
い
る
。

エ

六
合
村
農
山
漁
村
高
齢
者
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

村
は
、
平
成
十
一
年
「
花
い
っ
ぱ
い
夢
い
っ
ぱ
い
健
康
な
む
ら
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
農
村
高
齢
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
や
知
識
を
活
か
し
、
社
会
的
役
割
を
持

ち
続
け
な
が
ら
活
躍
し
、
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
「
六
合
村
農
山
漁
村
高
齢
者
ピ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
た
。
豊
か
で
活
力
の
あ
る
農
村
社
会
づ
く
り
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
み
、
花
井
栽
培
を
主
要
産
業
と
位
置
づ
け
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
五
年
に

は
村
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
取
り
ま
と
め
た
「
心
の
ふ
る
さ
と
六
合
村
」
を
作
成
し
、

こ
れ
に
基
づ
き
「
六
合
村
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
」
を
設
置
し
、
花
い
っ
ぱ
い
の
む

ら
づ
く
り
な
ど
生
涯
学
習
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。

オ

花
つ
く
り
か
ら
む
ら
づ
く
り
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高
齢
者
が
花
を
つ
く
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
か
ら
期
待
さ
れ
、
生
き
生
き
と
し
て

い
る
。
花
つ
く
り
で
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
健
康
を
実
感
し
て
い
る
農
家
も
多
い
。

少
し
く
ら
い
腰
が
痛
く
て
も
、
花
つ
く
り
を
し
て
い
る
と
き
は
忘
れ
て
し
ま
う
と
い

う
。
珍
し
い
花
を
つ
く
り
、
買
う
人
に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
う
気
持
ち
で
、
こ

の
村
の
高
齢
者
た
ち
は
常
に
花
つ
く
り
を
頑
張
っ
て
い
る
。

平
成
十
二
年
に
、
販
売
金
額
一
億
円
に
達
し
た
が
、
そ
れ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く

「
次
は
販
売
金
額
二
億
円
」
と
新
た
な
目
標
を
立
て
た
。
「
花
つ
く
り
は
生
き
が
い
」

と
健
康
な
日
々
を
送
っ
て
い
る
生
産
者
が
多
く
、
近
年
で
は
二

0
1三
O
代
の
後
継

者
も
徐
々
に
現
れ
始
め
て
来
た
。
こ
れ
は
、
花
つ
く
り
が
若
い
人
に
と
っ
て
魅
力
的

な
も
の
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
の
現
れ
で
も
あ
る
。
村
で
の
花
井
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ

た
現
在
で
は
「
花
」
が
共
通
話
題
に
な
り
、
顔
を
合
わ
せ
る
と
天
気
の
話
を
す
る
よ



う
に
花
つ
く
り
が
話
題
に
な
る
。

支
部
会
員
が
約
九

O
名
で
夫
婦
を
合
わ
せ
る
と
一
三

O
名
、
七
八
戸
が
花
井
栽
培

に
取
組
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
村
の
世
帯
の
約
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
村
内
各

所
に
住
む
生
産
者
は
、
近
隣
住
民
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
村

に
は
新
し
い
も
の
を
受
け
入
れ
易
い
風
土
と
気
質
が
あ
り
「
隣
の
家
が
花
つ
く
り
を

や
っ
て
い
る
か
ら
う
ち
も
や
っ
て
み
ん
べ
え
」
と
花
井
栽
培
に
入
り
や
す
い
環
境
が

整
っ
て
い
る
の
も
良
い
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
「
生
産
者
H

地
域
住
民
」
と
い
う
形
は
、

J
A
の
一
組
織
を
飛
び
越
え
て
、
村
全
体
の
組
織
と
い
え
る
。

村
で
活
動
す
る
赤
岩
ふ
れ
あ
い
の
里
委
員
会
(
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

「
赤
岩
集
落
」
保
存
活
動
の
主
体
組
織
)
、
ね
ど
ふ
み
の
里
保
存
会
、
花
楽
(
か
ら
く
)

の
里
、
よ
っ
て
が
ね
え
館
の
指
導
員
な
ど
、
組
織
の
メ
ン
バ
ー
に
は
必
ず
花
井
生
産

者
が
含
ま
れ
「
花
つ
く
り
」
と
い
う
名
の
む
ら
づ
く
り
は
、
村
の
主
要
産
業
と
な
る

と
と
も
に
村
全
体
に
活
気
を
与
え
て
い
る
。

む
ら
づ
く
り
の
推
進
体
制

ア

J
A
あ
が
っ
ま
花
井
生
産
部
会
六
合
支
部

平
成
四
年
九
月
に
行
わ
れ
た
吾
妻
地
域
の
農
協
合
併
に
伴
い
、
平
成
六
年
に
J

A
あ
が
っ
ま
花
井
生
産
部
会
が
設
立
さ
れ
、
六
合
村
花
井
生
産
者
連
絡
協
議
会
(
平

六合の花の始まり

成
四
年
三
月
設
立
)
は
、
阿
部
会
の
一
支
部
と
な
っ
た
。
当
該
支
部
は
、
部
長
、
副

部
長
、
監
事
、
指
導
技
師
の
七
名
で
構
成
さ
れ
、
役
員
の
他
に
各
地
区
に
連
絡
員
を

置
い
て
い
る
。
支
部
会
員
は
現
在
九
三
名
(
農
家
戸
数
七
八
戸
)

で
、
そ
の
う
ち
女

性
が
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
六

O
歳
以
上
の
生
産
者
が
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い

る

イ

地
域
、
行
政
と
の
関
係

① 

学
校
指
導
員
へ
の
協
力

六
合
村
教
育
委
員
会
で
は
、
聞
か
れ
た
学
校
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
の

推
進
と
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
支
援
の
一
環
で
「
学
校
指
導
員
」
を
設
置
し
て
い
る
。

当
該
支
部
会
員
も
数
名
が
指
導
者
と
し
て
活
動
し
、
自
分
た
ち
の
知
識
や
技
術
を
教

材
と
し
て
、
児
童
た
ち
に
花
壇
づ
く
り
を
教
え
て
い
る
。

② 

地
域
・
都
市
住
民
交
流
施
設
「
花
楽
(
か
ら
く
)

の
里
」

「
花
楽
の
里
」
は
、
平
成
十
二
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
村
の
花
井
振
興
施
設
で
、
村

で
生
産
さ
れ
る
山
野
草
等
を
活
用
し
、
地
域
住
民
や
都
市
住
民
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

休
養
を
提
供
す
る
た
め
の
交
流
施
設
と
し
て
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
や
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教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

花
井
生
産
者
は
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
や
教
室
に
使
用
す
る
花
を
無

償
で
提
供
す
る
ほ
か
、
教
室
開
催
の
手
伝
い
や
団
体
客
へ
の
花
井
栽
培
の
取
組
等
の

説
明
に
も
協
力
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
の
敷
地
内
へ
の
宿
根
草
植
栽
や
除
草
作

業
等
の
支
援
も
自
主
的
に
行
っ
て
い
る
。

③ 

関
係
機
関
と
の
連
携

平
成
八
年
か
ら
、
県
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
長
野
原
出
張
所
に
花
井
担
当
普
及

員
が
配
置
さ
れ
、
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
結
果
、

マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
を
は
じ
め

と
し
た
山
野
草
な
ど
年
間
三

0
0種
類
の
花
を
二
万
ケ
l
ス
出
荷
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
た
め
、
今
後
の
振
興
方
針
に
つ
い
て
、
生
産
者
、

J
A
、
役
場
な
ど
関
係

機
関
で
話
し
合
い
、
栽
培
指
針
等
の
整
備
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
販
売
額
の
目
標
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一
億
円
を
目
前
に
し
て
足
踏
み
状
態
と
な
っ
た
時
期
は
、
生
産
者
、
県
普
及
セ
ン

タ
l
、
市
町
村
、

J
A
が
集
ま
っ
て
検
討
会
を
行
い
、
対
策
を
練
っ
た
結
果
、
平
成

十
一
一
年
に
当
初
目
標
を
大
き
く
上
回
る
一
億
二
、

0
0
0万
円
の
販
売
を
達
成
し

た
。
当
初
の
目
標
を
大
き
く
上
回
っ
た
こ
と
で
、
次
は
二
億
円
に
目
標
を
定
め
、
平

成
十
一
二
年
四
月
、
五
ヵ
年
計
画
「
六
合
村
の
花
を
二
億
円
に
す
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

計
画
」
を
策
定
し
、
六
合
村
の
花
井
生
産
に
つ
い
て
生
産
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
産

地
の
維
持
発
展
の
た
め
一
層
の
花
井
振
興
を
図
っ
て
い
る
。

村
は
施
設
導
入
の
た
め
の
補
助
事
業
を
整
備
し
、
栽
培
暦
・
出
荷
規
格
を
冊
子
化

し
て
栽
培
農
家
に
配
布
す
る
な
ど
、
関
係
機
関
と
の
調
整
役
と
し
て
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

む
ら
づ
く
り
の
特
色
と
優
秀
性

農
業
生
産
面
に
お
け
る
特
徴

平
成
元
年
こ
ろ
か
ら
高
齢
者
が
栽
培
し
や
す
い
品
種
、
他
産
地
と
競
合
し
な
い
な

農
業
生
産
・
流
通
面
の
取
組

ど
の
考
え
の
も
と
に
、
切
り
花
栽
培
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
最
初
は
、
投
資
を
極

力
抑
え
る
た
め
栽
培
し
や
す
い
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
な
ど
の
山
野
草
を
路
地
栽
培
か
ら
ス

タ
l
ト
し
た
。

山
野
草
栽
培
は
、
管
理
に
も
手
間
が
か
か
ら
ず
、
野
菜
な
ど
に
比
べ
軽
量
な
こ
と

か
ら
取
組
む
人
が
増
加
し
、
現
在
で
は
二
一

O
O品
種
を
栽
培
し
、
通
年
出
荷
を
行
つ

て
い
る
。

花
つ
く
り
が
軌
道
に
乗
っ
た
現
在
で
も
、
花
井
の
栽
培
に
当
っ
て
以
下
四
つ
の
鉄

則
を
実
践
し
て
い
る
。

。
「
球
根
に
は
手
を
出
さ
な
い
」

日
収
益
が
上
が
ら
な
い
た
め
。

。
「
き
れ
い
な
花
に
は
手
を
出
さ
な
い
」

H

パ
ラ
、
菊
な
ど
は
既
に
産
地
化
さ
れ

て
い
る
た
め
栽
培
し
な
い
。

。
「
お
金
を
か
け
な
い
花
つ
く
り
」

H
花
つ
く
り
の
中
心
が
高
齢
者
で
あ
る

た
め
過
剰
投
資
は
厳
禁
。

。
「
少
量
多
品
目
」

リ
い
ろ
い
ろ
な
花
を
楽
し
み
な
が
ら
出

荷
時
期
を
分
散
す
る
栽
培
方
法
。

六
合
村
の
花
井
栽
培
の
特
徴
は
、
出
荷
品
目
が
多
く
、
出
荷
市
場
も
六

O
市
場
以

上
あ
り
、
高
齢
者
が
庭
先
で
作
っ
た
花
を
一
ケ
l
ス
か
ら
で
も
出
荷
で
き
る
。
特
に

J
A
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
多
く
の
市
場
へ
の
出
荷
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、

J
A
は

自
動
車
が
運
転
で
き
な
い
高
齢
の
組
合
員
の
た
め
に
、
庭
先
ま
で
集
荷
に
行
く
な
ど

の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。
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花
井
生
産
部
会
で
は
、
値
崩
れ
を
防
止
す
る
た
め
、
生
産
者
ご
と
に
個
別
の
主
力

品
目
を
割
り
当
て
栽
培
指
導
を
徹
底
し
て
い
る
。
市
場
か
ら
長
さ
の
指
定
や
基
準
が

あ
る
も
の
の
、
市
場
出
荷
の
基
本
は
個
選
共
販
で
出
荷
市
場
も
出
荷
者
自
身
が
決
定

し
、
出
荷
者
自
身
の
自
主
性
、
青
(
任
に
お
い
て
出
荷
さ
れ
る
た
め
、
直
接
生
産
者
個
々

に
出
荷
注
文
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
生
産
者
の
や
る
気
と
青
九
任
感
を
引
き
出
し

て
い
る
。
様
々
な
種
類
と
品
質
の
花
が
出
荷
さ
れ
る
の
も
六
合
村
の
魅
力
で
あ
り
、

市
場
担
当
者
か
ら
も
「
六
合
村
の
箱
は
玉
手
箱
だ
」
「
開
け
て
み
る
ま
で
何
が
入
つ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と
評
価
を
得
て
い
る
。

(2) 

生
産
力
の
向
上
、
生
産
の
組
織
化
、
流
通
基
盤
の
整
備

ア

組
織
化
と
生
産
力
の
向
上

栽
培
農
家
の
増
加
と
と
も
に
協
議
会
を
結
成
し
、

J
A
合
併
に
伴
い
、
農
協
の
一



部
組
織
と
な
っ
た
後
も
、
新
規
品
目
の
導
入
や
出
荷
期
の
拡
大
の
た
め
の
技
術
開
発

に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

初
心
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
新
規
加
入
者
の
た
め
に
栽
培
ざ
三
ア
ル
の
作
成
や
部

会
員
を
講
師
と
し
た
講
習
会
の
開
催
な
ど
で
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
花
井
専
業
生
産
者
を
中
心
に
部
会
内
組
織
で
あ
る
「
ハ
ウ
ス
部
会
」
を
設

立
し
、
専
門
知
識
習
得
や
技
術
習
得
を
目
指
し
て
活
動
し
、
通
年
出
荷
体
制
を
確
立

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

施
設
化
に
よ
る
生
産
拡
大
を
図
る
た
め
、
補
助
事
業
や
J

A
リ
l
ス
事
業
な
ど
を

積
極
的
に
利
用
し
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
や
早
期
出
荷
の
た
め
の
予
冷
庫
な
ど
を
導
入
し

た
結
果
、
念
願
の
販
売
金
額
一
億
円
を
突
破
す
る
に
至
っ
た
。

イ

新
品
目
の
導
入

協
議
会
設
立
当
初
か
ら
、
山
野
草
の
み
で
な
く
、
海
外
の
園
芸
品
種
等
新
し
い
品

種
へ
の
取
組
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
。
高
齢
者
で
も
管
理
し
や
す
い
花
を
選
ん
だ

り
、
新
し
い
花
を
求
め
オ
ラ
ン
ダ
へ
行
く
な
ど
し
て
、
栽
培
品
目
は
三

O
O種
を
超

え
る
。
現
在
も
新
し
い
品
種
を
求
め
て
海
外
先
進
地
視
察
を
計
画
す
る
な
ど
、
生
産

向
上
に
か
か
る
努
力
は
惜
し
ん
で
い
な
い
。

最
近
で
は
、
市
場
や
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
な
ど
と
連
携
し
、
新
商
品
と
な
る

品
目
を
見
つ
け
る
た
め
の
情
報
収
集
な
ど
に
重
点
を
お
い
て
取
組
ん
で
い
る
。

六合の花の始まり

ウ

担
い
手
確
保
、
育
成
と
女
性
・
高
齢
者
の
参
画

高
齢
化
が
進
む
現
在
、
高
齢
者
や
女
性
が
重
要
な
地
域
の
担
い
手
で
あ
り
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
六
合
村
は
二

O
代
・
三

O
代
の
若
い
世
代

が
担
い
手
に
な
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
、
退
職
帰
農
者
や
子
育
て
が
終
わ
っ
た
女
性
を

担
い
手
と
し
て
き
た
。

新
規
栽
培
者
に
は
、
栽
培
開
始
時
に
部
会
を
通
じ
た
既
存
の
生
産
者
か
ら
の
余
剰

苗
の
無
償
提
供
や
指
導
技
師
に
よ
る
重
点
指
導
な
ど
、
定
着
の
た
め
の
支
援
が
行
わ

れ
て
い
る
。

販
売
金
額
が
一
千
万
円
を
超
え
る
よ
う
な
専
業
農
家
が
増
え
れ
ば
、
二

O
i三
O

代
の
若
い
後
継
者
も
増
加
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
は
中
核
農
家
に
対
し

重
点
的
に
支
援
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て
花
井
生
産
を
行
い
、
七

O
歳
を
超
え
て
初
め
て
パ

ソ
コ
ン
を
習
い
、
毎
日
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
出
荷
し
た
花
の
値
段
を
確
認
し
、
出
荷

調
整
を
行
う
男
性
や
傾
斜
の
き
つ
い
畑
で
農
機
を
背
負
っ
て
上
り
下
り
す
る
八

O
歳

の
女
性
。
ま
た
、
親
子
三
代
に
渡
る
生
産
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
自
の
責
任
の
も
と
、

聞
場
も
売
り
上
げ
も
管
理
し
て
い
る
が
、
相
互
に
支
え
合
い
な
が
ら
目
標
と
生
き
が
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い
を
も
っ
て
花
つ
く
り
に
取
組
ん
で
い
る
。

六
合
村
で
初
の
女
性
免
許
取
得
者
で
あ
る
大
正
十
二
年
生
ま
れ
の
女
性
も
現
役
の

生
産
者
で
車
を
運
転
し
て
出
荷
に
向
か
う
。
こ
の
女
性
の
夫
は
、
自
分
が
免
許
を
取

る
と
妻
に
仕
事
の
き
つ
い
部
分
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
自
分
が
き
つ
い
仕
事
を

す
れ
ば
い
い
と
、
最
後
ま
で
免
許
を
取
ら
な
か
っ
た
。
何
十
年
も
前
か
ら
女
性
の
社

会
進
出
の
手
本
に
な
る
よ
う
な
農
業
経
営
を
実
践
し
て
い
る
生
産
者
が
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
田
舎
暮
ら
し
を
夢
見
て
村
を
訪
れ
る
人
に
は
、
花
つ
く
り
で
元
気
に

な
っ
た
村
が
魅
力
的
に
映
る
の
か
、
移
住
や
新
規
就
農
を
促
す
。
花
つ
く
り
に
魅
せ

ら
れ
移
住
し
て
き
た
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
も
い
る
。



産業・経済

生
活
・
環
境
整
備
面
に
お
け
る
特
徴

学
校
指
導
員
と
し
て
地
域
住
民
が
小
学
生
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
指

導
を
行
っ
て
い
る
(
年
間
約
十
回
)
。
指
導
員
は
皆
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
半
数
以
上

が
花
井
生
産
者
で
あ
り
、
山
野
草
を
含
む
花
の
苗
を
無
償
提
供
し
て
学
校
の
花
壇
の

手
入
れ
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
小
学
生
に
花
の
知
識
や
花
壇
づ
く
り
を
指
導
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
男
女

を
問
わ
ず
花
が
好
き
な
子
ど
も
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

部
会
員
は
、
村
内
小
中
学
校
や
道
の
駅
な
ど
の
敷
地
内
へ
花
井
の
植
栽
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
い
、
地
域
の
景
観
形
成
を
住
民
と
連
携
し
て
行
う
な
ど
、
地
域
の
美
化

活
動
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

、、‘

.E，r
1
1
 

〆，，
E

且軍、、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
強
化
、
都
市
住
民
と
の
交
流
等
へ
の
寄
与

ア

全
国
都
市
緑
化
群
馬
フ
ェ
ア
の
貢
献

平
成
二
十
年
に
開
催
さ
れ
た
全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
の
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
ヘ
立
候

補
し
た
結
果
、
「
花
楽
の
里
」
が
選
定
さ
れ
、
会
場
づ
く
り
に
つ
い
て
ワ

1
ク
シ
ヨ
ツ

プ
を
開
催
、
そ
の
際
に
花
井
生
産
者
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上
げ
た
「
花
楽
の
里
お

て
ん
ま
会
」

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で
花
苗
植
栽
等
を
実
施
、
そ
の
後
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
も
「
花
楽
の
里
お
て
ん
ま
会
」
と
住
民
共
働
で
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
は
、
六
合
の
花
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
山
野
草
企
画
展

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
解
説
員
に
よ
る
山
野
草
現
地
説
明
会
を
行
う
な
ど
の
都
市
農
村
交

流
を
検
討
し
て
い
る
。

イ

六
合
の
赤
岩
か
ら
国
の
赤
岩
ヘ
ー

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
・

赤
岩
集
落

花
井
栽
培
で
地
域
に
活
力
が
つ
い
た
結
果
、
地
域
全
体
で
村
を
守
っ
て
い
く
と
い

う
活
動
へ
も
発
展
し
て
い
っ
た
。
村
の
農
業
の
中
心
地
区
で
あ
り
比
較
的
良
好
な
農

地
が
広
が
っ
て
い
る
赤
岩
地
域
で
は
、
明
治
中
期
を
中
心
と
す
る
出
梁
・
出
桁
形
式

の
養
蚕
農
家
群
等
が
残
さ
れ
て
い
た
が
、
長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
傷
み
が
発
生

し
て
い
た
。
集
落
で
は
こ
の
遺
産
を
保
存
し
よ
う
と
、
赤
岩
ふ
れ
あ
い
の
里
委
員
会

を
中
心
と
し
て
自
主
的
に
保
存
活
動
を
始
め
た
。

保
存
活
動
を
行
っ
て
い
る
赤
岩
集
落
の
六
二
戸
の
う
ち
花
井
生
産
者
は
七
戸
で
、

花
井
栽
培
に
よ
る
収
入
が
地
域
の
農
業
収
入
の
大
半
を
占
め
る
。
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
制
度
等
の
補
助
事
業
も
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
内
に
あ
る
神
社
、
お
堂
等
の

歴
史
的
建
物
の
他
、
水
車
小
屋
等
の
施
設
を
修
理
し
、
積
極
的
な
保
存
を
集
落
で
行
つ

て
い
る
。
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そ
れ
ら
の
村
の
人
々
の
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
赤
岩
本
道
を
中
心
と
し
て
、
周

辺
の
農
地
、
集
落
の
周
り
に
あ
る
墓
地
や
御
堂
・
神
社
、
山
林
が
含
ま
れ
る
六
三
へ

ク
タ

l
ル
も
の
土
地
が
、
平
成
十
八
年
に
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
と
し
て

固
か
ら
指
定
さ
れ
た
。
同
地
区
に
つ
い
て
は
、
建
物
や
工
作
物
の
新
築
や
改
築
・
修

繕
な
ど
に
許
可
が
必
要
に
な
る
な
ど
厳
し
い
規
制
が
設
け
ら
れ
る
が
、
地
区
住
民
の

熱
意
と
努
力
に
よ
り
守
ら
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
ガ
イ
ド
活

動
も
始
ま
り
、
「
六
合
の
花
」
な
ど
地
域
性
と
併
せ
て
解
説
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
保
存
活
動
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
い
る
養
蚕
農
家
群
は
、
「
富
岡
製
糸

場
と
絹
産
業
遺
産
群
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
暫
定
一
覧
表
ヘ
追
加
記
載
提
案

さ
れ
て
お
り
、
平
成
十
九
年
六
月
に
ユ
ネ
ス
コ
世
界
委
員
会
で
、
世
界
遺
産
暫
定
一

覧
表
に
追
加
さ
れ
た
。



ウ

ね
ど
ふ
み
の
里
保
存
会

六
合
村
根
広
地
区
で
は
、
昔
か
ら
わ
ら
の
代
用
と
し
て
ス
ゲ
を
使
い
、
む
し
ろ
や

草
履
な
ど
を
作
っ
て
き
た
。
刈
り
取
っ
た
ス
ゲ
を
湯
の
中
で
踏
み
込
ん
で
柔
ら
か
く

す
る
作
業
の
こ
と
を
「
ね
ど
ふ
み
」
と
い
い
、
こ
の
保
存
会
は
技
術
伝
承
を
し
な
が

ら
一
般
向
け
の
体
験
指
導
も
行
っ
て
い
る
。
保
存
会
員
の
中
に
は
花
井
生
産
者
が
お

験
を
指
導
し
て
い
る
。

り
、
ね
ど
ふ
み
技
術
伝
承
の
ほ
か
山
採
り
し
た
ぶ
ど
う
ツ
ル
を
使
っ
た
か
ご
作
り
体

エ

よ
っ
て
が
ね
え
館

こ
の
施
設
で
は
、
か
つ
て
冬
期
収
入
源
の
一
部

と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
「
し
ゃ
も
じ
」
「
こ
ね
鉢
」

「
め
ん
ぱ
」
の
木
工
品
と
古
く
か
ら
村
人
の
暮
ら
し

の
中
で
使
わ
れ
て
き
た
「
こ
ん
こ
ん
ぞ
う
り
」

手
作
り
体
験
が
で
き
、
こ
の
施
設
の
講
師
に
も
花

丹
生
産
者
が
含
ま
れ
て
い
る
。

(2) 

の

ア

地
域
の
定
住
促
進

地
域
へ
の
定
住
促
進
、
女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

テ
レ
ビ
番
組
で
六
合
村
の
花
井
生
産
の
取
組
が
紹
介
さ
れ
る
と
、
全
国
か
ら
注
目

を
集
め
、
全
国
各
地
か
ら
個
人
、
団
体
の
花
井
生
産
部
会
へ
の
視
察
が
増
え
た
。
そ

六合の花の始まり

の
結
果
、
平
成
十
六
年
か
ら
始
め
た
定
住
促
進
の
た
め
の
分
譲
地
「
湯
久
保
(
ゆ
く
ぼ
)

み
ど
り
タ
ウ
ン
」
で
は
東
京
や
千
葉
県
か
ら
の
定
住
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

神
奈
川
県
か
ら
村
に
移
住
し
た
夫
妻
が
「
定
年
世
代
の
勝
ち
組
マ
ネ
1
・
圏
内
移

住
で
手
に
入
れ
た
充
実
の
暮
ら
し
」
と
、
あ
る
雑
誌
で
紹
介
さ
れ
た
。
趣
味
と
実
益

を
兼
ね
た
花
つ
く
り
に
熱
中
、
目
を
輝
か
せ
夫
婦
仲
良
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て

い
る
姿
は
団
塊
の
世
代
に
活
力
と
勇
気
を
与
え
て
い
る
。

ま
た
、
他
の
雑
誌
で
も
「
生
き
が
い
か
ら
の
花
つ
く
り
か
ら
始
ま
っ
た
山
野
草
の

産
地
」
や
「
山
野
草
で
生
ま
れ
た
山
の
上
の
花
産
地
」
と
し
て
六
合
村
が
紹
介
さ
れ
た
。

こ
う
い
っ
た
雑
誌
や
テ
レ
ビ
番
組
で
六
合
村
に
興
味
を
持
ち
、
花
つ
く
り
を
し
た

い
と
移
住
し
て
く
る
U
タ
1
ン
者
に
は
、
積
極
的
に
畑
仕
事
の
指
導
を
し
て
い
る
。

イ

女
性
の
社
会
参
画

前
述
し
た
と
お
り
、
花
井
生
産
者
の
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
女
性
で
、
夫
が
部
会
員

ふるさと活性化センター(世立)

で
も
生
産
は
妻
が
中
心
と
い
う
農
家
が
多
い
。
六
合
村
教
育
委
員
会
で
設
置
し
て
い

る
「
学
校
指
導
員
」
に
も
女
性
が
含
ま
れ
て
お
り
、
現
在
は
小
中
学
校
の
卒
業
式
に

卒
業
生
が
胸
に
つ
け
る
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
六
合
村
で
栽
培
し
て
い
る
花
を
使
い
、
女
性
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部
員
や
花
楽
の
里
関
係
者
が
作
成
し
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
る
。
村
の
文
化
祭
に
は

女
性
部
で
、
六
合
村
の
花
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
等
の
展
示
発
表
を
行
い
、
文
化
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

女
性
の
花
井
生
産
者
の
中
に
は
、
県
認
定
の
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
県

内
各
地
の
農
村
女
性
を
指
導
し
、
活
躍
し
て
い
る
者
も
い
る
。

ま
た
、
平
成
八
年
に
発
足
し
た
花
井
生
産
者
を
含
む
女
性
や
高
齢
者
が
主
体
と

な
っ
た
「
世
立
八
滝
(
よ
だ
て
は
っ
た
き
)

の
会
」
で
は
、
入
山
(
い
り
や
ま
)
の

名
を
用
い
た
「
入
山
か
り
ん
と
う
」
や
「
入
山
き
ゅ
う
り
」
な
ど
の
特
産
物
作
り
や

民
話
の
伝
承
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

q
J
 

過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
村
に
住
む
高
齢
者
が
元
気
と
い
う
こ
と
は
、
村
そ
の
も

元
気
な
高
齢
者
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の
が
元
気
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

高
齢
者
が
花
井
栽
培
を
続
け
ら
れ
る
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
は
、
仲
間
同

士
の
支
え
合
い
と
良
い
意
味
で
の
ラ
イ
バ
ル
意
識
で
あ
る
。
苗
の
融
通
や
技
術
交
換
が

生
産
者
同
士
で
行
わ
れ
、
県
普
及
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
講
習
会
で
も
生
産
者
の
代

表
が
講
師
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
自
主
性
が
自
立
に
つ
な
が
り
、
自
信
に
つ
な
が
る
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
、
鳥
獣
被
害
の
点
か
ら
い
っ
て
も
、
花
は
野
菜
な
ど
の
農
作
物
と
違

い
エ
サ
と
な
り
に
く
く
、
被
害
が
少
な
い
。
被
害
が
少
な
い
こ
と
も
や
る
気
を
引
き
出

す
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
鳥
獣
害
防
除
は
、
皆
で
協
力
し
合
っ
て
行
っ
て
い
る
。

特
に
、
年
金
プ
ラ
ス
花
の
収
入
で
孫
に
小
遣
い
を
や
り
、
ま
た
、
家
の
修
理
等
に

も
協
力
し
、
若
い
者
か
ら
も
喜
、
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
い

る
。
あ
と
一

O
年
経
つ
と
孫
が
結
婚
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
時
、
家
を
建
て
て
や

る
と
張
り
切
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
夢
と
希
望
を
持
つ

て
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

年
金
プ
ラ
ス
花
の
収
入
で
家
庭
に
は
潤
い
と
活
力
が
生
ま
れ
「
生
涯
現
役
」
と
頑

張
っ
て
い
る
。

アルケミラエキナセアと黒岩勇花井部会長

資料作成平成 22年 3月 1日平成 21年度JAあがっま花き生産部会六合支部実績表

(単位:円)

切り花 3月 4月 5月 6月 7月 8月

H21年度 3，916，173 5，818，300 13，275，032 9，544，116 10，083，552 10，312，217 

H20年度 4，333，322 6，410，889 15，282，868 9，457，611 13，903，634 11，155，554 

対比(%) 90，4% 90，8% 86，9% 100，9% 72，5% 92，4% 

販売高

9月 10月 11月 12月 I月 2月 計

16，608，241 12，287，647 2，543，225 2，951，820 2，331，970 2，964，490 92，636，783 

21，233，614 13，268，983 2，616，241 2，303，092 2，540，542 3，244，810 105，751，160 

78，2% 92，6% 97，2% 128，2% 91，8% 91，4% 87，6% 

切り枝 3月 4月 5月 6月 7月 8月

H21年度 343，188 462，120 278，688 182，930 209，640 183，730 

H20年度 369，085 306，900 272，511 321，355 198，100 221，470 

対比(%) 93，0% 150，6% 102，3% 56，9% 105，8% 83，0% 

9月 10月 11月 12月 I月 2月 計

902，395 2，400，974 1，813，591 2，562，485 191，777 196，048 9，727，566 

1，010，675 2，342，641 1，923，735 1，583，375 103，882 128，080 8，781，809 

89，3% 102，5% 94，3% 161，8% 184，6% 153，1 % 110，8% 
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出荷数

切り花 3月 4月 5月

H21年度 768 1，026 3，003 

H20年度 1，067 1，106 2，889 

対比(%) 72，0% 92，8% 103，9% 

9月 10月 11月 12月

6，864 5，574 780 500 

7，802 6，001 913 368 

88，0% 92，9% 85，4% 135，9% 

切り枝 3月 4月 5月

H21年度 164 258 143 

H20年度 159 127 104 

対比(%) 103，1 % 203，1 % 137，5% 

9月 10月 11月 12月

343 1，154 629 729 

276 973 689 582 

124，3% 118，6% 91，3% 125，3% 

注)H21年度=平成 21年3月~平成 22年2月

H20年度=平成 20年3月~平成 21年2月

切花・切枝合計

販売高合計 3月 4月 5月

H21年度 4，259，361 6，280，420 13，553，720 

H20年度 4，702，407 6，717，789 15，555，379 

対比(%) 90，6% 93，5% 87，1 % 

9月 10月 11月 12月

17，510，636 14，688，621 4，356，816 5，514，305 

22，244，289 15，611，624 4，539，976 3，886，467 

78，7% 94，1% 96，0% 141，9% 

出荷数合計 3月 4月 5月

H21年度 932 1，284 3，146 

H20年度 1，226 1，233 2，993 

対比(%) 76，0% 104，1 % 105，1 % 

9月 10月 11月 12月

7，207 6，728 1，409 1，229 

8，078 6，974 1，602 950 

89，2% 96，5% 88，0% 129，4% 
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(単位:梱包)

6月 7月 8月

2，812 3，791 4，594 

2，865 4，763 5，466 

98，2% 79，6% 84，0% 

I月 2月 計

404 571 30，687 

500 759 34，499 

80，8% 75，2% 89，0% 

6月 7月 8月

98 69 73 

136 48 66 

72，1 % 143，8% 110，6% 

l月 2月 計

57 65 3，782 

37 42 3，239 

154，1 % 154，8% 116，8% 

(単位:円)

6月 7月 8月

9，727，046 10，293，192 10，495，947 

9，778，966 14，101，734 11，377，024 

99，5% 73，0% 92，3% 

I月 2月 計

2，523，747 3，160，538 102，364，349 

2，644，424 3，372，890 114，532，969 

95，4% 93，7% 89，4% 

6月 7月 8月

2，910 3，860 4，667 

3，001 4，811 5，532 

97，0% 80，2% 84，4% 

l月 2月 計

461 636 34，469 

537 801 37，738 

85，8% 79，4% 91，3% 
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問申四ト~21 年度

一後-H20年度
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六合の花の始まり

平成 21年度主な出荷品目
(切り花)

口口日 名 出荷数 単 価 品 名 出荷数 単 価

センニチコウ 478 1，727 クレマチス 24 2，442 
ノ、ボタン 11 1，658 グリーンゴールド 3 1，020 
レイシ 13 1，677 シャクヤク 3 2，387 

ユリ 2，000 ソリダコ 64 2，134 

アスター 119 2，439 ププレウラム 134 2，337 

クジャクソウ 4 2，175 ベニバナ 4 2，250 

ニゲラ 44 2，626 オミナエシ 12 1，742 

ノコギリソウ 1，500 オトコエシ 2，200 

ヒマワリ 6 2，933 アストランチァ 1，017 3，697 

ワレモッコウ l 990 アマランサス 274 1，798 

スピードリオン 184 3，028 アルケミラ 3，426 3，881 

トラノオ 273 2，518 カボチャ(クニマル) 4 1，400 
フジノ守カマ 1，742 2，571 クリスマスローズ 694 5，637 

ルドベキア 205 2，222 コスモス 7 3，006 

レウカンサ 4，250 セダム 9，696 2，417 

フロックス 619 2，561 セロシアシャロン 83 1，593 

アスチルベ 955 4，689 トリカプト 354 3，394 

モナルダ 23 2，584 ヒペリカム 799 2，459 
ハンゲッショウ 10 3，350 ヒメヒマワリ 808 2，348 

カシアパアジサイ 28 1，943 ヒオウギミ 335 4，027 

トロリウス 56 3，884 ベロニカ 5 3，724 

ムギ 58 1，398 マツムシソウ 34 2，529 

シモツケ 26 1，311 ミズヒキソウ 162 2，256 

クガイソウ 14 2，061 ルリダマアザミ 89 2，219 

リアトリス 6 1，517 センニチコウパイカ 270 2，029 

カライトソウ 29 1，193 センニチコウパープル 154 1，590 

アゲフタム 57 2，578 センニチコウレッド 3，000 

アイリッシュアイズ 1 100 センニチコウピンク 47 1，883 

へレニューウム 226 1，758 センニチコウホワイト 108 1，887 

ケイトウ 27 2，140 センニチコフイフック 3 1，533 

ホトトギス 415 3，521 センニチコウストロペリー 5 2，580 
カンノ宮ニュラ 3 1，610 ピンピネラ 41 2，905 

ベンケイソウ 800 パイカウツギ 4 1，425 

アジサイ 137 2，737 エリンジュウム 2 1，200 
キョウカノコ 8 2，106 ダスティーミラー 688 5，204 

ユーホルビア l 150 クリスマスローズ・ F 228 3，921 

トウガラシ 4 2，425 アゲフタムブルー 324 2，308 

ラムズイヤー 107 2，734 アゲラタムホワイト 11 2，273 

ベッチーズプルー 70 3，526 混合 1，035 3，339 

キク 406 3，078 その他 2，312 3，113 

ホオズキ 215 2，115 

フサスグリ 17 2，855 計 23，265 

マリーゴールド 1，750 

キンギョソウ 20 1，087 

キキョウ 8 3，088 

トクサ 2，400 

オダマ 24 4，903 

計 6，656 l口L 計 29，921 2，970 
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(切り枝)

口口口 名 出荷数 単 価

ギボウシ 2，000 

パニカム 3 2，833 

コクアヅル 15 4，173 

ヤドリギ 209 4，156 

サンゴオトギリ 1，750 

ツ1レウメモドキ 115 1，673 

スノーボール 39 1，873 

アカツル 1，387 3，240 

キンノTコデマリ 899 1，427 

サンゴミズキ 41 2，356 

フジツル 9 2，467 

ユキヤナギ 200 

トサミズキ 3，000 

ウツギ I 2，000 

サクラ 2 361 

ナナカマド 14 2，112 

カエデ I 1，500 

コブシ 3 1，000 

混合 154 2，940 

その他 754 2，343 

ふちがみともお

淵上奉夫氏によるフラワーアレンジ
メ口L 計 3，650 2，571 
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六合の花の始まり

六合村の花き態発金額の推移

四叫
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ーーー圃‘

一一ー‘

六
合
の
特
産
物

メ
ン
パ
、
シ
ャ
モ
ジ
、
ヒ
シ
ャ
ク
、
木
鉢

六
合
村
は
上
信
国
境
の
奥
深
い
渓
谷
の
村
で
、
村
土
の
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
林

原
野
で
あ
る
。
標
高
は
六

O
O
m
1
二、

O
O
O
m
、
地
形
急
峻
の
き
わ
め
て
自
然

条
件
の
厳
し
い
山
村
で
あ
る
。

文
政
三
年
(
一
八
二

O
年
)
、
江
戸
時
代
後
期
の
越
後
の
文
人
鈴
木
牧
之
が
秋
山

郷
を
訪
れ
た
際
、
六
合
村
に
立
ち
寄
っ
て
、
感
想
や
風
物
に
つ
い
て
、
「
秋
山
記
行
」

の
中
に
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
「
此
の
入
山
は
こ
と
更
ら
深
山
の
奥
な
れ
ば
耕

作
も
出
来
、
ず
年
中
の
業
は
細
工
物
な
り
」
と
あ
る
。
こ
の
「
細
工
物
」
と
い
う
は
、

メ
ン
パ
、

シ
ル
シ
ャ
モ
ジ
)
、
ヒ
シ
ャ
ク
、
木
鉢
が

シ
ャ
モ
ジ
、
(
メ
シ
シ
ャ
モ
ジ
、

主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

農
業
だ
け
で
は
暮
ら
し
が
立
た
ず
、
豊
富
な
森
林
資
源
に
活
路
を
見
出
す
し
か
な

く
、
い
ろ
い
ろ
な
木
を
活
用
し
た
木
工
製
品
「
細
工
物
」
が
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
十

年
ご
ろ
ま
で
大
量
に
生
産
さ
れ
た
。
「
入
山
の
メ
ン
パ
、

シ
ャ
モ
ジ
」
と
い
わ
れ
、

そ
の
名
は
関
東
圏
域
を
越
え
た
と
こ
ろ
ま
で
広
ま
っ
て
い
た
。

昭
和
三
十
二
年
十
月
か
ら
七
年
間
、
入
山
引
沼
の
山
本
茂
平
氏
(
昭
和
四
十
九
年

六
月
没
、
八
三
歳
)
が
、
農
林
業
の
傍
ら
、
群
馬
県
職
員
で
北
橘
村
の
今
井
善
一
郎

氏
へ
書
き
送
っ
た
書
簡
文
は
、
昔
の
子
供
の
遊
び
、
民
俗
行
事
、
言
語
、
習
俗
等
こ

ま
か
く
知
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
数
は
九

O
通
に
及
ぶ
も
の
で
、
貴
重
な
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
六
合
村
教
育
委
員
会
は
「
入
山
た
よ
り
」
と
し
て
、
茂
平
氏
の
御
子
息

山
本
俊
久
先
生
の
文
章
整
理
の
ご
協
力
を
得
て
、
書
簡
集
を
発
行
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
「
細
工
物
」
の
材
料
を
求
め
て
、
岩
管
山
、
白
砂
山
、
四
万
川
の

上
流
の
山
々
に
、
作
業
小
屋
を
建
て
て
七
自
ら
一

0
日
間
も
泊
ま
り
込
み
で
入
り
、

山
仕
事
に
精
を
出
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
植
の
屋
根
板
を
作
っ
て
都
会
へ
搬
出
し
た
。
ま
げ
物
の
製
作
で
は
、

道
中
で
一
泊
し
て
、
荷
場
へ
出
て
、
家
か
ら
荷
付
け
の
者
と
出
合
っ
た
。
遠
く
へ
一

泊
し
て
行
く
と
き
は
「
ニ
ジ
ョ
ウ
ツ
キ
」
と
言
っ
た
。
年
寄
り
ゃ
子
供
は
近
い
山
で

仕
入
れ
た
。
閥
葉
樹
で
作
っ
た
杓
子
は
近
い
所
で
仕
入
れ
た
。

杓
子
の
原
木
が
少
な
く
な
る
と
、
遠
く
利
根
郡
、
勢
多
郡
、
秩
父
の
山
、
信
州
の

伊
那
、
雑
魚
山
や
戸
隠
山
、
遠
州
、
福
島
県
な
ど
と
遠
征
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
山
師
の
楽
し
み
ゃ
、
仕
事
の
道
具
や
泊
ま
り
込
み
の
生
活
用
具
を
入
れ
た
「
山
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箱
入
組
品
」
の
内
容
も
詳
述
し
て
い
る
。

春
か
ら
十
日
夜
ま
で
農
閑
期
に
(
山
か
ら
)
仕
入
れ
た
材
料
で
、
年
の
暮
ま
で
作
つ

た
。
夜
な
べ
、
朝
な
べ

(
三
時
頃
か
ら
)
仕
事
を
し
て
稼
い
で
い
る
。

入
山
中
学
校
は
、
昭
和
五
十
三
一
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
ま
で
一
五
年
間
、
「
入
山

研
究
」
と
呼
ん
で
全
校
挙
げ
て
郷
土
学
習
に
取
り
組
み
、
活
動
の
内
容
と
成
果
を
発

表
会
を
と
お
し
て
地
域
社
会
へ
報
告
し
て
い
る
。

入
山
中
学
校
は
、
「
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
」
と
題
し
入
山
中
学
校
郷
土
学
習
調
査

報
告
書
と
し
て
ま
と
め
、

一
O
年
の
節
目
で
発
行
し
、
続
く
五
年
間
の
調
査
報
告
書

を
続
編
と
し
て
発
行
し
た
。
平
成
五
年
度
の
中
学
校
の
統
合
を
前
に
ひ
と
区
切
り
を

つ
け
る
こ
と
を
余
儀
無
く
し
た
が
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
第
七
号
(
昭
和
五
十
九
年
度
)
の
調
査
活
動
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
班
が
「
入

山
の
ま
げ
物
づ
く
り
」
を
主
題
に
決
め
て
い
る
。
調
査
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、



年
生

山
本
秀
幸

しゃもじ作り

年
生

山
本
安
広
、
関

恵
美
、
山
本
直
子

三
年
生

中
村
五
月
、
山
本
隆
仁
、
竹
淵
和
秀
、
山
本
次
男

の
八
人
の
班
で
あ
っ
た
。
主
題
を
決
め
る
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
は
、
あ
る
老
人
が

「
入
山
の
ま
げ
物
づ
く
り
は
、
入
山
の
男
の
生
き
る
道
で
あ
り
、
村
中
の
男
は
、
こ

れ
を
競
争
で
作
り
、
材
料
集
め
も
必
死
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
家
中
の
人
も
ま

げ
物
作
り
に
協
力
し
て
生
き
て
き
た
。
」
と
の
話
を
聞
い
て
、
今
滅
び
よ
う
と
し
て

い
る
こ
の
産
業
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

O
昔
の
人
の
生
活
の
様
子

O
昔
の
人
の
知
恵

O
昔
の
人
の
生
き
抜
く
力
強
さ

等
を
知
る
事
が
で
き
る
と
考
え
た
か
ら
だ
と
い
う
。

調
査
の
あ
ら
ま
し
は
、

O
研
究
の
計
画
、

六合の特産物

ま 販単生
作り道具材料種類

移京dり由kてt
1)" 売価産

研勾プ恒u 4却 yレ 量 方
と わ
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研
究
を
進
め
た
の
は
主
に
夏
休
み
中
で
あ
っ
た
。
聞
き
取
り
は
、
班
テ

1
マ
だ
け

で
は
と
て
も
で
き
ず
、
ま
げ
物
づ
く
り
と
昔
の
生
活
の
様
子
全
体
を
聞
く
よ
り
ほ
か

は
な
か
っ
た
と
反
省
点
も
見
て
来
年
に
生
か
そ
う
と
し
て
い
る
。

研
究
方
法

O
研
究
と
の
か
か
わ
り

入
山
の
ま
げ
物
作
り
の
研
究
は
「
入
山
地
区
工
業
調
査
」
を
大
正
八
年
と
昭
和
九

年
ご
ろ
行
い
、
そ
の
結
果
を
役
所
に
残
し
た
り
、
県
に
報
告
し
た
こ
と
が
あ
る
と
い

う
老
人
の
話
か
ら
期
待
し
て
役
場
に
行
っ
て
調
べ
よ
う
と
し
た
が
、
大
正
九
年
の
第

一
回
国
勢
調
査
以
前
の
記
録
は
ひ
と
つ
も
な
か
っ
た
。

O
聞
き
取
り

そ
こ
で
、
知
っ
て
い
る
人
か
ら
聞
き
取
る
し
か
調
べ
よ
う
が
な
い
の
で
、
地
区
全

体
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
昔
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
老
人
、
研
究
者
等
を
つ
か
ん

だ
ま
げ
物
づ
く
り
が
入
山
で
盛
ん
だ
っ
た
の
は
、
今
八

O
歳
ぐ
ら
い
の
人
達
(
明
治

末
期
生
ま
れ
)

の
親
の
代
で
今
か
ら
一

O
O年
位
昔
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

ど
の
老
人
も
昔
の
こ
と
を
は
っ
き
り
覚
え
て
い
て
く
れ
て
、
思
い
の
ほ
か
す
ら
す

ら
と
話
し
て
く
れ
た
が
、
話
し
て
く
れ
る
年
代
の
こ
と
が
、
大
正
初
期
で
あ
っ
た
り
、

明
治
末
期
の
こ
と
で
あ
っ
た
り
、
昔
、
親
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
っ
た
り
し
て
、
内
容

に
差
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

O
聞
き
と
り
の
ポ
イ
ン
ト

そ
こ
で
聞
き
取
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
決
め
、
ど
の
人
に
も
同
じ
質
問
を
し
、
多
く
の

人
が
同
じ
説
明
を
し
て
く
れ
た
内
容
が
真
実
に
近
い
様
子
で
あ
ろ
う
と
判
断
す
る
こ

と
に
し
た
。

①
ま
げ
物
作
り
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

②
男
と
ま
げ
物
づ
く
り
の
生
活

③
現
金
収
入
の
道
と
し
て
の
ま
げ
物
づ
く
り

④
販
売
ル

1
ト

⑤
生
産
の
様
子
(
も
と
じ
め
制
度
)

⑥
ど
の
く
ら
い
の
人
達
が
た
ず
さ
わ
っ
て
い
た
か

⑦
ど
の
く
ら
い
手
が
掛
か
っ
た
か

⑧
種
類
、
材
料
、
ま
た
材
料
あ
つ
め
の
様
子

⑨
技
術
輸
出
(
削
り
職
人
と
し
て
の
発
展
)

⑩
ど
の
く
ら
い
の
収
入

⑪
そ
の
頃
の
生
活
に
つ
い
て

O
よ
り
正
確
さ
を
め
ざ
し
て
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聞
く
人
の
い
る
地
区
に
偏
り
が
な
い
よ
う
対
象
も
入
山
全
地
区
(
田
代
原
、
世
立
、

根
広
、
引
沼
)

の
人
に
広
く
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
協
力
し
て
い
た
、
だ
い
て
、
話
し

て
く
れ
た
方
は
、

田
代
原

山
本
隆
吉
さ
ん
(
七
四
)

根

広

中
村
信
太
郎
さ
ん
(
七
八
)

世

山
本
武
男
さ
ん
(
七
四
)

立

ヲ|

沼

山
本
リ
ャ
ウ
さ
ん
(
七
五
)

ヨl

沼

山
本
忠
助
さ
ん
(
八
三
)

研
究
の
内
容

入
山
の
木
工
の
歴
史

メ
ン
パ
作
り
の
元
祖
は
、
小
倉
部
落
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。
「
な
ん
で
も



く
れ
た
。
」
と
、

昔
の
こ
と
、
ど
こ
か
ら
か
菅
笠
を
か
ぶ
っ
て
来
た
男
の
人
が
泊
ま
っ
て
い
て
教
え
て

い
う
。
教
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、
『
ヤ
ナ
ギ
ボ
シ
』
と
い
う
屋
号
を

か
ず
え

持
つ
、
小
倉
の
山
口
主
計
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
の
製
品
に
は
焼
印
が
お
し
で
あ
っ
た
。

(
一
八
二
五
年
)

の
「
上
州
吾
妻

郡
入
山
村
、

今
残
っ
て
い
る
文
献
で
は
、
文
政
八
年
六
月

苫
し
あ
げ
も
う
す
む
ら
が
ち
ょ
う
す
か
き
あ
げ
ち
ょ
う

指
上
申
村
柄
様
子
書
上
帳
」

に
よ
る
と
、

一
二
六
軒
の
家
が
あ
り
、

八
四
六
人
の
人
々
が
生
活
し
て
い
た
。

一
八
二
三

一
八
二
四

八八八八

O 八七五

八

文
政

天Z
保守

十十
一一八 七六

外武 O 
国 家 に イ
船社上ギ
打2会陸リ
払Eゆしス
令長き乱捕

づ暴鯨
ます船
るる員

常2
陸E

茨
城

000シ
天薩水 1
保摩戸ボ
の藩斉わレ
大、昭Eト
き財、事
き政藩件
ん改政
(革改
らは革
三じを
十めお
七るこ
)な

つ

男
の
人
は
四
三
五
人
、
女
の
人
が
四

O
九
人
、
修
験
者
と
い
う
人
が
二
人
だ
っ
た
。

ひ
き

馬
は
九
四
疋
、
牛
は
い
な
い
。
さ
ら
に
「
農
業
之
間
ニ
ハ
男
ハ
下
駄
、
柄
杓
稼
仕
候
」

と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
文
政
年
間
以
前
か
ら
入
山
地
区
に
木
工
業
が
あ
っ
た

二
O
軒

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
当
時
は
全
世
帯
が
作
っ
て
い
た
と
聞
い
た
の
で
、

ぐ
ら
い
、
又
は
そ
れ
以
上
の
家
で
木
工
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

の

「
村
差
出
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
男
の
人
は
農

天
保
十
年
(
一
八
三
九
年
)

六合の特産物

「
ー
女
の
人
の
カ
セ

業
の
聞
に
下
駄
や
柄
杓
を
つ
く
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、

ぎ
な
に
に
て
も
ご
ざ
な
く
そ
う
ろ
う

義
何
ニ
而
も
無
御
座
候
」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、

こ
の
頃
は
女
の
人
の
稼
ぎ
は

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
育
児
や
農
業
、
ま
た
は
、

一
番
山
、
二
番
山
か
ら
の
運

搬
を
や
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

一 一一 一
八 ^八 八
四
一 九八 七

天保Z管
十 十
一 九 J¥ 一

保支 E二よモ

の 空さ ゃ徳宮尊撃退り リ 平立
改革 んの ソ八苦号

、獄7 ン郎

高野長英金 す号浦賀 の
か2え 小る 乱

い 原藩固 に 大

ら. の 港入)阪

ら 霊 令立
fift 改革

る に

明
治
十
年
(
一
八
七
八
年
)

の
吾
妻
郡
誌
に
は
、
入
山
村
の
産
物
と
し
て
、
揖
慨

粉
一
五

O
貫
目
、
穣
縄
一

O
駄
、
下
駄
下
履
一

O
O駄
と
あ
る
。

一
貫
目
は
約

七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

一
駄
は
約
八
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
か
ら
、
下
駄
下
履
は
八
、

四
0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
分
、
柄
杓
二
五
、
二

0
0キ
ロ
グ
ラ
ム
分
、
杓
子
四
、
二

O
Oキ
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ロ
グ
ラ
ム
分
と
い
う
計
算
で
あ
る
。
そ
し
て
、
民
業
男
・
農
商
工
業
及
、
び
猟
師
を
す

る
も
の
一
七
七
戸
(
内
商
一
五
戸
、

工
一
七
五
戸
、
猟
師
二
一
戸
)
と
あ
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
当
時
工
業
を
し
て
い
た
人
は
一
七
五
人
以
上
は
い
た
。
中
に
は
猟
師
を
や

り
な
が
ら
木
工
を
し
て
い
た
人
、
農
業
の
傍
ら
冬
仕
事
と
し
て
作
っ
た
人
も
い
た
ら

し
しh

一 一一 一
八 八 八 八
J¥ 七 七 七。九 八 七

十 十 十
治十明

一 一一

高成員 害量 量時E実最 裏重自 書警 量警

盟同 沖縄県利通、(刃 地価の

が と殺暗四 一一
で な^
き るさ) 五
る れ % 

る
( 軽
四 く
九 す

る
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。
一
駄
の
も
と
め
方

一
駄
H

一
四

O
斤、

一
斤

u
一
六

O
も
ん
め

一
貫
目
U

一
も
ん
め
リ

0
.
0
0

七
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

原
木
は
、
野
反
周
辺
か
ら
越
後
に
か
け
て
の
広
大
な
山
々
か
ら
自
由
に
取
っ
て
き

た
。
野
反
湖
に
は
大
正
十
年
頃
に
は
基
地
(
小
屋
)
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
た
と
い

う
(
引
沼
山
本
碧
さ
ん
の
話
)
、
野
反
の
奥
、
新
潟
県
大
倉
山
付
近
の
岩
の
下
や
小

屋
が
け
を
し
て
基
地
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
秋
山
郷
で
鳴
く
鶏
の
声
が
聞
こ
え
た
と

い
う
。
良
い
材
料
を
得
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
、

一
0
日
聞
か
け
て
、

ひ
と
し
ょ

い
分
集
め
る
の
が
や
っ
と
だ
っ
た
。
だ
か
ら
ど
の
く
ら
い
苦
労
し
た
か
想
像
も
つ
か

な
い
ほ
ど
大
変
な
仕
事
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
山
を
登
る
と
き
に
は
わ
ら
じ
が
履
物
で

あ
っ
た
。

入
山
メ
ン
パ
は
、
そ
の
昔
「
草
津
メ
ン
パ
ヘ
柄
杓
は
「
草
津
湯
ピ
シ
ャ
ク
」
と

し
て
関
東
甲
信
越
地
方
に
知
ら
れ
て
い
た
。
草
津
で
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、

今
か
ら
一

O
O年
以
上
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
頃
の
入
山
は
、
今
よ
り
耕
地
が

少
な
か
っ
た
ろ
う
か
ら
現
金
収
入
と
し
て
は
、

メ
ン
パ
な
ど
が
大
半
を
占
め
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
明
治
六
年
(
一
八
七
三
年
)

の
地
租
改
正
に
よ
り
、
入
山
の
山
山
は
国

有
林
と
な
り
、

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
自
由
に
原
木
を
伐
採
し
て
く
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
原
料
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
日
本
の
人
口
は
増

え
続
け
、
各
家
庭
か
ら
の
必
要
度
は
ま
す
ま
す
ふ
え
て
、
作
っ
て
も
作
っ
て
も
品
不

足
で
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
て
原
木
が
入
手
し
づ
ら
く
な
る
と
、
問
屋
(
元
締
)
も
手
を
引
き
、
原
木

購
入
は
生
産
者
が
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
う
な
る
と
メ
ン
パ

生
産
か
ら
離
れ
る
人
が
多
く
な
り
、
雑
木
林
で
の
炭
焼
き
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

問
屋
(
元
締
)
も
次
第
に
炭
焼
き
の
方
へ
移
っ
て
い
っ
た
。

。
大
正
時
代
か
ら
昭
和
十
六
年
頃
ま
で
の
入
山
の
木
工
分
布

根
広

マ
ル
メ
モ
ノ
専
門
で
ヒ
シ
ャ
ク

寸

H
H
J

沼

メ
ン
。
ハ
と
ヒ
シ
ャ
ク

世
11. 

メ
ン
パ
専
門

和
光
原

シ
ャ
ク
シ

京
塚

ヒ
シ
ャ
ク

長
平

シ
ャ
ク
シ

昭
和
十
六
、
七
年
頃
に
は
、
国
家
命
令
で
ほ
ぼ
強
制
的
に
炭
焼
き
を
や
ら
さ
れ
た
。

322 

こ
れ
は
当
時
の
日
本
で
は
、
木
炭
は
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
、
今
の
石
油
に
相
当

す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
頃
メ
ン
パ
は
、
作
っ
て
も
売
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け

人
々
の
購
買
力
が
低
下
し
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
は
、
戦
争
が
終
り
、
金
属
器

の
と
ぼ
し
い
時
代
だ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。

こ
の
ブ
l
ム
が
お
わ
る
と
入
山
の
木
工
は
、
ま
ず
ヒ
シ
ャ
ク
が
な
く
な
り
、
次
に

木
鉢
・
メ
ン
パ
・
汁
ジ
ャ
ク
シ
と
消
え
て
ゆ
き
、
昭
和
三
十
年
頃
に
は
、
生
業
と
し

て
も
生
産
は
な
く
な
っ
た
。

今
で
は
観
光
用
に
数
人
の
人
が
つ
く
っ
て
い
る
が
、
昔
ほ
ど
の
生
産
量
は
な
い
。

材
料
・
種
類
・
道
具
・
作
り
方

一
、
材
料

メ
ン
パ



六合の特産物

O
杉
・
松
・
も
み
・
サ
ワ
ラ
・
つ
が
・
と
う
ひ
・
と
ど
松
・
ひ
そ
木

メ
ン
パ
の
材
料
に
な
る
板

O
柾
目
の
板

O
目
づ
み
で
あ
る
(
何
年
も
か
け
た
木
)

O
節
が
な
い
こ
と

O
木
の
ね
ば
り
が
あ
る
こ
と
(
曲
げ
て
も
く
じ
け
な
い
)

シ
ャ
ク
シ

O
プ
ナ
・
ミ
ズ
プ
サ
・
ハ
ン
ノ
木

二
、
種
類①

飯
ジ
ャ
ク
シ

六
.
七
五
寸
・
八
寸
・
十
寸
・
一
.
二
尺
・
一
.
六
尺
・
三
尺
・
四
尺

②
汁
ジ
ャ
ク
シ

ま
め
っ
こ
・
大
ま
め
・
小
ま
め
・
三
、
八
(
サ
ン
パ
チ
)
四
寸

③
そ
の
他
・
メ
ン
パ
・
ひ
し
ゃ
く
・
シ
ャ
ク
シ
・
シ
ヤ
ジ
・
た
ち
う
す
・

木
ば
ち
・
ワ
リ
ゴ
な
ど

三
、
道
具メ

ン
パ

O
ヨ
キ
(
斧
)
・
ノ
コ
ギ
リ
・
ナ
タ
・
ツ
チ
・
ワ
リ
ナ
タ
・
ヤ
(
ク
サ
ビ
)
・

ス
グ
セ
ン
・
ト
ギ
パ
サ
ミ
・
マ
ガ
リ
ゼ
ン
・
コ
ガ
タ
ナ
・
タ
チ
・
金
槌

底
マ
ワ
シ
・
ハ
サ
ミ
・
キ
リ
・
メ
サ
シ
・
ヌ
イ
パ
サ
ミ
・
尺
棒
・
ケ
ズ

リ
台
・
カ
ン
ナ
・
ケ
ズ
リ
台
の
足
・
胸
ア
テ
・
デ
ッ
コ
ロ
・
キ
ン
マ
ワ

シ
台
・
曲
、
げ
板

汁
ジ
ャ
ク
シ

O
エ
グ
リ
台
・
の
こ
ぎ
り
・
砥
石
・
胸
当
て
・
槌
・
キ
リ
マ
ワ
シ
台
・

エ
グ
リ
ゼ
ン
・
ナ
タ
・
ス
グ
セ
ン
・
大
ナ
タ
・
マ
ガ
リ
ゼ
ン

飯
ジ
ャ
ク
シ

O
の
こ
ぎ
り
・
(
玉
切
り
・
カ
タ
ヒ
キ
用
)
・
ナ
タ
(
二
丁
)
・
マ
ガ
リ
ゼ

ン
ア
ラ
シ
コ

(
ス
グ
セ
ン
)
・
エ
コ
キ
ゼ
ン
・
ス
グ
セ
ン
・
メ
ン
コ
ロ
シ
・

メ
エ
カ
キ
・
ア
ナ
ア
キ
ゼ
ン
・
胸
当
て
・
切
り
ま
わ
し
台
・
砥
石
三
丁

四
、
作
り
方

メ
ン
パ
は
、
山
か
ら
採
っ
て
き
た
厚
板
に
ヤ
を
打
ち
こ
み
、
皮
を
は
ぎ
な
が
ら
小

さ
く
作
り
や
す
い
よ
う
に
切
り
ま
す
。
セ
ン
で
削
っ
た
板
を
湯
の
中
に
入
れ
て
、
デ
ツ

コ
ロ
で
曲
げ
、

ハ
サ
ミ
に
は
さ
み
乾
か
し
ま
す
。
桜
の
木
の
皮
な
ど
採
っ
て
お
い
て

メ
ン
パ
に
縫
い
つ
け
ま
す
。

一
緒
に
底
を
作
り
ま
す
。
底
を
入
れ
て
カ
ン
ナ
で
削
つ

て
仕
上
げ
、
そ
の
他
も
厚
木
を
全
部
手
で
削
っ
て
形
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
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生
産
量
・
単
価
・
販
売
ル

l
ト

一
、
生
産
量

定
人
夫
(
仕
事
が
良
く
で
き
る
人
)
が
夜
の
十
二
時
頃
ま
で
起
き
て
仕
事
を
し
て

も

一
日
の
仕
事
の
量
は
、
野
、
ド
リ
で
削
る
板
の
量
は
約
三

O
O枚
、
割
る
の
は
木

が
良
け
れ
ば
ノ
コ
ギ
リ
で
コ
マ
に
切
っ
て
割
る
か
ら
二

O
O枚
、
デ
ッ
コ
ロ
で
曲
、
げ

て
や
る
の
は
六

O
組
、
カ
ッ
パ
で
と
め
る
の
が
約
六

O
組
、
底
を
入
れ
て
仕
上
げ
る

の
が
約
六

O
組
、
こ
れ
が
、
昔
の
人
の
一
日
の
メ
ン
パ
の
生
産
量
で
し
た
。

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
二

1
一
二
日
で
一

O
O本、

マ
ン
マ
ジ
ャ
ク
シ
は
八
寸
な
ら
一
日

二
五

O
本
、
六
寸
な
ら
三

O
O本
、
と
い
う
割
合
で
作
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

今
で
は
、

一
日
メ
ン
パ
は
二
コ
、

シ
ャ
ク
シ
は
一
五
本
位
し
か
作
れ
な
い
そ
う
で

す。
生
産
量
を
つ
か
む
の
は
、
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
生
産
さ
れ
た
も
の
が
、



産業・経済

役
場
や
農
協
に
集
約
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
何
人
か
い
た
「
も
と
じ
め
」
さ
ん
の
所

に
集
約
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
だ
か
ら
正
式
な
記
録
が
残
り
に
く
い
訳
で
す
。
ま
た
、

正
式
に
報
告
す
る
と
、
税
金
の
対
象
に
も
な
る
の
で
、
正
し
く
数
を
知
ら
せ
る
こ
と

を
避
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
昔
は
夜
な
べ
を
し
て
作
っ
た
の
で
一
日
に
作
る
量
は
、
人
に
よ
っ
て
ち
が

い
ま
し
た
。
ま
た
腕
の
ち
が
い
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

二
、
単
価

メ
ン
パ
は
明
治
に
は
一

0
1
一
五
銭
、
大
正
で
は
六
銭
、
昭
和
初
期
で
は
七
銭
位

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

単
価
に
つ
い
て
は
、
確
か
な
資
料
が
な
く
あ
ま
り
良
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
大
正
十
年
頃
根
広
の
中
村
さ
ん
が
三
ヶ
月
間
ま
げ
物
を
削
り
に
行
っ
て
、

一
O
O円
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
か
ら
、
こ
の
頃
も
そ
ん
な
に
高
い
値
段
で

は
、
売
ら
な
か
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
は
一
個
い
く
ら
の
計
算
は
、
し
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

※
も
と
じ
め
制
度
に
つ
い
て

各
部
落
に
「
も
と
じ
め
」
さ
ん
と
い
う
商
い
を
す
る
人
が
い
て
、
そ
の
人
に
「
タ

ナ
コ
」
と
呼
ば
れ
る
ま
げ
職
人
さ
ん
が
五

1
六
人
い
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
「
タ
ナ
コ
」

の
生
活
必
需
品
は
、
全
部
「
も
と
じ
め
」
さ
ん
が
だ
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
品
物
を
貰
う
代
わ
り
に
ま
げ
物
を
作
っ
て
納
め
る
訳
で
す
。

そ
の
頃
は
、

一
日
ど
れ
だ
け
作
れ
ば
い
く
ら
に
な
る
と
い
う
計
算
は
、
出
来
な
い

の
で
と
に
か
く
量
を
「
作
れ
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
だ
か
ら
「
タ
ナ
コ
」

の
人
た
ち

は
損
を
し
て
い
る
か
と
く
を
し
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
精
算
は
、
盆
・

暮
の
勘
定
に
な
り
、
そ
れ
ま
で
に
「
タ
ナ
コ
」

の
借
り
が
多
け
れ
ば
、
強
制
的
に
「
も

と
じ
め
」
さ
ん
が
何
月
何
日
ま
で
に
あ
る
一
定
の
量
を
作
れ
と
命
令
し
た
そ
う
で
す
。

販
売
ル

1
ト

ま
げ
物
の
販
売
は
「
も
と
じ
め
」
「
ナ
カ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
人
が
、
村
内
の
製
品

を
集
め
て
各
地
に
出
荷
、
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
中
に
は
、
直
接
入
山
に
仕
入
れ

に
来
た
人
も
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
人
は
、
庭
先
で
一
個
い
く
ら
の
勘
定
で
取
り
引

き
し
、
次
の
日
に
は
馬
に
荷
を
つ
け
て
長
野
県
や
上
野
に
売
り
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

よ
く
売
り
に
行
っ
た
そ
う
で
す
。

渋
川
、
高
崎
、
長
野
県
、
中
之
条
、
上
野
、
東
京
な
ど
で
す
。
特
に
、
中
之
条
に
は

324 

も
の
を
一
連
と
い
う
。
ま
と
め
方
は
、

メ
ン
パ
の
ま
と
め
方
は
、
内
と
外
を
合
わ
せ
て
一
組
、
こ
れ
を
一

O
組
ま
と
め
た

一
i
五
番
ま
で
の
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
例

を
あ
げ
れ
ば
、
一
番
六

O
組
(
六
連
)
、
二
番
七

O
組
(
七
連
)
、
三
番
二

O
組
(
八
連
)
、

四
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

ど
の
種
類
の
メ
ン
パ
も
四
コ
ウ
レ
と
い
う
の
は
、

一
番
な
ら
そ
の
六

O
組
の
も
の
が

口口
口口
口口
仁コにニコ



ま
げ
物
作
り
と
生
活

一
、
入
山
と
ま
げ
物
作
り

ま
げ
物
は
、
昔
の
入
山
地
区
の
人
々
の
収
入
源
と
し
て
、
と
て
も
重
要
な
工
芸
品

だ
っ
た
。
盛
ん
だ
っ
た
頃
に
は
入
山
地
区
だ
け
で
、
約
二

O
O人
の
職
人
が
競
争
で

作
っ
て
い
た
。
あ
る
老
人
は
「
ま
げ
物
作
り
は
、
男
の
生
き
が
い
と
い
う
よ
り
は
、

そ
れ
が
で
き
な
い
人
は
一
人
前
の
腕
が
な
い
と
い
う
事
だ
」
と
言
う
。
ま
た
あ
る
老

人
は
「
ま
げ
物
は
イ
ヤ
で
も
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
」
と
言
う
。

昔
は
ま
げ
物
職
人
が
た
く
さ
ん
い
て
、
入
山
地
区
だ
け
で
も
ぼ
く
大
な
生
産
量

だ
っ
た
が
、
昔
の
人
の
話
を
聞
く
と
、
作
っ
て
も
作
っ
て
も
売
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、

冬
の
聞
は
一
日
中
こ
も
っ
て
、
朝
か
ら
晩
ま
で
、
ね
る
間
も
お
し
ん
で
作
っ
た
。
こ

の
こ
と
か
ら
、

一
人
の
職
人
が
、
た
く
さ
ん
の
生
産
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
当

時
の
人
々
の
生
活
は
、
と
て
も
質
素
な
も
の
だ
っ
た
。

二
、
昔
の
人
の
食
生
活

昔
の
人
達
の
暮
ら
し
は
と
て
も
裕
福
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ

質
素
な
貧
し
い
も
の
で
し
た
。

あ
わ
・
ひ
え
を
作
り
米
を
買
っ
て
そ
の
中
に
ま
ぜ
て
食
べ
た
り
し
ま
し
た
。
今
と

ち
が
っ
て
ま
ず
い
物
を
食
べ
て
汗
を
流
し
て
働
い
た
そ
う
で
す
。
畑
で
麦
や
ひ
え
を

と
っ
て
、
麦
ば
か
り
の
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
自
分
で
大
豆
で
み
そ
を
作
っ
て
み
そ
汁

を
作
っ
た
そ
う
で
す
。
昔
の
人
は
、
今
の
子
供
に
は
、

口
に
通
ら
な
い
だ
ろ
う
と
言

六合の特産物

い
ま
す
。

三
、
昔
の
人
の
楽
し
み

昔
の
人
の
楽
し
み
を
聞
く
と
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
「
ご
ぜ
さ
ん
」
と
い
う
目
の

わ
る
い
旅
芸
人
が
、
越
後
の
方
か
ら
や
っ
て
く
る
こ
と
だ
と
言
う
。
「
ご
ぜ
さ
ん
」

と
い
う
の
は
、
今
で
言
う
漫
才
師
み
た
い
な
も
の
で
、
三
味
線
を
持
ち
、
中
に
は
、

ま
い
こ
さ
ん
も
い
て
、
五
人
ぐ
ら
い
で
や
っ
て
き
て
ど
こ
か
の
家
に
行
く
と
、
部
落

の
人
達
に
連
絡
が
ま
わ
り
、
そ
の
家
に
み
ん
な
が
集
ま
っ
て
「
ご
ぜ
さ
ん
」
が
、

し=

ろ
い
ろ
な
芸
を
見
せ
て
、
見
に
来
た
人
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
い
た
。

ほ
か
に
は
、
ど
ん
ど
ん
焼
き
・
お
盆
・
正
月
な
ど
の
村
の
年
間
行
事
を
や
る
事
や
、

年
寄
り
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
う
事
。

ま
た
、
花
敷
に
あ
っ
た
露
天
風
目
に
、
若
い
人
達
が
た
く
さ
ん
入
り
に
来
て
、

、王

ろ
ん
な
話
を
し
た
り
し
て
、
当
時
の
人
々
の
い
こ
い
の
場
で
も
あ
り
、
社
交
の
場
で

も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ほ
か
に
、
む
す
め
の
家
に
遊
び
に
行
く
事
も
楽
し
み
の
一
つ
だ
っ
た
と
い
う
。

325 

四
、
ま
げ
物
作
り
と
家
族
の
協
力

「
わ
た
し
の
父
は
ま
げ
物
作
り
を
し
て
い
た
の
で
、
子
供
の
頃
か
ら
、
毎
日
、
毎

晩
手
伝
わ
さ
れ
た
α

父
の
作
っ
た
物
を
夜
、
な
わ
へ
つ
る
べ
、
朝
早
く
か
ら
干
し
、

夕
方
は
と
り
入
れ
作
業
で
あ
る
」
(
山
本
り
ゃ
う
さ
ん
)

そ
し
て
、
そ
の
つ
る
べ
縄
を
な
っ
た
り
、
荷
造
り
を
す
る
管
む
し
ろ
編
み
を
さ
せ

ら
れ
た
り
、
さ
ら
に
、
父
が
大
倉
の
方
ま
で
材
料
を
採
り
に
行
っ
た
と
き
は
、
野
反

ま
で
馬
を
引
い
て
、
食
料
や
お
酒
を
も
っ
て
行
き
、
帰
り
に
材
料
を
一
つ
背
負
い
馬

に
つ
け
て
く
る
の
は
、
多
く
の
家
族
の
協
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
荷
物
を
積
ん
で
、

沢
渡
ま
で
買
い
に
行
く
と
き
は
、
朝
、
ち
ょ
う
ち
ん
を
つ
け
、
出
発
す
る
の
を
見
送

り
、
夕
方
は
、
ま
た
荷
が
多
く
あ
る
の
で
暮
坂
あ
た
り
ま
で
迎
え
に
行
く
の
は
、
女
、

子
供
の
仕
事
で
あ
っ
た
。

何
し
ろ
、
江
戸
時
代
よ
り
も
っ
と
古
く
か
ら
、
ま
げ
物
作
り
を
し
て
い
た
の
で
、
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も
う
こ
の
近
く
に
は
、

ほ
と
ん
ど
良
い
材
料
は
な
く
、
良
い
材
料
が
あ
れ
ば
良
い
製

品
が
で
き
、
う
ん
と
お
金
に
な
る
の
で
、
良
い
材
料
を
集
め
る
こ
と
は
必
死
の
思
い

で
あ
っ
た
。

冬
は
雪
が
深
く
、
材
料
は
と
り
に
行
け
な
い
。
だ
か
ら
、
夏
の
間
に
材
料
を
と
っ

て
来
て
乾
燥
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

ど
う
し
て
も
畑
仕
事
は
、

年
寄
り
・
女
・
子
供
の
仕
事
と
な
っ
た
。

一
つ
の
ま
げ
物
を
作
る
に
も
、
家
族
全
員
の
協
力
が
あ
っ
た
も
の
と
思
う
。
だ
れ

か
一
人
さ
ぼ
る
と
、
そ
の
分
が
他
の
家
族
の
負
担
と
な
る
の
で
、
家
中
の
人
が
一
生

懸
命
に
協
力
し
、
仲
よ
く
力
を
合
わ
せ
て
、
作
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
よ
う
に
「
入
山
の
ま
げ
物
作
り
」
に
つ
い
て
、
高
齢
者
か
ら
の
聞
き
と
り

を
中
心
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

入
山
中
学
校
の
全
校
生
徒
が
、
数
班
に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
で
毎
年
テ
l

マ
を
選
ん
で
は
進
め
て
き
た
郷
土
学
習
の
中
で
、

ひ
と
つ
の
班
が
出
し
た
報
告
書
で

あ
り
ま
す
。

長
い
歴
史
を
も
っ
「
ま
げ
物
」
と
言
わ
れ
る
木
工
製
品
の
調
査
は
、
入
山
の
人
た

ち
の
暮
ら
し
の
様
子
や
、
地
域
の
慣
行
、
習
俗
な
ど
に
も
及
ん
で
、
先
人
が
生
き
抜

い
て
き
た
知
恵
や
歴
史
を
知
る
上
で
有
力
な
手
掛
か
り
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す。
昔
の
こ
と
を
語
れ
る
人
が
、
だ
ん
だ
ん
い
な
く
な
っ
て
ゆ
く
今
、
「
入
山
研
究
」

と
称
す
る
こ
の
調
査
報
告
書
は
実
に
貴
重
な
資
料
で
あ
り
ま
す
。
見
事
な
ま
で
の
学

習
成
果
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

世
立
の
関

千
代
衛
氏
(
八
一
)

は
、
平
成
に
入
っ
て
「
ふ
る
さ
と
伝
統
工
芸
士
」

と
し
て
、
群
馬
県
か
ら
認
定
さ
れ
、

コ
ネ
パ
チ
や
タ
チ
ュ
ウ
ス
を
作
っ
て
い
る
。
先

祖
か
ら
受
け
継
い
だ
技
術
を
次
の
世
代
へ
伝
え
よ
う
と
心
が
け
て
い
る
。

明
治
に
な
っ
て
、
国
有
林
の
管
理
が
ゆ
き
と
ど
い
て
、
山
に
自
由
に
入
っ
て
材
料

を
伐
り
出
せ
な
く
な
る
ま
で
は
、

い
く
ら
作
っ
て
も
売
れ
た
と
い
う
。
近
所
に
商
届

が
あ
る
訳
で
は
な
し
、
現
金
も
毎
日
必
要
な
時
代
で
は
な
い
の
で
、
木
工
品
は
、
食

う
も
の

(
雑
穀
・
米
)
な
ど
と
の
交
換
取
引
き
が
頻
繁
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
世
立

だ
け
を
見
て
も
、
コ
ネ
パ
チ
作
り
七
人
、
メ
ン
パ
・
ヒ
ル
シ
ャ
モ
ジ
作
り
七
人
、
シ
ャ

モ
ジ
作
り
七
人
、
炭
を
焼
い
た
も
の
二
ら
一
二
人
で
、

ほ
と
ん
ど
の
人
が
木
工
職
人
で

あ
っ
た
。

ミ
ネ
バ
リ
、
ケ
ヤ
キ
の
大
径
木
は
タ
チ
ュ
ウ
ス
に
使
う
。
ケ
ヤ
キ
は
成
長
が
遅
く

伐
期
が
長
い
の
で
植
栽
を
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
。
ミ
ネ
パ
リ
の
太
い
材
は
希
少
材

で
、
皆
で
分
け
て
タ
チ
ュ
ウ
ス
に
し
た
。
折
れ
な
い
丈
夫
な
木
だ
か
ら
細
い
棒
状
の

枝
は
、

カ
ケ
ヤ
の
柄
に
適
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。

ト
チ
は
、
成
長
が
早
く
、
す
ぐ
大
木
に
太
る
。
粘
り
の
あ
る
材
質
で
白
色
で
あ
る
。
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相
撲
の
し
こ
名
に
使
わ
れ
る
ほ
ど
縁
起
の
良
い
木
と
さ
れ
て
い
る
。
使
っ
て
い
る
の

lま

コ
ネ
パ
チ
、

コ
ゾ
ロ
ッ
パ
チ
(
養
蚕
の
飼
育
作
業
で
蚕
を
拾
っ
て
入
れ
る
鉢
)
、

ザ
ッ
キ
(
正
月
神
棚
に
供
物
を
す
る
と
き
の
器
)
な
ど
で
あ
る
。

世
立
の
山
本
幹
雄
氏
(
七
一
)

は
、
親
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
知
識
を
も
と
に
、

定
年
後
に
、
先
輩
の
技
術
者
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
、

メ
ン
パ
と
、

ヒ
ル
シ
ャ
モ
ジ

の
生
産
を
行
っ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
に
は
、
入
山
地
区
に
自
動
車
道
が
開
設
さ
れ
、
昭
和
二
十
年
に
は
群

馬
鉄
山
の
鉱
石
が
元
山
地
内
か
ら
太
子
地
域
ま
で
索
道
で
運
ば
れ
、
新
設
さ
れ
た
鉄

道
(
現
吾
妻
線
)

で
京
浜
地
区
の
製
鉄
所
ヘ
輸
送
さ
れ
る
と
い
う
太
平
洋
戦
争
遂
行

の
た
め
の
大
事
業
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、
送
鉱
開
始
か
ら
わ
ず
か
半
年
で
敗
戦
と

な
る
。
鉱
山
は
戦
後
復
興
に
貢
献
す
る
こ
と
と
な
り
、
六
合
村
の
経
済
は
大
き
く
発

展
し
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
電
源
開
発
の
野
反
ダ
ム
が
完
成
し
、
車
道
は
野
反
へ



至
る
道
と
な
っ
た
。
季
節
運
行
の
路
線
パ
ス
が
走
り
、
夏
山
観
光
の
入
り
込
み
客
が

増
加
し
た
。
ま
た
、
各
集
落
へ
の
車
道
開
通
も
相
次
い
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
経
済
社
会
の
長
足
の
進
歩
に
伴
っ
て
、
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
「
細
工
物
」
に
従
事
す
る
人
は
徐
々
に
減
少
し
、
そ
の
後
も
減
り
続
け
た
。

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
青
年
層
は
農
外
収
入
を
求
め
て
、
村
か
ら
転
出
す

る
者
が
急
増
し
た
。

木
工
細
工
は
後
継
者
が
い
な
い
。
収
入
が
少
な
い
。
金
属
や
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製

品
が
大
量
に
安
く
出
回
っ
て
需
要
が
減
っ
た
。
等
々
に
よ
り
、
時
代
の
移
り
行
く
勢

い
に
呑
み
込
ま
れ
、
衰
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
八
年
頃
に
は
、
生
産
者
は
一

t
一
一
名
に
な
り
、
技
術
の
消
滅
が
危
慎
さ

れ
た
。農

村
の
人
口
過
疎
化
が
進
み
、
山
間
地
域
の
疲
弊
は
深
刻
な
様
相
を
呈
し
た
。
過

疎
対
策
に
つ
な
が
る
行
政
施
策
が
次
々
に
打
ち
出
さ
れ
る
世
相
に
あ
っ
て
、
「
細
工

物
」
の
技
術
を
絶
や
す
ま
い
と
す
る
熱
心
な
技
術
者
に
よ
っ
て
、
細
々
と
で
は
あ
る

が
、
今
日
ま
で
命
脈
を
つ
な
い
で
い
る
。

今
で
は
、
天
然
素
材
の
素
朴
な
作
風
が
評
価
さ
れ
、
民
芸
品
と
し
て
、
特
産
品
の

地
位
を
確
実
に
し
て
い
る
。

か
つ
て
の
よ
う
に
、
生
活
の
道
具
と
し
て
再
び
復
活
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
す
ぐ
れ
た
技
術
者
に
よ
っ
て
伝
統
的
に
行
わ
れ
て
き
た
木
工
細
工
の
技
を
い
か

に
後
世
に
継
承
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

六合の特産物

技
術
伝
承
と
文
化
財
保
護
の
観
点
か
ら
、
昭
和
四
十
九
年
、
六
合
村
教
育
委
員
会

発
行
の
「
六
合
村
の
手
工
業
」
、
と
昭
和
六
十
年
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
発
行
の
「
六

合
村
の
木
工
細
工
」
は
、
製
作
の
「
道
具
」
、
「
工
程
」
、
「
技
術
」
に
関
し
、
詳
細
に

調
査
し
、
記
録
に
留
め
て
後
の
世
代
に
備
え
て
い
る
。

一
、
花
イ
ン
ゲ
ン

(
ベ
ニ
バ
ナ
イ
ン
ゲ
ン
)

六
合
村
に
花
イ
ン
ゲ
ン
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
大
正
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

入
山
の
大
沢
地
内
に
北
海
道
か
ら
一
二
粒
の
種
が
持
ち
こ
ま
れ
栽
培
さ
れ
始
め

た
村
内
で
系
統
選
抜
さ
れ
る
過
程
を
経
て
、
大
粒
、
多
収
化
し
、
戦
後
に
な
っ
て
隣

接
す
る
長
野
原
や
嬬
恋
村
の
高
標
高
地
帯
に
ま
で
広
く
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
特
に
、
田
代
原
地
区
の
豆
は
大
粒
で
品
質
が
良
い
と
さ
れ
、
村
内
外
で
種
子
用
に

珍
重
さ
れ
て
い
る
。

現
在
で
は
、
六
合
の
最
重
要
作
物
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
甘
納
豆
や
煮
豆
用
、
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土
産
用
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
、
缶
詰
加
工
も
行
わ
れ
、
調
理
し
な
く
て
も
開
缶

後
直
ぐ
に
煮
豆
の
う
ま
さ
が
味
え
る
と
し
て
、
土
産
品
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

平
成
二
十
二
年
か
ら
は
、
旧
入
山
幼
稚
園
に
「
六
合
の
幸
工
房
」
で
も
缶
詰
が
加

工
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
息
の
合
っ
た
夫
婦
の
手
づ
く
り
の
お
ん
ぼ
あ
の
煮
豆
の
花

イ
ン
ゲ
ン
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

花
イ
ン
ゲ
ン
は
、
薄
紫
色
の
中
に
黒
斑
点
が
あ
り
、
見
た
目
に
も
花
イ
ン
ゲ
ン
の

名
に
ふ
さ
わ
し
い
光
沢
の
あ
る
豆
で
あ
る
。

ビ
タ
ミ
ン
、
食
物
繊
維
が
多
く
含
ま
れ
、
健
康
食
品
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

花
イ
ン
ゲ
ン
の
食
べ
方
と
し
て
は
、
煮
豆
と
し
て
食
べ
る
こ
と
が
一
番
一
般
的
で

あ
る
。
煮
方
は
各
家
庭
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
一
般
的
に
は
、
水
に
塩
を
一
つ
ま
み

入
れ
一
晩
浸
し
て
か
ら
煮
く
ず
れ
な
い
よ
う
に
弱
火
で
煮
る
。
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さ
つ
ば
り
し
た
う
ま
さ
に
な
る
。

二
、
三
回
水
を
取
り
換
え
な
が
ら
柔
ら
か
く
な
る
ま
で
煮
る
と
あ
く
も
取
れ
て
、

水
を
換
え
る
際
は
、
熱
い
ま
ま
ふ
た
を
開
け
る
と
豆
の
皮
が
破
れ
て
し
ま
う
の
で

冷
や
し
て
か
ら
換
え
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

す
る
。 柔

ら
か
く
な
っ
た
ら
、
豆
の
量
と
好
み
に
よ
っ
て
砂
糖
と
少
量
の
塩
で
味
付
け
を

そ
の
ほ
か
に
、

ま
ん
じ
ゅ

う
の
あ
ん
こ
に
し
た
り
、
赤

飯
の
小
豆
の
代
り
に
入
れ
る

家
も
あ
る
。

ま
た
、
近
く
の

町
村
の
菓
子
屋
に
よ
り
、
甘

納
豆
、
大
福
な
ど
に
も
加
工

さ
れ
、

お
み
や
げ
と
し
て
販

売
さ
れ
て
い
る
。

二
、
入
山
キ
ュ
ウ
リ
(
六
合
キ
ュ
ウ
リ
、
満
州
キ
ュ
ウ
リ
)

昔
か
ら
入
山
地
域
の
ど
の
集
落
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
キ
ュ
ウ
リ
で
、
長
さ
は

一
七

1
一
八
セ
ン
チ
と
短
く
、
「
た
ね
い
っ
ぱ
い

ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
り

入
山
き
ゅ

う
り
」
と
六
合
か
る
た
に
も
読
ま
れ
て
い
る
。

外
観
は
良
く
な
い
。

黒
イ
ボ
で
果
皮
は
薄
い
黄
色
味
を
帯
び
、

ま
た
、
品
種
改
良
さ
れ
た
現
代
の
キ
ュ
ウ

リ
と
違
っ
て
収
量
も
少
な
い
た
め
絶
滅
の
寸

前
だ
っ
た
が
、
な
つ
か
し
さ
や
キ
ュ
ウ
リ
独
特
の
香
り
が
強
く
、
果
汁
も
多
く
、
大

き
く
な
っ
て
も
軟
ら
く
、
生
食
、
漬
物
に
も
味
が
良
い
た
め
評
判
が
良
く
な
り
、
最

近
は
、
近
隣
の
町
村
の
農
家
で
も
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
伝
統
野
菜
と
し
て
特
産
品

と
な
っ
て
い
る
。

三
、
京
塚
力
ブ

明
治
か
ら
、
凍
ら
し
て
、
乾
燥
す
る
冬
の
保
存
食
と
し
て
作
ら
れ
て
き
た
。

地
下
部
は
直
径
一

0
セ
ン
チ
程
度
で
軟
ら
か
く
、
地
上
部
は
四

0
セ
ン
チ
前
後
と

長
く
大
き
く
な
る
。

花インゲン(田代原)

カ
プ
は
煮
物
や
漬
物
用
に
使
わ
れ
る
が
、
生
で
食
べ
て
も
甘
く
、
特
に
京
塚
で
作

ら
れ
た
も
の
が
甘
い
の
で
評
判
と
な
り
、
京
塚
カ
プ
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
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だ
と
思
わ
れ
る
。

葉
の
部
分
は
乾
燥
し
て
保
存
食
と
し
、
味
噌
汁
、
油
妙
め
、
肉
鍋
等
で
使
わ
れ
て

、A

・、，《》

、U
V
』

4'

眠、
ま
だ
対
外
的
に
は
販
売
さ
れ
て
い
な
い
が
、
カ
プ
、
葉
共
に
味
が
良
い
た
め
将
来

は
有
望
な
食
材
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

四
、
入
山
か
り
ん
と
う

六合キュウリ(入山キュウリ)

入
山
に
は
、
木
曾
義
仲
の
落
人
伝
説
が
あ
る
。

義
仲
の
家
臣
が
こ
の
地
に
落
ち
て
き
た
時
は
、
大
晦
日
で
あ
っ
た
が
先
に
落
ち
て

き
て
門
松
を
立
て
て
正
月
を
迎
え
た
も
の
と
明
け
て
元
日
に
落
ち
て
き
た
も
の
が

あ
っ
た
。
門
松
の
用
意
が
で
き
た
も
の
を
宵
の
山
本
と
言
い
、
明
け
て
落
ち
て
来
た



も
の
を
明
の
山
本
と
言
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
食
う
か
食
わ
ず
で
落
ち
て
き
た
た

め
極
度
の
空
腹
の
た
め
、
台
所
に
あ
っ
た
粉
(
稗
、
栗
、
ち
ょ
う
せ
ん
稗
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
)
等
を
丸
め
て
、

ほ
ど
(
囲
炉
裏
の
中
)

の
中
で
焼
い
て
ぶ
ち
(
焼
も
ち
)

に
し
て
食
べ
た
。

ま
た
、
粉
を
こ
ね
て
小
さ
く
ち
ぎ
り
、
油
で
あ
げ
て
食
べ
た
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
油
で
あ
げ
た
も
の
を
「
入
山
か
り
ん
と
う
」
と
言
い
、
そ
れ
以
来
お
祝
い
事

や
葬
式
な
ど
に
こ
の
か
り
ん
と
う
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
山
仕
事
や
畑
仕
事
に
行
く
時
も
こ
の
か
り
ん
と
う
や
ぶ
ち
を
持
っ
て
行
く

習
慣
が
あ
る
。

八
滝
の
会

入
山
世
立
に
は
、
八
石
沢
川
と
依
田
尾
川
沢
に
八
つ
の
滝
が
あ
る
。

ダ
ッ
ダ

昔
か
ら
世
立
八
滝
と
言
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
景
観
か
ら
大
仙
の
滝
、
段
々
の
滝
、

キ

ユ

ウ

ナ

イ

サ

ツ

ウ

ゼ

ン

箱
の
滝
、
久
内
の
滝
、
不
思
議
の
滝
、
井
戸
の
滝
、
殺
人
の
滝
、
仙
の
滝
と
言
わ
れ

て
い
る
。

こ
の
八
つ
の
滝
に
ち
な
ん
で
、
世
立
地
区
の
女
性
に
よ
り
「
八
滝
の
会
」
が
平
成

八
年
に
設
立
さ
れ
た
。

一
、
会
の
歴
史
と
活
動

六合の特産物

O
平
成
八
年
四
月
十
一
日
に
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に
山
本
み
つ
子
氏
が
な
り
、

二
三
名
の
会
員
が
い
る
。

O
全
員
が
衛
生
管
理
者
の
講
習
を
受
講
し
、
か
り
ん
糖
班
、
ま
ん
じ
ゅ
う
班
、
漬

物
班
、
惣
菜
班
の
い
ず
れ
か
に
属
し
て
活
動
し
て
い
る
。

O
活
動
の
場
は
、
世
立
地
区
の
祭
り
、
六
合
地
区
の
ふ
る
さ
と
祭
り
、
牧
水
祭
り
、

文
化
祭
、
雪
祭
り
等
へ
の
出
庖
。

県
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
東
京
代
々
木
公
園
物
産
展
、
前
橋
グ
リ
ー
ン

ド
ー
ム
物
産
展
等
。

村
の
物
産
セ
ン
タ
ー
で
の
土
、
日
、
祝
日
の
出
屈
等
。

O
平
成
十
三
年
五
月
一
日
に
は
、
世
立
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
と
も
な
い
、

う
ど
ん
部
が
設
立
さ
れ
、
初
代
会
長
に
滝
津
し
ず
江
氏
が
な
り
、

一
二
名
の
会

員
が
い
る
。

主
な
活
動
は
、
土
、
日
、
祝
日
に
二
名
ず
つ
の
部
員
が
当
番
制
で
当
た
り
、

て

ん
ぷ
ら
う
ど
ん
、
ざ
る
う
ど
ん
、
ほ
う
と
う
等
を
提
供
し
て
い
る
。

手
づ
く
り
の
朝
ど
り
野
菜
、
漬
物
、
天
ぷ
ら
、
ゃ
く
み
等
で
、
お
客
さ
ん
の
目

の
前
で
打
つ
う
ど
ん
は
大
好
評
で
あ
る
。
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O
活
動
の
特
徴
と
課
題

ど
の
部
門
の
活
動
も
地
産
に
よ
る
手
づ
く
り
の
も
の
が
大
変
人
気
が
あ
り
、
お

客
へ
の
販
売
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
利
用
が
多
い
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

惣
菜
班
の
山
械
の
つ
く
だ
に
等
は
イ
ベ
ン
ト
毎
に
完
売
と
な
り
、
生
産
が
間
に

合
わ
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

課
題
と
し
て
は
、
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
、
会
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。

今
後
は
、
活
動
日
、
活
動
内
容
の
縮
小
等
に
よ
り
、
無
理
の
無
い
方
向
で
、
お

客
に
喜
ば
れ
る
活
動
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。



産業・経済

一ーー~・.
ーーーー‘

六
合
村
農
業
協
同
組
合

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
に
公
布
さ
れ
た
農
業
協
同
組
合
法
に
よ
り
、
六
合
村
に
お

い
て
も
、
農
村
を
民
主
化
し
、
農
業
生
産
力
の
増
進
と
農
民
の
社
会
的
、
経
済
的
地

位
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
翌
年
の
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
設
立
総
会

が
開
催
さ
れ
、
六
合
村
農
業
協
同
組
合
が
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
入
山
農
業
協
同
組
合
と
一
時
的
な
分
離
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
三
年

に
な
っ
て
時
代
の
要
請
に
よ
り
両
者
の
合
併
機
運
が
盛
り
上
が
り
、
再
度
、
六
合
村

農
業
協
同
組
合
と
し
て
発
足
し
た
。

そ
の
後
、
圏
内
経
済
の
拡
大
と
と
も
に
、
時
代
と
地
域
の
変
貌
と
要
請
に
対
応
し

つ
つ
、
六
合
村
の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
生
産
力
の
増
進
と
農
民
の
社
会
的
、
経
済

的
地
位
の
向
上
の
た
め
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。

(
一
}
組
合
員
数
の
推
移
(
昭
和
五
十
年
度
末

3
隔
年
)

成平昭昭昭
和和和
六五五 年
十十十

四 五 度

年末年末年末年末

一一一一 正一一一一一一一一
六八四二

メ組口入-/i¥a 工1i-t、a、
名名名名 員

一
合准組五五 O九

九名 八五五
名名名 員

四 四 四 四 正. 
二四四二

メ准口入五二六一
名名名名

計

(
こ
の
後
、
あ
が
っ
ま
農
業
協
同
組
合

六
合
支
庖
)

平
成
二
十
二
年
末

(
J
A
全
体
)

一
一
二
名
四
二
二
名

五
、
三
九
八
名
一
四
、
一
一
七
名
一
九
、
五
七
五
名

三

O
一
名

*
時
代
の
変
遷
や
相
続
に
よ
る
加
入
に
よ
り
、
正
組
合
員
が
減
少
し
、
准
組
合
員

が
増
加
し
て
る
が
、
村
の
総
合
人
口
に
占
め
る
割
合
は
増
加
し
、
組
合
の
地
域
に
お

け
る
役
割
は
増
大
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(
ニ
)
事
業
実
績
推
移
及
び
比
較
(
昭
和
四
十
九
年
・
平
成
三
年
}
総
会
議
案
よ
り

(1)
昭
和
四
十
九
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
事
業
実
績

(
事
業
既
況
報
告
)

本
年
度
は
六
合
村
の
合
同
庁
舎
が
完
成
し
本
組
合
の
事
務
所
も
そ
の
一
郭
に
加
え

て
い
た
だ
き
、
組
合
員
の
生
活
の
安
定
と
福
利
増
進
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
農
産
物
価
格
の
低
調
に
よ
り
一
部
事
業
計
画
の
未
達
成
も
あ
る
が
、
組
合
員
各
位

の
理
解
と
協
力
に
よ
り
組
合
の
使
命
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

①
指
導
事
業
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畜
産
、
疏
菜
、
特
産
、
そ
の
他
経
営
部
門
の
整
備
と
強
化
、
桑
園
の
改
植
、
省
力

養
蚕
の
推
進
、
う
ど
根
、
ゴ
ボ
ウ
種
子
の
契
約
栽
培
、
花
イ
ン
ゲ
ン
の
作
付
増
加
を

は
か
り
、
生
産
の
向
上
と
所
得
の
増
加
に
努
め
た
。

②
信
用
事
業

昭
和
四
十
九
年
度
の
わ
が
国
の
経
済
金
融
情
勢
は
、

一
昨
年
に
続
く
総
需
要
抑
制

政
策
と
強
い
金
利
引
締
政
策
下
に
お
か
れ
景
気
は
停
滞
の
度
を
強
め
不
況
が
深
刻
化

す
る
異
常
な
局
面
に
立
た
さ
れ
た
中
に
あ
っ
た
が
基
本
計
画
に
基
づ
き
努
力
し
た
。

貯
金
総
額

一
億
三
、
九

O
O万
円

二
億
九
、
一

O
O万
円

貸
付
金

③
共
済
事
業



大
型
保
障
時
代
に
即
応
し
た
「
み
の
り
共
済
」
を
主
体
に
役
職
員
一
致
協
力
し
て

増
進
普
及
に
つ
と
め
た
。

共
済
保
有
高

一
八
億
四
二
二
七
万
円

自
動
車
共
済

六
二
件

④
購
買
事
業

支
部
長
さ
ん
、
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、
事
業
計
画
を
大
幅
に
上
回
る
実

績
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。

購
買
品
供
給
高

一
億
二
、
一
六
六
万
円

(
飼
料
、
・

a

、
七
九
六
万
円
・
肥
料
、

一
、
七
五
八
万
円
、
生
活
資
材
、
二
、
二
五

O
万
円
・
主
要
食
糧
、

一
、
六
八
二
万
円
・
そ
の
他
生
産
資
材
、

a

a

、
四
一
二
万
円
・

包
装
資
材
、

一
、
二
六
八
万
円
)

⑤
販
売
事
業

四
十
九
年
度
は
繭
糸
代
金
の
低
迷
に
よ
り
生
産
意
欲
が
減
退
し
た
。
ま
た
、
酪
農

も
相
次
ぐ
飼
料
の
値
上
が
り
に
よ
り
飼
育
頭
数
が
減
少
し
未
達
で
あ
っ
た
.
野
菜
は

東
京
都
契
約
等
に
よ
り
価
格
が
安
定
し
計
画
を
上
回
っ
た
。

販
売
高

一
億
二
、

O
三
五
万
円

(
畜
産
物
、
四
、
二
九
八
万
円
・
青
果
物
、
四
、
五

O
五
万
円
・
繭
、
一
、
六
三
二
万
円
・

特
産
物
、

一
、
五
九
九
万
円
)

六合村農業協同組合

(2)
平
成
三
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
事
業
実
績

(
事
業
概
況
報
告
)

前
年
を
振
り
返
っ
て
見
る
と
日
本
の
経
済
に
と
っ
て
、
ま
た
農
業
に
と
っ
て
忘

れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
激
動
の
年
で
あ
り
、
大
き
な
転
換
の
年
で
あ
っ
た
。
バ
ブ
ル

経
済
と
い
わ
れ
急
成
長
を
遂
げ
た
日
本
の
経
済
も
、
ア
メ
リ
カ
の
公
定
歩
合
の
引
き

下
げ
に
端
を
発
し
た
金
利
引
下
げ
と
株
価
の
下
落
に
よ
り
景
気
が
下
降
に
転
じ
、
金

融
界
に
大
き
な
衝
撃
が
走
っ
た
。
農
業
関
係
に
お
い
て
も
昨
年
四
月
の
牛
肉
の
自
由

化
の
影
響
に
よ
り
、
酪
農
に
お
い
て
は
ス
モ
ー
ル
価
格
が
五
分
の
一
、
廃
牛
の
価
格

も
三
分
の
一
に
下
落
し
酪
農
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
、

い
ま
だ
か

っ
て
無
い
異
常
気
象
の
年
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
状
況
の
中
で
経
営
強
化
の
初
年

度
と
し
て
、
計
画
に
基
づ
き
組
合
員
の
協
力
と
各
指
導
機
関
の
指
導
を
得
な
が
ら
各

事
業
の
推
進
を
図
っ
た
。

結
果
と
し
て
経
営
計
画
初
年
度
三
、
二

O
O万
円
の
当
期
利
益
計
画
に
対
し
、
五
、

三
O
O万
円
の
実
績
を
上
げ
得
た
こ
と
は
村
当
局
、
指
導
機
関
並
び
に
組
合
員
各
位

の
協
力
の
賜
物
と
感
謝
す
る
。
次
に
農
協
の
「
二
十
一
世
紀
へ
の
挑
戦
・
改
革
」
と

題
し
て
「
農
業
の
基
盤
づ
く
り
」
、
「
明
る
い
地
域
づ
く
り
」
、
「
頼
り
に
な
る
農
協
づ

331 

く
り
」
の
目
標
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
吾
妻
地
区
農
協
合
併
推
進
を
進
め
て

き
た
が
、
去
る
二
月
二
十
六
日
に
八
農
協
一
酪
連
に
よ
る
合
併
予
備
調
印
も
締
結
さ

れ
い
よ
い
よ
本
年
九
月
一
日
を
以
て
合
併
す
る
べ
く
更
に
検
討
研
究
に
努
め
た
。

①
指
導
事
業

畜
産
経
営
に
お
い
て
は
補
助
事
業
の
導
入
等
で
経
営
が
安
定
す
る
指
導
を
実
施
し

た
。
野
菜
園
芸
で
も
栽
培
圃
場
の
土
つ
く
り
を
推
進
し
又
病
害
虫
防
除
の
徹
底
を
は

か
り
生
産
物
の
品
質
向
上
に
努
め
た
。
野
菜
、
枝
物
に
つ
い
て
も
補
助
事
業
に
よ
り

ハ
ウ
ス
栽
培
を
推
進
し
出
荷
期
間
の
延
長
指
導
を
実
施
し
た
。

②
信
用
事
業

組
合
員
の
生
産
規
模
拡
大
、
生
産
向
上
の
た
め
必
要
と
す
る
資
金
に
つ
い
て
は
積



産業・経済

極
的
に
対
応
し
、
利
子
補
給
の
受
け
ら
れ
る
制
度
資
金
の
活
用
と
フ
リ

1
ロ
1
ン
の

推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
固
定
化
債
権
の
整
理
回
収
に
努
め
た
。

九
億
七
、
一
三
三
万
円

貯
金
総
額

貸
付
金

二
億
五
、
八

O
O万
円

③
共
済
事
業

本
年
度
は
班
別
推
進
を
や
め
、
個
別
推
進
に
変
え
、
七
月
よ
り
役
職
員
全
員
に
よ

り
取
り
組
ん
だ
が
及
ば
な
か
っ
た
。

共
済
保
有
高

一
五
六
億
八
七

O
万
円

自
動
車
共
済

四
一
八
件

④
購
買
事
業

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
厳
し
く
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
組
合
員
の
営
農
と
生

活
を
守
る
た
め
生
産
資
材
に
あ
っ
て
は
予
約
購
買
、
共
同
購
入
運
動
等
に
よ
り
提
供

に
努
め
、
生
活
資
材
に
あ
っ
て
は

A
コ
1
プ
を
中
心
に
組
合
員
の
ニ

l
ズ
に
こ
た
え

る
た
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

購
買
品
供
給
高

二
億
三
、
九
六
八
万
円

(
飼
料
七
、
六
八
五
万
円
・
肥
料
一
、
三
三
七
万
円
・
包
装
資
材
一
、
五
七
八
万
円
・

生
活
資
材
・

A

コ
1
プ
一
億
三
、
三
六
七
万
円
)

⑤
販
売
事
業

畜
産
物
、
特
産
物
を
中
心
と
し
た
販
売
事
業
も
野
菜
の
価
格
低
迷
に
影
響
を
受
け

た
。
花
井
に
つ
い
て
は
伸
長
著
し
く
販
売
高
に
寄
与
し
た
。

販
売
高

二
億
一
、
三
八

O
万
円

(
畜
産
物
一
億
三
、
二
六
八
万
円
・
特
産
物
四
、
九

O
一
万
円
・
青
果
物
一
、
七
二

O
万
円
・
花
井
花
木
、

一
、
四
一
七
万
円
・
そ
の
他
七
五
万
円
)

(
三
)
六
合
村
農
業
協
同
組
合
歴
代
役
職
員
{
昭
和
田
十
七
年

3
平
成
四
年
八
月
)

組
合
長

本山 沢中本山篠原 氏

昭
五雄定度恒 名
郎 一 司

昭昭昭昭
和和和和

就六五五四
十十十

任年月ムー十年一一 /、 二二

年年年ハ
五五五月
月月月

昭昭昭
成平和和和

六五五 退
四十十十

任年年ムーーハニ
八年 年 年 月
月五五五

月月月

理
事氏

名

中

沢

富

士

富

沢

英

治

山

本

仲

治

山

口

徳

慧

黒

岩

照

雄

萩

原

百

平

市

川

幸

蔵

篠
原
陸
太
郎

中

村

福

美

山
田
桃
太
郎

山

本

竹

雄

山

本

照

雄

本

多

春

長

" " " " " " " " " " 

昭
和
五
十
三
年
五
月

" 
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退
任
年
月

昭
和
五
十
三
年
五
月

" " " " " " " " " " 

昭
和
五
十
六
年
五
月



六合村農業協同組合

石

山

金

作

山

口

徳

慧

山

本

正

明

山
本
定
一

星

野

賢

寿

篠

原

松

次

小

林

頼

男

市

川

浪

二

山

本

竹

雄

山

本

和

男

篠

原

辰

夫

篠

原

松

次

篠

原

辰

夫

小
池
孝
三
一

篠

原

百

平

篠

原

太

郎

市

川

伸

夫

福
島
仁
一

田

中

金

蔵

山
本
谷
五
郎

山
本
林
八
郎

中

村

弘

治

山

口

徳

慧

湯
本
喜
太
郎

山
本
昭
五
郎

山

本

録

司

富

沢

末

治

篠

原

啓

吾

昭
和
五
十
九
年
五
月

昭
和
五
十
六
年
五
月

昭
和
五
十
九
年
五
月

昭
和
六
十
年
五
月

市
川
彦
一
郎

山

本

貴

山

本

松

次

山

本

茂

樹

本

多

左

京

霜
田
日
出
男

山

口

国

次

山
本
昭
五
郎

安

原

繋

安

橋
爪
喜
美
夫

阿

部

俊

臣

冨

沢

正

幸

星

野

捨

吉

中

沢

正

二

関

秀

司

山

本

光

義

本

多

秀

次

山

口

松

次

山

口

国

次

本

多

秀

里

関

征

一

郎

山

本

貴

重

岡

部

俊

臣

富

沢

九

七

星

野

捨

吉

中

沢

良

雄

田
村
久
一

山

本

正

夫

平
成
二
年
五
月

昭
和
六
十
一
年
五
月

平

成

年

五

月

平
成
四
年
八
月

" " " " " " " 
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産業・経済

山
本
二
一
郎

霜

田

勝

蔵

山

口

一

元

" 

" 

役
付
職
昌
(
(
昭
和
五
十
年
中
央
会
届
出

1
平
成
四
年
八
月
)

" 

" 

中黒安
氏沢岩原

武

清春夫郎一名

昭昭昭
手口和和 就
五五五 任

年十年十 十年 報正口ヒ

) ) ) 

湯黒山 氏

本尚 岩正本善

好善繁 名

昭昭昭
平日和平日

就
六五五
十十十

任

二四一 報正口ヒ
年年年
) ) ) 

" 

" 

監
事

富篠霜 関富市 中篠山 市山富 篠佐藤 富 佐高冨
氏

沢原田 沢川 沢原本 川本沢 原 沢 藤原沢
日 庄

和出 太久荘 正辰正 浪仲恵 久要恵 要秀茂 名
茂夫男 郎好次 二夫明 二治秋 男治秋 治雄邦

昭 昭 昭 昭
昭

成平
平日 平日 手口 平日
ー 五 五 五

手口
就1¥ 五一 "十 "十 "十 "十 {壬

" "ー」 " " " " " " 年十年 一 九
__L.. 一 年一 1¥ 一

五 年 年 年 年 五 月
月 五 五 五 五

月
月 月 月 月

日目 H百 昭 日百

平成 成平
手口 平日 手口 平日
__L.. 

五 五 五 退1¥ 

"四 一 "十 "十 "十 "十 {壬
" " " 一一~ " " " " 年 年 一 九

ー__L. 一年一 1¥ 

J¥ 五 年 年 年 年 月
月 月 五 五 五 五

月 月 月 月
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あ
が
っ
ま
農
業
協
同
組
合

六
合
支
応

(
平
成
四
年
九
月
一
日
正
予
)

平
成
の
時
代
に
入
る
と
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
高
度
成
長
時
代
の
歪
み
に
よ
る

影
響
を
大
き
く
受
け
る
と
と
も
に
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
の
一
町
一
村
の
農
業
協
同
組
合
の
規
模
で
は
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
体
制

の
保
持
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
全
国
的
に
二
十
一
世
紀
の
世
界

情
勢
等
に
対
応
し
、
将
来
の
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
合
併
の
必
要
性
が
説

か
れ
、
吾
妻
地
域
に
お
い
て
も
合
併
推
進
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
各
階
層
、
各
地
域

に
て
協
議
を
重
ね
、
平
成
三
年
度
中
に
は
各
支
部
ご
と
に
部
落
座
談
会
が
開
催
さ
れ
、

翌
年
の
平
成
四
年
二
月
二
十
六
日
に
郡
内
八
農
協
(
吾
妻
町
・
長
野
原
・
六
合
村
・

群
馬
高
山
村
・
中
之
条
町
・
群
馬
東
村
・
名
久
田
・
北
軽
井
沢
)
と
吾
妻
酪
連
に
よ

る
合
併
予
備
調
印
が
行
わ
れ
た
。

六
合
村
農
業
協
同
組
合
に
お
い
て
は
平
成
四
年
四
月
十
一
日
に
役
場
総
合
庁
舎
大

会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
た
第
三
十
四
回
通
常
総
会
に
お
い
て
、
合
併
に
関
す
る
次
の

議
案
が
上
程
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

六合村農業協同組合

山
本

昭
五
郎

組
合
長
理
事

(
開
会
)

秀
里
理
事

(
挨
拶
)

本
多

(
議
事
録
著
名
人
)

山
本

由
平
・
高
原
秀
雄

(
議
長
)

黒
岩

善

(
議
案
説
明
)

黒
岩

春
夫

(
書
記
)

黒
岩

正
善
・
湯
本
尚
好

(
閉
会
)

山
口
一
元

第
二
号
議
案

合
併
お
よ
び
合
併
予
備
契
約
書
承
認
の
件

第
三
号
議
案

合
併
経
営
計
画
書
承
認
の
件

設
立
委
員
選
任
の
件

吾
妻
郡
酪
農
協
同
組
合
連
合
会
の
持
分
譲
渡
承
認
の
件

そ
の
後
、
合
併
に
向
け
て
調
整
、
会
議
を
重
ね
、
周
年
九
月
一
日
を
も
っ
て
合
併

し
、
「
あ
が
っ
ま
農
業
協
同
組
合

第
四
号
議
案

第
五
号
議
案

六
合
支
庖
」
が
誕
生
し
た
。

(
こ
あ
が
っ
ま
農
業
協
同
組
合
の
経
営
理
念

第
一
、
組
合
員
の
営
農
と
生
活
の
向
上
を
は
か
り
、
地
域
と
協
調
し
そ
の
発
展
に

つ
と
め
る
J
A
で
あ
る
こ
と

第
二
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
地
域
に
必
要
な
事
業
活
動
を
専
門
的
か
つ
効
率

的
に
実
施
で
き
る
J
A
で
あ
る
こ
と

第
一
二
、
組
合
員
の
意
見
が
J
A
運
営
に
十
分
反
映
さ
れ
る
民
主
的
な
J
A
で
あ

335 

る
こ
と

第
四
、
的
確
、
迅
速
に
経
営
判
断
が
で
き
る
執
行
体
制
に
よ
り
、
自
己
責
任
経
営

の
自
立
し
た
J
A
で
あ
る
こ
と

第
五
、
組
合
員
の
信
頼
に
応
え
ら
れ
る
職
員
が
、
能
力
を
発
揮
し
、
働
き
が
い
の

あ
る
職
場
と
し
て
誇
り
の
も
て
る
J
A
で
あ
る
こ
と

(
二
)
平
成
二
十
二
年
度
末
事
業
実
績
(
あ
が
っ
ま
農
協
全
体
及
び
六
合
支
庫
)

平
成
二
十
二
年
度
は
沢
田
農
協
と
の
合
併
で
事
業
規
模
が
拡
大
し
た
。

①
信
用
事
業

貯
金

全

体
)
五
七
四
億
八
、
五
五

O
万
円

(
六
合
支
届
)
二

O
億
二
、

O
五
六
万
円



産業・経済

貸
付
金

②
共
済
事
業

長
期
共
済
保
有
高

全(
六
合
支
屈
) 全

体
)
八
八
億
二
、
七

O
O万
円

(
六
合
支
屈
)
一
一
億
二
、
二
コ
三
万
円

体
)
二
、
八
五
七
億
三
、
二
三
三
万
円

一
O
八
億
三
、
五
九
三
万
円

自
動
車
共
済
契
約
件
数

一
万
四
、
一
二
四
件
(
六
合
支
屈
)

(全
③
購
買
事
業

(全

体体

一
O
コ
一
億
五
九
五
万
円

(
肥
料
、
農
薬
、
出
荷
資
材
、
農
機
具
等
農
産
関
係

三
七
億
七
、

0
0
0万
円
・

A

コ
l
プ
等
届
舗
関
係

二
億
三
、

0
0
0万
円

飼
料
等
畜
産
関
係

二
八
億
円

A
コ
l
プ
六
合
唐

ス
タ
ン
ド
、
葬
祭
セ
ン
タ
ー
、
焼
肉
燦
等
生
活
関
係

六
二
二
二
八
万
円

六
合
直
売
所

④
販
売
事
業

(全

供
給
高

供
給
高

四
、
一
九
九
万
円

体

一
O
八
億
六
、
九
七
三
万
円

(
野
菜
、
花
井
、
両
弱
、
米
麦
、
菌
茸
類
等
農
産
関
係

(
生
乳
、
肉
牛
、
肉
豚
、
鶏
卵
、
鶏
卵
等
畜
産
関
係

五
O
O件

二
五
億
九
、

0
0
0万
円
)

二
八
億
五
、

0
0
0万
円
)

八

O
億
一
、

0
0
0万
円
)

(三
)
J
A
あ
が
っ
ま
花
丹
生
産
部
会

六
合
支
部

昭
和
六
十
三
一
年
頃
よ
り
行
政
等
の
支
援
を
受
け
て
始
ま
っ
た
花
井
栽
培
は
平
成
四

年
に
は
栽
培
者
一
二
三
名
に
な
り
、
「
六
合
村
花
井
生
産
者
連
絡
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

J

A
合
併
後
の
平
成
六
年
三
月
に
は
「
J

A
あ
が
っ
ま
花
井
生
産
部
会
六
合
支
部
」

と
し
て
現
組
織
と
な
っ
た
。

山
野
に
自
生
す
る
「
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
」

の
出
荷
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
六
合
村
の
気

候
を
活
か
し
た
山
野
草
の
積
極
的
導
入
と
補
助
事
業
等
を
活
用
し
、
施
設
化
に
よ
る

規
模
拡
大
、
通
年
出
荷
体
制
を
確
立
し
た
。
ま
た
、
新
規
加
入
者
の
た
め
に
は
栽
培

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
や
講
習
会
の
開
催
に
よ
る
栽
培
技
術
の
向
上
を
図
っ
た
。

平
成
十
九
年
に
は
会
員
数
九
三
名
、
販
売
高
一
億
五
、

0
0
0万
円
を
突
破
し
、

村
の
産
業
及
び
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

336 

そ
の
活
動
は
平
成
十
六
年
に
は
「
日
本
農
業
賞
(
集
団
組
織
の
部
)
」
を
受
賞
、

平
成
十
九
年
度
農
林
水
産
祭
む
ら
づ
く
り
部
門
に
お
い
て
は
「
農
林
水
産
大
臣
賞
」

を
受
賞
し
、
「
六
合
の
花
」
の
名
と
六
合
村
の
豊
か
な
自
然
、
お
よ
び
魅
力
的
な
村

づ
く
り
の
実
践
を
全
国
に
発
信
し
た
。
平
成
二
十
一
二
年
九
月
に
は
部
会
発
足
二
十
周

年
を
記
念
し
て
、
伊
勢
方
面
へ
の
研
修
旅
行
、
及
び
「
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
習
会
」
等
を
開
催
し
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
っ
た
。

歴
代
支
部
長

氏

名

湯
本
喜
太
郎

黒

岩

勇

就
任
年
月

平
成
六
年
三
月

平
成
八
年
四
月

" 

退
任
年
月

平
成
八
年
四
月



理
事
長

(
四
)
あ
が
っ
ま
農
業
協
同
組
合
歴
代
役
員
(
六
合
支
眉
関
係
)

津唐
綿貫喜

奥 水 萩原 氏
木 野

惰
一太 功 真 久 名
良R8s 男 澄 也

成平 平成
平成 成平 平成

就任年
十 十 !¥ 五 四七

---L... 

1¥ 年 年 年
年 年 五 五 九 月五 五

月 月 月月 月

平成
成平 平成

成平 成平
十 十 退

十 !¥ 五
任年月

七 1¥ 
年 年

年
年 年 五 五五 五五 月 月

月 月
月

理
事
・
監
事

六
合
村
選
出

六合村農業協同組合

氏

名

山
本
昭
五
郎
(
副
理
事
長
)

本

多

秀

里

関

征

一

郎

山

本

貴

重

阿

部

俊

臣

富

沢

九

七

星

野

捨

吉

中

沢

良

雄

田
村
久
一

山

本

正

夫

山
本
二
一
郎

霜

田

勝

蔵

山

口

二

苅

霜
田
日
出
男
(
監
事
)

富

沢

茂

(

監

事

)

篠
原
和
夫
(
監
事
)

就
任
年
月

平
成
四
年
九
月

" " " " " " " " " " " " " " 

平
成|退

"五|任
年|年
五|月
月

" " " " " " " " " " " " " " 

黒 黒山 黒市安山 黒安山市 市富山市
岩 岩口 岩川原口 岩原口川 川沢口川 川口川

昭 昭
浪一次昭 五正 春一 春伸 義 一 春義一次 浪久一次

善 夫元 夫夫治元 夫治元郎 二好元郎 二元郎郎|
--旬、

監 監 監
代表監

監
事 事 事 事、』〆 、、-' 、........ 、、-'

事
、、-'

成平 成平 成平 成平
成平 成平

一 十 十 十

十年 "七 "四 " " " "八 "五
年 年 年

年 年
五 五五 五 五 五
月 月月 月 月 月

成平
成平 平成

平成十 平成十 成平
一 十十

" 十年 "七 "四 " " "・E・- "八
年 年 年

年
年 五 五 五 五 五
五 月 月 月 月 月
月
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産業・経済

青木 斉藤
生 一 富 湯 町 黒

氏巣 手本 場 津 本 田 石iJ-f 

平日 j支 日召 重 尚 文 春 名
隆 男 則 雄 実 好 主住 夫

成平 平成
成平 成平 成平 成平

成平 成平 平成 就
十 十

十 十 十 十
九 七 四 任

九 八 七 年 年 年 年
年 年

年 年 年 年 五 一 ー・ 九 月/¥ 
一 月 月 月
月 月 月 月 月 月

成平 成平
平成 成平 平成 成平

成平 平成 退
十 十

十 十 十 十
九 七 任

九 J¥ 七 年 年 年
年 年

年 年 年 年
四 五 月

一一一一一一 月 月
月 月 月 月 月 月
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国
鉄
六
合
山
荘

太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
日
本
鋼
管
株
式
会
社
は
、
国
か
ら
軍
需
用
鉄
鉱
石
増
産
の

要
請
を
受
け
て
、
入
山
元
山
に
群
馬
鉄
山
と
し
て
、
昭
和
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日

営
業
を
開
始
し
た
。
輸
送
は
鉄
道
省
に
よ
り
昭
和
十
九
年
九
月
、
渋
川
か
ら
長
野
原

ま
で
の
鉄
道
四
二
キ
ロ
の
新
設
が
突
貫
工
事
で
進
め
ら
れ
た
。
長
野
原
・
太
子
聞
は
、

日
本
鋼
管
鉱
業
の
専
門
線
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
。
翌
昭
和
二
十
年
一
月
二
日
に
は
川

崎
製
鉄
所
へ
向
け
初
出
荷
と
な
っ
た
が
、
同
年
八
月
十
五
日
終
戦
と
な
り
そ
の
後
は

平
和
的
目
的
に
存
続
す
る
方
針
転
換
を
し
た
。

国
鉄
長
野
原
線
は
、
鉄
鉱
石
の
輸
送
と
併
せ
て
旅
客
運
行
も
さ
れ
、
六
合
村
の
発

展
は
も
と
よ
り
、
吾
妻
郡
に
と
っ
て
も
大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
。

昭
和
二
十
七
年
十
月
、
太
子

1
長
野
原
間
の
専
用
側
線
五
.
七
キ
ロ
は
国
鉄
に
無

償
寄
付
さ
れ
、
国
鉄
に
編
入
さ
れ
、
昭
和
二
十
九
年
六
月
十
九
日
に
は
、
太
子
ま
で

旅
客
列
車
が
運
行
開
始
と
な
っ
た
。
当
時
は
蒸
気
機
関
車
で
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
と

真
っ
黒
な
煙
で
窓
を
開
け
て
居
ら
れ
な
い
状
態
と
、
煤
煙
に
よ
っ
て
土
手
草
が
燃
え

た
り
、
家
屋
火
災
も
発
生
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
十
二
月
十
五
日
待
望
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ

1
の
運
転
開
始
、
併
せ
て

国
鉄
パ
ス
も
花
敷
線
の
運
行
が
始
ま
り
、
夏
期
は
野
反
湖
ま
で
行
く
様
に
な
っ
た
。

国鉄六合山荘

(
草
軽
パ
ス
は
、
昭
和
二
十
八
年
九
月
長
野
原
ら
花
敷
聞
に
定
期
パ
ス
を
運
行
)

国
鉄
は
昭
和
三
十
八
年
嬬
恋
線
建
設
が
始
ま
り
、
太
子
線
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
l
の

運
転
を
脊
続
す
る
か
、
太
子
か
ら
草
津
町
へ
の
草
津
高
原
山
岳
鉄
道
に
よ
っ
て
、
花

敷
温
泉
、
野
反
湖
開
発
等
が
計
画
さ
れ
、

一
部
踏
査
も
さ
れ
た
が
、
昭
和
四
十
年

月
戦
前
か
ら
二
十
数
年
続
い
た
群
馬
鉄
山
の
閉
山
に
よ
っ
て
、
人
口
は
、
昭
和
三
十

年
四
、
三
八
四
人
、
昭
和
四
十
年
三
、

O
九
一
人
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
つ
い
に
一
一
、

五
八

O
人
ま
で
に
減
少
し
、
乗
客
数
も
少
な
く
な
っ
て
、
国
鉄
太
子
線
は
つ
い
に
昭

和
四
十
五
年
九
月
廃
止
と
な
っ
た
。
太
子
線
を
利
用
し
て
い
た
高
校
生
は
、
長
野
原

ま
で
定
期
パ
ス
に
乗
車
す
る
事
に
な
り
、
差
額
運
賃
は
国
鉄
と
の
交
渉
に
群
馬
県
も

か
か
わ
っ
て
向
う
五
年
間
支
払
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
他
に
も
国
鉄
と
の
協
定
に
、
六
合
村
の
開
発
支
援
等
が
あ
っ
て
、
当
時
の
篠

原
秀
雄
村
長
は
、
地
元
の
温
泉
を
有
効
利
用
し
た
宿
泊
施
設
の
建
設
を
求
め
て
高
崎

鉄
道
管
理
局
を
は
じ
め
、
園
、
県
に
働
き
か
け
た
。

昭
和
五
十
三
年
四
月
に
、
役
場
の
機
構
改
革
に
よ
っ
て
、
「
総
合
開
発
室
」
を
新

た
に
設
置
し
、
国
鉄
山
の
家
(
仮
称
)

の
建
設
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
温
泉

と
土
地
は
六
合
村
が
確
保
に
努
め
、
建
物
は
国
鉄
が
建
設
し
、
そ
の
管
理
運
営
は
村
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が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

温
泉
は
、
白
砂
川
沿
い
を
梨
木
か
ら
広
池
ま
で
踏
査
し
、
幾
つ
か
温
泉
の
湧
出
し

て
い
る
所
は
あ
っ
た
が
、
量
が
少
な
く
ボ
ー
リ
ン
グ
し
考
え
た
が
、
た
ま
た
ま
昔
か

ら
湧
出
し
て
い
る
応
徳
温
泉
が
利
用
さ
れ
ず
休
止
状
態
に
あ
り
、
地
権
者
の
山
田
覚

治
さ
ん
と
の
折
衝
の
結
果
、
賃
貸
契
約
が
ま
と
ま
っ
た
。
(
但
し
そ
の
過
程
に
は
、

執
行
者
と
議
会
と
の
聞
に
は
、
百
条
委
員
会
も
設
置
さ
れ
た
)
温
泉
確
保
は
で
き
た

が
、
設
置
場
所
の
折
衝
に
あ
た
り
泉
源
の
向
き
合
い
付
近
と
思
い
、
遠
北
の
一
部
が

候
補
地
と
な
り
荷
付
場
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
了
解
を
も
ら
い
、
隣
接
す

る
沼
尾
、
小
雨
の
方
々
に
も
了
解
を
得
て
、
土
地
の
選
定
は
決
着
し
た
。

温
泉
・
土
地
の
見
通
し
は
付
い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
高
崎
鉄
道
管
理
局
と
の
建
物

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
話
し
合
い
が
始
ま
り
、
村
と
し
て
木
造
平
屋
建
を
望
ん
で
い

た
が
、
地
形
が
傾
斜
の
た
め
、

一
部
二
階
建
、
和
室
四
室
、
洋
間
二
室
の
三
六
人
収
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容
の
建
物
と
な
っ
た
。

温
泉
は
泉
源
応
徳
か
ら
白
砂
川
の
空
中
に
ワ
イ
ヤ
を
張
っ
て
パ
イ
プ
を
添
加
し
、

道
路
に
沿
っ
て
七

0
0メ
ー
ト
ル
余
り
揚
湯
ポ
ン
プ
一
一
台
で
引
湯
し
た
。

水
道
は
、
生
須
簡
易
水
道
を
増
設
し
、
併
せ
て
六
合
中
学
校
に
も
供
給
出
来
る
施

設
と
し
た
。

昭
和
五
十
一
二
年
四
月
か
ら
約
一
年
半
の
短
期
間
で
完
成
し
、
高
鉄
か
ら
の
管
理
を

委
託
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
十
月
十
日
「
国
鉄
六
合
山
荘
」
村
直
営
事
業
と
し
て
営

業
が
始
ま
っ
た
。

村
も
併
設
し
て
六
合
山
荘
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
、

一
階
大
広
間
、
二
階
を
食
堂
、

売
屈
と
し
、
昭
和
五
十
四
年
十
二
月
に
開
業
し
、
村
の
観
光
産
業
の
拠
点
と
な
り
国

鉄
も
時
刻
表
に
掲
載
す
る
な
ど
積
極
的
に
宣
伝
を
行
っ
た
。

村
の
長
寿
者
を
招
待
し
て
、
敬
老
会
も
各
支
部
毎
に
開
催
さ
れ
た
り
、
村
内
各
種

団
体
、
個
人
の
利
用
者
も
年
々
増
え
て
き
た
。

国
鉄
の
民
営
化
さ
れ
J
R
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
施
設
を
買
い
取
る
こ
と
を
検
討

し
、
平
成
六
年
三
月
に
J
R
よ
り
買
受
し
た
。
そ
の
後
、
集
客
は
増
え
た
も
の
の
社

会
変
化
や
経
済
の
低
迷
に
よ
り
徐
々
に
集
客
減
の
打
聞
か
ら
施
設
改
修
を
検
討
し
古

民
家
を
移
築
し
「
宿

花
ま
め
」
と
改
称
し
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
し
た
。
そ

の
後
、
平
成
十
八
年
度
よ
り
経
営
改
善
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
民
間
事
業
者

「
金
井
工
業
株
式
会
社
」
に
委
託
を
開
始
し
た
。
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。
野
反
湖
の
冬
山
開
発
構
想
の
思
い
出

太
子
線
の
延
長
か
、
廃
止
と
な
る
か
の
先
駆
け
と
し
て
、
野
反
湖
の
開
発
調
査
が

始
ま
り
、
高
崎
鉄
道
管
理
局
の
神
山
鶴
治
さ
ん
が
中
心
と
な
り
、
昭
和
四
十
二
年
夏
、

野
反
湖
か
ら
和
山
に
入
り
、
苗
場
山
か
ら
湯
沢
温
泉
に
行
く
の
に
同
行
し
た
。

冬
山
調
査
で
は
、
東
京
電
力
野
反
ダ
ム
管
理
人
の
山
本
光
義
さ
ん
夫
婦
に
お
願
い

し
て
、
泊
め
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
昭
和
四
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
、
役
場
の
御

用
納
め
の
翌
日
富
沢
静
夫
さ
ん
の
ジ

1
プ
を
頼
ん
で
食
糧
を
搬
入
し
た
。
(
翌
日
か

ら
は
吹
雪
と
な
り
交
通
止
め
と
な
っ
た
。
)

翌
年
一
月
七
日
、
中
村
司
さ
ん
を
案
内
に
頼
ん
で
、
役
場
職
員
四
人
で
野
反
に
初

め
て
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
和
光
原
か
ら
約
三

0
セ
ン
チ
の
積
雪
の
中
、

ス
キ
ー
を

背
負
い
交
代
し
な
が
ら
の
ラ
ッ
セ
ル
で
大
ナ
ラ
ま
で
行
っ
た
が
、
雪
が
深
く
ど
う
に

も
な
ら
ず
、

ス
キ
l
に
シ

l
ル
を
付
け
登
っ
た
。
富
士
見
峠
で
初
め
て
見
た
冬
山
の

野
反
湖
、
周
り
の
山
々
の
眺
め
は
別
世
界
だ
っ
た
。
弁
天
山
に
登
り
、
エ
ビ
沢
に
下
つ

て
湖
面
の
上
を
滑
っ
て
行
き
、
最
後
の
東
電
事
務
所
ま
で
の
僅
か
な
坂
で
は
あ
っ
た

が
、
さ
す
が
に
疲
れ
よ
う
や
く
到
着
。

夜
は
山
本
さ
ん
ご
夫
婦
に
お
世
話
に
な
っ
て
冬
山
の
様
子
を
色
々
聞
か
せ
て
も
ら

い
風
日
に
も
入
っ
て
、
美
味
し
い
夕
食
を
頂
き
ぐ
っ
す
り
寝
込
む
。

翌
朝
窓
に
は
雪
が
吹
き
付
け
、
外
気
は
マ
イ
ナ
ス
二

O
度
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
寒
き
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
吹
雪
で
、
山
本
さ
ん
か
ら
「
湖
の
上
を
右
に
寄

国鉄六合山荘

る
と
エ
ビ
沢
に
入
り
危
険
だ
か
ら
左
側
を
行
き
最
後
は
送
電
線
に
沿
っ
て
行
く
よ
う

に
」
と
教
え
て
も
ら
う
。
湖
面
の
氷
の
上
は
風
が
強
く
、
手
を
広
げ
れ
ば
前
に
進
む

状
態
で
あ
っ
た
。
富
士
見
峠
は
強
風
で
ス
キ
1
の
ス
ト
ッ
ク
が
真
横
に
な
る
程
だ
っ

た
。
峠
か
ら
和
光
原
ま
で
は
、
昨
日
と
違
っ
て
道
路
沿
い
に
ス
キ
l
で
下
が
っ
て
来

る
そ
の
後
、
三
月
に
な
っ
て
、
高
鉄
の
神
山
さ
ん
、
本
社
の
小
泉
局
長
さ
ん
、
草
津

営
林
署
引
沼
担
当
区
主
任
、
高
鉄
ス
キ

1
部
の
皆
さ
ん
十
人
位
で
調
査
に
入
り
、
翌

年
と
二
冬
調
査
に
入
っ
た
。
八
間
山
、
三
壁
山
、

エ
ピ
山
等
に
登
っ
た
。
夏
は
笹
が

深
く
周
り
が
見
え
な
い
が
、
雪
山
で
は
素
晴
ら
し
い
風
景
が
眺
め
ら
れ
る
。
三
壁
山

頂
か
ら
苗
場
山
が
よ
く
見
え
た
の
は
、
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
調
査
を
し
た
野
反
湖
の
冬
山
開
発
も
、
む
な
し
い
夢
物
語
と
な
っ
た
。
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五

六
合
へ
の
電
気
導
入
と
県
営
発
電
所

一
、
小
雨
発
電
所
建
設
と
電
灯

電
気
の
明
か
り
は
、
文
明
開
化
の
象
徴
と
も
い
え
る
。
日
本
で
最
初
の
発
電
所

は
琵
琶
湖
疎
水
を
利
用
し
た
京
都
の
蹴
上
発
電
所
で
、
送
電
開
始
は
明
治
二
十
四

(
一
八
九
一
)
年
で
あ
る
。
群
馬
県
で
は
明
治
二
十
七
年
、
全
国
で
五
番
目
に
天
狗

岩
用
水
を
利
用
し
た
発
電
所
(
五
O
K
W
)
を
建
設
し
、
今
の
前
橋
市
に
電
灯
を
点

し
た
。
吾
妻
郡
で
最
初
の
発
電
所
は
、
百
名
水
の
一
つ
鳴
沢
川
の
水
源
、
不
動
の
湧

水
を
利
用
し
た
箱
島
発
電
所
で
、
明
治
四
十
三
年
に
事
業
を
開
始
す
る
。

六
合
村
で
最
初
の
発
電
所
は
、
大
正
十
(
一
九
二
一
)
年
四
月
に
事
業
開
始
の
小

雨
発
電
所
建
設
で
あ
る
。
『
吾
妻
郡
誌
』
に
は
、
小
雨
電
灯
(
株
)
小
雨
発
電
所
と
あ
り
、

俗
称
ズ
ウ
ズ
ウ
川
の
水
を
使
用
、
発
電
馬
力
は
四
馬
力
で
、
六
合
村
地
内
に
電
力
供

給
と
あ
る
。
同
発
電
所
は
、
郡
内
で
二
一
番
目
に
建
設
さ
れ
た
が
、
水
量
が
少
な
い

沢
の
た
め
か
、
規
模
は
田
村
発
電
所
(
四
万
温
泉
の
旅
館
用
自
家
発
電
所
)

の
五
馬

力
よ
り
も
小
規
模
で
あ
る
。

小
雨
発
電
所
を
知
る
資
料
は
少
な
い
が
、
六
合
村
長
寿
会
著
の
『
お
ら
が
村
の
よ

も
や
ま
話
』
に
、
関
係
者
(
市
川
正
三
氏
)

の
話
が
あ
り
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
市

川
氏
は
小
雨
地
内
で
は
大
正
中
頃
ま
で
松
の
根
等
を
集
め
、
鉄
板
の
燭
台
に
乗
せ
て

燃
や
し
た
明
か
り
や
、
石
油
ラ
ン
プ
の
明
か
り
の
下
で
生
活
を
し
、
夜
な
べ
仕
事
を

し
た
と
記
す
が
、
他
集
落
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

小
雨
で
は
他
集
落
に
先
駆
け
て
、
大
正
九
年
十
月
に
水
力
発
電
所
工
事
を
着
工
し
、

雨
と
対
岸
生
須
集
落
に
売
っ
て
い
る
。

翌
年
四
月
に
は
事
業
を
開
始
し
た
。
当
時
の
社
長
は
市
川
岩
次
郎
氏
で
、
電
気
は
小

発
電
所
は
下
平
橋
の
上
流
約
一
五

O

メ
ー
ト
ル
程
の
川
沿
い
に
あ
っ
た
。
電

気
器
具
類
も
な
い
時
代
で
、
電
気
の
用

途
は
夜
間
の
照
明
用
だ
け
だ
っ
た
。
タ

方
に
な
る
と
発
電
所
に
行
っ
て
、
水
を

か
け
て
発
電
を
し
、
翌
朝
に
は
水
を
止

め
る
毎
日
で
、
こ
の
仕
事
は
星
元
屋
の

星
野
勇
太
郎
氏
が
主
に
担
当
と
あ
る
。

当
時
の
電
球
は
一

O
シ
ョ
ッ
ク
位
、
今

の
二

O
ワ
ッ
ト
位
の
明
る
さ
と
あ
る
。

}J、雨発電所堰堤跡
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現
在
の
送
水
管
は
金
属
製
だ
が
、
当
時
は
大
き
な
唐
松
を
二
つ
に
割
り
、
中
を
朝

り
抜
き
、
二
つ
を
合
わ
せ
て
木
管
を
つ
く
り
針
金
で
縛
っ
た
木
管
を
作
っ
た
。
木
管

を
何
本
も
繋
ぎ
合
わ
せ
、
管
の
中
に
水
を
落
と
し
タ
ー
ビ
ン
水
車
を
回
し
発
電
し
た

と
あ
る
。
だ
が
、
繋
ぎ
目
部
分
か
ら
水
が
洩
れ
て
し
ま
い
、
十
分
な
発
電
が
出
来
な

か
っ
た
の
が
難
点
だ
っ
た
。
堰
堤
ま
で
行
く
道
も
な
か
っ
た
の
で
、
新
た
に
約
五

O

0
メ
ー
ト
ル
の
道
を
つ
く
り
、
発
電
機
等
の
資
材
を
運
び
建
設
し
た
苦
労
も
あ
っ
た

と
い
う
。
通
路
の
入
口
に
は
三
寸
五
分
(
約
一

0
.
五
セ
ン
チ
)
角
程
度
の
木
柱
に

れ
て
、
今
日
の
電
気
時
代
に
な
っ
た
。

株
式
会
社
小
雨
水
力
発
電
所
と
書
い
た
標
柱
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東
電
に
買
収
さ

今
、
下
平
橋
左
岸
挟
か
ら
発
電
所
跡
方
向
に
向
か
っ
て
沢
を
上
る
に
も
、
道
跡
が

崩
落
し
進
む
の
が
大
変
で
あ
る
。
現
存
す
る
発
電
所
関
係
の
顕
著
な
遺
構
は
発
電
所



の
堰
堤
跡
で
、
沢
の
両
岸
に
遺
っ
て
い
る
。
場
所
は
林
道
小
雨
線
の
大
カ
l
プ
地
点
、

水
道
施
設
脇
を
進
み
、
沢
に
出
合
っ
た
ら
、
沢
沿
い
に
下
る
と
堰
堤
跡
に
で
る
。
堰

堤
の
下
方
は
滝
に
な
る
急
斜
面
で
あ
る
。
こ
の
斜
面
を
利
用
し
木
管
を
下
ろ
し
、
落

差
を
つ
く
り
発
電
用
タ
ー
ビ
ン
を
回
し
た
の
だ
ろ
う
。

古
老
が
よ
く
停
電
を
し
た
と
語
る
よ
う
に
、
発
電
は
不
安
定
な
状
態
だ
っ
た
。
学

校
で
映
画
会
を
行
っ
た
夜
は
、
小
雨
、
生
須
の
全
世
帯
の
電
灯
を
消
さ
せ
て
上
映
し

た
と
語
る
程
で
、
供
給
余
力
が
な
い
小
発
電
所
だ
っ
た
と
分
か
る
。
沼
尾
の
福
島
仁

一
氏
は
電
灯
が
点
い
た
の
は
、
中
之
条
の
農
学
校
生
徒
だ
っ
た
昭
和
四

t
五
年
頃
で
、

電
線
は
白
砂
川
対
岸
の
生
須
側
か
ら
入
っ
て
来
た
と
語
る
。
最
短
距
離
の
湯
川
発
電

所
付
近
の
難
所
を
避
け
て
送
電
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

『
ぐ
ん
ま
の
電
力
史
』
を
見
る
と
、
大
正
九
(
一
九
二

O
)
年
十
月
、
小
雨
電
気

(
資
本
金
七
、
五

O
O円
)
が
設
立
、
仙
ノ
沢
に
出
力
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
を
設

け
、
翌
十
年
四
月
、
小
雨
・
生
須
両
地
区
の
五
七
戸
、

一
O
三
灯
に
電
気
を
供
給
し
、

後
に
小
雨
電
灯
と
社
名
を
変
更
等
、
前
記
冊
子
と
若
干
異
な
る
が
記
述
は
具
体
的
で

金
の
す

Q

。

六合への電気導入と県営発電所

『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
に
は
、
当
時
は
発
電
と
送
電
が
別
個
だ
っ
た

時
代
で
、
東
信
電
気
は
東
京
電
灯
に
電
力
を
卸
売
り
し
て
い
た
。
同
社
は
吾
妻
川
電

力
が
建
設
し
た
大
津
・
羽
根
尾
・
今
井
・
田
代
の
四
発
電
所
を
取
得
し
、
工
事
を
引

き
継
い
だ
西
窪
発
電
所
を
昭
和
八
(
一
九
三
三
)
年
十
一
月
に
完
成
さ
せ
る
。
さ
ら

に
拡
充
路
線
は
進
み
、
吾
妻
川
支
流
筋
に
あ
る
一
般
供
給
規
模
数
百

I
数
千
灯
の
小

規
模
事
業
者
で
あ
る
草
津
電
気
鉄
道
、
深
沢
産
業
、
小
雨
電
灯
を
買
収
し
て
い
る
。

同
著
に
は
小
雨
電
灯
は
一
九
一
二
年
三
月
に
開
業
し
、
東
信
電
気
に
一
九
三
八
年
三

月
に
譲
渡
と
あ
る
。
『
郡
誌
追
録
』
に
、
昭
和
九
年
十
一
月
調
査
の
水
力
電
気
事
業

に
一
七
個
所
の
発
電
所
が
載
る
が
、
小
雨
発
電
所
の
名
は
運
転
を
休
廃
止
し
た
の
か

見
え
な
い
。
赤
岩
一
帯
に
電
気
を
点
し
た
深
沢
産
業
の
名
も
、
前
記
追
録
に
は
記
さ

れ
ず
、
既
に
運
転
を
中
止
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

二
、
六
合
南
部
へ
の
電
気
導
入

六
合
南
部
に
は
、
長
野
原
町
員
瀬
に
あ
っ
た
深
沢
産
業
か
ら
電
気
が
引
か
れ
た
が
、

赤
岩
地
域
以
外
の
日
影
、
太
子
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

『
長
野
原
町
誌
』
か
ら
深
沢
発
電
所
を
紹
介
す
る
が
、
発
電
所
は
六
合
村
に
隣
接

す
る
長
野
原
町
員
瀬
地
内
に
所
在
と
あ
り
、
名
称
は
深
沢
産
業
(
株
)
深
沢
発
電
所

で
あ
る
。
同
書
か
ら
沿
革
を
見
る
と
、
大
正
十
一
年
に
発
電
事
業
を
目
的
に
、
長
野

原
町
と
六
合
村
の
一
部
有

深沢産業発電所

送水管跡

志
が
設
立
し
、
当
時
の
役

員
は
長
野
原
町
五
名
、
六
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合
村
赤
岩
の
篠
原
久
作
、

篠
原
団
次
郎
の
二
名
で
あ

る
発
電
所
の
特
色
は
、
昼
間
は
長
野
原
町
の
土
木
請
負
業
者
畠
中
雄
平
が
製
材
事
業

の
動
力
源
で
使
用
し
、
夜
間
に
な
る
と
電
灯
用
に
送
電
し
た
と
あ
る
。
規
模
は
タ
l

、
ビ
ン
水
車
一
台
、
送
水
管
落
差
は
二

0
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
発
電
所
の
使
用
河
川
は

深
沢
川
の
水
で
、
発
電
所
竣
工
は
大
正
十
二
年
、
竣
工
式
は
雲
林
寺
で
行
っ
た
。

そ
の
後
、
経
営
困
難
も
あ
っ
て
会
社
は
解
散
し
、
施
設
は
重
役
篠
原
団
次
郎
が
引

き
受
け
て
、
綿
打
工
場
を
経
営
し
た
が
、
火
災
で
焼
失
し
廃
止
し
て
い
る
。

今
も
国
道
脇
に
当
時
の
送
水
管
の
一
部
が
遺
り
、
そ
の
上
方
に
は
水
槽
跡
が
あ
り
、

当
時
の
面
影
を
僅
か
に
偲
べ
る
。
配
電
区
域
は
地
元
の
長
野
原
町
貝
瀬
と
、
六
合
村



産業・経済

赤
岩
の
本
村
と
広
池
で
あ
る
。
古
老
は
晩
秋
に
は
水
路
や
水
槽
の
落
ち
葉
拾
い
で
苦

労
し
た
と
語
り
、
電
灯
は
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
徐
々
に
赤
っ
ぽ
く
な
り
、
や
が
て

薄
暗
い
電
灯
が
点
り
、
そ
の
姿
を
「
焼
け
火
箸
」
と
形
容
し
、
懐
か
し
そ
う
に
話
し

て
い
る
。

『
ぐ
ん
ま
の
電
力
史
』
の
記
述
を
見
る
と
、
深
沢
産
業
は
深
沢
川
の
水
を
利
用
し
、

板
葺
き
屋
根
の
発
電
所
で
、
昼
間
は
電
力
を
製
材
用
動
力
で
使
用
し
、
夜
間
は
赤
岩
・

日
影
・
小
雨
に
供
給
し
た
と
記
す
が
、
小
雨
で
な
く
太
子
と
思
え
る
。

『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』
に
載
る
昭
和
初
期
の
供
給
区
域
図
に
は
、
六

合
村
南
部
の
三
大
字
は
深
沢
産
業
の
供
給
区
域
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

広
池
の
篠
原
団
次
郎
氏
の
子
孫
は
、
深
沢
橋
左
岸
挟
付
近
に
小
さ
な
発
電
所
を
造

り
、
団
次
郎
氏
が
深
沢
産
業
の
半
分
の
株
を
所
有
し
、
社
長
だ
っ
た
と
語
る
。
当
時

の
電
灯
は
、
赤
い
よ
う
な
小
さ
な
電
球
で
、
ラ
ン
プ
み
た
い
な
明
る
さ
で
、
東
電
に

権
利
譲
渡
後
は
、
綿
打
ち
工
場
用
に
電
力
を
使
用
し
て
い
た
と
い
う
。
水
路
は
駒
倉

沢
か
ら
取
り
、
ト
ン
ネ
ル
で
深
沢
側
に
落
と
し
、
発
電
で
利
用
後
は
白
砂
川
に
落
と

し
た
。
今
も
貝
瀬
の
下
回
宅
付
近
の
国
道
脇
に
水
路
管
が
一
部
見
ら
れ
る
。
取
水
槽

で
は
、
秋
が
深
ま
る
と
落
ち
葉
で
詰
ま
り
、
学
校
が
休
み
の
日
に
は
よ
く
拾
い
に
行
つ

た
と
語
る
。
水
質
が
良
い
水
で
、
今
は
浅
間
酒
造
が
駒
ヶ
沢
の
水
を
利
用
し
て
酒
造

り
を
し
て
い
る
。

三
、
入
山
地
内
の
点
灯

入
山
地
内
に
最
初
に
電
灯
が
点
っ
た
の
は
何
時
か
と
図
書
館
等
に
通
っ
て
み
た
。

だ
が
、
関
係
冊
子
に
南
部
地
域
の
情
報
が
多
少
記
さ
れ
る
程
度
で
、
入
山
地
内
の
電

気
導
入
に
関
す
る
資
料
は
存
在
し
な
い
。
唯
一
、
『
関
東
の
電
気
事
業
と
東
京
電
力
』

に
、
昭
和
初
期
の
県
内
の
電
力
供
給
区
域
図
が
載
り
、
そ
の
地
図
に
は
県
内
で
電
気

が
入
ら
な
い
空
白
地
域
が
二
個
所
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
が
入
山
で
、
他
は
片

品
村
東
北
部
が
県
内
の
電
気
空
白
地
域
と
分
か
っ
た
。
こ
の
地
図
を
見
て
、
当
地
は

県
内
で
も
最
後
に
電
気
が
導
入
さ
れ
た
地
域
と
知
っ
た
。

何
時
、
入
山
に
電
気
が
引
か
れ
た
か
を
知
る
の
に
は
、

入
山
中
学
生
の
郷
土
学

習
『
入
山
研
究
』
が
あ
る
。
だ
が
、
読
み
進
め
る
と
研
究
年
度
や
地
域
に
よ
っ
て
電

灯
が
点
っ
た
年
に
若
干
食
い
違
い
が
あ
る
。
無
理
も
な
い
、

電
灯
が
点
っ
て
か
ら
数

十
年
も
時
間
が
経
過
し
、
当
時
の
記
憶
も
暖
昧
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
微
妙
な
時
間

の
ず
れ
を
補
っ
た
の
が
、
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で
あ
る
。
記
憶
に
頼
っ
た
資

料
の
た
め
不
詳
個
所
は
多
々
あ
る
が
、
現
時
点
で
確
認
出
来
た
入
山
ヘ
何
時
電
灯
が

点
っ
た
か
を
記
し
て
み
る
。

『
入
山
研
究
』
四
号
の
田
代
原
開
拓
の
歴
史
に
、
「
小
倉
前
の
日
曹
鉱
業
で
掘
っ

た
硫
黄
山
の
開
発
で
、
田
代
原
の
畑
の
上
を
索
道
が
通
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
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れ
を
動
か
す
た
め
に
電
気
を
引
い
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
索
道
を
通
す
た
め
の
用

地
は
無
料
で
貸
す
と
い
う
条
件
に
よ
り
、
田
代
原
に
も
電
気
を
入
れ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
際
、

一
燈
だ
け
は
無
料
で
入
れ
て
も
ら
い
、

一
一
燈
ま
す
ご
と
に
五
円
を
払

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
山
で
は
一
番
早
く
電
気
が
入
り
ま
し
た
」
と
具
体
的
な

記
述
が
載
る
。
集
落
裏
を
通
る
硫
黄
山
の
索
道
用
電
線
か
ら
補
償
的
な
形
で
各
戸
に

支
線
を
引
か
れ
、
入
山
地
内
で
は
一
番
早
く
家
庭
に
電
灯
が
点
っ
た
と
分
か
る
。
同

三
号
に
は
、
索
道
は
草
津
か
ら
来
た
が
、
工
事
の
際
は
丸
め
た
電
線
を
各
々
が
持
つ

て
一
定
間
隔
で
並
び
、
人
力
で
長
い
電
線
を
張
っ
た
と
あ
る
。
電
線
を
運
ぶ
途
中
で
、

あ
る
人
が
蜂
の
巣
に
触
れ
、
刺
さ
れ
て
顔
が
腫
れ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
、
途
中
で
逃

げ
出
せ
ば
、
電
線
が
切
れ
工
事
が
中
断
し
て
迷
惑
を
か
け
る
と
、
痛
み
に
絶
え
必
死

に
持
ち
続
け
た
と
い
う
笑
え
な
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

同
号
に
は
入
山
は
国
有
林
が
九

O
%
を
し
め
る
土
地
柄
で
、
昭
和
十
二
年
に
は
入



山
ま
で
車
が
通
れ
る
県
道
が
開
通
し
て
材
木
等
の
搬
出
が
可
能
に
な
り
、
当
地
最
大

の
資
源
で
あ
る
森
林
の
有
効
活
用
が
可
能
に
な
っ
た
と
あ
る
。
草
津
営
林
署
で
は
奥

山
に
眠
る
森
林
開
発
の
大
仕
事
に
取
り
組
み
、
主
に
松
岩
山
北
斜
面
の
三
浦
(
白
砂

川
左
岸
山
腹
)
に
眠
る
森
林
を
伐
採
し
て
、
森
林
軌
道
(
ト
ロ
ッ
コ
)

で
終
点
の
引

沼
に
あ
る
製
材
所
ま
で
運
び
出
す
v

」
と
を
考
え
た
と
記
さ
れ
る
。

昭
和
十
三
年
、
草
津
営
林
署
が
引
沼
に
官
行
事
業
の
製
材
所
(
今
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
や
豆
腐
屈
付
近
)
建
設
、
こ
れ
が
入
山
へ
の
電
気
導
入
の
契
機
に
な
っ
た
と

あ
る
。
製
材
所
で
は
、
最
初
は
大
鋸
屑
等
を
燃
や
し
て
蒸
気
機
関
の
動
力
と
し
ベ

ル
ト
や
帯
鋸
は
動
か
し
た
と
い
う
。
当
時
、
製
材
所
が
休
憩
時
間
の
合
図
に
九
時
、

十
一
一
時
、
三
時
に
鳴
ら
し
た
ボ

1
の
音
が
当
地
の
人
々
に
時
間
を
教
え
た
も
の
だ
と

懐
か
し
そ
う
に
語
る
古
老
も
い
る
。

そ
の
後
、
製
材
所
の
動
力
を
蒸
気
か
ら
電
気
に
変
更
し
て
、
電
気
は
小
倉
対
岸
の

日
本
曹
達
硫
黄
山
か
ら
電
線
を
延
長
し
て
引
く
こ
と
に
な
っ
た
。
製
材
所
ま
で
の
電

線
は
小
倉
、
長
平
、
根
広
、
花
敷
、
引
沼
集
落
の
ル

l
ト
で
、
昭
和
十
五
年
早
々
に

は
電
気
が
引
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

『
研
究
』
に
は
、
硫
黄
山
に
近
い
小
倉
集
落
で
は
、
昭
和
十
四
年
十
一
月
に
配
線

を
終
え
、
翌
年
の
正
月
に
は
電
気
を
見
て
過
ご
し
た
と
記
さ
れ
る
。
『
研
究
』
十
号

六合への電気導入と県営発電所

の
「
硫
黄
鉱
山
と
入
山
」
の
な
か
に
、
「
電
気
が
入
っ
た
の
は
昭
和
十
五
年
の
正
月
で
、

十
四
年
一
月
よ
り
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
」
と
記
し
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
。
日

本
曹
達
小
倉
鉱
業
所
の
お
蔭
で
「
小
倉
は
寝
て
い
て
、
電
気
が
入
っ
た
」
と
古
老
の

話
し
も
載
る
。
個
人
負
担
も
な
く
、
共
有
財
産
の
山
の
落
ち
葉
を
売
っ
た
お
金
二
一

O
円
と
、
労
力
奉
仕
で
済
み
、
残
り
の
費
用
は
鉱
山
で
負
担
し
た
と
記
さ
れ
る
。

同
書
に
は
、
小
倉
に
電
気
が
入
っ
た
後
の
生
活
の
変
化
を
、
古
老
が
①
ラ
ジ
オ
が

聞
こ
え
、
世
の
中
の
動
き
が
分
か
る
、
と
い
う
プ
ラ
ス
評
価
は
考
え
ら
れ
た
が
、
②

夜
更
か
し
を
す
る
。
③
文
化
が
進
み
、
生
活
が
忙
し
く
な
る
。
④
平
均
的
に
人
が
怠

け
者
に
な
っ
た
と
あ
り
、
全
面
的
な
プ
ラ
ス
評
価
ば
か
り
で
な
く
て
興
味
深
く
感
じ

る
。
事
実
、
自
給
的
な
経
済
だ
っ
た
が
、
月
々
の
電
気
代
支
払
い
等
で
、
日
々
の
生

活
に
追
わ
れ
忙
し
く
な
っ
た
と
い
う
感
想
は
今
の
社
会
に
も
通
じ
る
。

①

1
④
の
変
化
の
次
に
、
電
気
導
入
前
は
松
の
根
を
掘
っ
て
燃
や
し
た
り
、
ラ
ン

プ
の
ホ
ヤ
を
磨
い
た
り
し
な
い
と
親
か
ら
怒
ら
れ
た
。
草
津
の
重
原
ま
で
炭
を
三
俵

も
背
負
っ
て
行
っ
て
売
り
、
帰
り
に
は
石
油
を
買
っ
て
帰
る
の
が
仕
事
だ
っ
た
と
記

し
、
そ
の
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
て
怠
け
者
に
な
っ
た
と
あ
り
、
当
時
の
子
供
の
日
常

生
活
の
一
端
と
変
化
を
知
る
貴
重
な
話
題
も
載
っ
て
い
る
。

根
広
の
中
村
福
美
氏
は
当
時
一
五
才
、
近
く
の
電
柱
工
事
で
働
く
方
に
、
電
柱
の

「
十
四
・
十
」
と
記
す
文
字
を
見
て
、
そ
の
意
味
を
聞
く
と
昭
和
十
四
年
十
月
の
こ
と

で
、
今
度
の
お
正
月
に
は
電
気
が
入
る
よ
言
わ
れ
た
と
、
当
時
の
記
憶
を
話
し
て
く
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れ
た
。
事
実
、
こ
の
年
の
大
晦
日
に
は
電
灯
が
点
っ
た
と
い
う
。
官
行
の
製
材
所
か

ら
少
し
離
れ
た
引
沼
の
古
老
は
、
昭
和
十
五
年
一
月
十
日
に
宇
都
宮
へ
入
隊
し
た
が
、

そ
の
時
点
で
は
家
に
電
灯
が
入
つ
て
な
か
っ
た
と
語
る
。
当
時
を
知
る
古
老
は
、
白

砂
川
の
水
を
川
中
発
電
所
へ
運
ぶ
隠
道
工
事
用
の
専
用
電
線
が
群
馬
水
電
の
松
谷
発

電
所
か
ら
山
を
越
え
て
引
か
れ
て
い
た
と
い
う
。
世
立
下
の
隠
道
横
穴
入
口
付
近
の

労
働
者
の
飯
場
や
幹
部
住
宅
に
は
電
灯
が
点
っ
て
い
た
が
、
近
く
の
一
般
住
宅
に
は

入
っ
て
い
な
か
っ
た
と
語
る
。
当
初
は
製
材
所
付
近
ま
で
電
線
を
引
き
、
電
線
沿
い

の
家
は
新
年
を
電
灯
の
下
で
迎
え
た
が
、
そ
の
周
辺
地
域
の
家
へ
の
配
線
は
や
や
遅

れ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。

引
沼
に
隣
接
の
世
立
や
京
塚
に
も
同
年
中
に
は
電
気
が
入
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
『
研

究
』
に
は
、
世
立
の
古
老
が
電
気
の
入
っ
た
頃
を
ふ
り
返
っ
た
話
が
載
る
。
最
初
は

裸
電
球
で
、
測
針
器
(
メ
ー
ト
ル
器
)

の
あ
る
家
は
集
落
で
も
数
軒
で
、
測
針
器
を



産業・経済

入
れ
る
条
件
は
電
灯
設
置
個
所
が
六

1
七
個
所
な
い
と
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
と
あ

る
。
ま
た
、
大
風
や
大
雪
の
時
に
電
線
が
切
れ
て
も
な
か
な
か
修
理
に
来
ず
、
電
灯

が
点
か
な
い
暗
い
夜
が
一
週
間

1
一
0
日
間
位
も
続
い
て
、
そ
ん
な
時
の
挨
拶
は
「
今

夜
電
気
が
点
け
ば
い
い
な
」
だ
っ
た
と
語
り
合
っ
た
回
顧
談
が
載
っ
て
い
る
。

電
気
U
電
灯
の
時
代
が
終
わ
り
、
集
落
電
化
の
話
題
も
載
る
。
同
十
七
年
に
は
ラ

ジ
オ
が
入
り
、
同
二
十
二
年
に
は
精
米
機
が
、
同
二
十
四
年
に
は
農
機
具
が
、
同

二
十
七
年
に
は
電
気
ア
イ
ロ
ン
が
、
同
一
二
十
五
年
に
は
炊
飯
器
が
、
同
三
十
八
年
に

は
電
話
と
、
新
し
い
文
明
の
利
器
が
最
初
に
集
落
に
入
っ
た
年
が
記
さ
れ
て
興
味
深

い
。
そ
の
後
は
未
記
載
だ
が
、
翌
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
頃
に
白
黒
テ
レ
ビ
も
多

く
の
家
庭
に
入
り
、
電
気
は
文
字
通
り
生
活
の
近
代
化
と
結
び
つ
い
て
い
る
。

『
研
究
』
一
一
一
号
に
は
、
既
設
の
電
線
か
ら
離
れ
た
和
光
原
、
矢
倉
、
品
木
の
各
集

落
の
歩
み
が
載
る
。
他
の
集
落
と
離
れ
て
お
り
、
戦
争
の
影
響
も
あ
る
の
か
電
線
が

，
引
か
れ
な
か
っ
た
。
電
気
か
ら
見
離
さ
れ
た
三
集
落
は
期
成
同
盟
を
結
成
し
、
自
力

で
電
気
を
引
く
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

和
光
原
で
は
誘
致
運
動
の
委
員
を
任
命
し
電
気
を
引
く
取
り
組
み
を
す
る
。
委
員

長
山
本
太
重
郎
、
委
員
は
山
田
庄
太
郎
で
、
委
員
に
は
霜
団
長
七
、
本
多
与
市
、
霜

田
良
平
の
五
名
で
あ
る
。
貧
し
か
っ
た
時
代
、
電
気
を
引
く
時
に
は
負
担
が
あ
っ
て

大
変
と
い
う
反
対
意
見
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
委
員
の
説
得
や
、
資
金
不
足
の
人
に
は

金
持
ち
か
ら
資
金
を
借
り
受
け
、
何
と
か
ス
タ
ー
ト
を
し
た
。
自
己
負
担
は
一
軒

一
五

O
円
位
で
、
合
計
三
、

0
0
0円
位
(
昭
和
五
十
五
年
頃
の
価
値
で
一
五

O
万

円
位
)

で
、
小
諸
市
の
小
諸
電
気
に
相
談
し
引
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
、
昭
和
十
五
年
十
月
に
完
成
し
、
待
望
の
電
気
が
引
か
れ
た
。
そ
の
結
果
、
「
家

の
中
が
明
る
く
な
る
と
同
時
に
、
人
々
の
心
ま
で
明
る
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。
」
と

記
さ
れ
る
。

和
光
原
の
電
化
が
地
域
の
生
活
に
与
え
た
影
響
を
『
研
究
』
か
ら
紹
介
す
る
。
同

コ
一
十
五
年
に
洗
濯
機
が
入
り
、
今
ま
で
に
比
べ
て
洗
濯
の
時
間
も
少
し
に
な
り
、
洗

濯
物
も
椅
麗
に
な
っ
た
。
同
三
十
六
年
頃
、
冷
蔵
庫
を
五
万
円
程
度
で
買
っ
た
が
、

従
来
は
副
食
の
中
心
は
保
存
可
能
な
漬
け
物
類
だ
っ
た
が
、
冷
蔵
庫
の
使
用
で
副
食

の
内
容
も
多
様
化
す
る
。
同
二
十
八
年
に
は
テ
レ
ビ
放
送
が
始
ま
り
、
同
三
十
八
年

頃
に
は
、
当
時
五
万
円
位
の
白
黒
テ
レ
ビ
が
入
っ
た
。
実
物
の
映
像
を
見
ら
れ
る
こ

と
が
人
気
で
、
大
晦
日
の
晩
等
は
テ
レ
ビ
が
あ
る
家
に
見
に
行
っ
た
と
あ
る
。
カ
ラ
ー

テ
レ
ビ
放
送
の
開
始
で
、
同
四
十
四

1
四
十
五
年
頃
に
は
九
万
円
位
で
何
軒
か
の
家

に
入
っ
た
。
電
気
が
引
か
れ
た
当
時
は
明
か
り
の
役
割
の
み
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
、
食
べ
物
を
保
存
し
、
娯
楽
等
に
多
様
に
使
わ
れ
、
暮
ら
し
が
徐
々

に
豊
か
に
な
っ
た
と
あ
る
。

品
木
も
同
じ
十
五
年
に
電
気
が
入
っ
た
。
品
木
集
落
の
電
気
導
入
の
歩
み
は
、
古
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老
中
沢
富
士
氏
が
経
験
し
た
事
実
の
記
憶
が
貴
重
で
あ
る
。
氏
は
昭
和
十
三
年
に
軍

の
任
期
を
終
え
故
郷
に
戻
っ
て
い
た
。
だ
が
、
他
集
落
に
は
電
気
が
入
っ
て
い
る
の

に
品
木
集
落
に
は
引
か
れ
な
か
っ
た
。
長
老
が
相
談
し
、
和
光
原
の
方
と
嬬
恋
村
干

俣
に
あ
っ
た
発
電
所
事
務
所
ま
で
電
気
導
入
の
陳
情
を
し
た
が
、
当
初
は
相
手
に
さ

れ
な
か
っ
た
と
い
う
。
次
の
陳
情
に
は
富
士
氏
も
若
者
代
表
で
参
加
し
、
干
俣
に
交

渉
に
行
っ
た
。
そ
の
席
で
、
軍
人
生
活
の
経
験
か
ら
電
灯
は
文
明
社
会
の
最
低
条
件

で
、
電
灯
が
な
い
生
活
は
差
別
だ
と
担
当
者
を
説
得
し
た
と
い
う
。
相
手
に
心
情
が

通
じ
た
の
か
、
電
気
を
引
く
こ
と
を
所
長
も
了
解
し
た
。
だ
が
、
慈
善
事
業
で
は
な

い
の
で
、
電
柱
(
品
木
で
は
一
戸
三
本
)
と
電
線
を
用
意
し
、
工
事
現
場
ま
で
運
搬

す
る
と
言
う
厳
し
い
条
件
が
示
さ
れ
た
。
電
線
は
草
津
の
殿
塚
方
面
か
ら
引
き
、
措
由

灯
は
一
戸
で
三
灯
の
条
件
で
、
昭
和
十
五
年
十
二
月
十
五
日
に
品
木
地
内
に
初
め
て

電
気
の
明
か
り
が
点
っ
た
日
は
忘
れ
ら
れ
な
い
と
語
っ
た
。
以
上
の
経
過
を
経
て
、



入
山
地
内
の
多
く
の
家
は
電
灯
の
下
で
、
団
壌
の
一
時
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
、
既
存
集
落
と
離
れ
た
小
規
模
集
落
や
見
寄
や
暮
坂
に
電
灯
が
点
っ
た
の
は

戦
後
だ
っ
た
。
暮
坂
の
熊
川
寅
吉
氏
は
、
戦
前
か
ら
松
谷

1
暮
坂
峠

1
見
寄
を
経
て

川
中
発
電
所
取
水
隠
道
工
事
の
電
線
が
通
っ
て
い
た
が
、
工
事
専
用
線
の
た
め
引
く

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
と
語
る
。

戦
後
に
な
り
、
電
気
が
入
る
時
代
に
な
っ
た
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
れ
て
配
電
工
事

を
頼
ん
だ
。

一
戸
で
数
灯
、
集
落
で
合
計
何
灯
以
上
と
割
り
当
て
ら
れ
、
電
柱
、
電

線
、
工
事
も
利
用
者
負
担
で
行
っ
た
。
今
ま
で
暗
い
ラ
ン
プ
生
活
だ
っ
た
の
に
、
何

灯
も
の
電
灯
が
入
り
賛
沢
過
ぎ
る
と
感
じ
た
と
言
う
。
そ
の
結
果
、
昭
和
二
十
三
年

九
月
に
暮
坂
で
も
電
気
が
四
軒
の
家
に
点
り
、
熊
川
宅
で
は
自
己
負
担
は
電
柱
代
を

除
き
、
二
、

0
0
0円
だ
っ
た
と
語
る
。
現
在
で
は
、
暮
坂
経
由
の
電
線
は
維
持
管

理
が
大
変
に
な
り
、
生
須
か
ら
送
電
さ
れ
て
い
る
。

湯
の
平
温
泉
の
自
家
発
電
所
を
紹
介
す
る
。
大
正
十
一
年
に
温
泉
が
開
発
さ
れ
た

湯
の
平
温
泉
は
、
河
床
か
ら
温
泉
を
宿
ま
で
汲
み
上
げ
る
の
に
電
気
が
必
要
だ
っ
た
。

暮
坂
の
後
坂
入
口
、
直
売
所
前
の
駒
ヶ
沢
の
水
を
発
電
に
利
用
す
る
た
め
取
水
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
花
楽
の
里
付
近
を
通
り
、
湯
の
平
温
泉
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

1
ス

の
日
の
前
峠
下
ま
で
用
水
路
を
掘
り
、

マ
ラ
石
峠
下
を
通
る
隠
道
を
開
削
し
た
。
水

六合への電気導入と県営発電所

は
温
泉
側
斜
面
の
沢
に
落
と
し
貯
水
池
に
溜
め
、
川
床
ま
で
の
落
差
を
利
用
し
発
電

を
行
っ
た
と
い
う
。
だ
が
、
沼
尾
か
ら
荷
付
場
、
梨
木
に
電
気
が
引
か
れ
、
支
線
が

温
泉
に
延
び
て
自
家
発
電
は
役
割
を
終
え
た
。

集
落
近
く
を
電
線
が
通
過
し
て
い
た
見
寄
も
、
電
灯
の
願
い
は
長
い
間
叶
わ
な

か
っ
た
地
域
で
あ
る
。
山
の
南
、
暮
坂
集
落
に
電
灯
が
入
っ
た
話
し
を
聞
き
本
格
的

に
取
り
組
ん
だ
。
当
地
の
山
本
新
十
郎
氏
は
「
昭
和
二
十
四
年
頃
、
小
諸
電
気
に
頼
み
、

東
電
か
ら
小
売
り
を
し
て
も
ら
っ
た
」
と
語
る
。
電
柱
は
集
落
で
用
意
し
、
近
く
の

電
線
か
ら
引
き
六
軒
の
家
々
に
電
灯
が
点
っ
た
。
だ
が
、
物
不
足
の
時
代
、
電
線
の

工
面
が
出
来
、
ず
、
村
当
局
を
通
じ
て
県
に
特
別
配
慮
の
陳
情
を
し
て
も
ら
い
、
ゃ
っ

と
電
線
を
確
保
出
来
た
と
い
う
。
小
諸
電
気
は
電
灯
数
は
集
落
全
体
で
最
低
三

O
灯

が
条
件
で
、
僅
か
六
軒
の
小
集
落
の
た
め
一
軒
で
五
個
所
に
電
灯
を
付
け
た
と
い
う
。

入
山
で
も
遅
く
な
っ
て
電
灯
が
入
っ
た
見
寄
の
方
は
、
「
こ
れ
で
や
っ
と
人
並
み
に

な
っ
た
」
と
当
時
を
ふ
り
返
っ
て
語
っ
て
い
る
。

だ
が
、
既
存
の
集
落
と
離
れ
た
開
拓
地
や
小
集
落
で
は
、
未
だ
電
気
の
灯
が
点
か

な
い
所
が
残
っ
た
。
長
ら
く
文
明
の
恵
み
か
ら
見
離
さ
れ
状
態
を
強
い
ら
れ
た
集
落

に
、
戦
後
二

O
年
近
く
経
過
し
た
頃
に
や
っ
と
電
灯
が
点
る
こ
と
に
な
っ
た
。

昭
和
三
十
八
年
の
『
六
合
村
報
』
五
一
号
に
「
無
電
燈
部
落
解
消
に
前
進
」
と
い

う
見
出
し
記
事
が
載
る
。
臨
時
村
議
会
で
は
七
件
が
議
決
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
電
灯

の
件
が
あ
る
。
村
報
に
「
二
、
辺
地
に
か
か
わ
る
公
共
的
施
設
の
総
合
事
業
費
起
債
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に
つ
い
て
熊
倉
、
か
じ
屋
敷
、
中
室
、
湯
久
保
等
の
無
電
灯
部
落
解
消
の
た
め
、
辺

地
事
業
の
特
典
を
生
か
し
て
、
実
施
す
る
こ
と
に
決
め
、
こ
れ
に
伴
う
財
源
措
置
と

し
て
、
三
百
二
十
万
円
の
起
債
を
す
る
こ
と
を
議
決
し
ま
し
た
。
」
と
あ
り
、
村
の

隅
々
ま
で
待
望
の
電
気
が
引
か
れ
る
目
途
が
つ
い
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
結

果
、
六
合
村
で
は
事
実
上
無
電
灯
集
落
は
解
消
し
て
い
っ
た
。

六
合
村
だ
け
で
な
く
、
吾
妻
郡
全
体
で
見
る
と
、
無
電
灯
家
屋
の
解
消
に
は
若
干

の
時
間
を
必
要
と
し
た
。
事
実
、
昭
和
四
十
年
十
月
八
日
の
上
毛
新
聞
に
、
「
ま
だ

あ
る
電
灯
の
な
い
家

奥
吾
妻
に
三
十
四
戸
」
の
見
出
し
記
事
が
載
る
。
東
電
中
之

条
営
業
所
調
べ
の
内
訳
は
、
吾
妻
町
一
四
戸
、
中
之
条
町
一

O
戸
、
高
山
村
五
戸
、

長
野
原
町
三
戸
、
東
村
二
戸
と
あ
り
、
六
合
村
地
域
か
ら
無
電
灯
家
屋
は
解
消
し
て

い
る
。
無
電
灯
地
域
は
、
既
存
集
落
と
距
離
が
あ
り
過
ぎ
る
高
台
や
、
小
型
自
動
車

も
入
ら
な
い
場
所
が
共
通
点
で
あ
る
。

へ
き
地
農
山
漁
村
電
気
導
入
促
進
法
で
は
、
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固
と
県
負
担
を
除
き
二
戸
五
万
円
の
個
人
負
担
が
必
要
で
、
然
も
農
協
単
位
で
五
戸

以
上
な
い
と
事
業
化
し
な
い
と
あ
る
。
五
戸
以
上
に
該
当
す
る
吾
妻
町
日
向
、
岩
井
、

植
栗
、
迦
葉
の
各
集
落
で
は
、
年
内
に
は
待
望
の
電
灯
が
点
る
と
あ
る
。
そ
れ
以
外

の
家
は
、
現
状
で
は
有
効
な
解
決
策
が
な
い
と
あ
る
。
最
後
に
、
「
山
の
こ
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
も
こ
と
し
は
"
暗
い
読
書
の
秋
“
が
や
っ
て
き
そ
う
だ
」
と
記
事
は
結

び
、
心
身
共
に
伸
び
盛
り
の
子
供
が
無
電
灯
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
。

四
、
県
営
発
電
所
の
建
設

長
い
間
、
群
馬
県
で
発
電
事
業
と
言
え
ば
東
京
電
力
(
株
)
が
独
占
す
る
イ
メ
1

ジ
が
定
着
し
て
い
た
。
こ
の
状
態
に
風
穴
を
開
け
た
の
が
群
馬
県
に
よ
る
県
営
発
電

事
業
へ
の
進
出
だ
っ
た
。

白
根
火
山
山
麓
か
ら
流
れ
出
す
河
川
は
酸
性
河
川
が
多
く
、
当
地
の
河
川
水
は
発

電
事
業
に
不
向
き
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
吾
妻
川
総
合
開
発
で
世
界
で
最
初

の
画
期
的
な
河
川
の
中
和
事
業
が
実
現
し
た
こ
と
で
、
無
用
と
思
わ
れ
た
河
川
の
利

用
価
値
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中
和
事
業
に
関
係
な
い
他
の
酸
性
河
川
で

も
、
酸
性
対
策
技
術
の
進
歩
で
河
水
の
発
電
へ
の
利
用
が
可
能
に
な
っ
た
。
海
外
か

ら
の
輸
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
依
存
せ
ず
、
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
自
前
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
心
が
い
く
風
潮
も
定
着
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
険
し
い
地
形
の
山
聞
を
流
れ

る
小
渓
流
を
集
め
て
、
小
規
模
だ
が
新
た
な
発
電
所
立
地
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
流
れ
の
中
で
、
六
合
地
内
で
は
現
在
四
ヶ
所
の
県
営
発
電
所
が
営
業

運
転
を
し
て
い
る
。

県
営
発
電
所
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
参
考
に
六
合
地
内
の
公
営
発
電
事
業
を
紹
介
し

ょ
う
。
地
方
公
営
事
業
と
い
う
の
は
地
方
公
共
団
体
が
設
立
す
る
企
業
で
、
電
気
事

業
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
群
馬
県
企
業
局
が
行
う
環
境
に
優
し
い
再
生
産
可
能
エ
ネ

ル
ギ
l
の
水
力
発
電
事
業
は
、
全
国
一
位
の
発
電
量
を
誇
っ
て
い
る
。
現
在
、
県
内

で
は
企
業
局
が
管
理
す
る
水
力
発
電
所
は
三
二
ヶ
所
、
火
力
発
電
所
一
ヶ
所
、
風
力

発
電
所
一
ヶ
所
、
合
計
三
四
ヶ
所
が
運
転
し
て
い
る
。
吾
妻
川
水
系
に
県
営
発
電
所

が一

O
ヶ
所
あ
り
、
群
馬
県
全
体
の
三
割
弱
を
し
め
て
い
る
。
内
訳
は
長
野
原
町
二
ケ

所
、
中
之
条
地
区
四
ヶ
所
、
六
合
地
区
四
ヶ
所
で
あ
る
。

県
営
発
電
事
業
の
特
色
は
、
発
電
し
た
電
力
は
全
て
一
般
電
気
事
業
者
、
群
馬
県

な
ら
東
京
電
力
に
販
売
し
て
い
る
。
県
営
発
電
に
よ
る
一
年
間
の
供
給
量
は
県
内
の

家
庭
等
の
消
費
電
力
の
約
五
分
の
一
を
賄
い
、
県
民
生
活
に
不
可
欠
な
電
力
供
給
源

に
な
っ
て
い
る
。

県
営
水
力
発
電
事
業
は
群
馬
県
の
地
形
的
特
色
に
よ
る
恵
み
で
、
豊
富
な
水
資
源

を
有
効
活
用
し
た
、
文
字
通
り
上
毛
カ
ル
タ
の
「
理
想
の
電
化
に
電
源
群
馬
」
に
相

応
し
い
姿
と
い
え
る
。
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
乏
し
い
日
本
に
と
り
、
水
力
は
再

生
産
が
可
能
で
、
環
境
に
優
し
い
純
国
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
。
従
来
の
開
発
か
ら
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見
落
と
さ
れ
て
い
た
水
資
源
を
、
技
術
進
歩
等
で
見
直
し
、
再
発
見
し
た
好
例
で
あ

ろ
う
。
そ
の
結
果
、
県
営
発
電
所
の
規
模
は
、
従
来
の
事
業
者
が
関
心
を
示
さ
な
か
っ

た
場
所
の
開
発
で
、
規
模
は
中
小
の
水
力
発
電
所
が
主
で
あ
る
。

財
源
面
で
も
地
方
自
治
体
に
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
。
発
電
所
の
所
在
自
治
体
に

固
か
ら
電
源
三
法
で
の
交
付
金
が
、
県
の
企
業
局
か
ら
は
所
在
市
町
村
に
交
付
金
を

交
付
さ
れ
て
い
る
。

六
合
地
区
に
立
地
し
た
四
か
所
の
県
営
発
電
所
を
、
営
業
開
始
年
順
に
、
内
容
や

特
色
を
紹
介
し
て
み
る
。

(
一
)
湯
川
発
電
所

総
合
開
発
事
業
の
一
環
で
、
強
酸
性
水
を
中
和
し
、
中
和
物
沈
殿
が
目
的
の
品
木



ダ
ム
か
ら
、
二
.
五
キ
ロ
下
流
側
に
圧
力
隠
道
で
水
を
引
き
、
小
雨
地
内
に
建
設
の

が
、
後
に
国
営
に
移
管
さ
れ
る
。

発
電
所
で
発
電
す
る
。
品
木
ダ
ム
と
中
和
工
場
は
当
初
、
県
企
業
局
の
運
営
だ
っ
た

注
目
点
は
、
品
木
ダ
ム
は
中
和

物
の
沈
殿
が
本
来
の
機
能
だ
が
、

二
点
聞
の
落
差
を
利
用
し
上
澄

み
水
を
引
い
て
発
電
を
行
い
、

電
力
販
売
で
中
和
経
費
を
生
み

出
す
一
石
二
鳥
の
機
能
に
あ
る
。

概
要

河
川
名
目
湯
川

(
谷
沢
川
、

認
可
最
大
出
力
。
八
、
二

O
O
K
W

大
沢
川
も
中
和
後
に
湯
川
に
合
流
)

年
可
能
発
電
電
力
量
一
二
、
六
九
七
万
k
w
h

最
大
使
用
水
量
一
四
.
五
凶
/
s

有
効
落
差
二
一
一
一
二

m

導
水
路
一
約
二
、
四
七
六

m

六合への電気導入と県営発電所

水
圧
鉄
管
一
約
四
八
四

m

発
電
形
式
υ

ダ
ム
水
路
式

発
電
機
二
ニ
相
交
流
同
期

水
車
一
立
軸
フ
ラ
ン
シ
ス
型

運
転
開
始
年
月
日
υ

昭
和
四
十
年
十
二
月
九
日

総
工
事
費
一
七
億
円

(
参
考
)
品
木
ダ
ム
(
国
土
交
通
省
管
轄
)

堤
頂
高
υ

四
三
.
五

m

型
式
一
直
線
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

堤
頂
長
二

O
六
m

集
水
面
積
二
二

0
.
九一阻

湯川発電所の外観

総
貯
水
容
量
一
二
ハ
六
.
八
万
ぱ

有
効
容
量
二
三
.
八
万
凶

常
時
満
水
位
一
九
O
九

m

取
水
位
υ

九
O
八

m

目
的
一
水
質
改
善
・
発
電

(
二
)
矢
倉
発
電
所

取
水
は
東
は
白
砂
川
本
流
取
水
堰
か
ら
隠
道
で
運
び
、
途
中
で
矢
倉
川
、
小
宿
川
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の
水
を
集
め
、
西
は
長
笹
川
か
ら
隠
道
で
、
途
中
の
ガ
ラ
ン
沢
川
、
白
淵
沢
川
の

水
を
集
め
、
発
電
所
上
方
で
東
西
の
水
路
を
合
わ
せ
発
電
を
す
る
。
建
設
は
昭
和

特
色
は
強
酸
性
水
を
利
用
す
る

五
十
五
年
度
に
新
設
さ
れ
た
中
小
水
力
発
電
開
発
補
助
金
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

た
め
、
隠
道
や
水
車
部
分
は
耐

腐
食
対
策
が
施
さ
れ
て
い
る
。

無
人
発
電
所
で
中
之
条
発
電
所

か
ら
遠
方
制
御
さ
れ
て
い
る
。

概
要

河
川
名
一
白
砂
川
と
前
記
五
支
流

矢倉発電所の外観
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認
可
最
大
出
力
一
七
、
八

O
O
K
W

年
可
能
発
電
電
力
量
二
二
、
九
八
六
万
k
w
h

最
大
使
用
水
量
一
七
ぱ
/
s

有
効
落
差
一
約
一
三
八

m

導
水
路
一
九
、

O
三
八

m

水
圧
鉄
管
一
約
二
三
一
六

m

発
電
形
式
一
水
路
式

発
電
機
一
三
相
交
流
同
期

水
車
一
立
軸
フ
ラ
ン
シ
ス
型

運
転
開
始
年
月
日
一
昭
和
五
十
八
年
十
月
一
日

総
工
事
費
二
ハ
一
一
億
円

(
一
二
)
広
池
発
電
所

湯
川
発
電
所
放
水
口
付
近
に

あ
る
白
砂
川
取
水
堰
で
取
水
し

降
道
で
運
び
、
途
中
で
駒
ヶ
沢

JI[ 

至
球
JII 

矢
ノ
下
JII 
の
水

を
集
め
て
利
用
す
る
。

概
要

河
川
名
一
白
砂
川
と
前
記
一
二
支
流

認
可
最
大
出
力
υ

四
、
二

O
O
K
W

年
可
能
発
電
電
力
量
一
約
二
、

O
六

O
万
k
w
h

最
大
使
用
水
量
二
ハ
.
五
3
m
/
s

広池発電所の外観

有
効
落
差
一
八

0
.
三

m

導
水
路
口
約
一
、
二
五
コ
一

m

水
圧
鉄
管
一
約
一
五

0
.
六

m

発
電
形
式
一
水
路
式

発
電
機
一
三
相
交
流
同
期

水
車
一
立
軸
フ
ラ
ン
シ
ス
型

運
転
開
始
年
月
日
一
昭
和
六
十
一
年
七
月
一
日

総
工
事
費
一
四
三
億
円

(
四
)
熊
倉
発
電
所

小
倉
集
落
の
先
で
白
根
開
善
学
校
へ
の
道

と
左
に
分
か
れ
、
山
中
に
一
.
五
キ
ロ
程
入
つ

た
奥
地
に
あ
り
、
白
根
山
麓
の
小
沢
か
ら
取

水
し
た
水
を
集
め
発
電
す
る
典
型
的
な
小
水

力
発
電
所
。
国
立
公
園
内
に
位
置
し
、
周
辺

環
境
と
の
調
和
を
配
慮
し
て
建
設
さ
れ
る
。

概
要
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熊倉発電所の外観

河
川
名
一
ガ
ラ
ン
沢
取
水
堰
か
ら
隠
道
や
開
渠
水
路
で
導
水
し
、
長
笹
沢
川
、
唐

沢
川
の
取
水
堰
か
ら
暗
渠
で
運
ば
れ
る
。
熊
倉
台
地
で
合
流
後
、
小
容
量
の
水
槽

に
溜
め
、
ガ
ラ
ン
沢
に
落
と
し
発
電
す
る
。
発
電
所
は
地
形
的
な
制
約
で
右
岸
で



な
く
、
水
管
橋
を
架
け
て
左
岸
側
に
建
設
さ
れ
る
。

認
可
最
大
出
力
一
二
、
九
O
O
K
W

年
可
能
発
電
電
力
量
口
約
一
二
九
七
万
k
w
h

最
大
使
用
水
量
二
一
.
五
六
ぱ
/
s

有
効
落
差
一
約
二
二
九
.
八

m

導
水
路
口
約
四
、
五
一
四

m

水
圧
鉄
管
一
約
三
二
五
.
七

m

発
電
形
式
一
水
路
式

発
電
機
二
ニ
相
交
流
同
期

水
車
一
横
軸
フ
ラ
ン
シ
ス
水
車

運
転
開
始
年
月
日
一
平
成
六
年
七
月
十
四
日

総
工
事
費
二
二
四
.
四
億
円

玉
、
結
び
に

従
来
の
『
六
合
村
誌
』
で
は
触
れ
て
な
か
っ
た
、
村
へ
の
電
気
導
入
の
歩
み
と
関

連
す
る
話
題
を
記
し
て
み
た
。
入
山
へ
の
道
路
開
削
と
共
に
村
民
の
生
活
を
一
変
さ

せ
た
電
気
導
入
に
関
す
る
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
特
に
入
山
地
区
で
は
皆
無
に
近

か
っ
た
。
不
十
分
な
内
容
で
誤
り
も
多
々
あ
る
と
思
う
が
、
ミ
ス
を
心
配
し
て
何
も

残
さ
な
い
よ
り
は
、
後
世
に
何
ら
か
の
資
料
を
残
し
、
先
人
の
歩
み
の
一
端
を
伝
え

ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
と
め
て
み
た
。
こ
の
項
を
作
成
す
る
の
に
際
し
、
中
学
生
の
『
入

小倉の硫黄鉱山

山
研
究
』
と
、
古
老
か
ら
の
聞
き
取
り
が
大
き
な
力
に
な
っ
た
こ
と
に
、
改
め
て
お

礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
結
び
と
す
る
。

_L. 

ノ、

小
倉
の
硫
黄
鉱
山

小
倉
の
硫
黄
鉱
山
は
、
六
合
村
大
字
入
山
の
小
倉
集
落
・
長
笹
川
の
右
岸
、
草
津

白
根
山
の
北
東
山
麓
崖
に
あ
っ
た
。
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、
こ
の
硫
黄
鉱
山
は
、
大

正
時
代
の
初
期
、
個
人
採
掘
で
始
め
ら
れ
た
。
当
時
は
小
倉
集
落
か
ら
鉱
山
へ
通
ず

る
道
も
な
く
、
山
道
を
辿
っ
て
採
掘
現
場
へ
行
く
程
の
、
ご
く
小
さ
な
鉱
山
で
あ
っ

た
と
い
う
。
昭
和
十
年
代
に
な
り
、
こ
の
鉱
山
が
再
開
発
さ
れ
た
。
民
営
企
業
の
日

曹
鉱
業
株
式
会
社
が
小
倉
鉱
業
所
と
し
て
本
格
的
な
硫
黄
鉱
山
を
稼
行
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
時
に
な
り
、
小
倉
の
集
落
か
ら
鉱
山
へ
の
道
も
で
き
、
開
発
も
進
ん

だ
。
採
鉱
夫
と
精
練
夫
は
鉱
山
に
経
験
を
も
っ
、
北
九
州
や
東
北
方
面
か
ら
特
殊
技

351 

術
者
と
し
て
、
鉱
山
労
働
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
他
に
鉱
山
で
は
選
鉱
夫
、
雑
務

者
、
事
務
員
が
居
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の
係
は
小
倉
の
人
達
が
中
心
に
な
り
、
こ
れ
に

あ
た
っ
た
。
高
品
位
に
精
練
さ
れ
た
硫
黄
は
、
決
め
ら
れ
た
形
に
整
形
さ
れ
、
人
力

や
馬
や
牛
の
畜
力
で
草
津
へ
運
ば
れ
た
、
こ
の
任
に
当
た
っ
た
の
は
雑
務
者
で
あ
っ

た
。
運
ば
れ
た
硫
黄
は
草
軽
電
鉄
に
よ
り
、
軽
井
沢
経
由
で
京
浜
工
業
地
帯
の
工
場

に
運
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
小
倉
集
落
の
南
の
緩
斜
面
に
三

O
軒
余
の
鉱
山
住
宅
が
つ

く
ら
れ
、
日
用
雑
貨
・
食
料
品
の
屈
が
で
き
賑
わ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
鉱
山
住

宅
に
は
家
族
づ
れ
の
世
帯
も
あ
り
、
学
童
は
入
山
小
学
校
・
長
平
分
校
に
十
数
人
程

度
が
通
学
し
て
い
た
。

世
界
の
硫
黄
鉱
床
を
成
因
別
に
分
け
る
と
次
の
三
型
に
な
る

一
、
石
油
鉱
床
に
関
係
し
て
で
き
た
鉱
床
で
、
岩
塩
ド
I
ム
の
石
灰
岩
中
に
あ
る

硫
黄
鉱
床
で
あ
り
、

ア
メ
リ
カ
、
メ
キ
シ
コ
湾
沿
岸
地
方
な
ど
産
油
地
に
み
ら



産業・経済

れ
る
鉱
床

二
、
石
灰
岩
層
中
に
石
膏
層
を
と
も
な
っ
て
、
層
状
鉱
床
を
つ
く
っ
て
い
る
鉱
床

で
あ
り
、
イ
タ
リ
ア
、

シ
チ
リ
ア
島
な
ど
に
そ
の
鉱
床
の
例
が
み
ら
れ
る
。

三
、
火
山
作
用
に
関
係
し
て
で
き
て
い
る
硫
黄
鉱
床
で
、
日
本
の
硫
黄
鉱
床
は
、

こ
の
分
類
に
属
し
て
い
る
。

小
倉
の
硫
黄
鉱
床
は
、
草
津
白
根
火
山
に
起
因
す
る
硫
黄
鉱
床
で
あ
り
、
典
型
的

な
火
山
作
用
に
伴
な
う
、
正
に
日
本
的
な
硫
黄
鉱
床
の
鉱
山
で
あ
る
。

日
本
の
硫
黄
生
産
量
の
八
割
を
占
め
る
岩
手
県
の
松
尾
鉱
山
は
、
日
本
最
大
の
硫

黄
鉱
床
と
い
わ
れ
、
最
盛
期
に
は
、
日
本
の
輸
出
鉱
産
物
の
主
位
を
占
め
て
い
た
。

松
尾
鉱
山
は
、
茶
臼
火
山
の
複
輝
石
安
山
岩
溶
岩
、
火
砕
岩
を
母
体
と
す
る
鉱
染
交

代
鉱
床
で
あ
り
、
鉱
石
の
品
位
は
、
平
均
品
位
で
、
硫
黄
含
有
二
七
%
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

小
倉
の
硫
黄
鉱
山
に
つ
い
て
の
詳
細
な
調
査
や
鉱
石
に
つ
い
て
の
分
析
資
料
は
な

い
が
、
草
津
白
根
火
山
か
ら
の
溶
岩
・
火
砕
岩
を
母
体
と
す
る
鉱
染
交
代
鉱
床
で
あ
っ

た
こ
と
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
硫
黄
鉱
石
の
品
質
は
凡
そ
三
O
%
前
後
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
鉱
石
を
も
っ
硫
黄
鉱
山
で
は
、

一
般
的
に
抗
道
堀
り
で
鉱
石
を
採
掘

し
、
選
鉱
し
て
か
ら
、
精
錬
し
て
、
高
品
位
の
硫
黄
を
生
産
し
、
出
荷
し
た
の
で
あ

る
。
小
倉
の
硫
黄
鉱
山
も
、
こ
の
よ
う
な
手
法
に
よ
り
硫
黄
生
産
を
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

百
数
十
人
の
鉱
山
従
事
者
を
擁
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
小
倉
の
硫
黄
鉱
山
は
、
昭

和
十
七
年
九
月
三
十
日
に
す
べ
て
の
施
設
を
整
理
し
て
閉
山
し
た
。
こ
の
鉱
山
の
閉

山
は
、
草
津
白
根
山
で
稼
行
さ
れ
て
い
た
他
の
硫
黄
鉱
山
の
中
で
も
、
最
初
の
鉱
山

の
閉
山
で
あ
っ
た
。
硫
黄
鉱
山
に
限
ら
ず
二
般
的
に
鉱
山
の
閉
山
と
い
う
時
に
は
、

資
源
の
枯
渇
や
需
要
の
変
化
に
よ
る
事
が
考
え
ら
れ
る
が
、
小
倉
の
硫
黄
鉱
山
の
閉

山
は
こ
れ
ら
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
の
硫
黄
生
産
量
で
主
位
を
占
め
て
い
た
松
尾
鉱
山
や
草
津
白
根
火
山
に
属
す

る
小
串
鉱
山
も
一
九
七
二
年
(
昭
和
四
十
七
年
)
に
は
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
共
に

閉
山
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
鉱
山
の
閉
山
は
、
日
本
の
硫
黄
鉱
山
の
限
界
を
示
す
も
の

と
い
え
る
。
か
つ
て
は
ア
メ
リ
カ
へ
も
輸
出
し
て
い
た
日
本
の
鉱
山
硫
黄
は
、

ア
メ

リ
カ
の
採
鉱
の
新
技
術
・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
法
の
開
発
に
よ
り
、
安
価
な
硫
黄
が
生
産
可

能
に
な
っ
た
た
め
、
硫
黄
輸
出
は
な
く
な
っ
た
。

一
方
、
日
本
で
は
一
九
七
O
年
こ

ろ
か
ら
、
近
代
工
業
の
発
展
に
よ
り
、
回
収
イ
オ
ウ
の
生
産
量
が
急
増
し
、
従
来
の

鉱
山
硫
黄
は
減
少
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

小
倉
の
硫
黄
鉱
山
の
閉
山
は
、
こ
れ
ら
日
本
の
硫
黄
鉱
山
の
閉
山
に
先
ん
ず
る
こ

と
三
O
年
も
以
前
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
例
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
。
小
倉
の
硫
黄

鉱
山
の
閉
山
に
は
、
他
に
そ
の
原
因
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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化

冬
住
み
の
里
資
料
館

全
国
に
知
れ
渡
る
名
湯
草
津
温
泉
は
、
近
代
的
な
山
の
温
泉
地
で
あ
る
。
新
幹
線
が

日
本
列
島
を
縦
横
に
走
り
、
高
速
道
路
も
全
国
に
伸
び
、
地
方
道
は
整
備
さ
れ
、
車
社

会
の
現
代
は
津
々
浦
々
ま
で
気
軽
に
旅
が
で
き
る
社
会
と
な
っ
た
。
高
地
で
標
高
一
、
二

0
0メ
ー
ト
ル
の
草
津
温
泉
も
観
光
の
客
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

歴
史
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
全
国
で
も
珍
し
い
、
草
津
温
泉
だ
け
の
生
活
の
知

恵
と
思
わ
れ
る
「
冬
住
み
」
と
い
う
制
度
が
あ
っ
た
。
標
高
一
、
二

0
0メ
ー
ト
ル
の
高

地
に
位
置
す
る
草
津
温
泉
で
は
、
冬
期
間
、
暖
房
の
施
設
も
無
く
、
ま
た
雪
が
多
か
っ

た
た
め
に
客
が
途
絶
し
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
温
泉
宿
を
休
業
と
し
、
麓
で
あ
る
標
高

八
0
0メ
ー
ト
ル
の
旧
小
雨
村
に
移
動
し
て
冬
住
み
を
し
て
い
た
。
旧
小
雨
村
は
草
津

温
泉
の
東
側
の
麓
に
あ
り
、
谷
間
で
あ
る
た
め
に
比
較
的
暖
か
く
、
管
理
も
で
き
る
近

い
地
で
あ
る
。
旧
前
口
村
も
冬
住
み
の
場
所
で
あ
る
が
、
標
高
が
一
、

0
0
0メ
l
ト

ル
あ
り
、
旧
小
雨
村
の
方
が
冬
住
み
を
す
る
人
の
数
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
暦

冬住みの里資料館

の
四
月
八
日
に
温
泉
聞
き
を
し
、
同
歴
十
月
八
日
に
温
泉
じ
ま
い
を
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
六
ヶ
月
の
間
に
冬
住
み
を
す
る
分
ま
で
稼
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
街
道
筋
の
宿

は
一
泊
だ
け
の
客
で
あ
る
が
、
湯
治
に
来
る
客
は
滞
在
を
し
て
療
養
を
す
る
。
こ
の
た
め
、

建
物
も
良
く
し
、
接
待
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
奥
に
あ

り
な
が
ら
も
、
古
く
か
ら
立
派
な
温
泉
の
町
並
み
を
な
し
て
い
た
こ
と
が
温
泉
誌
な
ど

に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
田
利
家
が
入
浴
し
た
こ
と
や
戦
国
時
代
の
武
将
が
来

浴
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
五
・
六

O
O年
も
前
か
ら
立
派
な
温
泉
町
を
な
し
て
い
た
こ
と

が
知
れ
る
。
「
草
津
千
軒
江
戸
構
L

と
い
う
言
葉
が
残
っ
て
い
る
が
、
旅
館
業
の
人
が
冬

住
み
の
屋
敷
を
構
え
、
い
ろ
い
ろ
な
業
種
の
人
た
ち
が
、
冬
の
間
酒
造
り
や
味
噌
、
醤
油
、

凍
み
豆
腐
と
い
っ
た
、
夏
の
た
め
の
準
備
に
忙
し
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。

草
津
温
泉
へ
の
道
は
信
州
方
面
か
ら
、
ま
た
上
州
方
面
か
ら
と
多
く
の
街
道
が
あ
る

が
、
特
に
温
泉
街
道
と
な
る
暮
坂
道
に
冬
住
み
の
里
は
あ
っ
た
。
古
い
地
図
で
は
小
雨

村
と
も
、
冬
住
み
と
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
草
津
、
沢
渡
、
四
万
、
伊
香
保
と
続
く
温

泉
街
道
で
あ
り
、
多
く
の
文
人
墨
客
の
通
っ
た
道
で
も
あ
る
。
戦
国
時
代
に
は
真
田
軍

団
に
と
っ
て
も
、
上
田
と
沼
田
を
結
ぶ
重
要
な
道
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
を
知
っ
て
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
の
か
、
平
成
六
年
ご
ろ
、
仲
間
が
古

文
書
部
を
初
め
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
に
参
加
を
し
た
。
定
年
退
職
を
し
、
時
間
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が
で
き
た
た
め
、
先
祖
が
「
冬
住
み
の
家
」
と
し
て
使
っ
て
い
た
当
家
の
蔵
の
片
付
け
を

始
め
た
。
歴
史
と
文
学
が
好
き
な
妻
と
二
人
で
整
理
を
始
め
た
と
こ
ろ
、
古
い
多
く
の

資
料
を
発
見
し
た
。
古
文
書
の
解
読
を
入
山
出
身
で
前
橋
市
在
住
の
山
本
元
治
先
生
に
、

漢
文
の
解
読
は
草
津
町
の
須
賀
先
生
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
資
料
が
多
い
こ
と
や
蔵
が
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
展
示
公
開
を
し
て
は
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
日
々
、
整
理
に
努
め
、

平
成
七
年
の
八
月
七
日
、
三
つ
の
蔵
を
利
用
し
て
の
「
資
料
館
」
を
開
館
で
き
た
。

以
来
一
五
年
、
入
館
者
の
人
た
ち
に
は
多
く
の
資
料
と
保
存
状
態
の
良
さ
に
関
心
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
母
屋
の
半
分
も
解
放
し
て
い
る
た
め
、

一
階
・
二
階
と
見
て
い

た
だ
く
と
、
群
馬
一
番
と
い
う
六
二
セ
ン
チ
の
太
い
大
黒
柱
に
驚
か
れ
る
。
長
く
続
い

た
冬
住
み
の
制
度
が
明
治
三
十
年
に
終
わ
り
寂
し
さ
も
感
じ
る
が
、
今
、
囲
炉
裏
の
あ

る
部
屋
で
お
客
様
と
語
ら
え
る
こ
と
が
、
毎
日
を
楽
し
い
も
の
に
し
て
く
れ
て
い
る
。
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文
化
財

指
定
文
化
財

日
本
カ
モ
シ
カ

昭
和
九
年
五
月
一
目
、
国
指
定
文
化
財
、
天
然
記
念
物
(
動
物
)

昭
和
三
十
年
二
月
十
五
日
、
国
指
定
文
化
財
、
特
別
天
然
記
念
物
(
動
物
)

所
在
地
、
六
合
村

日
本
カ
モ
シ
カ
は
、
わ
が
国
固
有
の
晴
乳
動
物
で
、
ウ
シ
科
カ
モ
シ
カ
属
に
属
す
。

か
つ
て
、
本
州
・
四
国
・
九
州
の
山
岳
地
帯
に
数
多
く
生
息
し
て
い
た
。

容
易
に
捕
獲
で
き
る
の
で
貴
重
な
蛋
白
源
と
し
て
乱
獲
さ
れ
、
加
え
て
森
林
の
伐

採
が
進
み
、
奥
へ
奥
へ
と
林
道
網
が
整
備
さ
れ
、
拡
大
造
林
推
進
の
も
と
に
針
葉
樹

林
化
が
進
む
一
方
、
開
発
行
為
の
結
果
、
自
然
破
壊
が
加
速
し
た
。

こ
の
た
め
、
カ
モ
シ
カ
の
分
布
領
域
と
個
体
数
が
急
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
国

は
昭
和
九
年
に
天
然
記
念
物
に
指
定
し
保
護
し
た
が
、
状
況
好
転
せ
ず
、
昭
和
三
十

年
特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
し
て
、

一
層
の
保
護
に
力
を
入
れ
た
。

指定文化財

こ
の
よ
う
な
中
で
も
六
合
村
に
は
数
多
く
生
息
し
て
い
た
。
六
合
地
区
は
標
高

六
O
O
m
t
F
二
、
五

O
O
m
の
間
に
あ
る
上
信
境
の
山
並
み
の
中
で
、
急
峻
で
岩
場
や
沢

す
じ
が
多
く
、
積
雪
寒
冷
の
峡
谷
型
山
村
で
カ
モ
シ
カ
の
生
息
に
最
適
の
環
境
で
あ
る
。

カ
モ
シ
カ
の
生
息
領
域
に
開
発
の
手
が
入
る
よ
う
に
な
り
、
人
里
近
く
の
植
林
地

で
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、

ア
カ
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
林
齢
五
年
ぐ
ら
い
の
林
や
農
作
物
に

食
害
が
発
生
し
、
昭
和
五
十
四
年
文
化
庁
、
環
境
庁
、
林
野
庁
で
は
、
保
護
と
被
害

防
止
の
両
立
を
図
る
対
策
に
着
手
し
た
。

六
合
村
で
も
被
害
の
状
況
は
次
第
に
申
深
刻
の
度
を
増
し
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら

昭
和
六
十
二
年
ま
で
の
四
年
間
に
わ
た
っ
て
、
国
庫
補
助
と
県
費
補
助
事
業
を
導
入

し
て
、
ポ
リ
ネ
ッ
ト
や
ボ
l
ト
ベ

l
ル
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
、
ま
た
忌
避
剤
な
ど
の

資
材
で
対
策
を
し
、
防
除
効
果
を
確
認
し
な
が
ら
生
息
調
査
を
実
施
し
た
。

昭
和
六
十
年
と
六
十
一
年
の
カ
モ
シ
カ
通
常
調
査
に
よ
る
と
六
合
村
に
生
息
す
る

数
を
一

O
O頭
以
上
と
推
測
し
て
い
る
。

そ
の
後
は
、
国
産
木
材
の
価
格
低
迷
か
ら
造
林
面
積
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
造

林
地
食
害
の
問
題
は
消
滅
し
、
農
産
物
食
害
は
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
や
猪
に
よ
る
害
が
カ
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モ
シ
カ
の
害
に
比
べ
て
は
る
か
に
甚
大
で
、
被
害
対
策
の
中
心
が
変
わ
り
、
今
で
は

カ
モ
シ
カ
の
食
害
は
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
な
い
。
人
里
近
く
に
出
没
し
、
し
ば
し
ば

目
撃
す
る
が
か
つ
て
の
よ
う
に
害
獣
と
し
て
恨
ま
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。

ニホンカモシカ
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赤
岩
地
区
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

平
成
十
八
年
七
月
五
日

国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
選
定

所
在
地

六
合
村
大
字
赤
岩
字
鍛
冶
谷
戸
、
宇
中
野
及
び
字
林
檎
ノ
木
の
全
域
、

{
子
水
の
窪
及
び
字
岩
ノ
上
の
一
部

赤
岩
集
落
の
紹
介

赤
岩
は
六
一
世
帯
、
総
計
一
七
八

人
が
居
住
す
る
(
二

O
O四
年
)
小

さ
な
山
村
で
あ
る
。
集
落
の
西
側
に

は
白
砂
川
が
流
れ
、
斜
面
を
丹
念
に

耕
し
た
田
畑
が
あ
り
、
背
後
に
山
林

が
広
が
っ
て
い
る
。

地
区
内
に
は
赤

岩
神
社
や
小
さ
な
御
堂
、
水
の
神
や

山
の
神
、
馬
頭
観
音
像
な
ど
村
人
の

信
仰
と
深
く
結
び
つ
い
た
建
物
や
石

碑
、
墓
地
が
点
在
し
て
い
る
。
各
農

家
の
屋
敷
構
え
を
見
る
と
、
周
囲
に

傾
斜
地
を
造
成
し
た
古
い
石
積
み

が
残
り
、
敷
地
内
に
は
主
屋
の
ほ

か
、
収
穫
し
た
穀
物
の
貯
蔵
や
製
麻

に
使
っ
た
蔵
、
農
機
具
を
し
ま
う
小

屋
な
ど
が
建
っ
て
い
る
。

」
の
よ

う
に
赤
岩
は
、
日
本
の
典
型
的
な
農
山
村
の

姿
を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成

十
八
年
七
月
に
農
家

O
O戸
と
周
囲
六
三
平

方
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
い
区
域
が
国
の
重
要

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
(
重
伝
建
)

群
馬
県
で
は
初
め
て
選
定
さ
れ
た
。

赤
岩
集
落
は
背
後
に
山
を
控
え
、
手
前
に

白
砂
川
を
臨
む
傾
斜
地
の
中
腹
に
位
置
し
、

メ
イ
ン
の
通
り
沿
い
に
屋
敷
地
が
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。
屋
敷

重伝建赤岩

地
の
周
囲
に
は
山
側
、
谷
側
の
双
方
に
農
地
が
広
が
る
。
農
地
は
ほ
と
ん
ど
が
畑
で

水
田
は
極
め
て
少
な
い
。
さ
ら
に
そ
の
外
緑
に
は
上
の
観
音
堂
な
ど
の
宗
教
施
設
が
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集
落
を
守
る
よ
う
に
取
り
囲
む
。
背
後
の
山
も
ま
た
、
近
年
ま
で
は
木
材
や
茅
な
ど

る 生
活
に
必
要
な
資
源
の
供
給
地
で
、
現
在
も
山
の
神
、
水
の
神
な
ど
が
租
ら
れ
て
い

赤
山
石
は
集
落
の
大
半
を
山
林
が
占
め
水
利
に
恵
ま
れ
ず
、
古
く
か
ら
田
畑
か
ら

赤
岩
に
残
る
天
明
八
年
(
一
七
八
八
)

の
収
穫
だ
け
で
生
計
が
成
り
立
つ
家
が
少
な
く
、
生
活
は
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

の
絵
図
に
は
、
農
業
の
ほ
か
に
男
は
山
仕

事
、
女
は
麻
布
を
行
う
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
。
明
治
十
年
(
一
八
七
七
)
に

作
成
さ
れ
た
「
上
野
国
郡
村
誌
」
に
は
、
繭
を
前
橋
に
、
麻
を
東
京
へ
出
荷
し
て

い
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
明
治
初
期
に
は
既
に
養
蚕
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
大
正
十
一
年
(
一
九
三
三
)
に
作
成
さ
れ
た
「
所
得
申
請
調
査
帳
赤
岩
」

に
は
、
所
得
源
の
種
別
と
し
て
、
田
、
畑
、
麻
、
蚕
、
金
銭
貸
付
、
柚
木
挽
、
大
工
、

山
林
伐
採
、
屋
根
屋
、
貸
宅
地
、
水
車
貸
挽
、
物
品
小
売
、
出
稼
な
ど
多
様
な
職



種
が
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
職
種
の
う
ち
農
業
と
養
蚕
は
ほ
と
ん
ど
の
家
で

行
わ
れ
て
い
た
。
麻
も
三
分
の
一
の
家
で
行
わ
れ
て
い
た
。
大
正
期
に
は
農
業
と

養
蚕
を
中
心
、
そ
の
他
各
家
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
副
業
を
こ
な
し
生
計

を
立
て
て
い
た
よ
う
だ
。
養
蚕
は
農
家
の
貴
重
な
現
金
収
入
源
で
あ
っ
た
が
、

そ

の
一
方
で
桑
畑
を
開
墾
す
る
に
は
土
地
に
限
り
が
あ
る
こ
と
、
蚕
が
う
ま
く
育
た

ど
か
ら
専
業
と
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
。

ず
繭
が
ま
と
も
に
採
れ
な
い
年
も
あ
る
こ
と
、
繭
相
場
の
変
動
が
大
き
い
こ
と
な

要
が
あ
っ
た
の
だ
。

そ
の
た
め
時
様
々
な
副
業
を
行
う
必

現
在
の
赤
岩
の
集
落
景
観
を
特
徴
づ
け
る
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、
近
年
に
入
っ
て

か
ら
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
次
に
代
表
的
な
建
物
に
つ
い
て
説
明
し
た
い
。

赤
岩
地
区
の
北
端
に
位
置
す
る
。
正

①
上
の
観
音
堂
(
か
み
の
か
ん
の
ん
ど
う

)
p
f
J
7
f

梧
d

，ず，，
 

〆
r
J

一〆Prr

，

面
扉
上
部
の
肩
額
の
裏
の
改
蔵
か
ら
、

宝
暦
甲
申
年
(
一
七
六
四
)

に
関
吉
兵

衛
と
い
う
人
が
願
主
と
な
っ
て
創
建
し

た
と
み
ら
れ
る
。

間
口
三
問
、
奥
行
二
問
、
平
屋
建
、

寄
棟
造
、
茅
葺
の
小
さ
な
堂
で
あ
る
。

堂
内
の
仏
像
に
は
、
中
央
に
聖
観
音
立

《二L
¥¥v、

竺

" hι+'/串，

像
、
右
に
薬
師
寺
知
来
立
像
、
左
に
不
動
明
王
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
堂
内
壁

指定文化財

面
の
貫
よ
り
上
部
に
は
、
前
面
に
願
麟
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
仏
壇
上
部
の
肘
木

が
丸
み
の
少
な
い
曲
線
で
あ
り
、
十
八
世
紀
特
有
の
形
状
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

肩
額
の
年
代
の
頃
に
建
て
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
で
あ
れ
ば
赤
岩
地
区
で
最

も
古
い
建
築
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

②
毘
沙
門
堂
(
び
し
や
も
ん
ど
う
)

赤
岩
地
区
の
他
の
堂
と
異
な
り
、
こ
の
堂

だ
け
集
落
内
の
屋
敷
地
が
並
ぶ
通
り
沿
い
に

建
つ
。
創
建
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
明

六
年
(
一
七
八
六
)

の
「
御
料
所

御
私
領

耕
地
絵
図
」
に
「
び
し
や
も
ん
堂
」
の
名

前
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
こ
の

時
期
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

毘沙門堂

現
在
の
堂
は
堂
内
に
残
る
棟
札
よ
り
大
正
十
年
に
、
赤
岩
地
区
内
の
大
工
の
湯
本

茂
十
郎
の
手
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
規
模
は
間
口
三
問
、

奥
行
三
問
、
平
屋
建
で
、
入
母
屋
造
妻
入
ト
タ
ン
葺
で
あ
る
。
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社
の
祭
礼
)
前
日
の
四
月
十
一
日
に
か
わ
っ
た
。

以
前
は
四
月
十
三
日
が
こ
の
堂
の
祭
礼
の
日
で
あ
っ
た
が
、
近
年
春
祭
(
赤
岩
神

③
湯
本
家
の
三
階
屋

地
区
中
央
部
の
山
側
に
建
つ
。
主
屋
は
間

口
五
間
半
、
奥
行
五
問
、
他
の
主
屋
と
異
な
り
、

正
方
形
に
近
い
形
状
を
有
す
る
。
赤
岩
地
内

に
は
近
年
ま
で
三
階
建
の
主
屋
は
四
棟
あ
っ

た
が
現
在
二
棟
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
こ
の

主
屋
は
、
置
屋
根
形
式
の
切
妻
屋
根
を
も
ち
、

妻
入
、
土
蔵
造
と
い
う
珍
し
い
形
態
を
有
す
。

現
在
の
主
屋
は
、
事
和
三
年
(
一
八

O
コ一)

湯本家の三階屋

の
赤
岩
の
大
火
で
類
焼
し
た
後
、
文
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化
三
年
(
一
八

O
六
)
頃
に
再
建
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
当
初
は
平
入
の

前
兜
型
の
二
階
建
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
棟
札
よ
り
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)

三
階
建
に
増
築
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

当
家
が
近
世
に
お
い
て
医
者
を
、
近
代
に
お
い
て
教
育
長
や
村
長
を
務
め
た
か
ら

だ
ろ
う
、
こ
の
主
屋
は
農
家
的
要
素
を
も
っ
と
同
時
に
通
り
側
に
面
し
て
趣
向
を
凝

ら
し
た
座
敷
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
町
屋
的
な
要
素
も
兼
ね
備
え
て
い
る
。
主
屋
二
階

の
北
側
の
角
の
屋
敷
に
は
、
床
柱
に
珍
木
が
使
わ
れ
地
袋
の
引
違
戸
に
天
使
の
飛
ぶ

絵
柄
の
金
唐
紙
が
張
ら
れ
る
な
ど
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
座
敷
に
は
幕
末
に
高
野
長
英
を
匿
っ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
り
、
「
長
英
の
間
」

と
も
呼
ば
れ
る
。
三
階
は
蚕
室
に
す
る
た
め
に
増
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
主

に
使
用
し
て
い
た
ら
し
い
。

屋
に
は
、
地
階
も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
戦
前
ま
で
当
家
で
造
っ
て
い
た
薬
用
酒
造
り

④
鏡
学
院
護
摩
堂

こ
の
堂
は
集
落
中
央
部
を
東
西
に
貫
く
中

瀬
木
「
ナ
カ
セ
ギ
」
通
り
を
山
側
に
少
し
行
つ

た
と
こ
ろ
に
建
つ
。
鏡
学
院
は
修
験
の
寺
で
、

平
成
三
年
ま
で
修
験
者
が
、
加
持
祈
祷
を
行

な
っ
て
い
た
。

こ
の
堂
は
赤
岩
地
区
内
の
大
工
湯
本
茂
十

郎
が
昭
和
七
年
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
間

鏡学院議摩堂

口
三
問
、
奥
行
五
問
、
平
屋
建
で
、
屋
根
は
正
面
を
入
母
屋
構
造
、
背
面
を
切
妻
造

り
と
し
、
鉄
板
で
葺
い
て
い
る
。
壁
は
土
壁
で
あ
る
が
、
現
在
は
外
周
を
金
属
板
で

覆
っ
て
い
る
。
堂
内
の
仏
壇
に
は
、
不
動
明
王
、
役
行
者
、
妙
見
苦
薩
、
蔵
王
権
現

な
ど
の
諸
像
が
安
置
さ
れ
、
堂
内
中
央
に
は
護
摩
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

⑤
稚
蚕
飼
育
所

飼
育
の
難
し
い
稚
蚕
を
共
同
で
飼
育
す
る
目

的
で
、
昭
和
三
十
七
年
頃
建
て
ら
れ
た
施
設
で

あ
る
。
土
室
(
ド
ム
ロ
)
と
も
呼
ば
れ
て
居
り
、

現
在
地
区
の
婦
人
達
に
よ
り
蚕
か
ら
糸
を
取
る

座
繰
り
作
業
や
、
糸
加
工
に
よ
る
、
く
み
紐
が

体
験
さ
れ
て
い
る
。

間
口
四
問
、
奥
行
一

O
問
、
平
屋
建
、
切
妻

""~.'"'K， 

可f

稚蚕間育所

造
妻
入
、
ト
タ
ン
葺
の
建
物
で
あ
る
平
面
は
、
稚
蚕
設
備
の
あ
る
空
間
と
物
置
に
分

か
れ
る
。
飼
育
室
の
下
部
に
は
温
湿
度
を
調
整
す
る
た
め
の
電
熱
線
が
敷
設
さ
れ
、
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が
あ
る
。

上
部
に
飼
育
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
物
置
部
屋
の
下
に
は
桑
を
保
管
し
た
地
下
室

⑥
安
原
義
治
家

主
屋
は
大
正
七
年
に
建
築
さ
れ
た
。
安
原

家
の
新
宅
で
地
元
大
工
の
湯
本
茂
十
郎
氏
が

養
蚕
に
適
し
た
建
物
と
し
て
初
め
て
建
築
し

た
家
屋
と
い
わ
れ
て
い
る
。

尚
二
代
目
義
雄
氏
は
大
正
五
年
私
立
甲
種

高
山
社
蚕
業
学
校
を
卒
業
し
、
養
蚕
教
師
と

安原義治邸主屋梁行断面図



し
て
永
年
養
蚕
飼
育
指
導
に
従
事
し
た
。

養
蚕
農
家
の
造
り
に
は
、
「
デ
パ
リ
」
と
「
セ
ガ
イ
」
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
デ

セ
ガ

パ
リ
は
一
階
と
二
階
の
境
の
と
こ
ろ
で
外
壁
上
も
前
に
出
さ
れ
た
梁
を
い
い
、

ろ イ
は
屋
根
の
部
分
で
、
二
階
の
梁
を
外
壁
よ
り
前
に
持
ち
出
し
て
桁
を
あ
え
る
と
こ

こ
れ
ら
は
、
な
る
べ
く
柱
を
設
け
ず
に
広
い
空
間
を
確
保
す
る
た
め
の
も
の
。
デ

作
業
の
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
建
築
工
法
と
い
え
る
。

パ
リ
の
部
分
は
テ
ス
ト
と
も
言
わ
れ
物
を
干
し
た
り
通
路
に
し
た
り
と
、
養
蚕
や
農

屋
根
の
部
分
は
軒
が
深
く
、
屋
根
が
張
り
出
し
て
お
り
、
屋
根
下
の
作
業
ス
ペ

1

ス
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫
か
、
更
に
軒
天
井
に
は
板
を
貼
る
な
ど
の
特
徴
が
見
ら

豪
勢
な
造
り
と
い
え
る
。

れ
る
。
セ
ガ
イ
や
軒
天
井
の
板
な
ど
、
他
の
地
域
の
一
般
的
な
養
蚕
農
家
に
比
べ
て

⑦
関
家
の
三
階
屋

地
区
中
央
部
、
山
側
に
位
置
す
る
。
主
屋
は
間
口

一
O
問
、
奥
行
四
間
半
、
総
三
階
建
の
建
物
で
、
地

区
内
の
主
屋
の
中
で
最
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
切

妻
造
平
入
、
昭
和
三
十
年
頃
ま
で
は
栗
板
や
杉
皮
を

用
い
て
葺
い
て
い
た
が
、
現
在
は
瓦
葺
で
あ
る
。
主

屋
は
幕
末
か
ら
明
治
前
期
頃
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
、
当
初
は
茅
葺
で
前
兜
型
の
階
建
で
あ
っ
た
が
、

指定文化財

明
治
中
後
期
に
増
築
さ
れ
、
総
三
階
建
に
な
っ
た
と

み
ら
れ
る
。

一
階
平
面
は
、
当
初
は
土
間
と
喰
違
い
四
間
取
り

に
板
聞
が
一
室
つ
い
た
五
間
取
り
で
、
土
間
端
に
ウ
マ

ヤ
が
あ
っ
た
。
二
階
平
面
は
、
間
仕
切
り
の
な
い
広
い

一
室
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
養
蚕

が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
稚
蚕
飼
育
が
地
区
に
お
い
て
共

同
で
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
以
前
は
、
二
階
で
稚
蚕

飼
育
も
行
っ
て
い
た
ら
し
く
柱
や
壁
に
間
仕
切
り
ゃ
目

張
り
を
し
た
痕
跡
が
残
る
。
現
在
で
は
冬
季
に
蒲
藷
芋

関家の三階から(赤岩)

を
貯
蔵
す
る
部
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
三
階
も
ま
た
広
い
空
間
に
な
っ
て
お

り
養
蚕
に
使
わ
れ
て
い
た
。
現
在
は
藁
細
工
を
行
な
う
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

三
階
右
端
に
は
現
当
主
の
母
が
輿
入
れ
す
る
際
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
い
う
板
戸
で

仕
切
ら
れ
た
座
敷
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
か
つ
て
は
三
階
の
上
に
間
口
四
間
半
、

改
修
に
よ
り
解
体
さ
れ
た
。

奥
行
二
間
半
の
四
階
部
分
が
上
族
専
用
の
部
屋
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
が
屋
根
の
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⑧
安
原
繁
安
家
の
土
蔵

地
区
中
央
部
川
側
に
位
置
す
る
。
間
口
約
六
間

半
、
奥
行
約
二
問
、
二
階
建
で
地
区
内
で
最
も
大

き
い
土
蔵
で
あ
る
。
切
妻
造
平
入
り
、
置
屋
根
に

な
っ
て
い
る
。
現
在
は
一
棟
の
蔵
で
あ
る
が
、
も

と
あ
っ
た
「
中
の
蔵
」
に
「
新
蔵
」
を
増
築
し
て

一
棟
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
階
部
分
に
は

関家の三階屋

穀
物
を
貯
蔵
す
る
た
め
の
穀
橿
が
設
置
さ
れ
て
い

安原家の土蔵

る
。
な
お
当
家
の
主
屋
は
三
階
建
の
大
き
な
建
物
(
間
口
問
、
奥
行
問
、
年
建
築
で

あ
っ
た
が
老
朽
化
が
は
げ
し
く
危
険
と
な
っ
た
為
年
解
体
し
新
屋
が
建
築
さ
れ
た
。



文化財

⑨
東
堂

集
落
の
南
寄
り
、
谷
側
斜
面
を
石
積
み
で
造
成
し

た
場
所
に
建
つ
。
間
口
三
問
、
奥
行
二
問
、
平
屋
建
、

寄
棟
造
平
入
の
小
さ
な
堂
で
あ
る
。
も
と
は
茅
葺
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
三
十
年
の
屋
根
替
え
の
際
に
ト
タ

ン
葺
に
改
め
ら
れ
た
。

堂
内
仏
壇
に
は
、
地
蔵
菩
薩
を
中
心
に
十
王
な
ど
の

像
が
安
置
さ
れ
る
ほ
か
、
百
万
遍
念
仏
の
た
め
の
数
珠

が
木
箱
に
納
め
ら
れ
保
管
さ
れ
て
い
る
。
建
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
正
面
の
虹
梁
絵
様

か
ら
十
九
世
紀
前
半
に
建
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑩
向
城
の
観
音
堂

集
落
の
南
寄
り
、
山
側
斜
面
に
建
つ
小
さ
な

堂
で
あ
る
。
間
口
三
問
、
奥
行
二
問
、

ほ
ぼ
正

方
形
の
平
面
を
も
っ
。
平
屋
建
、
切
妻
造
妻
入
、

も
と
は
茅
葺
き
で
あ
っ
た
が
現
在
は
鉄
板
で
葺

か
れ
て
い
る
。
堂
内
に
は
吊
り
仏
壇
が
あ
り
、

本
尊
で
あ
る
聖
観
音
立
像
を
安
置
す
る
ほ
か
、

地
蔵
菩
薩
像
、
位
牌
な
ど
を
組
っ
て
い
る
。

⑪
養
蚕
博
物
館

こ
の
施
設
は
、
平
成
十
八
年
に
篠
原
一
美
家
主
屋
の
二
階
部
分
を
改
造
し
、
地
区

内
に
残
る
養
蚕
道
具
を
展
示
す
る
目
的
で
開
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
建
物
は
昭
和

七
年
に
赤
岩
在
住
の
大
工
、
湯
本
茂
十
郎
が
つ
く
っ
た
も
の
で
、
二
階
で
は
か
つ
て

養
蚕
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
間
仕
切
り
の
な
い
広
い

室
空
間
に
な
っ
て
い
た
。

東堂

⑫
赤
岩
神
社

赤
岩
神
社
は
、
明
治
四
十
一
年
(
一
九

O
八
)

に
赤
岩
村
内
に
あ
っ
た
五
つ
の
神
社
(
諏
訪
神

社
・
熊
野
神
社
・
神
明
神
社
・
飯
綱
神
社
・
稲

荷
神
社
)
を
合
間
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
境
内
は

旧
飯
綱
神
社
の
敷
地
を
引
継
い
だ
も
の
で
あ

向城の観音堂

る
赤
山
石
地
区
の
南
端
に
位
置
し
、
鳥
居
か
ら
三

0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
参
道
を
の 養蚕博物館赤岩神社本殿
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ぼ
っ
た
と
こ
ろ
に
拝
殿
が
あ
り
、
そ
の
背
後
の
石
段
を
の
ぼ
る
と
覆
屋
に
納
め
ら
れ

た
本
殿
が
あ
る
。
本
殿
の
建
築
形
式
は
、
隅
木
入
り
の
一
聞
社
春
日
造
、
柿
葺
で
、

彫
刻
が
全
体
に
施
さ
れ
、
非
常
に
華
や
か
な
、
北
関
東
特
有
の
手
法
と
い
え
る
。
拝

殿
は
間
口
三
問
、
奥
行
五
問
、
入
母
屋
造
妻
入
で
、
棟
札
よ
り
大
正
三
年
に
建
て
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
地
区
内
の
稲
荷
神
社
か
ら
不
要
に
な
っ
た
建
物
を
移

築
し
、
こ
の
場
所
に
再
建
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
る
。

赤
岩
神
社
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に
二
回
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け

四
月
十
二
日
に
行
な
わ
れ
る
春
祭
は
華
や
か
で
あ
る
。
祭
礼
の
準
備
、
執
行
、
片
付



け
の
一
連
の
作
業
が
四
月
十
一
日
の
朝
か
ら
十
三
日
の
未
明
ま
で
か
け
て
行
わ
れ
る
。

四
月
十
一
日
の
夜
か
ら
十
二
日
の
夜
に
は
、
各
家
の
前
庭
に
立
て
ら
れ
た
ボ
ン
ボ
リ

と
呼
ば
れ
る
灯
龍
に
火
が
灯
さ
れ
、
集
落
は
幻
想
的
で
厳
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
る
。

葬 男罪

工 0O 

it 
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醤
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U
円



入
山
世
立
の
シ
ダ
レ
栗

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
入
山
字
上
世
立
二
三
七
四
番
地
、
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昭
和
三
十
七
年
八
月
二
日
、
群
馬
県
指
定
文
化
財
、
天
然
記
念
物
(
植
物
)

所
有
者
、
山
本
正
夫

管
理
者
、
山
本
正
夫

村
の
人
た
ち
は
こ
の
栗
の
木
を
天
と
う
栗
と
も
呼
ん
で
お
て
ん
と
う
様
(
太
陽
)

が
休
む
木
で
あ
る
と
語
り
伝
え
て
い
る
。

道
路
を
登
り
上
が
っ
て
高
台
の
上
世
立
に
出
る
と
す
ぐ
、
道
の
土
手
の
上
に
姿

を
見
せ
る
。
か
た
わ
ら
に
建
つ
説
明
書
き
は
次
の
よ
う
に
い
う
「
白
根
山
と
浅
間

山
が
一
望
で
き
る
上
世
立
の
高
台
に
あ
る
し
だ
れ
栗
は
、
栗
と
は
思
え
ぬ
奇
態
で
、

二
五

O
余
年
の
長
い
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
東
西
五

m
、
南
北
七

m
に
大
き
く

広
が
り
、
そ
の
枝
は
地
面
に
つ
か
ん
ば
か
り
に
悠
然
と
垂
れ
さ
が
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
珍
し
い
姿
が
な
ぜ
生
じ
た
の
か
、
そ
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
突
然
変
異
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

群
馬
県
内
で
も
唯
一
の
し
だ
れ
栗
で
す
。
村
人
は
、
こ
の
し
だ
れ
栗
は
神
々
が
山
々

に
往
来
す
る
折
に
こ
の
木
陰
で
泊
ま
っ
た
り
休
ん
だ
り
し
た
神
の
宿
で
あ
る
と
信
じ

て
大
切
に
保
護
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
も
こ
の
木
を
切
る
と
病
気
に
か
か
る
と
い
わ

指定文化財

れ
、
村
人
は
お
そ
れ
と
愛
情
を
抱
い
て
、
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
」

目
通
り
ま
わ
り
三
.
一

m
、
根
本
ま
わ
り
五
.
一

m
、
樹
高
七
.
一
二

m
、
形
成
層
の

み
の
幹
で
獅
子
頭
が
髪
を
振
り
乱
し
た
よ
う
な
樹
冠
を
支
え
て
い
る
。
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熊
倉
遺
跡

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
県
指
定
史
跡
、
遺
跡
地

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
入
山
字
松
岩
四

O
五
四
番
地
の
四
一

所
有
者
、
中
之
条
町

管
理
者
、
中
之
条
町

熊
倉
遺
跡
は
、
昭
和
三
十
六
年
、
群
馬
大
学
教
授
尾
崎
喜
左
雄
博
士
に
よ
っ
て
発

見
さ
れ
た
。
尾
崎
博
士
は
、
散
在
す
る
地
面
の
窪
み
は
住
居
跡
で
あ
る
と
直
感
し
、

古
代
の
集
落
跡
と
判
断
し
た
。

翌
三
十
七
年
に
第
一
回
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
、
予
想
ど
お
り
次
々
と
住
居
跡
を

調
べ
出
し
、
石
で
組
ん
だ
カ
マ
ド
の
調
査
も
成
功
し
た
。
三
十
九
年
の
最
終
調
査
ま

で
に
六
軒
の
住
居
跡
を
発
掘
し
、
ほ
か
に
四

O
か
所
に
近
い
窪
地
を
確
認
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
六
年
に
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
の
協
力
を
得
て
、
二
度
目
の
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
多
く
の
貴
重
な
資
料
が
収
集
さ
れ
た
。
こ
の
集
落
跡
は
平
安
時
代
の
特

殊
な
職
人
集
団
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

入
山
の
浄
土
信
仰
仏
画

(
七
幅
)

平
成
八
年
三
月
二
十
九
日
、
県
指
定
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
入
山
八
九
一
番
地

所
有
者
、
霜
田
か
ず
子

管
理
者
、
霜
田
か
ず
子

こ
の
仏
画
の
作
者
や
伝
承
経
路
は
不
詳
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時

代
初
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
参
詣
さ
れ
て
お
り
、
民
俗
学
的
に
も
大
変

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
毎
年
八
月
十
五
日
(
お
盆
)
の
一
日
だ
け
掛
け
ら
れ
て
一
般

に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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寸
法
及
び
材
質
並
び
に
銘
文

-
紙
本
著
色
祖
師
像
残
欠

九
八
.
五
個
×
三
六

.om

大
永
四
年
(
一
五
二
四
)

(
銘
文
)
弥
陀

大
永
四
年
五
月

日

旦
那
助
右
衛
門

敬
白

-
紙
本
著
色
菩
薩
及
び
祖
師
像
残
欠

九
三
.
五
四
×
三
七
.
三
個

室
町
時
代

-
紙
本
著
色
釈
迦
三
尊
・
十
六
善
神
像

八
二
.
六

m
×
三
四
.
九
咽

室
町
時
代

-
紙
本
著
色
阿
弥
陀
知
来
立
像

八
二

.om
×
三
四
二
ニ
凹

永
禄
十
三
年
(
一
五
七

O
)

(
銘
文
)
キ
リ
l
ク
(
究
字
)
奉
輿
立
助
右
衛
門



永
録
拾
三
歳
極
月
拾
三
日
敬
白

-
紙
本
著
色
阿
弥
陀
如
来
立
像

八
七
.
八
佃
×
三
六
.
五
個

慶
長
十
四
年
(
一
六

O
九
)

(
銘
文
)

真
田
御
志
可
ん

慶
長
拾
四
歳
五
月
三
日

助
右
衛
門

-
紙
本
著
色
聖
徳
太
子
及
び
十
祖
師
像

九
七
二
ニ
佃
×
三
七
.
二
佃

慶
長
十
五
年
(
一
六
一

O
)

(
銘
文
)

下
回
助
右
衛
門

慶
長
拾
五
口
口
口
口
口
之
所
也
真
田
之

御
志
可
ん

ふ
ち

-
紙
本
著
色
阿
弥
陀
三
尊
来
迎
図

七
一

.om
×
三
二
.
七
佃

江
戸
時
代

製
作
時
代

大
永
四
年
(
一
五
二
四

)
1江
戸
時
代

由
来
及
び
沿
革

吾
妻
郡
六
合
村
入
山
の
矢
倉
に
所
在
す
る
霜
田
か
ず
子
家
に
は
、
七
幅
の
仏
画
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
仏
画
は
、
作
者
や
伝
来
経
路
は
不
詳
で
あ
る
が
、
室

町
時
代
後
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
も
信
仰
の
対
象
と

し
て
参
詣
さ
れ
て
お
り
、
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
仏
画
は
、
現
在
で
は
毎
年
お
盆
の
八
月
十
五
日
に
掛
け
ら
れ
霜
田
一
族

が
参
詣
す
る
仏
で
あ
り
、
岩
手
県
の
マ
イ
リ
ノ
ホ
ト
ケ
や
六
合
村
に
北
接
す
る
秋
山

郷
、
滋
賀
県
湖
北
地
方
の
臨
終
仏
の
信
仰
形
態
と
相
似
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

指定文化財

文
化
財
の
価
値
と
指
定
の
理
由

本
資
料
は
、
六
合
村
の
入
山
地
区
一
帯
で
行
わ
れ
て
い
た
お
盆
行
事
の
関
連
資
料

で
あ
り
、
県
内
は
も
と
よ
り
全
国
的
な
視
野
か
ら
み
て
も
貴
重
な
信
仰
形
態
を
伝
え

る
も
の
と
い
え
る
。

吾
妻
地
域
に
は
、
中
世
の
善
光
寺
三
尊
像
や
阿
弥
陀
来
迎
図
が
分
布
し
て
お
り
、

え
る
。

浄
土
信
仰
の
興
隆
を
物
語
っ
て
い
る
が
、
本
資
料
も
浄
土
信
仰
を
示
す
好
資
料
と
い

絵
画
と
し
て
は
、
中
央
の
作
で
な
く
地
方
の
絵
師
が
製
作
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

室
町
時
代
の
作
で
あ
り
、
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
銘
文
に
よ
る
と
元
は
真
田
家
の
家

え
る
資
料
で
あ
る
。

臣
の
下
回
助
右
衛
門
が
製
作
さ
せ
た
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
在
地
武
士
の
信
仰
を
窺

現
在
、
仏
画
の
有
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
は
な
く
、
本
資
料
を
代
表
的
な
浄
土
信

仰
の
民
俗
を
伝
え
る
仏
画
と
し
て
県
指
定
し
、
保
存
・
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

「
群
馬
県
保
護
条
例
施
行
規
則
第
二
八
条
の
規
定
に
よ
る
指
定
等
の
基
準
」

に
該
当
す
る
。

(
昭
和
五
十
二
年
、
群
馬
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号
)
第
四
号
の
一
の
(
六
)
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一 群
、馬

次県
に指
掲定
げ重
る要
有有
形樫

2室
受益
化担
財り

指
定
基
準

の
う
ち
そ
の
形
態
、
製
作
技
法
、
用
法
等

に
お
い
て
群
馬
県
民
の
基
礎
的
な
生
活
文

化
の
特
色
を
示
す
も
の
で
典
型
的
な
も
の

(
六
)
信
仰
に
用
い
ら
れ
る
も
の
。

霜田家の掛軸



文化財

悌
画
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え
と
祭
り
の
し
き
た
り

悌
画
伝
来
の
径
路
は
不
詳
で
あ
る
。
縁
起
め
い
た
話
は
、
入
山
の
人
た
ち
の
間
で
、

集
落
に
よ
り
、
ま
た
語
る
人
に
よ
っ
て
い
く
と
お
り
か
の
話
が
あ
る
。
引
沼
の
山
本

茂
平
氏
(
昭
和
四
十
九
年
六
月
三
日
、
八
三
歳
没
)
が
若
い
頃
か
ら
聞
い
た
話
を
書

き
留
め
て
お
い
た
も
の
、
茂
平
氏
の
炉
辺
話
を
記
憶
し
て
い
る
人
の
話
、
こ
の
悌
画

を
所
有
し
て
い
る
霜
田
か
ず
子
氏
が
伝
え
聞
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
他
の
人

し

っ

と

が

か

ど

た
ち
が
話
す
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
・
:
遺
漏
、
落
度
の
失
を
色
め
ら
れ
る
廉
は
あ
る
と

思
う
の
だ
が
、
ご
諒
怒
願
っ
た
上
で
、
こ
れ
ら
の
話
の
あ
ら
ま
し
を
括
っ
て
み
る
と
、

昔
の
こ
と
、
「
シ
ン
ラ
ン
」
と
い
う
人
が
始
め
た
宗
旨
の
坊
さ
ん
が
巡
っ
て
き
て
、

ひ

か

ぐ

ら

引
沼
の
日
ヶ
闇
山
の
西
の
端
、
花
敷
芝
と
い
う
所
に
落
ち
着
い
た
。
先
に
住
ん
で
い

た
コ
一
軒
の
組
の
者
と
協
力
し
て
畑
を
耕
し
、
山
林
を
撫
育
し
て
何
不
自
由
な
く
暮
ら

し
て
い
た
。

和
尚
さ
ん
は
、
妻
を
持
っ
て
も
よ
い
と
い
う
宗
派
で
、
尼
さ
ん
だ
っ
た
人
を
奥
さ

ん
に
し
て
い
た
。
京
都
に
ほ
ど
近
い
大
峰
山
を
信
仰
し
て
そ
の
御
神
体
を
請
け
、
ま

た
、
家
宝
と
し
て
阿
弥
陀
仏
の
掛
軸
を
七
幅
持
参
し
て
信
仰
し
た
。
そ
う
し
て
宗
旨

を
弘
め
る
た
め
、
拝
ん
で
回
っ
た
。
和
尚
さ
ん
に
は
二
人
娘
が
い
た
。

一
人
は
阿
弥

陀
仏
の
掛
軸
を
も
っ
て
矢
倉
へ
嫁
ぎ
、
あ
と
一
人
は
、
大
日
像
を
持
っ
て
見
寄
へ
嫁

い
だ
と
い
う
。

別
の
話
は
、
疫
病
に
擢
り
和
尚
さ
ん
の
家
が
絶
え
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
易
者
だ

け

た

た

か
山
伏
か
の
者
が
神
霊
か
物
の
怪
の
崇
り
だ
と
い
う
。
尊
い
神
仏
に
関
す
る
も
の
は
、

「
お
帰
り
下
さ
い
。
」
と
い
っ
て
焚
き
上
げ
る
か
清
い
流
れ
に
流
す
と
い
う
慣
わ
し
で

あ
っ
た
か
ら
、
罰
を
怖
れ
て
、
残
っ
た
大
日
像
は
締
麗
な
箱
を
造
っ
て
納
め
、
元
の

土
寸
へ
帰
す
心
算
で
清
き
白
砂
川
の
流
れ
に
托
し
て
流
さ
れ
た
。
そ
れ
が
見
寄
に
漂
着

し
て
、
見
寄
の
者
が
堂
宇
を
建
て
て
租
っ
た
と
い
う
。
七
幅
の
仏
画
は
、
矢
倉
に
縁

付
い
て
い
た
娘
が
持
っ
て
行
っ
て
家
宝
に
し
た
。
矢
倉
の
家
で
は
代
々
崇
拝
し
て
い

る
の
で
長
く
栄
え
、
山
や
畑
が
き
り
も
な
く
集
ま
っ
て
財
産
家
と
な
り
、
助
右
衛
門

さ
ん
と
言
わ
れ
て
幅
を
利
か
せ
た
。
そ
の
末
孫
が
霜
田
か
ず
子
氏
で
あ
る
。

世
立
方
面
に
は
、
仏
像
を
矢
倉
か
ら
見
寄
へ
移
し
た
と
の
話
し
が
あ
る
。
そ
う
だ

と
す
れ
ば
疫
病
で
和
尚
さ
ん
の
家
が
絶
え
た
と
き
、
見
寄
の
親
類
の
者
が
引
き
受
け

て
組
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
も
語
ら
れ
る
。お

っ
く
う

ま
た
、
掛
軸
を
守
り
続
け
、
祭
り
続
け
る
こ
と
が
億
劫
に
な
っ
た
と
か
、

た
た
り

が
あ
っ
た
と
か
で
、
見
寄
の
前
の
川
か
そ
れ
と
も
ど
こ
か
の
川
に
捨
て
て
き
た
そ
れ

を
矢
倉
の
長
三
郎
さ
ん
の
父
ユ
ウ
吉
さ
ん
が
拾
っ
て
き
た
と
も
言
わ
れ
る
。

和
尚
さ
ん
が
巡
っ
て
来
て
住
み
つ
い
た
花
敷
芝
に
前
々
か
ら
い
た
三
軒
の
百
姓

は
、
そ
の
後
、
日
ヶ
闇
山
に
棲
む
狼
の
群
が
度
々
出
没
し
て
怖
く
て
た
ま
ら
ず
、
ま
た
、

大
雨
で
白
砂
川
に
面
し
た
急
斜
面
に
あ
っ
た
墓
地
が
川
に
滑
り
落
ち
た
り
と
い
っ
た

ほ
ん
む
ら

事
情
が
重
な
っ
た
た
め
、
大
勢
が
集
ま
っ
て
暮
し
て
い
る
本
村
の
方
に
畑
も
山
林
も
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あ
っ
た
か
ら
、
引
き
墓
を
し
て
移
住
し
た
。
そ
れ
が
今
の
引
沼
の
中
組
と
い
わ
れ
る

組
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
。

昔
か
ら
、
霜
田
家
の
も
の
が
家
じ
ゅ
う
で
遠
く
の
畑
や
山
へ
出
て
い
る
と
き
、
に

わ
か
雨
が
降
る
と
白
い
法
衣
を
着
た
坊
さ
ん
が
数
人
で
庭
に
干
し
て
あ
る
穀
類
や
衣

類
を
雨
に
濡
れ
な
い
よ
う
軒
下
に
取
り
込
ん
で
い
た
。
そ
の
様
子
を
、
矢
倉
川
の
対

岸
に
あ
る
通
称
「
ハ
ラ
ジ
」
と
い
う
耕
地
で
、
野
良
仕
事
を
し
て
い
た
和
光
原
の
人

た
ち
が
見
て
、
誰
が
取
り
込
ん
で
い
る
の
か
と
盛
ん
に
不
思
議
に
し
て
い
た
と
い
う
。

掛
軸
の
中
の
阿
弥
陀
さ
ん
が
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

た
。
掛
軸
の
仏
画
は
い
よ
い
よ
霊
験
あ
ら
た
か
と
い
わ
れ
た
。

昔
、
葬
儀
の
と
き
は
、
こ
の
軸
を
先
頭
に
念
併
を
唱
え
な
が
ら
葬
送
し
た
。
他
に

も
仏
画
の
軸
が
あ
り
、
寺
の
代
り
に
信
心
し
た
。



阿
弥
陀
様
が
矢
倉
に
来
た
頃
に
は
、
根
広
の
瀧
沢
寺
月
州
庵
は
建
て
て
在
っ
た
と

い
わ
れ
、
月
州
庵
は
葬
儀
な
ど
引
導
を
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
矢
倉
の
阿
弥

陀
様
と
は
何
の
係
り
も
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

仏
画
の
掛
軸
七
幅
は
、
矢
倉
と
和
光
原
の
霜
田
家
の
人
た
ち
に
よ
っ
て
正
月
と
盆

の
十
六
日
に
御
開
帳
し
て
祭
ら
れ
て
き
た
。
ま
わ
り
の
村
や
近
郷
か
ら
も
参
拝
者
が

あ
っ
て
、
霜
田
家
は
、
赤
飯
を
炊
い
て
振
る
舞
っ
て
い
た
。
今
は
盆
の
十
五
日
に
御

開
帳
し
て
祭
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
今
も
参
拝
者
に
は
馳
走
し
て
い
る
。
御
開
帳

の
日
以
外
は
、
誰
に
も
見
せ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
霜
田
家
の
捉
と
な
っ
て
守
ら

れ
て
い
る
。
大
ま
か
に
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。

八
月
十
五
日
の
祭
り
の
と
き
は
、
阿
弥
陀
仏
の
掛
軸
を
飾
り
、
そ
の
前
に
机
を
据

一
巻
が
立
て
ら
れ
る
。
山
葡
萄
の
葉
五
枚

め
し

ほ
ど
を
敷
い
て
器
と
し
て
、
そ
の
上
に
米
の
飯
、
赤
飯
、
お
か
ず
類
な
ど
、
自
分
で

え
て
、
箱
に
入
れ
ら
れ
た
理
趣
文
(
経
)

食
う
も
の
と
同
じ
馳
走
を
進
ぜ
て
、
十
四
日
を
「
仏
の
年
取
り
」
と
い
っ
て
い
る
。

浄
土
信
仰
の
形
態
を
類
推
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
理
趣
文
が
一
体
何
を
意

味
す
る
の
か
、
ま
た
ど
う
使
わ
れ
て
き
た
の
か
も
含
め
て
、
仏
画
を
中
心
と
す
る
信

仰
実
相
が
判
明
し
、
習
俗
の
姿
に
対
す
る
詳
し
い
評
価
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る。

指定文化財

広
池
遺
跡

昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
七
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
遺
跡
地

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
赤
岩
字
広
池
一
=
二
番
地

所
有
者
、
篠
原
好
次

管
理
者
、
中
之
条
町

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
四
十
四
年
群
馬
大
学
史
学
研
究
室
が
調
査
し
て
発
見
し
た
も

の
で
あ
る
。
遺
構
の
中
央
に
囲
炉
裏
が
あ
り
、
地
表
か
ら
三
五
個
下
が
っ
た
所
が
床

面
で
あ
る
。
比
較
的
浅
い
竪
穴
式
住
居
の
跡
で
あ
る
。

住
居
の
規
模
は
、
直
径
三

m
の
円
形
で
、
ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
炉
は
方
形
に
石
で
囲
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わ
れ
て
い
る
。
竪
穴
の
周
囲
に
は
一

O
個
の
穴
が
見
つ
か
り
、
そ
の
内
の
四
個
が
位

置
、
大
き
さ
、
深
さ
か
ら
主
柱
を
組
ん
だ
柱
の
穴
と
考
え
ら
れ
る
。

床
面
か
ら
は
炭
化
物
が
、
炉
の
付
近
か
ら
は
石
器
、
土
器
破
片
が
発
見
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
こ
の
遺
跡
は
縄
文
時
代
中
期
後
半
と
考
え
ら
れ
、
現
在
か
ら
約
四
、

0
0
0年
前
の
竪
穴
式
住
居
跡
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
近
い
住
居
跡
と
し
て
、
郡
内

に
長
野
原
町
大
津
の
勘
場
木
、
中
之
条
町
上
沢
渡
の
牧
場
の
二
つ
が
あ
る
。
敷
石
住

居
跡
と
の
関
係
に
お
い
て
、
ま
た
計
画
的
発
掘
調
査
が
な
さ
れ
た
遺
跡
と
し
て
こ

の
竪
穴
式
住
居
跡
は
特
に
貴
重
で
あ

広池遺跡

る
。
逢
か
に
遠
い
祖
先
の
暮
ら
し
の

息
吹
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
文
化

財
で
あ
る
。



文化財

妙
全
杉

(
妙
全
尼
の
逆
さ
杉
)

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
十
二
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
天
然
記
念
物

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
日
影
一
一
六

O
番
地
、

所
有
者
、
宗
教
法
人
龍
沢
寺
、

管
理
者
、
明
田
川
道
雄

妙
全
杉
は
、
曹
洞
宗
龍
津
寺
の
境
内
地
に
あ
り
、
国
道
二
九
二
号
か
ら
寺
の
本
堂

へ
登
る
石
段
の
登
り
口
の
左
側
に
聾
え
て
い
る
。
杉
の
根
元
に
か
か
げ
て
あ
る
説
明

書
き
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
龍
沢
寺
(
り
ゅ
う
た
く
じ
)
は
天
養
元
年
(
一
一
四
五
年
)
に
、
尼
僧
妙
全
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
丸
顔
で
慈
悲
深
い
妙
全
尼
は
、
村
人
の
尊
敬
と
親
愛
の
念
を

一
身
に
集
め
て
い
ま
し
た
。
遠
い
集
落
へ
も
お
勤
め
に
出
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
足
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
今
で
は
想
像
も
で
き
ぬ
ほ
ど
、

遠
方
で
の
お
勤
め
は
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
妙
全
尼
は
い
つ
も

杖
を
つ
い
て
お
勤
め
に
出
た
そ
う
で
す
。
龍
沢
寺
の
境
内
に
あ
る
樹
齢
八
四

O
余
年
・

目
通
り
お
よ
そ
コ
函
と
い
う
大
杉
は
、
こ
の
妙
全
尼
が
お
勤
め
帰
り
に
、
寺
の
石
段

の
下
に
挿
し
て
お
い
た
杉
の
杖
が
、
そ
の
ま
ま
根
付
い
て
成
長
し
た
も
の
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
村
人
は
い
つ
か
ら
と
も
な
く
、
こ
の
杉
を
「
妙
全
の
逆
さ
杉
」
と
呼

び
、
い
つ
く
し
ん
で
き
ま
し
た
。
」

逆
さ
に
挿
し
た
杉
の
枝
で
作
っ
た
杖
が
不
思
議
な
こ
と
に
活
着
し
た
と
言
い
伝
わ
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り
、
確
か
に
妙
全
杉
の
枝
は
、

い
っ
た
ん
下
を
向
い
て
伸
び
、
そ
れ
か
ら
曲
が
っ
て

上
向
き
に
伸
び
て
い
る
。
逆
さ
杉
の
い
わ
れ
に
得
心
の
ゆ
く
枝
ぶ
り
で
あ
る
。
白
砂

川
の
渓
谷
に
沿
っ
て
暮
ら
す
人
々
と
世
上
の
う
つ
り
変
わ
り
を
八
六

O
余
年
に
亘
つ

て
見
つ
め
て
き
た
古
木
の
姿
は
生
命
の
神
秘
を
漂
わ
せ
て
い
る
。



小
倉
の
し
だ
れ
桜

(
ベ
ニ
シ
ダ
レ
、
エ
ド
ヒ
ガ
ン
)

昭
和
六
十
一
年
二
月
十
三
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
天
然
記
念
物

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
入
山
小
倉
三
八
乙

所
有
者
、
小
倉
住
民
(
代
表
山
口
政
勝
)

管
理
者
、
山
口
政
勝

小
倉
は
も
と
山
口
一
家
だ
け
で
あ
っ
た
。
白
根
山
の
ふ
も
と
な
の
で
白
根
様
を
ま

つ
っ
た
。
草
津
の
白
根
様
よ
り
小
倉
の
白
根
様
の
方
が
古
い
の
で
、
小
倉
の
方
が
本

家
本
元
だ
と
い
う
。

こ
の
境
内
地
に
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が
あ
る
。
小
倉
の
人
は
白
根
桜
と
呼
ん
で
大
切
に

し
て
い
る
。
か
つ
て
こ
の
桜
を
増
や
そ
う
と
何
人
か
の
者
が
取
り
木
や
挿
し
木
を
試

み
た
が
成
功
し
な
か
っ
た
。

樹
高
、

一
0
・
0
0
m
、
根
ま
わ
り
、
五
・
一
二
六

m
、
胸
高
ま
わ
り
、
三
・
四

O
m
、

枝
下
、
五
・
一
七

m
。
境
内
地
に
建
つ
説
明
書
き
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
白
根
神
社
の
境
内
に
位
置
し
、
樹
齢
千
年
と
推
定
さ
れ
る
見
事
な
し
だ
れ
桜
で

あ
り
、
こ
の
桜
は
、
遠
く
中
国
に
そ
の
起
源
を
た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

エ
ド
ヒ
ガ

ン
と
い
う
珍
し
い
種
類
で
す
。

樹
高
一

O
m
、
根
廻
り
、
五

m
あ
り
地
面
に
ま
で
そ
の
枝
を
垂
ら
し
、
美
し
く
咲

指定文化財

き
誇
る
姿
は
と
て
も
優
雅
で
あ
り
ま
す
。

五
月
上
旬
、
境
内
が
桜
に
埋
ま
る
と
、
村
人
は
長
く
厳
し
い
冬
か
ら
す
っ
か
り
解

放
さ
れ
、
待
ち
に
待
っ
た
う
れ
し
い
春
の
生
活
に
入
る
の
で
す
。
」
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文化財

十
二
の
杜

(
楢
)

昭
和
六
十
一
年
三
月
十
三
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
天
然
記
念
物

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
入
山
四

O
四
七
番
地

所
有
者
、
入
山
共
有
財
産

管
理
者
、
山
本
栗
岡

山
の
神
は
十
二
様
と
言
わ
れ
、
女
の
神
様
で
木
の
神
で
も
あ
る
。
山
仕
事
を
す
る

人
が
租
る
。
毎
月
十
二
日
は
十
二
講
と
い
っ
て
祭
日
で
あ
る
。

山
仕
事
は
危
険
な
の
で
、
山
に
入
る
時
や
木
を
伐
る
時
な
ど
作
業
の
度
毎
に
十
二

様
に
無
事
で
あ
る
よ
う
念
じ
て
か
ら
取
り
か
か
る
と
い
う
信
仰
で
あ
る
。
十
二
様
の

嗣
は
方
々
に
点
在
す
る
が
石
宮
が
多
い
。
こ
の
「
十
二
の
森
」
の
名
前
の
由
来
で
あ

る
十
二
様
も
石
洞
で
、
楢
の
大
木
の
根
本
に
租
つ
で
あ
る
。

森
の
中
に
建
つ
説
明
書
き
に
よ
る
と
、
「
暮
坂
峠
に
向
か
っ
て
足
を
進
め
る
と
、

ほ
ど
な
く
、
三
十

m
に
も
及
ば
ん
と
す
る
大
き
な
楢
(
な
ら
)

の
木
が
目
に
と
ま
り

ま
す
。
こ
の
大
き
な
木
の
根
元
に
は
、
山
の
神
様
で
あ
る
「
十
二
様
」
が
租
ら
れ
て

い
ま
す
。
十
二
様
の
祭
日
は
毎
月
十
二
日
。
こ
の
日
は
山
の
木
が
は
ら
む
日
な
の
で
、

木
を
伐
つ
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
お
酒
や
赤
飯
を
供
え
て
、
山
に
恵
み
を
与
え
て

く
れ
る
こ
の
十
二
様
へ
感
謝
し
、
祈
り
を
捧
げ
ま
す
。
炭
を
焼
く
人
は
、
木
を
伐
る

こ
と
だ
け
で
な
く
、
火
入
れ
や
取
り
込
み
も
十
二
日
を
避
け
、
そ
の
日
は
一
日
中
神

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
体
を
休
め
て
日
ご
ろ
の
疲
れ
を
い
や
し
ま
す
。
自
然
を
大

切
に
し
、
自
然
と
と
も
に
生
き
て
き
た
村
人
の
心
に
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
教

え
ら
れ
ま
す
。
」

一
、
樹
高
二
六
.
二
四

m
、
根
ま
わ
り
、
四

一
O
m
、
胸
高
ま
わ
り
、
四
.

五

m
、
枝
下
、
二
.

四
五

m

二
、
樹
高
、

一
九
.
六
一
二

m
、
根
ま
わ
り
、
四
.
六

O
m
、
胸
高
ま
わ
り
、
三
.

五
六

m
、
枝
下
、
三
.
七
O
m
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百
八
十
八
観
音

昭
和
六
十
二
年
四
月
二
十
二
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
史
跡

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
入
山
字
品
木
地
内
町
道
敷
地
、

所
有
者
、
中
之
条
町

管
理
者
、
品
木
地
区

中
之
条
町
大
字
入
山
宇
品
木
に
、
宝
暦
の
頃
(
一
七
四
九

1
一
七
六
三
ま
で
、
三

年
間
)
に
建
立
し
た
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
百
八
十
八
体
の
観
音
像
が
あ
る
。

こ
の
石
仏
群
は
、
入
山
四
二
九

O
番
地
山
本
宗
男
さ
ん
の
七
代
前
の
梅
右
衛
門
と

い
う
人
が
西
国
三
三
番
、
四
国
八
八
番
、
阪
東
三
三
番
、
秩
父
三
四
番
、
合
わ
せ
て

一
八
八
番
の
観
音
の
霊
地
を
一
個
所
に
集
め
て
、
地
域
別
に
横
一
列
に
順
を
追
っ
て

並
べ
て
建
て
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
巡
参
拝
す
れ
ば
、
遠
国
の
霊
地
を
巡
礼
し
た
功
徳
が
積
め
る
と
し
て
、

山
本
家
を
初
め
、
大
勢
の
村
人
の
助
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
彫
ら
せ
た
。

石
工
は
、
高
速
か
、
越
後
か
、
或
い
は
江
戸
か
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
撃
と

鉄
鎚
を
持
っ
て
諸
国
を
歩
い
て
石
像
彫
り
を
す
る
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
他
国

か
ら
渡
っ
て
来
る
者
を
村
人
は
「
キ
タ
リ
モ
ノ
」
或
い
は
「
キ
タ
リ
ヤ
」
と
称
し
て
、

通
り
一
遍
の
「
よ
そ
者
」
と
い
う
見
方
を
し
た
。
こ
の
石
工
は
飯
を
も
ら
っ
て
食
う

指定文化財

お
礼
と
し
て
毎
日
観
音
像
を
彫
り
続
け
た
と
言
わ
れ
る
。

石
は
品
木
集
落
の
も
の
よ
り
下
流
の
須
立
の
石
が
良
い
と
い
う
こ
と
か
ら
村
人
み

ん
な
で
協
力
し
て
運
び
上
げ
た
。

弘
法
大
師
像
に
は
、
奉
建
立
西
国
、
四
国
、
阪
東
、
秩
父
と
刻
ま
れ
、
宝
暦
口
口

歳
次
口
口
天
次
山
本
伝
三
郎
と
記
し
て
あ
る
。
伝
三
郎
は
梅
右
衛
門
の
嫡
男
で
あ
る
。

石
碑
で
霊
場
供
養
塔
と
あ
る
の
は
多
く
見
か
け
る
が
、
霊
場
毎
の
観
音
を
石
像
で

組
っ
た
石
仏
群
は
県
内
に
例
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

六
合
村
教
育
委
員
会
は
、
昭
和
六
十
一
年
に
注
目
の
集
ま
る
石
仏
群
の
調
査
を
開

始
し
て
、
現
春
基
数
一
五
五
基
、
紛
失
基
数
三
三
基
と
し
た
が
、
今
は
破
損
を
修
復

し
て
一
七
六
体
が
あ
る
。

初
め
に
建
て
で
あ
っ
た
所
は
、
入
山
乙
三
五
三
三
番
地
の
小
高
い
山
の
斜
面
で
、
品

木
集
落
を
見
お
ろ
す
草
む
ら
の
中
だ
っ
た
。
こ
こ
を
一
且
整
備
し
た
も
の
の
町
道
花
敷

草
津
二
号
線
の
改
良
工
事
の
た
め
、
道
路
谷
側
の
道
路
用
地
へ
移
転
整
備
さ
れ
た
。
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文化財

小
雨
馬
頭
観
音
と
生
須
馬
頭
観
音

平
成
六
年
二
月
二
十
一
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
史
跡

所
在
地
、
六
合
村
大
字
小
雨
五
四
五
番
地
、

六
合
村
大
字
生
須
乙
二
八
九
番
地
、

所
有
者

小
雨
地
区
の
も
の
小
雨
区
長

生
須
地
区
の
も
の
生
須
区
長

こ
の
馬
頭
観
音
は
、
小
雨
地
区
と
白
砂
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
の
生
須
地
区
に
同

型
の
石
造
物
で
組
ら
れ
て
い
る
。
建
立
は
天
保
十
二
年
辛
丑
歳
星
十
一
月
吉
辰

(
一
八
四
一
)
と
あ
り
、
双
方
と
も
同
じ
日
付
で
あ
る
。

石
像
は
三
面
八
腎
の
本
格
的
な
像
で
三
面
の
中
央
は
菩
薩
、
左
右
は
念
怒
面
(
ふ

ん
ぬ
め
ん
)
頂
上
に
馬
頭
を
戴
く
。
印
相
は
中
央
が
「
明
王
馬
口
印
」
、
右
手
に
宝
輪
、

宝
棒
、
珠
数
、
を
持
ち
、
左
手
に
宝
剣
、
斧
、
矛
を
持
つ
。

石
像
は
石
垣
基
礎
の
上
に
台
石
が
二
重
に
置
か
れ
、
反
花
(
か
え
り
ば
な
)
、
敷

茄
子
(
し
き
な
す
)
、
蓮
台
を
重
ね
、
そ
の
上
に
三
面
観
音
が
乗
っ
て
い
る
。
台
石

か
ら
の
全
高
は
、
二
七

O
m
あ
る
。
「
石
工
吉
蔵
」
と
あ
り
、
作
風
か
ら
相
当
な
彫

刻
技
量
の
職
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
入
山
地
区
見
寄
地
内
の
宝
僅
印
塔
(
嘉

永
六
年
)
も
吉
蔵
の
作
で
あ
り
、
六
合
村
谷
に
お
け
る
彫
刻
活
動
の
全
容
解
明
が
待

た
れ
る
。

草
津
か
ら
小
雨
、
生
須
、
暮
坂
峠
を
越
え
て
沢
渡
に
通
ず
る
旧
道
、
草
津
中
之
条

街
道
は
、
草
津
の
湯
治
客
で
賑
わ
っ
て
お
り
、
小
雨
、
生
須
は
そ
の
客
の
往
来
街
道

筋
で
あ
っ
た
。
馬
頭
観
音
は
両
地
区
の
街
道
沿
い
に
位
置
し
て
い
る
。

客
の
輸
送
、
物
資
運
搬
な
ど
馬
を
使
っ
て
稼
ぎ
、
生
計
を
立
て
る
者
が
多
か
っ
た
。

客
引
き
事
件
が
数
多
く
発
生
し
、
宿
屋
、
馬
方
と
の
紛
争
記
録
も
あ
る
が
、
文
化

十
二
年
の
「
小
雨
村
馬
方
金
右
衛
門
事
件
」
の
発
生
で
厳
し
い
取
締
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
小
雨
村
と
生
須
村
で
湯
治
客
の
送
迎
の
や
り
方
や
両
村
の
連
絡
調
整
の
手
違
い

な
ど
、
利
害
衝
突
か
ら
、
し
ば
し
ば
悶
着
が
起
き
た
。
今
に
残
る
古
文
書
か
ら
当
時

の
旅
客
や
物
資
運
搬
の
様
子
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
馬
は
生
活
に
欠
か
せ

な
い
大
変
重
要
な
春
在
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
両
村
の
人
た
ち
は
駄
賃

仕
事
の
決
ま
り
を
作
り
、
共
に
講
を
結
ん
で
、
共
同
し
て
馬
の
無
事
息
災
と
街
道
の

安
全
を
願
い
、
同
型
の
馬
頭
観
音
を
二
基
彫
り
、
両
村
の
街
道
基
点
に
租
っ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

馬
頭
観
音
は
、
観
世
音
菩
薩
の
変
化
像
で
、
転
輪
聖
王
の
宝
馬
が
四
方
を
駆
け
て
、

威
伏
す
る
よ
う
に
、
生
死
の
大
海
を
渡
っ
て
四
魔
を
承
服
さ
せ
る
大
威
力
や
大
精
進
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を
現
し
、
無
明
の
重
障
を
喰
い
尽
く
す
と
い
う
意
味
で
、
馬
頭
を
頭
上
に
戴
く
像
と

説
か
れ
る
。

人
間
の
も
つ
多
く
の
煩
悩
や
諸
悪
を
宝
馬
が
喰
っ
て
し
ま
う
と
い
う
本
事
の
目
的

が
あ
っ
た
訳
で
、
菩
薩
の
一
つ
で
割
と
早
い
時
期
に
説
か
れ
、
六
観
音
な
ど
の
一
頁

に
な
っ
て
い
る
。

一
般
に
見
る
馬
頭
観
音
の
造
立
の
目
的
は
、
馬
頭
を
頭
上
に
戴
く
姿
か
ら
牛
馬
の

供
養
や
無
病
息
災
を
願
う
も
の
で
あ
っ
た
。
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
事
故
疾
病
死
し

た
馬
の
供
養
の
た
め
、
建
立
し
た
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
小
規
模
で
簡
素
な
彫
り
で

墓
碑
的
な
意
味
に
変
わ
っ
て
慈
悲
の
相
に
彫
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
観
音
の
よ
う
に
念
怒
相
三
面
と
い
う
経
典
に
そ
っ
た
姿
で
彫
ら
れ
た
も
の
は

稀
で
あ
る
。
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生須の馬頭観音

小雨の馬頭観音
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吾
嬬

(
あ
ず
ま
)
橋

(
旧
坂
東
橋
)

一
生
須
側
は
大
字
生
須
三
九
六
番
地
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平
成
六
年
二
月
二
十
一
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
史
跡

所
在
地
、
町
道
小
雨
生
須
線
白
砂
川
上
、
小
雨
側
は
大
字
小
雨
三
九

O
番
地
の

所
有
者
、
中
之
条
町

管
理
者
、
中
之
条
町

橋
の
小
雨
側
に
建
つ
説
明
書
き
に
は
選
定
理
由
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
当
初
、
明
治
三
十
四
年
に
前
橋
市
と
渋
川
市
の
境
の
利
根
川
に
「
坂
東
橋
」
と
し

て
架
設
さ
れ
た
。
県
内
初
の
道
路
鉄
橋
が
明
治
三
十
二
年
の
「
利
根
橋
」
で
あ
り
、

現
存
す
る
道
路
鉄
橋
と
し
て
は
最
古
の
部
類
に
属
す
る
。

坂
東
橋
は
昭
和
三
十
四
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
が
、
三
村
(
六
合
村
、
赤
城
村
、

子
持
村
)
で
譲
り
受
け
移
設
再
利
用
し
た
が
、
唯
一
残
っ
て
い
る
の
が
吾
嬬
橋
で
あ

り
明
治
三
十
四
年
以
来
九
十
年
現
在
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
る
。

全
長
六
九

m
、
幅
二
.
五

m
、
鉄
骨
が
斜
め
に
組
み
合
わ
さ
れ
ピ
ン
で
結
合
さ
れ

た
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ヤ
型
ト
ラ
ス
鉄
橋
、
材
料
は
全
部
ア
メ
リ
カ
産
輸
入
鋼
材
で
あ
る
。

県
内
唯
一
の
明
治
時
代
の
道
路
鉄
橋
で
、
当
時
の
技
術
水
準
を
よ
く
伝
え
る
貴
重

な
近
代
化
遺
産
で
あ
る
。
」



赤
岩
湯
本
家
住
宅

平
成
十
一
年
八
月
二
十
五
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
建
造
物

所
有
者

滋

所
在
地
、
六
合
村
大
字
赤
岩
二
八

湯
本

一
八

O
六
年
(
文
化
三
年
)
頃

建
立
年
月
日

湯
本
家
の
主
屋
は
、
医
業
が
約
九

O
年
、
売
薬
約
五

O
年
、
計
一
四

O
年
の
問
、

ま
た
養
蚕
を
約
五

O
年
生
業
と
し
て
営
ん
で
き
た
。
そ
し
て
住
宅
と
し
て
建
築
し
て

か
ら
現
在
ま
で
約
二

O
O年
弱
を
経
過
し
て
い
る
。

地
区
の
旧
家
で
あ
る
湯
本
家
は
、
木
曽
義
仲
の
末
商
と
伝
え
ら
れ
、
戦
国
時
代
か

れ
て
い
る
。

ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
子
孫
が
こ
の
地
に
活
躍
し
、
繁
栄
の
基
礎
を
築
い
た
と
い
わ

湯
本
家
は
木
造
三
階
建
て
土
蔵
造
り
の
建
物
で
、
壁
土
を
厚
く
塗
り
上
げ
た
防
火

造
り
で
、
比
較
的
広
い
地
下
部
分
を
備
え
て
い
る
珍
し
い
建
物
で
、
主
屋
に
土
蔵
造

り
で
置
屋
根
形
式
を
用
い
た
民
家
は
全
国
で
も
大
変
珍
し
い
。
ま
た
、
二
階
北
西

隅
に
高
野
長
英
ゆ
か
り
の
、

「
長
英
の
間
」
と
称
す
る
部

屋
を
残
し
、
歴
史
的
人
物

に
関
わ
り
あ
る
著
名
な
建

指定文化財

物
で
あ
る
。

前室湯本家長英の間

湯本家
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文化財

群
馬
の
家
伝
薬

六
合
村
湯
本
家
の
河
童
か
ら
伝
授
の
家
伝
薬

私
た
ち
は
幼
少
の
頃
か
ら
河
童
か
ら
薬
の
作
り
方
を
教
わ
っ
た
話
を
よ
く
聞
い

た
。
そ
し
て
河
童
を
い
ま
だ
見
た
こ
と
が
な
く
、
興
味
を
も
っ
て
想
像
し
た
不
気
味

な
動
物
だ
っ
た
。

昭
和
初
期
、
国
民
新
聞
と
上
州
新
報
に
掲
載
さ
れ
た
伝
説
「
河
童
の
手
」
を
紹
介

す
る
。上

州
吾
妻
郡
赤
岩
に
代
々
お
医
者
の
家
が
あ
る
が
、
こ
の
家
の
先
祖
の
一
人
で
評

判
の
名
医
が
あ
っ
た
の
で
、
あ
つ
ち
か
ら
も
、
こ
っ
ち
か
ら
も
数
知
れ
ず
頼
み
に
来

て
、
毎
日
馬
に
乗
っ
て
は
病
人
を
見
に
行
っ
て
や
っ
た
。

ぬ
か

あ
る
春
の
小
糠
雨
の
降
る
日
の
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
病
家
が
遠
か
っ
た
上
に
、

病
人
も
大
病
で
あ
っ
た
の
で
自
然
と
帰
り
が
遅
く
な
っ
た
。

と
あ
る
橋
(
中
之
瀬
橋
)
に
さ
し
か
か
っ
た
時
に
は
も
う
た
そ
が
れ
始
め
て
い
た
。

そ
の
橋
の
真
中
ま
で
来
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
今
ま
で
元
気
よ
く
家
路
を
急
い
で
い

た
馬
が
に
わ
か
に
止
っ
て
動
か
な
い
。
こ
れ
ほ
ど
う
も
尋
常
の
事
で
な
い
。
昔
か
ら

い
た
ず
ら

此
の
辺
に
は
河
童
小
僧
が
出
る
と
い
う
。
今
夜
の
業
も
奴
の
悪
戯
で
は
な
い
か
、
そ

れ
に
違
い
あ
る
ま
い
と
思
案
の
胸
を
打
っ
た
が
、
や
が
て
小
脇
の
刀
を
抜
き
放
ち
馬

上
よ
り
ね
ら
い
を
定
め
て
此
慮
、
ぞ
と
思
う
あ
た
り
を
切
り
払
っ
た
。

さ
け
ぶ
よ
う
な
手
応
え
は
あ
っ
た
と
思
う
間
も
な
く
馬
は
平
常
の
知
く
家
路
に
向

い
よ
う
や
く
し
て
た
ど
り
着
い
た
。

馬
か
ら
下
り
て
ふ
と
馬
の
尾
を
見
れ
ば
驚
い
た
こ
と
に
馬
の
尾
を
つ
か
ん
だ
ま
ま

生
々
し
い
河
童
の
片
腕
が
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
る
。
そ
の
腕
を
職
業
柄
、
珍
し
い
の
で

家
に
し
ま
っ
て
お
く
と
、
翌
朝
夜
も
明
け
ぬ
う
ち
に
、
其
の
河
童
が
来
て
昨
夜
の
悪

戯
の
罪
を
詫
び
て
是
非
片
腕
を
返
し
て
貰
い
た
い

と
い
〉
つ
。

返
し
た
と
こ
ろ
で
仕
方
が
な
い
で
は
な
い
か
と

問
え
ば
、
「
片
腕
を
元
の
よ
う
に
癒
す
薬
が
あ
る
」

と
い
〉
つ
。

そ
こ
で
片
腕
を
返
し
て
貰
っ
た
代
り
と

し
て
薬
の
製
法
を
伝
授
す
る
こ
と
と
、
今
後
は
決

し
て
河
に
出
て
悪
戯
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
約

束
し
た
。

片
腕
を
返
し
て
貰
い
、
門
を
出
る
や
否
や
大
声

で
、
「
こ
の
河
に
七
年
目
に
は
必
ら
ず
出
る
ぞ
」

と
叫
び
姿
を
く
ら
ま
し
た
と
い
う
。

河童に馬の尾を
引かれてしまった

刀できられた河童の手をもら
いに来て薬の製法を伝授する

小
さ
い
時
分
「
大
人
か
ら
今
年
は
七
年
目
だ
よ
」
と
川
遊
び
を
お
ど
か
さ
れ
、
又
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川
で
水
死
人
が
出
た
り
す
る
と
、
今
年
は
七
年
目
か
と
話
し
を
し
て
い
た
。

湯
本
家
の
家
系
と
活
躍

遠
祖
は
清
和
天
皇
に
発
し
、
中
世
木
曽
義
仲
に
属
し
た
武
士
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
義
仲
の
敗
北
し
た
後
、
そ
の
胤
を
宿
し
た
女
性
を
守
っ
て
六
合
村
(
入
山
地

方
)
に
隠
棲
し
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
湯
本
家
に
伝
わ
る
系
図
に
よ
れ
ば
、

永
禄
の
頃
真
田
家
に
属
し
て
活
躍
し
た
湯
本
善
太
夫
・
三
郎
右
衛
門
な
ど
の
名
も
見

え
、
中
に
も
三
郎
右
衛
門
は
榛
名
山
の
三
重
塔
寄
進
の
際
の
大
旦
那
で
あ
っ
た
と
い

り
で
あ
る
。

う
こ
と
で
、
今
で
も
同
家
に
三
重
塔
模
型
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
略
系
は
次
の
通

清
和
天
皇
(
中
略
)
自
元
祖
三
十
七
代
目
、
湯
本
三
郎
右
衛
門
幸
綱
(
中
略
)
六



合
村
赤
岩
世
祖
、
湯
本
長
左
衛
門
幸
常
(
因
病
身
不
嗣
家
|
武
士
に
な
ら
な
か
っ
た

ー
退
隠
於
赤
岩
始
為
医
)
(
中
略
)
湯
本
伝
左
衛
門
息
方
(
従
多
紀
先
生
学
為
業
)
(
以

下
略
)
。

月
桂
酒
を
製
造
し
た
湯
本
家
は
、
六
合
村
の
南
端
赤
岩
地
域
に
あ
っ
て
、
海
抜
お

よ
そ
七

0
0メ
ー
ト
ル
に
位
す
る
山
紫
水
明
に
て
四
季
の
変
化
に
富
ん
だ
山
里
で
あ

る
医
家
と
し
て
継
承
し
名
医
が
代
々
出
て
居
る
が
、
天
保
五
年
湯
本
彦
粛
は
筑
前
黒

田
候
の
侍
医
に
、
俊
達
は
高
崎
藩
医
、
そ
の
他
妙
英
、
寿
遷
、
俊
斉
、
省
斉
は
代
々

仁
慈
の
名
医
で
あ
っ
た
。

幕
末
の
先
覚
者
高
野
長
英
も
以
下
の
縁
を
も
っ
て
、

一
時
湯
本
家
に
潜
伏
し
幕
吏

の
追
跡
を
防
、
ぎ
、
現
在
も
「
長
英
の
間
」
が
あ
る
。

こ
う
し
た
家
系
に
示
す
よ
う
に
代
々
名
医
を
輩
出
し
、
霊
効
「
月
桂
酒
」
製
造
の

秘
宝
が
伝
授
さ
れ
た
。

月
桂
酒
の
薬
酒
を
仕
込
む
に
は
、
毎
年
一
月
、
二
月
の
大
寒
小
寒
の
期
間
だ
け
に

限
る
。皇

漢
薬
法
か
ら
研
究
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
原
料
に
各
種
の
薬
木
、
薬
草
が
用

い
ら
れ
た
。
第
一
に
こ
の
原
料
の
薬
草
木
を
長
時
間
煎
じ
て
仕
込
用
の
原
液
を
つ
く

り
、
又
酒
飯
を
炊
い
て
醸
造
す
る
。
こ
れ
を
密
封
し
て
自
然
化
熟
に
ま
っ
と
五
月
頃

発
酵
し
、
六
月
に
は
薬
酒
に
熟
成
す
る
。
更
に
腹
蛇
及
び
他
の
薬
品
を
加
え
る
。

こ
の
ま
む
し
に
は
毒
腺
、
筋
肉
、
骨
の
全
て
が
家
伝
薬
独
特
の
操
作
に
よ
っ
て
可

指定文化財

溶
性
の
水
溶
液
に
揮
然
融
合
さ
せ
た
も
の
で
ア
ル
コ
ー
ル
分
に
対
し
て
可
溶
性
の
性

質
で
あ
る
。
操
作
は
秘
方
中
の
真
髄
で
あ
り
、
ま
む
し
の
一
部
分
の
み
で
な
く
全
て

を
薬
酒
に
溶
か
す
こ
と
は
直
正
の
腹
蛇
酒
に
と
っ
て
は
絶
対
必
要
条
件
で
あ
っ
た
。

腹
蛇
、
そ
の
他
の
薬
品
の
溶
解
完
成
を
ま
っ
て
薬
酒
を
し
ぼ
る
と
新
種
に
類
す
る

も
の
で
薬
効
が
荒
く
て
身
体
に
影
響
す
る
の
で
、
大
樽
に
密
封
し
て
保
存
し
、
三
年

目
位
の
時
に
需
用
者
に
供
給
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
月
桂
酒
は
、
あ
ら
ゆ
る
病
に
対
し
て
霊
効
が
あ
る
が
主

効
肺巨食〉と
結守不主さ
核E進事れ
初出 る
期l も

健害 消Eの
忘Z 化2を

時不子あ
息 良 ぷ げ

て
み
る

婦神
人経
悪Z衰
阻1弱

船
車
酔

こ
の
外
に
家
伝
の
「
命
賓
散
」
が
あ
っ
た
。
主
効
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

痛

H匝5
逆5

過ふ
食喜

精
力
衰
退

小
児
府
病

骨
接

道
中
の
ま筋

血 主 め 肉
振R の

月三ひ
経?っ
不ち
順 が

し3

打
身

切
庇

血
塊

し
ら
血

産
前
こ
れ
を
用
い
れ
ば
安
産
と
さ
れ
、
産
後
に
用
い
れ
ば
肥
立
が
よ
い
と
さ
れ
て

、」，.。

、uv
A
h

薬
酒
の
沿
革
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家伝薬のポスター(昭和の初期)

現
存
す
る
月
桂
酒
の
版
木
は
、
年
号
が
な
く
書
体
よ
り
推
し
て
お
よ
そ
二

O
O年



文化財

前
の
も
の
に

「
今
迄
は
能
禁
等
書
遣
し
申
候
慮
衆
病
重
療
甚
だ
繁
に
相
成
り
手
廻
り
か
ね
、
此

度
版
行
仕
り
候
、
薬
名
の
み
毎
度
の
通
り
自
筆
書
遣
し
申
候
」
と
あ
る
。

文
化
二
年
の
版
木
に
は
、
ま
む
し
酒
を
嫌
っ
た
人
へ
の
こ
と
わ
り
書
と
し
て
、

「
余
が
製
す
る
薬
酒
を
世
上
に
て
へ
び
酒
と
申
し
候
に
つ
き
、
御
婦
人
様
方
な
ど

に
恐
れ
被
成
候
御
事
も
可
有
之
哉
、
全
く
か
よ
う
な
る
事
に
あ
ら
ず
、
云
々
、
以
下
略
」

天
保
弘
化
に
は
、

「
近
来
慮
々
に
相
似
よ
り
紛
敷
酒
数
多
有
之
候
間
御
改
求
め
可
被
成
候
、
月
桂
酒

は
一
子
相
伝
何
方
に
も
類
方
決
而
無
御
座
候
為
念
如
此
御
座
候
。
」

又
「
此
薬
酒
は
何
時
の
頃
よ
り
博
来
仕
候
事
と
相
知
不
申
、
数
百
年
来
一
子
相
博

に
て
製
造
仕
候
、
右
製
し
方
は
寒
中
薬
木
薬
草
の
一
番
煎
じ
に
て
酒
飯
を
炊
き
二
番

煎
じ
に
て
造
り
込
み
、
固
封
し
四

1
五
月
頃
熟
し
候
時
薬
末
を
入
れ
熟
し
候
、
絞
り

澄
し
候
ゆ
え
至
市
清
潔
に
て
高
貴
の
御
方
御
用
被
成
候
て
も
決
而
不
浄
の
御
気
遣
無

御
座
候
。
」

天
明
年
間
に
は

「
月
桂
、
命
費
者
累
世
之
賓
薬
祖
先
之
徳
津
也

五

々

以
下
略
」

昔
交
通
不
便
の
時
代
に
長
野
県
方
面
よ
り
月
桂
酒
を
需
め
に
来
る
に
は
途
中
、
浅

間
山
麓
、
六
里
ケ
原
な
ど
の
難
所
が
多
く
て
日
数
を
か
け
て
来
た
、
そ
の
人
た
ち
が

帰
る
時
に
次
の
よ
う
な
通
行
手
形
を
出
し
た
。

差
上
申
一
礼
之
事

一
、
此
者
萱
人
信
州
松
本
在
之
者
ニ
御
座
候
此
度
拙
者
方
月
桂
酒
入
用
ニ
付
相
調

ニ
参
申
候
所
紛
無
御
座
候
依
而
何
卒
其
御
元
御
関
所
無
相
違
御
通
被
遊
可
被
下
置
候

為
後
日
手
形
的
如
件

文
政
二
年
卯
八
月
拾
試
日

赤
岩
村

惇
左
衛
門

狩
宿
御
関
所
御
番
衆
中

品
質
、
効
能
を
評
価
し
江

湖
に
名
声
を
か
か
げ
た
家
伝

薬
投
票
が
昭
和
五
年
に
群
馬

県
下
に
お
い
て
、
上
野
毎
日

新
聞
社
主
催
に
よ
り
お
こ
な

わ
れ
、
参
加
薬
酒
六

O
社
を

東
西
に
分
け
て
投
票
し
た
結

様

昭和五年家伝薬番付表 湯本家月桂酒は横綱

果
、
西
方
の
横
綱
に
月
桂
酒
が
卓
絶
せ
る
効
能
を
示
し
、
医
を
以
っ
て
約
二
十
代
に

わ
た
り
、
名
医
を
輩
出
し
た
家
伝
薬
は
万
全
に
換
え
ら
れ
ぬ
真
価
を
発
揮
し
た
。

幸
田
露
伴
全
集
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月
桂
酒
を
珍
重

に
月
桂
酒
の
効
薬
を
あ
げ
ま
し
た
。

文
豪
幸
田
露
伴
氏
は
、
露
伴
全
集
第
十
三
巻
、
「
珍
撲
会
」
(
ち
ん
せ
ん
か
い
)
中

珍
健
会

其
七
(
本
文
の
一
部
掲
載
)

ち
ょ
こ
さ
い
ち
ょ
ぴ
あ
ん

「
何
様
で
す
無
敵
子
。
鍾
粛
、
猪
美
庵
が
凄
い
事
を
発
企
し
た
で
は
ご
ざ
り
ま
せ

ん
か
。
」「

ナ
ニ
サ
天
愚
子
、
公
は
人
が
好
い
か
ら
驚
く
の
だ
が
、
驚
く
に
ゃ
あ
足
ら
な
い

さ
。
高
が
鍾
粛
猪
美
庵
ぢ
ゃ
あ
無
い
か
。
向
ふ
で
も
定
め
し
妙
な
も
の
は
食
は
せ
て

驚
か
せ
ゃ
う
と
い
ふ
の
だ
ろ
う
か
ら
、
北
方
で
も
思
ふ
さ
ま
変
て
こ
な
物
を
持
っ
て



行
っ
て
驚
か
し
て
遣
る
さ
。
」

わ

し

「
で
も
小
生
に
ゃ
あ
是
と
い
う
案
じ
も
つ
き
ま
せ
ん
か
ら
、
貴
下
の
御
出
品
の
御

振
合
伺
っ
て
、
其
上
で
決
め
ゃ
う
と
思
っ
て
居
り
ま
す
。
」

E
ょ

う

お

と

な

し

「
其
様
公
の
や
う
に
温
順
く
出
ら
れ
ち
ゃ
あ
仕
方
が
無
い
。
秘
中
の
秘
だ
け
れ
ど

ひ
と
い
ろ

も
公
だ
け
に
ゃ
あ
僕
の
趣
向
を
話
す
と
す
る
。
僕
は
先
づ
酒
を
一
種
出
す
な
。
」

ど

う

ご

し

ゅ

「
ハ
ハ
、
何
様
い
う
御
酒
で
」

「
名
は
月
桂
酒
と
い
う
の
だ
が
ネ
、
産
地
は
上
州
吾
妻
郡
赤
岩
村
と
い
う
山
の
名

た

ね

で
、
一
体
は
薬
酒
だ
か
ら
慰
み
に
飲
む
べ
き
も
の
ぢ
ゃ
無
い
が
、
原
料
と
味
と
が
一

お

か

寸
可
笑
し
い
か
ら
、
出
し
て
驚
か
す
つ
も
り
さ
。
」

「
ハ
ハ
、
し
て
何
が
異
っ
て
居
り
ま
す
の
で
。
」

ほ
ゃ
く

「
貫
は
腹
蛇
に
香
薬
を
加
へ
て
出
来
て
居
る
の
で
、
何
も
仔
細
は
無
い
補
薬
だ
け

す
こ
し

れ
ど
も
、
腹
蛇
ぢ
ゃ
あ
誰
れ
も
驚
か
な
い
か
ら
そ
れ
に
少
許
ば
か
り
硫
黄
の
香
を
付

け
て
脱
献
の
酒
だ
と
言
つ
て
驚
か
し
て
遣
る
つ
も
り
だ
。
」

「
ハ
ハ
、
成
程
、
硫
黄
臭
く
仕
て
置
い
て
踊
蛇
酒
だ
と
い
う
の
は
驚
か
し
ま
す
ネ
。
」

(
以
下
略
す
)

家
伝
薬
に
つ
い
て
は
湯
本
家
の
資
料
を
参
考
に
し
た
。

家
系
に
つ
い
て
は
「
家
伝
薬
」
に
限
定
さ
れ
た
都
合
で
ご
く
一
部
に
な
っ
た
が
、

中
世
に
活
躍
し
た
武
家
時
代
の
壮
士
、
又
真
田
家
に
属
し
た
史
実
も
紹
介
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
。

医
家
を
代
々
継
承
し
立
派
な
医
者
を
輩
出
し
た
家
屋
は
現
存
し
、
昔
な
が
ら
の
土

蔵
造
り
と
な
っ
て
お
り
医
術
、
製
薬
の
部
屋
を
想
像
出
来
、
加
え
て
「
長
英
の
間
」

指定文化財

も
あ
り
珍
重
に
し
て
必
見
の
値
が
あ
る
。

三
O
O年
来
休
む
こ
と
な
く
永
々
製
造
さ
れ
た
霊
薬
酒
は
、
昭
和
の
初
期
ま
で
続

け
ら
れ
た
と
聞
き
及
ぶ
が
、
今
次
の
大
戦
に
入
る
や
徐
々
に
そ
の
資
源
の
不
調
等
々

し
か
申
せ
な
い
。

に
要
因
を
来
た
し
製
薬
の
中
止
を
余
儀
な
く
し
て
し
ま
っ
た
。
誠
に
残
念
な
結
果
と

掲
載

(
六
合
村
会
員
)
明
田
川
道
雄

歴
史
散
歩
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文化財

小
雨
・
生
須
の
烏
追
い

平
成
十
二
年
六
月
二
十
九
日
、
六
合
村
指
定
文
化
財
、
無
形
民
俗
遺
産

所
在
地
、
中
之
条
町
大
字
小
雨
・
大
字
生
須

所
有
者
、
小
雨
・
生
須
鳥
追
い
太
鼓
保
存
会

管
理
者
、
小
雨
・
生
須
鳥
追
い
太
鼓
保
存
会

正
月
十
四
日
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
の
晩
に
小
雨
と
生
須
の
集
落
で
は
、
白
砂
川
を
は

さ
ん
で
向
か
い
合
っ
て
、
同
様
の
鳥
追
い
行
事
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
「
長
夜
(
ち
ょ
う
や
)

の
夜
食
だ
ん
ご
集
め
」
か
ら
行
事
の
段
取
り
に
入
る
。

長
夜
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
建
て
ら
れ
、
古
く
は
「
ジ
ョ
ウ
ヤ
」
と
も
言
っ
た
。

村
の
衆
が
集
ま
っ
て
、
秋
冬
の
夜
長
に
灯
を
と
も
し
て
、
夜
が
明
け
る
ま
で
宴
を
続

け
た
り
、
ま
た
「
社
務
所
」
、
「
斎
場
」
「
お
こ
も
り
場
」
と
し
て
使
用
し
、
集
落
の

重
要
な
精
神
的
共
同
作
業
の
交
換
の
場
で
も
あ
っ
た
。
小
雨
・
生
須
と
も
、
建
物
は

更
新
さ
れ
、
小
雨
公
民
館
、
生
須
公
民
館
と
名
称
が
変
わ
っ
た
。

此
所
で
正
月
十
四
日
の
夜
七
時
頃
か
ら
、
村
の
若
い
衆
が
「
長
夜
の
夜
食
だ
ん
ご
」

を
集
め
る
た
め
に
、

一
軒
一
軒
、
太
鼓
を
叩
い
て
廻
り
、
厄
年
の
人
が
い
る
家
で
は

厄
落
と
し
の
み
か
ん
を
投
げ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
だ
ん
ご
を
集
め
る
。

集
め
た
だ
ん
ご
は
、
村
中
の
人
に
分
け
て
や
り
、
残
っ
た
だ
ん
ご
を
食
べ
な
が
ら
、

翌
日
(
正
月
十
五
日
)
午
前
三
時
半
ご
ろ
か
ら
行
う
「
鳥
追
い
」

の
準
備
を
す
る
。

「
長
夜
の
夜
食
だ
ん
ご
集
め
」
の
歌
は
次
の
よ
う
な
歌
で
あ
る
。

チ
ョ
ウ
ヤ
ノ
、
夜
食
ダ
ン
ゴ
、
ダ
ァ
シ
ャ
レ

ダ
ア
シ
ャ
レ

シ
イ
ノ
ダ
ン
ゴ
イ
ヤ
ダ

ダ
シ
ャ
レ

キ
ミ
ノ
ダ
ン
ゴ
イ
ヤ
ダ

l1 r寸 f'111パIdlパ11II 1 I 

、
ダ
シ
ャ
レ

コ
メ
ノ
ダ
ン
ゴ

380 

小雨・生須の鳥追い

il口I! 

二
、
「
鳥
追
い
」
の
太
鼓
が
始
ま
る
の
は
、
「
長
夜
の
夜
食
だ
ん
ご
太
鼓
」
が
終
わ
っ

て
、
村
の
若
い
衆
が
、
み
ん
な
「
長
夜
」
に
集
ま
っ
て
「
夜
食
だ
ん
ご
」
を
食
べ
て
「
鳥

追
い
」
の
準
備
を
済
ま
せ
て
、
夜
明
け
を
待
た
ず
、
午
前
三
時
半
頃
よ
り
、
お
年
寄

り
か
ら
子
供
ま
で
、
村
中
の
人
が
ち
ょ
う
ち
ん
を
持
っ
て
勢
揃
い
し
て
か
ら
で
あ
る
。



鳥
追
い
太
鼓
の
歌

サ
ラ
パ

キ
ッ
チ
ヤ

ダ
ガ
ト
リ
オ
イ
ダ

オ
イ
モ
ウ
セ

ア
リ
ャ
ア

サ
ラ
ガ
リ
コ
ン
デ

カ
ル
ト
エ
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イ
ド
ク
ド
ン
ノ

ト
リ
オ
イ
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リ
キ
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テ
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ホ
l
イ

サ
ン
ド
ガ
シ
マ
へ
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ホ
l
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こ
の
鳥
追
い
太
鼓
は
、
江
戸
初
期
よ
り
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
「
村
中
安

「
交
通
安
全
」
も
願
つ

全
」
、
「
家
内
安
全
」
、
「
五
穀
豊
穣
」
を
願
い
、
ま
た
今
で
は

指定文化財

て
親
か
ら
子
へ
、
子
か
ら
孫
へ
と
叩
き
継
が
れ
て
い
る
。

現
在
は
「
小
雨
・
生
須
鳥
追
い
太
鼓
保
存
会
が
で
き
、
会
員
の
黒
岩
勇
氏
が
太

鼓
の
調
べ
を
楽
譜
に
起
こ
し
て
、
盛
大
に
行
っ
て
い
る
。

一
二
、
「
ド
ン
ド
ン
焼
き
」
は
、
正
月
十
五
日
「
鳥
追
い
」
が
終
わ
っ
て
、
午
後
三

時
半
ご
ろ
に
な
る
と
始
ま
る
。
ド
ン
ド
ン
焼
き
で
は
、
お
正
月
の
「
松
飾
り
」
や
「
道

祖
神
」
「
ダ
ル
マ
」
等
を
燃
や
す
。
そ
の
火
で
「
繭
玉
」
(
ダ
ン
ゴ
)
を
あ
ぶ
っ
て
食

べ
る
と
一
年
中
風
邪
を
ひ
か
な
い
と
か
、
ま
た
「
ド
ン
ド
ン
焼
き
」

の
煙
が
ま
っ
す

ぐ
に
登
っ
て
村
中
を
取
り
巻
く
と
、
そ
の
年
は
村
中
が
良
い
年
に
な
る
と
言
わ
れ
、

煙
が
ま
っ
す
ぐ
上
空
へ
立
ち
登
る
よ
う
に
太
鼓
を
叩
く
。

ド
ン
ド
ン
焼
き
の
歌

チ
ャ
ン
ト
タ
テ

チ
ャ
ン
ト
タ
テ

ド
コ
ド
コ
ド
ッ
ト

チ
ャ
ン
ト
タ
テ

チ
ャ
ン
ト
タ
テ

ド
コ
ド
コ
ド
ッ
ト
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こ
の
よ
う
な
太
鼓
に
よ
っ
て
、
村
中
が
良
い
年
で
あ
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
。



一
'ー一_.‘

石
造
文
化
財

六
合
の
石
造
物
調
査
に
際
し
て

六
合
地
区
の
石
造
物
を
知
る
資
料
と
い
え
ば
、
文
化
財
保
護
委
員
会
と
調
査
委
員
の

尽
力
で
刊
行
さ
れ
た
『
六
合
村
の
道
祖
神
』
と
『
六
合
村
の
庚
申
塔
』
が
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
二
冊
は
対
象
石
造
物
が
限
定
さ
れ
、
地
内
の
石
造
物
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
は
出

来
な
い
。
『
六
合
村
誌
』
や
『
六
合
村
の
民
俗
』
を
聞
い
て
も
断
片
的
な
記
述
程
度
で
あ
る
。

今
回
は
原
則
と
し
て
墓
石
や
屋
敷
稲
荷
を
除
く
石
造
物
を
対
象
に
悉
皆
調
査
を
行
つ

た
。
た
だ
、
『
村
誌
』
に
紹
介
の
先
人
の
墓
誌
や
、
信
仰
塔
と
複
合
し
た
古
い
墓
石
類
は
、

資
料
的
な
価
値
を
考
え
何
例
か
を
調
査
対
象
に
入
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
悉
皆
調
査
資
料
作
成
の
場
合
は
、
他
市
町
村
の
類
書
を
見
て
も
専
門
家

と
住
民
が
協
力
し
て
調
査
を
行
っ
て
、
慎
重
に
検
討
し
た
後
に
発
刊
す
る
の
が
通
例
で

あ
る
。
今
度
の
六
合
の
石
造
物
調
査
は
、
古
文
書
知
識
も
な
い
私
が
、
大
部
分
は
一
人

で
碑
文
を
読
み
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
分
な
検
討
も
出
来
ず
、
多
々
誤
り
も
あ

ろ
う
。
『
六
合
村
誌
続
編
』
に
載
せ
る
の
に
は
相
応
し
く
な
い
面
も
あ
ろ
う
が
許
し
て

、
」
こ
2

・K
王二・
3

。

し

中

J
中
J
L司
己
中
J
し

思
い
返
せ
ば
、
調
査
に
訪
れ
た
お
堂
の
雑
草
を
か
き
分
け
、
放
置
状
態
の
馬
頭
観
音

を
計
測
し
、
片
栗
粉
で
銘
文
を
読
ん
だ
こ
と
も
数
多
く
あ
っ
た
。
人
里
離
れ
た
山
の
頂

に
租
っ
た
十
二
山
神
を
探
し
に
、
登
山
同
様
な
姿
で
汗
を
流
し
探
し
た
時
も
あ
っ
た
。

石造文化財

高
間
山
の
水
無
し
の
十
二
神
様
の
調
査
で
は
、
二
度
登
山
し
た
が
、
何
も
見
つ
か
ら
ず
、

む
な
し
い
気
分
で
下
山
し
た
。

一
人
で
山
に
入
る
時
は
、
熊
除
け
鈴
を
鳴
ら
し
、
大
声

で
歌
い
、
知
ら
ぬ
方
か
ら
は
笑
わ
れ
そ
う
な
姿
と
思
え
る
が
、
こ
ん
な
時
間
も
今
で
は

楽
し
い
思
い
で
に
な
っ
て
い
る
。
品
木
の
天
狗
山
の
石
洞
、
高
間
山
水
無
し
十
二
石
嗣

は
未
発
見
の
ま
ま
終
わ
っ
て
し
ま
い
残
念
に
思
っ
て
い
る
。

改
め
て
思
う
に
、
こ
れ
ら
の
石
造
物
造
立
に
は
幾
ば
く
か
の
お
金
が
必
要
で
あ
る
。

慎
ま
し
い
生
活
を
送
る
先
人
が
、
や
り
く
り
を
し
愛
馬
供
養
の
た
め
に
建
て
た
馬
頭
観

音
も
多
く
あ
っ
た
。
厳
し
い
現
世
の
生
活
の
な
か
で
、
来
世
で
の
安
楽
を
念
じ
て
女
衆

が
小
銭
を
寄
せ
建
て
た
念
仏
塔
も
あ
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
石
造
物
調
査
を
や
り
、
多
く

の
石
造
物
は
本
来
の
造
立
目
的
を
忘
れ
、
信
仰
の
対
象
で
な
く
な
っ
た
こ
と
に
気
が
つ

い
た
。
存
在
も
忘
れ
ら
れ
、
草
む
ら
に
横
た
わ
っ
た
ま
ま
、
自
然
に
戻
っ
て
い
く
姿
の

石
仏
も
多
く
、
移
ろ
い
や
す
い
人
の
世
の
無
常
も
感
じ
た
。
私
は
人
々
か
ら
忘
れ
ら
れ

た
ま
ま
で
終
わ
ら
ず
に
、
石
に
託
し
た
先
人
の
信
仰
心
や
思
い
を
冊
子
に
紹
介
し
残
さ

ね
ば
と
、
た
っ
た
一
つ
の
石
造
物
で
も
あ
る
と
聞
け
ば
探
し
に
山
に
入
っ
た
。
こ
の
石

造
物
調
査
報
告
を
見
て
、
六
合
の
地
に
生
き
た
先
人
に
思
い
を
や
り
、
人
々
の
歩
み
を
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次
の
世
代
に
伝
え
ら
れ
る
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。

こ
の
資
料
集
作
成
に
際
し
、
地
域
の
方
か
ら
所
在
地
や
由
来
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

ご
案
内
も
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
深
く
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
い
。
特
に
碑
文
解
読
と

高
間
山
の
摩
利
支
天
調
査
で
は
山
田
委
員
に
、
太
子
六
郎
谷
の
大
日
如
来
、
入
山
の
松

岩
山
の
十
二
神
、
惣
吉
地
蔵
調
査
で
は
山
本
委
員
の
協
力
で
無
事
に
調
査
が
終
わ
り
、

感
謝
の
言
葉
以
外
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
後
に
不
十
分
な
資
料
集
だ
が
、
こ
の
世
に
生
を

受
け
、
縁
が
あ
り
機
会
を
い
た
だ
き
、
先
人
の
心
の
一
端
を
伝
え
る
仕
事
が
出
来
た
こ

と
に
感
謝
を
し
た
い
。

凡

og 
一
、
こ
の
石
造
物
調
査
は
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
六
合
地
区
(
旧
六
合
村
)
に

分
布
す
る
石
造
物
を
対
象
に
し
た
悉
皆
調
査
資
料
で
あ
る
。
墓
石
や
屋
敷
稲
荷
等
は
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原
則
と
し
て
除
い
た
。
だ
が
、
地
域
の
歴
史
等
の
理
解
に
必
要
と
思
え
る
人
物
の
墓

誌
や
、
他
の
信
仰
塔
と
複
合
し
た
墓
石
の
幾
つ
か
は
含
ま
れ
る
。

一
一
、
整
理
の
都
合
で
六
合
地
区
南
部
の
赤
岩
か
ら
、
日
影
、
太
子
、
小
雨
、
生
須
、

北
部
の
入
山
の
各
大
字
順
に
編
集
し
た
。

三
、
本
調
査
は
『
六
合
村
誌
(
続
)
』
の
一
部
で
、
ペ
ー
ジ
数
等
が
限
定
さ
れ
た
。

そ
の
結
果
、

一
目
で
石
造
物
の
イ
メ
ー
ジ
を
傭
搬
出
来
る
編
集
は
出
来
な
か
っ
た
。

こ
の
調
査
資
料
を
見
る
方
に
参
考
ま
で
に
、
左
記
に
石
造
物
の
銘
文
配
置
、
寸
法
等

の
記
載
の
原
則
を
紹
介
す
る
。

「
恥
」
は
各
大
字
の
石
造
物
の
写
真
番
号
で
あ
る
。
「
名
称
/
種
別
」
は
、
最
初

が
碑
正
面
の
石
造
物
建
立
主
目
的
で
、
付
随
の
石
像
や
側
面
の
銘
等
は
副
次
的
と
考

え
(
)
内
に
し
た
。
「
所
在
地
」
は
石
造
物
所
在
場
所
の
目
安
程
度
、
「
H
H

」
は
前

記
と
同
じ
所
で
あ
る
。
「
西
暦
」
は
石
造
物
に
刻
む
年
号
を
西
暦
で
表
し
た
。
「
高
さ
・

幅
・
総
高
」
は
、
調
査
者
個
人
の
判
断
に
基
づ
く
寸
法
で
、
専
門
家
の
考
え
る
計
測

と
一
致
し
な
い
例
も
あ
ろ
う
。
「
高
さ
」
は
本
体
よ
り
上
の
寸
法
で
、
「
幅
」
は
本
体

の
最
大
幅
で
、
「
総
高
」
は
台
石
を
含
む
地
表
か
ら
の
高
さ
の
計
測
を
原
則
と
し
た
。

計
測
の
単
位
は
す
べ
て
「
セ
ン
チ
」
で
あ
る
。
調
査
は
単
独
で
の
計
測
の
た
め
、
高

い
塔
等
は
正
確
で
な
い
面
も
あ
り
、
参
考
程
度
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

「
銘
文
」

の
/
は
改
行
等
の
個
所
に
入
れ
た
。
無
印
は
正
面
の
銘
で
、
(
右
)
は

右
側
面
、
(
左
)
は
左
側
面
、
(
裏
)
は
裏
面
、
(
台
)
は
台
座
等
、
(
基
)
は
基
部
の

銘
文
で
あ
る
。
「
※
」
印
は
特
記
等
が
あ
れ
ば
参
考
と
し
て
入
れ
た
。

参
考
ま
で
に
次
の
よ
う
な
石
造
物
の
印
刷
イ
メ
ー
ジ
を
み
る
と
、
銘
は
正
面
中
央
、

上
段
左
右
、
下
段
左
右
の
順
で
/
を
入
れ
て
区
切
っ
た
。

日
影
下
沢
の
阿
弥
陀
堂
境
内
に
あ
る
巡
拝
塔
の
銘
は
、
下
部
は
埋
ま
っ
て
不
明
で

あ
る
。

(
表
)

寛
政
三
辛
亥
天

首
口

奉
巡
礼
四
国
八
十
八
番
供
数
日

三
月
吉
祥
日

治
良
口

こ
の
場
合
、
備
考
に
「
奉
巡
礼
四
国
八
十
八
番
供
娘
口
/
寛
政
三
辛
亥
天
/
三
月

吉
祥
日
/
嘗
口
/
治
良
口
」
と
印
刷
し
、
最
後
に
「
※
下
部
埋
没
、
口
は
塔
、
村
(
邑
)
、

兵
衛
?
」
と
表
示
し
た
。

四
、
碑
文
の
文
字
通
り
の
印
刷
が
原
則
だ
が
、
常
用
漢
字
で
記
し
た
例
も
あ
る
。

欠
損
や
摩
耗
、
埋
没
、
達
筆
で
判
読
困
難
の
時
は
口
か
?
に
し
た
。
口
部
分
は
必
ず

し
も
字
数
と
は
一
致
し
な
い
。

大
字
/
赤

白石

地

内
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標道 標道
頭観青馬 名称/ 覇

ノノ

重旧歩広前 道脇峠/ 道国 場

丸
所坂 谷

1829 西暦

114 75 65 高吟. . . . 
35 66 35 。日チま. . . . 
114 75 78 総チ雲

いち道 ※左右 か※左

表現で歩き 距勾配か む な然自ハす 銘

離がち ま 石くや

/ 文改しての緩 にじ

貴重常日短いやか
薄道 ) 

の急な道 刻 政文十 行

本素な卜な道
む

下が
、

※ 

道りう 道

年/ 七

備
lま

桑遣雪が (ま 体靖ク忌之 考
か!! 月
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③ ② ① 

(石

馬頭観首

巡 道 庚 月

馬頭観廿
馬頭

馬頭視膏

無
馬頭

馬頭号首4 頭観馬首
摩相 拝

祖神 塔申
待 縫

利支 塔 塔
観音

塔
観音

天
) 

開品
/ノ 手広 !! ノノ l! ノノ l! ノ/ /ノ ノ/ ノノ ノノ

山 脇墓 / 池前

腹中
坂

1762 1794 1842 1724 1845 1846 1852 

60 57 108 70 73 125 41 48 55 47 45 40 23 . 
36 32 45 45 45 38 25 24 31 24 22 35 23 . . 
60 57 124 91 94 191 56 66 76 79 55 40 23 

久※ 吉摩 吉月( 
篠喜 年|本納番白

※(  月 ( 二口と 一~品

1日S 響像 り本山富像男日

( 

十θ月口j寂宗同法
星観像 忌鰻※σ〉墾Z讃長Eι ;珪※冨i 読賑で岩村赤日利支

日馬量像古
手 双 と高 -石十 馬頭

わ左尊
を建 I哩/市雪王ム立

蔵同忠・伊柏居勢夜瑞 像観日
右壬

握り 祖像
つで)/天宝 衛門寅十 供 コ像剛 沙

た市日岩赤郷
吉月 養塔/ 

あ)
ー)

) 忠) ) 

弥号ミE三Z?三
) 顔)

。り

/ 寛政
うf享呆 猿み，

篠極原詰fx話fそf講p T 化弘
左 十

is 
事会メ7はk 戦時 干f.!一3雪z 門エ 化弘ー

位/ 嘉永
あ像 一 一日( 九
死は 月

イコ E順原氏
(右 辰 あ

参聾1旦 に 壬
ム1¥ 左) 天 ム1¥ 

年巳 年午 四 る
は午 年 )天 七 腎/ 山罪

日 五 で
も武七 嘗保 吉月

十
子年

見
消運月 寅 所 日 表村 十 一 る
減長 日 月 。

⑤ ④ 

土也 灯
弁財

石

馬頭聖 頭観馬話

地 道 (石 大 子安念仏 大 石
蔵 龍 調

蔵菩薩
祖神

山 両 日 日 面司
薩主主 天

弁天

神十

来像如
地蔵 / 塔

塔 ( 

天
神 像 狗

) 

塁量1:::県/ 踊
脇合室中

/ 所車同
脇地の宅/ 中la 

l! l! 

皇/ 楽聖
三/道中註

原広
巌宅広池

ノ/

堂内広池/ 根/旧術芸区
尾山中 / 池上

流点 / 弁
道東山 / 篠原 大

脇道尾南
上天 道 下 根ノ 日

1797 1797 1864 1820 

50 31 31 64 60 54 44 54 65 33 41 48 75 . . . 
18 17 17 42 33 30 28 35 27 24 24 18 38 . . . 
75 48 48 39 80 54 44 54 65 50 187 99 75 

※(  
等衛門 宝 弁

池の※ ( 

富/ 日( 延
道( 日※

頭部欠通※二宇合u 
子安 /文( い付※ 独十神※

拓開廷品 が暦
内の道旧室中

馬頭響樺
脇 双 の通 。け大

活の五社合最初財

E 馬頭警偉
命

体神像
さ政子安

あ四 天 地
権称

出称お¥面所月 如I
石た日

よ年頃併は|
る脇※成甲

イ積I進を 道祖神近の付

の上 んコ地
の類衣堂中蔵 立 蔵 木ノ て 来像 。辰年聾1本 士苔 の ご当で天間立 像 立

) 

で 像 に四 ) 上み ) 

/ 平良 ) 像 ※ 
の原 金ん世) 床下四)( カで内本尊 し地石赤狗

祭)
欠三月仁と1 ※ 

沢
寛

) 

手
下の 剛と話( をに山

ネ日

翌龍、/ 小日 頭部ノLー、・

の 政 ハ富/ 
。十 界う人台 で月台 部石 食遷に頂近付

前手 か
九年巳

蓮
近三 のさ ) 銘吉) は造 べ宮。移り

九
くさ 手ん粂文 の日念

確三凶万"、 物。た昔に、ら にん 印(八久 一仏
童山

損
石垣集落 年巳 沢 一。 太 四

部不 ※ 口 でき 信者
、昭祭

子墓文右
I¥ j白

角点代一 神陽 年 通口 祭和記

のへ 月 一I¥ し当
明称口 なが lま

日 月 i日
)子、
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⑥ 

主名

馬頭観育

地
念碑記

道

馬頭観首
{印

23R 庚申

z喜z 蔵
祖神 鎮主塔

主薩E 
田塔
彦

) ) 

出 立出 脇道下 立出
道出 新出 沿矢 矢

塁喪道/ 手I 
立 道旧立 いノ ノ
/ / 

/ 石兜 の間橋/ 東
道旧/ 下 下/ 

ノノ ノノ

脇川 !! 脇三

1845 1895 1787 1892 1894 

122 43 38 77 48 39 80 88 

96 28 18 92 34 30 32 35 

122 61 20 90 72 39 80 118 

H南大卒書百 弘行
( 月( 商味ではさ六侵境ら来六 ※月(

ま県|遺国習の言量留車
※ 九 鎮宅 ※十三猿

月下化者
頭観高馬 音量轟

工わも親ら合入や襲の合 男女 吉双 字義月 霊 書月輪記 田
星泰平 一 会つ有数しさ村を峠、つ邪悪 村 日体 は吉彦

辰 無 八二巳所首 て みれの防ぎ て の 神 道
通り 符尊 碓氷峠 日謹書 大下 のやて道 辻来を道

頬が 翌1像T 

習但竪墜暴火i為撰堅山 僻 八番!造敬日摩
像 さ双すた器材、るさ器/ 遺相神

な(
い体道いた 人橋疫病 え 利※ ら左 語(碓書室神/ ) 

/ 美ずはをの ぎ
を )

明 寄 天 用下
ば)熊)

先E車代 力な郎

ハ祖神 しん長守たやる
せ 明 し部 家を 治明

野明
治 合 さでいつも悪雪三 神

神社 治升 村のがい年月 てと と る 七 た埋

八ム 里ある 来になしは

キ/ 十

環没 鎮三
の 七升一 人 め 十

十施 年/ 六の下県り像容風雨 ま 立 ど て 日 無:見 る五
神主 年午小揮旅 しつを外一 主 合村を ににたて村か本古 縁在 神年

日 四

⑦ 

寵灯 頒徳碑
ノ/

龍灯 大jj 標 」言~己~'、 道 頭馬
石

対 左 右

黒 の 碑 標
観目

) 塔
右

道参社/ 赤神白

ノノ ノノ ノ/ ノ/

付近日 村赤む神 全議り44 書ゴ 至 h出L 
旧出

球線官/ 霊
道立

脇 /坂

入 か

1933 1799 1864 1977 1751 1795 

200 268 217 217 158 179 85 35 53 . 
66 935 70 70 47 28 30 24 34 . . 
200 348 245 245 196 200 115 52 53 

※~ --， 

碑文※/明 本湯太熊文略
十4制神霊整

闘?龍村献夜
年九育月子大出 /浦 月|赤円神社

歴開※祥て月仁と1 秀首
※右

場所の童情※富需書像竿面四 左態 史い白 英所
蝉室R 長品ハ)慈光受 己燈 星燈

遺的た砂 (路平治献
の王規

未(

/盟白天/ 書甫ワ /野松書浦峯 建/符日 ~ 裏

秀川日側

銘は 慮( 仲春二仁と1 短 ) 右

物英右 ) 
は ( 北

怯印岸の 寛延成碑/ 村fV 
|日土也 の)

結未新右) 李
郡碑文集岡/棒郎原五平 一

道寛
日葉薦以 赤有吃 進昭 の難所 四

立出蔵立 -h政
村中 ( 右 野和 道た 未辛 橋経由像左 道七

読 堅顕 園 に月占 白/重日太/湯月生甜
(石I-U 一湯五

時碑聞削。 や道か ( ι) 方現芳 前1't'卯左上 雄書本友十一みは ー告
掲載日郎 郎書 徳碑 )安 Y治E でハ

草壁 寛賓
十郎年四

あ山
〆他喧ヘ蔵瀬(事主村亭旨 ( 碑 7G ろみ り八

政殿 甲 を五 っ ち 冗月
-" 
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⑧ 

5白 石
段石 龍灯 龍灯

石 水盤
聖馬頭 自

巡
寵灯

犬 段 段 塔拝

対右

( 

柱石 対右 対左 石柱 左対
石
柱 つ

) 、、回--

11 ノノ 11 11 11 λF 

下石隈路神社/ 

11 11 11 Fノ

/ 露
/ 程左中 多道 | 

1798 1705 1879 1879 1705 1937 1785 1855 1761 

63 40 40 175 175 29 42 39 48 59 240 . . . . . . . . . . 
61 15 16 57 57 15 82 20 30 21 66 . . . . . . . . . . 
189 40 40 220 220 29 60 39 48 109 240 

政寛十年 まと聖充書進/ 

左石世話
な ※ 童/ 拳宝 安原安 沢八富 ( 奉納

篠原民秩先/霊十拳制供童/ 
櫓葉雨 ごに工

い柱石下部

同E2師次郎5 人七・

lま
(裏顧巻民古エ

長原平武/ 話草世人 二

十郎郎・ ) 右
破風形 ) 走ー) !¥ い門

太六 月 永 は永

裏源蔵空
金祭莫 ( 右) 一

櫨仁子親 十
日 ※二 埋二

大吉月 ? 
一四

前記石 / 年酉
ま年/ 郎委政 年辛巳 西国・倍泌率阿

殿一

岡コ 本久蔵山年辰ノ

り、口 日)右 読※ 神園降
段四 の 銘月

天
年卯十

十国

様同月
銘文は 林平同

十郎 一 カま み

見え篠原 五明 月板東
はti.

・建月 周蔵・ 試案 ) 冨
乙 」 短

※会場年全民しうのにで十日
裏(秀書司三 、な推夢あー影明

言日の)台 てこ教育移をり、年五 村治 庚 庚 無 灯 記 5白

係者闘室 のの とよ f幡宮l五 念碑
申 申 縫 龍 念 犬

六 人精神の教育 せ 月 年 塔 塔 塔 碑
対

争 ZEEのiiiEi
ワ

左
) 

は 浄財々 遷変 者まに 制 南 11 11 11 
脇堂城向

11 11 

/ / 

主喜言 尚早霊英語
学校跡 / 観音

拝殿 拝
殿

こ伝さ 、に日校学しさ 目日 前

のえれ常深本 てれ
碑、たに とと開 1878 1993 1993 

六 建を教育諸先本校敬意共にてし校。治明 60 80 115 65 157 49 63 
ての達のを満百分離 こ七

. . . 
、 振や表 れ年 64 20 57 20 64 15 61 . . 

小南 いとれとるのた本校岩赤月 160 80 15 65 75 72 89 
歴史地を建学 と歩も ※ 

手に 先字 月吉篠原湯本位社会 支 共みのの
口 神(宮/奉 六献

を えのにをの歴史 村 銘 口 社裏祝 合 /

後世 た精神 、続 判

日富金

口 日伊省
氏平成五 皇第

村平
の人 明け日の日 読 太粛 子太六 赤成

に繁栄 々 を 治 て 影 始 影 困 施 郎- 中子十 岩 五
合託 の 受 、 き 小 ま 村 難

蛇台管剛

主 /篠
年十徳一 安 年

山 村立す。ねを努力継ぎ大正た。校学でり 太
版 明車 イ二回

原書十皇上 口 治ー 一親伊
部 口 十三 月 王 勢

書 、集積日和昭機校本 。連
ニ※ 一郎 士殿神

月日
猿コ 長富

知室皇
1=1 

行委員 校長四地にことにの治明合 面/、、
/ 霊九十区深謝 の時創前 し

寅 津 結年
一住よ代立身て 骨 四襲 婚遷
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文化財

頭署馬 馬頭観音 頭響馬 馬頭観音
標石 寵灯

書馬頭 財天弁 弁財天
標石 2極空 信仰塔

つ 蔵

ノノ 11 ノノ

前脇道華責院
ノノ 11 11 

鏡学E 鏡学院

入
口

1830 1808 1860 1792 1695 

60 47 47 50 59 24 38 30 153 . . . . . . 
33 28 28 21 28 21 27 50 33 . . . . . . . 
70 58 65 63 59 35 47 30 173 

( 

星観高
立※建之以告会燈牽

馬頭観世音 室'Q主天 財弁天
※保/村門勘 ※タ男/聖位番号/車満空主宇主

警盤馬頭 派口
ラ十F¥ - h 

石な抽崎喜芝右一 の座像 座像
よ人害沙守門義主/蔵功長 7 1 

垣口 ) 
財天弁 ) ? は 八口ク村 銘

安華
天保高古吉

化文 龍務ノ灯、/之口寛政
lま と

※ 

塁蔵帯薩 /施主 十主/乙旦→ /福徳星稲久月雲石摩￥ も間日一う
当四

つ 同※ 頭上
五

?定持ちフ3u1 
破口

じ頭部欠

童村か2千書村負村久
/ 辰年 の 横壁 、口衆選壬

居鳥
落下 月 霞村? / 村 他の 口干下月 、

日 月 日 銘略 / 口 持 善日 塔三

⑩ ⑨ 

念 大 地
高霊 蔵菩薩

地

書馬頭
地

馬頭観青 馬頭響 勝軍地 馬頭書 巡拝塔 頭警馬仏 日
蔵菩薩 蔵菩薩 蔵菩薩塔 来如 塔

蔵

11 11 11 11 11 11 11 11 ノノ Fノ ノノ ノノ
東1東堂

11 11 

の脇
順

西

1814 1844 1813 1774 1862 1845 1857 1833 

90 53 31 200 51 48 43 50 53 41 68 45 95 50 69 . . . . . . . . . . . 
110 24 24 59 15 18 27 18 30 24 51 25 40 30 24 . . . . . . . . . . . 
155 70 48 266 92 48 58 80 53 41 169 63 116 50 79 

優※いL建/女月宙君2z2 i 

に十大
地 i?i 地 地 地

像馬頭観首

石文久( 

:呈目露観高
乙巳一 奉納百 左二日日 工 馬

連十馬種
蔵普瞳立 草 蔵量立

一口
頭の(左来如

言簡門 口皇
三八

牛) 日四塔
戊コ イ馬象 吉月 八十表情人講中) 姿の願主)右 月 童 (裏 像

像
) 

像
←ー・ 、、--'

優れの 文化十
※ 安永 三月Eb 3 〆ー、

左)寓霊右幅) ( 右童一
/童安日供書番 追'-'......... さ、

天 瑞雲、拝書 ) ※ 
蓮

信抑農冨沢民保十五 敷茄子
※ ※ 

※建立日台

平 頭部損欠 頭部欠

の
目安

たー 花
年/ 七作 を

事損欠 / 品主 ※政

年成九甲
は ※ 辰年

蓮華直上

手 右衛門) 右
道」F¥A 

九
損

吉月 入山村/ 中
に年

? 下部月一 持 化弘 落下
ーコ 日
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石造文化財

(道

馬頭観首 馬頭観首

巡 t二i位~ 

馬頭観音 凱馬頭首 馬頭観音

馬 宝

頭観馬廿 頭観馬首 馬頭観首

巡 大

容器 拝
僅塔印 ご頭観田江 僅塔印

塔拝 日
塔 女日

来

近毘高集/ 蕗ミ

!J ノノ /ノ ノ/ !J ノノ
東堂

/ノ !J ノノ ノ/ ノノ !J !! 

道下 沙
墓

堂門
地

付 脇

1781 1844 1863 1810 1845 1856 1781 1866 1865 1864 

46 40 42 63 214 53 51 50 55 50 50 46 140 78 . 
未計

. 
30 30 30 24 60 27 33 29 32 27 33 27 20 54 

演。 . 
72 40 42 63 317 53 69 65 55 71 65 46 157 78 

形風 ※ 吉月 3肌3 

観像馬頭音

( 

京高量衆f苦楽lt::: lL::' 例法
( 

量観晶 E日事記高量観晶

日目 ※(  

馬頭大

( 

丑乙コ 奉納百
十(

馬頭観高
裏(右

頭観像馬首 頭翌記RP 1 z苦乞長干像干 馬頭観T像T 

一大

神男日!仲2 
生願出以左為先丈主〈米費 Z回 型睡憧目

は ( 君臨 長八Hド壁章
士 吉月 /十¥ 

手台
/ 慶応彫) 日J¥

/ 光日 ) 
第施)

/吉片徳/』曹えi相一t書玄白、 化弘
の つ天

、主 月 文 京~ー・ 左 た明 口(
女 天

願主 ) 右
々年陀 化 政 右 大一

/ 丙寅
※右

神久関明
成2bti品展蝉

七

品米う七
栴主重主詰

個性 ) 元
は 7じ

津氏中 保天十
年/ 午

年/ 十
年/ 丙

残

周口幸
ノ~、・

的治
一縁等日暮山

、

二月仁七I 

の月 月 な](j
衛 丑 五 /切 敬造印 五 辰

後方五日
土仁台1 

表情子甲破門 六
年 月 日 十 日

馬頭観育 馬頭観音

石 石
馬頭 標道頭馬

(石 石

馬頭観音 馬頃警 馬頭観首

弁
嗣 品司 山相 !両 財

荷稲

( 

観日
観音/ 

神十
残

天
天
3句 一 片

) 

) 

ノ/ ノノ 湯 側術芸 約!! 約敷!!
交差林道

げ!! 四万 -!! 道水
/水道 社寺

本家
|日 六/

西尾 / 上 百M/旧 百釘 / 旧 百町一 源脇/ 
道脇村/ 東 脇百M道旧!! 百脇ytf道旧

近付旧-
水源 木線脇屋 根り 先道 先道

敷 道 上 右 右 先旧

1846 1845 1851 1811 1798 

50 60 90 75 60 70 61 43 47 50 . 未 未
30 37 34 38 計 30 36 計 29 27 24 32 . . 誤1 調1
50 60 90 128 70 70 61 43 47 67 

五馬
頭観馬

※(教孝}I頂 岩※

日rj罰高事 童※未七案頭警醒 文イじ
市揖見頃 掩通地称主線※ 木

※ 

基馬頭観
※月( ※ 宝(

屋 8訓 に形式 前

童士 日富宮
オく

珪"'/1ミ 弁財

理敷γ」 組三斉家本H 踊永子 父母尊

脇林道月 八
約記 源脇

世/ 古弘田

移動か
か日年 fi しら

カ〉

のそ、フ揖後前E 

ら ら

鍛治左 )右 ーと 。 旧)

鍛治屋敷刻 安敬長上
永嘉

本松ツツ
。

※ 
道

居鳥 ※ 化
装訓(左生理 屋 山

Pトレメ1 
樺 に負

後現在天 敷沢 のジ

語部左
入 政 。岩座

四 、、、‘ の '̂' 

歳/ 午澗甲
/ 年五

、)
旧た 十沢

眠OO 年/ 午| 
主」掲載i『主i検軍要勤白 母作為非和揮陣且

年/ 亥
ち 根 向 、

士也狗 道り 二の 7じ
七、

手に山 /ム、こ、二 さ!日
|つ日

二月仁と1 
戻か 百ち ん道

、

るら 九
Jトレメ1 、合

神山 道筋
刀

日 赤 月 ルトメ1 九
、
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文化財

※略吟称 違間※孫尚字底得温揮大

豹作)文/蓮讃慧 俊口年厚褐慧
童地

馬頭観音 ま塔/ 基

d頭馬
(記 い斎湯女三誼謹於恵(墓

子墓 蔵 は化葉光
重型き念 はは徳本潜子十著前白北方 慌金翠誌一

主薩/ 主 観日
後六の辞 碑聖多二三有筑居
に年濁世/ く 人葬 外 少 因 士斎

石 石 福 己 に 容の 亦宮科幹使""" '---' 

東墓秀英

岡巳す独 、医 蕩生峯名埋季弟 側一一一←
黒九み来 湯一書 山 状 家 面湯
国益し独 本 置現を 世下編葉蛇俊) 本

!! !! !! ノ/ 地法
震医 露去 室 著 系 先 如 斎 七室

脇墓印 壁ほど無
代し 族壁産老承弟

徳潜富ひはE 地 使漢字、 諦子 之産成生俊 地
側 婦 人 人 斎

1809 一問ー主 筆ロ日 妻 心 蚤 後 墓
(人か積 、学 加撃奉俊表一一一

130 51 100 63 55 
富喜了巾 り累

100 撰文 研 故 部 及 庭 斎 / 68 

34 30 
) を善 究不氏示訓名余 ・

38 29 33 の因 30 は、 備三蒙一 研 徳 家 30 
『 ヲ俣 植 載男捷思方累

130 60 121 81 55 話慧是命 135 宙物 銘E亀 径刀正世 135

木難死※川賢住遍才/子 2岨2 

頭観像馬円

※念

益典5 喜諦 白u 蕗像頭警
』光は 黒日昔 日 天圭義住一一一

法名仏百
γ豹主深 葉逝保歳俊上

傷での秀英大水::ti右(台六笠蔀薩 通ィ乍の見 田 水下十十斎毛
侯侍標本 返甫四九其赤 | み童法つ左'---''---'才 略、 調高 塔化弘大 人イト ムl 台γ濁得

事ド 墓r印と LきこJ'---'辞l廿/誠秀党字41J/党字嘉 (左)品思リ
を-乗 妙英歳才計」

医は i察六季瀞ー畠

明供 兼一妙典 の牧 譲有齢次卯九江戸字瞬 以
化弘 治中養塔

ね乙
明 辞世書謹拝頂尊老雄 長男野富 源白月師介為嘗

地緒ひ 心( た巳ム
天ハ 手口

蔵にら富 秘臆右

年/ 己
建頃 要十土 1¥ ぇa:' 勝成 徳太 勿豹十事語博 業

連 之良) 潜郎謂二六直余

吉薩様庄崩山札でぬ兵蔵美大近英/兜勇童閲鎮霊 若等、.十月ー 三/F目¥ 

丑 事陀伽立
/ 天

博命旗日庭以
と羅院 Jj士 薄次以劉左天

月 ぁ尼密 粛 慶庫疾先衛保

倒 遭 の/事百万/子十童 五 は八契 る(述 )整 流之没生門甲 | 
日 略目) 中終 子助 意性午

⑫ ⑪ 

如意 石 石

馬頭観首 馬頭警 観馬頭首 頭観馬古 聖馬頭 馬頭観音 馬頭観E 
弁 石

ラ動下妻法フ℃瞳 瞳 財 !向

輪観音
( 

対
天

対左 聖皇右
) 

接墓隣 上の
ノ/ !! /ノ ノノ /ノ !! !! !! 

観石段青赤岩/ 上

間前
墓秀英

際湯

境内 境内 境内 境内 境内 石 の記

下観音/ 
段 道 1
中 脇集落 上
程 下の

山

1736 1691 1691 1804 1974 

76 190 180 21 36 51 58 34 43 32 63 139 . 
未計

. 
37 70 47 27 30 34 30 31 25 24 33 61 . . . 調1 . 
110 190 180 21 36 66 58 34 43 32 119 176 

/辰( 
※ 兵衛/ Z yE 

兵元 ※(  

裏量胤

( 

事※欠Z量E E 
型治宅 車墨高i 

( 
( 

左秀英法 ( 
※ (  

※寛慈賓暦5F
九 如菅 大禄

/衛?、r子禄問
語占日言 観頭融馬首 頭割高馬 頭観富馬

H量 財弁
石)右 た延悲

工四 洞は口H刀U 
か 四・五動

(量口n 輸置墾H (英t 語j年z 十
珠時 新 手日 やり辛未萎穴乙ム甲

衛/門年布十J十L ) 像損 ) し四

難官主大主を宅座き) '̂、J

ぃ年主

)と大門 月
化文 接隣 の ※ tJ宝8仁:j、ー〆 苦;古五

事閣日薬感1要事法本願ζ ILJ 

口月
7年/ E 

石望建主いにLy 雄書義I白玄

刻工日

衛右門/ 願7目2 む口/願主
右

文 古右 γ北
し十生極/ 日

Y丙E 
」脇 た八有い衛
利か呼門弥 弥 月 又関口1::17::右 / 印

天 称 日 ら )大 |
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石造文化財

③ 高間山中腹/武運長久の神 ② 広池前坂/弓や斧を持つ青面 ①広池前坂/女衆が集う二十三

摩利支天石嗣 金剛塔 夜の月待塔

⑥ 出立入口/寄り添う道祖神 ⑤ 広池旧道脇/通称おてんとう ④ 芸術区付近/天狗山より移転の

さんの大日如来像 天狗石嗣

⑨ 東堂脇/痛々しい姿の勝軍 ⑧ 赤岩神社/宝永年間整備の石 ⑦ タカヤ道脇/秀英の難所開

地蔵 段銘 削碑
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文化財

⑫ 上の観音/周囲が六地蔵の ⑪湯本家東山際/山崩れで寺子 ⑩ 東堂脇/優美な観音像の念

古い石瞳 と遭難死の秀英墓 仏供養塔

② ① 番号

庚塔申 塔巡拝 馬頭書
石

巡拝塔
巡 地 地 弥阿 祖神道 頭響馬 名称/ 覇仏 塔拝 蔵菩薩 蔵菩薩

来如陀

昔辺延話堂岡 " " 4側内壁阿E " 堂陀下

護南率の下沢J 霊 のもと 保/ 水久吹
内/ 沢事岡

場

所/ 境

1973 1791 1845 1783 1823 1719 1726 1840 西暦

86 94 45 44 123 108 123 108 66 54 45 高吟. . . . . . . . . 
63 40 20 20 42 48 42 48 53 39 30 中高チ雲. . . . . . . . . . 
101 108 57 44 163 151 163 151 156 64 45 総今

古※主日鹿塔主申
村・ /治政二奉巡

記入で馬3※九4月i 官富 占主要/ 合壁※街祥事G養塔/ 王切毛1 

※ (  宝
子安

※ 年亥( ※(  
石て月Eと1 ( 台エ日

会宇性地

私衛量車自型 車t白z書銘

衛兵良口辛亥礼四 四十月
に門(
梅・怠 地

/ 文改か※天/国 年迄日
や 同

益土蔵重像蔵座
牡毒議書 本氏山 ) 

日五 埋下部三八十
頭全年巳失/ ※ 像

丹の・本山三 干年委、本栄

請花 / 日日 握

月突丑 る、 保十享
天

行
堤詩月 八按 五保十

化文

彫鞠り 膳五郎同 円口口・ 奏卯年/ 五

敷-影村( 台 ※空
年/ 

は左

文Z萌丈月

水源 一 ※ 
年号廿九月 一 ) 

茄 備
四 口は/嘗日口 は 一

八O化文 早目 次郎 子上 保享 鵡自、ど年A 

大月 化弘日霊iム 考塔・ 口/寛 四口 久同吉月
建 四 日
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石造文化財

t也
馬頭響 馬頭書 頭書馬 馬頭書 鼠浮監 馬頭書 観馬頭首 馬頭警 馬頭署 馬頭観音 馬頭署 馬頭警

寵灯
馬頭書蔵菩薩

I! I! ノノ I! I! λF I! I! I! I! I! I! I! 11 

裏

1839 1783 1819 1825 1801 1795 1813 1856 1862 1820 

56 46 30 50 51 22 46 54 54 35 52 52 35 160 50 . . . . . . . . 
36 27 27 28 28 36 16 36 34 25 32 33 24 84 28 . . . . . . . . . 
56 62 30 50 69 22 54 59 67 41 57 64 43 208 55 

宝 /iE の支八観 馬 月(台※

早日言明観雇
※五( 月(

馬
( 

八普

未議査基※EノT申日「孟会而掻甑E 古玄喜車日か日世 頭 座加

支が酉f月古日盤喜語聖回
士目u 馬頭観

基)円彦政照文
d地陸 、ら※ 音菩 大 ?工

頭観草関天上 士 石蔵
士長 連は明コ部欠/天薩

※ 
富

像3日5三

菩薩 文 一月で )
奉建立 三 全頭千一 ) 立 日や ?年損 字 文 文政 和享

/ 享 寛政
安

/ 文久、だ明 の 鼠 政
像 ※ ま

浅間山が三
馬頭書

政 一
7年E 

ロ 山庚辰

近日角九月八 だ 一 一 八 口 七
年/ 

口 一
匹 一

本中稔/ ※ タ ワ
大馬頭?歳/ 卯 年/ 卯

を
年/ 酉 ヌ年/ じ 年/ 卯

口 口 のさ
i掌像口L の 天 刻 該 口

/ 七卯 十=月と
四

無警主山主一字文保牛ム 爆発 、七 む 当 口
初月一一 4、 酉 七 ロ干月 一

、
日 ? 日

③ 

祖道神
大

庚塔申 龍灯 龍灯
馬頭警 頭馬書 盆窒震月

馬頭観音 馬頭書 馬頭観音

女日
名号塔 地黒

天 ( 

対 蔵/ 菩薩
左対 菩薩

右
) 

社中

量内車/ 稲

墓中

Z / 主費

神社 下 I! " I! " ノノ 碑群 ~JJ I! 

境内/ 稲沢 地脇 / 茂沢
/ 沢愛宕 量産阿

本宅裏前
荷 荷 木 宕 )堂

石

1756 1842 1817 1857 1793 1856 1731 1837 1724 1855 

53 49 88 194 194 30 55 32 55 32 42 72 46 . . . . . . . . 
30 33 49 65 65 24 31 13 27 24 24 42 16 . . . . . . . . . . . 
71 61 96 230 230 48 70 48 67 57 55 72 54 

※卯( ※爪寅(

白尾
本権御

合間;i そ霧至 十月( 
反月双 反源十大

蔵直右衛神燈
花日生 花兵一黒

告聖葺喜世座 祖神 座、衛行吉月天 主 / 文化 -門/施 (他他コ 主

女人富ら /施主日) 名受に〈) ♂ 久〈 織俵茂日空座 本山本山-主 三人本弥山政握像
上~ ........ 十 久嘗 人)四 カ

寛政五

観像音 ) 安 保天、、.-'
に 左右 四 左治邑 )世話 兵丁 政

宝 座..._.......:....;... 年 衛郎/ 衛巳 ※ に竺

の女喜/辰九年 久墜事
暦

す世天
/ 丑

門左世 人・歳九
上

/ 年丑

似ニ
/ 辰年 年/ 九 八年白装と圭l 未年無南

』/i、a、
話保十 衛話 部欠 る様夜子 破人

十三月口七
門人

喜郎山重左山梓喜 去士死LE 天 損 と =月仁と1 / 風三 山-本山
ム/、、

呼 月 五橋年 月 日 日 る か日陀
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文化財

⑥ ⑤ ④ 

吉※祖2郎5蝶3富

馬頭観音 庚塔申
地 石

言天語

(石
寵灯 龍灯

三指主仏主型輪観音厄 21?2?2 供養塔
蔵菩薩

洞 富天洞

宕愛 1芭1千まま?野?中 主) 
、、回_，

平 平

公喜民重/ 平沢 頂山上 平沢/ 道国

ノノ

川弁天/ 沢中白
道入用際口/ 林道沢中

前モ中
家墓脇 中 家墓脇 中

/ 沢 / 沢
スタl1/ 篠原沢

蕉重桂 の 橋野墓 中
/ 需沢 / 東沢

11 11 
岩上砂

1762 1840 1867 1810 

52 56 166 62 77 84 190 210 51 76 

で 俳譜盛(裏 102 35 35 45 37 45 40 75 75 30 46 

64 74 277 62 77 84 213 240 96 84 建てそ 於也世博語 177 

量観高
面金青 塁王i※ と※

壁十護 的※之裏燈 / 女日念形 居鳥大石 は?林道( き i聖 書は 今年久長明云爾/ 吾妻都
lま

3 3 化長像剛 の午五
ヌ禄前じ

の 口( 日A 震さ( 
実 吉月 央付中 (八高所難タ

口右
霊童 治四)

道国三願主
石質劣化人女中) ( 台

※ 

集音P聖き
後 月依

持物 近 mカ 口口

智対正十票要簡喜造

性女 七

は の~当

南
、ヤ 口社

役が主の/ 八子天
矢等弓

を
大石

長七 の 言口

1重物i詩書十
向 m 岩場 嘗左く 建立且百

梯 」ミ特 聖天 塔十月

猿 子 ?保
日日 従三

⑦ 

龍灯
五

頭警馬 馬頭観音 馬頭書 龍灯
頭馬観音 馬頭観音 道祖神 寵灯

頭観馬音

地

輪塔
蔵菩薩

対

八/ 君 盟結/ 同
11 田 田 宅田

軒屋道 平 入ル百ー平沢/ 皇段上平沢/ / 平沢 / 平沢端 端
庭本端/ 湯ノ号 ノ守 際/ 沢旧 るメ

社目。 11ス ス 11 11 

跡原 停 停 ト 石

1961 1993 1823 1764 1776 1851 1724 

100 62 46 47 155 50 53 58 150 42 56 . . . . . . . . 
43 37 28 22 53 27 16 24 50 25 25 . . . . . . . . . 
170 62 46 47 155 50 71 58 150 71 69 

龍灯※ 奉納者 (日 献燈 残欠大※四影あね所札宗苧
西にらi 月十宮需

量署像 ※一メ干l( 昼馬事聖
裏右

L諸L 盟馬
台道蓮切(

宗兵衛享保九辰

持i雇日コ吉月あんき
は 雪よ口主入主 あり来如原コ日ふみらく てこ(ゴ ) 聖明 上、でh 馬頭害偉

入日
左 )

ア十 堂のこ原郷霊震 る※ 西干り lま 天

右蕗同 石 昭 脇、四本湯跡地身こ仏で 三 道国) 
毎暫門山 富年吊

道古) 
十=月と

工 和 ルー
干支 ) 

相手の ( 右
像

基十に札所番一{裏そたあに十四字5 
西 文 東一 か安 の ※ ※ 
、政

歳/ 十
ら口 趣息 手 ※ 

-4-/l、a、 肩

/ 聖 持物
程五跡、建立)成平のもLふ堂み番)中 → t 

車需T宅ネ
※左 安永 五 カ冶

抱をく 永嘉四 蓮
口 zi 工量年元申 恐ら lま

略郎四
輪塔 宇究 五/二た 一 口 い分十

擁肩形 年亥
座よ口み 宝

す郎(左五月 は 年 日 世 づ 番 か一 表情 、 橋爪 珠
日 月
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石造文化財

標石
観馬頭首 馬頭観青 馬頭観首

頭馬 地 地 地 地 地 (地 道 水盤

蔵菩薩 蔵菩薩
蔵

蔵菩薩
蔵

益蔵事甚 祖神
観音 主薩主 主薩主

龍
八/ 幡

!¥ 八， 湯八 年号 八 !¥ 入 !¥ 八 北墓 !¥ !¥ !¥ 

沢寺 幡/ / 幡
保道久 / 幡道旧

7/  幡 / 幡 幡/ / 幡 / 幡
地入 / 堰幡

占幡/ 神上 村幡神/ 入 JJ JJ JJ Yノ ノノ JJ ノ/ ノ/

口 口堤

1969 1819 1791 1847 1744 1894 1940 

237 48 51 55 47 70 66 66 66 70 67 110 50 . 
33 30 30 30 39 36 36 33 35 36 35 83 136 . . . . . 
246 48 51 55 47 85 78 78 81 82 79 145 100 

十年曹

産馬た組月中日 2需像日2 

亡月と ( 三仁Eゴ~ /ヘ

陣は ガ1冨{観座像音革

※口( ( 子( 宝(

供宜栄草λと( 

も※( 月道 裏
日馬頭

百六日薩

地 前 地 珠地
養碑(女 地 儀軌持物 地 ※日祖神

月 洞龍刀t 間口馬頭 岩下レド
蔵菩際主L

1 事音薩
か蔵

益記塑長
主薩主

台は )台口尼/蔵甚草骨
とは蔵草 高己

分割 / 如浄口 iゥム

神(

辰吉寺沢 は蓮立 社台 ::rc 
lレ

iムL 立
違 の)※)  記) 上)

像 イ象 像 千

裏 村中 守入政 上 寛 岩下化弘
左) 、I_!~象

) 下口八) う基き 北明

百年手堅
理平斜而1 丸※ 

年号口一容 ※ ※ 口 埋口月二 部 、治
) 

没※廿一 右に 道国二でー 四 安 保 手 A 口 口 戒コ月日百 建 一
也楽 四 前手蓮二

手口 佼不て / 年卯 / 年亥 年/ 像掌 / 名目十 上十七
正言，0己与E‘、

四 、像彫り 年 蓮 ※ が四 1本 年七 手 あ光日十 面日四 /¥ 月
、

月 左 十
四 4仁1当 り賓 他し

碑た 制六 ※/成平女失く岩景
にも施合村 碑 し降

の行 者 待月 室問庚 経典
聖 標石 は二事がてし続り山 7車3 

布
で八の 観三星2三 塔 観日 袋像
あ十何名木

塔
金 z杉 =l圧死いまいた喜年碑/ 明白 岬る周 岡。 ) 

/平成 年のか の年辛年卯Ii し ま豪雨前次し
記と龍 龍 龍 音量 龍 龍 に女たの 龍 龍

八念 人道沢Y参+T t 

沢道参来 沢参道→τ 

沢寺 寺沢
沢 あと為 沢寺 沢寺年に問 寺 る 弟二龍治

ゴ全妙わ 入 入 入 。月は十寺沢裏 四 入 入
月ば 口 口 口 如幸三十日 口

吉杉全妙 意い世三
日を 1996 1894 

日教 山震年/ ノ八¥巳 却

/ーし¥ 以IJ:/ わ 巨 岩景
二合と 120 118 85 50 180 235 理 れ 堂 100 122 
十村我 ま開目山

入 は 45 105 50 36 63 25 二しが 40 135 
世道 山答 十六た大崩落十月 132 ーへ 140 165 113 58 248 253 132 
雄 六る 世正和尚 し日
代五( 女富二二 に※ 掌/念 -ozz 町岩 徹大道宮三本堂~裏 /日村友奈良 3叩2 ※三裏 人沢月十

蛇等像は
全妙地番)昭

信碑仰 口口※ 女日 塔夜コ 二引 o翌i日L 
雌/両日 年山八l庫イ開也 明

十一/重市警嵩
摩耗 十沼 0

杉車査w和
六 年十飴郎 の歳治

を五 夜人( し 世道 山 ) 
沢寺

相縁 の四
六暦西長坂 ) 

愛十 は講中 裏 銘不 本月(
裏

住職に長女建物十= 雄単一美※
し五

個性的 ( ) 明
念観世基青品 輯仏 開 雄公吉副

年。OO代/太子通吉山詠郎年度 明 代雄日碑 供養碑 みが年
ん翁 i口A ミre口2、 不離 法世青南無

ス贈/西 寄進 徹 つ砂白八
だがに な)二

心観世/官僧輯常楽仏/ 
心議菩 月

歌称賛 六 書体願主十七 猿 ミ金暦 俊行 を 川十 十子喜
を合

子合娼記 津草
建に日 月

歌し村 歳 手 代立流長 吉田
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文化財

偏文寺富全光♀~ / 朝 改 昭 定
二公修和

寵灯 龍灯 龍灯 灯
略は八世最明来如 宝

地 (石

庚塔申
十の(七自地 名

寵
蔵菩薩

猿嗣
六旗本)左仮年凧誌 藤雇 号塔

たし 山千 勝土芸陀印、 栴怪印

回
( ( 

大す 彦
世道湯本天本堂孟ゥ同文

対 文す
) 

/望助全経 段龍
雄養)

段龍 段龍
段程中 龍沢

喜龍沢内
龍 龍 龍

代銘※は 郎衛イーl僧苅年厄禅部落中~葉台 事道龍沢 龍

中程守/ 沢白 程中沢奇/ 石 b 糧地斜石/ 庭沢寺 配守参道+了t 沢参道+‘ ~ 
沢

/ 石可了
草津 ( 座台基門開妙全よ ( 右

ニ可参道t 了

2003 2004 2004 1996 2007 1881 
季(聞/禄自文/室明和)腫慶 1 95 56 9 

1689 

200 200 200 185 

衛門 勝陀 未訂
200 77 75 80 

68 68 70 40 48 38 26 塑三四227 40 

※ 尼羅 測
. 

八阿年一|珠年明堂費 八年本常|姑/央明 122 
218 218 228 185 「部 250 77 75 90 

願

雄富十為先
主年岸 主山→代為語岩踊童奉納/ 話成会平 先代祖

以露五
ー十一し 報恩 者参詣

※十( や※ ※ 吉月 無南此)
民E同 15 日地

正景王 日弥阿
朝-古月 祖代 功五大 1¥ 年 衰 月下 三月と 大屋治

間行芹日 苦韓々
徳普於、乙 北品、 道世成平安の の古田

か

与寄i 引 EHl I 与I 陀
代辰施/ 々

-々 亥千 ら

建之 提菩 十ハ一 子合重提菩
※十 五 雄十全 ー ハ 彦

発見
銘文六年 及月手 建九 種目大神

進/輔軍合山同和八年

埋 悌ど
主 為

切来如間臨 立丁亥御開 石、/建( 環器
品 成平 f道fそ掌/成十、ド 施主

は三

L車線代車自
傷

斉木 五|水流/ 月害失
左月 L 日 春山 嗣之ZE み 工一

木十 雄代 羽 右吉 t;: ~ 尼羅 四 は浅明 大 石四 事口
五 同日 始基 百 珍 井 出i口 材年

桑見ボ 歳/ 十山年 根尾 ま部( 回 いし 平群
工源石

本 1¥ 黒 る)EE 忌 議 業 頼 段

⑧ 
蔵寄伸/和昭区寄進/ 

五 五 五 品。 I¥ d申lよu、 忠 地
輪 輪 輪 進者名 入 入 碑 地 号三E三Z子三

碑魂 蔵薩菩塔 塔 塔 山西山 蔵 塔

見寄 / 山韮11'寄見

墓 龍 墓 龍 墓龍 滝 田参道 龍 道参龍沢 道参龍
番参/ 龍号

石龍

地 / 沢寺 地 / 寺沢
地沢

見建入山全中 脇寺/ 沢 脇寺沢/ 段上り / 寺沢
/ 寺 脇/寺

設引蔵/ 
(沼 口
株 入

1647 1625 )船京山 1941 1935 1982 
成平津長 1990 

60 100 94 塚 47 88 290 46 

年十 / 山
未

27 35 37 60 30 計 100 68 
入口 調q

60 100 94 
吉月一 見寄山 / 蔵好

75 138 430 46 

埋風 石月地 ※士空 蔵立地印( ※八費影六事費ノ¥十書忠 分舎建 十月平幸従軍富さ 忠
をい年通

没※ の升/休 日 入
像 蔵 延高額 千百五合村立 月 ( 霊 慈し八蔵

湯 左一
十一橋高見寄山

に百二 千小)裏(塔 円(歩兵酌川魂碑/ 壁むし ど子±月11 本 日山 立 蔵立法像 書万重主第円雨忠嘉
之他

※宗
六利男/ f地生宝・ 晶陣 塁也円 一也六霊) 明※帝閏柱九一墾右 姿一二立

郎右
延 知

融、十六元j日二e 倫宝 居 f道f青入本新山 蔵性士也 年伯l作蝿軍)略等卒勲附判 大将
衛墓門 元年 / 士

衛郎イ某門コ 十升月一 洲桑訂日正

義-c4蔵立 t地持也 はI1旦E 2口
雄代引山 級階 に設

は人/昭八怯平年準荘平
金雄代 ~ 

右
の了時

ノ※日 泊山/ 郎津中

※像聖 を霊に 西曾L 和十年 等
属中昭

桜岬状墓止保阿 五?重主像~ 刻伴 ハ 之 製※ I津'!if.和
地 むい

戦南争合村三津富1:支 六書
子五

輪 地本 工? 供衛十
日居 事日 -七
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石造文化財

⑨ 

馬

車馬頭首

石 五 無

頭観日
面司

輪塔 縫
( 塔

葉秋

湯 道湯 菜湯 墓龍 基龍
久

融神付保/ 久
尾久

地寺/ 沢 地/ 沢寺
保/ 根頂保/ 

ノノ 近 上

1781 1646 

43 46 80 97 45 . 
23 27 42 70 21 . 
61 58 80 113 71 

近( 近( 用 ※ 願主 ( 口( 応※発(
道馬 道馬

村の時当 主永安十十古

※)  基 か妙全 巳己.L、
上頭 上 頭 茎、地

2桔年四等。国観 観 、職
音 三日台三

こ木
尼需4 品

に月像 像
) ) の・ 名朔

※ ※ 地八丑
右 正

が残/f障t日th 仙支L 
湯 湯 を幡四

側壁坂 坂
採地車端田・ 九告向 千

ミ 比
道 道 口

年号 丘入 入
等 五

はj丘厄星噌電眠 局〆口 口
利で村中/号

口
付 イ寸 / 承 口

③ 中沢/福々しい大黒様 ② 下沢阿弥陀堂/中央がご本 ① 下沢路傍/手を握る道祖神

尊の阿弥陀如来
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文化財

⑥ 平沢/集落内に大きな地蔵様 ⑤ 平沢/山頂に火伏せの愛宕 ④ 中沢/大石上の弁天石嗣

石嗣

⑨ 湯久保/集落を見下ろす火 ⑧ 龍沢寺/湯本三郎右衛門の ⑦ 旧道切り通し/恐そうな馬

伏せ神秋葉石両 五輪塔 頭観音
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石造文化財

信
仰
塔

(
千
手
観
音
)

②
一
道
祖
神

信
仰
塔

(
大
黒
天
)

聖
観
音

月
待
塔

地
蔵
菩
薩

石
殿

庚
申
塔

道
祖
神

〉
一
子
安
地
蔵

(
一
(
念
仏
塔
)

歌
碑

大

字

/

太

子

地

内

号一

'
I
R
/
2
3
一

s

f

一
暦
一
日
'
シ
・
匂
-
H
V

一

5

:
ノ

j
E
f
i
E
A
F

U

ド
一
名
称
/
種
別
一
場
所
一
一
川
一
一
日
ド

b

一

銘

文

/

改

行

※

備

考

番一

4
事
/
事
目
一

ι

月
一
酉
一
高
・
幅
・
総
一
章
、
ノ
/
，

f

メ
官
三
-

一

記

念

碑

一

太

子

駅

跡

一

一

朗

・

必

-w
一

こ
の
樹
木
は
平
成
四
年
度
公
共
施
設
等
の
緑
化
推
進
事
業
に
お
い
て
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
す
/

施
設
名
称
花
園
公
園
/
植
樹
本
数
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
百
本
イ
プ
キ
玉
二
十
本
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
十
本
/
吾
妻
林
業
事
務
所
※
六
合
村
太
子
駅
前
の
緑
化
事
業
記
念

か

/

か

8
一

南

無

千

手

観

世

音

/

子

時

文

化

五

年

初
一
泊
・
幻

-m
一
/
/
辰
正
月
吉
日
※
上
部
欠
損
、
南
無

ー

で

あ

ろ

う

iil iiliili 
拍・

2
・
拍
一
大
黒
天
/
大
正
十
三
年
甲
子
年
/
四
人

r
.
4
・
U
一
講
富
津
清
作
※
四
人
の
仲
間
の
講

初
・
必
・
叩
一
南
無
聖
観
世
音
※
左

1
右
の
順
に
調
査

(
双
体
道
祖
神
像
)

※
破
風
型
、
合
掌
像
、
頭
部
傷
む

万

/

か

駅
跡
東
北
/

下
太
子
/
集

落
西
道
上

か

/
M

1857 

1

2

1

 

7
.
4
.
7
 

陪

'
4
・
陪

4

4

9

-

4

4

 

1

E

A

-

-

q
u
'
氏
U

'

円

J

F
』

1

u

y

i

p

o

n
u
'
q
δ
'
n
U
 

5
4
4
4
5
 

一
十
三
夜
塔
(
右
)
安
政
四
丁
巳
年

仲
冬
建
※
上
部
に
月
の
形

(
合
掌
地
蔵
菩
薩
立
像
)

1772 

92 173 
・ 1 ・
41 I 42 
・ 1 ・

107 I 73 

道
祖
神

庚
申
塔
(
右
)
明
和
九
壬
辰
(
左
)

八
月
吉
祥
日
※
上
に
日
月

※
向
側
に
携
帯
鉄
塔

駅
跡
東
北
/

4

(

子
安
地
蔵
座
像
)
念
悌
供
操
塔
(
右
)

回
一
位
・
お
・
川
町
一
天
保
五
甲
午
年
二
月
供
養
日
(
左
)
女

I

一
人
講
中
※
観
音
像
容
の
子
安
地
蔵
信
仰

駅
跡
東
北
/

桑
園
堂
跡

一
あ
ら
た
か
に
ゆ
か
り
で
拝
む
観
世
音

旧

7

旧
一
く
わ
そ
の
ま
〉
に
浄
土
な
る
べ
し

日

4

M

一
(
裏
)
二
十
二
番
札
所
桑
園
堂
跡

※
三
原
三
十
四
番
観
音
堂
所
在
地

③ 

(巡

巡拝塔 法弘 主/1'塔経典 天宮芙神信塔
地

弁財 ( 信仰 大

i青E 
標石 全信仰 法弘 大黒

信車塔拝 蔵菩薩 推量音塔
黒

大師喜明 竺塔 天 天 霊塔 大師
天

仰塔 )王
/ ) 

1/ /} 墓太 ノノ /} /} 

古井戸脇 太子車落/ 

1/ /} /} JJ /} 1/ /} 

/ / 

書ラ集落

/ / / / / / / / / / 
1/ /} 1/ ノノ /} 1/ 1/ /} 1/ /} /} /} 

1775 1929 1813 1828 

109 79 91 24 24 51 57 57 36 36 33 58 30 42 . . . . . . . . 
30 39 35 10 10 14 30 33 32 32 18 50 27 28 . . . . . . . . . . 
178 117 91 24 24 65 86 57 36 36 33 58 43 100 

面山永供養 奉
坂奉納百

※守(ii無南
天

( 

走量主i 独で無南

宣4pfu露τ 大黒

南無 在存戊子新四

塔健は会津久霊/商無霊十

( ( 

に大四順 寝読 母 右 神宮
合掌地蔵立

大

巡日乙培礼 東供養八 天

春音t量喜準 頭観喜
を年国 黒

拝如未若四 がZE思 満 ョτ戸、- 天

塔来年 園

塔/施主八番四l 
護と) 若

在大自 標石す)左十五
像

、 ー)
lこ諸王心

イ文1巳1衛兵※担意 面観世音/ 南無

) 

側小月古西
像

算中費
※ 

以尋孫四角無 経
) 

※ ※ 
俵上

面書左 士 圃 右下手、ハ，旦白 ベ百
天 い※ ※ 

年作様多輪観音/ 世話

右

に 目主耳/ -警冨古園
神 像

准堤観
首人号芸車'r 下部欠

※空 に
山(秩 を

?な 鈷
の

左S〈ZHi詰t返 彫
ニミ 文政十 大黒岳 ェ左父 る 1;:

仏帰に 勢大宅
信仰 門 -"1 • 治郎秩甲 にゆJ、E / る 音 損 左

※殿湯安 坂
、

像天移聖し壁J? 頭 is 
刻月 札所ー

数珠塔正 東 父 動て 単 む
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文化財

⑥ ⑥ ⑤ ⑤ ④ 

馬頭観音 馬頭観音
頭馬 庚申

馬

頭観馬青
事説温骨 品培

~ 三dむ与斗、
経典 釈迦 大

神童館口! 三頭観日邑
思仏

巡霊塔
日

観日
塔

女来陀口 塔
如 女日
来 来

太 太 太 太 墓太 11 ノ/ !! !! !! !! ノ/

子/ / 子 子/ / 子 地西続 / 子前
/ / / / / / / 
!! ノ/ ノ/ ノノ ノノ !! ノノ

!! ノノ !! !! 

き記

1895 1854 1932 1817 1887 1808 1882 1836 1854 1800 

40 36 49 50 107 54 56 52 42 156 84 83 . . . . 
24 20 27 27 29 28 30 33 31 46 23 34 . 
73 63 49 50 131 67 64 117 109 178 145 101 

日( た月虫
/モE日a頭馬

十月( ※/篠原 /治丁亥八十♀但

古島観像

ロ( ※~~~ 

亡口日と 肘L養塔仲 〆判阿仕ヘ 右/園奉讃諦
※(  十 (

害篠 馬車革
素キ卜 吉歯

雲口白は巌開星童

口左右裂

門州事 』失
手印恕辿

ー金

八2馬頭5 篠原 同十三 ムヱ 一剛
日地

沢コ観世日圭乙 は苗天輪組青偉 百十界大な※蔵 墓家金茂二歳主面同 喧邑保七
左(右製l定陀陀亦

※ 父法 は梨
信仰 虫 大 米平 ( 津氏邑 ) 銘 ・華経 施無 立

原戸吊i4 ._ 
歯 士 青面) 地上/六小 /吉同 吉月日 ~裏 豆ム R女丙巾悟

女 ) は郡坂

自2像癒治 / 安
※右 明口 人嘉オt 実太東百 一 畏像

八宮
前)

ム豆剛 化文 、林代太 (明剛 文化 年 治
中人 ) 

講中高年七島叩

、) 

廿 を政 下記和昭 種秀三仁とI 台治玉 五 、十五 カ:口-占 践濃厚子村八十/千部 与
地二 王十 子 / 郎 ) 二4明 願八 方七 の 四

辰/ 年
R口 高月夜

) 

年/ 
蔵言にLE年/ q十p 

、年 は 冨十詳附 さ大喜
冨 八 四 印

寛西 口 カ同沢 太 九 安沢 所 圃墓七 側/
ウ 権平 五 子里 像観音 古口口

一)
巡・ 政

口
地上拾月 J¥ ? 郎之 月を 礼西口 月 かど

⑨ ⑧ 

石 十石 大 石 n 石 石 大

馬頭観首 最霊 如意
市司 二嗣 日 所司 音量 嗣 嗣 日

残
神( 如

荷稲 荷稲
来如 、山J 観立目

輪観3日5三) 神山 来
欠

ノノ
採草地 太 /水太子

!! 動堂 !! 太 表痩 太 太 太 太 太
/ 子/ 子/ 子/ 子/ 子/ 

子/ 路山 戸六 ノ/ / 太
せ担尾 / 落集了

奥沢郎谷 不子
ノ/ ノノ ノノ !! ノノ

1959 1819 1269 1746 1884 

25 75 45 72 158 79 70 45 45 54 40 . . . . . . 
24 37 33 33 70 50 58 30 20 23 24 . . . 
25 75 75 72 179 79 70 57 45 69 73 

※ はへ差 のメ交差暦( ※ 世話宇口 願主献奉
コ※ ※ 文永字圧 は享(

d頭尊馬
f外三口I~ごiムI=l蔵乍E司子

型町元意室 素四) 洞 l 口高 十富 年号六 ) 
墓 ー金

棚岩人)昭 一剛
部 人百口 トの口 燈 メ沢 地年 の裏山
の のメ十 行ル沢八実 上和 惣( 1姓 は口 Z2511 に口実 冨) 馬頭

諸首け盟口二み 追 1-'- 者先上月日
篠史十二

氏包 トの
都最+ 金四u 七 ムハ

落卜 下口足並降口

蔵明

現存
刻トー の、流口

子中政文 ル稲荷 呈仁ヨ 年
山 治 大※ 

修1'1"尾充、口※型産像
カミノレ |日 の十士

義の主げ道 小十早占
口 己

馬頭七口/施
る像) 

前
巳

記 場の担む下岸赤崩 道町) 乙

約記稲荷北聞

石文 七月 にき
像込ミ} 

よ
夏卯晩 観首信仰 日主ω 

~ヨ三~

根IRA長 か場と( 、 二仁七1 座よ口品、 /裏「
か石

古り 不 、れ木戸 裏 頼林 日

話E五E 袋) H 

吉沢
品{λ戸ヒ 材書ILt そ 十一左 明岩下約百沢)宝 男(

左
口五

つ 左 像延 ※郎
) ) 
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石造文化財

③ 岩屋/静かな岩下の大黒様 ② 上太子/摩滅した双体道祖神 ① 桑園堂跡/三原二十四番札

所の子安地蔵

⑥ 上太子/名前も厳つい青面 ⑤ 上太子/仲良し阿弥陀と如 ④ 上太子/百八十八霊場巡拝

金剛王 意輪観音像 記念の経典塔

⑨ 六郎谷/崖下で膜想の大日 ⑧上太子/文永の年号の石嗣 ⑦ 上太子/民俗信仰的な虫歯

如来 地蔵大士
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① 番号

経典 観日 如

馬頭観音
三観回台三 観田 白 観日 観主日主 観日 滝 観日 白 観日

/ 覇名称意 衣
見観田 衣観日塔 輪

三観日主乙
観音 つ つ

ノ/ /ノ ノ/ ノ/ I! ノノ ノノ 11 ノノ ノノ I! I! ノノ

橋挟刊「ド
場

所

1888 1825 1830 西暦

68 30 54 48 43 43 43 46 37 32 47 43 33 33 41 主作主'tlチセン

. . . . . 
30 22 28 25 19 20 21 23 22 20 21 21 21 21 21 巾"百lfJチセン

. . . . . . . 
68 30 73 48 43 59 58 46 37 32 47 43 33 33 41 総今

塔」 嘉半 浩→ 本措法華経
ハ如 接よ口入 月( 

( 

観高
( 

観融回

( ( 

観座像育

白

長主需議盟i 
※( 

観7庫融守 像観座古
衣観雇

産観 観像日
滝

以筏懇量樺
銘

月口童車育偉 七F1傷※白星呈2i 員雇
衣

は※十

副匝像首
欠六一

) 

文/ 改損合年 十 七
) 

九番
) 向)

で四一 口 一 南十五
) 

番
九番十

は月宇 番
十 番

十番
番

※ J¥ 
) 

北四珍四一 ※ で文 ※ :(了-
岩 政文 ET 一 上 番 一 十 の番し日石
カ宝 番 ※ 番 欠 ※ ※ 十 }I国※い(供
右 /¥ 座よ口三、 損 像 番 に要

※ 
塔左( 困一 備

年/ 酉 建手寅

上
部欠

番、)右

番号欠
あ

部損欠
岩 ※ 移動 、

養「 福嶋 ) 明 考り 上 持物隣八 滝 欠

文化財

大

字

/

小

雨

地

内

② ※林産 長工月
昔七式十

吉む観富首

寵灯
灯

灯寵 龍灯 水盤 の課長小岡山、/手昭口五日 念碑記
標

観目 観日龍 石

右対 左対 対左 右対
津樹道市林九 n 

) ) ) ) 

館南下育 神

!! ノノ ノノ ノ/

率神境内上

I! ノ/ ノノ

拝殿
拝

を 費川4脇道
側 主/ 体

殿前 走和二月四
東 る五七三十

金十七十七
七二日年

1739 1739 1845 1845 1934 の年十 一 四 1867 
開削 四通聞月 1982 

70 154 155 190 190 46 

岬 吉月H高加盟古岡リ式/六代行林道県 l7m : 6 

76 42 40 

52 51 52 66 66 85 24 20 21 

70 165 207 265 265 74 

主主。色山/昭 J 222 

76 42 40 

富蔵州 /野星 倉富山
火十寄奉 右口十寄奉進

七日清
長右衛野湯本平 乙清 念/昭泉( 清 の衛兵村村富安 建塔掴髄

観コ日ヱ

警草告器

左十明 七日明 建星立(

袋欠三月E』1 進
/間星 建月民号門右衛兵衛/巾 十/燈氏

イ飽封時閣ちm平口自戸郎林道開 立 野惣 (右西

山 七/頭馬
損石 口※古月 石

九和 ) 右
立

の衛兵
/施日龍/ 燈 柱竿円 /施日 寵/ 燈

年、十コ口 衛右衛右)寄左)慶応 会寺園 像

/全門 建之月 子中 草樟七十)裏念記
) 石)

之子
年五月 奉献創

四二

馬頭信仰 明※ 大寸て
主口尭願門/12 門進一一

十
基一

主ヌ文じ 主7G 藤右川~~ 町年ム昭碑/ 群

事※ ・ 丁号観音|廿
は主

首文 久 基 右 jL 
霊長ハ和 西世員

ム1¥ 

和か / 明 番 除※
小 四 村四

衛/原門IsJ右/星門エ)話人世) 弘化年

小二
右原四月十四時実馬日

明国一両 く膝
明口 雨己 己 雨十 三両二 を
治口

村中未/ 野星 / 末 青年曾 周年記 同ヲ延 日七 十星 辰皇仁1 立、ム
千員 起年一事清

二野十 小太 供/、 て
{言口 ※ 七 右原乙 番雨子養 る
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石造文化財

馬頭観音 時間 塔
待塔月 不動明 頭響馬 頭警馬 馬頭警 馬頭観音 馬頭書 官E馬頭署

(地

馬頭書 馬頭観音 不動明

墨岨書薩
観日 王 ) 

蔵
王

) ) 

大石下 六合小 " ノノ ノノ

" 
ノノ " " " 大六

線近車付境/ 道町
" " 

中沢林露石合

上小裏/ 
裏/ 

1907 1865 1907 1805 1795 1864 1795 1896 1865 1865 1819 

39 60 94 47 61 40 55 54 36 75 49 45 
計

測計
59 . . . . . . . . . . . 

27 20 30 24 30 35 15 26 22 18 15 18 調日
33 . . . . . . . . . . 難困

困 . 
39 60 94 47 61 40 55 54 36 75 49 45 難 59 

右1吉( 二北向 ※日動明 =月と ( 

霊観音像
施主口 大馬頭 均時吉富

監喜/ 

基二馬頭
双間、/施主 宙岨

某巴馬昔像
=月b ( 

不動明
重に上※白星岩官

(左月青観世音山

建之月 十コ
日喜馬富

、口

「王 左 口 大
宣に樺蔵葺霊

施/主夜塔( 
不」(右 口土 1日士 王

右
右※( 立

損欠 ) 
分部 明

寛政七

市) の大右 一西 像

石 口
施主右) 

星)右
化文

)"[; 
寛政 川治明

Y治E 順石) 里※き
※ 文政の治 上一

地点津草(裏
道脇左※翼

の 政 野一 石四
年/ 乙

治

右両年

乙 にヌ治じ
像不動

下前 四 川市治明
七y治u 

が欠年十
ヌ年じ 七 歳丑 石二

列/天 右二
/ 年丑

/ 
造半年左

小雨 地
口

卯十月日

口 乙 の
年/ 、四 庄作 四 エ年 損二 口

年卯 吉月 の中 蔵菩薩
右

銘不詳
左月 拾年

門乙 =月と 十 右 月丑
) 

日 崖

法弘
庚培坤 庚塔申

無 無 無

頭馬観青 馬頭観音 観音向信伸塔 観馬頭音

石 石

馬頭響石仏
馬頭警馬頭書馬頭観音縫塔 縫塔 縫塔

仏 仏

大師 ~~ 

~t 

天 JI 

神路脇小/ 天
" ノノ " " " 

ノy

" " " ノノ " " " " 
神道右 / 

JI 

上

1755 1864 1830 1932 1869 1802 1782 1816 

39 51 66 54 58 48 60 57 52 36 48 37 50 38 32 46 43 . . . . . . . . . . . . 
30 30 36 24 24 24 15 30 18 24 30 30 30 21 24 24 23 . . . . . . . . . . . . . 
63 51 66 64 58 48 60 57 52 36 48 37 50 38 32 46 43 

主主 庚坤
庚塔申 党字 文之事師 十月 寂是園 列※→ 祥月吉 馬頭大士 白H 基昼観

石工年十北向

量日量観高
部損欠議) 像 ※ 

量警偉
メ像掌口』

大霊師
サ

口口 吉市月円厄観世音山除

石※
享和

※ 
) 

日/ 沙霊宝

、日

除く 後列右 ) 
事損欠

墓 左~~

誉随 右1)左)右
/ 年

地

主自
天 蔵 ※ 

口
埜星元治 政文十

明 つ 像
※ / 門 JII..-... 口

華座蓮
化文十

は
手

暦五

f主門z 九竜
武光 ) 右 無治ー 口

年/ 七寅
化劣四

縫塔一
吉

独鈷 五月
/ 年寅

日乙 (昭 昇M / 年十 ※ / 
日 / 亥

裏和 頭 月 口
蓮 七 日 口
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文化財

庚塔申
千

イ伸塔言 標石 庚塔申 庚塔申 庚塔申 庚塔申 庚塔申 庚塔申 庚塔申
庚

観手音
塔申

/ノ 11 11 11 11 千万
段左日目 天 / 上同 / 上同

段天 段天
蹄目u天 段天

/ 石段脇
/ 石 / 高石 / 石 / 石

間口/ 石

上り 神社 手前神社

討2社/ 神石
記社神

段脇 段脇 段脇 り り 口/石 の/ 道/
口 口 後道 脇石

1865 1903 1867 1860 1892 1869 1864 1865 

68 44 44 19 22 44 82 45 60 54 64 . . . . . . . 
30 37 30 41 10 21 48 33 33 31 35 . . . . . . . . 
68 122 44 19 22 44 100 45 60 54 64 

方、 庚申

首四嶋太十里=芋
女日 十て月と 女 1市11 祥日庚申 /長閲庚申

庚 庚申 施申 治村吉申 右庚 日庚

輪観基意
四人 ※ 主塔 二の日供 エ申 建申

月日 ( 裏 年日講/ 十
万 (塔 残 ※ 市/ 年庚/養 門/ 之塔

喜 七六i手 ?※ 1ニ 左( 欠 残欠 川明 作申輿塔 文 / 
左

門 )右 市) 太治 塔兵( 久 ]"[; 
※ 

、

宇文元治
で ※ 年) 欠ハ

右記
願主 ) 川久嘗山

前
記目u

平二 』衛右 四 治
物持円二( 損番 記 十 で※) 口 一

慶応 一
は二

柱γ」 土月口 ) 台
※ 

と の の 五 は上二 口 乙

隷書体丑年※ 倒f草jC 奏卯) 右
人物同

市コ
後斜面 後斜面

年 欠部歳 月 丑

観音名建之日千 川寓丁卯 五 損前 欠己 / 歳

文化は 奨歳卯
月 損巳 口 / 

千
品願観予手 を

残欠
右正

叙建之初元而
二Ek1 で、十 主 如

後手
エ月 日

、E司

月復
明谷月7G 

』yi、a、
つ 門吉 / 安 吉

念仏塔 馬頭観音
歌碑

馬頭書
石 石仏

庚塔申 庚塔申
燈龍 庚塔申嗣

( 

神山

Y】

干口り高裏/ I日

-Fi¥ a ノノ 十 11 

観音堂 !1 
11 

天堂境内/ 道l日
メ口L 

/ 天

坂道脇入 裏 社神
脇 口

1782 1841 1975 1787 1865 1807 1901 

130 90 140 54 24 44 58 66 175 205 . . . . . . . 
38 85 50 30 55 33 22 47 56 70 . . . . . . . . 
159 364 140 54 24 44 58 66 175 230 

村中宇雪意量義塔 小轟吉罪対立化財、原口口 ヱ門・ l 須村生頭観童融馬 之富きさ校学雨ぬ大正 社士月Et3z ( 
※ 

頭損座像) 欠

庚申 建之日 青面金
武右 四正

月※目 揖喜月、庚塔義申をのに 座i口A 

六昭身に 里村十
お口樺i 青

※ 
門エ/年聖位書

草の化書目・ 黒岩辰/ 2告人 口 合村観光協会長 和型iム にし のも いと あり年十月
坂道 ※ の

観音堂
※/  剛

祥月吉fi 徴象 石口 / 天中 み読うて 草樟道 ) 
み

部埋下 7治E 二月仁kI 五
/施主円) 時明T 本体日)

か、対岸生工口口ヱ門・ 保十会3 ほるにの 段八天明 没二 旦社大
(天 る声ぞや水牧 は

年/ 丑 /所嘗 / 神明
昌よ品、 明

高遠須蔵吉星 ー 一山のあさ

季缶神-Le f末年L 七L 
残 治

願主 壬 石同に※野七本山辛日金間
一里なりし 片

山士u すぎ つけかお
市JI[化丁文官憲 工じ 町 兵 口 歳 村 口 かりるも 亡月との物文衛右星. 助建しし 小は
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宅/書現苦住市 るれ壁九I 折り

③ 
ほば、を

う馬抜 碑歌 (道 弘 如
道祖神

碑歌 碑歌 碑歌 2山E、燈龍
馬頭観首 頭音馬観 頭観首馬 経典塔

は をき
義理 法 意

小雨 やて 大
輪観日

仏
と学校 け 芭 士菩

村つ は 自雨
とてとし 蕉

川言う渡沢なき 口 入旧 大
嬬橋吾

墓 I!昭 し坂万 ノノ I! ノノ ノ/ ノノ I! ノノ I! 

次の温泉つを百/大 口道 黒 地/市 / 
/ |日 / |日

/ 
郎で 物教来降り Jtf / 大

屋 !日 |日

刻思輝雄/ 比.1あつでまへ 先坂2 λ 

挟 JII 道 道 道 道
坂 家 脇 脇 脇 脇

た千子をれ

/安。こうと り橋lあま 2000 1765 1828 1853 182E 1730 

二原十めき水(牧 てり 16・0 70 50 80 50 112 103 105 170 78 44 48 117 . . 
0三て裏か 77 55 37 36 28 90 66 21 90 64 20 31 60 
0四い)か . . 

70 65 80 80 112 103 105 170 78 44 48 117 

ノ仁色3、y日q、〈三 =仁七1 /「

法弘 如意

( 

語り
車物

言 橋 九

女吉講 / 常富
聖市霊阜主

( 

北部十供養奉代前 喧 ー深

掌、Y4 口2 神像双祖
体道双 星)あ十九

観馬頭基量観像
設楽 大五

の H律年十みに
;座像師え

輪喜観
つ

野心 官伊茂閥勢山出円~ 立、 “ 別

谷庚

束幣さく ) 左
祖神像

町の村成二大乗妙日建物爪νノ九十月/蚕伺 冬
』こ 材かけ
も

享配中久占 校カ仏舎IHt2 4L 』ル九主I 日せ

をつ口 住
ーコ

本歪/TIII る〉 はし

暴2支i政十 久永

文l八揖〆j古両月攻/ L 

行者だ 願誓※ 祥古月 典六持石り) ) 

み TP 右六

須ゃf水し
っく ※ ※ の

雲ず日帝、
峡き 部一

ヱ門年丑つは三c宮平明日 手 足 里 の坂 tc年
ろう 願誓/日 六十、 、担上イ了 家に 欠 つ ー 』こ 踏 風 深を ぶ山正子

案舎 哀;!#与 よずみ】ご草

士¥貝 歳 独鈷 み 光 雀
書男三 町田了みに 来降り

草銘月日
三月台

。霊知県は 設河業 / 保部亨入乙
祝型

る
巴

のタ降 ら 山三
珠数 翁蕉 丁水牧れ / 日は あむ ?月 目ば ) ぷ仁三1、

日

④ 

無 無 地
石仏

石 巡

馬頭観音
標石

千
観日

千
巡拝経典

縫塔 縫塔
蔵菩薩

仏 塔拝
観手日 観手音 塔塔/ 

ノ/ 地か /大 !! /ノ ル三旧 ノ/ !! 石!! !! I! 石先旧
/ 蔵/ お坂 / / 

先十道/ 前
/ / 西隣 / 前 / / 道道/ 

I! 
脇東堂お

堂墓 I! ノy のメ ノノ I! ノノ ノノ

脇左の 民家跡地 石 石 石 1 記
跡 下 上 上 ト記 の

1854 1782 1871 1812 1792 1867 1798 

35 57 115 41 43 51 51 70 68 38 41 130 . 
24 30 37 25 25 22 22 27 27 21 20 135 . . 
35 57 180 41 43 51 51 70 89 38 41 130 

※ て安~十E 所縁/十究字
両※口( ( ( 

門※ /年買十本納白
大霜月吉日 馬頭観世青

社か歳申正 が須寛政三宝l =月tz( 千 戊歳午 /天 大乗村埋/施 延
石

石仏A H像掌I J E 仏合掌な
在存 ワ、同/番草津女 すェ 日観草像

手
下 サ の 十月( で没自

然自 八
十月 位揃荷メょ

憶?、 地当にf/rl 観背主L
観像日 /五泰半同/ F 妙典廻部欠 ) 僧カ 建口主

?五) ては草雪 石二十
賞園

※日 誉祥光
に 月口lH『i八供番言/ 

左( 吉月 百国、津 た雫口像 像 大吉日 神明 は西二人き 慶応
) 

先字 口

. ..:....:....- ) )右
津小( 願主 ) 明 石積須国吉月 面間 / 日士 人党字 ※ ※(  口

安口
は/ 文化

地は / 安西

口台
確認、 地当 ) 右

上川口宮講中間LJ 

口

雨であ /願主 ) 念寒
市 治

/ 卯十

口 全娘

墾日 四
為右田 天明

川四
にあ 化文

ロ口/寛 所
蔵 政

空叩支歳
製ZM百(手]11 ヮ丁 、元 ろ念仏 つ九 エ政敬白口

当年 う口イ共 衛二 門十つ た壬 所は台
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⑤ 

馬d観育t 馬頭観話 馬頭耳首4 
d頭馬

頭観馬育
観日

馬頭観音
馬頭

馬頭観音 馬頭観音 頭観馬育 馬頭観音 警馬頭
馬

三頭観日圭巴観音 観日

l! ノノ ノノ ノ/ l! l! ノ/ ノ/ ノ/ ノノ l! l! Yノ 蔵 l!

/ / / / / / / / / / / / / 側西 / 堂
11 ノノ ノノ ノ/ ノノ ノノ l! l! /ノ ノ/ ノ/ l! ノノ

跡
地

1923 1901 1829 1845 1792 1884 1871 1825 1790 1829 1850 1811 

66 41 44 50 36 66 43 62 42 44 65 43 47 47 . 
32 23 25 24 21 32 25 32 26 32 20 27 27 25 

66 41 44 50 36 66 43 62 42 44 65 43 47 47 

野言龍露語品目
十月 ( /十 ( 

霊観晶
原高氏 ( 

天( 祥てと 〆ー、 ( 

不 憧富聖大日事像語干す 主川氏巾墨捗/寛尊t 画響
/市 ( ※(  

/ 聖

馬頭観高 引号両車草馬
ハ d頭馬 一頭馬

像面盟音断 月ー 像観音 施ツn惣馬頭阜 一月
川氏 甲偉馬嘉首

目像観立日 月 像観三日乞
致七

二仁七1 、一〆

/星日) 願主/ ) 
祥二と ) 

日西 主) 政

政文十

) 

石 化文※ / 日 E月 化弘
※ 国 市

文政 政文十 嘉オt市 大 西-
川盟i口

安 明 成
摩耗 川正 口喧 須国一

久一十
氏 治

// 年十酉M 1、
五

イ群北ム八

太士 川一 / 年
/ 八年一

川主政蒋 工t※手f 巴
二月と

年九/ 

氏占
郎七 丑

成干南1ζ 
像 四

観音一 四
年

願/ 日

年/ に皇仁3周 四
二月Et 1 三月と 五

囲 年 一子 月 ロ 計日
日 日 番 年 ロ 調。

※f平惣 負者土 重以責工偶り長官 ⑥ 

巡 塔拝月
観目

(巡 道

頭観馬音 聖馬頭
石

頭観馬音
拝

)堪/念仏待軒( 巡

西 拝 標 仏
塔

山 一栄繁主之事て
号墓 塔

残
石 片

) 

基地沼尾 墓沼 |日 大 大 l! ノノ l! l! 

地尾 大
坂墓 坂 / / / / 

脇 入 左 入 坂 道!日
ノ/ l! l! /ノ

口
杉林 / 口

剛 増警てに喜す

脇道
地

/ 脇

1862 1843 期三 以交村仁1 1937 1870 1811 1871 

136 100 45 127 60 42 47 50 

77 35 15 65 23 25 26 22 

152 123 63 127 60 42 47 50 

/二重量磨 室軒番芝宜建ド夜一 岨苦昂 ( 観支u 
観音係者/有/年曳 奉巡

墓み

十E冨像草頭警
※ 

書主具古量里口年壬 地ぎ
首欠

巡十縁無 拝 際さ
右惣戊二 拝の 窮了西 わ 損

き(霊i 四 ;/ 露量: i z 
像掌 た

初ヱ門 辰吉月 ~ 右 官者の法名輯※信望世/ 千岡
り /星日) A 仁1 左(

/ 念仏心、 ft 一( 

) 

)右、天士 ※ 文化 {掌象
/ 人(四

)右

持期を 去良木型ノを区 盟宇E/併?りとのしのを長主
※ 

つ地当保信九年等伸関( 裏

上 安 明 願主 ) 明
左国

艇童坦同三年i 

磨崖仏
lま氏ち !¥ 

ロ~ の) 傷

員午年/ 

年/ 

市/市川弥出前平未品霜四
口秩 西 し 一 二ふ 部り義四 西西山 む

藤次霊父・/ 支同 口八四 須国 音沙嶺居
、

通 吉月
供養十八年葵 称

|日
川弥士 道 日
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待塔月 馬頭書
石

塔名号
/J 11 /J ノノ 11 -F1ム'¥

石仏 巡 巡
巡拝塔 法弘 如意仏 地 拝塔 拝塔

蔵
大像師 輪観音

11 1/ 11 /J 11 11 /J /J 11 11 /J ノノ ノノ /J ノノ ノノ

1815 1797 1850 1827 1826 1830 

52 51 41 61 66 60 63 66 60 65 25 78 84 81 28 63 . . . . . . . . . . . . . . 
24 33 18 29 21 21 21 21 21 20 31 60 31 30 30 27 . . . . . . . . . . . . . . 
52 51 41 61 97 91 92 97 91 92 35 90 99 81 43 78 

一 吉(
無南 宝

桂性地蔵秀量立被

議瞳
地 地 化進杖・2 地

石仏座憧
嘉永=奉納百 年亥一 奉納百 八奉納百 法弘

雪日 五吉雇両
十 白石

露仏阿
性地 蔵書瞳

蔵菩薩立
む 宝 自

夜 最ι き立
蔵帯薩立

堤蔵立
年八 月八ト

大量師
蓮

十
/施日八十) 像

像 何像

責十助所p 
(左八ケ) 

イ文十t二
裏

像 ※ 
※ 像 ※ れ)

頭部落主 主供予番丈
)所 ) 

然石自
像 j列じ ※ ※ 

品譲文唄嘉業手q 

願主 ( 右 ※ 右

寛究年七
) ※ 持物

持物 供書
頭部落欠

持物
、

岩黒H五z ) 年/ 戊
※ 

持物 』ま

量喜門豊1 
政文十

蓮 像l掌口L 
は

香炉
lま

躍 』ま 宝 裏
郎 :究属文

の 蓮 珠 劣に花 月 月 力、 f通、 年錫

⑧ 数徳て大他其中年同賛委郡拾村戸村戸年拾同人拾壱 君

宰棋信仰
々実村正顕著な十四三六 役は一三

石 ( 聖 (信 ~t三E圭3 

公の 会の七教育 郡月十四員、会議事年五長、長兼務 兼務、元月永嘉ー 白誌調 巡 観 献 仰 献伸

喜音
灯 の 灯 の 田 の

稲 /塔 /塔 芭塔 大賛六月業交は議員十月 三員同弐、 岡山 治
、、戸-'

荷 右 左
任正を 三 十上拾同拾地 ) 、ー，〆 、、--'

東神社沼尾 Yノ ノノ

霊尾露童/ 五
車置/ 豊

読点、拾弐年得六て合村通及び八十七四同、郡会議六年四十ココ再選、年弐コ九年拾委会員年四=主代惣拾壱月 一一か一

東百 / 沼 迫田合長説年手月員月盟拾月 四 明 人 口
加辱月葬村 目 、岡 樟草笹大村月 入に大字釘幡 田 治な露向上月 山

カ知と量るii満期…耳 ザ、入
1761 1817 1817 1923 タ勲為 入 同合村合長村 目 、山

カ八す大山 月 本赤一外年拾 拾同に
57 100 55 54 73 ナ等、な枚 郡分区 ケ三 生弘勤

γ 、十村ヶー じ
41 33 24 22 21 平↓本令嗣り、子製依」 会副委三字戸 月同弐年

89 125 55 54 73 名佐平正 職 五正 五月

、平氏十法八 、 、同年社務草 、 年長村戸同温厚
※ 元昭秩辛( と化敬 岸月嘗村 敬 月猿 全誌家年奨等君大三七員 同 一
杉

来和父日コ書圭乙
は十献 、吉献 吉田

林 の 五 ・十 異四燈 国祥中燈 日彦 同(他 を月 三日二十 し
内 場十坂二日 な年(

道杉 ※日 (裏 ( 右 大神 与略事事心ii手主主主費年 同ヱ所五東月 立 る丁右
石 に年・吉像 角丑) 林田~~

積 移、西日( 柱型四観立 上村宅化文十 寒念
左

るる突吉雲の?ら??にi町iE費i雲i1聖i5富、1岡F山 t静建lf ~ 
み ) 

し楽園(右 月日
斜面西 仏講上 た泉百左 ) 、吉講

大正
、

彫刻人れ授与違長 村作士 明脇
と園番)宝 聖祥中 約四
本付供口暦 観日( 五年丁 中 十

脅長しにたさわ 外五月 治九年に近養 奉十 音※裏 。(
てない五同 同入石

製 あか塔 巡ー 脇灯) 釘丑左 年 、伝り宍四 二 ケ 山
狐 るら※礼年 寵文 右 四) 四
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文化財

⑨ 

ヨ孟回衣 庚塔申 碑歌 篭灯 大

頭観馬青 道祖神 典経 寵灯
馬頭聖 道祖神 待塔月 狐像

日

彦 百 如来 塔

つ
蕉) 

" " 
)) Fノ )) 

鵠〆山
)) )) 

沼尾
)) 

岩法弘
田

) 

1871 1744 1876 1867 

55 99 170 45 46 44 57 50 63 51 18 . . . 
未計

. . 
24 27 54 33 24 29 23 28 40 24 7 . . . 調。 . 
72 99 170 76 55 44 57 50 63 51 18 

に神珍歳未十 ( 

雲雀/ 八暗〈 十 喜i左z書i 蔵胎宇八
印山 (合 泉温利(

破の作主空吉聖口岩書高俸
郎 工 施主

( 一 ※ 

神像はし 雪c 
を田右ニ -山

双 十
荷様稲

界町呂来座盈四

)面
山口 体道

人一 瑞重上干庚堤い申古月日 哲品選臨 結氏九年県六

八量※喜/世詰人霜郎 喜組中

夜
十 / 神原山中

ぶ ※ 胃馬 L彰顕 ※ 左)右) 王
祖神像 の

=月Rut 村中 来像如 ) 左口口白 ※ 
属替上)

※ 

重に輪日左( 八歳やも 部 龍灯 ( 右桑)右
委主

※ は※ 石 口
の 法

墨四書左喜日

手 の 己

枝の輪月願主明 警Zで扇に

残) の さ

老荒木 つにも

表吾藷華川年

界定印
讃目歳卯十 ー

片 発起 摩耗進
卯天 上 な

? 敬白 治
巻経読 同三巻高 平田 人 ※ 狐

四 人か の 震徳 む メ掌口』 像石
下主※辛 ず

の) 兵月口 八石

馬頭書 馬頭観音 t堅言墨議音 待塔月 庚塔申

)) )) /毘 毘
/ / 旧沙

沙堂門)) )) 

草津道 先堂門
? 

1913 1840 1749 

65 48 74 26 77 . . . 
25 27 30 24 49 . . . . 
65 72 95 26 ワ

P吉田宮緊像喜長野古※寓蔵観書

!日三
吉日 庚塔申

草揮道脇夜塔上※ 
( 

つ
庄村 ) 

富蔵観音

カ宝
) 

兵天 欠 寛延

大Z上カI年十量之→ 

コニ 保十 損

を 沢 己

年七
勧請 を 巳

渡
年正

月
つ

山 fこ 月
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石造文化財

③ 大黒屋/i原中や」の百蕉 ②諏訪神社東/信州富倉の馬頭 ① 下平橋左岸挟/印象的な滝

句碑 観音 見観音

⑥ 大坂道脇/右は沢渡道の道標 ⑤ 大坂旧道下/西国四番の聖観音 ④ 大坂旧道脇/自然石利用の

百八十八番巡拝塔

⑨ 毘沙門堂/庚申塔(譲田彦神?) ⑧ 沼尾寺跡/三原三十四番の聖観音 ⑦ 沼尾墓地入口/達筆な巡拝塔
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① ① 番号

石 石
龍灯 z語 議田喜卓

石 大
龍灯 寵灯

/ 名称覇
嗣 !調 1調 日

( ( 

来如
( ( 

対
) 彦

稲荷
対

左対
右

つ ) 

右
) ) ) ) 

万 事神社/ 本殿高/ 赤域富 拝殿前域神社/ 赤 拝殿前棋神社/ 赤
道参城赤 赤城 参道城赤 か城赤 参道城赤 場

脇神社/ 社神/ 蔵脇社神/ 神社/ 神社/ 
所

1815 1898 1872 1812 西暦

52 56 106 106 78 70 46 265 265 高吟. . . . . . . . . . 
32 30 45 45 61 29 21 90 90 中国チき. . . . . . . . . . . 
52 56 106 106 150 70 121 388 388 総今

( 

※ 
文之同善右四同さ骨き 喜同衛門 年土江 金 十猿

敷茄子( 遠石神な大神八城赤
/村石中六秋雇/葉現ム 金域庫

右

北南
己)毘

五某氏目彦事泊回
銘) 

反事智苦大
工々(神百高大 建月 羅毘 大

化文十
丞門エ衛郎兵合ー吋ト

作に裏 神明
工十二 大権現神明 / 文改の

竿※向. / 講黒岩助1中t 

? 祈願)器( 左( 
順

伽稔衛仁兵 衛門・(日 (右
7二仁kE1l 官で~'tt;I.1:t;:I.-、

年亥 は2宮 の如主日 活手※ 五)八幡右天 罪出--右
主一治一

大L※き施せ)裏文化言九)左石尊大霊玉Z 勢大神予
行

四 車.霊

は岡lJ黒者圃・ 津藤右中藤左同2本々豊富正士編塘
.口L>， 像

式は年壬申※大神/八神/ 地月 高市ェ 十 上) ※ 
備

輯川琢郎A 命簡ー館 右ェ 年 ※ 

県山之丞 衛門.講中政十一大権現 蓮華 ~様多 祇 考

.同巾 月 高坂 主

文化財

大

字

/

生

須

地

内

i水i藤ttiZFTE号i局Z票 ② 

言己 古石
不動明

石 石 石 石
念 ヲ ト家ル課業継続事落胆限未骨和十年有灘謹 明情念碑/ 記夫 3罰5 ラ嗣 調 調 桐 調
碑 路工代美待期更正業ノ得ヲノ リ 用水路 ノ十ー 碑一

キ ( 

タ
伊勢事司資ト傍タ指導昭ナ 許可二

さ 王
ん

の題額/昭 シシラリノ和十シ ヲヲ年区 レ
) 

旧生 経由 此 稗 遂 此 基 シノ工得 農旧生
大神事 多赤 護神社/ 

道須 ノ益行ノ二 ーカ風水害築テ民相ハ 道南須集帯/ 南集 と経 ス シ 工科ルス村天
入落 歴和歴ルタ事学年六ニ ル 民 計 下 入
口/ 史十ヲトルタノ起月議区二ヤノリノ 口

四誌コ誠ル粋 遭遇ー力経済正 大本
I! ノノ ノノ

1978 2年シロ二ヤト工一 塁醒 ト I蜘 2007 1824 1813 1824 
三永疑実モ決シ ニ

81 は月遠ぺ県内二五総費壱シ水路 費約参拾余実ーシ 190 57 49 51 63 68 55 
宿二キ二区フ 再 ヲ 耕地 テ

49 場山之樽余地 於民べ万ピノ呈 土 71 33 27 31 31 36 31 
/入へ ケ心キ六復壊果決多 シ 改良 地

161 市 ンナル血合五円旧 喜 発間開 2話 157 59 51 63 68 55 
屋道木トシ模範 ノ理 工 円一

合施成式導工堰念記 の 爾因 結的 事クノヲ面村内 書※
下に 集霊国根※ 士2前5 : 

※(  ( ( ( 

正云テト晶ナヲヲ水 費 社神戸T右 右 右

和一路集水 霊統/群以稽トル計上制企覇増 ャ ハ の石積上
) 

霊五・(水 叩 重
り敬 テスモ者水路 テ シノ圃 崩壊t也 に

祭租 王

華呈ド主はま字九年

文政 村中 文

建十工延管 ・ 須 石山馬県村民べ云 シ県ク 員幅安治民
州形、義、 竜立 七 ( 政七

/設一事長・側用水 を シフ区ノ 看 ノ 左
年費七水壁 移鈴木耕ノ工べ 共民補助 語ル三二途 神伝説 の凹 髄

八年 ) 年申
管 ーニ六木付補償路 し 地相議 竣ク シベ尺志ナ

村をら 周囲も =月b 革文年
八理ニ七七枠)

使卸課 ル克ヲ労力同二為キ延長シ葱リ井君月 OM~/ 用二長従シヤク改築 困ニモ 群馬 の分部 吉月
敬 ~ð ・一一工

霊 今夏部落条 リ村ノコ 二
宝話す量 石て? 場の γ吉 日

三用須建設万円擁式取・/取事
」日 日三後 シ二三民ナ千悟

る 囲 所北 祭

書水省//完)壁/ー水 書位ー ヲ遂依箇年ノリ間及東勝 ル 神芝{ 市日村中
組 -路水 ※勲段廃二リ 不然二所

?急 岩
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石造文化財

竣工、修寄改五虫出大字小 紀念/ ③ 

碑歌 道標
念碑記 念碑記 頭書馬 道祖 信仰

碑年同も人名附※/大立圭雨村金十一 雲持一 神 塔

IJ IJ 公 道弓
寄砂白須村金五桜円 道集 集 集 草集

館脇民 者附左川 市円侍井 本二落/ 南 落/ 南 / 落南
津道落南

庭場
は岸日川三 辻 上/|日
地の久郎 旧 ノノ ノノ

2000 1988 1996 

61 105 124 105 36 52 25 . . . . . 
61 73 46 113 十 他略 ~，~ 58 21 33 26 . . . . 

人 / 大字
. . . 

90 105 184 155 生左 ::=:: ~!Ji. 168 36 52 41 

草軽 てしりぢ 道平沢渡 右
生原ネ百和六多併記合

中十市射
須十村側欠損さ明影村日 金

( の( ※ 
の成

沢久建H川昭者則仁道/ 弓
観馬頭

神双 自
十返舎/2丈政う込 さぱ〉 往事十一へ四津草 須/石 オ一コ十一 八、自ー十

つ富 然
にれ〉 工九二 吉之次郎 石
記 ぱの を年里へ

輝刻業株 L品午年十→ 担理
入荷誌十金旦-"" 像音 祖神

す一二なつ

のぷL屋建市山/化文文里/ 克ー

錬/士 ( と 口四
狂歌 九年まぶ 多 口円雲

) 像

※ すり
昭式合社/菅 ハ同 月コ浄佑

称号 )裏 道 いは(二
) 

※ 

樟道金草中「 生須の 茶屋の髪は白
授与 成平用場 明)台十輯宮択 十郎 破

政

風屋根※の暮 主郎書吋毒ら/総日槽完与昭 八地
治片 ( 

茶屋のし大根 津草こ坂峠 念記年十提供
四益 他略

者名商口工費
士里口

にるな 街/ろ 月者 一道口)
耳年/

竺十大正俗民記 に海北 ル年回屋子文め暮 市し世デ

一 碑/聖彦大 明治ム か γを入/十書信州坂道
川少派シ

碑歌 碑歌
今月十 方 ー赤一一

念記
昭将遣ヤ

念記
六(ーは 航路/長 l明八岩泊望書 真ゆ

次とのル

牧水

)一年貴重 二治六の 軍田か 碑 郎な校将ム 碑
、九( 年六八湯草津 い り 建る大

之 尉
) 

員七一九貰/料門な 嘩飾剛(一年八)品池rt--本家のてい九勢が有名の /草津 明(
ノJ IJ の)一一 明 八月 へ冬住/富く 通過

IJ 
べ 治維新 仏

Yノ

)一田治十 七九(一 I み 文政す
ル人
ツ伊 ) 

博香で宿

な 年九三ス七 様永世 年 回 士保幕軍 泊
か 年十エ三よ笠 子 (加信綱 ょを 念記

1996 1991 み月 1"""" を一沢 2000 り日敗 1994 

紀行大正(七ヂ仏 書/高野長英くX政八記/ 宗祇
七年本初最北し碑/ 明129 68 一月 ン人 l ー 幸昌 68 78 

中八(人 十九. . 

二i多量Z主八世 量 和産 年E童六
. 

45 46 46 探検家 に治明治ム 41 . . . 欧ハ . 
184 85 空 )九界的 (/小栗す 八 L長宗 85 米五年 100 

ニ 生 七 泊13 十月絵師 ノ に年再来 ( 月須)な) 年

八年十月 品上 /成平 /人あ 天かた 宮民あに王国土地別よ，、 大二と丈亀( 
ル紹ー

き野 デ介八
』こと /田り来 理碑あ 上保日一 一 ンす旧七

二雪降り 越後
三さき る重き言 中罪七(培二主 シる日三

年春 を唇

直建之 子八 /り喜若松描/ デ 年-1;:年ハ

ユ/本)
十の 部重紀 l」) 夫(八茶屋 十二 ル平陸八
日に国 昭社安つい 憩ヴノ人一一一) ト成軍月

けの 治行文重う雷E血 ルル み八八に月岩 よ六の/
昭 るさ

遥之主師市屋山t滝で同L 
ガデ ち三)憩(橿城 り年近ナ

衣郎聖予牧平成 か陣い2 功

諮m 昭六号量シ子六量h い- 六四代ポ
和 山合 シ ) 五攻 年早月化にオレ
寸租十牧水村入世大ルヨ戸〆慶J;5桂壁 時当φOのめ

い日つン
て妻 一年 山立航トヤ四 茶様)た

年
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文化財

対
岸
の
村
は
生
須
村
学
校
の
あ
る
ほ
う
は
小
雨
村
と
い
う
の
で
あ
る
/
学
校
に
も
の
読
め
る

声
の
な
つ
か
し
さ
身
に
し
み
と
ほ
る
山
里
過
ぎ
て
/
生
須
村
を
過
ぎ
る
と
路
は
ま
た
単
調
な
雑

木
林
の
中
に
入
っ
た
/
幾
山
河
越
え
去
り
ゆ
か
ぱ
寂
し
さ
の
果
て
な
む
国
ぞ
今
日
も
旅
ゆ
く
/

白
玉
の
歯
に
し
み
と
ほ
る
秋
の
夜
の
酒
は
し
ず
か
に
飲
む
べ
か
り
け
り
若
山
牧
水
/
平
成
元

年
十
月
昭
次
郎
建
書

一

歌

碑

一

万

一

附

一

位

閉

山

一

浅
間
山
の
詩
淡
い
煙
り
の
下
に
黒
斑
の
鋸
山
が
柔
く
見
え
る
と
春
が
く
る
陽
気
な
雑
木
林

の
葉
ず
れ
小
鳥
の
コ
ー
ラ
ス
燕
尾
服
の
浅
聞
が
白
髪
を
ふ
り
指
揮
を
す
る
盛
夏
太
陽
の
光

が
地
上
に
赤
色
を
塗
り
つ
け
紫
外
線
の
み
山
に
た
た
き
つ
け
る
唐
松
と
白
樺
の
葉
が
軽
快
な

ワ
ル
ツ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
む
秋
白
い
ハ
ッ
ト
の
巨
漢
の
浅
聞
が
パ
イ
プ
を
口
に
黒
く
ひ
び
が

破
れ
た
指
で
ピ
ア
ノ
を
弾
く
初
冬
/
昭
和
五
十
六
年
新
春
昭
次
郎
誌
書
※
多
く
の
句
碑
歌
碑

類
等
が
周
辺
に
あ
る
、
掲
載
以
外
は
略
し
た

④
一
馬
頭
観
音

H
H
/庭
入
口

歌
碑
(
牧
水
)
一

道
上

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

歌
碑
(
牧
水
)

お道
2t祖
とE神

集
落
北
/
町

文
化
財

集
落
北
/
H
H

集
落
北
/
町

文
化
財
周
辺

か
/
庭
入
口

11 

剖一

3

3

3

一
(
馬
頭
観
音
像
)
天
明
元
年
/
八
月
日

げ一

5

3

8

一
※
上
欠
損

4
一

馬

頭

観

世

音

(

左

)

大

正

三

年

五

月

引
一
回
・
お
・
回
一
施
主
黒
岩
俊
次
※
文
化
財
馬
頭

l

一

北

、

右

1
左
順

(
台
)
生
須
村
・
小
雨
村
講
中
/
世

一
話
人
中
津
忠
左
衛
門
・
黒
岩
善
三
郎

剖一

0

5

m

v
一
星
野
七
兵
衛
・
高
原
口
右
門
・
石
工

同一

9
・
8

2

一
吉
蔵
/
青
天
保
十
二
年
巳
十
月
吉
日

一
※
町
指
定
文
化
財
、
小
雨
側
と
対
、

一
年
号
以
外
は
石
材
劣
化
で
判
読
不
可

1989 

94 

64 

149 

1996 

75 

58 

104 

※/完
握山 22
手市、
姿 屋 場

/帯
平座
成

像八)

年平
士成
呈道

日語

一
九
十
九
折
け
わ
し
き
坂
を
降
り
来
れ

5

5

凶
一
ば
橋
あ
り
で
か
か
る
峡
深
み
に
/
大

8

3

日
一
正
十
一
年
十
月
十
八
日
/
生
須
の
橋

を
見
て
若
山
牧
水

馬頭警 馬頭観音 馬頭観音 馬頭観音 馬頭観音
石イム P 

庚塔申 龍灯 地
観主日主 両石 ii 融)/衣割白原観音経典塔合 体像双 塔名号

( 墓

蔵薩菩

遠石
国

根白
の

) 人
) 

/ 集落北 集落北/ 集/ 帯~t / 集落北 / 集落北 / 集落北 集落北/ 集落北/ / 集帯北 / 集落北 集車/ 集主/ 集/ 室 集車/ 集/ 車 / 集室
11 ノノ ノノ 11 11 11 11 11 ノ/ 11 11 ノノ 11 11 11 11 

1790 1810 1989 1945 1989 1897 1862 1868 

41 49 41 48 49 24 69 100 70 51 66 64 101 70 54 51 . . . . . . . . . 
25 28 27 24 17 15 53 39 42 49 31 18 37 40 24 22 . . . . . . . . 
41 49 41 48 49 24 69 100 70 51 66 84 101 70 54 51 
( 

材化劣 ( 

( ( ( 

右※ 庚申 成平
施主口 観世音

ご仁と1 F 『

供養塔無審
京明治奉拝衣観音鮭向2口

持※
根重関唯 七月無南 毘主年車企観

頭観高~ 
馬頭観音座憧

頭観高馬 頭観高馬 左ら 頭欠
日右 つ頭

高馬頭観 ※ y年月u 
1産はL年HE 墾E 像4畠阪

像は

開票高梅田印豊( 依

口( 坊

馬頭観青

記目日 裏 主 郎E 仏阿E 
) 

大十一
、

※左
) ) ) ) 日

皇帝己
寛政

口 来如日 日四ケ巻千) メ掌像口入
墓~~

口 ※ 像 ?嘗右

化文七
石 つ 市JII ※ 千

かも 市川又四 所観世青(供蓋塔主主腎阿主
郡楕桐丁子1慶腫辰四2 材化劣

、
と

年/ I 老桜前
次昭 坊主 手

年
建郎之

頭 年百
郎建(右玉 蓮 西壬

※ 蓮 町成
日 石 つ

左~ . 
を

) 
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石造文化財

⑤ 

と骨ム イ仰塔言
馬頭観音 子安地

(巡 巡
庚塔申 無縫塔

馬頭観音 馬頭観音 E 馬頭署質量 拝塔

蔵 塔

集落北/ 安地蔵辺周葉/ 子説北 集落北/ 集/ 蕗北 集落北/ 集落北/ 集落北/ 集落北/ 集落北/ 集主/ / 集落~t 
l! l! l! l! l! l! l! ノノ l! ノノ

1781 1771 1834 1781 1782 1781 1772 1833 1810 

79 68 42 86 87 80 60 43 42 48 46 . . . . . . . . 
30 37 27 34 32 42 30 23 31 29 80 . . . . . . . . . 
90 109 145 128 108 100 75 43 42 48 46 

少丑喜寒重E諸E 
品連h森吉蔵郎/石黒岩千人霜かち・ 女人世話人主竺 嗣作左奉誼繭奉納扶父 猿て鹿塔天申/ 

子安※ 年七 寂泰園

Fi 高
( ( ( 

頭署像い九吉月※ 日 工※工 早み/中 保天

天哩7大霊Ettj困h 

地十月 口

作豊 ・ なせ議五

蔵露/山口仙上座品満信州亀津中四(い 干ι 千七
明

) 

) 

興寺和明
な 郎裏・

) 

保天
化文七

) 

事仏塔 布天明
姿 )い孫文 て月と( 

ヌ年じ ※ J¥ 

子安量高命辛2 月

の木下 蔵市惣ね ー 日空 ※ 王口
脇

/ 年四巳 / =月と

長地 ・川延ド話 エ十月
八部/、

日
儀右 / 明

の
/ 天

天 地
はフ年じ 好蔵山太弥良E ょ・ (門 コ

喜月故主( 明
月 蔵 七 日

蔵、小警次 - ょL左フ口
一 門エ 辰和九 lま

吉月日
吉月地当 ( 一 i口_" 

にさ
日右 壬 碑墓 日

⑦|⑥  

道
標

分
岐
/
刀

庚
申
塔

分
岐
/
中
学

生
須
集
落

月

待

塔

集

落

北

/

道

(
勢
至
菩
薩
)
一
上
墓
地
北

馬
頭
観
音

集
落
北
/
H
H

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

馬
頭
観
音

集
落
北
/
H
H

馬
頭
観
音

集
落
北
/
H
H

馬
頭
観
音

名
号
塔

集
落
北
/
H
H

集
落
北
/
か

集
落
北
/
H
H

集
落
北
/
H
H

集
落
北
/
か

集
落
北
/
H
H

右
さ
は
た
り
(
右
)
御
大
典
記
念
/
昭
和
一
三

向
年
十
一
月
/
六
合
青
年
圏
一

部一

5

8

5

一

第

二

支

部

生

須

支

曾

一

四
一

6

1

6

一
左
久
さ
津
(
左
)
↑
湯
の
平
履
徳
温
泉
二

至
ル
九
百
四
十
七
米
一

※
白
砂
川
左
岸
山
中
を
通
る
旧
温
泉
道
道
塵

一
庚
申
供
養
塔
(
右
)
育
文
化
十
四
丁

口
一
氾

6

氾
一
丑
年
(
左
)
九
月
吉
祥
日
講
中
※

同
一
決

3

M

一
郡
内
最
大
級
、
伝
承
は
一
字
に
米
一

升
入
る
、
日
月
と
瑞
雲

(
勢
至
善
薩
合
掌
座
像
)
(
右
)
品
目
弘

6

7

3

J

一
化
三
歳
(
左
)
午
十
月
吉
日
(
台
)

制
一
川
・
侃

-m
一
三
夜
待
講
中
※
大
き
な
二
十
三
夜

-
一
;
一
塔
、
三
日
月
、
飛
雲
、
牡
丹
、
卯
像

を
刻
む
当
地
月
待
塔
の
優
品

1880 11834118201 1853 

円

i

ワ

】

門

/

4
.
2
.
4
 

q
J
'

ロU
'
q
δ

4
.
2
.
4
 

n
u
n
u
n
U
 

3
.
2
.
3
 

ロU
・

氏
U

・

氏
U

4

2

.

4

 
(
馬
頭
観
音
像
)
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円

i
'
n
u
'
門

i

3
.
2
.
3
 

4
・
4
.
4

3
.
2
.
3
 

9
-
-
n
u
.
9
-

3

2

3

 

(
馬
頭
観
音
像
)
文
政
三
年
/
七
月

(
馬
頭
観
音
像
)
天
保
五
年
/
午
七
月
日

(
馬
頭
観
音
像
)
明
治
十
三
年
/
辰
十

月
日
/
吉
十

(
馬
頭
観
音
像
)

(
馬
頭
観
音
像
)

(
馬
頭
観
音
像
)

(
馬
頭
観
音
像
)
嘉
永
六
年
/
丑
七
月

日
※
下
部
埋
没

ゥ，

'
n
u
'
門

i

3
.
2
.
3
 

9
一

一

南

無

阿

弥

陀

悌

(

右

)

文

政

十

二

年

昭
一
回
・
引
・
町
一
丑
八
月
※
下
部
埋
没
、
付
近
に
馬
頭

l

一
観
音
や
無
縁
墓



文化財

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

歌
碑

分
岐
/
H
H

分
岐
/
万

分
岐
/
H
H

分
岐
/
H
H

分
岐
/
か

分
岐
/
万

分
岐
/
万

分
岐
/
万

分
岐
/
か

分
岐
/
万

分
岐
/
か

分
岐
/
H
H

2

川
町

2
一
雑
木
林
の
ト
ン
ネ
ル
の
白
根
見
ゆ
牧

8

H

8

一
水
径
は
背
に
浅
間
山
昭
次
郎

6

5

6

一
暮
坂
の
路
傍
に
揺
る
る
吾
亦
紅
男
に

8

9

8

一
供
へ
む
と
夫
と
手
折
り
来
い
ち

9

0

9

一
下
草
の
す
す
ぎ
ほ
う
け
て
光
り
た
る
枯

5

9

5

一
木
が
原
の
原
木
鳥
の
声
若
山
牧
水

3

6

3

一
牧
水
の
触
れ
し
石
ら
も
牧
水
の
踏
み

6

9

6

一
し
士
ら
も
旧
道
を
行
く
春
男

2

2

2

一
里
雪
の
間
近
と
知
る
や
火
の
山
は
す

8

9

8

一
で
に
三
度
雪
装
へ
り
貞
子

雪
明
か
り
月
明
か
り
し
て
村
囲
む
稜

幻
・

η
-
m
一
線
の
木
々
春
ま
だ
遠
き
ア
キ
エ

※
二
列
目

60 

92 

60 

若の露
山光霜
牧をの
水 ふ と

くく
みる
にカま
をご
うと
もく
み天
ぢつ
葉日

一
枯
れ
し
葉
と
お
も
ふ
も
み
ぢ
の
ふ
く

∞∞

-m
・
∞
∞
一
み
た
る
こ
の
紅
ゐ
を
な
ん
と
申
さ
む

一
若
山
牧
水

5

1

5

一
日
を
追
ひ
っ
〉
紫
式
部
の
彩
冴
ゆ
る

8

8

8

一
朝
な
夕
ふ
に
季
ふ
か
む
な
り
ト
ヨ

2

0

2

一
牧
水
の
歩
み
し
生
須
の
旧
道
を
行
け

7

8

7

一
ば
足
元
に
こ
ぼ
る
紅
萩
い
し
女

か
ら
ま
つ
の
黄
葉
は
詩
碑
に
ふ
り
か

9
'
旧
・

9

か
り
暮
坂
峠
の
秋
ふ
か
く
せ
る

8
1
M
M
1
8
-
富
士
子
※
歌
碑
群
の
西
側
前
列
、
南

一

1
北
へ
記
録

7
・
焔
・

7

若
き
日
の
妻
と
牧
水
路
歩
み
し
は
昨

9
1
M
1
9
↑
日
の
如
し
落
葉
鳴
る
音
宏
衛

典塔経 歌碑
碑E耳tιへ

4記d也』、 碑歌 碑歌 碑歌 碑歌

碑

語蓄い心量東
分/ 岐 / 分岐

分 分
/ 分岐 / 分岐 / 分岐

/ 岐 / 岐

ノノ /ノ ノ/ ノノ ノノ ノ/ ノノ

1856 1995 1978 

76 103 95 110 86 108 87 100 . . 
34 100 130 92 92 127 80 105 . 
127 103 95 110 86 126 87 100 

乙J安r:臨韓布童書巷
れ 牧

て紅葉映 野反
年十 生を土の光ら(生 若澄も 野二観光和勝麿書 きゐてつ る木 百地ひ

は水
須歌碑苑出地詩を六んJ..須歌碑苑

山みみ 豊五 五 つ胸乃毛 路津 くの 江にね

拓地 の る湖 一 びっと数多 合一 牧ぬぢ
八協ノ/贈よ、r if > にら

し間 野も

政二衛円華 へ 蛙草
子へは 月 そ子短 紀 に二 水 る 葉 ※九三(き見越

水像牧 洩より 菜沢すを
し夏 吉 の 行文 の入二 すの ノ 年裏の見てり

丙齢字
此も まの

Hを惇業者相寄歌愛好牧り 短つ十

カ~ v、後列道県九 十地 戸せゅは の郭
のて 〉賑 建 に歌た大正 たま 月主のてくる 立れ 荷公

長八一 路越 には 立に 残と牧水 月 寂照 側星伊勢崎 一ー黒 さうり希 っく をの

冬十 十石 通え 昏ひ すあし「 I十 しと 匂り 野石 十岩 びちんき 暮る
重ね声透

四 塔 ふし れす るや た告は日一 日 しつど路山 坂陽

一歳 右 暮 てで か 然自 年 ぞふ
材工茂市/六君ラ附 さ希にのう み

峠に おり

月空)
坂 ゅに 主肌る その 津草 見秋 背 りく

久吉路吾
く終 べ こ旅の し山 業呂合 浬中暗紅花る を る

吉中

'" 七 く 水 で 」風か の 星町村 く登 勇明 拓日
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石造文化財

之ごそ山辰て口あ で時 天に 振向りかはたのる昔て谷跡降 ⑧ 
石いし引のお」るすは様な ま草刈り 。く夏は沼よ
輝刻にて沼口祭と岩山。村のつ え はぽのどの渓り沼

碑念記
碑歌

弘支師高組轟頼生のより呼び し人「てくて て地日の形 の

ま須池岸対りを のか達ほいと帰に不が、家状流碑来由
れのに し、わしはこま池る行度 思急村もはが
て人越引 、石造 れ、こらすのよ 議にの馬失入
野が 遣村 目いの L 0主なう に な 池喜をわ眠

) 

反野ま のりかつ弁天をその 小 こ に 飼れ 跡降
五跡/ 降 岐一 道県

分/ 岐 / 分岐湖反しの安のらの 作主りのよ日さとながった流末
に湖た地全 頃様主う々な、り ても沼

百釘奥県道 百先H/脇分行に 。にを不警越引 かを のながどよそ刈り いのはは /J /J 

つ行し引祈願 し池拝のたも続じくの まと西天
たくかつ をてのみ安めのきょ見中にし思の年明
そとし越し雪行水雨住にがまうる心行たわ須 2007 1835 
う必そしましきがごを池「しがとのき。れ川縦間
でず雨池のましままだい祈のさた沢うよ帰り そるに 100 95 43 79 
す した し ん を 願 ま わ 。 山 な う の入コ . . . 
。カ去のた 。しただし Lんさ草増えぎなに馬香妻る横閥十五ト 152 101 37 29 

成平降水。さた。んまま中わを のとふの . . . 
るドて 。そとししに」負背草メりリよこと草刈郡誌 す 100 115 130 178 
とが降の少たたあと うろ でLいな跡型大な る小つなに寄l口I り)に 之=月Eと3 さて/み

( 

海波年乙湯殿納奉納百うくそ沼五きくそそへさての物へ が底昭間 贈/市 きをさな 法弘
八の号のの月ななうしそな「脅ノがそい日 初和の 日のるびか
月吉で 池主五 わ り 、 す て の 波 ど 泳 のて課近沼 大 花深しみ

大霊師 震り未十月吉 ul 八十
もで日れ る 日 ょ を つ に い よ見に 期き

川昭伊勢市星 若山り さよ紀行日日雲水す、目降と照うたこ村でうるなく(な

※日 (皇塔八番供揖r照祉Hがが村中 一跡必りなてい人いなとつ共昭沼
次書郎 牧草成山んだう 落葉が枯野「

) 

黒岩 ザ少、 帯の雨ずが島るしはま島数百年 て有和が ※ 
ド村のの 主 続にのよどしが いの二あ 手 座台)左 塔

勇ききくの人地ががい石で」じた出 ま採草地 年つ 野のくの
-の な東 がを村降て造真とよ。てへし )た 石濃れ旅 鈷

に左美担( 

い 時 fqに 集「のつ困りの休う其いたた に跡降 材庖建 八 い に 花叶町)右
ち は あま辰東たつの地んをのま巨。有り お 年十 む 咲 よ

珠数 亀六奉建雨宍入るつのにのた弁名でつ後し木あ い山 らきり 、

月てろ生 ⑨ 
ト一一一一一一 渓と須村

馬頭署
市川川ろ 文学碑

頭警馬
碑歌 ( 石両

昭のとを
弁財天

真白 僅過
次郎 かぎ
日JIIなる

道時針旧水/ 牧

ト原傾斜 と
ヨに 路 水清道県

沢入ダム跡/ 駒陣 /道県跡入降

富丘上島/ 霊
芝わをは

れ等登つ単調 水脇/ 牧 脇口
※ゐてな 口ケ 先

水牧てい雑林木
1781 のちうのく 1993 1871 1996 1808 

「一一一一一一
50 ずにでの 88 60 78 78 

ミたあ中

29 た|日 へるに 61 39 138 43 
た。入

50 道は山り路手 つ 88 77 98 78 

層
十人た

十一幕の吉日富i警像量
之月花槌/散 みメの堆今 右

紅葉 た ま 贈/市 吉 を せ な ) 

l かで 神坂道 ※ 日 埋ずれる か
文化トをい下り

ル上牧李成若五山 滞峯で

碑はと道県
川事崎苦め葉署み 五

思天
座台鍛治より ) 昭 水牧山ての 年

をはあ 次 ぞも
通かつ の屋三日

郎書市星 をるみじ枯野

( 

を哩 左

害歩毒71 
つらた み警十穴

) 

宍かが

gi! 野石平成んり色のの 辰

22 材軒八どは旅L 

月吉き月
石吉 年正 乾は うまよ

いと 、昔一 の だ り 日上 月
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文化財

議

③ 三本辻/赤岩と結ぶ里道改 ② シラキタさん/村を見下ろす ① 赤城神社/入口の大灯寵で

修記念碑 尾根に祭組の不動像 多様な神々を租る

⑥ 馬頭観音北/二十三夜塔の優品 ⑤ 馬頭観音東/今も講がある子安 ④ 県道脇/町文化財の馬頭観音

地蔵

⑨ 降跡池/池の主を租った弁天 ⑧庚申塔東、旧道沿い弘法大師 ⑦ 県道の辻/県内有数の大庚申塔

石桐

416 



石造文化財

① 番号

塔巡拝 頭響馬 警馬頭
地

馬頭観音

四

地蔵喜 念碑記 道祖神
名称/ 費蔵菩薩 方仏

観音堂 観音堂
ノノ ノ/ JJ JJ JJ JJ JJ 

聖堂書場/ 
/ / / / 

/ 石段
場

JJ JJ JJ JJ 

左前
前
右 右

下段 所

1862 1763 2000 1912 1872 1982 1843 西暦

110 120 42 68 47 39 40 78 59 40 高句. . . . . . 
36 35 18 18 16 21 21 18 28 30 。国チま. . . . . . . . 
144 147 57 68 60 53 100 78 76 54 総今

数珠な一ー(左乗奉納百 権六十=奉納

/月中r馬頭観世音 頭観世馬音

※(  

E 言観雇 種(北像露如来阿 (東 延命地
五六

部年記霊神像
弓十ー台 メ口』

十七 地 銘
を願い宣f月午 L廿J 妙塁ハ

惣兵宵同-年委/ 未古同

里:弘金は 馬は 破風 ※ 
持のコ八 突像 蔵

有名
文/ 改

つ信岬文恕民日夜勢至拾六拾八
は大間 口

山属( 裏 後背 ) 

地当 ) 量観音盤印
他

法大些田弘恒 面に/ 者轟文久 部中(所右
苅に恩大主牢/ 十月吉

明
の

少に日量旦恕西は

-Fi¥ a 行

建之平空 治 地

予庶 喜衛沢門) 

五
蔵も ※ 

器にと醸国2成 奉事夫
口

備口
兵衛中 年 年/ 

類同
和

ヲ 南 考
沢 」は 上回日 の )

大

字

/

入

山

地

内

② 

庚塔申
道

馬頭響 警崖官塔 空自 標道馬頭書/ 全金包 信仰塔
石

議号室室寵 頭届観音
庚塔申

頭馬観音 地蔵喜
巡

祖神 段 拝塔

つ 石

一 柱
) 

書辺葉/ 地 入口/ 型木集落

JJ 

入井戸下口梨木/ 集落

:) JJ 

豊入口里樟道/ 

落西荷付 子安

E脇芸様手前

!J JJ /1 JJ JJ 

1/ 
トか

腹中場/ 集
さ

ル二 ん
蔵 先百

1921 1902 1842 2007 1796 1749 1833 

75 52 47 68 62 41 30 27 49 53 76 47 63 117 . . . . . . . . . 
20 38 27 21 45 21 16 14 24 30 30 24 32 48 . . . . . . . . . . . . 
75 70 47 92 81 48 30 27 83 65 97 59 63 171 

※ 
( 

吉月 猿田 人がの 奉納十 塔は つさ 冨読書憧 腹山の様天神
か口

沢月中無縁供養塔

年号不七( 形風吉月究字
( ( 

日塔/天奉納西
瑞雲

産道事樺
不詳務省

馬 メ掌地口』

日産/ 犬神治明

右に / 天 親号日口 馬事里晶 日 口
』こ

奉納 二 嗣内 ※ 

畳宇※は7庚帯E 申/ 観基田馬頭 需沢浅右中保同f手
保十 ) 

※ 蔵

年奏蹟/四巳桂史-・
き

同特神/ 山氏 荷柑場集事 石段
1間助中3) 政宜

立

彫像り 孝建) 裏
像

揖本氏大正
年十月古右i山E ノ

上
柱

之 平成十九年九
下

十五 を
八 ン二

) 

祥五吉月板東百番供養
は

年/ 十九月
道|日 ※ 

見下 務省内

※己 、己

庚申
年第/ 、脇荷付場

干支 巳 上巳
※ハ

ろ と年/ 破は年九iJ冶 鉄く す つ
? 
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文化財

石
水盤

石

馬頭書 士宮塔 馬頭観音 馬頭観音 庚塔申 右近

時/ 庚塔申
寵灯

嗣 嗣
つ の

山
石抱神

/ 木梨
宮梨木/ 大神 大神宮下 梨木/ 木/ 梨 詰の旧梨木4 

道土上手旧木/ 根梨山 諜道旧/ 地

IJ J) IJ IJ 

/ / / / 
IJ IJ IJ IJ 

ノノ IJ IJ 

中 脇蔵

1844 1845 1870 1899 1922 1849 1821 1808 1848 1688 1990 

41 15 48 58 37 48 189 60 118 61 160 . 
未計測

. . . . . 
28 33 22 30 23 30 72 30 39 27 60 . . . . . . . . 
41 15 48 58 49 66 207 75 220 61 240 
( 

穴西※ ※こ治明 十月( 吉十

実凹道見本山口盟理旦 百通観富
石※

元七申 奉納百
塔申 ※ 口

祖建/五平些
右

台、へ天根屋 日二 台、 伝説 墓口
) 

ハ像馬富音天 の三

/ 火神正山

か石口

保十五
か保五十外欠以 先でカ 庚午年

上の
祥吉月 /十¥ 

獲状が→、/ / 貞享五持力ち
修復て 門再年建

) 兵衛一 ) 

夏草八養( 辰吉ける 明
※棄 政文

つ

左 ブ月 治 十

月※ 戊予辰六
カf

) 日 の口 一
簡聖道m → 四一

四 抱
法名略( 右 彫刻年口

※尾 道坂嘗口 十
年/ 十 / 年十

き

吉月
柱円に 根東端

抱え
五

が

/ 年五 石積嘉永
古月

日 終 一 d zrtF-i-・ 一 二月と
た "、

了 月 月 み 庚

龍灯 龍灯 龍灯 水盤 寵灯 寵灯
観音標/ 道馬頭

石 石 石 石 道
調 嗣 !調 !調

祖神

左対 右対

( 

左向 右対左対
、-〆 ) ) 

IJ IJ IJ I! ノノ

神社訪品

益予京壇葉/ pp 

木/ 梨 木/ 梨 木/ 梨 梨木/ 木/ 梨
/ 露

/ 拝殿前 / 木原諏
ノノ I! ノノ I! I! 

梨

1819 1819 1833 1973 2000 1762 1875 1848 

196 196 175 67 180 55 23 68 55 25 41 . . . . . . . . . 
84 84 80 119 54 29 18 45 27 18 18 . . . . . . . . 
84 84 217 67 180 55 23 68 55 25 41 

品平 ~ 裏
信州重会5己喜奉嗣 も中( 奉納諏訪大 会本青年再献/昭奉献昭和激( 清右 意年急岩霊 奉襲訪 石材奉製訪

※口( ( 

祭※
吉月 道祖神聞き

口は 六月吉霊詔宮宝暦十

右
前日建物

じ金奏
) 

村氏嘗 銘文両一宍口 木品 日 二
安永 危日 右

和十)
級技能 大神明

四 石洞

子中
品萄等樟草塁目u需( 

四二創 ・大神明 )年 歳
主)

年十年七立一
運車 左中は右

乙 四 佐=と事71' 
き(士(

未五
基

※ 

八月 廿H週詰7/ t l 

く裏

黒岩輝雄) 施裏主

、
Y年E 

遠高 裏
の首(5 つハハなハ

製洞木
え 1酪主雪 月

彫物り※き天保
八七 五二

( 

石 政文 左石
梨日 造替日 年十記 O O O 

口ゆか ) 

工
工 年弐 向 持 四 岩黒 口 四

九申の 右年 道 基

418 



石造文化財

灯
寵

灯
龍

如
意
輪
観
音

庚
申
塔

記
念
碑

記
念
碑

馬
頭
観
音

石|石
嗣|桐

狛
犬
(
対
左
)

狛
犬
(
対
右
)

11 11 11 品
木
公
民
館

上
の
尾
根
/

お
堂
前

11 ダ
ム
事
務
所

県
道
・
ダ
ム
問

か
/
拝
殿
東

か
/
拝
殿
東

か
/
拝
殿
前

か
/
拝
殿
前

日
一
泊

5

泊
一
奉
納
水
没
記
念
/
昭
和
四
十
年
※
ダ

四
一
日

5

日
一
ム
で
集
落
が
水
没
し
た
際
に
建
て
た

7

-

3

)

一
常
照
燈
(
右
)
弘
化
四
丁
未
七
月
吉

倒
一
直
・
侃
・
則
一
日
(
台
)
施
主
山
本
藤
次
郎
/
山
口

I
一

;

一

長

口

/

施

主

村

中

55 

40 

115 

妻茄
日意
ム輪

観
音
像

※ 
蓮
華
や
/、
角

一
庚
申
塔
(
右
)
賓
暦
十
三
年
突
(
左
)

回一

7

9

7

一
未
五
月
四
日
※
日
月
あ
り
※
一
帯
の

げ一

7

2

7

一
石
造
仏
は
ダ
ム
建
設
で
、
品
木
集
落

か
ら
鎮
守
赤
城
神
社
や
お
堂
に
移
る

一
慰
霊
之
碑
(
裏
)
富
山
勝
新
川
郡
朝

一
日
町
境
水
島
喜
一
郎
四
十
六
才

。
〕
⑪
一
昭
和
三
十
九
年
七
七
日
夜
/
広
島
勝

:・
1

i

一

日

7

U

一
呉
市
吉
浦
松
葉
町
土
手
明
二
十
五

一
才
昭
和
四
十
年
八
月
二
十
九
日
残

※
遠
方
の
方
が
工
事
で
事
故
死

1966 1846 

ハU

・q
t
u

・n
U

3
.
2
.
3
 

q
d

・0
0

・q
d

4
A
.
つ】

.
4

F

h

d

q

3

n

H

U

 

4
.
2
.
5
 

4
・

η
・
閃

I

E
、
つ
臼

吾
妻
川
総
合
開
発
記
念
碑
/
昭
和

四
十
一
年
三
月
/
群
馬
鯨

馬
頭
観
世
音
/
山
口
鶴
吉
※
品
木
原

旧
道
口

(
右
)
弘
化
三
丙
午
六
月
吉
日
梨

子
木
村

奉
(
裏
)
寄
進
者
黒
岩
輝
雄
/
梨

2

5

η

一
木
湯
本
忠
吉
/
草
津
町
湯
本
武

6
・
2

Z

一
平
/
横
浜
市
湯
本
正
男
/
厚
木
市

湯
本
辰
雄

前一

2

5

W

一
納
(
裏
)
施
主
一
級
技
能
士
黒
岩
輝

叩
一

6

2

a

一
雄
/
昭
和
六
十
二
年
五
月
吉
日
建
之

無縫塔 桐石 龍灯 待月 巡 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五

芸観首 像法弘拝塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔 輪塔

対右

塔
つ

立裏尾根
11 JJ JJ JJ ノノ JJ Fノ JJ ノノ JJ JJ JJ ノノ JJ ノノ JJ 

/ 霊前
/ 堂 / 堂

の の
東 東

1680 1774 1847 1843 

53 56 160 86 78 60 77 87 87 83 87 82 80 79 100 35 33 . . . . . . . . . . . . . 
30 38 57 46 45 31 33 32 31 29 30 32 32 31 36 21 18 . . . . . . . . . . . . 
82 56 160 86 78 60 77 87 87 83 87 82 80 79 100 105 98 

行人吉月 費ラ謹 望年九奉嗣 九島l 九t-
lま ほ フ全ロ 全フロ 後列 フ全ロ 全フロ フ全E 

ほ 認、 前

iizi 
百八子に卯五憎重偉ぽ ぽ lま 列

全7G 全7G 
な な 西 な な な 全フロ 上西

塚党字 波一t口 形 形
東

形 形 形 は東1 十八番警独鈷と大吉月( 、 、 、
合天

は品霊童/聾/ 

相輸の
大 木

干支不 化弘四 水輪ノt、4 

水輪欠
空

子安の 保十口 ) 
珠数/日) 台

日芸 全7G 輪欠
?順

※ の、二天
(が

致丁午
埋 な

下碑文未確以

地年主主
係関二十七保十ア お

没部 形 蔵は ( 左

乙ン盆T4 柱形円 三
※ は十七番四

埋下
』ま 子)

?番年/ 
書 を五人 と※か 呼ー 午甲 没 抱月講っぶニ
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文化財

③ 

聖
観3日"z: 標石

(巡
石嗣

馬頭観音
龍灯

属頭観音 頭観馬青 議 重響/ 量
神山

馬頭署観日 霊童
大師

ノノ 11 
東隣八百

11 
東隣八百

11 11 ノノ 11 八ダ 11 ノノ 道品

八十上ム

量産/ 車
十 十
J¥ 八番 番前 / 百
番

1931 1895 1804 1955 I 

39 39 48 128 89 42 158 46 56 37 46 70 46 . . . . . . . . . 
28 28 18 40 38 37 60 24 33 35 21 25 26 . . . . . . . . 
39 39 48 128 89 99 158 65 65 50 46 85 64 

聖

高合掌観
霊列右※ 奉童極東ff十

落本f専数西( 左右 作品な/安山士一
桂タ※I奉抽/ 拍明

珠数はてご

I百量警像
左1楽(

1ハ落E、頭主馬ー警 の 塔困座像量 右ニ
の※っ豪f自

八ロは郎コ※()右板東. 昭品 、政面ハ

i斧手璽i i 像
六年和 木世更 / 村中日) 

順持物 ) 
」v/右

供番手口・( 州の午星
は※

一t¥、
左三 に亥秩台

/年十¥ 
剣馬

※ 
順番 文化 との 5京 氏和※ 番

年号先独鈷、吉口日 史百八拾奉建立 蔵観音品 月吉 ) 宝導 つ左 lま 山 はか
欠 口 五 左手一 輸を

損欠久? 
年十

蓮 日(
て月とけ 損珠数(左口四 吉良 を※台 に※

苅右曲癒旧Z る
左 /¥ 

秩父 )口国
勧請優美Z麗L 日 宝輪物持 lま 月

? 
欠山口・ 欠

聖

躍如来阿
大 千 千 観音

藁如来師
虚空 釈迦 観音

躍如来阿
滝 地 聖 標石 聖 観音 観音

聖
観音 聖 i

観日 日
観手音 観手音 見観日 蔵書薩 観音 観f日z 観日 観日

来如
つ

蔵菩薩 来知

11 11 11 11 11 11 11 ノ/ Y】 11 11 11 11 11 ノノ ノノ 11 11 11 11 

44 40 41 40 40 41 40 37 40 40 33 40 41 46 47 41 23 23 47 40 36 . . . . . . . . . . . . . . 
20 20 20 21 20 20 21 21 20 20 20 19 21 20 18 21 20 20 20 20 18 . . . . . . . . . . . . . . . 
44 40 41 40 40 41 40 37 40 40 33 40 41 46 47 41 23 23 47 40 36 

聖
の(

手盟育座像下 観音千手立 観陣像音
番本尊の右左目5宙完エ

場迦如来産d 
警E 像産喜霊商重事

聖 奉造 聖

観量首 観降像音

聖 聖

観3立目"z: 
本尊存u 

観音立 彫 観音立 観3立目"z: 観像日
像如来

右子に、蔵宮と菩磨き

西

像
像 国 像 像

像 十 五 十
』Fi¥a 

※ 
四

ノ十/ 、、
五 四 十 J¥ 五 十

※ 四 四 十
四 十 ※ 四

剣十
十 ※ 

番
※ 

番号
※ 国

十七 十 ※ 岩座 ※ ※ 手 上 ※ ※ ※ 
螺髪 ム/¥  

※ 
四 杖錫

手

部損欠

蓮 番 上四 四一 四 な※ ※ 国 ※ 国 国 蓮 蓮 を 』ま
部損欠

つ
十国 ※ 膝を し 持四 四 の

髪螺 の の 四 秩父 弥陀阿国 国 本尊 如来
二列 本尊 本尊

組む
国 秩5と

つ
つ つ
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石造文化財

十
観3日'>: 

藁如来師
観音 虚空 観音 魚

薬如米師

大
観主日主

聖
観3臼'>: 観音

聖 千 千 観音 標石 十
観音

釈迦如来
観日 観f日z 一 藍 日

観音 観音
観手日 観手日

観面音 蔵菩薩 観日 来女日
面観音

つ

/J ノノ 1/ /J /J /J /J /J ノノ /J ノノ ノ/ 1/ ノノ /J /J /J /J 1/ 1/ 11 1/ 1/ 

40 40 32 34 39 44 44 45 36 42 43 40 38 42 28 34 43 45 44 41 41 41 38 . . . . . . . . . . . . . . . 
23 21 19 21 21 20 20 23 19 20 21 20 20 20 22 20 21 18 21 18 21 21 21 . . . . . . . . . . . . . . . 
40 40 32 34 39 44 44 45 36 42 43 40 38 42 28 34 43 45 44 41 41 41 38 

十

議如童像 観音量 観音立 盤魚

童薬m霊u 
大

観音合掌震
聖

書量像観営陸

聖
( 

観量千手音 観音量
秩父 十

官釈迦量要警霊 観音量
虚空

千手観草
品来車

観音立 観音立

震雇首
像 観音立 拾

観青座憧像 像 四
※ 像 番 十 七膝 十 十 五 十
の 十 四 十 十

十九
※ ※ 十 九

五 手 四
手

※ ※ 上 J¥ 
※ ※ 

十 ※ ※ ※ 
岩座

与
願与 ※ 

宝珠 願与 蓮華
※ 魚 ※ 十 チ日 部欠 十 願
右 の ※ 四 蓮 ム/、、 定印※ 四 上 目 損四 上 貧日

上 国 国 ※ 

震畏印
施無

本尊国 施無畏
』こ の

秩ヨと 四 四
乗 の

四
本尊 本尊 国 畏印 国

国 る つ

聖
観音

千 十 千

薬如来師

十
不動明 不動明

聖 大 釈迦
威

観日
薬師如来

弥阿
不動明

釈迦如来
観音 観三日E 

聖
観音

観主日主 観手音 観手音 観主日主 来如日 徳観音 観音つ
面観音 面観音 如来

つ
来如陀王 王 王

/J /J /J /J /J /J /J 1/ /J 1/ λF /J 1/ /J /J 1/ /J /J 1/ ノノ 1/ ノノ

41 39 47 36 37 33 43 40 44 93 30 42 43 48 41 41 35 28 40 8 40 42 . . . . . . . . . . . . . . . 
20 21 23 21 16 21 23 16 22 23 20 21 19 28 22 21 21 20 19 15 18 20 . . . . . . . . . . . . . . 
41 39 47 36 37 33 43 40 44 93 30 42 43 48 41 41 35 28 40 8 40 42 

聖

千警重千
十

二手盟国産F 
語聖護

十 は手禾動 聖 大
釈迦

霊像合
薬型車師 里如来産町

不動明
釈掴震築 警童

九十 聖

警皇座像
観音立

沙見剣に
観3立目'>: 観音立※ 

天門 日 王
背 王 像欠

像

十人 t:: 座像 四 像 十
座像 像

/十、 損

五
火袋、 ) 一1¥、、

十五 十 十五 五 四 ^ 
十 十

四
十/¥ 

十四 ノ十、 ※ ※ ※ 五 五 十
十九

十七 四※ 
十

※ 
破損 願与

※ 

大品来
十

十七
四 十/¥ 

岩座
※ ※ 

四十一 岩座※ 四 ※ ※ 四 ※ ※ ※ ※ 

※ 
四 ※ 四 国 四

里/、 ※ 
秩

夕日 四 ※ 四
定印

四
※ 

手
上 国 四 国 の 国 父

四
施無

国 四 国 国
四の

本尊国
の

本尊
の 士顔欠

実日
本尊国

手 』こ

本尊国
の の

定印 本尊 本尊 本尊
と

畏印 似
定印 本尊 四

本尊
国

蓮 一一一・ 、 縄 蓮 る 国
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観日 観音
聖

観音
千 地 聖 聖 聖 聖 聖

観音 観音
聖 千 千 千

観主日主 観3日5三
調観音同 露如来阿観日

観音手 蔵菩薩 観音 観音 観3日ヨ三 観日 観3日生 観音
観手音 観手日 観手日ワ つ

つ ? 

/J /J /J /J /J /J /J ノノ ノノ /J /J /J λF /J /J ノノ /J /J /J /J /J !/ 

36 35 30 42 41 38 29 39 40 39 42 40 41 36 41 40 41 50 42 42 43 42 . . . . . . . . . . . . . . . . 
21 18 15 20 21 20 19 21 20 18 18 19 19 18 19 22 20 24 18 18 21 22 . . . . . . . . . . . . . 
36 35 30 42 41 38 29 39 40 39 42 40 41 36 41 40 41 50 42 42 43 42 

観音立 観音立
聖

警千手
聖 聖 聖 聖

座千子署像
観音立

はZ主観量音 聖

千手観高千草草
=観立目主乙

観音陸憧 喜重観音立 害座融
観音立

観音立 観音立

像 像 像 像 像
観千音手施無畏 ) 

像
像

口
像

※ 像 I十¥ 

像

与2 11 -Fi¥ a 

四 十 岩座 九 十
十七 十

升
口 士 十 ワ /十、

七 十 四
十七 願~五※ 

※ 十 十
九十

※ ※ 
十七 ※ 

/¥ 

十管 ※ ※ !¥ 
※ ※ 

ム/¥  

上 願与 五 ※ ※ 五
十管 JII ※ ※ 

欠
欠損あ

十 ※ ※ 部欠 夕日 定印 四列 秩父
※ 流 滝 四

損 十膏 手 ※ 目

富国巨T 毒持物
十 国

あ 観音 施無畏
十 の 手

衣白 岩や

り り 杖錫 四 蓮華 本尊 管 定印つ 国 管 戟 つ

聖 千 一
観音 観音 観3日5三

聖
不動明

聖
観音 観日

聖
観音

聖
観音

聖
観音 観主日主 観宝日三

千
観日

観音 観音手 観葉音 観音 観音 観3日5丘 観ョ日z 観日
観手日

王
つ

/J /J /J /J /J /J ノノ /J /J Jノ /J /J /J /J Yノ /J /J ノ/ /J /J ノノ

27 37 43 35 43 43 41 38 37 40 44 43 15 41 37 44 40 17 40 42 25 . . . . . . . . . . . . . 
27 20 21 21 21 20 20 20 20 20 20 19 17 20 12 21 20 20 20 20 16 . . . . . . . . . . . . . . . 
27 37 43 35 43 43 41 38 37 40 44 43 15 41 37 44 40 17 40 42 25 

( ( ( 

観E 憧
観高聖 似に本尊全説明 聖 一 聖

害像
聖

観音立 観音立 観高観草千手 観3日5丘
聖

千署霊子
一 十

観音立 観音立
るは 観音立 観主立目主 観音立

出喜刷明 王重) 一
像 像 ※ 

像 十 像 像 ※ 
像 像

損欠欠 十 ※ 
五 十 七 九 損 ※ ※ 

蓮華座※ 十
十

十 口 ※ ※ 
十九

左 上 カ十4 

下部欠
十 十 ※ 八 J¥ 十

損欠
ム/、

側欠損 部損欠
顔王一 口 下部 ※ 

※ ※ 、十/¥ ※ ヲリ ※ 十 の

管十
※ 十

左 坂東
※ ※ 

あり 目
秩父 四 み

損 左
姿

四
の

膝立
は※ み 管

膝立 観音 地四 の 国
部損欠

左 の
西

て 蔵同 本尊 欠損 本尊 四
国 て

? 国
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観3日2三 観日 観音 観日
聖 聖 聖 聖 聖

観音 観音
千 聖 聖

観音 観音
聖 聖 聖

観3日5三
聖

観日 観H 観音 観音 観日
観手日 観音 観田 観音 観音 観日 観音つ つ

J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) J) JJ JJ JJ JJ 

45 41 32 24 42 39 45 42 42 38 41 45 41 45 20 32 37 40 35 36 45 . . . . . . . . . . . . . . . 
22 20 24 15 20 19 21 19 20 20 21 21 19 20 18 20 21 20 19 20 19 . . . . . . . . . . . . . . . 
45 41 32 24 42 39 45 42 42 38 41 45 41 45 20 32 37 40 35 36 45 

観音立 観音立 観3立目2三 観長 聖 聖 聖 聖 聖
観像音

聖 聖
観音立

聖響座畢
聖

観立目
聖

観音座憧
観音立 観音立 観音立

観首陣憧
観音立 観音立 観音立 観音立

像 像 像
十ノ、

像 像
像 像 像 七 升

像 像
像 像

十 一一 一 ※ 
) ) ) ) 

十 !¥ 
四 十 十 上 升 十 一一 汁 十

十
※ 

華座部欠
※ 十

十九 十

※ 一 /¥ 一 ※ 
五 五 ※ 

願与
十 七 四

※ ※ ※ 上 ム/¥  ※ ※ 十 夕日
、

!¥ 

延命観音
秩父 秩父 秩父 秩父

部損欠
秩父 秩父

※ 

右目 秩父夕日

集長印

上

秩本ヨ尊と目 の の の の の の 部損欠
左

の

? 本尊 本尊 本尊 本尊 本尊 本尊 本尊

頭署馬
石

千手観音

聖 十

富来
十 十

藁如来師

千
観3日生 観主日主主 如意 観f日z 観日 観日

聖 聖 聖
観音 観音!商

観音 一 一
観手日

観音 観音 観音

天 観面音 観面音 面観音
つ つ

輪観3日5三

? ? 

神

旧品

葉原語
ノ/ JJ JJ ノノ JJ JJ /ノ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ 

道木

木梨

1853 

41 84 42 40 40 42 42 42 41 36 39 39 35 41 38 41 41 40 42 25 44 . . . . . . . . . . . 
27 38 21 18 21 20 21 21 22 20 19 20 20 21 21 19 19 18 20 18 24 . . . . . . . . . . . . . . . 
51 84 42 40 40 42 42 42 41 36 39 39 35 41 38 41 41 40 42 25 44 

約り吉( ※ 
( ( ( 

書官

( 

十

主
千手観音震

女意日

童警
( 

聖 聖 聖

実
喜重量

十 十

量音量観3立目5三 観音立 警量
雇音震 輪観晶百抗之

震官t手i 官

※ 十 像
像 ) 

丞) ム/¥ ※ 

王I十¥ L 七 定印 !¥ ※ 十
十/、※天

) 

I十1¥ ¥ 十五 1十¥ 
※ 

与 四 十
品保 !¥ ※ 十四 七

霊童
十

願施無
口

※ 

木盃道/ 五目
十 十 十九 ※ ※ 下部欠口 /十l、※ 四

十37U 
※ 

秩 ※ ヲH 四 ※ ※ 四 ※ 

書
※ 四 国 四 四 目 国 うと 畏 七 左 損四

四国 ※ 
本尊国 本尊国 薬師

の
薬師

列
右欠損ょ月 国 四 手印

四 ムF¥ 
本尊 目

国 国 管 ? つ
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文化財

④ 

頭観馬青 庚塔申
道 丸 大

頭観馬青 馬頭署
聖 地 地

観音 燈寵 供塔養 ( 宝
祖神

石 黒
観3日5三

蔵菩薩 蔵菩薩天
対

) 巡時/ 瞳晴

ノノ JJ JJ JJ 

蓄基/ 大

JJ JJ JJ JJ JJ JJ 

重内量/ 大 童ガラ 見寄4 / / / / / / / / / / 
JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ JJ 

岩下 日 日 地ン

1904 1806 1850 1806 1777 1806 1989 1853 

86 64 47 57 47 36 37 50 50 40 55 210 210 . . . . . . . . . 
40 25 55 32 27 20 30 27 32 15 34 70 67 . . . . . . 
86 84 47 81 47 36 37 50 50 52 55 210 210 

本勘助八馬頭観世音

/書村/施主直量~化x 二

道奉納
無菌需石※ 肖

※ 八 ( ※(  五十 ( 升盆
喜つ重tih苗

十五面 ※(  

対左※の奉献/ 平成 見たえ落剥前※ 月 諸尊霊 /大乗静呼紅2孟i型E ム俵上吉月杏市

5i 
墓如

※ 五十月 日書像馬 口事観

詰/ 本氏

丁」日像雇 蔵立
柱角 (左日( 右

は4日ES 
安 像

右銘苅年 遠高 ) 六

幸省ヱ山/ 軍六内 槌裏 右吉 化文 永 文同 四

本/罪山山十七年明治

ム1¥ ※ 
文化

口
二月と

袋を 永嘉
ヱ

丙 天酉 両

量定尼 is 歳在年脅丑々

門 手

門 五十月 天 十 で
年丙/ 、

日

負背う 成年コ
-Fi¥ a 

念珠
日 月 月 月

碑歌 道標
(石

碑歌
石 石

馬頭観音士嗣 嗣 !調
一 ( 

神山 神山
山
神

JJ 
脇道旧暮坂

号大監事事口
平主口湯県事 /根古木且寄 草寄

入口所売直 え脇道|日 克脇道!日 方道/ |日
の

1978 1928 1897 1977 1906 1982 1774 

134 60 66 122 36 69 36 . . . . . 
151 17 40 155 20 32 21 . . . . . . . 
134 60 66 145 36 69 50 

九贈十月麿書 栗やがタ
※/六抑大奥記念 一軒里右 左右 石九十牧水山う/渓 み枯

皇罪室明 事記見部重寄之字S の落葉ぐ急日

駐重量 車究者Pii 
~~ ちたれ

星茂伊喜市呂二( 実 さ
施主治明 喜木E/ム日(たた川の るこ葉L 場昭 沿良

野十裏の返 す
を 和五

い※

石 /目立岨 色が に枯

予示時J言L ハ合村観E 光 裏へた真白紅のおと

治

採地草 ) 材 の下散野 演出 ※ 主
工 ハ予昭 ょにれが

基2地2署-ZET 重要要十
郎 和昭山り川原ゐをふも

業星 合 ろ散り る原
伝等雪 主坂言

町村罪里/ 判由 L 栗の

五のになも

豊野二 五γ さてのひ
年十六花融 へ粁

士紅葉 わんみ

五 を実/音 と

肝障
一れとぢ の土月仁I

白か宗? 九 ±勝津中る つ 点須ヱ字ミ阜l (丁 通ズ七四 手月 を等申の 磐~/日 古奈フ門八ニヲ路 之 ゐさふ
ノ年らさわ 日)裏温泉十三 / 若てむく J1j つ
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平成合村れるたいにき紅深暮産情/ 

主凪主名且 士土嗣石 恵 大黒 標道高( / 知 二里の暮暮てき燃に 碑歌 碑歌
撃昌 山 比寿天 )t神は 年五永旅坂坂落いえ

理 作月遠に情/葉松すま花る作詞

小林家付重所車/ / 白 /直古/十直左 盟県直主 /詩栄えコ、林鳥山あ〉波の 安 道県直 道県売直
居府 M 所/U二所/U 脇A邑所/W 成平私て湯けが詩が花い原静 脇所売 脇所

上 東参東 東 二 もむ夢流ん祥東 東
近 方 北道北 / 十きりとれげ/ /1 / 

年つ甘希るん補
1712 1928 1983 八とい望暮は作 2008

建立月今白に 坂旅情/ 恋・53 85 1 98 1 92 1 71 の砂ゅ の作 1021 84 
恋川れ花曲 ・

20 41 1 45 1 42 1 48 安原義措 をので あ 201 1 125 

53 150 112211141 92 花咲川面た鳴ー、の日 11・7 1 134 
かにい昔あ

※需同差口宕 裏 書 聖 喜 左 目 宕 ( 言主建主昭許返可 す映たをな佐金 市/あ 輯
苗 )重 ) 二.._..~.._..事品 立 和 ち車憧 ある牧語た詩 茂山け原

面者 主 五 〉ひ水ると/ 本つの
遠高 T一I施兵衛正 左 樺語阿 右山に 昭小林 石 大震 命※周年十し/左 詩とコ道たー 町呂 三け笹
上者主管ハハ仕寄冨型白星 隼こ記八慮花 がり l祖 わ 、 二男きの
沼 一上ーく 入事進 沢友作 一口 の念 年年 (敷 流影ス神むタ 丁書し葉
心茄壬さ山が 年.立)※地 裏 れロこふれ陽 目(りか

留守査 hE聖書 HE主 Eの安否1若 量 刑 たZ J♂ 
最悪士山静ユヘ 吉月 な土/~小二日L-J/名 主一 主E5回 2 / 百拾石えち iれ 坂怯のあ〉でま蓄想色し通 野石材寄闇1花ヱ2暁出き
同信車封衛尖兵 日 建頃人林光量ー(-Z 雇念記・/日 /若か 刷情、街道詩わいよ 王室 で

古益衛山 Z喜一ラ駐雇 碑i早寝峠 評議2五: 業高禁五

※津の路楽山実を枯野

馬頭書
言観音量日

牧水湯 との害牧水山肝事 念碑記
空夫 軍

地
道祖神 汀掃: 信富

がよしり旅/ 若
蔵菩薩地当渡沢りかどりり

を けに水牧山)
人

旅 のふ拾

世道立暮坂旧
大天間黒上/ 高両間峠

し湯のふ か 11 
暮坂

11 11 暮

翼
坂峠

の越 も乾 峠
脇 1 はゆ なき

査路名るも た拾く たる

十 るひ落葉 1961 2012 1944 
一 紅葉 も

41 48 年だ 寂 ちの 111 107 83 75 65 65 . . しはてな . . . . . . 
24 27 つ暮坂峠 照り 今か 158 53 121 18 25 25 . . た 日に . . . . 
41 48 ての栗 315 107 106 88 68 68 

餌路山の
東五 ( 

番観音葉点 口(

に実

牧水旅醸姿

書代業表町入若/昭し生碑
地峠だ山(

( 

山

時日置
餓つ をを ※ 田 喜志山 きの

にのが団地 双 神
越湿 圧 て上

赴地不鮮口聾首薩立
体道 ( 

鷹るも えり 主一 ー 和一 いに い蔵口 裏
てた

J 星/寄贈郎 子ニま剖
たま明門

祖像神
) 

唯) ※)  来る 四勝野 (裏十-そv ま とで、. 昭

現存 ※ 

岩更の旧、 川占中問峠4 百番i円j 

そぬ朽葉 年一」れ 老古村人入同空一
九和寸年暗長

) 

三 年十月 にて
山口(

の 後坂 きかが の 立立 がにの口裏 ※ 

道旧坂
しりし 馬県す 、ーに ま祭 星 Z つつ

語る見送柾兵士出 ※三ハ品
摩耗

上 し た

露事予器四量聖施相守ド孟
野石 条二か旅 八

z量寄見産 野けに 町日とす ら計 月
道の口 のふ栃 荏h は人三/月

百ヲ 草のの 蓄工 いた 日
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文化財

※施年度 7業事費山叩完事 7 事業内成整合通開
入 7 自m業 2 壁

道祖神 響量
釜語 龍灯 山 Oif :f:ll1.~ 8 備事業世碑/念林童記 E碑記品E 頭警馬と工皿 42整盛聖成平成平田容長7 比羅

対 之中 改舗装 9~ "ri' 6舗林道

条且 E 血i年装 2毒町 4 1 度 3暮 6

" " 
橋松右岸門/ 1立= 入吐

/金 諏 神社世立 霊間 O6JP重営門備事量工18120 坂引 m6ア県反 坂引 橋左世立 橋挟世立/ / 

" " 苦比訪抽註 / 道旧/ 天
諏

成君主m費ιo232思i存ム者imi招i韓首i;福招整 最岸高/ 脇龍
龍 西 訪

1779 1855 1865 重重さ 改良 3と 1999 1852 

念碑記 I と平成 3 天 5 イ悪育目
71 54 100 90 160 31室、龍 6工 1 備叩 60 . . . . . E2  55橋 2事 5雲公
24 33 38 40 67 

9聖畠霊T7 百 百詩 草E 団 211 
33 . . . . 入 g~万昭整

71 69 100 145 185 山ζ壇円万百整 ~64会円和/円壁霊(iflfS! 281 60 

衛兵 /:a 
祝型言 吉月日 ( 

?交2572i2 
竪や見※ 基両升清

と 回リ備業事 10 m '}60 

馬を月日官i観高童

時音憧

張り - 五明 柔中工主刷主入車年書事)道量成年主語工 品地
星日燈 供養 ※ 

乃兵 霊堀場帯は 造(

E EIH工 28整 和地/i 県草 移動
口衛 か世 之右 11 地 2'S備 1159区

意所村) 、立 ) 

金即年線改 区改 8~公 ( . 、、--
基元

) 

同( は中政安 周を
根広の宝i嘉， 口右

徳利と 永八安
囲- )治

口) 集落村※ 二 に望 嘗三
時事J聖産工 i( 山

入で年/ 卯五 輪曲 村 村氏丑乙

事遭要堅宅主二十
左本

盃持つを年/ 十玄

口建

議十六昭E改良 i同常円中量霊民 11完/ 況盟山
)武 、て 状入

子中年七
閲兵 七た 地口 合和 8 場建 年度 域総
七 衛 基立月 形の ※月 59E! m 橋設 l、

碑歌
量節 霊 馬頭書

(地誌能 典塔経 庚塔申 主語 馬頭署 頭署馬 馬頭観音

牧水
神山

/ 

道脇枝垂

# / 脇華道

" " 
望E脇Z 号山

世立 " " " " / / / / / / 
れ " " 上 " " 

1J 

" 
栗

の
棚

前 垂 民

1978 1902 1856 1830 1806 1917 1911 

105 110 43 140 110 143 39 53 32 43 49 . . . . . . . . 
124 120 24 44 45 35 30 35 18 24 18 . . . . . . . . . . 
105 110 43 140 130 163 39 53 32 43 49 

岩語丁量牧水タ山がわ
四岩 観轟づ長 口四鎮六奉 写、 願主 ( 奉 五弥庚文庚 の※ 欠損 ( 吉月日 ( 十石光 C). 塚 月塔十恭 53願 寅四申 根元集落

馬頭観雇言日急 t夏F 材 協 昭 輔 節 ※二(六讃 六山大 兵衛七月良・ ( 塔
に¥" 刻会和蛤/

然石自十右/部順 普 六書室乗
も山 建五を唐 五日)明 門 国一妙 -日型右 採

ゅよ 旅首之十と黍 を兵一 平蔵勝ヱ)文 草
建治瞳秩 品 廻抽り衛年典る り で /コめの ※ 

※辰/ 之門政
地

化文 大正 治明
も見 地当然中年十 て花 左 之コ 丞 '̂ 

十九月み れ R津タの
側欠損

種/主十父千
経九六

小平治士
の

六年/ I 十四2ば を渓/月1¥さ梢
五三巻 め典月十 半二 |日

/ 年寅害詠 節雲 りに 年十大 る六百六

右ヱ甲芝ノ年草
道 日 四

が 書会tひ 山壬四乗 六供 脇 ※ 
年/ む明・合けと 本芳寅旧供番妙典 書部 ( 養 口

側右
二りう 。治黒村里徒 25塔 松 月 一
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石造文化財

⑦ 

信仰塔 霊
石嗣

(石 地 道
庚塔申

塔書/ 
標石 碑歌 子安地

栴/吾叫号 経典栴/ 名

金桐
蔵薩主主 祖神比

右対 大峰
羅

水牧 蔵

神宮2周Z沼/ 皇引

JJ ノノ
社前沼引 ブ滝

村境EE道世18 

ノノ 道えよ
宮間世立

ノノ 東て世 道枝

/ 石 イ見 脇館つ か立 脇垂

/ ンド 百て / ね/ 栗
段

弁 庭フー 立 yトレメiiJ、4 大 えよ ~~ 
大 天 イ 坂 北ね 神 館つ / 

1847 1979 1832 1821 1857 1848 

55 185 78 60 81 52 110 110 30 85 54 133 . . . . . . 
29 70 40 36 25 40 30 3 20 42 42 42 . . . . 
77 205 190 60 81 64 170 135 30 103 31 151 

上 然向日 /引字;巳
※ 

伝間ヨ| 話岨
利コ(

絹索 {念※皮 2昌室E 
関粂次良 x政阿a 室開巴

の安
黒正石玉(の上 部欠損信( 嘉オ時t仏奉

下1石、大 然自
栂量のH昔刊ロ円 話双E 像ι 設置年号 政年同巳

d高野 者 子 (讃

沼氏昭
のき 蔵葺雪

寄悶伊話市茂 き と

奉納 安地 口)左大乗
へ運武神明

石
盤ミ f剛象

歳 像 材に越
右 子中 和五 の 巳 )

主/書聖子 書陣官

の 蔵 z六妙
長(

※)  
上 子像 一)

一奉
か三 衣 座 十典

/側のにf子時弘ι 
十

? 三月仁台I 
類き久き 四

を) 中) 月納 り国 四ム/¥ -----

を 兵 年 供養昔※ ※天 日百 ザの で( 口部右

叶士 四 破保 (番
日 にさ 銘台 日供)

龍燈 四
吉月

lま 風三 55供 ※ 日けか 不) 養南
える 学蚕= 

自長
寂

杯、 辰子
神社石

町りひ 明富 (無

建之日

し 世 業良 三な 。口 裏阿
神

じ三
しミ

徳-天/ 独鈷祈
立( 丁牧る i口A )弥

か ※ 所 邑 )右、白 月 段 目水峰 一※ 子陀

引i阿建ヲ札束刊共奉臼
⑧ 

碑歌
集沼落 立ス死以所

巡拝塔
道

書意育
地

庚塔申 徳2ヨ5二信仰塔 待塔月去)拝|頃 巡路 八
祖神 蔵菩薩

水牧

で 俗名 スス 十
建立 黒 町 ナ八

岩石 山 役 昭 ル 番
( 

聖

館庭沼ヲl
材本金場ノ和五神社供養

沼/ 引
ヨl ヲ| ヨ! ヲ| ヨi ヨ|

刻作績手十一 ヲ( 沼/ / 沼 沼/ 沼/ / 沼 / 沼
/ ( 二巡右

※ 裏 二 年 拝 ) /ノ JJ JJ ノy ノノ /ノ JJ 
をミ

文字通 )依八シ大正民 施主 リ月全
全辰吉七五 1978 1844 1842 1937 1909 

全り 引町(年九修年身
105 札所沼部落 大坊左月 135 47 62 55 97 73 72 

へ)阪上
. . 

124 
を五理旭千草隠 同ノ

150 32 37 21 33 40 25 

足十葬ス
. . 

105 
逝でハ依ヲ 遍路再売

161 68 62 55 142 73 97 

野石星言さ先にたひ
き年( 俗称 姿( 杖( 年庚 人二聖 吉二

拝ド号霊 テ町 所喜 双 か如意
右延皇 一申 の日 f恵

/ 村女全T日役塔明/ | 
L 本課並 一

重差体
がら盟雇 吉月日t/ 講友

神建太
材はた た 宿家出ノ る)道 あ歯 手 で之子

主/害工禍 教ふ tと

本金山 泊 途 五祖 る痛 持に聾 崩※石

沢寺 前壁為f中J 秩 就
月震

。を 中
そ踏

作氏二貴重 父キ
吉) 癒 ( 

大)

のみ 十 世四 日( す※ 主管 右 工昭 ?台
体鳴 ※右

無顎し 下顎押

) 

や和 四
日操ら

棋善の吉/ 六情南無 此品 番問丙凶
破) ーコ ※ 天 左十 十

町をし 風天 姿 左 イ呆 官二二四ヲ国
二真 の 納十七 納秩 保 地さ 手 十 等年 年
丁牧裸 た メ 坂板父 肩十 蔵え のー
目オく足 め 之歳東 抱五 のる 錫 寅 職月 月
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文化財

名墓 五
主地

型富 豊附 経典塔 書 石仏 不動明 土台 車巡 震
皇警 )蔵

牧水 牧水王 来如

無

堂引 堂引 ノノ 堂引 ヲl ヲ|
館庭沼引 館庭沼引

"-. j召 脇西 / 沼 脇東 / 沼 沼/ / 沼

簡恩 / 十
/ / 

ノ/ ノノ
十 十 公 公 公

王 王 王 民 民 民

2012 1762 1850 2012 1816 

93 62 112 99 93 35 107 112 103 

36 33 28 21 120 27 59 45 122 

177 62 112 122 106 35 130 112 103 

墓沼る無墓独て一3 ※尊/地 南 空茄
古占字六書書座憧薩

書二 牧 れ 先
化 ( 布袋像

建立年( 像/養( 星議に先
。名石道

上に 無1¥ 
丁水家生 」 九月 不品崩 山塔大 野死生

地 平 の路と 目(十の 夫本/文 日

石寄贈伊語市茂 なの
管理成-こv 移動築改無南 無南 / 蔵尊地 / 

日部 星裏ば一 つ の吉王 材む頭

ム地 野)か途 ) 

銘日座像
建立で右ヱ門化十ゴ つ

f罪主主/qd 教と禿の嬰u l にを事轄迦牟尼僻
ハ蔵 石寄りな ※ 

四諸す業

蔵亀尊号地蔵

) 材贈なる 丸 ヲ| ふも
年人るに

王七培室1ε 
工伊るさ しミ 沼※ -歳子 ) るた

九の。よ 業勢村ま
肥満 墓地管平成一 幸同 ィ七/友順書ま

なふ
月墓内り /崎も 呂らと
吉を丸二(裏

寄与
亡月と ---- 河市のな な 町一めれけ

日建墓十 日E 村茂学み 姿 理二 ※月
/立石ー) 地 芳呂校だ 組十 ム仁I、三仁台ゴ 丁 牧此
引すはの単 蔵 宝 子町にな 劣 合四 掌日 目水処

ア羊一塁塁リ腸金
タ全

車記Z 馬
塑 正誌証巡

大 五 地 田庚

釈迦如米 害量
地

裏面石 ル 也
来如日 輪塔 蔵主薩主

~中
蔵菩薩

垣坂路千弥五関 ( 五 主
塔
( 

で尋郎大正
三日圭乞 / 猿

/ノ 11 ノ/ ノ/ ノノ

薬里花敷 ヨ| 5 51 尾引 墓引 ヲ|不明峡ノ(他 ー
/ / / / / / 沼

詩露泊句
根詰 / 沼

地沼 / 沼)※谷臨喧2主住 ノノ !! ノノ ノ/ ノノ / -丙L宜泉温
中

!! 

ーミ月 坂 組

ま出器機寄

/ 防 境 組

1913 1774 1851 1724 1771 1913 2012 2012 

高フンカ芳名附
84 45 51 87 72 55 35 72 162 121 123 . . 

のヵ告 30 22 30 50 24 22 24 24 48 40 40 

車な ( カ
. 

略.ー 98 60 84 125 79 55 35 79 160 140 161 
)・金

道路運搬垣骨円一 後列左 笈建心

李宮古王背像詰

一九一( ( ※ 無世(
大吉猿田

需主主如米露

吉(計道(
を之入 十年十観 ア

近年 縁県主日222 
日 聖

四拡器地
) 

観

背会返道 地蔵 長平村
三甲三三塁主

供養塔

日彦 」月
弓l暮基幅

Lに心 君辰所掌
の 大 の吉

の工蔵菩薩主HU(キ 本山
行礼自 者 塔巡拝 四立座

建立 子立 神 銘日 墓沼一一 2事
脚妥 か)

口f象 t管理也 ※ 「し略口 、 月安像 ※ ( 

を2
打開を ) ノp ー

長者 望向 左列目u
裏 引)

の刀、く 古口)

合平和明

) 

沼※ 壁'1L沼立
道 一 祥 之 奉 地理Z民留耶経A 心壁二

大
墓地管平成一

望の 2 主

日般車内

右
実八 正 す内※

を俸年/ 午 /順 口 る墓の右記
銘五比村中 供 口 ※ 時 櫨 道口 年 理二 」 年四

つ郎氏 シ
養 板 享 板

脇の / 早
組十 の九 地か / 十

カ ロ 、※月 月 東保東 月 合四 銘月 に国
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石造文化財

車 車 審 高 車 観日

ミ牧島 寂水 g g 2 
集童裏 花書山

n花

問集金裏 花敷温 集金事 花融温
パ花 IJ IJ 

敷 ス敷 / / 
温 富温

IJ IJ 

泉 泉 泉 泉 泉
/ / / / / 

1999 1978 1721 

73 103 154 104 102 78 89 . . . . . . 
100 116 65 120 116 42 50 . . . . . . 
103 103 228 104 102 99 131 

刻真関月館晴/水のひ 牧水らと折り 稿※石//昭代長設者/ りるら出妻大
岩語丁量水此真産芳基町呂ば透に樫鳥

名(

i長i/z時z を牧工入表山 山)立郡正 (処 聖

※ に大温泉夜寝と
紅葉から 刻水之中山和山口 水牧蔭/す花十 裏の 二水牧きが 観主立目主主

が小五口助ー のひ(敷ー )温に 丁て踏
之る十村て はや 来季学十仙・金(温と歌温年 寄泉な 目(ぞみ 像

中"""'裏年雪にかわ 散風吹 た 校三十一拾裏泉喜は泉十 伊贈にる 黒裏散こ 四子西)

来り き
日町長手郎金五)の ぺと早

再芳重1号-勢制E芸 Jレ

岩)りぼ

重座
晋享時国4 王下春平の沢)十降た に 拾万若村てンい 石寄来す

語渓平月りち いた 韓太国 月 面 万 円山にわ書ふ九 崎なし 材贈わ紅葉 保十
で雲成十に出 でち 中五 5円也牧雪れきに日 市けつ 工伊が -ハ.L.二一一ー

建書十九けづ 湯つ 栄 旅也 水降たの宿上 茂れつ 業/河 勢見く
年ケ

-一日りる のは 肉 謹日館発六霊りち原り野 呂ぱ覚 崎てれ
寄者進

甲所二
て石年 山 中ら 筆郎書建略起合 に出稿翌里 町東 市あな 辰 / 世安
る 照正関牧蔭 には 原 .之)人村建けづか朝 二牧な 村茂れゐ 四日

⑨ 行百時住引ー幾ー鐘し

な年代民 事実火 七多五でめ
頭馬 馬頭 頭馬 這ぎ大日 這理名喜 志い望を書の費の 量コ謹のコ一立あん 高記 馬頭 語道

観音 観音 観音 来如 のでとは官地牌を番地期

引 森正士三 引 手旧 手/塔引 入引 之に偲を総民の 焼際し築新てっ 育のると 拙学引 寧書先 露

沼ノい沼前道 前コ温沼 コ口沼 をび意し失移転同ー 重の t跡x/沼 天
幹み/百/ 百 泉旧 本/ 建立先と難くし同十要性学制 風問
の 堂 幹 plf病 病道 辻旧 す人熱た十六をの 呂
森の院院脇道 情一 上

1888 I 1910 I 1802 I 1854 1 845 竹手l' 1968 

38 I 48 I 53 I 55 56 山時ぞ 言た禁堂町 計調1 67 

20 I 24 I 30 I 24 I 24 I f.v k ~ :Mt ~:' ~ '~ IJ¥ ~ ~ ff '/ 79 I gg I 64 

38 I 48 I 66 I 67 71 ヨH 遍山 a梨菩z 芋校と 相図 とつド山 230 息舞金 125 

一τ三"""' 月(馬頭観高吉(※22/大 日右左南 十 教育区長をの芸な薫りて事 し里馬 し (
月 吉 日 口)道日 エ無 四合竣入り最明もの たー 頭観世 u、
吉 は花(如来/ 布 沢渡道※門山阿 村工山里治ま戸 所日 ? 

花口右 """'/弥 の入 教二九さな ※ 
敷 ) 左 道 陀 土/音

七 / 左山 期でる引ーの不 中 和※
四 年る七花 しと六し十学 の四 手

十 書年/ 八月 ェ寅 年敷さ な合昭喜 た四震の 馬十 に
年/ 子 二 門七ハ寅わ る復和十 日を人 が三扇

月和七山た つ旧そ入な チ
/年 吉光 月本り 開づへ有の山告8'か 転落年/ 

ノ 日原 吉長/ を校くの年地後村るら 死八 新
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文化財

⑩ 

庚塔申
馬頭観日、抗 馬頭観古田

馬園理
聖 意念

頭観馬官H 

(大

道祖神 頭観馬回 頭書馬 神山
観音 輪警塔仏

道 日

事如
十

来
如 塔 ) 

" " " 堂京 ノノ " 堂京 " 
津耳鼠前 京塚/ 旧

橋西塚京 輔F京 頂山沼引/ / / 裏塚 / / 
境内 / 塚

/ 
ノノ " " / 

ノ/ " ノノ ~9 / / 
観 観 付近 ルトメI 下ノq廿、 京 松
音 3日2三 道 塚 塚 石'-'-' 

1708 1790 1854 1754 1923 

61 56 49 51 51 51 90 51 48 45 51 40 . . 
21 34 32 47 47 47 23 21 32 22 21 30 . . 
96 71 64 36 36 136 90 67 48 57 63 55 

像庚申祥口(

高馬頭観 馬頭警醒

1※竺 聖
月嘗( 久馬 花敷 吉さ大 道つ口(

日1-1jj_警臨馬境
頭偉馬観音

※所合大建十
日口早 右数一

観音立
口村如意 之頭 日つ日

両事刀上正祝集言， 樟語が日車描善続
泉 村宇之二

※口/月 環実 日 丞大 の(左/道 如 石山大相/建 山
の---， __......_ 

夕羽習持、 昔量品富話

※ 女人輪ま伺 士

杢長宿巾 )本口()布 / ハ来右

、本字生神
名六左三 像 / 地竹入設(

合)面
※ 支干右( 己 山岡者裏

村宝右各 手 年 落徳) 口
形次 部/~

の永

iij 書
七 門エ右口嘉永 信 西 利 暦賓 口 図の郎 福口 山大

庚五 蓮 月 山 十 松岩山 二旦二員島口・ 郡田正十申口一
物、/

蓄
三仁tコz ? ェ 七 州 R杯四

塔天産 日 門年/左
旧手を戊年/ 年/ 

次吾大二
1¥ '-=-' 前口 一年

/ 富
※寅 と松郎妻間年

は月( 列口 致西 口七ハ 草に 理岩・郡 々七
仏吉ち 左口 ム1¥ 村 は月く 津持口 月 山同六 町月

馬頭観背

地

嗣 E帯/ 

龍灯
庚塔申 庚塔申 庚塔申 碑遭難

馬面観千回百
庚塔申 庚塔申

黒信

蔵主薩主
さ仰

対 つ
塔

) ( 

大

造神社/ 庁康、
宮尽

神大宵前 泉塚/ 宮参道y 塚尽 " " ノノ ノノ " ノノ ノ/ ノノ

西 塚 / / / / / / / / 
/ 

ノノ /ノ ノノ ノ/ " ノノ " " 
上子 大 大

守 神 神

1907 1940 1899 1895 1906 1839 1820 

36 42 89 156 101 97 90 55 50 94 60 78 . . . 
18 15 42 76 74 18 18 46 28 49 22 34 . . 
36 42 135 217 184 97 90 76 65 108 60 106 

吉易 宮量青像
合草地車主L

-一-(iE1 A 惣 二 御 吉庚
庚塔申 庚塔中

は供洗厘其葬汲層 疾山

馬頭観高
上庚 庚申

呈HH議彫黒大十) 治郎 年神 日申 一二欽 風本
部に / 申

品持空年ti 

十燈 塔 部推 人※吊状俄暴千

十三 / が干祭:1ft然風代 日天 ※ 
道脇上 ) 明 測 白 支 也 九 湿 雨 ・ -保

部損欠十
天像像 口建子 治 。砂は可丙気連同 ) 

豊明 吉之中 川明以午泥日忠 ※ 
治 ※ 山一 左右

十 で治祭八石二霊吉
後左列

文
四

神社西
口月一

J¥ 遭三二月実童 政

/ 年J¥ 

~~ 

年未/ 
難死十霊日保来/奇 九

葬土 石明 九云升得子 月

辰年/ じ
担。 工治 、年爾日屍渓日目 右 吉
山

/ 日
湯三 七 読 口 口 下 年 日

月 中 本拾 月 み子次事中将失 ※ 
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石造文化財

i平に岡/殉国り昭

立為也(

年一(報間恥詠ま 和十年 事視察時 歌

し口者馬

た樫時心※(我右き豊器昆 富観背
巡拝塔

馬頭観日、祝 EEIE 培 警馬 道祖神
馬頭観日、ャ

龍灯 龍灯のれ 碑

道県開忠藷にの八群月 宙市 大オ 対烈彫雪 ) ( 

通を光昌/すを馬新 カ和知
馬) 文

(生畜 化十文/兄我 / かη 

ノノ ノノ 道和 /! 砂手口

観茸E這E尽埋/ 横

ノ/

神社尽塚
促進居士石示る日従事 墓ゴ光 / / 下光 / 川光 / 

JJ JJ 

建担 / 原

ノ/ 沿原 JJ 
/ し)工丘 地原 )一二者身

道|日/
た氏望の四 / 子
。の清み位 ナ を子丙 口 国 白 手 すトi ー・

要 吉戸附 恥il制 1839 1833 1856 1868 1938 

草※陽書 γ」土口む 44 50 52 157 44 43 49 137 参時 県に 85 よ日 J

矢口し
観音り左我聞 21 27 27 66 25 30 28 損欠 52 の事宇ろ 57 

歌が
野 E m で)施行苦 132 59 62 237 44 43 62 155 

入反峡
組る主惑聞 百

像皇警

独特 五青

基馬頭観

日( 日(
を兵慶御神燈 三日新人昭 御神燈山裂の六

{文昌平日口 供番 の喜月面金
※双

害祭 衛臆
郎幸十山和

皇聞反夕野書
光口 傷富 ※四 二郎/田十

養 み 当年左 ※郎輔三宕路事 の の 原村 聴
塔/ 天

体書品塔剛
逗ωむ l祖理~ 問地四) 向・世兵年 )

情等際当湖を情勢頑察
馬に中体説

の月奉納
つ山話一四奉納子守大

感 ( 得有 ※ 之主
主選 停吉 て本人・月保 ) 

、

兵日子守 左久山関ーを地途 謝裏

十年/ 

目日
※天 破風室竺察視を次に し)大 記 1 口口

衛( の五本弥日

訪 墓て
和光如是也智

の 作保 が基大 話郎金五(

しれ参御来村
向 」四

合震唇肯
竺/ 子 ) 神明 -一郎台器

、山を
原生畜智

口
倶日 日突

ま 口 守山 山郎・)

昭田其日寺 で我
月

巳 で 月 神口裏 本・ 山 発言
和庄の 建帰心

日 ~，歳 吉 ロ 社{専) 金山口願

誌※の八拾数二 一耕勤十月 十五河の 第日に ま

/ 書 巡拝 /聖塔国巡拝 馬頭 掘道 の を 但 持葬 りし遂日 加参に六隊し に兵

塔 豊日/塔 塑目 差昨均 / 誌昭す 昭し り 鉄襲満 畏郷てに 同加参第日編に満州 てし上等
----- ~墓( カに和法 く営没 月一入派母兵
墓 石廻 タは号をものす十向遣に山

/ノ ノノ 塔近墓鉄付 ノノ 要望脇 手口 カ県 八年 を挙 上 模範と同にの三九同月期銭月の 死 庄平田 カ和
/ / I ~/ 光ナ知 行天日戦日市了守四た別 ゴ光

か か 火 原使事 せ量上国よ一日めをし墓原

墓前 墓前 り(}) I Hti / ノ

見 集 烈光gヨ1 

読七ケあのら 事E 日 昭1738 1802 み し 日 年 た る級昇同の 温話相の 1934 
や、後居 ょ せ 明着'"三八嗣は

153 140 I 63 I 75 す今正に土田り位高 り将者為 ら班ム月戦闘 平賀 四月年子明 102 
いも七 年額金 と対知高官思 るに六l に 支隊月一ーと治

60 I 45 I 33 I 50 需字 古位 す 事及第十 よ豊翠料 年入日参 に一日月な四 31 
老勲 の 廿 班 よ 加 の 属 日 釜 廿

153 164 63 75( が五百四特別 大多り 志を二同同六り十同戦闘来し海城港山日居村り十五年 216 

天宕合 養 七弥右目聖 馬頭理融円 頃車体重量 平匝 時当功等拾賜固なを抱少九月 月四にた 発出同月 に役現 の四
十)堂手 塔 )口観竪日 造立 の七四金師同弔下き時日一一日参 上と小月

旦全警H 宅L 八甲高一楼疋陣寵 喜哲E望室聖てよ 背 信主EZ

ti奉 )月山 ) 。語回郎 る 天意字其 近付i口-戦闘 八地
)納 六 吉春 ※ る霊伯 年九同 折てに日斉
元百 十 / 山日相 昭 。書て公せ 参々 の二
文番六禅 和 加
コ供 部定 60 
午 養 供 田尼 年
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(
馬
頭
観
音
像
)
口
口
十
一
年
/
コ
一
月

吉
日

馬
頭
観
音

万
/
山
二
前

馬
頭
観
音

か
/
山
二
前

馬
頭
観
音

川
町
/
山
二
前

馬
頭
観
音

か
/
山
二
前

1839 I 1844 I 1854 I 1844 

5

'

6

1

 

3

フ】

4
4
A

1

6

1

一
(
馬
頭
観
音
像
)
天
保
十
年
/
一
二
月
吉

4

2

4

一
日
/
山
田
弥
平
治
※
手
に
蓮

1

6

1

一
(
馬
頭
観
音
像
)
天
保
十
五
年
/
辰

4

2

4

一
月
吉
日

(
馬
頭
観
音
像
)
嘉
永
口
年
/
寅
八
月

日
・
引
・
回
一
吉
日
/
施
主
山
田
弥
平
※
寅
は
七
年

/
手
に
宝
珠

馬
頭
観
音

か
/
山
二
前

4
.
4
・
4

4
.
2
.
4
 苔

蒸
す
石
両
屋
根
、
新
設
セ
メ
ン
ト
嗣
あ
り

(
馬
頭
観
音
像
)
天
保
十
五
年
/
辰

月
吉
日

石
嗣
(
清
王
二
観
音
堂
裏
山

石
嗣
残
片

(
子
安
観
音
座
像
)

※
他
首
欠
地
蔵
四
基
略

子
安
観
音

万
/
か

1

1

9

 

4
A
4
つd

，
P
0

9
・
6
・
4

q

J

q

u

n

b

 

如
意
輪
観
音

経
典
塔

(
巡
拝
塔
/
聖

観
音
)

音拝廻
塔国
/塔
聖/
観巡

/和
塑光
豆原
ニ己東

北

1789 

43 

32 

43 

回天右~ ~ 
右聖弥下口) 相

平泰・申 讐
・ 平 霜 見 百

山園田空 藍
本土平 jじ 1家

久安ャ西
エ全肖八 奉法
門/7月納華

山.吉順

田空日豊 十
口7:/十寸 ム

内七山蚕 訟
・2本供
山会平 養

和
光
原
/
集

会
所
前
道
上

馬
頭
観
音

巡
拝
塔
(
墓

石
/
観
音
)

か
/
万
墓
前

1844 I 1776 

43 

36 

43 

(
合
掌
観
音
立
像
)
(
右
)
奉
巡
曜

日
・
却
・
回
一
百
八
十
八
番
供
養
/
安
永
五
申
天
/

十
月
十
八
日
(
左
)
版
元
観
妙
善
女

グ
/
ノ
ノ
グ

か
/
か

(
馬
頭
観
音
像
)
天
保
十
五
年
/
コ
一
月

吉
日
/
弥
平
治

⑮ 左四助/( 

聖/~地一ー
馬頭観青 名号塔 喜栴仏 子安

石
道祖神 本氏石嗣

へ十 高金
有面防l 害槍E 馬頭観円育

聖観音 (栓典 塔巡拝所司 セメ、番で助同口標剛 書高!i!庚唱申
塑日蔵E

荷稲 i先~;伝/ 養 )地
ン誤信/e 塔

?塔 蔵 山 ト山(
/ で田右

墓脇 / 万
/ノ 1/ /ノ

品開草原/ 
壇参口 / 旧か

参道 / 万
一記喜) 和

註幡目日 和光 喜拝和光

露4/ / / 
部筆入、/作安政 与光

1/ 
ノ/ ノノ お

脇古社田無
堂 L政ミト 神 石山五 道 原 道 原

脇 明智化劣 本歳 か
上/ 脇/

縁 集 社 嘉( /九 巡 西

1789 1800 1821 1842 1614 右左 1858 1179 1911 1833 

60 46 36 36 70 66 42 町剥ェT 48 55 46 176 

21 24 32 32 40 30 22 雫l 同早仁1 27 33 27 50 
ロ

106 61 24 124 70 96 92 竺口日 93 99 46 176 

/ 清日( 無南
念塔イもムハB字G字1，え1 

※ 
寅五道祖 品主

鬼初ノ(台

J 龍兵八七吾金出
十(

云口奉讃言面 天国宙五を)

壁脇草
踏 光 同 ハ 、衛右で月と

ー馬

) 保 / 塑匝像旬郎馬頭観喜 弥阿 塁仁3 神

目量詞重長JL 

手※エ
一頭

施主大乗発四巳坂東百用1=1企僻供草地
む 院 市 ム村の口、に蓮門日 月 観

※震
仏陀 兼ね※日 書最

日(

円、日/ ノ多兵ロド Y直輸華座/山t旦E支Z F山像音右は平，，-: ※芭 柱※

主田iJ妙典歳1i番供)本題/ 秩坊主(左 小 寛政
る子 ) 和天

，座L仁t1;-/L 、、
や本下右

喜正田 ) 明治

然石※ 臼

を
震保抱(左子安 前主 合口 」 Z貰嘉田j水ハ手、 六 月養

十

端西旧年± 一
に 、茄右右助 十吉塔

通と 事長
く)地 記月

の村/霜 未掲載 てl 子エ
四 ハ祥(

年/ 九月

地文蔵

立義音主

名 の
にに上/門の同エす

十 部右

警民需平主薩 は富塔 田
四 供日)究西/ 

宝珠酉五( 護主 猿コパトロ同I / ~左「 年 養(子
) 右s~ 繭之 胃喜 ) / 塔さ時

4
一

-
3

一ハ
U

、，d

ハU

円
、
一

-b

・吋
k

・
F
D

，
一

1

i

!

l

・

唱

a
i

-

-

(
聖
観
音
座
像
)
奉
讃
大
乗
妙
典

六
十
六
部
供
娘
塔
/
奉
順
瞳
百
(
除

去
跡
)
(
右
)
宝
暦
四
戊
天
士
口
日
(
左
)

天
下
泰
平
園
土
安
全
/
皆
令
離
苦
行
安

穏
楽
/
山
本
権
助
・
下
回
弥
助
・
下
回

助
七
※
三
基
側
面
は
多
様
な
願
望

(
如
意
輪
観
音
像
)
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蕗如来阿陀

嗣石 石嗣 石嗣
念碑記 標石 歌碑 ゴ岩:信盤 石嗣

十 弁天

( 

一 ) ) 峰一) 

地 十野 天野
賦島空八間山

口白

野反/ 峠
場車野反 上大

登門語野反I日
口旧

東白和光
蔵峠

一
i山県反湖

砂 が原 前野一反
頂山 湖 山 峠

存?/旧 最恩反道 員.1.原集
/ 道 登 /ノ / 道

/ 弁 / 山 駐 道 / 入 落

1842 1899 1993 1976 1978 1899 1985 1978 

80 50 43 43 234 120 40 45 64 67 . . 
未測計

. . . . . . . 
28 40 32 32 235 225 25 26 30 32 . . . . . . . . . 
80 50 43 43 234 220 40 55 64 67 

書霊像※間来童両露姐
は※

覇出王室 前 h 光再建年/巴主 妻芽書月成皇

(映波

属車産宣 八吉月日稔/建島宇5 iI1 
神山 奉納宕) ご地 、調院 八 四 太 合反 きしろ

記入形図 入天 周囲 を※ コ 日年子 村自
湖ろ 引明

山昭和五

ヶ喜『和党之年警/ 前明拍

御成 八殿 (然
でに ピ山保 月下 きき休 和はと 沼喧

之要

話 喜55弁 l邑十 ル院入 婚二白 五静澄 採・ニ 正田十
ク武三 昭養 土かみ つ世立 士

(治
士天 長象(山

記金/六十砂行山
左. 人=

か真 一山 口年 山法村 和 林 年なた

昭和聖太重
年十

ら 性禅尼円
山と 口寅

主印/世中
五/ 八りる 十

浄信 で記 年 張)
合/高霊 十草 月希ま

神だ土女 あ載 ※七 のが ー津 一三里ち
吉月

号室
るの

野反峠 月ー日 題問世話話人十コ 村村 五山 年十林営 星之 十 ぎ
十郎

ろっ場
長年六/平 /日基美雲れ 曲※/和

-. 
/ 日所 ので和二 月署 年大

⑫ 

出量 石嗣
全1金2 信伸塔 皇12宮塔 念碑記 龍灯 面 聖

経典塔 道祖神 馬頭署 観聖音

豊富音警
対 狗天

) 

根/ 広 根/ 広 / 根広 境宮内 根広/ 根/ 広 宮参道根ジ1大 頂山倉矢
11 

地前 / 万
入矢

倉/ 矢 倉/ 矢 屋敷下倉/ 矢/ 口倉

/ 11 集 / 
11 11 ノノ

大
11 

大 天 落 林
11 11 

お|
神 神 狗 墓 道 堂

1899 1861 1861 1849 1962 1885 1892 1753 1848 1779 

45 40 63 42 90 190 61 27 62 66 65 52 . . . . . . . . . 
未測計

. . 
35 22 26 18 18 76 36 18 25 35 35 33 . . . . . . . . . . 
45 49 63 64 90 205 61 39 62 66 83 67 

移動戦後宇く己 右 天神宮 吉日 堅牢
二和祝

矢皇落尾※郎主且宇包 吉月( 聖 丞嘉奉讃

音量観雇
聖

本十十=喜寿 郎村本梅 根先矢同・)

北器 文久
地 (口

の端に喜電作長重器短lJ盟1'-" 
日書

ヌ八2申口調大乗捗天 七之 裏 四 吉
のコ

/ 永尊嘉
年春 植

※)郎・ 立

一。 華拾
フ年E 

思明・中 方祭所 一 像
( 樹中

現の西ンク一 木回ゴ主年巳

) 

左

治 中 津 ( 

日典

若干草
安永

左)村作 量語十村昭左
裏 』FI-¥a 

村中
1ル11舟月

) 
、、.-'

組中川 郎三 十

八/ 亥天J¥ 
酉七 / 年西

石蔵 宝 -Fi¥ a 

の二 段( のに山・月 暦
女人山四

吉月日
脇右 月中世 名出本長同四

部 が

よ日 赤) 十村話 前た口 立目 天
( 

移動右
り※ 月 松昭 八 権 人 . は岩口三 八 ) 月
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⑭ 念碑記/生 合ね昔げが六村ト成れんし ⑬ 
村どのなほ合の閉二ただ、六

須/をふ話/れ村昔じ十だと辻合
念碑記 庚塔申 待塔月 語道愛みだ二合の々て二と。に村

車入す織げ、わトを新年。明仲良 の
山るつだトさン伝しコヌミ治 昔

と※会てむンつトえく月合三〈霊碑/ 漂

事訓月沢所所 根

蚕司之中ートしトてンて歩二」十寄
ふ根

根広/ 根/ 広
根広/ 赤土

ンえンほトいき十を三り
寺一庭広 条 カおトれンく始八 年 み広

隠帯~/ 事王市 町高ヲラもンあおベめ日にくに播品 の/

居は集集 に コし何つんえる、と富村 山 里 ね ノノ ノノ

寺龍会会 合二ンろのた爺むだ中 幽 ど
併十コい音げのしと之読む 震祖 谷

1806 の二ンつトな昔。。条のか と 2010 1730 1851 
院年間ち ン 喜 を 六 ト 町 は ら に 言

168 三いやト 聞合ンとな分守わ 140 130 56 78 
あ月てむン日いのト合、かられ . . 

68 り二くしト影と急昔ン償事古れれる 260 50 20 31 
し十だえン小く ト 、、六 . . . . 

211 日八れ聞昔雨れ ン六記六む合 140 142 56 98 I 

の身た産揖寅輿衆願以峯即申ム時日戯宕)雀命地聖

の日トと々生白・「合.っか村
※十奉

(薩/亥宗李 角錐道祖六(ンくの須砂震崎 六村日のしは

人、部一七生此 諸地 合前トれ六太川 合は本書紀 大語り 、 毒五造

司王に乗月/成主功 詐詞j獄港2主E 
村)ンこ合矛のの百字 ト

に左立
サ七 神

の岩赤/ト んの入山洋昔十 をがン ク月一

士化浮機了十 徳/z塵昔i 尾訣
紳 lこ音山奥 」年か合家ト 、J てEとI一- ※ 

き五 詮酔定像) を ンん囲六に/子 をもらわ族昔 だ祥士 上

2事且型U 彫願り里地蔵憧※/願主日悌道於 曳代費苦(譲量長踊 抽

偲日トぞ炉合小一歌のだせのか

2 3 書ま/ 
lま

ぶ影/太 ンうり裏端 村つ、い長とて紳ら
八養 笠

有カ がちト続い。六をお 相輪 月塔 々 党字 形

主貯はは常/文化=切/我室田為霊賀/'-"左真鍋蔵尊童Y 御

志 ラすげでほえンけ歴史だ合結様蚕
吉(

異なは
が子/コ おれ六トて が 村 ん 日右 身
建 ンむんあっン、をながでと 笠付講)享 る勢至 四 部
て小/し婆 つ の ト 六 ト 、 生 き 暮 lま

城つ之陽丙等書さ別言 た 雨 ハ ろがた村ン合ン平またら き中保 菩歳辛 四

拍車観音
警馬頭 馬頭観音 馬頭響 馬頭観音

-Ii¥ A /FI、- _L. -Fi¥ a -Fi¥ a -/i、a、 地 (無/、、
地 地 地 地 地 地

蔵菩薩
丘比 盤眠塔

蔵 蔵 蔵 蔵 蔵 蔵
尼墓
) 

/ 書庭集 / 集議庭同
/ 車庫集

/ 受話庭同
/ 同 / 同 / 同 / 同

集会所庭 主所庭

1825 1825 1825 1844 1737 1842 

41 60 63 63 45 38 36 38 38 37 37 65 51 . . . . . . . . 
28 30 27 28 24 21 15 15 16 16 15 39 18 . . . . . . . . 
58 72 70 71 57 38 36 38 38 37 37 78 81 

意如

士子日富観高

吉(

量観雇

月(主 ( 珠人(提重(提(口(外弥( 巳(※ 四智

孟塁を塁翌晶 Hjiiz霊 i※車内門墓俗万

富豊
害岨※地君 主三喜t ※置と※Z42き士皇

※警薩 右警薩対※聖蓮 手聖同合壁月主警薩 はと日尼正)
)苦~ 蔵r山 tき喜つき(珠長きじ豪、雪吉 室/今天と

文政 b字文政 E￥/ 辰十 髄龍 草、壁雲炉雀)繁引きを主) 物持議)供主日 量 襲武保1¥ 』 八酉

口 分割 口 を'-"I ~ 外以施持 一父父 十

年/ 七
持黛 左きを議主 主つ聖 は施 支の口三

/ 七 つ 手持の ー主中一女六年
世話つ 山 体口村氏一性口/寅

月 二施主』7E 姿 4音~姿為菩本以口 村
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寵灯 観音 巡
経典塔 頭響馬 書馬頭

石

書馬頭
頭響

馬頭警 馬頭観音
寵灯 石

拝塔/ 哩

仏 標

対

神社般広/ 露 根/ 広 根/ 広 根/ 広 根広/ 根広/ 根広/ 根/ 広 根/ 広
首辺E a 青 所堰裏量 根広/ 雲 / 雲所庭同

11 ノノ 11 ノノ /ノ 11 11 11 

1986 1754 1754 1832 1915 1927 1891 1933 1898 1762 

100 160 130 49 42 56 32 45 46 39 107 29 . . . . . . . 
46 45 53 30 22 16 13 19 20 20 52 16 . . . . . . . . . 
110 160 166 49 72 76 32 45 46 39 149 29 

寵銘八升御神燈
山苗田山土 聖

2i量z 
( ( 

主E中白馬頭需音
十七( 右吉(

ニ籍燈

響評女 自殺華
立

馬頭極高口六右助右左口安穏 像

献村』中寸還暦日 ~ 裏
右弥 エエ ( 

) の 化文人
※ 台の

前手) 
頭部主損

か塔三左
?年 )

あと 村福美中昭和六
)左同耐E右中問室 実髭 次 天 量査 ※ 

治明 )氏叶治明 銘の暦賓(
入品下泰土 六

下部欠

和 や地右

根車日号円ム ムー書戊四 下主東 村之山門口 士ハ
は空

上台年/ 四月 年/ 
升

※ -̂ 子中一 無蔵菩薩前 口 )る十 後列 一

馬頭書
四 A別~/年十

火※戊戊年五

銘口施
※一

口安全部為
年/ 辰ノ、

損
年/ 

如の 午年 主
左年

施主門門(大τ国- 月
の四 .右西 村早口(一 列左ー 意 、 村中
灯月 同下) 園 口右世

月 十五 ? 施 月 1月 袋損欠 月 輪女月

典塔経
馬頭観音

?1.t 

輔意害
月

馬頭響

石 聖
子安地 石嗣 層 地 無

馬頭書馬頭署桐石 石洞Z亀 待塔 洞
観日

塔
蔵菩薩

縫塔
( 

残
野熊 書蔵 姥神

片
) ) 

野い道

長平/ 長平/ 長平/ 長平/ 長平/ 長平/ 長平/ 
善内幸/ 害野内/ 語

長平/ 長/ 平

時露季語 花重際

11 11 

神社根広/ 車
ノノ 11 11 11 11 " 11 11 11 

上祖

1853 1753 1851 1924 184E 1844 1842 1874 

70 55 73 60 28 43 33 41 20 55 43 38 57 46 51 54 . . . . . . . . 
未計

. . . . . . 
30 21 38 27 23 24 22 29 18 30 23 18 30 21 27 28 . . . . . . 調U . . . . . 
133 73 94 60 51 61 33 113 35 55 55 47 67 61 51 54 

( 天(

如意草雇
九=月Eと3 十=一ゴ

主宗昔主Z量
( 

ラ辰五 室 調蔀欠揖※ ( 子安地

※ 十( ※ 
( ( 

左
吉(

七右
右 五 年コ延産

銘文不 建之自主) 
) 

口贋打思わ口の実2 嘉永 輪塔 氏

左日 夜霊
エ 行すく2 山 な ;i 明 子中

治七明

衛口 口十 別台 フじ
ら) 

需女主 寛政大正

八 ) 

※向成甲岩 口 一 月
水輪等

※ 

春ややり 祥吉/ 上月日
日

事、、成十十月
吉月 ) 像

ヵ、

書の走
人講中霊四

口十 つ左
ロニ カ宝 日( て )

ェ山
六H三年 天 損欠 右 跡

左十

門雷.森池歩行の

東占日 ) 

年辛亥 保十五
天 あ 側石 一

奏 議月 の? 保 つ 洞 月
}I贋 t;: 

435 



文化財

喜六参出月草歩兵
⑮ 

は等功全シ兵士星七 墓 神山帽石 神山石桐
庚塔申 観馬頭

地

馬頭書
石

待塔月 庚塔申 響量 祖神道略士月喜月窪 碑
蔵菩薩

段
たし級金十コ 師山口

十
/'"、、

。鶏日 団小
十 音

勲章 O一上陸兵歩源太
一 一

神小

倉/ 
住宅北倉/ 小 道平旧倉/ 小 小倉渡/ 長平 宅入口 / 長平 受踊章

草/ 語
長平/ 長平/ 

占際/ 章墓 上長平/ 墓ヲ三全第墓
社入/ 倉

授高年六 五
与地二連 口根白 |日 尾町 脇番屋 河前道旧

道山 " " 
サ於月隊通在園

道 根営 脇崎 地 地
レテ十入

タリ昔名員全営聖会人
1895 1728 1840 1847 1803 1846 

※ノ叶 96 42 70 90 45 61 41 24 73 77 54 49 
戦戦三七 . . . . . . . . . 
軍死死ヲ軍編年日ム 30 54 34 46 27 22 21 14 20 20 26 38 . . . . . . . . . . . 
碑人墓遂時グ全入シ戦役露ハ

186 42 85 108 57 77 52 24 91 77 54 67 

高代の 十一ゴ一 六月十日 八際一シ告室里霊
ヲモ(右 ※(  

じる ※白十二奉彫
一( 左(

近旧角ノ 十室音響憧 野銘向
庚申

( 

擁肩丙午3A2人十)右 一馬
の地 十前)

号日ま事諸君 原宮
、笠歳庚刻 蓮蔵 道系月 塔

告仇書Z体Z Z 
寛、六

輪が一 菩薩立
沿※十 夜枚

ロ升 のー 永頃 日月申 い前八
古池で歳ヨ月五 十二 月吉供 / 山) 。は日) ※ 

西八 一一 年午
) 

介紹ナリ四)
の年 ま一、日養塔 田天 交差) 像

童主)苔葺歯
氏 枚

享和リ旅順 日明 山壬 で二(
平武保十

lま 破 )
全動治 旧十

柑十 所番猿、)左(右
、※

※ 塔 風(
周囲年宮総口員下舟五 道脇月

若干再u 

治ー 扇平右の 本多
の

年/ 九
手早A 

設置長平講中) 

/ 辰年
体宇異のヨ攻令年

三日 へ 保事 錫杖 稲荷 に化弘他リ撃ニ十
社 移

通 敬 月 扇子コの勲二テ二 動
、 つ造 石

⑮ 

庚塔申 龍灯 碑歌
頭観馬音 馬頭書 警馬頭

巡

宕)殿署5H 2 
巡 典経

輸観量音 馬頭観青拝塔 塔拝
( 塔

対右
) 

西一 倉小/ 
倉/ i号車 倉/ 倉/ 倉/ 倉/ 倉/ 倉/ 倉/ 倉/ 倉/ 

O M お
" " 

11 

" ノノ " " " " 11 

堂

1844 1995 1775 1821 1749 1706 1780 1749 

71 165 61 52 48 45 67 70 60 90 54 57 . . . . . 
36 65 77 30 33 25 40 45 27 47 34 20 . . . . . . . . . 
71 245 76 52 48 60 79 70 78 108 69 57 

庚申 袋欠(吉日 御神燈
金書金年千

?言暴i 頭馬( 

員口苧下聾供栴奉i 養 山子奉納番供書白 刻の陽、安全/土八延口一奉再讃六 要首i元意 前記裏馬頭観世音
口(

子典建晃(裏子天作晃樹下の ? 官偉馬 仙之) 左※ 裏(
輪観富部下 )右

之成平 . に 費 二 塁 助八
不鮮日口吉月十六惣)

刻陽石す山/宝
て月と

氏天 .七ム/、五口
山 ) ) 

塔 / 基革 → 口安永
期田蒔と 八口() 左

施
子中保十 石手合ゐ

※ 
殿口永 日( ) 

主
猿刻陰

道 地当) 

輝刻一村長本多落花て
平九郎 四日 際

年号も、衛兵口※/ 戊天九月= 願主至安
※ 山

五
では文m τ酌 口吉月 為

喜

口
共※ 辰甲

/ 年九月
太

新 吉月 浴

分割
珍 四

山口-:/天日 世安一 西園・ 永九年
左右 口

し に八
日秀里/ぶ トv、今巳 古い頭馬

は) 口"， 火月 蓮寛 ※ つ 口
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(大 標山石 念庚 山石 (馬 馬 馬 石 J申巳4、 地地
祖道神震日 神/--:-桐

碑申 神嗣 議覇 観頭音 頭観音
嗣

犬像 蔵蔵
)如 )塔

十
( 

惣二ヒ来 道十
記

音 神山
塔 一 一一

岐回 本田 落田 土田 /石 /石
赤石 /ガ /ガ

倉/ 
の代 松代 東代 捨場代原 旧尊 旧尊 シフ シフ
松原 原

道北原/ 道分岐近滝付
道滝付 山 ロン ロン

跡/分 / 入口/ 東 分岐近
山

ザサ沢道 ザサ道沢 " 一 脇集 口岸 頂

1728 1985 1775 1842 1920 1993 1924 

75 37 108 60 81 50 45 80 60 42 50 . . . . . . . . 
22 18 82 47 43 50 24 55 24 33 50 . . . . . . . . . 
84 37 53 60 99 50 54 80 60 42 501 

用な( 大 ( 
fV費ノ 量、J 右ノ、宕、J

拓/庚 安否 転 九頭大馬天 頭観馬
建(荒 11-;::;:;-

供養ガラ建之 大正2岨
( 

を 四)左日 )右 七昭申 倒、願主吉月 保十 立ち 忠山月吉 忠
裏本左申如事右 書セ中京

十和塔 gi 昭日産犬 li 霊年六/ 貴重市祥日土年コ 世音
浅沢コ付辻、五来保十 ハ 川で浅川年

け く月 記十回 作浅)

る文さ日小 =ナ 念年代
道な次良 川弘 ( 左 氏事故死源六

道政 倉 年ノ

妻口 廷一
八原 施

大正隼八ゐ雲苦山
が コ吉月)

月開 標※左右 主 ( 、i、口MA J 

) 

標前 み右武村 み

)裏宜壁寄贈平成 警のipZi叩

かち 吉地
道車 こ く

山 ※ 
石ら エ 平エ富 日七 口

施主

書刻聖陰

質劣イ最三 ※ 門 ※チ
建之十年

村吉事村

上ささ 与右
月荷量口ι 

松コ 、め道つ 語童惣五年全条苗醤守
化 道重 lま ※記 追刻

コニ
村中 町 5

利要 道 開念 門 日 年 町裏

書教科※碑ま管鉱業 をこをれ L ;: 
碑副 碑歌

碑歌建た たは」
碑副 久生碑歌

(霊
士語

f出Tz塔にのっこ呈書ロヲ群墨世 i塑T神碑
も碑副、/平成 の 』 一記 地の

槙 神山さ を地 山

れ聾三こ鋼管里tの

田

" 道脇苔 つちや
た 石 よ ま跡 " 率場北側 苔ち

言上宗/ 人

戸巾 田 田

/ 歌碑脇

鉄に年五な は地 公や

代原/ 

i 
/駐園 つぽみ 十の今代原/ 木ぽ とく守 り

み そ日日 LA竪目日 家 ノ/

2000 2000 
後の本一本鋼管 限り }々 

1991 1991 1938 1961 
を位 なの 戦後

99 138 歩み鉱の()株情熱く 社長を とを 80 90 100 75 . . . 未 . . 
101 16 を内会長 任歴し通 97 150 計 37 22 . . 

望だ をてじ
. 調日 . . 

99 138 
護法さ3E 80 135 100 84 

材井石/平成十建立並 相葉有流

地 億 がの書聾闘 れれれの
でも柄で久生租昭/故蝿ら振半J り 右 代一神山

雪吹 万
記士霊旦 た事平ト変鋼鉄童の し横ゎ 敬尊飾※五 昭 目

秋ぞ
た 田な ※ 

二書・
背曲り

唯のと怯んさ風土之白の さずら、本鋼管社長日年九四月 の に

信者建立年古( 

和
分岐

年六横山 片貝 化石 れ如/
十

の礎社長のとに発展 た人情味 三 し又 の
の の 碑に 震厳及 /¥ 

松

吉月石高碑/ 翠弟句
列黙

笹 な しんに
が →日i/初抽枇 / 帰来何

年十 lま
日烏 ね つ金をいで多 一裏

伐採
翠石行と流有むり 地夫尾賢偲ぴこ 然九白 いる大貫献な

十) 一
刻石妻リ

地あり謙虚 ま日
コ日 施主

二月と

く な横るも メ7入

坪ン 理の恵鋼 域人田/乍 日 lま

437 



文化財

⑮ ⑮ ⑫ 

碑念記 地蔵童
地 標石

僧形像 碑念記 念碑記 這標 存υ 

蔵書薩
来塔如

側七百目渋/ 約峠
渋峠 渋峠 渋峠 だ渋 近ヒ芳 近ヒ芳 ヒ芳

ま峠 ユケ ユケ ユケ

し!日
テツ / 平 ツ平/ ツ平

平道/ テ/
群馬 付

付ア 東

1812 1975 1805 1975 1975 1854 

270 34 60 45 38 77 . 
未計

未計測

. 
46 17 20 92 24 56 . . 課目 . 
270 44 60 45 38 77 

伝協書宇5室七本望首地目 石書※七2申立翠2立 13器立2 額宮※皇替林局十月 芳Eケ 品手※施主主主主盟 幕標/ 昭

五芳 道多差之 山大
十年 ケ

、口)条村日

平拓開
支良入(・如

エ山右は来

町 m 、日 大養/然体昭 鈷衛/イ~ 平日 を雪郁子4
銘像像き 化文 五 の

山 は-，-さ 年十
碑/ 王ま本藤山 きハ

酎広書4 9害岡 ホ要T& 孟文化2 命ZAP 7日A〕 i 五百早

と※ 湯く
ミ左 ・さ
スは左寅矢しつ

翁/ 昭ロ
李衛門吉月詰・正ハ

り 十年 ク口
和 喜左日中入
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③ 品木/百八十八番観音の弘 ② 梨木/二猿を刻む六合最古の ①荷付場/知名度抜群の道祖神

法太子 庚申塔?

⑥ 高間峠/峠道の道標役の百番 ⑤ 暮坂峠/自衛隊の支援で開通し ④ 見寄/ドンガラ松脇の宝僅印塔

観音 た県道開撃記念碑

⑨ 引沼七五三/名号塔兼道標沢 ⑧ 引沼/木の道祖神を供えた道祖神 ⑦ 世立/本来は厚着の子安地蔵

渡道 さん
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文化財

⑫ 矢倉/石室内の双体道祖神 ⑪ 和光原/銘は子安地蔵大菩薩 ⑩ 京塚旧道分岐/信州道と草津

道の道標

⑮ 長平/雅な姿で評判の双体道 ⑭根広/月洲庵跡の延命地蔵尊 ⑬根広集会所/在りし日の六合

祖神 村昔記念碑

⑮ 渋峠/旅人を見守った地蔵様 ⑫信州道/ダマシ坂の旧道脇に骨 ⑮ 小倉/六合最古の馬頭観音

む石仏 石殿
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六
合
の
石
造
物
と
若
干
の
考
察

一
、
道
し
る
べ

六
合
地
内
で
確
認
さ
れ
た
道
標
は
一
八
基
あ
る
。
他
に
も
近
年
建
て
た
趣
味
的
道

標
も
あ
っ
た
が
除
い
た
。
江
戸

1
明
治
期
の
道
標
は
一
六
基
で
、
純
粋
な
道
標
は
二

基
、
他
は
信
仰
対
象
物
と
複
合
し
て
い
る
。
馬
頭
観
音
に
記
す
の
が
六
基
、
大
日
如

来
が
三
基
、
名
号
塔
(
南
無
阿
弥
陀
仏
)
が
二
基
、
双
体
道
祖
神
と
山
神
十
二
石
嗣

が
各
一
基
あ
る
。
他
に
昭
和
三
年
の
御
大
典
記
念
の
時
に
、
青
年
団
で
建
て
た
純
粋

な
道
標
が
二
基
あ
る
。
大
字
別
に
み
る
と
、
入
山
に
一
一
基
、
赤
岩
に
四
基
、
小
雨

に
二
基
、
生
須
に
一
基
で
あ
る
。

道
標
は
土
地
に
不
慣
れ
な
外
部
の
旅
人
等
の
便
宜
を
図
っ
た
も
の
で
、
草
津
等
の

温
泉
に
足
を
運
ぶ
遠
方
の
人
が
利
用
す
る
道
や
、
他
国
へ
通
じ
る
道
の
分
岐
地
点
に

立
て
ら
れ
る
。
当
然
、
道
標
に
記
さ
れ
た
目
的
地
は
主
に
温
泉
、
他
に
山
深
い
入
山

へ
の
道
や
、
信
州
や
越
後
へ
通
じ
る
道
に
見
ら
れ
る
。
道
標
の
目
的
地
を
見
る
と
、

温
泉
番
付
の
最
高
位
東
の
大
関
草
津
が
九
、
目
的
地
で
な
い
山
道
が
五
、
沢
渡
が
四
、

入
山
や
花
敷
が
各
三
、
小
倉
、
京
塚
が
各
二
、
遠
方
の
中
之
条
、
信
州
が
各
二
、
長

野
原
、
小
雨
、
応
徳
、
湯
の
平
、
品
木
、
遠
く
越
後
が
各
一
で
あ
る
。

設
置
年
代
で
は
嘉
永
七
年
の
道
標
が
四
基
も
あ
り
、
然
も
大
日
如
来
と
複
合
三
基
、

名
号
塔
と
の
複
合
が
一
基
あ
る
。
こ
れ
ら
の
道
標
は
地
元
の
山
本
姓
の
方
が
施
主
で

石造文化財

あ
る
。
入
山
中
学
校
生
徒
の
郷
土
学
習
の
成
果
『
入
山
研
究
』
に
、
古
老
か
ら
の
聞

き
取
り
で
嘉
永
七
年
に
信
州
側
と
入
山
側
で
道
筋
整
備
の
た
め
に
人
足
が
出
て
修
復

し
た
と
言
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
。
こ
の
記
事
か
ら
、
道
普
請
の
記
念
で
同
じ
年
に

道
標
を
建
て
た
と
思
わ
れ
る
。
渋
峠
か
ら
ダ
マ
シ
平
の
問
、
牛
馬
や
人
が
歩
き
や
す

い
よ
う
所
々
に
石
を
敷
い
た
と
思
え
る
所
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
普
請
の
際
の
仕
事
と

感
じ
る
。

他
に
入
山
田
代
原
の
西
、
分
岐
の
松
に
は
享
保
十
三
年
の
道
標
が
あ
る
。
大
日
如

来
の
側
面
に
、
右
は
信
州
、
左
は
草
津
と
あ
る
。
文
政
頃
、
渋
峠
越
の
道
筋
の
賑
わ

い
に
対
し
て
、
信
州
街
道
の
大
笹
宿
等
が
関
所
の
要
害
地
内
を
理
由
に
差
し
止
め
を

訴
え
、
結
局
は
地
元
の
生
活
物
資
に
限
り
許
す
と
裁
定
し
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
道

標
か
ら
も
山
越
え
の
信
州
道
は
そ
れ
以
前
か
ら
利
用
さ
れ
て
い
た
と
分
か
る
。
野
反

越
え
秋
山
郷
の
道
筋
に
は
道
標
が
な
い
が
、
田
代
原
一
本
松
の
山
神
十
二
様
石
嗣
の

側
面
に
エ
チ
ゴ
と
記
し
、
唯
一
の
越
後
道
の
道
標
で
あ
る
。
素
朴
な
方
言
を
使
い
、

目
的
地
を
示
さ
な
い
珍
し
い
道
標
が
広
池
前
坂
の
旧
道
に
あ
る
。

一
つ
は
細
長
い
板

状
の
石
に
、
「
右
む
ま
/
左
か
ち
」
と
あ
り
、
ム
マ
は
馬
の
転
読
で
、
カ
チ
は
徒
歩
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の
意
味
で
あ
る
。
馬
道
は
緩
や
か
な
迂
回
路
で
、
徒
歩
道
は
急
坂
の
下
り
道
で
距

離
も
短
い
道
で
あ
る
。
こ
の
左
下
に
は
萩
原
進
の
『
群
馬
の
み
ち
し
る
べ
』
、
に
紹

介
さ
れ
た
道
標
が
あ
る
。
僅
か
に
薄
い
線
が
あ
り
、
「
左
ハ
す
ぐ
じ
道
」
と
見
え
る
。

石
工
の
彫
り
で
な
く
、
器
用
な
土
地
の
方
が
彫
っ
た
道
標
と
思
え
る
。
こ
れ
も
目
的

地
で
な
く
、
迂
回
し
な
い
短
距
離
の
道
を
ス
グ
ジ
と
表
現
し
た
面
白
い
道
標
で
あ
る
。

他
に
暮
坂
の
旧
後
坂
道
入
口
に
あ
る
名
号
塔
の
道
標
は
、
町
内
で
銘
が
あ
る
道
標
で

は
正
徳
二
(
一
七
二
一
)
年
と
最
も
古
く
、
然
も
高
遠
石
工
作
品
と
し
て
も
町
内
で

は
古
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
石
工
が
建
て
た
と
思
え
る
同
年
代
の
作
が
、
大
岩
不
動

尊
参
道
の
名
号
塔
の
丁
石
で
、
丁
石
に
年
代
は
な
い
が
、
他
の
資
料
か
ら
も
正
徳
と

思
わ
れ
、
県
内
で
最
古
級
の
丁
石
で
あ
る
。

二
、
馬
頭
観
音

当
地
の
人
々
は
草
津
街
道
の
入
湯
客
や
物
資
を
運
ぶ
駄
賃
稼
ぎ
に
、
入
山
等
か
ら



文化財

の
沢
渡
通
い
や
草
津
商
い
で
地
場
の
物
産
を
運
ぶ
の
に
馬
を
利
用
し
て
い
た
。
入
山

で
は
信
州
の
田
植
え
が
済
む
と
信
州
の
馬
を
借
り
、
当
地
で
堆
肥
作
り
等
に
利
用
し
、

翌
年
春
の
田
植
え
季
節
に
は
馬
を
返
す
独
特
の
借
り
馬
制
度
が
戦
後
ま
で
行
わ
れ
た

な
ど
、
生
活
面
で
も
馬
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

明
治
十
年
頃
の
『
郡
村
誌
』
に
載
る
戸
数
と
馬
の
飼
育
は
、
日
影
村
は
寺
社
以
外

戸
数
五

O
戸
、
牝
馬
五
三
頭
、
赤
岩
村
は
同
六
二
戸
、
牝
馬
四

O
頭
、
生
須
村
は
同

一
八
戸
、
牝
馬
一
五
頭
、
小
雨
村
は
同
二
八
戸
、
牝
馬
二
八
頭
、
太
子
村
は
戸
数

二
二
戸
、
牝
馬
一
八
頭
、
入
山
村
は
一
七
七
戸
、
牝
馬
八
五
頭
と
あ
る
。
当
時
の
六

合
は
寺
社
以
外
戸
数
三
五
六
戸
、
牝
馬
二
三
九
頭
を
飼
育
、
単
純
平
均
で
戸
数
の

六
七
%
が
飼
育
す
る
。
だ
が
、
全
戸
数
の
約
半
分
の
入
山
で
は
戸
数
の
四
八
%
、
約

半
数
の
家
で
馬
を
飼
育
し
て
い
な
い
。
馬
は
半
身
上
と
い
う
が
、
家
の
大
き
な
財
産

で
あ
る
。
入
山
に
は
戦
後
ま
で
借
り
馬
制
度
が
あ
っ
た
が
、
背
景
に
は
馬
を
持
て
な

か
っ
た
農
家
が
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

死
馬
は
馬
墓
地
に
埋
葬
し
損
馬
落
と
し
地
名
も
あ
り
、
事
故
死
の
現
場
に
は
馬
頭

観
音
を
造
り
供
養
さ
れ
る
例
も
多
い
。
調
査
石
造
物
千
基
余
り
で
、
馬
頭
観
音
は
約

二
三
%
を
占
め
て
い
る
。
年
代
を
刻
む
馬
頭
観
音
を
見
る
と
、
石
殿
(
石
嗣
)
形
の

一
基
を
除
け
ば
、
古
い
の
は
江
戸
中
期
の
宝
暦
(
一
五
五
一

1
六
三
)
年
間
の
二
基

で
あ
る
。
そ
の
後
増
加
し
、
寛
政
、
文
化
、
文
政
、
天
保
年
間
は
一
五
基
余
り
、
明

治
期
に
も
二

O
基
余
り
あ
る
。
死
馬
供
養
の
墓
標
と
も
い
え
る
馬
頭
観
音
像
は
、
事

故
死
現
場
の
道
脇
に
残
る
例
も
あ
る
が
、
多
く
は
道
脇
か
ら
お
堂
境
内
に
集
め
ら
れ

忘
れ
ら
れ
た
無
縁
墓
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
。

『
入
山
研
究
』
八
号
に
大
正
頃
ま
で
行
っ
た
戸
倉
講
の
記
事
が
あ
る
。
こ
の
戸
倉

さ
ん
は
、
長
野
県
筑
北
村
の
天
台
宗
富
蔵
山
岩
殿
寺
で
、
馬
の
守
り
本
尊
で
知
ら
れ

る
富
蔵
講
で
あ
る
。
馬
の
守
り
本
尊
で
は
富
蔵
山
と
、
埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ
る
上

岡
馬
頭
観
音
(
妙
安
寺
)
が
関
東
一
円
に
知
ら
れ
る
。
戸
倉
講
は
当
地
独
特
の
行
事

で
、
毎
月
十
六
日
が
戸
倉
さ
ん
の
日
で
、
五
人
一
組
で
戸
倉
講
を
つ
く
り
、
お
金
を

積
み
、
五
年
に
一
度
、
代
参
で
一
人
が
戸
倉
さ
ん
に
行
っ
た
と
い
う
。
講
の
日
に
は
、

分
身
で
い
た
だ
い
た
戸
倉
さ
ん
の
馬
頭
観
音
の
掛
け
軸
前
で
、
念
仏
を
唱
え
馬
の
安

全
や
家
内
安
全
を
祈
願
し
た
と
あ
る
。
武
田
の
勢
力
圏
内
に
富
蔵
山
信
仰
が
広
ま
り
、

「
昭
和
三
十
五
、
六
年
頃
六
合
村
の
人
が
お
参
り
に
来
た
」
と
い
う
岩
殿
寺
住
職
の
話

が
『
研
究
』
に
も
載
る
。

東
毛
に
は
上
岡
馬
頭
観
音
の
銘
の
碑
が
目
立
つ
が
、
当
地
は
地
理
的
に
近
い
富
蔵

馬
頭
観
音
の
信
仰
圏
で
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
碑
を
三
基
確
認
出
来
た
。
太
子
の
墓
地

脇
石
仏
群
に
、
明
治
十
七
年
の
「
富
蔵
山
馬
頭
大
土
」
塔
と
、
小
雨
の
諏
訪
神
社
東
に
、

「
富
倉
山
馬
頭
大
士
」
塔
は
古
び
て
い
る
が
年
号
は
不
詳
で
あ
る
。
小
雨
沼
尾
の
見

沙
門
堂
か
ら
旧
草
津
道
を
三

O
O
M程
行
っ
た
道
脇
に
も
、
「
富
蔵
観
世
音
」
と
記
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す
塔
が
あ
る
。

儀
軌
に
は
馬
頭
観
音
の
像
容
は
念
怒
相
と
あ
る
。
だ
が
、
念
怒
の
相
の
像
は
数
基

の
み
で
、
多
く
は
一
面
二
腎
の
温
和
な
像
で
あ
る
。
家
計
の
柱
に
な
り
、
苦
労
を
共

に
し
た
愛
馬
の
死
は
念
怒
相
よ
り
、
感
謝
、
供
養
の
気
持
ち
が
強
く
慈
悲
相
が
人
々

の
心
情
と
思
わ
れ
る
。

当
地
で
馬
頭
観
音
と
い
え
ば
、
白
砂
川
を
挟
み
向
き
合
う
生
須
と
小
雨
の
町
重
文

三
面
六
管
の
馬
頭
観
音
像
が
知
ら
れ
る
。
草
津
街
道
の
馬
継
等
で
両
村
は
利
害
が
対

立
し
た
が
、
こ
の
馬
頭
観
音
は
和
解
の
象
徴
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
日
影
平

沢
1
湯
久
保
や
長
野
原
ヘ
通
じ
る
旧
道
切
り
通
し
の
馬
頭
観
音
像
は
、
見
慣
れ
た
温

和
な
表
情
の
像
で
な
く
、
儀
軌
の
よ
う
な
念
怒
相
で
印
象
に
残
る
。

前
記
の
よ
う
に
、
馬
頭
観
音
像
の
多
く
は
道
筋
に
あ
っ
た
が
、
明
治
初
期
に
文
明

開
化
に
相
応
し
く
な
い
と
路
傍
か
ら
集
め
ら
れ
た
よ
う
だ
。

一
個
所
に
集
め
ら
れ
た



所
を
見
る
と
、
小
雨
の
大
坂
上
り
口
、
生
須
の
町
重
文
馬
頭
観
音
周
辺
、
赤
岩
の
東

堂
、
日
影
下
沢
の
阿
弥
陀
堂
、
入
山
天
龍
橋
右
岸
挟
、
根
広
の
観
音
堂
周
辺
等
、
多

く
が
信
仰
の
場
で
あ
る
。

一
個
所
に
集
め
ら
れ
、
当
初
は
愛
馬
の
供
養
で
建
て
た
が
、

今
で
は
半
ば
土
に
埋
ま
り
、
忘
れ
ら
れ
草
む
ら
に
眠
る
姿
を
見
る
と
一
抹
の
寂
し
さ

を
感
じ
た
。
反
面
、
旧
道
を
歩
き
道
脇
の
馬
頭
観
音
に
出
合
う
と
、
今
は
訪
れ
る
人

も
な
い
が
本
来
の
居
場
所
に
安
堵
す
る
姿
に
ホ
ッ
と
す
る
。

六
合
の
馬
頭
観
音
像
の
多
く
は
愛
馬
の
墓
標
だ
が
、
古
い
石
殿
形
の
馬
頭
観
音
信

仰
塔
が
入
山
小
倉
の
白
根
神
社
前
の
お
堂
境
内
に
あ
る
。
桐
の
正
面
上
部
に
「
馬
頭

観
音
堂
」
と
あ
り
、
下
方
に
「
宝
永
三
成
天
九
月
九
日
」
の
年
号
と
「
施
主
山
口
口

兵
衛
」
と
刻
ま
れ
る
。
右
側
面
に
は
陽
刻
の
馬
の
姿
が
あ
る
。

一
七

O
六
年
と
古
く
、

船
底
状
の
石
に
馬
の
頭
を
刻
む
通
常
の
形
と
は
異
な
る
石
殿
で
あ
る
。
石
殿
形
の
馬

頭
観
音
の
例
を
『
日
本
石
仏
図
典
』
や
『
日
本
石
仏
事
典
』
等
何
冊
か
の
石
仏
調
査

報
告
書
を
聞
い
た
が
見
あ
た
ら
ず
貴
重
と
思
わ
れ
る
。
同
境
内
に
は
栃
木
県
那
須
周

辺
に
多
く
あ
る
、

一
基
の
馬
頭
観
音
に
二
頭
分
の
頭
を
刻
む
観
音
像
が
あ
り
、
同
様

な
像
は
日
影
下
沢
阿
弥
陀
堂
境
内
に
も
あ
る
。

損
馬
の
墓
場
に
、
愛
馬
の
成
仏
を
願
っ
た
銘
を
刻
む
馬
頭
観
音
が
入
山
和
光
原
の

旧
道
脇
、
大
霜
の
青
面
金
剛
塔
の
向
か
い
に
あ
る
。
馬
頭
観
音
付
近
は
損
馬
ヶ
原
の

地
名
が
あ
り
、
古
い
馬
捨
て
場
跡
と
い
う
。
馬
頭
観
音
の
座
像
で
、
正
面
に
は
仏
の

功
徳
を
説
く
偏
文
を
刻
み
、
裏
に
は
「
知
是
畜
生
帰
為
口
口
菩
提
心
」
と
あ
る
。
側

面
に
「
文
化
十
三
丙
子
六
月
吉
日
」
、
「
施
主
和
光
原
村
中
」
と
あ
り
一
八
一
六
年
に

村
で
馬
の
墓
場
に
建
て
た
も
の
で
あ
る
。
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二
、
経
典
塔
や
巡
拝
塔
に
み
る
信
仰
心

六
合
の
石
造
物
調
査
の
結
果
、
予
想
外
に
経
典
塔
と
巡
拝
塔
が
多
か
っ
た
。
歩
く

時
代
は
、
当
地
は
地
形
的
な
制
約
も
あ
り
外
部
と
の
交
流
機
会
も
少
な
く
、
肥
沃
な

田
畑
に
も
恵
ま
れ
ず
、
日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
生
き
る
の
に
精
一
杯
の
毎
目
だ
っ
た

ろ
う
。
仏
教
の
経
典
を
聞
き
、
唱
え
て
、
遠
方
の
霊
場
に
足
を
運
び
功
徳
や
救
い
を

求
め
る
経
済
的
ゆ
と
り
や
時
間
も
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
精
神
生
活
で
も
、
高
逼

な
教
え
よ
り
、
日
々
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
民
間
信
仰
的
な
俗
信
が
中
心
と
考
え
て

い
た
。
だ
が
、
調
査
の
結
果
、
予
想
外
に
も
遠
い
未
来
の
救
い
や
、
遠
方
の
霊
場
に

精
神
の
拠
り
所
や
功
徳
を
求
め
る
等
、
内
省
的
で
心
豊
か
な
精
神
生
活
を
送
っ
て
い

た
と
感
じ
る
結
果
に
な
っ
た
。
六
合
の
先
人
が
心
の
拠
り
所
で
建
て
た
信
仰
の
石
造

物
を
、
『
日
本
石
仏
事
典
』
や
『
石
仏
調
査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
参
考
に
、
簡
単
に

説
明
し
て
み
る
。

経
文
を
読
み
唱
え
功
徳
を
え
る
こ
と
は
仏
教
修
行
の
一
つ
で
あ
る
。
自
分
が
信
ず

る
経
文
の
読
請
や
書
写
(
写
経
)
を
行
っ
た
事
実
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
石
に
刻
む
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行
為
も
信
仰
心
の
表
れ
と
考
え
、
建
て
た
塔
が
「
経
典
塔
」

で
あ
る
。
経
典
塔
造
立

の
背
景
は
、
釈
迦
の
死
(
入
滅
)
後
五
六
億
七
、

0
0
0万
年
後
に
弥
勅
菩
薩
が
こ

の
世
に
下
り
人
々

(
衆
生
)
を
救
う
と
考
え
る
信
仰
が
あ
っ
た
。
弥
勅
菩
薩
の
世
が

来
る
ま
で
、
経
典
を
容
器
に
納
め
た
り
、
石
に
経
文
を
書
い
て
埋
め
た
の
が
経
塚
で
、

入
山
の
京
塚
集
落
の
地
名
由
来
で
あ
る
。
元
来
の
目
的
は
後
世
に
経
典
を
伝
え
る
こ

と
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
特
定
目
的
を
果
た
す
供
養
と
し
て
の
埋
経
(
納
経
)
に
変

化
し
た
。
現
存
の
経
塚
や
埋
経
の
多
く
は
こ
の
例
で
あ
る
。
弥
勅
が
こ
の
世
に
来
る

ま
で
の
問
、
諸
国
の
霊
場
に
保
管
す
る
目
的
で
大
乗
妙
典
(
法
華
経
)
を
、
圏
内
に

あ
っ
た
国
の
数
と
同
じ
六
六
部
書
写
し
、
こ
れ
ら
の
国
々
を
廻
り
納
経
す
る
六
六
部

(
六
部
は
略
称
)
信
仰
が
う
ま
れ
た
。
強
い
信
伸
心
に
よ
り
、
六
六
部
の
法
華
経
書

写
や
、
六
六
ヶ
国
を
廻
国
す
る
多
難
な
事
業
を
達
成
し
た
記
念
に
建
て
た
の
が
「
廻

国
塔
」
と
さ
れ
る
。
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「
巡
拝
塔
」
は
、
近
畿
地
方
の
観
音
札
所
を
巡
る
西
国
三
十
一
二
番
、
関
東
の
観
音

札
所
を
巡
る
坂
東
三
十
三
一
番
、
秩
父
(
埼
玉
県
)
周
辺
の
観
音
札
所
を
巡
る
秩
父

三
十
四
番
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
百
番
観
音
札
所
と
呼
ば
れ
る
。
四
国
に
は
弘
法
大
師

空
海
に
縁
の
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
が
あ
る
。
四
国
四
県
、
徳
島
に
始
ま
り
、
高
知
、

愛
媛
を
経
て
、
香
川
県
で
満
願
の
、
総
計
二
四

O
O
J程
、
徒
歩
で
四

O
日
程
を

要
す
る
霊
場
で
あ
る
。
霊
場
の
本
尊
は
薬
師
如
来
が
一
番
多
く
、
釈
迦
如
来
や
大
日

如
来
等
各
種
の
仏
が
本
尊
で
あ
る
。
西
国
、
坂
東
、
秩
父
の
百
番
観
音
霊
場
と
、
四

国
八
十
八
ヶ
所
を
合
わ
せ
百
八
十
八
番
札
所
と
呼
び
、
当
地
に
も
百
八
十
八
番
巡
拝

塔
が
見
ら
れ
る
。

遠
方
の
西
国
や
四
国
等
の
巡
拝
は
困
難
な
た
め
、
地
元
の
札
所
を
巡
る
ミ
ニ
観
音

札
所
が
吾
妻
郡
に
も
あ
る
。
吾
妻
一
二
十
三
番
観
音
札
所
は
起
源
は
中
世
と
思
え
、
東

吾
妻
町
、
中
之
条
町
を
巡
る
札
所
で
あ
る
。
西
吾
妻
に
は
三
原
コ
一
十
四
番
観
音
札
所

が
あ
り
、
長
野
原
町
、
嬬
恋
村
、
草
津
町
、
六
合
村
を
巡
る
。
「
巡
拝
塔
」
を
見
る

と
、
百
番
や
百
八
十
八
番
、
三
十
三
一
番
又
は
コ
一
十
四
番
等
が
あ
る
。
巡
拝
塔
建
立
は

札
所
を
巡
拝
し
本
願
達
成
の
暁
に
建
て
る
の
が
原
則
だ
ろ
う
。
だ
が
、
当
地
か
ら
歩

い
て
百
番
や
百
八
十
八
番
の
札
所
を
巡
る
に
は
篤
い
信
仰
心
と
共
に
、
経
済
的
な
裏

付
け
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
巡
拝
成
就
を
感
じ
さ
せ
る
塔
も
あ
る
が
、
遠
方
の
観
音
様

の
功
徳
を
願
っ
て
建
て
た
塔
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。
巡
拝
の
主
流
は
観
音
霊
場
だ

が
、
こ
れ
は
「
観
音
経
」
に
観
音
菩
薩
が
人
々
を
救
済
す
る
た
め
三
十
三
の
姿
に
変

じ
現
れ
る
と
い
う
記
述
に
由
来
し
、
こ
の
功
徳
を
得
る
た
め
に
観
音
を
租
る
三
十
三

の
霊
場
を
巡
拝
す
る
信
仰
に
発
展
し
た
と
い
う
。

当
地
に
は
単
独
の
「
山
岳
信
仰
塔
」
は
な
い
が
、
他
と
複
合
し
た
山
岳
霊
場
巡
拝

碑
が
二
基
あ
る
。
双
方
の
塔
に
湯
殿
山
が
、

一
基
に
立
山
と
大
峯
が
記
さ
れ
る
。

六
合
地
区
の
人
口
は
現
在
、
町
全
体
の
一
割
程
度
で
あ
る
。
『
中
之
条
町
の
石
造

物
』
を
聞
く
と
、
旧
中
之
条
町
で
は
約
三
、
五

O
O基
の
石
造
物
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
今
回
の
六
合
地
区
の
調
査
で
は
約
一
、

0
0
0基
が
確
認
さ
れ
た
。
旧
中
之
条

町
の
石
造
物
で
は
、
数
ヶ
所
あ
る
百
庚
申
群
は
部
分
紹
介
の
た
め
、
未
紹
介
を
含
め

た
旧
中
之
条
町
の
石
造
物
は
約
四
、

0
0
0基
で
あ
る
。
六
合
地
区
の
石
造
物
数
約
一
、

0
0
0基
は
旧
中
之
条
町
の
二
五
%
程
で
、
六
合
の
人
口
数
か
ら
換
算
す
れ
ば
相
当

高
い
比
率
と
考
え
ら
れ
る
。
六
合
は
山
間
地
で
耕
地
は
狭
く
、
山
か
ら
の
恵
み
と
街

道
筋
は
駄
賃
稼
ぎ
が
生
計
の
柱
で
、
決
し
て
豊
か
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
だ
が
、
意

外
に
も
精
神
的
な
欲
求
に
よ
る
信
仰
心
は
強
く
、
大
切
な
お
金
を
信
仰
塔
等
を
建
て

る
の
に
工
面
し
て
い
る
。
こ
の
背
景
は
今
の
我
々
に
は
考
え
が
及
ば
な
い
が
、
苦
し

い
生
活
の
日
々
だ
が
、
心
の
拠
り
所
を
求
め
、
願
い
を
石
に
刻
み
後
世
に
伝
え
た
い

よ
う
に
思
え
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
複
合
碑
も
含
む
が
旧
中
之
条
町
で
は
経
典
塔
が
一
九
基
、
巡
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拝
塔
が
六
七
基
、
廻
国
塔
が
一
九
基
が
報
告
さ
れ
る
。
六
合
地
区
で
は
、
経
典
塔
が

二
二
基
、
巡
拝
塔
が
三
九
基
、
廻
国
塔
が
二
基
確
認
さ
れ
た
。
経
典
塔
は
六
合
の
石

造
物
の
約
二
%
、
巡
拝
塔
は
同
約
四
%
と
高
い
比
率
で
あ
る
。
特
に
経
典
塔
類
は
絶

対
数
で
も
旧
中
之
条
町
よ
り
も
多
く
存
在
す
る
。
こ
の
塔
の
造
立
背
景
を
考
え
る
と
、

庶
民
に
身
近
な
民
俗
的
な
信
仰
塔
と
は
異
な
り
、
相
当
程
度
の
教
養
、
知
識
に
基
づ

く
信
仰
心
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

経
典
塔
の
多
く
は
奉
読
諦
大
乗
妙
典
供
養
塔
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
だ
が
、
施
主

の
心
根
を
映
す
よ
う
な
「
奉
恭
読
」
や
「
奉
再
読
」
と
刻
む
塔
も
あ
る
。
太
子
に
は

「
奉
寝
読
」
と
謙
虚
な
表
現
の
塔
も
あ
っ
た
。

一
番
古
い
の
が
享
保
十
五
(
一
七
三

O
)

年
、
次
ぎ
に
寛
延
二
(
一
七
四
九
)
年
が
あ
る
。
巡
拝
塔
で
は
享
保
六
(
一
七
一
一
一
)

年
が
古
く
、
次
に
同
九
年
、
さ
ら
に
寛
延
、
宝
暦
と
続
い
て
い
る
。
特
色
は
百
番
巡

拝
塔
が
一
六
基
で
、
四
国
八
十
八
番
を
含
む
百
八
十
八
番
巡
拝
塔
が
一
四
基
と
措
抗



す
る
。
旧
中
之
条
町
で
は
百
番
巡
拝
塔
五
九
基
に
比
し
、
百
八
十
八
番
巡
拝
塔
が
七

基
と
少
な
い
。
六
合
で
は
百
番
観
音
霊
場
以
外
に
、
弘
法
太
子
に
縁
の
四
国
霊
場
へ

の
信
仰
が
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
だ
。
碑
文
か
ら
巡
拝
が
成
就
し
た
と
思
え
る
塔
は
、
花

敷
温
泉
の
薬
師
堂
の
観
音
像
に
刻
む
「
奉
順
礼
西
国
三
十
三
ヶ
所
」
と
、
同
九
年
の
「
奉

納
順
礼
坂
東
三
十
三
所
」
が
あ
る
。
生
須
に
は
吾
妻
郡
西
部
の
観
音
札
所
を
巡
る
「
三

原
三
十
四
ヶ
所
観
世
音
」
と
刻
む
ミ
ニ
札
所
の
巡
拝
塔
が
あ
る
。

四
、
品
木
の
百
八
十
八
番
観
音

町
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
詳
で
あ
る
。
史
跡
説
明
に
は
、
観

音
群
は
江
戸
時
代
に
品
木
の
山
本
梅
右
衛
門
が
建
立
し
、
西
国
三
十
三
番
、
坂
東

三
十
三
番
、
秩
父
三
十
四
番
の
観
音
霊
場
と
、
四
国
の
八
十
八
ヶ
所
を
勧
請
し
租
つ

た
と
あ
る
。
石
仏
群
入
口
手
前
に
あ
る
弘
法
大
師
座
像
台
座
銘
は
「
奉
建
立
四
国
・

西
国
・
坂
東
・
秩
父
百
八
拾
口
口
口
数
塔
」
と
記
し
、
口
は
「
八
番
(
ま
た
は
所
)
供
」

だ
ろ
う
。
右
側
は
剥
落
で
「
口
亥
吉
日
」

の
み
で
、
建
立
年
代
は
特
定
出
来
な
い
。

左
側
面
は
「
山
本
博
三
郎
」
と
あ
り
、
建
立
者
山
本
梅
右
衛
門
の
名
と
異
な
る
。
大

師
像
と
同
時
期
に
百
八
十
八
所
の
石
仏
を
租
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
銘
文
が
裏
付
け
る
。

厳
密
に
考
え
る
と
指
定
名
称
「
百
八
十
八
番
観
音
」
は
間
違
い
で
あ
る
。
四
国

八
十
八
ヶ
所
の
本
尊
は
寺
々
で
異
な
り
、
観
音
が
本
尊
は
全
体
か
ら
見
れ
ば
少
数
で

あ
る
。
本
尊
は
薬
師
如
来
が
二
十
三
ヶ
寺
、
十
一
面
観
音
が
十
三
ヶ
寺
、
千
手
観
音

が
十
一
ヶ
寺
で
あ
る
。
他
に
阿
弥
陀
八
ヶ
寺
、
釈
迦
知
来
と
大
日
如
来
は
六
ヶ
寺
、

各
種
の
地
蔵
菩
薩
五
ヶ
寺
で
あ
る
。
さ
ら
に
聖
観
音
、
不
動
明
王
、
虚
空
蔵
菩
薩
、
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弥
勅
菩
薩
、
文
殊
菩
薩
、
等
に
及
ん
で
い
る
。

配
置
は
坂
東
、
西
国
、
秩
父
の
順
に
並
ぶ
が
、
坂
東
の
標
柱
個
所
は
観
音
が
大
部

分
だ
が
、
西
国
や
秩
父
の
所
に
観
音
以
外
の
石
仏
が
多
く
あ
り
、
「
観
音
群
」

の
名

に
相
応
し
く
な
く
、
百
八
十
八
霊
場
石
仏
群
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
石
仏
を
見
る
と

三
十
五
番
以
降
は
四
国
の
本
尊
と
分
か
る
が
、
三
十
三
番
ま
で
は
四
ヶ
所
が
重
複
す

る
。
該
当
番
号
の
本
尊
を
見
た
が
、
小
さ
な
石
仏
で
印
相
等
も
分
か
ら
ず
、
儀
軌
と

一
致
し
な
い
石
仏
も
あ
り
、
更
に
調
査
者
が
未
熟
で
正
確
な
判
定
は
困
難
で
、
調
査

資
料
に
は
?
印
が
多
く
な
っ
た
。

『
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
』
に
観
音
群
の
特
別
研
究
が
載
る
が
、
山
口
村
長
か
ら
の

聞
き
取
り
で
は
、
梅
右
衛
門
が
建
立
し
、
信
州
の
石
工
作
と
記
す
が
、
時
代
は
不
詳

と
あ
る
。
移
転
前
の
観
音
等
石
仏
数
は
一
七
六
体
で
、
苔
む
し
た
り
石
が
割
れ
劣
化

が
進
み
、
早
め
の
対
応
を
求
め
て
い
る
。
当
地
生
ま
れ
の
古
老
が
、
梅
右
衛
門
宅
に

寄
留
の
石
工
が
、

一
宿
一
飯
の
お
礼
で
刻
ん
だ
と
い
う
話
し
か
ら
、
地
元
入
山
系
の

石
工
よ
り
高
遠
系
石
工
の
作
を
連
想
さ
せ
る
。
な
お
、
石
材
は
品
木
ダ
ム
サ
イ
ト
下

方
、
須
立
か
ら
運
ん
だ
石
を
利
用
し
た
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。
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今
回
の
調
査
で
は
、
欠
損
破
片
を
含
み
石
像
は
一
四
九
基
あ
り
、
移
転
前
よ
り
二

O
基
程
少
な
く
な
っ
た
。
石
仏
に
は
番
号
以
外
の
銘
は
な
く
、
信
州
の
石
工
作
を
裏

付
け
る
証
拠
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。
素
朴
な
作
風
の
石
仏
が
多
く
、
沢
渡
の
北
向

観
音
三
十
三
番
を
建
て
た
入
山
石
工
に
近
い
と
感
じ
た
。
岩
島
の
川
中
温
泉
か
ら
高

間
峠
に
至
る
道
筋
の
百
番
観
音
に
も
似
て
い
る
。

調
査
の
結
果
、
三
十
三
番
観
音
の
儀
軌
に
従
っ
た
石
仏
な
ど
、
百
八
十
八
ヶ
所
本

尊
以
外
の
石
仏
も
あ
っ
た
。
百
八
十
八
所
の
石
仏
で
は
、
岩
座
は
不
動
像
以
外
に
な

い
が
、
不
動
像
以
外
に
も
岩
座
を
刻
む
像
が
あ
り
、
滝
見
観
音
の
八
番
、
魚
に
乗
る

魚
藍
観
音
の
十
番
、
背
に
滝
や
岩
み
ら
阿
轄
観
音
の
二
十
番
は
儀
軌
の
三
十
三
番
観

音
像
で
あ
る
。
こ
の
儀
軌
通
り
観
音
像
は
数
基
で
、
百
八
十
八
ヶ
所
の
石
仏
と
の
関

連
や
造
立
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

何
れ
に
し
て
も
、
山
深
い
土
地
で
慎
ま
し
い
生
活
を
送
る
庶
民
が
、
救
い
や
仏
の
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功
徳
を
求
め
て
遠
方
の
霊
場
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
至
難
で
あ
る
。
現
世
の
生
活
に
追

わ
れ
、
特
別
な
喜
捨
や
善
行
、
修
行
を
行
う
機
会
は
な
い
が
、
あ
り
が
た
い
遠
方
の

霊
場
の
仏
達
に
救
い
を
求
め
建
て
た
石
仏
で
あ
る
。
こ
こ
だ
け
で
調
査
し
た
六
合
の

石
造
物
の
約
二

O
%
が
集
ま
り
、
当
地
に
住
ん
だ
先
人
の
心
情
と
信
仰
心
の
篤
さ
を

感
じ
、
心
洗
わ
れ
る
思
い
が
す
る
。

五
、
子
安
地
蔵
と
女
人
信
仰
塔

江
戸
時
代
の
武
士
に
は
苗
字
帯
万
の
特
権
が
あ
り
、
農
民
等
の
身
分
に
は
苗
字
が

な
い
存
在
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
石
造
物
調
査
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
名
前
以

外
に
百
字
も
記
す
例
が
相
当
数
あ
る
と
気
が
つ
い
た
。
公
的
文
書
等
は
名
の
み
だ
が
、

碑
文
等
に
は
従
来
の
苗
字
使
用
は
許
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
女
性
名
を

刻
む
石
造
物
は
少
な
く
、
苗
字
が
つ
く
の
は
皆
無
に
近
い
と
知
っ
た
。
お
寺
や
神
社

に
檀
家
や
氏
子
が
信
仰
や
感
謝
の
証
で
寄
進
し
た
近
年
の
石
造
物
が
多
く
あ
る
が
、

相
当
数
は
ご
夫
婦
名
を
連
記
し
、
時
代
の
変
遷
を
改
め
て
実
感
す
る
。

封
建
的
な
色
彩
の
強
い
時
代
に
は
、
女
性
が
公
的
な
表
に
出
る
機
会
が
少
な
か
っ

た
の
は
事
実
だ
ろ
う
。
だ
が
、
じ
っ
く
り
石
造
物
を
見
る
と
、
施
主
を
善
男
と
断
る

例
も
少
数
あ
っ
た
が
、
女
人
又
は
女
が
信
仰
の
主
役
で
建
て
た
石
造
物
が
意
外
に
あ

る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
石
造
物
調
査
か
ら
、
女
性
が
主
役
と
感
じ
た
数
例
を
紹
介

し
て
み
る
。

六
合
地
区
調
査
で
、
当
地
に
は
子
安
地
蔵
信
仰
が
他
町
村
よ
り
篤
い
と
感
じ
た
。

若
い
母
親
中
心
の
講
が
子
安
講
で
、
子
授
け
や
安
産
、
子
供
の
健
や
か
な
成
長
を
祈

念
し
、
死
産
の
時
は
供
養
の
た
め
に
集
ま
る
講
で
あ
る
。
確
認
し
た
石
造
物
は
一
四

基
で
、
入
山
の
各
集
落
に
は
ほ
ぼ
あ
っ
た
。
子
安
地
蔵
の
名
称
だ
が
、
お
姿
は
子
育

て
地
蔵
様
の
イ
メ
ー
ジ
よ
り
、
子
を
慈
し
み
抱
く
子
安
観
音
H

慈
母
観
音
に
近
い
よ

う
に
感
じ
る
。
当
地
の
子
育
て
地
蔵
日
子
安
地
蔵
は
、
子
供
を
抱
く
地
蔵
は
見
ら
れ

な
い
。
像
容
は
両
手
で
幼
児
を
抱
く
姿
、
片
手
に
乳
房
を
持
ち
、

一
方
の
手
で
幼
児

を
抱
く
像
等
、
様
々
な
姿
の
丸
彫
り
の
座
像
で
あ
る
。

子
安
地
蔵
造
立
の
背
景
に
、
入
山
の
各
集
落
に
残
る
病
人
龍
に
象
徴
さ
れ
る
医
療

施
設
不
備
の
状
況
も
あ
っ
た
ろ
う
。
重
病
時
に
は
隣
組
の
手
を
煩
わ
し
、
龍
に
揺
ら

れ
生
涯
に
一
度
の
草
津
の
病
院
に
運
ば
れ
、
死
の
時
を
迎
え
た
よ
う
な
厳
し
い
現
実

を
反
映
し
て
い
る
と
感
じ
る
。
仕
事
に
追
わ
れ
出
産
前
日
ま
で
働
き
、
早
々
に
仕
事

に
復
帰
す
る
状
況
に
あ
り
、
母
親
が
育
児
に
時
間
を
割
く
ゆ
と
り
も
な
い
の
が
生
活

の
実
態
だ
っ
た
ろ
う
。
成
人
前
に
亡
く
な
る
子
供
が
多
く
い
る
厳
し
い
現
実
の
な
か
、

安
産
や
子
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
、
神
仏
の
加
護
に
す
が
る
の
は
母
親
の
自
然

の
心
情
だ
ろ
う
。

主
な
子
安
地
蔵
を
紹
介
す
る
と
、
生
須
の
子
安
地
蔵
は
豊
満
な
乳
房
を
子
に
含
ま
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せ
る
観
音
様
の
イ
メ
ー
ジ
の
像
で
あ
る
。
天
保
年
間
に
高
速
石
工
が
刻
ん
だ
石
像
で
、

側
面
に
「
女
人
中

せ
い
、

い
ね
、
も
よ
、
よ
し
、
ち
か
、

み
な
」
と
六
人
の
女
性

の
名
が
記
さ
れ
る
。
世
立
の
子
安
地
蔵
も
、
今
も
安
産
等
を
願
っ
て
か
衣
類
を
寄
進

し
着
せ
る
方
が
い
る
。
像
に
銘
は
な
い
が
、
右
手
に
蓮
を
持
ち
、
左
手
で
子
を
抱
く

姿
で
あ
る
。
和
光
原
下
組
の
子
安
地
蔵
は
文
政
年
間
に
建
て
、
正
面
は
「
子
安
地
蔵

大
菩
薩
」
、
側
面
に
は
「
念
悌
供
養
塔
」
と
あ
り
念
仏
塔
も
兼
ね
る
。
太
子
の
花
園
(
桑

園
)
堂
跡
に
あ
る
天
保
年
間
の
子
安
地
蔵
は
「
念
仏
供
娘
塔
」
と
正
面
に
あ
り
、
側

面
は
「
女
人
講
中
」
で
、
女
人
念
仏
講
の
塔
で
あ
る
。
赤
山
石
広
池
大
日
堂
の
通
称
子

安
さ
ん
は
一
部
見
え
な
い
が
、
文
政
三
年
や
念
仏
の
銘
が
分
か
る
。
日
影
下
沢
阿
弥

陀
堂
の
子
安
地
蔵
も
裏
側
の
銘
が
確
認
出
来
な
い
。
入
山
品
木
の
天
保
年
間
の
子
安

地
蔵
に
は
「
富
所
女
人
講
中
」
の
銘
が
あ
る
。
入
山
花
敷
薬
師
堂
に
あ
る
嘉
永
年
間

の
子
安
地
蔵
に
は
「
長
平
村
」
の
銘
が
あ
る
。
和
光
原
上
村
の
お
堂
境
内
と
、
長
平



の
観
音
堂
境
内
の
子
安
地
蔵
は
頭
部
が
欠
け
て
、
今
で
は
忘
れ
ら
れ
た
感
じ
で
あ
る
。

子
安
地
蔵
の
石
像
は
な
い
が
、
荷
付
場
に
は
子
安
さ
ん
の
お
堂
が
あ
り
、
京
塚
に

は
子
守
り
神
社
を
租
り
、
地
内
の
子
安
信
仰
の
場
に
な
っ
て
い
た
。
他
に
長
平
集
落

の
姥
神
様
は
恐
い
老
婆
の
像
は
な
く
、
石
桐
と
い
う
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

主
役
が
女
性
だ
っ
た
民
間
信
仰
的
な
行
事
に
月
待
ち
が
あ
る
。
月
待
ち
は
特
定
の

月
齢
の
夜
に
講
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
飲
食
や
念
仏
等
の
勤
行
を
行
い
、
月
の
出
を
待
つ

た
り
月
齢
の
本
尊
(
二
十
三
夜
は
勢
至
菩
薩
)
を
租
る
行
事
で
、
女
性
の
み
の
講
も

多
か
っ
た
。
月
待
ち
の
夜
は
、
女
性
も
家
事
か
ら
も
解
放
さ
れ
、
飲
み
食
い
を
共
に

し
、
お
喋
り
を
楽
し
む
集
い
の
夜
だ
っ
た
ろ
う
。
月
待
を
共
に
す
る
仲
間
が
、

一
定

期
間
の
月
待
ち
を
終
え
た
際
な
ど
に
建
て
た
の
が
月
待
塔
で
あ
る
。
月
待
ち
と
言
え

ば
通
称
三
夜
様
と
呼
ぶ
二
十
三
夜
が
思
い
浮
か
ぶ
程
で
、
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た
行

事
だ
っ
た
。
六
合
地
区
で
は
九
基
確
認
さ
れ
た
が
、
二
十
三
夜
塔
が
七
基
、
三
夜
様

と
呼
ぶ
石
仏
(
像
は
聖
観
音
に
も
似
る
)
が
一
基
あ
る
。
月
齢
が
二
十
三
夜
以
外
の

塔
は
二
基
で
、
太
子
の
天
保
年
間
の
如
意
輪
観
音
に
「
十
九
夜
供
養
塔
」
、
「
嘗
邑
女

人
口
」
と
、
品
木
の
赤
城
神
社
下
に
「
十
九
」
と
あ
る
塔
も
埋
没
で
見
え
な
い
が
月

齢
だ
ろ
う
。
『
中
之
条
町
の
石
造
物
』
を
見
て
、
十
六
夜
塔
が
多
い
地
域
と
感
じ
た
が
、

六
合
で
は
二
十
三
夜
塔
が
大
多
数
を
占
め
地
域
的
特
色
は
な
か
っ
た
。

当
地
の
二
十
三
夜
塔
の
代
表
と
も
い
え
る
大
き
な
塔
で
、
石
工
技
能
が
冴
え
た
優

品
が
生
須
に
あ
る
。
町
文
化
財
馬
頭
観
音
付
近
の
道
上
に
組
ら
れ
た
弘
化
三
年
の
塔

で
、
像
高
一
七
五
句
で
中
央
に
勢
至
菩
薩
合
掌
像
が
彫
ら
れ
、
台
に
「
三
夜
待
講
中
」

と
あ
る
。
三
日
月
、
飛
雲
や
牡
丹
花
や
台
座
前
の
兎
像
と
石
工
の
技
が
十
分
に
発
揮
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さ
れ
た
塔
で
あ
る
。

如
意
輪
観
音
像
は
女
性
の
墓
石
に
も
多
く
、
産
婦
の
墓
標
で
立
て
た
地
域
も
あ
る

な
ど
、
女
性
か
ら
の
篤
い
信
仰
を
受
け
た
仏
で
あ
る
。
像
容
は
右
膝
を
立
て
、
右
手

を
頬
に
添
え
る
姿
で
な
じ
み
深
い
像
だ
が
、
頬
に
手
を
添
え
る
姿
か
ら
、
歯
痛
か
ら

守
る
神
と
い
う
素
朴
な
民
間
信
仰
の
対
象
例
も
あ
る
。
普
通
は
左
手
に
如
意
宝
珠
が

あ
り
、
仏
の
名
の
由
来
に
な
る
。
こ
の
宝
珠
が
ど
こ
に
で
も
転
が
る
よ
う
に
意
の
ま

ま
現
れ
、
衆
生
の
苦
し
み
を
取
り
去
っ
て
利
益
を
与
え
る
仏
と
さ
れ
る
。
前
述
以
外

に
「
女
人
」
銘
の
あ
る
当
地
の
如
意
輪
観
音
像
を
見
て
み
る
。
日
影
中
沢
の
橋
爪
家

墓
地
脇
に
文
化
七
年
の
如
意
輪
観
音
像
が
あ
り
、
「
念
仏
供
養
」
、
「
嘗
村
願
主
女
人
中
」

の
銘
が
あ
る
。
京
塚
観
音
堂
境
内
に
あ
る
寛
政
二
年
の
如
意
輪
観
音
像
に
は
「
念
悌

供
操
塔
」
や
「
嘗
村
女
人
」
の
銘
が
あ
る
。
矢
倉
の
お
堂
屋
敷
の
如
意
輪
観
音
に
は
、

「
村
中
女
人
」
の
銘
が
あ
る
。
根
広
集
会
所
(
月
洲
庵
跡
)
、
宝
暦
の
知
意
輪
観
音
像

で
、
台
座
に
、
「
念
仏
供
養
講
中
施
主
村
女
人
」
の
銘
が
あ
る
。

前
記
以
外
に
「
女
人
」
と
刻
む
塔
を
紹
介
す
る
。

①
小
雨
、
支
所
裏
の
市
川
家
墓
地
脇
の
文
政
十
一
年
の
灯
寵
の
台
に
「
女
念
仏
講
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中
」
の
銘
。

②
小
雨
天
神
社
石
段
脇
に
租
る
「
突
卯
歳
」
の
信
仰
塔
は
、
「
女
人
講
/
十
六
番
」

の
銘
。③

小
雨
、
大
坂
旧
道
沿
い
に
あ
る
、
寛
政
四
年
の
千
手
観
音
に
「
西
国
口
川
/
第

三
番
/
草
津
女
人
/
念
仏
講
中
」
の
銘
が
あ
る
。

④
太
子
集
落
に
嘉
永
七
年
の
阿
弥
陀
知
来
座
像
、
「
念
仏
供
養
塔
」
や
「
女
人
講
中
」

の
銘
。⑤

龍
沢
寺
参
道
、
明
治
二
十
七
年
の
二
十
三
夜
塔
に
「
女
人
講
中
」
の
銘
。

⑥
赤
岩
東
堂
石
仏
群
、
文
化
十
一
年
の
線
彫
り
の
美
し
い
観
音
像
に
「
女
人
講
中
」

の
銘
。以

上
、
雑
駁
な
整
理
だ
が
、
女
性
の
信
仰
を
裏
付
け
る
石
造
物
類
を
紹
介
す
る
と

共
に
、
簡
単
な
説
明
だ
が
ま
と
め
に
し
た
い
。
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六
、
神
社
の
石
造
物
や
石
桐
の
神
々

神
社
境
内
や
参
道
に
は
灯
龍
等
、
各
種
の
石
造
物
が
あ
る
が
、
こ
の
中
か
ら
幾
つ

か
の
興
味
深
い
石
造
物
を
紹
介
す
る
。

一
つ
は
地
味
で
気
が
つ
か
な
い
石
造
物
に
石
段
銘
が
あ
る
。
赤
岩
神
社
入
口
か
ら

急
坂
を
上
り
汗
が
出
る
頃
、
上
に
赤
岩
神
社
が
見
え
る
所
に
到
着
、
そ
こ
か
ら
石
段

が
始
ま
る
。
最
初
の
石
段
脇
石
柱
に
、
下
部
は
見
え
な
い
が
「
奉
寄
進
/
宝
永
二
年

/
口
月
篠
原
」
と
あ
る
。

一
七

O
五
年
と
時
代
も
古
い
石
段
で
、
篠
原
氏
の
寄
進
で

出
来
た
と
分
か
る
。
そ
の
上
の
石
段
脇
石
柱
は
「
奉
寄
進
/
宝
永
二
年
/
西
四
月
冨

沢
安
左
ェ
衛
門
」
と
あ
り
、
前
記
と
同
年
に
出
来
た
と
分
か
る
。
拝
殿
近
く
の
石
段

柱
に
は
「
寛
政
十
年
八
月
日
」
と
あ
り
、

一
七
九
八
年
に
出
来
た
石
段
で
あ
る
。
当

社
参
道
の
整
備
が
、
石
段
の
石
柱
に
刻
む
宝
永
二
年
や
寛
政
十
年
の
年
号
か
ら
、
当

社
参
道
の
整
備
の
時
代
が
分
か
る
貴
重
な
銘
で
あ
る
。

六
合
に
は
赤
城
神
社
が
生
須
と
品
木
に
祭
租
さ
れ
る
。
赤
城
神
社
は
赤
城
山
と
山

頂
付
近
の
沼
を
ご
神
体
と
す
る
が
、
当
地
の
集
落
か
ら
は
東
が
山
並
み
に
遮
ら
れ
て

赤
城
山
は
見
え
な
い
。
赤
城
神
社
の
御
神
幸
神
事
に
は
、
田
畑
の
仕
事
が
始
ま
る
春

に
神
を
里
に
迎
え
る
サ
オ
リ
や
、
農
作
業
が
終
わ
る
秋
に
神
を
山
に
お
送
り
す
る
サ

ノ
ボ
リ
神
事
が
あ
る
。
農
神
と
し
て
の
側
面
が
、
近
世
に
は
赤
城
南
面
を
中
心
に
庶

民
が
赤
城
講
を
組
織
し
信
仰
圏
が
広
が
っ
た
言
わ
れ
る
。
赤
城
山
も
見
え
ず
、
遥
か

西
に
位
置
す
る
当
地
に
租
る
の
も
農
神
と
し
て
の
信
仰
だ
ろ
う
。

生
須
の
赤
城
神
社
入
口
の
大
灯
龍
の
銘
文
は
興
味
深
い
。
文
化
九
年
の
優
美
な
灯

龍
で
、
向
か
っ
て
右
の
灯
龍
の
竿
石
に
「
赤
城
大
明
神
/
天
神
/
地
祇
八
百
高
神
/

八
幡
大
神
/
八
坂
大
神
」
と
あ
り
、
左
の
灯
龍
の
竿
石
に
は
「
赤
城
大
明
神
/
伊

勢
大
神
宮
/
石
尊
大
権
現
/
秋
葉
大
権
現
」
と
、
見
知
ら
ぬ
土
地
の
名
神
大
社
や

八
百
万
の
神
々
の
ご
加
護
を
期
待
し
た
、
庶
民
の
少
々
欲
張
っ
た
神
頼
み
や
願
い
を

反
映
さ
せ
る
灯
龍
で
あ
る
。
当
地
以
外
も
含
め
、
こ
れ
ほ
ど
多
数
の
神
々
を
記
す
石

造
物
も
珍
し
い
。
同
社
拝
殿
前
の
文
政
十
一
年
の
灯
寵
も
多
く
の
神
々
の
名
が
あ
る
。

こ
の
竿
石
に
は
「
聡
伽
大
権
現
/
金
毘
羅
大
権
現
/
秋
葉
大
権
現
」
と
あ
り
、
今
の

岡
山
県
、
香
川
県
/
静
岡
県
に
あ
る
著
名
な
神
社
の
名
で
あ
る
。
特
に
遠
く
岡
山
県

に
あ
る
職
伽
大
権
現
と
記
す
石
造
物
は
初
見
で
あ
る
。

品
木
の
赤
城
神
社
は
ダ
ム
湖
に
埋
ま
り
、
今
は
公
民
館
上
の
尾
根
に
移
っ
た
。
神

社
へ
行
く
尾
根
に
は
、
中
世
の
石
造
物
で
あ
る
五
輪
塔
が
多
数
あ
る
。
六
合
地
内
で

古
い
五
輪
塔
や
残
欠
は
、
日
影
田
端
の
三
原
三
十
四
番
観
音
札
所
二
十
一
番
あ
ふ
み

堂
跡
の
一

O
基
程
と
並
ぶ
数
で
あ
る
。
品
木
に
も
一

O
基
あ
り
、
ほ
ぼ
完
全
な
塔
が

過
半
を
占
め
る
。
銘
文
は
未
確
認
だ
が
、
専
門
の
方
に
見
て
も
ら
い
時
代
が
特
定
出

来
れ
ば
当
地
の
歴
史
の
一
端
が
分
か
る
と
思
え
る
。
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山
深
い
当
地
は
、
面
積
の
約
八

O
%を
山
地
が
占
め
て
い
る
。
山
仕
事
が
生
活
の

柱
だ
っ
た
時
代
は
山
の
神
十
二
神
に
仕
事
の
無
事
を
祈
っ
た
洞
も
租
ら
れ
た
。
ま
た
、

天
狗
様
は
畏
敬
す
る
神
の
一
面
も
あ
り
、
安
易
に
近
づ
け
な
い
岩
場
等
に
租
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
。
他
に
火
伏
せ
の
神
秋
葉
や
愛
宕
さ
ん
の
石
桐
も
山
中
に
組
ら
れ
る
例

が
多
く
あ
る
。

当
地
の
山
岳
に
租
る
神
で
類
例
が
少
な
い
の
が
高
間
山
中
腹
に
あ
る
摩
利
支
天
の

石
帽
で
あ
ろ
う
。
摩
利
支
天
は
亥
年
の
守
り
本
尊
で
知
ら
れ
、
猪
に
乗
る
像
が
多
く

あ
る
が
、
高
間
山
腹
で
は
石
桐
で
あ
る
。
摩
利
支
天
は
陽
炎
を
神
格
化
し
、
自
在
の

通
力
を
有
し
、
武
士
の
信
仰
が
篤
く
、
庶
民
信
仰
で
は
護
身
、
勝
利
、
蓄
財
に
は
効

験
大
と
書
籍
に
載
る
。
当
地
の
摩
利
支
天
は
武
運
長
久
の
願
い
を
叶
え
る
と
さ
れ
、

戦
時
中
は
出
征
兵
士
や
家
族
か
ら
の
篤
い
信
仰
を
受
け
た
。
以
前
は
道
も
あ
っ
た
が
、

今
で
は
道
は
笹
薮
に
消
え
て
、
行
く
の
も
大
変
だ
っ
た
。
石
桐
正
面
に
「
摩
利
支
尊



天
」
と
あ
り
、
側
面
に
は
宝
暦
十
二
年
や
「
赤
岩
郷
」
の
銘
が
あ
り
、
村
で
租
っ
た

神
と
分
か
る
。

山
神
十
二
様
を
租
る
信
伸
塔
は
、
世
立
や
引
沼
の
奥
、
山
名
と
同
じ
く
山
頂
に
は

松
と
岩
が
見
え
る
松
岩
山
に
あ
る
。
こ
の
山
は
途
中
ま
で
地
形
図
の
松
岩
山
登
山
道

を
進
み
、
天
狗
平
、
天
狗
岩
の
案
内
を
過
ぎ
、
左
奥
に
松
と
岩
の
山
頂
が
見
え
る
付

近
で
左
の
細
道
を
進
む
。
道
は
北
に
続
く
尾
根
を
下
る
感
じ
で
、
密
生
し
た
石
楠
花

林
を
抜
け
る
と
山
頂
に
な
る
。
山
頂
に
「
十
二
山
神
」
と
刻
む
自
然
石
が
あ
り
、
台

に
「
松
岩
山
」
と
記
さ
れ
る
。
裏
に
は
大
正
十
二
年
、
建
設
者
に
山
田
郡
大
間
々
町

の
岡
部
某
と
地
元
の
二
人
の
名
が
あ
る
。
当
地
に
眠
る
山
林
資
源
開
発
を
企
て
た
関

係
者
だ
ろ
う
。
十
二
神
の
洞
で
は
、
大
原
の
別
荘
地
西
端
、
大
原
の
採
草
地
へ
上
る

旧
道
十
二
坂
が
終
わ
っ
た
地
点
の
十
二
様
の
石
嗣
銘
が
興
味
深
い
。
一
刺
は
傷
み
自
然

に
帰
る
寸
前
だ
が
、
同
行
の
方
と
往
事
を
偲
び
復
元
す
る
。
銘
文
か
ら
明
治
三
十
一

年
の
桐
で
、
「
和
光
原
/
引
沼
/
世
立
/
京
塚
組
中
」
と
あ
る
。
大
原
は
和
光
原
と

引
沼
の
採
草
地
だ
が
、
他
の
村
名
も
あ
り
、
曲
げ
物
細
工
の
木
々
を
求
め
た
山
仲
間

が
無
事
を
願
っ
て
建
て
た
洞
で
は
と
古
老
が
語
る
。

天
狗
は
山
の
神
の
異
形
と
思
え
る
神
で
、
山
中
で
の
怪
異
現
象
も
天
狗
の
仕
業
と

畏
れ
ら
れ
、
組
る
所
も
気
軽
に
参
拝
す
る
の
も
困
難
な
岩
場
等
が
多
か
っ
た
。
天
狗

を
租
る
場
所
が
何
ヶ
所
か
あ
る
が
、
険
し
い
所
に
租
っ
た
好
例
が
矢
倉
発
電
所
鉄
管

路
西
南
に
突
き
出
た
岩
場
、
天
狗
山
先
端
で
あ
る
。
痩
せ
尾
根
の
岩
場
で
、
如
何
に

も
天
狗
の
棲
む
場
所
に
相
応
し
い
所
で
あ
る
。
付
近
で
茸
採
り
の
方
が
滑
落
し
た
と

聞
き
心
配
し
、

ユ
ル
ユ
ル
と
へ
ッ
ピ
リ
腰
で
歩
き
無
事
参
拝
出
来
た
。
天
狗
の
石
洞

石造文化財

は
明
治
二
十
五
年
に
建
て
、
側
面
は
「
組
中
」
で
、
矢
倉
の
神
ら
し
く
霜
田
姓
の
三

人
の
名
が
あ
る
。

水
の
神
弁
天
様
も
人
里
離
れ
た
水
辺
に
組
る
例
が
多
い
。
当
地
に
は
地
名
に
水
に

縁
が
あ
る
所
を
水
神
が
移
り
住
む
と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
そ
の
場
所
に
租
ら
れ
た
弁

天
石
洞
を
紹
介
す
る
。
伝
説
の
ス
タ
ー
ト
は
生
須
山
中
の
降
跡
の
沼
で
、
や
が
て
水

神
は
辰
ノ
口
か
ら
沼
尾
ヘ
移
り
、
そ
の
後
は
引
沼
へ
移
動
し
、
今
は
野
反
の
池
が
安

住
の
地
と
い
う
伝
説
で
あ
る
。

暮
坂
か
ら
生
須
集
落
手
前
、
県
道
か
ら
北
に
入
っ
た
山
中
に
降
跡
沼
跡
が
あ
る
。

近
年
、
跡
地
に
は
降
り
跡
沼
の
由
来
碑
が
建
立
さ
れ
、
傍
ら
の
小
高
い
所
に
文
化
五

年
の
弁
天
石
嗣
が
組
ら
れ
る
。
水
神
の
安
住
の
地
、
野
反
に
も
弁
天
石
洞
が
租
ら
れ

る

一
つ
は
野
反
峠
の
西
、
弁
天
山
頂
の
天
保
十
三
年
の
石
桐
で
、
相
に
は
「
入
山
邑
」

と
記
し
、
村
で
建
て
た
と
分
か
る
。
野
反
峠
の
東
、
八
間
山
登
山
道
中
程
。
植
生
が

乏
し
い
烏
賊
禿
上
の
尾
根
に
、
石
積
み
に
固
ま
れ
た
桐
が
あ
る
。
嗣
の
銘
は
「
三
百

年
前
建
立
/
明
治
三
十
二
年
再
建
/
建
之
入
山
村
中
/
世
話
人
和
光
院
」
で
あ
る
。

野
反
の
帰
属
を
巡
る
交
渉
で
、
長
野
県
側
は
野
反
は
分
水
嶺
北
側
に
位
置
し
信
州
に
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帰
属
と
主
張
、
入
山
の
和
光
院
法
印
は
古
く
か
ら
付
近
一
帯
は
入
山
の
方
の
生
活
の

場
で
利
用
し
、
当
地
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
そ
の
結

果
、
入
山
に
属
し
た
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
。
弁
天
石
帽
の
銘
は
、
三

O
O年
前
か

ら
当
地
の
水
神
で
租
り
、
再
建
し
た
と
い
う
主
張
の
論
拠
と
も
思
え
る
。
石
澗
は
岩

菅
山
の
前
宮
説
も
あ
る
が
、
地
元
で
は
弁
天
石
桐
と
言
わ
れ
る
。
今
も
干
天
の
年
に

は
野
反
の
池
に
水
乞
い
に
行
っ
た
と
語
る
古
老
が
い
る
よ
う
に
、
そ
ん
な
に
も
古
い

時
代
の
話
し
で
は
な
い
。

七
、
高
速
石
工
と
石
造
物

高
速
石
工
が
農
閑
期
の
冬
場
、
生
須
に
寝
泊
ま
り
を
し
て
、
客
の
注
文
を
受
け
稼

業
に
従
事
し
た
と
い
う
話
し
を
聞
い
た
。
鍛
治
屋
敷
へ
通
じ
る
旧
道
脇
の
夫
婦
石
と

呼
ぶ
大
石
は
、
高
速
石
工
と
当
地
の
娘
が
悲
恋
の
結
果
に
命
を
絶
ち
、
こ
の
石
に
な
っ



文化財

た
と
い
う
伝
説
も
あ
る
。
品
木
の
町
文
化
財
百
八
十
八
番
観
音
は
高
速
石
工
作
と
語

る
方
も
い
る
が
、
石
工
銘
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
高
遠
石
工
が
六
合
へ
足
を
運

び
、
石
を
刻
ん
で
い
た
足
跡
を
裏
付
け
る
一
面
と
も
い
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
高
遠
石
工
の
活
動
に
因
む
話
は
伝
わ
る
が
、
石
造
物
調
査
で
は
高

遠
石
工
銘
を
刻
む
新
た
な
作
品
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
彼
等
は
墓
石
等
を
刻
ん
で

も
、
名
前
を
表
に
出
さ
な
い
暗
黙
の
約
束
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
点
、
今
の
石

工
は
自
ら
を
石
匠
某
と
刻
む
姿
勢
と
は
異
な
る
よ
う
だ
。
農
閑
期
の
一
定
期
間
は
当

地
に
滞
在
し
た
の
だ
か
ら
、
石
工
銘
を
刻
む
現
存
の
石
造
物
以
外
に
も
相
当
数
の
仕

事
を
請
け
負
い
、
そ
の
仕
送
り
が
国
元
に
住
む
家
族
を
養
い
、
貧
し
い
高
遠
藩
を
支

え
る
力
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

若
い
頃
の
調
査
で
は
高
速
石
工
銘
が
確
認
で
き
た
石
造
物
が
五
基
あ
っ
た
。
だ
が
、

石
材
の
劣
化
が
進
み
剥
離
の
た
め
、
石
工
名
が
消
滅
し
た
の
が
三
基
も
あ
る
。
今
も

銘
文
が
確
認
出
来
る
石
造
物
は
、
天
保
五
年
の
生
須
の
子
安
地
蔵
で
、
裏
面
に
「
石

工
信
州
木
下
好
蔵
/
小
森
吉
蔵
」
と
あ
る
。
も
う
一
つ
が
入
山
品
木
原
の
諏
訪
神
社

の
石
燈
寵
で
あ
る
。
拝
殿
前
左
の
文
政
二
年
の
灯
龍
に
「
石
工
信
州
高
遠

新
蔵
/

吉
蔵
/
要
蔵
」
と
あ
り
、
吉
蔵
は
小
森
吉
蔵
で
あ
ろ
う
。

他
に
小
雨
と
生
須
に
対
で
町
文
化
財
馬
頭
観
音
が
あ
る
。
小
雨
支
所
裏
の
観
音
は

天
保
十
二
年
に
建
て
、
地
元
世
話
人
の
名
も
あ
る
。
そ
の
後
は
石
材
劣
化
で
剥
落
し

た
が
、
僅
か
に
「
石
工
口
口
吉
蔵
」
と
見
え
、
小
森
吉
蔵
作
と
分
か
る
。
小
雨
と
向

き
あ
う
生
須
の
馬
頭
観
音
も
、
同
様
に
劣
化
が
進
み
、
天
保
十
二
年
以
外
の
銘
は
見

え
な
い
が
、
以
前
は
吉
蔵
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
入
山
見
寄
の
ド
ン
ガ
ラ
(
雷
)

松
脇
の
墓
地
に
宝
僅
印
塔
が
あ
る
。
台
座
に
は
嘉
永
六
年
や
、
施
主
山
本
元
右
衛
門

の
銘
が
見
え
、
続
い
て
「
石
工
吉
蔵
」
と
刻
ま
れ
て
い
た
。
だ
が
、
現
在
は
剥
落
し

て
確
認
出
来
な
い
。

他
に
石
工
の
名
を
刻
む
江
戸
時
代
の
石
造
物
は
、
生
須
の
赤
城
神
社
参
道
入
口
の

大
灯
寵
に
あ
る
。
前
述
し
た
文
化
九
年
の
灯
寵
で
、
「
石
工
和
吉
」
の
み
だ
が
、
優

美
な
姿
と
当
地
と
の
縁
か
ら
高
遠
石
工
の
作
と
思
え
る
。

草
津
町
光
泉
寺
境
内
に
弘
化
三
年
の
灯
寵
が
あ
る
。
そ
の
銘
に
「
石
工
生
須
中
沢

吉
蔵
/
信
州
伊
那
郡
小
町
屋
福
沢
音
吉
/
梨
木
宮
崎
平
三
郎
」
と
あ
り
、
吉
蔵
は
小

森
姓
だ
っ
た
が
、
生
須
の
寄
留
先
の
中
沢
姓
を
名
乗
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
入
山

梨
木
の
宮
崎
平
三
郎
は
技
術
を
地
元
に
伝
え
て
、
明
治
以
降
活
躍
し
た
梨
木
の
湯
本

姓
石
工
の
先
駆
者
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

赤
岩
東
堂
に
当
地
で
は
珍
し
い
馬
に
乗
っ
た
姿
の
勝
軍
地
蔵
が
あ
る
。
幕
末
の
文

久
二
年
に
建
て
、
傷
み
が
進
む
が
「
入
山
石
工
安
右
衛
門
」
と
あ
る
が
、
梨
木
に
拠
つ

た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

明
治
以
降
の
入
山
の
石
工
の
作
品
は
、
中
之
条
町
上
沢
渡
の
北
向
観
音
の
観
音
群
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が
知
ら
れ
る
。
北
向
観
音
の
高
い
所
に
、
「
明
治
三
十
五
年
三
月
/
吾
妻
郡
六
合
村

大
字
入
山
村
/
石
工
湯
本
乙
吉
・
同
愛
三
郎
」
と
刻
む
の
が
知
ら
れ
る
。
六
合
地
内

で
は
大
正
十
二
年
と
新
し
い
碑
だ
が
沼
尾
入
口
の
墓
地
に
あ
る
。
六
合
村
初
代
村
長

山
田
弥
惣
治
の
墓
に
「
石
工
梨
木
湯
本
清
吉
」
の
名
が
あ
る
。
和
光
原
の
山
田
庄
平

墓
前
に
昭
和
十
年
、
君
嶋
知
事
が
当
地
視
察
の
際
に
墓
参
に
訪
れ
、
知
事
の
詠
ん
だ

歌
碑
に
「
石
工
湯
本
清
吉
」
の
名
が
あ
る
。
墓
石
は
未
調
査
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
当

地
の
石
造
物
に
は
入
山
石
工
の
名
が
見
え
な
い
。

八
、
忘
れ
ら
れ
た
歌
碑

当
地
で
歌
碑
と
い
え
ば
、
道
脇
に
多
く
あ
る
牧
水
歌
碑
で
あ
る
。
歌
人
若
山
牧
水

は
大
正
十
一
年
十
月
、
紅
葉
の
頃
に
旅
し
、
多
く
の
歌
を
詠
み
、
彼
の
歩
い
た
道
沿

い
に
多
く
の
歌
碑
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
生
須
の
庚
申
塔
脇
に
は
、
地
元
の
短
歌
を



愛
す
る
方
々
の
碑
が
集
ま
る
生
須
歌
碑
苑
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
牧
水
以
外
の
歌
碑
で
、

余
り
知
ら
れ
な
い
四
人
の
方
の
歌
碑
を
紹
介
す
る
。

世
立
に
は
正
岡
子
規
門
下
の
歌
人
で
、
貧
し
い
小
作
農
民
の
生
活
を
書
い
た
小
説

『
土
』
の
作
家
、
長
塚
節
が
明
治
四
十
一
年
に
当
地
を
通
っ
た
際
に
詠
ん
だ
歌
の
歌

碑
が
あ
る
。
碑
は
枝
垂
れ
栗
の
東
に
あ
り
、
「
長
塚
節
/
唐
黍
の
花
の
梢
に
ひ
と
徒

づ
〉
鯖
蛤
を
と
め
て
夕
さ
り
伝
け
里
」
と
刻
ま
れ
、
昭
和
五
十
三
年
の
建
立
で
あ
る
。

碑
を
見
て
、
高
名
な
歌
人
が
当
地
に
遊
ん
だ
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
そ
の
後
、
藤

沢
周
平
の
『
小
説
白
き
瓶
』
を
読
み
、
当
地
か
ら
秋
山
郷
へ
旅
し
た
長
塚
節
の
旅
の

一
端
を
知
っ
た
。
秋
山
へ
の
道
は
、
長
平
の
猟
師
角
蔵
(
覚
蔵
)

の
案
内
だ
っ
た
こ

と
も
分
か
っ
た
。

次
は
群
馬
県
知
事
君
嶋
清
吉
が
、
馬
以
外
の
交
通
手
段
も
な
い
僻
遠
な
当
地
に
二

度
も
足
を
運
ん
だ
こ
と
を
裏
付
け
る
歌
碑
で
あ
る
。
最
初
は
昭
和
八
年
、
戦
死
し
た

和
光
原
の
山
田
庄
平
の
葬
儀
参
列
の
た
め
で
あ
る
。
当
時
は
戦
死
者
も
少
な
く
、
故

郷
和
光
原
で
の
葬
儀
を
家
族
も
望
み
、
県
知
事
が
山
深
い
当
地
の
葬
儀
に
足
を
運
ん

で
い
る
。
氏
の
墓
誌
に
「
同
年
九
月
廿
三
日
六
合
村
葬
ヲ
挙
行
セ
ラ
ル
ル
ニ
ア
タ
リ

県
知
事
」
他
、
高
名
な
諸
氏
参
列
が
記
さ
れ
る
。
二
度
目
の
入
山
訪
問
は
福
嶋
松
次

村
長
の
時
で
、
陸
の
孤
島
入
山
へ
の
車
道
開
削
に
情
熱
を
捧
げ
た
村
長
は
、
私
財
ま

で
投
じ
て
熱
心
に
誘
致
活
動
を
続
け
た
。
子
供
の
頃
、
梨
木
の
地
蔵
堂
前
で
偉
そ
う

な
人
が
馬
に
乗
っ
て
通
っ
た
の
を
迎
え
た
と
語
る
古
老
も
い
る
。
庄
平
の
墓
付
近

に
、
「
昭
和
十
年
八
月
・
・
君
嶋
清
吉
閣
下
六
合
村
の
情
勢
視
察
に
て
御
来
村
の
瑚
り
」

と
刻
む
塔
が
あ
り
、
次
、
ぎ
に
「
殉
国
の
勇
士
を
租
る
丘
の
み
ぞ
夕
日
に
し
ろ
き
山
峡

石造文化財

の
村
/
野
反
湖
の
途
次
墓
参
を
其
時
に
詠
ま
れ
蕊
に
彫
す
」
の
歌
が
あ
る
。
知
事
は

二
度
の
当
地
訪
問
で
、
遅
れ
た
道
路
事
情
を
痛
感
し
、
道
路
開
削
の
必
要
性
と
村
長

の
熱
意
に
心
を
動
か
さ
れ
た
と
思
え
る
。
当
時
、
白
砂
川
の
水
を
隠
道
で
川
中
発
電

所
に
落
と
す
計
画
が
あ
り
、
重
い
工
事
資
材
を
運
ぶ
の
に
車
道
開
削
は
必
須
だ
っ
た
。

群
馬
水
電
側
が
工
事
費
の
大
部
分
を
負
担
し
、
昭
和
十
二
年
に
念
願
の
車
道
が
入
山

ま
で
通
じ
た
。
当
時
の
『
上
毛
新
聞
』
を
聞
い
た
が
六
合
関
係
の
記
事
は
皆
無
に
近

く
、
唯
一
、
昭
和
十
二
年
七
月
の
開
通
関
連
の
記
事
が
存
在
し
た
。
入
山
の
文
明
開

化
の
契
機
と
大
き
な
扱
い
の
記
事
だ
っ
た
。
県
知
事
が
村
の
情
勢
視
察
で
足
を
運
ん

だ
こ
と
が
分
か
る
貴
重
な
歌
碑
で
あ
る
。

敗
戦
後
の
日
本
再
建
に
貢
献
し
、
釜
石
鉄
山
に
次
ぐ
日
本
で
二
番
目
の
採
掘
量
を

誇
り
、
教
科
書
に
載
っ
た
群
馬
鉄
山
跡
に
も
歌
碑
が
あ
る
。
歌
碑
は
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ

ケ
公
園
を
訪
れ
る
方
々
の
駐
車
場
脇
に
忘
れ
ら
れ
た
よ
う
に
あ
る
。
碑
に
は
「
半
才

振
り
伝
又
帰
来
何
日
も
な
が
ら
故
郷
の
知
し
初
秋
始
ま
る
/
昭
和
五
十
四
年
九
月

二
十
二
日
/
横
田
久
生
」
の
歌
が
刻
ま
れ
る
。
傍
ら
に
は
「
こ
こ
は
群
馬
鉄
山
跡
地

な
り
」
と
始
ま
る
副
碑
が
あ
り
、
「
素
朴
は
風
土
と
厳
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
こ
の
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地
を
こ
よ
な
く
愛
し
限
り
な
き
情
熱
を
注
が
れ
た
横
田
さ
ん
の
遺
徳
を
偲
び
こ
の
碑

を
建
つ
」
と
結
ん
で
い
る
。
氏
は
日
本
鋼
管

(
J
F
E
)
社
長
等
を
歴
任
し
た
実
業

家
だ
が
、
謙
虚
な
人
柄
の
苦
労
人
で
、
碑
は
氏
を
慕
う
方
々
の
思
い
で
死
後
建
て
ら

れ
た
。
氏
は
「
当
地
に
来
た
時
は
田
代
原
に
立
ち
寄
っ
て
、
気
さ
く
に
話
し
か
け
て

く
れ
た
」
と
人
柄
を
偲
ん
で
語
る
古
老
も
い
る
。

最
後
に
赤
岩
の
医
家
湯
本
家
墓
地
に
、
五
十
万
石
余
の
大
藩
、
福
岡
藩
黒
田
候
の

侍
医
彦
粛
(
徳
潜
)
が
、

ん
だ
碑
が
あ
る
。

一
O
才
の
豹
作
時
代
に
祖
父
の
辞
世
を
書
写
し
、
石
に
刻

一
O
歳
と
思
え
な
い
立
派
な
書
で
表
裏
に
続
き
、
非
凡
な
才
能
を

思
わ
せ
興
味
深
い
。
因
み
に
祖
父
の
詠
ん
だ
辞
世
の
歌
は
「
蓮
葉
の
濁
に
す
み
し
露

ほ
ど
は
ひ
か
り
を
の
こ
せ
は
な
の
台
に
」
で
あ
る
。
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九
、
記
憶
に
残
っ
た
石
造
物

石
造
物
調
査
を
終
え
て
、
前
述
し
た
以
外
に
幾
っ
か
紹
介
し
た
い
石
造
物
が
あ
る
。

①
地
蔵
峠
の
石
仏
一
長
野
県
境
の
地
蔵
峠
は
、
白
砂
山
登
山
者
が
通
る
峠
で
あ
る
。

だ
が
、
古
く
は
野
反
池
経
由
で
秋
山
郷
へ
通
じ
る
交
易
の
道
筋
に
あ
る
峠
だ
っ
た
。

地
蔵
峠
の
地
名
由
来
の
石
仏
が
峠
に
あ
る
が
、
本
当
に
地
蔵
だ
ろ
う
か
。
戦
前
の
山

岳
雑
誌
に
、
長
野
原
の
方
が
、
こ
の
石
仏
を
背
負
っ
て
岩
菅
山
に
奉
納
し
よ
う
と
峠

道
を
登
っ
て
来
た
が
、
峠
に
来
る
と
前
に
進
め
な
く
な
っ
た
と
あ
る
。
諦
め
て
峠
に

置
く
と
、
身
体
も
動
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
冊
子
の
記
述
通
り
だ
と
、
本
来
は

岩
菅
山
に
納
め
る
目
的
の
石
仏
が
、
こ
の
地
に
勧
請
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
地
蔵
と

言
う
が
、
石
仏
の
頭
は
螺
髪
で
知
来
像
と
思
わ
れ
、
印
相
も
地
蔵
と
は
異
な
る
。
よ

く
見
る
と
銘
も
あ
り
、
一
一
一
人
の
法
名
に
「
誉
」
の
一
字
が
入
り
、
浄
土
宗
系
に
多
い

法
名
で
、
最
後
に
「
為
菩
提
」
と
あ
り
三
人
の
供
養
塔
で
あ
る
。
地
蔵
よ
り
阿
弥
陀

如
来
の
可
能
性
が
高
い
石
仏
で
あ
る
。

②
民
俗
信
仰
の
塔
υ

太
子
集
落
の
外
れ
、
道
沿
い
に
石
仏
群
が
あ
る
。
そ
の
端
に

あ
る
篠
原
家
墓
地
裏
に
珍
し
い
信
仰
塔
が
あ
る
。
安
政
二
年
(
一
八
五
五
)
の
塔
で
、

表
に
「
虫
歯
地
蔵
大
土
」
と
刻
ま
れ
る
。
虫
歯
の
痛
み
に
悩
み
苦
し
み
地
蔵
様
の
力

に
頼
っ
た
民
俗
信
仰
的
な
素
朴
な
現
世
利
益
を
求
め
た
塔
で
あ
る
。

素
朴
な
民
俗
信
仰
的
な
塔
が
引
沼
の
ジ
ョ
ウ
ド
ウ
(
十
王
堂
)
西
脇
の
斜
面
に
も

あ
る
。
昔
、
蛇
に
悪
戯
を
し
て
体
調
を
崩
し
た
反
省
か
ら
蛇
を
敬
い
拝
む
塔
を
建
て

た
と
古
老
か
ら
聞
い
た
。
塔
は
高
さ
六
五
今
程
の
自
然
石
に
「
奉
納
長
虫
神
」
と
あ
り
、

右
側
面
は
「
大
正
十
五
年
二
月
吉
日
」
と
あ
る
。
蛇
を
長
虫
と
表
現
し
、
神
と
し
て

崇
め
た
塔
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
県
史
』
資
料
編
に
あ
る
一
月
二
十
日
に
行
う
二
十
日

香
煎
に
因
む
塔
だ
ろ
う
か
。
こ
の
行
事
は
香
煎
を
煎
り
、
家
の
周
囲
に
撒
く
呪
術
的

な
行
事
で
、
「
長
虫
除
け
」
や
「
虫
除
け
」
と
も
呼
ば
れ
、
長
野
原
町
与
喜
屋
で
は
「
長

虫
来
る
な
、
蛇
来
る
な
」
と
長
男
が
唱
え
な
が
ら
家
の
周
囲
に
稗
の
香
煎
を
撒
い
た

と
載
る
。

知
意
輪
観
音
像
が
右
に
頭
を
傾
け
、
右
頬
に
手
を
や
る
姿
か
ら
歯
痛
を
連
想
す
る

が
、
顎
無
し
地
蔵
と
呼
ば
れ
る
如
意
輪
観
音
像
が
引
沼
の
道
祖
神
付
近
に
あ
る
。
観

音
像
の
姿
態
が
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
本
来
の
信
仰
意
義
と
は
別
な
信
仰
対
象
に

な
っ
た
例
で
あ
る
。
同
様
に
生
須
の
道
祖
神
は
、
古
老
が
耳
垂
れ
の
神
様
と
し
て
拝

ん
だ
と
い
う
。
竹
の
一
節
を
切
っ
て
、
二
つ
の
竹
簡
を
結
び
耳
の
両
脇
に
吊
し
て
治

癒
を
祈
願
し
た
と
語
る
。

③
文
永
の
稲
荷
石
嗣
υ

郡
内
最
古
と
思
わ
れ
る
在
銘
の
石
造
物
は
、
沢
渡
温
泉
の

画
像
板
碑
で
、
鎌
倉
時
代
の
文
永
七
(
一
二
七

O
)
年
と
あ
る
。
今
回
の
石
造
物
調

査
で
、
太
子
集
落
裏
に
続
く
痩
せ
尾
根
に
祭
租
の
石
帽
を
調
査
し
て
み
た
。
石
桐
の

身
部
裏
面
と
、
屋
根
側
面
に
「
文
永
六
年
」
と
あ
り
、
事
実
な
ら
郡
内
最
古
の
石
造
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物
に
な
る
。
石
桐
裏
面
は
「
文
永
六
口
七
月
吉
口
」
で
、
摩
耗
で
不
明
個
所
も
あ
る
。

屋
根
側
面
は
彫
り
が
深
く
、
「
文
永
六
年
己
巳
七
月
吉
日
」
と
鮮
明
に
見
え
る
。
聞

け
ば
稲
荷
社
と
し
て
拝
む
家
が
あ
る
が
、
こ
の
家
は
当
地
に
住
み
数
代
目
で
、
鎌
倉

ま
で
遡
る
と
は
い
え
な
い
。
形
式
か
ら
も
元
禄
頃
に
多
い
石
洞
で
、
裏
面
に
最
初
に

刻
み
、
後
に
追
刻
で
屋
根
に
同
じ
銘
を
刻
ん
だ
と
思
え
る
。

④
六
郎
谷
の
大
日
如
来
像
υ

人
里
離
れ
た
所
で
修
験
者
や
行
者
が
心
身
を
錬
磨
す

る
修
行
の
場
に
相
応
し
い
所
が
六
郎
谷
の
扉
風
状
の
岩
下
の
洞
で
あ
る
。
こ
こ
に
修

験
者
の
信
仰
す
る
大
日
知
来
が
租
ら
れ
る
。
六
合
地
内
の
大
日
如
来
の
碑
は
、
墓
地

を
除
く
と
、
入
山
の
古
道
に
大
日
如
来
碑
と
複
合
し
た
道
標
が
三
基
あ
る
。

太
子
の
六
郎
谷
は
水
戸
沢
上
流
で
、
町
道
と
水
戸
沢
が
交
差
す
る
付
近
か
ら
沢
に

入
り
、
沢
沿
い
に
道
跡
を
た
ど
り
三

O
分
程
上
流
に
向
か
う
と
左
岸
に
赤
崩
個
所
が

あ
る
。
崩
落
地
点
が
終
わ
っ
た
左
岸
上
方
に
帯
状
に
岩
場
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
一



帯
が
御
行
平
で
、
行
者
の
修
行
の
場
に
相
応
し
い
地
名
で
あ
る
。
岩
壁
の
左
外
れ
付

近
、
岩
下
に
背
中
を
曲
げ
れ
ば
雨
を
凌
げ
る
程
の
高
さ
の
洞
が
あ
る
。
洞
内
に
は
大

日
如
来
座
像
を
租
り
、
像
は
御
行
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
。
智
賢
印
の
金
剛
界
大
日
知
来

像
で
、
蓮
華
座
も
あ
る
。
像
の
背
面
に
は
僅
か
に
「
宝
暦
口
口
」
と
見
え
る
が
、
年

号
は
判
定
出
来
な
い
。

⑤
梨
木
地
蔵
堂
境
内
の
庚
申
塔
一
六
合
地
区
の
庚
申
塔
は
、
『
六
合
村
の
庚
申
塔
』

に
四
六
基
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
述
べ
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
、
今
回
の
調

査
で
、
梨
木
の
地
蔵
堂
境
内
に
、
未
紹
介
の
庚
申
塔
と
思
わ
れ
る
古
塔
が
あ
り
、
事

実
な
ら
ば
地
区
で
最
古
と
い
え
る
の
で
追
加
報
告
を
す
る
。
高
さ
六
一
句
、
幅
二
七

今
の
墓
石
状
の
碑
で
あ
る
。
銘
文
の
摩
耗
が
進
み
確
認
は
困
難
だ
が
、
「
貞
享
五
年

口
五
月
」
と
思
え
、
下
部
に
は
二
猿
像
を
刻
み
庚
申
塔
と
思
わ
れ
る
。
事
実
な
ら
冊

子
に
載
る
京
塚
の
観
音
堂
裏
の
宝
永
五
年
の
塔
よ
り
古
く
な
る
。

⑥
ミ
ニ
札
所
か
?υ

小
雨
の
旧
大
坂
道
沿
い
に
、
西
国
や
西
国
須
川
と
記
す
塔
が

二
基
あ
る
。
須
川
は
当
地
の
白
砂
川
で
、
銘
か
ら
川
筋
を
巡
る
西
国
観
音
信
仰
を
思

わ
せ
る
。

一
基
は
大
坂
道
の
最
後
の
家
が
終
わ
っ
た
先
、
道
の
左
に
千
手
観
音
の
立

像
に
「
西
国
口
川
/
第
三
番
/
草
津
女
人
/
念
仏
講
中
」
の
銘
が
、
台
に
は
「
寛
政

四
子
年
二
月
吉
日
」
と
あ
る
。
も
う
一
基
は
、
大
坂
道
が
山
中
に
入
る
手
前
の
墓
地

下
に
あ
る
。
小
平
な
場
所
は
堂
跡
を
思
わ
せ
、
馬
頭
観
音
像
を
中
心
に
多
く
の
石
仏

が
集
ま
る
。
そ
の
一
つ
に
聖
観
音
像
が
あ
り
、
「
西
国
二
番
/
/
寛
政
四
子
天
/
二
月

吉
日
」
と
同
年
で
あ
る
。
以
上
は
須
川
沿
い
に
ミ
ニ
観
音
札
所
の
存
在
を
思
わ
せ
る

が
、
他
に
地
内
に
は
同
類
の
西
国
の
観
音
像
は
確
認
出
来
な
か
っ
た
。
関
連
を
思
わ

石造文化財

せ
る
塔
が
、
大
坂
入
り
口
の
墓
地
に
あ
る
「
奉
順
礼
西
園
観
世
音
」
と
記
す
塔
で
あ

る
。
左
右
は
「
千
山
嶺
居
士
」
、
「
年
夏
了
窮
信
士
」
の
法
名
で
、
墓
石
で
も
あ
る
。

側
面
に
は
「
捉
禅
定
門
/
天
保
九
戊
年
/
五
月
十
六
日
」
等
計
一

O
名
の
法
名
を
刻

む
。
何
れ
も
信
仰
関
係
者
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
法
名
で
あ
る
。
裏
面
に
「
西
音
沙
弥
/

有
縁
無
縁
」
と
あ
り
、
当
地
に
拠
っ
た
西
国
観
音
札
所
を
信
仰
す
る
関
係
者
と
思
え

る
。
唯
一
、
法
名
に
天
保
の
年
号
が
あ
り
、
造
塔
は
江
戸
時
代
末
で
あ
ろ
う
。
同
じ

く
小
雨
の
天
神
社
石
段
東
脇
に
、
「
女
人
講
/
十
六
番
」
と
刻
み
、
「
奏
卯
歳
」
と
あ

り
文
化
十
四
年
と
思
え
る
石
碑
断
片
が
あ
る
。

太
子
の
岩
屋
に
も
幾
つ
か
興
味
深
い
石
造
物
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
に
、
ミ
ニ
札
所

の
存
在
を
思
わ
せ
る
標
石
が
あ
る
。
標
石
は
高
さ
三
三
今
で
「
新
四
国
二
十
五
番
」

と
あ
り
、
側
面
に
「
文
政
十
一
戊
子
年
」
、
「
嘗
村
中
」
と
あ
り
、

一
八
二
八
年
に
太

子
村
で
建
て
た
と
分
か
る
。
草
津
温
泉
に
あ
る
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
が
大
正
九
年
の

開
山
で
、
そ
れ
よ
り
九

O
年
余
り
さ
か
の
ぼ
る
。
六
合
地
内
の
四
国
八
十
八
番
霊
場

の
石
造
物
は
品
木
百
八
十
八
番
観
音
以
外
に
見
ら
れ
な
い
。
標
石
の
四
国
二
十
五
番

は
、
高
知
県
に
あ
る
津
照
寺
で
本
尊
は
珍
し
い
揖
取
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。
岩
屋
を
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二
十
五
番
に
見
立
て
る
な
ら
、
本
尊
で
あ
る
地
蔵
菩
薩
像
は
存
在
し
な
い
。
新
四
国

は
六
合
地
区
以
外
も
含
め
た
ミ
ニ
札
所
か
、
私
の
調
査
範
囲
に
は
新
四
国
を
刻
む
石

造
物
は
見
ら
れ
ず
不
明
で
あ
る
。

ダ
ム
湖
に
水
没
し
た
品
木
集
落
の
石
造
物
は
赤
城
神
社
に
続
く
尾
根
に
移
っ
た
。

五
輪
塔
付
近
に
天
保
十
四
年
の
弘
法
大
師
像
と
思
え
る
僧
形
座
像
が
あ
る
。
台
に

「
二
十
七
番
」
と
あ
り
、
小
雨
大
坂
道
脇
の
千
手
観
音
の
第
三
番
や
、
小
雨
天
神
社

石
段
脇
の
十
六
番
と
関
係
す
る
ミ
ニ
札
所
の
存
在
を
示
す
石
造
物
か
は
現
段
階
で
は

不
明
で
あ
る
。
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幼
保
一
体
事
業
の
導
入

1
.
幼
保
一
体
の

「
六
合
こ
ど
も
園
」
の
誕
生

六
合
村
に
は
、
平
成
十
五
年
度
ま
で
、
昭
和

四
十
七
年
に
設
立
し
た
日
影
幼
稚
園
と
昭
和

四
十
八
年
に
設
立
し
た
入
山
幼
稚
園
の
二
園
が
あ

り
、
四
、
五
歳
児
を
受
け
入
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

保
育
園
は
無
い
た
め
、
他
町
村
に
広
域
委
託
を
し

て
い
た
。

ま
た
、
近
年
の
少
子
化
の
影
響
か
ら
年
々
園
児

数
が
減
少
し
、
両
園
、
各
ク
ラ
ス
共
集
団
に
よ
る

豊
か
な
生
活
体
験
の
保
育
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

必
要
性
の
声
も
高
ま
っ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
女
性
の
社
会
参
加
、
女
性
の
就
労
形
態
の
傾
向
等
に
よ
り
、
保
育
園
の

い
」
を
開
催
し
、

そ
こ
で
、
村
で
は
、
平
成
十
三
年
に
全
村
民
を
対
象
に
「
幼
児
教
育
を
考
え
る
集

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
行
い
、
住
民
の
意
見
を
集
約
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
十
四
年
七
月
に
「
幼
児
教
育
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
二
幼
稚

幼保一体事業の導入

話
し
合
い
を
行
っ
て
き
た
。

園
の
統
合
と
財
政
的
見
地
か
ら
幼
稚
園
、
保
育
園
の
ど
ち
ら
か
一
園
と
い
う
こ
と
で

し
か
し
、
委
員
会
の
意
見
は
「
幼
稚
園
が
ほ
し
い
」
「
保
育
園
が
ほ
し
い
」
と
の

声
が
措
抗
し
、
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
四
年
十
二
月
に
国
に
よ
る
構
造
改
革
特
別
区
域
法
が
成

立
し
、
幼
保
一
体
に
よ
る
両
園
児
の
合
同
活
動
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
村
は
こ
の
特
区
の
認
定
を
受
け
、
幼
保
両
園
の
ニ

l
ズ
に
対
応
す
る
と

い
う
こ
と
で
村
民
の
合
意
を
得
て
「
六
合
こ
ど
も
園
」
開
園
に
向
け
て
動
き
出
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
十
五
年
四
月
に
「
幼
保
一
体
化
特
区
」
の
認
定
を
受
け
、
平
成

十
六
年
四
月
に
「
六
合
こ
ど
も
園
」
が
開
園
と
な
っ
た
。

m.
幼
保
一
体
化
特
区
に
つ
い
て

①
八

O
七
特
区

平
成
十
五
年
四
月
二
十
一
日
認
定

O
特
定
事
業

幼
稚
園
に
お
け
る
幼
稚
園
児
及
び
保
育
園
児
等
の
合
同
活
動

O
特
区
の
概
要

幼
稚
園
と
保
育
園
の
合
築
施
設
「
六
合
こ
ど
も
園
」
に
お
い
て
、
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六合こども園

一
緒
に
教
育
・
保
育
活
動
を
行
う

②
九
一
四
特
区

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
認
定

O
規
制
の
特
例
措
置

保
育
所
に
お
け
る
保
育
所
児
及
び
幼
稚
園
児
の
合
同
活
動
事
業

O
特
区
の
概
要
「
六
合
こ
ど
も
園
」
に
お
い
て
、
両
園
児
が
一
緒
に
保
育
活
動
を

行
う

③
九
一
六
特
区

平
成
十
五
年
十
一
月
二
十
一
日
認
定

O
規
制
の
特
例
措
置

保
育
の
実
施
に
係
る
事
務
の
教
育
委
員
会
へ
の
委
任
事
業

O
特
区
の
概
要

教
育
委
員
会
に
て
幼
稚
園
事
務
と
保
育
所
事
務
を
行
う
。

④
く
に
っ
こ
ニ
コ
ニ
コ
給
食
特
区

平
成
十
八
年

O
規
制
の
特
例
措
置

保
育
に
関
わ
る
調
理
を
給
食
セ
ン
タ
ー
で
行
う

O
特
区
の
概
要

開
園
以
来
「
こ
ど
も
園
」
で
行
っ
て
い
た
給
食
・
お
や
つ
等
を

給
食
セ
ン
タ
ー
の
事
業
と
し
て
行
う



育

ω.
幼
保
一
体
化
を
目
指
す
『
六
合
こ
ど
も
園
』
の
基
本
方
針

教

従
来
、
厚
生
労
働
省
管
轄
に
よ
る
保
育
所
保
育
指
針
と
文
部
科
学
省
管
轄
の
幼

稚
園
教
育
要
領
に
基
づ
い
た
「
六
合
っ
子
乳
幼
児
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
に
の
っ

と
り
「
六
合
こ
ど
も
園
指
導
計
画
」
を
作
成
し
、
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
就
学
前
ま
で
の

心
身
の
発
達
に
合
わ
せ
た
一
貫
し
た
方
針
で
保
育
を
行
う
。

ま
た
、
家
庭
、
地
域
、
こ
ど
も
園
の
連
携
を
は
じ
め
、
小
・
中
学
校
と
の
連
携

も
強
め
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
を
行
う
。

ま
た
、
保
育
に
あ
た
っ
て
は
、
就
学
前
の
幼
児
に
幼
稚
園
、
保
育
園
の
区
別
は

無
く
、
両
園
の
メ
リ
ッ
ト
を
充
分
に
生
か
し
て
「
六
合
こ
ど
も
園
の
園
児
」
と
し

て
、
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
従
い
、
豊
か
な
社
会
性
、
創
造
性
を
酒
養
し
た
ふ
る

さ
と
六
合
村
を
愛
す
る
「
六
合
つ
子
」
を
育
て
る
。

さ
ら
に
、
施
設
面
に
お
い
て
も
、
各
施
設
の
利
点
を
生
か
し
て
幼
保
の
区
別
の

無
い
運
用
を
行
う
。

ま
た
、
職
員
の
組
織
と
任
務
に
つ
い
て
も
幼
保
の
両
免
許
を
基
本
と
し
、
幼
稚

園
、
保
育
園
の
区
別
、
枠
を
外
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の
特
性
を
生
か
し
た
組
織

で
任
務
を
遂
行
す
る
。

制
.
教
育
課
程

①
保
育
目
標

l
基
本
目
標

健
や
か
に

心
豊
か
に

た
く
ま
し
く

2
具
体
目
標

仲
良
く
元
気
に
遊
べ
る
子

苅
気
で
た
く
ま
し
い
子

進
ん
で
取
り
組
み

豊
か
に
表
現
し

作
り
出
す
子

②
保
育
方
針
と
努
力
点

※
個
々
の
幼
児
の
個
性
を
尊
重
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
保
育
に
努
め
る

※
豊
か
な
自
然
環
境
と
様
々
な
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
心
豊
か
な
幼

児
の
育
成
に
努
め
る

※
生
活
リ
ズ
ム
や
食
育
を
重
視
し
、
基
本
的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
、
健
康

な
生
活
が
で
き
る
幼
児
の
育
成
に
努
め
る

※
家
庭
・
地
域
・
学
校
等
と
の
連
携
を
図
り
、
共
通
理
解
の
も
と
に
一
貫
性

の
あ
る
保
育
に
努
め
る

判
職
員
組
織
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矧
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制
.
沿

草

平
成
十
六
年

-
日
影
幼
稚
園
及
び
入
山
幼
稚
園
の
二
園
を
統
合
し
、
幼
保
一
体
の
「
六
合
こ
ど

も
園
」
と
し
て
開
園

特
区
八

O
七
を
受
け
、
幼
稚
園
で
保
育
園
児
を
保
育
す
る

特
区
九
一
四
を
受
け
、
保
育
園
で
幼
稚
園
児
を
保
育
す
る

特
区
九
一
六
を
受
け
、
保
育
の
権
限
を
教
育
委
員
会
で
管
轄
す
る

平
成
十
七
年

駐
車
場
に
東
屋
完
成

小
鳥
小
屋
、
う
さ
ぎ
小
屋
整
備

平
成
十
八
年

-
く
に
っ
こ
ニ
コ
ニ
コ
給
食
特
区
を
受
け
、
保
育
園
児
の
給
食
も
給
食
セ
ン
タ
ー

に
て
調
理
す
る

-
園
庭
整
備

P
T
A
奉
仕
作
業
に
て
ト
ン
ネ
ル
山
、

一
、
二
歳
児
砂
場
完
成

-
吾
妻
郡
保
育
研
究
大
会
の
発
表
園
と
し
て
発
表
す
る

-
第
十
七
回
群
馬
大
学
学
校
教
育
臨
床
総
合
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
」

幼
保
一
体
に
つ
い
て
発
表

-
物
置
整
備

平
成
十
九
年

-
園
庭
整
備

P
T
A
奉
仕
作
業
に
て
園
庭
に
畑
、
ブ
ラ
ン
コ
の
固
い
完
成

-
第
五
十
四
回
全
国
国
公
立
幼
稚
園
教
育
研
究
協
議
会
奈
良
大
会
に
て
ポ
ス
タ
ー

セ
ッ
シ
ョ
ン
部
内
で
発
表

-
全
幼
研
群
馬
大
会
に
お
い
て
幼
保
一
体
に
つ
い
て
発
表
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-
第
五
十
四
回
日
本
小
児
保
健
学
会
「
育
児
の
環
境
整
備
保
育
園
と
幼
稚
園
の

元
化
、
認
定
こ
ど
も
園
を
考
え
る
」
に
お
い
て
発
表

・
群
馬
県
保
育
研
究
会
第
三
分
科
会
(
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
)
に
て
発
表

平
成
二
十
年

-
園
舎
テ
ラ
ス
前
を
舗
装

平
成
二
十
一
年

-プ
1
ル
を
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
固
い
整
備

-
園
庭
整
備

P
T
A
奉
仕
作
業
に
て
「
園
庭
に
二
ヶ
所
目
の
畑
を
作
る

-
三
月
二
十
八
日
町
村
合
併
に
よ
り
「
中
之
条
町
立
六
合
こ
ど
も
園
」
と
な
る
。



m.
資

料

第
十
七
回
学
校
教
育
臨
床
総
合
セ
ン
タ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

第
二
回

群
馬
大
学
・
国
立
台
北
教
育
大
学

国
際
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
就
学
前
教
育
の
新
世
紀
」

〔
抜
粋
〕

続
き
ま
し
て
、
群
馬
県
の
実
情
と
い
う
こ
と
で
、
六
合
こ
ど
も
園
の
園
長
先
生
、

主
任
の
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

所
津

先
に
六
合
こ
ど
も
園
の
画
像
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

司
会

そ
う
で
す
ね
。
ま
ず
、
初
め
に
六
合
こ
ど
も
園
の
建
物
等
、
実
際
に
見
て
い

た
だ
い
て
か
ら
、

お
話
し
の
方
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

所
津

先
日
、
六
合
こ
ど
も
園
に
伺
っ
た
時
に
、
六
合
村
教
育
委
員
会
を
訪
問
し
た

と
こ
ろ
、
説
明
用
に
つ
く
っ
て
い
た
パ
ワ

1
ポ
イ
ン
ト
の
フ
ァ
イ
ル
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
全
部
見
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
が
、
そ
の
中
に

六
合
こ
ど
も
園
の
写
真
の
画
像
が
入
っ
て
い
る
の
で
、

い
く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
我
々
も
見
に
行
っ
た
時
に
い
く
つ
か
写
真
を
撮
っ
た
の
で
そ

れ
も
合
わ
せ
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

六
合
村
と
い
う
の
は
野
反
湖
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
地
域
は
あ
の
上
に
あ
り
ま

す
。
重
点
施
策
と
し
て
六
合
こ
ど
も
園
の
運
営
と
い
う
の
が
入
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

幼保一体事業の導入

で
す
。
入
山
幼
稚
園
と
日
影
幼
稚
園
を
合
併
し
て
六
合
こ
ど
も
園
が
作
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
地
域
は
そ
う
い
う
地
域
で
す
。

そ
こ
に
見
え
て
い
る
の
が
六
合
こ
ど
も
園
舎
、
玄
関
な
ど
。

「
六
合
つ
子
ち
ゃ
ん
」
と
い
う
マ

l
ク
が
あ
り
ま
す
。

雪
が
降
っ
た
後
だ
っ
た
の
で
す
が
、
園
庭
が
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
運
営
費
の
比
較
(
パ
ワ

1
ポ
イ
ン
ト
画
面
)
と
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
話
は
後

で
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

一
言
だ
け
言
う
と
、
六
合
こ
ど
も
園
が
で
き
て
か
ら
一

人
当
た
り
の
運
営
費
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

そ
う
い
う
改
革
の
結
果
、
そ
う
い
う
こ
と
が
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
は
入
園
式
で
す
。
こ
ど
も
が
寝
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
は
プ

1
ル
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
給
食
の
場
面
で
す
。

子
ど
も
が
給
食
の
道
具
、
器
具
を
片
付
け
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

財
源
内
訳
と
い
う
こ
と
で
、

一
般
財
源
が
青
い
部
分
で
、
そ
れ
以
外
が
色
々
残
金

な
ど
を
含
む
。
ま
た
、
最
初
の
頁
に
戻
る
の
で
、
こ
れ
で
、
こ
の
パ
ワ

1
ポ
イ
ン
ト

は
終
わ
り
で
す
。
だ
い
た
い
こ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

司
会

そ
れ
で
は
、
引
き
続
き
、
山
本
先
生
、
本
多
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

山
本
茂
(
六
合
こ
ど
も
園
園
長
)
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六
合
こ
ど
も
園
の
山
本
で
す
け
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
座
っ
た
ま
ま
で

失
礼
い
た
し
ま
す
。
こ
の
中
で
、
六
合
(
ろ
く
ご
う
)
と
書
い
て
「
く
に
」
と
読
め

る
方
は
あ
ま
り
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
け
ど
、

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す

の
で
、
六
合
村
の
宣
伝
も
兼
ね
て
案
内
し
た
い
と
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

六
合
村
は
御
存
じ
の
よ
う
に
鶴
舞
う
形
の
群
馬
県
の
一
番
尻
尾
の
方
、
草
津
の
東

隣
り
と
考
え
て
い
た
だ
け
る
と
大
体
位
置
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。

長
野
原
草
津
駅
か
ら
車
で
五
分
く
ら
い
入
る
と
六
合
村
に
入
れ
ま
す
け
ど
、
そ
れ

か
ら
一
番
奥
ま
で
行
く
に
は
、

一
時
間
く
ら
い
・
・
・
先
ほ
ど
出
ま
し
た
野
反
湖
と

い
》
つ
の
に
は
、

一
時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
す
。

そ
う
い
う
群
馬
県
で
も
一
番
辺
部
な
過
疎
の
村
で
す
ね
。

先
ほ
ど
の
紹
介
で
は
一
、
九

O
O名
い
ま
し
た
け
ど
、
も
う
現
在
、

一
、
八

O
O名

に
な
っ
て
い
ま
す
。
年
々
出
生
す
る
子
ど
も
は
五
名
く
ら
い
で
、
亡
く
な
ら
れ
る
方



育

が一

O
名
近
く
い
る
の
で
、
年
々
人
口
が
減
っ
て
い
く
の
か
な
と
。
そ
れ
に
従
っ
て
、

教

六
合
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
も
減
っ
て
い
く
の
が
目
に
見
え
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
こ
と
で
、
今
日
お
話
し
す
る
六
合
こ
ど
も
園
が
で
き
る
経
緯
に
つ
い
て
は
、

私
の
方
か
ら
お
話
し
し
て
、
そ
の
後
、
本
多
の
方
か
ら
実
際
の
子
ど
も
の
様
子
を
話

し
ま
し
て
、
最
後
に
ま
た
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
、
私
の
方
か
ら
少
し
お
話
し
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
地
図
に
も
出
て
い
ま
し
た
け
ど
、
日
影
、
入
山
と
い
う
と
こ
ろ
に
二
つ
の

幼
稚
園
が
あ
り
ま
し
た
。
四
歳
か
ら
五
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
保
育
す
る
幼
稚
園
が
二

か
所
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
二

O
名
を
欠
き
ま
し
て
、
二
ク
ラ
ス
あ
っ
た
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
先
を

見
て
い
く
と
一

O
名
を
欠
く
の
か
な
と
い
う
現
状
で
し
た
。
や
は
り
、
子
ど
も
た
ち

が
そ
う
や
っ
て
、
少
子
化
の
中
で
減
っ
て
い
く
中
で
二
園
を
統
合
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
そ
う
い
う
状
況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
所
に
「
六
合
こ
ど
も
園
と
は
」
と
い
う
資
料
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
中
で
二
つ
の
園
を
一
つ
の
園
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
そ
う
い
う
中
で
、
働
く
お
母
さ
ん
方
が
増
え
て
き
ま
し
て
「
保
育
園

も
ほ
し
い
」
そ
う
い
う
状
況
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
具
体
的
に
は
平
成
十
三
年
か
ら
「
幼
児
教
育
を
考
え

る
集
い
」
な
ど
を
も
ち
ま
し
て
、
村
の
中
で
、
色
々
話
し
合
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
も
委
員
と
し
て
出
て
い
た
の
で
す
が
、
と
に
か
く
幼
稚
園
の
教
育

が
い
い
と
、
だ
け
ど
保
育
園
も
ほ
し
い
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
話
し
合
い
が
平
行
線

状
態
で
全
く
ま
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
ま
た
ま
、
そ
の
時
期
に
、
国
の
幼
保
一
元
化
、
先
ほ
ど
の
先
生
の
お
話
し
か
ら
、

一
元
化
の
方
に
な
る
と
思
う
の
で
す
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
話
し
が
出
ま
し
て
、
そ
れ

に
す
ぐ
行
政
の
方
で
飛
び
つ
き
ま
し
て
特
区
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
平
成
十
五
年
二
月
頃
で
し
た
か
ね
。
も
う
年
度

末
の
大
変
忙
し
い
時
期
だ
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
中
で
行
政
の
方
で
速

や
か
に
対
応
し
て
、
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
い
う
中
で
、
幼
稚
園
、
保
育
園
を
一
体
化
す
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
何
と
か
今

ま
で
の
平
行
線
状
態
の
保
護
者
の
ニ

l
ズ
に
両
方
応
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
こ
と
で
、
村
の
地
域
の
説
明
会
、
議
会
へ
の
説
明
会
等
を
行
っ
て
了
解
を
得
ま
し

Tこ
そ
し
て
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
六
合
村
で
最
終
的
に
は
三
つ
の
特
区
を
と

り
ま
し
た
。

一
つ
は
、
午
前
の
幼
稚
園
の
中
で
保
育
園
の
子
ど
も
を
保
育
で
き
る
と
い
う
特
区
。

そ
れ
か
ら
、
午
後
に
な
る
と
、
保
育
園
で
幼
稚
園
の
子
が
保
育
を
受
け
る
こ
と
が
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で
き
る
特
区
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
つ
が
、
先
ほ
ど
言
っ
て
い
ま
し
た
縦
の
管
理
の
関

係
で
、
教
育
委
員
会
の
方
で
一
括
し
て
事
務
の
取
り
扱
い
を
す
る
と
い
う
三
つ
の
特

区
を
と
り
ま
し
た
。

給
食
に
つ
い
て
は
、
た
ま
た
ま
今
年
、
具
体
的
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
お
話
し
し

ま
す
け
れ
ど
も
、
三
・
四
・
五
歳
児
の
幼
稚
園
の
子
(
保
育
園
児
も
含
む
)

は
給
食
セ

ン
タ
l
で
、
小
中
学
校
と
同
じ
給
食
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
食
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、

一
・
二
歳
の
保
育
園
児
だ
け
は
、
国
の
方
の
指
導
で
「
保
育
園
で
作

り
な
さ
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ど
も
園
の
調
理
室
で
作
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
が
ま
た
、
今
年
新
た
に
特
区
を
と
り
ま
し
て
、
こ
の
四
月
か
ら
は
、
保
育
園

の
子
ど
も
の
給
食
も
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
て
い
い
で
す
よ
と
い
う
特
区
で
、
す
べ

て
の
園
児
の
給
食
が
給
食
セ
ン
タ
ー
で
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
六
合
こ
ど
も
園
は
運
営
さ
れ
て
い
る
訳
で
す
が
、
何
分
に
も



全
国
で
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
の
で
、
大
変
心
配
の
中
で
ス
タ
ー
ト
し
た
訳
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
が
幸
い
し
た
の
か
ど
う
か
、
六
合
村
は
幼
稚
園
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
幼
稚
園
の
先
生
が
そ
の
ま
ま
こ
ど
も
園
の
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
実
際
は
こ
の
資
料
に
は
あ
り
ま
す
け
ど
三
・
四
・
五
歳
児
の
中
に
は
保

育
園
児
、
幼
稚
園
児
が
混
在
し
て
い
る
訳
で
す
。
午
前
中
は
全
く
保
育
園
、
幼
稚
園

児
の
子
ど
も
に
関
係
な
く
、
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
保
育
す
る
と
、
午
後
は
、
幼
稚

園
児
(
延
長
保
育
の
園
児
)
も
同
じ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
一
緒
に
保
育
を
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
同
じ
職
員
が
保
育
を
す
る
の
で
、
保
育
園
の
先
生
と
幼
稚
園
の
先
生
と
の

い
わ
ゆ
る
摩
擦
と
い
う
の
は
、
皆
無
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
無
い
訳
で
す
。
し

か
し
、
今
ま
で
の
幼
稚
園
で
は
考
え
ら
れ
な
い
大
き
な
負
担
が
あ
り
ま
し
た
。

職
員
は
、
書
類
上
は
幼
保
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、
仕
事
は
全
員
が
兼
務
で
、
両

園
(
幼
保
)

の
仕
事
を
行
う
訳
で
す
か
ら
、
簡
単
に
言
い
ま
す
と
、

一
人
二
役
で
す

の
で
負
担
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
、
本
多
か
ら
詳
し
く
話
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
私
の
話
は
こ
れ
ま
で
に
し
て
お
き
ま
す
。

司
会

で
は
、
本
多
先
生
お
願
い
し
ま
す
。

本
多
英
子
(
六
合
こ
ど
も
園
主
任
)
は
い
。
具
体
的
な
保
育
内
容
に
つ
い
て
説
明
を

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
先
ほ
ど
も
お

話
し
が
あ
っ
た
よ
う
に
統
合
前
は
四
・
五
歳
児
の
二
年
保
育
で
し
た
か
ら
、
全
て
幼

幼保一体事業の導入

稚
園
教
諭
で
、
開
園
前
の
夏
季
休
業
中
に
全
職
員
が
保
育
上
の
実
習
を
一
週
間
行
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
経
て
四
・
五
歳
児
二
年
保
育
の
ほ
か
に
、

O
歳
か
ら
三
歳
児
ま
で

の
保
育
に
加
わ
っ
て
き
た
訳
で
す
か
ら
、
す
で
に
全
国
で
数
か
所
、
様
々
な
形
で
幼

保
一
体
化
施
設
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
取
り
寄
せ
て
い
た
だ
き
、
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
手
探
り
の
状
態
で
ま
ず
作
り
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
一
年
ご
と
に
見
直
し
を
し
て
、
現
状
に
合
っ
た

も
の
に
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
保
育
内
容
は

O
歳
か
ら
二
歳
児
、
今
扱
っ
て
い
る
の
は
一
歳
五
か
月
の

幼
児
か
ら
で
す
が
、

O
歳
児
か
ら
二
歳
児
に
つ
い
て
は
、
保
育
所
の
保
育
方
針
に
基

づ
い
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
歳
児
か
ら
五
歳
児
に
つ
い
て
は
幼
稚
園
教
育
要
領
に
沿
っ
た
午
前
中
の
保
育
内

容
と
長
時
間
保
育
の
配
慮
を
含
め
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

園
行
事
に
つ
い
て
は
、
年
齢
の
区
別
無
く
一
緒
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
一
日
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
園
要
領
の
三
ペ
ー
ジ
目
の
所
に
日
課
表
と

し
て
書
い
て
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
七
時
四
十
五
分
か
ら
園
児
の
受
け
入
れ
を
行
つ

て
、
全
園
児
が
そ
ろ
う
の
が
八
時
十
五
分
。
そ
の
後
、
午
前
中
の
保
育
が
行
わ
れ
、

了
二
歳
児
に
つ
い
て
は
十
時
に
お
や
つ
の
時
間
。
給
食
を
食
べ
て
か
ら
は
了
二
歳
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児
が
お
昼
寝
に
入
り
ま
す
が
、
三
歳
児
か
ら
五
歳
児
は
そ
の
問
、
降
園
活
動
を
行
い
、

幼
稚
園
児
は
一
時
三
十
分
に
は
降
園
し
て
い
き
ま
す
。

保
育
園
児
は
遊
戯
室
に
行
っ
て
、
三
歳
児
か
ら
五
歳
児
ま
で
一
緒
で
す
け
れ
ど
も
、

午
睡
や
休
息
の
た
め
昼
寝
に
入
り
ま
す
。
眠
れ
な
い
幼
児
に
つ
い
て
は
布
団
の
上
で

体
を
休
め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
ほ
と
ん
ど
の
幼
児
が
眠
り
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
約
一
時
間
か
ら
一
時
間
半
の
昼
寝
タ
イ
ム
か
ら
目
覚
め
る
と
お
や

つ
を
食
べ
て
、
お
迎
え
の
人
が
来
る
ま
で
自
由
に
遊
ん
で
遅
く
て
も
六
時
ま
で
に
は

全
員
が
降
園
し
て
い
く
よ
う
な
流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
職
員
は
「
早
出
」
「
平
常
」
「
遅
番
」
と
い
っ
た
三
交
代
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
単
独
だ
っ
た
時
と
比
べ
て
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
二
園
が
一
園
に
統

合
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
・
五
歳
児
だ
っ
た
園
児
が
一
歳
児
か
ら
三
歳
児
が
加

わ
り
増
え
た
こ
と
で
活
気
が
出
た
り
、
年
齢
の
幅
も
生
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
遊
び
ゃ
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活
動
に
も
段
階
を
追
っ
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教

平
成
十
五
年
度
に
両
幼
稚
園
が
開
園
し
た
時
に
は
、

一
六
名
と
い
っ
た

一
二
名
、

少
人
数
で
し
た
け
れ
ど
も
、
開
園
し
た
平
成
十
六
年
度
に
は
、
幼
稚
園
児
二
四
名
、

保
育
園
児
一
二
七
名
、
計
六
一
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
現
時
点
で
幼
稚
園
児
二
二
名
、
保
育
園
児
三
六
名
、
計
四
九
名
で
す
。

来
年
度
は
、
幼
稚
園
児
一
三
名
、
保
育
園
児
二
九
名
、
計
四
十
二
名
の
予
定
で
お

り
ま
す
。
こ
の
数
と
幅
が
増
え
た
こ
と
で
も
た
ら
す
力
と
い
う
の
は
、
想
像
以
上
に

大
き
く
感
じ
ま
し
た
。
幼
児
に
と
っ
て
も
互
い
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
以
前
、
目
が
届
き
す
ぎ
た
園
舎
、
園
庭
で
あ
っ
た
の
に
関
わ
ら

ず
、
今
度
は
、
広
い
園
舎
、
園
庭
、
隣
り
に
あ
る
村
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
ほ
ぼ
毎
日
自

由
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
職
員
も
幼
児
の
活
動
に
合
わ
せ
て
動
き
を
配
置
す
る

く
ら
い
分
散
し
て
し
ま
い
ま
す
。

身
近
な
自
然
が
も
た
ら
す
環
境
も
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
児
が
歩
い
て
十
分
と
か
か
ら
な
い
距
離
に
中
学
校
が
あ
り
、
互
い
に
保

育
実
習
や
園
児
の
散
歩
、

マ
ラ
ソ
ン
の
応
援
な
ど
交
流
が
多
く
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
園
児
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
活
気
あ
る
遊
び
、
活
動
、
生
活
全
体
で

の
育
ち
合
い
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

遊
び
で
も
友
だ
ち
関
係
で
も
、
幼
児
の
選
択
の
幅
が
広
が
っ
た
こ
と
は
と
て
も
大

き
な
変
化
で
し
た
。
年
齢
幅
が
増
え
た
こ
と
に
つ
い
て
も
同
様
な
こ
と
が
一
吉
え
ま
す
。

以
前
は
、
四
歳
児
が
年
下
と
い
う
環
境
に
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

一
歳
児
か
ら
五

歳
児
ま
で
通
し
て
み
る
と
四
歳
児
は
立
派
な
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ
ん
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
下
の
三
歳
児
、
二
歳
児
さ
え
で
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
ま
す
。

こ
れ
は
幼
児
の
精
神
面
で
の
発
達
に
大
き
く
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
社
会
の
ニ

1
ズ
、
保
護
者
の
ニ

l
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
幼
稚
園
、

保
育
園
対
応
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
他
町
村
か
ら
現
在
五
名
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す。

一
時
預
か
り
も
必
要
に
応
じ
て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

そ
の
反
面
、
課
題
(
デ
メ
リ
ッ
ト
)
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
を
具
体
的
に
お
話

し
し
ま
す
。
前
に
お
話
し
し
た
メ
リ
ッ
ト
の
中
の
園
舎
の
園
庭
、
隣
り
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
が
自
由
に
使
え
る
空
間
、
自
然
が
あ
る
と
言
い
ま
す
が
、
逆
に
言
え
ば
人
数
の
割

合
か
ら
見
る
と
、
遊
び
が
分
散
し
て
し
ま
い
、
互
い
の
遊
び
が
孤
立
し
て
し
ま
っ
て

影
響
し
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
も
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

そ
の
遊
び
の
状
況
に
応
じ
て
職
員
も
当
然
そ
こ
に
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

連
携
を
と
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
今
年
度
は
圏
内
研
修
の

中
で
も
、
チ

l
ム
保
育
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と
、
幼
児
の
遊
び
ゃ
活
動
、
人

と
の
関
わ
り
の
育
成
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
考
え
て
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
だ
残
さ
れ
た
課
題
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
保
育
園
児
と
幼
稚
園
児
の
違
い
が
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は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
こ
ど
も
園
の
中
で
は
降
園
時
間
だ
け
で
す
が
、
こ
の
差

が
子
ど
も
た
ち
の
精
神
面
で
も
大
き
く
、
決
定
的
な
違
い
を
生
ん
で
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
保
育
園
児
が
早
く
帰
り
た
い
と
思
う
気
持
ち
が
大
き
い
時
、
昼

寝
に
気
持
ち
が
向
か
な
い
時
、
幼
稚
園
児
の
姿
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う
、
そ
う
い
う

姿
に
接
す
る
時
で
す
。

開
園
当
初
も
今
年
度
も
保
育
園
児
が
圧
倒
的
に
六
割
、
七
割
と
多
か
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
状
況
が
あ
り
ま
す
。
幼
児
に
と
っ
て
み
れ
ば
園
生
活
に
慣
れ

て
い
く
段
階
を
追
っ
て
い
く
と
、
先
ず
そ
の
環
境
を
知
る
こ
と
や
見
る
こ
と
か
ら
先

ず
受
け
入
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
少
し
ず
つ
自
分
の
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら

遊
び
を
始
め
ま
す
。
遊
び
の
中
か
ら
友
だ
ち
と
関
わ
っ
て
い
く
、
少
し
ず
つ
自
分
を

出
し
て
く
る
。

一
緒
の
行
動
や
給
食
も
と
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
保
育
土
が
も
ち
ろ
ん
援
助
し
て
い
く
、

そ
れ
は
当
た
り
前
の



こ
と
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
眠
る
と
い
う
こ
と
は
そ
の
場
に
身
を
任
せ
る
、
身
を
委

ね
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

だ
か
ら
、
当
然
そ
の
幼
児
の
思
い
を
受
け
止
め
、
で
き
る
限
り
の
手
だ
て
を
と
り
、

親
と
の
連
携
を
し
な
が
ら
最
善
の
方
法
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
ど
う
し
て
も
こ
の
よ
う
な
思
い
が
出
て
く
る
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
親
に
し
て
み
れ
ば
働
い
て
い
る
の
だ
か
ら
昼
寝
を
す
る
の

は
仕
方
が
な
い
と
思
え
る
こ
と
で
も
、
幼
児
に
と
っ
て
み
る
と
何
故
昼
寝
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
か
と
感
じ
て
し
ま
う
の
で
す
。

親
に
は
そ
の
思
い
を
聞
い
て
も
ら
え
る
だ
け
で
も
い
い
で
す
か
ら
と
話
し
ま
す
。

そ
れ
が
保
育
園
に
預
け
て
、
責
任
を
果
た
し
て
い
く
心
構
え
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。

保
育
園
の
充
実
、
社
会
の
ニ

l
ズ
、
親
の
ニ

1
ズ
か
ら
子
育
て
支
援
や
様
々
な
手

当
と
色
々
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
母
親
が
働
く
か
働
か
な
い
か
あ
く
ま
で
も
自
分
自

身
の
選
択
な
の
だ
と
い
う
認
識
が
ど
う
な
の
か
と
聞
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

長
時
間
保
育
の
も
た
ら
す
友
だ
ち
関
係
に
も
、
保
育
園
児
と
し
て
同
じ
友
だ
ち
と

過
ご
す
そ
の
翌
日
、
保
育
園
児
も
含
め
た
午
前
中
の
遊
び
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
少

な
か
ら
ず
支
障
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
就
学
前
の
現
段
階
で
は
、
本
年
度
の
園
児
た
ち
は
二
年
保
育
を
経
過
し
て
卒

園
し
て
い
く
の
で
す
け
れ
ど
も
、
進
学
先
が
第
一
小
学
校
と
入
山
小
学
校
の
二
校
に

幼保一体事業の導入

分
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
、
統
合
問
題
に
つ
い
て
は
審
議
を
継
続
し
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
今
後
、
三
・
四
・
五
年
と
同
じ
園
で
生
活
し
て
も
進
学
先
が
違
っ
て
く
る
。

こ
の
こ
と
で
友
だ
ち
関
係
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

保
育
士
と
し
て
働
く
今
、
今
ま
で
の
幼
稚
園
で
の
幼
児
教
育
に
対
す
る
こ
だ
わ
り

は
や
は
り
あ
り
ま
し
た
。

長
時
間
保
育
が
幼
児
に
与
え
る
負
担
も
感
じ
、
同
時
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
職
員
会

議
、
圏
内
研
修
を
行
う
時
間
の
確
保
が
と
て
も
む
ず
か
し
い
と
い
う
こ
と
。

チ
ー
ム
保
育
を
進
め
る
上
で
連
携
を
と
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。

そ
の
こ
と
に
対
し
て
の
職
員
聞
の
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
。

話
し
合
え
ば
分
か
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
そ
の
時
間
が
持
て
な
い
。

そ
こ
で
、
保
育
に
携
わ
る
保
育
士
の
職
場
環
境
の
あ
り
方
も
充
実
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

山
本

そ
れ
で
は
引
き
続
い
て
、
今
後
の
課
題
、
今
も
い
く
つ
か
出
て
い
ま
し
た

け
れ
ど
も
お
話
し
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
六
合
村
に
は
一
園
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
六
合
村
の
子
ど
も
は

六
合
こ
ど
も
園
で
責
任
を
も
っ
て
保
育
し
て
い
く
と
い
う
。
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
役
割
を
目
指
し
て
い
き
た
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
色
々
な
ネ
ッ
ク
は
あ
り
ま
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す。
先
ず
一
番
感
じ
る
の
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
の
二
つ
の
園
の
機
能
を
い
か
に
う
ま

く
や
っ
て
い
く
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
の
縦
の
つ
な
が
り
で
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働

省
と
の
両
方
の
付
き
合
い
。

そ
れ
か
ら
、

P
T
A
と
か
色
々
な
保
育
園
関
係
の
協
議
会
で
の
公
立
幼
稚
園
と
の

付
き
合
い
と
か
、
色
々
な
縦
の
つ
な
が
り
が
二
つ
の
組
織
に
関
わ
っ
て
い
く
。
そ
う

い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
は
避
け
て
通
れ
な
い
縦
の
つ
な
が
り
で
の
煩
雑
さ
が

あ
り
ま
す
。

特
区
の
目
的
と
い
う
の
が
、
今
、
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
る
小
さ
な
政
府
、
小
さ
な
園
、

な
る
べ
く
お
金
を
か
け
な
い
で
保
育
や
幼
児
教
育
を
し
て
い
こ
う
と
い
う
か
、
そ
う

い
う
目
的
が
あ
る
訳
で
す
ね
。

で
す
か
ら
、
私
た
ち
と
す
れ
ば
六
合
村
の
子
ど
も
た

ち
を
豊
か
に
育
て
た
い
。
そ
う
い
う
願
い
か
ら
す
る
と
、
時
間
的
余
裕
と
か
色
ん
な
、
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先
ほ
ど
も
出
ま
し
た
け
れ
ど
も
研
修
す
る
時
間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
訳
で
す
ね
。
全
員

教

が
顔
を
合
わ
せ
て
子
ど
も
の
こ
と
を
話
し
合
う
時
間
は
、
午
後
の
二
時
過
ぎ
か
ら
三

時
半
く
ら
い
ま
で
の
子
ど
も
が
完
全
に
寝
入
っ
た
お
昼
寝
の
時
間
に
行
う
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
日
に
よ
っ
て
な
か
な
か
寝
な
か
っ
た
り
、
早
く
起
き
た
り
、
ち
ょ
っ

と
具
合
が
悪
い
子
が
い
た
り
す
る
と
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

現
在
は
週
に
一
日
英
語
の
先
生
が
来
て
く
れ
た
り
、
臨
時
の
先
生
が
三
月
ま
で
い

て
く
れ
た
り
す
る
の
で
少
し
時
聞
が
取
り
や
す
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
暫
定
的

で
不
安
定
な
時
間
し
か
取
れ
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
ん
な
訳
で
、
や
は
り
財
政
的
な
裏
付
け
が
な
い
と
良
い
保
育
を
し
た
い
と
い
う

願
い
は
あ
っ
て
も
実
際
に
は
か
な
わ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
ま
た
ま
、
六
合
村
は
一
園
で
す
か
ら
、
そ
の
中
で
私
立
、
公
立
の
摩
擦
、
幼
稚

園
、
保
育
園
の
摩
擦
は
無
い
訳
で
す
け
れ
ど
も
、
や
は
り
財
政
的
な
面
で
は
大
変
な

と
こ
ろ
、
窮
屈
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
や
は
り
先
ほ
ど
も
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
縦
の
つ
な
が
り
で
の
園
、

県
な
ど
の
管
理
機
関
が
、
た
と
え
ば
、
就
学
前
の
子
ど
も
の
子
育
て
、
教
育
は
国
で

無
償
で
全
て
面
倒
を
み
る
と
い
う
よ
う
な
「
子
ど
も
教
育
省
」
な
ど
が
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
う
で
な
い
と
、
小
手
先
の
幼
保
一
体
や
「
認
定
こ
ど
も
園
」
な
ど
で
は
根
本
的

な
解
決
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

資

料
2 

全
国
津
々
浦
々
か
ら
の
視
察
を
迎
え
て

全
国
初
の
幼
保
一
体
の
園
と
い
う
こ
と
で
、
幼
保
一
元
化
を
求
め
る
園
、
機
関
、

自
治
体
等
あ
ら
ゆ
る
所
か
ら
の
視
察
が
連
日
の
よ
う
に
訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
年
間
に
、
北
は
北
海
道
、
秋
田
、
福
島
か
ら
、
南
は
熊
本
、
徳
島
、
京
都
、
静

あ
っ
た
。

岡
、
そ
し
て
関
東
各
県
等
か
ら
六
十
数
団
体
、
個
人
か
ら
延
べ
七
三

O
人
の
来
園
が

来
園
の
目
的
は
、
ほ
と
ん
ど
が
幼
保
二
苅
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。

ウ
ム
で
発
表
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

こ
ど
も
園
と
し
て
の
取
り
組
み
と
課
題
等
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
群
大
の
シ
ン
ポ
ジ

そ
し
て
、
来
園
者
と
も
か
み
合
う

面
が
多
い
こ
と
は
、
六
合
こ
ど
も
園

の
目
指
し
た
保
育
の
指
針
は
、
幼
保

一
体
の
中
で
大
き
く
脱
線
す
る
こ
と

な
く
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
と

思
う
。
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こども園初田植え
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学
校
教
育

1

小
中
学
校
の
沿
革

間
六
合
村
立
六
合
小
学
校

沿
革
の
概
要

O
昭
和
四
十
八
年
度

-
県
指
定
学
力
向
上
指
定
地
区
と
な
り

-
暖
房
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
使
用
始
ま
り
ス
ト
ー
ブ
七
台
購
入

八
月
十
一
日

本
校
舎
屋
根
替
え
工
事
始
ま
る
。

八
月
二
十
八
日

移
動
音
楽
教
室

十
一
月
六
・
七
日

群
馬
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
公
演

か
ぜ
の
為
六
学
年
学
級
閉
鎖
を
行
う
。

O
昭
和
四
十
九
年
度

十
一
月
十
二
日

校
舎
南
側
石
積
み
工
事
着
工

西
吾
妻
自
転
車
安
全
乗
り
方
コ
ン
テ
ス
ト
(
本
校
)

六
月
十
六
日

都
丸
十
九
一
先
生
講
演
会
「
六
合
村
の
民
俗
に
つ
い
て
」

一
月
三
十
一
日

O
昭
和
五
十
年
度

六
月
十
一
日

交
通
教
室

植
樹
祭
(
暮
坂
)
児
童
代
表
二
名
参
加
作
文
発
表
を
す
る
。

五
月
二
十
九
日

八
月
二
十
六
日

群
響
移
動
音
楽
教
室

指
導
者
長
野
原
警
察
署
小
池
係
長

学校教育

O
昭
和
五
十
一
年
度

-
五
十
了
五
十
二
年
度
県
同
和
教
育
推
進
指
定
校

-
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
組
織

四
月
二
十
七
日

七
月
二
十
七
日

十
月
十
五
日

十
一
月
二
日

十
一
月
十
日

六合小学校

一
一
月
十
日

0 
九昭
月和
十五
七 J 十
日二

年
度

十
二
月
九
日

O
昭
和
五
十
三
年
度

耐
火
書
庫
校
長
室
に
設
置

東
京
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
約
四

O
名
六
合
小
学
校
を
宿
舎
と
し
て

集
団
訓
練
七
月
三
十
一
日
ま
で

開
校
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

同
和
教
育
研
究
協
議
会
開
催

本
校
の
同
和
教
育
に
つ
い
て
中
間
発

表
と
授
業
公
開

天
皇
陛
下
在
位
五
十
周
年
記
念
の
た
め
午
前
中
放
課

初
め
て
の
父
親
の
授
業
参
観
日
実
施

盛
会
で
あ
っ
た

メ入
口

学
校
開
校
百
年
記
4ト

式
典

祝
賀
メ込
-;z:s; 

県
同
和
教
育
指
定
校
研
究
発
表
会
・
授
業
公
開
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十
月
十
九
日

-
屋
内
運
動
場
新
設
工
事

屋
内
運
動
場
新
設
に
伴
う
地
鎮
祭

O
昭
和
五
十
四
年
度

四
月
三
日

-
教
室
等
床
面
張
替
工
事

体
育
館
新
築
に
伴
う
解
体
作
業
始
ま
る

臨
海
学
校
(
寺
泊
)

七
月
二
十
三

1
二
十
五
日

八
月
八
・
九
日

O
昭
和
五
十
五
年
度

十
一
月
十
一
日

十
一
月
二
十
八
日

O
昭
和
五
十
六
年
度

六
年
生
野
反
湖
畔
キ
ャ
ン
プ

県
農
協
小
中
学
生
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

学
校
賞
受
賞

県
教
育
長
賞

一
年
中
村
宏
行

村
制
施
行
八
十
周
年
記
念
式
典
全
職
員
・
児
童
参
列
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十
一
月
五
日

教

O
昭
和
五
十
七
年
度

-
給
食
室
改
造
工
事

O
昭
和
五
十
八
年
度

六
月
三
日

ゴ
一
月
三
十
日

五
十
五
・
五
十
六
年
度
県
指
定
親
子
二

0
分
間
読
書
実
践
発
表
会

県
内
一
五

O
名
参
加

植
樹
祭
(
野
反
湖
畔
)
緑
の
少
年
団
五
・
六
年
生
参
加

六
合
村
立
六
合
小
学
校
閉
校

O
昭
和
五
十
九
年
度

六
合
村
立
第
一
小
学
校
(
校
名
変
更
)

四
月
一
日

三
月
二
十
日

O
昭
和
六
十
年
度

四
月

七
月

O
昭
和
六
十
一
年
度

四
月
J¥ 
日

四
月

1

O
昭
和
六
十
二
年
度

十
月

十
日

十

月

十
七
日

十

月

十
日

O
昭
和
六
十
三
年
度

六
合
村
立
六
合
小
学
校
と
南
小
学
校
が
統
合
し
、
六
合
村
立
第
一
小

学
校
と
し
て
開
校
す
る
。

新
校
舎
落
成
式
校
章
・
校
歌
発
表
会
を
行
う

旧
校
舎
よ
り
引
っ
越
し
作
業

緑
の
少
年
団
団
旗
授
与
式

新
校
舎
で
の
授
業
始
ま
る
。

群
馬
県
体
力
つ
く
り
実
践
推
進
校
に
指
定
さ
れ
る
。

体
力
つ
く
り
実
践
研
究
発
表
会
を
行
う
。

一
二

O
名
参
加

群
馬
県
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
学
校
表
彰
を
受
け
る
。

群
馬
県
体
育
研
究
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る
。

十

月

O
平
成
元
年
度 体

力
つ
く
り
実
践
推
進
校
表
彰

五
月
二
十
五
日

群
馬
県
体
育
研
究
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
る

み
ど
り
の
少
年
団
優
良
表
彰
受
賞

O
平
成
二
年
度

十
一
月
一
二
十
日

七
月

十
月

O
平
成
三
年
度

野
反
湖
マ
ラ
ソ
ン
に
五
・
六
年
生
参
加

県
教
委
指
定
教
育
課
程
(
福
祉
教
育
)
研
究
発
表
会
開
催

-
県
教
委
よ
り
統
計
教
育
実
践
推
進
校
の
指
定
を
受
け
る
。

O
平
成
四
年
度

九
月

-
少
年
野
球
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
郡
優
勝

関
東
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
優
勝

O
平
成
五
年
度

月月

O
平
成
六
年
度
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県
優
良

P
T
A
と
し
て
表
彰
さ
れ
る
。

県
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
で
低
学
年
・
高
学
年
共
に
優
勝

-
社
会
福
祉
協
力
校
の
指
定
を
受
け
る
。
(
三
年
間
)

O
平
成
七
年
度

十
一
月

二
月

O
平
成
八
年
度 吾

妻
・
利
根
地
区
初
任
者
研
修
会
行
わ
れ
る
。

県
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
で
低
学
年
優
勝

-
群
馬
県
学
力
向
上
実
践
推
進
地
区
指
定
を
受
け
る
。

O
平
成
九
年
度

十
一
月

ガ
ラ
ン
沢
ダ
ム
碑
除
幕
式
(
平
石
歩
さ
ん
書
)



五
月
十
日

O
平
成
十
年
度

全
国
植
樹
祭
に
六
年
生
全
員
参
加

七
月

県
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
で
低
学
年
優
勝

O
平
成
十
一
年
度

屋
根
塗
装
工
事

七
月

一一月

O
平
成
十
二
年
度

県
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
で
高
学
年
優
勝

七
月

-
県
教
委
よ
り
「
地
域
に
根
ざ
し
た

P
T
A
活
動
」
と
し
て
指
定
を
受
け
る
。

記
念
音
楽
会
に
全
員
参
加

村
制
百
周
年
記
念
式
典

O
平
成
十
三
年
度

四
月

-
県
教
委
新
規
事
業
「
学
校
指
導
員
」
制
度
始
ま
る
。

「
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
推
進
」
の
指
定
を
受
け
る
。

八
月
九
日

N
H
K
全
国
学
校
コ
ン
ク
ー
ル
群
馬
大
会
に
お
い
て
銅
賞
受
賞

群
馬
県
健
康
推
進
学
校
小
規
模
校
の
部
入
選

月
十
一
月
二
十
二
日

ア
ジ
ア
留
学
生
交
流
会

O
平
成
十
四
年
度

ス
で
紹
介

-
「
学
校
指
導
員
」
制
度
が

N
H
K
・
群
馬
テ
レ
ビ
・
外
務
省
ジ
ャ
パ
ン
ト
ピ
ッ
ク

十
月
十
日

十
月

全
国
学
校
歯
科
保
健
研
究
大
会
に
お
い
て
優
良
校
表
彰

県
小
学
校
陸
上
記
録
会
で
山
本
優
二
君
五

O
m
H
優
勝

学校教育

八
月

O
平
成
十
五
年
度

全
国
小
学
校
陸
上
記
録
会
で
篠
原
明
人
君
八
O
m
H
第

二

位

十
月

十
二
月

六
合
村
立
学
校
統
合
問
題
審
議
会
の
設
置

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
試
行

保
護
者
・
児
童
に
よ
る
外
部
評
価
を
実
施

し
公
表
(
二
月
)

O
平
成
十
六
年
度

-
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
参
加

十
月

第
五
十
三
回
群
馬
県
へ
き
地
教
育
研
究
大
会
(
台
風
接
近
の
為
中
止
)

七
月

学
校
評
価
シ
ス
テ
ム
年
二
回
完
全
実
施
・
公
表

O
平
成
十
七
年
度

-
四
月

複
式
学
級
(
三
・
四
年
)
開
始

!J 

マ
イ
タ
ウ
ン
テ
ィ

l
チ
ャ

1
配
置

十
月

O
平
成
十
八
年
度

O
平
成
十
九
年
度

十
月

特
別
支
援
学
級
教
室
完
成

図
工
教
室
改
修
完
了
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三
月
三
十
一
日

六
合
村
立
第
一
小
学
校
が
閉
校

!J 

六
合
村
立
入
山
小
学
校
・
六
合
村
第
一
小
学
校
閉
校
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
が

発
行
さ
れ
る
。

六
合
村
立
六
合
小
学
校
(
校
名
変
更
)

O
平
成
二
十
年
度

-
四
月
一
日

六
合
村
立
入
山
小
学
校
と
六
合
村
立
第
一
小
学
校
が
統
合
し
、
六
合

村
立
六
合
小
学
校
が
開
校
す
る
。

O
平
成
二
十
一
年
度

三
月
二
十
五
日

六
合
村
閉
村
式
四
・
五
年
参
加

三
月
二
十
八
日

中
之
条
町
合
併
式



育

中
之
条
町
立
六
合
小
学
校
(
校
名
変
更
)

O
平
成
二
十
二
年
度

教

コ一月

中
之
条
町
と
六
合
村
が
合
併
し
中
之
条
町
と
な
り
、
中
之
条
町
立
六
合
小

学
校
と
な
る
。

在
籍
数
・
卒
業
生
数
年
別
一
覧
表

/ノ ノノ ノノ ノノ ノ/ /ノ l! ノ/ ノノ ノノ JJ a百
和 年

五五五五五五五五五四四四

八十十七十六十五十回十二十一十十九十八十七十 度

二二三三三二三三三四五五
男

七八二一二四 O 一六五 O 三

三三二二四四四四四四四四
女 籍在数

一四八四 O 四四七二六九七

六主七六主七七七七九九。 計
八一一五一八四八八一九。

一 一一一
男

一 三 二 七 七 七 五 四 九 二 三 O

一 一一一
女

業卒

五 O 八四八二五二二九 O 七 生
数

一一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 計
六二一一五九 O 六一二二七
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(
南
小
と
統
合
し
て
六
合
第
一
小
学
校
と
な
る
)

万成平か ノノ ノノ ノ/ ノノ

六六 六 六 五

二元十=十一十十九十

三二三コ四四四
五九一七一五三

コ三四三四四四
二五 O 九 四 一 七

六六七七八八九
七四一六五六 O

一一
六四四三 O 七四

一
七八 三九二二

一 一一一一 一
三二五六九九六



I! I! ノノ ノノ I! I! ノノ I! I! I! Yノ I! ノノ 11 ノノ ノノ
万 成平

二十九十十十ム 十十十十十十
十 八七ハ五四三二一 九八七六五四三

四二 二 二 二 三 三 三 三 四 四 四 四 四 四 三 三三
一六四三七 O一五五四六二四五三九八六

一 一一一一一一一一一一一一一一一一-ー山 --・ -‘ ーー- -・明~‘ 』ーー‘ ー-・-・ - ー-企
一 一一一一一一一一一一一一一一一一
九八 O三二一七八四五九八九二七二二二

八四 四四四五五七六七八八八七八七七六
0 四四六九一八三九九五 O 五七 O~O 八

一 一 一 一
0七三三八七五 O三二八四七 O二八七二

一
五一五七二五五二二七七五六四七三六五

一 一一一一 一 一 一 一一 一一
五八八 00二 O二五九五九三四九一三七

教
職
員

I! 

十十

I! ノノ ノノ 教校 I! ノノ I! I! 教教校 ノノ ノノ I! ノノ I! 教 校教教教 職

諭長 諭頭長 諭長諭頭諭 名

霊童里土 一罪震小塩渡雲宣毒告企箱 中森三喜善丸前壁唐需星屋 場 池谷辺沢田浦 山 田 沢 野 氏
み

江つ 東永道夫子品秀司邦子妙子雄亀春男 利近 要平志郎子明樹秀子陽雄秀祝子雄崇信夫儀光
名

I! 11 I! ノノ ノノ ノノ I! ノノ I! ノノ ノノ Yノ ノノ I! I! I! I! I! I! ノノ I! 日目
和

五五五五五五五五四四四四四四四四四四四四四三

十十十十十十十十九十九十十九九十八十八十十七十七十六十六十六十五十五十二 就

-・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 任年

二四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四
月

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 日

八一一一 一一一一一一一一一一一一一一二

I! Fノ ノノ ノノ Fノ ノノ ノノ ノノ I! I! ノノ I! ノノ ノノ I! I! I! fノ I! I! ノノ 昭
和

五五五五五五五五五五五五五五五四四五四四四五

十コ 十四十四十三十ー十コ 十六十四十一 十五十二十十十十八十十九十九十八十十九 十 転
退-ー・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・

任年月一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一 日一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一
十十十十十十十十十 十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一 ( ，.-‘、

退 退
、、.，/ 、、.，/
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(
入
山
小
と
六
合
第
一
小
が
統
合
し
て
六
合
小
学
校
が
開
校
す
る
)

I! (
六
合
村
と
中
之
条
町
が
合
併
し
て
中
之
条
町
立
六
合
小
学
校
と
な
る
)

ノノ

二
十
三

二
十
四

I! 

学校教育



I! 11 I! 教教校

諭頭長

仙田 市村 関口 本多 小菅 小

登 昭達田島
志晶閏つ三
恵子三 る 郎男

I! I! ノノ I! ノノ I! 

五 五五 五五五

九十 九十 九十 十九 九十 九十

. . . . . . 
四四 四四 四回. . . . . . 

一一一一一一

か和昭成平か か か

←FI¥A-Fi¥a-Fi¥--Fi¥--Fi¥ a 

十十 十十十

一一克二 一. . . . . . 
一 一一 一 一 一一 一一一 一 一一一. . . . . . 
一 一一 一 一 一一 一
十十十十十十
一一 一 一一一

教育

(
六
合
小
学
校
閉
校
し
・
第

I! I! ノノ I! 教教教校 I! ノノ ノノ I! I! 教教校

諭頭諭長 諭頭長

再出量 EE皇官需太主郎 雇自書筆書ハ量自淳

英範子祐 輔智昌光枝和枝芳 俊 和 ツ庄一
子 和子男 昭巧子功子司郎

ノノ Yノ I! I! ノノ ノノ I! I! I! I! Fノ I! ノノ I! I! 昭
和

五 五五五五五五五五五五五五五五五

八十 八十 八十 八十 十七 十七 十六 十六 五十 十四 十四 十四 十四 十コ 十コ 十コ

. . . . . . . . . . . . . . . . 

六 四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . 
一一
十
七一一一一一一

I! I! ノノ I! I! ノノ ノノ ノノ ノノ ノノ I! Fノ I! ノノ I! 昭
和

五 五六六六五五五五五五五五五五五

九十十十十十九十九十九十十九十十十十十十十
八一一二 八 八八七六七六. . . . . . . . . . . . . . . . 

三八三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三 三三. . . . . . . . . . . . . . . . 
一一 一一 一一 一 一一 一 一 一一 一一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一
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一 ー-ー~‘ 亭一一一~ ト一一一守4‘ トー『ー~‘ - -・E・-圃‘ -・E・-圃.・E・-圃‘ ー-ー~ ト一一一~色 ト一一~・E・-‘

一

小
学
校
と
な
る
)

教 校養かか教教かか万教校 か か か 諭 教 校 長 かか教教校かか

諭長教 諭頭 諭長 諭頭長

篠原仁久子 小林 佐藤 坂井 塩野 本湯 海内 角 橋高 本山 霞 戸谷 岩黒 佐藤 美才治幸子 角 岩黒 鯛持 朝比 川市 湯浅 柳青 津唐 剣持
ゆ谷昭あ三啓 主田 奈昭 み
か宏喜京太つ 一洋英和:ft:. 節 ち

勉り治生子郎喜雄久田 子茂千代郎一子 子市由修子次郎秀夫精郎郷英 子
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学校教育

かか教校かか教教養教校か教養か教校かかか教教かか

諭長 諭頭教諭長諭教諭長 諭頭

小荒中樋長山唐西大熊篠片後五山中田上山天山安安樋
林力木津口坂崎津脇坪谷原 員藤十闘本津村田あ口田宮原十 原口

美ノ¥孝尚 静 智崇洋清弥!弓E込 政 幹修淳け真茂三由
子史子守勉徹江進子久輔美生子行夫一一み弓樹四紀猛

11 11 η η " η η " η " η " " " " " " " " " " " η 成ヰ
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四 四四四四四四四四四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四 四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

11 11 " η η η η " " " " η η " " η " " " " " " η 成ヰ

十十十十十十十十十十 十
ニ 一四一 二 九 九 九 七 一 八 七 五 八 八 八 八 七五. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一一一一一一 一一 一一 一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一
十 十十十 十十十十十十十十十十十十十十十十十十十 十
一 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一

11 11 ノノ " 教教養養校か 教 教 か 養 か 教教講か 教校か ノノ ノノ

論 頭教 教長 諭頭 教 諭頭師 諭長

聖書主主早産自 i軍出富喜喜章量 1富竹関出量 fi美 里
洋癖美洋宏向彦智亜緒子宏治 和久紀博詠聡直仁辰 i幹彦浩英〈 喜子

弘一 一 希 子明子子子子男子 昭子ら子

ノノ 11 " ノノ " ノノ " " " 1I " " " ノノ " " 11 11 ノノ " 11 11 11 
平成

八十/十¥十七十七十七十七十六十五十五十四十四十四十=十一 十一 十一 十一 十十十十十十十

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

一 一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

ノノ If !J !J ノノ 11 11 11 !J 11 11 11 11 11 11 11 11 !J 11 11 11 11 11 
平成

一

十九十十三九十二十十九十二九十十十十十十十十十ム十十十十六十
四八十 十九八 十 七 六 五 三 七 四 二 ハ 八 五 二 四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
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育

かかか教校 養

論長教

山口 橋高 小熊 須賀 山中 冨津奈

祐子 春寿 祥恵 紀江 邦男 保子

I! I! I! I! I! 成十ヰ

十九九十九十九十九十 八
. . . . . . 

四四四四四四. . . . . . 

一一一一一一

I! I! η 成ヰ

一一一一一一一一
十十十 十
一一
一 一. . . 

一一一一一一一一争一一一一~ -ー・ー・-. . . . 
一一一一一一一一亭』一一晶~・ -一一一圃‘ ーーー~

十十十 十
一一一一

教

(
入
山
小
学
校
と
統
合
し
六
合
村
立
六
合
小
学
校
と
な
る
)

Yノ I! I! 教教

論頭

橋高 村市 井武 岩黒 本山

秀典宏美浩美晃政行

/ノ Fノ ノノ I! I! 

一 一 一 一 一一一 一 一 一
十十 十 十 十

. . . . . 
四四四四四. . . . . 

一一一

I! I! ノノ ノノ I! 

一 一一一 一-ー.‘ 』円-一明.恥 ト一一一一一一一一~一一一一ー~

十十十十十
一 一一一一一一一一 一一. . . . . 

一一一一一一一一一一一一 一 一 一. . . . . 
一一一一一一一一一一一一 一 一 一
十十 十 十 十
一一 一 一 一

(
中
之
条
町
立
六
合
小
学
校
と
な
る
)

教 か教校

諭 論長

嶋福小 橋高
村田池

梢裕紀也隆俊昭

ノノ I! I! I! 

一一一一一一一一
十十十十
-・E・-‘ -・E・~晶岨~ ト一一一一~

. . . . 

四 四四四. . . . 

一 一一一

ノノ I! I! ノノ

一一一一一 一一一
十 十十十
二四二四. . . . 
一一一一一一一一一一一一. . . . 
~ーー守畠 ~‘ 

一一一一一 一一一
十 十十十
一 一一一

閣
六
合
村
立
南
小
学
校

沿
革
の
概
要

O
昭
和
四
十
八
年
度

全
校
複
式
の
三
学
級
、
教
員
定
数
五
人
な
る
も

四
月
十
三
日

南
太
橋
竣
工
記
念
祝
賀
会

於
本
校
講
堂

六
月
十
六
日

開
校
百
年
記
念
事
業
準
備
会

七
月
十
四
日

N
H
K
民
間
行
事
「
お
か

ま
の
ふ
た
」
録
画
児
童
参
加

九
月
二
十
日

開
校
百
年
記
念
大
運
動
会

十
一
月

「
南
小
学
校
百
年
の
あ
ゆ
み
」

刊
行
さ
れ
る

十
一
月
十
七
日

三
月
九
日

祝
賀
会

全
教
室
に
石
油
ス
ト
ー
ブ
設
置

開
校
百
年
記
念
式
典

O
昭
和
四
十
九
年
度

七
月
二
十
二
・
二
十
三
日

五
・
六
年
生
海
水
浴
(
新
潟
県
鯨
波
海
岸
)

於
本
校

十
一
月
二
十
六
日

学
力
向
上
指
定
地
区
研
究
発
表
会

O
昭
和
五
十
年
度

七
月

五
・
六
年
生
鯨
波
海
岸
で
海
水
浴
を
す
る
。

十
一
月

貯
蓄
ポ
ス
タ
ー
優
良
校
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
。

O
昭
和
五
十
一
年
度

十
月

校
舎
側
面
塗
装
工
事

O
昭
和
五
十
二
年
度

。
昭
和
五
十
三
年
度

旧六合村立南小学校
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-
体
育
館
床
張
り
替
え

五
月
六
日

一
年
生
と
の
別
れ
の
式
を
行
う
。
二
名
の
一
年
生
は
五
月
八
日
よ
り

六
合
小
学
校
に
通
う
こ
と
と
な
る
。

O
昭
和
五
十
四
年
度

-
プ
レ
ハ
ブ
教
室
(
理
科
室
・
音
楽
室
)
増
築

七
月

五
・
六
年
生
臨
海
学
校
実
施

O
昭
和
五
十
五
年
度

-
児
童
用
ロ
ッ
カ
ー
各
教
室
に
配
置
す

七
月
二
十
三
日

第
二
回
学
校
統
合
問
題
審
議
会
開
催
さ
れ
る
。

O
昭
和
五
十
六
年
度

O
昭
和
五
十
七
年
度

八
月
一
日

暴
風
雨
の
為
校
舎
の
屋
根
半
分
は
が
れ
る
。
校
舎
内
に
土
砂
流
入

八
月
九
日

校
舎
屋
根
修
理
終
わ
る
。

O
昭
和
五
十
八
年
度

十
一
月

臨
時
村
会
議
で
六
合
小
・
南
小
の
学
校
統
合
議
決

三
月
三
十
一
日

六
合
南
小
学
校
閉
校
式
を
挙
行

閉
校
祝
宴
会

創
立
一
一

O
年

独
立
後
二
八
年

学校教育

在
籍
数
・
卒
業
生
数
年
別
一
覧
表

年
Yノ

-.-一・

I工 n
十十 度
八七

一一一一

四三九二四五八 δパ記函男

一 一 一 一 一 一 一 在
一一 四 五 九 二十一一一一一女籍

ハ一一一一一 数

一一一一一 四 五 五 __L. 五 五一一一二二 ハ 計
五七四一五-0 二 O 九六

0 二一五四二三三九五三男

。__L. 四 五 ー-・__L一‘__L. 五 __L. __L. __L. 女 卒業
ハ ニハハハハハ生

数

0 八五 O 七八九八五一九計
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昭
和
四

!! 

四

!! 

-.-一・

!! 

ー了A

}} 

五

ノノ

五

}} 

五五

ノノノノ
(
閉
校
)



育

教
職
員

教

教教校 ノノ 教教 I! 教校 I! I! 教教 I! 教校教教 I! I! 教教 職

諭頭長 諭 頭 諭長 諭頭 諭長諭頭 諭諭 名

両岩 d、i高黒浅車大喜皇室土黒関ー堀信安市福重
山と田山 岩沼 塚 屋岩篤太 場込 原十川田 ミ 氏

し芳 龍夫 俊 雄寅修司千枝寿次 邦秀 三 庚午郎 キ 名
江明誠代 勉子貫 秋 男郎一司隆守四且 エ

ノノ I! ノノ ノノ ノ/ Yノ I! ノノ Yノ /ノ ノノ ノ/ I! ノノ ノノ /ノ Fノ ノノ I! I! ノノ 昭
和

五五五五五五五五五五四四四四四四四四四四四三

十四十四十四十コ 十コ 十ー 十十十十八十八十八十十七七十十七十六十六十五十五十五 十

-・・・・・・・・.・・・・・・・・・・・・

四四四 四四四四四四四 四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 日

一 一 一 一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一

11 ノノ I! ノノ I! I! I! I! I! I! ノノ I! ノノ Yノ I! I! I! /ノ ノノ I! ノY 昭
和

五五五五五五五五五五五五五四五五四四四五四五
転

六十八十七十十六七十十四九十五十十四十コ 十十四十一 八十十十十七八十八十十一 八十十 退
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

任年月
一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一. . . . . . . . . . . . . . ・ . . . . . . . 日一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一

教教教校か ノノ

諭頭論長

本湯 小菅 青木久 小 木牛 橋丸

み昭 達田島し

ち三三 づ祐男
子郎郎男子

ノノ ノノ ノY ノノ 万昭
和

五五五五五五

八十 八十 七十 七十 十六 十五

. . . . . . 
四四四四四四. . . . . . 

一一一一一一

ノノ ノノ 11 11 グ昭
和

五五五五五五

十九 九十 九十 九十 九十 八十

. . . . . . 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一. . . . . . 
一一一一一一一一一一一一一一一一一一
十十十十十十
一一一一一一

(
閉
校
)

制
六
合
村
立
入
山
小
学
校

沿
革
の
概
要

O
昭
和
四
十
八
年
度

-
四
月

県
教
育
委
員
会
か
ら
六
合
村
教

育
委
員
会
が
学
力
向
上
指
定
地

区
の
指
定
を
受
け
、
本
校
で
は

「
算
数
・
理
科
を
中
心
と
し
た

主
体
的
な
学
習
態
度
の
育
成
」

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
る
こ
と

に
し
た
。

-
七
月
五
日

県
教
育
委
員
会
が
へ
き
地

学
校
視
察
で
、
本
校
及
び
元
山
、
長
平
分
校
を
視
察
。

-
七
月
十
七
日
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旧六合村立入山小学校

本
村
初
の
プ

1
ル
が
建
設
さ
れ
プ

1
ル
聞
き
を
行
う
。

-
九
月
十
日

O
昭
和
四
十
九
年
度

O
昭
和
五
十
年
度



-
十
月
五
日

開
校
百
周
年
記
念
行
事
並
び
に
式
典
を
行
う

-
福
祉
教
育
研
究
開
発
校
(
三
ヶ
年
)
の
指
定
を
受
け
る
。

O
昭
和
五
十
一
年
度

O
平
成
元
年
度

O
昭
和
五
十
二
年
度

O
平
成
二
年
度

-
親
子
二

0
分
間
読
書
運
動
の
指
定
(
三
ヶ
年
)
を
受
け
る
。

特
別
教
室
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
に
改
築
す
る
。

-
十
月
十
七
日

福
祉
教
育
研
究
開
発
校
発
表
会
開
催

-
二
月
二
十
日

-
二
月
一
日

元
山
分
校
坂
口
秀
夫
先
生
退
校
時
に
元
山
地
内
に
於
い
て
大
動
脈
癌

O
昭
和
五
十
三
年
度

破
裂
の
た
め
死
亡

-
三
月
二
十
日

新
校
舎

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階
建
て
に
新
築
す
る
。

葬
儀
は
家
・
学
校
合
同
葬
と
し
て
草
津
光
泉
寺
に
て
行
い
児
童
五
・
六
年
と
全
職

新
校
舎
完
成
記
念
学
校
祭
を
開
催

員
参
列

後
任
高
橋
基
先
生

O
昭
和
五
十
四
年
度

O
平
成
三
年
度

O
昭
和
五
十
五
年
度

O
平
成
四
年
度

-
統
計
教
育
実
践
推
進
校
(
二
ヶ
年
)
の
指
定
を
受
け
る
。

-
四
月
一
日

元
山
分
校
休
校
と
な
る
。

O
昭
和
五
十
六
年
度

-
九
月
よ
り
学
校
週
五
日
制
始
ま
る
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O
昭
和
五
十
七
年
度

-
三
月
三
十
一
日

長
平
分
校
閉
校
と
な
る

-
統
計
教
育
実
践
協
力
校
(
二
ヶ
年
)
の
指
定
を
受
け
る
。

O
平
成
五
年
度

O
昭
和
五
十
八
年
度

-
吾
妻
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
山
口
明
日
香
さ
ん
優
勝
す
る
。

O
昭
和
五
十
九
年
度

O
平
成
六
年
度

八
月

学
校
安
全
実
践
推
進
校
(
二
ヶ
年
)
の
指
定
を
受
け
る
。

-
同
和
教
育
実
践
推
進
地
区
の
指
定
を
受
け
る
。

O
昭
和
六
十
年
度

O
平
成
七
年
度

十
二
月
十
七
日

体
育
館
竣
工

-
十
月
二
十
六
日

同
和
教
育
の
研
究
発
表
会
を
開
催
す
る
。

O
昭
和
六
十
一
年
度

-
郡
陸
上
記
録
会
で
山
本
千
恵
子
さ
ん
八

0
0メ
ー
ト
ル
で
優
勝
す
る
。

-
同
和
教
育
推
進
の
地
区
指
定
(
二
ヶ
年
)
を
受
け
る
。

O
平
成
八
年
度

学校教育

O
昭
和
六
十
二
年
度

-
県
学
力
向
上
実
践
推
進
地
区
の
指
定
を
受
け
る
。

-
四
月
一
日

長
平
分
校
休
校
と
な
る
。

六
月

郡
陸
上
記
録
会
で
黒
岩
修
一
君
一

0
0メ
ー
ト
ル
で
優
勝
す
る
。

O
昭
和
六
十
三
年
度

O
平
成
九
年
度



三
月
三
十
一
日

元
山
分
校
閉
校
と
な
る
。
解
体
工
事
を
行
う
。

育教

O
平
成
十
年
度

-
ふ
れ
あ
い
体
験
実
践
推
進
校
と
な
る
。
(
二
ヵ
年
指
定
)

-
三
月
三
十
一
日

一
冗
山
分
校
閉
校
と
な
る
。

O
平
成
十
一
年
度

O
平
成
十
二
年
度

-
社
会
福
祉
協
力
校
と
な
る
さ
一
ヶ
年
指
定
)

O
平
成
十
三
年
度

-
九
月

群
馬
交
響
楽
団

移
動
音
楽
教
室

O
平
成
十
四
年
度

O
平
成
十
五
年
度

O
平
成
十
六
年
度

O
平
成
十
七
年
度

-
食
農
教
育
モ
デ
ル
校
(
三
ヶ
年
)
と
な
る
。

O
平
成
十
八
年
度

二
月
十
三
日

臨
時
議
会
で
小
学
校
統
合
が
議
決
さ
れ
る
。

O
平
成
十
九
年
度

-
平
成
二
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ノノ ノノ ノ'1 I! ノノ ノノ ノノ I! ノノ I! I! ノノ I! I! 

論頭 諭長諭頭 諭名

荒石土 鍋原岩鯛金田湯星坂田高山中小高坂関山安
川坂屋持 津 上 持 子 村 本野井中橋口山池橋口 本原氏

恵好品久 美由 美直斐悦愛治宏 令邦邦 秀 正名
子夫子雄子芳樹巳司子 子治栄勤一夫利基夫栄茂和
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五五五五 五 五 五 五 五 五五五五四四四四四四四四四
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九九九九七七ハハ五任
年

四四四四四四四四四九四四四四四四四四四十四四日

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

I! I! I! η I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! I! η I! I! I! I! I! 時
和
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八
日

四
月
三
十
日

入
山
中
学
校
校
庭
完
成

臨
海
学
校
全
校
生
徒
参
加

六
合
中
入
山
中
合
同
百
人
一
首
大
会

通
学
パ
ス
開
始

六
合
中
・
入
山
中
校
史
編
纂
委
員
会
設
置

六
合
中
入
山
中
一
年
交
流
キ
ャ
ン
プ

続
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
発
行

六
合
中
学
校
へ
の
移
転
作
業

六
合
村
立
入
山
中
学
校
閉
校
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教育

(
閉
校
)

11 ノノ 万成平か ノノ " " 11 " " 11 " ノノ " " " ノノ ノノ 昭
和 年

六六六六 五 五 五 五 五 五 五 五 五 五 四 四

四三二元十=十一十十九十八十七十十六十五十四十コ十ー十十九十八十 度

一一 一一一 一一一一一一一一一一一一一 一 一一一一一 男一一 一一一 一一一一一一一一一一
六六七 三 O 八 O 二一八四五七三八三五八三五

一二二二二二二二二二二三二二二三四
女 籍在数

一一 六八四四二一五六五二四四 O 七八八九 O

二二三四四四四四四四四四五四五六六六七七
計七七三一四二二三六四九七一七八 O 三六二五

一 一 一一一一一
男二七八八四六 O 六五七二六九八一四 O 四八二

一 一一 一一一一一
女

業卒生
四五七六一七四 O 一五九八七九四四 O 四五一

数

一 一 一 一 一一一一一一一一一一一 一一一 一 計一 一一一一一
六二五四五三四六六二一四六七五八 O 八三三

かかかかか教校 M 教教 かかかかかかかか教教校教職

諭長諭頭 諭諭長頭名

篠大有椛河関塩足河黒福冨福黒前林野原斎霞宮小
原淵坂島原 野立野岩田沢島岩田 村田藤 崎林氏

田 み民

茂康司俊人正明礼子暢衛松雄恒虞徳勇健二雄恒子有貴勝弘節子子さ 和子一郎仲芳康資治 名

η 11 11 11 " 11 ηη" "η 11 11 ηηη"""" "Ili邑
手口

五五五五五五 五 五 五 五四四四四四四四四四四四四
十十十十十十 十 十 十 十十十十十十十十十十 十 十十
四四一一 一一一 九九九九八八七七七 七四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
四 四四四四四四四甲甲甲 甲 甲 甲 甲 甲 甲 甲 四 四 四 四 日

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

"η" " " " " " "η" "ηη" " " "η" "鞄
和

五五五五五五五五五五五五五四五五四四四四五回転
十十十士士 十十士十士十士十十十十十十十十十十退

ハゴ 九コ 四コ コ コ一 同コ 四ヲ 一 四= ハ= コ. コ→ 1コt jコp. .二 1コ¥ jコt jゴpノゴ〉 ゴ. 1コF任年月

-ニニ・・・・・・ニ・・・・・工ニニニ・二一日

十十十十 十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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教
職
員



学校教育

!! }} }} }} }}署長校教}} η }}署長校!! !! !! !! !! !! !! !!敬枝 η

諭長頭 諭長 諭長

山宮小山山依土福田割後 宮崎千 黒山中宮田福松小市茂星 戸
本 崎 林 野田田屋島 村久美 田藤 岩本沢原村田本林村木河塚
ち た ふ
よ一一 忠つ次幸 久金代 美和泰じ 幸一勝 福博
子 子夫悟男子男夫子彦 弥 子 貴 幸 則 三 子 武 男 三 美 隆 司子

!! !! !! !! !! !! !! !! !! !! !!η!!  !! !! !! !! !! !! !! !! !! !!思
平日

六六六六六六六六五五五五五五五五五五五五五五五五
十 十十十十十十十十十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十十

一二一一一一 九 九九八八七七七六六六五五五五四. . • . . . . . . . • . . . .、. . . . . • . . 

四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

一 一一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

昭万万平昭平かかかかかかかかかかかかか万グガグ昭
和成和 成 和
六 六 六六六六六五六六六六五六五五五五五五
十 一十 十十十十十十十十十十十十十十十十十十
二二四克三三二三一一 八 一 一七二八八五八七七
-・・・・・・ ・・・・ ・・・・・・ ・. . 

一 一 一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-・. . . . . . . .、.. . . . . . . • . 
一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

(
閉
校
)

万かか教教校かか教校教教万教校 か

諭頭長 諭長諭頭 諭長

佐 宮崎番市 増市木宮安塩富高佐篠須小市星
久 田村暮原斉野津橋藤原賀林川 野

間陣 和一 泰紀英祐 健 道英春俊
美日目 理明美力三明介司篤二功郎次男夫

!! !! !! !! !! !! !! !! !! 成3平 }} }} }} 和時

_L占__L. _L占__L.

/¥ /¥ /¥ /¥ 

十十十十
四四四四四四二二一一苅克二二二一
- ・・・・・・・・・.・・・・

四四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . 

一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

!! !! !! !! !! !! !! !! !! !! !! !! !! !! !! 成ヰ

四四 四四四四三四回二三三二四元二. . . . . . . . . . . . . . . 
一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一 一- ・・ ・ ・・・ ・ .・一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一
十十十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十十
一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一
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育教

制
六
合
村
立
六
合
中
学
校

沿
革
の
概
要

O
昭
和
四
十
八
年
度

四
月

学
力
向
上
指
定
地
区
の
指
定
を
受
け

二
ヶ
年
の
研
究
を
始
め
る

十
一
月
二
十
二
日

1
二
十
三
日

イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
た
め
学
校
閉
鎖

O
昭
和
四
十
九
年
度

-
放
送
施
設
設
置

六
月
十
六
日

県
中
学
校
陸
上
記
録
会
に
お
い
て
留
場

勇
一
、
五

0
0メ
ー
ト
ル

一
年
生
の
部
で
優
勝

十
一
月
二
十
六
日

学
力
向
上
指
定
地
区
発
表
会

O
昭
和
五
十
年
度

八
月
二
十
六
日

群
馬
交
響
楽
団
に
よ
る
音
楽
教
室
実
施

O
昭
和
五
十
一
年
度

-
五
十
一
・
五
十
二
年
度

健
康
安
全
教
育
県
指
定
校
と
な
る
。

-
教
室
廊
下
塗
装

十
一
月
六
日

生
徒
会
文
化
祭

弁
論
大
会
、
ギ
タ

1
部
・
演
劇
部
発
表
、
学
年

コ
ー
ラ
ス

O
昭
和
五
十
二
年
度

七
月
十
四
日

郡
中
体
連
庭
球
準
優
勝

卓
球
一
二
位

十
月
二
十
五
日

健
康
安
全
教
育
指
定
校
発
表
会
を
行
う
。

十
一
月
二
日

生
徒
会
球
技
大
会

O
昭
和
五
十
三
年
度

十
一
月
九
日

-一
τ月

O
昭
和
五
十
四
年
度

-
四
月

六合中学校

八
月
三
十
一
日

O
昭
和
五
十
五
年
度

十

月

十
八
日

O
昭
和
五
十
六
年
度

七
月
九
日

十
月
五
日

O
昭
和
五
十
七
年
度

六
月
九
日

八
月
九
日

一
二
月
二
十
七
日

三
月
一
二
十
日

O
昭
和
五
十
八
年
度 六

合
小
中
合
同
交
通
教
室

放
送
室
新
築

理
科
室
改
築

群
馬
県
同
和
教
育
実
践
推
進
校
の
指
定
を
受
け
二
カ
年
に
わ
た
る
研
究
を

始
め
る
。

三
年
生

N
H
K
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
県
大
会
初
出
場

六
合
村
政
八
十
周
年
記
念
式
典

全
校
草
刈
作
業

米
飯
給
食
開
始
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六
合
中
学
校
移
転
に
伴
う
文
部
省
現
地
視
察

新
校
舎
建
築
地
鎮
祭

新
校
舎
移
転
作
業

P
T
A
並
び
に
全
生
徒
奉
仕

校
舎
新
築
落
成
式
を
行
う
。

四
月
三
十
日

-
社
会
福
祉
教
育
協
力
校
と
な
る
。

校
庭
整
地
始
ま
る
。

八
月
十
日

八
月
十
六
日

十
月
二
十
九
日 少

年
の
主
張
郡
大
会
中
沢
や
す
子
最
優
秀
賞

台
風
五
号
の
被
害
大
、
吹
き
つ
け
た
土
手
流
さ
れ
る
、
六
合
村
へ

の
道
交
通
止
め
。

愛
の
あ
か
ぎ
国
体
を
全
生
徒
見
学
、
各
県
の
団
長
に
千
羽
鶴
の



O
昭
和
五
十
九
年
度

八
月
二
十
六
日

十
二
月
二
十
四
日

一
一
月
四
日

O
昭
和
六
十
年
度

二
月
四
日

O
昭
和
六
十
一
年
度

レ
イ
を
贈
る
。

第
四
回
野
反
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
全
員
参
加
、
加
辺
あ
ゆ
み
三
位

入
賞
。群

馬
県
教
育
長
よ
り
「
ヤ
ド
リ
、
ギ
の
研
究
」
田
村
佳
子

篠

原
紀
子

橋
爪
一
男
優
秀
賞
受
賞

一
・
二
年
生
ス
キ
1
教
室

草
津
ス
キ
l
場

ス
ケ
ー
ト
教
室
(
一
・
二
年
生
)
照
月
湖
に
て
実
施
。

八
月
二
十
五
日

-
地
域
活
動
推
進
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
・
同
和
教
育
地
域
指
定
を
受
け
る

世
代
間
交
流
学
習
会
始
ま
る
。

一
一
月
四
日

O
昭
和
六
十
二
年
度

O
昭
和
六
十
三
年
度

-
九
月
一
日

O
平
成
元
年
度

O
平
成
二
年
度

O
平
成
三
年
度

O
平
成
四
年
度

学校教育

四
月
八
日

九
月
十
二
日

九
月
十
四
日

群
馬
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
校
表
彰

六
合
村
立
学
校
統
合
問
題
審
議
会
設
置

ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
開
始

学
校
週
五
日
制
実
施

優
良
道
路
愛
護
団
体
表
彰
受
賞

三
月
二
十
七
日

六
合
中
学
校
閉
校
式

三
月

校
歌
・
校
章
を
公
募
に
よ
り
決
定

制
服
・
運
動
着
等
制
定

三
月
二
十
九
日

移
転
作
業

O
平
成
五
年
度

四
月

新
六
合
中
学
校
開
校

J¥ 
月

第
一
団
地
域
ふ
れ
あ
い
学
習
を
実
施
す
る
。

第
一
回
六
合
中
学
校
卒
業
式

・
六
合
中
学
校
と
入
山
中
学
校
が
統
合
し
て
統
合
六
合
中
学
校
発
足

三
月
十
一
日

O
平
成
六
年
度

六
月
九
日

地
域
ふ
れ
あ
い
学
習
コ
マ
ク
サ
植
え

十
月
十
二
日

全
校
登
山
(
芳
ヶ
平
)

O
平
成
七
年
度

487 

十
月
十
二
日

全
校
登
山

湯
の
丸
高
原
(
東
篭
ノ
登
山
)

O
平
成
八
年
度

十
月
十
六
日

全
校
登
山

野
反
高
沢
山
エ
ピ
山

O
平
成
九
年
度

十
月
十
四
日

全
校
登
山

-
プ
レ
ハ
ブ
物
置
(
教
材
・
教
具
入
れ
)
設
置

O
平
成
十
年
度

O
平
成
十
一
年
度

O
平
成
十
二
年
度

-
パ
ソ
コ
ン
教
室
工
事
(
パ
ソ
コ
ン
設
置
)

-
群
馬
県
青
少
年
赤
十
字
実
践
推
進
校
(
県
指
定
十
四
年
度
ま
で
)

O
平
成
十
三
年
度



育

O
平
成
十
四
年
度

教

月

美
術
教
室
等
竣
工

O
平
成
十
五
年
度

O
平
成
十
六
年
度

-
福
祉
協
力
校
(
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
指
定
)
十
九
年
三
月
迄

三
月

第
二
回
二
十
一
世
紀
ぐ
ん
ま
教
育
賞
あ
す
な
ろ
賞
優
秀
賞
受
賞

O
平
成
十
七
年
度

O
平
成
十
八
年
度

月

第
四
回
群
馬
県
人
権
教
育
奨
励
賞
受
賞

O
平
成
十
九
年
度

-
人
権
教
育
研
究
指
定
校
(
文
部
科
学
省
指
定
)
二
十
一
年
三
月
ま
で

O
平
成
二
十
年
度

十
一
月

県
教
委
主
催
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
で
「
野
反
湖
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
植

え
」
が
表
彰
さ
れ
る
。

O
平
成
二
十
一
年
度

三
月

町
村
合
併
に
よ
り
中
之
条
町
立
六
合
中
学
校
と
な
る
。

在
籍
数
・
卒
業
生
数
年
別
一
覧
表

ノノ I! ノノ 成平 か
ノノ Yノ I! Yノ ノノ I! ノノ I! ノノ ノノ /ノ I! ノノ I! 昭

和 年
六六六六五 五五五五五五五五五四四

四三二元十コ十ー十十九十八十十七十六十五十四十コ十ー十十十九八十 度

一一二二三二二二二二二三二二三四五五五五
男二 五二八一一四一一 O 六一七三二三三六六七

一二二一一二一三三三三三四四三四三四五六
女 籍在数

八四一三四三九二三七二八一七七 O 九六 O 一

一一一
三三四五四四四五五五五六六七六八九 o0 ー 計
0 九三一五四三三四七八九八 O 九三二二八八

一一一 一 一一 一一一一一
男四五三 O 八三二五四一一九七七八八七一八八

一 一一一一一一一一一一一
女

業卒生
七一三九三二五五二九一八二七八五六五一六

数

一一一一一二一二二二一二二三三三三四
計

一六六九 O 五七 O 六 O 二七九四六三二六九四
」
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/ノ ノノ ノ/ ノノ ノノ ノ/ !! ノノ !! ノ/ !! ノノ /ノ ノ/ ノノ ノノ
成平

一
一一
十十十十十 / 十 ¥十十十十十十
一 九八七 五 四 三 二 一 九八七六五

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
七四三三五四八六五五五二八五六八五

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一0 八五 五 八 四 O 五四一二七五 O 一九九

五六六六六六五七六六五五六六六六六
七三八八三八八一九六七九三六七七四

一 一一 一 一 一 一一 一
三七三コ九二七六九八八四五五四九三

一一 一 一一 一一 一
二四九 八五七二四五二 O 八 0 八

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
一一一一 一 一一 一一 一一 一
四一二四七七四八三三 O 四六二五九一

(
校
名
変
更
中
之
条
町
立
六
合
中
学
校
と
な
る
)

/ノ

二
十
二

ノノ

二
十
三

二
十
四

ノ/

学校教育

教
職
員

!! !! ノノ 教 ノノ ノノ ノ/ /ノ !! 教校 !! I! 養校 ノノ ノノ ノ/ 教教教 職

諭 諭長 護長 諭頭諭 名

割佐藤斉藤富森荒小茂木戸水黒谷中須後藤山依河加竹内所都
田 沢田川池 谷 野岩川村美久 田 田田野藤 氏
築 啓 さた
一 裕光政恵佳夫信也 一仲九 き永品つ和昭 名
郎弘美 男子子 朗徳蔵猛子江司子子男二節功

!! ノ/ ノ/ /ノ ノ/ !! !! ノ/ ノノ !! ノノ !! !! I! ノノ !! ノノ ノノ !! ノノ 昭
平日

五五五五四五四四四四四四四四 四四四四四四四
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十 就
二二一 一 九 九九九九九八八八七六六六六五一

任年月- ・ ・・・・・・・・・・・・. . . . . . . 

四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 日

一 一 一 一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

ノノ !! ノ/ !! I! ノ/ /ノ !! !! !! !! !! !! ノノ /ノ !! ノノ !! !! ノノ 昭
手口

五 五 五 五四五五五五五 五 五 四 四 四 四 五 四 四 五 四
転十十十十十十十十十十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

四四四六九二二一一一二 九九八八三八八二八 退. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
任年月

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一. . . . . . . . . . . . . . . . 
日一一 一一 一 一 一一 一 一一

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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教育

校 11 善弘校教教 11 η η 11 η 11 11 11 11 歌歌 11 警主投 η 11 11 11 

長諭 長諭頭 諭頭諭長

山長岡市後小塩伊丸上下宮湯朝轟宮戸山金黒中清高 中
口坂部川藤林野能橋田谷崎本比 崎谷本子岩村水橋沢
米 奈啓ちく
三 克春雅 通次礼淳幸晃 節紀裕一よみ 英美俊章
郎勉博 男子勉子男子一康一武子久輔朗子子勇子佐昭文

11 11 η 11 11 成3早 η 11 11 11 11 11 11 η η 11 11 11 11 11 11 11 η 和曹

六六六六六六六六六六六六六六五五五 五
一 十十十十十十十十十十十十十十十十十 十

..:::::. - 7Gー耳元一一一一一一 九九九九. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四 四
-・.・. .・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

かか かかかか平か昭か か か 平 か 昭 万 平 昭 万 平 か か か昭
成 和 成和成和成 和

』Fi¥a 』F」L¥a-FZ¥A ←Fi¥--Fi¥a 主11.ーF」L¥a ーF」L¥4 ←F』」¥ 

十 十 十十一一十一 十十十十
四四九二 四 三 四 二 三 三二四二三三河苅 克二九 一二
. . . . . . . . . . . . . . .・・. . . . . . . 

一一一一一一一一一 一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一一一一一一一一 一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一，帽崎、

退
、、.〆
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学校教育

校 IJ ノノ 教 校養 I! ノノ I! I! ノノ ノノ 教校

長 諭 長護 諭長

襲襲聖書ふ草草喜 草言語軍事 EEE
寿夫 じ和 和礼子祐英次一介英泰

彰 正み男理章子 司 美 三

IJ IJ ノノ IJ IJ IJ I! 11 I! IJ I! I! IJ 
平成

八七 七六六五五五五五五五五五. . . . . . . . . . . . . . 
四 四 四四四 四 四四四四 四四四四. . . . . . . . . . . . . . 

一一 一一一一一一一一一一一一

ノノ IJ ノノ ノノ I! I! ノノ IJ IJ ノノ IJ IJ ノノ
平成

十十 十 十 十十
一一 二九八八八八七二六

__L. 

一一企 /¥ . . . . . . . . . . . . . . 

一 一 一一 一 一 一 一一 一一 一一 一 一一 一 一 一一一 一一一一一一一一一 一 一 一. . . . . . . . . . . . . . 
一 一 一一 一 一 一 一一 一一 一 一一 一一 一 一 一一一一一一一一一一一一一
十十 十十十十十十十十十十十十
一一 一一一一一一一一一一一一

(
六
合
中
学
校
入
山
中
学
校
閉
校
新
六
合
中
学
校
開
校
)

ノノ IJ ノノ 教養 IJ 教教

諭護 諭頭

本問 橋高 斎藤 橋高 宮下 樋口 土屋 岩黒

あ

礼 樹直ゆ 文夫
章子章 み猛学

I! ノノ I! I! ノノ I! I! 
平成

四四四三三三三三. . . . . . . . 

四四四四四三四四. . . . . . . . 
一一
十

一一一一一一一一

ノノ I! I! ノノ ノノ I! I! 
平成

五七八四五回三七. . . . . . . . 
一一 一 一一 一一 一 一一 一一
一一一一一一一一. . . . . . . . 
一一 一 一一 一 一 一一 一 一一一一一一一一一
十十十十十十十十
一一一一一一一一

校 教養 I! ノノ 教教 ノノ ノノ I! I! IJ 教教校 /ノ I! 教校教教養教教

長諭護 諭頭 諭頭長 諭長諭頭護諭頭

霊童林出林奇襲宮高岸高話聖木書童書草高量産久美 主詰古里
則隆義明 裕香克彦子晶宣広利明美穂邦夫顕司 弥生将之苅浩雄勝俊明 康則博美暢恵信子 夫和美晋博克

ノノ IJ I! I! ノノ I! I! ノノ Yノ I! I! I! I! I! I! I! I! ノノ I! I! ノノ I! I! 

震

十六十五十五十五十五十五十五十四十四十四十コ 十コ 十コ 十コ 十コ 十一 十一 十一 十 九九八八八. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
四四四四 四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

IJ IJ ノ/ I! IJ I! IJ IJ IJ IJ IJ I! I! IJ I! Fノ ノF IJ I! Yノ Yノ
平成

十十 十 十十
九十 十六 十五 十六 十五 十五 十五 十六 十四 十五 十コ 十コ 十コ 十コ 十五 十三 九

八七六五ハ. ー・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一 一一 一 一 一 一一 一 一 一一 一一 一一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一一一一一一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
一一 一一 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一一 一一 一一 一一 一 一一一 一 一 一一一一一一 一 一一一一一一一一一一一一一一一

十十十十十 十 十 十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一
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育

養教校養万万万 Il Il 教教教養校養か教教養教教

護諭長護 諭頭諭護長護 諭諭護論諭

沢中 宮崎小野岩黒 斎盤 田 津中 奈良 黒崎相京津西桑原 生方 茂木竹淵 村田 神戸樋浅見 相京 木戸

ひ塚 H美禁 重自 麻希子田
加ろ靖樹 竜 智恵俊厚 豊
代子則幸子子 宏 昌 也 博 樹 義 晴 誠 恵 子 子 和 美 子 康 寿 子智恵大

η Il Il 11 η η η Il Il Il Il Il Il Il Il Il Il Il η η 成ヰ

一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十九十八十八十八十七十七十十七十六六十六十十六
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 
四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四四. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 

一一一一一一一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一

Il Il Il Il Il Il Il Il Il Il Il η Il Il Il Il Il Il Il 成ヰ

一一一一一一 一一一一 一
一一一一一一 一一一一 一
十コ十コ十コ十十コ十 十コ十コ十十九十九十十八十九十九十八十十七八十十九
. . . . .. .............  . 
一一一一 一 一一一 一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一. . . . .. ............. . 
一 一 一 一 一 一 一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一

十十十十十十 十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一 一一一一一一一一一一一一一一

教

2
.
学
校
の
統
合

間
入
山
中
学
校
と
六
合
中
学
校
の
統
合

太
平
洋
戦
争
の
終
戦
に
伴
い
、
昭

和
二
十
二
年
戦
後
の
新
教
育
制
度
が

発
足
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
新
制
六
合

村
立
六
合
中
学
校
が
新
設
さ
れ
、
同

時
に
入
山
分
校
が
発
足
し
た
。
発
足

当
時
は
小
学
校
の
教
室
を
細
分
割

し
、
公
使
室
を
職
員
室
に
す
る
な
ど

し
て
の
授
業
で
あ
っ
た
。
以
来
昭
和

入山中のあゆみ六合中

二
十
九
年
度
の
独
立
を
含
め
て
四
十
六
年
の
輝
か
し
い
歴
史
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
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たO
統
合
の
経
緯

-
昭
和
六
十
三
年
九
月
一
日

六
合
村
立
学
校
統
合
問
題
審
議
会
委
員
四
七
名
依
嘱

六
合
村
長
よ
り
審
議
会
に
対
し
、
六
合
中
学
校

-
昭
和
六
十
三
年
九
月
二
十
六
日

第
一
回
審
議
会
開
催

と
入
山
中
学
校
統
合
に
つ
い
て
諮
問
諸
提
出

昭
和
六
十
三
年
十
月
十
七
日

-
平
成
元
年
七

1
八
月

地
区
懇
談
会
開
催

第
二
回
審
議
会
開
催

-
平
成
二
年

中
学
校
統
合
計
画
に
つ
い
て

六
合
村
に
お
け
る
中
学
校
の
統
合
問
題
は
、
長
年
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
て
き
た
と

六
合
村
教
育
委
員
会

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
最
近
に
お
け
る
社
会
の
急
激
な
変
化
、
生
徒
数
の
減
少
、
六

合
村
の
将
来
等
を
考
え
た
場
合
、
統
合
の
必
要
性
は
急
激
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。



こ
の
た
め
六
合
村
教
育
委
員
会
は
次
の
計
画
に
よ
り
中
学
校
の
統
合
を
推
進
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

六
合
村
立
中
学
校
統
合
計
画

一
、
統
合
の
時
期

平
成
五
年
四
月

P
T
A
・
一
般
村
民
の
同
意
と
施
設
、
設
備
の
改
善
等
に
三
カ
年
の
準
備
期
間
を

置
き
ま
す
。

二
、
統
合
校
舎
に
つ
い
て

六
合
中
学
校
の
校
舎
を
改
修
し
て
、
統
合
校
舎
と
し
ま
す
。

三
、
施
設
設
備
の
改
善
に
つ
い
て

(
一
)
校
舎
内
外
の
改
修

(
二
)
教
材
、
教
具
の
整
備

(
三
)
食
堂
の
新
築

(
四
)
プ
1
ル
の
改
築

四
、
通
学
対
策
に
つ
い
て

(
一
)
路
線
パ
ス
側
を
利
用
し
ま
す
。

(
二
)
路
線
パ
ス
の
な
い
地
域
に
つ
い
て
は
、
通
学
パ
ス
の
導
入
を
図
り
ま
す

(
バ
ス
停
か
ら
の
距
離
等
に
よ
る
)

(
三
)
通
学
路
の
安
全
対
策
に
努
め
ま
す
。

五
、
入
山
中
学
校
の
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

入
山
中
学
校
の
跡
地
は
、
地
域
の
要
望
を
尊
重
し
て
整
備
活
用
を
図
り
ま
す
。

-
平
成
二
年
八
月
二
十
八
日

委
員
長
か
ら
村
長
へ
答
申
書
提
出

学校教育

六
合
中
学
校
と
入
山
中
学
校
の
統
合
に
関
す
る
諮
問
に
つ
い
て
の
答
申
書

一
、
統
合
に
つ
い
て
の
総
括
的
意
見

当
審
議
会
は
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
よ
り
二
年
間
に
亘
つ
て
の
審
議
と
、
各
地
区

の
懇
談
会
等
の
意
見
を
参
考
に
慎
重
審
議
の
結
果
、
統
合
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
結

論
に
達
し
ま
し
た
。

統
合
の
場
所
は
六
合
中
学
校
と
し
、
統
合
の
時
期
は
平
成
五
年
度
か
ら
が
望
ま
し

い
と
考
え
ま
す
。

付
記

当
審
議
会
の
審
議
の
過
程
に
お
け
る
意
見

(
一
)
通
学
対
策
に
は
万
全
の
施
策
を
講
ず
る
こ
と
。

(
二
)
入
山
地
区
に
代
替
施
設
(
生
涯
学
習
施
設
等
)
を
計
画
す
る
こ
と
。

(
三
)
い
ま
だ
に
統
合
に
反
対
の
意
見
も
あ
る
の
で
、
統
合
の
時
期
ま
で
に
合
意
の

得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。

審
議
会
(
答
申
)
以
降
の
経
過

平
成
二
年
九
月
十
八
日

六
合
村
立
学
校
設
置
条
例
改
正
(
五
・
四
・
一
よ
り
中
学
校
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統
合
)

平
成
三
年
八
月

通
学
対
策
等
説
明
会

平
成
四
年
四
月

ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
開
始

平
成
四
年
四
月
三
十
日

校
史
委
員
会
設
置

委
員
長

宮
原

泰

入
山
中
学
校
長

六
合
中
学
校
史
編
集
委
員
会

委
員
長

黒
岩

勇

入
山
中
学
校
史
編
集
委
員
会

委
員
長

利
雄

山
口

平
成
五
年
二
月
「
六
合
中
入
山
中
の
あ
ゆ
み
」
発
刊



育

閣
六
合
南
小
学
校
の
閉
校
と
六
合
小
学
校
へ
の
統
合

教

六
合
小
学
校
、
南
小
学
校
統
合
記

昭
和
五
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
六
合
小
学
校
一

O
六
年
、
南
小
学
校
二

O
年

の
長
い
歴
史
の
幕
が
お
り
閉
校
と
な
っ
た
。

両
校
が
統
合
さ
れ
、
六
合
村
立
第
一
小
学
校
と
命
名
さ
れ
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

統
合
初
年
度
は
旧
南
小
学
校
を
仮
校
舎
と
し
て
使
用
し
四
月
八
日
開
校
式
を
行
つ

た
。
新
校
舎
は
旧
六
合
小
跡
地
を
拡
張
し
て
、
造
成
、
鉄
筋
三
階
建
、
普
通
教
室
六
、

特
別
教
室
四
、
図
書
館
、
多
目
的
ホ

l
ル
他
な
ど
で
、
六
十
年
二
月
末
を
工
期
と
し

て
建
築
し
た
。

六
合
村
は
郡
の
西
北
部
に
位
置
し
、
白
砂
川
系
に
源
を
発
す
る
白
砂
川
及
び
支
流

で
あ
る
白
砂
山
系
よ
り
源
を
発
す
る
長
笹
川
と
ガ
ラ
ン
沢
と
が
村
を
貫
通
し
て
い

る
。
東
西
二

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
北
二
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
総
面
積
二

O
二
.
三
八

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
広
い
が
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
山
林
・
原
野
で
占
め
ら
れ
(
内

国
有
林
約
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
)
地
勢
は
急
峻
で
、
標
高
六

0
0メ
ー
ト
ル

1
二、

0
0
0メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
平
均
気
温
摂
氏
二
一
度
と
い
う
積
雪
地
帯
で
あ
る
。
平

地
は
極
め
て
少
な
く
、
し
か
も
地
元
の
産
業
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
も
特
に
な
く
、

年
々
過
疎
の
波
に
さ
ら
さ
れ
、
昭
和
三
十
年
度
の
四
、
三
八
三
人
を
頂
点
と
し
て
毎

年
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
、
昭
和
五
十
年
に
は
二
、
一
二
五
三
人
と
な
り
、
そ
の
後
、

一
進
一
退
の
横
ば
い
の
状
態
と
な
り
、
減
少
傾
向
に
や
や
沈
静
化
が
見
ら
れ
る
現
状

で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
児
童
数
も
人
口
の
推
移
と
共
に
年
々
減
少
し
て
き
た
。
ち
な
み
に
、

昭
和
三
十
一
年
度
、
六
合
小
二

O
一
人
、
南
小
(
分
校
よ
り
独
立
し
た
年
)
一

O
四
人
、

昭
和
四
十
九
年
度
六
合
小
七
八
人
南
小
(
開
校
一

O
O年
)
五
九
人
、
そ
し
て
昭
和

五
十
八
年
度
末
で
は
六
合
小
六
八
人
南
小
二
五
人
と
な
り
両
校
の
統
合
は
地
域
の
長

い
懸
案
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
年
六
合
村
立
学
校
統
合
問
題
審
議
会
が
発

足
し
て
か
ら
、
様
々
な
視
点
か
ら
慎
重
な
審
議
が
な
さ
れ
た
結
果
、
昭
和
五
十
八
年

十
一
月
二
十
八
日
村
議
会
で
昭
和
五
十
九
年
度
よ
り
両
校
の
統
合
が
決
定
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

統
合
は
六
合
村
の
将
来
を
展
望
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
地
域
住
民
の
理
解
と

期
待
に
こ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
学
校
規
模
の
適
正
化
、
教
育
施
設
設
備
の

充
実
、
教
育
活
動
の
効
率
的
な
運
用
に
よ
っ
て
子
供
た
ち
の
能
力
を
増
強
す
る
も
の

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
統
合
初
年
度
は
仮
住
ま
い
と
い
う
限
ら

れ
た
環
境
、
施
設
の
中
で
の
教
育
活
動
、

そ
こ
に
は
当
時
者
で
な
く
て
は
わ
か
ら
な

い
難
し
い
課
題
が
あ
り
、
様
々
な
あ
い
路
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
を
み
ん
な
で

話
し
合
い
、
考
え
、
理
解
し
合
い
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
学
校
へ
の
基
礎
づ
く
り
と
い
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う
共
通
の
目
標
の
も
と
、
児
童
、
教
師
、
父
母
そ
し
て
地
域
の
人
々
の
協
力
で
な
ん

と
か
克
服
し
て
き
た
。
三
学
期
、

を
抜
く
暇
も
な
い
。
と
に
か
く
、
子
供
た
ち
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
も
の
を
い
か
に
く

一
年
の
総
ま
と
め
、
校
舎
の
完
成
、
移
転
な
ど
手

い
と
め
、
ど
う
工
夫
し
て
プ
ラ
ス
に
変
え
て
い
く
か
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た
し
、

ま
た
教
職
員
の
連
帯
の
最
も
高
揚
し
た
年
で
あ
っ
た
と
思
う
。

六
学
統

昭
和
五
十
八
年
十
月
二
十
八
日

第
七
号

六
合
村
長

助

殿

山
口

六
合
村
立
学
校
統
合
問
題
審
議
会

山
田

松
雄

委
員
長

六
合
村
立
六
合
小
学
校
と
六
合
村
立
南
小
学
校
の
統
合
に
関
す
る
諮
問
に
関
す
る

答
申
書

昭
和
五
十
八
年
五
月
二
十
八
日
付
の
諮
問
に
就
い
て
五
回
に
わ
た
る
慎
重
審
議
の



い
た
し
ま
す
。

結
果
、
満
場
一
致
で
統
合
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
の
で
下
記
の
通
り
答
申

記一
、
統
合
の
場
所

六
合
小
学
校
の
位
置

二
、
統
合
の
時
期

昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日

三
、
統
合
校
舎
の
新
築
は
統
合
に
ふ
さ
わ
し
い
校
舎
と
し
、
昭
和
五
十
九
年
度
中
に

は
建
設
せ
ら
れ
た
い
。

付
記

南
小
学
校
跡
地
は
、
教
育
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
を
建
設
せ
ら
れ
た
い
。

そ
の
他
関
係
地
区
に
も
教
育
文
化
施
設
を
考
慮
せ
ら
れ
た
い
。

三
月
三
十
一
日

(
昭
和
五
十
九
年
度
六
合
村
立
六
合
第
一
小
学
校
沿
革
誌
よ
り
)

六
合
村
立
南
小
学
校
本
日
を
以
て
閉
校
と
な
る
。
創
立
一
一

O
年、

独
立
後
二
十
八
年
、
午
前
十
時
よ
り
教
育
委
員
会
を
始
め
、
村
当
局
の
主
催
で
閉
校

式
を
挙
行
。

(
昭
和
五
十
九
年
度

六
合
村
立
南
小
学
校
沿
革
誌
よ
り
)

十
一
時
三
十
分
間
校
祝
宴
会
を
開
催
、
内
外
百
名
以
上
参
列
盛
大
に
行
う
。

制
入
山
小
学
校
の
開
校
と
六
合
村
第
一
小
学
校
へ
の
統
合

学校教育

線
機
襲
警
?
?

北
に
そ
び
え
る
八
間
山
、
南
滑
ら
か
な

白
砂
の
川
を
見
下
ろ
す
学
び
や
は
と
校
枚
偽

争
犠

歌
に
歌
わ
れ
た
六
合
村
立
入
山
小
学
校
は
や
総

明
治
九
年
八
月
二
十
四
日
花
敷
小
学
校
と
ぬ
枚

入
機

し
て
入
山
村
一
五
三
二
番
地
に
群
馬
県
第

一
八
番
中
学
区
第
一
九
七
番
小
学
校
と
し

争"""Jf l禽

て
開
校
し
た
。
そ
の
後
同
二
十
六
年
入
山
尋
常
小
学
校
と
な
り
、
同
三
十
四
年
引
沼

一
七
三

O
番
地
に
新
築
移
転
、
同
四
十
三
年
六
合
尋
常
高
等
学
小
学
校
入
山
分
教
場

と
な
っ
た
。
昭
和
十
六
年
引
沼
大
火
の
際
焼
失
、
校
舎
復
旧
へ
の
住
民
の
努
力
が
実

を
結
び
、
同
十
八
年
現
在
地
に
新
校
舎
を
竣
工
、
同
二
十
九
年
昇
格
六
合
村
立
六
合

小
学
校
入
山
分
校
か
ら
独
立
し
六
合
村
立
入
山
小
学
校
と
な
っ
た
。
昭
和
五
十
年
開

校
百
周
年
を
経
て
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
一
三
二
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
六
合
小
学
校
は
、
明
治
十
一
年
九
月
十
五
日
小
雨
光
泉
寺
に
草
津
支
校
を
設

け
開
校
し
た
。
同
十
四
年
草
津
小
学
校
か
ら
分
離
し
、
上
大
阪
学
校
と
改
称
し
小
雨

四一

O
番
地
に
設
置
さ
れ
、
以
来
明
治
十
八
年
吾
妻
第
一
五
番
小
学
校
第
二
分
校
、

同
二
十
六
年
小
雨
尋
常
小
学
校
、
同
四
十
二
年
小
雨
尋
常
高
等
小
学
校
、
同
四
十
三

年
六
合
尋
常
高
等
小
学
校
、
昭
和
十
六
年
六
合
村
国
民
学
校
、
昭
和
二
十
二
年
六
合
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村
立
六
合
小
学
校
と
そ
の
名
称
を
変
え
て
一
三

O
年
余
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

統
合
の
経
緯

時
代
の
経
過
に
従
っ
て
山
間
地
域
の
過
疎
化
が
進
み
、
六
合
村
も
少
子
化
に
よ
る

児
童
数
の
減
少
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。
複
式
学
級
の
増
加
は
学
校
の
教
育
活
動
、

児
童
の
学
習
活
動
に
様
々
な
支
障
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
平
成
十
五
年
六
月
に
小
学
校
教
育
検
討
委
員
会
が
発
足
し
た
。

学
校
ご
と
の
検
討
委
員
会
の
協
議
を
経
て
、
十
月
に
は
学
校
統
合
問
題
議
会
が
四
五

入山小学校閉校記念誌

名
の
委
員
を
以
て
発
足
し
た
。
同
時
に
六
合
村
長
よ
り
審
議
に
対
し
、
入
山
小
学
校

と
第
一
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
諮
問
書
が
提
出
さ
れ
た
。
同
十
一
月
十
三
日
第
三

回
審
議
会
に
於
い
て
、
各
地
区
と
村
と
で
統
合
問
題
に
つ
い
て
の
地
区
懇
談
会
を
開

催
す
る
要
請
が
提
出
さ
れ
、
五
地
区
に
於
い
て
懇
談
会
が
聞
か
れ
、
審
議
が
重
ね
ら

れ
た
。



育

十
二
月
八
日
に
聞
か
れ
た
第
五
回
審
議
会
に
於
い
て
、
統
合
に
関
す
る
諮
問
に
つ

教

い
て
の
答
申
書
が
出
さ
れ
、
統
合
校
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
六
合
村
立
入
山
小
学
校

の
位
置
。
統
合
の
時
期
に
つ
い
て
は
平
成
十
七
年
度
四
月
一
日
と
決
め
ら
れ
た
。

平
成
十
六
年

議
会
定
例
会
に
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
案
が
提

六
月
十
四
日

出
さ
れ
、
入
山
小
学
校
に
統
合
の
議
案
が
否
決
さ
れ
た
。

そ
の
後
一
年
が
経
過
し
た
平
成
十
七
年
六
月
二
十
四
日
の
教
育
委
員
会
定
例
会
に
於

い
て
、
平
成
十
九
年
四
月
第
一
小
学
校
で
の
統
合
と
い
う
意
見
統
一
が
な
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
八
月
十
日
に
は
入
山
小
学
校

P
T
A
よ
り
学
校
統
合
問
題
説
明

会
の
内
容
「
平
成
十
九
年
度
第
一
小
学
校
に
統
合
す
る
」
に
対
す
る
反
対
の
要
望
書

が
提
出
さ
れ
た
。

平
成
十
七
年
十
月
二
十
五
日
入
山
小
学
校

P
T
A
に
対
し
て
第
一
小
学
校
の
校
舎

を
使
つ
て
の
統
合
を
決
断
し
た
旨
の
回
答
書
が
送
付
さ
れ
た
。

平
成
十
八
年
に
は
一
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
二
回
に
わ
た
る
学
校
総
合
代
表
委
員
会

と
話
し
合
い
が
も
た
れ
、
十
月
に
は
、
入
山
小
・
第
一
小
を
始
め
一
四
か
所
で
説
明

会
が
実
施
さ
れ
た
。
主
な
内
容
は
、

O
統
合
の
時
期
は
平
成
二
十
年
四
月
と
し
、
場

所
は
第
一
小
学
校
の
校
舎
と
す
る
。

O
第
一
小
学
校
の
改
修
工
事
は
、
平
成
十
九
年

度
中
に
実
施
す
る
。

O
跡
地
の
利
用
に
つ
い
て
。

O
ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
に
つ
い
て
。

平
成
十
九
年
一
月
三
十
日

小
学
校
統
合
問
題
検
討
委
員
会
に
於
い
て
教
育
委
員
会

の
意
見
が
提
示
さ
れ
、
更
に
二
月
十
三
日

六
合
村
立
学
校
設
置
条
例
改
正
が
行
わ

れ
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
よ
り
小
学
校
統
合
が
決
め
ら
れ
た
。

-
六
合
村
立
入
山
小
学
校
・
六
合
村
立
第
一
小
学
校
閉
校
記
念
誌
「
あ
ゆ
み
」
が
発

行
さ
れ
る
。

発

吾
妻
郡
六
合
村
教
育
委
員
会

行

発
行
日

平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日

-
入
山
小
学
校
閉
校
記
念
誌
の
発
行

編
集
・
印
刷

入
山
小
学
校

P
T
A
本
部
役
員
・
地
区
運
営
委
員

入
山
小
学
校
教
職
員

発
行
日

平
成
二
十
年
三
月

側
元
山
・
晶
木
・
長
平
分
校
の
統
合

昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六
三
制
に
よ
る
新
学
制
に
基
づ
き
六
合
村
立
六
合

小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
元
山
分
校
の
開
校
は
戦
後
の
産
業
復
興
の
資
源
生
産
と
し

て
の
群
馬
鉱
山
の
再
開
発
と
共
に
始
ま
っ
た
。
昭
和
二
十
二
年
日
本
鋼
管
鉱
業
株
式

会
社
群
馬
鉱
業
所
は
従
業
員
の
子
弟
教
育
の
為
、
教
育
施
設
の
建
設
、
教
育
行
政
に

つ
い
て
村
当
局
に
誓
約
書
を
入
れ
て
準
備
を
進
め
、
新
た
に
児
童
数
二
一
名
の
元
山
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分
校
を
設
置
し
、
六
月
十
九
日
元
山
分
校
開
校
式
を
行
っ
た
。

中
学
生
は
元
山
か
ら
八
キ
ロ
も
離
れ
た
草
津
中
学
校
に
通
っ
た
。

そ
の
後
、
同
二
十
九
年
入
山
小
学
校
の
独
立
に
よ
っ
て
六
合
小
学
校
の
管
轄
で

あ
っ
た
元
山
分
校
も
入
山
小
中
学
校
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
三
十
二
年
に

給
食
室
が
落
成
し
給
食
を
開
始
し
た
。

昭
和
四
十
三
年
中
学
校
生
徒
数
減
少
(
五
名
)

の
た
め
毎
週
火
・
木
は
本
校
通
学
と

な
っ
た
。

一
方
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
六
合
小
学
校
入
山
分
校
に
品
木
・
長
平
の

分
室
を
設
置
し
た
。
同
二
十
九
年
両
分
室
も
分
校
に
昇
格
し
た
。
児
童
数
は
品
木
八

名
、
長
平
が
一
二
名
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
年
湯
の
湖
、
ダ
ム
建
設
に
よ
り
、
品
木
分

校
が
閉
校
と
決
定
し
、
四
月
三
日
地
元
で
閉
校
式
を
行
っ
た
。

長
平
分
校
は
昭
和
十
年
現
在
地
に
新
築
さ
れ
た
。



3
・
入
山
中
学
校
郷
土
学
習

間
l
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
六
合
村
立
入
山
中
学
校

l

昭
和
五
十
三
年
の
秋
、
十
月
二
十
三
日

に
、
入
山
中
学
校
の
生
徒
が
夏
休
み
の
ほ

と
ん
ど
を
費
や
し
て
、
地
域
の
お
年
寄
り

や
役
場
を
は
じ
め
、
先
生
の
指
導
助
言
を

得
て
た
く
さ
ん
の
資
料
を
参
考
に
し
て
作

り
上
げ
た
郷
土
学
習
「
入
山
研
究
」

の
発

表
会
が
、
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
の
中
で
、

地
域
や
関
係
す
る
た
く
さ
ん
の
お
客
様
を

迎
え
て
行
わ
れ
た
。

発
表
す
る
中
学
生
の
表
情
は
、
明
る
く

自
信
に
満
ち
た
顔
で
堂
々
と
発
表
し
て
い

た
。
発
表
を
聞
く
関
係
者
も
、
地
域
の
人

ふるさとの昔と今

も
満
足
と
充
実
し
た
顔
で
生
徒
の
発
表
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
、
中
学
生
、
職
員
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
自
分
た
ち
が
生
ま
れ
、
育
つ

を
解
き
明
か
す
出
発
の
日
で
あ
っ
た
。

た
地
域
が
長
い
歴
史
の
中
で
先
輩
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
り
上
げ
て
き
た
か

そ
し
て
、
学
校
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
自
分
た
ち
の
地
域
の
真
価
を
確
認
す
る

学校教育

日
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
出
発
し
た
入
山
中
学
校
の
郷
土
学
習
「
入
山
研
究
」
が
、
学
校
と
地
域

が
一
丸
と
な
っ
て
第
十
五
回
の
発
表
会
ま
で
行
わ
れ
、
郷
土
を
知
り
、
愛
す
る
心
が

培
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
六
十
三
年
九
月
に
生
徒
の
手
作
り
に
よ
る
「
入
山
研
究
」
の
ま
と

め
が
、
立
派
な
活
字
印
刷
の
十
周
年
記
念
誌
「
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
」
と
し
て
発
刊

さ
れ
、
さ
ら
に
平
成
五
年
三
月
に
は
、
六
合
中
学
校
と
の
統
合
に
よ
る
入
山
中
学
校

の
廃
校
の
た
め
に
、
続
「
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
」
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
入
山
研
究
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
始
め
ら
れ
た
の
か
を
こ

の
研
究
の
創
設
者
で
あ
る
当
時
の
学
校
長
塩
野
松
衛
先
生
の
創
刊
号
に
記
さ
れ
た

「
郷
土
学
習
創
設
の
辞
」
よ
り
転
載
す
る
。

郷
土
学
習
創
設
の
辞

六
合
村
立
入
山
中
学
校
長

塩
野
松
衛

497 

一
、
人
格
を
発
遣
さ
せ
る
郷
土
学
習

入
山
中
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
、
自
分
た
ち
が
生
き
て
い
る
そ
の
社
会
と
、
そ
の
社

会
を
支
え
て
い
る
自
然
と
に
つ
い
て
、
お
互
い
に
、
深
い
関
心
と
正
し
い
認
識
と
を

持
つ
こ
と
は
、
自
分
た
ち
が
人
間
で
あ
る
以
上
、
あ
ま
り
に
も
当
然
な
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

人
間
は
基
本
的
に
社
会
的
な
存
在
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
そ
う
い
う
郷
土
学
習
は
皆
さ
ん
い
っ
た
い
何
を
も
た
ら
す
と
思
い
ま

す
か
。_，-.、

一、、..;

み
な
さ
ん
が
日
々
学
校
で
学
ん
で
身
に
つ
け
て
き
た
こ
と
を
も
と
に
し

て
、
こ
の
入
山
に
あ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
れ
ら
諸
問
題
の
解

決
の
方
向
を
探
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
郷
土
入
山
の
発
展
を
願
う
時
、
み
な
さ
ん
は
、
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お
の
ず
か
ら
学
問
の
素
晴
ら
し
き
を
知
り
、
人
生
の
素
晴
ら
し
き
に
気
付
き
、
学
問

教

研
究
へ
の
意
欲
や
生
き
る
喜
び
な
ど
を
味
わ
い
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
新
し
い

世
界
を
発
見
し
、
こ
れ
ま
で
あ
こ
が
れ
て
き
た
こ
と
が
つ
ま
ら
な
い
こ
と
だ
と
わ
か

り
、
こ
れ
ま
で
つ
ま
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
え
る
よ
う
な
価

値
観
の
転
換
が
行
わ
れ
て
、
理
想
に
燃
え
た
積
極
的
、
建
設
的
、
道
徳
的
な
素
晴
ら

し
い
人
間
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

.-句、

一一、、.〆

夏
休
み
を
利
用
し
て
、
ま
た
、
夏
休
み
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
時
々
皆
さ

ん
は
、
部
落
生
徒
班
ご
と
に
こ
の
郷
土
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
み
な
さ
ん
は
何
を
体
験
し
た
で
し
ょ
う
か
。
あ
る
ひ
と
は
友
だ
ち
の
頼
り

が
い
を
感
じ
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

あ
る
人
は
、

一
緒
に
行
動
す
る
の
が
い
や
に
な
る
ほ
ど
、
仲
間
に
腹
を
た
て
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

で
も
そ
れ
に
よ
っ
て
、
た
だ
ひ
と
り
で
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た

の
で
は
得
ら
れ
な
い
何
か
に
よ
っ
て
、
み
な
さ
ん
の
部
落
で
の
生
活
が
充
実
し
た
の

は
確
か
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
方
の
人
格
は
い
い
こ
と
だ
け
に
よ
っ
て
向
上
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

嫌
な
こ
と
に
よ
っ
て
だ
っ
て
向
上
す
る
の
で
す
。

..-、
一一一、、国J

さ
ら
に
、
こ
の
調
査
研
究
で
、
み
な
さ
ん
は
誰
と
話
し
ま
し
た
か
。

父
母
と
話
し
た
で
し
ょ
う
。
或
る
い
は
、
こ
の
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

一
生
、
無
関

係
で
あ
っ
た
か
も
わ
か
ら
な
い
あ
る
老
人
と
話
し
た
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
六
合
村
役
場
へ
ま
で
出
か
け
て
行
っ
て
、
役
場
の
方
に
お
世
話
に
な
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
、
十
月
二
十
三
日
の
郷
土
学
習
発
表
会
の
日
に
は
、
き
つ

と
、
地
域
の
多
数
の
住
民
が
、

み
な
さ
ん
の
発
表
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
に
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
ど
う
い
う
意
味
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。皆

さ
ん
の
発
表
の
内
容
や
態
度
が
良
か
っ
た
な
ら
、
住
民
の
方
々
は
皆
さ
ん
の
人

格
に
つ
い
て
評
価
し
て
く
れ
る
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
今
の
若
い
者
は
だ
め
だ
と

思
っ
て
い
た
が
、
ど
う
し
て
、
ど
う
し
て
、
実
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
。
入
山
の
こ

と
を
深
く
考
え
よ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
。
」
と
ほ
め
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
入
山
の
社
会
の
中
で
の
入
山
の
中
学
生
の
社
会
的
な
位
置
が
、
こ
れ
ま
で

よ
り
も
高
い
所
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
が
、
ま
た
、

あ
な
た
方
の
人
格
を
高
め
る
の
に
役
立
つ
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
方
に
大

勢
来
校
し
て
も
ら
っ
て
学
習
会
を
聞
い
た
の
で
す
。
決
し
て
宣
伝
の
た
め
で
は
な
い

の
で
す
。
こ
こ
の
所
は
、
絶
対
誤
解
が
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

二
、
入
山
の
未
来
を
ど
う
す
る
?
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こ
れ
は
郷
土
学
習
に
取
り
組
む
最
終
の
目
標
で
す
。
問
題
は
大
き
く
、
複
雑
で
、

困
難
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
た
じ
ろ
い
で
は
な
り
ま
せ
ん
。
現
実
か
ら

目
を
そ
ら
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
性
急
な
結
論
も
危
険
で
す
。
じ
っ
く
り
腰
を
落
と
し
て
お
互
い
に
手
を
つ

な
い
で
探
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

三
、
感
謝
と
敬
意

終
わ
り
に
、
ま
っ
た
く
多
忙
を
極
め
た
毎
日
の
中
に
お
け
る
あ
な
た
方
の
努
力
と
、

先
生
の
ご
指
導
と
、

P
T
A
、
講
演
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
ご
指
導
、
「
入

山
研
究
」

へ
の
発
展
を
念
じ
つ
つ
。



(2) 

研
究
内
容
一
覧
と
研
究
員

第
一
号

昭
和
五
十
三
年
度

一
、
田
代
原
の
機
械
化
農
業
の
発
達
(
田
代
原
・
熊
倉
)

豊
幸
、
山
口
昇
芳
、
山
口
由
起
江

博
、
山
本
佳
代
子
、
津
川
美
雪
、
大
塚

二
年

三
年 年

山
口

邦
幸

二
、
熊
倉
の
機
械
化
農
業
の
進
展

山
本

山
本

年

山
村

博
之
、
佐
藤

信
弘

裕
美

コ
一
、
小
倉
部
落
の
水
道
の
歴
史
と
問
題

二
年

三
年

二
年

佐
藤

山
口

伊
藤
れ
い
子

一
久
、
山
口

春
好

年

黒
岩

勝
代

四
、
根
広
林
道
と
村
の
開
発
(
根
広
)

中
村
英
一
郎
、
中
村

年

山
口

秋
男
、
中
村

弘
美

中
村
と
め
子
、
中
村
ま
り
子
、
中
村
幸
子

瑞
穂

二
年

二
年

五
、
道
路
変
化
と
地
域
の
人
々
の
生
活
(
矢
倉
)

浩
子

霜
回

二
年

霜
田

文
男
、
霜
田

満
理

六
、
和
光
原
の
昔
の
人
々
の
生
活
様
式

三
年

孝
子

年

山
本

山
本
今
朝
生
、
本
多

宏
幸

年

本
多

厚
子

七
、
入
山
保
育
園
に
つ
い
て

二
年

三
年 年

山
本

明

山
本

広
樹
、
上
関

山
本
俊
之
、
山
本

年

山
本

山
本

野
村

山
本

年

山
口

学校教育

二
年

君
江
、
本
多
ひ
ろ
み

恵
滋
、
関

浩
、
山
本

孝
志
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八
、
世
立
の
地
理
・
歴
史
・
行
事

二
年

三
年

山
本
マ
チ
子
、
山
本
由
美
子
、
竹
測
久
美
子

松
広
、
山
本
ゆ
り
子
、

山
本
喜
美
枝
、
野
村
み
ど
り
、
山
本

光
一
、
滝
沢

長
男
、
高
橋

一
郎
、
山
本

孝
子
、
関

幸
恵
、
高
橋

克
巳
、
山
本

博
幸

松
美

九
、
京
塚
・
品
木
の
歴
史
と
そ
の
将
来
に
つ
い
て

三
年

山
口

浩
輝
、
山
本
ひ
ろ
子

実
、
山
口
た
つ
み

結
花

淳
子

勇
人
、
関

勝
寿
、
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第
二
号

昭
和
五
十
四
年
度

年

一
、
京
塚
・
品
木
・
熊
倉
の
主
な
動
物
・
遺
跡
・
農
産
物

浩
輝
、
佐
藤

六
、
学
校
周
辺
の
草
花
(
引
沼
)

嘉
光
、
鈴
木

教

山
村

博
之
、
山
口

二
、
田
代
原
の
酪
農
と
農
業

二
年年

ゴ
一
、
小
倉
の
歴
史

二
年

三
年

四
、
根
広
の
歴
史

一一年
コ
一
年 年

山
口
と
も
江

山
本

山
口
由
起
江
、
山
口

博
、
山
本
佳
代
子
、
大
塚

豊
幸
、
山
口

年

山
口

伊
藤
れ
い
子

博
之
、
山
口
美
由
紀

山
口

一
年

霜
田

春
好
、
山
口

久

霜
田

中
村
英
一
郎
、
中
村

晴
雄
、
黒
岩
志
津
穂

秋
男
、
中
村

瑞
穂
、
霜
田

信
弘
、
山
本
ひ
ろ
子

二
年年

昇
芳

孝
子

年

山
本

絹
子

山
本

山
本
久
美
子
、
山
本

円
刀

r
I
 

宗
仁
、
山
本

和
代

重子

滋

山
本

七
、
メ
ン
パ
、
子
泣
き
地
蔵
(
世
立
・
見
寄
)

山
本
ま
き
子
、
山
本

照

二
年年

第
三
号

上
関

関

年

孝
士
山
、
上
関

滝
沢

山
本
貴
美
枝
、
野
村
み
ど
り
、
山
本

淳
子
、
山
本

幸
恵
、
高
橋

昭
和
五
十
五
年

一
、
電
気
と
和
光
原
の
人
々
の
生
活

二
年

弘
美

三
年

文
男
、
黒
岩

浩
子

年

本
1;， 
ユ~

博
美
、
山
本

卓
也

宏
幸

智
子

幸
人
、
山
本
真
知
子
、

広
樹結

花
光
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二
、
田
代
原
の
農
業
(
野
菜
栽
培
の
歴
史
・
生
活
様
式
の
変
化
)

五
、
津
南
秋
山
長
野
原
線
と
野
反
湖
の
つ
な
が
り
(
和
光
原
)

二
年

コ
一
年 年

山
本

本
多

卓
也

本
多
ひ
ろ
み
、
本
多

宏
幸

年

君
江
、
山
本
今
朝
生

年

山
本

本
多

年

山
本

山
口
と
も
江

豊
幸
、
山
口

山
口

照
美

昇
芳
、
山
口
由
紀
江



学校教育

三
、
京
塚
・
品
木
・
熊
倉
の
主
な
遺
跡
・
炭
焼
・
昔
か
ら
の
行
事

三
年 年

山
口

山
村

四
、
根
広
の
歴
史
H

二
年 年

黒
岩

二
年

五
、
小
倉
の
歴
史
H

二
年 年

山
口

中
村

山
口

和
好
、
山
口

博
之
、
山
口

光
博
、
山
口

晴
美

勝浩
輝

恵
子
、
霜
田

晴
雄

弘
美
、
中
村
秋
男

好
三
、
山
口

博
之
、
山
口
美
由
紀

伊
藤
れ
い
子

二
年

六
、
引
沼
・
花
敷
の
道
祖
神

誠
、
山
本
ま
ゆ
み

二
年

三
年

七
、
僻
地
診
療
所

二
年 年

山
本

山
本

山
本

年

山
本

山
本

二
年

山
本

嘉
光
、
鈴
木

明健
司
、
山
本

幸
人
、
上
関

明

順
子良

江
、
伊
藤
佳
代
子
、

宗
仁
、
山
本
真
知
子

出
T，sl

 

絹
子
、
山
本

和
代
、
山
本
久
美
子

八
、
二
十
五
年
間
の
移
り
変
わ
り
(
人
口
・
車
・
行
事
)

二
年

三
年

第
四
号

年

山
本

次
男
、
滝
沢

照
二
、
山
本
ま
き
子

山
本

山
本
貴
美
枝
、
山
本

年

山
田

行
事
・
石
仏

貴
、
中
村

黒
岩
志
津
穂
、
霜
田

中
村
英
一
郎
、
中
村

昭
和
五
十
六
年

一
、
郷
土
芸
能
の
由
来

二
年

本
多

二
年

山
本

真
次
、
山
田

博
英
、
山
本

卓
也

秀
男
、
山
本

結
花

里
美
、
本
多

智
子

二
、
花
敷
・
尻
焼
に
つ
い
て
(
引
沼
・
花
敷
)

二
年

三
年 年

山
本

敬
、
関

山
本

山
本
久
美
子
、
山
本

健
司
、
山
本 部

江
-市中，々

t和
代
、
山
本

世
立

永
義
、
関

寿
美
恵

栄
子
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幸
人

三
、
引
沼
の
地
名
・
屋
号
・
入
口
に
つ
い
て
(
引
沼
・
花
敷
)

二
年

三
年 年

山
本

正誠
、
山
本
ま
ゆ
み

嘉
光
、
山
本
真
知
子
、
上
関

四
、
世
立
の
名
所
と
道
祖
神

二
年

山
本

山
本

年

山
本

滝
沢

勉秀
男
、
山
本

永
義
、
山
本

絹
子

次
男
、
関

寿
美
恵



育

年

教

山
本

照
三
、
山
本
ま
き
子

五
、
田
代
原
開
拓
の
歴
史

二
年

コ
一
年 年

山
口

山
本

山
口
と
も
江

照
美

英
義
、
山
本
真
理
子

年

山
崎

六
、
小
倉
の
行
事
今
、
昔

二
年

三
年

山
口

中
村

幸
子

好
コ
一
、
山
口

晴
美

光
博
、
山
口

山
口
美
由
紀
、
山
口
博
之

七
、
農
産
物
と
耕
地
面
積
(
京
塚
・
熊
倉
)

二
年

三
年

一
年

佐
藤

山
口

山
口

八
、
根
広
の
歴
史
皿

二
年

三
年 年

里
山
石

霜
田

正
明

和
好

勝浩

黒
岩
志
津
穂
、
霜
田

順
子
、
中
村

恵
子
、
黒
岩

晴
雄

良
江
、
伊
藤
佳
代
子
、

貴

第
五
号

昭
和
五
十
七
年

一
、
引
沼
・
花
敷
の
大
正
か
ら
の
あ
ゆ
み

年
コ
一
年 年

山
本

次
男
、
竹
淵

正
、
山
本

仲

山
本

和
秀
、
山
本

敬
、
関

郁
江

山
本

山
本

誠

山
本

二
、
水
道
に
つ
い
て
(
京
塚
・
品
木
・
熊
倉
)

年
三
一
年 年

山
本

恵
子

正
明

勝
、
山
口

三
、
農
業
技
術
の
変
遷
(
田
代
原
)

二
年

三
年

佐
藤

山
口

年

山
口

和
好

牧
代
、
山
口
真
由
美

照
美

英
義
、
山
本
真
理
子

四
、
世
立
の
屋
号
に
つ
い
て

二
年

三
年

山
口

山
本

年

山
本

義
久
、
野
村

勉秀
男
、
山
本

和
子

永
義
、
山
本

隆
仁
、
中
村

健
司
、
山
本
ま
ゆ
み

次
男
、
関

五
、
戦
争
当
時
の
生
活
と
今
の
私
た
ち
の
生
活
(
根
広
・
矢
倉
)

二
年

山
本

滝
沢

年

黒
岩

黒
岩
ゆ
き
え
、
黒
岩

浩

智
美
、
霜
田

直
美

五
月
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寿
美
恵



学校教育

三
年

黒
岩

貴
、
霜
田

順
子
、
中
村

六
、
入
山
鉱
山
に
つ
い
て
(
小
倉
)

山
口
久
美
子
、
中
村
登
志
子

二
年 年

山
崎

二
年

山
口

幸
子

好
三
、
山
口

晴
美

恵
子

光
博
、
伊
藤
佳
代
子
、
山
口

七
、
小
栗
上
野
介
に
つ
い
て
(
和
光
原
)

二
年

三
年

中
村

年

山
田

英
利
、
山
本

真
次
、
本
多

博
英
、
山
本

J悦

子
栄
子
、
山
田

智
子

第
六
号

一
、
昔
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
(
小
倉
・
品
木
)

二
年

三
年

山
田

本
多

昭
和
五
十
八
年

年

山
口

陽
子

悦
子

恵
子
、
山
口
久
美
子
、
中
村
登
志
子

幸
子

二
、
信
濃
街
道
と
入
山
(
田
代
原
・
熊
倉
)

玲
子
、
山
本

二
年

山
本

山
崎

年

山
口

山
口

雄
吉

山
本
真
理
子
、
山
口

牧
代
、
山
口
真
由
美

英
義
、
佐
藤

二
年

正
明

良
江
、

三
、
家
紋
に
つ
い
て
(
根
広
・
矢
倉
)

二
年 年

中
村

紀
子

直
美
、
黒
岩

浩

四
、
学
校
の
歴
史
(
引
沼
・
花
敷
)

二
年

霜
田

二
年

黒
岩

安
広
、
山
本

隆
仁
、
山
本

正
、
山
本

智
美
、
黒
岩
ゆ
き
え

直
子
、
関

次
男
、
竹
淵

敬
、
関

郁
江

年

山
本

五
、
地
す
べ
り
に
つ
い
て
(
世
立
・
京
塚
)

山
本
美
恵
子
、
山
本

一一年

山
本

二
年

山
本

博
士

和
子

山
本

勉

六
、
お
堂
と
石
仏
(
和
光
原
)

和
広
、
山
本

二
年

三
年 年

飯
塚

野
村

二
年

山
本

悦
子
、
山
田

栄
子

山
田

第
七
号

昭
和
五
十
九
年

年

本
多

裕
子
、
山
本

義
久

明
美
、
山
本

英
利

里
美
、
山
田

一
、
信
濃
街
道
と
入
山
そ
の
二
(
田
代
原
・
品
木
)

山
本

本
多

年

山
本

徳
重
、
山
口

治
男

恵
美和

秀
、
中
村

裕
二
、
山
口

五
月

敏
弘
、
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美
可
、
本
多
美
奈
子

真
次



育

二
年

教

三
年

山
口

山
本

玲
子
、
山
本

恵
子
、
山
口

雄
吉

牧
代
、
山
口
真
由
美

二
、
入
山
の
ま
げ
物
づ
く
り
(
引
沼
・
花
敷
・
尻
焼
)

二
年 年

山
本

秀
幸

安
広
、
関

五
月
、
山
本

恵
美
、
山
本

隆
仁
、
竹
淵

一
二
、
昔
の
行
事
と
道
具
(
根
広
・
矢
倉
)

英
之
、
黒
岩

二
年

山
本

二
年

中
村

紀
子

睦
子

智
美
、
黒
岩
ゆ
き
え
、
霜
田

四
、
和
光
原
の
生
活
と
交
通
の
移
り
変
わ
り

栄
一
、
山
本

二
年 年

山
口

健
一
、
山
本

和
広
、
本
多
美
奈
子
、
山
本

英
利
、
山
本

d悦

子

五
、
世
立
し
だ
れ
栗
の
歴
史
(
世
立
・
京
塚
)

和
広
、
山
本
克
明
、
山
本

二
年

三
年

中
村

二
年

黒
岩

年

山
田

本
多

二
年

山
田

年

山
本

山
本

裕
二
、
飯
塚

山
本
美
恵
子

義
久
、
野
村

山
本

博
士
、
山
口

和
子

直
子和

秀
、
山
本

直
美

善
寛

明
美
、
山
本

幸
枝
、
山
口

敏
弘
、
山
本

次
男

美
可

裕
子

裕
子
、

六
、
白
根
神
社
と
そ
の
歴
史
(
小
倉
)

英
之
、
山
口

二
年

三
年 年

山
崎

陽
子

直
美

山
口

中
村
登
志
子
、
山
口
久
美
子

昭
和
六
十
年

年

山
口

第
八
号

一
、
草
津
と
入
山
の
人
々
の
関
わ
り
(
小
倉
)

二
年

山
口

二
年

山
口

隆
志

直
美
、
山
崎

陽
子

二
、
京
塚
の
行
事
と
生
活
に
つ
い
て

英
樹
、
山
口

二
年

三
年 年

山
本

裕
子

英
之

み
ほ

敏
弘
、
山
本
美
恵
子

三
、
野
反
の
歴
史
(
根
広
)

二
年

山
口

山
口

年

山
口

中
村
江
里
子

英
之
、
黒
岩

二
年

中
村

紀
子

四
、
世
立
の
名
所
と
民
話

二
年 年

山
本

山
本

勝
、
山
本

和
広
、
山
本

睦
子

智
子克

明
、
山
本
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幸
枝



三
年

山
本

裕
二
、
飯
塚

五
、
昔
の
結
婚
式
(
引
沼
)

二
年

三
年 年

山
本

博
士
、
山
本

秀
幸

考
二
、
山
本
恵
理
子

安
広
、
関

恵
美
、
山
本

六
、
和
光
原
の
戸
倉
さ
ん
行
事
に
つ
い
て

二
年

山
本

山
本

年

山
本

俊
幸
、
山
本

栄

山
本

知
子
、
霜
田

和
広
、
本
多
美
奈
子
、
山
本

健
一
、
山
本

七
、
信
濃
街
道
と
入
山

玉
枝 完

結
編
(
田
代
原
)

二
年

第
九
号

山
田

二
年

本
多

治
男
、
山
本

雄
吉
、
山
口

昭
和
六
十
一
年

年

山
本

一
、
和
光
原
の
諏
訪
神
社
に
つ
い
て

学校教育

二
年

三
年

山
口

二
年

山
本

山
本

本
多
な
つ
え
、
本
多

文
子

年

山
本

山
本

知
子
、
山
本

善
寛
、
山
田

徳
重

玲
子

裕
子

直
子崇

、
山
本

華
同
申
見

明
美
、
山
本

二
、
弁
天
様
と
ト
ロ
ッ
コ
(
引
沼
)

敦
美
、
山
本

二
年 年

山
口

二
年

山
本
恵
理
子
、
山
本

山
本

秀
幸

友
恵

考

三
、
田
代
原
の
庚
申
講
に
つ
い
て
(
田
代
原
・
熊
倉
)

幸
男
、
川
口

二
年

美
保

年

山
口

玉
枝

治
男
、
山
本

美
可

四
、
野
反
の
歴
史
H
(根
広
)

直
樹

二
年

三
年

山
本

二
年

山
口

山
口

中
村
江
里
子

英
之
、
黒
岩

恵
子

徳
重

睦
子

五
、
昔
の
遊
び
と
今
の
遊
び
に
つ
い
て
(
京
塚
)

宏
、
山
口

二
年

美
紀
、
山
田
日
登
美
、
山
固
ま
ゆ
美
、

三
年

美
保
、
山
本

栄

山
本

俊
幸
、
霜
田

健

年

中
村

英
樹
、
山
口

裕
子

崇

六
、
世
立
の
農
業
と
土
地
利
用

高
橋

和
枝

二
年

三
年 年

山
本

山
本

山
口

年

山
本

山
本

勝
、
山
本

和
弘
、
山
本

充
孝み

ほ

智
子克

明
、
山
本
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枝



育

七
、
群
馬
鉄
山
と
入
山
(
小
倉
)

順
子

教

二
年

三
年 年

山
口

隆
志

英
之
、
山
口

第
十
号
昭
和
六
十
二
年

一
、
田
代
原
・
熊
倉
に
伝
わ
る
薬
草

二
年

三
年

山
口

山
崎

年

山
口

五
、
和
光
原
の
成
り
立
ち
と
そ
の
歩
み

二
年

直
美

三
年 年

山
本

本
多
な
つ
え
、
本
多

文
子

山
本

山
本

正
、
山
本

陽
子
、
本
多

美
紀
、
山
田
日
登
美
、
山
固
ま
ゆ
美
、

美
保
、
山
本

知
子
、
山
本

山
口

山
本

六
、
戦
後
の
根
広
の
移
り
変
わ
り
と
将
来
に
つ
い
て

美
穂
、
山
本
由
香
里

幸
男
、
川
口

玉
枝

二
、
水
道
の
歴
史
(
引
沼
)

二
年

三
年 年

山
本

和
美
、
平
形

敦
美
、
山
本

山
口

山
本
恵
理
子
、
山
本

恵
子

二
年 年

黒
岩

誠
、
中
村

淳
史

中
村

中
村
江
里
子

直
樹

二
年年

伊
藤

樹
男

七
、
硫
黄
鉱
山
と
入
山

良

友
恵

二
年

考

三
年

一
一
、
世
立
八
滝
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
伝
説

二
年

三
年 年

飯
塚

慎
一
、
山
本

和
枝

勝
、
山
本

山
口

山
口

順
子

隆士山

修
、
山
本
明
子

〔
特
別
研
究
〕

品
木
ダ
ム
と
百
八
十
八
観
音
に
つ
い
て

山
口

智
子

充
孝
、
中
村

淳
志

山
口

敦
美
、
川
口

山
本
由
香
理
、
山
口

順
子

二
年

四
、
交
通
機
関
と
産
業
の
移
り
変
わ
り
(
京
塚
)

充
孝

三
年

高
橋

山
本

山
本

山
本

宏
、
山
口

英
樹
、
山
口

飯
塚

み
ほ

慎

恵
子

純
一
、
霜
田

昌
子

俊
幸
、
霜
田

崇
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一
九
八
八
年

第
十
一
号

一
、
熊
倉
遺
跡
に
つ
い
て
(
熊
倉
・
田
代
原
)

二
年 年

清
水

紫
織

美
穂
、
山
本
由
香
里

幸
男

恵
子
、
山
口

二
、
根
広
・
小
倉
・
長
平
の
な
ぞ
(
根
広
・
小
倉
)

二
年

山
口

二
年

山
口

光
俊
、
中
村

淳
史
、
黒
岩

直
樹
、
山
口

三
、
生
活
の
移
り
変
わ
り
(
京
塚
)

英
利
、
山
本

宏
、
山
口

三
年 年

山
口

四
、
世
立
正
予
暮
坂
線
の
研
究
(
世
立
)

二
年

三
年

中
村

二
年

中
村

隆
行

修
、
山
本

和
枝

山
固
ま
ゆ
美

六
、
住
居
の
移
り
変
わ
り
(
引
沼
・
尻
焼
)

琢
馬
、
関
安
典
、
山
本

二
年 年

山
本

樹
男
、
山
本

織
江
、
山
口

第
十
二
号

一
、
世
立
の
水
道
の
歴
史
(
世
立
)

英
人
、
飯
塚

誠
、
伊
藤

好
美
、
黒
岩
紀
美
子
、
中
村
み
ゆ
き

順
子

政
史

充
孝

明
子
、
飯
塚

五
、
昔
と
今
と
の
学
校
の
比
較
(
和
光
原
)

幸
男
、
山
本

学校教育

二
年 年

山
口

山
本

年

山
本

山
本

高
橋

年

山
本

山
本

二
年

本
多

正
、
本
多

克
彦
、
山
本

美
紀
、
本
多
な
つ
え
、
山
本

純
一
、
山
本

良4慎

理
江

陽
子
、
霜
田

二
年

平
形

二
年

山
田

隆
行

慎
一
、
山
本

和
美

敦
美
、
山
本

豪
紀
、
山
本

修
、
山
本

二
、
引
沼
・
尻
焼
温
泉
の
歴
史
(
引
沼
・
尻
焼
)

山
口
佳
代
子
、
霜
田

山
本
め
ぐ
み
、
山
本

二
年

三
年 一

九
八
九
年

年

田
中

樹
男
、
山
本

健藤
代
、
山
本

和
美

三
、
子
安
さ
ん
の
歴
史
と
村
の
信
仰
(
京
塚
)

山
口
あ
ゆ
み
、
山
口

二
年

山
本

二
年

飯
塚

英
利
、
山
本

文
子
、
山
田
日
登
美

昌
子

四
、
歌
舞
伎
(
和
光
原
)d慎

年

平
形

年

山
口

年

霜
田

理
恵

政
史

藤
代
、
山
本
め
ぐ
み

友
恵

茂
樹
、
関

満

山
本

明
子琢

馬
、
関

安
典

美
穂
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育

二
年

教

山
本

ニ
年

山
本

幸
男
、
山
本

正
、
本
多

克
彦
、
山
本

純
一
、
山
本

五
、
と
ち
ぼ
ら
と
し
だ
れ
桜
(
根
広
・
小
倉
)

二
年 年

山
口

信
也

光
俊
、
中
村

誠
、
中
村

理
江

陽
子
、
霜
田

昌
子

二
年

三
、
入
山
小
・
中
学
校
の
歴
史
(
引
沼
・
尻
焼
)

霜
田
健
一
、
山
口
佳
代
子

安
典
、
山
本
琢
馬
、
山
本

コ一年

関

藤
代
、
山
本
め
ぐ
み

好
美
、
黒
岩
紀
美
子
、
中
村
み
ゆ
き

淳
史
、
伊
藤

二
年

四
、
生
活
用
水
の
歴
史
(
京
塚
)

山
口
あ
ゆ
み
、
山
口

理
恵

六
、
元
山
分
校
の
歴
史
(
田
代
原
・
熊
倉
・
大
沢
)

川
口

二
年

三
年

山
口

二
年

黒
岩

彰
子

清
水

山
本
由
香
里
、
山
口

紫
織

美
穂

第
十
三
号

一
、
穴
地
獄
と
植
物
(
田
代
原
・
熊
倉
・
大
沢
)

栄
子
、
清
水

二
年 年一

九
九

O
年

年

山
口

彰
子

紫
織

愛
加

二
年

二
、
野
反
湖
の
植
物
大
探
検
(
和
光
原
)

三
年

JII 
口

二
年

清
水

霜
田

山
本

d慎幸
男
、
山
本

理
江
、
山
本

良
克
彦

二
年

山
口

英
利
、
山
本

政
史

五

根
広

小
倉
部
落

卓の
也神
、社

山・
口仏

閣

二
年

三
年 年

中
村

知
子

山
口

信
也

好
美
、
黒
岩
紀
美
子
、
中
村
み
ゆ
き
、
山
口

508 

中
村

六
、
世
立
に
伝
わ
る
昔
話
と
伝
説
(
世
立
・
見
寄
)

弘
毅
、
山
本
い
く
え

二
年 年

ニ
年

関飯
塚

豪
紀
、
山
本

茂
樹
、
関

満
、
田
中

山
本

隆
行

第
十
四
号
一
九
九
一
年

一
、
ダ
ム
計
画
か
ら
今
日
ま
で
(
田
代
原
・
熊
倉
・
大
沢
)

二
年 年

二
年

清
水

山
本

償
美

愛
加
、
山
口

栄
子

JII 
口

彰
子

光
俊

英
人
、
山
本

美
穂



二
、
地
名
の
由
来
と
玄
関
の
位
置
の
言
い
伝
え
(
引
沼
・
尻
焼
・
京
塚
)

年

関

綾
子
、
霜
田

健
一
、
山
口
あ
ゆ
み
、
山
口

邦
利

コ
一
、
入
山
の
山
菜
(
根
広
・
小
倉
・
和
光
原
)

勝
男
、
霜
田
秀
光
、
中
村

卓
也
、
山
口

二
年

三
年

二
年

霜
田

慎
、
山
口

知
子

信
也

四
、
生
活
の
移
り
変
わ
り
(
世
立
・
見
寄
)

憲
史
、
山
本

二
年 年

黒
岩

幸
司

豪
紀
、
山
本

弘
毅
、
山
本
い
く
え

茂
樹
、
関

第
十
五
号
一
九
九
二
年

一
、
根
広
、
小
倉
の
旧
道

二
年

学校教育

二
年

中
村

霜
田

年

山
本

関

二
年

飯
塚

中
村

二
年

中
村

年

山
本

山
本

晃
一
、
黒
岩

卓
也
、
山
口

山
本
い
く
え
、
関

二
年

勝
男

知
子

憲
史
、
山
本

弘
毅

理
恵
、
山
口
佳
代
子

晃

満
、
田
中

英
人
、
山
本

一
哉

美
穂

三
、
ト
イ
レ
の
歴
史
(
尻
焼
・
引
沼
・
京
塚
)

山
本
栄
治
、
山
口
貴
弘
、
福
島

綾
子
、
霜
田

二
年 年

関

真
紀
、
山
本

妙
子

邦
利

四
、
入
山
中
と
郷
土
学
習
の
歴
史
(
和
光
原
)

雄
二
、
山
本
な
つ
み
、
山
本
富
貴
美

二
年 年

本
多

秀
光

五
二
本
松
と
草
津
と
の
つ
な
が
り
(
田
代
原
・
大
沢
)

秀
憲
、
大
塚
雅
直
、
山
口
め
ぐ
み

二
年

三
年

霜
田

年

山
本

二
、
結
婚
式
の
今
と
昔
(
世
立
・
見
寄
)

尊
徳
、
関
知
大

幸
司
、
山
本

山
本

山
口

償
美

栄
子
、
清
水

愛
加

509 



育

4
.
開
校
百
年
記
念
事
業

教

間
六
合
小
学
校

O
趣
意
書

明
治
十
一
年
草
津
支
校
と
し
て
開
校
さ

れ
ま
し
た
六
合
小
学
校
は
、
昭
和
五
十

年
に
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
間
に
草
津
町
と
の
分
村
、
学
校
制

度
の
改
革
、
校
名
の
変
更
、
分
校
の
独
立
、

校
舎
の
新
築
・
改
築
等
幾
多
の
変
遷
を
経

て
今
日
の
六
合
小
学
校
の
発
展
を
見
る
に

至
り
ま
し
た
。

創
立
以
来
の
卒
業
生
は
幾
千
の
多
き
に

達
し
、
そ
し
て
こ
こ
に
学
ん
だ
者
、
育
み
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
と
っ
て

。
組
織
並
び
に
経
過

百年の歩み入山小学校百年のあゆみ六合小学校

昭
和
五
十
三
年
九
月
十
七
日
本
校
創
立
百
周
年
を
迎
え
る
に
当
り
記
念
事
業
を
実

一
、
実
行
委
員
会
組
織

施
す
べ
く
実
行
委
員
会
を
組
織
、
次
の
事
業
を
計
画
す
。

委
員
長

福
島
仁

中
沢
要
平
、
萩
原
与
吉
、
富
沢
恵
秋
、
中
沢

清、

副
委
員
長

湯
本
栄
次
郎

書

記

池
沢
忠
五
郎
、
蜂
須
賀
昌
義

主』
ヱ三

計

市
川
春
子
、
塩
谷
春
男

監

査

顧

問

専
門
部
委
員

総
務
委
員
長

総
務
委
員

事
業
委
員
長

ノノ

委
員

編
集
委
員
長

委

行
事
委
員
長

委

O
記
念
事
業

一
、
記
念
碑
建
立

中
沢
総
一
郎
、
明
田
川
道
雄
、
高
原
秀
雄
、

山
口

助
、
湯
本
喜
太
郎
、
福
島
松
次
、
山
本
弟
蔵

小
林
直
之
、
山
田
達
治
、
富
沢
虎
次
郎
、
市
川
照
太
郎

富
沢
虎
之
輔
、
富
沢
は
な

萩
原
長
一
、
副
委
員
長
、
山
田
武
俊
、
市
川
彦
一
郎

中
沢
友
治
、
中
沢
種
一
郎
、
中
沢
三
一
二
郎
、
中
沢

清

富
沢
米
治
、
篠
原
久
男
、
金
子
〆
治
、
萩
原
与
吉

木
村
義
治
、
中
沢
総
一
郎
、
田
村
久
一
、
熊
川
寅
吉

中
沢
良
雄
、
篠
原
太
郎
、
府
川
金
治
、
中
沢
幸
市

富
沢
清
次
、
橋
爪
喜
美
雄
、
黒
岩
ふ
み
子

市
JII 
浪

副
委
員
長

富
沢
久
幸
、
富
沢
英
治

山
田
覚
治
、
富
沢
虎
四
郎
、
富
沢
静
夫
、
市
川
伸
夫

510 

中
沢
一
孝

富
沢
義
高
、
高
原
良
之
助
、
黒
岩
鶴
松

湯
本
栄
次
郎

中
沢
要
平

副
委
員
長

黒
岩
九
蔵
、

一
場
秀
司
、

員

市
JII 
正
五
郎

市
JlI 

勇
、
市
川
昭
次
郎

自
〔
、
里
山
山
石

明
田
川
道
雄
、
竹
内

節
、
市
川
義
夫
、
星
野
光
儀

加
辺
秀
市

副
委
員
長

橋
爪

豊
、
中
沢
久
土
口

員

富
沢
か
ん
、
武
藤
宏
子
、
中
沢
定
雄
、
富
沢
隆
子

黒
岩
て
る
子
、
高
原
秀
雄
、
富
沢
二
一
、
富
沢
容
司

篠
原
忠
吉
、
留
場
米
吉
、
宮
沢
恵
秋



二
、
百
年
誌
編
集

三
、
優
勝
旗

四
、
小
中
学
生
に
対
す
る
記
念
品

五
、
創
立
百
年
記
念
式
典
並
び
に
祝
賀
会

閣
六
合
南
小
学
校

O
趣
意
書

明
治
五
年
八
月
二
日
太
政
官

か
ら
学
制
が
し
か
れ
、
翌
三
日

文
部
省
か
ら
こ
れ
が
発
布
さ
れ

て
か
ら
今
年
は
一

O
一
年
目
に

当
り
ま
す
。
吾
妻
郡
で
は
群
馬

県
で
第
三
番
目
の
小
学
校
と
し

て
明
治
六
年
三
月
五
日
原
町
小

学
校
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

教育百年の歩み南小学校

当
南
小
学
校
も
明
治
七
年
一
月
、
地
域
の
多
数
の
方
々
の
熱
意
と
協
力
に
よ
っ
て

旧
第
十
一
小
区
(
日
影
村
、
赤
岩
村
、
太
子
村
)
内
聯
合
し
て
当
時
の
日
影
村
八
幡

年
の
記
念
す
べ
き
年
に
当
り
ま
す
。

宮
に
開
校
し
た
日
影
小
学
校
が
本
校
の
前
身
で
あ
り
、
来
年
一
月
を
以
て
満
一

0
0

地
域
づ
く
り
は
先
ず
教
育
に
あ
り
と
し
た
先
覚
者
の
先
見
の
明
と
郷
土
愛
や
熱
意

に
深
く
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
先
覚
者
の
偉
業
が
あ
れ
ば
こ
そ
今
日

こ
の
よ
う
な
教
育
の
隆
盛
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
こ
の
事
実
を
子
々
孫
々
に
伝
え

学校教育

未
来
の
発
展
に
結
び
付
け
る
の
は
現
在
に
生
き
る
私
た
ち
地
域
住
民
の
責
務
で
あ
る

と
と
も
に
郷
土
に
対
す
る
誇
り
で
あ
り
、
又
郷
土
愛
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
記
念
す
べ
き
創
立
百
年
を
迎
え
る
に
当
り

P
T
A
を
は
じ
め
地
域
の
関
係

者
が
集
い
協
議
の
結
果
下
記
に
よ
り
記
念
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
も
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
の
主
な
財
源
は
地
域
住
民
の
浄
財
に
求

め
る
以
外
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
き
ま
し
て
は
地
域
住
民
一
人
一
人
の
ご
理
解
と
ご

協
賛
を
頂
き
応
分
の
募
金
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
と
出
費
の
多
い
当

今
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
趣
旨
に
ご
賛
同
頂
き
格
別
の
ご
芳
志
を
下
さ
い
ま
す

ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

O
記
念
事
業
の
概
要

一
、
南
小
学
校
教
育
百
年
の
あ
ゆ
み
の
刊
行

二
、
記
念
碑
と
国
旗
掲
揚
塔
の
建
設

三
、
創
立
百
年
記
念
式
典
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O
組
織
並
び
に
経
過

一
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長

湯
本
喜
太
郎

副
委
員
長

登
、
篠
原
伝
七
、
小
山
せ
つ
子

湯
本
貞
司
、
湯
本
友
十
郎
、
山
本
鉄
三
郎
、
篠
原
秀
雄

茂
木

賢
、
篠
原
好
次
、
橋
詰

顧

問

委

湯
本
貞
二
、
篠
原
恒
雄
、
篠
原
六
三
郎
、
山
本
昭
五
郎

篠
原
陸
太
郎
、
関
昌
十
郎
、
富
沢
定
吉
、
篠
原
宗
平

員

富
沢
竹
次
、
富
沢
茂
邦
、
篠
原
梅
次
郎
、
関
勘
三
郎

和
、
湯
本
省
三
、
安
原
義
治

安
原
竹
三
郎
、
茂
木

篠
原
昭
一
、
山
本
富
美
雄
、
篠
原
朝
吉
、
倉
林
省

宮
崎
坂
喜
、

一
場
秀
司



育

書

土
屋
次
男

篠
原
信
次
、
市
川

日

記

教

A 
Zミ

計

二
、
事
業
経
過

昭
和
四
十
八
年
六
月
十
五
日

ノノ

八
月

五
日

ノ/

十
月

四
日

II 

十
月
三
十
一
日

!! 

四
十
九
年
一
月
十
一
日

II 

コ
百
月

四
日

ノ/

月

六
日

II 

月

九
日

II 

三
月
二
十
六
日

II 

十
月
三
十
一
日

II 

十
一
月

五
日

閣
入
山
小
学
校

。
趣
旨
(
開
校
百
年
記
念
碑

開
校
百
年
記
念
事
業
実
施
準
備
会

記
念
事
業
実
行
委
員
会
結
成

委
員
の
委
嘱

第
一
回
実
行
委
員
会
開
催

委
員
長
の
選
任
と
事
業
の
大
綱
を
協
議

第
二
回
実
行
委
員
会

第
三
一
回
実
行
委
員
会

事
業
の
大
綱
を
決
定

第
四
回
実
行
委
員
会

国
旗
掲
揚
塔
建
立
す
る

記
念
碑
建
立

開
催
百
年
記
念
式
典
挙
行

開
催
百
年
の
あ
ゆ
み
編
集
会
議
開
催

資
料
蒐
集
に
つ
い
て

編
集
会
議
開
催

記
念
誌
の
原
稿
脱
稿

印
刷
所
に
送
付

邑
に
不
学
の
戸
な
く
家
に
不
学
の
人
な
か
ら
し
め
ん
事
を
期
す
と
の
学
制
の
発
布

碑
文
)

は
、
我
が
村
に
と
っ
て
も
ま
さ
に
文
化
の
繁
明
を
告
げ
る
鐘
で
あ
っ
た
。
教
育
の
重

要
性
を
喝
破
し
た
先
覚
者
相
図
り
明
治
九
年
八
月
二
十
四
日
入
山
村
一
五
三
一
二
番
地

に
群
馬
県
第
十
八
番
中
学
区
第
一
九
七
番
花
敷
学
校
を
開
設
し
た
。
そ
の
後
幾
多
の

経
緯
を
以
て
同
二
十
六
年
入
山
尋
常
小
学
校
と
な
り
同
三
十
四
年
引
沼
部
落
共
有
地

一
七
三

O
番
地
に
新
築
移
転
同
四
十
三
年
六
合
尋
常
高
等
小
学
校
入
山
分
教
場
と
な

る
。
昭
和
十
六
年
引
沼
部
落
大
火
の
際
焼
失
し
た
。
時
恰
も
太
平
洋
戦
争
勃
発
の
年

物
資
窮
乏
の
事
態
の
中
で
校
舎
復
旧
へ
の
住
民
の
努
力
は
筆
舌
に
尽
し
難
く
同
十
八

年
現
在
地
に
新
校
舎
を
竣
工
同
二
十
九
年
激
動
続
く
時
代
の
要
請
と
住
民
の
総
意
と

熱
情
に
よ
っ
て
昇
格
独
立
し
、
六
合
村
立
入
山
小
学
校
と
な
る
。
開
校
百
年
を
迎
え

て
住
時
を
偲
び
先
人
の
偉
業
を
称
え
入
山
地
区
教
育
の
振
興
を
期
し
記
念
事
業
を
行

い
万
感
の
中
に
之
を
建
立
す
る
。

昭
和
五
十
四
年
八
月
十
四
日

開
校
百
年
記
念
事
業
実
行
委
員
長

山
本
栗
岡

撰
文

吾
妻
郡
六
合
村
立
入
山
小
学
校
長

栄

謹
書

田
中
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本
部
役
員

O
実
行
委
員
会
組
織

委
員
長

副
委
員
長

書
専
門
部
委
員

事
業
部

部
長

委
員

山
本
栗
岡

本
多
春
長
、
山
本
慶
一

記

中
村
福
美
、
山
口
令
一

山
田
松
雄

山
本

副
部
長

勲

田
中
金
蔵
、
山
本
鉄
雄
、
山
本
善
次
、
山
本
松
次

山
本
正
夫
、
山
本
和
男
、
山
本
増
雄
、
山
田
勝
三
郎

本
多
秀
次
、
黒
岩
善
一
、
中
村
福
美
、
伊
藤
俊
勝



編
集
部部

長
委
員

行
事
部部

長
委
員

学校教育

山
口
徳
慧
、
関

栄

5
.
社
会
科
副
読
本
編
纂
事
業

本
多
春
長

栄

昭
和
四
十
三
年
七
月
に
示
さ
れ
た
文
部
省
の
小
学
校
学
習
指
導
要
領
第
二
節
社
会

副
部
長

田
中

顧
問
(
賛
助
員
)
山
田
泰
三

山
本
善
太
郎
、
山
本
由
平
、
山
口
盛
雄
、
関

第

目
標

二
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
み
ら
れ
る
人
間
生
活
と
自
然
環
境

久
男

と
の
密
接
な
関
係
、
自
然
に
対
す
る
積
極
的
な
働
き
か
け
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

中
村
弘
治
、
山
田
隆
太
郎
、
山
口
種
雄
、
山
口
庄
平

康
、
黒
岩
勇
、
小
池
邦
利

理
解
さ
せ
郷
土
や
国
土
に
対
す
る
愛
情
、
国
際
理
解
の
基
礎
な
ど
を
養
う
。
と
示
さ

れ
て
あ
り
、
そ
の
た
め
の
学
習
に
供
す
る
た
め
の
社
会
科
副
読
本
が
各
地
で
編
纂
さ

山
口
雄
平
、
宮
崎

安
原
政
和
、
山
口
令
一
、
関

れ
た
。
六
合
村
で
は
昭
和
四
十
了
四
十
二
年
度
の
継
続
事
業
と
し
て
社
会
科
副
読

栄

副
部
長
本
多
左
京

山
本
岩
男
、
山
本
常
司
、
関

本
編
纂
事
業
が
始
め
ら
れ
た
。

間
『
わ
た
く
し
た
ち
の
六
合
村
』

山
本
虞

昭
和
四
十
二
年
三
月

日
印
刷

秀
司
、
山
本
栗
岡

山
本
千
代
春
、
山
本
重
義
、
山
本
茂
樹
、
山
本
政
繁

山

口

昌

衛

、

山

本

真

、

中

沢

信

治

昭
和
四
十
二
年
四
月

日
発
行
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一
、
関

発
行
者

六
合
村
教
職
員
研
修
会

泉
、
山
本
泰
平
、
中
村
義
司
、
霜
田
日
出
男

山
口
源
次
、
山
口
政
勝
、
山
本
仁
一
、
佐
藤
要
治

印
刷
所

小
池
印
刷
所

霜
田

「
わ
た
し
た
ち
の
六
合
村
」
刊
行
に
よ
せ
て

山
口
令

昭
和
四
十
年
度
の
六
合
村
教
職
員
研
究
会
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
の
教
頭
、

社
会
科
主
任
の
先
生
を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
分
担
を
決
め
た
「
わ
た
し
た
ち
の

六
合
村
」
の
編
集
に
着
手
し
、
年
度
末
に
は
一
応
そ
の
成
果
を
ま
と
め
ま
し
た
が
、

翌
四
十
一
年
度
に
は
更
に
内
容
の
検
討
と
全
体
の
調
整
を
図
る
た
め
、
中
学
校
社
会

科
主
任
の
先
生
方
の
ご
協
力
を
得
て
こ
こ
に
冊
子
と
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
「
わ
た
し
た
ち
の
六
合
村
」
の
刊
行
は
、
小
学
校
社
会
科
学
習
(
特
に
三
・

四
年
生
の
郷
土
学
習
)
資
料
と
し
て
、
学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
郷
土
学
習
の
内

容
を
網
羅
す
る
よ
う
努
め
、
児
童
に
「
郷
土
」
に
対
す
る
具
体
的
な
現
象
や
歴
史
的

な
事
業
に
触
れ
さ
せ
、
郷
土
に
対
す
る
愛
情
と
理
解
、
郷
土
発
展
へ
の
意
欲
的
態
度



育

を
培
い
社
会
科
学
習
の
一
助
と
し
て
活
用
い
た
し
た
い
所
存
で
出
発
い
た
し
ま
し

た。

教

し
た
が
っ
て
三
、
四
年
生
で
も
読
め
る
よ
う
な
や
さ
し
い
文
章
に
し
直
接
児
童
が

授
業
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
た
。
利
用
す
る
学
年
は
、
小
学
校
三
、
四

年
生
を
中
心
と
し
ま
す
が
、
小
学
校
高
学
年
、
更
に
は
中
学
生
に
も
参
考
に
な
る
資

料
等
も
の
せ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
村
内
各
小
中
学
校
と
も
充
分
ご
活
用
頂
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

な
お
、
編
集
に
当
た
ら
れ
ま
し
た
諸
先
生
方
は
、
校
務
ご
多
忙
の
余
暇
を
利
用
し

て
の
作
業
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の
で
、
内
容
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
、
或
い
は
ま
ち
が
い

等
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
が
、
昭
和
四
十
一
年
度
末
を
も
っ
て
一
応
刊
行
に
踏
み
切

り
、
こ
の
冊
子
を
も
と
に
し
て
近
い
将
来
に
「
郷
土
副
読
本
」
と
し
て
の
内
容
を
そ

な
え
た
も
の
を
編
集
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
積
極
的
な
御
指
導

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
わ
り
に
、
こ
の
「
わ
た
し
た
ち
の
六
合
村
」
の
編
集
に
直
接
御
指
導
い
た
だ
き
、

貴
重
な
"
六
合
村
の
年
表
“
ま
で
御
執
筆
下
さ
い
ま
し
た
湯
本
教
育
委
員
長
を
は

じ
め
数
多
く
の
資
料
の
提
供
と
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す

昭
和
四
十
二
年
二
月昭

和
四
十
一
年
度

六
合
村
教
職
員
研
究
会
長

高
橋

善
衛

編
集
に
た
ず
さ
わ
っ
た
人

執
筆
編
集
指
導
教
育
委
員
長

湯
本

貞
可

執
筆
編
集
委
員

入
山
小
教
頭

黒
岩

勇

入
山
小
教
諭

六
合
小
教
頭

六
合
小
教
諭

六
合
小
教
諭

南

教
頭

南
小

教
諭

入
山
中
教
諭

六
合
中
教
諭

国
『
の
び
ゆ
く
六
合
村
』

高
平

秀

蟻
JlI 

貞
美

星
野

光
儀

片
貝

俊
郎

後
藤

永
司

黒
岩

文
夫

市
川
昭
次
郎

福
田

具
可

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
日

印
刷

昭
和
五
十
三
年
四
月
一
日

発
行
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編
集
者

六
合
村
社
会
科
副
読
本
編
集
委
員
会

発
行
者

六
合
村
教
育
委
員
会

-
J
d
H
H
Z
f
i
 

白

H
開
州
市
内
げ

朝
日
印
刷
工
業
株
式
会
社

社
会
科
副
読
本
の
改
訂
に
あ
た
っ
て

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

輿
吉

萩
原

こ
の
た
び
小
学
校
三
年
生
の
使
用
す
る
社
会
科
副
読
本
「
の
び
ゆ
く
六
合
村
」
が

村
の
教
職
員
研
修
会
の
先
生
方
を
は
じ
め
関
係
各
位
の
二
ヵ
年
の
骨
折
り
に
よ
り
改

訂
発
行
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
副
読
本
は
昭
和
四
十
一
年
度
に
当
時
の
先
生
方
の
ご
協
力
に
よ
り
発
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

た
「
わ
た
し
た
ち
の
六
合
村
」
を
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
、
よ
り
充
実
し
改
訂
さ
れ

小
学
校
三
年
生
の
社
会
科
は
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
(
郷
土
)
が
学
習
の



対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
身
近
な
地
域
で
働
く
人
々
の
姿
や
村
の
生
活
全
体
が
ど

う
組
織
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
理
解
さ
せ
、
こ
れ
を
も
と
に
わ
た
し
た
ち
の
村
の
現

状
を
考
え
て
そ
の
発
展
を
願
う
気
持
ち
を
高
め
る
の
が
ね
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
教
科
書
は
全
国
的
規
模
で
編
集
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ね
ら
い
を
達
成
す
る

こ
と
は
困
難
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
副
読
本
は
文
部
省
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
教
科
書
と
の
関
連
を
も
た

せ
内
容
も
身
近
な
も
の
の
中
か
ら
理
解
で
き
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

文
字
や
文
章
に
つ
い
て
も
三
年
生
に
応
じ
た
も
の
で
、
さ
し
え
、
写
真
、
図
表
、

を
多
く
し
て
興
味
深
く
学
べ
る
よ
う
に
編
集
致
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
社
会

科
学
習
の
基
礎
を
培
い
先
人
に
感
謝
し
郷
土
愛
の
心
を
養
う
こ
と
を
意
図
し
て
い
ま

す。
本
書
は
村
当
局
の
ご
配
慮
に
よ
っ
て
三
年
生
全
児
童
に
無
償
で
給
与
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
の
も
と
で
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に
本
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
編
集
委
員
の
先
生
方
ご

指
導
賜
っ
た
関
係
方
面
の
先
生
方
並
び
に
写
真
資
料
な
ど
提
供
頂
い
た
各
位
に
対
し

て
深
甚
な
る
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
三
年
三
月
十
一
日

編
集
指
導

学校教育

吾
妻
教
育
事
務
所

勝

指
導
主
事

青
木

教
育
長

萩
原

輿
吉

六
合
村
教
育
委
員
会

六
合
村
教
育
委
員
会

事
務
局
次
長

安
原

義
治

六
合
村
教
育
委
員
会

前
教
育
長

編
集
委
員

六
合
村
立
入
山
小
学
校
長
(
委
員
長
)

六
合
村
立
南
小
学
校
長
(
副
委
員
長
)

六
合
村
立
六
合
小
学
校
長
(
副
委
員
長
)

六
合
村
立
六
合
中
学
校
長
(
副
委
員
長
)

六
合
村
立
入
山
中
学
校
長
(
副
委
員
長
)

六
合
村
立
六
合
小
学
校
教
頭
(
委
員
)

六
合
村
立
六
合
小
学
校
教
諭
(
委
員
)

六
合
村
立
南
小
学
校
教
諭
(
委
員
)

六
合
村
立
入
山
小
学
校
教
諭
(
委
員
)

六
合
村
立
入
山
中
学
校
教
頭
(
委
員
)

六
合
村
立
入
山
中
学
校
教
諭
(
委
員
)

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
課
長
(
委
員
)

六
合
村
教
育
委
員
会
社
教
主
事
(
委
員
)

昭
和
五
十
一
年
度
委
員
長
六
合
小
学
校
長

昭
和
五
十
一
年
度
委
員
六
合
中
学
校
教
諭

昭
和
五
十
一
年
度
委
員
入
山
小
学
校
教
諭

制
『
の
び
ゆ
く
六
合
村
』

平
成
五
年
三
月
二
十
五
日 中

沢田
中

大
塚

定
雄

栄
寅
雄

樋
田
淳
一
郎

九
蔵

黒
岩

塩
野

松
衛

土
屋

蜂
須
賀
回
目
義

品
子
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水
出

関黒
岩

河
野

中
沢

茂
木

水
野

山
本

修
司栄勇

虞
徳

富真

場

秀
司

仲
徳茂

印
刷



育

平
成
五
年
三
月
三
十
一
日

発
行

教

編
集
責
任
者

久
吉

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

中
沢

発
行
責
任
者

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

中
沢

久
吉

印
刷
社

株
式
会
社

ぎ
ょ
う
せ
い

社
会
科
副
読
本
の
改
訂
に
あ
た
っ
て

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

中
沢

久
吉

六
合
村
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
社
会
科
副
読
本
「
私
た
ち
の
六
合
村
」
以
来

第
三
回
目
の
改
訂
を
行
い
「
の
び
ゆ
く
六
合
村
」
と
し
て
発
刊
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。時

代
の
推
移
は
早
く
、
村
の
様
子
も
変
わ
り
改
訂
の
必
要
が
生
じ
て
き
ま
し
た
。

三
年
生
・
四
年
生
の
児
童
を
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

に
と
っ
て
も
村
の
様
子
を
知
る
上
に
よ
い
副
読
本
で
す
の
で
子
供
た
ち
と
共
に
お
お

い
に
活
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
読
本
改
訂
に
あ
た
り
終
始
熱
心
に
ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
編
集
員
の
先
生
方

ま
た
貴
重
な
資
料
等
提
供
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
科
副
読
本
改
訂
委
員

平
成
三
年
度

第
一
小
校
長

林

勉

第
一
小
教
頭

内
海
昭
太
郎

第
一
小
教
諭

山
本

茂

第
一
小
教
諭

黒
岩

洋

第
一
小
教
諭

安
原

由
紀

第
一
小
教
諭

樋
口

猛

入
山
小
校
長

入
山
小
教
頭

入
山
小
教
諭

入
山
小
教
諭

入
山
小
教
諭

入
山
小
教
諭

六
合
中
教
頭

入
山
中
教
諭

平
成
四
年
度

第
一
小
校
長

第
一
小
教
頭

第
一
小
教
諭

第
一
小
教
諭

第
一
小
教
諭

第
一
小
教
諭

入
山
小
校
長

入
山
小
教
頭

入
山
小
教
諭

入
山
小
教
諭

入
山
小
教
諭

六
合
中
教
頭

入
山
中
教
諭

桑
原

安
原
十
三
四

賢

市
川

山
崎

木
村

田
中

黒
岩

塩
野林

克
彦

正
臣

真
浩

文
夫

英
介勉

安
原
十
三
四

山
本

山
宮

安
原

樋
口

桑
原

水
野

市
川

木
村

安
西

黒
岩

六
合
村
教
委
教
育
長

塩
野

六
合
村
教
委
課
長

茂
樹

由
紀

賢守
雄

正
臣

紀
明

文
夫

英
介

中
沢

茂
木 日茂
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猛且

久
吉

良



側
『
の
び
ゆ
く
六
合
村
』

平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

初
版
発
行

編
集
責
任
者

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

関

常
男

発
行
責
任
者

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

関

常
男

印
刷
所

株
式
会
社

ぎ
よ
〉
っ
せ
い

社
会
科
副
読
本
全
面
改
訂
に
あ
た
っ
て

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

関

常
男

六
合
村
教
育
委
員
会
で
は
、
小
学
校
社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
六
合
村
」

を
過
去
三
回
に
わ
た
り
改
訂
を
行
な
い
「
の
び
ゆ
く
六
合
村
」
と
し
て
発
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
伴
い
、
今
回
全
面
改
訂
を
行
い
新
装
版
「
の

び
ゆ
く
六
合
村
」
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
国
際
化
の
今
日
、
外
国

を
理
解
す
る
に
は
ま
ず
郷
土
を
理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

三
年
生
・
四
年
生
の
児
童
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
で
も
、
村
の
姿
を
知
る
上
で
参
考
と
な
り
ま
す
。
児
童
た
ち
と
共
に
活
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副
読
本
全
面
改
訂
に
あ
た
り
、
お
忙
し
い
中
終
始
熱
心
に
研
究
さ
れ
、
御
尽
力
賜

り
ま
し
た
編
集
委
員
の
先
生
方
ま
た
貴
重
な
資
料
等
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
科
副
読
本
改
訂
委
員

学校教育

平
成
十
四
年
度

第
一
小
学
校
校
長

佐
藤

英
子

第
一
小
学
校
教
頭

安
済

博
明

第
一
小
学
校
教
諭

第
一
小
学
校
教
諭

入
山
小
学
校
校
長

入
山
小
学
校
教
頭

入
山
小
学
校
教
諭

入
山
小
学
校
教
諭

入
山
中
学
校
教
諭

平
成
十
五
年
度

第
一
小
学
校
校
長

第
一
小
学
校
教
頭

第
一
小
学
校
教
諭

第
一
小
学
校
教
諭

入
山
小
学
校
校
長

入
山
小
学
校
教
頭

入
山
小
学
校
教
諭

入
山
小
学
校
教
諭

伺
『
わ
た
し
た
ち
の
中
之
条
町
』

山
田

浩
昭

篠
原
久
仁
子

敏
秀

福
原

熊
JI! 

荒
木

干
川

岸坂
井

安
済

貞
司

孝
史

和
規

顕
司

宏
治

博
明

篠
原
久
仁
子

幹
彦

関福
原

熊
JI! 

荒
木

奥
木

編
集
責
任
者

平
成
二
十
三
年

発
行
責
任
者

印
刷
所

副
読
本
改
訂
に
あ
た
っ
て

敏
秀

貞
司

孝
史

芳
明

け
川
戸
川
川
吋

戸
』
・
「
白
川

発
行
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中
之
条
町
教
育
研
究
所
長

中
之
条
町

荒
瀬
印
刷
株
式
会
社 教

育
長

唐
津

正
明

唐
津

正
明



育

中
之
条
町
教
育
委
員
会

正
明

教
育
長

唐
津

教

こ
の
「
わ
た
し
た
ち
の
中
之
条
町
」
は
昭
和
四
十
六
年
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
以
来
今
日
ま
で
十
一
回
の
改
訂
を
行
い
、
そ
の
時
々
の
小
学
校
の
コ
了
四
年
生

が
社
会
科
の
副
読
本
と
し
て
使
用
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で
教
科
書
が
新
し
く
な
る
こ
と
と
六
合
村
と

中
之
条
町
が
合
併
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
副
読
本
も
全
面
的
に
改
訂
を
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。

コ
了
四
年
生
の
社
会
科
で
は
、
中
之
条
町
と
群
馬
県
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
ふ
る
さ
と
に
対
す
る
理
解
と

愛
情
、
協
力
し
合
う
心
を
育
て
、
子
供
た
ち
の
公
民
的
資
質
の
基
礎
を
養
う
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
副
読
本
の
内
容
は
、
自
分
た
ち
の
学
校
の
ま
わ
り
の
様
子
か
ら
学
習
を
始
め
、

中
之
条
町
全
体
の
様
子
、
中
之
条
町
で
働
く
人
々
、
暮
ら
し
を
守
り
、
健
康
で
住
み

よ
い
く
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
人
々
の
工
夫
や
努
力
、
中
之
条
町
の
歴
史
の
学
習

を
展
開
し
、
群
馬
県
の
様
子
に
ま
で
学
習
が
発
展
で
き
る
よ
う
に
内
容
を
構
成
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
改
訂
で
は
、
学
習
内
容
を
新
学
習
指
導
要
領
に
準
じ
た
も
の
に
書
き
換
え

る
と
と
も
に
、
新
し
く
六
合
地
区
の
内
容
を
付
け
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
内
容
を
全

面
的
に
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
も
、
こ
の
新
し
い
副
読
本
に
関
心
を
寄
せ
て
頂
き
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
新
し
い
中
之
条
町
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
刊
行
の
意

義
も
一
層
深
ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
本
副
読
本
の
作
成
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
小
学
校
の
先
生
方
を
は

じ
め
、
御
指
導
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
科
副
読
本
作
成
委
員

平
成
二
十
三
年
度

校
長

高
橋

直
幸

高
橋

俊
昭

教
頭

鈴
木

山
本

政
行

秀

中
之
条
小
学
校

山
田

久
次

沢
田
小
学
校

関

幹
彦

伊
参
小
学
校

高
橋

清

名
久
田
小
学
校

初
見

~尭
!火

子

六
合
小
学
校

高
橋

春
寿
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社会科副読本



6
.
白
根
聞
善
学
校

白
根
開
善
学
校
は
、
本
吉
修
二
校
長
の

「
人
聞
は
善
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
い

う
強
い
信
念
の
も
と
に
、
群
馬
県
吾
妻
郡

中
之
条
町
(
旧
六
合
村
)

の
人
里
離
れ
た

白
根
山
の
山
中
に
聞
か
れ
た
豊
な
自
然
に

包
ま
れ
た
学
校
で
あ
る
。

新
緑
が
萌
黄
色
に
山
肌
を
染
め
た
平
成

二
十
三
年
五
月
十
七
日
午
前
十
時
、
山
本
・

剣
持
の
二
人
で
白
根
開
善
学
校
を
訪
問
し

た
。
私
に
と
っ
て
は
六
合
南
小
学
校
在
職

白根聞善学校

当
時
以
来
ほ
ぼ
三

O
年
ぶ
り
二
度
目
の
訪
問
で
あ
っ
た
。
玄
関
に
は
中
等
部
部
長
の

麻
野
忠
彦
先
生
が
出
迎
え
て
く
れ
、
応
接
室
で
お
話
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
た
。

間
学
校
の
開
設
と
沿
革
の
概
要

「
人
は
み
な
善
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」
|
ど
ん
な
子
ど
も
も
心
の
中
で
は
善
く

な
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
、
ど
ん
な
子
も
善
く
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
だ
か

ら
何
か
を
教
え
込
ん
だ
り
、
ど
こ
か
へ
引
っ
張
っ
て
行
っ
た
り
す
る
の
で
は
な
く
、

厳
し
い
自
然
、
孤
独
、
空
腹
な
ど
と
闘
い
、
共
同
生
活
で
の
人
間
関
係
な
ど
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
自
ら
が
自
立
の
心
、
連
携
の
心
を
学
び
、
二
十
一
世
紀
を
悠
々
と
生

き
て
い
く
力
を
身
に
付
け
て
い
く
の
を
見
守
っ
て
や
れ
ば
い
い
ー
を
教
育
の
基
本
に

据
え
て
、
昭
和
五
十
三
年
創
立
者
本
吉
修
二
先
生
を
中
心
に
、
別
荘
地
と
し
て
開
発

学校教育

て
開
校
し
た
。

さ
れ
た
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
た
吾
妻
郡
六
合
村
入
山
小
倉
地
区
を
設
置
場
所
に
決
め

ノノ 昭
和
五
十
二
・
十
了
二
十
五

十
二
・
二
十
五

昭
和
五
十
三
・

II ノ/ノノII 昭
和
五
十
四
・

ノノII II 昭
和
五
十
五
・

昭
和
五
十
六
・

昭
和
五
十
七
・

ノYII 昭
和
五
十
八
・

ノノII 昭
和
五
十
九
・

ノノII 

四

十

五

十

七

II II 

コ
了
二
十
五

四

十

II 

十
五

六
三
十

九

十

七一一一. 八
・
二
十
九

九
・
十
五

七
・
十

十十
二
・
二
十
二

一
・
二
十
三

校
地
三
三

O
五
九
2m取
得

財
団
法
人
白
根
開
善
，>u. 

ナ

校
設
立
準
備
財
団
設
立
認
可

校
地
四

J
二
四

am借
用

生
徒
寮

旧
食
堂
取
得

二
十
八

生
徒
全
員
が
山
へ

中
等
部
校
舎
新
築

授
業
開
始

学
校
法
人
白
根
開
善
学
校

開
校
式
及
び
第
一
回
入
学
式

中
等
部
二
年
二
一
名
転
入

中
等
部
第
一
回
卒
業
式

生
徒
寮
新
築

高
等
部
用
校
舎
新
築

二
十

教
職
員
宿
舎
新
築

中
等
部
設
置
認
可

中
等
部
一
年
二

O
名
入
学

中
等
部
三
年
一
八
名
転
入

卒
業
生
一
八
名

生
徒
寮
新
築

白
根
開
善
学
校
高
等
部
設
置
認
可
高
等
部
第

四
入
学
式
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一_t_../、、

浴
場
新
築

三
十

七

高
等
部
第
一
回
卒
業
式

工
芸
技
術
校
舎
新
築

卒
業
生
二
二
名

男
性
浴
場

及
び
教
職
員
住
宅
新
築

六
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成

五
二
一
十
五
食
堂
及
び
教
職
員
在
宅
新
築

中
等
部
用
校
舎
新
築

体
育
館
及
び
生
徒
寮
新
築

七

美
術
工
芸
校
舎
新
築

十
了

校
地
四
、
三
七
六

2m取
得

教
員
在
宅
二
棟
新
築



II 

育教

昭
和
六
十

ノノノノII ノノノノ

十
二
・
二
十
四
総
合
運
動
場
用
地
三

O
九
三
九
ぱ
借
用

十
二
・

十
二
・
二
十

一一. 

五
陶
芸
織
染
校
舎
新
築

生
徒
寮
新
築

十

九
二
一
十
五
総
合
運
動
場
一
次
造
成
完
了

十
二
学
校
林
用
二
二
五
三

0
0
2
m借
用

十
二
・
二
十
四
初
心
者
ス
キ

1
練
習
場
二
、

O
四
九
ぱ
造
成

中
等
部
校
舎
増
築

十十
二
・
三
十
一

昭
和
六
十
一
・
十
二
・
二
十
五
生
徒
寮
新
築

十

弓
道
場
造
成

II 昭
和
六
十
三
・

ノノノノ平
成

ノノ平
成

Yノ平
成

ノノII 平
成

平
成

十

二
干
一

総
合
運
動
場
第
二
次
造
成
完
了

ノノII II 

白
根
開
善
学
校
初
等
部
設
置
認
可

十
二
・
二
十
五
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
新
築

初
等
部
第
一
回
入
学
式

十
二
・

一苅・
一一. 一一. 

十
了

四
・
十
一
・

五
・
十
二
・ 四

初
等
部
(
小
学
校
)
開
校

七

創
立
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

七

ス

キ

l
練
習
場
三
、
九
五
五
ぱ
造
成

二
・
二
十
二
教
員
住
宅
新
築

四

十
四
生
産
技
術
セ
ン
タ
ー
新
築

二
十
四
日
開
所

五
・
二
十
二
教
育
用
無
線
局
開
設
免
許

開
局

七
自
家
用
予
備
発
電
装
置
設
置

七
二
一
十
四
中
等
部
運
動
場
拡
張
工
事
及
び
夜
間
照
明
六
基
設
置

八

九
教
育
用
無
線
局
増
設
・
免
許

十
九
下
水
処
理
集
中
合
併
浄
化
槽
完
成

十
六
新
美
術
木
工
家
庭
科
校
舎
新
築

新
初
等
部
校
舎
改
装

十
九
情
報
教
育
校
舎
新
築

平
成

八

十

七

N
T
T
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事
業
「
こ
ね
っ
と
・
プ
ラ
ン
」

II 

十
二
・

本
校
ホ

l
ム
ペ

l
ジ
開
設

平
成

九

一一. 
十
九
群
馬
県
同
和
教
育
研
究
指
定
校
指
定

平
成

創
立
二
十
周
年
記
念
式
典
挙
行

十

七

「
白
根
開
善
学
校
物
語
・
山
の
学
校
か
ら
の
メ
ッ
セ

l

ジ
」
窪
井
新
次
郎
著

東
洋
館
出
版
社
よ
り
刊
行

平
成

十
三
・

白
根
開
善
学
校
初
等
部

休
校

四

ノノ

四

二
十

中
村
紀
雄
著
「
遥
か
な
る
白
根
」
白
根
開
善
学
校

極
限
の
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
歩
|
燥
乎
堂
よ
り
発
行

平
成
十
六
・

「
子
ど
も
た
ち
と
生
き
る
」
語
る

本
吉
修
二

三
・
三
十

編
著

内
山

充

上
毛
新
聞
社
出
版
局
よ
り
発
行
さ
れ
る

学
校
創
設
者
で
校
長
の
本
吉
修
二
先
生
は
、
昭
和
六
年
に
大
阪
市
で
生
ま
れ
た
。

一
歳
の
時
母
親
が
結
核
で
亡
く
な
っ
た
た
め
、
父
親
の
故
郷
鹿
児
島
県
川
内
市
に
帰
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り
祖
母
の
も
と
で
育
て
ら
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
慶
応
大
学
に
入
学
し
て
教
育
学
を

学
び
、
教
育
者
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
、

昭
和
五
十
二
年
三
月

人
里
離
れ
た
厳
し
い
自
然
の
中
で
心
身
を
鍛
え
た
い
。
現

代
文
明
に
害
さ
れ
て
い
る
子
供
た
ち
を
蘇
え
ら
せ
る
に
は
、
な
る
べ
く
文
明
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
が
よ
い
と
い
う
建
学
の
信
念
に
基
づ
い
て
、
旧
六
合
村
小
倉
の
奥
地
の

現
在
地
を
訪
れ
、
学
校
の
建
設
地
に
決
め
、
理
想
の
学
校
建
設
に
取
り
か
か
っ
た
。

聞
教
育
理
念

学
校
設
立
当
初
か
ら
、
入
学
し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
、
卒
業
し
て
い
く
子
ど
も
た

ち
、
そ
し
て
教
師
や
親
た
ち
を
じ
っ
と
見
守
っ
て
き
た
学
校
の
門
標
の
下
に
刻
ま
れ



て
い
る
言
葉
1

「
人
は
み
な
善
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
」

i
本
校
は
ま
さ
に
こ
の
一

言
の
上
に
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本
校
は
子
ど
も
た
ち
が
持
つ
豊
か
で
人
間

的
な
個
性
を
大
切
に
伸
ば
し
、
善
く
な
ろ
う
と
す
る
力
を
十
分
に
培
い
、
ど
ん
な
社

会
の
中
で
も
力
強
く
生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
援
助
し
、
指
導
す
る
た
め

に
、
ま
ず
可
能
な
限
り
一
人
一
人
を
正
確
に
把
握
す
る
事
が
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え

ま
す
。
ま
た
無
理
な
目
標
を
設
定
し
て
子
ど
も
た
ち
を
強
引
に
引
っ
張
っ
て
い
く
の

で
は
な
く
一
人
一
人
を
尊
重
し
た
上
で
教
育
を
ス
タ
ー
ト
し
、
彼
ら
の
歩
み
を
見
つ

め
、
ゆ
っ
く
り
と
将
来
を
見
す
え
な
が
ら
一
緒
に
前
進
し
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
生
徒
と
あ
ゆ
む
た
め
に
は
教
師
も
、
父
母
も
善
く
な
ろ
う
と
す

る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
か
ら
、
父
母
研
修
と
い
う
こ
泊
三
日
で
学
校
内

で
の
子
ど
も
の
生
活
ぶ
り
を
見
な
が
ら
、
教
師
と
対
話
す
る
機
会
を
必
須
と
し
て
設

け
て
い
ま
す
。

閣
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
強
歩

開
善
学
校
の
強
歩
が
始
ま
っ
た
の
は
、
開
校
三
年
目
の
昭
和
五
十
五
年
十
月
、

四
万
温
泉
か
ら
暮
坂
峠
を
経
て
学
校
ま
で
四
七
キ
ロ
。
翌
年
は
榛
名
須
賀
尾
|
学

校
か
ら
五
五
キ
ロ
、
翌
々
年
は
軽
井
沢
i
学
校
六
四
キ
ロ
、
次
の
年
は
田
沢
温
泉

鳥
居
峠
学
校
八
四
キ
ロ
と
だ
ん
だ
ん
距
離
を
延
ば
し
て
五
回
目
の
赤
城
コ

l
ス
か

ら
初
め
て
百
キ
ロ
に
な
っ
た
。
そ
の
後
も
、
何
度
か
コ

1
ス
を
変
え
、
試
行
錯
誤
を

重
ね
た
が
、
平
成
二
年
か
ら
は
現
在
の
西
吾
妻
コ

1
ス
(
学
校
|
花
敷
温
泉
l
北
軽

井
沢
花
敷
温
泉
学
校
)
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。

学校教育

中
止
は
台
風
一
九
号
に
直
撃
さ
れ
た
六
十
二
年
の
第
八
回
だ
け
。
幸
い
な
こ
と
に

事
故
は
一
度
も
な
い
。
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育教

四

社
会
教
育

文
化
協
会
の
設
立
ま
で
の
あ
ら
ま
し
と
あ
ゆ
み

物
質
的
な
豊
か
さ
の
な
か
で
、
物
質
的
文
明
の
弊
害
が
強
く
現
れ
る
と
、
人
々
の

関
心
は
精
神
的
文
明
を
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
本
村
に
お
い
て
も
、
早
く
は
昭
和
三
十
九
年
頃
よ
り
始

ま
っ
た
。
俳
句
愛
好
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
年
を
経
る
ご
と
に
各
種
の
愛
好
会
や
同

好
会
、
サ
ー
ク
ル
等
が
結
成
さ
れ
、
地
域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
心
の
豊
か
さ
を
求
め
る
気
持
ち
が
人
々
の
中
に
広
が
っ
て
、

文
化
活
動
は
私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
き
た
。

各
種
の
愛
好
会
や
同
好
会
、
サ
ー
ク
ル
等
の
独
自
な
活
動
だ
け
で
は
、
よ
り
以
上

の
発
展
が
望
ま
れ
な
い
面
が
あ
り
、
そ
の
対
応
策
と
し
て
、
文
化
活
動
の
核
と
な
る

べ
き
も
の
の
必
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
本
村

の
文
化
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六
合
村
文
化
協
会
の
あ
ゆ
み
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術

野宿 表i;; 場 五
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よ 宣自 等

周念記年解り
. 、、_./

京日 無
散 の 仁コ

里 館 コ
、、_./ 、』〆 ン

サ

ト

教

各
部
の
活
動

茶
道
部

O
活
動
状
況

-
茶
道
愛
好
者
集
い

-
文
化
祭
に
参
加
(
茶
道
体
験
)

-
小
学
校
訪
問

華
道
部

O
活
動
状
況

-
花
展
視
察
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-
文
化
祭
に
参
加
(
作
品
展
示
)

-
花
材
採
集
研
究
会
参
加

俳
句
部

O
活
動
状
況

-
一
人
三
句
提
出
し
た
俳
句
の
詠
草
を
紙
面
、
添
削
、
指
導
し
て
も
ら
っ
て
い
る

・
文
化
祭
に
参
加
(
作
品
展
示
)

書
道
部

O
活
動
状
況

-
月
例
会

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)



手
工
芸
部

-
黒
岩

い
+
り

O
活
動
状
況

-
中
津

し=

し

-
農
閑
期
に
活
動

-
茂
木

栄
子

-
文
化
祭
に
参
加
(
作
品
展
示
)

O
活
動
状
況

O
学
習
内
容

-
毎
月
二
回
午
後
七
時
よ
り
研
修

-
初
回
は
全
員
で
作
品
作
り
を
行
う

-
芸
能
発
表
会
参
加

-
各
自
仕
上
げ
を
行
い
、
分
か
ら
な
い
部
分
は
個
々
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う

-
琴
荒
会
員
の
集
い
参
加

-
長
年
作
り
た
め
た
型
紙
・
見
本
を
ま
わ
し
作
品
作
り
を
行
う

-
研
修
旅
行
参
加

日
本
舞
踊
部

詩
吟
部

O
活
動
状
況

O
指
導
者

-
年
三
回
程
度
練
習
や
反
省
会
を
行
う

-
名
誉
会
長

本
多
岳
江
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-
発
表
会
に
備
え
練
習
や
自
主
練
習
を
行
う

-
常
任
顧
問

黒
岩
岳
勇

-
芸
能
発
表
会
参
加
(
六
合
・
郡
老
連
等
)

O
活
動
状
況

-
毎
月
第
二
土
曜
日
、
第
四
土
曜
日

囲
碁
部

-
芸
能
発
表
会
参
加

O
活
動
状
況

-
毎
月
第
二
土
曜
日

午
後
一
時
よ
り
研
修

三
昧
線
ク
ラ
ブ

-
吾
妻
老
連
囲
碁
大
会
に
参
加

O
指
導
者

関

定
夫

大
正
琴

町
田

柳
水

社会教育

。
指
導
者

O
活
動
状
況

-
荒
川

利

-
毎
月
第
一
月
曜
日
、
第
三
月
曜
日
午
後
三
時
よ
り
研
修

-
中
沢
と
み
え

-
芸
能
発
表
会
参
加



育

嫌
倉
彫
り
部

文
化
を
守
る
会

教

O
指
導
者

O
活
動
状
況

-
矢
島
み
さ
ほ

-
語
り
の
会
(
年
に
数
回
)

。
活
動
状
況

-
毎
月
一
回
午
前
十
時
よ
り
研
修

-
六
合
巡
り
(
自
然
・
文
化
・
歴
史
)

・
文
化
祭
参
加
(
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
お
も
ち
ゃ
作
り
)

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

陶
芸
部

民
謡
踊
り

。
指
導
者

O
活
動
状
況

中
山

穣

-
毎
月
二
回
、
会
員
の
都
合
の
良
い
日
に
一
一
時
間

O
活
動
状
況

-
芸
能
発
表
会
参
加

-
毎
月
第
二
火
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

1

-
陶
芸
作
品
作
り

短
歌
部

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

526 

O
指
導
者

-
市
川

春
男

絵
画
部

O
活
動
状
況

O
活
動
状
況

-
毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
二
時
よ
り
月
例
歌
会

-
毎
月
第
三
金
曜
日
午
前
十
時

1
午
後
三
時

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

-
屋
外
教
室
一
回

-
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

古
文
書
部

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

O
活
動
状
況

-
毎
月
一

1
二
回
、
午
後
七
時

1
午
後
十
時

切
り
絵
同
好
会

-
文
化
祭
参
加
(
資
料
展
示
)

・
県
内
歴
史
文
化
施
設
視
察
研
修

O
指
導
者

-
後
藤
伸
行



O
活
動
状
況

-
実
技
例
会

-
町
内
研
修

-
町
外
研
修

・
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

俳
画
部

O
指
導
者

-
安
斎
洋
信

O
活
動
状
況

-
毎
月
第
四
金
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

i
三
時
三
十
分

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

・
長
野
県
上
田
市
リ
ヴ
ィ
ン
百
貨
庄
ギ
ャ
ラ
リ
ー

展
示
参
加

-
六
合
郵
便
局
・
花
楽
の
里
、
く
つ
ろ
ぎ
の
湯
展
示
(
年
間
を
通
し
て
)

-
花
楽
の
里
、
牧
水
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
安
斎
先
生
門
下
生
総
参
加
の
大
展
示
会

で
展
示

-
六
合
中
学
校
ふ
れ
あ
い
体
験
参
加

-
四
ヶ
町
村
ふ
る
さ
と
再
発
見
学
習
会
参
加

編
物
部

社会教育

O
指
導
者

-
藤
江
悦
子

O
活
動
状
況

-
毎
月
第
二
木
曜
日
、
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
三
十
分

1

-
文
化
祭
参
加
(
作
品
展
示
)

ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ

O
指
導
者

柳
田

二
郎

O
活
動
状
況

-
平
成
十
四
年
六
月
二
十
九
日
設
立

-
毎
月
第
二
木
曜
日
・
第
四
木
曜
日
午
後
七
時
よ
り
講
習
会
を
開
催

-
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
、
草
津
そ
よ
風
、
メ
デ
ス
草
津
、

セ
ラ
ヴ
ィ
草
津
、
六
合
こ
ど
も
園
な
ど
の
地
域
の
病
院
や
福
祉
施
設
な
ど
に
慰

問
演
奏

-
村
の
敬
老
会
や
芸
能
発
表
会
な
ど
の
行
事
に
参
加

527 

-
吾
妻
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
な
ど
の
郡
内
外
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
賛
助
出
演

-
群
馬
ト
レ
モ
ロ
ハ
ー
モ
ニ
カ
ク
ラ
ブ
定
期
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
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市
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平
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原
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子

加
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沢
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原

文
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本

勝

福
次

山

本

好

勇

里
閉
山
石
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ち

黒
岩

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

萩

原
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吉
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原

長

黒

岩

善

中

沢

要

平

山

本

光

也

み
か

安
原

山

本

貞

雄

冨
沢

賢
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沢
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藤

宏

子

加
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鶴
江

中

沢

要

平

篠

原

文

夫

山

本

勝

山

本

好

勇

黒
岩

い
ち

黒
岩

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

み
か

か
ん孝勇

い
ち

萩
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与

吉

萩

原

長

黒
岩
善
一

中

沢

要

平

山

本

光

也
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原
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沢

中
沢
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子
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平
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原

文

夫
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勝
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本

好

黒
岩

黒
岩

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

山

田

達

治
み
か

富

沢

葉

子

富

沢

久

幸

萩

原

長

山
本

由
平

中

沢

要

平

山

本

光

也

安
原

秀
司

富

沢

久

幸

萩

原

長

山
本

由
平

中

沢

要

平

山

本

光

也

み
か

安
原

か
ん

山

本

文

雄

関

庄

太

郎

一

関

庄

太

郎

冨

沢

か

ん

孝

中
沢

武

藤

宏

子

勇

黒
岩

い
ち

黒
岩

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

孝

中
沢

武

藤

宏

子

市

川

安

江

中

沢

要

平

山

本

勝

山

本

栄

勇

黒
岩

し当

ち

黒
岩

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

富

沢

葉

子
み
か

市

川

春

男

山
本

由
平

萩

原

長

山
本
昭
五
郎

中

沢

要

平

山

本

光

也

安
原

冨

沢

か

ん

(
俳
句
)

孝

中
沢

武

藤

宏

子

市

川

安

江

中

沢

要

平

山

本

勝

山
本

栄

勇

黒
岩

い
ち

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

山

田

達

治

萩

原

長

山

本

由

平

一

本

多

秀

次

萩

原

長

山
本
昭
五
郎

山

本

光

也

み
か

安
原

冨
沢

孝

中
沢

武

藤

宏

子

本

多

秀

次

萩

原

長

本

多

秀

次

萩

原

長

中

沢

久

吉

富

沢

久

好

一

富

沢

久

好

一

富

沢

久

好

中

沢

久

吉

山

本

光

也

み
か

安

原

み

か

萩
原
好
子
一
萩
原

か
ん

冨
沢

孝

中
沢

市
百川
ぎ安

江

市
II[ 

安
江

武

藤

宏

子

中
沢
要
平
一
富
沢

山

本

勝

山
口

勇

黒
岩

市
川
ト
ヨ

(
民
舞
)

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

山

田

達

治

市

川

春

男

山

本

勝

j育

山
口

勇

黒
岩

市
川

ト
ヨ

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

冨
沢

山

田

達

治

市

川

春

男

中

沢

久

吉

山
本

光
也

山

本

光

也

本

多

秀

次

萩

原

長

富

沢

久

好

中

沢

久

吉

山

本

光

也

中

村

義

司

荻

原

長

富

沢

久

好

市

川

春

男

山
本

山

本

三

男

河

野

和

男

(
六
合
中
)

篠
原
六
三
郎

市
川
け
さ
江

山
本

光
也

中

村

義

司

萩

原

長

富

沢

久

好

市

川

春

男

誠

山
本

誠

山
本
二
一
男

篠

原

洋

輔

(
六
一
小
)

篠
原
六
三
郎

黒
岩
て
る
子

山

本

光

也

安
原

か
ん

冨
沢

孝

中
沢

武

藤

宏

子

市

川

安

江

昇

中
沢
要
市
l

山
口

清

本

多

昭

仁

勇

黒
岩

市

川

ト

ヨ

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

山

田

達

治

市

川

春

男
か
ん

山
本

因
子

孝

中
沢

武

藤

宏

子

市

川

安

江

富
沢

山
口

孝昇
盛
雄

山

本

因

子

中
沢

武

藤

宏

子

市

川

安

江

富
沢

孝

市

川

春

男

528 

黒
岩
て
る
子

中
沢

武

藤

宏

子

市

川

安

江

昇

富
沢

黒
岩
て
る
子

本

多

昭

仁

一

本

多

昭

仁

一

萩

原

克

巳

勇

山

本

鉄

雄

勇

黒
岩

市

川

ト

ヨ

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

山

田

達

治

市

川

春

男 勇

孝

中
沢

孝

武

藤

宏

子

市

川

安

江

富
沢

昇

昇

山
口

黒
岩

市

川

ト

ヨ

石

山

金

作

中
沢
と
み
え

山

田

達

治

市

川

春

男

山

本

岩

男

安

原

義

治

中
沢
と
み
え

黒
岩

富

沢

菜

子

萩

原

克

巳

山

本

鉄

雄

山

本

岩

男

安

原

義

治

中
沢
と
み
え

黒
岩

勇

勇

富

沢

葉

子

市

川

春

男



社会教育

山
本

男

星

河

福

司

山
田
隆
太
郎

安

原

義

治

山
本

萩

原

与

吉

山

本

善

繁

中

沢

久

吉

山

本

清

司 男

山
本

男

山
本

由
平

山
本

由
平

山
本

由
平

本

多

秀

次

本

多

秀

次

本

多

秀

次

本

多

秀

次

山
本
善
繁
↑
山
本
善
繁

茂

木

真

山

本

善

繁

山

本

善

繁

山

本

善

繁

山

本

善

繁

山

本

善

繁

山

本

善

繁

山

本

善

繁

富
沢
武
雄
二
邑
沢
武
雄

山

本

清

司

中

沢

久

吉

茂

木

真

茂

木

真

明
田
川
道
雄
一
茂
木
真

中

村

義

司

茂

木

真

山
本
今
朝
吉

大

淵

虞

司

中

村

義

司

山
本
今
朝
吉

大

淵

贋

司

明
田
川
知
代

中

村

義

司

山

本

善

繁

茂

木

真

山
本
今
朝
吉

依
田
た
つ
子

明
田
川
知
代

中

村

義

司

山

本

善

繁

茂
木
亘
(

山
本
今
朝
吉

依
田
た
つ
子

明
田
川
知
代

山

本

善

繁

湯
本
栄
次
郎

山
口

主
耳
目
ム

7」

山
本
今
朝
吉

楼
井

明
田
川
知
代

山

本

善

繁

湯
本
栄
次
郎

山
口

義
之

山
本
今
朝
吉

楼
井
運
三

529 



育教

萩

原

長

中

村
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一

中
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司

萩

原

長

富

沢

久

好

一

富
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好

一

富

沢
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好

市

川
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男

一

市
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春

男

誠

山

本
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二

町
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喜

彦

安
原
十
三
四

(
入
山
小
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市
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町
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四
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宏

衛

福

原

敏

秀

(
入
山
小
)

黒

岩

勇

加
辺
千
鶴
江

関安

原

義

治

萩

原

克

己

山

本

房

勝

山

本

岩

男
闘
次

山
口

園
次

星

野

次

雄

萩

原

長

篠

原

辰

夫

一

篠

原

辰

夫

萩

原

長

悦
行

山
口

萩

原

長

山
口

常
男
一
関中

津

宏

衛

坂

井

宏

治

(
六
一
小
)

黒

岩

勇

喜

み
か

安
原

萩

原

長

悦
行

山
口

常
男
一
茂
木
真
一

勇

山

本

峯

松

茂

木

俊

子

(
六
合
中
)

黒
岩

安

原

義

治

萩

原

克

巳

山

本

房

勝

山

本

岩

男
常
男
一
関中

津

宏

衛

西

脇

進

(
入
山
小
)

黒
岩

¥" 
し

安
原
キ
ヌ
エ

悦
行

山
口

み
か

安

原

み

か

加
辺
千
鶴
江
一
加
辺
千
鶴
江

安

原

み

か

黒
岩

荻

原

克

巳

山

本

房

勝

山

本

岩

男

茂

木

真

萩

原

豊

子

一

茂

木

栄

子

勇

山

本

峯

松

中

山

邦

男

(
六
合
小
)

黒

岩

勇

勇
一
黒
岩

萩

原

克

巳

山

本

鉄

雄

伊
藤
千
代
子
一
伊
藤
千
代
子
一
伊
藤
千
代
子
一
伊
藤
千
代
子

山

本

岩

男

中
沢
と
み
え勇

黒
岩

茂

木

栄

子

一

茂

木

栄

子

一

茂

木

栄

子

勇

黒
岩

市

川

春

男

一

市

川

春

男

富

沢

葉

子 勇

国
間
岩

山
本
士
山
げ
代

市

川

春

男

山
本
志
げ
代

市

川

春

男

安

原

み

か

加
辺
千
鶴
江

勇

津

田

園

松

萩

原

克

巳

山

本

房

勝

山

本

岩

男

山
口

償π 

黒
岩

勇

悦
行

山
本
日
出
男

市

川

春

男

篠

原

巌

小
野
塚
則
幸

(
六
合
中
)

黒
岩

勇

茂

木

栄

子

山
本
美
千
代

加
翠
T
鶴
江
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黒
岩

勇

山

本

岩

男

伊
藤
千
代
子
一
伊
藤
千
代
子

茂

木

栄

子

茂

木

栄

子

勇

黒
岩

山
本
志
げ
代

市

川

春

男

一

市

川

春

男

山
本
志
げ
代

勇

黒
岩

勇



山

本

照

雄

山

本

照

雄

篠
原
ゆ
き
子

篠
原
ゆ
き
子

中
沢
ア
キ
エ

中
沢
ア
キ
エ

中
沢
ア
キ
エ

中
沢
ア
キ
エ

冨
沢
み
ち
代

冨
沢
み
ち
代

安

原

義

治

安

原

義

治

市
川
富
士
子

中
津

明
田
川
知
代

関

常
男

関

関

常
男

常
男
一
関

山

本

章

男

安
原
十
三
四

浅

沼

俊

子

山

本

章

男

ア
サ
子

中
津
や
す
子

中
津
や
す
子

中
津
や
す
子

中
津
や
す
子
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篠
原
ゆ
き
子

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

し通

し

市
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富
土
子

武

藤

宏

子

冨

沢

か

ん

常
男

山

本

章

男

山

本

伸

篠
原
ゆ
き
子

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

中
津

武

藤

宏

子

関明
白
川
知
代

中

津

宏

衛

山

本

章

男

山

本

仲

篠
原
ゆ
き
子

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

しミ

し

中
津

武

藤

宏

子

フ
サ
子

関明
田
川
知
代

中

津

宏

衛

山

本

光

也

山

本

伸

山
口

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

しミ

し

中
津

武

藤

宏

子

ア
サ
子

関

フ
サ
子

明
田
川
知
代

中

津

宏

衛

山

本

光

也

山

本

伸
恵
子

し通

し

山
口

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

中
津

武

藤

宏

子

関明
日
川
知
代

中

津

宏

衛

山
田

正
人

安
原
十
三
四

山

本

光

也

山

本

伸
憲
子

しミ

し

ア
サ
子

山
口

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

中
津

武

藤

宏

子

関明
田
川
知
代

中

津

宏

衛

山
本
日
出
男

安
原
十
三
四

山
本
今
朝
吉

中
津
や
す
子

フ
サ
子

恵
子

し〉

し

山
口

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

中
津

武

藤

宏

子

関明
田
川
知
代

中

津

宏

衛

山
本
日
出
男

安
原
十
三
四

山
本
今
朝
吉

中
津
や
す
子

恵
子

しミ

し

フ
サ
子

山
口

中
沢
ア
キ
エ

安

原

義

治

中
津

明
白
川
知
代

中

津

宏

衛

中

海

宏

衛

安
原
十
三
四

山

本

忠

雄

篠
原
千
登
世

恵
子
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育教

六
合
村
の
文
化
を
守
る
会

「
六
合
村
の
文
化
を
守
る
会
」
は
、

一
九
七

O
年
一
月
二
十
六
日
に
「
入
山
小
民

話
研
究
会
」
と
し
て
誕
生
し
た
。

活
動
と
し
て
は
、
六
合
村
に
残
る
様
々
な
文
化
を
発
掘
、
収
集
し
、
調
査
、
研
究
し
、

保
存
と
発
展
の
た
め
に
村
お
よ
び
村
民
の
協
力
を
得
て
運
営
し
て
い
く
も
の
と
し
た
。

一
、
主
な
活
動

①
「
む
か
し
か
た
り
」
採
集
、
整
理
と
保
存

②
「
む
か
し
か
た
り
」
を
広
め
、
村
民
の
も
の
と
す
る

③
あ
ら
ゆ
る
文
化
財
の
発
掘
、
収
集
、
調
査
と
研
究
、
保
存
、
発
展
に
つ
と
め
る

④
村
外
の
文
化
団
体
と
の
交
流
と
文
化
の
研
究
に
つ
と
め
る
。

二
、
会
の
歴
史

0

一
九
七

0
年
度

-
「
入
山
小
民
話
研
究
会
」
と
し
て
、
職
員
有
志
に
て
発
足
(
一
月
二
十
六
日
)

-
「
む
か
し
か
た
り
」
第
一
、
二
集
発
行
、
各
戸
、
各
団
体
等
に
配
布

-
「
原
話
集
」
発
行

。
一
九
七
一
年
度

-
野
外
劇
「
ほ
り
き
り
沢
の
竜
」
を
運
動
会
に
全
校
で
演
じ
る

0

一
九
七
二
年
度

-
「
入
山
む
か
し
か
た
り
の
会
」
と
改
称
(
八
月
三
日
)
松
谷
み
よ
子
氏
来
村

0

一
九
七
三
年
度

-
「
入
山
の
文
化
を
守
る
会
」
と
改
称
(
二
月
二
十
日
)

-
「
六
合
村
の
文
化
を
守
る
会
」
と
改
称
(
六
月
十
七
日
)

。
一
九
七
六
年
度

-
群
馬
県
文
化
財
総
合
調
査
協
力

.
富
山
県
利
賀
村
正
月
行
事
視
察

0

一
九
八

0
年
度

-
上
州
路
「
山
里
に
生
き
る
人
々
」
に
六
合
村
を
紹
介

-
六
合
村
芸
術
区
と
六
合
村
シ
ン
ポ
ジ
ュ

1
ム
に
参
加

-
県
教
育
委
員
会
「
六
合
の
山
里
」
中
日
映
画
社
の
制
作
に
協
力

-
文
化
案
内
看
板
設
置
(
花
敷
、
荷
付
場
)

O

一
九
八
一
年
度

-
中
之
条
町
老
人
大
学
案
内
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宮
川
ひ
ろ
氏
来
村

0

一
九
八
五
年
度

-
「
四
十
束
の
畑
ふ
み
」
紙
芝
居
制
作

0

一
九
九
七
年
度

-
「
六
合
の
む
か
し
話
」
第
一
集
発
行
協
力

0

一
九
九
八
年
度

-
「
六
合
の
む
か
し
話
」
第
二
集
発
行
協
力

。ニ

O
O
一
年
度

-
日
本
民
話
の
会
「
夏
の
小
旅
行
六
合
の
旅
」
実
施

コ
一
五
名
参
加

-
国
民
文
化
祭
に
語
り
参
加

黒
岩
、
武
藤
、
市
川
、
山
本
、
生
巣

。二

O
O三
年
度

-
語
り
部
養
成
講
座
(
六
合
村
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
)



-
遠
野
市
へ
民
話
の
旅

0
二
O
O五
年
度

-
語
り
つ
こ

山
の
家
、
日
本
民
話
の
会

岐
阜
夏
季
交
流
会
参
加

0

ニ
O
O六
年
度

-
日
本
民
話
の
会

-
「
山
の
家
」
に
て
語
り
っ
こ

遠
野
夏
季
交
流
会
参
加

O
二

O
O九
年
度

ト
に
て
語
り

-
ト
ン
ト
ン
昔
の
集
い
「
語
り
と
コ
ン
サ
ー
ト
」
、
横
浜
開
港
一
五

O
年
コ
ン
サ

l

六
合
伝
説
め
ぐ
り

0
二
O

一0
年
度

-
合
併
記
念
式
典
に
て
語
り
、
中
之
条
老
人
大
学
に
て
講
演
と
語
り

の
里
、
「
民
話
の
家
」
に
て
語
り
と
コ
ン
サ
ー
ト

三
、
歴
代
役
員

初
代
会
長

山
本

中
村

山
本

山
本

山
本

山
本

山
本

善
次

福
美

由
平

文
雄

二
男

春
好

照
雄

篠
原
ゆ
き
子

恵
子

社会教育

山
口

昭
和
四
十
七

1
四
十
八
年

昭
和
四
十
九

1
五
十
一
年

昭
和
五
十
二

i
五
十
四
年

昭
和
五
十
五
ら
五
十
六
年

昭
和
五
十
七

1
五
十
九
年

昭
和
六
十

ー
平
成
三
年

平
成

四

十
一
年

平
成

十
二

1

十

年

平
成

十
七

十

年

ね
ど
ふ
み

。
六
合
村
体
育
協
会

六
合
村
体
育
協
会
の
沿
革

(
一
)
六
合
村
体
育
協
会
の
あ
ゆ
み

か
ね
て
よ
り
村
民
の
念
願
で
あ
っ
た
体
育
協
会
は
、
各
関
係
者
の
努
力
に
よ
り

昭
和
四
十
四
年
七
月
十
二
日
に
発
足
し
た
。
発
足
当
時
は
、
「
村
民
体
育
の
健
全

な
る
発
達
を
期
し
併
せ
て
村
民
相
互
の
親
睦
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ

て
活
動
を
始
め
た
。

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
各
種
の
体
育
行
事
が
計
画
さ
れ
、
九
つ
の
部
に
分
か
れ

〈
設
立
当
時
の
役
員

v

A、
A 

長

篠
原

副
会
長

篠
原

理

事

山
本

福
島
ハ
ル
ヱ

尚
好

湯
本林

中
村

監

事

市
川

庶

務

富
沢

A 
Zミ

茂
木

計

顧

湯
本

間

秀
雄

d恒
司

栗
岡

資
治

義
司

義
夫

信
義

真貞
司

林

直
之

市
川
正
五
郎

ふ
み

山
本

富
沢

唐
沢
造
酒
雄

久

中
沢

豊

本
多

春
長

中
沢

要
平

中
村

司

安
原
十
三
四

黒
岩
健
一
郎

山
田

黒
岩

村
田

関
口
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達
治

勇敬
吾

隆
司



育

そ
の
後
、
体
育
協
会
は
「
村
民
に
健
全
な
体
育
思
想
と
技
術
を
普
及
し
、
村
民
の

健
康
と
体
力
・
資
質
の
向
上
と
融
和
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
で
健
康
な
地
域
社
会
づ

教

く
り
に
寄
与
す
る
」
た
め
、
中
之
条
町
と
の
町
村
合
併
ま
で
の
約
四
二
年
間
に
渡
り

活
動
を
続
け
て
き
た
。

こ
の
間
、
本
村
の
体
育
協
会
は
他
町
村
と
比
べ
る
と
組
織
的
な
面
を
始
め
、
様
々

な
面
に
お
い
て
弱
小
な
が
ら
も
、
一
歩
一
歩
確
実
に
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。

発
足
当
時
は
、
会
長
に
村
長
、
副
会
長
に
村
議
会
議
長
と
教
育
長
を
当
て
職
と
し
、

以
降
「
会
長
H
村
長
」
の
年
月
が
平
成
二
年
ま
で
続
い
た
。
そ
の
後
、
村
民
の
ス
ポ

l

ツ
へ
の
関
心
の
高
ま
り
ゃ
そ
れ
に
応
じ
ら
れ
る
組
織
体
制
が
困
難
に
な
り
、
体
育
協

会
自
ら
組
織
の
充
実
と
拡
大
に
取
り
組
み
、
会
の
活
動
を
円
滑
な
も
の
に
す
る
た
め
、

「
会
長
は
民
間
で
」
の
声
が
実
現
で
き
た
の
が
平
成
三
年
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
頃
か

ら
村
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
多
く
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な

体
育
行
事
が
開
催
さ
れ
て
い
っ
た
。

平
成
三
年
に
中
村
司
氏
が
会
長
に
就
任
。
翌
年
に
は
「
第
三
十
一
回
吾
妻
郡
民
体

育
祭
」
が
本
村
で
開
催
さ
れ
、
全
種
目
開
催
・
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
郡
体
協

の
役
員
方
を
は
じ
め
と
し
、
専
門
部
、
各
町
村
体
協
の
方
々
の
協
力
と
ご
理
解
に
よ

り
無
事
に
大
会
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
体
育
協
会
組
織
の

強
化
と
各
専
門
部
組
織
の
拡
充
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
五
年
に
は
、
会
長
に
黒
岩
勇
氏
が
就
任
。
さ
ら
な
る
組
織
の
安
定
と
事
業
の

拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。

平
成
七
年
か
ら
は
、
霜
田
清
光
氏
が
平
成
十
三
年
三
月
ま
で
の
六
年
間
就
任
さ
れ

た
。
村
民
運
動
会
は
競
技
人
口
の
減
少
な
ど
か
ら
平
成
十
一
年
十
月
の
第
三
十
回
を

最
後
に
中
止
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
二
年
の
本
村
で
三
回
目
の
開
催
に
な
る

「
第
三
十
九
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
」
で
は
、
競
技
種
目
数
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前
回

開
催
時
の
よ
う
に
全
種
目
開
催
・
全
種
目
参
加
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
会
場
と
係
員
の
確
保
が
難
し
く
、
開
催
日
数
も
五
日
間
と
長
く
な
り
、
近
隣

町
村
関
係
者
の
協
力
無
し
に
は
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
、
人
口
の
少
な
い
村
の
課
題
に
対
し
解
決
策
を
模
索
す
る
な
ど
ご
尽
力
さ
れ
た
。

平
成
十
三
年
か
ら
は
山
本
好
一
氏
が
平
成
二
十
一
年
三
月
ま
で
の
八
年
間
就
任
さ

れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
人
口
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
休
部
す
る
専
門
部
が

目
立
ち
始
め
て
き
た
。
平
成
二
十
年
五
月
の
「
第
二
十
五
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ

1

プ
ニ
ン
グ
大
会
」
で
は
、
全
参
加
市
町
村
の
代
表
と
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
県
群
馬
」
推

進
決
意
表
明
を
行
っ
た
。
同
年
九
月
に
は
、
本
村
で
四
回
目
の
開
催
と
な
る
「
第

四
十
七
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
」
を
開
催
。
競
技
年
齢
の
増
加
と
年
々
人
口
の
減
少
す

る
中
、
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
の
考
え
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
長
期
に
わ
た
り
ご
尽
力
さ

れ
た
。
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平
成
二
十
一
年
に
は
山
本
秀
明
氏
が
中
之
条
町
と
の
町
村
合
併
ま
で
の
一
年
間
を

就
任
さ
れ
た
。
特
に
中
之
条
町
体
育
協
会
と
の
統
合
を
行
う
た
め
、
中
之
条
町
体
育

協
会
の
役
員
と
の
調
整
な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
た
。

中
之
条
町
体
育
協
会
へ
の
統
合
後
は
、
「
中
之
条
町
体
育
協
会
六
合
支
部
」
と
し

て
二
二
の
専
門
部
が
六
合
地
区
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
努
め
、
活
動
を
続
け
て
い
る
。

(
二
)
歴
代
会
長

初
代

(
村
長
)

昭
和
四
十
八
・
四

篠
原

秀
雄

昭
和
四
十
四
・
七

二
代

(
村
長
)

昭
和
五
十
二
・
四

昭
和
四
十
八
・
五

山
口

助

三
代

篠
原

(
村
長
)

昭
和
五
十
六
・
四

秀
雄

昭
和
五
十
二
・
五

四
代

(
村
長
)

平
成

昭
和
五
十
六
・
五

一一一. 
一一一

助

山
口

五
代

平
成

五
・
三

中
村

平
成

一
二
・
四

司



1¥ 

代

黒
岩

平
成

五
・
四

平
成

七
・
三

勇

七
代

霜
田

清
光

平
成

平
成

十
三
・
三

七
・
四

/¥ 
代

山
本

好

平
成

平
成
二
十
了
三

十
三
・
四

九
代

山
本

平
成
二
十
一
・
四

平
成
二
十
二
・
三

秀
明

各
種
大
会
・
教
室
に
つ
い
て

専
門
部
と
も
組
織
力
や
人
数
等
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
各
専
門
部
が
工
夫
し

て
自
主
運
営
し
て
き
た
。

本
村
で
も
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
を
推
進
さ
せ
る
た
め
に
「
地
域
住
民
に
根
ざ
し

た
ス
ポ
ー
ツ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
」
を
導
入
段

階
で
組
み
入
れ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
行
事
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
や
競
技
を
長
く
続
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
ス
ポ

l

ツ
を
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

八
主
な
体
育
事
業

v

。
野
反
湖
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会

本
大
会
は
地
域
の
特
色
あ
る
事
業
の
一
つ
で
あ
り
、
六
合
村
を
代
表
す
る
観
光

地
「
野
反
湖
」
を
大
々
的
に
広
め
る
こ
と
を
目
的
に
発
足
し
た
。
大
会
役
員
・
係

員
そ
し
て
選
手
の
方
々
の
努
力
と
協
力
に
よ
り
、
第
二
十
回
大
会
ま
で
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
大
会
の
特
徴
で
あ
る
高
地
で
の
レ

1
ス
で
あ
る
が
事
故
も
な
く
開
催
で
き

体育協会

た
こ
と
は
村
及
び
体
育
協
会
の
誇
り
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
大
会
の
継
続
の
是
非
に
つ
い
て
大
会
実
行
委
員
及
び
体
育
協
会

役
員
、
理
事
等
で
検
討
を
重
ね
村
当
局
と
も
協
議
し
た
結
果
、
開
催
時
期
、
大
会
運

営
役
員
、
係
員
の
不
足
等
、
安
全
な
大
会
運
営
に
向
け
た
取
り
組
み
が
危
ぶ
ま
れ
る

状
況
に
あ
る
と
の
判
断
か
ら
第
二
十
回
大
会
を
最
後
に
大
会
が
中
止
と
な
っ
た
。
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育

野
反
湖
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
申
込
者
数

教

60 40 40 50 40 
校高生 校生高 校高生 校高生 学生中 学生中

学生 学生

小 小

学生 学生
小学生 小学生 小学生

学生
歳 歳 歳 歳 歳

学生 学生以 以 以
上 59 59 上 上 以 以 女

子男
女

子男
年高学女 低草女 低年学 高学年

低学芸女
女

男子 5 5 期 回
男

歳男女
歳

子男
男 上 上 子 子 子

子
男子

子 39 39 6 6 
間 数

歳 歳
子男 男女 年生 年生

男女 男 子 子
子 女

子男
子

6 8 24 昭和56年8月16日

記 録 な し 2 

4 14 17 21 33 昭和58年8月21日 3 

5 10 82 71 昭和58年8月26日 4 

9 13 I 38 41 昭和60年7月28日 5 

12 16 l 25 48 昭和61年7月27日 6 

18 13 18 24 51 昭和62年7月26日 7 

26 20 14 14 49 64 昭和63年7月31日 8 

21 27 13 7 48 59 平成I年7月30日 9 

19 16 16 28 39 52 24 28 平成2年7月29日 10 

15 21 2 72 69 78 88 平成3年6月23日 11 

14 21 32 39 48 56 平成5年6月27日 12 

15 13 40 78 69 95 平成6年6月26日 13 

記 録 な し 14 

3 33 25 43 75 144 127 平成8年6月23日 15 

4 32 38 52 77 86 109 69 85 平成9年6月22日 16 

7 22 26 37 70 72 105 52 74 平成10年6月21日 17 

25 27 47 73 67 99 50 75 平成11年6月27日 18 

28 20 11 78 44 56 30 56 平成13年6月24日 19 

30 33 31 63 41 59 38 56 平成14年6月23日20 
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メ口弘、 一一一60 

般女
般 般 歳

計
女男

男 以
子 子 上

男女

54 4 11 

。
104 14 

198 6 23 

145 9 34 

161 12 47 

175 16 35 

244 10 47 

233 6 52 

248 8 70 

264 16 69 

186 16 64 

220 18 56 

。
405 23 59 

636 17 67 

549 12 72 

539 13 53 10 

410 6 66 15 

448 11 72 14 

。
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

本
大
会
は
過
去
に
は
参
加
チ

1
ム
数
の
増
加
に
よ
り
、
第
三
部
に
ま
で
分
か
れ

て
大
会
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
ほ
ど
、
大
変
盛
況
な
大
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
も
数
回
開
催
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・

野
球
部
・
審
判
部
そ
し
て
村
内
在
住
者
・
勤
務
者
・
出
身
者
の
子
ど
も
か
ら
大
人

の
男
女
誰
で
も
参
加
で
き
、

ス
ポ
ー
ツ
チ

1
ム
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
実
施
し
て
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い
る
。
村
民
ス
ポ
ー
ツ
の
愛
好
者
の
親
睦
が
こ
の
大
会
の
最
大
の
目
的
で
あ
る
。

大
会
は
お
盆
頃
に
行
い
、
帰
省
者
等
と
の
交
流
も
欠
か
せ
な
い
大
切
な
事
業
で
あ

る
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
大
会
は
実
施
し
て
い
な
い
も
の
の
、
村
民
ソ
フ
ト
ボ

l

ル
大
会
を
毎
年
六
月
に
六
チ

1
ム
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
で
開
催
し
て
い
る
。

体育協会



十 十 十 十 十
十九 十 十 十 十 十 十 十 十

四 八 七 五 四 十 九 八 七 _lー・

五 四 一1¥ 1¥ 回

1大1回三〉五. 大1Z回三』 1大l回三〉五. 1大回工ミ』 Zl大回b三五h J大z回=L z 大メ工回合玉、大主Z回三』 I大Z回三L 大ZZ回三〉五 大tZ回三』 Z大l回三h五h ヱl大回三』 大1Z回ミ』 ヱZ大回三』 大主ヱ回ミ』 1大回Zミ』 Zi大回三〉三. 大1Z回ミ』 大1I回三』 大主Z回ミ』 大1I回三〉五‘ Z大l回三』五 大メ工回L 玉

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
平成

11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 
和昭

年度
_lーム 」一 」し 」一

五 五 五 五 五 五 五 五 五1¥ /、 1¥ 1¥ 

十 十 十 十 十 十
十九 十

ー十七
十 十 十 十 十 十

九 八 七 一」ー- 五 四 八 五 四1¥ 1¥ 

ク 記録 お
根広 ク オ オ 太 太 オ 太 オ オ

砂白
オ 沼引 記録 沼ヲ| 沼引 日 ヲ|

EE日H王ノノ 沼ヲ| 
フ 久 フ . . . 雨 影 ?召 一フ な し ク ブ lレ yレ須 須 yレ 須 lレ yレ ノレ 1¥ な 1¥ 1¥ チ A ノミ ク 1¥ 

音日
ど し ぶ フ ひ ス ス B B ス B ス ス ス カ し カ カ チ カ フ カ リ
ま り フ き タ タ タ タ タ タ ボ ボ ボ ム ボ ブ ボ
ん ね ん

ス ス ス ズ
ン ン ン ム ン ン グ

な た ス ス ス ス ス ス ス
か

友民 ク ク
砂白 }世L 昭和

ク 広池 砂白
ク

i世L i世L 
お 日 太 世1L 記録 オ

赤岩
フ フ フ フ 久 影

チ ブ フ チ ホ ブ ホ チ ブ、 ヤ ヤ し ク 須 ヤ な ノレ ク
ひ ど ワ

桁企ヱミ』

ひ 、ソ ひ ン ン ぶ フ B ン し ス フ 吉日
ム き ま ム イ き ト ム き ガ、 ガ り フ ガ タ フ リ

ん ん ト ん ス ん
ス ス

ね
ス スた な リ た タ た グ

か カ

ズ
ス

広池
友尽Zヱス』

ク
記録

フ
ホ ブ な
、y ひ し 部
ト き リ
ス ん
タ た グ

ス
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体育協会

十 十 十 十 十
十九 十

十七 十 十
四 八 /， 五

大1回ヱ三〉主、大ZZ回三』五 工大Z回三』 ヱ大t回三』主 大メ工回3王、大Z回Z三L 大主Z回ミ』 大1Z回ミ』 大iヱ回ミ』 Z大Z回三』五

!I !I !I !I !I !I !I !I !I 
平成

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十
九 八 七 /¥ 五 四

日 白 ク ク ク ク ク ク お お
影 砂 フ フ フ フ フ フ 久 久
ソ ブ ブ フ フ ブ ブ し し
フ ひ ど ど ど ど ど ぶ ぶ、

ト き ま ま ま ま ま り り
ク ん ん ん ん ん ん ね ね
フ た な な な な な
フ か か か か か

広油

ホ
ツ

ト
ス
タ

ス
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育教

。
六
合
村
歩
け
歩
け
大
会

本
大
会
は

「
発
見
・
ふ
れ
あ
い
・
健
康
づ
く
り
」
を
テ
l
マ
に
村
内
の
古
道
な

ど
を
歩
き
な
が
ら
、
地
域
の
歴
史
・
産
業
・
文
化
な
ど
に
触
れ
、
先
人
が
ど
の
よ

う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
た
か
な
ど
を
知
る
も
の
。
こ
れ
ま
で
に
六
合
村
か
ら
他
町

村
へ
通
じ
る
道
は
す
べ
て
踏
破
し
て
い
る
。
大
会
の
催
し
物
と
し
て
行
わ
れ
て
き

た
「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
で
は
六
合
村
の
特
産
品
や
伝
統
工
芸
品
な
ど
を
用
意
し
、

参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
回
か
ら
参
加
者
全
員
が
も
ら
え
る

「
記
念
バ
ッ
ジ
」
や
婦
人
会
と
食
生
活
改
善
推
進
員
の
方
々
に
作
っ
て
い
た
だ
く

「
な
め
こ
汁
サ
ー
ビ
ス
」
も
毎
年
参
加
者
の
楽
し
み
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

〈
実
施
コ

1
ス〉

十九 十八 十七
十 十 十 十 十 十 十 回

十 五 四 九 八 七
._L 

五 四F、
回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 数

" " " " " " " " " " " " " " " " " " " 平成一 一
十 十

十九 十
十七 土 十 十 十 十 十 十 実

八 五 四 九 八 七
._L 

五 四 一/、 /、. . . . . . . . . . . . . . 
施

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十. . . . . . . . . . 
日

十 十
十七 十八

十 十 十 十
十七 十 十 十 十 十

十九 十 十 十 十 十
四 五 五 八 四 五 1¥ 五 七 八

._L 

信野反湖

._L 」一

活'化性
保健

--'ー

鋼管障
太

活'化性
イ会主ζ 

人幸校山 太子グ
代田 太 --'ー・

校入富山 高齢者

._L 

主

ノ合学校中、
奇襲

子グ 子グ

事
セ セ み 原
ン セ ン フ セ の フ ~ フ セ ZZ三』

タ ン タ ウ ン 里 ウ リ ウ ン
タ ン タ

資料館
ン ポ ン タ

ド ド ド 場
ト

梨木 赤岩 高湖畔 雨
生 入山 赤岩 暮坂 代原田

太
雨 根広 南部 7山E 南部 入 部中 暮坂

須 子 雨
世立山 コ. . コ コ コ . . . コ コ コ コ コ

木 鍛冶坂
水草津牧

害 湯久保 沼尾 長平 太
コ ス ス ス 熊倉 ス ス ス 子 コ ス ス

コ コ . . 
草津

. ス コ コ
倉 草津道| 日

ス
高間 コ ス コ ス スス ス

ス ス

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
参者加七 五 八。九。 四 。九 八._L 

四 七 四 五 。四
七 五 。 八 七 。 。 。」一 。。._L /、 /、、 /、 /、
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

540 



。
村
民
野
球
大
会

本
大
会
は
、
毎
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
チ

1
ム
総
当
た
り
の
ナ
イ
タ
ー

リ
ー
グ
戦
で
行
っ
て
い
る
。
リ
ー
グ
戦
は
多
く
の
試
合
が
で
き
る
た
め
、
各
チ

ー
ム
が
活
性
化
し
て
お
互
い
に
切
瑳
琢
磨
し
て
い
る
。
過
去
に
は
群
馬
県
実
業

団
軟
式
野
球
大
会
に
参
加
し
健
闘
し
た
チ

1
ム
も
あ
る
。

体育協会

〈
歴
代
優
勝
チ
l
ム〉

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第

十
十九 十八 十七 十 十 十 十 十 十 十

五 四 九 八 七 -'-- 五 四/、 1¥ 

回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回 回

平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭

/、 1¥ /、、 /、

五十九年

五 五 五 五
十 十 十 十 十 十 十

十七 十/、
十

九年 八年 年七
-'-- 五

年四 八年 五/、

年 年年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

入 弁 弁 弁 フ フ フ フ フ フ
南部ク

入 善開
ヨ沼野球クl 引沼野球ク

入山 モ -Fi-、、 オ

震チ

山
天ス 天ス 天ス

ーノヲ 験ノヲ ア ア ア ーノヲ 山 ン l口』

リ 『、 「 ー、 ー、 ー、 『、 リ ド リ ス ア yレ
1¥ リ リ リ リ リ リ フ ノ可 ジ 1¥ タ イ モ

ス ス ス ス ス ス
ブ ヤ

ス
ン

ス ス
フブ ブフ フブ ス チ ス

ス ヤ タ ム

ス ス

541 



育

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第

十
十九

十 十 十 十 十 十 十 十 回
八 七 /、 五 四

回 回 回 回 回 回 回 回 回 回

平成 平成 平成 成平 平成 平成 平成 平成 平成 平成

年度
十 十

十九年
十 十 十 十 十 十 十

八年 七年
/、 五

年四
年年 年 年 年 年

オ 入山 入山 オ 倉根 オ
弁天ス 弁天ズ

弁 南
天 昔日

yレ リ リ yレ く lレ ス ク
勝優チ 7¥ ノミ チ ら チ フ

ヤ ヤ ぶ ヤ ブ チ
ン ス ス ン ン
ピ ピ ピ ム
オ オ オ
ン ン ン
ス ス ス

教

。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

軽
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
吾
妻
郡
で
は
、

平
成
四
年
九
月
の
郡
老
連
主
催
で
開
催
さ
れ
た
講
習
会
が
始
ま
り
で
あ
る
。
本
村

で
は
平
成
五
年
十
一
月
に
「
第
一
回
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
。

簡
単
な
ル

l
ル
と
競
技
方
法
で
、
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
と
同
様
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
間

で
愛
好
者
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年
に
は
「
議
長

杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
に
主
催
を
替
え
、
毎
年
十
一
月
に
盛
大
に
開
催
し

て
き
た
。

。
村
民
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会

昭
和
六
十
二
年
に
長
野
原
町
で
開
催
さ
れ
た
「
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
講
習
会
」

で
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
の
講
習
が
行
わ
れ
、
本
村
か
ら
体
育
協
会
、

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

関
係
者
が
参
加
し
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。

そ
の
後
、
体
育
指
導
委
員
が
審
判
員
資
格
を
取
得
し
、

ユ
ニ
ホ
ッ
ク
協
会
を
結

成
。
昭
和
六
十
一
二
年
二
月
に
「
第
一
回
村
民
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
」
を
開
催
。
子
ど

も
た
ち
の
冬
場
の
体
力
づ
く
り
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
で
、
特
に
小
学
校
で
普

及
し
た
。
過
去
に
は
第
一
小
学
校
児
童
が
県
大
会
・
関
東
大
会
に
も
出
場
し
素
晴

度
以
降
の
県
大
会
へ
の
参
加
は
無
く
な
っ
た
。

ら
し
い
成
績
を
収
め
た
。
し
か
し
、
参
加
町
村
が
少
な
い
こ
と
か
ら
平
成
十
五
年

域
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
も
、
六
合
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
と
し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
地

。
元
旦
走
り
初
め

こ
の
事
業
は
陸
上
部
と
体
育
指
導
委
員
が
中
心
と
な
り
、
元
旦
の
早
朝
に
一
年

の
健
康
を
祈
念
し
元
気
よ
く
走
り
き
る
恒
例
行
事
で
あ
る
。
参
加
者
は
北
部
か
南
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部
の
希
望
す
る
会
場
に
集
合
し
、
両
コ

l
ス
と
も
二
キ
ロ
を
そ
れ
ぞ
れ
白
分
の

ペ
ー
ス
で
走
る
。
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
一
同
に
会
す
る
交
流
行
事
で
あ
る
。

。
村
民
ナ
イ
タ
ー
ス
キ

1
教
室

こ
の
事
業
は
ス
キ
l
部
と
六
合
ス
キ

l
ク
ラ

プ
が
中
心
と
な
り
、
毎
年
一
月
か
ら
一
一
一
月
ま
で

の
問
、
草
津
国
際
ス
キ

1
場
に
お
い
て
、
ス
キ
ー

の
普
及
と
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
教
室
を

開
催
し
て
い
る
。
参
加
者
は
村
内
の
小
学
生
を

中
心
に
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
ス
キ

l
愛
好

家
た
ち
が
集
ま
る
。
教
室
終
了
後
に
検
定
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
参
加
者
に
目
標
を
持
た
せ
て

六合ナイタースキーレッスン



体育協会

い
る
点
に
お
い
て
も
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
ク
ラ

プ
員
も
自
分
た
ち
の
技
術
に
踊
る
こ
と
な
く
、
技
術
向
上
に
向
け
て
研
修
を
積
ん

で
い
る
。

。
村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

こ
の
大
会
は
部
内
大
会
で
あ
っ
た
も
の
が
、
広
く
村
民
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
の
参
加
を
集
め
る
大
会
に
な
っ
て
い
る
。
部
門
は
、
小
学

生
高
学
年
、
中
学
生
男
子
、
女
子
、

一
般
男
子
・
女
子
の
五
部
門
で
、
小
学
生
は

シ
ン
グ
ル
ス
、
そ
れ
以
外
は
ダ
ブ
ル
ス
で
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
競
技
役
員
が

不
足
し
て
い
て
、
中
学
生
以
上
の
参
加
者
に
協
力
を
お
願
い
し
て
大
会
運
営
に
あ

た
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
部
員
の
確
保
と
維
持
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

。
村
民
卓
球
大
会

か
つ
て
は
、
小
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
中
学
校
の
部
活
動
で
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
卓
球
。
部
門
は
、
小
学
生
低
学
年
・
高
学
年
、

一
般
男
子
・
女
子
の
四

部
門
で
、
試
合
は
全
て
シ
ン
グ
ル
ス
で
行
っ
て
い
た
。
卓
球
台
か
ら
や
っ
と
顔
の

出
る
か
わ
い
い
小
学
生
低
学
年
の
試
合
か
ら
、
世
界
卓
球
大
会
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
ま
で
、
応
援
に
も
力
の
入
る
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。

。
村
民
弓
道
大
会

各
専
門
部
の
中
で
も
郡
の
頂
点
を
維
持
し
て
い
る
唯
一
の
部
が
弓
道
部
で
あ
る
。

部
員
数
は
少
な
い
が
、
定
期
的
な
練
習
を
重
ね
る
中
で
互
い
に
切
薩
琢
磨
し
、
日
々

の
努
力
が
こ
の
好
結
果
を
生
み
出
し
、
伝
統
を
築
き
上
げ
た
部
で
あ
る
。
ま
た
、

郡
を
代
表
し
て
県
民
体
育
大
会
へ
の
選
手
も
多
く
の
部
員
を
選
出
し
た
。

こ
の
弓
道
部
に
も
他
部
同
様
の
共
通
な
人
材
確
保
の
悩
み
が
あ
る
が
、
部
員
一

人
一
人
が
日
常
の
練
習
会
に
新
人
を
誘
う
等
し
て
、
確
保
を
総
出
で
取
り
組
む
ま

と
ま
り
の
あ
る
活
動
ぶ
り
で
あ
る
。

他
町
村
と
の
交
流
活
動
も
多
く
、
精
力
的
に
活
動
を
続
け
て
い
る
。

〈
吾
妻
郡
民
体
育
祭
で
の
活
躍
〉

平成 平成 平成 平成 平成 和昭 和昭__L 
昭和 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭 和昭

年
/、 i¥ /、 /、 五 五 五 五 五 五 五 五 五
十 十 十 十

十九年
十

十七 十 十 十 十 十 十
度

五 四 一 八年 五 四/¥ 

年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
回

十 十 十
十九 十

十七 十 十 十 十 十 十 十
十九 十

十七 十 十
八 /¥ 五 四 八 /、 五

大1回ヱ〉ミ、 大lZ回三L 大回Zl』ミ 大lヱ回ミL 大l工回込工 大回Z三 大dZ回斗三 大回iI〉ミ‘ 大回Zミ 大回Zミ 大IZ回三L 大回ZZミ斗 大回tz斗z 大Z1回三』五 大Z1回三L 大l回主三〉三、 大Z1回三』主 大l工回』玉 数

準優勝
優 榎 優

準優勝 準優勝
優

準優勝
優 優 優 優

準優勝
優 優

準優勝 準優勝 準優勝

成

勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝 勝
事責
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平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成 平成

十 十
九年十

十 十 十 十 十

年 年 八年 年 年 年 年 八年 七年

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
四 四 四 四 四

八十 七十 十 十 十
十九 八十 十七 十 十

/、 五 五 四

大Zよ回ミ』 大よZ回三』 大ヱl回ミ』 大1Z回三』 大ヱ1回ミ』 大ヱ1回ミ』 大z主回z』z 大iZ回』三 大I回Z三』 大i回Z』三

第 優 優
準優勝

優 優 第 優 優 優

位 勝 勝 勝 勝 位 勝 勝 勝

教

主
な
出
来
事

昭
和
四
十
四
年

七
月
「
六
合
村
体
育
協
会
」
発
足
(
九
部
)

陸
上
競
技
部
・
野
球
部
・
パ
レ

i
部
・
庭
球
部
・
卓
球

部
・
剣
道
部
・
ス
キ
l
部
・
山
岳
部
・
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
部

十
一
月
「
第
一
回
村
民
体
育
祭
」
開
催

昭
和
四
十
八
年

四
月
「
村
民
プ
1
ル
」
完
成

昭
和
五
十
二
年

三
月
「
第
一
回
村
民
卓
球
大
会
」
開
催

昭
和
五
十
三
年

三
月
「
弓
道
場

誠
心
館
」
完
成

昭
和
五
十
四
年

三
月
「
山
村
広
場
」
完
成

「
第
一
回
村
民
ス
ケ
ー
ト
教
室
」
開
催

四
月
「
六
合
村
総
合
運
動
場
」
完
成

十
月
「
第
一
回
村
民
テ
ニ
ス
大
会
」
開
催

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
五
十
八
年

昭
和
五
十
九
年

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

平
成

7G 
年

平
成

二
年

平
成

三
年

平
成

四
年

十
一
月
「
第
一
回
村
民
弓
道
大
会
」
開
催

三
月
「
村
民
体
育
館
」
完
成

三
月
「
柔
剣
道
場
」
完
成

「
陸
上
競
技
場
」
完
成

八
月
「
第
一
回
野
反
湖
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
開
催

五
月
「
六
合
村
体
育
協
会
会
則
」
の
全
部
改
正

十
月
「
第
一
回
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催

九
月
「
第
二
十
二
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
」
が
六
合
村
で
初
開
催

五
月
「
第
一
岡
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会
」
参
加

八
月
「
南
部
体
育
館
」
完
成

一
一
月
「
第
一
回
村
民
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
大
会
」
開
催

八
月
「
第
一
回
マ
ラ
ソ
ン
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
開
催

544 

十
月
「
第
一
回
村
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
」
開
催

一
月
「
第
一
回
元
旦
走
り
初
め
」
開
催

四
月
「
ゴ
ル
フ
部
」
加
盟

十
月
「
第
一
回
六
合
村
歩
け
歩
け
大
会
」
開
催

十
一
月
「
第
一
回
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」
開
催

一
一
月
「
第
一
回
村
民
綱
引
き
大
会
」
開
催

四
月
「
会
則
」
の
全
部
改
正

名
誉
会
長
、
顧
問
、
支
部
体
育
委
員
会
を
新
設

表
彰
規
程
施
行
、
支
部
体
育
委
員
会
規
約
施
行

十
月
「
第
三
五
回
関
東
高
等
学
校
登
山
大
会
」
が
野
反
湖
で
開
催

八
月
「
国
道
四

O
五
号
昇
格
記
念
ハ
イ
キ
ン
グ
」
開
催

皇
太
子
さ
ま
白
砂
山
登
山



平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成
二
十

五
年

七
年

九
年

十
年

十
一
年

十

年

十
五
年

十
六
年

十
七
年

平
成
二
十
二
年

九
月
「
第
三
十
一
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
」
が
六
合
村
で
開
催

十
二
月
「
軽
ス
ポ
ー
ツ
(
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
)
教
室
」
開
催

十
一
月
「
第
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催

三
月
「
入
山
土
間
式
体
育
館
」
完
成

一
一
月
「
六
合
ふ
れ
あ
い
屋
内
プ

l
ル
」
完
成

五
月
「
小
雨
・
日
影
屋
内
、
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
場
」
完
成

十
月
「
第
三
十
回
村
民
運
動
会
」
開
催
(
こ
の
大
会
後
中
止
)

三
月
「
ふ
れ
あ
い
広
場
(
野
球
場
)
」
完
成

十
月
「
第
三
十
九
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
」
が
六
合
村
で
開
催

三
月
「
野
反
湖
つ
つ
じ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
中
止
を
表
明

四
月
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
」
加
盟

四
月
「
空
手
部
」
加
盟

四
月
「
審
判
部
」
廃
部

年

四
月
「
支
部
体
育
委
員
会
」
廃
止

「
役
職
員
等
報
酬
規
程
」
施
行

九
月
「
第
四
十
七
回
吾
妻
郡
民
体
育
祭
」
が
六
合
村
で
開
催

三
月
「
中
之
条
町
体
育
協
会
」
へ
統
合

四

六
合
村
体
育
協
会
会
則

体育協会

第
一
条

第
一
章

名
称
及
び
事
務
局

こ
の
会
は
、
六
合
村
体
育
協
会
(
以
下
「
本
会
」
と
い
う
。
)
と
称
し
、

事
務
局
を
六
合
村
教
育
委
員
会
事
務
局
内
に
置
く
。

第
二
章

目
的
及
び
事
業

第
二
条

本
会
は
、
村
民
に
健
全
な
る
体
育
思
想
と
技
術
を
普
及
し
、
村
民
の
健
康

と
体
力
・
資
質
の
向
上
と
融
和
を
図
り
、
明
る
く
豊
か
で
健
康
な
地
域
社

会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

(
I
)
村
民
の
体
育
振
興
に
関
す
る
施
策
の
調
査
研
究
等

(
2
)
体
育
に
関
す
る
各
種
大
会
・
講
習
会
・
研
究
会
等
の
開
催
及
び
後
援
等

(
3
)
体
育
の
指
導
及
び
指
導
者
の
育
成
と
奨
励

(
4
)
各
種
体
育
団
体
と
の
連
携
及
び
強
化
の
た
め
の
奨
励
と
助
成

(
5
)
体
育
施
設
・
整
備
等
の
改
善
及
び
拡
充
の
推
進

(
6
)
そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
業
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第
三
章

組
織
と
機
関

本
会
は
、
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
村
民
及
び
村
内
に
勤
務
先
を
有
す
る

第
四
条

者
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第
五
条

本
会
に
次
の
機
関
を
置
く
。

(
l
)
総
会

(
2
)
理
事
会

(
3
)
専
門
部
会

第
六
条

本
会
に
次
の
専
門
部
を
置
く
。
但
し
、
必
要
に
応
じ
部
を
新
設
又
は
総
合

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

-
野
球
部
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
・
陸
上
競
技
部
・
卓
球

部
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
・
柔
道
部
・

剣
道
部
・
弓
道
部
・
サ
ッ
カ
ー
部
・
ス
キ

l
部
・
ゴ
ル
フ
部
・
山
岳
部
・
空
手



育

部
・
ゲ
l
ト
ボ
1
ル
部
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部

教

第
四
章

f交

員

本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

若
干
名

第
七
条

-
名
誉
会
長

-
理
事
長

-
顧
問

若
干
名

第
八
条
会
長
・
副
会
長
・
理
事
・
監
事
は
、
総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。

名

-
会
長

名

-
副
会
長

名

-
理
事

若
干
名

-
事
務
局
長

名

-
監
事

二
名

(
I
)
学
識
経
験
者

理
事
は
、
次
の
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

若
干
名

(
2
)
体
育
指
導
委
員

(
3
)
本
会
専
門
部
長

(
4
)
学
校
体
育
主
任

(
5
)
関
係
団
体
の
長

若
干
名

若
干
名

全
員

理
事
長
は
、
理
事
の
互
選
に
よ
る
。

若
干
名

四

名
誉
会
長
及
び
顧
問
と
事
務
局
長
・
事
務
員
は
、
理
事
会
で
推
薦
し
、
会
長
が

委
嘱
す
る
。

一一 第
九
条
役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
但
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。

役
員
は
、
任
期
終
了
後
に
お
い
て
も
、
後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
引
き
続
き
そ

の
職
務
を
行
う
。

補
欠
に
よ
る
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
五
章

A‘ A 

議

総
会
は
、
最
高
議
決
機
関
で
あ
り
、
毎
年
四
月
に
会
長
が
招
集
す
る
。

第
十
条

総
会
は
、
役
員
・
代
議
員
を
も
っ
て
構
成
し
、
過
半
数
(
委
任
状
を
含
む
)
を

も
っ
て
成
立
す
る
。

第
十
一
条

総
会
の
審
議
事
項
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
I
)
本
会
の
事
業
に
関
す
る
こ
と

(
2
)
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
こ
と

(
3
)
役
員
の
選
任
に
関
す
る
こ
と

(
4
)
会
則
に
関
す
る
こ
と

(
5
)
そ
の
他
必
要
と
認
め
た
事
項

第
十
二
条

本
会
の
代
議
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

(
I
)
本
会
専
門
部
の
副
(
各
専
門
部
の
副
部
長
)

(
2
)
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
長
(
本
会
主
催
事
業
に
参
加
す
る
各
ク
ラ
プ
の
長
)
全
員

(
3
)
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
代
議
員
は
、
理
事
会
に
お
い
て
選
出
す
る
こ
と
が
で
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き
C

スv
。

第
十
三
条

理
事
会
は
、
必
要
に
応
じ
理
事
長
が
招
集
し
、
次
の
事
項
を
審
議
決
定

す
る
。

(
I
)
本
会
の
事
業
執
行
に
必
要
な
事
項
の
審
議
・
規
程
等
の
制
定
に
関
す
る
こ
と

(
2
)
そ
の
他
日
常
業
務
の
執
行
に
必
要
な
事
項
の
審
議
又
は
、
決
定
に
関
す
る
こ
と

理
事
会
の
議
決
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数
の
賛
成
に
よ
り
決
定
す
る
。

第
六
章

A‘ 
A 

計

第
十
四
条

本
会
の
会
計
事
務
は
、
四
月
一
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

第
七
章

雑

員日

第
十
五
条

こ
の
会
則
に
定
め
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
会
則
の
精
神
に
基
づ
き
理



体育協会

事
会
で
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

員リ

こ
の
会
則
は
、
平
成
三
年
四
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

(
会
則
の
経
過
)

こ
の
会
則
は
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
十
二
日
か
ら
実
施
す
る
。

昭
和
五
十

設
立
当
初
の
役
員
の
任
期
は
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

一
部
改
正

四

昭
和
五
十
四
年 年

六
月

十
一
日

四
日

五
月

四
月
二
十
八
日日

十
二
日

八，
日

五
日

七
日

十
七
日

十
五
日

四
月

四
月
二
十
四
日

十
九
日

年

六
合
村
体
育
協
会
表
彰
規
程

五

昭
和
五
十
五
年

___r_. 

1¥ 

昭
和
五
十
七
年

七

昭
和
六
十
二
年

!¥ 

平
成

二
年

九

平
成

三
年

十

平
成

五
年

十

平
成

十
五
年

十

平
成

十
1¥ 

年

十

平
成

十
七
年

十
四

平
成
二
十

五六
合
村
体
育
協
会
表
彰
規
程

(
目
的
)

七
月

五
月

五
月

四
月

四
月

四
月

四
月

一
部
改
正

一
部
改
正

全
部
改
正

一
部
改
正

一
部
改
正

全
部
改
正

一
部
改
正

一
部
改
正

一
部
改
正

一
部
改
正

一
部
改
正

六
合
村
体
育
協
会
は
、
村
内
在
住
者
及
び
勤
務
者
で
社
会
体
育
の
健
全
な

第
一
条

普
及
発
展
に
貢
献
し
た
功
労
者
並
び
に
他
の
模
範
と
な
る
功
績
を
残
し
た
体
育
優

秀
選
手
及
び
団
体
に
毎
年
表
彰
を
行
い
、
社
会
体
育
の
資
質
向
上
と
発
展
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

/"""、

表
彰
者
の
規
定
)

第
二
条

選
考
委
員
会
を
設
け
、
表
彰
基
準
に
基
づ
き
厳
正
か
つ
公
平
な
立
場
に
お

い
て
審
査
し
、
選
考
委
員
会
で
決
定
す
る
。

(
選
考
委
員
会
の
構
成
)

選
考
委
員
会
は
、
体
育
協
会
長
・
副
会
長
・
理
事
長
・
理
事
(
専
門
部
)
を
も
っ

第
三
条

て
構
成
す
る
。

(
選
考
委
員
会
の
運
営
)

第
四
条

選
考
委
員
会
は
、
体
育
協
会
長
が
招
集
し
、
運
営
等
に
関
す
る
事
項
を
審

議
し
決
定
す
る
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(
推
薦
方
法
)

第
五
条

表
彰
の
推
薦
は
、
別
紙
「
推
薦
書
」
を
も
っ
て
体
育
協
会
長
に
提
出

す
る
。

推
薦
の
基
準
日
は
、
四
月
一
日
よ
り
翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

(
表
彰
基
準
)

第
六
条

被
表
彰
者
は
、
下
記
の
項
目
何
れ
か
に
該
当
す
る
者
。

体
育
功
労
者

(
一
)
村
民
体
育
向
上
に
十
年
以
上
の
功
労
が
あ
り
、
か
っ
そ
の
活
動

が
顕
著
な
者
。

(
但
し
、
原
則
と
し
て
五
十
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
。
)

(
二
)
体
育
協
会
発
展
の
た
め
に
、
多
額
の
寄
付
金
及
び
施
設
整
備
・

物
品
等
の
援
助
や
寄
付
を
し
た
者
。



育教

(
授
与
方
法
)

第
七
条

(
三
)
そ
の
他
特
に
選
考
委
員
会
で
認
め
た
者
。

体
育
優
秀
選
手

(
一
)
個
人
・
団
体
で
村
ま
た
は
体
育
協
会
長
が
認
め
る
団
体
を
代
表
し
、

郡
大
会
優
勝
・
県
大
会
入
賞
以
上
の
成
績
を
収
め
た
者
・
団
体
。

(
二
)
そ
の
他
特
に
選
考
委
員
会
で
認
め
た
者
・
団
体
。

体
育
優
秀
指
導
者

優
秀
選
手
の
規
程
に
準
ず
る
。

(
但
し
、
同
一
種
目
に
つ
い
て
は
、

一
回
限
り
の
表
彰
と
す
る
。
)

町す

表
彰
は
、
毎
年
度
六
合
村
体
育
協
会
総
会
の
席
上
で
行
う
。

但
し
、
必
要
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

こ
の
規
程
は
、
平
成
三
年
四
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

員日

(
会
則
の
経
過
)

平
成

五
年

四
月

七
日

一
部
改
正

平
成

六
年

四
月
十
二
日

一
部
改
正

平
成
十
一
年
十
二
月
二
十
日

(
尚
、
平
成
十
一
年
度
の
推
薦
の
基
準
は
、
平
成
十
一
年
一
月
一
日

一
部
改
正

か
ら
平
成
十
一
年
度
の
生
涯
学
習
大
会
前
日
ま
で
と
す
る
。
)

平
成
十
七
年

四
月
十
九
日

一
部
改
正
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六
合
山
岳
会

六
合
山
岳
会
は
、
昭
和
三
十
九
年
七
月
二

O
日
に
会
員
三

O
名
で
設
立
さ
れ
た
。

会
の
名
称
は
「
六
合
山
岳
会
」
と
し
、
事
務
所
を
会
長
宅
に
置
く
こ
と
と
し
た
。

会
の
目
的
は
、
六
合
地
域
の
住
民
と
し
て
、
身
近
な
山
々
を
知
り
、
自
然
を
愛
し
、

郷
土
の
理
解
を
深
め
、
地
域
社
会
の
発
展
に
努
め
、
歩
く
こ
と
に
よ
り
心
身
の
錬
磨

に
務
め
、
会
員
相
互
の
共
通
意
識
と
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
と
し
た
。

中
村

一
、
六
合
山
岳
会
歴
代
会
長

昭
和
三
十
九
年

1
昭
和
四
十
一
年

山
口

中
村

山
本

中
村

山
本

山
口

黒
岩

山
田

山
本

山
本

山
本

六合山岳会

霜
田

山
本

山
田

弘
治

種
雄

義
司

善
繁

鉄
雄

清
良

竹
松

正
人

敏
明

峯
松

昭
和
四
十
一
年

1
昭
和
四
十
三
年

昭
和
四
十
四
年

1
昭
和
四
十
六
年

昭
和
四
十
七
年

1
昭
和
四
十
八
年

司

昭
和
四
十
九
年

i
昭
和
五
十
年

昭
和
五
十
一
年

1
昭
和
五
十
二
年

昭
和
五
十
三
年
ら
昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
五
年

1
昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
五
十
八
年

春
好
昭
和
六
十
二
年

i
昭
和
六
十
三
年

昭
和
五
十
九
年

1
昭
和
六
十
一
年

清
光
平
成
元
年

1
平
成
十
年

宗
晴
平
成
十
一
年
ら
平
成
十
二
年

宗
俊
平
成
十
三
年

1
平
成
十
五
年

関

隆
平
成
十
六
年

1
平
成
十
八
年

山
本

茂
平
成
十
九
年

1

二
、
六
合
山
岳
会
活
動

昭
和
三
十
九
年
度

-
会
設
立

・
野
反
、
大
高
、
小
倉
間
道
標
整
備
と
実
測

-
野
反
、
白
砂
山
道
標
整
備

昭
和
四
十
一
年
度

-
四
万
歩
道
下
刈
り
と
調
査

-
小
倉
、
元
山
、
大
池
、
平
兵
衛
池
、
芳
ヶ
平
下
刈
り

・
白
砂
川
、
忠
次
郎
沢
遡
行

・
ガ
ラ
ン
渓
谷
、
草
津
峠
、
赤
石
コ

1
ス
踏
査

549 

昭
和
四
十
四
年
度

-
野
反
湖
周
辺
道
標
整
備

-
妙
義
登
山

昭
和
四
十
五
年
度

-
野
反
湖
焼
却
炉
設
置

昭
和
四
十
六
年
度

-
野
反
和
山
、
苗
場
登
山

-
魚
野
川
遭
難
救
助
出
動

昭
和
四
十
七
年
度

-
富
士
登
山

昭
和
四
十
八
年
度

-
道
標
整
備



育

-
野
反
湖
山
開
き
と
道
標
整
備

-
千
沢
遭
難
救
助
出
動

教

-
黒
部
登
山

-
魚
野
川
遭
難
救
助
出
動

昭
和
四
十
九
年
度

-
ガ
ラ
ン
沢
高
校
生
ス
キ

l
遭
難
救
助
出
動

-
白
砂
渓
谷
遭
難
対
策
訓
練

昭
和
五
十
五
年
度

・
山
開
き
、
つ
つ
じ
祭
り

-
ガ
ラ
ン
沢
踏
査
(
役
場
と
合
同
)

-
冬
山
野
反
湖
登
山

-
富
士
山
登
山

昭
和
五
十
年
度

-
冬
山
野
反
湖
合
宿

-
野
反
湖
山
開
き
、
白
砂
山
頂
道
標
設
置
と
実
測

昭
和
五
十
六
年
度

-
白
砂
、
三
壁
下
刈
り

-
大
原
、
四
万
、
法
師
縦
走
登
山

昭
和
五
十
一
年
度

昭
和
五
十
七
年
度

-
野
反
湖
山
開
き
、

つ
つ
じ
祭
り

-
魚
野
川
釣
人
遭
難
救
助
出
動

-
ガ
ラ
ン
沢
遭
難
救
助
出
動

昭
和
五
十
八
年
度

-
魚
野
川
踏
査

-
ガ
ラ
ン
沢
遡
行

550 

昭
和
五
十
二
年
度

昭
和
六
十
年
度

-
野
反
湖
山
開
き
、

つ
つ
じ
祭
り

-
十
五
年
誌
発
行

-
二
十
周
年
誌
発
行

-
谷
川
岳
登
山

平
成
二
年
度

-
横
手
、
熊
倉
ツ
ア

1
コ
l
ス
笹
刈
り

-
苗
場
山
登
山

昭
和
五
十
三
年
度

-
村
民
ハ
イ
ク
尾
瀬
へ

-
野
反
湖
山
開
き

平
成
六
年
度

-
白
砂
山
道
刈
り

-
大
高
山
コ

1
ス
整
備

-
苗
場
山
登
山

平
成
七
年
度

昭
和
五
十
四
年
度

-
白
砂
川
遡
行
と
白
砂
山

-
山
開
き
、

つ
つ
じ
祭
り

-
冬
山
野
反
湖
合
宿

-
ガ
ラ
ン
沢
縦
走

平
成
八
年
度
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-
大
高
山
コ

l
ス
整
備

-
冬
山
野
反
湖
へ

-
冬
山
大
高
山
か
ら
野
反
湖
へ

平
成
十
八
年
度

平
成
十
年
度

-
春
山
と
総
会
野
反
湖
へ

-
冬
山
大
高
か
ら
野
反
湖
へ

-
冬
山
野
反
湖
へ

平
成
十
一
年
度

平
成
十
九
年
度

-
谷
川
岳
縦
走

-
夏
山
松
岩
山
へ

-
冬
山
大
高
か
ら
野
反
湖
へ

-
秋
山
郷
へ

平
成
十
二
年
度

-
浅
問
、
黒
斑
縦
走

-
冬
山
野
反
湖
へ

-
冬
山
大
高
か
ら
野
反
湖
へ

平
成
二
十
年
度

平
成
十
三
年
度

-
野
反
志
賀
ト
レ
イ
ル
レ

l
ス
協
力

-
野
反
旧
道
整
備

-
夏
山
大
高
、
野
反
縦
走

-
冬
山
へ
リ
に
て
横
手
か
ら
元
山

-
尾
瀬
至
仏
山
へ
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平
成
十
四
年
度

-
冬
山
野
反
湖
へ

-
夏
山
八
ヶ
岳
北
岳
へ

-
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
力

-
野
反
旧
道
整
備

平
成
二
十
一
年
度

平
成
十
五
年
度

-
ト
レ
イ
ル
レ

l
ス
協
力

-
夏
山
白
砂
山
へ

-
夏
山
谷
川
岳
へ

-
冬
山
野
反
湖
へ

-
夏
山
四
阿
山
へ

平
成
十
六
年
度

-
冬
山
野
反
湖
へ

-
夏
山
秋
山
郷
へ

-
夏
山
か
も
し
か
平
へ

平
成
十
七
年
度

-
夏
山
鳥
甲
山
へ

-
本
日
根
山
か
ら
石
津
鉱
山
跡
へ



育教

山
岳
会
の
記
録

野
反
湖
か
ら
秋
山
郷

l
苗
場
山
ヘ

一
九
七

(
昭
和
四
十
六
年
)
七
月
二
十
五

1
二
十
六
日

中
村
義
司

三
年
間
も
会
の
リ
ー
ダ
ー
役
を
預
っ
て
、

一
つ
位
は
ま
と
ま
っ
た
行
事
を
や
っ
て

ほ
し
い
と
、
叱
時
激
励
が
あ
り
動
か
ざ
る
を
得
な
い
羽
目
に
な
っ
た
。

野
反
湖
か
ら
秋
山
郷
へ
越
え
て
み
た
い
と
の
要
望
で
あ
る
。
そ
れ
を
や
っ
た
ら
、

無
罪
放
免
し
て
や
る
と
の
言
質
を
と
り
付
け
、
御
指
摘
の
通
り
目
立
っ
た
行
事
も
出

来
な
か
っ
た
罪
悪
感
に
も
せ
め
ら
れ
て
、

か
な
り
の
参
加
者
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、

実
行
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
こ
の
コ

l
ス
に
つ
い
て
は
、
前
々
か
ら
の
懸
案
で
も
あ
っ

た
し
、
又
、
私
の
父
が
二

O
歳
の
頃
、
杓
子
職
人
で
出
稼
に
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
場

所
で
も
あ
っ
た
。
そ
ん
な
関
係
で
何
と
な
く
気
易
く
感
じ
ら
れ
、
父
親
の
青
春
時
代

の
楽
し
げ
な
思
い
出
話
か
ら
訪
ね
て
み
た
い
気
が
前
々
か
ら
あ
っ
た
。

具
体
的
な
計
画
を
立
て
る
に
当
っ
て
、
ま
ず
二
、
三
の
先
輩
の
方
々
の
話
を
聞
き

に
全
員
集
ま
っ
て
、
最
終
的
な
打
ち
合
わ
せ
の
会
合
を
も
っ
た
。
細
か
い
所
持
品
等

を
み
て
「
こ
れ
程
持
た
な
く
て
も
良
か
ん
べ

i
」
と
の
音
山
見
も
出
た
が
、

一
週
間
が

か
り
で
作
っ
た
人
の
苦
労
も
知
ら
な
い
で
寝
言
を
言
う
な
、
怒
り
た
い
気
持
だ
が
、

全
員
の
子
供
じ
み
た
は
し
ゃ
ぎ
様
に
そ
の
気
持
も
お
さ
ま
っ
た
。
さ
て
最
後
に
心
配

な
の
は
天
候
だ
。
翌
日
に
な
っ
て
電
話
で
問
い
合
わ
せ
た
が
、
二
十
五
日
は
大
体
晴

で
夕
立
も
な
い
様
子
。
翌
六
日
は
所
に
よ
り
小
雨
と
の
予
報
で
大
し
た
心
配
は
な
い
。

い
よ
い
よ
待
ち
こ
が
れ
た
二
十
五
日
が
や
っ
て
来
た
。
野
反
の
和
山
登
山
に
ま
で
車

で
送
っ
て
も
ら
い
、
予
定
通
り
九
時
に
出
発
す
る
。
大
し
て
重
い
荷
物
で
も
な
か
っ

た
が
地
蔵
峠
ま
で
の
坂
道
で
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
る
。
予
定
時
間
よ
り
早
く
峠
に
着

い
た
。
前
に
準
備
し
て
お
い
た
標
識
を
ツ
ガ
の
樹
に
つ
け
て
一
休
み
す
る
。
カ
メ
ラ

マ
ン
が
記
念
に
一
枚
撮
る
。
こ
の
写
真
が
傑
作
な
も
の
に
な
る
の
だ
が
。

こ
れ
か
ら
は
北
沢
ま
で
下
り
で
か
な
り
の
ス
ピ
ー
ド
、
北
沢
を
こ
し
て
か
ら
の
登

山
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
照
合
し
て
み
て
、
そ
ん
な
に
危
険
な
コ

l
ス
で
な
い
こ
と
に
ま

ず
安
心
す
る
。
野
反
湖
か
ら
和
山
|
小
赤
沢
|
苗
場
山
頂
1

湯
沢
に
出
る
ま
で
の
、

細
か
い
区
間
の
所
要
時
間
を
調
べ
て
、

コ
ー
ス
の
略
図
を
ま
ず
作
っ
て
み
た
。
次
に

装
備
と
所
持
品
を
調
べ
て
み
て
慎
重
に
確
認
す
る
。
こ
れ
だ
け
で
も
何
か
物
足
り
な

い
感
じ
で
秋
山
郷
の
民
話
と
、
北
越
雪
譜
の
中
か
ら
苗
場
の
項
を
引
用
し
て
書
入
れ

た
。
こ
れ
で
か
な
り
肉
付
け
出
来
て
、
魅
力
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
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宿
は
小
赤
沢
の
秋
山
館
と
き
め
て
、
電
話
で
予
約
し
た
結
果
が
主
人
が
マ
イ
ク
ロ
パ

ス
で
切
明
の
本
道
終
点
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
る
と
の
こ
と
で
有
難
い
。
そ
れ
か
ら
、

湯
沢

1
誠
川
聞
の
パ
ス
時
間
の
確
認
を
思
い
つ
い
て
、
湯
沢
町
役
場
に
連
絡
し
て
み

る
。
終
バ
ス
の
出
発
が
早
い
様
、
だ
が
、
苗
場
を
こ
え
て
そ
の
時
間
ま
で
に
蹴
川
に
着

け
る
か
ど
う
か
、
や
や
心
配
だ
が
油
断
し
な
け
れ
ば
何
と
か
着
け
る
だ
ろ
う
。
落
度

の
な
い
こ
と
を
確
か
め
て
か
ら
、

コ
ピ
ー
し
て
出
来
上
が
っ
た
の
で
二
十
三
日
に
は

汗
も
う
ち
ば
に
な
っ
て
、
荒
砥
沢
に
着
い
て
水
を
飲
ん
だ
り
小
休
止
。

ツ
ガ
の
古
木

の
中
で
ヒ
ン
ヤ
リ
す
る
。
道
刈
が
し
て
あ
り
、
朝
露
に
ぬ
れ
る
こ
と
も
な
く
全
員
は

り
き
っ
て
す
す
ん
で
大
倉
の
肩
に
着
く
。
十
一
時
十
分
だ
っ
た
。
こ
こ
で
の
眺
望
は

晴
天
に
恵
ま
れ
て
、
野
反
湖
が
ツ
ガ
林
の
中
に
と
け
込
ん
で
静
か
に
見
ら
れ
、
魚
野

川
の
峡
谷
も
黒
々
と
見
え
た
。
ゆ
で
卵
と
ジ
ュ
ー
ス
の
配
給
も
す
ば
や
く
こ
な
し
て

又
、
出
か
け
る
。
届
一
近
く
に
な
っ
た
せ
い
も
あ
り
、
大
倉
坂
の
長
い
ジ
グ
ザ
グ
下
り



は
皆
早
い
。
プ
ナ
の
原
生
林
を
ぬ
け
、
し
っ
か
り
し
た
作
り
の
渋
沢
の
橋
を
渡
っ
て

ダ
ム
に
着
い
た
の
が
十
二
時
二
十
分
。
こ
こ
で
昼
食
の
予
定
だ
っ
た
が
次
の
相
沢
ま

で
行
っ
て
休
む
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
か
ら
は
ダ
ム
工
事
の
時
の
軌
道
敷
ず
た
い
で
、

平
で
管
理
の
行
き
届
い
た
道
で
気
楽
な
コ

1
ス
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
番
目
の
魚
野
川

隠
道
を
く
ぐ
り
ぬ
け
て
相
沢
に

0
時
四
十
分
に
着
い
て
こ
こ
で
昼
食
。
各
々
用
意
し

て
来
た
弁
当
を
賑
や
か
に
広
げ
て
、
に
ぎ
り
飯
に
か
じ
り
つ
い
た
が
そ
の
う
ま
い
こ

と
格
別
。
も
ち
ろ
ん
ア
ル
コ
ー
ル
も
飲
み
ま
し
た
。
度
を
こ
さ
な
い
程
度
に
加
減
し

な
が
ら
時
間
を
か
け
て
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
気
付
薬
と
し
て
飲
ん
だ
そ
う
で
す
。

や
が
て
薬
が
き
い
て
き
て
三

O
分
程
ぐ
っ
す
り
休
み
、
天
気
も
良
く
天
下
泰
平
で
罪

は
な
い
。
も
っ
と
も
山
の
愛
好
者
は
善
人
ば
か
り
で
正
に
そ
の
通
り
。
さ
て
目
が
覚

め
る
と
、
こ
れ
よ
り
先
は
誰
も
経
験
が
な
く
早
速
出
発
す
る
こ
と
に
す
る
。
昼
食
地

点
の
石
に
参
加
者
八
名
の
名
前
書
き
つ
け
た
が
、
自
然
を
汚
す
程
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

御
勘
弁
願
い
た
い
。

一
時
半
に
出
発
し
て
き
り
立
っ
た
峡
谷
を
見
な
が
ら
平
の
道
を

す
す
む
。
野
反
か
ら
秋
山
へ
の
車
道
計
画
は
ど
の
辺
を
通
る
よ
う
に
な
る
の
か
、

ず
れ
右
側
の
中
腹
だ
ろ
う
が
難
工
事
が
予
想
さ
れ
る
。
渋
沢
ダ
ム
か
ら
は
、
水
平
に

道
が
来
て
い
る
為
、
魚
野
川
が
し
だ
い
に
見
下
ろ
す
よ
う
に
な
っ
て
来
た
。

一
時
間

程
歩
い
て
佐
武
流
沢
を
右
に
見
乍
ら
、
二
番
目
の
隊
道
に
出
た

(
馬
の
背
隠
道
)
狭

く
小
さ
な
隠
道
だ
が
頭
を
打
つ
程
で
も
な
く
、
か
な
り
長
い
が
ど
れ
位
あ
る
だ
ろ
う

か
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
も
、
ま
る
っ
き
り
岩
を
切
っ
て
作
っ
た
道
の
上
下
に
石
楠

花
や
棋
の
実
生
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
が
、
た
だ
見
て
通
る
の
み
。
し
ば
ら
く
し
て
前
方

が
見
通
せ
る
様
に
な
っ
た
。

V
字
形
の
峡
谷
の
向
こ
う
に
、
人
里
に
近
い
感
じ
の

六合山岳会

景
色
が
目
に
入
っ
た
。
足
を
止
め
て
確
か
め
る
と
「
確
か
に
秋
山
だ
ぞ
」
と
言
う
こ

と
に
な
り
こ
こ
で
休
憩
す
る
。
誰
も
が
疲
れ
が
目
立
っ
て
来
て
腰
を
下
す
に
も
ド
ッ

コ
イ
シ
ョ
と
い
っ
た
感
じ
だ
。
桧
俣
川
の
上
流
に
向
か
っ
て
中
津
川
林
道
ら
し
き
道

が
見
え
る
が
ど
の
辺
ま
で
の
び
て
い
る
の
か
手
前
の
屋
根
に
か
く
れ
て
見
通
せ
な

い
。
雲
空
に
な
っ
て
来
て
雨
が
心
配
に
な
り
、
重
い
腰
を
上
げ
て
歩
き
出
し
、
間
も

な
く
高
橋
の
ツ
リ
橋
上
部
に
着
い
た
。
う
ん
ざ
り
す
る
程
は
る
か
下
に
橋
が
見
え
、

こ
れ
か
ら
一
気
に
急
降
下
す
る
の
だ
が
、
下
り
は
じ
め
て
あ
ま
り
に
長
い
の
で
閉
口

し
た
。
こ
こ
の
高
低
差
が
二

0
メ
ー
ト
ル
程
だ
が
、
二

O
分
以
上
か
か
っ
て
ツ
リ
橋

に
着
い
た
。
一
二
時
四
十
五
分
だ
。
あ
と
は
、
迎
え
の
車
を
待
つ
だ
け
で
ゆ
っ
く
り
休

む
こ
と
に
し
た
が
、
気
が
ゆ
る
ん
で
ひ
ど
い
疲
労
感
、
最
早
、
歩
け
る
力
は
い
く
ら

も
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
三

O
分
程
休
ん
で
い
る
内
に
迎
え
の
車
に
来
て
も
ら
っ
た

が
、
そ
の
時
の
有
難
さ
は
筆
舌
に
尽
し
が
た
し
。
丁
重
に
礼
を
の
ベ
て
乗
せ
て
も
ら

う
。
道
路
の
悪
さ
も
ま
た
格
別
で
乗
り
心
地
も
世
界
最
高
、
併
せ
て
感
謝
申
上
げ
る
。

と
同
時
に
物
す
ご
い
大
夕
立
に
な
り
宿
に
着
く
ま
で
ど
し
ゃ
ぶ
り
で
、
悪
口
は
い
さ

さ
か
も
言
う
も
の
で
も
な
し
と
深
く
反
省
し
ま
し
た
。
秋
山
館
着
が
四
時
五
十
分
、
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迎
え
て
く
れ
た
。
家
族
の
人
達
も
、
言
葉
少
な
い
中
に
暖
か
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
て

し=

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。
部
屋
で
ゆ
っ
く
り
く
つ
ろ
ぎ
、
夕
食
の
時
は
さ
っ
き
の
疲
れ

は
ど
こ
へ
や
ら
、
全
員
す
こ
ぶ
る
元
気
で
賑
や
か
に
す
ご
し
て
床
に
つ
い
た
。
そ
の

夜
の
夢
は
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
皆
々
の
御
想
像
に
お
ま
か
せ
す
る
。

明
け
て
二
十
六
日
は
雨
で
、
テ
レ
ビ
の
予
報
も
良
く
な
い
。
宿
の
主
人
も
こ
れ
で

は
苗
場
の
眺
望
も
だ
め
で
や
め
た
方
が
良
い
と
の
こ
と
で
、
残
念
乍
ら
中
止
に
決
定
。

こ
う
な
っ
た
以
上
、
パ
ス
で
津
南
ま
で
出
て
飯
山
線
に
乗
っ
か
る
し
か
方
法
な
し
で
、

パ
ス
の
時
間
を
調
べ
た
が
、

一
番
の
パ
ス
が
十
時
五
十
分
、
さ
て
そ
れ
ま
で
ど
う
し

て
す
ご
す
か
協
議
す
る
。

現
会
長
の
鉄
雄
さ
ん
の
発
案
で
、
熊
捕
り
の
名
人
の
山
田
長
吉
さ
ん
宅
を
訪
ね
る

こ
と
に
な
り
、
全
員
で
お
じ
ゃ
ま
し
た
。
幸
い
在
宅
で
興
味
深
い
話
を
聞
か
せ
て
も

ら
い
、
色
々
と
珍
し
い
品
々
も
拝
見
す
る
。
長
い
伝
統
と
た
く
ま
し
い
猟
師
振
り
や
、



育

雪
国
独
特
の
家
作
り
の
中
で
厳
し
い
冬
の
生
活
が
し
の
ば
れ
て
、
予
想
外
の
収
穫
に

教

全
員
満
足
す
る
。

一
時
間
程
お
じ
ゃ
ま
し
て
か
ら
、
近
所
を
見
て
廻
っ
た
が
栃
川
の
護
岸
工
事
が
始

ま
っ
て
お
り
、
農
集
電
話
工
事
等
、
か
な
り
活
気
が
み
ち
て
い
た
。
バ
ス
停
に
は
、

民
宿
案
内
の
カ
ン
パ
ン
が
大
き
く
目
に
つ
い
て
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
中
は
か
な
り
客
も

あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
パ
ス
を
待
つ
て
は
み
た
も
の
の
、
夕
べ
秋
山
館
で
泊
り
合
わ
せ

た
玉
川
大
学
の
一
行
が
四

O
人
余
り
一
緒
で
、
と
て
も
乗
り
き
れ
そ
う
も
な
い
。
そ

の
う
ち
に
秋
山
館
の
は
か
ら
い
で
、
栄
村
森
林
組
合
の
ジ

l
プ
を
見
つ
け
て
も
ら
い

森
宮
の
原
ま
で
便
乗
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
助
か
っ
た
。

数
々
の
御
好
意
に
感
謝
し
て
出
発
し
た
の
が
十
一
時
頃
で
、
ど
し
ゃ
ぶ
り
の
雨
の

中
を
一
時
間
余
り
か
か
っ
て
森
宮
ノ
原
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
こ
れ
か
ら

が
一
大
事
、
土
砂
崩
れ
の
た
め
列
車
が
不
通
で
復
旧
の
見
通
し
は
な
い
と
の
駅
員
の

話
に
が
っ
か
り
す
る
。
や
む
な
く
、
旅
館
で
休
ん
で
待
機
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四

時
間
以
上
待
っ
て
駅
か
ら
開
通
の
連
絡
が
あ
り
上
越
線
ま
わ
り
で
帰
宅
し
た
の
だ

が
、
全
く
二
日
目
は
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
思
い
お
こ
し
て
み
て
、
雨
の
中
を
苗
場
ヘ
強
行
し
な
く
て
良
か
っ
た

と
思
う
。
苗
場
山
頂
ま
で
は
着
け
る
だ
ろ
う
が
、
あ
の
大
雨
で
は
山
頂
ヒ
ュ
ッ
テ
で

心
配
し
な
が
ら
泊
り
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
全
員
意
気
込
ん
で
計
画
実
行
し
た
コ

l
ス

を
中
途
半
端
で
何
と
も
残
念
で
忘
れ
ら
れ
な
い
が
、

い
つ
か
苗
場
行
き
を
計
画
し
て

、A
P
-
r
-
U
2
p
-
h

。

し
占
J
中
J
き
G
ふ
J

L

あ
れ
以
来
、
七
年
間
も
待
ち
続
け
て
居
る
の
だ
が
、
何
と
か
し
て
も
ら
え
な
い
も

の
か
、
今
度
は
私
が
注
文
す
る
番
の
様
な
気
が
す
る
。

参
加
者

本
峯
松

中
村

山
本
鉄
雄

本
多
友
二
郎

山
口
清
良

山
田
正
人

司

山

黒
岩
竹
松

霜
田
清
光

救
命
の
洞

一
九
七
三
(
昭
和
四
十
八
年
)

山
本

鉄
雄

十
月
十
八
日
、
ラ
イ
ト
バ
ン
で
野
反
湖
へ
出
発
し
た
。
八
時
三
十
分
、
野
反
の
白

砂
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス
入
口
で
下
車
。
雲
一
つ
な
い
秋
晴
の
日
で
あ
っ
た
。
心
も

は
ず
み
、

ハ
ン
ノ
木
沢
を
渡
り
、
地
蔵
峠
で
一
休
み
。
目
の
前
に
そ
び
え
る
岩
菅
山

を
カ
メ
ラ
に
お
さ
め
て
、
渋
沢
の
道
路
に
向
か
っ
た
。
こ
の
日
の
目
的
は
渋
沢
ダ
ム

の
採
水
で
あ
っ
た
。
二
リ
ッ
ト
ル
入
り
の
ポ
リ
ピ
ン
を
一
本
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
と
温

度
計
一
本
に
弁
当
に
み
か
ん
が
五
個
、
予
備
食
と
し
て
菓
子
一
袋
、
又
詑
を
一
丁
、

リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
荒
砥
沢
を
経
て
、
イ
タ
ド
リ
沢
を
越
え
て
、
大
倉
の
肩
を
過
ぎ

て
、
大
倉
沢
を
下
る
途
中
、
白
プ
ナ
の
林
又
、
山
ブ
ド
ウ
の
紅
葉
は
ひ
と
き
わ
明
る
く
、
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目
の
さ
め
る
よ
う
な
自
然
の
美
、
「
き
れ
い
だ
な
あ
」
と
思
わ
ず
一
人
言
を
語
り
乍

ら
坂
を
お
り
、
着
く
頃
、

一
人
の
登
山
者
に
出
会
っ
た
。
「
今
日
は
」

の
一
言
で
す

れ
ち
が
っ
た
。
渋
沢
ダ
ム
に
着
い
た
の
が
十
一
時
十
五
分
、
ダ
ム
に
は
工
事
の
人
が

五
人
程
見
え
た
。
ダ
ム
は
放
流
さ
れ
て
い
た
の
で
、
魚
の
川
と
渋
沢
の
合
流
点
で
採

水
を
し
た
。
秋
晴
の
日
で
あ
っ
た
が
気
温
一
六
度
、
水
温
は
六
度
で
あ
っ
た
。
採
水

が
無
事
終
っ
て
、
時
計
を
見
る
と
、
十
二
時
少
し
前
な
の
で
支
度
を
し
て
大
倉
坂
を

登
り
始
め
、
途
中
、
天
然
の
ナ
メ
コ
茸
や
片
刃
の
茸
な
ど
取
り
乍
ら
坂
を
三
分
の
一

程
登
っ
た
頃
、
プ
ナ
の
木
の
下
で
弁
当
を
食
べ
た
。
そ
の
時
十
二
時
二
十
分
で
あ
っ

た
。
ふ
と
思
い
浮
か
ん
だ
「
今
日
は
ま
だ
い
つ
も
よ
り
時
間
が
早
い
」
。
仙
沢
の
ツ

パ
ク
ロ
の
滝
を
下
流
か
ら
写
真
に
撮
し
て
行
こ
う
と
思
っ
た
時
、
早
々
に
リ
ュ
ッ
ク

を
せ
お
っ
て
白
プ
ナ
の
林
を
横
へ
横
へ
と
進
ん
だ
。
こ
の
見
場
所
は
、
過
去
長
年
、

私
の
夢
で
あ
っ
た
。
熊
笹
の
中
を
熊
公
が
プ
ナ
の
実
を
食
っ
か
い
た
ば
か
り
の
あ
と



が
処
々
に
見
え
た
。
川
の
音
が
聞
こ
え
始
め
て
き
た
な
と
思
っ
た
ら
、
す
ご
い
岩
壁

に
さ
し
か
か
っ
た
。
ふ
と
右
を
振
り
向
く
と
岩
管
山
の
山
頂
が
大
き
な
あ
ぐ
ら
を
か

い
て
デ
ン
と
座
っ
て
眼
下
を
見
下
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
カ
モ
シ
カ
の
通

り
路
が
岩
壁
の
中
腹
に
ず
う
っ
と
つ
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
道
づ
た
い
に
岩
を
ぬ
け

る
と
小
段
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
お
猿
の
群
が
遊
ん
だ
と
み
え
て
、
笹
の
葉
を
す
ご

く
ち
ぎ
っ
た
り
、
草
を
た
お
し
た
り
、
タ
ラ
の
木
に
登
っ
た
り
、
下
り
た
り
し
た
ら

し
く
、
木
の
皮
が
ス
レ
て
い
た
。

コ
メ
ツ
ガ
の
大
木
に
万
年
茸
の
大
き
な
の
が
出
て

い
た
の
で
、
も
ぎ
取
っ
て
み
た
が
リ
ュ
ッ
ク
に
入
ら
な
い
の
で
あ
き
ら
め
た
。
地
す

べ
り
で
も
し
た
よ
う
な
ガ
ラ
ガ
ラ
と
、
中
形
の
乱
石
し
た
場
所
を
し
ず
か
に
下
る
と
、

意
外
と
足
場
の
良
い
所
で
川
に
着
い
た
。
そ
の
時
、
自
分
の
現
在
地
点
を
考
え
て
見

た
。
過
去
一

O
年
程
前
に
、
野
反
湖
の
ダ
ム
サ
イ
ド
よ
り
下
流
へ
下
流
へ
と
写
真
を

取
り
乍
ら
下
っ
て
、
最
後
に
な
ん
と
し
て
も
通
る
事
の
出
来
な
い
岩
壁
と
滝
に
さ
し

か
か
り
、
そ
の
時
、
写
し
た
滝
が
現
在
六
合
地
誌
に
ツ
バ
ク
ロ
の
滝
と
名
付
け
て
出

て
い
る
。
そ
の
滝
よ
り
、
現
在
地
点
は
上
流
に
居
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
ゆ
と
り
を

も
っ
て
、
リ
ュ
ッ
ク
か
ら
み
か
ん
を
取
り
出
し
て
食
べ
て
、
川
を
登
り
始
め
た
。

ふ

と
フ
チ
の
底
を
見
る
と
、
三

0
セ
ン
チ
は
ら
く
に
有
る
魚
が
二
匹
、
並
ん
で
泳
い
で

い
た
。
そ
の
上
に
も
又
見
え
た
。
「
よ
し
今
度
は
こ
こ
へ
魚
取
り
に
来
る
ぞ
」
と
つ

ぶ
や
き
乍
ら
、
野
反
湖
へ
三
時
頃
ま
で
に
楽
に
帰
れ
る
と
思
い
乍
ら
、
八

O
メ
l
ト

ル
程
登
っ
た
が
、
余
り
記
憶
に
な
い
場
所
に
さ
し
か
か
っ
た
。
「
お
か
し
い
な
」
と

思
い
乍
ら
肩
ま
で
も
あ
る
岩
の
段
を
や
っ
と
こ
の
思
い
で
ケ
ン
ス
イ
を
し
て
登
り
、

岩
つ
つ
じ
の
か
ぶ
に
命
を
か
け
て
し
が
み
つ
き
乍
ら
、
上
の
段
へ
よ
う
や
く
上
っ
た
。

六合山岳会

も
し
そ
の
か
ぶ
が
根
こ
ぎ
に
な
っ
た
ら
、
底
の
見
え
な
い
程
深
い
フ
チ
へ
ま
っ
さ
か

さ
ま
に
落
ち
る
か
と
思
う
と
、
ぞ
っ
と
し
た
。
カ
モ
シ
カ
の
骨
が
大
き
な
石
の
上
に

乱
れ
て
い
た
。
そ
う
と
う
古
い
物
に
見
え
て
青
く
風
化
し
て
い
た
。
た
ぶ
ん
雪
の
ナ

ダ
レ
で
っ
き
落
と
さ
れ
て
死
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
ん
だ
か
う
す
気
味
悪

く
な
っ
た
。
ふ
と
、
進
ん
で
い
る
前
を
頭
を
上
げ
て
見
る
と
目
の
前
は
ま
つ
く
ら
や

み
に
な
っ
た
。
も
の
す
ご
い
岩
壁
の
と
り
で
で
、
東
京
の
千
代
田
区
へ
で
も
行
っ
た

よ
う
な
ピ
ル
の
谷
間
で
は
な
く
岩
の
谷
問
、

一
回
に
は
、
見
上
げ
ら
れ
な
い
程
高
い

岩
壁
か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
、

で
も
そ
れ
は
本
流
の
滝
で
は
な
か
っ
た
。
右
岩
か
ら
落

ち
る
滝
、
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
出
し
て
四
、
五
枚
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

一
度
に
は

入
ら
な
い
の
で
カ
メ
ラ
を
縦
に
し
て
二
回
に
写
し
た
。
「
大
し
た
記
録
写
真
が
写
せ

た
」
と
一
人
言
を
語
り
乍
ら
カ
メ
ラ
を
リ
ュ
ッ
ク
に
入
れ
て
立
ち
上
り
、
左
右
の
岩

を
見
廻
し
た
が
登
れ
る
よ
う
な
処
に
も
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
思
わ
ず
た
め
息
を
つ

ョ'こ。

、U
U
2
7
'さ

て
引
き
返
す
事
も
進
む
事
も
出
来
な
く
、

一
時
は
途
方
に
く
れ
た
。
こ
う
し
た

時
は
あ
せ
る
べ
か
ら
ず
と
自
分
に
言
い
き
か
せ
て
、
じ
っ
く
り
と
四
方
を
見
廻
し
た
。

555 

す
る
と
自
分
の
立
っ
て
い
る
な
な
め
後
に
、
約
二

0
0メ
ー
ト
ル
有
る
か
と
思
わ
れ

る
一
線
の
洞
が
ぬ
け
て
見
え
た
。
良
く
見
る
と
頂
上
の
方
に
ち
ょ
っ
と
笹
が
見
え
た

時
、
思
わ
ず
「
し
め
た
」
と
さ
け
ん
だ
。
こ
の
洞
を
登
り
つ
め
れ
ば
大
倉
の
肩
に
通

じ
る
も
の
と
思
い
一
歩
一
歩
足
を
ふ
み
し
め
、
ょ
っ
ん
ぱ
い
に
な
っ
て
手
に
力
を
入

れ
て
の
ぼ
り
始
め
た
。
足
を
す
べ
ら
せ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
い
つ
き
に
谷
底
へ
転
落
か

と
思
う
と
、

ヒ
ヤ
汗
が
出
る
。
汗
が
目
に
し
み
て
、
手
で
ふ
く
こ
と
も
出
来
、
ず
、
手

袋
の
指
先
で
目
玉
を
か
る
く
押
さ
え
て
、
も
う
一
度
岩
の
段
か
ら
手
を
の
ば
し
て
、

コ
メ
ツ
ガ
の
根
っ
こ
に
手
を
掛
け
て
、
又
一
足
、
よ
う
や
く
し
て
笹
が
手
に
届
く
頃
、

太
陽
は
大
分
か
た
む
い
て
い
た
。
カ
モ
シ
カ
が
二
匹
声
を
そ
ろ
え
て
シ
ェ
シ
ェ
と
逃

げ
て
い
っ
た
。
た
ぶ
ん
自
分
に
気
づ
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
よ
う
や
く
岩
が
終
つ

て
、
笹
に
入
っ
た
時
、

ほ
っ
と
し
た
。
こ
れ
で
家
に
帰
れ
る
の
だ
と
思
う
と
、
急
に

が
っ
く
り
し
た
。



育

腰
を
下
し
て
、
み
か
ん
を
食
べ
て
一
休
み
し
た
。
予
備
食
の
菓
子
を
口
に
入
れ
た

教

が
口
が
か
さ
か
さ
で
食
べ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
又
し
ば
ら
く
笹
の
山
を
な
な
め
上

へ
上
へ
と
登
り
つ
め
た
。
よ
う
や
く
に
し
て
出
た
処
が
大
倉
坂
の
八
合
目
処
で
有
つ

た
。
そ
れ
か
ら
大
倉
の
肩
ま
で
登
り
、
今
苦
し
ん
で
登
り
つ
め
た
岩
壁
を
反
省
し
て

見
た
。
さ
っ
き
の
高
い
滝
は
ツ
バ
ク
ロ
の
滝
を
下
流
か
ら
見
た
の
で
あ
っ
た
。
大
き

な
魚
は
命
と
引
替
え
で
は
と
て
も
行
く
気
に
な
れ
な
い
と
反
省
し
た
。
も
し
こ
ん
な

谷
底
で
遭
難
し
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
思
う
と
、
身
ぶ
る
い
が
し

た
大
自
然
の
厳
し
さ
と
恐
ろ
し
き
を
つ
く
づ
く
身
に
感
じ
た
。
思
い
つ
き
な
計
画
と

無
理
な
冒
険
は
山
岳
マ
ナ

l
に
反
す
る
行
為
で
、
ぜ
っ
た
い
に
今
後
つ
つ
し
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
自
覚
し
た
。
そ
ん
な
事
を
考
え
て
い
る
内
に
、
も
う
日
は
と
つ
ぶ

り
と
暮
れ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
ピ
ッ
チ
を
上
げ
て
急
ぎ
足
に
野
反
へ
と
向
っ
た
。

ハ
ン
ノ
キ
沢
の
登
り
を
登
る
時
に
は
、
疲
れ
果
て
た
足
を
引
き
ず
り
乍
ら
、
ゃ
っ

と
の
思
い
で
、
車
に
た
ど
り
着
い
た
頃
、
野
反
の
キ
ャ
ン
プ
場
は
灯
り
一
つ
見
え
な

か
っ
た
。
夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
れ
ば
、
町
を
思
わ
せ
る
程
、
灯
り
が
限
り
な
く
あ
り
、

活
気
あ
る
野
反
も
、
ま
さ
に
夏
山
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
る
静
け
さ
と
言
う
よ
り
も
、

寂
し
さ
を
感
じ
た
。

白
砂
渓
谷
遭
難
対
策
訓
練
記

一
九
七
四
(
昭
和
四
九
年
)
八
月
三

1
四
日

山
本

茂

心
配
し
た
天
候
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、

み
な
予
定
の
時
刻
に
集
合
す
る
。
食
料
そ
の

他
の
荷
物
の
点
検
後
、
宗
太
郎
氏
の
新
車
に
ゆ
ら
れ
、
期
待
と
不
安
の
入
り
ま
じ
っ

た
複
雑
な
気
持
で
初
め
て
の
白
砂
山
沢
登
り
に
出
発
す
る
。
林
道
終
点
に
て
荷
物
を

分
担
し
、
惜
し
み
な
が
ら
宗
太
郎
氏
と
わ
か
れ
、

い
よ
い
よ
白
砂
川
に
挑
む
。
沢
に

て
再
度
身
支
度
を
整
え
出
発
す
る
。

肩
の
荷
も
ず
っ
し
り
重
く
、
こ
れ
か
ら
の
沢
登
り
の
困
難
さ
を
予
告
す
る
か
の
よ

う
だ
。
雨
上
り
の
川
は
意
外
に
深
く
腰
ま
で
の
川
は
肌
に
冷
た
く
、
す
こ
し
油
断
す

る
と
足
を
す
く
わ
れ
そ
う
だ
。

途
中
、
水
深
が
あ
り
、
流
れ
の
強
い
と
こ
ろ
は
ロ

l
プ
の
助
け
を
借
り
、
岩
の
腹

を
す
い
つ
く
よ
う
に
す
り
ぬ
け
、
大
石
を
よ
じ
の
ぼ
り
、
文
字
ど
お
り
、
水
と
石
と

の
戦
い
だ
。
竜
の
口
に
て
四
人
の
若
者
の
パ
ー
テ
ィ
に
出
会
う
。
地
下
タ
ピ
に
わ
ら

じ
の
、
見
る
か
ら
に
山
男
ら
し
い
人
た
ち
だ
。

滝
の
霧
で
涼
を
と
り
な
が
ら
昼
食
を
す
る
。
谷
の
上
に
黒
い
夕
立
雲
が
は
り
出
し

た
が
、
又
す
ぐ
晴
れ
る
。
荷
物
を
軽
く
し
て
出
発
す
る
。

す
ぐ
竜
の
口
の
回
り
道
に
か
か
る
回
り
道
は
四
五
度
の
坂
道
。
道
と
い
っ
て
も
道
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は
な
く
、
歩
い
た
と
こ
ろ
が
道
に
な
る
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
く
ら
ん
ぼ
の
ふ
ん
と
足

跡
が
あ
り
、
人
の
道
の
ご
と
く
ふ
め
て
い
る
。
尾
根
は
し
ゃ
く
な
げ
に
お
お
わ
れ
、

見
事
に
育
っ
た
純
白
の
万
年
だ
け
が
頭
上
で
見
守
っ
て
い
た
。

三
俣
沢
と
三
段
の
滝
の
聞
で
、
左
手
の
山
の
中
に
く
ら
ん
ぼ
を
み
る
。
危
害
を
加

え
な
い
我
々
に
安
心
し
た
の
か
、
ゆ
っ
く
り
と
山
を
登
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
辺
は
山

の
生
き
物
に
と
っ
て
は
、
楽
園
な
の
だ
ろ
う
か
、
又
そ
う
願
い
つ
つ
出
発
す
る
。

大
空
堀
の
ケ
ル
ン
に
安
全
を
ね
が
い
、
ゴ
一
か
か
え
も
あ
る
天
然
の
大
か
ら
松
を
右

手
に
見
て
、
や
が
て
四
万
川
を
過
ぎ
る
と
「
さ
あ
、
も
う
少
し
だ
。
」
と
い
う
声
が

か
か
る
。
思
わ
ず
ス
ル
ス
ホ
テ
ル
の
番
頭
さ
ん
の
出
迎
え
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
重

た
い
足
を
早
く
し
た
。
「
あ
れ
が
ス
ル
ス
岩
だ
。
」
と
い
う
声
に
、
前
方
上
の
方
を
見

る
と
、
見
上
げ
る
高
い
と
こ
ろ
に
ち
ょ
こ
つ
と
の
つ
か
っ
た
大
岩
が
見
え
た
。
ホ
ツ

と
し
た
気
持
で
足
を
早
め
る
と
、
ま
も
な
く
岩
洞
に
到
着
し
た
。



間
口
二
問
、
奥
行
一
間
半
ほ
ど
の
立
派
な
万
年
ホ
テ
ル
だ
。
安
ど
と
満
足
の
気
持

ち
で
疲
れ
も
忘
れ
、
休
む
間
も
な
く
夕
げ
の
仕
度
に
と
り
か
か
る
。

燃
料
、
食
事
、
ベ
ッ
ド
各
係
に
分
か
れ
、
手
際
よ
く
す
ま
せ
る
。
す
べ
て
の
準
備

が
終
了
し
た
と
こ
ろ
で
、
食
堂
に
集
ま
り
、
ご
は
ん
の
こ
げ
つ
き
と
、
も
つ
の
に
お
い
、

お
か
ず
に
き
ょ
う
の
沢
登
り
に
花
を
咲
か
せ
る
。
下
界
の
こ
と
も
忘
れ
、
山
の
話
が

最
高
潮
に
な
っ
た
頃
、
ホ
テ
ル
の
外
灯
が
沢
の
流
れ
を
照
ら
し
始
め
る
。
沢
の
流
れ

の
音
が
気
に
か
か
る
頃
、
そ
ろ
そ
ろ
昼
間
の
疲
れ
と
食
べ
た
も
の
が
か
ら
だ
に
行
き

わ
た
り
、
ね
む
け
が
さ
し
て
き
た
。
み
ど
り
の
ふ
と
ん
に
横
に
な
っ
た
頃
，
外
灯
は

す
っ
か
り
ホ
テ
ル
の
屋
上
に
登
っ
て
い
た
。
朝
方
の
冷
え
込
み
は
厳
し
く
、
ホ
テ
ル

の
外
灯
の
明
る
い
こ
と
は
朝
ね
ぼ
う
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
朝
明
け
と
共
に
起
床
す

る
。
荷
物
は
軽
く
な
っ
た
も
の
の
、
か
ら
だ
の
調
子
は
出
発
の
時
よ
り
悪
く
、
白
砂

へ
の
登
り
が
心
配
だ
。
出
発
前
に
岩
柱
と
本
流
の
奥
を
見
る
。

沢
登
り
に
か
か
り
、
し
ば
ら
く
し
て
清
光
さ
ん
が
両
足
関
節
の
い
た
み
を
訴
え
る
。

こ
れ
か
ら
最
も
き
つ
い
コ

1
ス
な
の
で
先
の
大
事
を
と
っ
て
荷
物
を
分
担
し
て
せ
お

う
。
沢
の
終
わ
り
ま
で
は
あ
ま
り
無
理
な
く
登
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
沢
が
切
れ
て

熊
笹
に
か
か
る
と
、

さ
す
が
に
大
変
に
な
っ
た
。
笹
は
我
々
に
逆
ら
う
様
に
下
に
つ

き
出
て
、
や
っ
と
か
き
わ
け
で
一
足
出
す
と
、
水
の
上
の
よ
う
に
ス
ル
ッ
と
足
を
さ

ら
う
。
や
っ
と
山
の
肌
に
足
を
踏
み
つ
け
て
よ
じ
登
る
と
い
う
状
態
だ
。

一
歩
一
歩

が
大
事
な
戦
い
だ
。
こ
の
困
難
な
コ

l
ス
に
清
光
さ
ん
は
一
歩
一
歩
挑
戦
し
て
く
れ

た
。
こ
め
つ
が
の
枝
の
切
れ
目
か
ら
上
の
聞
の
岩
肌
が
チ
ラ
ッ
と
見
え
た
時
、
み
な

安
ど
の
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
さ
あ
も
う
少
し
だ
。
み
ん
な
が
む
し
ゃ
ら
に
が
ん
ば
っ

六合山岳会

た
。
熊
笹
が
切
れ
て
最
後
の
岩
場
に
さ
し
か
か
っ
た
時
、
も
う
大
丈
夫
だ
と
、
ほ
っ

と
い
き
を
は
い
た
。

頂
上
に
腰
を
下
ろ
し
て
、
み
な
よ
ろ
こ
び
の
顔
を
み
あ
わ
せ
て
、
清
光
さ
ん
の
が

ん
ば
り
に
敬
服
し
た
。
時
間
は
予
定
ど
お
り
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
か
み
そ
り
の
刃
の
よ
う
な
や
せ
尾
根
が
つ
づ
い
て
い
た
。
白
砂
の

一
山
手
前
、
猟
師
の
尾
根
の
頭
で
食
事
を
と
り
、
目
指
す
白
砂
に
向
か
っ
た
。

う
す
い
雲
で
太
陽
は
さ
え
ぎ
ら
れ
、
や
け
つ
く
暑
さ
か
ら
は
免
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
苗
場
へ
の
分
岐
点
を
過
ぎ
る
と
す
ぐ
白
砂
の
頂
だ
。
疲
れ
た
顔
に
も
よ
ろ
こ
び

を
隠
し
き
れ
ず
、
登
頂
の
よ
ろ
こ
び
を
確
認
し
合
っ
た
。

記
念
写
真
を
カ
メ
ラ
に
収
め
る
と
、
ま
だ
長
い
野
反
を
め
、
ざ
し
て
出
発
す
る
。
堂

岩
山
ま
で
は
、
は
い
松
と
し
ゃ
く
な
げ
の
な
だ
ら
か
な
コ

1
ス
だ
。
し
か
し
、
意
外

と
長
く
、
ま
い
り
や
す
い
。
途
中
、
赤
湯
に
抜
け
る
若
者
に
会
う
。
今
夜
は
白
砂
泊

り
と
の
こ
と
だ
。

堂
岩
か
ら
は
最
後
の
下
り
に
か
か
る
。
下
り
が
き
つ
く
な
り
、
清
光
さ
ん
も
じ
っ

と
が
ま
ん
し
て
、

一
歩
一
歩
足
を
か
ば
う
よ
う
に
し
て
下
っ
て
い
く
。
休
む
時
間
も

557 

惜
し
ん
で
ひ
と
り
コ
ツ
コ
ツ
と
下
っ
て
い
く
姿
が
と
て
も
痛
ま
し
く
も
あ
り
、
力
強

く
感
じ
ら
れ
た
。
地
蔵
峠
で
最
後
の
休
憩
を
と
り
、
無
事
帰
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て

野
反
を
目
指
す
。

予
定
よ
り
三

O
分
遅
れ
て
バ
ス
停
に
着
い
た
時
、
ど
の
顔
も
自
分
の
足
で
歩
き
と

お
し
た
と
い
う
満
足
感
に
満
ち
て
い
た
。

参
加
者

リ
ー
ダ
ー

山
本
鉄
雄

黒
岩
竹
松

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

本
多
辰
雄

中
村

司

カ
メ
ラ

山
本
良
市

衛
生

霜
田
清
光

カ
メ
ラ

山
口
清
良
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一
九
七
五
(
昭
和
五
十
年
)
七
月
二
十
ら
二
十
一
日

山
本

茂

木
戸
沢

心
配
し
た
天
候
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、
定
刻
に
出
発
す
る
。
夏
と
は
い
え
、
早
朝
、

快
走
す
る
ト
ラ
ッ
ク
の
上
で
受
け
る
風
は
、
肌
に
冷
た
く
感
じ
、
素
早
く
シ
ャ
ツ
の

袖
を
下
ろ
す
ほ
ど
だ
。

竜
の
口

花
敷
温
泉
口
に
て
六
人
乗
車
、
和
光
原
に
て
七
人
乗
車
、
富
士
見
峠
に
て
一
人
乗

車
し
、
総
勢
一
四
人
と
な
っ
た
。
き
ょ
う
の
山
登
り
の
さ
い
先
の
良
さ
を
知
ら
せ
る

の
か
、
富
士
見
峠
か
ら
は
、
く
っ
き
り
と
富
士
山
が
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
た
の
が
見
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え
た
。
又
、

い
つ
に
な
く
澄
み
き
っ
た
空
の
も
と
に
は
、
き
れ
い
な
雲
海
の
上
に
は

秩
父
連
山
が
見
ら
れ
た
。

ロ
ッ
ヂ
で
お
世
話
に
な
っ
た
車
に
お
別
れ
し
て
、
キ
ャ
ン

パ
ー
で
に
ぎ
わ
う
野
反
を
後
に
し
た
。

え
び
山
へ
の
登
り
は
、
熊
笹
が
深
く
、
検
な
わ
で
の
実
測
は
簡
単
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
先
頭
と
後
尾
の
意
気
の
あ
っ
た
、
心
良
い
掛
声
を
聞
い
て
い
る
と
、

自
然
と
足
も
軽
く
な
る
よ
う
だ
つ
た
。

岩
柱

え
び
山
で
は
、
す
ば
ら
し
い
眺
望
と
涼
風
に
首
を
ふ
っ
て
い
る
白
山
フ
ウ
ロ

l
に

中
次
郎
沢

慰
め
ら
れ
乍
ら
第
一
号
の
道
標
を
打
ち
つ
け
た
。
あ
ち
こ
ち
で
心
地
よ
い
シ
ャ
ツ

タ
ー
の
音
が
し
、
お
花
畑
と
し
て
の
え
び
山
を
満
喫
し
て
か
ら
高
沢
へ
と
出
発
し
た
。

猟
師
ノ
尾
根
ノ
頭

高
沢
で
は
、
コ
一
壁
、
高
沢
一
周
ハ
イ
ク
の
大
パ
ー
テ
ィ
に
会
う
。
「
こ
ん
に
ち
は
」

白
砂
山
頂

「
こ
ん
に
ち
は
」
「
実
測
で
す
か
、
ご
く
ろ
う
さ
ん
」
と
互
い
に
交
わ
す
言
葉
に
ひ
と

時
疲
れ
を
忘
れ
、
か
も
し
か
平
へ
の
下
り
に
元
気
に
腰
を
上
げ
る
。
左
手
に
、
長
い



風
雪
に
耐
え
て
型
づ
く
ら
れ
た
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
見
事
な
枝
ぶ
り
を
見
な
が
ら
、

ニ
ツ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
咲
き
競
う
。
か
も
し
か
平
へ
と
か
け
足
で
下
っ
た
。
小
休
止
の

後
、
い
よ
い
よ
大
高
へ
の
厳
し
い
登
り
に
出
発
し
た
。
こ
の
登
り
は
、
予
想
ど
お
り

深
い
熊
笹
に
悩
ま
さ
れ
、
倒
木
や
根
っ
こ
で
足
を
と
ら
れ
、
転
倒
す
る
人
が
続
出
し

た
。
陽
も
高
く
な
り
、
暑
さ
の
厳
し
い
中
で
の
熊
笹
こ
ぎ
は
、
山
男
を
い
や
と
い
う

ほ
ど
痛
め
つ
け
た
。
こ
こ
で
二
人
の
遅
れ
が
あ
り
、
昼
食
予
定
地
、
小
倉
分
岐
点
に

一
時
間
遅
れ
て
到
着
し
た
。

昼
食
に
は
格
別
の
木
陰
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
の
愛
妻
弁
当
?
を
ひ
ろ
げ
、
に

ぎ
や
か
な
野
外
昼
食
会
が
始
ま
っ
た
。
牛
缶
が
煮
え
る
心
地
い
い
蒸
気
の
音
の
中
、

ウ
イ
ス
キ
ー
や
ピ

1
ル
の
栓
も
抜
か
れ
、
に
ぎ
や
か
な
会
話
の
中
に
「
歌
ま
わ
し
に

な
る
が
な
・
:
」
と
い
う
ほ
ど
盛
り
上
が
っ
た
も
の
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
遅
れ

た
二
人
も
無
事
到
着
し
た
。

昼
食
後
、
避
難
小
屋
ま
で
下
っ
て
み
る
と
、
小
屋
は
山
を
愛
す
る
登
山
者
達
の
手

に
よ
り
、
き
れ
い
に
片
付
け
ら
れ
、
山
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
立
派
な
姿
を
み
せ

て
く
れ
た
。
そ
こ
で
の
ど
を
刺
す
よ
う
な
冷
た
い
水
を
補
給
し
、
分
岐
点
に
戻
っ
た
。

一
時
間
の
休
憩
の
後
、
残
る
半
道
中
の
コ

l
ス
に
出
発
し
た
。
熊
笹
は
増
々
深
く
、

一
歩
一
歩
笹
を
か
き
分
け
て
進
む
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
暑
さ
も
増
々
厳
し
く
な
り
、

シ
ャ
ツ
の
腕
ま
く
り
を
す
る
と
、
熊
笹
は
容
赦
な
く
腕
を
切
り
つ
け
、
流
れ
る
汗
で

ヒ
リ
ヒ
リ
し
て
く
る
。
止
む
な
く
、
又
袖
は
下
ろ
さ
れ
る
。
大
高
か
ら
一
時
間
、
小

高
を
過
、
ぎ
て
間
も
な
く
、
大
木
が
茂
る
格
好
の
休
息
所
が
あ
り
、

一
時
休
む
こ
と
に

な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
下
界
に
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
な
マ
ン
モ
ス
か
が
急
襲
し
、
あ

六合山岳会

ま
り
長
居
を
さ
せ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
あ
ま
り
の
む
さ
く
る
し
き
に
「
そ
の
辺
に
美

人
で
も
出
て
来
な
い
か
な
あ
・
:
。
」
と
し
み
じ
み
と
言
う
者
が
あ
り
、
大
笑
い
す
る
。

そ
こ
で
気
持
を
新
た
に
し
て
元
気
で
出
発
す
る
。
左
に
魔
の
ガ
ラ
ン
谷
、
右
に
魚
野

川
を
見
な
が
ら
進
む
。
深
い
熊
笹
は
途
切
れ
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
ど
こ
ま
で
も
続
い

て
い
た
。
暑
さ
と
疲
労
で
、
気
も
滅
入
り
そ
う
で
あ
る
。
ダ
ン
沢
の
頭
、
湯
沢
の
頭

を
過
ぎ
る
と
、
熊
笹
は
増
々
深
く
な
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
厳
し
い
行
軍
の
中
も
実
測

は
一
時
も
休
ま
ず
、
ず
っ
と
続
け
ら
れ
た
。
そ
こ
で
滅
入
る
気
持
に
勇
気
と
慰
め
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
高
い
熊
笹
の
下
に
、

ひ
っ
そ
り
と
咲
い

て
い
る
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
で
あ
っ
た
。

一
日
、

ほ
と
ん
ど
陽
の
恩
恵
を
受
け
な
い
よ

う
な
笹
の
陰
で
か
わ
い
い
花
を
つ
け
て
い
る
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
を
見
て
い
る
と
、
花

へ
の
あ
こ
が
れ
と
勇
気
が
湧
い
て
く
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
又
、
ま
だ
数
時
間
し
か
経
つ

て
い
な
い
よ
う
な
熊
ら
し
い
ふ
ん
な
ど
も
あ
っ
た
。
人
里
離
れ
た
、
奥
深
い
と
こ
ろ

な
ん
だ
な
あ
と
つ
く
づ
く
思
い
な
が
ら
深
い
熊
笹
を
わ
け
で
登
る
。

急
な
登
り
と
深
い
熊
笹
も
終
り
、
た
い
の
岩
を
過
ぎ
る
と
、
こ
ん
な
高
い
所
に
と

驚
く
よ
う
な
所
に
、
水
ば
し
よ
う
が
群
生
す
る
仙
人
池
が
あ
っ
た
。
池
の
回
り
は
、
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ど
こ
を
歩
い
て
も
ジ
グ
ジ
グ
と
し
て
お
り
、
こ
ん
も
り
と
繁
っ
た
原
生
林
を
水
面
に

写
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
な
る
ほ
ど
仙
人
池
だ
な
あ
と
思
う
。
誰
に
見
ら
れ
る
で
も

な
く
、
誰
に
ふ
ま
れ
る
で
も
な
い
水
ば
し
よ
う
は
驚
く
ほ
ど
大
き
く
育
っ
て
い
た
。

間
も
な
く
、
き
ょ
う
目
指
す
最
高
峰
、
赤
石
山
に
到
着
し
た
。

赤
石
と
い
う
名
の
山
に
合
わ
ず
、
切
り
立
っ
た
岩
に
は
夕
日
に
映
え
た
青
苔
が
一

面
に
つ
い
て
い
た
。
裏
側
の
真
下
に
は
、
や
は
り
真
青
な
水
面
を
夕
日
に
反
射
さ
せ

て
、
大
沼
が
静
か
な
姿
を
見
せ
て
い
た
。
日
没
間
近
な
夕
日
を
受
け
た
こ
れ
ら
の
景

色
は
、
き
ょ
う
の
強
行
軍
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ
、
も
う
あ
と
一
息
と
い
う
こ
と
が
気

持
ち
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
た
の
か
、

シ
ャ

1
タ
l
を
切
る
音
も
一
段
と
多
く
な
る
。

赤
石
か
ら
の
下
り
は
、
き
ょ
う
一
日
の
登
り
を
一
気
に
取
戻
す
か
の
よ
う
な
急
な

下
り
で
、

ほ
と
ん
ど
が
階
段
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
さ
す
が
の
山
男
た
ち
も
悲

鳴
を
上
げ
た
く
な
る
ほ
ど
足
に
こ
た
え
る
も
の
だ
っ
た
。
足
を
引
ず
る
思
い
で
大
沼



育

ロ
ッ
ジ
に
着
く
と
、
健
脚
組
は
と
っ
く
に
到
着
し
て
、
ゅ
う
ゅ
う
と
休
ん
で
い
た
。

教

ロ
ッ
ジ
で
の
冷
た
い
ジ
ュ
ー
ス
と
熱
い
お
茶
は
、
又
格
別
な
味
わ
い
だ
っ
た
。
投
げ

出
し
た
く
な
る
よ
う
な
ま
い
っ
た
身
体
も
、
又
ど
う
に
か
回
復
し
、

い
よ
い
よ
最
後

の
コ

1
ス
に
向
け
て
出
発
し
た
。

長
か
っ
た
熊
笹
コ

l
ス
と
階
段
コ

1
ス
か
ら
、
石
こ
ろ
だ
ら
け
の
ダ
ラ
ダ
ラ
コ

l

ス
に
変
わ
り
、
皆
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
頑
張
っ
た
。
自
動
車
の
走
り
去
る

音
と
共
に
目
の
前
に
現
れ
た
清
水
橋
の
補
装
道
路
を
見
た
時
、

ヤ
レ
ヤ
レ
着
い
た

ぞ
日
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
こ
の
時
ほ
ど
車
の
通
過
が
う
ら
め
し
く
感
じ
た
こ
と

は
な
か
っ
た
ろ
う
。

し
ば
ら
し
く
し
て
落
着
く
と
、
遠
く
山
の
内
温
泉
郷
の
空
が
き
れ
い
に
夕
焼
し
て

い
る
の
に
気
づ
き
、
あ
わ
て
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。

後
続
組
を
待
ち
な
が
ら
路
端
パ
ー
テ
ィ
ー
が
始
ま
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
ガ
ラ

空
き
の
終
バ
ス
が
下
っ
て
い
っ
た
。
「
あ
れ
に
乗
れ
た
ら
な
あ
」
と
し
み
じ
み
思
う
。

パ
ス
が
下
っ
て
間
も
な
く
後
続
組
が
到
着
す
る
。
時
す
で
に
七
時
を
回
り
、
薄
暗
く

な
っ
て
い
た
。

い
つ
来
る
か
わ
か
ら
な
い
迎
え
の
車
を
待
つ
よ
り
は
少
し
で
も
歩
こ

う
と
い
う
こ
と
で
又
出
発
す
る
。
何
台
か
の
車
に
会
っ
た
後
、
や
っ
と
先
発
隊
が
連

絡
し
て
く
れ
た
迎
え
の
車
が
来
た
。

一
同
ほ
っ
と
し
て
車
中
の
人
と
な
っ
た
。
蓮
池

か
ら
は
、
先
発
隊
も
合
流
し
、
二
組
に
分
か
れ
て
ロ
ッ
ジ
に
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。

グ
ロ
ッ
キ
ー
組
と
シ
ャ
キ
ッ
ト
組
に
わ
か
れ
、
グ
ロ
ッ
キ
ー
組
が
先
に
出
発
し
た
。

シ
ャ
キ
ッ
ト
組
に
は
も
の
す
ご
い
健
脚
の
持
主
が
お
り
、
走
る
車
を
か
け
足
で
追
っ

て
く
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
「
あ
の
人
た
ち
は
何
を
食
っ
て
い
る
だ
ん
べ
え
。
」
と
い
う

驚
異
の
言
葉
が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
自
分
の
身
体
を
辛
う
じ
て
車
に
ま
か
せ
て
乗
っ

て
い
る
と
、
快
適
に
走
る
車
窓
か
ら
は
冷
た
い
夜
風
が
心
良
く
顔
を
な
で
て
い
た
。

う
つ
ろ
な
思
い
で
き
よ
う
一
日
の
コ

1
ス
を
思
い
出
し
て
い
る
と
、
高
い
所
に
一
際

明
る
く
な
っ
た
所
が
見
え
た
。

る
横
手
山
々
荘
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
渋
峠
に
て
長
野
原
の
二
人
の
人
と
わ
か
れ
る
。

ロ
ッ
ジ
の
主
人
に
聞
く
と
、
そ
れ
が
今
夜
の
宿
で
あ

間
も
な
く
宿
に
着
く
と
、
あ
た
た
か
い
雰
囲
気
の
山
荘
と
宿
の
人
達
の
出
迎
え
を
受

け
、
安
堵
の
気
持
ち
で
玄
関
を
入
る
。

成
功
パ
ー
テ
ィ
で
は
、

シ
ャ
キ
ッ
ト
組
に
す
ま
な
い
と
思
い
な
が
ら
、
先
に
休
ま
せ
て
も
ら
っ
た
。
縦
走

れ
て
、

ス
ト
ー
ブ
が
ほ
し
く
な
る
冷
た
い
夜
、
時
の
過
ぎ
る
の
も
忘

い
つ
ま
で
も
談
笑
が
絶
え
な
か
っ
た
。

第
一
日

コ
ー
ス
お
よ
び
タ
イ
ム

七
日

0
0

七
日
一

O

九
日

0
0

九
一
五

O

一
一
二
二
O

花
敷
温
泉
口

七
日
五
五

九
二
O

一
O
…0
0

一
一
一
四
五

一
二
二
O
(昼
食
)

小
高
山

一一一二三
O

一
四
日
四
五

一
六
日
五

O

一
七
日
四

O

一
九
一

O
O

一
九
一
五
五

第
二
日

一
四
日
五
五

一
七
日
一

O

一
八
日

0
0

一
九
一
一
五

八
一
一

O

和
光
原
野
反
湖
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え
び
山

一
O
一
一
五

一O
二ニ
O

富
沢
山
か
も
し
か
平

大
高
山

一
三
二
O

避
難
小
屋
(
小
倉
分
岐
点
)

一
六
日
四

O

だ
ん
沢
の
頭
仙
人
池

赤
石
山

大
沼
池

渋
峠
(
横
手
山
々
荘
)

清
水
橋
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横
手
山

参
加
者

和
光
原

根
広

世
立

引
沼

長
野
原

リノ

1
1
Mノ
I
F

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー

記
録

撮
影

衛
生

芳
ヶ
平

大
平

本
多
辰
雄

山
本
敬
一
郎

山
田
正
人

霜
田
清
光

本
多
康
雄

中
村

司

黒
岩
竹
松

中
村
一
雄

山
本
良
市

山
本
鉄
雄

山
本
八
十

山
本

茂

鈴
木
広
義

酒
井
正
朗

中
村

司
山
本
鉄
雄

黒
岩
竹
松

山
本
敬
一
郎

山
田
正
人

山
本

茂

本
多
辰
雄

霜
田
清
光

平

兵
衛
池

大
池

元
山

倉

長
平

魚
野
川

一
九
七
六
(
昭
和
五
十
一
年
)

竹
松

黒
岩

五
十
一
年
七
月
七
日
か
ら
二
日
間
、
魚
野
川
を
徒
渉
し
た
。

会
長
を
リ
ー
ダ
ー
に
一
二
名
で
、
朝
早
く
涼
し
い
内
に
歩
こ
う
と
い
う
事
で
、
花

敷
温
泉
口
を
六
時
半
に
出
て
、
車
で
野
反
湖
ま
で
。
霧
が
上
っ
て
湖
水
が
き
れ
い
だ
っ

た
。
各
自
に
荷
物
を
分
け
合
っ
て
七
時
四
十
分
出
発
、
秋
山
郷
、
和
山
へ
の
道
を
、

地
蔵
峠
で
最
初
の
小
休
止
、
リ
ュ
ッ
ク
が
肩
に
く
い
込
み
、
汗
を
か
く
。
裏
岩
菅
山

の
稜
線
が
見
え
る
。
直
上
す
る
白
砂
山
へ
の
道
と
分
か
れ
て
北
沢
へ
下
る
。
北
沢
か

ら
道
は
又
登
り
に
な
り
、
少
し
登
っ
た
あ
た
り
か
ら
根
曲
が
り
竹
が
あ
る
。
朝
露
で

濡
れ
る
が
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
林
を
す
ぎ
、

ツ
ガ
の
林
を
ぬ
っ
て
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荒
戸
沢
、
水
が
つ
め
た
く
う
ま
か
っ
た
。
佐
京
横
手
を
少
し
行
っ
て
道
は
下
り
に
な
っ

て
左
京
沢
へ
出
る
。

二
五
分
程
登
っ
て
大
倉
の
肩
、
す
ぐ
目
の
前
に
岩
菅
山
が
、
そ
し
て
目
的
の
魚
野

川
が
樹
林
の
中
に
深
い
く
ぼ
と
な
っ
て
見
え
る
。
真
下
に
千
沢
の
滝
が
は
る
か
下
の

方
に
見
え
、
滝
の
音
が
聞
え
る
。
カ
メ
ラ
マ
ン
が
忙
し
く
動
く
。
ふ
り
返
る
と
野
反

湖
も
見
え
る
。

一
五
分
程
休
ん
で
大
倉
坂
の
百
数
十
曲
り
を
下
る
。

い
つ
下
っ
て
も

上
っ
て
も
楽
で
な
い
坂
道
だ
。
半
分
程
下
っ
た
前
方
の
樹
林
の
中
か
ら
渋
沢
、
ダ
ム
が

見
え
た
。
疲
れ
を
忘
れ
て
一
同
元
気
づ
く
。
ペ
ー
ス
が
早
く
な
っ
た
為
、
こ
の
下
り

で
ス
タ
ミ
ナ
を
と
ら
れ
た
。
東
電
の
千
沢
水
位
計
の
指
導
標
に
し
た
が
っ
て
、
和
山

道
と
分
か
れ
て
川
に
下
る
。
川
原
で
弁
当
、
御
茶
を
わ
か
し
た
り
し
て
一
時
間
休
ん

で
、
遡
行
の
準
備
を
と
と
の
え
、
徒
渉
を
は
じ
め
る
。
早
く
も
イ
ワ
ナ
の
動
く
の
が

見
え
た
。
五
分
程
で
千
沢
の
合
流
点
、
本
流
に
入
っ
て
少
し
で
桂
ゼ
ン
不
動
ゼ
ン
と



育

つ
づ
い
て
場
所
が
悪
い
所
だ
。
左
岸
尾
根
に
釣
師
の
踏
跡
を
み
つ
け
て
第
一
回
の
高

教

捲
き
。
石
楠
花
な
ど
に
つ
か
ま
っ
て
、
五
分
程
で
終
り
、
す
ぐ
又
右
岸
へ
回
り
道
、

滝
場
の
捲
き
道
は
、
釣
師
の
踏
跡
で
解
る
た
め
助
か
っ
た
。
中
岩
沢
、
十
六
沢
を
す

ぎ
て
高
沢
の
出
合
に
つ
い
て
、
徒
渉
を
は
じ
め
て
二
時
間
か
か
っ
た
。
カ
モ
シ
カ
平

の
く
ぼ
を
源
と
す
る
高
沢
本
流
と
合
流
す
る
と
き
、
す
ご
い
水
量
で
驚
い
た
。
滝
が

段
々
に
続
い
て
い
た
。

高
沢
よ
り
一

O
分
で
大
ゼ
ン
の
滝
、
右
捲
き
し
て
こ
の
あ
た
り
か
ら
広
川
原
に
な

る
。
水
が
す
ん
で
い
て
、
川
の
底
ま
で
見
通
せ
る
。
人
に
も
合
わ
ず
、
た
だ
滝
の
音

だ
け
。
昔
は
多
く
魚
影
が
み
ら
れ
た
と
か
釣
師
が
多
く
入
る
様
に
な
っ
て
か
ら
魚
も

減
っ
た
と
か
、
幾
度
と
な
く
徒
渉
を
く
り
返
し
て
、
三
時
十
五
分
に
、
や
っ
と
の
こ

と
で
目
的
の
キ
ャ
ン
プ
地
、
黒
沢
の
出
合
に
着
い
た
。
(
昔
は
釣
師
の
小
屋
が
あ
っ

た
と
か
)
水
質
の
良
い
黒
沢
右
よ
り
、
な
だ
ら
か
に
本
流
と
合
流
し
て
い
た
。
左
岸

の
川
よ
り
少
し
ょ
っ
た
所
へ
天
幕
を
張
っ
た
。
手
分
け
で
薪
と
り
な
ど
を
済
ま
せ
て

か
ら
、
晩
酌
の
魚
と
り
に
出
た
。
ベ
テ
ラ
ン
が
い
て
結
構
間
に
合
っ
た
。
疲
れ
た
の

で
誰
も
良
く
眠
っ
た
。
六
時
起
床
、
朝
の
内
、
時
雨
が
あ
っ
た
が
す
ぐ
止
ん
で
、
日

中
暑
く
な
る
。
八
時
半
、
荷
ま
と
め
を
し
て
出
発
。

三
O
分
程
徒
渉
し
て
左
岸
を
高
捲
き
、
そ
し
て
少
し
行
っ
て
、

カ
ギ
ゼ
ン
、
岩
ス

ゲ
ゼ
ン
、

ス
リ
鉢
ゼ
ン
と
つ
づ
く
、
魚
野
川
を
代
表
す
る
静
か
な
で
っ
か
い
ふ
ち

だ

一
時
間
半
で
、
う
し
ろ
川
原
の
小
屋
へ
着
い
た
。
う
し
ろ
川
原
小
屋
よ
り
飛
び

石
づ
た
い
に
、
二

0
0メ
ー
ト
ル
程
上
っ
て
ツ
バ
ク
ロ
ゼ
ン
、
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
程

の
滝
だ
。
左
か
ら
小
ゼ
ン
沢
が
合
流
し
て
い
る
。
右
の
が
れ
場
を
捲
い
て
す
ぐ
徒
渉

し
て
、
そ
の
ま
ま
小
尾
根
を
越
し
て
小
ゼ
ン
沢
へ
。
残
念
な
が
ら
本
流
と
分
か
れ
て
、

三
0
0メ
ー
ト
ル
程
上
っ
て
弁
当
、
味
噌
汁
を
た
い
て
い
て
、
雷
雨
に
な
っ
た
の
で

あ
わ
て
て
ま
と
め
て
、
段
々
の
セ
ン
を
登
っ
て
広
川
原
、
水
が
く
ぐ
っ
て
な
く
な
っ

て
い
る
。
ふ
た
た
び
水
が
あ
ら
わ
れ
二
俣
に
な
る
。
右
へ
行
く
と
オ
ッ
タ
テ
峰
か
ら

小
倉
へ
下
る
。
今
は
荒
道
と
な
っ
て
い
る
。
沢
は
悪
い
が
左
を
登
る
。
五
三
郎
小
屋

が
出
来
て
か
ら
、
こ
の
コ

1
ス
を
通
る
人
が
多
く
な
っ
た
。
途
中
、

ロ
ー
プ
が
下
つ

て
い
て
、
そ
れ
で
登
る
所
さ
え
あ
る
.
雨
の
為
、
視
界
が
き
か
ず
夢
中
で
登
っ
た
。

五
三
郎
小
屋
は
汚
れ
て
い
て
、
雨
の
為
よ
け
い
き
た
な
か
っ
た
。
三

0
0メ
ー
ト
ル

程
で
野
反
|
志
賀
、
稜
線
徒
歩
路
へ
出
て
か
ら
、
五
三
郎
小
屋
を
建
て
た
時
の
作
業

道
を
通
っ
て
細
野
の
池
を
す
ぎ
た
頃
か
ら
、
深
い
ク
マ
ザ
サ
に
お
お
わ
れ
て
道
跡
が

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
が
ら
ん
沢
分
岐
へ
出
た
時
は
ほ
っ
と
し
た
。

コ
ー
ス
タ
イ
ム

第
一
日

野
反
バ
ス
停
(
四

O
分
)
地
蔵
峠
(
四

O
分
)
荒
戸
沢
(
二

O
分
)
佐
京
沢
(
二

O
分
)
大
倉
の
肩
(
四
五
分
)
大
倉
坂
、
水
位
計
、
指
導
標
(
一

O
分
)
本
流
(
五

562 

分
)
千
沢
出
合
(
五
分
)
、
桂
ゼ
ン
(
五
分
)
高
捲
終
り
本
流
(
二

O
分
)
中
岩
沢
(
一

O
分
)
十
六
沢
(
四

O
分
)
高
沢
(
五

O
分
)
里
沢
出
合

コ
ー
ス
タ
イ
ム

第
二
日

黒
沢
(
三

O
分
)
高
捲
(
一
五
分
)
本
流
(
二
五
分
)
岩
ス
ゲ
ゼ
ン

(二

O
分
)

う
し
ろ
川
原
(
五
分
)
燕
ゼ
ン
、

コ
ゼ
ン
沢
出
会
(
六

O
分
)
広
川
原
(
六

O
分
)

五
三
郎
小
屋
(
一
時
間
半
)
ガ
ラ
ン
沢
分
岐
(
三

O
分
)
小
倉



ガ
ラ
ン
沢
ス
キ
l
遭
難
者
救
助
活
動

一
九
八

O
(昭
和
五
十
五
年
)
三
月
三
十
一
日

六
合
山
岳
会

そ
ろ
そ
ろ
山
の
雪
も
解
け
始
め
る
三
月
末
、
志
賀
高
原
に
春
ス
キ

1
に
来
て
い
た

高
校
生
が
、
横
手
か
ら
ガ
ラ
ン
沢
に
入
り
遭
難
し
た
の
で
、
救
助
を
頼
む
と
い
う
要

請
が
山
岳
会
に
入
る
。

三
月
三
十
日
夜
の
こ
と
で
あ
る
。
少
し
か
ぜ
気
味
で
も
あ
り
、
地
区
に
四
十
九
日

の
供
養
も
あ
る
の
で
ど
う
し
よ
う
か
と
一
瞬
考
え
た
が
、
遭
難
救
助
と
い
う
、
人
命

に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
す
ぐ
に
行
く
こ
と
に
決
断
す
る
。

八
時
に
小
倉
広
場
に
集
合
す
る
。
着
く
と
す
ぐ
遭
難
者
の
父
親
に
あ
た
る
人
が
、

寄
っ
て
き
て
、
泣
き
な
が
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
を
話
し
て
き
た
。

「
私
が
父
親
で
す
。
今
日
は
救
助
に
出
て
い
た
だ
い
て
有
難
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
息
子
は
芯
の
強
い
子
で
頑
張
り
屋
で
す
。
き
の
う
長
野
の
救
助
隊
が
ス
キ

l
の

跡
を
た
ど
っ
て
来
た
が
、
夕
方
ま
で
掛
か
っ
て
到
々
追
い
つ
か
な
か
っ
た
。

一
六
歳

と
い
う
若
き
で
あ
り
な
が
ら
、

一
日
救
助
隊
が
追
い
か
け
て
も
、
息
子
の
足
の
方
が

早
か
っ
た
。
そ
の
位
、
私
の
息
子
は
頑
張
り
の
あ
る
子
で
す
。
だ
か
ら
き
っ
と
生
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
助
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
泣
き
な
が
ら
必
死
に
頼
ん

で
き
た
。

こ
の
父
親
の
我
が
子
を
信
じ
る
姿
と
助
け
て
や
り
た
い
、
助
け
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
必
死
の
願
い
を
聞
い
て
い
て
、
自
分
の
か
ぜ
の
こ
と
、
体
の
調
子
の
悪
い
こ
と

六合山岳会

な
ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。

と
に
か
く
、

で
き
る
限
り
の
力
を
尽
し
て
助
け
て
や
り
た
い
と
い
う
気
持
に
な
っ

た
。
農
協
に
保
険
を
掛
け
、
三
つ
の
班
を
組
む
。

惣
吉
地
蔵
の
近
く
ま
で
三
十
日
の
日
に
長
野
の
救
助
隊
が
足
跡
を
追
跡
し
て
来

て
、
日
没
の
た
め
へ
リ
で
引
返
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
の
で
、

班
は
惣
吉
地
蔵
か
ら
川
へ
、
二
班
は
き
の
こ
沢
を
、
三
班
は
ダ
ム
の
上
か
ら
川
を
の

ぼ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
三
つ
の
班
で
、
上
下
か
ら
は
さ
む
よ
う
に
し
て
、
捜
索
す
る
こ
と
に
な
っ

た
三
班
は
、
原
で
車
か
ら
下
り
る
と
そ
こ
で
雪
輪
を
つ
け
た
。
そ
し
て
原
を
横
切
る

と
、
道
な
き
道
を
真
直
ぐ
に
川
に
下
っ
た
。

川
を
右
に
左
に
横
断
し
な
が
ら
、

JII 
を

登
っ
て
い
く
内
に
、

い
つ
か
長
靴
の
中
に
水
が
入
り
、
下
半
身
は
ぬ
れ
ね
ず
み
に
な

る
。
そ
れ
で
も
、
ど
こ
か
に
足
跡
は
な
い
か
と
目
は
雪
の
上
か
ら
離
れ
な
い
。

一
つ
一
つ
の
曲
が
り
ゃ
、
高
い
所
を
越
す
度
に
、
今
度
こ
そ
足
跡
が
な
い
だ
ろ
う

か
、
遭
難
者
が
い
な
い
だ
ろ
う
か
、
と
期
待
し
な
が
ら
足
も
早
く
な
り
が
ち
で
あ
る
。
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そ
れ
に
し
て
も
昨
夜
は
、
か
な
り
の
雨
だ
っ
た
の
で
、
果
た
し
て
無
事
で
い
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
だ
め
だ
ろ
う
か
と
頭
の
中
を
色
々
な
考
が
行
き
き
す
る
。

父
親
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ね
ば
り
強
く
、
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
い
て
く
れ
る

だ
ろ
う
か
。
今
は
た
だ
、
遭
難
者
の
生
き
よ
う
と
す
る
生
命
へ
の
執
念
と
、
天
命
を

願
う
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
進
む
と
岩
場
の
難
所
に
出
た
。
左
右
ど
ち
ら
も
切
り
立
っ
た
岩
で
、
大

変
困
難
な
所
で
あ
る
。
止
む
な
く
、
右
を
大
き
く
巻
い
て
登
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ

ふ
み
つ
け
ら
れ
て
固
く
氷
っ
て
い
た
。

み
ん
な
で
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
鉄
砲
打
ち
の
足
跡
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

の
尾
根
に
足
跡
ら
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

確
か
に
普
通
の
人
で
は
登
れ
な
い
け
わ
し
い
所
に
足
跡
が
つ
い
て
い
た
。

間
も
な
く
大
き
な
滝
壷
の
所
に
出
た
。
左
を
巻
い
て
や
っ
と
登
っ
た
が
、
下
り
る

の
に
又
大
変
で
あ
る
。
正
人
さ
ん
が
先
頭
を
き
っ
た
が
、
危
う
く
滝
壷
に
入
り
そ
う



育

な
所
を
う
ま
く
ひ
ざ
を
つ
い
て
、

は
う
よ
う
に
し
て
、
や
っ
と
止
っ
た
。

教

滝
壷
に
落
ち
る
こ
と
は
逃
れ
た
が
、
そ
れ
こ
そ
腰
か
ら
下
が
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
た
。

又
運
悪
く
、
そ
の
後
頭
上
か
ら
の
落
石
が
あ
り
、
う
ま
く
逃
げ
た
が
大
き
な
水
し
ぶ

き
に
、
後
ろ
か
ら
水
を
か
け
ら
れ
、
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
と
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
も

は
や
上
に
は
進
む
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
時
、
無
線
で
「
新
し
い
足
跡
発
見
」
と
い
う
連
絡
が
二
班
よ
り
入
つ

た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
「
遭
難
者
発
見
。
」
と
い
う
連
絡
が
入
る
。
し
か
も
無
事

だ
と
い
う
こ
と
だ
。

一
同
固
く
握
手
を
交
し
て
「
お
め
で
と
う
、

よ
か
っ
た
。
」
と

喜
び
合
っ
た
。

一
度
に
、
今
ま
で
の
緊
張
が
体
か
ら
抜
け
た
よ
う
だ
つ
た
。
こ
の
危
険
な
深
い
沢

が
。
ハ
ッ
と
楽
園
の
よ
う
な
明
る
い
所
と
な
っ
た
。

そ
の
後
遭
難
者
は
、
惣
吉
地
蔵
に
出
す
旨
の
連
絡
が
入
り
、
三
班
は
タ
カ
ノ
ス
の

尾
根
か
ら
キ
ノ
コ
沢
の
方
に
回
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
が
引
き
返
す
の
に
、
今
登
っ
た
滝
壷
が
、
な
お
難
コ

i
ス
に
な
っ
た
。

素
手
で
は
到
底
登
れ
な
い
の
で
、
ザ
イ
ル
を
使
う
こ
と
に
し
た
。
運
良
く
、
上
に

木
の
枝
が
出
て
い
た
の
で
、
そ
こ
に
掛
け
る
。
神
戸
の
人
が
危
う
く
壷
に
滑
り
落
ち

る
所
で
あ
っ
た
が
、
ザ
イ
ル
で
ど
う
に
か
免
れ
る
。

タ
カ
ノ
ス
尾
根
を
少
し
登
っ
た
所
で
、
昼
食
を
と
り
、
急
な
雪
の
山
を
ラ
ッ
セ
ル

し
な
が
ら
登
る
。

ほ
と
ん
ど
正
人
さ
ん
が
ラ
ッ
セ
ル
を
や
っ
て
く
れ
た
。
頂
上
間
も

な
い
所
で
私
に
代
り
登
る
。
腰
ほ
ど
の
雪
が
、
ず
っ
と
あ
る
の
で
、
ジ
グ
ザ
グ
の
大

回
り
に
し
て
登
る
。

沢
か
ら
、
上
の
道
ま
で
、

一
時
間
く
ら
い
か
か
る
。
上
の
道
に
荷
物
を
置
き
、

休
み
し
て
か
ら
、
地
蔵
に
向
か
う
。

遭
難
者
は
地
蔵
に
向
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
本
部
の
方
に
も
救
援
を
要
請
す
る
。

地
蔵
ま
で
は
、
き
の
う
役
場
の
人
達
が
捜
索
に
入
っ
て
い
る
の
で
道
は
か
な
り
ふ
め

て
い
た
。
キ
ノ
コ
沢
ま
で
は
ス
キ

1
の
跡
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
雪
輪
は
外
し
て
行
つ

た。
途
中
無
線
で
、
そ
り
に
つ
い
て
救
助
班
と
連
絡
し
、
本
部
に
要
請
す
る
。
木
で
担

架
を
作
り
、
搬
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
地
蔵
下
は
相
当
雪
が
深
く
、

、

』

戸

L

叫
」
刊
ノ

ι止
H
H

V

刀

f
r
y骨量〈

航
し
て
い
る
様
子
だ
。

二
時
前
に
地
蔵
に
着
く
と
道
ま
で
三

0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
ま
で
登
っ
て
き
て
い

た
。
五
・
六
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
休
み
、
五
・
六
メ
ー
ト
ル
登
っ
て
休
む
と
い
う
こ
と
の

繰
り
返
し
な
の
で
時
間
も
掛
か
る
。
雪
が
腰
ま
で
あ
り
、
足
場
も
悪
く
、
救
出
者
の

体
力
消
耗
も
著
し
い
。

と
に
か
く
人
の
手
だ
け
で
は
だ
め
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
直
ぐ
本
部
に
そ
り
を

確
認
す
る
。
大
き
い
の
が
な
く
、
子
ど
も
の
物
を
二
台
持
っ
て
来
て
も
ら
う
こ
と
に
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す
る
。
前
の
人
が
、
道
の
両
脇
を
踏
み
し
め
、
そ
の
後
を
担
架
を
持
っ
た
人
が
歩
く

よ
う
に
し
て
、
五
・
六
人
ず
つ
交
替
で
搬
出
す
る
。

キ
ノ
コ
沢
で
す
で
に
四
時
を
回
り
、
発
見
か
ら
五
時
間
近
く
経
過
し
て
い
た
。
発

見
し
た
時
は
、
全
身
ず
ぶ
ぬ
れ
で
、
深
い
雪
の
中
で
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
状
態

で
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
そ
う
で
あ
る
が
、

そ
の
後
す
ぐ
着
替
え
を
し
、

た
き
火
を
た

い
て
、
身
体
を
暖
た
め
、
三
一

O
分
ほ
ど
、
体
力
の
回
復
を
待
っ
て
搬
出
を
始
め
た
そ

う
で
あ
る
。

キ
ノ
コ
沢
で
小
便
を
訴
え
た
が
、
あ
と
わ
ず
か
で
到
着
す
る
と
い
う
こ
と
で
が
ま

ん
し
て
も
ら
う
。

「
寒
く
な
い
か
」
と
の
聞
い
に
「
寒
く
な
い
」
と
は
っ
き
り
言
え
る
。

丸
二
日
、
何
も
食
べ
な
い
で
雪
の
中
、
雨
に
打
た
れ
な
が
ら
二
晩
を
過
し
た
子
と

思
わ
れ
な
い
、
し
っ
か
り
し
た
態
度
で
あ
る
。



父
親
が
言
っ
て
い
た
通
り
、
大
変
気
持
の
し
っ
か
り
し
た
子
で
あ
っ
た
と
感
心
さ

せ
ら
れ
た
。

キ
ノ
コ
沢
で
休
ん
で
居
る
と
、
小
倉
か
ら
の
救
援
隊
が
到
着
し
、
そ
り
を
持
っ
て

来
て
く
れ
た
。
さ
っ
そ
く
そ
り
を
担
架
の
下
に
つ
け
て
、
ザ
イ
ル
で
引
き
出
す
こ
と

に
す
る
。
救
急
車
の
手
配
の
確
認
を
す
る
。
既
に
手
配
ず
み
と
の
こ
と
。

そ
り
で
も
か
な
り
大
変
で
あ
っ
た
が
、
手
で
支
え
て
運
び
出
す
よ
り
は
楽
だ
っ
た
。

し
か
も
時
間
も
相
当
早
か
っ
た
。

キ
ノ
コ
沢
か
ら
は
、
最
大
の
難
所
で
あ
っ
た
が
、
そ
り
の
威
力
で
、
予
想
以
上
に

早
く
登
れ
た
。

タ
カ
ノ
ス
尾
根
で
、
五
時
を
大
分
回
っ
て
い
た
。
最
後
の
休
憩
を
と
り
、
燃
料
の

補
給
を
す
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
下
り
の
コ

1
ス
な
の
で
楽
で
あ
る
。
時
間
も
一

O
分

ほ
ど
で
下
れ
そ
う
で
あ
る
。

み
ん
な
の
声
も
明
る
く
、
元
気
に
な
り
、
出
発
の
合
図
で
一
斉
に
腰
を
上
げ
る
。

滑
り
が
良
い
の
で
、
後
ろ
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
が
ら
下
る
。
道
が
狭
く
、
そ
り

が
良
く
滑
る
の
で
、
下
側
は
、
雪
の
深
み
に
は
ま
っ
て
ひ
っ
く
り
返
る
人
も
あ
る
。

い
よ
い
よ
馬
止
に
到
着
で
あ
る
。

家
族
、
救
急
隊
、
報
道
人
、
本
部
、
地
区
の
人
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
待
ち
構
え

て
い
た
。
父
親
の
嬉
し
そ
う
な
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

そ
り
か
ら
す
ぐ
下
し
、
早
速
小
便
を
さ
さ
え
な
が
ら
さ
せ
て
や
る
。
長
い
恐
怖
の

後
の
た
め
か
、
小
便
も
し
ば
ら
く
出
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

父
親
と
救
助
隊
の
人
と
車
に
乗
る
と
、

一
同
ホ
ッ
と
し
た
顔
で
車
を
見
送
っ
て
い

六合山岳会

た

こ
の
遭
難
救
助
を
通
し
て
、
人
の
命
の
強
さ
と
、
は
か
な
さ
を
強
烈
に
知
ら
さ
れ

た
感
じ
だ
。

そ
り
を
引
き
な
が
ら
も
、
担
架
を
待
ち
な
が
ら
も
「
死
人
を
運
ぶ
ん
じ
ゃ
あ
張
り

合
い
が
ね
え
ぞ
」
と
い
う
声
を
聞
い
た
。
ほ
ん
と
う
に
そ
の
通
り
で
あ
る
。
ま
か
り

ま
ち
が
え
ば
、
死
人
を
運
ぶ
こ
と
に
な
る
。
た
ま
た
ま
、
若
さ
い
っ
ぱ
い
、
頑
張
り

の
き
く
子
で
あ
っ
た
た
め
、
生
還
で
き
た
の
だ
と
思
う
。

山
本

記

茂

謹

啓

草
木
も
花
咲
く
頃
と
な
り
、
皆
様
方
に
は
、
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
春
じ
ま
す
。

こ
の
度
、

ス
キ

l
に
参
加
し
て
、
子
供
が
道
に
迷
う
と
い
う
不
慮
の
事
故
を
起
こ

し
皆
様
方
に
大
変
な
御
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

幸
い
、
皆
様
方
の
昼
夜
を
い
と
わ
ぬ
救
助
活
動
や
励
ま
し
で
、
無
事
元
気
に
生
還

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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私
達
家
族
は
、
こ
の
不
慮
の
事
故
を
通
し
て
、
人
の
心
の
暖
か
さ
に
感
動
し
、
又

私
達
は
、
こ
の
感
激
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

お
訪
ね
し
て
御
礼
を
申
す
の
が
本
意
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
略
儀
な
が
ら
、
書
面
を

も
っ
て
御
礼
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
御
健
康
と
御
多
幸
を
心
よ
り
御
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

一
九
八
0
年
四
月

野
村
光
正

和
代

官
同
士
心

い
づ
み
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ガ
ラ
ン
沢
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一
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和
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十
八
年
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十
1
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会
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加
者
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リ
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目
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友
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(
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引
沼

馬
止

惣
吉
地
蔵
着

広
河
原

惣
吉
地
蔵
発

日
陰
ガ
ラ
ン

日
陰
ガ
ラ
ン
発

班
長

山
本
春
好

山
本
刀す

晴

二
一
日
一

O

一二一一

O
O

一
三
二
ニ

O

一
四
日

0
0

一
四
日
三

O

一
五
一

O
O

一
六
日
三

O

第
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日
目

八
一
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O
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0

九
一
三

O

九
日
四
五

一O
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一
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一
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O
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四
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O

一
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0
0

一
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日
四
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一
六
一

O
O

一
六
一
四
O

一
七
二
二

O

ガ
ラ
ン
上
着
(
昼
食
)

ガ
ラ
ン
上
発

白
沢

千
十
滝

白
水
沢

フ
サ
沢

鉢
山
沢
(
テ
ン
ト
)

七
月
三
十
一
日
(
日
)

鉢
山
沢

湯
の
花
沢

鉄
山
あ
と

水
路
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草
津
峠

横
手
下
道
(
ス
キ
l
コ
l
ス
)

横
手
下
発

横
手
山
頂
着
(
昼
食
)

山
頂
出
発

芳
ヶ
平
着

芳
ヶ
平
発

平
兵
ェ
池
入
口
着

平
丘
二
池
発

穴
地
獄

引
沼
着



第
一
日
目

七
月
三
十
日
目
(
土
)

山
岳
会
と
し
て
は
、
二
回
目
の
ガ
ラ
ン
遡
行
で
あ
る
。
幸
い
天
候
に
恵
ま
れ
、
予

定
通
り
の
出
発
と
な
る
。

帰
り
の
車
、
買
出
し
は
、

い
ず
れ
も
前
日
に
す
ま
せ
た
の
で
、
準
備
は
全
て

O
K
で
あ
る
。

馬
止
ま
で
の
輸
送
は
、
文
夫
君
が
引
受
け
て
く
れ
た
の
で
、
朝
の
涼
風
を
つ
き
、

一
路
ガ
ラ
ン
沢
へ
と
向
か
う
。

途
中
、
小
倉
で
最
年
少
の
一
久
君
が
乗
る
。
両
親
が
、
息
子
の
無
事
を
祈
る
よ
う

に
見
送
っ
て
い
る
。

林
道
の
鍵
の
こ
と
で
心
配
で
あ
っ
た
が
、
と
に
か
く
行
く
所
ま
で
は
行
っ
て
み
る

と
い
う
こ
と
で
、
遮
断
機
ま
で
行
く
と
、
幸
い
に
聞
い
て
い
た
の
で
、
無
事
通
過
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

馬
止
で
、
買
入
れ
た
物
を
そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
ザ
ッ
ク
に
入
れ
、

い
よ
い
よ
自
分

の
足
で
ガ
ラ
ン
沢
を
征
服
す
る
遡
行
に
出
発
で
あ
る
。

出
発
を
前
に
、
文
夫
君
に
全
員
の
無
事
を
願
い
、
記
念
撮
影
を
し
て
も
ら
う
。
そ

こ
で
文
夫
君
に
別
れ
て
山
道
に
入
る
。

ま
だ
刈
り
は
ら
わ
れ
て
い
な
い
道
は
、
朝
露
で
た
ち
ま
ち
び
っ
し
ょ
り
に
な
る
。

き
の
こ
沢
の
上
で
、
第
一
回
目
の
休
憩
を
と
り
、
早
く
も
杖
を
用
意
す
る
人
が
い

る
惣
吉
地
蔵
で
、
用
意
し
た
塔
姿
で
供
養
を
す
る
。
供
物
、
線
香
、
妻
銭
、
読
経
(
春
好
)

と

一
応
の
儀
式
が
終
わ
り
、
会
長
の
指
導
で
、

一
同
霊
を
拝
み
、
供
養
を
終
え
る
。

六合山岳会

と
こ
ろ
が
、
甘
い
臭
い
を
知
っ
て
か
、

ア
ロ

1
蜂
が
飛
び
交
い
、
た
だ
飛
来
す
る

に
は
お
か
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
調
べ
る
と
会
長
の
ザ
ッ
ク
の
下
に
な
ん
と
穴
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、

一
同
び
っ
く
り
、
早
速
、
花
火
で
と
る
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ

が
先
を
あ
せ
っ
た
か
、
花
火
師
は
危
う
く
自
分
が
や
ら
れ
そ
う
に
な
り
、

一
同
二
度

ピ
ッ
ク
リ
、
二
回
目
に
ど
う
に
か
や
っ
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

う
じ
が
出
た
が
、
う
じ
は
今
晩
の
つ
ま
み
と
い
う
こ
と
で
、
持
っ
て
行
く
こ
と
に

す
る
。途

中
、
去
年
の
台
風
の
つ
め
あ
と
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
る
。
広
河
原
に
出
る
と
、
水

量
も
意
外
と
多
い
よ
う
で
あ
る
。
少
し
登
る
と
左
岸
に
テ
ン
ト
ら
し
い
物
が
あ
っ
た

が
、
仕
事
用
か
、
人
影
は
な
か
っ
た
。

日
陰
を
過
ぎ
、
日
向
に
出
る
と
、
ピ

1
コ
ッ
ク
の
慰
霊
銅
板
が
あ
っ
た
。

日
向
下
を
ま
い
て
。
ど
う
に
も
ま
け
な
い
大
岩
の
下
に
出
る
。
と
こ
ろ
が
、
心
配

を
よ
そ
に
、
友
さ
ん
は
ス
ル
ス
ル
と
そ
の
大
岩
を
登
り
、
ザ
イ
ル
を
か
け
て
く
れ
た
。

そ
こ
で
、
全
員
難
な
く
上
が
る
こ
と
が
出
来
た
。

間
も
な
く
、
先
頭
が
何
か
生
き
物
の
気
配
を
感
じ
、
恐
る
恐
る
進
み
、
岩
影
を
見
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る
と
黒
い
影
が
動
き
、
熊
か
と
後
ろ
に
戻
る
と
、
な
ん
と
人
間
で
あ
っ
た
。
よ
く
見

る
と
、
若
い
青
年
で
、
岩
の
下
に
は
、
手
製
の
ベ
ッ
ド
、
薪
、
生
活
用
品
な
ど
が
整

然
と
並
び
、
長
い
山
の
生
活
を
思
わ
せ
る
。

顔
は
や
さ
し
い
童
顔
で
、
う
す
い
ひ
げ
が
ホ
ヤ
ホ
ヤ
と
生
え
て
い
る
。
聞
く
と
、

六
月
四
日
か
ら
入
り
、
す
で
に
二
ヶ
月
あ
ま
り
入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
あ
ま

り
の
こ
と
に
信
じ
ら
れ
な
い
程
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
山
の
奥
で
会
っ
た
人
間
に
、
ほ
の
か
な
親
し
み
を
感
じ
、

一
同
安

堵
の
胸
を
な
で
お
ろ
す
。
「
鉢
山
沢
に
テ
ン
ト
を
張
る
よ
。
」
と
い
う
と
、
「
遊
び
に

行
き
ま
す
よ
」
と
軽
く
言
わ
れ
、
ま
さ
か
と
聞
き
流
す
。

青
年
と
別
れ
て
、
間
も
な
く
昼
食
を
と
る
。
偶
然
に
も
前
回
と
同
じ
場
所
で
あ
っ

た
。
四
年
前
の
こ
と
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
、
昼
食
を
と
っ
て
い
る
と
、
な
ん
と
先

ほ
ど
の
青
年
が
ひ
ょ
っ
こ
り
現
れ
た
で
は
な
い
か
。



育

み
ん
な
、
「
よ
く
来
た
ね
」

教

「
今
夜
は
鉢
山
沢
で
一
緒
に
飲
ま
ね
え
か
い
。
」

「
鉢
山
沢
ま
で
案
内
を
た
の
ま
い
。
」
と
、
大
歓
迎
で
あ
る
。

昼
食
が
す
む
と
、
い
つ
か
仙
人
と
も
、
先
生
と
も
呼
ば
れ
る
青
年
を
先
頭
に
、
パ
ー

テ
ィ
は
出
発
す
る
。

さ
す
が
は
、
ガ
ラ
ン
の
主
に
ふ
さ
わ
し
く
、
足
は
速
く
、

コ
ー
ス
も
選
定
が
早
く

つ
い
て
行
く
の
が
大
変
だ
。
所
に
よ
っ
て
は
、
深
い
水
の
中
も
い
と
わ
ず
通
過
す
る

強
引
さ
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
小
沢
も
、
当
然
の
よ
う
に
良
く
心
得
て
い
て
、

つ

一
つ
教
え
て
く
れ
る
。
す
で
に
ほ
と
ん
ど
の
沢
に
入
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

六
月
か
ら
今
日
ま
で
に
、
ガ
ラ
ン
遡
行
を
や
っ
て
来
た
の
は
、
東
京
か
ら
二
四
人

の
パ
ー
テ
ィ
、
明
大
の
二
人
の
パ
ー
テ
ィ
、
そ
し
て
今
日
の
六
合
山
岳
会
の
三
パ

1

テ
ィ
だ
け
だ
そ
う
で
あ
る
。

今
回
の
進
行
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
所
を
、
風
倒
木
に
さ
え
ぎ
ら
れ
、
大
木
を
く
ぐ
り
、

よ
じ
の
ぼ
り
、
渡
っ
て
行
く
の
で
、
時
間
的
に
も
、
身
体
的
に
も
大
変
な
こ
と
が
多
い
。

去
年
の
台
風
の
荒
れ
た
様
子
が
う
か
が
い
知
れ
る
。
そ
れ
で
も
仙
人
先
生
の
お
か

げ
で
予
定
通
り
に
鉢
山
沢
に
到
着
す
る
。

疲
れ
も
相
当
で
、

は
う
よ
う
に
辿
り
着
い
た
中
年
組
。
八

0
キ
ロ
の
巨
体
で
試
み

心
配
さ
れ
た
一
久
君
も
若
さ
で
最
後
ま
で
先
頭
グ
ル
ー
プ
を
保
っ
て
い
た
。
又
、
最

大
の
荷
物
を
引
受
け
た
山
田
君
、
撮
影
を
一
手
に
引
受
け
、
前
に
な
り
後
に
な
り
撮

影
し
て
き
た
本
多
さ
ん
。
初
参
加
の
宗
晴
、
昭
夫
君
も
若
さ
で
い
つ
も
先
頭
、
グ
ル

l

プ
で
頑
張
っ
て
い
た
。

と
に
か
く
大
変
な
難
コ

l
ス
で
あ
っ
た
。
し
か
し
み
ん
な
よ
く
頑
張
っ
た
遡
行
で

あ
っ
た
。

所
で
疲
れ
を
と
る
間
も
な
く
、
テ
ン
ト
、
燃
料
、
炊
事
班
に
分
か
れ
て
作
業
を
開

始
す
る
。
間
も
な
く
夕
立
気
味
の
雨
が
降
り
始
め
た
が
、
手
早
い
作
業
で
ど
う
に
か

大
雨
前
に
作
業
は
進
む
。
先
生
も
小
ま
め
に
働
い
て
く
れ
、
山
の
生
活
の
体
験
を
お

し
み
な
く
発
揮
し
て
い
た
。

六
時
頃
ま
で
に
、

め
し
、
汁
、

お
か
ず
な
ど
、
全
て
の
準
備
が
完
了
し
、
特
製
の

囲
炉
裏
も
出
来
て
、
焼
肉
も
で
き
る
段
取
り
と
な
っ
た
。

い
よ
い
よ
お
楽
し
み
の
山
の
大
パ
ー
テ
ィ
の
開
始
だ
。
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
し

一
日
の
遡
行
で
乾
い
た
の
ど
を
た
っ
ぷ
り
と
う
る
お
す
。

盃
を
干
す
回
も
重
な
り
、
苦
労
し
て
背
負
っ
て
き
た
ア
ル
コ
ー
ル

(
酒
三
升
、
ウ

イ
ス
キ

l
一
升
、
ピ

l
ル
約
三
升
)
も
少
し
ず
つ
へ
り
、
山
ほ
ど
の
肉
も
少
な
く
な

る
と
、
す
っ
か
り
よ
い
も
回
り
、

カ
ラ
オ
ケ
も
回
り
始
め
る
。

花
火
師
(
春
好
)

の
準
備
も
出
来
る
と
、
小
雨
降
る
ガ
ラ
ン
の
せ
ま
い
空
に
、

段
と
あ
ざ
や
か
な
花
を
そ
え
る
。
先
生
も
久
し
ぶ
り
の
下
界
の
雰
囲
気
に
酔
っ
た
か
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話
や
歌
も
な
め
ら
か
に
と
び
出
し
、
自
分
の
身
の
上
を
語
る
。

名
は
尾
崎
博
章
、
徳
島
の
出
身
で
二
三
才
と
の
こ
と
で
あ
る
。
時
に
は
は
っ
き
り

し
た
目
的
は
な
い
が
、
強
い
て
言
え
ば
、
自
分
を
自
然
の
厳
し
さ
の
中
で
試
し
て
み

る
こ
と
だ
と
言
う
。

「
ズ
ピ
ズ
バ

1
:
:
:」

の
歌
が
出
る
頃
、
宴
は
最
高
に
な
り
、
あ
ま
り
の
派
手
な

宴
会
に
「
山
岳
会
は
、

は
あ
や
だ
日
」
、

と
い
う
声
も
出
る
。
又
山
に
来
る
の
に
、

こ
れ
程
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
持
っ
て
来
る
パ
ー
テ
ィ
も
な
い
と
い
う
仙
人
の
言
葉
。

空
き
缶
、
空
き
び
ん
を
、
ど
こ
に
も
た
め
ら
う
こ
と
な
く
す
て
る
後
か
ら
、
す
ぐ

ひ
ろ
っ
て
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
る
仙
人
の
態
度
に
は
、
や
は
り
学
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
が
あ

る
。
徳
島
人
が
愛
す
る
ガ
ラ
ン
を
、
地
元
六
合
村
人
は
当
然
愛
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

宴
は
、

い
つ
ま
で
も
絶
え
る
こ
と
な
く
続
く
。

す
で
に
石
の
ベ
ッ
ド
で
、
す
や
す
や
と
寝
て
い
る
者
も
い
る
。
そ
ん
な
人
を
寝
せ



な
い
か
の
よ
う
に
、

い
つ
ま
で
も
カ
ラ
オ
ケ
を
や
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
る
。

食
事
も
す
み
、
残
飯
も
か
た
づ
け
、
歌
も
つ
き
る
頃
、
時
計
は
十
一
時
を
回
ろ
う

と
し
て
い
た
。
囲
炉
裏
を
囲
む
人
も
四
・
五
人
と
な
り
、
明
日
の
こ
と
も
あ
る
の
で
、

ベ
ッ
ド
に
入
る
こ
と
に
す
る
。
尾
崎
さ
ん
は
、
銀
色
の
ア
ル
ミ
の
よ
う
な
物
に
く
る

ま
り
火
の
ふ
ち
に
ゴ
ロ
リ
と
横
に
な
る
。
会
員
は
石
の
ベ
ッ
ド
に
寝
袋
で
ね
る
。
石

の
ベ
ッ
ド
は
、

一
時
は
良
い
が
、
ね
が
え
り
を
う
っ
と
、
も
う
痛
く
て
だ
め
だ
。
そ

れ
で
も
、
ど
う
に
か
朝
ま
で
休
む
こ
と
が
出
来
た
。

雨
も
、
夜
の
内
に
や
ん
だ
の
で
、
安
心
し
て
休
む
こ
と
が
出
来
た
。

第
二
日
目

七
月
三
十
一
日
(
日
)

五
時
半
起
床
(
炊
事
班
)

で
朝
食
の
準
備
を
す
る
。
朝
は
昼
食
の
分
も
一
緒
に
煮

る
の
で
、
飯
ご
う
が
、

め
し
の
分
六
個
、
汁
の
分
三
個
と
大
変
な
数
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
良
い
火
が
燃
え
る
の
で
、
順
調
に
出
来
上
が
る
。
天
候
も
心
配
な
い
好

天
な
の
で
、
ま
ず
は
、
安
心
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
の
か
た
づ
け
も
合
わ
せ
て
行
な
い
、

食
事
が
す
み
次
第
出
発
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
水
洗
の
ト
イ
レ
で
、
用
を
す
ま
し
て
、

い
よ
い
よ
二
日
目
の
遡
行
開
始

で
あ
る
。

こ
の
コ

1
ス
は
沢
登
り
は
、

一
時
間
ほ
ど
に
な
る
の
で
、
朝
の
う
ち
の
ひ
と
頑
張

り
で
あ
る
。
出
発
し
て
間
も
な
く
、
川
底
が
黄
色
く
な
り
、
湯
の
花
沢
に
近
い
こ
と

が
分
か
る
。
湯
の
花
沢
と
分
か
れ
る
と
、
水
も
少
し
よ
く
な
り
コ
ケ
で
す
べ
り
そ
う

な
横
手
裏
沢
で
あ
る
。
や
は
り
風
倒
木
が
多
く
、
遡
行
困
難
な
所
が
多
い
。

六合山岳会

間
も
な
く
左
手
の
丘
に
上
が
る
と
、
鉄
山
跡
で
あ
る
。

一
一
日
間
の
遡
行
か
ら
、
や
っ
と
解
放
さ
れ
て
、
人
の
気
配
(
人
の
手
が
か
か
っ
た
)

を
感
じ
る
コ

1
ス
と
な
る
。

中
部
電
力
の
水
路
で
、
冷
た
い
水
を
補
給
し
、
平
ら
な
道
を
約
一

O
分
、
最
後
に

急
な
登
山
道
を
五
分
登
る
と
、
草
津
峠
で
あ
る
。

コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
、
良
い
道
で

あ
る
が
、
こ
の
辺
り
に
来
る
と
、
す
で
に
足
が
す
っ
か
り
参
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ

か
ら
横
手
へ
の
登
り
が
、
な
か
な
か
き
つ
い
コ
!
ス
で
あ
る
。
木
の
階
段
と
、
緑
の

ス
キ
l
コ
1
ス
を
交
互
に
登
る
。

こ
の
辺
で
ヤ
ン
グ
と
オ
ー
ル
ド
の
差
が
出
て
、
先
頭
と
後
部
の
差
は
、
増
々
大
き

く
な
る
。
自
動
車
や
リ
フ
ト
が
う
ら
め
し
く
、

で
き
る
こ
と
な
ら
、
乗
っ
て
上
が
り

た
い
心
境
で
あ
る
。
な
ま
け
心
に
ム
チ
打
っ
て
、
最
後
の
力
を
ふ
り
し
ぼ
っ
て
頂
上

を
目
指
す
。

い
よ
い
よ
山
頂
で
あ
る
。
色
と
り
ど
り
の
ハ
イ
カ
ー
、
山
荘
の
明
る
い
感
じ
、
豆

ハ
イ
カ
ー
な
ど
に
、
や
っ
と
人
心
地
に
ひ
た
る
。

ベ
ン
チ
に
腰
を
下
ろ
し
、

一
休
み

し
た
後
、
ピ

l
ル
と
仙
人
の
心
づ
か
い
で
、
差
し
入
れ
て
も
ら
っ
た
焼
き
た
て
の
パ
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ン
の
旨
か
っ
た
こ
と
。

一
つ
の
目
的
を
達
成
し
た
後
の
、
こ
の
飲
み
物
と
パ
ン
は
、

こ
の
世
で
仏
に
会
っ
た
心
地
で
あ
る
。

山
荘
の
奥
さ
ん
に
礼
を
言
い
、
昼
食
を
と
る
場
所
を
み
つ
け
る
。

ア
ン
テ
ナ
の
下

で
昼
食
を
と
り
、
二
日
に
渡
っ
て
お
世
話
に
な
っ
た
仙
人
と
別
か
れ
る
。

今
夜
は
山
荘
で
泊
り
、
明
日
、
岩
手
沢
を
下
る
の
だ
そ
う
だ
。

い
つ
ま
で
も
名
残

り
お
し
い
別
れ
を
し
て
、
芳
が
平
へ
と
一
気
に
下
る
。

途
中
小
雨
に
な
っ
た
が
、
大
降
り
に
な
る
こ
と
も
な
く
、
芳
が
平
に
着
く
。

そ
こ
で
、
佐
藤
さ
ん
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、
プ
、
ド

1
酒
で
ゆ
っ
く
り
休
む
。
芳
が

平
に
は
、
爆
発
の
灰
が
一
面
に
降
っ
て
い
た
。
大
平
へ
の
コ

l
ス
か
ら
、
き
れ
い
に

刈
ら
れ
て
、
歩
き
良
く
な
っ
て
い
た
。

平
兵
ェ
池
入
口
で
最
後
の
休
憩
を
と
り
、
穴
地
獄
に
向
か
う
。

途
中
、
大
池
、
水
池
を
通
り
、
痛
む
足
に
む
ち
打
っ
て
、
最
後
の
コ

l
ス
を
歩
き



教

な
く
つ
ぶ
や
く
。

切
る
。
穴
地
獄
で
や
っ
と
車
に
あ
り
つ
き
、
「
車
は
便
利
だ
な
あ
!
!
」
と
誰
と
も

育

こ
の
二
日
間
、

一
歩
一
歩
の
遅
々
と
し
た
歩
み
だ
が
、
み
ん
な
の
力
で
、
ガ
ラ
ン

沢
遡
行
と
、
横
手
、
芳
が
平
一
周
を
や
り
と
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。
ご
く
ろ
う
さ
ん

で
し
た
。

秘
境

山
本

茂

記

秋
山
郷
を
訪
ね
苗
場
山
に
登
ろ
う

一
九
九

O
(平
成
二
年
)
、
八
月
四
日
(
土

)
1五
日

第
一
日
日

七
一
四
五

八
二
一

O

九
日

O
五

一O
一O
O

一
O
一
五
五

八
一
三
五

九
一
二

O

一O
一二

O

一
一
一
一
五

一
一
一
五

0
1
一
一
二
一
二

O

一
四
一
一
五

一
四
一

O
O

一
四
一
五
五

一
五
一
五

O

一
六
日
四

O

一
五
一
一
五

一
六
一

O
五

六
合
村
山
岳
会

ヲ!
?百

野
反
湖

地
蔵
峠

イ
タ
ド
リ
沢
手
前

左
京
横
手

渋
沢
、
ダ
ム

軌
道
中
間
点

切
明
発
電
所
見
晴
点

切
明
温
泉

小
赤
沢

第
二
日
目

七
一

O
O

七
一
二
五

八
一

O
五

八
日
五

O

九
二
O

九
一
三
五

一O
一
三

O

二
一
一

O
O

一
一
二
一
一

O

一
一
一
二
三

O

一
四
二
二
五

一
六
υ

四
五

一
八
二
一

O

参
加
者
二
四
名

七
一
四

O

八
一
一
五

九
日

O
五

九
日
四

O

一
一
一
三

O

一O
合
日

四
合
目

コ
一
合
目

小
赤
沢

蓮
池

入
山

山
本
富
雄

霜
田
清
光
(
子
ど
も
一
)

山
田
宗
俊

山
田
と
め

山
田
今
朝
幸
(
子
ど
も
一
二
)

本
多
辰
雄

安
ヶ
川
幸
好

山
本
万三

晴

小
赤
沢

三
合
目

四
合
目
水
場

五
合
六
中
間
点

七
合
目

八
合
目

苗
場
山
頂

570 



山
本
八?
十

山
本
春
好

山
本
岩
雄

山
本

茂

関

隆
(
子
ど
も
二
)

清
水
博
巳
(
子
ど
も
一
)

富
沢
み
ち
ょ

若
林
弥
生

山
田
作
次

登
山
記

中
型
で
並
の
台
風
一

O
号
が
日
本
本
土
に
向
か
っ
て
北
上
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
夜
半
か
ら
、
雨
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
床
に
着
く
。

い
つ
も

の
よ
う
に
、
六
時
に
起
床
し
、
す
ぐ
京
塚
山
か
ら
赤
岩
方
面
の
空
の
様
子
を
見
る
と
、

な
ん
と
快
晴
で
あ
る
。

こ
れ
は
も
う
け
も
ん
だ
と
思
い
、
急
い
で
ラ
ジ
オ
体
操
に
行
く
。
六
時
四
十
五
分

頃
家
に
戻
る
と
富
沢
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
り
、
早
く
も
清
水
屋
さ
ん
に
到
着
し
た
と

い
う
こ
と
だ
。

七
時
三
十
分
に
予
定
の
メ
ン
バ
ー
が
揃
い
、
準
備
が
す
す
む
と
、
ト
ラ
ッ
ク
で
出

発
で
あ
る
。
和
光
原
と
大
原
台
近
く
で
残
り
の
メ
ン
バ
ー
が
乗
り
全
員
が
揃
う
。
総

勢
二
一
名
(
車
組
三
名
)

で
あ
る
。

野
反
を
予
定
よ
り
三

O
分
遅
れ
て
出
発
す
る
。
快
い
涼
風
が
顔
に
感
じ
ら
れ
、
さ

わ
や
か
な
中
で
の
出
発
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
日
差
し
は
強
く
、

ハ
ン
ノ
キ
沢
の
登
り

六合山岳会

で
は
、
早
く
も
玉
の
汗
で
あ
る
。
地
蔵
峠
ま
で
三

O
分
で
背
中
は
汗
び
っ
し
ょ
り
で

あ
る
。水

分
、
栄
養
物
を
補
給
し
、
地
蔵
さ
ん
に
安
全
を
祈
願
し
て
出
発
す
る
。
北
沢
へ

の
下
り
を
子
ど
も
達
を
先
頭
グ
ル
ー
プ
に
進
む
。

コ
ー
ス
は
き
れ
い
に
刈
り
は
ら
わ

れ
て
大
変
歩
き
良
い
。

子
ど
も
達
は
、
カ
エ
ル
を
見
つ
け
て
は
、
数
え
な
が
ら
元
気
に
歩
い
て
い
る
。

しミ

や
、
む
し
ろ
小
走
り
に
走
っ
て
い
る
と
い
う
方
が
当
た
っ
て
い
る
。

北
沢
の
登
り
か
ら
は
、
日
差
し
も
強
く
な
り
、
日
陰
も
少
な
く
な
っ
て
暑
さ
も
厳

し
く
な
る
。

で
も
涼
風
が
時
々
吹
い
て
き
て
、
暑
さ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
木

陰
に
入
る
と
冷
た
く
感
じ
る
ほ
ど
の
涼
し
さ
な
の
で
快
適
な
山
登
り
で
あ
る
。

足
元
に
は
、
マ
イ
ズ
ル
ソ
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
コ
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
が
あ
り
、

ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
は
見
頃
に
咲
い
て
い
た
。

北
沢
を
登
り
つ
め
た
所
の
つ
が
林
の
中
で
、
二
回
目
の
休
憩
を
と
り
、
イ
タ
ド
リ

沢
へ
の
横
巻
き
道
に
向
か
う
。
イ
タ
ド
リ
沢
を
過
ぎ
、
オ
オ
イ
タ
ド
リ
の
林
の
中
を

進
む
と
佐
京
横
手
へ
の
ゆ
る
や
か
な
登
り
に
な
る
。
大
倉
山
は
、
右
後
方
に
な
り
、
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ふ
り
返
る
と
野
反
湖
が
す
ぐ
近
く
に
見
え
る
。
二
時
間
半
近
く
歩
い
た
わ
り
に
は
、

遠
く
な
ら
な
い
と
が
っ
か
り
し
た
声
も
出
る
。

三
O
年
も
前
に
こ
の
辺
の
原
生
林
を
伐
採
し
て
架
線
で
出
す
た
め
に
ワ
イ
ヤ
を
皆

で
背
負
い
上
げ
た
苦
労
話
も
出
る
。

見
た
と
こ
で
は
、
直
線
に
す
る
と
わ
ず
か
三
キ
ロ
足
ら
ず
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

人
を
寄
せ
つ
け
な
い
千
沢
を
は
さ
ん
で
左
手
に
は
、
岩
菅
連
峰
が
手
に
取
る
よ
う
に

見
え
、
明
治
十
六
年
に
魚
野
川
の
支
流
の
小
せ
ん
沢
の
ミ
ネ
パ
リ
の
木
に
縛
り
つ
け

ら
れ
殉
職
し
た
富
永
金
太
郎
巡
査
の
話
も
思
い
出
さ
れ
る
。
ち
ょ
っ
と
油
断
す
る
と
、

ク
マ
ザ
サ
に
足
を
す
べ
ら
せ
て
千
沢
に
転
落
し
そ
う
な
左
傾
斜
の
歩
き
に
く
い
道
を

し
ば
ら
く
行
く
と
、

い
よ
い
よ
渋
沢
へ
の
急
下
降
に
な
る
大
倉
尾
根
、
西
大
倉
山
で

あ
る
。
こ
こ
で
三
回
目
の
休
憩
を
と
る
。

以
前
、

一
人
で
来
た
時
は
、
野
反
湖
方
向
の
林
に
猿
が
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。



育

こ
こ
か
ら
は
、
プ
ナ
の
原
生
林
の
中
を
ジ
グ
ザ
ク
に
一
気
に
約
七

0
0メ
ー
ト
ル

教

を
下
る
。
こ
の
下
り
は
、
後
ろ
向
き
に
下
り
た
い
程
き
つ
い
下
り
な
の
で
、
あ
ま
り

早
く
下
り
な
い
よ
う
に
し
て
も
、
足
が
言
う
こ
と
を
開
か
ず
、

つ
い
早
く
な
り
足
は

増
々
笑
い
出
し
て
し
ま
う
。
下
り
始
め
て
間
も
な
く
の
所
で
、
ク
マ
ザ
サ
を
か
き
わ

け
て
逃
げ
る
け
も
の
の
よ
う
な
音
に
驚
か
さ
れ
る
。
熊
、
猿
、
か
も
し
か
か
?

途
中
に
は
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
な
ど
が
あ
る
が
、
夢

中
で
下
り
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
目
に
つ
か
な
い
。
そ
れ
で
も
、

ツ
バ
メ
オ
モ
ト
の

実
や
イ
ワ
カ
ガ
ミ
の
葉
の
光
沢
は
目
に
あ
ざ
や
か
に
と
び
込
ん
で
く
る
。

足
の
つ
ま
先
が
痛
い
の
で
、
な
る
べ
く
横
に
な
る
よ
う
に
し
て
下
り
る
。

次
第
に
千
沢
、
魚
野
川
の
流
れ
の
音
が
左
に
、
渋
沢
の
音
が
右
に
大
き
く
な
り
、

右
下
の
方
に
ダ
ム
が
見
え
て
く
る
と
あ
と
わ
ず
か
で
あ
る
。
先
頭
グ
ル
ー
プ
は
子
ど

も
中
心
な
の
で
つ
い
足
が
速
く
、
後
続
グ
ル
ー
プ
と
一

O
分
く
ら
い
聞
く
。

思
わ
ず
「
ゃ
っ
た
あ
日
」
と
声
が
出
る
ほ
ど
つ
ら
い
下
り
が
四

O
分
ほ
ど
で
終
わ

る
。
す
で
に
朽
ち
か
け
た
営
林
小
屋
を
の
ぞ
く
と
、

つ
り
に
入
っ
た
人
の
サ
イ
ン
が

回
り
に
す
き
間
が
な
い
ほ
ど
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
渋
沢
の
つ
り
橋
の
直
ぐ
手
前
を

川
原
に
下
り
た
所
で
昼
食
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
(
出
発
は
、
予
定
よ
り
三
五
分
遅

れ
だ
が
二
五
分
も
早
く
着
く
)

そ
れ
ぞ
れ
に
背
負
っ
て
来
た
ピ

l
ル
で
の
ど
を
う
る
お
し
、
昼
食
を
と
る
。
子
ど

も
は
早
々
と
裸
足
に
な
り
川
に
飛
び
込
ん
で
川
遊
び
で
あ
る
。
三
才
の
さ
っ
ち
ゃ
ん

も
一
緒
に
な
っ
て
川
遊
び
の
仲
間
入
り
で
あ
る
。
こ
の
下
り
は
自
分
で
歩
い
て
き
た

そ
う
で
あ
る
。

一
時
間
程
休
憩
を
と
る
。

さ
あ
、

い
よ
い
よ
二
時
間
の
軌
道
歩
き
で
あ
る
。
日
差
し
も
さ
ら
に
強
く
な
っ
た

が
軌
道
は
大
部
分
が
日
陰
で
あ
る
。
又
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
沢
や
ト
ン
ネ
ル
が
あ
り
、

飲
み
水
に
は
心
配
な
い
。
道
も
き
れ
い
に
整
備
さ
れ
歩
き
良
い
コ

1
ス
で
あ
る
。
し

か
し
変
化
の
な
い
ダ
ラ
ダ
ラ
道
な
の
で
、
意
外
と
疲
れ
を
感
じ
る
コ

1
ス
で
あ
る
。

沢
の
近
く
に
山
ブ
ド
ウ
が
た
わ
わ
に
な
っ
て
い
る
所
が
あ
っ
た
。

ホ
ツ
ツ
ジ
や
ガ
ク

ア
ジ
サ
イ
も
咲
い
て
い
た
。
最
初
の
隠
道
に
は
コ
ウ
モ
リ
が
居
た
が
、
人
の
気
配
に

驚
き
、
外
に
逃
げ
出
し
て
し
ま
っ
た
。

右
下
の
魚
野
川
も
ダ
ム
下
で
は
水
も
か
れ
て
い
た
が
、
佐
武
流
沢
、
桧
俣
沢
な
ど

が
合
流
し
、
川
も
次
第
に
深
く
(
一

0
0メ
ー
ト
ル
を
は
る
か
に
越
す
高
さ
)
な
る

頃
に
は
、
水
か
さ
も
多
く
な
っ
て
き
た
。

切
明
の
送
水
管
が
見
え
る
所
で
、
二
回
目
の
休
憩
を
と
る
、
こ
こ
か
ら
は
、
あ
と

わ
ず
か
で
高
橋
の
つ
り
橋
へ
の
一
気
の
下
り
坂
で
あ
る
。
後
続
グ
ル
ー
プ
と
一
緒
に

な
っ
た
の
で
い
よ
い
よ
最
後
の
コ

l
ス
に
向
け
て
出
発
す
る
。
こ
の
頑
張
り
が
終
わ

る
と
、
今
日
の
歩
く
所
は
全
て
終
了
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
つ
り
橋
へ
の
下
り
か

ら
切
明
へ
の
最
後
の
登
り
は
、
今
日
一
日
の
疲
れ
と
暑
さ
の
中
で
の
コ

1
ス
な
の
で
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き
つ
い
こ
と
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

特
に
林
道
に
出
て
か
ら
は
、

ひ
と
ま
が
り
一
ま
が
り
が
期
待
を
う
ら
切
り
自
動
車

道
に
な
か
な
か
た
ど
り
着
か
ず
、
参
っ
て
し
ま
う
。

自
動
車
道
で
車
で
来
た
人
達
を
見
た
時
は
、

み
ん
な
笑
顔
で
「
着
い
た
ぞ
日
」
と

歓
声
が
上
が
っ
た
。
富
雄
さ
ん
の
は
か
ら
い
で
、
冷
え
た
ビ

l
ル
で
乾
杯
し
た
時
は
、

今
日
一
日
の
苦
労
を
忘
れ
さ
せ
る
に
十
分
な
あ
り
が
た
さ
と
旨
さ
が
頭
か
ら
足
の
先

ま
で
し
み
通
る
よ
う
な
気
持
ち
で
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
で
、
富
沢
、
若
林
の
二
人
は
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。

冷
房
の
き
い
た
車
で
の
秋
山
館
へ
の
コ

1
ス
は
、
車
の
あ
り
が
た
さ
を
つ
く
づ
く

感
じ
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

途
中
、
和
山
、
上
野
原
、
屋
敷
の
部
落
を
過
ぎ
た
が
、
天
明
三
年
の
飢
謹
で
無
人

と
化
し
た
矢
橿
六
戸
、
大
秋
山
八
戸
、
甘
酒
二
戸
な
ど
の
墓
標
と
石
だ
け
が
残
っ
て



い
る
部
落
が
あ
る
な
ど
と
は
、
想
像
も
で
き
な
い
程
の
変
わ
り
ょ
う
で
あ
る
。
道
は

ほ
装
さ
れ
、
家
は
真
新
し
く
な
っ
て
、
と
て
も
秘
境
な
ど
と
は
思
え
な
い
所
と
な
り

つ
つ
あ
る
。

小
赤
沢
に
は
、
届
、
食
堂
が
並
び
、
賑
や
か
な
町
の
雰
囲
気
さ
え
感
じ
る
ほ
ど
で

あ
る
。
や
は
り
大
自
然
の
厳
し
さ
の
中
で
生
き
抜
い
て
き
た
人
達
の
た
く
ま
し
い
生

活
力
の
現
れ
な
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

秋
山
館
に
着
く
と
、
宿
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
そ
れ
に
若
い
夫
婦

の
温
か
い
歓
迎
を
受
け
、
貸
し
切
り
に
近
い
状
態
で
部
屋
を
使
わ
せ
て
も
ら
う
。

お
風
目
を
も
ら
い
、
横
に
な
っ
て
く
つ
ろ
が
せ
て
も
ら
い
、
六
時
半
頃
か
ら
宴
会

に
な
る
。
秋
山
館
か
ら
の
地
酒
の
サ
ー
ビ
ス

(
お
ば
す
て
)
や
き
れ
い
ど
こ
ろ
の
秋

山
の
民
謡
な
ど
も
出
て
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
あ
る
。
明
日
の
苗
場
山
の
こ
と
も

あ
る
の
で
早
目
に
切
り
上
げ
る
。
九
時
過
ぎ
に
床
に
つ
い
た
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ

ま
っ
て
い
る
者
が
あ
り
、

お
か
め
ず
し
や
弁
天
食
堂
に
出
か
け
る
人
も
居
た
。
そ
れ

で
も
す
ま
ず
に
夜
遅
く
ま
で
賑
わ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
の
朝
は
、
予
定
を
変
更
し
て
、
起
床
が
六
時
で
出
発
が
七
時
と
な
っ
た
。
子
ど

も
達
は
、
六
時
半
か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
を
や
る
。
小
赤
沢
の
子
ど
も
と
一
緒
に
お
せ
わ

に
な
る
。

今
日
も
台
風
の
心
配
の
な
い
晴
天
で
、
予
定
通
り
七
時
に
出
発
す
る
。
二
一
合
目
ま

で
パ
ス
が
入
っ
た
の
で
、

一
時
間
は
短
縮
で
き
た
。

子
ど
も
の
グ
ル
ー
プ
を
先
頭
に
出
発
す
る
。
「
登
り
の
す
ぐ
じ
は
パ
カ
が
す
る
。
」

と
言
い
な
が
ら
、
す
ぐ
じ
(
近
道
)
を
登
る
人
も
居
る
。
や
せ
尾
根
に
出
る
と
間
も

六合山岳会

な
く
、
四
合
目
の
水
場
で
あ
る
。
女
性
二
人
の
、
グ
ル
ー
プ
が
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー

で
朝
食
を
と
っ
て
い
た
。

モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ヒ
ー
を
ね
だ
る
者
、
下
山
に
注
意
を
し

て
や
る
者
も
あ
る
。
こ
こ
か
ら
約
三
時
間
位
の
登
り
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

水
分
を
補
給
し
、

一
O
分
程
休
憩
し
て
出
発
す
る
。

ア
ス
ナ
ロ
や
ツ
ガ
の
根
の
階
段
を
一
歩
一
歩
登
る
。
五
合
日
頃
か
ら
ゆ
る
や
か
な
、

広
い
尾
根
道
に
な
る
。
足
元
に
は
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
ゴ
ン
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、

マ
イ
ズ

ル
ソ
ウ
、

ツ
バ
メ
オ
モ
ト
な
ど
が
あ
っ
た
。

頂
上
の
方
は
、
ガ
ス
っ
て
見
え
な
い
が
、
右
方
向
の
横
手
に
登
り
に
な
っ
た
頃
か

ら
が
、
苗
場
台
地
へ
の
最
後
の
急
登
に
な
る
よ
う
だ
。

沢
が
二
つ
程
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
猛
暑
の
た
め
か
水
は
す
っ
か
り
枯
れ
て
い
た
。

石
こ
ろ
だ
ら
け
の
横
手
で
休
憩
を
と
り
、
最
後
の
登
り
に
備
え
る
。
先
頭
グ
ル
ー
プ

は
か
な
り
先
に
進
ん
だ
と
み
え
て
、
連
絡
が
と
れ
な
く
な
る
。
岩
場
に
近
い
よ
う
な

急
な
石
だ
ら
け
の
横
手
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ
最
後
の
急
な
登
り
に
な
る
。
合
目
も

ど
ん
ど
ん
過
ぎ
て
八
、
九
合
目
は
た
ち
ま
ち
の
内
に
通
り
過
ぎ
た
。

急
な
坂
を
登
り
つ
め
る
と
、
山
の
中
腹
を
切
り
落
と
し
た
よ
う
に
真
平
な
卓
上
形
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台
地
が
開
け
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
左
手
に
台
地
が
広
が
り
、
木
橋
が
コ

1
ス
に
並
べ

ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
か
ら
は
、

ま
さ
に
苗
場
に
ふ
さ
わ
し
い
か
わ
い
い
百
田
が
一
面
に
広
が
っ
て

い
る
。
こ
こ
の
台
地
は
、
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
四
方
も
あ
り
、
五

O
Oに
近
い
苗
田
が

あ
る
そ
う
で
あ
る
。

池
の
中
に
ヒ
メ
ホ
タ
ル
イ
が
群
生
し
、
原
に
は
、
キ
ン
コ

l
カ
、
コ
パ
イ
ケ
イ
ソ
ウ
、

チ
ン
グ
ル
マ
、
ミ
ヤ
マ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、

ワ
タ
ス
ゲ
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
外
、
ミ
カ

エ
リ
ス
ゲ
、
ナ
エ
パ
キ
ス
ミ
レ
な
ど
の
貴
重
な
植
物
も
あ
る
そ
う
で
あ
る
。
林
の
中

に
は
、
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ
ウ
が
ひ
っ
そ
り
と
咲
い
て
い
た
。

赤
倉
山
、
白
砂
山
方
面
と
の
交
わ
り
地
点
か
ら
左
に
折
れ
る
と
間
も
な
く
苗
場
山

頂
で
あ
る
。
す
ぐ
手
前
に
、
十
回
場
山
を
愛
し
、
開
拓
に
尽
し
た
登
山
家
、
伊
米
神
間

と
大
平
最
の
像
が
あ
っ
た
。



育

山
頂
の
ヒ
ュ
ッ
チ
に
た
ど
り
着
く
と
ひ
と
安
心
。
先
着
組
は
早
く
も
登
頂
祝
い
の

教

宴
に
入
っ
て
い
た
。
到
着
順
に
冷
え
た
ジ
ュ
ー
ス
や
ピ

1
ル
が
出
さ
れ
、
祝
宴
に
加

わ
る
。
昼
食
に
加
え
て
、
み
ん
な
で
食
べ
た
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
は
、
格
別
お
い
し
い

物
だ
っ
た
。

一
時
間
半
程
の
ゆ
っ
く
り
し
た
休
憩
を
と
り
、
記
念
写
真
を
と
っ
て
い

よ
い
よ
下
山
で
あ
る
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
下
り
は
楽
で
あ
る
。
足
が
わ
ら
い
だ
す
か
と
心
配
し
た
人
も

い
た
が
全
員
順
調
に
下
山
で
き
た
。
特
に
子
ど
も
は
快
調
で
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
様

子
で
あ
っ
た
。

ア
ス
ナ
ロ
の
林
の
中
で
「
あ
す
な
ろ
」

の
歌
も
出
る
ほ
ど
で
あ
る
。

あ
す
な
ろ

あ
す
な
ろ

あ
す
は
な
ろ
う

お
山
の
誰
に
も

負
け
な
い
で

ふ
も
と
の
村
ま
で

見
え
る
ま
で

大
き
な
ひ
の
木
に

あ
す
は
な
ろ
う

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
乗
り
込
ん
で
、
座
る
と
ひ
と
安
心
。
み
ん
な
が
ん
ば
っ
て
苗
場

山
を
征
服
し
た
満
足
感
あ
ふ
れ
る
顔
、
顔
、
顔
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
出
発
間
際
に

秋
山
館
の
若
夫
婦
が
ワ
ゴ
ン
車
で
来
て
、
辰
雄
さ
ん
に
家
か
ら
急
用
と
い
う
こ
と
で
、

先
に
ワ
ゴ
ン
車
で
帰
る
。
何
事
か
と
不
安
が
車
内
を
つ
つ
む
。

通
り
に
出
る
と
間
も
な
く
、
辰
雄
さ
ん
が
沈
痛
な
面
持
ち
で
戻
っ
て
き
た
。
「
ど

う
し
た
い
。
」
と
い
う
み
ん
な
の
声
に
「
:
:
:
」
涙
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え
て
無
言
の
ま
ま
、

座
席
に
着
い
た
の
で
不
安
は
募
る
ば
か
り
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
話
し
た
こ
と
に
、

車
内
は
驚
き
と
悲
し
み
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
鶴
一
さ
ん
が
建
前
で
二
階
か
ら
落

ち
て
事
故
死
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。

あ
ま
り
の
急
な
出
来
事
に
信
じ
ら
れ
な
い
思
い
で
あ
っ
た
。
夢
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。

ま
ち
が
い
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。

き
の
う
か
ら
の
楽
し
い
思
い
が
、

一
瞬
に
し
て
消
え
そ
う
で
あ
る
。
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
。

そ
の
後
、
山
田
正
人
さ
ん
が
迎
え
に
来
て
、
辰
雄
さ
ん
は
先
に
帰
る
。

マ
イ
ク
ロ

は
奥
志
賀
を
通
り
蓮
池
の
手
前
で
野
猿
を
見
て
、
予
定
通
り
入
山
に
戻
っ
て
来
た
。

と
に
か
く
、
か
な
り
強
行
な
登
山
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
才
児
か
ら
五

O
才
の
お

じ
ん
組
ま
で
が
、
全
員
無
事
に
行
っ
て
来
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
又
、
安
全
に

我
々
を
運
ん
で
く
れ
た
名
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
富
雄
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

冬
山
登
山

今
年
も
厳
寒
の

野
反
湖
へ

一
九
九
九
(
平
成
十
一
年
)
三
月
十
三
日
ら
十
四
日

六
合
山
岳
会

今
年
も
冬
山
の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
、
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い
つ
も
ヒ
ュ
ッ
テ

の
ス
ト
ー
ブ
を
囲
ん
で
、
強
風
が
吹
き
荒
れ
る
厳
寒
の
富
士
見
峠
で
、
冷
や
さ
れ
た

冷
酒
と
ピ

l
ル
で
乾
杯
し
、
大
き
な
鍋
の
特
製
料
理
を
つ
ま
み
に
始
ま
る
大
宴
会
を

思
い
出
し
ま
す
。

今
年
も
一
七
人
と
い
う
大
勢
の
参
加
を
得
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
日
目

三
月
十
三
日
(
土
)

入
山
小
学
校
六
時
集
合
で
大
高
縦
走
組
は
、
馬
止
め
目
指
し
て
出
発
す
る
。
今
回

は
六
名
の
賑
や
か
な
パ
ー
テ
ィ
と
な
る
。

車
も
馬
止
め
ま
で
入
る
の
で
、
快
適
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
。
天
気
は
快
晴
、
風
も

無
く
、
暖
か
な
日
和
で
第
一
の
壁
の
手
前
で
一
枚
脱
ぐ
。

う
ん
こ
山
か
ら
、
キ
ノ
コ
沢
を
過
ぎ
た
所
で
、
軽
い
朝
食
を
と
り
、

シ
ー
ル
を
つ



け
て
出
発
す
る
。

去
年
、
雪
崩
が
あ
っ
た
岩
の
下
は
、
何
も
無
く
通
過
で
き
た
。
尾
根
に
上
が
っ
た

所
で
小
休
憩
。
御
殿
の
森
か
ら
大
高
、
浅
間
、
白
根
方
面
ま
で
が
快
晴
の
中
に
、
は
っ

き
り
眺
望
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
、
御
殿
ま
で
の
緩
や
か
な
登
り
を
ゆ
っ
く
り
登
る
。

先
発
は
、
早
く
一
五
分
位
の
差
が
つ
く
。

御
殿
池
に
て
、
に
ぎ
り
め
し
と
副
食
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
て
、

い
よ
い
よ
大
高

へ
の
急
な
登
り
に
逃
む
。

今
年
も
快
晴
の
た
め
の
、
雪
の
白
、
ダ
ケ
カ
ン
パ
の
白
の
斑
、
空
の
碧
が
最
高
に

調
和
し
て
、
素
晴
ら
し
い
眺
め
に
な
っ
て
い
た
。

気
分
は
壮
快
で
あ
る
が
、
身
体
は
き
つ
い
登
り
に
つ
い
て
い
け
ず
、

一
歩
一
歩
の

ゆ
っ
く
り
し
た
歩
み
に
な
る
。
大
高
の
肩
か
ら
、
岩
菅
方
面
を
見
る
と
、
妙
高
も
見

え
る
か
な
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。
携
帯
電
話
が
瞬
間
会
長
と
通
じ
、
位
置
確
認
が
で

き
C
甲
匂
。い

つ
も
の
こ
と
で
あ
る
が
、
最
後
の
雪
庇
が
疲
労
限
界
の
身
体
に
重
く
の
し
掛

か
つ
て
、
力
を
ふ
り
絞
っ
て
の
登
頂
と
な
る
。

ゃ
っ
た
あ

1
登
頂
(
一
一
一
一
七
)
ど
ん
な
に
大
変
で
も
、
こ
の
快
感
が
あ
る
か

ら
又
来
る
の
だ
。
す
で
に
先
発
は
、
乾
杯
の
祝
杯
を
あ
げ
て
い
た
。

昼
食
、
休
憩
の
後
、
今
回
は
時
間
の
余
裕
が
あ
る
の
で
、
裏
大
高
山
に
寄
る
こ
と
に

す
る
。
尾
根
伝
い
に
約
一
五
分
で
岩
菅
の
真
っ
正
面
の
素
晴
ら
し
い
展
望
台
に
出
る
。

「
う
わ
l
良
い
眺
め
・
:
」
感
激
、
感
激
・
・
証
拠
写
真
を
パ
チ
リ
、
パ
チ
リ
。

大
高
に
は
何
回
も
来
た
が
、
裏
大
高
山
は
初
め
て
。
ま
た
、
こ
の
展
望
台
か
ら
の

六合山岳会

岩
菅
の
眺
め
は
、
格
別
だ
。

か
も
し
か
平
へ
の
コ

1
ス
は
気
温
が
高
い
た
め
、
あ
ま
り
良
く
な
い
。
最
後
の
下

り
も
、
ベ
テ
ラ
ン
を
除
く
と
、
転
倒
の
連
続
で
あ
る
。

今
回
は
一
尾
根
西
を
下
り
る
。
水
場
の
下
で
、
休
憩
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
し
、

シ
ー
ル
を
付
け
て
縦
走
の
最
も
き
つ
い
三
壁
へ
の
挑
戦
と
な
る
。

今
回
は
、
高
沢
の
最
も
下
を
巻
い
て
沢
を
登
る
コ
!
ス
だ
。
ダ
ケ
カ
ン
パ
、

コ
メ

ツ
ガ
、
空
の
碧
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
見
事
で
あ
る
。

三
壁
の
肩
で
、
携
帯
電
話
を
か
け
る
が
な
か
な
か
通
じ
ず
、
応
援
の
依
頼
が
出
来

な
い
か
と
心
配
し
た
が
、
や
は
り
瞬
間
通
じ
、
位
置
確
認
だ
け
で
き
る
。

い
よ
い
よ
疲
れ
を
克
服
し
て
の
最
後
の
下
り
で
あ
る
。
気
温
が
高
い
た
め
、
や
は

り
条
件
は
悪
い
。

一
滑
り
毎
に
転
倒
し
な
が
ら
の
悪
戦
苦
闘
で
あ
る
。
に
し
ぶ
た
沢

か
ら
湖
面
に
出
た
時
は
、
予
定
を
四

O
分
程
、
遅
れ
て
い
た
。

ス
ノ

l
モ
ー
ビ
ル
の
跡
が
湖
面
一
面
に
あ
り
、
疾
走
を
楽
し
ん
だ
様
子
で
あ
る
。

間
も
な
く
救
助
隊
が
来
る
。
ほ
っ
と
し
た
一
瞬
で
あ
る
。
湖
面
は
、

ス
ノ

1
モ
l

ピ
ル
に
率
引
さ
れ
て
の
快
適
な
疾
走
で
あ
る
。
富
士
見
峠
の
ヒ
ュ
ッ
テ
に
は
二

O
分
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遅
れ
の
到
着
で
あ
る
。

休
む
間
も
な
く
宴
会
の
準
備
を
始
め
る
。
大
き
な
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
具
を
入
れ
て
、

あ
ふ
れ
る
程
の
鍋
料
理
と
な
る
。

今
回
は
女
性
コ
ッ
ク
が
二
人
も
居
た
の
で
、
大
助
か
り
で
あ
る
。
や
は
り
手
際
よ

く
、
盛
り
つ
け
も
良
く
、
こ
ま
め
に
や
っ
て
く
れ
る
の
で
、
例
年
の
半
分
の
手
間
で

で
き
た
。

今
年
は
、
乾
杯
が
大
幅
に
遅
れ
、
七
時
を
回
っ
て
い
た
。
又
宴
会
の
中
味
も
例
年

と
大
幅
に
異
な
り
、
重
み
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
自
己
紹
介
の
後
、
教
育
論
、
夫

婦
論
(
な
れ
染
め
)
な
ど
が
激
論
さ
れ
、
色
々
な
そ
の
人
の
人
柄
が
出
て
、
な
か
な

か
意
味
の
あ
る
宴
会
に
な
っ
た
。

激
論
に
は
関
係
な
く
持
論
を
述
べ
る
も
の
、
縦
走
の
疲
れ
で
寝
て
い
る
者
、
暴
飲

で
酔
い
つ
ぶ
れ
て
い
る
者
と
様
々
な
中
、
厳
寒
の
中
、
雪
洞
で
寝
る
と
い
っ
て
き
か
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ず
に
行
く
者
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
て
な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
宴
会
と
な
る
。

教

夕
食
も
遅
れ
て
十
時
を
回
っ
た
頃
、
や
っ
と
大
き
な
鍋
に
う
ど
ん
が
入
れ
ら
れ
、

振
る
回
ら
れ
た
。
大
鍋
で
煮
込
ま
れ
た
う
ど
ん
の
旨
い
こ
と
旨
い
こ
と
。
た
ち
ま
ち

大
鍋
の
う
ど
ん
が
減
っ
て
い
く
。

三
々
五
々
床
に
着
く
者
も
あ
っ
て
、
宴
も
何
時
と
は
な
し
に
終
る
。

し
か
し
、
最
終
は
や
は
り
頑
張
る
。
朝
四
時
頃
ま
で
語
り
明
か
し
た
者
も
あ
る
。

第
二
日
目

十
四
日
(
日
)

朝
は
、
何
も
無
か
っ
た
よ
う
に
明
け
、
二
日
目
が
始
ま
る
。
雪
洞
の
ゃ
か
ら
は
大

丈
夫
か
な
?
明
け
方
近
く
ま
で
頑
張
っ
た
者
は
大
丈
夫
か
な
?

七
時
は
ま
だ
夜
中
だ
。
起
床
者
二
人
。
朝
飯
の
用
意
を
始
め
る
。

し
か
し
朝
を
意
識
す
る
者
二
人
、
三
人
。
八
時
過
ぎ
に
や
っ
と
朝
が
来
た
感
じ
だ
。

ご
飯
と
残
り
物
の
う
ど
ん
と
で
朝
が
来
た
者
か
ら
朝
食
に
す
る
。

朝
食
が
全
員
す
ん
だ
の
は
九
時
過
ぎ
だ
っ
た
。

九
時
半
過
ぎ
、
今
日
の
遭
難
対
策
訓
練
が
始
ま
っ
た
。
ス
ノ

l
モ
ー
ビ
ル
で
の
湖

畔
走
行
。
八
間
山
へ
の
雪
上
登
山
、
雪
上
登
山
は
一

O
人
に
お
よ
ぶ
。
早
い
者
は
、

八
間
ス
ー
パ
ー
ゲ
レ
ン
デ
で
か
っ
こ
良
い
滑
り
を
し
て
い
た
。

登
頂
は
十
一
時
十
分
。
三
六

O
度
の
展
望
を
充
分
に
楽
し
み
、
ゆ
っ
く
り
休
憩
し

て
か
ら
下
山
と
す
る
。

滑
る
道
具
は
、

ア
ル
ペ
ン
、
テ
レ
マ

1
ク
、
山
ス
キ

l
、
そ
り
と
様
々
で
あ
る
。

技
術
も
様
々
で
、
道
具
に
合
っ
た
格
好
良
い
滑
り
に
、
自
己
流
の
滑
り
と
そ
れ
ぞ
れ

で
お
も
し
ろ
い
。

十
二
時
五
十
分

ヒ
ュ
ッ
テ
着

残
り
物
で
昼
食
を
す
ま
す
。

十
五
時
に
は
、
片
づ
け
、
戸
締
ま
り
を
し
て
帰
路
に
着
く
。

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
二
日
間
好
夫
に
恵
ま
れ
た
冬
山
訓
練
が
無
事
終
了
し
た
。

コ
ー
ス
と
タ
イ
ム

和
光
原
・
大
原
コ

1
ス

引
沼
ス
タ
ン
ド

九
日
三

O

一O
H
O五

一
一
一

O
O

三

二

二

O

大
原
口

大
な
ら

富
士
見
峠

六
日

O
五

大
高
・
か
も
し
か
コ

l
ス

入
山
小

六
日
四

O

七
一
一
五

九
日
一

O

一O
n
O
O

一
一
日
一
七

二
一
日

0
0

一
一
一
二
四
五

一
五
一
一

O

一
六
一
一

O

一
六
一
五

O

八
間
山
雪
上
訓
練

九
日
四

O

一O
H
O五

白
根
開
善

七
日
四
五
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馬
止

大
岩
下

御
殿

一
一
一
四

O

大
高
山

一一ニ

υ
0
0
裏
大
高

か
も
し
か
平

三
壁

に
し
ぶ
た
・
湖
面

富
士
見

一
二
一
五

O

ヒ
ユ
ツ
-
ア

八
問
、
ゲ
レ
ン
デ



六合山岳会

一O
H
四
O

一
一
二
O

冬
山
登
山

コ
ー
ス
と
日
程

第
一
日
目

八日

0
0

八
一
四

O

八
日
五
O

九
二
二

O

一O
二
ニ

O

一
一
一

O
O

一
一
二
二

O

一一二一

O
O

一
四
日
四

O

一
六
日

0
0

一
八
一

O
O

眉
二
一
一

O
O
山
頂

遭
難
対
策
訓
練
を
兼
ね
て

芳
ケ
平
ヘ

二
O
O
O年
(
平
成
十
二
年
)

三
月
十
日
(
土
)

入
山
ス
タ
ン
ド

元
山

ゲ
ー
ト

殺
生

逢
ノ
峰

白
根
横
手

芳
ヶ
平

ヒ
ュ
ッ
-
ア

池
の
塔

ヒ
ュ
ッ
-
ア

夕
食

ビ
デ
オ
タ
イ
ム

一
九
二
ニ

0
1一
一
一
二
一

O
就
寝

二
一
二
二

O

二
三
一

0
0・
二
四
日

0
0

日
帰
り
組
出
発

六
合
山
岳
会

一
六
日

0
0

第
二
日
目

七
一

O
O

八
二
二

O

一O
H
四
O

一
一
二
二

O

一
一
一
五

O

二
一
一
一
五

一一二日

0
0

一
四
一

O
五

一
五
日

0
0

遭
難
対
策
記
録

第
一
日
目

田
代
ゲ
イ
ト
着

三
月
一
一
日
(
日
)

七
日
四

O

起
床

食
事

出
発

だ
ま
し
平
下

だ
ま
し
横
へ
の
も
ど
り

だ
ま
し
横
端

一
一
二
一
四
五

暴
れ
ん
坊
下

長
笹
川

元
山
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例
年
荒
れ
模
様
の
日
と
な
る
こ
の
行
事
に
し
て
は
、
め
ず
ら
し
く
好
天
に
恵
ま
れ

三
月
十
日
(
土
)

て
の
実
施
と
な
る
。

山
麓
駅
の
遭
難
対
策
室
(
パ
ト
ロ
ー
ル
)
に
届
け
出
を
し
て
、
今
回
は
リ
フ
ト
で

ス
キ
ー
ヤ
ー
を
惑
わ
さ
な
い
た
め
に
、
リ
フ
ト
下
か
ら
回
つ

逢
ノ
峰
ま
で
上
が
る
。

て
逢
ノ
峰
を
目
指
す
。
雪
質
は
良
い
が
、
新
雪
が
深
く
大
変
な
の
で
斜
滑
降
で
レ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
目
指
す
。

吹
た
ま
り
に
何
度
も
突
っ
込
み
な
が
ら
や
っ
と
道
路
に
出
る
。

夏
道
よ
り
逢
か
湯
釜
寄
り
を
滑
り
、
少
し
登
り
な
が
ら
横
巻
き
を
す
る
。

ガ
ス
場
の
横
に
下
っ
て
一
気
に

そ
こ
で
木
村
さ
ん
の
模
範
滑
り
を
見
学
し
、
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ヒ
ュ
ッ
テ
に
向
か
う
。
新
堀
ご
夫
妻
と
愛
犬
の
歓
迎
を
受
け
、
み
な
元
気
に
到
着
す

教

る
天
気
が
良
い
の
で
外
で
無
事
到
着
の
祝
杯
を
上
げ
昼
食
に
す
る
。

一
時
間
の
休
憩
を
し
て
、
十
二
時
三
十
分
に
田
代
、
ゲ
イ
ト
を
目
指

日
帰
り
組
は
、

し
て
出
発
す
る
。

宿
泊
組
は
、

一
時
に
出
発
し
て
池
の
塔
を
目
指
す
。
今
回
は
気
温
が
高
い
の
で
、

登
り
は
楽
で
あ
っ
た
が
、
下
り
の
滑
降
が
べ
た
つ
く
感
じ
で
重
た
い
雪
の
た
め
深
い

雪
に
突
込
む
事
が
多
く
、
苦
労
の
連
続
で
あ
る
。

夕
食
は
、
奥
さ
ん
の
お
い
し
い
手
料
理
で
い
つ
も
大
満
足
で
あ
る
。
夕
食
後
は
、

恒
例
の
ビ
デ
オ
タ
イ
ム
で
楽
し
む
。

そ
の
後
の
雑
談
も
盛
り
上
が
り
、
遅
い
組
は
十
二
時
と
な
る
。

第
二
日
目

三
月
十
一
日
(
日
)

二
日
目
は
あ
い
に
く
の
荒
れ
模
様
の
た
め
、
出
発
を
見
合
わ
せ
て
、
十
時
四
十
分

に
猛
吹
雪
の
中
の
出
発
と
な
る
。

初
め
は
、
西
に
コ

l
ス
を
取
り
す
ぎ
て
池
の
方
に
回
り
込
み
、
大
変
な
大
回
り
を

す
る
。
だ
ま
し
平
か
ら
の
下
り
口
も
尾
根
手
前
に
入
り
、
引
き
返
す
羽
目
に
な
る
。

登
り
で
ス
テ
ッ
プ
・
シ

1
ル
の
無
い
人
は
一
苦
労
す
る
。
何
段
も
続
く
ス
ロ
ー
プ
は

絶
好
の
コ

1
ス
で
あ
る
。
次
々
に
滑
降
し
て
暴
れ
ん
坊
下
で
、
昼
食
と
す
る
。

こ
こ
か
ら
新
堀
さ
ん
は
引
き
返
す
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

長
笹
を
越
え
て
ま
た
上
に
戻
り
な
が
ら
、
大
き
く
巻
い
て
熊
倉
側
に
出
る
。
間
も

な
く
林
道
の
な
だ
ら
か
な
コ

1
ス
に
な
り
橋
に
出
る
。

鋼
管
の
木
村
さ
ん
の
車
ま
で
歩
き
、
芳
ヶ
平
の
冬
山
遭
難
訓
練
も
無
事
終
了
す
る
。

ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

真
冬
の
芳
ケ
平
ヘ

池
の
塔
か
ら
芳
ケ
平
の
大
滑
降

二
O
O
一
(
平
成
十
三
年
)
二
月
十
日

1
十
一
日

六
合
山
岳
会

第
一
日
目

一
一
月
十
日
(
土
)

芳
ヶ
平
に
管
理
人
さ
ん
の
新
堀
研
二
さ
ん
が
常
駐
に
な
っ
て
初
め
て
、
六
合
山
岳

会
と
し
て
の
表
敬
訪
問
と
い
う
こ
と
で
、
冬
山
の
下
見
を
兼
ね
て
出
掛
け
る
。

二
月
十
日
(
土
)
と
い
う
真
冬
の
時
期
な
の
で
多
少
心
配
は
あ
っ
た
が
、
幸
い
天

候
に
恵
ま
れ
、
逢
の
峰
か
ら
芳
ヶ
平
の
コ

l
ス
は
快
適
な
滑
降
と
な
る
。

ヒ
ュ
ッ
テ
に
着
く
と
、
番
犬
の
二
匹
が
大
歓
迎
で
あ
る
。
天
候
も
良
い
の
で
早
速

池
の
塔
に
出
発
す
る
。
し
か
し
、
登
坂
を
始
め
る
と
荒
れ
始
め
風
も
出
て
き
た
。
国

道
下
の
木
陰
で
風
を
避
け
て
昼
食
を
取
る
。
気
温
も
急
激
に
下
が
り
手
も
冷
た
く
な

578 

る

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
木
村
、
蜂
谷
組
は
ち
ょ
っ
と
の
時
間
も
惜
し
み
滑
降
を
楽
し

ん
で
い
た
が
、
残
り
の
組
は
、
ゆ
っ
く
り
休
む
。

池
の
塔
で
は
、
か
す
か
に
横
手
側
が
眺
望
で
き
た
が
、
風
も
強
く
直
、
ぐ
下
る
こ
と

に
す
る
。
今
回
は
、
東
側
に
コ

1
ス
を
と
り
、
急
な
壁
を
一
気
に
下
る
。

夕
方
は
く
つ
ろ
ぎ
の
ピ

1
ル
と
雑
談
で
ゆ
っ
く
り
休
む
。
夜
は
夕
食
後
、
恒
例
の

ビ
デ
オ
タ
イ
ム
を
楽
し
む
。

さ
ら
に
懇
談
し
、
就
寝
は
十
一
時
に
な
る
。

第
二
日
目

二
月
十
一
日
(
日
)

朝
は
ゆ
っ
く
り
起
き
て
、
好
天
の
中
横
手
方
面
に
散
歩
に
出
る
。
木
村
さ
ん
は
長

笹
方
面
に
、
山
本
、
山
田
組
は
横
手
方
面
に
向
か
う
。



だ
ま
し
平
か
ら
上
は
、

コ
ー
ス
を
下
に
と
り
過
ぎ
深
い
新
雪
に
悩
ま
さ
れ
、
渋
峠

に
出
る
の
が
大
変
き
つ
い
コ

l
ス
と
な
る
。

ス
キ

1
場
の
放
送
を
聞
き
な
が
ら
、
な
か
な
か
峠
に
で
な
い
の
で
、
少
々
心
細
い

気
持
ち
で
焦
り
も
出
て
く
る
。
峠
の
圧
雪
車
が
見
え
た
時
は
、
ほ
っ
と
す
る
。

帰
り
は
二
五
分
の
快
適
な
滑
降
と
な
る
。
登
り
三
時
間
、
下
り
二
五
分
の
違
い
は

何
だ
。後

半
か
ら
参
加
の
宇
野
、
大
門
組
と
も
う
一
泊
の
木
村
、
山
田
さ
ん
を
残
し
て
、

荒
れ
始
め
た
中
を
、
元
山
方
面
に
出
発
す
る
。
宇
野
、
大
門
組
の
登
坂
の
後
を
た
ど

り
な
が
ら
、
田
代
側
の
ゲ

1
ト
に
着
い
た
の
は
十
六
時
三

O
分
(
一
時
間
二

O
分
)

で
あ
る
。

お
地
蔵
さ
ん
い
つ
も
あ
り
が
と
う
H

地
蔵
峠
の
地
蔵
さ
ん
に
感
謝
の
帽
子
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ

六
合
山
岳
会

日

時

二
O
O九
年
十
月
四
日
(
日
)

八
一

O
O

南
大
橋

八
日
五

O

野
反
駐
車
場

九
二
二
五

休
憩

一一二
O

二
一
二
ニ

O

キ
ャ
ン
プ
場
広
場
で
昼
食

六合山岳会

九
日
五

O

一
O
二一

O

地
蔵
峠

参
加
者

山
本

茂
、
藤
江
悦
子

登
山
記

六
合
中
登
山
の
下
見
の
時
に
同
行
し
た
藤
江
さ
ん
が
「
地
蔵
さ
ん
の
ち
や
ん
ち
ゃ

ん
こ
を
編
ん
で
や
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
で
、
秋
の
紅
葉
の
時
期
に
ぜ
ひ
と
考
え
、

今
回
の
感
謝
登
山
と
な
っ
た
。
長
い
間
、
悪
天
候
が
続
い
て
い
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と

心
配
で
あ
っ
た
が
、
予
報
は
ど
う
に
か
半
日
位
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

実
施
す
る
。

幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
紅
葉
も
見
頃
を
迎
え
、
地
蔵
さ
ん
詣
り
は
最
高
と
思
わ
れ

る
特
に
厳
寒
の
冬
を
迎
え
る
前
の
こ
の
時
期
で
あ
れ
ば
、
地
蔵
さ
ん
も
安
心
し
て
冬

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
登
る
。
若
い
男
女
の
カ
ッ
プ
ル
が
元
気
に
白
砂
を
目
指
し
て
い
た
の
で
「
帰
り

に
は
新
し
い
装
い
の
地
蔵
さ
ん
を
見
て
ね
」
と
言
う
と
「
残
念
だ
け
ど
、
帰
り
は
八
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間
で
す
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

ゆ
っ
く
り
だ
っ
た
け
ど
、
前
回
よ
り
一

O
分
位
早
く
到
着
す
る
。

少
し
ほ
こ
ろ
び
始
め
た
帽
子
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
脱
が
し
て
、

ほ
こ
り
を
は

ら
っ
て
や
り
、

て
い
ね
い
に
着
せ
て
や
る
。

ヨ
ツ
パ
ム
グ
ラ
も
見
守
っ
て
い
た
。

編
み
物
の
先
生
作
の
帽
子
と
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
せ
て
も
ら
っ
た
地
蔵
さ
ん

は
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
に
、
満
足
顔
に
見
え
た
。

回
り
の
笹
も
少
し
刈
っ
て
や
り
、
冬
を
無
事
過
ご
し
て
、
ま
た
登
山
者
の
安
全
を

守
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
て
別
れ
る
。

早
い
下
山
に
な
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
な
の
で
キ
ャ
ン
プ
場
の
広
場
で
昼
食
を
と
る
。

ま
め
な
藤
江
さ
ん
の
極
上
手
作
り
サ
ラ
ダ
、
キ
ャ
ラ
煮
の
お
い
し
い
お
か
ず
を
ご

ち
そ
う
に
な
り
な
が
ら
、
紅
葉
盛
ん
な
野
反
湖
を
眺
め
な
が
ら
の
昼
食
は
最
高
で
あ

る。



教

に
思
う
。

今
日
の
地
蔵
詣
は
、
今
ま
で
に
な
い
安
堵
の
気
持
ち
で
行
う
こ
と
が
出
来
た
よ
う

育

で
来
ら
れ
そ
う
だ
。

こ
の
冬
も
山
ス
キ
l
で
野
反
へ
の
入
山
を
行
う
予
定
だ
が
、
少
し
温
か
い
気
持
ち

藤
江
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

松
岩
山
初
詣
登
山

コ
ー
ス
お
よ
び
タ
イ
ム

九
日

0
0

一
五
一
一

O

九
一
一

O

一
五
日

0
0

一
O
一一

O

一
四
二
ニ

O

一O
一
四

O

一
四
日

0
0

二一一
O
(昼
食
)

一
一
二
日
四

O

二
一
一
一

O

一
コ
ゴ
二

O

二
一
日
五

O

一一二一

O
O

登
山
記

二
O
一
O
年
一
月
十
七
日

六
合
山
岳
会

山
本

茂

陰
居
安
兵
衛

休
み
堂

ま
た
ぎ
平

天
狗
の
踊
り
場

天
狗
尾
根

松
岩
尾
根
分
岐

松
岩
山

ま
っ
た
く
予
定
し
て
い
な
い
松
岩
山
登
山
と
な
っ
た
。
天
気
次
第
で
行
き
た
い
な

行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

あ
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
、
よ
し
行
こ
う
と
い
う
事
で
急
濯
、

誰
に
気
兼
ね
す
る
こ
と
無
い
、
単
独
行
動
の
気
安
さ
で
、
軽
い
気
持
ち
で
出
発
す

る
。
大
体
、
予
定
の
コ

1
ス
タ
イ
ム
で
進
む
。

ま
た
ぎ
平
か
ら
は
シ

1
ル
を
つ
け
て
行
く
。
心
配
し
た
ラ
ッ
セ
ル
も
そ
れ
程
で
は

な
く
、

一
人
で
十
分
な
く
ら
い
で
順
調
に
進
む
。

天
狗
の
踊
り
場
手
前
の
浅
間
展
望
あ
た
り
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
地
肌
が
出
て
い
る

た
め
猪
が
エ
サ
を
あ
さ
っ
た
所
が
い
た
る
所
に
あ
っ
た
。
幸
い
コ

l
ス
は
雪
が
あ
っ

た
た
め
ス
キ
l
の
ま
ま
登
る
こ
と
が
出
来
た
。

天
狗
の
尾
根
で
昼
食
を
と
っ
て
、

ス
キ
ー
は
こ
こ
ま
で
と
し
て
、

つ
ぽ
足
で
登
る

こ
と
に
す
る
。
大
半
の
コ

l
ス
を
ウ
サ
ギ
が
先
導
し
た
足
跡
が
あ
り
、
助
け
て
も
ら

う
。
ウ
サ
ギ
も
人
間
と
同
じ
習
性
を
持
っ
て
い
て
、
歩
き
や
す
い
所
を
心
得
て
い
る

ょ
う
だ
。

い
や
、
む
し
ろ
人
間
は
動
物
に
教
え
ら
れ
て
様
々
な
生
き
る
術
を
身
に
付

け
て
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
人
間
は
今
や
、
動
物
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
こ

と
を
認
識
す
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
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ほ
ぼ
予
定
の
時
間
に
ピ

l
ク
に
着
く
。
幸
い
、
晴
れ
渡
っ
た
素
晴
ら
し
い
展
望
を

望
む
事
が
出
来
た
。

セ
ル
フ
タ
イ
マ
ー
で
記
念
の
写
真
を
撮
っ
て
早
め
の
下
山
と
す

る
。
や
は
り
下
山
は
気
持
ち
が
開
放
さ
れ
、
軽
や
か
だ
。

天
狗
尾
根
か
ら
の
ス
キ

1
も
無
理
せ
ず
、
安
全
第
一
で
下
る
。
ま
た
ぎ
平
ま
で
は

ス
ム
ー
ス
に
下
り
、
こ
こ
か
ら
は
世
立
コ

l
ス
で
下
っ
て
み
よ
う
と
考
え
た
。
と
こ

ろ
が
、
全
く
当
て
が
は
、
ず
れ
て
、
休
み
堂
に
出
る
つ
も
り
が
、
世
立
集
落
に
出
て
し

ま
っ
た
。

お
か
げ
で
、
だ
い
ぶ
時
間
の
ロ
ス
が
出
て
し
ま
っ
た
。
(
コ

l
ス
タ
イ
ム
は
正
規

の
コ

l
ス
タ
イ
ム
に
な
っ
て
い
る
)

好
天
に
恵
ま
れ
、
心
地
よ
い
初
詣
登
山
と
な
っ
た
。



冬
山
?
春
山
?
登
山
記

登
山
場
所

二
O
一
O
年
三
月
二
十
七
日

六
合
山
岳
会

山
本

茂

野
反
湖

八日

0
0

コ
ー
ス
お
よ
び
タ
イ
ム

ス
タ
ン
ド

八
一
五
O

一O
二
二

O

一
一
二
二

O

参
加
者

山
本

木
村
正
臣

大
門
正
明

登
山
記

一
五
二
一

O

一
五
日

0
0
大
原
口

一
四
二
一

O

お
お
な
ら

一
一
二
日
五

O

富
士
見
峠

茂

ア
ン
ダ
ソ
ン
・
さ
ゆ
り
夫
妻

午
後
か
ら
(
宿
泊
)

午
後
か
ら
(
宿
泊
)

残
念
な
が
ら
、
参
加
者
が
少
な
い
が
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
る
。
参
加
予
定
者
一

O

人
が
、
都
合
で
不
参
加
と
な
り
、
最
終
参
加
者
は
五
人
と
な
る
。

と
ん
で
も
な
い
、

も
し
か
し
た
ら
、
大
原
口
か
ら
少
し
は
、
車
で
、
な
ん
て
甘
い
考
え
で
行
く
が
、

一
月
の
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
積
雪
で
あ
る
。

六合山岳会

と
こ
ろ
が
、

そ
れ
で
も
か
ち
渡
り
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
。

お
お
な
ら
の
手
前
あ
た
り
か
ら
、
雪
が
ス
キ

l
に
つ
き
悪
戦
苦
闘
。

直
、
ぐ
路
も
、
後
す
べ
り
は
な
い
が
、
雪
が
つ
い
て
重
く
て
大
変
で
あ
る
。

風
が
な
く
て
快
適
だ
と
思
っ
た
登
山
も
、
富
士
見
峠
に
登
る
と
や
っ
ぱ
り
厳
し
い

強
風
に
会
う
。

ヒ
ュ
ッ
テ
の
裏
で
昼
食
を
と
る
が
、
強
風
で
あ
ま
り
味
わ
っ
て
食
べ

ら
れ
な
い
。
早
々
に
引
き
上
げ
て
、
湖
畔
に
下
る
こ
と
に
す
る
が
、
下
り
も
着
雪
で

直
滑
降
で
も
滑
ら
な
い
ほ
ど
の
最
悪
の
状
態
で
あ
る
。

正
一
小
屋
の
斜
面
も
全
く
滑
ら
な
い
。
少
し
ず
つ
は
変
わ
っ
て
い
る
が
、
な
か
な

か
快
適
な
滑
り
に
は
な
ら
な
い
の
で
、
五
、
六
本
滑
っ
て
下
る
こ
と
に
す
る
。

下
り
も
こ
ん
な
状
態
か
と
心
配
し
な
が
ら
下
山
と
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
直
ぐ
路
の
斜
面
は
思
わ
ぬ
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
喜
ぶ
の
も
つ
か

の
問
、
滑
る
の
は
良
い
が
、
雪
が
重
た
く
て
全
く
制
動
が
効
か
な
い
。

足
が
痛
く
な
る
ほ
ど
、
踏
ん
張
っ
て
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
下
る
の
で
、
足
が
ぴ
ん

び
ん
に
痛
く
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

や
っ
と
お
お
な
ら
に
着
き
、

一
休
み
し
て
、
そ
ろ
そ
ろ
木
村
さ
ん
達
が
来
る
か
な
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と
待
っ
て
い
た
が
、
な
か
な
か
来
な
い
の
で
出
発
す
る
と
間
も
な
く
二
人
の
姿
が
吹

き
溜
ま
り
の
カ

l
プ
に
見
え
た
。

二
人
を
待
っ
て
、
お
た
が
い
の
健
闘
を
交
わ
し
て
別
れ
る
。
天
気
が
崩
れ
る
方
向

な
の
で
気
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

そ
こ
か
ら
は
、
か
な
り
滑
り
が
良
く
な
っ
た
の
で
、
予
定
通
り
に
下
山
で
き
る
。

今
回
の
登
山
は
思
わ
ぬ
天
候
不
順
で
大
変
な
山
行
き
だ
っ
た
が
、
無
事
終
っ
た
こ
と

で
安
堵
す
る
。

山
の
天
候
の
不
安
定
を
強
く
感
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
。

木
村
、
大
門
組
は
翌
日
ま
で
十
分
楽
し
み
無
事
下
山
す
る
。



育

一
二
七
年
目
の
慰
霊
登
山

教

富
永
金
太
郎
巡
査
安
ら
か
に

二
O
一
O
(平
成
二
十
三
年
)
九
月
二
十
九
日

参
加
者

長
野
原
警
察
地
域
課
長

近
藤
忠
彦
警
一
部
補

関
口
公
広
警
部

草
津
町
交
番

北
軽
駐
在
所

小
雨
駐
在
所

山
口
貴
雄
警
部
補

奥
野
正
章
警
部
補

山
本
峯
松

六
合
山
岳
会
元
会
長

茂

六
合
山
岳
会
長

山
本

九
一

O
O

慰
霊
登
山
記
と
日
程

一
六
一
三

O

七
一
二

O

八
一
四

O

九
二
一

O

九
日
四

O

一
一
一
二

O

一
一
二
一

δ

一
一
一
四

O

一
六
一

O
O

一
五
一

O
O

一
四
一
三

O

一
四
一

O
O

一
二
一
二
二

O

開
善
学
校
、
ゲ
l
ト

馬
止
め

一
つ
石

オ
ッ
タ
テ

こ
せ
ん
沢

六
合
山
岳
会

広
河
原

五
三
郎
小
屋
よ
り
の
沢
と
の
合
流
点

一
一
二
二

O
(
二
一
一
時
)

金
太
郎
滝
(
現
地
)

二
二
一
五

山
本

茂

六
合
小
の
運
動
会
の
日
に
奥
野
さ
ん
か
ら
「
富
永
巡
査
の
慰
霊
登
山
を
や
り
た
い

ん
だ
が
」
と
い
う
話
を
聞
い
て
「
会
と
し
て
も
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
」
旨
を
話
し
、
日

程
を
調
整
す
る
。

一
応
、
九
月
二
十
九
日
(
水
)
を
予
定
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
予
定
表

を
調
べ
る
と
空
い
て
い
る
の
で
、
先
ず
ミ
ネ
パ
リ
の
根
元
と
一
百
う
場
所
が
、

ど
の
辺

り
な
の
か
、

ど
の
位
の
時
間
で
行
け
る
の
か
を
調
べ
る
こ
と
と
す
る
。

山
岳
会
で
行
っ
た
人
は
誰
も
居
な
い
の
で
、
以
前
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
角
一
さ
ん
、

木
村
先
生
に
情
報
を
聞
く
。
奥
野
さ
ん
は
員
一
さ
ん
よ
り
詳
し
く
情
報
を
得
て
い
た

の
で
何
と
か
行
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

角
一
さ
ん
は
し
ば
ら
く
行
つ
て
な
い
の
で
確
実
な
情
報
が
得
ら
れ
な
い
と
の
こ

と
。
木
村
先
生
は
、
強
脚
で
、
釣
り
に
何
回
も
行
っ
て
い
る
が
、
早
い
ぺ

1
ス
な
の

で
か
な
り
余
分
に
タ
イ
ム
を
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
オ
ッ
タ
テ
か
ら
先
は
初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
心
配
の
種
は
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尽
き
な
い
が
、
ま
ず
行
っ
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
下
り
る
方
が
は
る
か
に
早
い
と
言

う
こ
と
で
、
こ
の
コ

l
ス
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

峯
松
さ
ん
と
正
人
さ
ん
が
同
行
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
心
強
い
。

七
時
に
開
善
奥
の
ゲ
l
ト
に
行
く
と
、
正
人
さ
ん
は
都
合
で
行
け
な
い
と
の
こ
と
。

長
野
原
警
察
署
関
係
四
人
と
、
六
人
の
体
制
で
馬
止
め
を
目
指
す
。
天
候
も
予
報

が
は
ず
れ
て
秋
晴
れ
の
快
晴
と
な
り
登
山
日
和
と
な
る
。

支
度
を
整
え
出
発
す
る
。
石
の
プ
レ
ー
ト
は
草
津
、
北
軽
の
若
い
巡
査
が
背
負
子

で
背
負
う
。
先
頭
は
、
し
ば
ら
く
は
山
本
が
先
導
す
る
が
、
若
手
の
ぺ

l
ス
が
速
い

場
合
は
途
中
か
ら
先
に
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
す
る
。
登
山
口
か
ら
、
し
ば
ら
く
は

笹
で
覆
わ
れ
て
い
た
が
、
間
も
な
く
歩
き
や
す
い
登
山
道
に
な
る
。

早
く
も
熊
の
棚
が
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
、
熊
に
は
注
意
を
要
す
る
。
う
ん
こ
山
の
急

登
り
を
過
ぎ
た
展
望
の
良
い
所
で
一
休
み
す
る
。



石
の
プ
レ
ー
ト
を
背
負
っ
た
ハ
ン
デ
ィ
の
人
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
、

ゆ
っ
く
り

ペ
ー
ス
で
登
る
。
し
ん
が
り
は
峯
松
さ
ん
が
守
っ
て
く
れ
る
の
で
安
心
し
て
登
る
。

奥
野
さ
ん
の
足
に
無
理
の
無
い
よ
う
に
、
先
を
急
ぐ
気
持
を
抑
え
な
が
ら
進
む
。

一
つ
石
ま
で
は
、
か
な
り
の
急
登
で
き
つ
い
コ

1
ス
で
あ
る
が
、
幸
い
、
気
温
は
低

め
な
の
で
、
ま
あ
ま
あ
の
ぺ

1
ス
で
登
る
こ
と
が
出
来
た
。

横
手
か
ら
白
根
山
。
四
阿
山
、
浅
間
山
、
榛
名
山
、
赤
城
山
、
日
光
方
面
ま
で
素

晴
ら
し
い
眺
め
で
あ
る
。
少
し
ゆ
っ
く
り
休
憩
を
と
っ
て
オ
ッ
タ
テ
に
向
か
う
。

こ
こ
か
ら
は
、
オ
ッ
タ
テ
ま
で
、
な
だ
ら
か
な
登
り
な
の
で
、
快
調
な
足
取
り
で

登
る
。こ

こ
か
ら
は
、
未
知
の
コ

1
ス
な
の
で
、
全
く
先
が
読
め
な
い
の
で
、
期
待
と
不

安
の
中
で
の
沢
歩
き
に
な
る
。
さ
ら
に
、
昨
日
ま
で
雨
だ
っ
た
の
で
、
沢
の
水
が
ど

の
程
度
出
て
い
る
か
、
渡
渉
に
苦
労
す
る
所
は
な
い
か
、
水
こ
ぎ
は
ど
ん
な
も
の
か
、

全
く
不
安
だ
ら
け
で
あ
る
。
な
る
べ
く
水
こ
ぎ
を
し
な
い
よ
う
に
、
石
を
選
ん
で
渡

り
、
沢
を
ま
い
て
下
り
、
進
む
内
に
左
右
か
ら
小
さ
な
沢
が
い
く
筋
も
流
れ
込
み
、

だ
ん
だ
ん
水
か
さ
が
増
え
て
く
る
の
で
い
つ
ま
で
も
靴
を
濡
ら
さ
な
い
で
渡
る
こ
と

も
不
可
能
に
な
る
。

五
三
郎
小
屋
か
ら
の
沢
か
手
前
の
沢
か
分
か
ら
な
い
が
、
か
な
り
大
き
な
沢
の
所

に
テ
l
プ
で
マ
ー
ク
し
て
こ
こ
か
ら
は
、
持
っ
て
き
た
胸
ま
で
の
強
い
長
靴
の
助
つ

人
で
行
く
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
だ
と
、
予
想
以
上
に
快
適
な
沢
歩
き
と
な
り
、

J、元

ス
も
上
げ
ら
れ
る
が
、
自
分
だ
け
が
調
子
に
の
る
訳
に
は
い
か
な
い
の
で
、
同
じ
ペ
ー

ス
と
コ

1
ス
を
選
ん
で
、
慎
重
に
慎
重
に
下
る
。
二
本
目
の
大
き
な
沢
に
出
て
、
こ

六合山岳会

れ
が
五
三
郎
小
屋
か
ら
の
沢
か
と
思
わ
れ
た
が
確
か
で
は
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
間
も
な
く
広
河
原
に
な
る
は
ず
だ
が
、
そ
れ
ら
し
き
所
が
無
い
の

で
、
ま
だ
ま
だ
下
か
と
思
わ
れ
る
が
時
間
的
に
は
そ
ろ
そ
ろ
現
地
に
近
い
は
ず
だ
と

思
う
。
広
河
原
が
ど
の
位
の
広
さ
で
広
河
原
と
言
う
か
し
っ
か
り
情
報
を
得
て
こ
な

か
っ
た
の
で
止
む
を
得
な
い
。

し
か
し
、
間
も
な
く
そ
れ
と
思
わ
れ
る
滝
ら
し
き
険
し
い
所
に
出
た
。
こ
こ
で
少

し
待
っ
て
も
ら
い
、
先
発
で
先
を
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。

「
右
側
の
ふ
み
跡
を
見
つ
け
て
登
り
、
大
岩
の
突
き
出
た
下
を
過
ぎ
、
栂
の
倒
木

に
詑
の
切
り
目
が
あ
る
。
そ
こ
を
登
り
下
り
の
ふ
み
跡
を
行
く
と
、
左
の
こ
せ
ん
沢

に
倒
れ
る
よ
う
に
皮
を
む
か
れ
た
傷
跡
の
残
る
根
の
高
い
ミ
ネ
パ
リ
の
木
が
あ
る
」
、

と
い
う
木
村
先
生
の
情
報
を
元
に
辿
っ
て
い
く
と
、
な
ん
と
な
く
そ
う
か
な
と
思
わ

れ
る
所
が
確
認
で
き
た
。

こ
の
辺
か
な
と
思
う
所
に
塔
婆
ら
し
き
物
は
な
い
か
と
見
渡
す
と
、
な
ん
と
目
の

前
に
塔
婆
が
二
本
あ
る
で
は
な
い
か
。

早
速
、
後
続
に
ゴ
ウ
サ
イ
ン
を
す
る
。
や
っ
と
胸
の
つ
か
え
が
取
れ
て
安
堵
の
気
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持
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
る
。
周
り
を
見
て
も
、
ど
う
も
ミ
ネ
パ
リ
ら
し
い
木
は
無
く
、

す
で
に
倒
木
と
な
っ
た
栂
の
木
ら
し
き
木
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

幸
い
、
そ
の
根
元
に
岩
に
固
ま
れ
た
岩
屋
の
よ
う
な
所
が
あ
る
の
で
、
そ
の
奥
に

石
の
プ
レ
ー
ト
、
会
の
手
作
り
の
慰
霊
の
碑
を
立
て
た
ら
、
う
ま
く
収
ま
る
の
で
、

岩
屋
を
整
理
す
る
。
こ
の
中
な
ら
、
風
雪
に
も
耐
え
、
雨
に
流
さ
れ
る
心
配
も
無
い

の
で
、
半
永
久
に
慰
霊
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

記
念
の
写
真
を
撮
り
、
持
参
の
線
香
を
た
い
て
、
丁
重
に
礼
拝
し
富
永
金
太
郎
巡

査
の
冥
福
を
祈
る
。

不
安
の
中
、
未
知
の
中
を
歩
い
て
き
た
が
、
こ
れ
で
今
日
の
責
任
が
果
た
せ
た
と

思
う
と
感
慨
も
ひ
と
し
お
で
あ
る
。
何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
深
山
で
一
人
賊
の
手
で

傷
め
ら
れ
た
事
は
、
な
ん
と
も
痛
ま
し
い
こ
と
だ
と
思
う
。

帰
り
は
、
何
か
足
ど
り
も
軽
く
な
り
、
広
河
原
と
思
わ
れ
る
所
で
昼
食
を
と
る
。



育

水
に
つ
か
り
、
渡
渉
し
た
為
に
、
ず
ぶ
濡
れ
の
足
は
さ
ぞ
冷
た
か
ろ
う
と
思
う
。

教

帰
り
は
、
か
な
り
の
時
間
を
要
す
る
と
思
っ
た
が
、
意
外
に
速
く
オ
ッ
タ
テ
に
戻

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
こ
か
ら
は
、

一
つ
石
で
休
憩
し
、
う
ん
こ
山
で
小
休
止
し
て

戻
る
。全

員
無
事
に
、
し
か
も
初
期
の
目
的
を
全
う
出
来
た
こ
と
で
、

み
ん
な
満
足
の
笑

顔
で
下
山
を
祝
し
て
、
今
日
の
慰
霊
登
山
を
終
る
。
ご
苦
労
様
で
し
た
。

ま
た
、
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
慰
霊
登
山
記
と
し
ま
す
。
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六
合
村
婦
人
会
の
歩
み

『
昭
和
四
十
六
年

1
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
ま
で
』

六
合
村
婦
人
会
は
、
戦
後
間
も
な
く
発
足
し
、
昭
和
二
十
二
年
、
吾
妻
郡
連
合
婦

人
会
の
一
四
支
部
の
中
で
小
さ
く
て
も
他
の
市
町
村
に
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
活
動

を
し
て
い
た
。
昭
和
二
十
六
年
に
は
郡
の
会
員
は
約
七
、
六

O
O人
弱
で
、
六
合
村

の
会
員
は
三
七
二
人
だ
っ
た
。

昭
和
四
十
七
年
か
ら
五
十
二
年
ご
ろ
の
郡
会
員
は
約
五
、

0
0
0人
で
六
合
村
の

会
員
は
二
一
ニ

O
人
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
人
口
が
少
な
く
て
、
小
さ
な
村
な
が
ら
堅
実

な
活
動
を
し
て
い
た
。

昭
和
五
十
三
年

1
五
十
四
年
に
六
合
村
か
ら
富
沢
か
ん
さ
ん
が
吾
妻
郡
連
合
婦
人

会
長
に
就
任
し
て
吾
妻
郡
一
四
支
部
の
先
頭
に
立
ち
、
婦
人
会
を
引
っ
張
っ
て
こ
ら

れ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
家
庭
婦
人
が
ほ
と
ん
ど
で
就
労
婦
人
は
少
な
く
交
流
の
場
や
娯

楽
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
、
教
養
を
高
め
、
学
び
の
場
と
し
て
全
て
婦
人

会
に
参
加
し
て
行
動
し
て
い
た
。
地
域
の
行
事
等
も
行
政
に
協
力
し
て
、
婦
人
会
と

青
年
団
は
欠
か
せ
な
い
も
の
だ
っ
た
。

昭
和
五
十
五
年
度
の
婦
人
会
の
県
と
郡
と
村
の
主
な
年
間
行
事
を
書
き
出
し
て
み

た
。
昭
和
六
十
三
年

1
平
成
元
年
ま
で
、
吾
妻
郡
連
合
婦
人
会
会
長
の
黒
岩
い
ち
さ

ん
が
六
合
村
の
会
長
の
時
の
行
事
で
あ
る
。

四
月

六
合
新
旧
役
員
引
き
継
ぎ

(
六
合
村
役
場
)

婦人会

四
月

郡
新
旧
理
事
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

六
合
村
役
員
会
(
六
合
村
役
場

四
月

第
一
回
)

四
月

四
月

四
月

五
月

五
月

五
月

五
月

五
月

六
月

六
月

六
月

六
月

六
月

六
月

六
月

六
月

七
月

七
月

八.
月

九
月

町
村
民
号
に
よ
る
旅
行
説
明
会
(
役
場
)

郡
連
委
員
総
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

群
馬
県
民
踊
大
会
・
県
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

地
域
婦
人
会
長
研
修
会
・
新
旧
役
員
総
会

(
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
)
二
日
間

六
合
村
新
旧
役
員
総
会
(
役
場
新
旧
役
員
)

郡
理
事
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

西
吾
妻
交
対
協
総
会
(
長
野
原
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
)

郡
地
区
別
指
導
者
研
修
会

中
之
条
合
同
庁
舎
(
六
合
よ
り
五
名
参
加
)

第
一
回
県
消
費
者
行
政
推
進
協
力
研
修
会

(
前
橋
商
工
会
議
所
)
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群
馬
県
婦
人
大
会
・
伊
香
保
宿
泊

村
制
八
十
周
年
記
念
行
事
実
行
委
員
会

(
六
合
村
役
場
)

六
合
役
員
会
・
六
合
村
役
場
(
第
三
回
)

吾
妻
地
区
選
挙
推
進
会
議
(
長
野
原
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
)

学
校
総
合
問
題
審
議
会
(
六
合
村
役
場
)

社
会
教
育
委
員
研
究
集
会
(
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
)

村
歌
制
定
委
員
会
(
六
合
村
役
場
)

郡
理
事
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

西
部
レ
ク
講
習
会
・
四

O
名
出
席
(
長
野
原
東
中
体
育
館
)

婦
人
大
学
(
埼
玉
県
国
立
婦
人
教
育
会
館
泊
)

六
合
役
員
会
(
第
四
回
・
六
合
村
役
場
)
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九
月

教

九
月

九
月

九
月

九
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

十
一
月

郡
理
事
会
及
び
広
報
委
員
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

十
一
月

村
民
憲
章
草
案
検
討
会
(
六
合
村
役
場
)

選
挙
第
一
戦
指
導
者
研
修
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

十
一
月

郡
民
祭
玉
入
れ
練
習
(
六
合
小
学
校
校
庭
)

十
一
月

村
歌
原
案
発
表
(
六
合
村
役
場
)

十
一
月

町
村
民
号
に
よ
る
婦
人
会
研
修
旅
行

十
一
月

佐
渡
泊
(
参
加
六
二
名
)

十
一
月

郡
民
体
育
祭
(
吾
妻
町
二
五
名
参
加
)

地
域
婦
人
副
会
長
研
修
(
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
一
泊
研
修
)

十
二
月

村
民
運
動
会
・
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
婦
人
会
踊
り

十
二
月

第
一
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
(
村
民
体
育
館
)

社
会
教
育
委
員
会
議
(
四
万
ゆ
ず
り
は
荘
泊
)

十
二
月

郡
理
事
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

月

文
化
祭
打
ち
合
わ
せ
(
六
合
村
役
場
)

六
合
村
婦
人
会
役
員
会
(
第
五
回
)
役
場

月月

消
費
問
題
研
修
及
び
視
察
(
桐
生
方
面
)

月

社
会
教
育
研
修
会
(
吾
妻
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
)

一一月

父
の
日
大
会
(
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
)

一
ゴ
月

文
化
祭
準
備
(
六
合
村
役
場
)
二
日
三
日

六
合
村
文
化
祭
(
六
合
村
役
場
)

日
赤
群
馬
大
会
(
県
民
会
館
)

一
二
月

二
月

一
=
月

六
合
村
婦
人
会
地
区
別
研
修
会

三
月

(
六
合
村
役
場
・
九
一
名
出
席
)

三
月

六
合
ょ
い
と
こ
音
頭
踊
り
練
習
(
役
場
)

二
月

郡
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
原
町
吾
妻
高
校
体
育
館
)

消
費
問
題
説
明
会
(
渋
川
市
役
所
)

六
合
村
婦
人
会
誌
(
り
ん
ど
う
)
原
稿
編
集
委
員
会
(
六
合
村
役
場
)

西
吾
妻
交
通
安
全
協
会
総
ぐ
る
み
大
会
打
合
せ
(
六
合
村
役
場
)

郡
理
事
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

六
合
村
村
政
八
十
周
年
記
念
式
典

六
合
村
村
民
体
育
館
(
二

O
名
参
加
)

衛
生
大
会
(
吾
妻
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
)

移
動
理
事
会
(
北
毛
青
年
の
家
)

老
人
ホ

1
ム
慰
問

議
会
傍
聴
(
六
合
村
役
場
)
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賀
詞
交
換
会
(
福
祉
会
館
)
郡
単
位
会
会
長

郡
新
年
会
(
中
之
条
町
竹
の
家
)

郡
理
事
会
・
料
理
講
習
会
(
中
之
条
町
役
場
)

六
合
村
新
年
会
(
役
員
会
)
(
六
合
村
役
場
)

婦
人
大
会
(
文
化
会
館
)
郡
合
計
五
三

O
名

六
合
村
婦
人
会
役
員
会
(
六
合
村
役
場
)

群
馬
県
婦
人
の
集
い
(
群
馬
会
館
)

郡
理
事
会
(
中
之
条
合
同
庁
舎
)

母
乳
問
題
研
修
会
(
合
同
庁
舎
)

郡
役
員
理
事
反
省
会
(
宿
泊
四
万
山
口
館
)

六
合
村
婦
人
会
総
会
(
六
合
村
役
場
)

県
新
生
活
と
貯
蓄
(
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
)



三
月

県
母
乳
問
題
研
修
会
(
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー
)

時
代
の
流
れ
と
共
に
、
青
年
団
も
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
趣
味
の
会
や
い
ろ
い
ろ

な
婦
人
団
体
が
誕
生
し
、
就
労
婦
人
も
増
え
、
会
員
数
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
る
事

と
な
っ
た
。
郡
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
津
田
支
部
が
無
く
な
り
、
平
成
二
年
坂
上

支
部
が
、
平
成
八
年
に
は
太
田
支
部
が
無
く
な
っ
て
、
昭
和
六
十
一
年
に
は
、
四
、

0
0
0人
い
た
郡
会
員
も
毎
年
一

O
O人
単
位
で
減
っ
て
い
っ
た
。

共
働
き
も
ま
す
ま
す
増
え
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て
世
代
と
共
に
婦
人

会
も
様
変
わ
り
し
て
き
た
が
、
婦
人
会
の
長
い
歴
史
の
中
で
続
く
県
の
父
の
日
大
会
、

郡
の
婦
人
大
会
(
六
四
年
間
続
い
て
開
催
)
、
『
あ
ゆ
み
』
(
六
六
年
続
い
て
発
刊
さ

れ
て
い
る
)
な
ど
、
六
合
村
婦
人
会
も
地
域
の
た
め
に
何
か
協
力
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
続
い
て
き
た
。
そ
し
て
、
皆
様
の
お
陰
で
楽
し
く
親
睦
を
は
か
り
、
活
動
が

出
来
た
。

平
成
六
年
に
は
、
行
事
と
し
て
、
ふ
る
里
祭
り
、
敬
老
会
、
文
化
祭
、
村
民
運
動

会
、
郡
民
祭
(
昭
和
五
十
八
年
・
平
成
四
年
・
平
成
十
二
年
・
平
成
二
十
年
・
六
合

村
で
開
催
時
は
一
七

o
i
一
O
O人
踊
り
で
協
力
)
、
成
人
式
、
そ
れ
か
ら
、
国
際

交
流
デ
ン
マ
ー
ク
体
操
チ
l
ム
歓
迎
会
に
は
、
民
謡
踊
り
と
国
際
交
流
で
約
六

O
人

位
の
会
員
が
浴
衣
姿
で
参
加
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
教
育
委
員
会
の
婦
人
学
級

で
初
め
て
四
五
人
参
加
の
観
劇
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
、
料
理
教
室
、

議
会
傍
聴
、
コ
ー
ラ
ス
、
手
芸
教
室
等
と
大
変
勉
強
さ
せ
て
頂
い
た
。
平
成
十
六
年
・

十
七
年
、
私
が
郡
の
会
長
で
お
世
話
に
な
っ
た
時
、
郡
会
員
は
一
、
八

O
O人
、
六

合
村
は
七
五
人
だ
っ
た
が
、
六
合
村
の
人
達
は
活
動
に
温
か
い
気
持
ち
で
協
力
し
て

下
さ
り
、
活
気
に
満
ち
て
い
た
事
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

婦人会

一
昔
前
は
、
こ
の
村
も
養
蚕
農
家
が
多
く
、
養
蚕
の
合
間
に
会
議
を
組
ん
だ
り
、

タ
桑
を
く
れ
て
盆
踊
り
に
参
加
し
た
り
と
の
事
、
又
、
農
閑
期
を
利
用
し
て
パ
ス
で

一
泊
旅
行
も
大
勢
参
加
し
た
と
の
事
も
聞
い
た
が
、
こ
う
し
て
婦
人
会
活
動
を
顧
み

る
時
、
役
員
は
家
族
が
健
康
で
、
理
解
が
有
っ
た
か
ら
務
ま
っ
た
の
だ
と
深
く
感
謝

し
て
い
る
。

平
成
二
十
年
に
岩
島
婦
人
会
が
抜
け
て
、
吾
妻
町
と
東
村
が
合
併
し
て
東
村
婦
人

会
も
休
会
と
な
っ
た
。
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
八
日
、
六
合
村
と
中
之
条
町
が
合

併
と
な
り
、
六
合
村
婦
人
会
も
、
中
之
条
婦
人
会
六
合
支
部
と
な
っ
た
。
二
十
二
年

の
郡
会
員
は
一
、

0
0
0と
三

O
人
で
、
六
合
支
部
は
五

O
人
弱
と
な
っ
た
が
、
ま

だ
ま
だ
女
性
を
代
表
す
る
大
き
な
基
礎
団
体
と
思
う
。
郡
の
役
員
に
萩
原
豊
子
さ
ん

が
な
っ
て
い
る
の
で
、
六
合
支
部
の
役
員
も
若
い
後
継
者
が
皆
と
力
を
合
わ
せ
て
、

中
之
条
地
区
の
皆
さ
ん
と
も
、
仲
良
く
会
員
の
和
と
輪
を
広
げ
、
中
身
の
濃
い
素
晴

ら
し
い
活
躍
を
し
て
頂
け
る
事
を
期
待
し
て
い
る
。
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11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 " " " " 和昭
年度五 四 四 四 十四 十四

四 四 四 四 四
十

十九 十
十七

十 十 十 十 十
十九 十

十七
十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十

八 /、 五 四 八 /、 五 四 九 八 七 /、 五 四

萩原 福島 沢中 武藤 富沢 富沢 福島 篠原 沢中 福島 本湯 沢中 福島 本湯 沢富 本山 沢邑 沢中 沢富 市
本山 藤武 福島 市

武藤 福島 湯本JI[ J I[ 
，"¥ ふ み " よ み

長名1Zミ』好 ス 貞
宏子

か か lレき も ス く さ lレ理 し
喜内

か さ か ひ
喜内

キ り ひ キ り と
子 『 子 ん ん エ ぬ も ー、 し、 ~ エ ?工 ん を ん さ ク ん さ ク ん つ

j市1[ 富沢ふ 富沢ふ 沢富 武藤 篠原 黒岩 市JI[ 木茂
富沢つ

市
高原 明 市

福島 市 山 明 市 中 関 湯
本山

篠 関 富
}I[ 田 JI[ }I[ 田 田 JI[ 沢 本

原つ 沢す
ふ は JI[ ，"¥ }I[ み

ト き き き 宏 る し、 ト イ た ふ り し、 yレ と し 一と さ な よ
喜内

た ぬ し、

ヨ 子 子 子 子 の ち ヨ チ 子 み ん 代 ち エ み づ イtみ を を し じ し、 子

E長IZ三』U 

原安 萩原 萩原 沢中

震千鶴
山

茂木 富沢 富沢 篠原 篠原
明 本湯 本山 沢中 福島

関
高原 市

朝比 市
田 回 JI[ J I[ 

み ま き J I[ ふ 奈
と 好 好 貞 し さ し、 み き し、 く 国 も ス な り も ゆ つ
し、 子 子 子 子 づ 1工 そ 江 ぬ と {~ し、 子 も ー、 ~ ん り き し、

山
塚大き 本山つ 本山 本山 本山 副Zl長三h、

l長ヱ』ミ

口

代千 / 
み た な つ ふ 富沢

の 1工 子 か る み
備考

か
ん

継
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婦人会

If If If If If If If If If If If If If If 
平成

If If If If If If If If If If If If 
和昭

年度
_[ー・ _L. _L. 」一 五 五 五 五 五 五 五 五 五/、 F、 /、、 /、

十 十 十 十 十 十 十 十 十 十 十九 十
十七 十 十 十 十 十 十

五 四 九 八 七
_L. 

五 四 八 五 四/、 7c /、

市JlI 
市

茂木 沢中 本山 本多 関 黒岩 市JII 安原 沢中 津中 沢中 沢中
川士市富

市 明
沢中 篠原 富沢 市JlI 武藤 市J 11 黒岩

富沢ふ
篠原 沢中 武藤JlI J 11 田

ひ 7' 「 フ て しす キ と
川知

』ノア て コ Lま
長名~ 三章 ろ 栄 キ エ 枝静

サ る さ ヌ み し、 百 町 げ キ る マ 安乱 宏子
ト し、 き る も 宏

子 子 子 エ 子 子 子 江 エ え し t工 子 子 ん 代 エ 子 子 ヨ ち 子 の も 子

本山 市 中 市 沢中 本山 力日
本山 黒岩 篠 関

安原キ
市

沢中 本山 市 市 明
沢中 篠原 沢中

明 篠原 安原 黒岩 市
本山 安原

J 11 沢 JlI 辺千
原 J 11 

!富士1[ 
JlI 田 田 JlI 

ひ 『、 ー、 て ま フ !知11 と て ア

震
は

敏 章 静 ろ 絹 エ 鶴 エ る さ サ ヌ 良 百江
み げ み る キ つ さ し、 春 国 み

子 子 1工 子 子 コ1工 コ子 江 子 エ 子 の 子 ん 代 え 子 エ み く ち 子 子 か

長副lZ三』

本山 本山 本山 関 関
本湯 木茂

関
本山 本山 原高

市 山
津中

沢富つ 沢中
関

本山 滝沢 塚大 本山 本山 本山 関 山 山
村中 本山JlI 寿口

寿美口
田

た 久美 け シ ~t け
ずし き よ と

か な 敏 j慎 さ 英 }I国 ウ ゲ さ さ 美 し、 め
子町

て ふ 江み 寿ね つ み
君代 の

竹子
み

子 お 子 子 子 代 子 子 フ ノ を 1工 子 し 子 る み 江 る の 子 ぶ 子

書ヲ湯本 書予湯本 書記/ 萩 書記/ 2 日 書記/ 事山 書予富沢 書予関 書/ 力日

書記/ 
書記/ 本山 書記/ 湯本け

書記/ 山 書ヲ市 喜/ 沢中 書予安原 書予沢中 書記/ 小池た 言/ 富沢 書篠/ 原 書ヲ高原 書/ 市 書記/ 本山 書予関 書ヲ市 言/ 篠原関
原

辺千 辺千 口 J 11 
!富士11 j鶴千11 

J 11 書み 『、
寿美 キ Lま

尽 京 安 鶴 津 隆 つ
鶴江

な }I国 エ ウ さ 良 車目 ヌ 百江 ~t め さ さ は な
安江 房江子 子 子 1工 子 子 1工 お 子 子 フ 代 子 子 子 子 エ 子 子 江 を 子 つ え

喜原/ 高 書/ 霊
計市2/ h 込

計ム耳/ 沢中 会計/ 篠原 言/ 林
A 計/ 市耳 書本ム/ 喜萩原/ 

会計/ 市
計市2h / 込

A 耳計/ 茂木 A E 計/ 市
会計/ 安原 会計/ 津中 言/ 湯本 喜力/日

ム耳言/市i 

計/ 市午会計津/ 中 喜/ 市 言/ 沢 京吾ム/ 中 言/ 篠原

A 言/市耳I 
言/ 沢中

l計明/ H 込

計会/ 沢中

JII J 11 JlI JlI J 11 

軍鶴江
J 11 JlI 田

み ち た ひ ~t キ け Lす と て
!代知11 

7' 
ち 安 章 し、 サ よ 春 か 豊 ろ 章 典 さ ヌ し、 さ さ 鶴 し、 良 町 み る げ 百江 キ
ι甲ー 子 子 し ト 子 子 子 子 子 子 子 ?工 江 し を 江 子 し 子 子 え 子 ん エ

一一一一
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教育

11 11 11 11 11 11 
平成

十 十 十
十九

十
十七 十

八 /、

原安 木茂 茂木 荻原
安 沢中 加

原キ 平鶴キ
ヌ 栄 栄 豊 ヌ し、

エ 子 子 子 エ し

市 安 山 萩
萩原 木茂 湯本

JlI 原
砂美口

原
キ

典 ヌ 安 豊 栄
子 エ 子 子 子 子 子

市 市 湯本 市 千
萩原 千JlI JlI J 11 J 11 JlI 

ひ ひ ひ の の
ろ ろ 尽 ろ ぶ 安 ぶ、

子 子 子 子 子 子 子

壁書/ 
書記市/ 

記書/ 
書記/ l I l 書/ 本山 喜/ 崩本

書/ 日市じ

山
JlI 口

美砂口
JlI 
ひ

尽 典 エ 尽 ろ
子 子 江 子 子 子 子

会計/ 市 計市ム冨/ 計市会/ 会計/ 市 評/ 市 計A E / 本山 人ヱ計/ 沢中ミ

J 11 JlI JlI !け11 JlI 
ひ

章 章 E二三FZ主 さ ろ な し、

子 子 子 I工 子 お し
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七

六
合
村
青
年
団
の
あ
ゆ
み

一一円月

(
昭
和
四
十
六
年
度
)

青年団

。
役
員

。
事
業
予
定

四
月

六
月

七
月

人
月

十
月

十
一
月

十
二
月

月
二
月

団
長

関

副
団
長

篠
原

Jl 

高
倉

書
記

富
沢

山
本
と
み
子

富
雄

ノノ会
計

中
村

ノノ

宮
崎

事
務
局
長

市
川

理
事
会
、
総
会

作
業
奉
仕

常
男

洋
子

照
代

初
江

野
反
湖
下
刈
り
作
業

野
反
湖
キ
ャ
ン
プ
場
清
掃

キ
ャ
ン
プ
、
成
人
式

旅
行
、
郡
民
体
育
祭
参
加

(
昭
和
四
十
七
年
度
)

。
役
員

赤
岩

美

ノノ日
影

久

太
子

入
山

入
山

日
影

理
事
会
、
総
会
そ
の
他
講
習
会
、
地
域
内
奉
仕
作
業
、

卓
球
大
会
、
郡
連
行
事
参
加

団
長

副
団
長

Jl 書
記

/ノ会
計

ノノ

。
役
員

(
昭
和
四
十
八
年
度
)

団
長

生
須

副
団
長

ノノ書
記

Jl 会
計

ノノ

ダ
ン
ス
教
室

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
(
支
部
対
抗
)

。
役
員

(
昭
和
四
十
九
年
度
)

団
長

ス
キ
1
講
習
会

青
年
研
修
会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
(
支
部
対
抗
)

副
団
長

Jl 

篠
原

一
美

篠
原
道
太
郎

恵
子

富
沢

山
口

和
雄

山
本
と
み
子

元
信

富
沢

山
本
た
か
子
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中
沢

篠
原
道
太
郎

信
治

山
田

山
口
ゆ
り
子

良
秋

町
田
ひ
さ
代

安
原

山
本

関山
本

静
男

佐
吉

好

山
口
ゆ
り
子

清
司



育教

(
昭
和
五
十
年
度
)

。
役
員

書
記

lJ 会
計

lJ 会
計
監
査

lJ 事
務
局
長

団
長

副
団
長

lJ 書
記

ノノ会
計

lJ 会
計
監
査

ノy事
務
局
長

。
役
員

(
昭
和
五
十
一
年
度
)

団
長

副
団
長

ノノ

山
本

町
田
ひ
さ
代

律
子

山
本

篠
原

山
本

篠
原

光
也

秀
美

佐
吉

篠
原
道
太
郎 {彦

山
本

山
本

書
記

ノノノノ会
計
監
査

/ノ事
務
局
長

事
務
局

清
司

。
役
員

(
昭
和
五
十
二
年
度
)

団
長

一
男

中
沢
志
づ
江

篠

原

文

雄

山
本

富
沢

好辰
夫

山
田
今
朝
幸

茂
夫

篠
原

橋市
爪川

篠
原

山
本

関
上

松
雄

由
枝

副
団
長

ノノ書
記

ノノ会
計

ノノ会
計
監
査

lJ 事
務
局
長

文
雄

。
役
員

(
昭
和
五
十
三
年
度
)

団
長

久
義

辰
弥

副
団
長

lJ 

関

秋
雄

山
本

山
本
ひ
ろ
の

J¥ 
郎

山
本

市
川

好英
俊

山
本
今
朝
吉

由
枝

橋
爪

篠
原

山
本

関

秀
美

俊
雄

秋
雄
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山
本

西
山
と
し
江

菊
子

中
沢

山
本

篠
原

市
川

夏
樹

好英孝
俊志

安
カ
川
幸
好

関山
本

秋
雄

安
カ
川
幸
好

隆
男



青年団

会
計

)J 書
記

)J 監
査

)J 事
務
局
長

中
沢

夏
樹

山
本

山
口
ま
ち
子

好

中
部

赤
岩

武
藤
け
い
子

孝
志

。
役
員

(
昭
和
五
十
五
年
度
)

団
長

篠
原

山
本
ふ
じ
み

山
本
富
美
枝

-
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
お
っ
母
さ
ん
」
上
演

。
役
員

(
昭
和
五
十
四
年
度
)

団
長

副
団
長

ノノ会
計

ノノ書
記

ノノ監
査

ノノ事
務
局

支
部
長

入
山

関 安
カ
川
幸
好

富
士
雄

湯
本

山
口
ま
ち
子

光
夫

山
本

篠
原

利
枝

幸
弘

山
本

山
本
ふ
じ
み

章
男

山
本

副
団
長

)J 書
記

)J 会
計

ノノ事
務
局

ノノ監
査

ノノ

支
部
長

入
山

中
部

赤
岩

山
本
富
美
枝

孝
義

(
昭
和
五
十
六
年
度
)

O
役
員

団
長

山
本

栄

副
団
長

)J 

茂
木

山
本

関山
本

等
章
男

富
士
雄

栄

山
本
ふ
じ
み肇

西
山

富
沢

市
川

'悦
子

和
義

山
本

山
本
み
ど
り

章
男
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山
本
く
に
子

山
本

安
カ
川
幸
好

隆
男

山
本

市
川

山
本

山
本

市
川

山
本

孝
義

永和
美

章
男

永因
子



育教

書
記

l! 会
計

ノノ事
務
局

l! 監
査

l! 

支
部
長

入
山

中
部

赤
岩

茂
木

市
川

山
本

等
和
義

和
美

山
本
美
津
子

文
夫

黒
岩

山
本
ま
す
み

富
士
雄

関山
本
ふ
じ
み

山
本

西
山

篠
原

-
演
劇
「
泥
か
ぶ
ら
」
上
演

公
演
日

忠
雄肇

幸
弘

昭
和
五
十
六
年
三
月
十
九
日

会
場

-
青
年
団
独
自
演
劇

村
民

-
全
国
青
年
祭
に
参
加

村
民
体
育
館

五
三
四
人
入
場
・
村
外
三
七
人
入
場

「
旅
人
」
を
演
じ
る

場
所

昭
和
五
十
六
年
十
一
月
六
日

期
日

東
京
国
立
競
技
場
を
主
会
場

参
加
種
目

陸
上
男
子
一

0
0メ
ー
ト
ル
(
県
代
表
)
関

(
昭
和
五
十
七
年
度
)

。
役
員

団
長

副
団
長

l! 書
記

会
計

事
務
局

ノノ

支
部
長

入
山

中
部

赤
岩

市
川

山
本

永和
美

山
本
富
美
枝

幸
弘

篠
原

山
田

市
川

富
恵

山
本
美
津
子

和
義

黒
岩

富
沢

関

文
夫茂

!碩
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期
日

-
吾
妻
郡
民
芸
術
祭
並
び
に
吾
妻
郡
連
合
青
年
団
芸
能
発
表
大
会
参
加

場
所

吾
妻
郡
文
化
会
館

昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
一
日

参
加
種
目

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
意
見
発
表
、
演
劇
「
旅
人
」

-
第
二
十
七
回
群
馬
県
青
年
祭

期
日

昭
和
五
十
七
年
三
月
七
日

場
所

群
馬
県
婦
人
青
少
年
セ
ン
タ
ー

!願

意
見
発
表

「
意
見
発
表
・
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
最
優
秀
賞
」
受
賞

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ

山
本

正
子
(
第
三
十
一
回
全
国
青
年
大
会
出
場
)

市
川
永
二
、
安
カ
川
幸
好
、
茂
木

等



-
第
十
八
回
群
馬
県
青
少
年
顕
彰 富

沢

洋
、
山
口
ま
ち
子
、
市
川
和
義

(
昭
和
六
十
一
年
度
)

。
役
員

団
長

副
団
長

昭
和
四
十
二
年
以
来
続
く
野
反
湖
清
掃
奉
仕
活
動
で
県
知
事
よ
り
表
彰

。
役
員

(
昭
和
五
十
八
年
度
)

団
長

副
団
長

!J 書
記
・
会
計

ノノ支
部
長

!J ノノ事
務
局

ノノ

。
役
員

(
昭
和
五
十
九
年
度
)

団
長

青年団

副
団
長

!J 事
務
局

!J !J 

山
本

市
川

黒
岩

山
本

黒
岩

山
本

市
川

関富
沢

ノノ事
務
局
長

ノノ

次
長

孝
義

会
計

ノノ

和
義

会
計
監
査

文
夫

!J 

美
幸

文
夫

(
昭
和
六
十
二
年
度
)

市
郎

。
役
員

団
長

明
弘

副
団
長

1頂

!J 

洋

事
務
局
長

篠
原
恵
美
子

ノノ

市
川

関山
本

山
本

山
本

!J 会
計
監
査

和
義

/ノ

東

西
山

篠
原

山
本

山
本

山
本

良
春

勇
人

俊
之

嘉
光

湯
本
い
ず
み

東

関本
多

篠
原

山
本

山
本

山
本

次
長

山
口

静
子

良
春

佐
吉

勇
人

俊
之

昇
芳

智
美

弘
美

市
郎

-
第
三
十
二
回
群
馬
県
青
年
祭
参
加

美
幸

会
計

黒
岩

茂
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茂

昭
夫

芸
能
文
化
の
部
参
加

テ
ー
マ
「
走
り
出
そ
う
希
望
の
未
来
へ
」

期
日

昭
和
六
十
二
年
三
月
一
日

山
口
た
つ
み

演
劇
の
部

西
山

山
本

優
秀
賞
受
賞

「
全
国
青
年
大
会
出
場
権
獲
得
」



育

創
作
脚
本
の
部

努
力
賞
受
賞
「
審
査
委
員
長

教

落
合
義
雄
氏
よ
り
「
落
合
演
劇
賞
」
受
賞

-
交
通
安
全
功
労
賞
受
賞

受
賞
日

平
成
元
年
九
月
二
十
八
日

西
吾
妻
交
通
安
全
総
ぐ
る
み
大
会
に
お
い
て
野
反
湖
の
清
掃
奉
仕
活
動

が
二
五
年
間
つ
づ
い
て
い
る
功
績
が
認
め
ら
れ
た
。

-
栃
木
県
馬
頭
町
青
年
団
と
の
交
流
会
実
施

期
日

平
成
五
年
二
月
十
六
日

1
十
七
日
(
一
泊
二
日
)

交
流
会

ス
キ

l
交
流
(
草
津
天
狗
山
ス
キ

1
場
)

交
流
会
(
く
じ
ら
屋
)

三
五
人
(
馬
頭
町

一
七
名
・
六

ム、
口

村

一
六
名
)

O
青
年
洋
上
大
学
参
加
の
状
況

.
群
馬
県
青
年
洋
上
大
学
参
加

県
内
の
青
年
五

O
名
が
選
考
さ
れ
海
外
に
お
け
る
視
野
を
広
め
、
地
域
に
お
け

る
青
年
指
導
者
と
し
て
研
修
す
る
者
で
、
六
合
村
青
年
団
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

第
一
回

参
加
者

篠
原
道
太
郎

期
間

昭
和
四
十
八
年
十
二
月
二
十
六
日

i
一
月
十
一
日
(
一
七
日
間
)

さ
く
ら
丸
で
マ
ニ
ラ

1
香
港
航
路
の
洋
上
研
修

場
所

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
中
心
と
し
た
現
地
で
の
交
換
会

第
三
回

第
五
回

第
六
回

第
八
回

参
加
者

文
雄

篠
原

期
間

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
三
日

1
十
二
月
八
日
(
一
七
日
間
)

場
所

日
本
丸
で
沖
縄
経
由
フ
ィ
リ
ピ
ン

船
内
活
動
や
マ
ニ
ラ
市
内
研
修
、
フ
ェ
レ
ナ
ン
ド
、
ゲ
レ

1
ナ
小
学
校

訪
問
及
び
交
流

参
加
者

関

秋
雄
・
萩
原
輝
長

期
間

昭
和
五
十
二
年
十
二
月
六
日

1
十
二
月
二
十
三
日
(
一
七
日
間
)

場
所

香
港
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

船
上
活
動
や
マ
ニ
ラ
に
寄
港
し
市
内
研
修
や
現
地
青
年
と
交
換
会

参
加
者

山
本
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栄

期
間

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
六
日

t
十
二
月
二
十
三
日
(
一
七
日
間
)

場
所

日
本
丸
で
の
沖
縄
、
香
港
、

マニ-フ

洋
上
で
の
係
別
研
修
、
テ

1
マ
別
研
修
、
東
南
ア
ジ
ア
事
情
、
英
会
話

な
ど
研
修
後
、
現
地
見
学
や
交
流
会
を
実
施

参
加
者

安
カ
川
幸
好

期
間

昭
和
五
十
五
年
九
月
十
四
日

S
九
月
二
十
七
日
(
一
四
日
間
)

場
所

中
国
(
上
海
・
青
島
・
天
津
・
北
京
)
中
国
船
耀
華
号

上
海
工
業
展
覧
会
の
見
学
や
教
育
施
設
、
黄
浦
区
少
年
宮
と
の
交
流
、

青
島
に
て
人
民
政
府
招
待
の
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
、
海
洋
学
院
大
学
に
て

交
流
会
、
天
津
で
は
、
天
津
八
十
九
中
学
校
を
訪
問
、
北
京
に
て
、
天
安



門
広
場
、
故
宮
を
見
学

第
九
回

山
本

隆
男

参
加
者

期
間

昭
和
五
十
六
年
十
月
十
六
日
1
十
月
二
十
九
日
(
一
四
日
間
)

場
所

中
国
(
青
島
・
大
連
・
藩
陽
・
天
津
・
北
京
)
中
国
船
耀
華
号

青
島
に
て
「
熱
烈
歓
迎
」
を
受
け
市
内
の
貴
州
路
校
を
見
学
や
中
国

青
年
と
交
流
会
を
実
施
、
大
連
で
は
、
ガ
ラ
ス
工
場
、
動
物
園
な
ど
を
見

学
、
青
島
市
人
民
政
府
主
催
の
招
待
宴
に
出
席
、
大
連
か
ら
藩
陽
ま
で
の

約
四

0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
7
時
間
か
け
て
列
車
で
移
動
、
北
京
に
て
、

天
安
門
広
場
、
万
里
の
長
城
を
見
学

青年団

昭
和
町
年
叩
月
日
日
1
幻
日

昭
和
印
年
日
月
2
日
1
日
日

平
成
4
年
叩
月
日
日
1

平
成
5
年
叩
月
ロ

H
S幻
日

平
成
7
年
9
月
日
日

1
m
日

群
馬
県
青
年
洋
上
大
学
参
加

大
き
か
っ
た
中
国
の
文
化
遺
産

中
国群

馬
県
青
年
洋
上
大
学
参
加

中
国

西
山

茂

群
馬
県
青
年
海
外
派
遣
事
業
参
加

カ
ナ
ダ

中
沢
光
代

群
馬
県
青
年
海
外
派
遣
事
業
参
加

カ
ナ
ダ

群
馬
県
青
年
海
外
派
遣
事
業
参
加

カ
ナ
ダ

「
カ
ナ
ダ
の
福
祉
を
学
ん
で
」

市
川
和
義

山
口
隆
志

武
藤
勝
年
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育

八.

六
合
か
る
た

教

平
成
二
十
二
年
度
に
六
合
村
は
中
之
条
町
に
合
併
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
合
併
前
に
、
遠
い
昔
か
ら
豊
か
な
自
然
と
風
土
、
歴
史
の
中
で
培
わ
れ
て

き
た
貴
い
六
合
の
魅
力
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
「
六
合
か
る
た
」
を
制
作
し
ょ

う
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
っ
た
。

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
の
企
画
で
あ
っ
た
が
、
幸
い
発
案
と
指
導
助
言
で
携
わ
っ

て
い
た
だ
い
た
樋
口
猛
先
生
、
事
務
局
で
題
材
募
集
か
ら
完
成
ま
で
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
田
中
充
弘
先
生
の
全
面
的
な
ご
協
力
を
得
て
、

一
年
足
ら
ず
の
時
間
の
中
で

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
学
校
、
地
域
の
六
合
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
人
た
ち
の
思
い
が
結
集
し
、
六

合
村
の
大
切
な
宝
「
六
合
か
る
た
」
が
完
成
し
た
も
の
と
思
う
。

こ
こ
に
改
め
て
制
作
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
を
申
し

上
げ
た
い
。

一
、
六
合
か
る
た
制
作

六
合
か
る
た
作
成
委
員
会

六
合
村
教
育
委
員
会

二
、
題
材
応
募
総
数

一
四
六
点

一
二
、
読
み
句
応
募
総
数

九
一
四
句

四
、
絵
札
作
成

六
合
小
学
校
、
六
合
中
学
校
、
白
根
開
善
学
校

文
化
協
会
、
切
り
絵
部
、
俳
画
部
、
絵
画
部

五
、
読
み
札
筆
耕

中
沢
一
孝

六
、
解
説
文
作
成

明
田
川
道
雄
、
山
田
武
俊
、
山
本

茂

市
川
義
夫
、
山
口
和
雄
、
黒
岩
勇
、
茂
木
真

七
、
六
合
か
る
た
作
成
委
員
会

委
員
長

山
本

茂

副
委
員
長

萩
原
豊
子

委
員

山
本
隆
男

山
本
佳
代
子

山
本
冨
美
枝

山
本
ひ
と
み

山
田
秀
隆

油
井
文
男

冨
沢

洋

教
育
長

茂
木
真

事
務
局

山
本
申

雄

田
中
充
弘

萩
原
治
長

指
導
助
言

吾
妻
教
育
事
務
所

社
会
教
育
主
事

樋
口

猛

八
、
「
六
合
か
る
た
」
作
成
に
あ
た
っ
て

六
合
か
る
た
作
成
委
員
会
委
員
長

山
本

茂

い
つ
か
「
六
合
か
る
た
」
を
作
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
ず
っ
と
持
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
こ
の
話
が
盛
り
上
が
り
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
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六
合
村
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
や
っ
ぱ
り
六
合
村
は
心
の
ふ
る
さ
と
な
ん
だ

と
つ
く
づ
く
思
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
源
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
た
時
、
六
合
村
に
は
人
が
生
き
る
た
め
の
大

切
な
も
の
が
ず
っ
と
守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
偉
大
な
上
信
越
高
原
国
立
公
園
に
抱
か
れ
た
自
然
の
恵
み
で
あ

り
、
二
つ
は
、
永
い
間
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
文
化
で
あ
り
、
三
つ
は
こ

の
よ
う
な
自
然
と
伝
統
文
化
の
中
で
培
わ
れ
て
、
育
て
ら
れ
て
き
た
温
か
い

人
間
性
だ
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
作
成
に
当
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
村
民
、
各
団

体
、
学
校
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
す
る
と
共
に
「
六
合
か
る
た
」
が
六
合
の
証

と
し
て
永
久
に
活
用
さ
れ
、
育
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
。

九
、
「
六
合
か
る
た
」
完
成
に
あ
た
っ
て



六合かるた

六
合
村
教
育
委
員
会
教
育
長

茂
木
真

「
六
合
か
る
た
」

の
作
成
事
業
は
平
成
二
十
年
度
に
計
画
し
、
今
年
度
に

入
り
具
体
的
に
進
め
、
こ
の
ほ
ど
完
成
を
い
た
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
様
か
ら
題
材
と
読
み
句
多
数
の
応
募
い
た
だ
き
感
謝
す
る
と
同

時
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

企
画
指
導
い
た
だ
い
た
樋
口
先
生
を
は
じ
め
、
九
名
の
作
成
委
員
さ
ん
、

読
み
札
筆
耕
の
中
沢
さ
ん
、
絵
札
作
成
の
六
合
小
、
中
学
校
、
開
善
学
校
、

文
化
協
会
(
切
り
絵
俳
画
、
絵
画
部
)

の
皆
さ
ん
、
解
説
文
を
書
い
て
い
た

だ
い
た
七
名
の
方
々
な
ど
多
く
の
人
た
ち
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
「
六
合
か
る
た
」
が
小
中
学
生
を
は
じ
め
、
村
民
の
皆
様
、
ま
た
本

村
出
身
者
の
方
々
な
ど
に
大
い
に
活
用
さ
れ
る
と
共
に
将
来
に
わ
た
り
親
し

ま
れ
る
「
六
合
か
る
た
」
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

十
、
「
六
合
か
る
た
」
読
み
句

あ

愛
と
和
と

人
情
厚
き

六
合
の
郷

し3

医
療
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
の
健
康

守
り
続
け
る

つ

馬
愛
し

馬
頭
観
音

小
雨
と
生
須
の

え

絵
に
し
た
い

渓
谷
美

白
砂
川
の

お

お
ん
べ

1
や

七
福
神
が

舞
い
踊
る

か

か
わ
い
い
ね

六
合
の
シ
ン
ボ
ル

く
に
つ
こ
ち
ゃ
ん

き

絹
の
糸

座
繰
に
つ
な
ぐ

重
伝
建

六
合
村
の

初
代
村
長

山
田
弥
惣
治

~t 

元
気
に
ね

厄
落
と
し

ど
ん
ど
ん
焼
き
で

守

、ー

小
倉
に
は

咲
く
古
道

し
だ
れ
桜
の

さ

沢
に
敷
く

し

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

す

す
げ
む
し
ろ
織
る

せ

線
路
道

そ

そ
れ
ぞ
れ
の

た

た
ね
い
っ
ぱ
い

ち

ち
ょ
う
ち
ん
と

つ

伝
え
よ
う

緑
の
じ
ゅ
う
た
ん

育
て
て
仰
ぐ

桜
並
木
で

面
を
持
つ

チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ

八
間
山

ね
ど
ふ
み
の
里

し
の
ぶ
太
子
駅

百
八
十
八
観
音入

山
き
ゅ
う
り

ず
ん
ぐ
り
む
っ
く
りホ

l
イ
ホ
イ

野
反
小
唄
は

鳥
追
い
太
鼓
で

郷
土
の
踊
り

と

土
木
遺
産
の

天
地
四
方
を
以
っ
て

吾
妻
橋

てな

名
の
高
い

に
ぎ
や
か
に

ぬ
く
も
り
い
っ
ぱ
い

矢
倉
の
掛
軸

ぬね

年
に
一
度
の

の

野
反
湖
の

は

春
祭
り

ひ

人
の
善

ふ

ふ
る
里
の

'" 
平
兵
衛
池

ほ

ほ
の
ぼ
の
と

主
4m

廻
り
道

み

見
事
咲
く

む
か
し
を
さ
ぐ
ろ
う

花
楽
の
里
は

むめ

名
人
つ
く
る

妙
全
尼
僧

人
の
和
つ
く
る

豊
か
な
自
然

日
影
の
里
に

ひ
ら
く
学
舎

願
い
を
語
る

チ
エ
が
主
と

道
を
教
え
る

世
立
に
古
木

六
合
と
な
す

逆
さ
杉

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
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六
合
の
温
泉

日
本

獅
子
が
舞
う

開
善
学
校

む
か
し
話

住
む
と
言
う

道
祖
神

し
だ
れ
栗

花
の
丘

広
池
遺
跡

め
ん
ぱ
し
ゃ
も
じ
に

こ
ん
こ
ん
ぞ
う
り



育教

も

も
う
、
ぞ
》
つ
は

や

山
合
い
に

ゆ

雪
の
頃

苅
気
に
ひ
び
け

ど
ん
な
ぞ
う
か
と八

間
太
鼓

冬
住
の
里
に

ら

蘭
学
医

よ
っ
て
が
ね
え

長
英
か
く
ま
う

より

旅
情
き
ざ
む

る

瑠
璃
色
の

歴
史
を
語
る

鉄
鉱
石
の

れろ

露
天
掘
り

わ

綿
す
げ
の

暮
坂
峠
の

野
反
湖
に
咲
く

落
人
の
里

芳
ケ
平
に

八
つ
の
滝
と

お
り
て
く
る

湯
本
の
館

牧
水
碑

た
ず
ね
ら
れ

天
狗
の
足
跡
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レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

群
馬
鉄
山

初
夏
の
風

ん
怜
え
さ

ぼ.

7豪;
~ 

お
や
う
必
け
る



主主会

珂ミ

教

-
入
山
の

「
仏
堂
在
置
願
」

明
治
十
年
七
月
の
紀
年
の
あ
る
「
仏
堂
存
置
願
」
と
い
う
表
題
の
古
記
録
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
。

今
ま
で
に
見
た
こ
と
の
な
い
資
料
で
あ
る
。

し
か
も
、
ど
う
い
う
わ
け
だ
か
、
こ
の
資
料
の
関
係
地
区
は
入
山
の
み
で
あ
る
。

「
仏
堂
存
置
」
と
い
う
言
葉
も
異
常
で
あ
る
。

こ
の
「
存
置
」
と
い
う
言
葉
が
不
思
議
で
あ
る
。

文
章
の
表
題
を
そ
の
ま
ま
解
釈
す
れ
ば
、
「
廃
止
」
の
反
対
言
葉
に
な
る
。

「
廃
止
」
が
あ
る
か
ら
「
存
置
」
と
な
る
。
と
い
う
よ
う
に
解
釈
し
て
し
ま
う
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
「
仏
堂
が
廃
止
に
な
る
の
で
そ
の
存
置
を
願
い
出
た
の
だ
」

と
一
百
う
こ
と
に
な
る
。

村
に
と
っ
て
は
大
変
な
事
で
あ
る
。

一
大
事
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
県
令
宛
の
願
書
を
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
不
思
議
に
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
こ
と
が
、
入
山
だ
け
に
限
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

六合の宗教

南
部
に
も
同
様
な
施
策
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
た
ま

た
ま
、
関
連
資
料
が
未
発
見
の
た
め
に
、
入
山
の
資
料
が
目
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
早
合
点
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
比
較
す
べ
き
資
料
を
欠
く
の
で
、
入
山
の
こ
と
と
し
て
論
を
進
め

る
こ
と
に
し
た
い
。

論
を
さ
ら
に
進
め
て
行
け
ば
、
入
山
の
特
殊
事
情
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

大
変
む
ず
か
し
い
事
に
な
る
の
で
、

一
応
、
入
山
の
特
殊
事
情
に
基
づ
く
「
仏
堂

存
廃
問
題
」
と
言
う
こ
と
に
し
て
、
勝
手
な
事
を
書
き
立
て
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

原
本
を
見
る
と
、
こ
の
願
書
の
宛
先
は
、
群
馬
県
令
と
な
っ
て
い
る
。

と
言
う
こ
と
に
な
る
と
、
「
仏
堂
の
廃
止
」
は
県
令
の
命
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
知
る
。

こ
の
文
書
に
よ
っ
て
推
測
す
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と
は
、
各
小
字
(
プ
ラ
ク
)
に

あ
る
仏
堂
を
破
却
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
対
し
て
、

各
小
字
で
は
、
廃
止
に
反
対
の
態
度
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
の
こ
と
が
、
「
仏
堂
存
置
願
」
の
合
同
提
出
で
あ
る
。

時
に
、
明
治
十
年
七
月
の
こ
と
。

明
治
新
政
府
が
誕
生
し
て
一

O
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

廃
仏
毅
釈
の
嵐
は
、
全
国
で
明
治
九
年
こ
ろ
ま
で
吹
き
荒
れ
て
い
た
と
い
う
か
ら
、

六
合
に
も
仏
堂
破
棄
の
動
き
も
こ
の
こ
ろ
ま
で
続
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

今
の
行
政
組
織
か
ら
見
れ
ば
、
大
字
の
下
部
の
小
字
の
段
階
で
、
県
当
局
へ
直
接

願
書
を
提
出
す
る
な
ど
と
い
う
直
接
行
動
は
、
と
て
も
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。

願
書
を
見
る
と
、
各
字
の
総
代
が
、
副
戸
長
、
戸
長
と
連
名
で
「
仏
堂
害
置
願
」

を
県
令
宛
て
に
提
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
時
の
地
方
自
治
の
姿
を
見
る
こ
と
が

出
来
る
と
言
え
よ
う
か
。

こ
こ
で
、
当
時
の
入
山
に
お
け
る
仏
堂
の
存
在
状
況
を
見
る
こ
と
に
す
る
。



教

「
仏
堂
存
置
願
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

己才

刀て

長
平

十
戸

観
音
堂

信
徒
の
戸
数

根
広

月
洲
庵

百
七
十
七
戸

和
光
原

観
音
堂

二
十
三
戸

世
立

観
音
堂

四
十
四
戸

ヨi
沼

十
王
堂

二
十
八
戸

湯
ノ
上

薬
師
堂

百
七
十
七
戸

京
墳

観
音
堂

十
四
戸

木

地
蔵
堂

十
一
二
戸

荷
付
場

観
音
堂

十
1¥ 

P 

こ
こ
で
、
字
毎
の
仏
堂
の
信
徒
の
様
子
を
見
る
と
、
右
の
と
お
り
で
あ
る
。
ず
ば

抜
け
て
信
徒
が
多
い
の
は
、
根
広
の
月
洲
庵
と
湯
ノ
上
の
薬
師
堂
で
あ
る
。
と
も
に

信
徒
数
が
一
七
七
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
数
字
は
入
山
全
体
の
戸
数
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
仏
堂
の
信
仰
圏
の
問
題
で
あ
る
。
大

部
分
の
仏
堂
は
そ
の
存
在
す
る
地
域
の
住
民
だ
け
が
信
徒
で
あ
る
と
い
う
形
を
と
っ

て
い
る
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
湯
ノ
上
の
薬
師
堂
と
根
広
の
月
洲
庵
の
二

つ
の
仏
堂
は
、
信
徒
が
百
七
十
七
戸
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
の
入
山
全
体
の
人
達
が
、

そ
の
信
徒
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
仏
堂

は
、
大
字
全
体
を
信
仰
圏
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
信
者
の
組
織

ゃ
、
そ
の
信
仰
形
態
に
つ
い
て
は
、
分
か
ら
な
い
。

湯
ノ
上
の
薬
師
堂
は
、
入
山
中
で
管
理
し
て
い
る
花
敷
温
泉
の
言
わ
ば
「
温
泉
薬

師
」
(
湯
薬
師
)

と
し
て
、
温
泉
の
守
護
を
役
目
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
ん
な

点
で
昔
か
ら
重
要
視
さ
れ
て
来
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
薬
師
堂
は
、

間
口
が
二
問
、
奥
行
が
二
間
二
尺
で
あ
る
と
一
百
う
。

そ
の
規
模
か
ら
言
え
ば
、
他
の
お
堂
と
大
差
は
無
い
。

薬
師
堂
の
本
尊
様
は
勿
論
薬
師
如
来
様
で
あ
る
。

一
方
、
根
広
の
月
洲
庵
は
、

お
堂
の
広
さ
が
、

間
口
が
五
間
二
尺
、
奥
行
が
四
間
二
尺
と
い
う
。
六
畳
の
聞
に
、
八
畳
の
間
(
須

弥
壇
あ
り
)

の
二
間
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

月
洲
庵
は
、
日
影
の
龍
沢
寺
の
系
統
の
末
寺
で
あ
る
と
い
う
。

か
つ
て
は
、

一
時
的
に
は
寺
の
役
目
も
果
た
し
た
と
言
わ
れ
、
旅
の
坊
さ
ん
の
墓

(
卵
塔
)
も
あ
り
、
そ
の
坊
さ
ん
の
耕
し
た
と
い
う
畑
も
、
そ
の
坊
さ
ん
の
名
を
取
っ

て
残
さ
れ
て
い
る
。
(
げ
ん
と
う
の
畑
、
り
ょ
う
ぼ
う
の
畑
)
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ま
た
、
明
治
の
初
め
の
こ
ろ
に
、

一
時
、
花
敷
小
学
校
の
仮
設
の
校
舎
と
し
て
、

使
用
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
う
い
う
こ
と
で
、
月
洲
庵
は
、
明
治
時
代
に
は
、
入
山
の
教
育
施
設
と
し
て
の

役
割
ま
で
も
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

明
治
の
初
め
こ
ろ
に
、
入
山
の
人
々
の
、
精
神
的
支
柱
と
し
て
の
役
割
ま
で
も
果

た
し
て
来
た
、
湯
の
上
の
薬
師
様
と
、
根
広
の
月
洲
庵
と
い
う
二
つ
の
宗
教
施
設
は
、

時
の
政
府
の
仏
教
弾
圧
政
策
の
中
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
社
会
的
役
割
を
十
分
果
た
し

て
来
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
「
仏
堂
存
置
願
」
と
い
う
奇
妙
な
表
題
の
中
身
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討

を
行
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
何
よ
り
も
、
小
字
の
人
達
が
、
自
分
た
ち
の
信
仰
し
て
い
る
小
堂
宇



を
、
役
所
が
破
棄
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
懸
命
に
守
ろ
う
と
し
た
記

録
を
紹
介
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
廃
棄
の
対
象
と
さ
れ
た
、
小
堂
宇
は
ど
う
な
っ
た
か
。
記
録
の
上
か

ら
結
果
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
小
字
に
は
、
今
で
も
そ
の
堂
宇
は
残

さ
れ
て
い
る
と
い
う
か
ら
、
明
治
初
年
の
堂
宇
破
棄
事
件
も
表
面
化
し
な
か
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
真
相
は
不
明
で
あ
る
。

た
だ
、
入
山
だ
け
に
残
っ
て
い
る
「
堂
宇
廃
棄
事
件
」

の
関
連
資
料
が
、
思
わ
ぬ

小
事
件
の
意
味
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

小
さ
な
地
域
の
人
達
の
、
長
い
間
の
、
そ
の
地
域
の
信
仰
上
の
拠
点
を
守
ろ
う
と

す
る
気
持
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

「
堂
宇
存
置
願
」
と
い
う
小
さ
な
地
域
で
の
、
小
さ
な
出
来
事
は
、
小
地
域
で
の

宗
教
活
動
の
基
本
的
な
形
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

小
地
域
の
者
だ
け
で
、
自
分
た
ち
の
庵
を
守
ろ
う
と
し
た
、
小
字
の
人
達
の
意
気

込
み
に
は
感
心
し
た
。

小
字
ご
と
に
あ
る
、
小
堂
宇
の
存
在
理
由
を
、
こ
こ
に
改
め
て
知
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
、
大
字
と
い
う
や
や
広
域
の
信
仰
形
態
に
つ
い
て
も
、
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
山
村
で
の
、
生
活
の
基
盤
が
ど
こ
に
あ
る
と
み
る
べ
き
か
。
小
字
の
存

在
理
由
に
つ
い
て
、
今
度
の
資
料
を
教
訓
に
し
て
考
え
て
見
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

山
村
で
の
ク
ミ
(
字
)

で
の
日
常
生
活
の
形
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
て
み
る
必

六合の宗教

要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

そ
こ
に
、
生
活
の
形
の
基
本
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

「
仏
堂
存
置
願
」
と
は
、

一
体
な
ん
で
あ
っ
た
の
か
。

何
故
、
字
の
人
達
が
、
団
結
し
て
、
組
を
守
ろ
う
と
し
た
の
か
。

「
仏
堂
の
組
(
字
)
毎
の
存
置
」
は
、

そ
れ
だ
け
に
切
な
る
願
い
で
あ
っ
た
の
で

あ
る
。根

広
の
月
洲
庵
の
こ
と

昔
、
根
広
に
月
洲
庵
が
あ
っ
た
。
無
住
の
寺
で
あ
っ
た
。
村
の
人
は
「
寮
」
(
り
ょ

う
)
と
呼
ん
で
居
た
。

時
に
、
旅
の
僧
が
来
て
、

「
俺
が
守
る
」

と
言
っ
て
、
こ
こ
へ
住
み
つ
い
た
。

畑
が
あ
っ
て
、
そ
こ
を
耕
し
て
居
た
。
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ム
ラ
の
仏
さ
ん
を
ト
リ
オ
エ
タ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
(
死
人
に
引
導
を
わ
た
す
こ

と
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
)

入
山
に
は
、
お
寺
が
な
か
っ
た
。

子
供
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、
家
の
者
が
位
牌
を
こ
し
ら
え
て
、
そ
れ
を
お
寺

へ
持
っ
て
行
っ
て
、
坊
さ
ん
に
拝
ん
で
も
ら
っ
て
来
た
。

死
ん
だ
人
が
、
人
に
な
ら
な
い
人
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
山
の
人
は
、
位
牌
は
自

分
で
作
っ
て
、

お
寺
へ
持
っ
て
行
っ
て
、
死
ん
だ
人
の
戒
名
を
書
い
て
も
ら
っ
て
来

た

(
話
者

根
広
の
中
村
福
美
さ
ん
)



教

月
洲
寺
の
数
珠
回
し

k圭"
刀可

根
広
の
月
洲
寺
の
関
係
の
人
達
が
、
昔
、
数
珠
を
回
し
て
、
重
病
人
の
生
死
の
決

着
を
付
け
た
と
い
う
こ
と
の
話
は
、
同
地
の
お
年
寄
り
の
人
達
か
ら
お
聞
き
し
て
居

る

こ
れ
は
、
病
人
に
対
す
る
、
諦
め
の
手
段
、
最
後
の
手
段
で
あ
っ
た
と
い
う
。

(
話
者

中
之
条
町
日
影

昭
和
十
年
生
ま
れ

龍
沢
寺
の
和
尚
さ
ん

明
田
JlI 

道
雄
さ
ん
)

「
神
繭
取
調
明
細
記
」
|

入
山

こ
の
資
料
も
入
山
だ
け
の
も
の
で
あ
る
。

入
山
地
区
の
各
小
字
に
租
ら
れ
て
い
る
洞
に
つ
い
て
、
小
字
毎
に
か
な
り
詳
し
く

報
告
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
小
字
内
に
租
ら
れ
て
い
る
嗣
ご
と
の
祭
り
の
報
告
で
あ
る
。

そ
の
調
査
結
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
桐
掌
(
神
官
)
と
戸
長
の
連
名
で
県
令
宛
て
に

提
出
し
た
報
告
書
で
あ
る
。

祭
具
や
神
宝
、
社
木
ま
で
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
何
本
あ
る
か
ま
で
報
告
し
て
居
る
。

こ
う
し
た
調
査
報
告
が
、
氏
子
十
数
名
と
い
う
よ
う
な
小
社
い
ま
で
及
ん
で
居
る

の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
調
査
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い

て
は
、
現
状
で
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
事
実
を
報
告
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
、
「
明
細
記
」
と
ま
で
称
す
る
調
査
が
、
入
山
の
よ
う
な
山
奥

に
ま
で
行
わ
れ
た
の
か
。
し
か
も
、
小
字
単
位
の
調
査
で
あ
る
。

「
神
社
明
細
帳
」

六
合
村
の
神
社
に
つ
い
て
の
基
本
台
帳
と
し
て
は
、
各
村
に
お
い
て
、
明
治
の
初

年
に
編
纂
し
て
県
へ
提
出
さ
れ
た
「
神
社
明
細
帳
」
が
あ
る
。
「
六
合
村
誌
」
に
は
、

こ
の
台
帳
に
収
録
さ
れ
て
い
る
資
料
に
基
づ
い
て
、
六
合
村
の
各
大
字
毎
の
神
社
に

つ
い
て
の
一
覧
表
を
収
載
し
て
い
る
。

こ
の
表
を
見
る
と
、
明
治
の
初
年
に
は
、
各
小
字
ご
と
に
神
帽
を
組
っ
て
い
た
こ

と
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

各
字
ご
と
の
信
仰
の
形
を
し
る
た
め
に
、
神
社
の
記
録
を
抜
き
出
し
て
見
る
こ
と

に
す
る
。
南
部
地
区
は
明
治
十
二
年
の
「
明
細
帳
」
、
入
山
地
区
は
、
明
治
十
四
年

現
在
の
「
明
細
記
」
で
あ
る
。
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(
字
名
)

(
社
格
)

(
祭
神
)

(
境
内
末
社
)
(
氏
子
数
)

(
社
名
)

①
日
影
村

八
升
蒔

八
幡
宮

村
社

誉
回
別
尊

五
社

5 
0 

合
ノ
畑

無
格
社

大
日
婁
尊

神
明
宮

社

5 

田
端

諏
訪
神
社

5 

健
御
名
方
命

二
社

ノノ

八
坂
万
売
命

平
沢

大
日
婁
命

神
明
宮
・
熊
野
社

無
し

5 

ノノ

伊
邪
那
美
尊

中
沢

稲
荷
社

宇
迦
御
魂
神

四
社

6 

11 

下
沢

竃
三
柱
神
社

奥
津
彦
神

六
社

8 

11 

火
産
霊
神

奥
津
姫
神



②
太
子
村

花
園

撒
木

下
太
子

③
赤
岩
村

中
野

鍛
治
谷
戸

同
右

中
野

同
右

矢
ノ
下

広
池

広
池

④
生
須
村

東
平

同
右

六合の宗教

同
右

⑤
小
雨
村

村
社

無
格
社

)J 村
社

無
格
社

無
格
社

村
社

無
格
社

諏
訪
神
社

稲
荷
神
社

大
山
祇
神
社

諏
訪
神
社

熊
野
神
社

)J 

神
明
宮

)J 

稲
荷
神
社

ノノ

飯
綱
神
社

琴
平
宮

ノノ

大
山
祇
神
社

ノノ

稲
荷
神
社

赤
城
神
社

八
坂
神
社

)J 

琴
平
宮

同
前

倉
稲
魂
命

大
山
祇
命

同
前

速
玉
男
命

伊
邪
那
美
命

事
解
男
命

大
日
婁
命

倉
稲
魂
命

保
食
命

大
物
主
命

大
山
祇
命

倉
稲
魂
命

大
己
責
命

健
速
須
佐
之
男
命

大
物
主
命

二
社社社

二
社

七
社

四
社

無
し

無
し

八
社

三
社社社社

三
社

2 
2 

2 
0 

6 
0 

6 
0 

6 
0 

6 
0 

6 
0 

6 
0 

6 
0 8 8 8 

南

村
社

雨

無
格
社

2 

⑥
入
山
村

諏
訪
原

村
社

倉

無
格
社

根
広

)J 

和
光
原

)J 

引
沼

ノノ

6 

世
立

)J 

京
墳

)J 

口口

木

)J 

梨
木

ノノ

諏
訪
神
社

神
明
宮

諏
訪
神
社

白
根
神
社

伊
勢
宮

諏
訪
神
社

白
根
神
社

伊
勢
宮

伊
勢
宮

赤
城
神
社

伊
勢
宮

健
御
名
方
命

大
日
婁
命

豊
受
姫
命

大
己
貴
命

健
御
名
方
命

日
本
武
命

豊
受
姫
命

健
御
名
方
命

日
本
武
命

豊
受
姫
命

豊
受
姫
命

大
国
主
命

豊
受
姫
命

二
社

無
し社

六
社

無
し

無
し社

無
し

無
し

無
し

二
社

2 
8 

2 
8 

1
i
ウ
4
0
0

2 
5 8 

2 
3 

2 
8 

4 
5 
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1 
4 4 6 

礎
資
料
を
提
示
し
て
み
た
。

以
上
、
六
合
地
区
の
明
治
初
年
に
お
け
る
神
社
信
仰
に
就
い
て
考
え
る
た
め
の
基

こ
こ
に
、
六
合
地
区
に
お
け
る
、
各
地
区
(
小
字
)
に
お
け
る
神
社
信
仰
の
基
本

形
が
示
さ
れ
て
居
る
と
思
う
。

一
番
下
の
数
字
が
、
各
小
字
の
明
治
初
年
に
お
け
る
戸
数
で
あ
る
。

当
時
の
、
六
合
地
区
の
各
大
字
は
、
概
ね
小
地
域
の
連
合
体
と
い
う
形
を
示
し
て

居
る
。こ

の
一
覧
表
に
よ
っ
て
は
っ
き
り
し
て
居
る
こ
と
は
、

一
つ
の
村
(
い
わ
ゆ
る
大
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宇
)
ご
と
に
「
村
社
」
が
一
社
ず
つ
あ
り
、
そ
の
ほ
か
の
小
社
は
無
格
社
と
し
て
同

，士三7

刀t

地
区
内
で
並
列
の
扱
い
と
な
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
に
な
る
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
地
方
の
末
端
に
ま
で
及
ん
で
居
る
社

格
制
度
の
こ
と
で
あ
る
。

明
治
初
年
に
は
社
格
制
度
に
よ
っ
て
、
全
国
の
神
社
は
大
き
く
、
官
社
(
官
弊
社

と
国
弊
社
)
と
諸
社
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
地
方
の
神
社
の
大
部
分
は
諸
社
に
含
ま

れ
て
居
た
。
(
群
馬
県
の
場
合
、
貫
前
神
社
だ
け
が
国
弊
中
社
と
し
て
官
社
に
属
す
)

の
で
あ
る
。
諸
社
の
中
は
府
県
社
と
郷
社
に
分
け
ら
れ
、
後
に
特
例
と
し
て
郷
社
の

付
属
と
し
て
村
社
、
更
に
は
無
格
社
が
認
め
ら
れ
た
。

六
合
地
区
に
つ
い
て
こ
の
社
格
制
度
を
当
て
は
め
て
見
る
と
、
各
大
字
に
一
社
ず

つ
の
村
社
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
の
社
は
無
格
社
と
し
て
認
め
ら
れ
て
居
た
の
で
あ

る
も
う
一
つ
、
注
意
し
て
戴
き
た
い
こ
と
は
、
再
下
段
の
算
用
数
字
に
ご
注
目
願
い

た
い
。
各
社
の
氏
子
数
で
あ
る
。
入
山
に
つ
い
て
言
え
ば
、

1
7
8
と
あ
る
の
が
当

時
の
入
山
全
体
の
戸
数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
表
を
見
れ
ば
、
世
立
を
除

け
ば
小
さ
な
集
落
が
谷
間
に
点
在
し
て
居
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
そ
ん
な
共
同
体

ご
と
に
、
思
い
思
い
に
、
神
嗣
を
租
っ
て
居
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
帽
に
政
府
に
よ
る
神
格
が
付
与
さ
れ
、
全
国
的
な
規
模

で
の
神
社
の
差
別
化
が
行
わ
れ
て
居
た
の
で
あ
る
。
村
社
は
一
村
に
一
社
だ
け
で
あ

る
。
そ
の
他
の
社
は
無
格
社
。

と
こ
ろ
で
、
時
の
政
府
は
宗
教
政
策
に
つ
い
て
も
、
国
家
管
理
の
強
化
を
図
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
神
仏
分
離
と
神
社
合
併
に
よ
る
信
教
の
統
一
を
画
策
し
た
の
で
あ

る
そ
の
具
体
的
な
現
れ
が
、
各
村
の
無
格
社
の
村
内
へ
の
合
併
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
別
項
に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
赤
岩
で
は
神
社
合
併
後
の
旧
社
地

が
未
利
用
の
ま
ま
、
現
在
ま
で
残
っ
て
居
る
様
子
を
見
て
来
て
居
る
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
他
地
区
で
も
聞
い
て
居
る
こ
と
で
あ
る
。
中
に
は
、
神
様
が

大
社
に
強
制
合
併
さ
れ
た
後
も
、
土
地
の
産
士
様
の
お
祭
り
を
元
の
ま
ま
の
形
で
継

続
し
て
居
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。

六
合
地
区
の
社
寺
の
合
併
記
録

神
社
合
併
関
係
の
記
録

-
赤
岩
村
宇
中
野

村
社
諏
訪
神
社

境
内
末
社
二
社

明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
許
可
。

村
社
赤
岩
神
社
へ
合
併
。
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基
本
金
弐
百
円
也

関
新
十
郎
外
五
十
五
人
ヨ
リ
寄
附
。

右
明
治
四
十
年
四
月
三
十
日
届
出
。

-
赤
岩
村
宇
中
野

無
格
社
稲
荷
神
社

明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
許
可
。

村
社
赤
岩
神
社
へ
合
併
。

-
赤
岩
村
山
子
矢
ノ
下

無
格
社
琴
平
宮

境
内
末
社
七
社

明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
許
可
。

村
社
赤
山
石
神
社
へ
合
併

-
赤
岩
村
宇
鍛
治
谷
戸

無
格
社
神
明
宮

境
内
末
社
四
社
。

明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
許
可
。

村
社
赤
山
石
神
社
へ
合
併
。



境
内
末
社
七
社

(
明
治
)
二
十
一
年
九
月
十
二
日
落
成
届
。

-
赤
岩
村
字
鍛
治
谷
戸

無
格
社
熊
野
神
社

明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
許
可
。

村
社
赤
岩
神
社
へ
合
併

無
格
社
大
山
祇
神
社

明
治
四
十
一
年
八
月
十
日
許
可
。

-
赤
岩
村
字
贋
池

-
小
雨
村
字
小
雨

無
格
社
神
明
宮

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

村
社
赤
城
神
社

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

-
生
須
村
字
東
平

無
格
社
琴
平
宮

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

-
生
須
村
字
東
平

無
格
社
琴
平
宮

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

-
生
須
村
字
東
平

村
社
諏
訪
神
社

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

-
太
子
村
字
花
園

境
内
末
社
一
社

村
社
赤
岩
神
社
へ
合
併
。

無
格
社
大
山
祇
神
社

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

境
内
末
社
一
社

-
太
子
村
字
下
太
子

村
社
諏
訪
神
社
へ
合
併
。

無
格
社
稲
荷
神
社

明
治
四
十
一
年
六
月
十
三
日
許
可
。

境
内
末
社
一
社

-
太
子
村
宇
検
木

村
社
稲
荷
神
社
へ
合
併

村
社
諏
訪
神
社
へ
合
併

境
内
末
社
一
社

無
格
社
電
三
柱
神
社

大
正
二
年
七
月
三
十
一
日
許
可
。

境
内
末
社
六
社

-
日
影
村
字
下
津

村
社
諏
訪
神
社
へ
合
併

同
所
村
社
八
幡
宮
へ
合
併

境
内
末
社
三
社

無
格
社
稲
荷
神
社

大
正
二
年
七
月
三
十
一
日
許
可
。

境
内
末
社
四
社
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-
日
影
村
宇
中
沢

村
社
諏
訪
神
社
へ
合
併

同
所
村
社
八
幡
宮
へ
合
併

境
内
末
社
一
社

無
格
社
諏
訪
神
社

境
内
末
社
三
社
(
「
官
有
地

村
社
諏
訪
神
社
へ
合
併
。

-
日
影
村
字
国
端

台
帳
ニ
ハ
、
宇
八
升
蒔
ト
ア
リ
」
張
り
紙
)

大
正
二
年
七
月
三
十
一
日
許
可
。
同
所
村
社
八
幡
宮
へ
合
併
。

境
内
末
社
二
社

村
社
諏
訪
神
社
へ
合
併
。

無
格
社
神
明
宮

境
内
末
社
一
社
(
「
官
有
地
台

-
日
影
村
字
合
畑

帳
ニ
ハ
、
字
壱
貫
地
」
ト
ア
リ
l
張
り
紙
)

本
社

間
口
二
尺
一
寸
、
奥
行
三
尺
六
寸

(
明
治
)
十
六
年
一
月
二
十
七
日
建
換
聞
届
。

無
格
社
神
明
宮

六合の宗教

華
表

高
八
尺

笠
木
九
尺

右
十
六
年
一
月
二
十
七
日
新
築
聞
届

-
日
影
村
字
平
沢

熊
野
社

大
正
二
年
七
月
三
十
一
日
許
可

同
所
村
社
八
幡
宮
へ
合
併
。



教

-
入
山
村
字
世
立

へ
合
併
セ
リ

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
伊
勢
宮

t壬才

刀t

-
入
山
村
字
引
沼

へ
合
併
セ
リ

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
白
根
神
社

-
入
山
村
字
小
倉

無
格
社
白
根
神
社

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

へ
合
併
セ
リ
。

-
入
山
村
宇
和
光
原

へ
合
併
セ
リ
。

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
諏
訪
神
社

-
入
山
村
字
梨
木

へ
合
併
。

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
伊
勢
宮

-
入
山
村
字
京
墳

へ
合
併
セ
リ
。

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
伊
勢
宮

-
入
山
村
宇
品
木

同
所
宇
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

へ
合
併
セ
リ
。

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
赤
城
神
社

境
内
末
社
一
社

-
入
山
村
字
根
康

同
所
宇
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

併
セ
リ
。

明
治
四
十
四
年
八
月
三
十
一
日
許
可

無
格
社
伊
勢
宮

境
内
末
社
六
社

同
所
字
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

同
所
宇
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

境
内
末
社
二
社

同
所
字
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

同
所
字
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

同
所
字
諏
訪
原
村
社
諏
訪
神
社

同
所
字
諏
訪
原
諏
訪
神
社
へ
合
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民

俗

六
合
の
民
俗

前
著
『
六
合
村
誌
』
の
中
の
「
民
俗
」
関
係
の
資
料
は
、
百
三
十
六
頁
に
わ
た
っ

て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

年
中
行
事
(
八
九
三

1
九
二
九
頁
)

食
生
活
の
現
状
(
九
二
九

1
九
三
三
頁
)

芸
能
(
九
三
三

1
九
四
五
頁
)

伝
説
と
民
話
(
九
四
五

1
九
六
六
頁
)

方
言
と
説
語
(
九
六
六

1
一
O
O二
頁
)

石
仏
(
一

O
O三
1
一
O
O八
頁
)

姓
と
家
紋
(
一

O
O九
1
一
O
一
八
頁
)

村
の
神
と
信
仰
(
一

O
一
八

1
一
O
二
一
頁
)

禁
忌
・
ま
じ
な
い
・
前
兆
・
怪
異
(
一

O
二
二

i
一
O
二
三
頁
)

民
家
(
一

O
二
三

1
一
O
二
九
頁
)

(
民
俗
編
合
計
二
二
六
頁
)

右
の
「
民
俗
編
」
の
目
次
を
見
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
の
『
六
合
村
誌
』
で
は
、
「
年

中
行
事
」
と
「
方
言
と
説
語
」
、
次
に
、
「
芸
能
」
に
や
や
重
点
が
お
か
れ
、
そ
の
他

六合の民俗

の
項
目
に
つ
い
て
は
、
概
略
に
留
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

特
に
、
「
人
の
一
生
」
や
「
衣
と
食
」
「
生
産
・
生
業
」
「
民
間
信
伸
」
な
ど
に
つ

い
て
の
資
料
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
わ
ず
か
に
、
「
方
言
・
誰
語
」
を
通
し
て
、

そ
の
一
端
を
知
る
手
掛
か
り
と
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
は
、
『
村
誌
』
と
い
う
限
ら
れ
た
紙
面
(
枠
内
)
で
の
仕
事
で
あ
る
の
で
、

や
む
を
得
な
い
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
今
回
の
、
『
続
・
六

合
村
誌
』
で
は
、
前
著
の
補
完
、
続
編
と
い
う
形
は
取
ら
な
か
っ
た
。
新
た
な
形
で
、
「
六

合
の
民
俗
」
を
世
に
示
す
と
い
う
、
難
し
い
課
題
(
選
択
)
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
相

成
っ
た
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
前
著
と
併
せ
て
、
「
六
合
の
民
俗
」
と
は
知
何
な
る
物
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
世
に
示
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
村
誌
』
の

一
部
門
と
し
て
の
「
民
俗
編
」

の
立
場
上
、
「
六
合
の
民
俗
」
に
つ
い
て
、
各
部
門

に
わ
た
っ
て
系
統
的
に
論
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
稿
で
は
紙
面
の
関
係
上

不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
便
法
と
し
て
選
ん
だ
方
法
が
、
昭
和
三
十
六
年
に
実
施
さ
れ
た
県
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教
育
委
員
会
に
よ
る
六
合
村
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
民
俗
調
査
の
、
調
査
結
果
を
ま

と
め
た
調
査
報
告
書
『
六
合
村
の
民
俗
』
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
新
視
点
に
立
っ
て

の
「
六
合
の
民
俗
」

の
再
構
成
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
(
『
村
誌
』
の
巻
末
に
『
上

毛
文
化
』
所
収
の
「
六
合
の
民
俗
」

の
報
文
あ
り
。
参
考
資
料
と
し
て
有
効
利
用
。
)

そ
こ
で
、
「
六
合
の
民
俗
」
の
大
綱
を
示
す
た
め
に
、
ま
ず
、
別
冊
の
「
六
合
の
民
俗
」

資
料
の
中
か
ら
、
特
長
的
な
項
目
を
取
り
上
げ
て
「
六
合
の
民
俗
」

へ
の
ア
プ
ロ

l

チ
の
一
助
と
し
た
次
第
。

① 

旧
暦
か
ら
新
暦
へ

入
山
で
の
、
旧
暦
か
ら
新
暦
へ
の
切
り
替
え
は
、
昭
和
三
十
六
年
の
正
月
か
ら
で

あ
っ
た
と
い
旨
つ
。

こ
の
こ
と
は
、
六
合
村
全
体
が
一
斉
に
言
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
入
山
地
区
だ
け

の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



俗

た
だ
、
仕
事
や
、
行
事
に
よ
っ
て
は
、
旧
暦
を
そ
の
ま
ま
存
続
す
る
場
合
も
あ
っ

民

た
と
い
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
入
山
地
区
の
人
達
は
、
遅
く
ま
で
、
旧
暦
に
よ
る
生
活
を
営

ん
で
来
た
わ
け
で
、
此
処
に
大
き
な
生
活
革
命
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

② 

南
部
地
区
と
入
山
地
区
の
民
俗
(
習
俗
)

の
出
遅
い

「
六
合
の
民
俗
」
と
い
う
標
題
で
六
合
地
区
の
民
俗
に
つ
い
て
表
記
出
来
な
い
ほ

ど
、
南
部
と
入
山
で
は
そ
の
生
活
様
式
に
違
い
が
見
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

そ
の
点
は
、
個
々
の
民
俗
に
つ
い
て
表
記
す
る
場
合
に
、
特
に
、
「
こ
の
こ
と
は
、

入
山
地
区
に
お
い
て
著
し
く
見
ら
れ
る
」
と
か
、
「
入
山
の
み
に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
習
俗
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
注
記
を
必
要
と
す
る
資
料
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

特
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
事
例
が
、
「
昔
が
た
り
」

で
あ
る
。
入
山
地
区
に
お
い

て
色
濃
く
展
開
さ
れ
て
来
た
民
俗
の
代
表
例
で
あ
る
。
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
見

ら
れ
た
「
ツ
レ
ニ
イ
グ
」
も
そ
の
一
例
で
あ
っ
た
と
い
う
。

③ 

小
字
が
分
立
し
て
い
た
入
山
地
区

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
本
文
中
に
特
記
し
て
お
い
た
と
お
り
で
あ
る
。

前
著
『
六
合
村
誌
』
の
特
別
資
料
と
し
て
、
当
時
の
郷
土
雑
誌
「
上
毛
文
化
」
収

載
の
「
入
山
土
俗
考
」

の
中
で
、
前
著
『
六
合
村
誌
』
の
編
著
者
で
あ
る
萩
原
進
氏

は
、
入
山
の
民
俗
全
般
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
ら
れ
、
入
山
の
各
小
字
の
自
立
的
生

活
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
、
ま
た
、
前
記
旧
暦
生
活
に
つ
い
て
も
特
筆
さ
れ
て
お
ら

れ
る
。
昭
和
十
三
年
の
調
査
報
告
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

次
に
注
目
す
べ
き
は
、
明
治
十
年
の
各
字
の
総
代
か
ら
の
、
県
令
宛
に
提
出
さ
れ

た
「
仏
堂
存
置
願
」

の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
報
告

を
行
っ
て
お
い
た
が
、
小
字
単
位
の
標
記
の
如
き
、
積
極
的
な
行
動
に
驚
く
。
こ
の

こ
と
は
、
別
項
に
示
す
よ
う
に
、
各
字
の
自
立
性
、
独
立
性
を
具
体
的
に
一
不
す
行
動

と
言
え
よ
う
。

④ 

そ
の
他
の
特
長
的
な
こ
と
に
つ
い
て

次
に
、
こ
の
他
の
特
長
的
な
事
柄
(
項
目
)
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
、
必
要
に
応

じ
て
、
簡
単
な
解
説
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

*
社
会
伝
承

-
家
族
の
私
財

ヘ
ソ
ク
リ
・
ホ
マ
チ
・
キ
ュ
ウ
デ
・
コ
デ
・
コ
ゼ
ク
リ
・
ク
ス
ガ
ネ

-
病
人
駕
龍

ム
ラ
の
重
病
人
を
乗
せ
て
、
草
津
の
医
者
の
と
こ
ろ
ま
で
運
ん
だ
。
駕
龍
は
二

人
ず
つ
、
交
替
で
担
い
だ
。
オ
テ
ン
マ
で
あ
っ
た
。

-
オ
ヤ
コ
と
マ
ケ

オ
ヤ
コ
は
親
類
の
こ
と
。
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ア
ク
セ
ン
ト
は
平
板
。

マ
ケ
は
一
族
の
こ
と
。

-
チ
ョ
ウ
ヤ

ム
ラ
の
集
会
所
。
今
の
公
民
館
。

-
オ
カ
シ
ラ
サ
マ
・
コ
ガ
シ
ラ

ム
ラ
の
リ
ー
ダ
ー
と
補
佐
役
。

*
経
済
伝
承

-
コ
ウ
リ
ョ
ク
・
オ
テ
ン
マ

ム
ラ
の
相
互
扶
助
・
共
同
作
業
。

-
ユ
イ

手
間
交
換
の
こ
と
。

-
ヤ
キ
ハ
タ

ヤ
キ
マ
キ
・
ヤ
キ
ヤ
マ
と
も
い
う
。



-
炭
焼
き

-
木
工
業

マ
ゲ
モ
ノ
・
サ
イ
ク
。

ム
シ
ロ
織
り

ネ
ド
フ
ミ
・
ス
ゲ
ム
シ
ロ

-
カ
リ
ウ
マ

信
州
の
農
閑
期
に
、
農
耕
馬
を
借
り
る
こ
と
。

-
ヤ
キ
モ
チ
・
イ
リ
ヤ
キ

-
パ
ク
メ
シ

*
儀
礼
伝
承

-
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
は
、
特
に
、
前
の
『
村
誌
』
に
は
、
「
人
の
一
生
(
人

生
儀
礼
)
」
に
つ
い
て
の
資
料
が
、

一
切
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

，.av'

・、

中
J
争
J

同
じ
筆
者
に
よ
る
入
山
の
「
人
の
一
生
」
に
関
す
る
資
料
が
、
特
別
資
料
と
し
て
、

前
の
『
村
誌
』
の
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
『
村
誌
』
の
資
料
と
し
て

は
重
複
を
避
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
特
に
そ
の
「
付
録
」

の
中
に
、
目
立
っ
た
資
料
の
掲
載
は
見
当
た
ら
な

い
の
で
、
今
回
の
『
続
・
六
合
村
誌
』
の
中
で
注
目
す
べ
き
、
主
な
資
料
項
目
を
掲

げ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

-
ヨ
パ
イ
・
オ
シ
ヨ
メ
・
ト
ン
ビ
ノ
ハ
ネ
・
ピ
ッ
キ
・
皿
売
り
の
余
興

-
エ
ズ
ミ
・
カ
ザ
ゴ

-
ト
ド
ケ
・
ホ
ウ
ベ
イ
・
ツ
レ
ニ
イ
グ
・
両
墓
制
・
ア
マ
オ
チ
と
無
縁
仏

六合の民俗

-
年
中
行
事
と
し
て
は
、

正
月
の
神
様
・
仏
様
へ
の
供
え
物
と
し
て
・
・
・
鏡
餅
・
切
り
餅
。

入
山
地
区
に
お
い
て
は
切
り
餅
の
形
が
多
く
見
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
自
家
製

の
鏡
餅
を
供
え
る
家
は
、

ほ
と
ん
ど
南
部
地
区
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

六
合
地
区
に
お
い
て
は
、
水
田
を
耕
作
し
て
い
た
農
家
は
少
な
か
っ
た
よ
う
だ

が
、
水
田
を
持
た
な
い
農
家
や
、
非
農
家
で
は
、
餅
米
を
買
っ
て
来
て
ま
で
も
餅

を
揖
い
て
、
伝
統
の
正
月
行
事
と
し
て
、
鏡
餅
や
、
切
り
餅
を
作
っ
て
、
神
様
や

仏
様
に
お
供
え
し
た
と
い
う
。

前
の
『
村
誌
』
の
「
資
料
集
」
の
と
こ
ろ
に
は
、
次
の
よ
う
に
出
て
い
る
。
(
一

O
四
六
頁
)

餅
は
相
応
に
揖
い
て
い
る
。

お
供
え
餅
は
別
段
作
ら
ず
、
角
餅
を
進
ぜ
る
。

以
下
、
前
項
の
ほ
か
に
、
年
中
行
事
と
し
て
、
注
目
し
た
い
行
事
。

オ
モ
リ
モ
ン
・
オ
ン
ベ

1
ヤ
(
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
)
・
か
か
し
神
へ
の
信
仰
・
鳥
追
い

行
事
。
入
山
の
山
本
家
の
正
月
伝
承

仏
の
正
月
(
仏
の
年
と
り
で
小
雨
の
半
年
年
・
引
沼
の
ウ
プ
ヤ
シ
ナ
イ
・
日
影
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の
オ
カ
マ
ッ
プ
タ
・
プ
ラ
ク
ご
と
の
甘
酒
祭
り
。

子
振
舞
い
親
振
舞
い
・
十
日
夜
の
晩
の
魔
道
。

-
民
間
信
仰
に
つ
い
て
は
、

特
に
、
矢
倉
の
ご
本
尊
様
へ
の
信
仰
が
注
目
さ
れ
る
。

中
世
か
ら
続
い
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
信
仰
で
あ
る
が
、
未
解
決
の
内
容
も

含
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、
信
越
方
面
の
「
マ
イ
リ
ノ
ホ
ト
ケ
」

の
信
仰
と
の
関
係

な
ど
注
目
す
べ
き
信
仰
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
ネ

プ
ッ
チ
ョ
ウ
」

の
こ
と
な
ど
、
引
導
僧
と
の
関
連
な
ど
、
菩
提
寺
の
存
在
形
態
と

の
関
連
な
ど
を
含
め
て
、
民
間
信
仰
の
基
本
に
つ
い
て
問
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

*
言
語
伝
承
に
つ
い
て

こ
の
分
野
に
お
い
て
は
、
「
昔
話
」
と
「
方
言
」
が
目
立
つ
。



俗

「
昔
が
た
り
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
早
く
か
ら
、
県
の
内
外
の
専
門
家
か
ら
注

民

目
さ
れ
て
来
た
民
俗
文
化
財
で
あ
る
。

入
山
の
「
昔
が
た
り
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
古
く
か
ら
の
研
究
歴
が
あ
り
、
多
く

の
専
門
家
か
ら
、
調
査
研
究
の
対
象
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
県
外
の

研
究
者
に
よ
る
入
山
の
『
昔
話
集
』
の
刊
行
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
有
名
で
あ
る
。

「
方
言
」
に
つ
い
て
も
、
「
昔
が
た
り
」
と
同
様
に
、
県
内
外
の
専
門
学
者
の
研

究
対
象
に
選
択
さ
れ
る
ほ
ど
有
名
で
あ
り
、
特
色
あ
る
内
容
を
示
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
前
の
『
村
誌
』
や
県
教
委
に
よ
る
『
六
合
村
の
民
俗
』
の
中
に
も

代
表
的
な
「
入
山
の
方
一
言
」
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
る
。
古
く
は
、
鈴
木
牧
之
の
『
秋

山
記
行
』
の
中
に
も
「
入
山
の
方
言
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
衆
知
の
と
お

り
で
あ
る
。

「
入
山
の
方
言
」
に
つ
い
て
は
、
専
門
学
者
に
よ
る
研
究
書
も
出
版
さ
れ
て
い
る
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の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
専
門
書
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
表
現
の
特
異
性
に

つ
い
て
は
、
「
世
立
言
葉
」
な
る
表
現
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
外
部
の
人
に
は
世
立

の
老
人
同
士
の
会
話
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

本
書
で
は
、
入
山
の
「
方
言
」
に
つ
い
て
は
、
生
活
用
語
と
し
て
の
面
か
ら
、
そ
の

用
法
を
捉
え
た
に
す
ぎ
な
い
。

以
上
、
『
続
・
六
合
村
誌
』
の
「
民
俗
」
編
に
関
わ
る
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
記

し
て
み
た
。

「
六
合
の
民
俗
」

の
全
般
に
亙
つ
て
の
資
料
の
収
録
は
困
難
で
あ
る
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
、
編
集
室
で
作
成
し
た
民
俗
編
の
構
成
に
準
拠
し
て
、
「
六
合
の
民
俗
」
と

し
て
特
長
的
な
資
料
(
習
俗
)

の
み
を
選
択
し
て
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。



食
事
の
こ
と
い
ろ
い
ろ

-
一
日
の
食
事
(
食
制
)

の
呼
び
名

ア
サ
メ
シ

コ
ピ
ル

(
コ
ピ
リ
)
十
時
休
み

チ
ャ
ヅ
ケ

十
二
時
(
昼
食
)
の
こ
と
。
(
空
腹
の
と
き
の
こ
と
)
「
や
が
て
、
チ
ヤ

ヅ
ケ
時
分
だ
。
腹
が
減
つ
て
は
駄
目
だ
。
チ
ャ
ヅ
ケ
で
も
食
っ
て
か
ら
に
、
す
べ
え
や
」

コι

ジ
ュ
・
ワ
ハ
ン

三
時
休
み
の
こ
と
。

ヨ
ウ
ハ
ン

ユ
ウ
メ
シ

-
昔
の
主
食
の
こ
と

ヒ
エ
メ
シ
は
、
腹
持
ち
が
よ
か
っ
た
。

朝
飯
は
、
(
普
通
は
)

ヒ
エ
メ
シ
だ
っ
た
。

(
身
上
の
)
い
い
家
で
は
、

ひ
き
わ
り
飯
を
食
べ
た
。

そ
の
家
に
あ
る
も
の
を
食
っ
た
の
で
、
む
ぎ
の
あ
る
家
で
は
、
麦
を
食
っ
た
。

米
の
な
い
家
で
は
、
米
を
食
え
な
か
っ
た
。

稗
と
米
の
割
合
を
、

7
対
3
と
か
、

8
対
2
に
、
し
た
。

ま
る
っ
き
り
稗
飯
だ
っ
た
。

稗
飯
は
い
や
が
っ
て
、
弁
当
に
は
ジ
リ
ヤ
キ
を
持
っ
て
行
く
も
の
が
多
か
っ
た
。

稗
飯
は
こ
ぼ
れ
や
す
か
っ
た
。

六合の民俗

昔
の
人
は
、
麦
が
と
れ
れ
ば
、
麦
飯
べ
え
、
稗
が
と
れ
れ
ば
、
稗
飯
べ
え
食
っ
て

、
」
』
」
。

、hv
J
J

チ
ャ
ヅ
ケ
は
、
飯
と
味
噌
汁
と
お
か
ず
(
漬
物
)

ヒ
ル
メ
シ
と
も
い
う
。

飯
は
、
稗
飯
、
麦
飯
で
、
米
が
少
し
入
っ
て
居
た
。

汁
は
、
蕪
で
も
ジ
ャ
ガ
イ
モ
で
も
い
っ
ぺ
え
入
れ
て
、
春
先
、
青
い
も
の
が
取
れ

る
ま
で
間
に
合
わ
せ
た
。

-
コ
ビ
ル
の
こ
と

コ
ピ
ル
に
は
ヤ
キ
モ
チ
を
食
べ
た
。

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
因
子
、
蕪
の
ゆ
で
た
物
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
煮
っ
こ
ろ
が
し
な
ど
。

コ
ピ
ル
の
と
き
に
は
、

ヤ
キ
モ
チ
を
食
べ
た
。

コ
ピ
ル
の
場
合
は
、
飯
を
、
茶
碗
に
盛
っ
て
食
う
こ
と
を
せ
ず
に
、
石
を
助
け
た
。

ヤ
キ
モ
チ
の
数
を
う
ん
と
食
っ
て
、
石
(
穀
物
)
を
助
け
た
の
で
あ
る
。
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-
コ
ジ
ュ
ウ
ハ
ン

ヤ
キ
モ
チ
と
か
ダ
ン
ゴ
を
食
べ
た
。

ダ
ン
ゴ
は
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ピ
エ
、

ヒ
エ
、
ト
ウ
ギ
ミ
の
粉
で
作
っ
た
。

イ
グ
サ
で
よ
ご
せ
ば
う
ま
か
っ
た
。

-
夕
飯

夕
飯
に
は
、

オ
ツ
ケ
ダ
ン
ゴ

ホ
ウ
ト
ウ

ニ
コ
ミ
ウ
ド
ン

小
さ
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
茄
で
た
物

な
ど
を
食
べ
た
。
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生
の
麺
を
汁
に
入
れ
て
煮
た
も
の
が
、

ニ
ボ
ウ
ト
ウ

民

茄
で
た
め
ん
を
、
汁
の
中
に
入
れ
て
煮
た
も
の
を
、

ニ
コ
ミ
ウ
ド
ン
と
言
っ
た
。

オ
ツ
ケ
ダ
ン
ゴ
は
、
翌
朝
の
、
温
め
返
し
の
方
が
楽
し
み
だ
っ
た
。

矢
倉
の
ご
本
尊
様

霜
田
家
の
ご
本
尊
様

延
享
年
間
の
頃
に
、
矢
倉
に
は
七
軒
あ
っ
た
と
い
う
。

観
音
堂
の
改
修
時
の
寄
付
板
に
七
軒
の
名
が
あ
る
。
こ
の
観
音
堂
は
現
存
し
て
い

な
い
。
今
の
矢
倉
の
軒
数
は
三
軒
。
矢
倉
か
ら
和
光
原
へ
移
っ
た
と
い
う
霜
田
姓
の

家
が
あ
る
。

-
本
尊
様
の
祭
り

矢
倉
の
霜
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
、
八
月
十
五
日
に
、
本
尊
様
を
出
し
て
、
祭
っ
て

いマ
G
。(

阿
弥
陀
様
な
ど
の
)
掛
軸
を
出
し
て
飾
っ
た
。

元
は
、
正
月
の
十
五
日
と
、
八
月
の
十
五
日
に
掛
軸
を
飾
っ
た
。

今
は
、
八
月
の
十
五
日
の
朝
、
座
敷
に
五
本
の
掛
軸
を
出
し
て
飾
っ
て
い
る
。

む
か
し
は
、
七
本
の
掛
軸
を
飾
っ
て
い
た
が
、
一
一
本
の
掛
軸
が
傷
ん
で
、
出
せ
な

く
な
っ
た
の
で
、
五
本
だ
け
出
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
赤
岩
の
鏡
学
院
さ
ん
と
い
う
法
印
さ
ん
に
拝
ん
で
貰
っ
て
い
た
。
(
回

年
当
時
の
話

2
0
1
1
年
に
は
こ
の
事
実
な
し
)

-
阿
弥
陀
様
(
本
尊
様
)

の
不
思
議

入
山
矢
倉
の
霜
田
か
ず
子
さ
ん
の
お
宅
で
は
、
盆
の
十
五
日
に
掛
軸
五
幅
を
ザ
シ

キ
に
飾
っ
て
お
祭
り
す
る
。
霜
田
姓
の
人
が
、
こ
の
日
集
ま
っ
て
、
お
金
を
出
し
合
つ

て
供
え
物
を
買
っ
た
り
、
集
ま
っ
た
人
が
会
食
を
し
た
り
し
た
。

掛
軸
の
中
に
、
阿
弥
陀
様
の
掛
軸
が
あ
る
。

こ
の
阿
弥
陀
様
に
は
、
不
思
議
な
話
が
あ
る
。

霜
田
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
庭
に
穀
物
な
ど
の
干
し
物
を
し
て
留
守
に
な
っ
て
、
雨
が

降
っ
て
来
た
り
す
る
と
、
ち
ゃ
ん
と
干
し
物
が
取
り
込
ん
で
あ
る
と
い
う
。

夕
立
が
来
た
と
い
う
の
で
、
急
い
で
家
に
帰
っ
て
来
て
み
る
と
、
庭
の
干
し
も
ん

は
ち
ゃ
ん
と
取
り
込
ん
で
あ
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る
。
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そ
れ
で
、
こ
れ
は
、
阿
弥
陀
様
を
信
仰
し
て
い
る
の
で
、
阿
弥
陀
様
が
干
し
物
を

取
り
込
ん
で
く
れ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

昔
か
ら
、
そ
う
言
っ
て
い
る
。

-
ご
本
尊
様
の
こ
と

昔
は
、
矢
倉
の
霜
田
家
の
人
が
集
ま
っ
て
ご
本
尊
様
の
お
祭
り
を
し
て
居
た
と
い

〉
叶
ノ
。

こ
の
日
に
は
、
入
山
の
下
の
方
か
ら
も
、
草
津
の
方
か
ら
も
、
和
光
原
か
ら
も
お

参
り
に
来
た
。

昔
は
、
(
こ
の
辺
の
人
)
信
仰
対
象
と
し
て
は
、
こ
の
ご
本
尊
様
位
し
か
無
か
っ
た
。

頭
が
痛
け
り
ゃ
、
ご
本
尊
様
を
拝
み
に
来
た
。

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
で
拝
み
に
来
た
。



今
で
も
、
八
月
十
五
日
な
る
と
、
拝
み
に
来
て
く
れ
る
人
が
居
る
。

(
以
上

話
し
手

霜
田
か
ず
子
さ
ん

昭
和
九
年
生
ま
れ
)

入
山
字
矢
倉

-
矢
倉
の
阿
弥
陀
様
の
掛
軸
の
こ
と

矢
倉
の
霜
田
か
ず
子
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
は
、
阿
弥
陀
様
の
掛
軸
が
あ
る
。

盆
の
十
五
日
に
出
し
て
祭
っ
て
居
る
。

こ
の
掛
軸
の
こ
と
は
本
尊
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。

こ
の
掛
軸
は
、
昔
、
(
入
山
の
)
見
寄
か
ら
持
っ
て
来
た
と
い
う
話
も
あ
る
。

見
寄
に
は
大
日
如
来
の
仏
像
が
あ
り
祭
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
昔
は
矢
倉
に
あ

り
、
阿
弥
陀
さ
ん
と
取
り
替
え
っ
こ
を
し
た
と
い
う
話
も
あ
る
。
ま
た
、
阿
弥
陀
様

の
掛
軸
を
、
見
寄
の
人
が
竹
薮
の
中
に
捨
て
た
の
を
、
矢
倉
の
人
が
拾
っ
て
行
っ
た

と
言
う
話
も
あ
る
。

(
話
し
手

大
正
十
五
年
生
ま
れ
)

入
山
字
根
広

中
村
福
美
さ
ん

-
本
尊
様
へ
の
供
え
物

八
月
十
三
日
・
・
・
お
盆
様
が
来
た
晩
は
、
う
ど
ん
。

十
四
日
の
晩
・
・
・
ご
飯
を
炊
い
て
上
げ
る
。
(
お
椀
に
入
れ
て
あ
げ
る
)

十
五
日
に
は
、

本
尊
様
に
は
、

朝
は
、
ご
飯
。

昼
は
、
赤
飯
。
ブ
ド
ウ
の
葉
に
載
せ
て
、
お
椀
(
二
つ
)
に
入
れ
て
上
げ
る
。

夜
は
、
う
ど
ん
な
ど
。
家
の
者
が
食
べ
る
も
の
を
上
げ
る
。
(
普
通
の
皿
に
載

六合の民俗

せ
て
上
げ
る
。
)

十
日
夜

十
日
夜
の
こ
と

山
稼
ぎ
を
し
て
居
る
人
は
、
十
日
夜
に
は
全
部
、
山
か
ら
家
に
帰
っ
て
来
た
。

と
こ
ろ
が
、

一
人
、
因
業
な
人
が
居
て
、
そ
の
晩
、
山
小
屋
に
泊
ま
っ
て
居
た
つ

て
、
そ
う
し
た
ら
、
夜
中
に
、
山
小
屋
を
こ
じ
開
け
て
、
そ
の
人
の
用
意
し
て
置
い

た
夕
飯
を
か
つ
つ
あ
ら
っ
て
行
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
。

そ
の
人
は
、
夜
通
し
で
、
家
に
逃
げ
帰
っ
た
と
い
う
。

入
山
の
人
は
、
山
へ
行
っ
て
、
小
屋
を
掛
け
て
仕
事
を
し
て
い
て
も
、
十
日
夜
の

晩
に
は
家
に
帰
っ
て
来
た
と
い
う
。
家
族
と
一
緒
に
、
十
日
夜
の
晩
は
過
ご
す
よ
う

に
し
た
。
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あ
る
と
き
、

ヒ
シ
ャ
ク
と
か
、

メ
ン
パ
の
山
取
り
に
、
山
で
仕
事
を
し
て
居
た
人

が
、
十
日
夜
の
日
に
、

「
家
な
ん
ざ
へ
は
帰
ら
ね
え
。
山
で
十
日
夜
を
す
る
か
ら
」

と
一
言
っ
て
、

一
人
で
山
に
居
た
ら
、
夕
方
に
な
っ
て
、
急
に
雪
が
降
り
出
し
た
。

そ
れ
で
、
そ
の
人
は
、

「
こ
れ
で
は
、
こ
こ
に
い
て
も
、
仕
事
に
な
ん
ね
え
」

と
言
っ
て
、
家
に
帰
っ
て
来
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
雪
が
荒
れ
て
出
し
て
、
途

中
ま
で
帰
っ
て
来
た
が
、
と
う
と
う
山
の
中
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
。

次
、
ぐ
日
、
村
の
人
が
み
ん
な
で
行
っ
て
み
た
ら
、
途
中
で
、
背
負
っ
て
来
た
燃
し

し
木
を
燃
や
し
て
、
当
た
ろ
う
と
し
た
が
、
燃
せ
な
い
で
、
死
ん
で
居
た
と
い
う
。

十
日
夜
に
家
に
帰
ら
な
か
っ
た
人
に
、
罰
が
当
た
っ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

人
が
帰
る
と
き
に
は
帰
る
も
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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旧
暦
十
月
十
日
の
晩
に
、

カ
カ
シ
を
庭
に
立
て
た
。

丸
い
餅
(
飴
)
を
上
げ
た
。

カ
カ
シ
上
げ
は
、
十
日
夜
の
夜
の
行
事
で
あ
っ
た
。

カ
カ
シ
さ
ん
に
は
餅
を
し
ん
ぜ
た
。

こ
の
と
き
、
「
長
々
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
」
と
お
礼
を
言
っ
た
。

種
を
蒔
い
て
、
鳥
や
獣
に
掘
ら
れ
な
い
よ
う
に
と
、
番
を
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
の

お
礼
を
言
っ
た
訳
。

十
日
夜
の
と
き
に
は
、
子
供
が
、
藁
鉄
砲
(
ツ
ト
ッ
コ
)

で
、
家
の
周
り
を
叩
い

て
回
っ
た
。

こ
れ
は
、

モ
グ
ラ
が
土
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
十
日
夜
、
十
日
夜
、
十
日
夜
は
い
い
も
ん
だ
、
ょ
う
餅
食
っ
ち
ゃ
あ
、
腹
太
鼓
」

と
い
い
な
が
ら
、
藁
鉄
砲
を
叩
い
て
歩
い
た
。

十
日
夜
は
、

お
月
見
の
訳
と
い
う
。

十
日
夜
の
晩
に
晴
れ
る
と
、
餅
類
が
当
た
る
と
喜
ん
だ
。

「
十
日
夜
、
十
日
夜
、
タ
餅
食
つ
て
は
、
腹
太
鼓
。
た
あ
た
た
け
、
た
あ
た
た
け
」

山
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
、
十
日
夜
の
晩
に
、
山
小
屋
に
居
る
と
、
魔
物
が
来
て
、

山
小
屋
を
揺
す
っ
て
そ
こ
に
居
ら
れ
な
い
か
ら
、
十
日
夜
の
晩
は
、
家
に
帰
っ
て
来

る
も
ん
だ
と
言
っ
た
。

十
日
夜
の
晩
に
は
、
山
小
屋
に
居
る
も
ん
で
は
な
い
と
一
言
っ
た
。
魔
物
が
い
た
ず

ら
を
す
る
か
ら
と
い
う
。

-
十
日
夜
と
山
男

十
日
夜
に
は
、
山
に
泊
ま
る
も
ん
で
は
な
い
と
言
っ
た
。

こ
の
と
き
、
家
に
帰
っ
て
く
る
人
の
後
に
、
山
犬
が
つ
い
て
来
た
と
い
う
話
が
あ

る

(
話
し
手

六
合
村
根
広

中
村
福
美
さ
ん

-
十
日
夜
と
山
仕
事

山
仕
事
を
す
る
人
が
、
山
小
屋
に
い
て
も
、
十
日
夜
に
は
、
家
に
帰
っ
て
来
る
も

ん
だ
と
言
わ
れ
た
。

こ
の
日
、

マ
ド
ウ
が
や
っ
て
来
る
と
言
わ
れ
た
。
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-
十
日
夜
の
特
殊
行
事

十
日
夜
の
晩
に
、
昔
、
あ
る
と
こ
ろ
で
、
子
供
が
寝
て
か
ら
、
夫
婦
で
次
の
よ
う

な
行
事
を
し
た
家
が
あ
っ
た
と
い
う
。

お
っ
か
あ
は
、
汁
杓
子
で
、
自
分
の
お
な
か
を
た
た
く
。

亭
主
は
、
男
の
物
を
出
し
て
、

「
ア
ワ
ボ
、

ヒ
エ
ボ
、
こ
の
と
お
り
」

と
い
〉
つ
。

お
っ
か
あ
は
、

「
わ
た
し
の
カ
マ
ス
も
こ
の
と
お
り
」

と
い
い
な
が
ら
、

お
な
か
を
杓
文
字
で
た
た
く
と
一
一
一
一
日
う
。



-
昔
は
、「

十
日
夜
は
、
女
衆
の
年
取
り
だ
」

と
言
っ
た
。

「
こ
の
晩
は
、
女
衆
の
年
取
り
だ
か
ら
、
お
勝
手
仕
事
は
し
な
く
て
も
い
い
」

と
、
言
っ
た
。

(
話
し
手

大
正
七
年
生
ま
れ

、、_.;

六
合
村
根
広

中
村
け
さ
さ
ん

-
十
日
夜
の
こ
と

十
日
夜
に
は
餅
を
撞
い
た
。

こ
の
日
、
子
供
た
ち
は
、
藁
鉄
砲
を
作
っ
て
、
人
の
家
の
庭
を
叩
い
て
歩
い
た
。

本
家
の
ひ
い
じ
い
さ
ん
は
、
因
業
で
、
十
日
夜
の
晩
に
、
山
に
泊
ま
っ
て
も
、
何

の
こ
と
が
あ
る
か
と
言
っ
て
、
そ
の
晩
、
山
へ
泊
ま
っ
た
っ
て
。

犬
を
連
れ
て
、
鉄
砲
撃
ち
に
行
っ
た
。

そ
れ
で
、
山
小
屋
に
泊
ま
っ
て
居
た
ら
、
山
犬
が
来
た
。

小
屋
を
パ
サ
パ
サ
か
き
回
し
た
。

「
オ
オ
ン
」

と
鳴
い
て
居
た
と
い
う
。

じ
い
さ
ん
は
、
「
今
夜
は
山
犬
に
食
わ
れ
る
」
と
思
っ
て
居
た
と
い
う
。

連
れ
て
行
っ
た
猟
犬
は
小
屋
の
中
に
入
れ
ず
に
、
戸
を
閉
め
て
居
た
と
い
う
。

そ
の
内
に
、
山
犬
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
の
で
、
山
小
屋
を
逃
げ
出
し

た
と
い
う
。

六合の民俗

じ
い
さ
ん
は
、
家
に
帰
っ
て
来
る
途
中
、

「
十
二
様
、
十
二
様
、
二
つ
玉
で
ご
ざ
る
」
と
い
い
な
が
ら
、
空
鉄
砲
を
撃
っ
た

と
い
〉
つ
。

そ
の
言
葉
を
、
繰
り
返
し
な
が
ら
、
家
に
帰
っ
て
来
た
と
い
う
。

山
犬
は
、
後
を
追
い
か
け
て
来
て
も
、
空
鉄
砲
を
撃
つ
と
、
少
し
の
聞
は
動
か
な

い
で
居
る
。

じ
い
さ
ん
は
、
そ
の
聞
に
逃
げ
て
来
た
と
い
う
。

じ
い
さ
ん
は
、
空
鉄
砲
を
撃
ち
、
撃
ち
、
逃
げ
て
来
て
、
家
の
中
へ
逃
げ
込
ん
だ

と
い
〉
つ
。

翌
朝
見
る
と
、
じ
い
さ
ん
の
猟
犬
が
、
村
外
れ
で
、
骨
だ
け
に
な
っ
て
居
た
と
い
う
。

(
話
し
手

六
合
村
根
広

中
村
け
さ
さ
ん
)

-
十
日
夜
の
晩
の
こ
と

野
反
湖
の
山
の
奥
に
、
山
師
が
メ
ン
パ
の
材
料
を
取
り
に
行
っ
た
。

旧
暦
十
月
十
日
の
晩
の
事
で
あ
る
。
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そ
し
た
ら
、

一
本
眼
の
人
が
出
て
来
て
、

「
今
夜
食
う
べ
え
か
、
明
日
の
晩
に
食
う
べ
え
か
」

と
言
っ
た
。

そ
の
山
師
の
人
は
、
信
州
の
善
光
寺
さ
ん
へ
行
っ
て
、
拝
ん
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
、

善
光
寺
さ
ん
の
御
判
を
戴
い
て
い
て
助
か
っ
た
と
い
う
。

一
本
眼
に
食
わ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
は
、
十
日
夜
の
晩
に
は
、
山
に
は
と
ま
ら
な
い
と
い
う
。

十
日
夜
に
は
、
(
お
月
様
に
)
切
り
餅
を
し
ん
ぜ
た
。

お
月
様
に
上
げ
る
切
り
餅
の
数
は
特
に
決
ま
っ
て
居
な
か
っ
た
。

お
月
様
へ
の
供
え
物
は
、
二
階
に
上
げ
た
。
野
菜
も
一
緒
に
上
げ
た
。



俗

-
十
日
夜
と
魔
道

民

十
日
夜
の
晩
に
は
家
で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と

そ
の十

日
夜
の
晩
に
は
、
山
へ
仕
事
に
行
っ
て
居
て
も
、
必
ず
、
家
に
帰
っ
て
来
い
と

言
わ
れ
て
い
た
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
こ
の
晩
に
は
、

一
本
眼
が
出
る
か
ら
、

家
に
帰
っ
て
居
ろ
と
言
わ
れ
て
居
た
。

(
話
者

昭
和
十
一
年
生
ま
れ
)

入
山
字
世
立

山
本
美
代
子
さ
ん

そ
の十

日
夜
の
晩
に
は
、
山
の
中
に
入
っ
て
居
て
も
、
魔
道
が
出
る
か
ら
、
こ
の
日
は
、

家
に
帰
れ
と
言
わ
れ
て
居
た
。

(
話
者

大
正
十
五
年
生
ま
れ
)

入
山
字
根
広

中
村
福
美
さ
ん

旧
暦
の
十
月
十
日
に
行
わ
れ
る
十
日
夜
は
、
収
穫
祭
で
あ
る
と
い
う
。

山
梨
県
の
よ
う
に
、
四
月
十
日
に
山
か
ら
下
り
て
来
た
田
の
神
が
、
こ
の
日
、
十

月
十
日
に
山
に
帰
る
日
と
し
て
居
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
十
日
夜

が
、
稲
の
収
穫
祭
の
神
送
り
の
日
で
も
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

本
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
農
業
と
の
係
わ
り
あ
い
は
表
に
は
出
て

居
な
い
。
「
大
根
の
年
取
り
」
と
い
う
の
が
一
般
的
な
十
日
夜
の
総
括
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
農
業
に
と
っ
て
大
事
な
年
中
行
事
で
あ
る
十
日
夜
に
対
し
て
、
入

山
で
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
説
明
を
行
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

入
山
の
人
達
の
山
仕
事
に
、
な
ぜ
、
魔
道
が
出
て
来
る
の
か
。

十
日
夜
の
晩
に
な
ぜ
山
で
過
ご
し
て
は
い
け
な
い
の
か
。

そ
の
こ
と
が
、
命
に
係
わ
る
ほ
ど
の
重
罪
な
の
か
。

こ
れ
ほ
ど
大
き
な
こ
と
、
重
い
こ
と
を
、
魔
道
が
一
方
的
に
決
定
す
る
こ
と
が
出

来
る
の
は
な
ぜ
か
。

別
の
立
場
か
ら
見
る
と

山
人
は
、
家
に
帰
っ
て
何
を
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
居
る
の
か
。

言
い
変
え
る
と
、
山
人
の
、
こ
の
日
の
役
目
は
何
か
。
山
人
は
、
主
人
か
、
若
い
衆
か
。

十
日
夜
の
祭
り
を
ど
の
よ
う
な
形
に
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
居
る
の
か
。

入
山
の
十
日
夜
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
た
行
事
な
の
か
。

も
う
一
つ
別
の
立
場
か
ら

魔
道
が
、
誰
も
居
な
い
と
こ
ろ
で
、
自
由
気
ま
ま
な
行
動
が
し
た
い
か
ら
。

十
日
夜
様
の
昇
天
を
邪
魔
さ
れ
な
い
た
め
に
。

-
十
日
夜
の
藁
鉄
砲
の
歌

十
日
夜
、
十
日
夜
、
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十
日
夜
は
い
い
も
ん
だ
。

朝
そ
ば
き
り
に
、
昼
団
子
、

ょ
う
餅
食
っ
ち
ゃ
、
腹
太
鼓

た
あ
た
た
け
、
た
あ
た
た
け
。

入
山
の
神
の
信
仰

山
神
様

-
山
の
神
様
の
こ
と

山
も
神
様
の
こ
と
は
、
十
二
様
と
い
う
。



春
先
、

一
団
組
っ
た
。

五
月
八
日
に
租
っ
た
。
こ
の
日
は
、
端
午
の
節
句
の
最
後
の
日
(
お
仕
舞
い
)

あ
る
。
こ
の
日
は
、
オ
ボ
タ
テ
を
す
る
。

小
豆
の
ご
飯
を
炊
い
て
、
魚
と
一
緒
に
持
っ
て
行
っ
て
山
へ
上
げ
て
く
る
。

こ
の
日
、
小
豆
飯
を
炊
い
て
山
の
神
様
(
山
犬
さ
ん
に
上
げ
る
)

に
あ
げ
る
の
で

あ
る
。山

犬
さ
ん
は
、
山
の
神
様
の
下
使
い
で
あ
る
。

山
犬
さ
ん
が
子
を
生
や
す
の
で
、
「
山
犬
さ
ん
の
オ
ボ
タ
テ
」
と
い
う
わ
け
。

さ
ん
だ
ら
ぺ
え
し
の
上
に
紙
を
敷
い
て
、

そ
の
上
に
小
豆
飯
を
載
せ
て
持
っ
て

行
っ
た
。

小
豆
飯
に
、

ニ
シ
ン
を
添
え
て
持
っ
て
行
っ
た
。

小
豆
飯
を
、
山
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
上
げ
て
来
た
の
で
あ
る
。

小
豆
飯
を
下
げ
て
分
け
て
、
オ
ゴ
フ
ウ
だ
と
言
っ
て
、
蕗
の
葉
に
載
せ
て
、
山
か

ら
も
ら
っ
て
き
た
。

こ
の
オ
ゴ
フ
ウ
を
、
子
供
が
分
け
て
も
ら
っ
て
戴
い
た
。

お
頭
が
、
公
民
館
で
煮
た
の
を
分
け
て
も
ら
っ
た
。

家
の
者
が
、
蕗
の
葉
つ
ば
を
持
っ
て

(
小
豆
飯
を
)
も
ら
い
に
行
っ
た
。

こ
の
小
豆
飯
を
食
べ
る
と
、
丈
夫
に
な
る
。
ま
め
に
な
る
と
言
わ
れ
た
。

女
の
人
は
、
月
の
巡
り
の
と
き
に
は
、
高
い
山
に
し
か
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
言
つ

た

六合の民俗

-
オ
ボ
ヤ
サ
ン

旧
の
五
月
五
日
の
節
句
の
日
に
、

ム
ラ
の
お
頭
さ
ん
が
、
前
日
に
小
さ
な
平
茶
碗

に
一
杯
の
米
を
各
戸
か
ら
集
め
て
お
い
て
、
子
供
達
を
引
き
連
れ
て
、
エ
ノ
ク
ボ
(
犬

の
窪
)

へ
行
き
、
小
豆
を
用
意
し
て
行
っ
て
、
小
豆
飯
を
炊
い
た
。
そ
の
小
豆
飯
を

フ
キ
の
葉
つ
ば
を
取
っ
て
来

鍋
蓋
に
盛
っ
て
、
山
犬
さ
ん
に
し
ん
ぜ
た
。
そ
こ
で
、

で

れ
に
盛
り
付
け
て
、
子
供
達
に
食
わ
せ
た
。

さ
せ
て
、
そ
の
葉
つ
ば
を
二
枚
向
き
合
わ
せ
て
、
茶
碗
の
よ
う
に
し
て
小
豆
飯
を
そ

エ
ノ
ク
ボ
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
山
犬
が
子
育
て
を
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
。

そ
こ
に
は
人
聞
が
一
人
横
に
な
っ
て
入
れ
る
く
ら
い
の
岩
穴
で
あ
る
。

そ
の
そ
ば
に
平
ら
な
所
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
小
豆
飯
を
炊
い
た
。

こ
の
行
事
は
、
山
犬
に
小
豆
飯
を
進
ぜ
る
行
事
。

歩
け
る
赤
ん
坊
か
ら
、
子
守
ま
で
の
子
供
が
参
加
し
た
。

事
を
や
っ
て
い
た
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

山
犬
さ
ん
は
、
狼
と
違
っ
て
お
と
な
し
い
。
人
に
馴
染
む
と
い
う
の
で
、
こ
の
行

(
話
し
手

山
崎
忠
一
さ
ん

入
山
長
平

八
六
歳

調
査
)
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オボタテの小豆飯
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生
須
の
ウ
プ
ヤ
シ
ナ
イ
の
こ
と

民

生
須
の
プ
ラ
ク
の
北
に
山
が
あ
る
。
辰
の
口
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

そ
の
山
の
名
は
、
「
う
っ
こ
お
し
」
と
い
う
。
東
平
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

こ
の
山
は
、
岩
山
で
あ
る
。
も
の
す
ご
い
岩
が
あ
る
。
岩
に
丸
い
穴
が
あ
い
て
い

る
。
そ
の
穴
は
、
子
供
は
楽
に
く
ぐ
れ
た
。
大
人
は
、
そ
の
穴
の
こ
と
を
水
穴
(
み

ず
あ
な
)
と
言
っ
て
い
た
。

五
月
五
日
に
、
そ
の
穴
に
雪
を
入
れ
て
お
い
た
。
村
中
の
人
が
出
て
、
そ
の
作
業

を
し
た
。
氷
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。

村
に
病
人
が
出
る
と
、
こ
こ
か
ら
氷
を
も
ら
っ
て
き
た
。
岩
穴
に
氷
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

こ
の
山
に
は
、
不
動
様
が
租
つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
不
動
様
は
、
生
須
プ
ラ
ク
を
守
つ

て
く
れ
て
い
た
。

五
月
五
日
が
ウ
プ
ヤ
シ
ナ
イ
の
日
で
あ
っ
た
。

こ
の
前
日
に
、
山
の
下
草
刈
り
を
や
っ
た
。

こ
の
と
き
に
は
、
ク
ミ
ガ
シ
ラ
が
祭
り
の
用
意
を
し
て
く
れ
た
。

こ
の
目
、

ム
ラ
の
公
民
館
で
ク
ミ
の
人
達
が
、
ウ
プ
ヤ
シ
ナ
イ
の
祭
り
の
お
祝
い

を
し
た
。
飲
み
食
い
を
し
た
。

子
供
達
は
、
お
こ
わ
を
も
ら
い
に
行
っ
た
。

ふ
だ
ん
は
、

ヒ
エ
飯
を
食
べ
て
い
た

時
代
で
あ
る
。
山
の
麓
ま
で
子
供
は
、
お
こ
わ
(
煮
ご
わ
め
し
)
を
も
ら
い
に
行
つ

た
。
山
の
ふ
も
と
ま
で
行
く
と
、
に
ご
わ
め
し
を
も
ら
っ
て
食
え
た
の
で
あ
る
。

こ
の
と
き
は
、
し
ら
き
た
さ
ん
を
拝
ん
だ
。

こ
の
行
事
は
、
今
で
も
や
っ
て
い
る
。

(
以
上
、
話
し
手

昭
和
四
年
生
ま
れ
)

生
須

黒
岩

勇
さ
ん

十
二
様
の
こ
と

十
二
様
に
は
、
子
供
が
十
二
人
い
る
と
い
う
。

未
婚
の
人
と
か
、
子
供
を
産
む
人
は
、
十
二
様
に
上
げ
た
も
の
を
食
べ
て
は
い
け

な
い
と
言
っ
た
。

十
二
様
を
祭
る
人
も
あ
る
し
、
掛
け
軸
を
掛
け
な
い
で
祭
る
人
も
あ
る
。

板
に
「
山
神
様
」
と
書
い
て
祭
っ
た
人
も
あ
っ
た
。

そ
の
「
山
神
様
」

お
神
酒
を
上
げ
て
拝
ん
だ
プ
ラ
ク
も
あ
っ
た
。

の
板
の
前
に
、

こ
こ
に
は
、
十
二
様
の
掛
け
軸
は
な
い
。

山
の
神
様
は
、
十
二
様
と
言
っ
て
、
女
の
神
様
で
あ
る
と
い
う
。

生
魚
、
生
肉
な
ど
は
上
げ
な
い
。

お
灯
明
、

お
神
酒
を
上
げ
る
。

-
十
二
様
の
お
祭
り
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月
の
十
二
日
に
十
二
様
を
祭
っ
た
。

特
に
、
十
二
月
十
二
日
に
は
、
山
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
が
、
山
小
屋
で
、
十
二

様
を
祭
っ
た
。

一
月
十
二
日
に
は
、
自
分
の
家
で
、
個
人
で
十
二
様
を
祭
っ
た
。
十
二
様
の
お
祭

り
は
個
人
で
し
た
。
家
の
中
に
十
二
様
の
御
幣
束
を
祭
つ
で
あ
る
。
そ
の
御
幣
束
を

拝
ん
で
い
る
。

和
光
原
で
十
二
様
の
掛
け
軸
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。
鏡
学
院
と
い
う
法
印
さ
ん
宅

に
掛
け
軸
が
あ
っ
た
。

普
通
の
家
に
は
、
十
二
様
の
掛
け
軸
は
な
い
。

-
十
二
様
の
窓
木



十
二
様
の
窓
木
は
切
る
な
と
い
う
。

窓
木
と
い
う
の
は
、
元
は
一
本
で
、
途
中
で
二
本
に
別
れ
、
そ
れ
か
ら
先
へ
行
つ

て
ま
た
く
っ
つ
い
て
い
る
木
の
こ
と
で
あ
る
。

窓
木
を
切
る
と
、
怪
我
を
す
る
と
言
っ
た
。

な
お
、
十
二
日
は
、
十
二
様
の
日
だ
か
ら
、
木
を
切
る
な
と
言
っ
た
。

-
上
棟
式
の
こ
と

上
棟
式
の
こ
と
は
、
タ
テ
マ
エ
と
い
う
。

こ
の
と
き
餅
を
投
げ
る
と
い
う
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。

家
が
仕
上
が
っ
た
時
に
は
、
十
二
様
(
お
宮
)

の
と
こ
ろ
へ
施
主
が
、

餅
、
お
神
酒
、
お
さ
ご

を
持
っ
て
、
お
参
り
に
行
っ
て
来
た
。

東
へ
向
け
て
上
げ
て
、
拝
ん
で
来
る
。

家
を
建
て
る
に
就
い
て
、
木
を
切
っ
た
と
こ
ろ
へ
供
え
物
を
し
て
来
る
。

こ
れ
は
、
十
二
様
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
で
あ
る
と
い
う
。

禁
忌
作
物
の
こ
と

梨
木
で
き
ゅ
う
り
を
作
ら
な
い
こ
と

昔
は
、
伊
勢
か
ら
御
師
さ
ん
が
大
神
宮
様
の
お
札
を
背
負
っ
て
来
て
、

六合の民俗

配
っ
た
。
御
師
さ
ん
は
、
村
の
中
で
は
、
「
ト
ン
カ
ン
、
ト
ン
カ
ン
」
藁
を
た
た
い
て
、

お
札
を

草
履
を
作
っ
て
居
た
。

御
師
さ
ん
が
、
聞
い
た
。

「
明
日
、
何
す
る
ん
だ
」

「
鬼
退
治
に
行
く
ん
だ
」

村
の
人
た
ち
は
、
御
師
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
お
札
の
代
金
が
欲
し
か
っ
た
の
だ
。

御
師
さ
ん
は
、
沢
に
追
い
詰
め
ら
れ
て
、

そ
こ
で
殺
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
お
金
を
取

ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
。

(
御
師
さ
ん
の
殺
さ
れ
た
沢
は
、
後
で
、

お
し
の
沢
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
〉
つ
。
)

こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
、
村
の
て
え
が
、
伊
勢
参
り
に
行
く
と
、
梨
木

の
村
が
焼
け
る
ん
だ
っ
て
。
村
の
で
は
、
こ
り
ゃ
あ
罰
が
当
た
っ
た
、
と
言
っ
て
、

「
こ
れ
か
ら
は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
絶
対
に
作
ら
ね
え
か
ら
、
勘
弁
し
て
く
れ
」

っ
て
、
願
掛
け
た
。
ま
た
、
伊
勢
参
り
に
も
行
か
な
い
と
い
う
。

こ
れ
は
、
実
話
で
あ
る
。
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今
で
も
こ
の
し
き
た
り
は
守
ら
れ
て
い
る
。

梨
木
の
人
は
キ
ュ
ウ
リ
を
作
ら
な
い
。

昔
、
梨
木
で
旅
の
御
師
を
泊
め
た
。

そ
の
家
の
人
が
、
そ
の
と
き
、
わ
ら
じ
を
作
っ
て
い
た
。

(
そ
れ
を
見
た
)
御
師
が
言
っ
た
。

「
皆
さ
ん
、
働
き
ま
す
ね
」

「
明
日
、
し
し
追
い
を
す
る
。
明
日
は
早
い
」

実
は
、
村
の
人
は
、
(
旅
を
す
る
)
御
師
の
後
を
つ
け
て
行
っ
て
、
襲
っ
て
、
金

を
取
ろ
う
と
し
て
い
た
の
だ
。

そ
れ
を
(
知
っ
て
か
)
、
御
師
は
、

「
し
し
は
わ
た
し
で
し
ょ
う
」



俗

と
、
言
っ
た
。

民

(
村
の
人
は
)
旅
の
御
師
に
見
透
か
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

村
の
人
は
、
御
師
を
殺
し
た
。
そ
し
て
、
御
師
の
持
っ
て
い
た
金
を
取
っ
て
し
ま
っ

た。
そ
し
た
ら
、
そ
の
後
で
罰
が
当
た
っ
た
。

そ
れ
で
、
梨
木
の
人
は
、

「
こ
れ
か
ら
、
末
代
ま
で
、
キ
ュ
ウ
リ
を
作
ら
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く
れ
」

と
、
謝
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
で
、
梨
木
の
人
は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
作
ら
な
い
と
い
う
。

日
影
の
冨
沢
一
家
の
禁
忌
作
物

日
影
の
富
沢
一
家
で
は
、
里
芋
と
胡
麻
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。

富
沢
家
の
先
祖
が
、
む
か
し
、
里
子
の
葉
っ
ぱ
で
滑
っ
て
転
ん
で
、
胡
麻
の
殻
で

目
を
突
い
た
。
そ
の
た
め
に
、
富
沢
一
家
で
は
、
片
方
の
目
が
細
い
と
い
う
。

今
で
も
、
里
芋
と
胡
麻
を
作
ら
な
い
。

胡
麻
の
代
わ
り
に
イ
グ
サ
を
作
っ
て
い
る
。

(
話
し
手

六
合
村
日
影

富
沢
一
義
さ
ん

明
治
二
十
一
年
生
ま
れ

昭
和

五
十
年
調
査
)

白
根
さ
ん
の
氏
子

禁
忌
作
物

草
津
の
白
根
さ
ん
の
氏
子
は
、
里
芋
と
胡
麻
を
作
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。

昔
、
白
根
さ
ん
が
、
里
子
の
殻
で
滑
っ
て
転
ん
で
、
胡
麻
の
木
で
目
を
突
い
た
た

め
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
、
こ
の
辺
の
人
は
、
今
で
も
、
里
芋
と
胡
麻
を
作
ら
な
い
。

(
話
し
手

六
合
村
生
須

話
者
不
明

昭
和
五
十
年
調
査
)

(
話
し
手

六
合
村
太
子

昭
和
五
十
年
調
査
)

話
し
手
不
詳

白
根
さ
ん
の
氏
子
は
、
里
芋
と
胡
麻
は
作
る
な
と
一
言
う
。

昔
、
白
根
さ
ん
が
里
芋
の
殻
で
滑
っ
て
転
ん
で
、
胡
麻
の
木
で
目
を
突
い
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
に
、
白
根
さ
ん
の
氏
子
は
片
方
の
眼
が
細
い
と
い
う
。

(
話
し
手

明
治
二
十
三
年
生
ま
れ

昭
和

六
合
村
日
影

茂
木
こ
い
さ
ん

五
十
年
調
査
)

四

根
広
は
ユ
ウ
ガ
オ
を
作
ら
な
い
こ
と

根
広
の
人
の
場
合
も
同
じ
事
情
で
あ
っ
た

昔
、
旅
の
僧
が
根
広
に
や
っ
て
来
た
。

そ
の
僧
は
鏡
を
持
っ
て
い
た
。

622 

そ
し
て
、
そ
の
鏡
を
(
村
の
)
子
供
に
見
せ
た
。

子
供
は
、
珍
し
が
っ
て
、
鏡
を
覗
い
た
。

親
た
ち
は
、
畑
う
な
い
を
し
て
居
た
。
そ
し
て
、

エ
ン
ガ
で
旅
の
僧
を
殺
し
て
、

鏡
を
取
っ
て
、
子
供
に
与
え
た
。
そ
の
後
、
根
広
の
人
に
罰
が
当
た
っ
た
。

そ
の
た
め
に
、
根
広
の
人
は
、
罪
滅
ぼ
し
と
し
て
、

「
ユ
ウ
ガ
オ
を
作
ら
な
い
か
ら
勘
弁
し
て
く
れ
」

と
頼
ん
だ
。

根
広
の
人
は
、
鏡
を
埋
め
て
、
そ
の
上
に
、
大
き
な
石
を
載
せ
て
、
熊
野
社
と
し

て
祭
っ
た
い
う
。

(
話
し
手

六
合
村
根
広

中
村
福
美
さ
ん

大
正
十
五
年
生
ま
れ
)



ツ
レ
に
行
く
と
い
う
こ
と

ツ
レ
ニ
イ
グ

-
近
所
の
人
が
亡
く
な
る
と
、

一
週
間
く
ら
い
、
そ
の
家
に
、
近
所
の
人
が
行
っ
て

泊
ま
っ
て
来
た
。

そ
れ
は
、
家
族
を
亡
く
し
た
人
が
、
寂
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
こ
う
し
た
の
だ

と
い
旨
つ
。

夕
飯
を
食
べ
て
か
ら
行
っ
た
。

十
日
間
く
ら
い
は
や
っ
て
い
る
。
今

(
1
9
9
5
年
)

で
も
や
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
、
「
ツ
レ
ニ
イ
グ
」
と
言
っ
た
。

そ
の
家
に
行
っ
て
、
話
を
し
て
、
泊
ま
っ
て
来
た
。

見
寄
で
は
、
大
晦
日
に
は
や
ら
な
か
っ
た
。

各
家
か
ら
、

一
人
ず
つ
行
っ
た
。

そ
の
家
の
人
を
、
慰
め
て
来
る
わ
け
。

線
香
を
上
げ
て
来
た
。

(
話
し
手

六
合
村
入
山
字
見
寄

山
本
新
十
郎
さ
ん

大
正
十
四
年
生
ま
れ

町
/
但
/
ロ

T
E
L
)
 

-
こ
れ
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
様
子
に
よ
る
。

例
え
ば
、
八

O
歳
と
言
う
よ
う
な
高
齢
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
は
、

ツ
レ
に

は
行
か
な
い
。

六合の民俗

若
い
人
が
亡
く
な
っ
て
、
同
情
に
値
す
る
様
な
時
に
行
く
。

家
族
の
人
が
、

ひ
ん
や
り
し
て
い
る
と
き
に
行
く
。

人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、

一
O
Oパ
ー
セ
ン
ト
行
く
の
で
は
な
い
。

近
所
の
人
、
身
内
の
人
が
行
っ
た
。

川
内
ヂ
」
、

i
l
 規
則
が
あ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
。

一軒、

一
人
行
っ
た
。

わ
た
し
の
場
合
、
父
親
が
早
く
死
ん
だ
。

子
供
と
か
あ
ち
や
ん
だ
け
に
な
っ
た
。

(
そ
の
と
き
)
近
所
の
人
、
身
内
の
人
が
一
週
間
か
、
十
日
間
く
ら
い
来
て
く
れ
た
。

(
話
し
手

草
津
町
草
津

山
本
越
太
郎
さ
ん

大
正
生
ま
れ

釘
/
但
/
日

T
E
L
)
 

近
所
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
近
所
の
人
と
か
、
身
内
の
人
が
、
そ
の
家
の

人
が
寂
し
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
来
て
く
れ
た
。
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そ
の
家
に
は

(
余
分
の
)
布
団
が
な
い
の
で
、
布
団
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。

こ
れ
は
、
亡
く
な
っ
た
人
の
年
齢
に
は
、
特
に
関
係
は
な
い
。

そ
の
日
数
は
、
忙
し
い
と
き
と
、
暇
な
と
き
で
は
違
っ
た
。

昔
は
、
四
十
九
日
の
こ
ろ
ま
で
来
て
く
れ
た
。

今

(
1
9
9
5
年
)
か
ら
、

一
五
年
前
に
女
房
が
亡
く
な
っ
た
。

こ
の
と
き
、

せ
が
れ
と
二
人
で
、
布
団
を
何
人
分
も
敷
い
て
、
(
人
の
来
て
く
れ

る
の
を
)
持
っ
て
い
た
。

一
人
で
も
、
二
人
で
も
、
来
て
く
れ
る
と
有
り
難
か
っ
た
。

今
で
も
、
た
ま
に
は
ツ
レ
ニ
イ
グ
人
が
あ
る
。
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ふ
だ
ん
の
支
度
で
行
っ
た
。

民

寝
る
に
行
く
だ
け
で
あ
っ
た
。

各
家
で
、

一
人
ず
つ
行
く
。

大
晦
日
に
は
、
そ
の
一
年
間
で
人
が
亡
く
な
っ
た
家
に
お
見
舞
い
に
行
っ
た
。

「
さ
み
し
い
年
越
し
」
と
一
言
う
の
で
、
慰
め
に
行
っ
た
。

根
広
で
は
、
家
に
よ
っ
て
は
、
ム
ラ
中
の
人
に
来
て
貰
う
と
、
寝
る
場
所
が
な
い
。

そ
こ
で
、
班
く
ら
い
の
人
に
来
て
貰
う
こ
と
が
限
度
で
あ
る
。

ツ
レ
に
は
、
近
所
の
人
、
親
戚
の
人
が
来
て
く
れ
た
。

施
主
が
お
茶
を
出
し
て
く
れ
た
。

特
に
ご
ち
そ
う
は
な
か
っ
た
。

よ
く
よ
く
寝
る
間
際
に
来
て
く
れ
る
人
も
あ
っ
た
。

早
く
夕
飯
を
食
べ
て
、
待
っ
て
い
る
場
合
も
あ
っ
た
。

ツ
レ
ニ
イ
グ
と
い
う
の
は
、
入
山
全
体
で
や
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

根
広
で
も
、
和
光
原
で
も
、
引
沼
で
も
、
世
立
で
も
や
っ
て
い
た
。

根
広
の
場
合
だ
と
、
根
広
の
人
だ
け
が
来
て
く
れ
た
。

ツ
レ
ニ
イ
グ
と
い
う
こ
と
は
、
受
け
る
方
か
ら
い
え
ば
、
心
の
支
え
に
な
っ
た
。

(
話
者

入
山
手
根
広

話
者
不
明
)

病
人
駕
篭
の
こ
と

病
人
駕
篭

-
根
広
に
は
、
今
で
も
病
人
駕
篭
が
あ
る
。

昔
、
大
病
人
を
こ
の
駕
篭
に
乗
せ
て
、
草
津
の
医
者
の
と
こ
ろ
ま
で
連
れ
て
行
つ

た
と
い
う
。

-
入
山
で
は
、
人
が
死
ぬ
と
き
で
な
い
と
、
医
者
に
見
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。

重
病
人
は
、
駕
篭
に
乗
せ
て
、
草
津
ま
で
全
力
で
送
っ
て
行
っ
た
。
駕
篭
を
交
替

で
担
い
で
行
っ
た
。

病
人
の
家
で
は
、
焼
酎
と
肴
を
用
意
し
て
駕
篭
を
担
い
で
行
っ
た
ム
ラ
の
人
が

帰
っ
て
く
る
の
を
待
っ
て
い
た
と
い
う
。

入
山
の
昔
の
病
人
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
死
ん
で
行
っ
た
と
い
う
。

病
人
の
家
で
は
、

ム
ラ
の
人
に
ご
苦
労
見
舞
い
を
し
た
の
で
あ
る
。

昔
の
入
山
の
人
に
と
っ
て
は
、
医
者
は
、
死
亡
診
断
書
を
書
く
だ
け
の
役
目
だ
っ

た
の
だ
。

(
話
し
手

中
之
条
町
西
中
之
条
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大
正
十
年
生
ま
れ

奈
良
秀
重
さ
ん

刀口

h
u

H
M
H
n
ィ
t
A
I

六
O
/
O四
/
一
八
調
査
)

病
人
龍
は
二
人
で
担
い
だ
。

(
駕
龍
に
乗
っ
た
)
病
人
の
近
所
の
人
が
担
い
だ
。

死
人
も
(
龍
に
載
せ
て
)
草
津
ま
で
担
い
で
行
っ
た
。

死
亡
診
断
書
を
作
っ
て
も
ら
い
に
、
草
津
ま
で
行
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

(
話
し
手

草
津
町
草
津

山
本
越
太
郎
さ
ん

大
正
五
年
六
合
入
山
の
生
ま
れ
)

病
人
は
草
津
へ
運
ん
だ
。

草
津
へ
の
道
は
、
上
り
下
り
が
あ
っ
た
。

坂
を
下
り
る
と
き
に
は
、
背
の
高
い
人
が
前
を
担
い
だ
。
背
の
低
い
人
が
後
ろ
を

担
い
だ
。
こ
う
し
て
前
後
の
高
さ
を
平
に
し
た
。



病
人
寵
の
、
草
津
へ
の
コ

1
ス
は
、

根
広

長
平

倉

上
げ
れ
ば
草
津
で
あ
る
。

根
広
か
ら
草
津
ま
で
は
二
里
あ
っ
た
。

田
代
原

大
沢

こ
こ
を
上
り

担
、
ぎ
手
は
、
交
替
し
な
が
ら
担
い
で
行
っ
た
。

年
を
取
っ
た
人
は
重
い
か
ら
い
や
だ
と
い
っ
た
。

行
き
だ
け
で
、
帰
り
に
は
、
用
事
が
あ
る
か
ら
と
か
、
何
だ
か
ん
だ
文
句
を
言
つ

で
担
い
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

て
、
担
ぎ
手
が
逃
げ
て
仕
舞
っ
た
。
あ
る
と
き
な
ど
は
、
二
人
だ
け
で
、
交
替
な
し

寵
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。

現
在
の
根
広
の
病
人
龍
は
、
津
渡
か
ら
買
っ
て
き
た
も
の
と
い
う
。

昭
和
参
年
拾
壱
月
十
五
日

御
大
典
記
念

沢
渡
温
泉
亀
田
屋
ヨ
リ
買
求
メ

代
参
円
也

根
広
組
一
同
所
有

こ
の
龍
の
大
き
さ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

担
、
ぎ
棒

長
さ

2
4
8
セ
ン
チ

太
さ

径
9
セ
ン
チ

高
さ

9
7
セ
ン
チ

六合の民俗

龍
の
高
さ

5
4
セ
ン
チ

市首

5
9
セ
ン
チ

龍
の
台

5
3
×

5
0
 

背
も
た
れ

5
2
セ
ン
チ

肩
の
幅

4
1
セ
ン
チ

登
り
坂
に
差
し
掛
か
っ
た
と
き
に
は
、
担
、
ぎ
手
が
後
ろ
か
ら
押
し
て
も
ら
っ
た
と

、‘4

・・v
n》

B
V
J
i
 

病
人
龍
に
乗
せ
て
行
っ
た
病
人
が
、
途
中
で
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
戸
板
に
蚕

を
飼
う
龍
を
載
せ
て
、
布
団
を
敷
い
て
、
死
人
(
仏
様
)
を
乗
せ
て
、
寵
も
載
せ
て
、

四
人
で
、
戸
板
を
紐
で
吊
し
て
担
い
で
、
草
津
の
医
者
の
と
こ
ろ
ま
で
運
ん
で
行
つ

た
戸
板
を
用
意
し
て
く
れ
た
者
に
は
、
途
中
で
手
当
を
出
し
た
。

死
人
は
、
病
人
龍
に
は
乗
せ
な
か
っ
た
。
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重
病
人
で
な
い
と
、
医
者
に
は
連
れ
て
行
か
な
か
っ
た
。

富
山
の
薬
を
飲
ん
だ
り
し
て
居
た
。

病
人
が
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
る
と
、
病
人
龍
に
乗
せ
て
担
、
ぎ
出
し
た
。

病
人
龍
に
乗
せ
て
草
津
ま
で
行
っ
て
、
草
津
か
ら
無
事
に
帰
っ
て
き
た
人
も
あ
っ

た
。
大
丈
夫
と
い
う
と
き
に
連
れ
帰
っ
た
。

病人駕籍(根広)

伝
染
病
の
患
者
を
運
ぶ
と
き
は
、
後
ろ
を
担
ぐ
の
が
い
や
だ
っ
た
と
い
う
。

草
津
の
栗
生
楽
泉
園
へ
も
連
れ
て
行
っ
た
。

草
津
に
は
、
当
時
、



俗

石
田
、
内
山
、
布
施
の
三
人
の
医
者
が
居
た
。

民

重
病
人
は
、
大
体
、
こ
の
三
人
の
お
医
者
さ
ん
に
掛
か
っ
て
居
た
と
い
う
。

入
山
の
病
人
駕
龍

「
病
人
駕
龍
」
の
問
題
は
、
山
村
の
小
地
域
(
小
字
)
を
舞
台
と
す
る
「
人
間
の

命
の
終
わ
り
」
に
関
す
る
テ

1
マ
で
あ
る
。
集
約
す
れ
ば
老
人
問
題
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
入
山
地
区
で
は
、
「
病
人
駕
龍
」

の
習
俗
の
中
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
「
病
人
駕
寵
」

の
テ

1
マ
を
設
定
さ
せ
た
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
草
津
の

医
療
施
設
の
存
在
で
あ
る
。

入
山
地
区
の
近
く
に
お
医
者
さ
ん
の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

山
村
の
中
の
都
市
的
環
境
の
存
在
で
あ
る
。

ど
こ
に
で
も
成
り
立
つ
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
他
に
も
、
こ
の
「
病
人
駕
龍
」

の
習
俗
を
成
立
さ
せ
た
条
件
が
あ
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
隣
接
す
る
他
地
区
の
「
病
人
駕
龍
」
的
習
俗
と
の
比
較
を
す

る
と
、
例
え
ば
、
生
須
や
赤
岩
の
コ
戸
板
様
式
」
に
よ
る
「
病
人
駕
龍
」
の
代
用
を

み
る
と
よ
く
分
か
る
。
養
蚕
の
寵
に
補
強
を
し
て
布
団
を
載
せ
て
、
病
人
を
載
せ
て

医
療
機
関
ま
で
運
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
「
病
人
駕
寵
」
の
一
歩
手
前
の
代
用
の
形

で
あ
る
。

駕
龍
ま
で
た
ど
り
着
か
な
い
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
一
歩
手
前
の
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

入
山
地
区
に
お
い
て
は
、
そ
の
駕
寵
を
専
門
庄
か
ら
購
入
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
の
点
が
他
地
区
よ
り
一
歩
手
前
を
歩
ん
で
い
る
姿
を
見
る
の
で
あ
る
。

他
地
区
と
の
違
い
は
そ
の
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

重
篤
の
病
人
を
村
人
が
協
同
で
医
療
施
設
ま
で
運
ぶ
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
。

地
域
協
同
の
病
人
介
護
の
姿
勢
が
こ
の
習
俗
の
成
立
の
基
本
条
件
で
あ
る
の
で
あ

る
本
来
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
の
老
人
の
最
期
を
看
取
る
の
は
家
族
で
あ
る
は
ず

あ
る
。そ

れ
を
、
地
区
全
体
の
共
同
作
業
と
し
て
、
病
人
を
医
療
施
設
ま
で
運
ん
で
い
る

の
で
あ
る
。

言
わ
ば
、
病
人
(
特
に
そ
の
家
の
老
人
)
が
生
前
の
最
後
の
行
動
と
し
て
「
病
人

駕
龍
」
に
乗
る
事
は
、
暗
黙
の
了
解
と
し
て
、
こ
の
病
人
は
、
ま
さ
に
「
死
へ
の
旅

立
ち
」
を
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
近
隣
の
人
達
が
応
援
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
病
人
(
老
人
)

の
家
族
へ
の
地
域
を
上
げ
て
の
支
援
態
勢
が
そ
こ
に
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

こ
の
習
俗
の
出
発
点
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
全
く
不
明
で
あ
る
。
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-
重
病
人
を
お
医
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
ま
で
運
ぶ
こ
と

①
赤
岩
の
場
合

昔
、
お
大
尽
さ
ん
に
は
お
駕
篭
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
は
病
人
は
載
せ
な
か
っ
た
。

重
病
人
は
、
戸
板
に
載
せ
て
、
お
医
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
た
。

赤
岩
の
場
合
は
、
病
人
を
連
れ
て
行
く
と
こ
ろ
は
、
長
野
原
の
犬
塚
先
生
の
と
こ

ろ
と
、
草
津
の
国
立
療
養
所
の
楽
泉
園
で
あ
っ
た
。

こ
こ
へ
連
れ
て
行
人
は
、
大
分
弱
っ
て
来
て
、
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
い
う
と
き

に
、
連
れ
て
行
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
治
る
見
込
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
人
は
連
れ
て
行

か
な
か
っ
た
。

最
後
の
頼
み
と
い
う
と
き
に
は
、
家
の
人
か
ら
始
ま
っ
て
、
組
の
人
か
ら
区
長
さ

ん
の
と
こ
ろ
ま
で
お
願
い
を
、
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。



こ
の
辺
の
言
葉
に
、
「
戸
板
に
載
る
」
と
言
う
言
葉
が
あ
る
。

重
病
人
を
戸
板
に
載
せ
て
む
ら
の
人
達
が
四
人
と
か
六
人
と
か
で
、

お
医
者
さ
ん

へ
運
ん
で
行
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

戸
板
に
載
せ
ら
れ
て
お
医
者
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
た
人
が
、

元
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
辺
の
昔
か
ら
の
言
い
伝
え
に
、

「
医
者
と
法
印
の
後
は
三
代
続
か
な
い
」

と
い
う
の
が
あ
っ
た
。

(
以
上
話
者

関
駒
三
郎
さ
ん

昭
和
七
年
生
ま
れ
)

赤
岩

②
生
須
の
場
合

こ
こ
に
は
病
人
駕
龍
は
な
い
し
、
よ
そ
村
へ
病
人
駕
寵
を
借
り
に
行
く
こ
と

も
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

重
病
人
は
、
蚕
の
寵
を
利
用
し
て
、
戸
板
の
よ
う
に
し
て
板
を
敷
い
て
、
さ

ら
に
そ
の
上
に
布
団
を
敷
い
て
、
病
人
を
載
せ
て
運
ん
だ
。

二
人
で
担
い
で
行
っ
た
。
交
替
が
必
要
だ
か
ら
、
担
、
ぎ
手
は
最
低
四
人
い
た
。

こ
こ
か
ら
一
番
近
い
医
療
施
設
は
、
草
津
の
楽
泉
園
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
、
当

時
と
し
て
も
優
れ
た
お
医
者
さ
ん
が
お
ら
れ
た
。

こ
の
龍
の
こ
と
は
、
「
か
い
こ
ず
」
と
言
っ
て
い
た
。
(
注

和
光
原
で
も
こ
の
龍

の
こ
と
を
、
「
か
い
こ
ず
」
と
い
う
。
)

こ
れ
に
載
っ
て
病
院
へ
行
っ
た
人
は
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。
重
病
人
を
最
後
に
載

六合の民俗

せ
た
の
で
、
帰
り
は
空
の
龍
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
寵
に
帰
り
に
載
っ
て
く
る
人
は
、
怪
我
人
か
盲
腸
の
手
術
を
し
た
人
だ
け
で

あ
る
。

(
以
上
話
者

昭
和
四
年
生
ま
れ
)

生
須

黒
岩

勇
さ
ん

葬
礼
関
係
の
習
俗

-
両
墓
制
の
こ
と

六
合
村
の
昔
の
墓
場
の
形
は
、
仏
様
を
埋
け
る
場
所
と
、
石
塔
を
立
て
る
場
所
が

別
々
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
学
者
先
生
の
い
わ
れ
る
両
墓
制
と
い
う

墓
の
形
で
あ
る
。
明
治
の
初
め
の
こ
ろ
ま
で
の
六
合
の
墓
制
は
こ
ん
な
形
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
今
で
も
そ
の
名
残
が
地
域
に
よ
っ
て
は
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
墓
制
の
特
長
は
、

一
人
の
人
の
墓
が
二
か
所
に
分
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

つ
ま
り
、
仏
様
を
埋
け
る
と
こ
ろ
と
、
そ
の
墓
標
と
し
て
の
石
塔
を
建
て

る
と
こ
ろ
が
別
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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仏
様
を
埋
け
る
と
こ
ろ
を
、
こ
こ
で
は
、
ウ
メ
パ
カ
と
言
っ
て
居
る
。
目
印
に
木

な
ど
を
植
え
て
お
く
。
石
塔
を
建
て
る
方
の
墓
の
こ
と
を
、
こ
こ
で
は
、

ヒ
キ
ハ
カ

と
言
っ
て
居
る
。
こ
ち
ら
の
墓
は
、
家
に
近
い
と
こ
ろ
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ウ
メ

パ
カ
の
土
を
一
握
り
持
っ
て
行
っ
て
ヒ
キ
ハ
カ
を
作
る
と
い
う
。
(
日
影
)

墓
参
り
に
は
ど
ち
ら
へ
行
く
の
か
。
お
話
を
お
伺
い
す
る
と
、
家
に
よ
っ
て
は
違

う
よ
う
で
あ
る
。
ウ
メ
パ
カ
の
方
へ
行
く
(
世
立
)
と
言
う
形
も
あ
れ
ば
、
ウ
メ
パ

カ
、
ヒ
キ
パ
カ
双
方
へ
行
く
(
太
子
)

墓
地
を
二
か
所
に
分
離
し
た
理
由
は
な
ん
で
あ
っ
た
か
。

両
墓
制
の
成
立
事
情
は
何
で
あ
っ
た
か
。

-
ホ
ウ
ベ
エ
と
は

こ
れ
は
、
六
合
村
で
の
特
殊
な
呼
び
名
で
あ
る
。



俗

葬
式
の
時
だ
け
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
と
い
う
。

民

村
内
の
人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
葬
儀
に
関
係
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。

葬
式
の
と
き
に
、
仏
様
の
親
戚
で
も
な
く
、
組
内
で
も
な
く
、
ム
ラ
内
の
他
人
様

が
、
区
長
さ
ん
か
ら
頼
ま
れ
て
、
葬
式
に
関
係
す
る
仕
事
を
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の

仕
事
と
は
、

穴
掘
り
を
し
た
り
、

棺
担
ぎ
を
し
た
り
、

棺
担
ぎ
を
す
る
人
の
履
く
草
履
作
り
を
し
た
り
、

(
場
所
に
よ
る
と
)

病
人
駕
寵
を
担
、
ぐ
こ
と
。

人
が
亡
く
な
っ
た
と
き
の
ツ
ゲ
に
出
る
事
。

葬
式
の
と
き
の
旗
持
ち
。

ホ
ウ
ベ
エ
の
仕
事
が
終
わ
る
と
、
施
主
か
ら
、
酒
、
引
き
物
、
結
び
。
(
時
間
に
よ
っ

て
は
、
膳
立
て
を
し
て
、
昼
食
を
出
す
場
合
も
あ
っ
た
。
)

ホ
ウ
ベ
エ
は
、
施
主
か
ら
見
る
と
、
親
戚
で
な
い
者
、
組
内
の
者
で
者
。
(
地
域

に
よ
っ
て
は
、
ホ
ウ
ベ
エ
と
い
う
の
は
、
葬
式
の
と
き
に
、
組
と
親
類
を
除
い
た
プ

ラ
ク
の
者
の
こ
と
を
い
う
。
葬
式
の
と
き
だ
け
の
呼
び
名
で
あ
る
。
ー

生
須
)

以
上
の
よ
う
に
、
「
ホ
ウ
ベ
エ
」
と
言
う
言
葉
は
、
葬
式
の
と
き
だ
け
に
使
う
言

葉
で
あ
る
。
(
日
影
)

年
取
り

年
取
り
の
こ
と

十
二
月
三
十
一
日

大
年
と
い
う
。

一
月
六
日

六
日
年

一
月
十
四
日
は
、
十
四
日
年

こ
の
日
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ

節
分
は
、

セ
ツ
プ
ド
シ
と
い
う
。

む
か
し
、
お
婆
さ
ん
の
子
供
の
こ
ろ
の
こ
と
、
麦
の
煮
た
の
を
馬
に
く
れ
た
。

こ
の
と
き
が
、
馬
の
年
と
り
だ
と
言
っ
た
。
日
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
十
二
月

の
二
十
八
日
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。

仏
様
の
年
取
り

盆
の
十
四
日
は
、
仏
さ
ん
の
年
と
り
と
い
う
。

夜
ご
馳
走
(
米
の
ご
飯
)
を
炊
き
、
年
と
り
だ
か
ら
と
い
う
の
で
、
魚
を
買
っ
て
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来
て
、
家
の
者
が
食
べ
た
。
魚
は
仏
様
に
は
上
げ
な
か
っ
た
。

仏
様
に
上
げ
る
ご
馳
走
は
、
ブ
ド
ウ
の
葉
を
二
枚
並
べ
て
、
そ
の
上
に
載
せ
て
供

え
た
。-

盆
の
十
六
日
に
は
、
盆
の
聞
に
上
げ
た
も
の
を
、
ブ
ド
ウ
の
葉
に
く
る
だ
り
、

大
き
な
紙
に
包
ん
だ
り
し
て
、
盆
様
を
送
り
出
す
と
き
に
、
墓
ま
で
持
っ
て
行
っ
た
。

-
お
盆
の
十
四
日
の
晩
に
は
、
年
寄
り
の
ご
飯
を
仏
様
に
(
盆
様
)
に
上
げ
た
。

ご
飯
を
、
ブ
ド
ウ
の
葉
っ
ぱ
に
載
せ
て
上
げ
た
。

盆
の
十
四
日
の
晩
の
こ
と
は
、
「
お
ぼ
ん
ど
し
」
と
言
っ
た
。

盆
十
五
日
の
朝
は
、
赤
飯
し
た
り
、
ぼ
た
も
ち
(
お
は
ぎ
)
を
作
っ
た
り
し
た
。

こ
の
家
で
は
、
赤
飯
を
こ
し
ら
え
て
上
げ
て
居
た
方
が
多
か
っ
た
。

昔
の
人
は
、
(
仏
様
に
は
)
何
で
も
上
げ
せ
え
す
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
居
た
よ
う
だ
。



十
五
日
の
お
昼
に
は
、
別
に
決
ま
り
は
無
か
っ
た
。

夜
は
、
う
ど
ん
を
し
た
。

十
六
日
の
朝
は
、
ご
飯
を
炊
い
て
盆
様
に
上
げ
た
。

こ
れ
を
、
盆
送
り
の
と
き
に
、
墓
ま
で
持
つ
て
は
行
か
な
か
っ
た
。

オ
モ
リ
モ
ン
と
い
う
行
事
の
こ
と

こ
れ
は
、
正
月
の
年
と
り
の
行
わ
れ
る
日
に
、
正
月
様
と
か
仏
様
な
ど
に
米
の
飯

を
お
供
え
す
る
行
事
の
こ
と
で
あ
る
。

場
所
に
よ
っ
て
、
行
事
の
日
取
り
と
か
、
供
え
物
に
若
干
の
違
い
が
見
ら
れ
る
が
、

大
筋
に
お
い
て
は
、
正
月
中
の
、
大
晦
日
、
三
が
日
、
六
日
年
、
十
四
日
年
な
ど
の
、

い
わ
ゆ
る
「
年
と
り
」

の
日
に
、
正
月
様
、
屋
敷
神
様
、
門
松
、
仏
様
(
仏
壇
)
な

ど
に
米
の
飯
な
ど
を
お
供
え
す
る
行
事
で
あ
る
。

こ
の
行
事
の
大
き
な
特
長
が
、
「
米
の
飯
」
を
、
「
正
月
の
年
と
り
」

の
日
に
家
の

神
様
、
仏
様
に
上
げ
る
こ
と
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
行
事
の
意
味
は
ま
だ
捉
え
ら
れ
て
居
な
い
が
、
な
ぜ
「
米
の
飯
」
を
い
ろ
ん

な
神
様
に
お
供
え
す
る
の
か
。

そ
し
て
、
「
オ
モ
リ
モ
ン
」
と
い
う
特
殊
な
呼
び
名
の
意
味
す
る
こ
と
は
何
か
。

「
仏
の
年
と
し
」
と
と
も
に
、
「
米
の
飯
」
を
取
り
立
て
て
お
供
え
す
る
こ
と
の

意
味
は
何
か
。

入
山
で
の
「
米
の
飯
」

の
存
在
価
値
と
併
せ
て
考
察
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
い
え

よ〉つ。

六合の民俗

年
取
り
の
と
き
に
、
オ
モ
リ
モ
ン
と
い
っ
て
、
米
の
飯
を
お
椀
に
盛
っ
て
神
様
、

仏
様
に
上
げ
る
こ
と
。

そ
の
機
会
は
、
次
の
と
き
、

大
晦
日

六
日
年

十
四
日
年

こ
の
三
回
の
時
に
、
オ
モ
リ
モ
ン
と
言
っ
て
、
ご
飯
を
炊
い
て
、
お
椀
に
も
っ
て
、

屋
敷
の
神
様

神
棚
・
・
・
こ
こ
に
は
、
お
正
月
の
と
き
に
、

お
し
め
を
張
っ
た
。
お
供
え
も
あ

げ
る
。庭

の
お
飾
り
・
・
・
お
松
(
お
し
め
)
を
立
て
た
と
こ
ろ

仏
様
・
・
・
こ
こ
に
は
、
正
月
中
は
、
餅
は
上
げ
な
い
、
お
供
え
も
上
げ
な
い
。
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む
か
し
か
ら
、
ご
飯
は
上
げ
る
が
、
雑
煮
と
か
お
汁
粉
は
作
ら
な
か
っ
た
。

お
客

さ
ん
で
も
来
れ
ば
、
作
っ
て
出
し
た
。

ふ
だ
ん
は
、
米
、
ぞ
っ
き
は
食
べ
な
い
。
米
に
、
稗
と
か
粟
を
交
ぜ
て
食
べ
て
い
た
。

(
以
上
、
話
し
手

入
山
字
京
塚

山
口
愛
子
さ
ん

昭
和
八
年
生
ま
れ
)

-
フ
ク
デ
エ

暮
れ
に
掲
い
て
、
神
様
に
上
げ
る
お
供
え
餅
の
こ
と
を
、

フ
ク
デ
エ
と
い
う
。

フ
ク
デ
エ
モ
チ
と
い
う
。

餅
揖
き
の
と
き
に
、

お
供
え
餅
の
分
は
、
先
に
臼
か
ら
取
っ
て
置
く
。

こ
の
餅
の
こ
と
を
、
オ
ソ
ナ
エ
と
も
、

フ
ク
デ
エ
と
も
い
う
の
で
あ
る
。

-
和
光
原
の
オ
モ
リ
モ
ン
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和
光
原
で
は
、

民

正
月
の
三
が
日

六
日
年

七
日
年

十
四
日
年

の
日
に
、
ご
飯
に
、
餅
を
サ
イ
コ
ロ
の
よ
う
に
切
っ
た
の
を
載
せ
て
、
そ
れ
を
お

椀
に
も
っ
て
、

家
の
神
棚

仏
壇

門
松土

蔵
井
戸
神
様

屋
敷
神
様
(
あ
る
家
)

な
ど
に
上
げ
る
。

こ
れ
を
上
げ
る
の
は
、
年
男
の
役
目
で
あ
っ
た
。

門
松
の
と
こ
ろ
に
は
、
藁
で
ゴ
キ
と
称
す
る
容
器
を
作
っ
て
下
げ
て
お
い
た
。
そ

れ
に
こ
の
ご
飯
を
供
え
た
。

こ
の
供
え
物
の
こ
と
を
オ
モ
リ
モ
ン
と
言
っ
た
。

オ
モ
リ
モ
ン
の
習
俗
は
、
六
合
地
区
に
広
く
見
ら
れ
る
。

(
話
し
手

山
田
武
俊
さ
ん

昭
和
十
三
年
生
ま
れ
)

入
山
宇
和
光
原
出
身

-
ク
ロ
ド
シ
と
は
、
す
す
払
い
の
こ
と
。

大
晦
日
の
こ
と
は
、
ホ
ン
ド
シ
と
言
う
。

六
日
年

一
月
十
四
日
の
こ
と
は
、
「
農
道
具
の
年
取
り
」
と
言
う
。

こ
の
日
、
借
り
て
い
た
農
道
具
は
返
し
た
。

(
話
者

大
正
十
五
年
生
ま
れ
)

入
山
字
根
広

中
村
福
美
さ
ん

-
ヨ
ゴ
レ
ド
シ
(
煤
払
い
)

煤
払
い
は
、
十
二
月
の
二
十
五
日
ご
ろ
、
大
安
の
日
を
選
ぶ
。

こ
の
と
き
、
煤
払
い
を
し
て
、

ス
ス
ド
シ
を
取
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
、

ヨ
ゴ
レ
ド
シ
と
言
っ
た
。

-
大
晦
日

オ
オ
パ
ラ
イ
、
オ
オ
、
ド
シ
と
言
っ
た
。

普
段
は
、
家
族
の
食
事
は
お
勝
手
で
す
る
が
、
大
晦
日
に
は
、
家
中
の
物
が
、
茶
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の
間
で
夕
飯
を
食
べ
る
。
こ
の
と
き
は
、
ご
飯
を
食
べ
た
。

お
膳
を
作
っ
て
、
四
つ
椀
で
食
べ
た
。
御
平
、
皿
、
ご
飯
、
お
つ
ゆ
。

酒
を
一
杯
、
ず
つ
い
た
だ
い
て
、
家
中
の
者
が
揃
っ
て
、
夕
飯
を
食
べ
た
。

こ
の
晩
は
、
一
年
中
の
お
年
と
り
だ
と
言
っ
て
、
子
供
に
も
お
神
酒
を
飲
ま
せ
た
。

な
お
、
大
晦
日
に
早
く
寝
る
と
、
白
髪
に
な
る
と
言
っ
た
。

(
話
し
手

太
子
字
下
太
子

富
沢
虎
之
助
さ
ん

す
い
子
さ
ん

明
治
四
十
三

年
生
ま
れ
)

-
六
日
年

こ
れ
は
、
軽
い
年
取
り
で
あ
る
。

ご
飯
を
炊
い
て
(
神
様
l
お
正
月
様
)
に
上
げ
る
。

お
か
ず
は
、
鮭
の
大
き
い
の
を
買
っ
て
来
て
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
切
っ
て
焼
い
て



食
べ
る
く
ら
い
。

-
米
の
飯
を
上
げ
る
こ
と

赤
岩
の
関
家
で
は
、

大
晦
日
、
六
日
年
、
十
四
日
年
の
朝
に
、
主
人
が
、
神
棚
、
皇
大
神
宮
の
お
札
、

戎
大
黒
、
窯
神
様
、
家
の
中
の
水
神
様
、
二
階
の
お
札
、
稲
荷
様
、
土
蔵
の
神
様
、

仏
様
(
仏
壇
)

便
所
の
神
様
、
井
戸
神
様
、

門
松

に
上
げ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
関
家
で
は
、
オ
モ
リ
モ
ン
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

-
南
部
地
区

六
合
地
区
の
「
仏
の
年
取
り
」
の
伝
承
地

赤
岩

日
影

太
子雨

生
須

-
入
山
地
区

和
光
原

六合の民俗

引
沼

世
.1L 

矢
倉

そ
の
よ
う
な
伝
承
な
し

伝
承
無
し

伝
承
無
し

伝
承
無
し

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

根
広

そ
の
伝
承
な
し

長
平

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

倉

「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
あ
り

京
塚

そ
の
伝
承
な
し

荷
付
場

そ
の
伝
承
な
し

梨
木

伝
承
な
し

口口

木

伝
承
な
し

右
の
と
お
り
、
七
箇
所
で
の
「
仏
の
年
取
り
」
の
伝
承
を
確
認
し
て
い
る
。
こ
の

こ
と
は
、
こ
の
行
事
に
、
そ
の
地
区
で
出
会
っ
た
と
い
う
人
の
証
言
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
う
ち
で
、
現
在
も
こ
の
行
事
が
継
続
し
て
い
る
と
の
話
が
あ
っ
た
と
こ

ろ
は
、
矢
倉
と
世
立
の
二
か
所
に
過
ぎ
な
い
。

こ
の
行
事
の
伝
承
範
囲
は
、
思
っ
た
よ
り
狭
い
感
じ
で
あ
る
。
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以
前
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
確
認
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
仏
の
年
取
り
」
と
呼
ば
れ
る
行
事
が
、
六
合
地
区
に
お
い

て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
こ
こ
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

年
取
り
の
行
事
の
中
心
は
、

年
中
行
事
の
内
中
心
行
事
(
祭
り
)
の
前
夜
(
宵
)
の
行
事
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
。

こ
の
時
の
供
え
物
は
、
米
の
飯
と
魚
(
正
月
の
場
合
に
は
、
鮭
の
切
り
身
)
で
あ

甲
h
v

こ》』。
こ
の
二
つ
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
、
年
取
り
の
行
事
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
で

あ
る
。世

立
の
「
仏
の
年
取
り
」
の
行
事
は
、

八
月
十
四
日
の
晩
の
行
事
で
、
仏
様
(
ご
先
祖
様
)
を
お
祭
り
す
る
盆
行
事
の
宵

祭
り
で
あ
る
。



俗

供
え
物
は
、
米
の
飯
と
、
味
噌
汁
の
ぐ
(
野
菜
と
煮
干
し
)
を
、

べ
つ
べ
つ
の
葡

民

萄
の
葉
っ
ぱ
に
載
せ
て
盆
様
に
上
げ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
時
に
、
米
の
飯
を
炊
い
て
盆
様
に
上
げ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
注
目
点
が
あ

る
。
葉
っ
ぱ
に
供
え
物
を
載
せ
て
あ
げ
る
と
い
う
こ
と
も
、
古
風
な
点
で
あ
る
。

-
十
四
日
年

一
月
十
四
日
の
こ
と
を
、
十
四
日
年
と
い
う
。

こ
の
日
の
こ
と
を
、
「
百
姓
の
年
取
り
」
と
言
っ
た
。

一
月
十
三
日
に
、

お
松
を
下
げ
る
。
引
っ
こ
抜
い
た
。

こ
の
と
き
、

お
繭
玉
に
お
飾
り
を
変
え
た
。

一
月
十
四
日
に
は
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
行
っ
て
、
ド
ウ
ロ
ク
ジ

ン
ヤ
を
作
っ
て
、
燃
や
し
た
。

こ
の
日
の
こ
と
を
、
「
百
姓
の
年
取
り
」
と
言
っ
た
。

百
姓
の
道
具
(
模
型
)
を
作
っ
て
、
台
所
の
ド
ジ
に
し
ん
ぜ
た
。

実
際
に
、
道
具
を
作
ら
な
い
で
、
道
具
の
目
録
を
書
い
て
代
用
す
る
人
も
あ
っ
た
。

ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
は
、

小
雨
で
は
、
十
五
日
の
朝
か
ら
、
小
屋
を
燃
や
し
た
。

太
子
で
は
、
十
四
日
の
夕
方
燃
や
し
た
。

道
具
の
目
録

奉
納

金
銀
財
宝
蔵
に
満
つ

農
道
具

式

蚕
具

一
式

と
、
書
い
た
。

一
月
十
五
日
が
小
正
月

-
厄
年
の
人
の
こ
と

小正月の作り物(赤岩)

、
ヵ
ン
を
一
箱
と
か
、

厄
年
の
人
は
、
十
四
日
年
の
と
き
に
、
子
供
が
鳥
追
い
を
や
る
が
、

そ
の
と
き
、

お
金
を
少
し
気
張
っ
て
、
子
供
に
く
れ
た
。

太
子
の
半
年
年

-
半
年
の
年
取
り

太
子
で
は
六
月
三
十
日
の
晩
、
半
年
の
年
取
り
を
す
る
。

ご
飯
を
炊
い
て
、

お
じ
い
さ
ん
が
松
の
枝
を
切
っ
て
来
て
、
神
棚
に
上
げ
た
。

お
皿
に
載
せ
て
上
げ
た
。

おんべーや(和光原)
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半
年
が
よ
く
な
れ
ば
、
新
た
に
年
を
取
っ
て
、
次
の
半
年
が
い
い
年
で
あ
る
よ
う

に
と
や
っ
た
こ
と
。

筒
粥
行
事
の
こ
と

-
峠
さ
ん
の
筒
粥
の
こ
と

峠
さ
ん
(
碓
氷
峠
の
熊
野
神
社
の
御
師
)
が
筒
粥
の
結
果
を
記
し
た
刷
り
物
を
持
つ



て
来
る
。

ソ
パ
を
集
め
て
、
峠
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
持
っ
て
行
っ
た
。

ム
ラ
の
人
は
、

峠
さ
ん
は
、
十
一
月
頃
寒
く
な
る
と
や
っ
て
来
た
。

そ
の
た
め
に
、
(
ム
ラ
の
人
は
)
峠
さ
ん
が
来
る
と
、
寒
く
な
る
と
言
っ
た
。

峠
さ
ん
は
熊
野
様
の
お
札
を
持
っ
て
き
た
。

峠
さ
ん
に
は
ソ
パ
粉
を
集
め
て
や
っ
た
。

峠
さ
ん
に
付
い
て
、

ソ
パ
粉
を
集
め
て
毎
戸
田
る
人
が
い
た
。

ソ
パ
粉
は
、

一
升
や
る
人
に
、
二
升
や
る
人
と
あ
っ
た
。

お
札
の
中
の
千
羽
烏
の
お
札
は
、
味
噌
桶
の
上
に
貼
っ
て
置
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
わ
し
(
話
者
)

の
子
供
の
こ
ろ
の
こ
と
で
あ
る
。

(
話
し
手

山
田
正
人
さ
ん
ほ
か

詳
細
不
明
)

六
合
村
和
光
原

-
小
倉
の
お
筒
粥
の
行
事

一
月
十
四
日
の
晩
の
行
事

子
供
と
若
い
衆
が
や
っ
て
い
る
。

小
倉
の
、
村
の
世
話
役
の
家
(
組
頭
の
家
)

で
や
っ
て
い
る
。

一
八
戸
の
家
を
子
供
が
前
日
に
回
っ
て
、
米
を
杯
に
一
杯
、
ず
つ
集
め
て
歩
く
。
「
筒

粥
の
お
米
を
ち
ょ
う
だ
い
」
と
い
っ
て
も
ら
い
歩
い
た
。
二
升
足
ら
ず
の
米
が
集
ま
っ

た
。
お
金
は
集
め
な
か
っ
た
。

組
頭
の
家
で
、
こ
の
米
を
煮
て
お
粥
を
作
る
。

そ
の
時
、

ヨ
シ
を
節
を
付
け
て
三

0
セ
ン
チ
く
ら
い
の
長
さ
に
切
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
に
作
物
と
か
、
草
津
の
旅
館
の
景
気
は
ど
う
か
と
か
、
営
林
署
の
仕
事
は
ど
う
か

六合の民俗

と
か
、

ヨ
シ
の
茎
に
割
り
振
っ
て
置
い
て
、
十
分
か
ら
十
五
分
く
ら
い
の
鍋
の
中
で

煮
て
、
鍋
か
ら
引
き
上
げ
て
、
ナ
イ
フ
で
ヨ
シ
を
割
っ
て
見
て
、
茎
の
中
に
何
分
く

ら
い
の
米
粒
が
入
っ
て
い
る
か
を
判
断
し
た
。

昔
は
、
三

0
項
目
く
ら
い
の
判
断
材
料
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ヨ
シ
の
頭
に
御
幣
束
の
型
を
取
り
付
け
て
や
っ
た
。

昔
は
、
神
主
さ
ん
が
判
断
し
て
く
れ
た
と
言
う
。
今
は
子
供
と
若
い
衆
が
手
助
け

を
し
て
く
れ
て
は
ん
だ
ん
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
ば
に
書
記
長
が
い
て
、
そ
の
結
果

を
書
き
出
し
た
。

こ
の
結
果
は
、
紙
に
書
い
て
、
各
戸
に
配
っ
た
り
、
子
供
が
持
ち
帰
っ
た
り
し
た
。

お
粥
は
、
後
で
参
加
者
が
食
べ
た
。

味
は
好
か
っ
た
と
い
う
。

お
筒
粥
の
行
事
は
、
始
め
は
、

ム
ラ
の
大
人
が
や
っ
て
居
た
こ
と
で
あ
る
。

次
に
青
年
が
や
り
、
そ
の
次
に
子
供
が
や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昔
は
、
小
倉
の
筒
粥
は
よ
く
当
た
る
と
言
わ
れ
て
居
た
。
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-
和
光
原
の
筒
粥
の
行
事

和
光
原
で
は
、

一
月
十
五
日
の
夜
に
、
ド
ン
ド
ン
焼
き
と
同
じ
日
に
、

ム
ラ
の
集

会
所
で
、
筒
粥
の
行
事
を
や
っ
て
い
る
。
む
か
し
か
ら
、
今
で
も
続
け
て
や
っ
て
居
る
。

そ
の
会
場
は
、
昔
は
、
チ
ョ
ウ
ヤ
と
い
わ
れ
た
と
こ
ろ
、
今
は
、
作
り
替
え
て
、

公
民
館
と
言
っ
て
居
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
行
事
を
主
宰
す
る
も
の
は
、
ク
ミ
ガ
シ
ラ
(
任
期
は
一
年
、
重
任
も
可
)
で

あ
る
。和

光
原
で
は
、
神
社
の
近
く
に
ヨ
シ
が
生
え
て
居
る
。
そ
の
ヨ
シ
を
刈
り
取
っ
て

く
る
。
そ
れ
を
短
く
切
っ
て
、

ヨ
シ
ズ
を
編
む
よ
う
に
、
細
い
縄
で
編
ん
で
、
米
の

お
か
ゅ
の
中
に
入
れ
て
煮
た
。

こ
の
日
、
ク
ミ
ガ
シ
ラ
の
奥
さ
ん
を
中
心
に
チ
ョ
ウ
ヤ
(
今
は
公
民
館
)

で
筒
粥

の
準
備
を
す
る
。
外
で
は
、
ド
ン
ド
ン
ヤ
キ
を
行
っ
て
居
る
。
そ
の
行
事
と
同
時
進
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行
に
筒
粥
行
事
の
準
備
が
行
わ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

民

そ
れ
ぞ
れ
の
お
筒
が
、
何
の
項
目
、
作
物
、
月
に
該
当
す
る
か
と
決
め
て
お
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
係
(
役
)
が
割
り
当
て
ら
れ
て
居
る
。
お
筒
の
係
は
、

一
二
人
い
る
。

ヨ
シ
の
簡
を
一
定
の
時
間
、
鍋
の
中
で
煮
て
、
時
間
を
み
は
か
ら
っ
て
、

そ
れ
ぞ

れ
の
、
お
筒
を
切
り
開
く
こ
と
に
な
る
。
決
め
ら
れ
た
順
番
に
お
筒
を
切
り
開
い
て

ミ

O

B
V
/
、、お

筒
を
、

ナ
イ
フ
で
切
り
開
い
て
、
そ
の
中
に
、
何
粒
の
、
米
粒
が
入
っ
て
居
る

か
を
判
定
し
て
、
そ
の
結
果
を
帳
面
に
書
き
記
し
て
い
く
。

お
か
ゆ
は
、
米
の
お
か
ゆ
で
あ
る
。

普
通
の
お
か
ゅ
よ
り
は
、
や
や
ゆ
る
い
お
か
ゆ
で
あ
る
。

判
定
の
結
果
を
書
記
係
の
人
が
筆
で
書
い
て
、
そ
の
紙
を
公
民
館
の
梁
に
貼
り
出

し
た
。こ

の
行
事
は
、
今
ま
で
は
、
各
地
で
行
わ
れ
て
来
た
が
、
今
で
も
継
続
し
て
居
る

の
は
、
和
光
原
だ
け
だ
と
い
う
。

(
2
0
1
2
年

一
月
十
五
日
の
筒
粥
の
結
果
)

(
項
目
)

(
判
定
の
結
果
)

世
の
中

J¥ 
分

夕
顔

一
一
八
刀

豆
類

。
分

五
穀

。
分

野
菜

二
分

園
三三え

五
分

商
売

四
分

健
康

。
分

縁
ヨ司k
J19C 

二
分

し
い
た
け

分

天
候
(
月
ご
と
に
判
定
)

月

分

二
月

四
分

三
月

十
分

四
月

十
分

五
月

十
分

六
月

十
分

七
月

八
分

J¥ 
月

四
分

九
月

三
分
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十
月

四
分

十
一
月

。
分

十
二
月

。
分

項
目
と
し
て
、
以
上
の
ほ
か
に
「
養
蚕
」

の
項
目
が
あ
っ
た
が
、
今
は
な
い
。

二

0
0
0年
代
の
は
じ
め
の
頃
ま
で
養
蚕
を
や
っ
て
居
た
が
、
止
め
て
し
ま
っ
た
と

、
』

O

し
ょ
/チ

ョ
ウ
ヤ
は
、
平
家
で
、
く
ず
屋
根
で
あ
っ
た
。

新
公
民
館
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
建
て
た
。

筒
粥
行
事
が
終
わ
っ
た
後
で
、
お
粥
を
参
加
者
が
分
け
て
食
べ
た
。
も
と
は
、
オ

テ
ノ
コ
プ
で
あ
っ
た
と
い
う
。

行
事
の
結
果
は
、
書
い
て
(
印
刷
し
て
)
ム
ラ
の
人
に
配
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
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い
。
ム
ラ
の
人
は
、
貼
り
出
さ
れ
た
結
果
を
見
に
来
た
の
で
あ
る
。

(
以
上
の
事
に
つ
い
て
は
、
山
田
武
俊
さ
ん
の
報
告
に
よ
る
)

神
様
の
こ
と

-
地
神
様

地
神
様
は
、
作
神
様
で
あ
る
。

畑
を
守
っ
て
く
れ
る
神
様
で
あ
る
。

地
神
様
は
、
春
と
秋
に
祭
る
。

地
神
様
は
、
春
来
て
、
秋
に
帰
る
と
い
う
。

地
神
様
は
、
春
来
て
、
畑
の
際
に
い
て
、
作
物
を
秋
ま
で
見
守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、
秋
に
な
る
と
帰
っ
て
行
く
と
い
う
。
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畑
の
作
物
と
し
て
は
、
大
豆
が
一
番
先
に
実
る
。

そ
の
豆
を
、
英
ご
と
煮
て
、
で
っ
か
い
入
れ
物
に
高
盛
に
し
て
、
地
神
様
に
上
げ
る
。

初
物
を
上
げ
る
わ
け
。

ま
た
、
ぼ
た
も
ち
も
作
っ
て
、
高
盛
に
し
て
上
げ
る
。

地
神
様
が
お
帰
り
に
な
る
と
き
は
、
早
く
あ
が
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
今
年
は
陽
気
が

が
い
い
と
言
っ
た
。

地
神
様
が
、
遅
く
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、
そ
の
年
は
、
陽
気
が
悪
い
と
言
っ
た
。

そ
う
い
う
と
き
に
は
、
(
人
間
界
の
こ
と
)
心
配
し
て
遅
く
ま
で
お
ら
れ
る
の
だ

と
い
〉
つ
。

こ
の
と
き
に
は
、
実
入
り
が
悪
い
と
い
う
。

ふ
だ
ん
、
作
の
上
手
な
人
は
、
村
の
人
か
ら
、
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「
地
神
さ
ん
だ
」

民

と
言
わ
れ
た
。

(
話
し
手

中
之
条
町
入
山
字
引
沼

山
本
さ
か
さ
ん

明
治
二
十
五
年
生
ま

れ
、
山
本
貞
次
郎
さ
ん

明
治
三
十
一
年
生
ま
れ
)

-
山
の
神

山
の
神
様
の
こ
と
は
、
十
二
様
と
い
う
。

男
神
か
女
神
か
分
か
ら
な
い
。

山
の
神
の
好
物
は
オ
コ
ジ
ョ
だ
と
い
う
。

嫌
う
物
は
特
に
な
い
と
い
う
。

山
の
神
様
の
崇
り
と
は
、
(
山
で
)
怪
我
を
し
た
時
に
言
う
。

(
山
で
)
怪
我
を
し
た
き
に
は
、
山
の
神
様
に
罰
を
当
て
ら
れ
た
と
言
っ
た
。

そ
う
い
う
と
き
に
は
、
山
の
神
様
に
神
酒
と
か
ご
飯
を
上
げ
て
お
詫
び
し
た
。

山
の
神
様
の
祭
り
日
は
、
月
の
十
二
日
。

十
二
日
は
山
の
神
様
の
命
日
と
言
っ
て
、
十
二
講
を
し
た
。

こ
の
日
に
は
、
宿
を
決
め
て
、
山
仕
事
を
し
て
い
る
人
の
中
の
希
望
者
が
集
ま
っ

て
、
お
祭
り
を
し
た
。

十
二
様
に
、
お
神
酒
を
上
げ
て
拝
ん
だ
。

集
ま
っ
た
人
が
、
酒
を
飲
ん
だ
。
宿
で
作
っ
た
ご
ち
そ
う
を
食
べ
た
。

歌
で
も
歌
っ
た
。

む
か
し
は
、
米
の
ご
飯
、
赤
飯
、
う
ど
ん
で
も
作
っ
て
、
食
べ
た
。
こ
れ
は
、
宿

の
家
で
賄
っ
た
も
の
で
あ
る
。

十
二
講
を
ム
ラ
で
や
る
場
合
に
は
、
隣
近
所
の
人
が
集
ま
っ
た
。

同
じ
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
人
だ
け
で
や
る
場
合
も
あ
っ
た
。

-
道
祖
神
様

道
祖
神
様
は
、
兄
妹
で
夫
婦
に
な
っ
た
と
い
う
。

耳
の
不
自
由
の
人
が
お
参
り
に
来
た
。

お
椀
に
穴
を
空
け
て
お
供
え
を
し
た
。

-
便
所
神
様

便
所
神
様
は
、
き
れ
い
好
き
な
神
様
な
の
で
、
便
所
に
祭
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
言
つ

た
便
所
を
き
れ
い
に
し
て
お
く
と
、
き
れ
い
な
子
が
生
ま
れ
る
と
言
っ
た
。
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婚
礼
習
俗

-
入
山
の
結
婚
習
俗

入
山
地
区
の
結
婚
習
俗
に
つ
い
て
は
、
「
六
合
村
の
民
俗
」
や
、
「
ふ
る
さ
と
の
昔

と
今
」
に
く
わ
し
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
と
、
「
秋
山
記
行
」
や
現
地
調
査
資
料
な
ど
を
合
わ
せ
て
、
本
地

区
の
結
婚
習
俗
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
六
合
村
の
民
俗
」
に
よ
る
と
、
か
つ
て
は
、
入
山
で
は
通
婚
圏
が
狭
く
、
血
縁

結
婚
が
多
か
っ
た
と
い
う
。
昭
和
二
十
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
入
山
の
根
広
・
和

光
原
両
区
で
は
、
計
九
七
組
の
夫
婦
の
う
ち
、
そ
の
九
O
%
ま
で
が
小
字
内
で
の
結

婚
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ほ
か
に
近
村
と
の
結
婚
が
三
%
、
そ
の
他
が
七
%
で
あ
っ
た
。



同
書
の
小
池
善
吉
氏
(
群
馬
大
学
名
誉
教
授
)

の
引
沼
地
区
の
調
査
資
料
に
よ
っ
て

も
ほ
ぼ
同
じ
結
果
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
村
内
婚
が
圧
倒
的
に
多
い
理
由
に
つ

い
て
、
小
池
氏
に
よ
る
同
地
の
故
老
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
れ
ば
(
昭
和
三
十

年
代
後
半
)
、
「
引
沼
の
う
ち
で
結
婚
す
る
の
が
娘
の
幸
せ
と
い
う
も
の
だ
」
と
か
、
「
近

所
に
人
が
ね
え
わ
け
じ
ゃ
な
し
」
と
い
う
考
え
や
、
「
近
く
か
ら
連
れ
て
き
て
お
い
て
、

翌
朝
近
隣
に
話
せ
ば
よ
い
」
と
か
、
「
経
費
も
か
け
ず
に
、
格
式
ば
ら
ず
に
」
と
い
う
、

い
わ
ば
近
隣
婚
の
手
軽
さ
に
よ
る
も
の
だ
と
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

昭
和
三
十
七
年
の
群
馬
県
教
育
委
員
会
に
よ
る
同
地
の
民
俗
調
査
の
際
、
池
田
秀

夫
氏
が
記
録
し
た
、
あ
る
老
婆
の
こ
と
は
、
入
山
地
区
の
古
い
結
婚
習
俗
を
簡
明
に

伝
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
次
に
引
用
す
る
。

結
婚
式
な
ん
て
あ
げ
も
し
な
か
っ
た
。
無
論
披
露
も
な
く
、
主
人
の
家
に
仲
人
に

連
れ
ら
れ
て
来
て
、
そ
の
日
か
ら
働
い
た
も
ん
で
す
よ
。
昔
は
貧
乏
で
し
た
か
ら
ね
。

鈴
木
牧
之
の
「
秋
山
記
行
」

の
中
に
、
秋
山
郷
で
は
、
婿
も
嫁
も
縁
組
み
は
秋
山

き
り
で
、
里
か
ら
は
迎
え
な
か
っ
た
。
里
の
者
と
縁
組
み
を
す
れ
ば
、
親
子
親
類
の

縁
を
切
っ
た
と
い
う
習
俗
の
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
入
山
も
こ

の
よ
う
な
婚
姻
形
態
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

入
山
地
区
の
結
婚
習
俗
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
ひ
と
た
ち
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
む
か
し
は
、
「
親
戚
は
狭
く
、
濃
く
」
と
い
う
考
え
が
中

心
で
あ
っ
た
と
い
う
。
な
る
べ
く
親
戚
を
ふ
や
さ
な
い
よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
だ
か
ら
、

い
と
こ
同
士
の
結
婚
も
多
く
あ
っ
た
し
、
中
に
は
、
三
代
も
同
じ
家
と

六合の民俗

縁
組
み
を
し
た
と
い
う
例
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、

つ
の
願
望
と
し
て
、
嫁
に
行
く
と
き
は
、
「
小
便
の
丈
だ
け
で
も
い
い
か
ら
下
へ
出
ろ
」

と
い
っ
て
い
た
。
入
山
か
ら
南
の
生
須
と
か
小
雨
あ
た
り
へ
嫁
に
行
く
人
は
あ
っ
て

も
、
そ
の
逆
は
な
か
な
か
な
か
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、
結
婚
式
も
質
素
で
あ
っ
た
。
ず
っ
と
む
か
し
は
、
「
隣
ん
ち
は
、
ゆ
う
べ

嫁
さ
ん
が
来
た
ら
し
い
」
と
い
う
程
度
で
あ
っ
た
。
仲
人
が
来
て
、
夕
飯
を
食
べ
て

か
ら
、
嫁
さ
ん
だ
け
先
方
へ
連
れ
て
行
っ
た
と
い
う
は
な
し
も
あ
る
。

よ
く
て
も
、
嫁
さ
ん
を
仲
人
が
」
連
れ
て
来
る
の
だ
か
ら
、
形
だ
け
の
ト
リ
ム
ス

ピ
を
し
て
、
翌
日
に
は
、
嫁
さ
ん
が
近
所
を
、
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
い
っ

て
あ
い
さ
つ
ま
わ
り
を
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。

す
ぐ
近
く
か
ら
連
れ
て
来
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
も
よ
か
っ
た
。
嫁
さ
ん
に
し
て

も
、
嫁
に
来
た
翌
日
朝
草
刈
り
に
行
く
に
も
、
昨
日
ま
で
実
家
か
ら
行
っ
て
い
た
と

こ
ろ
へ
行
け
ば
よ
か
っ
た
と
い
う
ふ
う
で
あ
っ
た
。

-
入
山
の
特
殊
な
婚
礼
習
俗
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入
山
に
伝
わ
っ
て
き
た
婚
礼
習
俗
の
中
か
ら
、
三
つ
の
こ
と
を
と
り
あ
げ
て
み
る
。

ビ
ッ
キ
の
こ
と

入
山
中
学
校
の
郷
土
学
習
調
査
報
告
集
「
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
」

の
中
に
、
こ
の

「
ビ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
る
の
で
、
原
文
の
ま
ま
引
用
す
る
。

「
ビ
ッ
キ
ク
ン
ネ
!
と
通
さ
ね
え
ど
」

子
供
達
は
こ
う
言
い
な
が
ら
、
泥
の
つ
い
た
な
わ
を
道
に
張
り
め
、
ぐ
ら
し
、
花
嫁

さ
ん
を
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。

き
れ
い
な
着
物
を
着
た
仲
人
や
花
嫁
さ
ん
は
、
着
物
が
よ
ご
れ
て
し
ま
う
の
で
、

し
か
た
な
し
に
「
ピ
ッ
キ
(
お
金
)
」
を
子
供
達
に
分
け
て
あ
げ
ま
す
。

お
金
が
も
ら
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
子
供
達
は
本
気
で
何
ヵ
所
も
こ
れ
を

作
っ
て
待
ち
か
ま
え
て
い
た
そ
う
で
す
。

待
ち
か
ま
え
る
場
所
は
各
小
字
の
出
口
か
入
口
あ
た
り
で
し
た
。
か
し
こ
い
人
達



俗

は
二
回
も
三
回
も
行
い
お
金
を
も
ら
っ
て
楽
し
ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。

民

こ
の
様
に
あ
る
一
人
の
結
婚
に
村
の
子
供
全
員
が
そ
れ
に
か
か
わ
り
合
い
、
結
婚

式
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ビ
ッ
キ
ク
ン
ナ
、
ク
ン
ネ

1
ジ
ヤ

通
サ
ネ
l
通
サ
ネ

I
(世
立
・
見
寄
)

ビ
ッ
キ
は
、
婚
礼
行
列
が
通
る
時
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
て
強
請
す
る
銭
の
こ
と
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

ム
ラ
の
故
老
に
お
聞
き
す
る
と
、
主
と
し
て
子
ど
も
た
ち

が
、
嫁
さ
ん
の
行
列
の
通
り
道
に
縄
を
張
っ
て
待
っ
て
い
た
。
先
回
り
を
し
て
い
て
、

「
ピ
ッ
キ
を
く
れ
な
け
れ
ば
通
さ
な
い
L

と
い
っ
て
立
っ
て
い
た
。

仲
人
は
あ
ら
か
じ
め
も
ら
い
方
の
施
主
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
用
意
し
て
お
い

た
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
年
寄
り
が
子
守
を
し
な
が
ら
、
「
孫
に
も
く
れ
て

お
く
れ
」
と
い
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
と
い
う
。
ま
た
子
ど
も
の
中
に
は
、
何
度
も

ビ
ッ
キ
を
張
っ
て
お
金
を
も
ら
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
仲
人
さ
ん
は
あ
ず
か
っ
た
お

金
が
足
り
な
く
な
っ
て
、
子
ど
も
を
待
た
せ
て
お
い
て
、
施
主
の
と
こ
ろ
へ
お
金
を

も
ら
い
に
戻
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
(
引
沼
)
。
子
ど
も
の
中
に
は
、
「
嫁
み
ろ
、

婿
み
ろ
、
嫁
の
ベ
ッ
チ
ョ
は
き
ん
ち
ゃ
く
だ
」
な
ど
と
意
味
も
わ
か
ら
ず
に
は
や
し

立
て
た
も
の
の
あ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
ビ
ッ
キ
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
大
人
の
関

与
が
認
め
ら
れ
と
い
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ビ
ッ
キ
を
く
れ
る
方
で
も
、
決
し
て
そ
れ
を
妨
害
と
は
み
て
い
な
か
っ

た
。
ビ
ッ
キ
が
出
て
い
な
い
と
さ
び
し
く
感
じ
た
と
い
う
。

こ
の
「
ビ
ッ
キ
」
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
秩
父
郡
で
は
、
「
神
参
り
に
来
た
人
に

子
ど
も
が
ね
だ
る
お
か
ね
」

で
あ
る
と
い
う
(
「
日
本
方
言
大
辞
典
」
小
学
館
刊
)

ま
た
、
喜
多
村
信
節
の
「
嬉
遊
笑
覧
」
に
は
、
「
童
等
び
つ
き
く
れ
せ
い
と
て
旅
人

に
つ
き
ま
と
ふ
あ
り
」
と
あ
り
、
こ
の
「
び
つ
き
」
が
、
「
疋
に
て
銭
を
い
ふ
か
、

又
は
神
酒
の
説
か
」
と
記
し
て
い
る
。

-
ビ
キ
の
こ
と

ム
ラ
に
嫁
さ
ん
が
来
る
と
き
、
子
供
が
ビ
キ
と
い
う
こ
と
を
し
た
。

縄
に
泥
を
く
っ
付
け
て
道
に
張
る
。

嫁
さ
ん
の
い
い
着
物
が
汚
れ
て
は
大
変
だ
と
い
う
の
で
、
仲
人
さ
ん
が
子
供
に
お

金
を
や
っ
て
縄
を
外
し
て
、
嫁
さ
ん
を
通
し
て
も
ら
っ
た
。

仲
人
は
、
こ
の
お
金
を
貰
い
方
の
施
主
か
ら
預
か
っ
て
来
た
。

隣
の
村
か
ら
嫁
さ
ん
を
貰
う
場
合
は
、
子
供
の
こ
と
も
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い

る
の
で
、

お
金
を
ど
の
く
ら
い
用
意
す
れ
ば
い
い
と
い
う
。

子
供
は
、

一
O
人
く
ら
い
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
ボ
ス
的
な
も
の
に
お
金
を
や
っ

て

「
仲
良
く
分
け
ろ
」
と
い
う
。

一
万
円
く
ら
い
や
る
場
合
も
あ
っ
た
。
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こ
の
金
額
は
、
特
に
決
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
七
年
頃
、

人

一
O
O円
く
ら
い
だ
っ
た
。

お
大
尽
さ
ん
の
場
合
は
、
金
額
を
弾
ん
だ
。

嫁
さ
ん
の
通
る
と
こ
ろ
(
道
に
)
泥
の
付
い
た
縄
を
張
っ
て
置
い
た
。
子
供
の
や

マ
Q
V
I』

'ζ

。

仲
人
さ
ん
が
、
先
頭
で
や
っ
て
来
て
、
袋
に
小
銭
を
用
意
し
て
来
た
。

(
道
の
妨
害
を
し
て
い
る
子
供
に
)
仲
人
さ
ん
が
金
を
や
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、

子
供
は
、
嫁
さ
ん
を
通
し
て
く
れ
た
。

こ
の
お
金
は
、
仲
人
が
、
計
算
し
て
、
用
意
し
て
置
い
て
く
れ
た
。

子
供
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
と
こ
ろ
で
、
ビ
キ
を
取
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
、
「
ビ
キ
を
取
ら
れ
る
」
と
言
っ
た
。



子
供
た
ち
が
、
嫁
さ
ん
が
通
る
道
に
縄
を
張
っ
て
い
た
。
道
の
両
脇
に
子
供
が
立
つ

て
い
て
、

「
ビ
キ
く
ん
な
け
れ
ば
、
(
嫁
さ
ん
を
)
通
さ
ね
え
」

と
言
っ
て
い
た
。

仲
人
が
、
お
金
を
用
意
し
て
来
て
、
子
供
に
お
金
を
や
っ
て
そ
の
場
を
通
し
て
貰
つ

た
嫁
さ
ん
が
村
か
ら
出
て
行
く
と
き
も
、
村
へ
入
っ
て
く
る
と
き
も
、
道
に
縄
を
張
つ

た
村
の
入
り
口
と
か
、
嫁
、
婿
に
来
る
家
の
玄
関
先
で
や
っ
た
こ
と
。

わ
し
ら
が
子
供
の
こ
ろ
に
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

お
祝
い
の
意
味
が
あ
っ
た
と
い
う
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、
縄
に
泥
(
あ
る
い
は
う
ん
ち
)
を
塗
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

荷
背
負
い

若
い
衆
が
嫁
さ
ん
の
荷
物
を
、
嫁
さ
ん
の
実
家
か
ら
嫁
ぎ
先
ま
で
背
負
っ
て
行
く

の
も
大
役
で
あ
っ
た
。
こ
の
荷
背
負
い
は
、
仲
人
が
、
二
、
三
人
の
若
い
衆
を
選
ん

で
連
れ
て
行
っ
た
も
の
と
い
う
。

背
負
い
の
役
目
は
、
主
と
し
て
嫁
さ
ん
の
箪
笥
を
背
負
っ
て
来
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

箪
笥
が
今
の
よ
う
に
三
つ
が
さ
ね
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
三
人
の
荷
背
負
い
が
必
要
で

六合の民俗

あ
っ
た
。
箪
笥
を
分
け
て
こ
も
に
く
る
ん
だ
り
、
大
風
呂
敷
に
包
ん
だ
り
し
て
背
負
つ

て
来
た
。
座
布
団
も
そ
の
上
に
の
せ
て
来
た
と
い
う
。

こ
の
荷
背
負
い
に
も
演
技
が
要
求
さ
れ
た
。
荷
物
が
軽
く
て
も
、

い
か
に
も
重
い

よ
う
に
み
せ
る
。
嫁
さ
ん
の
持
参
品
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
に
み

せ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
嫁
さ
ん
の
家
を
出
る
と
き
か
ら
、
こ
の
荷
物
は
重

い
ぞ
と
い
う
し
ぐ
さ
を
、
ま
わ
り
の
人
は
そ
れ
を
見
て
い
ろ
い
ろ
い
う
。

荷
背
負
い
が
答
え
る
。

「
大
丈
夫
か
、
し
っ
か
り
し
ろ
」
「
大
丈
夫
だ
」
「
し
っ
か
り
頼
ん
だ
ぞ
」

荷
背
負
い
は
そ
の
辺
を
よ
く
心
得
て
い
て
、
上
手
に
や
っ
て
く
れ
る
。
あ
ま
り
重

く
な
い
の
に
「
お
も
て
え
、
お
も
て
え
」
と
い
っ
て
わ
ざ
と
よ
ろ
け
て
み
せ
た
り
す

る
。
人
の
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
へ
い
け
ば
軽
々
と
背
負
っ
て
来
る
。
も
ら
い
方
の
近

く
へ
来
る
と
ま
た
重
い
ふ
り
を
す
る
。
も
ら
い
方
へ
着
く
と
、
「
も
う
と
て
も
だ
め
だ
」

と
い
っ
て
荷
を
お
ろ
す
と
い
う
。
嫁
さ
ん
の
荷
物
が
少
な
い
と
、
嫁
さ
ん
が
か
わ
い

そ
う
だ
と
い
う
の
で
、
殊
更
に
演
技
す
る
と
い
う
。

だ
か
ら
、
荷
背
負
い
に
は
演
技
の
出
来
る
も
の
を
選
ん
だ
。
そ
の
若
い
衆
に
は
、
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く
れ
方
、
も
ら
い
方
双
方
か
ら
祝
儀
が
出
た
。
荷
背
負
い
役
目
が
す
む
と
、
お
勝
手

に
さ
が
っ
て
、
ご
馳
走
に
な
っ
た
。

荷
背
負
い
も
、
ご
祝
儀
の
も
り
た
て
役
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

皿
売
り

入
山
で
は
習
俗
は
小
字
ご
と
に
ち
が
う
と
い
う
か
ら
、
こ
の
「
皿
売
り
」
の
こ
と
も
、

入
山
全
体
で
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
世
立
・
見
寄
・
京
塚
・
引
沼
で

は
行
わ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
が
ほ
か
で
は
聞
い
て
い
な
い
。

あ
る
い
は
、

も
つ

と
む
か
し
に
は
広
く
行
わ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
皿
売
り
」
は
芸
が
こ
ん
で
い
る
か
ら
、

か
な
り
の
芸
達
者
の
人
で
な
い
と
出
来

な
い
。
た
と
え
ば
、
世
立
の
人
は
芸
達
者
の
人
が
多
く
、
「
座
持
ち
が
い
い
」
と
か
、
「
は



俗

な
し
上
手
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
ま
わ
り
の
人
か
ら
世
立
の
し
よ
う
は

民

そ
う
見
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

前
掲
の

「
皿
売
り
」
に
つ
い
て
次
の
よ

「
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
」

の
中
に
、
こ
の

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

主
人
が
披
露
宴
を
終
わ
り
に
し
て
も
ら
い
た
い
時
あ
る
人
に
頼
ん
で
皿
売
り
を
し

て
も
ら
う
そ
う
で
す
。
頼
ま
れ
た
人
は
風
呂
敷
に
大
小
五

1
六
枚
の
組
皿
を
持
っ
て

入
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
「
お
宅
は
今
日
お
め
で
た
だ
っ
つ
う
か
ら
皿
を
買
っ

て
も
ら
い
た
く
て
来
ま
し
た
」
と
い
い
ま
す
。
す
る
と
主
人
が
「
そ
の
皿
は
い
く
ら

す
る
も
ん
だ
い
」
と
聞
く
と
、
「
こ
れ
は
何
百
万
何
千
万
す
る
ん
だ
よ
。

お
宅
は
今

日
お
め
で
た
の
日
だ
か
ら
ぜ
ひ
買
っ
て
も
ら
い
た
い
」
「
は
あ
そ
う
か
い
。
今
日
は

な
ん
し
ろ
お
め
で
た
だ
か
ら
皿
売
っ
て
も
ら
う
べ
え
」
と
、
こ
の
皿
を
主
人
が
買
い

ま
す
。
主
人
は
そ
の
皿
一
枚
一
枚
に
酒
を
な
み
な
み
と
つ
い
で
お
客
に
の
ま
せ
ま
す
。

客
は
皿
売
り
が
出
る
と
、
こ
の
宴
会
も
最
後
だ
な
と
思
っ
て
酒
を
の
み
ま
し
た
。
こ

の
時
売
っ
た
皿
は
、
台
所
か
ら
も
っ
て
き
た
人
、
特
別
大
き
い
組
皿
を
買
っ
て
用
意

し
た
人
等
い
ろ
い
ろ
で
し
た
。
皿
売
り
の
役
目
は
座
敷
を
に
ぎ
や
か
に
す
る
こ
と
、

宴
会
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
六
十
年
度
の
一

1
三
年
生
六
名
の
調
査
資
料
で
、
入
山
の
引
沼
と

世
立
の
人
か
ら
の
聞
き
と
り
資
料
で
あ
る
。

世
立
で
は
、
こ
の

「
皿
売
り
」

は
ど
の
ご
祝
儀
の
と
き
に
も
披
露
さ
れ
た
と
い
う
。

京
塚
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
結
婚
式
の
と
き
に
も
「
皿
売
り
」

の
余
興
が
あ
っ
た

と
い
う
。
と
こ
ろ
が
嫁
さ
ん
ご
本
人
は
お
色
直
し
の
た
め
に
そ
の
席
に
は
い
な
い
で
、

実
見
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

ど
こ
の
小
字
に
も
器
用
な
人
は
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
が
、
座
を
盛
り

た
て
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
宴
席
で
は
、
こ
の
「
皿
売
り
」
が
出
な
い
と
夕
飯

が
出
な
い
。
し
た
が
っ
て
お
客
さ
ん
は
帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
前

述
の
中
学
生
の

「
報
告
」
に
も
あ
っ
た
よ
う
に
、
「
披
露
宴
を
終
わ
り
に
し
て
も
ら

い
た
い
」
た
め
に
、
こ
の
「
皿
売
り
」
が
登
場
し
た
。

お
相
伴
が
お
勝
手
の
準
備
の
様
子
を
み
な
が
ら
座
の
と
り
も
ち
を
行
っ
た
の
で
あ

る
。
お
客
さ
ん
が
、
「
夕
飯
が
欲
し
い
」
と
い
う
と
、

お
相
伴
は
、
「
ま
だ
う
ど
ん
が

ゆ
で
て
な
い
」
と
か
「
ま
だ
お
汁
が
出
来
て
い
な
い
」
な
ど
と
い
っ
て
、
座
の
進
行

を
ひ
き
の
ば
し
た
と
い
う
。

頃
合
い
を
み
て
、
宴
会
の
最
中
に
「
皿
売
り
」
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。
「
皿
売
り
」

の
人
二
名
は
そ
の
席
か
ら
抜
け
出
す
。
支
度
を
し
て
、
縁
側
か
ら
入
っ
て
く
る
。
「
皿

売
り
」
が
口
上
を
い
う
、
旦
那
が
応
対
す
る
。

「
下
の
方
で
聞
い
た
ら
、
こ
ち
ら
さ
ん
で
は
ご
祝
儀
だ
と
い
う
の
で
寄
っ
て
み
ま

し
た
。
実
に
ご
大
家
で
す
ね
。
立
派
で
す
ね
。
わ
し
ら
は
末
広
を
売
り
ま
す
」
と
い
っ
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て
、
皿
を
出
し
て
見
せ
る
。

こ
こ
で
、
「
皿
売
り
」
と
旦
那
さ
ん
と
の
間
で
や
り
と
り
が
あ
る
。

「
と
こ
ろ
で
値
段
は
い
く
ら
だ
い
」

「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
八
年
も
ね
り
あ
げ
た
も
の
、
品
物
に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
」

旦
那
が
皿
を
た
た
い
て
音
を
聞
く
。

「
な
る
ほ
ど
い
い
ね
が
す
る
」
と
い
っ
て
ほ
め
る
。

「
お
あ
き
ん
ど
、
そ
れ
じ
ゃ
い
い
値
だ
ん
べ
、

い
く
ら
だ
い
」

「
八
千
八
百
八
十
八
万
円
で
す
」

「
い
く
ら
か
ま
け
ら
れ
る
べ
え
」

「
こ
ち
ら
さ
ん
は
大
家
で
も
あ
る
し
、
ま
た
の
縁
つ
な
ぎ
に
ま
け
て
い
く
べ
え
。

八
千
八
百
円
に
す
べ
え
」

こ
こ
で
は
な
し
が
つ
い
て
、
日
一
那
さ
ん
は
こ
の
皿
を
買
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
あ



と
、
お
相
伴
は
皿
売
り
に
、

「
お
あ
き
ん
ど
さ
ん
、

お
な
か
が
す
い
て
い
る
だ
ん
べ
か
ら
、

お
勝
手
で
夕
食
を

と
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
と
、

皿
売
り
は
お
勝
手
に
さ
が
る
。
そ
れ
か
ら
、
日
一
那

は
お
客
さ
ん
に
皿
を
買
っ
た
こ
と
を
披
露
す
る
。

「
嫁
も
も
ら
っ
た
し
、
家
宝
の
末
広
(
皿
)
も
買
い
求
め
た
。
わ
が
家
も
こ
れ
で

安
泰
で
す
。
皆
さ
ん
で
ゆ
っ
く
り
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
っ
て
、
買
っ
た
皿
を
ま

わ
し
て
、

お
客
さ
ん
に
酒
を
飲
ん
で
も
ら
う
。

そ
れ
か
ら
、
お
相
伴
は
聞
が
抜
け
な
い
よ
う
に
差
配
し
な
が
ら
座
を
終
わ
ら
せ
る
。

以
上
が
入
山
に
お
い
て
結
婚
披
露
宴
の
と
き
に
行
わ
れ
た
「
皿
売
り
」
と
い
う
余

興
の
概
要
で
あ
る
。

こ
の
「
皿
売
り
」
以
外
に
も
、
ご
祝
儀
の
余
興
は
歌
や
踊
り
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
っ

た
と
い
う
。
根
広
で
は
、
養
蚕
用
の
か
ご
を
用
い
て
の
「
宝
船
」

の
余
興
が
あ
っ
た

と
い
う
。
京
塚
で
は
、
ど
じ
ょ
う
す
く
い
を
や
っ
た
り
、
民
謡
を
歌
っ
た
り
し
た
と

い
う
。
「
皿
売
り
」
は
、
こ
の
よ
う
な
古
い
形
の
婚
礼
の
と
き
の
余
興
の
一
つ
で
あ
っ

た

(
参
考
文
献
)

「
六
合
村
の
民
俗
」
(
群
馬
県
教
育
委
員
会

一
九
六
三
年
)

「
ふ
る
さ
と
の
昔
と
今
」
(
六
合
村
立
入
山
中
学
校

一
九
八
七
年
)

「
秋
山
記
行
」
(
信
濃
教
育
会
出
版
部

一
九
六
二
年
)

六合の民俗

-
む
か
し
の
婚
礼

嫁
さ
ん
の
荷
物
を
運
ん
で
来
る
役
が
あ
っ
た
。

仲
人
さ
ん
が
、
二
人
ほ
ど
の
若
い
衆
を
連
れ
て
嫁
さ
ん
の
家
に
行
く
。

若
い
衆
は
、

シ
ョ
イ
コ
を
背
負
っ
て
行
っ
た
。

背
負
っ
て
来
る
荷
物
が
軽
い
場
合
で
も
、
若
い
衆
は
、

「
重
い
、
重
い
」

と
、
わ
ざ
と
よ
じ
け
て
見
せ
た
り
し
た
。

仲
人
が
、

そ
う
し
た
仕
草
を
、
若
い
衆
に
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

嫁
さ
ん
の
荷
物
が
少
な
い
と
、
恥
ず
か
し
い
の
で
、
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

嫁
さ
ん
が
貰
い
方
に
来
る
と
、
ト
リ
ム
ス
ビ
の
座
敷
の
障
子
に
、
若
い
衆
と
か
子

供
は
、
指
の
先
に
ツ
バ
を
つ
け
て
、
穴
を
開
け
て
、
中
を
覗
い
た
。
貰
い
方
で
は
、

障
子
に
穴
を
聞
け
て
見
て
貰
う
方
が
い
い
と
言
っ
た
。

昔
は
、
母
親
同
士
が
相
談
し
て
縁
談
を
進
め
た
。

近
親
結
婚
が
多
か
っ
た
の
で
、
式
も
ご
く
簡
単
に
済
ま
せ
た
。
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い
と
こ
嫁
も
あ
っ
た
。

お
大
尽
さ
ん
は
、
結
婚
式
は
丁
寧
に
し
た
。

(
話
し
手

六
合
村
根
広

中
村
福
美
さ
ん
)

赤
岩
の
ジ
ジ
ッ
カ
ケ
・
バ
バ
ッ
カ
ケ

-
ジ
ジ
イ
ッ
カ
ケ

む
か
し
、
ぼ
ろ
で
も
い
ら
ね
え
も
ん
は
、
ジ
ジ
イ
ッ
カ
ケ
ヘ
持
っ
て
行
っ
て
ぶ
ち
ゃ

あ
れ
と
言
っ
て
い
た
。

そ
こ
は
、
崖
で
も
な
く
、
山
石
も
そ
ん
な
に
な
い
、
傾
斜
に
な
っ
て
居
た
。

下
の
大
川
ま
で
は
、
三
丈
く
ら
い
は
あ
る
。
崩
れ
落
ち
と
言
っ
た
。
崩
れ
て
落
ち

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。



俗

ジ
ジ
イ
ッ
カ
ケ
ヘ
連
れ
て
行
っ
て
、
じ
い
さ
ん
を
ぶ
ち
ゃ
る
。

民

そ
こ
か
ら
は
い
上
が
っ
た
じ
い
さ
ん
は
、
丈
夫
で
、
偉
い
働
き
じ
い
さ
ん
だ
と
い
っ

て
、
歓
迎
さ
れ
た
と
い
う
。

ジ
ジ
ッ
カ
ケ
か
ら
、
五

0
0メ
ー
ト
ル
く
ら
い
上
流
に
、

パ
ン
パ
サ
キ
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
。

ぱ
ん
ぱ
さ
き
の
ほ
う
は
、
年
寄
り
を
ぶ
ち
ゃ
っ
た
と
言
う
話
は
聞
か
な
い
。

そ
こ
も
い
や
な
感
じ
の
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
わ
た
し
が
生
ま
れ
た
故
郷
の
六
合
村
に
い
た
と
き
に
、
近
所
の
お
ば

あ
さ
ん
か
ら
聞
い
た
話
で
あ
る
。

こ
の
お
ば
あ
さ
ん
の
亭
主
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
ジ
ジ
ッ
カ
ケ
へ
ぶ
ち
ゃ
れ
ね
え

よ
う
な
、
丈
夫
な
じ
い
さ
ん
だ
と
言
っ
て
い
た
。

(
長
野
原
町
川
原
畑
で
お
聞
き
し
た
話
で
あ
る
。
)

赤岩のジジイッカケ

-
ジ
ジ
イ
ッ
カ
ケ

赤
岩
に
、

パ
ン
パ
サ
キ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

崖
に
な
っ
て
い
て
、

下
に
、

須
川
が
流
れ
て
い
る
。

そ
の
近
く
に
、
ジ
ジ
ッ
カ
ケ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
こ
へ
は
、
む
か
し
、

六

O
に
な
っ
た
者
を
ぶ
ち
ゃ
っ
た
と
い
う
。

六
合
の
赤
岩
と
い
う
と
こ
ろ
に
、

パ
ン
パ
サ
キ
と
い
う
と
こ
ろ
と
、
ジ
ジ
イ
ッ
カ

ケ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
。

二
つ
の
場
所
は
崖
に
な
っ
て
い
て
、
す
ぐ
近
く
に
あ
る
。

じ
じ
い
っ
か
け
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
、
む
か
し
、
六

O
に
な
っ
た
人
を
ぶ
ち
ゃ
っ

た
と
い
う
。

(
ぶ
ち
や
ら
れ
て
も
)
そ
の
崖
を
は
い
上
が
っ
て
き
た
も
の
は
、

(
偉
い

と
い
う
の
で
)
仕
事
に
使
っ
た
い
う
話
が
あ
る
。
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赤
岩
地
先
の
白
砂
川
の
左
岸
に
急
な
崖
が
あ
る
。

そ
こ
に
ジ
ジ
ッ
カ
ケ
と
パ
ン
パ
サ
キ
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

む
か
し
、
食
糧
難
だ
っ
た
と
き
に
、
食
べ
物
が
無
く
っ
て
大
変
だ
っ
た
の
で
、

六
十
過
ぎ
の
お
爺
さ
ん
を
そ
こ
へ
棄
て
た
と
い
う
。

そ
こ
が
、
ジ
ジ
ッ
カ
ケ
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
か
ら
、
一

0
0メ
ー
ト
ル
上
流
に
、
パ
ン
パ
サ
キ
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
六

O
に
な
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
を
棄
て
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、
後
か
ら
の
説
明
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ジ
イ
サ
マ
と
パ
ア
サ
ン
を

な
ぜ
別
々
の
と
こ
ろ
へ
捨
て
た
か
と
い
う
と
、
男
女
を
同
じ
と
こ
ろ
に
棄
て
る
と
、

子
供
が
生
ま
れ
る
か
ら
だ
と
い
う
。

そ
ん
な
話
を
聞
い
て
い
る
。



こ
れ
は
そ
の
続
き
の
話
で
あ
る
。

あ
る
家
に
親
孝
行
の
息
子
が
い
た
。

そ
の
息
子
は
、
六

O
に
な
っ
た
母
親
を
家
に
隠
し
て
お
い
た
。

親
を
捨
て
る
と
い
う
こ
と
は
、

ひ
で
え
こ
と
だ
と
、
そ
の
息
子
は
、
姥
捨
て
の
し

き
た
り
に
抗
議
し
て
い
た
。
そ
れ
で
、
あ
る
時
、
殿
様
の
と
こ
ろ
に
談
判
に
行
っ
た
。

そ
し
た
ら
、
殿
様
が
そ
の
息
子
に
、
難
問
を
出
し
た
。
(
こ
の
間
い
が
解
け
れ
ば

親
を
助
け
て
や
る
と
い
う
)

そ
の
聞
い
と
は
、

「
灰
炭
で
縄
を
な
っ
て
来
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

六合の民俗

そ
の
息
子
に
は
ど
う
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。

そ
れ
で
、
隠
し
て
お
い
た
お
ば
あ
さ
ん
に
聞
い
た
。

お
ば
あ
さ
ん
に

赤岩のパンパサキ

「
殿
様
に
こ
う
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
」

と
言
っ
た
。

そ
し
た
ら
、

お
ば
あ
さ
ん
は
、

「
そ
ん
な
事
は
わ
き
ゃ
あ
ね
え
。
藁
を
塩
水
に
浸
け
て
、
堅
く
絢
っ
て
、
そ
れ
を

干
し
て
か
ら
燃
や
せ
ば
、
灰
の
縄
が
出
来
る
」

と
言
っ
た
。

息
子
は
、
お
ば
あ
さ
ん
に
言
わ
れ
た
と
お
り
に
し
て
、
灰
の
縄
を
絢
っ
て
、
そ
お
っ

と
、
殿
様
の
こ
と
ろ
へ
持
っ
て
行
っ
た
。

そ
し
た
ら
、
殿
様
に
、

「
ど
う
し
て
、
こ
の
こ
と
が
分
か
っ
た
か
」

と
聞
か
れ
た
。

息
子
は
、
六

O
に
な
っ
て
も
、
山
に
棄
て
な
い
で
家
に
隠
し
て
お
い
た
お
ば
あ
さ
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ん
に
教
わ
っ
た
事
を
、
白
状
し
た
。

そ
し
た
ら
、
殿
様
は
、

「
年
寄
り
に
は
知
恵
が
あ
る
事
が
分
か
っ
た
」

と
い
っ
て
、
そ
れ
か
ら
は
、
六

O
に
な
っ
た
年
寄
り
を
ジ
ジ
ッ
カ
ケ
、

パ
ン
パ
サ

キ
に
棄
て
る
事
を
取
り
や
め
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

(
語
り
手

六
合
村
赤
岩

昭
和
七
年
生
ま
れ
)

関
駒
三
郎
さ
ん



俗

京
塚
の
子
守
様

民

子
守
様
は
山
の
中
に
祭
ら
れ
て
い
る
。

お
宮
の
改
修
は
平
成
七
年
。
家
だ
け
改
修
す
る
と
言
っ
た
ら
、
京
塚
の
人
が
中
心

に
な
り
田
代
原
、
引
沼
の
人
な
ど
の
親
戚
の
人
が
改
修
の
資
金
を
寄
付
し
て
く
れ
た
。

こ
の
と
き
の
神
主
さ
ん
は
赤
岩
の
安
原
義
治
さ
ん
。

子
守
様
の
こ
と
を
、

コ
ウ
モ
リ
サ
ン
と
呼
ん
で
い
る
。

昔
か
ら
の
言
い
伝
え
で
は
、
子
守
様
は
子
供
を
育
て
る
神
様
で
あ
る
と
い
う
。
子

供
を
守
る
神
様
と
い
う
。

こ
こ
へ
は
、
子
供
を
連
れ
て
お
参
り
に
来
た
。

お
参
り
に
来
る
人
は
、
布
で
作
っ
た
前
垂
れ
と
か
帽
子
を
上
げ
て
行
く
。
手
製
の

物
で
あ
る
。

ふ
だ
ん
で
も
お
参
り
に
来
た
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
お
参
り
に
来
て
く
れ
、

お
婁
銭
が
上
が
っ
て
い
る
。

今
で
は
、
お
参
り
に
来
る
人
は
少
な
い
。

プ
ラ
ク
の
人
は
オ
サ
ゴ
を
上
げ
て
行
く
。

若
い
人
は
ゆ
だ
れ
掛
け
な
ど
を
上
げ
て
行
く
。

子
守
様
の
お
祭
り
は
旧
暦
の
二
月
十
八
日

お
参
り
の
帰
り
に
、
山
口
愛
子
さ
ん
の
所
へ
寄
っ
て
く
れ
る
。
寄
っ
て
く
れ
た
人

に
は
、
赤
飯
と
煮
物
(
イ
ン
ゲ
ン
、
フ
キ
、
ワ
ラ
ビ
、
大
根
の
煮
物
)
を
出
し
て
や
っ

た
。
帰
り
に
赤
飯
を
食
べ
て
も
ら
い
、
お
茶
を
飲
ん
で
行
っ
て
も
ら
っ
た
。

お
祭
り
の
費
用
は
、
今
は
地
域
の
人
か
ら
は
い
た
だ
い
て
は
い
な
い
。

お
酒
を
一
升
上
げ
る
。

お
札
は
出
さ
な
か
っ
た
。

元
は
、
山
口
家
の
本
分
家
で
祭
っ
て
い
た
が
、
今
は
、
山
口
愛
子
さ
ん
の
と
こ
ろ

だ
け
で
お
守
り
し
て
い
る
。

な
を
、
ム
ラ
と
か
親
戚
の
家
に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
子
守
さ
ん
の
お
祭

り
は
中
止
し
て
い
た
。

一
O
O日
の
聞
は
お
参
り
に
来
な
か
っ
た
。

な
ぞ
な
ぞ
の
こ
と

-
ナ
ン
ゾ
カ
ケ

謎
を
掛
け
る
こ
と
を
、

「
ナ
ン
ゾ
カ
ケ
」
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子守さん



と
言
っ
た
。

「
ナ
ン
ゾ
カ
ケ
す
べ
え
や
」

と
言
っ
て
始
め
た
。

「
ナ
ン
ゾ
、

ナ
ナ
ナ
ン
ゾ
」

ナ
ン
ゾ
、

ナ
ゾ
を
掛
け
ら
れ
て
、
解
け
な
い
と
き
は
、

「
モ
ン
ジ
ャ
ア
ゲ
」

と
言
っ
た
。

-
昔
が
た
り
と
謎

昔
語
り
の
聞
に
、
謎
掛
け
を
し
た
。

ナ
ン
ゾ
は
冬
の
聞
に
し
た
。

昔
は
必
ず
や
っ
た
。

回
り
ぼ
ん
こ
に
掛
け
た
。

-
謎
掛
け
と
罰

謎
掛
け
を
し
て
居
て
、
モ
ン
ジ
ャ
ア
ゲ
に
な
る
と
、
顔
に
墨
を
塗
ら
れ
た
(
入
山
立

-
謎
掛
け
の
事
(
そ
の
一
)

謎
掛
け
の
こ
と
は
、
「
ナ
ン
ゾ
ナ
ン
ゾ
」
と
言
っ
た
。

友
達
の
家
に
集
ま
っ
て
、
子
供
た
ち
が
や
っ
た
こ
と
。

六合の民俗

「
ナ
ン
ゾ
カ
ケ
ベ
え
」

と
言
っ
て
や
っ
た
こ
と
。

掛
け
ら
れ
た
ナ
ン
ゾ
が
解
け
な
い
と
き
に
は
、

「
解
ら
ね
え
」

と
言
っ
た
。
そ
う
す
る
と
次
の
番
の
者
に
ナ
ゾ
を
掛
け
た
。
(
日
影
)

ナ
ゾ
の
主
な
例

-
家
中
の
力
持
ち
な
ん
ぞ

鍵
竹

-
白
壁
土
蔵
に
と
ぼ
う
な
し
な
ん
ぞ

-
四
つ
ご
背
中
あ
ぶ
り
な
ん
ぞ

炉
ぶ
ち

-
人
の
家
に
行
っ
て
、
這
っ
て
い
る
も
の
な
ん
ぞ

-
池
に
反
り
橋
だ
ん
ご
ち
ん
こ
な
あ
に

豆
腐鉄

瓶

下
駄

-
朝
早
く
、
細
道
通
る
物
な
あ
に

雨
戸

-
一
里
行
っ
て
、
二
里
行
っ
て
、
三
里
目
の
大
火
事
な
あ
に

煙
管

-
双
子
の
日
ぼ
せ
り
(
火
悪
さ
)
な
あ
に

-
上
で
算
術
、
下
で
ブ
ラ
ン
コ
な
あ
に

-
天
に
三
つ
の
廊
下
あ
り

そ
れ
な
あ
に

-
味
噌
玉
に
穴
七
つ
な
あ
に

顔

-
家
中
の
ひ
び
切
ら
し
な
あ
に

土
壁

-
家
の
周
り
を
太
鼓
叩
い
て
歩
く
も
の
な
ん
ぞ

-
骨
無
し
皮
無
し
ほ
や
ほ
や
の
ぼ
っ
た
ん
な
あ
に

柱
時
計

火
箸

645 

て
ろ
う
か
(
照
る
)

ふ
ろ
う
か
(
降
る
)

く
も
ろ
う
か

(
曇
る
)

雨
垂
れ

う
ん
こ



俗

一一
六
合
の
昔
話
の
こ
と

民

「
昔
話
」
は
、
特
別
な
口
頭
伝
承
で
あ
る
。

む
か
し
か
ら
、
そ
の
地
区
に
、
特
別
の
内
容
と
話
型
を
も
っ
て
伝
承
さ
れ
て
き
た

「
語
り
物
」

で
あ
る
。

「
昔
話
」
は
、
ご
く
一
部
の
地
区
に
、
ご
く
特
別
の
語
り
手
に
よ
っ
て
語
り
伝
え

ら
れ
て
き
た
。
特
別
の
は
な
し
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
語
り
手
や
そ
の
場
所
が
特
定

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
合
、
特
に
入
山
地
区
の
、
「
昔
話
」
は
、
早
く
か
ら
群
馬
県
を
代
表
す
る
「
語
り
物
」

と
し
て
、
利
根
郡
片
品
村
、
(
さ
ら
に
は
藤
原
)

の
「
昔
話
」
と
と
も
に
、

そ
の
先

鞭
を
つ
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
群
馬
県
史
」
資
料
編
二
七
、
民
俗
三
の
中
に
は
、
「
群
馬
の
昔
話
の
特
色
」
に

つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
報
告
し
て
あ
る
が
、
本
県
に
お
い
て
、
昔
話
が
比
較
多
く
分

布
し
て
い
る
地
域
と
し
て
、
利
根
、
吾
妻
郡
地
方
を
あ
げ
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
六

合
、
片
品
地
区
に
つ
い
て
は
、
特
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
と
記
し
て
お
い
た
。
(
昭

和
五
十
年
代
の
調
査
資
料
に
よ
る
)

六
合
地
区
の
中
で
も
、
入
山
地
区
に
、
「
昔
話
」
は
集
中
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

入
山
地
区
の
「
昔
話
」
は
、
数
も
多
く
、
質
も
高
い
。

語
り
手
も
多
く
、
そ
の
語
る
昔
話
の
内
容
も
、
い
わ
ゆ
る
「
本
格
昔
話
」
が
多
い
。

一
人
で
、
何
十
話
と
語
る
語
り
手
も
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

*
入
山
は
民
話
の
宝
庫

六
合
村
に
は
「
昔
話
」
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
。

特
に
入
山
地
区
に
多
く
民
話
の
宝
庫
と
い
わ
れ
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
全
国
か
ら

た
く
さ
ん
の
民
話
の
研
究
者
が
採
訪
の
た
め
に
訪
れ
て
い
る
。

当
時
は
、
各
集
落
に
立
派
な
語
り
部
が
い
て
、
採
訪
に
歩
く
と
次
々
に
世
間
話
か

ら
、
本
格
昔
話
ま
で
た
く
さ
ん
の
民
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。

*
入
山
に
民
話
が
残
っ
た
理
由

入
山
に
は
完
全
な
型
の
民
話
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
は

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
、
社
会
的
交
流
が
少
な
い
中
で
、
地
域
、
家
庭
の
中
で
唯
一
の
娯
楽
と

し
て
代
々
子
ど
も
た
ち
に
語
り
継
が
れ
て
き
た
こ
と
。

二
つ
に
は
、
長
い
冬
の
聞
に
行
う
木
工
、
菅
等
に
よ
る
手
仕
事
を
し
な
が
ら
、
聞

炉
裏
を
囲
ん
だ
語
り
の
場
が
あ
っ
た
こ
と
。
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三
つ
に
は
、
各
集
落
に
語
り
を
受
け
継
が
れ
る
立
派
な
語
り
部
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
た
こ
と
。

四
つ
に
は
、
地
理
的
に
奥
ま
っ
た
位
置
に
あ
っ
た
た
め
都
市
化
の
波
が
遅
く
、
後
々

ま
で
古
い
し
き
た
り
と
生
活
が
残
っ
て
い
た
こ
と
。

*
民
話
の
呼
び
方

入
山
で
は
、
民
話
の
こ
と
を
「
む
か
し
」
ま
た
は
「
む
か
し
か
た
り
」
と
呼
ん
で

、A
i

}

0

・ゎv
w
d
d〈

*
語
り
を
頼
む
時

「
む
か
し

語
っ
と
く
れ
」
、
「
む
か
し

語
ら
っ

語
っ
て
く
だ
あ
れ
」
、
「
む
か
し

T
レ
〉
え
」



*
語
り
始
め
の
言
葉

「
む
か
し
む
か
し
」
、
「
む
か
し
む
か
し
あ
る
げ
だ
あ
」
、
「
む
か
し
む
か
し
あ
る
と

こ
ろ
に
」
、
「
む
か
し
む
か
し
あ
っ
た
つ
つ
あ
」

*
合
い
の
手

「
ふ
ん
」
、
「
ふ
う
ん
」

*
語
り
終
わ
り
の
言
葉

「
そ
れ
っ
き
り
」
、
「
そ
れ
で
終
わ
り
だ
」
、
「
む
か
し
は
む
く
れ
て
い
ま
は
げ
た
」
、

「
む
か
し
は
む
く
れ
て
」
、
「
い
ま
は
げ
た
」
、
「
は
げ
山
に
も
草
が
三
本
お
え
た
と
さ
」
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俗民

六
合
の
昔
か
た
り

ぬ
か
ぼ
こ
と
こ
め
ぼ
こ

語
り

山
本

さ
か

収
録

一
九
七

O
年
一
月
三
十
一
日

む
か
し

ぬ
か
ば
こ
と
い
う
娘
が
い
た
ん
だ
よ
。

あ
る
と
こ
ろ
に
ね

そ
っ
で

お
母
さ
ん
が
な
く
な
っ
て
ね
。
そ
ん
で

ま
あ

こ
ん
ど
ま
あ
、
こ
ん

ど
ま
あ
お
と
う
さ
ん
が

後
妻
を
よ
ん
だ
ん
。

そ
っ
で

こ
め
ぼ
こ
と
い
う
娘
が
で
き
た
ん
だ
よ
。

で
ま
あ
、
姉
妹
(
き
ょ
う
だ

い
)
で
し
ょ
。

で
ね

ぬ
か
ぼ
こ
と
い
う
娘
を
よ
く
し
な
い
ん
だ
よ
。

ま
あ
ま
ま
母
が
ね

白
分
の
娘
が
生
ま
れ
た
ん
だ
か
ら
ね
。

そ
っ
で
ね
田
ん
ぼ
へ
米
ぼ
ひ
ろ
い
に
今
日
は

あ
ん
た
な
ん
ざ
あ
行
っ
て
お
い

で
っ
て
、
二
人
で
ね
。

で
ま
あ

あ
の
こ
め
ぼ
こ
に
は

ぬ
か
ぼ
こ
に

い
い
新
し
い
か
ご
を
あ
ず
け
て
、

は
ひ
っ
た
の
無
い
か
ご
を
あ
ず
け
て
ね
。
そ
し
て

ゃ
っ
た
ん
。

そ
し
た
ら
ね

あ
の
こ
め
ぼ
こ
は
い
い
か
ん
ひ
ろ
っ
た
ら

い
っ
ぺ
え
に
な
っ
た

ん
。
か
ご
が
い
い
だ
か
ら
ね
。

ぬ
か
ぽ
こ
は

い
く
ら
ひ
ろ
っ
た
っ
て

ま
い
て
し
も
う
だ
か
ら
ね
。

ひ
っ
た
が

無
い
だ
か
ら
い
っ
ぺ
ん
な
ら
ね
え
。

「
ぬ
か
ぼ
こ

は
あ
暗
く
な
る
か
ら
」
「
じ
ゃ
あ
、

お

帰
り
ま
し
ょ
う

宇
品
企
め

め
え
は
先
に
帰
っ
て
お
く
れ

い
く
ら
ひ
ろ
っ
て
も
い
っ
ぺ
え
ン
な
ら
ね

わ
し
ゃ

え
か
ら
、
帰
れ
ば
お
つ
か
さ
ん
に
し
か
ら
れ
る
か
ら
、
ま
あ

い
ま
す
こ
し
ひ
ろ
っ

て
い
ぐ
か
ら

あ
の
帰
っ
て
お
く
れ
」
「
そ
っ
じ
ゃ
あ
先
に
帰
る
か
ら

あ
と
か
ら

お
い
で
」

っ
て
、
そ
の
こ
め
ぼ
こ
の
方
が
帰
っ
た
ん
。

ぬ
か
ぼ
こ
の
方
は
帰
り
ょ
う
が
ね
え
で
し
ょ

そ
っ
で
い
っ
ぺ
え
ん
な
ら
ね
え
ん

だ
か
ら
ね
。
そ
ん
で
ま
あ

そ
こ
で
ね

た
ん
ぶ
り
く
ら
く
な
っ
た
ん
。

そ
こ
か
ら

む
こ
う
の
山
を
ね
見
た
ん
。

ま
あ

そ
う
し
た
ら

む
つ
こ
う
高
っ
か

l
い
所
で
火
な
あ
か
り
が
し
た
ん
ね
。

そ
れ
か
ら

し
よ
う
ね
え
か
ら
火
を
た
よ
り
に
ね
。

ま
あ

険
し
い
と
こ
だ
け
ど

ま
た

山
を
道
も
無
い
所
を
上
っ
て

火
を
た
よ
っ
て
行
っ
た
ん
。

そ
し
た
ら
ね
え

お
ば
あ
さ
ん
が
小
屋
の
中
に
ね
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一
人
で
住
ん
で
た
ん
。

「
今
晩
は

そ
の
米
ぼ
ひ
ろ

お
ば
あ
さ
ん

わ
し
ゃ

こ
う
い
う
も
ん
だ
け
ど

い
に
来
た
け
れ
ど
も

い
く
ら
ひ
ろ
っ
て
も
い
っ
ぺ
ぇ
ン
な
ら
ね
え
。
う
ち
へ
け
え

れ
ば
こ
う
ゅ
う
わ
け
な
お
つ
か
さ
ん
で

そ
の
し
か
ら
れ
る
か
ら
帰
れ
な
い
か
ら

晩
泊
め
て
も
ら
い
た
い
」

っ
て
ね
え
。

「
い
つ
く
ら
で
も

太
郎

そ
の
泊
め
て
や
り
た
い
が

こ
こ
ら
に
は
ね

次
郎
、

と
い
う
鬼
が
来
る
ん
だ
か
ら

人
間
な
ん
ず
あ
い
る
と
食
べ
っ
ち
ま
わ
れ
る
か
ら

そ
の
泊
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

っ
て
ね
え
。
そ
っ
か
ら

そ
の
帰
す
ん
も
か
わ
い

そ
う
だ
か
ら
「
そ
っ
じ
ゃ
あ

お
れ
が
ね
る
か
ら

そ
の
わ
し
の
お
し
り
の
下
へ
も

ぐ
り
こ
ん
で
い
ね
え
よ
う
に
は
り
つ
つ
い
て

お
ば

ま
あ
い
ろ
」
と
い
う
わ
け
で

あ
さ
ん
の
ね

お
し
り
へ
入
り
こ
ん
で
ね

は
り
つ
つ
い
て
た
ん
た
ら
、
そ
こ
へ
ね

次
郎
、
太
郎
と
い
う
鬼
が
帰
っ
て
き
た
ん
だ
よ
ね
。

「
今
夜

ど
う
し
て
も

そ
の
人
間
の
に
お
い
が
す
る
」
な
ん
て
ひ
ょ
う
け
て
戸



を
あ
げ
て
ね
。
「
こ
ん
な
と
こ
へ
人
間
な
ん
ぞ
が

な
ん
で
来
よ
う
あ
る
も
ん
か
」
つ

て
ね
。
「
だ
か
ら

そ
の
お
ょ
う
は
ん
食
べ
て
寝
ろ
」

っ
て
ね
。

早
く
に

「
い
や

人
間
の
に
お
い
が
す
る
」

っ
て

そ
の
さ
が
す

ど
う
し
て
も

そ
の

ん
で
ね
。

ま
あ
か
た
く
お
ば
あ
さ
ん
が
ふ
と
ん
を
つ
め
て
ね
。

で

そ
し
て

ま
あ
番
を
し
て
ね
。
よ
う
や
く

そ
の
お
ょ
う
は
ん
を
そ
の
食
べ
さ
せ

て

寝
か
せ
て
ね
。
し
た
ら

あ
の
お
ば
あ
さ
ん
の

早
く
に

明
日
の
朝

ま
あ

起
き
ね
え
う
ち
に

な
ん
だ
か
二
人
で
出
て
は
し
っ
た
。

そ
の
何
か
と
り
だ
か

そ
の
る
す
に

あ
ば
あ
さ
ん
が
ね
。

「
早
く

帰
ら
な
き
ゃ
あ
な
ん
ね
え
か
ら
、
わ

ま
あ

こ
の
る
す
に
お
め
え
は

し
が

そ
の
『
ゅ
ん
め
ぇ
小
ぶ
く
ろ
』
と
い
う
宝
物
を
く
れ
る
か
ら

こ
れ
を
も
っ

て
帰
り
ゃ
あ

な
ん
で
も
お
前
の
望
み
し
で
え
の
も
ん
が

こ
れ
を
は
た
け
ば
出
る

し
、
そ
の
何
に
で
も
な
れ
る
ん
だ
か
ら

こ
れ
を
持
っ
て

一
生
お
め
え
は
ふ
し
あ

わ
せ
な
人
間
だ
か
ら

わ
し
が
ま
あ

そ
の

わ
し
が
し
て
や
る
か
ら

幸
せ
に

何
で
ん
困
る
こ
と
は

こ
の
袋
と
相
談
す
れ
ば

何
で
ん
で
き
る
か
ら
持
っ
て
帰

れ

っ
て
い
う
わ
け
で
ね
。

「
お
ば
あ
さ
ん

じ
ゃ
あ
ま
あ

こ
の
ご
恩
は
一
生
忘
れ
な
い
か

あ
り
が
た
い

〉
り
」

っ
て

そ
こ
か
ら
出
て
「
ま
あ

太
郎
が
道
で

次
郎
、

よ
く
お
じ
ぎ
を
し
て

あ
う
か
ら
、
そ
の
あ
っ
た
ら

こ
の
ふ
く
ろ
を
か
ぶ
っ
て

そ
の
下
ン
道
へ
こ
ろ
げ

ろ

っ
て
ね
。

そ
れ
か
ら

宇
品
企
の

ふ
く
ろ
な
ン
も
ら
っ
て

お
ば
あ
さ
ん
に
て
い
ね
い
に
お
じ

六合の昔かたり

ま
あ
う
ち
へ
帰
っ
た
ら
、

そ
し
た
ら
む
こ
う
1
二
人
で

そ
の
次
郎
、
太

、
ぎ
し
て

も
う
ぞ
う
(
い
そ
い
で
)
そ
れ
を
か
ぶ
っ
て

郎
っ
て
い
う
鬼
は
来
る
ん
で

下
ン

道
へ
こ
ろ
ん
だ
っ
て
ね
。

「
お
お

く
ず
っ
き
れ
が
こ
ろ
ぶ
」
と
け
っ
と
ば
し
て
お
い
て

そ
こ

1

そ
の

鬼
や
つ
め
ら
通
っ
て
走
っ
て

ま
あ
そ
れ
ぇ
持
っ
て

か
ひ
ろ
え
っ
こ
ね
え
ん
だ
か
ら

か
ご
し
よ
っ
て
帰
っ
た
ん

う
ち
へ
ね
。

そ
の
稲
ほ
な
ん

そ
い
か
ら

そ
の
お
つ
か
さ
ん
と
い
ぐ
だ
が

っ
て

お
ら
あ
し
ば
や
見

こ
め
ぼ

そ
し
た
ら
ね
「
今
日
は

そ
の
し
ば
や
が
あ
る
ン
で

そ
の

ぬ
か
ぼ
こ
も
い
が
な
い
か
」

こ
が
ゆ
っ
た
っ
て
。

そ
し
た
ら

お
っ
か
さ
ん
が
出
て
き
て

お
め
え
は

「
と
ん
で
も
な
い
、

め
ぼ
一
つ
ひ
ろ
っ
て
来
な
い
ん
だ
か
ら

そ
の
し
ば
や
見
ど
こ
ろ
じ
ゃ
あ

し
ね
え
。
今
日
は

そ
の
麦
を
か
ら
う
す
へ
入
れ
て

い
っ
ぱ
い
つ
い
て

そ
の

ほ
せ
」

い
っ
ぱ
い
出
し
と
い
て

は
し
っ
た
っ
て
。

っ
て

し
ぼ
や
見
に

立
派
に
な
っ
て
は
し
っ
た
っ
て
ね
。
こ
め
ぼ
つ
れ
て
。

そ
れ
か
ら

ま
あ
泣
き
し
な
麦
を
つ
い
た
っ
て
。

い
く
ら
つ
い
た
っ
て

な
ん
で

た
だ
つ
い
た
っ
て
そ
の
皮
む
け
よ
う
ね
え
だ
か
ら
ね
。

そ
の
こ

あ
り
や

そ
の
麦
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一
つ
ぶ
麦
へ
か
か
っ
た

ま
あ

っ
て
お
っ
か
か
か
っ
て
泣
い
た
っ
て
ね
。
泣
い
た
ら
そ
の
涙
が

水
を
入

「
む
け
ね
え

1
」

そ
の
つ
ぶ
が
む
け
た
っ
て
。
こ
り
ゃ
あ

水
を
少
し
入
れ
て
つ
い
た

れ
て
つ
く
も
ん
だ
。
そ
う
だ
、
と
思
っ
て
ね
。
こ
ん
だ

ら
、
ほ
い
で
ん
む
け
て
ね
。
こ
り
ゃ
あ

ひ
と
ら

く
え
え

1
つ
い
た
つつ

ど
う
も

て
こ
の
麦
は

こ
の
け
ん
ま
く
で
出
し
て
、
お
っ
か
さ
ん
が
行
っ
た
ん
だ
か
ら

け
き
れ
っ
こ
ね
え
か
ら

一
つ
お
ば
あ
さ
ん
に
ふ
く
ろ
も
ら
っ
て
き
た

っ
た
た
い
て
ん
べ
え
と
と
思
っ
た
ね
。
そ
の
ふ
く
ろ
げ
ね

そ
の
、

「
十
七

八
の
男
出
ろ
」
と
は
た
い
た
っ
て
ね
。

そ
う
し
た
ら

立
派
な
息
子
が
そ
こ
へ
出
た
っ
て
ね
。

そ
の
人
と
二
人
で
ね
麦
を
入
れ
て

そ
れ
え

た
ち
ま
ち
つ
い
て

庭
に
い
っ
ぺ
え
ほ
し
て

そ
の
息
子
と
い
、
ぐ
べ
え
と
思
っ
て

こ
ん
で

お
れ
ン

し
ぼ
や
見
い

ま
あ

ね
。
そ
れ
か
ら
ま
あ
、



俗

「
十
二
ひ
と
重
の
小
そ
で
出
ろ
」

ま
た

そ
れ

た
た
い
た
ら

.1L 

派

っ
て

民

な
小
そ
で
が
そ
こ
へ
出
た
っ
て
。

こ
ん
だ
あ
馬
に
乗
っ
て
い
ぐ
べ
え
と
思
っ
て
、

「
大
乗
り
か
け
の

，-
9
-
h

，.・コ

f
ア
し
中
J
C
J

そ
こ
へ
立
派
な
白
馬
が
プ

白
馬
出
ろ
」

っ
て

リ
プ
リ
出
た
っ
て
ね
。

そ
れ
か
ら

そ
の
息
子
に
は

馬
方
さ
せ
て

十
二
ひ
と
重
の
小
そ
で
を
着
て
ね

そ
う
し
て

乗
っ
て

そ
う
し
て
行
っ
た
っ
て
ね
。

ま
あ

そ
う
し
た
ら

そ
の

し
ば
ゃ
な
ン
見
る
も
の
ア

1
ね
ェ

l

そ
の
娘
が
あ
ん
ま

り

立
派
な
娘
が

そ
の
方

馬
に
乗
っ
て
き
た
だ
か
ら
ね
、

い
ェ

1
着
物
着
て

ば
っ
か

み
ん
な
見
た
っ
て
ね
。

そ
れ
か
ら

も
う
そ
れ

支
度
も
の
い
で
い
た
ら

ま
あ

先
に
帰
っ
て
き
て

こ
め
ぼ
こ
と
お
っ
か
さ
ん
が

そ
こ
へ
帰
っ
て
き
て
ネ
「
ま
あ

ぬ
か
ぼ
こ
も
今
日

lま

え
ん
で
み
り
ゃ
あ
よ
か
っ
た
。

し
ば
や
は

ま

と
も
か
く
と
し
て

宇
品
、
占
の

あ
な
ん
し
ろ
立
派
な
娘
が

そ
の
馬
に
乗
っ
て

ハ
ェ

l
小
そ
で
を
着
て

土
ム
山
中
の

ハ
ェ

l
息
子
さ
ん
に
馬
方
さ
せ
て

そ
れ
ば
っ
か

み
ん
な

A、
7 

日

人
は

そ
れ

を
見
て
し
ば
ゃ
な
ん
か
見
る
人
は
な
か
っ
た
」
そ
う
い
っ
て

そ
の

こ
め
ぼ
こ

帰
っ
て
き
て

「
あ
あ

そ
り
ゃ
あ
い
い
娘
で

そ
う
か
い

お
め
え
な
ん
か
え
え
と

こ
見
て
き
た
け
れ
ど
も

わ
し
ゃ

お
っ
か
さ
ん
に
い
い
つ
け
ら
れ
た
仕
事
を
果
た

さ
な
け
り
ゃ
あ
い
け
な
い
か
ら

い
ぐ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
」
そ
う
い
っ
て
ま
あ

そ
う
ゆ
っ
て
い
た
け
れ
ど
も
ね
。

さ
あ

そ
の
晩
に
な
っ
た
ら
嫁
も
ら
う
人
が

い
っ
ぱ
い
き
た
っ
て
ね
。

「
ぬ
か
ぼ
こ
を
嫁
さ
ん
に
い
た
だ
き
た
い
」

っ
て
ね
。

人
は

で
来
て
、
そ
れ
か
ら

も
う
知
っ
て
い
た
だ
け
ど
ね
。

お
つ
か
さ
ん
が

ま
ま
だ
か
ら
ね
。

「
そ
ん
な
も
の
つ
れ
て
い
っ
た
っ
て
何
の
教
育
も
な
い
だ
し
、
な

ん
で
も
で
き
な
い
だ
か
ら

そ
の
こ
め
ぼ
こ
な
ら

な
ん
で
も
で
き
る
か
ら

こ
れ

つ
れ
て
げ
」

っ
て
、
そ
う
い
っ
ち
ゃ
あ

来
た
人
に
「
こ
め
ぼ
こ
は
え
ら
な
い

ぬ

そ
ん
で

か
ぼ
こ
を
く
れ
て
く
れ
」

こ
め
ぼ
こ
は
も
ら
う
人
は
な
く
っ
て
ね
。

そ
ん
で

っ
+
り
や
中
め
い
〉
つ
。

ま
あ
ぬ
か
ぼ
こ
は

立
派
な
人
の
と
こ
へ
む
ら
わ
れ
て
い
っ
た
け
れ
ど
も

こ
め
ぼ
こ
を
も
ら
う
も
の
は

一
人
も
な
か
っ

た
っ
て
ね
。

そ
ん
で

お
っ
か
さ
ん
が
そ
う
い
う
だ
か
ら

仕
方
が
ね
え
か
ら

お
つ
か
さ
ん
が

う
す
の
上
へ
お
つ
け
て

ひ
し￥

ち
ゃ
っ
た

l
っ
て
ね
。
こ
め
ぼ
こ
を
ね
。

は
あ

ぬ
か
ぼ
こ
は
そ
ん
な
め
に
あ
っ
た
け
れ
ど
も

立
派
な
と
こ
へ

そ
ん
で

ひ
い
ち
ゃ
つ
た
て
ね
。

い
っ
て
し
あ
わ
せ
に
一
生
暮
ら
し
た
し
、

お
っ
か
さ
ん
が
ひ
い
て
し

ま
っ
た
。

だ
か
ら

こ
め
ぼ
こ
は

人
を
め
に
あ
わ
せ
り
や

自
分
の
子
を
ひ
く
め
に
あ
う
か
ら

気
を
つ

650 

け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

こ
う
い
う
話
。

う
り
ひ
め
と
あ
ま
ん
じ
ゃ
く

ま土
日

語
り

中
村

ゆ
き

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
た
だ
っ
て
。

そ
れ
で

あ
る
日
、
お
ば
あ
さ
ん
が
せ
ん
た
く
に
行
っ
た
ら
、
う
り
が
流
れ
て
き
た
だ
っ
て
。

た
ん
す
の
中
に
入
れ

て
お
い
て

お
ば
あ
さ
ん
が
大
切
に
し
て
家
ヘ
持
っ
て
き
て

一
週
間
し
て
た
ん
す
を
あ
げ
て
み
た
ら
あ

き
れ
え
な
う
り
ひ
め
が
生



ま
れ
て
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
。

そ
れ
で

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
大
切
に
し
て

で
っ
か
く
し
て

育
て

て

大
き
く
な
っ
た
ら
機
ぁ
織
っ
て
、
ま
い
ん
ち
機
織
り
し
て
た
だ
っ
て
。

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

ほ
ど
が
出
た
だ
そ
う

あ
ら
く

1
ほ
っ
た
ら

だ
そ
れ

1
ほ
っ
て
き
ち
ゃ
あ

う
り
ひ
め
に
く
れ
た
だ
そ
う
だ
。

そ
う
し
た
ら

よ
ろ
こ
ん
じ
ゃ
あ
食
っ
た
だ
そ
う
だ
。

あ
る
日

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

だ
れ
が
き
て
も

る
す
に
ゃ
あ
戸
を

あ
け
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
っ
て

う
り
ひ
め
に
言
い
つ
け
て
出
か
け
た
だ
そ
う
だ
。

う
り
ひ
め
が

そ
の
機
(
は
た
)
屋
へ
の
ぼ
っ
て
機
織
っ
て
た
だ
そ
う
だ
。

そ
こ
へ
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
っ
つ
う
も
ん
が
き
た
だ
そ
う
だ
。

「
う
り
ひ
め

戸
を
あ
け
て
く
れ
」

っ
て
言
っ
た
だ
そ
う
だ
。

「
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

あ
け
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
っ
て
言
っ
た
か
ら

あ

け
て
や
ら
ね
え
」

っ
て
言
っ
た
ら
、
ど
う
し
て
も
き
か
ね
え
だ
そ
う
だ
。

そ
う
し
た
ら
「
ゆ
び
の
へ
え
る
だ
け

あ
け
て
く
れ
」

ど
う
し
て
も
あ
け

っ
て

て
く
れ
っ
て
き
き
ゃ
あ
し
ね
え
。
し
か
た
ね
え

ゆ
び
の
へ
え
る
だ
け
あ
げ
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

こ
ん
だ
あ
「
手
の

へ
え
る
だ
け
あ
け
て
く
れ
」

っ
て
。

「
ど
う
し
て
も

あ
け
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
っ
て
言
わ
れ
た

あ
け
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え

か
ら

あ
け
ね
え
」

っ
て
、
言
っ
た
ん
だ
そ
う
だ
。

「
ど
う
し
て
も
あ
け
ろ
」

ど
う
し
て
も
あ
け
ろ
っ
て
き
か
ね
え
だ
そ
う
だ
。

っ
て

六合の昔かたり

し
よ
う
が
ね
え
か
ら

手
の

へ
え
る
だ
け
あ
け
た
だ
そ
う
だ
。

そ
う
し
た
ら
「
か
ら
だ
の
へ
え
る
だ
け
あ
け
て
く
れ
」

っ
て
。

な
ん
て
こ
と
わ
っ
て
も
き
か
ね
え
で
、
ま
た

か
ら
だ
の
へ
え
る
だ

そ
〉
つ
し
て

け
あ
け
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
う
り
ひ
め
を
機
屋
か
ら
ず
り
お
と
し
て

前
の
柿
の
木
に
し
ば
り
つ

け
て

じ
ぶ
ん
は
機
屋
へ
の
ぼ
っ
て

や
っ
て
た
だ
そ
う
だ
。

そ
う
し
た
ら

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
け
え
っ
て
き
て
、
う
り
ひ
め
が
い

た
き
に
な
っ
て

い
つ
も
の
よ
う
に
ほ
ど
を
に
て
く
れ
た
だ
そ
う
だ
。

そ
う
し
た
ら

い
つ
で
も
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
け
え
っ
て
き
ち
ゃ
あ

ほ
ど
を
に
て
く
れ
る
と

う
れ
し
く
っ
て

う
ま
が
っ
て

き
れ
え
に
皮

1
む
い
て

食
う
だ
が
、
き
ょ
う
は
皮
ご
と

み
ん
な
ム
シ
ャ
ム
シ
ャ
食
っ
て
し
ま
っ
た
だ
そ
う

だ
。
「
へ
ん
だ
な
あ

い
つ
も
は
皮
ぁ
む
い
ち
ゃ
あ
食
っ
た
だ
が
」
つ

う
り
ひ
め
は

て
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
言
っ
た
だ
そ
う
だ
。

こ
ん
だ
あ

う
り
ひ
め
の
き
に
な
っ
て

こ
ん
だ
あ

そ
の
観
音
様
へ
お

ま
あ

ま
い
り
に

車
に
乗
せ
て
行
く
つ
う
わ
け
で
、
そ
の
う
り
ひ
め
の
つ
も
り
で
あ
ま
ん

じ
ゃ
く
を
乗
せ
た
だ
そ
う
だ
。
そ
う
し
た
ら
「
う
り
ひ
め
の
の
り
も
ん
に

あ
ま
ん

651 

じ
ゃ
く
が
乗
っ
た
」

声
が
す
る
だ
そ
う
だ
。

っ
て

へ
ん
だ

へ
ん
だ
と
思
っ
て
庭
へ
出
て
み
た
ら

木
に
う
り
ひ
め
が
し
ぼ
り
つ
け

ら
れ
て
い
た
だ
そ
う
だ
。

て
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
た
い
へ
ん
お
こ
っ
て

か
や
の

茅
野
を
ず
り
ま
わ
し
た
だ
っ
て
。

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
を
い
じ
め

血
ん
ど
ろ
ま
っ
か
に
し
て

そ
れ
で

茅
の
芯
が
赤
(
あ
け
え
)

あ
ま

ιじ
ゃ
く
の
血
だ
っ
て
さ
。

の
は



俗

犬

子

自

民

語
り

山
本

さ
か

正
直
な
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て

小
さ
い
犬
子
か
っ
て
い
て

か
わ

い
が
っ
て
ね
え
、

お
湯
ぼ
つ
か
飲
ん
で

自
分
じ
ゃ
あ

犬
子
に
は

お
か
ゆ
に
て

実
の
と
こ
ぼ
つ
か
や
っ
て
い
た
っ
て
ね
え
。

そ
う
し
た
ら

そ
の
犬
子
が
大
き
く
な
っ
た
ら
ね
え

き
ょ
〉
つ
は

「
お
じ
い
さ
ん

あ
ん
ま
り
お
天
気
も
い
い
し
す
る
か
ら
観
音
さ
ん
の
お
参
り
に

わ
た
し
に
乗
っ
て

、」
A
V

、4

、
A

h

、』、
a

、.4

し
カ
之
し
均
し
」

っ
て
ね
え

そ
の
白
犬
子
が
言
っ
た
っ
て
。

そ
れ
で
も
か
わ
い
そ
う
に
思
っ
て

「
お
れ
な
ん
ざ
あ

こ
ん
な
大
き
い
も
の

1
乗

せ
る
こ
た
あ
ね
え
か
ら

お
め
え
は
先
に
た
っ
て
え
べ

お
れ
は
後
に
く
っ
つ
い
て

い
ぐ
か
ら
」
っ
て
ね
え
。
お
じ
い
さ
ん
が

そ
う
言
う
ん
だ
が

き
か
ね
え
乗
せ
た
つ

て
ね
え
。

そ
れ
か
ら
乗
っ
て

え
い
か
げ
ん
行
っ
た
ら
ね
え
。

「
お
じ
い
さ
ん

し
ば
ら
く
行
っ
て

お
れ
が
け
つ
が
ホ
ツ
コ
イ
っ
て
い
っ
た
ら

わ
し
の
お
し
り
を

ほ
っ
て
み
て
お
く
れ
」

っ
て

こ
う
い
う
わ
け
だ
。

そ
れ
で

か
わ
い
そ
う
だ
け
れ
ど
も

せ
っ
か
く
そ
う
い
う
も

お
じ
い
さ
ん
は

ん
だ
か
ら

ほ
っ
た
っ
て
さ
あ
、
な
ん
か

か
わ
の
く
さ
び
な
ん
だ

そ
の
し
り
を

か
で
ね
え
。

そ
う
し
た
ら

お
金
が
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ
っ
て

い
っ
ぱ
い

さ
あ

そ
の
道
い
出
た
っ
て
ね
え
。

お
じ
い
さ
ん
は
ひ
ろ
う
の
が
ま
に
あ
わ
な
い
ほ
ど
ね
え

出
た
も
ん
で

め
た
ふ

く
ろ
に
か
き
集
め
て
入
れ
て

こ
う
や
っ
て
こ
つ
ふ
く
ろ
う
下
げ
て
ね
え

犬
子
へ

う
ち

1
帰
っ
て
き
て
ね
え

う
れ
し
か
っ
た
も
ん
で

そ
の

「
お
じ
い
さ
ん

そ
の

そ
っ
と
入
れ
な
さ
い

お
ば
あ
さ

と
な
り
が
い
る
か
ら

う
る
さ
い
か
ら
」

っ
て

ん
が
言
う
だ
が
、
お
じ
い
さ
ん
は

う
れ
し
い
も
ん
だ
か
ら
ふ
く
ろ
を
高
く
上
げ
て

そ
の
お
金
の
箱
ん
中
へ
入
れ
た
っ
て
。

そ
う
し
た
も
ん
だ
か
ら

と
な
り
の
お
じ
い
さ
ん
が
ボ
ロ
を
着
て

は
だ
し
で
横
つ

と
び
し
て
と
ん
で
き
て
ね
え
「
な
に
し
て

う
ち
じ
ゃ
あ
お
金
と
っ
た
い
」

っ
中
り
ゆ
〉
つ

わ
け
で
聞
く
も
ん
で
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
は
正
直
だ
か
ら
「
う
ち
じ
ゃ
あ
犬

子
か
っ
て
い
た
だ
が
、
こ
う
い
う
わ
け
で
観
音
参
り
に
つ
れ
て
ぐ
に

乗
れ
っ
て
い
う

で

か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
た
け
れ
ど
も
乗
っ
て
と
ち
ゅ
う
へ
行
っ
た
ら
わ
し
の
け
つ

カま

ほ
っ
て
み
ろ
っ
て
い
う
ん
で

ほ
っ
て
み
た
ら
こ
れ
が

ホ
ッ
コ
イ
と
い
っ
た
ら

出
た
」

っ
て
言
っ
た
ら
「
そ
ん
じ
ゃ
あ

そ
の
犬
子
を
ち
ょ
っ
と
お
れ
に
か
し
て
お

く
れ
」

っ
て
ね
え
、
そ
う
い
う
わ
け
だ
。
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「
こ
り
ゃ
あ

と
て
ん
か
す
こ
た
あ
で
き
ね
え

わ
し
の
一
番
大
事
な
宝
も
ん
だ

か
ら
か
す
こ
た
あ

で
き
ね
え
」

っ
て
ね
え
。

ど
う
し
た
っ
て
き
か
ね
え

犬
子
は
い
が
な
い

か
さ
な
い
っ
て
い
う
犬
子
を
無

理
に
つ
な
つ
け
て

ひ
っ
ぱ
っ
て

そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
ひ
い
て
行
っ
た
っ
て
。

正
直
だ
か
ら

そ
の
お
じ
い
さ
ん
も
か
し
た
っ
き
り
取
り
も
い
げ
な
か
っ
た
だ
っ

ち
ゅ
〉
つ
わ
い
。

そ
〉
つ
し
て

つ
れ
て
い
っ
て

っ
て
言
っ
た
ら

「
お
か
ゆ
を
に
て
や
っ
て
お
く
れ
」

ち
っ
た
あ
お
米
が
あ
っ
た
が

ど
う
し
た
が
な

に
た
だ
が
自
分
で
お
米
の
と
こ
を

食
っ
て

犬
子
に
は

そ
の
お
ゅ
の
と
こ
ろ
を
少
し
ず
つ
な
め
さ
せ
た
だ
っ
て
。

そ
〉
つ
し
て

一
一
日
ば
か
た
っ
て

乗
っ
て
え
べ
と
も
言
わ
な
い
う
ち
に
乗
り
出
し

た
だ
っ
て
。

ホ
ッ
コ
イ
と
も
言
わ
な
い
う
ち
に
お
し
り

1
ほ
っ
た
だ
っ
て
。



そ
う
し
た
ら

き
た
ね
え
う
ん
こ
を
た
く
さ
ん
ベ
タ
ベ
タ
ベ
タ
ベ
タ
し
っ
た
っ
て
ね
え
。

こ
ん
な
犬

わ
し
が
め
え

な
に
出
し
て
ぶ
つ

こ
ん
な
き
た
ね
え

き
た
ね
え

つ
ぶ
し
て
山
で
松
の
木
の
下
に
い
け
と
い
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
「
は
あ
よ
こ
し
と
く
れ
」

っ
て
き
た
だ
っ
て
。

と
こ
ろ
が
、
そ
う
い
う
わ
け
で
か
わ
い
そ
う
な
犬
子
l
い
け
ら
れ
て
ね
え
。

そ
れ
で

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と
ろ
う
そ
く
も
っ
た
り
、

お
せ
ん

宇
土
の

こ
う
も
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
食
べ
も
の
も
っ
た
り
、
そ
こ
へ
お
参
り
に
行
っ
て
ね
え

そ
の
松
の
木
を
切
っ
て
き
て
す
る
す
l
こ
し
ら
え
て
す
る
す
!
し
い
た
っ
て
ね
え
。

「
す
る
す
l
こ
め
す

1
」
っ
て
ね
え
「
金
を
三
升
ひ
き
出
せ

l
」
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
、

そ
う
し
ゃ
あ

お
ば
あ
さ
ん
の
め
え
に
や

こ
つ
ぶ
で

お
じ
い
さ
ん
の
め
え
に
や

あ
小
判
が
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ

1
ン
、
チ
ャ
ラ
チ
ャ
ラ

1
ン
っ
て

い
っ
ぱ
い
出
た
っ
て
。

そ
れ
か
ら

そ
れ
l
か
き
集
め
て
ね
え
、
そ
う
し
て

お
金
の
箱
へ

ま
た

ま
た

入
れ
た
だ
っ
て
。
そ
う
し
た
り
ゃ
あ

ま
た
、
と
な
り
の
お
じ
い
さ
ん
が
き
た
ん
だ
っ

て
、
そ
こ
へ
。

「
な
に
し
て

そ
ん
な
に
お
金
と
っ
た
だ
」

っ
て
ね
え
。

お
た
く
じ
ゃ
あ

そ
う
し
た
ら
「
お
め
え
な
ん
ず
に
犬
子
か
し
た
ら
殺
さ
れ
っ
ち
ゃ
っ
た
か
ら
、
松

の
木
を
切
っ
て
き
て
、
す
る
す

1
こ
し
ら
っ
て

ひ
い
た
ら
出
た
ち
ゅ
う
わ
け
だ
」

そ
う
し
た
り
ゃ
あ
「
そ
の
す
る
す

l

わ
し
に
ち
ょ
っ
と
か
し
て
お
く

ま
た

れ

は
あ
か
さ
ね
え
」

っ
て

と
て
も
こ
り
た
か
ら

っ
て

「
お
め
え
な
ん
ざ
あ

ふ
た
り
で
が
ん
ば
っ
て
お
せ
え
て
い
た
が

き
か
ね
え

ひ
い
て
っ
て

か
り
て

六合の昔かたり

し
よ
っ
て
っ
て
ひ
い
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

お
じ
い
さ
ん
の
前
は
牛
の
く
そ
、

お
ば
あ
さ
ん
の
前
は
馬
の
く
そ

が
ベ
タ
ベ
タ
ベ
タ
ベ
タ

ひ
い
た
ら
出
た
だ
っ
て
。

「
こ
ん
な
も
l
わ
っ
て

か
ま
へ
く
べ
べ

l
」
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
ね
え
、
か
り
て
っ

た
す
る
す

1

か
ま
へ
く
べ
っ
ち
ゃ
っ
た
だ
っ
て
。

そ
れ
で

と
り
l
行
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い
。
「
す
る
す
l
よ
こ
し
と
く

ま
た
、

れ

っ
て
ね
え
o

「
あ
ん
な
も
の

l
き
た
な
く
っ
て

お
け
た
も
ん
じ
ゃ
ね
え
か
ら

わ
っ
て

か
ま
へ
く
べ
た
」

っ
て

そ
う
ゆ
っ
た
だ
っ
て
。

「
そ
ん
だ
ら
し
か
た
ね
え
か
ら

そ
の
へ
え
を
も
ら
っ
て
く
べ

l
」

っ
て

お
じ

い
さ
ん
た
ち
は

す
る
す
の
へ
え
を
も
っ
て
く
る
と
ね
え
。

道
へ
少
し
ず
つ
こ
ぼ
れ
る
と
、

へ
え
が
か
か
っ
た
草
に
パ
チ
パ
チ
パ
チ
パ
チ
っ
て

花
が
咲
い
た
っ
て
。

「
こ
ん
な
に
花
が
咲
く
じ
ゃ
あ
、

お
ば
あ
さ
ん

花
咲
か
じ
い
さ
ん
に
い
ぐ
か
ら

べ
ん
と
う
つ
く
っ
て
お
く
れ
」

っ
て
わ
け
で
、

そ
れ
か
ら

へ
え
を
も
っ
て
ね
え
。

江
戸
へ
行
っ
て

枯
木
1
の
ぼ
っ
て
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

え
ら
い
人
が

下
に
下
に
っ
て
通
っ
た
っ
て
。
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そ
う
し
た
ら
「
下
じ
ゃ
あ
ね
え

上
だ
」

っ
て
言
っ
た
だ
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
「
そ
こ
に
い
た
な
あ

さ
が
れ
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

な
に
も
ん
だ

お
こ
ら
れ
て
ね
え
。

そ
れ
で

ま
あ
「
枯
っ
木
に

花
咲
か
せ
て
ご
ざ
り
ま
す
」
っ
て

そ
う
言
っ
た
つ

て
。
「
そ
ん
な
め
ず
ら
し
い
も
ん
だ
ら

咲
か
せ
て
み
ろ
、

ほ
ん
と
う
咲
く
か

咲

か
ね
え
か

咲
か
せ
て
み
ろ
」
こ
う
い
う
わ
け
で

お
じ
い
さ
ん
が

ス
ポ
l
ン
と

へ
え
を
投
げ
た
ら

き
れ
!
に
つ
ぼ
み
が
い
っ
ぱ
い
で
き
た
っ
て
。
「
そ

桜
の
木
に

れ
l
咲
か
せ
ら
れ
る
か
」

っ
て
言
っ
た
っ
て
。

「
咲
か
せ
ま
す
」

っ
て
言
っ
て

「
ひ
ら
け
」

っ
て
言
っ
て
残
り
の
へ
え
を
か
け
る

と
、
い
っ
ぺ
ん
に
立
派
に
咲
い
た
っ
て
。
「
は
あ

ほ
う
び
を
や
る
」
つ

下
り
て
こ
い

つ
う
わ
け
で
ね
え
、
う
ん
と
ほ
う
び

1
も
ら
っ
て
帰
っ
て
き
た
だ
っ
て
。

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

と
な
り
の
お
じ
い
さ
ん
が
き
た
っ
て
」
。

ま
た



「
な
に
し
て

俗

そ
ん
な
に
お
金
!
と
っ
た
い
」

っ
て

き
た
っ
て
。

犬
子
は
殺
さ
れ
る
し
、
す
る
す
は
わ
ら
れ
た
か
ら
へ
え
を

「
お
め
え
な
ん
ず
に

今
も
ら
っ
て
き
た
と
こ
だ
」
っ
て
言
う
と
、

民

「
そ
ん
じ
ゃ
あ

も
っ
て
っ
て
花
咲
か
せ
に
行
っ
て
き
てそ

こ
い

1

じ
い
さ
ん
は
、

お
れ
も
あ
し
た

行
っ
て
」

お

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、

お
ば
あ
さ
ん
に
べ
ん
と
う
つ
く
ら
せ
て

ボ
ロ
を
着
て
、
ま
た
へ
え

そ
う
し
て
、
ま
た

を
も
っ
て
行
っ
た
っ
て
。

枯
木
に
の
ぼ
っ
て
い
た
だ
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

ま
た
「
そ
こ
に
い
た
の
は
な
に
も
の
だ
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

え

ら
い
人
が
通
っ
た
だ
っ
て
。
そ
う
し
た
ら
「
枯
木
に

は
し=

花
咲
か
せ
て
ご
ざ
り

て
へ
え
を
投
げ
た
ら

ま
す
」
っ
て
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
咲
か
せ
て
み
ろ
」
っ
て
言
っ
た
で
「
つ
ぼ
み

1
」
っ
て
言
つは

あ

そ
れ
で

こ
そ
は
た
か
れ
て
、
血
ん
ど
ろ
ま
っ
か
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
て
、

け
し
て
人
の

え
ら
い
人
の
目

1
へ
え
が
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
だ
っ
て
。

え
ら
い
け
ん
ま
く
で
お
こ
ら
れ
て

ず
り
お
と
さ
れ
て
ね
え
、
そ
れ

お
ば
あ
さ
ん
に
ゃ

ま
ね
え
し
て

あ
着
も
の
は
も
さ
れ
る
。

悪
い
心
得
じ
ゃ
あ
、
し
ち
ゃ
あ
い
け
ね
え
っ
て
い
う
話
な
ん
だ
よ
。

ふ
ん
と
う
に
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
て
、
ま
あ

六
兵
衛
と
七
兵
衛
と
権
兵
衛

語
り

山
本

さ
か

収
録

一
九
七

O
年
一
月
三
十
一
日

宇
品 六

兵
衛
と
七
兵
衛
と
権
兵
衛
と
、
そ
の
伊
勢
め
え
り
に
い
ぐ
ん
だ
よ

み
ん
な
お
い
て

仲
の
良
い
友
達
だ
で
ね
。

三
人
で

お
か
み
さ
ん
ち

伊
勢
め
え
り

に
歩
い
て
い
ぐ
だ
か
ら

い
つ
か
も
か
か
る
ん
だ
か
ら
。

主
ま
の

い
つ
か
も

土
品
丸
山
り

け
っ
し
て

け
ん
か
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
ん

+
J
P
ν
'
h
r
ま

l
J
t
l
 

念
品
企
め

し
つ
こ
な
し

お
こ
っ
た
人
か
ら
は

お
金
四
十
両
ず
っ
と
る
と

こ
〉
っ
き
め
え
て

ね

う
ち
か
ら

し
っ
か
り
き
め
え
て
で
か
け
た
ん
。

そ
〉
つ
し
て

ま
あ

あ
の
つ
*
つ
け
て
歩
い
て
い
る
う
ち
に

っ
か

め
た
め
た

れ
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
ね
。
三
人
し
て
ね
。

い
い
し
ば
ま
が

い
い
田
ん
ぼ
の
き
わ
に

あ
っ
た
か
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
か
ら

ひ
と
ね
い
り

こ
こ
で
お
ひ

そ
こ
で
ま
あ

る
や
す
み
し
て

弁
当
食
べ
て

宇
品
、
ま
の

ね
て
お
き
て
い
ぐ
べ
え
や

な
ん
ち
ゅ
う

わ
け
で

三
人
で
ね
た
ん
。

そ
こ
で

み
ん
な
ね
つ
い
て

三
人
が
ね
つ
い
た
が

で
ま

そ
う
し
た
ら
ね
え

あ
二
人
の
ね

六
兵
衛
と
七
兵
衛
は
ね

そ
の
目
が
さ
め
た
ん
だ
よ
。

し
た
が

権
兵
衛
は
さ
め
ね
え
で

ぐ
ん
ぐ
ん
ね
て
い
た
ん
。
そ
っ
で
ま
あ

な
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に
し
て
ん
お
こ
り
っ
こ
な
し
だ
か
ら

こ
れ

ひ
と
つ
お
い
て
ぐ
べ
え
や
っ
ち
ゅ
う

わ
け
で
ね
。
そ
っ
で

そ
れ
か

二
人
で
お
い
て
で
か
け
た
ん
。
そ
う
し
て

土
品
企
の

ら
ま
あ
あ
と
で
目
を
さ
ま
し
た
ら

六
兵
衛
と
七
兵
衛
は
い
ね
え
ん
だ

権
兵
衛
、

ひ
と
り
に
な
っ
た
ん
だ
ね
。

そ
れ
か
ら
ま
あ

古
品
企
の

お
こ
り
っ
こ
な
し
だ
か
ら
ね
。

し
よ
う
ね
え

お
こ
っ
て
も
し
よ
う
ね
え
し
。
あ
と
か
ら
い
ぐ
の
も
く
や
し
い
か
ら

こ
れ
か
ら

ま
あ

お
う
ち
へ
帰
っ
て
ね
。
そ
れ
か
ら
ま
あ

お
う
ち
へ
帰
っ
て
き
て
ね
。

そ
っ
で

六
兵
衛
と
七
兵
衛
の
か
か
あ
を
だ
ま
し
て
ね

あ
の

_[_. 

/¥ 

そ
し
て
ね

兵
衛
と
七
兵
衛
は
ね

海
が
荒
れ
て
し
ず
ん
で
し
ま
っ
た
け
れ
ど

わ
た
し
は

宇
品

あ

い
い
あ
ん
べ
え
に
助
か
っ
て
帰
っ
て
き
た
か
ら

お
め
え
な
ん
ぞ

そ
れ
か
ら

も
ぼ
う
ず
に
な
っ
て

お
堂
へ
え
っ
て
ま
あ

お
ね
ん
ぶ
つ
で
ん
も

そ
っ
で
ま
あ

う
し
て
あ
げ
べ
え
。
そ
の
た
め
だ
か
ら
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

そ
れ
か
ら

土
品
主
的

お



堂
へ
つ
れ
て
っ
て
ね

し
ろ
く
あ
た
ま
み
ん
な
す
っ
て
ね

そ
の
奥
さ
ん
が
た
の
、

そ
れ
か
ら
お
堂
へ
つ
れ
て
っ
て
ね
。

そ
れ
か
ら

六
兵
衛
と
七
兵
衛
の
そ
の
た
め
だ

な
ん
て
ね

そ
し
て
ま
あ

は
ら
が
た
っ
た
ら

金
が
よ
ん
で
る
っ
ち
ゃ
あ

し
め
え
に
ゆ
っ
て
ね
。

そ
し
て

そ
の
ね
ん
ぶ
つ
申
し
た
と
こ
へ
帰
っ
て
き
た
ん
。

そ
の
六
兵
衛
と
七
兵
衛
が
ね
。

さ
あ

お
こ
っ
て
ね
。
奥
さ
ん
た
ち

そ
の
丸
ぼ
う
ず
に
し
た
ん
だ
か
ら
ね
。

お
こ
り
っ
こ
な
し
ち
ゅ
う

そ
れ
お
こ
っ
て
ね
。

お
こ
っ
た
も
ん
だ
か
ら
ね

そ
の
お
金
四
十
両
ず
つ
い
た

そ
い
じ
ゃ
あ

念
品
占
め

だ
く
っ
て
わ
け
で
ね
。
自
分
で
と
る
つ
も
り
で

そ
れ
を
お
こ
ら
せ
る
つ
も
り
で

自
分
た
ち
が
言
っ
た
の
を

そ
れ
を
反
対
に

こ
ん
だ
と
ら
れ
っ
ち
ゃ
っ
た
、
二
人

カ宝

二
人
が
、

四
十
両
ず
っ
と
っ
て
ね
。
そ
れ
で
ね
。
あ
、
う
ん
と

権
兵
衛
は
も
う
か
つ
て
ね

へ
へ
へ
へ
、
え
ら
い

そ
の
金
持
ち
に
な
っ
た
な
ん
て
い
う

そ
う
い
う
お
話
し
な

ん
だ
よ
。

四
十
束
(
づ
か
)
の
畑
ふ
み

六合の昔かたり

語
り

山
本

さ
か

収
録

一
九
七

O
年
一
月
三
十
一
日

む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に

お
ば
あ
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

お
じ
い
さ
ん
と

そ
れ
で

お
ば
あ
さ
ん
は

毎
日
た
き
木
を
と
っ
た
り
、
お
じ
い
さ
ん
は

そ
の

畑
が
た
い
へ
ん
あ
る
も
ん
だ
か
ら

毎
日

い
ろ
い
ろ

畑
ふ
み
に
行
っ
た
り
ゃ
あ

お

畑
仕
事
を
し
て
い
た
だ
っ
て
。

そ
う
す
る
と

お
じ
い
さ
ん
は

ま
た
き
ょ
う
も
畑
ぇ
行
っ
て

畑
ふ
み

あ
の

を
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
や
っ
て
い
た
け
れ
ど

ど
う
も
十
二
時
に
な
っ
た
り
ゃ
あ

お
な
か
は
す
く

年
よ
り
だ
も
ん
だ
か
ら
苦
労
に
な
っ
て

え
ん
が
あ
お
っ
た
て
て

宇
土
め

そ
の
あ
り
ゃ
あ
休
ん
で
て

そ
の
ど
う
し
て
こ
の
四
十
束
の

そ
う
す
る
と

畑
ふ
ん
だ
ら
い
い
か
と

ま
あ
休
ん
で
い
た
り
ゃ
あ

そ
こ
に

こ
ま
る
と
思
っ
て

猿
が
き
て
「
お
じ
い
さ
ん
畑
ふ
み
か
ね
」
っ
て
い
う
か
ら
「
え

l
ま
あ
畑
ふ
み
だ
け
え

ど
も

そ
の
年
と
っ
て
る
か
ら

い
く
ら
ふ
ん
で
ん
お
わ
ら
ね
え
で

V

』
土
4

聞広
M

叶
り
》
え

ど
も

あ
ん
た
が
ふ
ん
で
く
れ
る
か
、
ど
う
だ

ふ
ん
で
く
れ
り
ゃ
あ

娘
三
人

も
っ
て
る
だ
が

ど
れ
で
ん

あ
ん
た
が
好
き
な
の
を
あ
げ
る
か
ら
」
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っ
て
言
っ
た

ん
だ
よ
。
そ
う
し
た
り
ゃ
あ
猿
は

「
わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え

畑
な
ん
ざ
あ

ふ
む
な
あ

朝
め
し
前
だ
」
な
ん
て
ね
え

猿
が
た
ち
ま
ち

そ
の
四
十
束
の
畑
ふ
ん
ご
ろ
が
し

ち
ゃ
っ
た
。

さ
あ

そ
れ
で

娘
く
れ
る
っ
ち
ゅ

お
じ
い
さ
ん
な
あ
こ
ま
ら
あ
き
あ

は
あ

う
わ
け
に
し
た
ん
だ
か
ら
ね
。

う
ち
い
来
て
ね
て
い
る
ん
だ
よ
。
こ
ま
っ
て
ね
え
。

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

一
番
大
き
い
娘
が
お
茶
も
っ
て
き
て
ね
。

ま
あ

「
お
じ
い
さ
ん

ど
こ
が
い
て
え
が
な

お
き
て
湯
で
も
あ
が
っ
て
下
さ

あ
の

い
」
っ
て
ね
。
そ
う
す
り
ゃ
あ

そ
の
「
ど
こ
で
も
悪
か
あ
ね
え
け
ど
も
四
十
束
の

畑
を
い
く
ら
ふ
ん
で
も

お
わ
ら
な
い
か
ら
困
っ
て
寝
て
い
た
り
ゃ
あ

そ
こ
へ
猿

が
き
た
か
ら

こ
の
畑
を
ふ
ん
で
く
れ
り
ゃ
あ

娘
三
人
あ
る
か
ら
ど
れ
で

さ
る

も
あ
げ
る
つ

て
言
っ
た
け
れ
ど
も

お
め
え
は
い
っ
て
く
れ
な
い
か
」

vコ

そ
の



て
こ
》
つ
い
っ
た
ん
だ
い
。

俗民

そ
う
し
た
ら

そ
の

「
猿
の
お
か
た
に
な
ん
ざ
あ

い
や
や
の
こ
と
や
ら
」

っ
て

そ
の
逃
げ
て
っ
た
ん
だ
。
ま
た

そ
う
し
た
ら

ま
た

ま
ん
中
の
娘
が
き
た
ん
だ

よ
。
ま
た
「
お
じ
い
さ
ん

ど
こ
が
悪
い
が
な

そ
の
お
き
て

ご
は
ん
を
食
べ
て

下
さ
い
」

ま
あ
お
茶
を
も
っ
て
き
た
け
ど
も
「
ど
こ

っ
て
き
て

お
っ
く
べ
し
て

も
悪
か
あ
ね
え
が

畑
ふ
み
行
っ
て
た
ら

猿
が
き
た
か
ら

そ
の

こ
の
畑
を
ふ

ん
で
く
れ
り
ゃ
あ

そ
の

娘
三
人
も
っ
た

ど
れ
で
も
く
れ
る
っ
て
言
っ
た
が

し=

や

た
ち
ま
ち
ふ
ん
で
く
れ
て
困
る
だ
け
れ
ど
も

お
め
え
は

あ
し
た
猿
が
く

る
ど
も

お
め
え
は
い
っ
て
く
ん
ね
え
か
」

っ
て
言
っ
た
ん
。

そ
う
し
た
ら
ね
え
「
そ
ん
な
猿
の
か
た
に
な
ん
ざ
な
る
ん
な
ら

生
ま
れ
ね
え
ほ

う
が
よ
か
っ
た
」
な
ん
て
ね

帰
っ
ち
ゃ
っ
た
ん
。

そ
う
し
た
ら
一
番
小
せ
ぇ
娘
が

ま
た
き
た
ん
「
お
じ
い
さ
ん

ど
こ
が
悪
い
が

な

機
嫌
な
お
し
て
出
て

っ
て
ね
。

ご
は
ん
あ
が
っ
て
下
さ
い
」

そ
う
し
た
り
ゃ
あ
「
ど
こ
も
悪
か
ね
え
け
ど
も

こ
う
い
う
わ
け
で

そ
の
畑
ふ

み
に
行
っ
て
い
た
ら

こ
れ
を

猿
が
き
て
猿
に
畑
を
ふ
ん
で
も
ら
っ
た
り

そ
の

終
わ
ら
し
て
く
れ
り
ゃ
あ

そ
の
娘
三
人
の
う
ち

ど
れ
で
も
く
れ
る
っ
て
ゆ
っ
て

あ
す
の
朝
く
る
だ
け
ど
も

困
る
か
ら

こ
う
し
て
休
ん
で
る
ん
だ
け
ど
も

お
め

え
は

そ
の
い
っ
て
く
れ
な
い
か
」

そ
の

「
わ
っ
き
ゃ
あ

こ
う
言
っ
た
ら

っ
て

ね
え

わ
し
が

お
と
う
さ
ん
お
き
て
く

あ
の
喜
ん
で
い
ぐ
か
ら

い
く
ら
で
も

ん
ろ
」
そ
う
し
ゃ
あ

お
じ
い
さ
ん
喜
ん
で
お
き
て
ね
え
。

「
そ
れ
で
お
じ
い
さ
ん

わ
し
が
い
ぐ
が

い
ぐ
に
ゃ
あ

た
ち
う
す
を
お
く

れ

っ
て
、
そ
う
し
た
ら
「
た
ち
う
す
な
ん

い
く
ら
で
も
く
れ
る

持
っ
て
い
き

な
Lー

っ
て
言
う
だ
と
。

そ
う
し
て

次
の
朝

着
物
を
き
が
え
て

は
お
り
を
着
て
い
る
と

そ
こ
へ
猿

が
お
酒
を
一
升
つ
る
し
て

そ
れ
じ
ゃ
あ

お
や
く
そ
く
の

「
は
ょ
う
ご
ざ
い
ま
す

と
お
り

き
ょ
う
は
い
た
だ
き
に
き
ま
し
た
」
な
ん
て
ね
え

い
せ
え
で
や
っ
て
き

た
ん
。
そ
こ
へ

そ
の
娘
を
ね

そ
の
ま
あ

お
酒
の
ん
で

そ
し
て

そ
う
し
て

そ
の
小
せ
え
娘
を
猿
に
た
ち
う
す
を
し
よ
わ
せ
て
や
っ
た
ん
。

そ
〉
つ
し
て

や
る
に
ゃ
あ
ゃ
っ
た
け
ど

そ
の
猿
の
お
か
た
に
や
っ
た
ん
だ
か
ら

ね
え

お
じ
い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
心
配
し
て

主
士
の

い
る
に
や
あ
い
た
が
約

束
だ
か
ら

し
よ
う
ね
え
ゃ
っ
た
ん
。

そ
う
し
て
ね
え

そ
ん
で
猿
は
喜
ん
で

そ
の
山
へ
帰
つ

ま
あ
い
っ
た
ら
ね
え

た
ん
。そ

う
し
た
ら
「
あ
し
た
は
ね
三
月
の
お
節
句
だ
か
ら

そ
れ
か
ら

お
じ

ま
あ

い
さ
ん
の
所
へ

ま
あ

お
も
ち
を
つ
い
て
し
よ
っ
て
い
か
な
け
り
ゃ
あ
な
ら
な

しh
L 

っ
て
娘
が
ゆ
っ
た
ん
。
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そ
う
し
た
ら
「
わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え

そ
ん
な
も
の
こ
げ
え
た
ん
つ
い
て

し
ょ
っ

て
い
ぎ
ゃ
あ
い
い
」
な
ん
て
ね
え
。
そ
れ
か
ら

ぺ
た
ん
ぺ
た
ん
二
人
で
つ
い
て
ね
。

ふ
ん
で

こ
れ
か
ら
「
は
あ

お
め
え
の
し
て
切
り
な
さ
い
」

っ
て
猿
が
ゆ
っ

た
ん
。
「
お
ら
が
お
じ
い
さ
ん
は

の
し
た
り

ど
う
し
た
り
ゃ
あ
食
べ
な

そ
の

しh
L 

っ
て
ね
。
そ
れ
か
ら

「
そ
〉
っ
か

そ
れ
ご
と
お
か
な
け
り
ゃ
あ
な
ん
ね
え
っ
て

そ
れ
じ
ゃ
あ

そ
れ
ご
と
ま
る
め
て
し
ょ
や
あ
い
い
や
」
な
ん
て
ね
。

「
そ
れ
ご
と
し
ょ
っ
た
じ
ゃ
あ
い
け
ね
え

そ
の
た
ち
う
す
ご
と
し
ょ
わ
な
け

り
ゃ
あ

お
ら
が
お
じ
い
さ
ん
は

っ
て
ね
え
。

喜
ば
ね
え
」

そ
の

そ
れ
か
ら
た
ち
う
す
ご
と
「
そ
ん
じ
ゃ
あ

わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え

そ
ん
な
の

し
よ
っ
て

わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え
」
な
ん
て
ね
。
喜
ん
で
猿
が
お
ね
て
し
よ
い
出
し
た

ん
だ
ね
え
。
し
よ
い
こ
い
に
ゆ
い
つ
け
て
ね
え
。

そ
れ
か
ら

ま
あ

途
中
を
プ
ラ
ン
プ
ラ
ン
し
よ
わ
せ
て
き
た
ん
ね
え
。



そ
う
し
た
ら
ね
え
桜
が
り
っ
ぱ
の
桜
の
木
が
青
ン
ぷ
ち
に

こ
う
に
深
い
青
ン
ぶ

ち
に

こ
う
に
お
っ
か
か
っ
て

り
っ
ぱ
に
咲
い
て
い
た
ん
。

「
そ
の
花
が

お
ら
が
お
じ
い
さ
ん
は
ほ
ん
と
に
好
き
だ
か
ら

そ
の
お
も
ち
の

上
さ
し
て

と
っ
て
き
し
て
も
っ
て
っ
て
く
れ
り
ゃ
あ
喜
ぶ
け
ど
」
っ
て
ゆ
っ
た
ん
。

そ
う
し
た
ら
「
わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え
」
そ
ん
な
猿
だ
か
ら
ね
え

木
な
ん
ざ
あ
の
ぼ

る
な
ん
ざ
あ

わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え
か
ら
「
そ
れ
じ
ゃ
あ

こ
こ
へ
お
ろ
し
て
っ
て

ま
あ

わ
し
が
の
ぼ
っ
て
い
く
か
ら

お
め
え
が
好
き
な
の
を
え
ら
べ
」

っ
て

う
ゆ
っ
た
ん
。

「
お
ら
が
お
じ
い
さ
ん

お
ろ
す
と
ね
え

土
く
さ
い
と
食
べ
な
い
か
ら

た
ち
う

す
ご
と
し
よ
っ
て
の
ぼ
っ
て
も
ら
い
て
え
」

っ
て
ね
え

「
わ
け
で
も
ね
え

そ
ん
な

も
ん
し
よ
っ
て
の
ぼ
る
ん
ざ
あ
わ
き
ゃ
あ
ね
え
」
な
ん
て
喜
ん
で
ね
え

調
子
に

の
っ
て
ね
え

そ
の
た
ち
う
す
し
ょ
っ
た
ご
と
の
ぼ
っ
た
ん
。
そ
れ
で

「
ほ
ら

い
ら
の
枝
で
い
い
か
」
な
ん
て
ね
え

い
い
か
ん
の
ぼ
る
と
猿
が
言
う
だ
よ
。

下
で

そ
の
お
く
さ
ん
が
「
い
ま
ひ
と
だ
ん
上
の
ぼ
る
と
い
い
枝
ぶ
り
が
あ
る
が
」

な
ん
て
言
う
ん
で

「
わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え

っ
ち
ゃ
あ

ま
た
ね
え
。

ほ
い
し
ょ
」

そ
う
し
ち
ゃ
あ
「
は
あ

こ
れ
は
い
い
か
」
な
ん
て
ね
え

は
し
の
と
こ
い
つ
て

た
ち
う
す
し
よ
っ
て
い
る
だ
か
ら
重
い
だ
か
ら
「
は
て

い
ま
ひ
と
だ
ん
の
ぼ
っ
て

も
ろ
う
え
ば

お
と
つ
つ
あ
ん
の
ほ
ん
と
の
好
き
な
枝
ぶ
り
が
あ
る
ん
だ
が
ね
え
」

そ
う
し
ち
ゃ
あ
「
わ
き
ゃ
あ
ね
え

つ
て
な
ん
て
、
そ
れ
か
ら
一
番

ほ
い
し
ょ
」

上

一
番
上
だ
ら
な
あ

い
い
枝
だ
が
」
な
ん
て
ね
え
、

ほ
ん
と
に
ま
つ
つ
ぐ
の

六合の昔かたり

そ
う
し
た
ら
枝

そ
う
す
り
ゃ
あ
「
わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え

ほ
い
し
ょ
っ
」
ち
ゃ
あ

が
さ
け
て

た
ち
う
す
し
よ
っ
て
る
だ
か
ら

ミ
リ
ミ
リ
ミ
リ
l
っ
て
さ
け
て
ね
え

そ
の
お
も
ち
を
し
ょ
っ
た
ご
と

お
っ
ち
ゃ
っ
た
ん

そ
の
青
ン
ぶ
ち
へ
ね
え

た

ち
う
す
ご
と
ね
え
。

猿
が
青
ン
ぷ
ち
に
流
さ
れ
て
い
っ
た
で

娘
は
ね
え

親
孝
行
し
た
に
ゃ
あ
し
た
だ
が
、
猿
に
ゃ
あ
そ
う
ゅ
う
い
た
ず
ら
を
し
た
だ

お
が
ん
で

ね
え

家
へ
ね
え

帰
っ
て
き
て

か
ら

そ
れ
で
猿
の
供
養
は

毎
日
毎
日
そ
こ
へ
き
て
ね
え

ど
う
も

ね
え

ゃ
っ
た
と
い
う
話
だ
。

干

、ー

ゆ
め
み

語
り

山
本

さ
か
(
七
九
才
)

収
録

一
九
七

O
年
一
月
三
十
一
日

番
頭
や
女
中
さ
ん
を

ま
あ

た
く
さ
ん
お
く

で
か
い
庄
屋
さ
ん
が
あ
っ
た
っ
て
ね
え

そ
の
庄
屋
さ
ん
で
ね
。

ち，

、ー

む
か
し

あ
る
と
こ
ろ
に

そ
れ
か
ら

今
夜
年
と
り
だ
か
ら

宇
品
、
主
的
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う
ん
と

ま
あ
飲
め
よ

さ
わ
げ
よ

ゆ
め
み
だ
か
ら

い
ゆ
め
見
り
ゃ
あ

お
れ
が

う
ん
と
お
あ
し
を
出
し
て

そ
い
か
ら
「
あ
す
の
朝
は

そ

で

た
く
さ
ん
飲
ん
で

ま
あ

の
お
正
月
こ
づ
か
い
だ
け
出
し
て
買
う
か
ら

て

い
い
ゆ
め
見
る
だ
ぞ
」

そ
う
言
っ
て

っ
て

ん
な

番
頭
、
女
中
あ
つ
め
て
言
っ
て
聞
か
せ
て
ね

、瓦

お
め
え
な
ん
ぞ
の

そ
の

み
ん
な
い
い
ゆ
め

良
く
ね

お
う
ち
の
だ
ん
な
さ
ん
が

み

そ
う
し
て
ね
か
し
ね
。み

ん
な
枕

の
下
ぁ

1
お
つ
か
っ
て

い
ろ
い
ろ
ゆ
め
の い

ェ

1
(良
い
)
見
て
ェ
で

い
い
の
を

富
士
の
山
が
ど
う
と

で
え
み
ん
な
い
え

l
(家
)
帰
っ
て

か
っ
ち
ゅ
う
の
を
書
い
て
ね

み
ん
な
枕
に
し
て

そ
〉
つ
で

あ
す
の
朝
集
め
て
ね
。

そ
の
一
番
々
頭
か
ら
始
め
て
ね
「
お
め
え
な
に
見
た
」 み

ん
な
ね
た
ん
。

っ
て

み
ん
な

そ
の
ゆ



俗

め
の
い
い
に
し
た
が
っ
て

そ
の

み
ん
な
お
金
を
た
ん
と
出
し
て
買
っ
た
っ
て

民

そ
の

だ
ん
な
さ
ん
が
ね

ま
あ

ふ
ろ
の
火
を
た
く
き
た
な
い
よ
う

そ
し
て

な
こ
ぞ
う
が
ね
え

ひ
と
り
残
っ
て
て
ね
「
お
め
え

な
ん
て
い
う
ゆ
め
見
た

宇品

あ
き
ょ
う
は

わ
し
が
ふ
ん
ば
っ
し
て
買
う
か
ら
」
っ
て

だ
ん
な
さ
ん
が
言
っ
た
。

「
お
ら
あ

見
ね
え
」
「
そ
ん
な
わ
き
ゃ
あ
ね
え

な
に
か
見
た
ん
だ
ん
べ
え
」

っ
て

み
ん
な
し
て
せ
め
る
「
お
ら
あ
見
ね
え
」

ど
う
し
て
も
見
ね
え
っ
て

っ
て

は
あ

い
〉
つ
も
の

「
み
ん
な

そ
の

え
ん
ご
う
な

む
の
は

と
つ
つ
か
ま
え
て

島
流
し
に
し
べ
え
や
」

女
中
さ
ん
に

番
頭
さ
ん
に

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
ね

か
め
え
て

で
っ
か
い
箱
ヘ
入
れ
て

川
へ
持
っ
て
い
っ
て
ね

そ
の
流
し
た
っ
て

が
け
か
ら
お
と
し
て
ね
「
人
の
つ
き
あ
い
も
し
ら
ね
え

そ
の

そ
ん
な
も
な
あ
流

せ

っ
て
ね
。

そ
し
た
ら
ね

そ
の
プ
ョ
プ
ョ
っ
て
流
さ
れ
て
い
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
。

そ
し
た
ら

岩
へ
ね

こ
わ
れ
た
っ
て

そ
し
た

箱
が
ぶ
つ
つ
い
て
ね

ま
あ

ら

こ
ぞ
う
が
出
た
あ
で
し
ょ

さ
む
い
か

そ
れ
か
ら
岩
の
だ
ん
こ
へ
上
が
っ
て

ら
ね

日
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

か
l
っ
ぱ
が
出
て
き
て
ね

川
の
上
ぇ
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

チ
ョ
ロ
い
て

お
天
気
ン
歩
っ
て
た
だ
っ
て
ね

そ
れ
か
ら
呼
ん
だ
っ
て
ね
。

「宇土の

ゆ
さ
ん
げ
に

お
れ
ん

そ
れ
ぇ
ち
ょ
っ
と
か

お
め
え
は
歩
っ
て
る

し
て
み
ね
え
か
」

っ
て
言
っ
た
っ
て
ね
。
そ
し
た
ら
ね

あ
の

や
っ
ぱ
り
友
だ
ち

ほ
し
い
も
の
だ
か
ら
「
そ
っ
じ
ゃ
あ

お
れ
が
ひ
と
つ
き
り

あ
の

日
に
あ
た
っ

て
る
か
ら

お
め
え
歩
い
て
こ
う
」

そ
の
か
し
た
だ
っ
て

っ
て
い
う
わ
け
で
ね

そ
の
川
た
び
っ
て
い
う
も
の
を
ね
。

そ
う
し
た
ら

か
り
て
は
い
た
ら
ね

お
も
し
れ
え
く
っ
て

そ
の
チ
ョ
ロ
チ
ョ

ロ
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ

あ
り
け
ん
だ
か
ら

そ
の

告
の
つ
+
り
ア
}
つ
+
り

あ
り

1
た
だ
っ

て
。
ど
う
し
て
も
帰
っ
て
こ
ね
え
だ
っ
て
。

そ
の
う
ち
に

ま
あ
下
か
ら

お
お
く
あ
の
ぼ
っ
て
き
た
か
ら
ね

そ
っ
で
ま
あ

「
は
あ

お
め
え
か
え
し
て
く
れ
」
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
「
ど

ま
あ
い
い
か
ん
だ
ら

λ
l
J
U
U
 

お
り
ゃ
あ

ど
う
も
ゆ

こ
り
ゃ
あ
か
え
せ
ね
え

ど
う
も
か
り
た
り
ゃ
あ

さ
ん
で
か
え
せ
ね
え
」

こ
う
か
え
さ
な
い
だ
っ
て

っ
て
ど
う
し
て
も

た
ら

か
l
っ
ぱ
が
ね
「
お
め
え
に
ゃ
あ

わ
し
や
そ
れ

い
い
も
の
あ
げ
る
か
ら

そ
の

が
な
け
り
ゃ
あ

そ
の
い
ら
れ
ね
え

お
め
え
は
人
間
だ
か
ら

ひ
と
つ
き
り
も

つ

そ
の

あ
の
村
ヘ
帰
り
ゃ
あ

す
き
な
こ
と
が
で
き
る
だ
か
ら

ま
あ

お
れ
に
か

え
し
て
く
れ

お
れ
あ

そ
れ
が
な
け
り
ゃ
あ

ひ
と
つ
き
り
も

そ
の
生
活
す
る

こ
と
あ
で
き
ね
え
」

よ
う
や
く
ま
あ

か
え
し
て
も
ら
っ
て
ね

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

そ
う
し
て

ま
あ
「
お
め
え
な
あ

そ
れ
が
一
つ
の
が
そ
の

こ
れ
え
く
れ
っ
か
ら

生
針
っ
て

一
つ
の
が
死
に
針
」

き
れ
い
な

そ
の
針
が
二
本

立
派
な

っ
て
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入
っ
た
箱
を
く
れ
た
っ
て
ね
。

「
こ
っ
ち
の
方
を
し
り
ゃ
あ

そ
の
死
ん
だ
人
が
生
き
る
し
、

こ
っ
ち
の
方
を

死

ま
せ
て
ぇ
人
が
あ
り
ゃ
あ

こ
れ
え
し
ら
あ
死
む
し

だ
か
ら
お
め
ぇ
大
切
に

ち，

」ー

れ
え
あ
り
ゃ
あ

あ
の

こ
れ
大
切
に
お
ぶ
ち
ゃ

そ
の
一
生
楽
に
暮
ら
せ
る
か
ら

あ
ら
ね
え
よ
う
に
身
に
つ
け
て
ろ
」

ぼ
ろ
を
着
た

そ
の
お
か
し
な
野
郎
つ

っ
て

こ
に

そ
れ
を
く
れ
た
だ
っ
て
さ
。

そ
れ
か
ら

持
っ
て
お
う
ち
へ
帰
っ
て
き
た
。

お
う
ち
の
方
へ

ぶ
ら
ぶ

ま
あ

ら
帰
っ
て
き
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
ね
え

そ
の
村
の
一
番
大
じ
ん
の
家
の

そ
の
一
人
娘
が
亡
く
な
っ

た
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

み
ん
な
集
ま
っ
て
ね
え

大
勢
で

そ
の

い
え

l
ら
い

な
1
い
て
た
っ
て
。

そ
の
博
士
に

お
医
者
さ
ん
に

い
つ
く
ら

そ
の

い
え

l

ン
た
の
ん
で
も

易
者
さ
ん
、

そ
の

ど
う
し
て
も

何
に
し
て
も

た
の
ん
で
も



か
い
が
な
く
て

そ
の
泣
い
た
っ
て
で

そ
こ
へ
ま
あ

そ
の
亡
く
な
っ
た
っ
て

「
こ
ん
ち
は
あ

家
じ
ゃ
あ
何
ご
と
か
で
き
ま
し
た
か
」

っ
て
言
っ
た
ら
「
こ
う
い

う
わ
け
で

そ
の
大
切
な
ひ
と
り
っ
き
り
の
娘
が
死
ん
で
し
ま
っ
て

そ
の

ほ
ん

と
〉
つ
は

こ
こ
じ
ゃ
あ
困
っ
て
い
る
だ
」
っ
て
そ
の
が
わ
の
し
よ
う
が
ゆ
っ
た
っ
て
。

「
し
あ
あ

そ
れ
ぇ
見
せ
て
も
ら
い
て
え
」

っ
て
ゆ
っ
た
だ
っ
て
ね
。

だ
が

ぼ
ろ
を
着
た

そ
ん
な
野
郎
っ
こ
に

そ
ん
な
と

き
た
ね
え

そ
い
で

て
ん

お
医
者
さ
ん
に
で
ん
な
お
ら
ね
え
も
の

そ
の
上
が
ら
せ
る
も
ん
や
ね
え

な
り
い
し
て
る
だ
か
ら
「
お
め
え
が
見
て
ン
く
れ
た
っ
て
ど
う
し
よ
う
も
ね
え
だ

し
と
て
も
上
が
っ
て
も
ろ
う
な
に
は
ね
え
か
ら

帰
っ
て
も
ろ
い
て
え
」

っ
て
よ
せ

つ
け
ね
え
だ
っ
て
ね
。
「
ど
う
し
て
も
見
せ
て
も
れ
え
て
え
」

っ
て

宇
品
+
の

そ
の

言
う
だ
つ
て
ね
。

で
ま
あ
「
ほ
っ
じ
ゃ
あ
し
よ
う
ね
え
か
ら

ま
あ
通
せ
」

っ
ち
ゅ

う
わ
け
で
ね
え

わ
か
ぞ
う
に

ま
あ
は
か
せ
て

ま
あ

そ
っ
て
ま
あ

い
い
の

ず
っ
と
奥
の
そ
の
ね
え
さ
ん
の
亡
く
な
っ
て
い
る
部
屋
へ
通
し
た
っ
て
。

ら

お
と
っ
さ
ん
も

お
っ
か
さ
ん
も

し
ん
る
い
し
よ
う
が
み
ん
な
つ
い
て
た

が
「
み
ん
な
出
て
も
ら
い
て
え
」

っ
て
ね
え

「
わ
し

ひ
と
ら
に
し
て

そ
の
出
て

も
ろ
い
て
え
」

「
と
て
ん

そ
の
大
切
な
娘

そ
の

お
め
え
に
た
の
ん
で
そ

っ
て

の
出
る
わ
け
に
ゃ
あ
ゆ
か
ね
え
」

そ
の
う
ち
の
人
が
泣
い
て
す
が
る
の
を
き

っ
て

か
ね
え
で

そ
の
み
ん
な
出
し
て
戸
を
し
め
て
ね

そ
れ

生
き
針
、
そ
の
し
た
わ

け
だ
ね
。
三
本
し
た
ら
ね
え

ム
ニ
ュ
l
ン
と
こ
う
起
き
上
が
っ
た
だ
と
。

そ
う
し
て
ね
え
は
あ
喜
ん
で

そ
っ
て
こ
つ
で
ま
あ
「
入
っ
て
も

そ
つ
で
は
あ

六合の昔かたり

そ
の
う
ち
の
し
よ
う
が

、A

，.
a
v

、A

し
中
J

，刀

生
き
て

れ
え
て
え
」

っ
て
ち
ゅ
う
わ
け
で

ち
ゃ
ん
と
生
き
て
た
だ
っ
て

そ
の
娘
が
・
・
・
・

あ
り
が
た
い
の

あ
り
が
た
く
ね
え
の
に

こ
ん
な
人
が
世

「ま

1
ず

ま
あ

こ
ん
な
あ
り
が
た
い
人
が

人
助
け
て
も
ら
っ
て

に
あ
る
が
な

ど
う
し

ま
あ

て
う
ち
へ
巡
っ
て
き
て
く
れ
た
が
な
あ
し
れ
ね
え

お
礼
に
ゃ
あ
お
よ
ば

ま
あ

ね
え
そ
の
う
う
ち
の
婿
に
な
っ
て
も
れ
え
て
え
」

こ
っ
ち
の
う
ち

っ
て

そ
っ
ち

の
人
か
ら

娘
か
ら

す
が
っ
た
っ
て
。

「
お
り
ゃ
あ

そ
ん
な
人
閉
じ
ゃ
あ
ね
え

人
を
助
け
て
あ
り
く
も
ん
で

そ
の

む
こ
に
な
っ
て

こ
こ
に
よ
ど
ん
で
な
ん
か
い
ら
れ
ね
え
」

そ

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

れ
か
ら
立
派
な
服
を
そ
こ
で
も
ら
っ
て
着
た
り

そ
の
ね

お
金
も

そ
こ
で
お
金

く
れ
る
つ
っ
た
が

ど
う
し
て
ん
取
ら
ね
え
だ
っ
て
ね
。

「
わ
し
ゃ
あ

人
助
け
て
歩
き
ゃ
あ
い
い
だ
か
ら

そ
の
お
金
な
ん
か
い
ら
な

しh
L 

っ
て
ね

し
か
た
が
ね
え

そ
う
し
て
ま
あ

少
し
ま
あ
や
っ
て

し
か
し

ど
う
し
て
ん
婿
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
っ
ち
ゅ
う
の
を

な
っ
て
も
ら
え
ね
え
だ
か

ら

し
か
た
あ
ね
え
か
ら

そ
っ
じ
ゃ
帰
っ
て
も
ろ
う
っ
ち
ゅ
う
わ
け

そ
の
ま
あ

で

ま
あ
帰
っ
て
も
ら
っ
た
ん
。
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そ
っ
ち
で

ぶ
ら
ぶ
ら
下
の
方
へ

め
た
行
っ
た
ら
ね
え

そ
こ
で
え

ま
あ

ま
た
あ

あ
の
え
ら
い
大
じ
ん
の
つ
こ
で

娘
が
一
人
亡
く
な
っ
た
っ
ち
ゅ
う
わ
け

で
ね
え

そ
こ
じ
ゃ
あ

婿
を
も
ろ
う
べ
え
と
思
っ
て
い
た
り
ゃ
あ

結
婚

h

え
h

え

式
し
べ
え
と
思
っ
て
い
た
り
ゃ
あ
亡
く
な
っ
た
だ
が

ど
う
も
婿
さ
ん
で
ん
気
に
入

ら
ね
え
だ
っ
た
が
な
あ

ど
う
だ
つ
た
だ
が
な
あ

土
品
+
の

こ
〉
つ
い
〉
つ
わ
け
だ
っ

ち
ゅ
う
わ
け
で

ま
た
い
た
。

ま
た
「
そ
え
え
見
せ
て
も
ら
い
て
え
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

そ
こ
へ
の
り
こ
ん
だ

お
め
え
は

と
て
も
は
あ

き
た
な
い
だ
か
ら

そ
ん
な
そ
こ
じ
ゃ

干

、-

そ
の

ん
だ

い
い
服
を
着
せ
て
も
ら
っ
た
り

か
ぱ
ん
な
あ

そ
の
ま
あ
も
ら
っ
た
か
ら

そ
の

ま
あ
り
つ
ぽ
だ
っ
た
ん
べ
え
け
え
ど
も
「
お
め
え
が
見
て
も
ら
っ
て
ン

し五

え
博
士
さ
ん
に
見
て
も
ら
っ
た
だ
か
ら

お
よ
ば
ね
え

亡
く
な
っ

と
て
も
は
あ

た
だ
か
ら

そ
の
見
て
も
ろ
う
っ
て
も

い
え
ー
っ
て
ゅ
う
わ
け
だ
け
れ
ど
も
「
ま
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あ
見
せ
て
も
ら
い
て
え
」

そ
っ
で
ま
あ

は
え
っ
て
見
て

っ
て

き
か
ね
え
か
ら

民

そ
っ
じ
ゃ
あ

見
て
だ
け
も
ろ
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
け
で

そ
ん
で
ま
あ

見
せ
た
ら

ね
え

や
っ
ぱ
り
「
お
家
の
し
よ
う
に
ゃ
あ

っ
ち
ゅ
う
わ
け

出
て
も
ら
い
て
え
」

で

針
し
た
が
ね

ま
た
生
き
上
が
っ
て
ね
。

そ
の
娘

ま
あ

出
し
て
お
い
て

そ
っ
で
ま
あ

う
ち
の
し
よ
う
に
ゃ
あ
入
っ
て
も
ら
い
て
え

う
ち
の
し
ょ
〉
つ
は

喜
ん
で

そ
こ
で
ん
「
ま
あ
婿
に
な
っ
て
も
ら
い
て
え
」
っ
て
い
う
わ
け
で
、

ま
あ

そ
れ
え

「
婿
な
ん
か

お
れ
ゃ
あ
な
り
ゃ
あ
し
ね
え

人
を
助
け
て
あ
り
か

は
あ

な
く
っ
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
だ
か
ら

婿
に
ゃ
あ
な
ら
ね
え
」
ど
う
し
て
も
な
っ
て
も

ら
え
ね
え

そ
こ
か
ら
ま
あ

お
わ
し
を
少
し
も
ら
っ
て
出
て

そ
こ
か
ら
ま
あ

う
ち
へ
帰
っ
て

い
え

l

う
ち
こ
し
ら
っ
て

ま
あ

そ
し
て
ま
あ
い
た

ま
あ

と
こ
ろ
が

そ
の
娘
た
ち
が
き
て

ど
う
し
て
ん

そ
の
ふ
た
あ
り
と
こ
か
ら

「
ど
う
で
も
、
婿
に
な
っ
て
も
ら
い
て
え
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け

ふ
た
あ
り
で
き
て

せ
め
こ
ん
で
き
て

「
そ
れ
じ
ゃ
あ

あ

わ
し
が

そ
の
瀬
戸
の
い
え

l
橋

宇
品
企
の

る
が
そ
の
橋
の
上
ヘ

ま
ン
中
へ
立
つ
か
ら

ど
っ
ち
へ
で
も

そ
の
よ
け
い
に
お

め
え
な
ん
か
よ
け
い
引
い
た
方
の
婿
に
な
る
」

っ
て

そ
っ
か
ら
ま
ン
中
へ

そ
の

人
が
立
っ
て
ね
。

「
わ
し
の
が
だ
」
「
わ
し
の
が
だ
」

っ
て
両
方
か
ら
引
っ
ぱ
っ
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
ね
え

一
人
の
人
が

そ
の
手
っ
て
が
の
け
る
か
ら
ね
え

は
な
し

た
っ
ち
ゅ
う
だ
い

う
ん
と
ひ
っ
ぱ
っ
た
人

で
は
あ

か
わ
い
そ
う
で
は
な
し
て

の
方
は
だ
め
だ
か
ら

そ
の
人
に
ゃ
あ
い
が
ね
え

は
な
し
た
人
の
方
が
情
が
あ
る

は
な
し
た
人
の
婿
さ
ん
に
な
る
っ
て

そ
っ
で

い
っ
し
ょ
に

あ
の

な
ん
だ
」

しー

一
生
い
い
仲
で
」
暮
ら
し
た
な
ん
て

そ
う
い
う
話

か
!
ぱ
の
お
か
げ
で
人
を
助
け
て

そ
う
い
う
夢
見
だ
っ
た
わ
い

そ
れ
で

の
売
ら
な
か
っ
た
だ
っ
て

夢
に

そ
れ
ぇ
見
た
だ
っ
て

〉
え
〉
え

そ
う
、
だ
か
ら

売
ら
な
か
っ
た
だ
っ
て
そ

う
い
う
夢
見
た
か
ら

よ
も
ぎ
と
し
よ
う
ぷ

語
り

山
本

い
よ

収
録

昭
和
四
十
九
年

と
っ
て
も
な
か
の
い
い
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

く
ら
し
て
い
て

子
ど

も
が
な
く
て

そ
れ
で

毎
日
毎
日
神
仏
を
信
心
し
て
い
た
そ
う
で

ま
あ

お

ば
あ
さ
ん
は
山
へ

木
の
葉
は
き

l
行
っ
た
だ
っ
て

木
の
葉
の
中
に
女
の
子
が
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へ
え
っ
て
た
で
大
よ
ろ
こ
び
で
家
へ
つ
れ
て
き
て
、

お
じ
い
さ
ん
は

山
へ
ま
き
切

り
に
行
っ
た
ら

そ
れ
を
ま
あ
つ
れ
て
き
て

木
の
又
に
男
の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
て

ふ
た
あ
り
で
た
い
へ
ん
あ
り
が
た
が
っ
て

宇
品
企
の

育
て
て
た
っ
て
。

な
か
よ
く

ま
い
ん
ち

遊
び
に
い
っ
ち
ゃ
あ
い
け
な
い

遊
び
に
い
っ
ち
ゃ
あ
い
け
な

しユ

っ
て
言
い
つ
づ
け
て

お
ば
あ
さ
ん

仕
事
に
出
た
だ
っ
て
。

お
じ
い
さ
ん
も

も

ど
う
も
た
い
く
つ
だ
か
ら
っ
て

今
日
は
野
原
へ
遊
び
に
行
っ
て
み
よ
う
っ
て

兄
妹
が
遊
び
に
出
た
そ
う
だ
。

そ
し
て

そ
こ
が
あ
ん
ま
り
広
い
の
で

あ
っ
ち
こ
っ
ち
歩
い
た
ら
暗
く
な
っ
て

し
ま
っ
て

ま
あ
た
い
へ
ん
だ
。

さ
あ

そ

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
は

子
ど
も
が
い
な
い
ん

う
ち
へ
帰
っ
て
み
た
ら

で
た
い
へ
ん
心
配
し
て

ふ
た
り
で
さ
が
し
に
出
か
け
た
っ
て
。



と
こ
ろ
が

い
い
原
っ
ぱ
で

兄
妹
は
鬼
の
大
群
に
出
会
っ
た
だ
そ
う
だ
。

そ
れ
で

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
逃
げ
歩
い

ま
あ
た
い
へ
ん
で

ふ
た
あ
り
で

た
だ
っ
て
。
そ
れ
で

っ
か
ま
る
ぼ
つ
か
に
な
っ
た
時
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ

ん
は

む
こ
う
の
原
つ
ば
か
ら

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
後
を
追
い
か
け
て
い
っ
て

さ
が
し
あ
て
た
け
ど
、
鬼
に

今
少
し
で
っ
か
ま
り
そ
う
に
な
っ
た
で
、
そ
れ
で
や

ち
の
中
に

子
ど
も
は
入
り
こ
ん
だ
ん
だ
よ
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ
が

や
ち
で
足
を

と
ら
れ
て
動
け
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

し
め
た
と
ば
か
り

二
ひ
き
の
鬼
が
と
び

か
か
ろ
う
と
し
た
が
、
そ
の

よ
も
ぎ
と
し
よ
う
ぶ
が
い
っ
ぺ
え
あ
っ

子
ど
も
は

た
で

そ
れ
に
つ
か
ま
っ
て
は
い
上
が
ろ
う
と
し
た
が

は
い
上
が
れ
ね
え
で

「
た
す
け
て
く
れ
え

た
す
け
て
く
れ
え
」

っ
て
が
な
っ
た
ら

鬼
が
大
よ
ろ
こ
び

で

そ
ば
へ
行
っ
た
と
こ
ろ
が

よ
も
ぎ
と
し
よ
う
ぶ
を
見
て

こ
れ
で
は
ど
う
に

も
な
ら
ね
え
か
ら
っ
て

帰
っ
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
だ
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

そ
こ
へ
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

か
け
つ
け
て
き
て

「
は
は
あ

よ
も
ぎ
と
し
よ
う
ぶ
が
鬼
は
い
や
に
ち
げ
え
ね
え
」

っ
て

こ
り
ゃ
あ

か
ら
っ
て

そ
れ
か
ら
五
月
五
日
に
ゃ
あ

し
よ
う
ぶ
と
よ
も
ぎ
を
し
ん
ぜ
る
よ
う

に
な
っ
た
だ
。

天
に
と
ど
く
竹

六合の昔かたり

語
り

山
本

い
よ

収
録

昭
和
四
十
九
年

お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が

子
ど
も
を
ひ
と
り
留
守
に
お
い
て
出
か
け
て

ひ
と
り
で
い
た
と
こ
へ

そ
の
ひ
と
り
の
人
が
「
夕
べ
の
風
で
っ
き
鐘
が
吹
い
て

い
っ
た
が
、
こ
こ
ら
に
吹
い
て
き
な
か
っ
た
か
」

っ
て
子
ど
も
に
問
い
た
だ
っ
て
。

そ
の

そ
の
子
の
返
事
が
「
た
し
か
に
き
た
っ
た

風
が
吹
い
て

つ

し
た
ら

ち
の

タ
J、九

う
ち
の
の
き
場
の
く
も
い

l
ひ
っ
か
か
っ
て

ビ
l
ン
つ

ビ
l
ン

て
い
っ
て
た
」

っ
て
。

そ
り
ゃ
あ
お
も
し
れ
ぇ
子
だ
と
思
っ
て

き
た
人
が

ま
た
問
い
た
だ
そ
う
だ
。

「
お
と
う
さ
ん
は

そ
っ
じ
ゃ
あ
ど
こ
へ
行
っ
た
」

っ
て
問
い
た
だ
そ
う
だ
。

そ
う
し
た
ら
「
お
と
う
さ
ん
は

富
士
の
山
が
け
え
る
っ
て

お
が
ら
三
本
持
つ

て

お
こ
し
に
行
っ
た
」

っ
て
。

こ
り
ゃ
あ
お
も
し
れ
ぇ
子
だ
と
思
っ
て

ま
た
問
い
た
だ
そ
う
だ
。
お
か
あ
さ
ん

の
l
「
お
か
あ
さ
ん
は

ど
こ
へ
行
っ
た
」

っ
て
言
っ
た
ら

「
大
き
な
み
ず

そ
の

う
み
が
も
る
っ
て

綿
ぁ
持
っ
て
く
し
り
も
ん
に
行
っ
た
」

っ
て
。
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こ
の
子
は

と
て
も
だ
め
だ
と
思
っ
て

そ
の
人
が
あ
き
れ
て

け
っ
て
し
ま
っ

た
だ
と
。

そ
〉
つ
し
て

お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
だ
そ
う
だ
。

お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ
ん
が
「
誰
も
き
や

l
し
な
か
っ
た
か
」

っ
て
聞
い
た

ら
「
っ
き
鐘
が
吹
い
て
い
っ
た
が

こ
っ
ち
に
吹
い
て
き
や

1
し
な
か
っ
た
か
」

つ

て
た
ず
ね
た
人
が
き
た
か
ら
、
吹
い
て
き
て

う
ち
の
の
き
ば
の
く
も
ず
に
ひ
っ
か

か
つ
て
ビ

1
ン
ピ

1
ン
っ
て
い
っ
て
た
」

っ
て
言
っ
た
っ
て
。

「
そ
う
し
た
ら

ど
こ
へ
行
っ
た
っ
て
言
っ
た
か
ら

富
士
の

お
と
う
さ
ん
は

山
が
け
え
る
っ
て

お
が
ら
三
本
持
っ
て
お
こ
し
に
行
っ
た
よ
っ
て
。

そ
う
し
た
ら

こ
ん
だ
あ

お
か
あ
さ
ん
は
っ
て
言
っ
た
か
ら

お
か
あ
さ
ん
は

大
き
な
み
ず
う
み
が
む
る
っ
て

綿
ぁ
持
っ
て
く
し
り
も
ん
に
行
っ
た
、

っ
て
こ
旨
つ

い
》
つ
ふ
う
に
言
っ
た
」

っ
て
言
っ
た
だ
と
。
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そ
う
し
た
ら

は
あ

お
と
う
さ
ん
が
た
い
へ
ん
お
こ
っ
て
「
ば
か
や
ろ
う
l
、

民

そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
」

し
ょ
い

っ
て
。
そ
の
大
変
お
こ
っ
て
「
こ
の
や
ろ
う
は

出
し
て

お
ぶ
ち
や
っ
て
く
る
。
ど
こ
へ
か
す
て
て
く
る
」

っ
て

し
ょ
い
出
し
た

そ
う
だ
。
そ
う
し
た
り
ゃ
あ

あ
の

こ
ん
だ
あ

あ
の
大
き
な
み
ず
う
み
が
見
え

た
だ
っ
て
。
お
ぶ
さ
っ
た
子
に

さ
あ
「
お
と
う
さ
ん

あ
り
ゃ
あ
な
ん
だ
」

っ
て

問
い
た
だ
っ
て
。
「
あ
り
ゃ
あ
殿
様
の
ち
ょ
う
ず
だ
れ
え
だ
」

っ
て

子
ど
も
に
教

え
た
だ
っ
て
。
聞
か
れ
る
だ
か
ら

し
よ
う
ね
え
。

め
た
聞
い
て
い
っ
た
だ
と
。

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

富
士
山
が
見
え
た
だ
そ
う
だ
。

「
お
と
う
さ
ん

あ
そ
こ
に
天
に
と
ど
く
竹
が
あ
る
」

っ
て
言
っ
た
だ
そ
う
だ
。

「
こ
の
ば
か
や
ろ
う

天
に
と
ど
く
竹
な
ん
か
が
あ
る
も
ん
か
」

っ
て
、
ま
た
お

と
う
さ
ん
が
言
っ
た
だ
そ
う
だ
。
そ
う
し
た
り
ゃ
あ
「
天
に
と
ど
く
竹
が
な
か
っ

た
ら

お
と
う
さ
ん

殿
様
の
ち
ょ
う
ず
だ
れ
え
の
か
け
が
え
が
で
き
な
か
ん
べ

〉え」

っ
て
言
っ
た
だ
と
。

「
こ
り
ゃ
あ

り
こ
う
な
子
だ
、
す
て
ね
え
で

う
ち
へ
し
よ
い
か
え
し
て
い

っ
て
言
っ
た
だ
そ
う
だ
。

四
十
束
(
っ
か
)
の
畑
ふ
み

語
り

山
本

し
め

収
録

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
五
日

ま
あ
、
お
じ
い
さ
ん
が
四
十
束
の
畑
ぶ
み
い
行
っ
た
っ
て
。

四
十
束
の
畑
ぶ
み
い
行
っ
た
り
ゃ
あ

さ
る
が
そ
こ
へ
き
た
だ
そ
う
だ
。

「
ま
あ

娘
三
人
も
っ
た
が

ど
れ
で

さ
る
ど
ん

お
り
ゃ
あ

う
ち
に
ゃ
あ

も
好
き
な
あ
ま
あ
く
れ
る
が

こ
の
畑
ぇ
ふ
ん
じ
ゃ
あ
く
れ
ね
え
か
」

っ
て
。

さ
る
の
こ
ん
だ
か
ら

た
ち
ま
ち
ふ
ん
ご
ろ
が
し
て
く
れ
て
、
ま
あ

家
え
き
て

ね
て
え
て

一
番
で
つ
け
ぇ
姉
が
「
お
じ
い
さ
ん
な
あ

な
ぜ
ね
て
ご
ざ
る
が
な
。

お
き
て

湯
で
ん

っ
て
言
っ
た
っ
て
。

茶
で
ん
上
が
ら
っ
し
ぇ

l
」

「
お
り
ゃ
あ

飲
み
て
え
こ
と
も
、
食
い
て
え
こ
と
も
ね
え
が

四
十
束
の
畑
ふ

み
1
行
っ
た
り
ゃ
あ
猿
が
き
た
か
ら

さ
る
ど
ん

家
に
ゃ
あ
娘
え

お
り
ゃ
あ

人
も
っ
た
が
、
ど
れ
で
ん
好
き
な
あ
嫁
に
く
れ
る
か
ら

こ
の
畑
ぇ
ふ
ん
で
く
れ

ね
え
か

っ
て
言
っ
た
り
ゃ
あ

た
ち
ま
ち
ふ
ん
で
い
た
が

猿
の
か
か
あ
に
ゃ
あ

行
っ
ち
ゃ
あ
く
ん
ね
え
か
」

っ
て
言
っ
た
っ
て
。

「
お
ら
あ

猿
の
か
か
あ
な
ん
ざ
あ

ゃ
ん
や
の
こ
と
」
っ
て
、
あ
ね
え
ど
ん
な
あ

言
っ
て
行
っ
ち
ま
っ
た
。
こ
ん
だ
あ

中
て
え
の
娘
が
き
て
「
ま
あ

茶
で
ん
上
が
ら
っ
し
え

1
」 お

じ
い
さ
ん

662 

な
ぜ
ね
て
ご
ざ
る
が
な
。
起
き
て
湯
で
ん

っ
て
言
つ

た
だ
っ
て
。
「
お
れ
は

飲
み
て
え
こ
と
も

食
い
て
え
こ
と
も
ね
え
が
、
四
十
束

の
畑
ふ
み

1
行
っ
た
り
ゃ
あ

猿
が
き
た
か
ら

お
り
ゃ
あ

家
に
娘
三
人
も
っ
た

カ宝

ど
れ
で
ん
好
き
な
あ
嫁
に
く
れ
る
か
ら

こ
の
畑
ふ
ん
で
く
れ
ね
え
か
」

っ
て

言
っ
た
り
ゃ
あ

猿
が
た
ち
ま
ち
ふ
ん
で
え
た
が

猿
の
か
か
あ
に
行
っ
て
く
ん

ね
え
か
」

っ
て
。

「
猿
の
か
か
あ
な
ん
ざ
あ

ゃ
ん
や
の
こ
と
や
ら
」

ま
あ

メ弘、
7 

ひ

っ
て

は
あ

と
り
に
な
っ
た
だ
が

心
配
し
て
ね
て
り
ゃ
あ
、

は
あ

一
番
ち
つ

じ
い
さ
ん

ち
え
が
「
お
じ
い
さ
ん
な
あ

な
ぜ
ね
て
ご
ざ
る
が
な
、
起
き
て
、
湯
で
も
、
茶
で

も
上
が
ら
っ
し
ぇ

1
」
っ
て

ゆ
っ
た
っ
て
。

「
お
り
ゃ
あ

飲
み
て
え
こ
と
も
食
い
て
え
こ
と
も
ね
え
が
、
四
十
束
の
畑
ふ

み
!
行
っ
た
り
ゃ
あ

猿
が
き
た
か
ら
、
お
り
ゃ
あ
家
に

娘

1
三
人
も
っ
た
か
ら
、



ど
れ
で
ん
好
き
な
の
を
く
れ
る
か
ら

あ
、
た
ち
ま
ち
ふ
ん
ご
ろ
が
し
て
く
れ
た
か
ら
、
猿
の
か
か
あ
に
行
っ
ち
ゃ
あ
く
れ

こ
の
畑
ふ
ん
で
く
ん
ろ
っ
て
言
っ
た
り
や

ね
え
か
」
ち
ゅ
う
。

「
あ
あ

、
ぞ
う
さ
あ
ね
え
」

っ
て

じ
い
さ
ん
も
喜
ん
で
、
ま
あ
ち
っ
ち
え
娘
を
猿
の
か
か
あ
に
く
れ
ち
ゃ
っ

そ
の
ち
っ
ち
ぇ
娘
が
言
う
だ
つ
て
。

ま
あ

た
っ
て
。

そ
れ
で

い
ち
げ
ん

一
見
に
行
ぐ
に

ま
占
め

「
じ
ゃ
あ

も
ち

1
つ
い
て
持
っ
て
い
、
ぐ
っ
て
。

き
れ
え
だ
て
の
人
だ
か
ら

な
ら
ば

ど
う
し
て
持
っ
て
い
ぐ
だ
」
っ
て
「
お
ら
が
お
じ
い
さ
ん
な
あ

こ
れ
え
た
ち
う
す
ご
と
持
っ
て
い
っ
て
ほ
し

念
品
告
の

い
」
っ
て
。
「
、
ぞ
う
さ
あ
ね
え
」
っ
て
、
猿
が
た
ち
う
す
し
よ
っ
て

宇
土
め

い
ぐ
と
、

へ
差
し
て
っ
て
く
れ
り
ゃ
あ

む
こ
う
の
岩
の
上
に
桜
の
花
が
咲
い
て
い
て

っ
て
言
う
だ
。
そ

「
あ
れ
え

枝

た
ち
う
す
の
き
わ

お
じ
い
さ
ん
が
う
れ
し
が
る
が
」

ま
た
「
お
ら
が
お
じ
い
さ
ん
な
あ

う
す
り
ゃ
あ
猿
は
「
ぞ
う
さ
ね
え
、
こ
り
ゃ
あ

土
く

せ
え
っ
て
言
う
か
ら

な
ら
ば

猿
の
こ
ん
だ
か
ら

ど
こ
へ
お
く
だ
」

っ
て
。

き
れ
え
だ
て
で

下
へ
お
き
ゃ
あ

し
ょ
っ
た
ま
ん
ま
の
ぼ
っ
て
い
て
え
」

っ
て
。

桜
の
木
い
の
ぼ
っ
て

「
は
あ

い
ら
へ
ん
で
い
い
か
」

っ
て
ゆ
っ
た
っ
て
。

た
ち
う
す
し
よ
っ
て

「
は
あ
、

い
ま
い
ち
段
上
の
が

は
あ

の
ぼ
る
ひ
ょ
う
し

た
ち
う
す
ご
と
ぶ
ち
お
ち
て

〉
つ
争
り
い

ま
つ
く
ら
さ
ん
ぼ
に

念
品
、
ま
の

が
ふ
ん
、
ぐ
じ
け
て

六合の昔かたり

げ
て
き
た
っ
て
。

そ
う
い
う
話
だ
。

や
た
ら
い
い
よ
う
だ
」

っ
て
。

は
や
あ
ー
た
ち
う
す
し
よ
っ
て
た
か
ら

枝

お
わ
り
の
な
い
話

り
ゃ
あ

一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
な
あ

金
は

寺

42の、

語
り

収
録

「
ま
A

山ゑり

お
れ
に
話
い

一
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が

な
に
ほ
ど
で
も
や
る
」

っ
て
。

ょ
っ
ぴ
て
ぇ
話
い
し
た
が

え
つ
こ
う
さ
ん
ざ

「
は
あ

に
な
っ
て
み
ね
え
っ
て
。

よ
く
よ
く
お
れ
え

ほ
か
の
お
ば
あ
さ
ん
が
き
て

さ
ん
ざ
話
し
た
か
ら
」

さ
ん
し
て
、
ま
た

「
念
品
丸
山
り

を
作
っ
て

山
本

し
め

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
五
日

さ
ん
ざ
聞
か
せ
て
く
ん

っ
て
、

そ
の
人
た
あ
こ
う

ン
と
帰
り
・
・
・
・
」

ブ
1
ン
と
出
ち
ゃ
あ

お
き
き
な
さ
れ
、
わ
し
ら
が
せ
ど
の
大
き
な
桜
の
木
枝
に

ブ

っ
て
、
そ
れ
を
お
つ
け
え
し
、

プ
1
ン
と
帰
り

は
ち
が
す
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プ
l
ン
と
出
ち
ゃ
あ

ひ
っ
け
え
し
話
し
た
り
ゃ
あ

ひ
と
っ
こ
と
ぼ
つ
か
、
よ
く
よ
く
さ
ん
ざ
だ
」

宇

、-

そ
の
人
た
あ

「
お
ら
あ
、
お
め
え
の
よ
う
な

金
え
た
ん
と
得
た
だ
っ
て
。

っ
て
、



俗

ぬ
か
ぼ
こ
米
ぼ
こ

民

語
り

山
本

し
め

収
録

昭
和
五
十
一
年
五
月
二
十
五
日

ぬ
か
ぼ
こ
米
ぼ
こ
っ
ち
ゅ
う
が
あ
っ
て
、
ま
あ

ぬ
か
ぼ
こ
が
ま
ま
っ
こ
で
、
米

ぼ
こ
が
実
の
子
で

稲
ぼ
ひ
ろ
い
に
行
く
っ
て
。

米
ぼ
こ
に
ゃ
あ

し
っ
た
の
あ
る
か
ご
を
あ
ず
け
て
、

ぬ
か
ぼ
こ
に
ゃ
あ
し
っ
た

の
ね
え
か
ご
を
あ
ず
け
て
稲
ぼ
ひ
ろ
い
に
や
っ
た
だ
っ
て
。

米
ぼ
こ
は

ぬ
か
ぼ
こ

す
ぐ
い
っ
ぺ
え
に
な
っ
て

「
は
あ

は
あ
い
つ
ぺ
え
に

な
っ
た
で
い
ぐ
べ
ぇ

l
や」

っ
て
言
っ
た
っ
て
。

「
お
ら
あ

え
つ
こ
う
い
っ
ぺ
え
に
な
ん
ね
え
で
行
ぎ
ょ
う
が
ね
え

は
あ

や

っ
て
。
そ
れ
で

土
品
告
の

あ
し
た
し
ば
や
見
に
行
く
だ
が
、

家
行
っ
て

ぬ
か

ぼ
こ
に
ゃ
あ

米
ぼ
こ
を
つ
れ
て
し
ば
や
見
に

麦
つ
い
て

ほ
し
て
お
け
っ
て

片
付
っ
て
、

ぬ
か
ぼ
こ
は
い
く
ら
つ
い
て
も

は
あ

お
け
え

皮
が
ひ
け
ね
え
で

お
っ
か
か
っ
て
泣
い
た
だ
っ
て
。
泣
い
た
り
ゃ
あ
、
そ
の
涙
が
か
か
っ
て
、
ま
た

ひ
と
せ
え
つ
い
て
出
て
み
た
り
ゃ
あ

そ
の
涙
の
か
か
っ
た
っ
ぷ
が

一
つ
ぶ
む
け

た
で
、

水
か
け
て
つ
く
も
ん
だ
と
思
っ
て

ま
あ
、
ね
ご
う
こ
と
の
か

こ
り
ゃ
あ

の
う
た
ま
っ
ち
ゅ
う
も
ん
に
、
そ
り
ゃ
あ
、
ま
あ
、
十
七
、
八
の
若
い
し
よ
う
出
ろ
っ

て

ま
あ
、
ね
ご
う
こ
と
の
か
の
う
た
ま
ち
ゅ
う
を
は
た
い
た
り
ゃ
あ

若
い
し
ょ

う
が
出
た
だ
と
。

そ
れ
で

そ
の
若
い
し
よ
う
と
二
人
し
て
麦
つ
い
た
っ
て
。

そ
れ
で

つ
い
て
ほ
せ
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら

お
っ
か
あ
が

麦
つ
い
て
ほ
し
と

い
て
、
そ
れ
で
、
ま
あ

お
ら
も
し
ば
や
見
に
行
ぐ
だ
が

ま
あ
、
十
二
ひ
と
重
の

小
袖
出
ろ
っ
て

ね
ご
う
こ
と
の
か
な
う
た
ま
を
は
た
い
た
だ
と
。

土
品
企
め

土
品
企
の
、

立
派
な
十
二
ひ
と
重
の
小
袖
が
出
て

と
て
も

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

そ
ぇ

l
着
ち
ゃ
あ
歩
く
ん
じ
ゃ
あ
い
げ
ね
え
か
ら

お
お
の
り
か
け
の
お
馬
出
ろ
っ

て
、
は
あ
立
派
な
馬
が
出
て
、
十
二
ひ
と
重
の
小
袖
着
て

大
の
り
か
け
の
馬
に
の
っ

て

十
七
、
八
の
若
い
し
よ
う
に
馬
方
さ
せ
て
、
し
ば
や
見
に
行
っ
た
だ
そ
う
だ
。

宇
品
企
の

だ
れ
も
し
ば
や
!
見
る
も
な
あ
ね
え
、

そ
の
人
ぼ
つ
か
見
て
、

は
あ

米
ぼ
こ
が
け
え
っ
て
き
て

き
ょ
〉
つ
は

ぬ
か
ぼ
こ
も
え
ん
で
見
り
ゃ
あ

「
寺
4

山中の

よ
か
っ
た
。
ま
あ
十
二
ひ
と
重
の
小
袖
を
着
て

大
の
り
か
け
の
馬
に
の
っ
て

十
七
、
八
の
若
い
し
よ
う
に
馬
方
さ
せ
て
き
て
、
誰
も
し
ば
や

l
見
る
も
な
あ
ね
え
。

み
ん
な
そ
の
娘
ば
っ
か
見
て
た
」

っ
て
、

そ
う
言
っ
た
っ
て
。

「
お
ら
あ
、

お
っ
か
あ
に
麦
つ
い
て
は
せ
っ
て
言
わ
れ
た
だ
か
ら

行
ぎ
ょ
う
は

な
か
っ
た
」

っ
て
、

ぬ
か
ぼ
こ
は
。

664 

そ
ん
で

ぬ
か
ぼ
こ
を
嫁
に
い
て
え
っ
て
、
も

そ
の
あ
し
た
に
な
っ
た
り
ゃ
あ

れ
え
て
が
き
た
っ
て
。

「
ぬ
か
ぼ
こ
は
い
い
、
米
ぼ
こ
を
く
れ
ら
あ
」

っ
て
言
う
だ
が
、

「
米
ぼ
こ
は
い
ら
ね
え

ぬ
か
ぼ
こ
を
い
て
え
」

っ
て
、

は
あ

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

し
ば
や
の
し
た
く
で

大
の
り
か
け
の
馬
に
の
っ
て

十
七
、
八
の
若
え
し
よ
う
に
馬
方
さ
せ
て

十
二
ひ
と
重
の
小
袖
ぇ
着
て
、
大
し
た

し
た
く
で
嫁
に
出
た
だ
っ
て
。

き
ん
な
、
し
ば
や
で
見
た
な
あ

ぬ
か
ぼ
こ
だ
っ
た
っ
て
。

米
ぼ
こ
は

誰
に
も
嫁
に
も
ら
い
て
が
ね
え
っ
て
、

こ
の
石
の
だ
ん
の
上
で

う
つ
ち
か
れ
ろ
っ
て
、

お
っ
か
あ
に
言
わ
れ
た
っ
て
、

そ
ん
な
話
だ
。



ぬ
か
ぼ
乙
米
ぼ
こ

語
り

熊
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卯
三
郎

収
録

昭
和
五
十
一
年
五
月
三
十
日

む
か
し

ぬ
か
ぼ
こ
と
米
ぼ
こ
が
あ
っ
た
と
。

あ
る
と
こ
に

米
ば
こ
は
実
の
子
で
、

ぬ
か
ぼ
こ
は
ま
ま
っ
こ
だ
で
、
米
、
ほ
こ
を
か
わ
い
が
っ
て

て
、
秋
、
栗
ひ
ろ
い
に
山
へ
い
ぐ
だ
が

米
ぽ
こ
に
は

し
っ
た
の
あ
る
袋
を
持
た

せ
、
ぬ
か
ぼ
こ
に
ゃ
あ
し
っ
た
の
ね
え

穴
の
あ
い
た
袋
を
持
た
せ
て
「
お
め
え
な

ん
栗
ひ
ろ
い
行
っ
て
こ
う
」

っ
て
栗
ひ
ろ
い
に
や
っ
た
だ
っ
て
。

ぬ
か
ぼ
こ
を
先
に
た
た
せ
、
米
、
ぼ
こ
は
後
か
ら
山
に
行
き
、
栗
を
ひ
ろ
っ
て
い
る

と
、
ぬ
か
ぼ
こ
は

ひ
っ
た
の
ね
え
袋
、
だ
も
ん
だ
か
ら

い
く
ら
ひ
ろ
っ
て
も
み
ん

な
落
ち
ち
ゃ
あ
し
ま
い
、
米
ぼ
こ
は

そ
の
落
と
し
た
の
を
ひ
ろ
う
か
ら
、
め
つ
け
え

る
せ
わ
あ
ね
え

た
ち
ま
ち
い
っ
ぺ
え
に
な
っ
て
し
ま
い
、

ぬ
か
ぼ

夕
方
早
く
に

こ
は
一
日
か
か
っ
て
も
い
っ
ぺ
え
に
な
ら
ね
え

「
ぬ
か
ぼ
こ

お
れ
は
い
つ
ぺ
え
に

な
っ
た
か
ら

お
ら
あ
け
っ
て
ぐ
ぞ
」

っ
て
。

ど
ら

「
お
れ
は

今
栗
ひ
ろ
は
ね
え
け
え
る
と

お
っ
か
さ
ん
に
お
ど
さ
れ
る
か
ら

お
れ
は
け
え
れ
ね
え

先
に
け
え
っ
て
っ
て
く
れ
、

お
れ
は
け
え
れ
ね
え
か
ら

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
ひ
ろ
う
か
ら
」

っ
て
。
そ
れ
で

家
へ
け
え
つ

米
ぼ
こ
は

た
っ
て
。

ぬ
か
ぼ
こ
は

夕
方
に
な
っ
ち
ま
っ
て

山
の
奥
へ
え
っ
て
っ
た
か
ら

六合の昔かたり

は
あ
暗
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
家
へ
け
え
る
こ
と
も
で
き
ね
え
。

山
の
向
を
見
た
ら

明
か
り
が
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
す
る
、
そ
れ
ぇ

1
た
よ
り
に
行
つ

小
せ
え
山
小
屋
が
あ
っ
て

そ
こ
に
山
ん
ぼ
が
一
人
で
い
て

て
見
た
ら

そ
れ
で

「
今
晩
は
、
お
ら
あ
栗
ひ
ろ
い
に
き
た
だ
が

暗
く
な
っ
て
家
へ
け
え
れ
ね
え

メ当、
7 

晩
ひ
と
晩
と
め
て
も
ら
い
て
え
が
」

「
あ
あ

い
い
と
も
、
お
れ
っ
と
こ
へ
と
ま
っ
て
い
げ
、
あ
し
た
い
げ
」

っ
て
。

栗
ひ
ろ
い
に
き
た
だ
が

袋
に
い
っ
ぺ
え
に
な
ら
ね
え
で
、

ひ
ろ
わ

ね
え「

でき
帰見よ
りう
や

あ

お
っ
か
さ
ん
に
お
ど
さ
れ
え
る
が
」

っ
て
言
〉
っ
と
、

「
そ
う
か
、
そ
り
ゃ
あ
か
わ
い
そ
う
だ
。

お
れ
が
あ
し
た
の
朝

し
っ
た
を
ぬ
っ

て
く
れ
る
か
ら

と
ま
っ
て
い
げ
。
お
り
ゃ
あ

こ
う
い
う
と
こ
に
い
る
だ
か
ら

栗
う
ん
と
ひ
ろ
っ
て
あ
る
か
ら

栗
め
し
に
し
て
や
る
か
ら

二
人
で
食
っ
て
、
さ

ん
ざ
食
っ
て
ね
ろ
」

っ
て
。

次
の
朝

そ
の
袋
の
し
っ
た
を
ぬ
っ
て
や
っ
て

ひ
ろ
つ
で
あ
っ
た
栗
を
入
れ
て

「
お
め
え

や
だ
ん
べ
え
が

お
れ
の
頭
!
と
か
し
て

お
れ
の
し
ら
み
!
と
っ
て

く
ん
ね
え
か
」

っ
て
。
「
あ
あ

い
い
よ
、
な
ん
で
も
す
る
よ
」

っ
て
。

し
ら
み
を
と
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
と
、
し
ら
み
っ
て
え
の
は
へ
び
が
チ
ョ
ロ
チ
ョ

665 

ロ
す
る
よ
う
に
、
く
し
に
み
な
さ
さ
っ
て
き
た
っ
て
。

「
ば
あ
さ
ん

こ
こ
に
一
つ
い
る
が
み
ん
な
と
る
ん
か
い
」
っ
て
言
う
と
、

ま
だ

「
宇
土
の

っ
て
。
そ
れ
で
栗
は
も
ら
う
。

一
つ
は

た
ね
に
お
い
て
く
ん
ね
え
か
」

お
め
え
は
い
い
子
だ
か
ら

う
ち
で
の
小
づ
ち
つ
つ
う
の
を
く
れ
る
か
ら
、

官

、ー

れ
l
も
っ
て
り
ゃ
あ

っ
て
。

お
め
え
は

な
ん
で
も
不
自
由
は
ね
え
か
ら
L

「
金
が
ほ
し
け
り
ゃ
あ

金
出
ろ
、
米
が
ほ
し
け
り
ゃ
あ

米
出
ろ
っ
て
。
着
物

が
ほ
し
け
り
ゃ
あ

な
ん
で
も
出
る
か
ら
」
っ
て
。
そ
れ
え

着
物
出
ろ
っ
て
い
や
あ

も
ら
っ
て
け
え
つ
で
き
た
ら
「
今
日
は
、
村
に
し
ば
い
が
あ
る
か
ら

み
ん
な
し
ば

い
見
い
い
ぐ
か
ら

お
め
え
は
留
守
い
を
し
て
え
ろ
」

っ
て
、
家
中
み
ん
な
い
い
着

物
(
き
も
ん
)
着
て
出
か
け
た
っ
て
。

ぬ
か
ぼ
こ
は
、

み
ん
な
が
出
て
っ
た
後
で
、

お
ば
あ
さ
ん
に
も
ら
っ
て
き
た
っ
ち

で

し
ば
い
見
に
行
ぐ
べ
え
と
「
着
物
出
ろ
」

っ
て
言
う
と
、
赤
い
着
物
(
き
も
ん
)
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が
ゾ
ロ
ゾ
ロ
っ
て
出
て
、
こ
ん
だ
あ
「
米
出
ろ
」

そ
れ
で

っ
て
言
う
と
米
が
出
て
、

民

お
む
す
び

1
こ
せ
え
て
、

こ
ん
だ
あ

「
小
づ
か
い
の
金
出
ろ
」

そ
ん
で
ま
あ

っ
て

言
ゃ
あ
金
が
出
る
。

こ
ん
だ
あ
、

か
ご
に
の
っ
て
行
ぐ
で

「
か
ご
出
ろ
」

っ
て
言
や

あ
、
か
ご
が
出
る
。
「
人
出
ろ
」

っ
て
言
ゃ
あ
、
人
が
出
る
。

そ
し
て
、
数
々
の
い
い
着
物
を
着
て

か
ご
に
乗
っ
て

化
粧
し
て

き
れ
え
に

な
っ
て
行
っ
た
っ
て
。

昔
の
ゆ
つ
つ
け
舞
台
だ
も
ん
だ
か
ら

高
桟
敷
が
あ
っ
て
、
花
ー
や
っ
た
か
ら
高

桟
敷
い
上
が
っ
て
、
そ
れ
で

な
し
で
も
、
り
ん
ご
で
も
う
ん
め
え
も
ん
を
な
ん
で

も
買
っ
て
食
っ
て
、
な
し

l
皮
む
い
ち
ゃ
あ

皮
1
下
に
落
と
す
、
り
ん
ご

l
む
い

ち
ゃ
あ
下
へ
落
と
す
。
す
る
と
、
米
ぼ
こ
は
、

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

そ
れ

l
ひ

ろ
っ
ち
ゃ
あ
食
っ
た
っ
て
。

そ
れ
で
、
し
ば
い
が
終
わ
り
そ
う
で
、
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
家
に
け
え
ら
な
き
ゃ

あ
お
ど
さ
れ
る
で
、

し
ば
い
が
終
わ
り
き
ら
な
い
う
ち
に

一
足
先
に

ま
た
か
ご

に
乗
っ
て
け
え
っ
て
、

ふ
だ
ん
着
に
着
げ
え
て
、
し
ら
ば
つ
く
れ
て
い
た
っ
て
。

す
る
と
村
の
し
よ
う
が
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
っ
て
み
ん
な
け
え
っ
て
く
る
。

そ
の
う
ち
に
米
ぼ
こ
も
け
え
っ
て
き
て
、

「
ぬ
か
ぼ
こ

今
日
は
ほ
ん
と
に
お
も
し
ろ
か
っ
た
ぜ
」
「
そ
う
か
い
」

「
お
れ
が
見
て
る
高
桟
敷
か
ら

立
派
な
お
じ
よ
う
さ
ん
が
見
て
い
て

り
ん
ご

だ
!
な
し
だ

l
の
皮
だ
の
、
食
い
か
け
を
落
と
し
て
く
れ
る
で
、
そ
れ

i
ひ
ろ
っ
て

食
っ
て
、

ほ
ん
と
に
も
う
か
っ
た
ぜ
」

っ
て
。

「
そ
う
か
い

そ
れ
は

お
れ
だ
」
っ
て
言
う
と
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
も
ん
か
、

お
め
え
よ
り
も
っ
と
き
れ
い
な
着
物
を
着
た
女
の
人
が
落
と
し
て
く
れ
た
。
」

っ
て
。

「
ど
ん
な
わ
け
で

そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
だ
」

っ
て
。

お
れ
は

栗
ひ
ろ
い
に
行
っ
て
、
山
ん
ば
に
と
め
て
も
ら
っ
た
時
、
山
ん
ば
に
う

ち
出
の
小
づ
ち
っ
ち
ゅ
う

な
ん
で
も
た
た
け
ば
願
う
も
ん
が

な
ん
で
も
出
る
つ

ち
を
も
ら
っ
て
き
て
、
そ
れ
を
た
た
い
た
ら

な
ん
で
も
出
た
か
ら
」

っ
て
言
っ
た

ら
、
「
そ
ん
な
も
ん
が
あ
る
も
ん
か
、

そ
れ
じ
ゃ
あ
お
れ
に
も
そ
の
小
づ
ち
を
か
し

て
み
ろ
」

っ
て
。

ば
あ
さ
ん
は

欲
が
深
い
も
ん
だ
か
ら

う
ん
と
米
も
倉
も
、
う
ん
と
出
る
よ
う

に
「
米
倉
出
ろ

米
倉
出
ろ
・
・
・
・
」

っ
て
言
っ
た
も
ん
だ
か
ら

小
め
く
ら
が

う
ん
と
出
た
だ
っ
て
、

そ
ん
な
話
だ
。

き
ゅ
う
な
い
と
サ
ツ
マ

言五
日ロ

り

山
本

直
義

po 
po 

no 

収
録

一
九
七
一
年
十
月
二
十
五
日

き
ゅ
〉
つ
な
い
っ
ち
ゅ
〉
つ
の
は

ま
こ
と
に
仕
事
き
ら
い
の
男
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が

子
ぼ
ん
の
う
で

男
の
子
が
三
つ
あ
っ
た

お
ば
あ
さ
ん
も

な
か
な
か
は
た
ら
き
も
ん
だ
が

き
ゅ
う
な
い
は
子
ぼ
ん
の
う

で

こ
の
三
人
の
男
の
子
に

な
に
か
と
っ
て
く
れ

な
に
か
と
っ
て
く
れ
て
え

て
え
っ
て
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
が

そ
の
当
時
で
ん
な
ん
に
も
な
い

今
の
よ
う
に
買
う
も
の
は
ね
え

と
に
か
く
川
へ
ょ
う
つ
り
が
仕
事
で
あ
る

と
こ
ろ
が
、
頭
を
て
ぬ
ぐ
い
で
半
分

か
ぶ
っ
て
み
た
が

ど
う
も
痛
く
て
か
な
わ
ね
え
だ
な

ょ
う
つ
り
い
。

と
こ
ろ
が
行
っ
て
下
げ
て
い
た
と
こ
ろ
が

く
も
ど
ん
が
来
ち
ゃ
あ
足
ぃ
糸
を

ひ
っ
か
け

ま
た
き
ち
ゃ
あ
ひ
っ
か
け
て
み
て
え
な
と
こ
ろ
が

ど
う
も
お
か
し
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ひ
っ
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
が

松
の
が
へ

そ
の
糸
を
ひ
っ
か
け
た

き
ゅ
う
な
い
も
お
か
し
い
な
あ
と
思
っ
た
ら

か
っ
ば
ど
ん
が
そ
れ

1
ず
り
込
ん
で
逃
げ
ま
わ
っ
た
ち
ゅ
う
む
し
。

と
こ
ろ
が

ま
だ

き
ゅ
う
な
い
の
方
が
利
口
な
わ
け
だ
。

か
っ
ぱ

l
だ
ま
か
し
え
た
だ
あ
な
あ

ま
た
ま
あ

な
ん
と
あ
す
こ
ん
と
こ
に
い
る
か
ら

け
だ
あ

と
こ
ろ
が
今
度
は
で
っ
か
い
魚
だ

l

ま
た
よ
う
つ
り
l
行
っ
た
わ

そ
つ
け
る
よ
う
な
で
っ
か
い
。

れ
を
か
つ
い
だ
り
ゃ
あ

と
こ
ろ
が

べ
っ
た
か
べ
っ
た
か
べ
っ
た
か
と
は
し
ま
で

そ
の

そ
こ
の
今
た
ば
峠

そ
れ
で

ま
あ

し
よ
っ
て

で
か
い
よ
う
で

ち
ゅ
う
が
あ
る
べ
え
な
あ

あ
り
ゃ
あ

た
ば
峠
ち
ゅ
う
や
つ
は

そ

の

ら
あ

そ
の
よ
う
が

き
ゅ
う
ね
え
ど
ん
さ
ら
ば
っ
て

き
ゅ
う
ね
え
ど
ん
が

あ
と
を
お
っ
て
っ
た
だ

バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
走
っ
た
だ
っ
て
な

た
ぼ
っ
た
ぼ
っ
た
ぼ
っ
た
ば
っ
た
っ
て

あ
の

そ
こ
の
と
こ
ま
で
来
た

-
F

」
骨
f
j
一，』

l
I
1
 

そ
の
時
に

た
ば
峠
っ
て

名
前

つ
け
た
わ
け
だ
な
あ

そ
の
魚
が

バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
バ
ッ
タ
っ
て
走
っ
た
だ
っ
て
な

さ
あ
き
ゅ
う
な
い
ど
ん

ど
う
も

ど
う
し
て
も

め
ら
れ
ね
え
ん
だ
な
あ

そ
の
魚
が
ほ
し
く
っ
て

lま

晩
方
行
っ
て
と
る
べ
え
と
か
思
っ
て

宇
品
、
ま
の

て

な
ん
と
し
て
も
子
ど
も
に
く
れ
て
え

だ
か
ら

六合の昔かたり

と
こ
ろ
が
今
度
は

そ
の
〉
つ

ま
た
ひ
っ
か
か
っ
て

か
っ
ぱ
に
食
っ
ち
ま
わ
れ
た
っ
て

決
し
て
あ
す
こ
へ
よ
り

れ
て

こ
ん
だ
あ

か
た
き
と
ろ
う
っ
て

き
ゅ
う
な
い

今
で
も

き
ゅ
う
な
い
淵
つ
で
あ
る
が

つ
く
も
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
だ
か
ら

こ
り
ゃ
あ

ど
う
も
あ
き
ら

ど
う
も
か
な
わ
ね
え
。
こ
ん
ど

そ
の
ま
た

そ
こ
へ
晩
方
行
つ

そ
の
人
は

て
め
え
が
川
へ
ず
り
込
ま

と
こ
ろ
が

そ
の
あ
と
に
残
っ
た
お
ば
あ
さ
ん
は

人
あ
ず
か
つ
て
だ

ょ
う
い
の
も
ん
じ
ゃ
あ
ね
え

そ
の
子
ど
も
の
男
の
子
を
三

と
っ
て
も

そ
の
子
ど
も
が

そ
の
あ
に
い
は

お
か
し
な
も
ん

ii宝

そ
れ
も
た
い
へ
ん
な
も
ん
じ
ゃ
な
い

お
と
う
と
は

ま
あ
い
い

や
っ
て
み
た
と
こ
ろ
が

そ
の
三
人
は

ど
の
子
を

ま
こ
と
に
ま
じ
め
の
は
た
ら
き
の
い
い
人
で後

で

そ
の
次
の
一
番
の
弟
が

ま
あ

ど
う
み
て
も
一
番
弟
が

お
ば
あ
さ
ん
は

だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん

一
番
い
い
っ
て
ね

そ

と
こ
ろ
が

あ
に
い
が
ど
う
も
お
か
し
な
も
ん
で
だ
め
だ

う
も
こ
の
三
人
の
男
の
子
を
育
て
る
の
は

よ
〉
つ
い
で
ね
え

う
な
い
は

ひ
き
ず
り
込
ま
れ
ち
ま
っ
た

そ
こ
で

か
ん
げ
え
た

パ
パ
ア
も
と
て
も
お
れ
の
手
じ
ゃ
あ

は
育
た
ね
え

お
ば
あ
さ
ん
も

ど

子
ぼ
ん
の
う
の
き
ゅ

こ
の
男
の
子

667 

そ
れ
で

晩

そ
の
パ
パ
ア
が

そ
れ
子
ど
も
三
人
の
う
ち
へ
行
っ
た
だ
よ

一
人
で

お
れ
が
一
人
じ
ゃ
あ

に
し
ら

い
ま
っ
と
ば
か
か
せ
が
ね
え
じ
ゃ
あ

し
た
ぐ
れ
え
の
こ
っ
じ
ゃ
あ
ま
に
あ
あ
ね
え
ぞ
っ
て
い
っ
た
が

え
が

ど
う
も
み
に
し
み
な
い

に
し
ら
あ

そ
ん
な
に
か
せ
が
ね
え
じ
ゃ
あ
さ
じ
ゃ
あ

り
ゃ
あ

く
び
お
っ
く
く
っ
て
死
ん
じ
も
う
ぞ

と
こ
ろ
が

ま
だ
野
郎
め
ら

か
ま
わ
ね
え

パ
パ
ア
も

く
び
を
く
く
っ
て

ど
う
も
き
ょ
う
で

し
ね
え
じ
ゃ
あ

お

お
っ
ち
ん
じ
ま
っ
た

に
し
ろ

あ
に
い
は
根
性
が
わ
り
い
だ
し

な
か
で
は

と
こ
ろ
が
ど
う
も
子
ど
も
だ
か
ら

ま
あ

ひ
と
は
い
い
だ
が

さ
あ

三
人
の

子
ど
も
に
な
っ
た

な
あ

一
生
懸
命
パ
バ
ア
の
後
を
つ
い
て
働
い
た
も
ん
だ

ち
ょ
っ
と
き
ょ
〉
つ

一
番
弟
が

カま

そ
り
ゃ
あ

ま
だ
い
ろ
い
ろ
あ
る
ん
だ
で
。
と
こ
ろ
が

と
て
も
じ
ゃ
あ
ね
え
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そ
の
当
時

こ
か
ら
ば
く
ち
う
ち
が
来
た
も
ん
だ

今
で
い
や
あ
九
州
な
あ

民

ば
く
ち
う
ち
が

昔
は
薩
摩
の
国
っ
て
言
っ
た
も
ん
だ

そ

そ
れ
で

こ
こ
へ
持
っ
て
き
た
だ

さ
つ
ま
と
い
う
も
の
を
持
っ
て
き
た
だ

九
州
ち
ゅ
う
薩
摩
か

ら

ば
く
ち
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
が

う
ず
だ
も
ん
だ
か
ら

と
こ
ろ
が

な
あ
っ
て

か
ら
っ
て

ゃ
っ
た
わ
け
だ
あ

え
ら
い
金
も
う
け
た
わ
け
だ
あ

そ
の
本
職
の
ば
く
ち
う
ち
が

サ
ツ
マ

l
え
た
わ
け
だ
あ

そ
の
う
な
か
て
の
野
郎
が

ば
く
ち
じ
よ

本
職
と
な

こ
の
野
郎
は
お
も
し
れ
ぇ
野
郎
だ

お
れ
が
い
い
も
の
を
み
や
げ
に
く
れ
る

今
の
サ
ツ
マ
だ
な
あ

今
い
ろ
い
ろ
あ
る
か
ら
食
わ
ね
え
だ
が

め
ず
ら

し
く
っ
て

こ
れ
は

食
え
る
か
ら
っ
て

A
7
で
い
》
つ

そ
れ

l
い
た
わ
け
だ
な
あ

こ
う
し
て
や
り
な
さ
い
っ
て

と
こ
ろ
が

あ
の
サ
ツ
マ
と
い
う
も
ん
が

食
え
る
か
ら

熱
の
あ
る
場
へ
や
れ
ば

そ
の
本
気
に
し
て

そ
れ

1

な
か
て
の
野
郎
が

そ
こ
へ
ふ
せ
こ
ん
だ
わ
け
だ
あ

ぬ
っ
く
い
と
こ
へ
お
き
ゃ
あ

あ
の
堆
肥
の
う
だ

l
お
い
る
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
か
ら

あ

に
き
が
見
つ
け
て

な
る
ほ
ど
お
い
た

そ
れ
ー
そ
の

芽
が
出
た
り
ゃ
あ
い
い
も
ん
だ
と
喜
ん
で
い
る
う
ち
に

サ
ツ
マ
は
う
ま

根
性
が
悪
い
あ
に
き
だ
か
ら

道
ば
た
の
石
持
っ
て
き
て

て い
と
聞
い
て
い
る
か
ら

そ
の
か
わ
り
に
ふ
せ
て
お
い

と
こ
ろ
が

ひ
っ
こ
ぬ
い
て
焼
い
て
食
っ
ち
ま
っ
た
ち
ゅ
う

き
わ
か
ら
お
い
て
き
た
だ
っ
ち
ゅ
う

き
わ
は
食
わ
な
く
て

さ
あ

お
い
て
き
た
や
つ
を
植
え
た
ら

こ
ん
だ
あ

こ
の
村
の
衆
が

お
ら
げ
に
も
分
け
て
く
ん
ろ
っ
て

ば
く
ち
が
じ
よ
う
ず
だ

分
け
て
く
ん
ろ

そ
う
し
た
と
こ
ろ
が

お
れ
え
が
め
た
く
る
な
か
て
は

こ
ん
だ
あ

サ
ツ
マ
が
な
っ
た

さ
あ
い
い
も
ん
が
お
い
た

お
ら
げ
に
も

ほ
し
が
る
わ
け
だ

か
ら

そ
の
時
ば
く
ち
を
や
っ
た
ら

め
た
金
が
と
れ
る

ど
こ
へ
金
を
し
ま
っ
て

ど
こ
へ
お
い
て
も

ぬ

す
ま
れ
っ
ち
ま
う

こ
り
ゃ
あ
だ
め
だ

あ
に
い
が
根
性
が
悪
い
だ
か
ら

V 

'-

お
い
て
も

そ
の
野
郎

ど
こ
へ
お
い
て
も
ぬ
す
ま
れ
る
か
ら

そ
う
一
番
弟
は
た
だ
働
く
一
方

あ
の

今
は
ね
え
が

稗
え
と
つ

ん
ど
は
ま
あ

そ
こ
へ

弟
と
相
談
し
て

そ
こ
の
入
れ
物
へ
入
れ
と
い
た
訳
だ
な
あ

こ
こ
へ
し
ま
っ
て

て

こ
ん
だ
あ

お
い
た
ら

つ
っ
と
う
し
て
お
い
た
ら

と
つ
め
つ
け
え
た
ら
た
い
し
た
も
ん
ち
ゅ
う
訳
で

そ
の
ぜ
に
を

つ
っ
こ
ん
で
お
い
た
訳
、
だ
あ

い
く
も
ん
か
の
金
な

と
こ
ろ
が

ど
う
し
て
も
ぜ
に
が
め
つ
か
あ
ら
ね
えょ

う
く
野
郎
が
あ
っ
ち
へ
走

な
も
ん
だ
か
ら

ど
う
し
て
も

こ
れ
ー
め
つ
け
て

ぬ
か

1
ま
い
と
く
べ

l

そ
っ
ち
へ
ま
い
て
お
い
た
訳
、
だ
あ

る
が

こ
ん
だ
あ
ひ
と
つ

だ
あ

そ
の
稗
の
ぬ
か
を
ず
う
っ
と

金
ち
ゅ
う
も
な
あ

あ
に
い
も
め
つ
け
め
え
か
ら

こ
れ
へ
ひ

稗
ぬ
か
の
中
へ

そ
の
お
に
い
は

や
く
ざ
も
ん
で

お
か
し

か
ん
げ
え
て

668 

あ
に
い
の
よ
た
野
郎

こ
ん

ぬ
か

l
ま
か
れ
た

l

し
ら
ね
え
か
ら

ど
ん
ど
ん
そ
こ
へ
行
っ
て

そ
の
な
か
て
の
弟
が
ま
た
も
う
け
て
き
て

ぜ
に
っ
こ
お
っ
く
く
っ
た
訳
だ

そ
う
し
た
ら

稗
ぬ
か
ん
中
へ

そ
れ

1
見
て
い
た
だ

さ
あ

お
に
い
の
野
郎
が

ど
ん
ど
ん
っ
て

足
っ
こ
が
あ
る
訳
、
だ
あ

足
っ
こ
が
つ
く
だ
ど
ん
ど
ん

そ
こ
ま
で
き
た
ら
と
ま
っ
た

う
や
っ
て
み
た
り
ゃ
あ

な
る
ほ
ど

そ
う
い
う
こ
と
で

ま
た
そ
の
弟
は
一
生
懸
命
働
い
て

ま
た
と
ら
れ
ち
ま
っ
た

も
う
け
て

ど
う
や
ら
こ
づ
け
え
も
あ
っ
た

稗
(
ひ
い
)

ぬ
か
し
つ
く
っ
て
い
る

う
ま
く
な
い

こ
ん
中
に
あ
る
に
そ
う
い
な
い
っ
ち
ゅ
う
訳
で
こ

ぜ
に
が
あ
る
だ
あ

そ
こ
に

そ
の
〉
つ

そ
の
弟
は

ば
く
ち
で

あ
に
き
は

そ
う
い
う
方
法
だ
で

ど
う
も



し
た
が
っ
て

ど
う
い
う
訳
だ
か
し
ん
ね
え
が

ど
う
も
つ
ま
ら
な
く
な
っ
て

そ
の
弟
二
人
も

ど
う
あ
っ
て
も
だ
め
だ
か
ら

諦
め
べ
え
と

こ
り
ゃ
あ
と
て
も

い
う
訳
で

あ
す
こ
の
き
ゅ
う
ね
え
ぶ
ち
へ

ま
た
沈
め
た
訳

ふ
た
あ
り
よ
っ
て

だ
あと

こ
ろ
が

後
へ
残
っ
た
や
く
ざ
野
郎
は

と
り
残
っ
た
が

結
局
そ
れ
も
首
を

く
く
っ
て
死
ん
じ
ま
っ
た
つ
つ
う

そ
れ
っ
き
り

う
り
ひ
め
と

あ
ま
ん
じ
ゃ
く

語
り

中
村

ゆ
き

収
録

一
九
七
一
年
十
一
月
二
十
一
日

じ
い
さ
ん
と
ば
あ
さ
ん
が

あ
っ
た
だ
そ
う
だ

で
ま
あ

あ
の
お
じ
い
さ
ん
は

山
へ
し
ば
か
り
に
行
っ
た
そ
う
だ

で
お
ば
あ
さ
ん
は

川
へ
洗
た
く
に
行
っ
た
そ
う
だ

そ
う
す
り
ゃ
あ

う
り
が
流
れ
て
き
た
だ
と

い
い
う
り
が
流
れ

ま
あ

ま
あ

て
き
た
で

お
ば
あ
さ
ん
が
と
つ
つ
か
め
え
て
く
ん
べ
え
と
思
っ
た
が

え
っ
こ
〉
つ

食
う
の
は

も
っ
て
ね
え
で

六合の昔かたり

お
じ
い
さ
ん
に
く
れ
べ
え
と
思
っ
て
持
っ
て
き
た
だ
っ

う
ち
へ
持
っ
て
き
て
き

お
じ
い
さ
ん
が

そ
の
う
り
は

食
っ
ち
ゃ
あ
な
ら

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

て
よ

ね
え
わ
た
に
包
ん
で

囲
炉
裏
の
す
み
に
お
け
っ
て

言
わ
れ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
し
た
り
や

あ
の

で
ぇ
じ
に
わ
た
に
包
ん
で

囲
炉
裏
の
す
み
へ
お
い
た

え
れ
え

オ
ギ
ャ
ア
っ
て
泣
く
音
が

オ
ギ
ャ
ア

す
る
だ
っ
て 夜

中
頃
に
な
っ
た
ら

そ
れ
で
ま
あ

そ
れ
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ

り
ゃ
あ

ん
と
起
き
て
行
っ
て
み
た
り
ゃ
あ

き
れ
え
に
う
り
が
二
つ
に
わ
れ
て

き
れ
え
な

そ
〉
つ
で 赤

ん
ぼ
う
が
生
ま
れ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ま
あ

か
わ
い
が
っ
て
二
人
で
お
湯
へ
入
れ
た
り

だ
え
じ
に
し
て

あ
のそ

〉
つ
し
て

宇
品
支
の

h

え
っ
こ
〉
つ

い
う
の
を
山
か
ら
ほ
っ
て
き
ち
ゃ
あ

き
れ
え
に
皮
む
い
て
食
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
よ

そ
で
ま
あ
大
き
く

そ
う
す
る
と

ま
あ

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

う
り
ひ
め
っ
て
名
つ
け
て

そ
う
で

た
ち
ま
ち
大
き
く
な
っ
た
で

ほ
れ

昔
し
ゃ
あ

ホ
ド
っ
て

に
て
く
れ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ホ
ド
を
に
ち
ゃ
あ
く
れ
し
た
り
ゃ
あ

は
あ
ホ
ド
を
に
ち
ゃ
あ
く
れ

は
た
お
り
っ
て

な
っ
て

あ
大
き
く
な
っ
て

ち
ゅ
〉
つ
よ

は

昔
ほ
れ

J
-
F

・A
V

，.
a
v
、A

1
』
争
J
中
J

，刀

は
た
お
り
し
た
だ
っ

ふ
じ
ゃ
あ

き
ょ
う
は
ホ
ド
を
ほ
っ
て
き
て
く
れ
る
か
ら

669 

あ

ま
あ

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

山
ヘ
ホ
ド
ほ

の
は
た
あ
静
か
に
お
っ
て
ろ
っ
て

そ
う
し
た
ら

り
に
行
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
し
て

れ
ぇ
戸
を
開
け
て

ん
ね
え

お
じ
い
さ
ん

だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ろ
っ
て
言
っ
て

て
あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

く
が
着
て

だ
っ
ち
ゅ
う
よ

さ
ん
が
来
て
み
た
ら そ

の
留
守
に
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
っ
て
ん
が
き
て

お

入
れ
て
く
ん
ろ
っ
て
い
う
だ
が

ど
う
し
て
も
戸
を
開
け
て
く

お
ば
あ
さ
ん
に
お
こ
ら
れ
る
か
ら

ゃ
あ
だ
っ
て
言
っ
た

そ
じ
ゃ
あ

少
し
手
の
へ
え
る
だ
け
で
ん
え
え
か
ら
開
け
て
く
ん

そ
し
て
少
し
開
け
て
く
れ
た
ら

入
っ
て
き
て

さ
あ

そ
う
し

き
れ
え
な
着
物
を
着
て
い
た
の
を
取
っ
て

あ
ま
ん
じ
ゃ

そ
で

て
め
え
の
ぼ
ろ
を

ぼ
ろ
の
着
物
を
う
り
ひ
め
さ
ん
に
着
せ
た

そ
〉
つ
で

は
た
あ
お
っ
て
て

そ
〉
つ
で

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ

う
り
ひ
め
さ
ん
の
は

ど
っ
か
へ
連
れ
て
っ
て

木
の
根
へ

ゆ
っ
つ
け
て
お
い
て
き
て

そ
し
て

て
め
え
で
き
れ
え
な
着
物
を
着
て

は
た
あ



民

そ
う
し
て

お
っ
て
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

宇
土
の

俗

た
だ
そ
う
だ

そ
〉
つ
し
て

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
来
て
て

ホ
ド
を
に
て
く
れ

う
り
ひ
め
や

あ
の
ホ
ド
が
ね
え
た
か
ら
食
べ
ろ
っ
て
言
っ
た
り
や

は
い
っ
て
言
っ
て
来
て
み
た
り
ゃ
あ

い
つ
こ
う
む
か
ね
え
で
食
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

あに
皮
あ

き
ょ
〉
つ
は

今
ま
じ
ゃ
あ

そ
う
し
た
ら

そ
の

ホ
ド
を
食
う
の

お
も
し
れ
え
な
あ

皮
あ
い
つ
こ
う
む
か
ね
え
け
ど

ま
告
の

ま
あ

皮
あ
き
れ
え
に
む
い
て
食
っ
た
に
な
あ

そ
れ
で
ん

い
い
着
物
着
て
て

土
42
の

食
わ
せ
て

う
り
ひ
め
の
よ
う
だ
が

ど
う
も
変
だ
が
っ
て
言
っ
た
が

う
り
ひ
め
に
ち
げ
え
は
ね
え
っ
て
思
っ
て

ホ
ド
を
さ
ん
ざ

こ
ん
だ
あ

き
れ
え
な
車
に
乗
せ
て

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
と

遊
び
へ
連
れ
出
し
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
の
う
り
ひ
め
さ
ん
が
ゆ
つ
つ
け
ら

あ
の
裏
の
柿
の
木
に

れ
て そ

う
し
た
り
ゃ
あ

土品、申の

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
乗
り
出
す
の
を
見
て

泣
い
た
だ
っ

ち
ゅ
〉
つ
よ

ん
だ

〉つト品宇

42
の

り
ゃ
あ

あ
あ

う
り
ひ
め
さ
ん
の
車

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
さ
ん
が
乗
っ
て
い
い
こ

い
い
こ
ん
だ
っ
て
言
っ
て

柿
の
木
に
ゆ
つ
つ
け
ら
れ
て
泣
い
た
だ
っ
ち
ゅ

こ
り
ゃ
あ

変
だ
っ
ち
ゅ
う
こ
ん
で

お
じ
い
さ
ん
ち
が
行
っ
て
み
た

う
り
ひ
め
さ
ん
が

そ
の
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
の
ぼ
ろ
着
せ
ら
れ
て

木

そ
う
し
て

ゆ
つ
つ
け
ら
れ
て
泣
い
て
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ま
あ

ま占の

こ
り
ゃ
あ

悪

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
は

こ
ん
な
ま
あ

ご
と
を
し
た
っ
ち
ゅ
う
訳
で

い
て
連
れ
て
来
て

う
り
ひ
め
さ
ん
の

も
う
ぞ
う
行
っ
て

木
か
ら
と

そ
う
し
て
着
物
を
着
せ
て

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
さ
ん

こ
ん
だ
あ

そ
〉
つ
で

ず
り
歩
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

を
は
だ
か
ん
し
て
ん

え
つ
こ
う
茅
あ
ら

そ
〉
つ
で

ま
あ
悪
い
こ
と
を
す
る

こ
の
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
は
っ
て
こ
と
で

茅
あ
ら

そ
れ
で

は
だ
か
で
ず
り
歩
い
た
だ
っ
て

ま
あ

そ
れ
ぇ
血
が
出
て

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
さ

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

血
い
出
し
て

茅
あ
ら
引
き
歩
か
れ
た
で

ん
が
ひ
ど
い
め
に
あ
わ
さ
れ
て

茅
に
ゃ
あ

け
え
も
の
が

あ
れ
が

あ
の

ほ
れ
赤
け
え
も
の
が
茅
に
ゃ
あ
ね

ま
あ
ず
赤

茅
あ
わ
る
ち
ゅ
う
と

え
っ
ぱ
え
あ
る
ん
だ
よ

し
ん
に

ほ
ん
に
茅
に
ゃ
あ
血
が
つ
い
て
い
る
だ
よ

そ
の
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
さ
ん
の
血
だ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ぬ
か
ぼ
こ

ま
あ

そ
れ
で

そ
れ
か
ら

あ
そ
れ
で

こ
め
ぼ
こ

語
り

670 

山
本

と
く

収
録

一
九
七
一
年
二
月
二
十
一
日

む
か
し
む
か
し

あ
る
つ
つ
あ
い

ま
あ

ぬ
か
ぼ
こ
と
こ
め
ぼ
こ
が

あ
っ
た
つ
あ
い

ぬ
か
ぼ
こ
と
こ
め
ぼ
こ
と
ふ
た
り
で

米
ぼ
ひ
ろ
い
に
行
っ
て

lま

米
ぼ
ひ
ろ
っ
て

こ
め
ぼ
こ
の
か
ご
に
は

し
っ
た
が
あ
っ
て

は
あ

ぬ
か
ぼ
こ
の
か
ご
に
は

こ
め
ぼ
こ

こ
う
し
っ
た
が
な
く
っ
て

そ
れ
で
ま
あ

め
た
め
た
米

ぼ
ひ
ろ
っ
て
り
ゃ
あ

そ
の
こ
め
ぼ
こ
の
か
ご
は
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

の
ほ
う
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

そ
し
て

ぬ
か
ぼ
こ
の
ほ
う
は

し
っ
た
が
ね
え

し
っ
た
が
な
い
か
ご
を
や
っ
た
か
ら

ま
ま
お
や
だ
か
ら

い
っ
ぱ
い
に
な
ら
ね
い

い
つ
に
な
っ
て
も

は
あ
そ
れ
で
暗
く
な
っ
て

そ
れ
で
ま
あ

こ
ま
っ
た
な



あ
と
思
っ
て

田
ん
ぼ
歩
っ
て
た
り
ゃ
あ

そ
れ
で

行
っ
た
り
ゃ
あ

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
が

め
た
め
た
暗
く
な
っ
た
か
ら

山
奥
で
明
か
り
が
す
る

そ
の
明
か
り
を
た
ず
ね
て

あ
ぬ
か
ぼ
こ
は

ま
あ

そ
の
お
ば
あ
さ
ん
が

そ
ん
で
ま
あ

い
る
が

こ
ど
も
の
く
る
場
じ
ゃ
ね
え
が

よ
く
き
た

ひ
と
り
山
奥
に
い
た

お
り
ゃ
あ
こ
こ
へ
ひ
と
り
で

そ
の
今
夜

次
郎

太
郎

こ
る
つ
こ

お
れ
の
け
つ
の
下
へ

は
あ

太
郎
が
そ
の
い
ろ
い
ろ
の
米
し
よ
っ
て
こ
る
か
ら

か
く
ね
て
ろ
っ
て

ろ
だ

次
郎

は
あ

そ
の

そ
れ
で

そ
れ
で
ま
あ

か
く
ね
た
っ
て

だ
っ
て

お
ば
あ
さ
ん
つ
こ
ろ
へ

そ
れ
で

お
ば
あ
さ
ん

ま
あ

お
ば
あ
さ
ん

人
く
せ
え
よ
っ
て

ひ
も
つ
が
で
き
て
い
る
か
ら

そ
ん
な
こ
と
は

れ
の
け
つ
に

そ
の

ば
あ
さ
ん
が
言
う
だ
つ
て

へ
つ
つ
い
て
ろ

次
郎

今
夜
は
ど
う
し
て
も

は
あ

太
郎
が
か
く
ね
て
た
ら
き
た

人
っ
く
せ
え
よ
っ
て

あ
る
も
ん
か

は
あ

そ
れ
の
に
お
い
だ
っ
て

そ
う
し
た
ら

ま
た

次
郎

太
郎
が

夜
の
明
け
る
ま
で
お
ば
あ
さ
ん
の
け
つ
に
か
く
れ
て
り
ゃ
あ

朝
に
出
て
は

そ
れ
で

ま
あ

し
っ
て
っ
た
っ
て

そ
〉
つ
し
て

お
ば
あ
さ
ん
な
あ

か
ら
も
の
を
あ
ず
け
て

次
郎

ら
も
の
を
も
っ
て

ま
ま
こ
ろ
が
り
や

ね
え
か
ら
っ
て

六合の昔かたり

夕
飯
食
っ
て

ぬ
か
ぼ
こ
に

太
郎
に

ど
こ
げ
で

い
っ
こ

そ
れ
で

次
郎

太
郎
が
米
し
よ
っ
て
き
て

次
郎

こ
め
ぼ
こ
と
お
っ
か
さ
ん
は
し
ば
い
を
見
に

太
郎
に
め
っ
か
ら
ね
え
だ
っ
て

か
ら
も
の
を
つ
か
ん
で
た
も
ん
だ
か
ら

ぬ
か
ぼ
こ
が
う
ち
へ
け
え
る
と
ね

麦
う
ち
し
と
け
っ
て
ね

い
ぐ
か
ら

と
ま
っ
て

ゅ
ん
め
え
こ
ぶ
く
ろ
ち
ゅ
う
た

出
会
っ
た
ら

こ
の
た
か

あ
ん
じ
ゃ
ね
え

め
つ
け
ら
ん

ま
ま
に
こ
ろ
が
っ
た
り
ゃ
あ

し
ば
い
見
に
行
っ
た
っ
て

宇
品

た
ん
と
麦
出
し
て
行
っ
た
っ
て

ぬ
か
ぼ
こ
が
い
く
ら
つ
い
て
も
終
わ
ら
ね
え
で

心
配
し
て

て
ん
こ
げ
ん
つ
け
ね
え
も
ん
で

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

な
い
た
だ
そ
う
だ

ち
て

麦
皮
が
む
け
る
だ
っ
て

こ
り
ゃ
あ
水
入
れ
て
っ
き
ゃ
あ

て
水
入
れ
て
つ
い
た
り
ゃ
あ

庭
い
っ
ぺ
え

た
ち
ま
ち
つ
け
て

ほ
し
た
だ
っ
て

困
っ
て

ど
う
し

涙
が
落

つ
け
る
」
な
っ

そ
の
麦
つ
い
て

そ
う
し
て

念
品
企
の

し
ば
や
見
に
お
れ
も
出
か
け
て
い
ぐ
べ
え
と
思
っ
て

も

ら
っ
て
き
た
ゅ
ん
め
え
こ
ぶ
く
ろ
を
振
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う

白
馬
出
ろ
っ
て
ゆ
っ
た
ら

白
馬
が
出
た
だ
そ
う
だ

十
二
単
衣
の
小
袖
が
出
た
だ
そ
う
だ

十
二
単
衣
の
小
袖
出
ろ
っ
て
振
っ
た
ら

お

そ
う
し
て

そ
の
い
い
馬
方
で

そ
の
白
馬
の
い
い
の
に
乗
っ
て

い
い
男
の
馬
方
が
出
た
っ
ち
ゅ
う
よ

十
二
単
衣
の

671 

お

十
七
、
八
の
馬
方
出
ろ
っ
て
ゆ
っ
た
ら

小
袖
着
て

し
ば
や
見
に
行
っ
た
だ
そ
う
だ

そ
し
た
ら

白
馬
で
い
い
男
の
馬
方
で
来
た
ぬ
か
ぼ
こ
ぼ
つ
か
見
て

る
も
な
あ
な
か
っ
た
そ
う
だ

そ
う
し
て

う
ち
へ
け
え
っ
て
き
た
だ
っ
ち
ゅ
う
あ
い

そ
う
し
た
ら

嫁
も
れ
え
が

嫁
も
れ
え
が
来
て

い
つ
こ
う
来
た
ん
だ
そ
う
だ

め
ぼ
こ

な
に
は
も
ら
わ
ね
え
だ
そ
う
だ

し
ば
や
見

あ
の

誰
も
自
身
の
こ

お
っ
か
さ
ん
は

こ
め
ぼ
こ
の
も
れ
え
て
が
ね
え
か
ら

こ
め
ぽ
こ

み
ん
な
が
ゅ
う
も
ん
だ
か
ら

う
す
の
上
に

こ
め
ぼ
こ
が
上
が
っ
て
て

ぬ
か
ぼ
こ
が
ほ
し
い

ぬ
か
ぼ
こ
が
ほ
し
い
っ
て

た

上
が
れ

ひ
き
う
す
の
上
に
上
が
っ
て
ろ
っ
て
ゆ
っ
て

ひ
い
た
だ
っ
て

手
え
く
じ
い
た
だ
っ
て

そ
う
し
た
ら

そ
れ
っ
き
り
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四
十
づ
か
の
畑
ぷ
み

民

語
り

山
本

し1
よ

収
録

一
九
七
一
年
二
月
二
十
一
日

畑
ふ
み
に
行
っ
た
だ
そ
う
だ

四
十
づ
か
の
畑
ふ
み
に
行
っ
た
だ
そ
う
だ

そ
れ
で
あ
の

と
て
も
疲
れ
て
な
ん
ね
え
か
ら

休
ん
で
い
た
ら

サ
ル
が
そ
こ

へ
来
た
ん
だ
っ
て

そ
れ
で

娘
三
人
も
っ
て
い
る
か
ら

ど
れ
で
も
ひ
と
つ
嫁
さ
ん
に
や
る
か
ら

是
非
踏
ん
で
も
ら
い
て
え

そ
し
た
ら
喜
ん
で
そ
の
畑
を
た
ち
ま
ち

踏
ん
で
く
れ

た
ん
だ
っ
て

そ
れ
で
ま
あ

ふ
ま
っ
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
だ
が

嫁
ご
に
行
っ
て
く
ん
な
き
ゃ

あ
困
る
と
思
っ
て

は
あ
う
ち
へ
来
て
寝
て
い
た
だ
っ
て

心
配
で
寝
て
い
た
ん

だ
っ
て

そ
れ
で
あ
の
娘
が
一
人
け
え
っ
て
来
た
だ
っ
て

一
番
で
か
い
娘
が
け

え
っ
て
来
た
だ
っ
て

そ
れ
で
お
と
う
さ
ん

あ
の
ど
こ
か
悪
い
か

そ
の
起
き
て

お
湯
で
も
お
茶
で

も
飲
ま
ね
え
か
つ
て
言
っ
た
だ
っ
て

ど
こ
で
も
悪
か
ね
え
だ
が

あ
の
畑
ふ
み
に
行
っ
て

と
て
も
疲
れ
て
な
ん
ね
え

か
ら
休
ん
で
い
た
ら

サ
ル
が
来
て
娘
三
人
も
っ
て
い
る
か
ら
ど
れ
で
ん
一
つ
嫁
に

く
れ
る
か
ら

う
な
っ
て
も
ら
い
て
え
つ
っ
た
ら

サ
ル
が
や
っ
て
く
れ
た
だ
が

お
嫁
に
行
っ
ち
ゃ
あ
く
れ
め
え
か
つ
て
言
っ
た
だ
と

そ
し
た
ら

お
サ
ル
の
嫁
に
な
る
な
ん

お
ら
い
や
だ
っ
て
逃
げ
て
行
っ
た
だ
っ

て

次
の
娘
が
来
た
ん
だ
っ
て

お
と
う
さ
ん
ど
こ
か
悪
い

そ
れ
で
ま
た

ま
た

か

起
き
て

飲
ま
ね
え
か
つ
て

お
湯
で
も

お
茶
で
も

ど
こ
で
も
悪
か
あ
ね
え
だ
が

四
十
づ
か
の
畑
ふ
み
に
行
っ
た
ら

と
て
も
疲
れ

て
な
ん
ね
え
か
ら

休
ん
で
い
た
ら

あ
の
サ
ル
が
来
て

娘
三
人
も
っ
て
い
る
か

ら

ど
れ
で
も
一
つ
お
嫁
に
や
る
か
ら

つ

あ
の
う
な
っ
て
く
れ
っ
て
言
っ
た
ら

な
っ
て
も
ら
っ
た
だ
が

あ
の
行
っ
て
く
れ
ね
え
か
つ
て
言
っ
た
だ
っ
て

そ
し
た
ら

お
ら

そ
ん
な

サ
ル
の
嫁
に
や
嫌
だ
っ
て

ま
た
逃
げ
て
っ
ち

ま
っ
た
だ
っ
て

お
父
さ
ん
が
心
配
に
な
っ
て
寝
て
い
た
だ
っ
て

あ
あ
そ
れ
で

一
番
下
の
娘
が
来
た
ん
だ
っ
て

あ
あ

そ
の
娘
が

あ
の

か
~j' 

ど
こ
か

お
と
う
さ
ん

そ
し
た
ら

ま
た

ん
悪
い
か

起
き
て

湯
で
も
飲
ま
ね
え
か
つ
て
ゆ
っ
た
だ
っ
て

お
茶
で
も

ど
こ
で
も
悪
か
ね
え
だ
が

畑
う
な
い
に
行
っ
た
ら

さ
っ
ぱ
り

う
な
ん
ね
え

か
ら

休
ん
で
い
た
ら

ど
れ
で
も
一

サ
ル
が
来
て

娘
三
人
も
っ
て
い
る
か
ら

つ
嫁
に
く
れ
る
か
ら

う
な
っ
て
く
れ
っ
て
言
っ
た
ら

う
な
っ
て
く
れ
た
だ
が
つ

672 

て
言
っ
た
だ
っ
て

そ
し
た
ら

い
く
ら
で
も
お
れ
が
た
ち
ま
ち
に
行
く
か
ら

早
く
お
父
さ
ん
起
き

ろ
っ
て
言
っ
た
ん
だ
っ
て

お
父
さ
ん
が
喜
ん
で
起
き
て
来
て

元
気

そ
し
た
ら

出
し
た
ん

は
あ

そ
う
し
て
嫁
に
行
っ
た
だ
そ
う
だ

そ
れ
で

お
父
さ
ん
の
所
へ

一
見
に
行
が
な
く
っ
ち
ゃ
あ
な
ら

そ
し
た
ら

ね
え
っ
て

も
ち
つ
い
て

い
が
な
く
っ
ち
ゃ
な
ら
ね
え

そ
れ
で
ま
あ

サ
ル
が
喜
ん
で

一
生
懸
命

も
ち
い
つ
い
た
だ
っ
て

ま
あ

そ
れ
で

し
よ
っ
て
が
な
く
っ
ち
ゃ

お
と
う
さ
ん
が
嬉
し
が
ら

う
す
ご
と

ね
え
っ
て

そ
れ
で

た
ち
う
す
ご
と

し
ょ
い
出
し
た
だ
そ
う
だ

ま
あ

そ
し
た
ら

宇品

あ

二
月
の
節
句
が
来
て
る
か
ら

ま
あ
歩
く
道
中
に

き
れ
い
に
桜
の
花
の
で
か



い
木
が

そ
れ
が

喜
ば
ね
え
か
ら

そ
う
し
た
ら 咲

い
て
い
る
だ

宇
品
、
申
め

ど
う
で
も

そ
の
桜
の
花
折
っ
て
が
ね
え
じ
ゃ

お
父
さ
ん
が

た
ち
う
す
ご
と
し
よ
っ
て
上
が
ら
な
く
っ
ち
ゃ
な
ん
ね
え
っ
て

な
ん
た
っ
て

サ
ル
だ
も
ん
だ
か
ら

あ
の
喜
ん
で

た
ち
う
す

そ
し
た
ら

し
ょ
っ
た
ご
と
上
が
っ
た
だ
っ
て

こ
こ
ら
折
っ
た
ら
い
い
か
つ
て

下
の
枝
じ
ゃ
だ
め
だ

上
の
枝

あ
じ
ゃ

こ
こ
ら
で
い
い
か
つ
て

ま
た
上
が
っ
た
だ

取
ら
な
く
っ
ち
ゃ
だ
め
だ

そ
う
だ

で

そ
う
し
て

た
も
ん
だ
か
ら

あ
あ

そ
う
し
た
ら

一
番
小
せ
ぇ
娘
が

ゆ
め
み

六合の昔かたり

そ
れ
こ
そ

い
た
っ
て
き
あ

見
の
晩
に
な
あ

う
す
り
ゃ
あ も

っ
と
上
ま
で
上
が
ら
な
き
ゃ
だ
め
だ

し
ょ
っ
た
ま
ん
ま

た
ち
う
す

だ
ん
だ
ん
一
番
高
い
所
の
枝
で
な
く
っ
ち
ゃ
だ
め
だ
っ
て
上
が
つ

重
く
っ
て

下
へ
た
た
き
落
っ
ち
ゃ
っ
た
だ
っ
て

そ
れ
で

死
ん
で
し
ま
っ
た
だ
っ
て

た
ち
う
す
の
下
に
な
っ
て

そ
の
娘

喜
ん
で

家
へ
と
ん
で
き
た
だ
っ
て

そ
う
い
う
知
恵
が
あ
っ
た
だ
っ
て

三五
日口

り

中
村

せ
つ

収
録

一
九
七

O
年
十
月
十
二
日

大
じ
ん
さ
ん
が
番
頭
さ
ん
と
か

女
中
さ
ん
と
か
う
ん
と
頼
ん
で
お

う
ん
と
頼
ん
で
お
い
て
き
あ

正
月
二
日
の
晩
に

夢

&めの〉つ

今
夜
は

お
れ
に
売
っ
て
く
れ
え

そ

い
い
夢
見
て

あ
の
う

お
金
う
ん
と
出
す
か
ら
ち
ゅ
う
訳
で

ふ
ん
で
ま
あ

番
頭
さ
ん
か

ら

女
中
さ
ん
か
ら

と
こ
ろ
が

そ
の
も
ん
は

そ
れ
じ
ゃ
あ

た
っ
て
ね
え

て

そ
し
て

困
っ
て
い
た
ら
ね
え

そ
の

川
た
び
ち
ゅ
う

水
の
上
ヘ
入
っ
て
も
沈
ま
ね
え
も
の
を
は
い
て

てロ
っ
て

き
た
っ
て
ね
え

そ
い
で

そ
う
だ
ね
え

よ
っ
て

そ
れ
で

シ
ョ
ロ
シ
ョ
ロ

み
ん
な
聞
い
た
っ
て

一
人
の
も
ん
が

な
ん
と
し
て
も
聞
か
せ
ね
え
だ
っ
て
ね
え

い
い
夢
見
た
っ
て
ね
え

な
ん
と
し
て
も
聞
か
せ
ね
え
さ
あ
ね
え

お
め
ぇ
島
流
し
に
す
る
っ
ち
ゅ
う
訳
で
よ

箱
へ
入
れ
て
流
し

そ
う
し
た
ら

あ
の
石
あ
た
り

こ
の
石
あ
た
り
し
て

箱
が
壊
れ

土
品
告
の

そ
の
岩
の
だ
ん
ご
が
あ
っ
て
ね
え

ま
あ
上
が
つ

そ
こ
に

そ
し
た
ら

そ
こ
へ

あ
の
か
っ
ぱ
が

チ
ョ
ロ
チ
ヨ

い
い
も
ん
だ
な
あ

私
に
貸
さ
な
い
か
つ
て
ゆ
っ
た
っ
て
さ
あ

貸
し
ち
ゃ
あ
困
る
け
ど

す
ぐ
持
っ
て
く
り
ゃ
あ
貸
し
て
あ
げ
る

ゆ
っ
た
っ
て

673 

ま
あ

そ
れ
を
ま
あ

か
つ
ば
か
ら

そ
れ
で
川
下
り

と
っ
て
さ
あ

シ
ョ
ロ
シ
ョ
ロ
っ
て
「
仔
っ
た
っ
て
さ
あ

生
き
針

死
に
針
ち
ゅ
う
も
ん
を
く
れ

い
つ
ま
で
も
け
え
さ
ね
え
も
ん
だ
か
ら

け
え
し
て
く
ん
ろ
っ
て
き
あ

る
か
ら

ま
あ

そ
れ
え
も
ら
っ
て

め
た
め
た
い
ぐ
と
で
え
じ
ん
さ
ん
の
ひ
と
り
娘
が
病

大
変
な
騒
ぎ
だ
っ
て
ね
え

は
あ
ま
あ

こ
ん
だ
あ
死
ぬ

困
る
っ
ち
ゅ
う

ん
で

訳
で
さ
あ

ふ
ん
じ
ゃ
あ

わ
し
が
助
け
て
や
る
か
ら
っ
ち
ゅ
う
訳
で

そ
の
も
ん
が
言
う
だ

そ
ん
な
も
ん
に

そ
ん
な
こ
と
の
で
き

へ
ん
な
も
ん
着
て
い
る
も
ん
だ
か
ら

あ
ん
ま
り
の
な
ん
ぎ
さ
に

カヨょ
う
あ
ん
め
え
が

ち
ゅ
う
訳
で

そ
れ
で
も

頼
ん
で
み
る
か
っ

頼
ん
で
み
た
り
ゃ
あ

死
ん
だ
も
ん
が
生
き
針
刺
し
た

生
き
た
っ
て
ね
え

レi
F

ノ
¥
レ
i
F

ノ
¥

ら
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ふ
ん
で
ま
あ

民

う
し
た
ら

ぱ
りそ

れ
で

と
こ
ろ
が

喜
ん
で

ま
あ

ま
た

向
こ
う
へ
行
っ
た
ら

は
あ
死
ぬ
か

生
き
る
か
で

そ
れ
も

そ
の
も
ん
が

そ
れ
で

ひ
っ
ぱ
り
合
う
だ
つ
て

二
人
の
娘
が
来
て

お
ら
が
婿
に
な
っ
て
く
ん
ろ
っ
ち
ゅ
う
訳

そ
こ
の
で
え
じ
ん
さ
ん
の
娘
も

ゃ
っ

大
変
な
騒
ぎ
だ
っ
て
さ
あ

生
き
針
刺
し
て

生
か
し
て
く
れ
た
っ
て

こ
の
も
ん
は
お
ら
が
婿
だ

お
ら
が
婿
だ
っ
て

手
ぇ
放
し
た
優
し
い
方
の
娘
の
婿
に
な
っ
た
夢
を
見
た
も
ん
だ
か
ら

聞
か
せ
な
か
っ
た
だ
と

ぬ
か
ぼ
こ

宇
品
+
の

う
よ

こ
め
ぼ
こ

最
初
は

ま
ま
親
に

こ
め
ぼ
こ
の
方
が

あ
の

そ
れ
で

ま
ま
母
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
の

米
ぼ
拾
い
に
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

し
っ
た
の
あ
る
か
ご
を

二
人

預
け
る
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

米
ぼ
拾
い
に
い
ぐ
だ
が

ぬ
か
ぼ
こ
の
方
に
ゃ
あ

そ
の
し
っ
た
の
ね
え
か
ご

l

そ
れ
で

預
け
る
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
の

米
ぼ
拾
い
に
や
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

三五

り

山
本

勇
平

収
録

一
九
七
一
年
五
月
三
十
一
日

ぬ
か
ぼ
こ

こ
め
ぼ
こ
が
育
て
ら
れ
る
だ
っ
ち
ゅ

土品
b

の

ほ
ん
と
の
親
だ
け

l
ど

ぬ
か
ぼ
こ
の
方
が

こ
め
ぼ
こ
の
方
に
は

そ

で
そ
の

こ
め
ぼ
こ
は
し
っ
た
が
あ
る
か
ら

た
ち
ま
ち
い
っ
ぺ
え
に
な
る

だ
っ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
れ
で

ぬ
か
ぼ
こ
は

し￥

つ

し
っ
た
が
ね
え
か
ら

そ
の

ま
で
拾
っ
て
も

い
っ
ぺ
え
に
な
ら
ね
え
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
れ
で

こ
め
ぼ
こ
は

は
あ

お
れ
は
い
つ

ぬ
か
ぼ
こ

ぬ
か
ぼ
こ

は
あ

ぺ
え
に
な
っ
た
か
ら

は
あ

う
ち

l
い
ぐ
べ
え
や
っ
て
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う

わ
しミ

お
ら
あ
や
だ

え
っ
こ
か
ご
が

い
っ
ぺ
〉
え
に

い
く
ら
拾
っ
て
ん

ま
だ

な
ら
ね
え
か
ら
っ
ち
ゃ
あ

一
三
一
口
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

は
あ

に
し
ゃ
あ

は
あ
い
ぐ
べ
え

い
っ
ぺ
え
に
な
ら
な
く
て
も
い
い
か
ら

ゃ
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

あ

1
お
り
ゃ
あ

こ
れ
ー
い
っ
ぺ
え
に
し
ね
え
じ
ゃ
あ

お
っ
か
さ
ん
に

ゃ
だ

や
れ
る
か
ら
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

じ
ゃ
あ

お
り
ゃ
あ

い
っ
ぺ
え
に
な
っ
た
か
ら

に
し
ゃ

さ
き

1
い
ぐ
か
ら

674 

あ
後
か
ら

し
よ
っ
て
こ
う
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

そ
り
ゃ
あ

ぬ
か
ぼ
こ
の
方
が
拾
う
だ
が

ど
っ
ち
か
っ
ち
ゃ
あ

そ
の

そ
の

そ
の

い
く
ら
拾
っ
て
ん
下
へ
落
ち
る
か
ら

そ
の
こ
め
ぼ
こ
の
方
が
か

そ
れ

1

し
け
え
か
ら
拾
っ
て

う
ち
へ
け
え
っ
て
来
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
れ
で

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ぬ
か
ぼ
こ
は

あ
し
た
は
し
ば
い
が

そ
の

l

あ
る
だ
が

か
ご
が
い
つ
に
な
っ
て
も

い
っ
ぺ
え
に
な
ら
な
く
っ
て
困
る

そ
の
う
ち
に

だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん

日
が
影
っ
て
暗
く
な
る
だ
っ
ち
ゅ

は
あ

う
よ

そ
れ
で

そ
の

し
か
た
ね
え

向
こ
う
の
方
を
見
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
し
た
ら

火
の
明
か
り
が
見
え
る
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
こ
で

そ
こ
へ
訪
ね
て
行
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

し
か
た

l
ね
え

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

お
ば
あ
さ
ん
が

一
人
っ
き
り
で
い
る
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

で

お
ば
あ
さ
ん
が

こ
ん
な
と
こ
へ
来
た
っ
ち
ゃ
あ

お
め
え
何
い

ま
あ



ぬ
か
ぼ
こ
は

こ
め
ぼ
こ
と
一
緒
に

し
っ
た
の
ね
え
か
ご
を
預
け
て

こ
め
ば
こ
は

あ預
け
た
か
ら

た
っ
て

そ
り
ゃ
あ

泊
ま
れ
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

ま
あ

か
わ
い
そ
う
に

そ
の

て
泣
い
て
い
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

何
故
泣
く
だ
っ
ち
ゃ
あ

お
れ
は

そ
の

あ
し
た
は

見
い
も
い
ぎ
て
え
だ
が

や

米
ぼ
拾
っ
て
こ
う
っ
て

こ
め
ぽ
こ
に
ゃ
あ

た
ち
ま
ち
い
っ
ぺ
え
拾
っ
て

そ
う
だ
り
ゃ
あ

あ
の
お
れ
に
や

し
っ
た
の
あ
る
か
ご
を

う
ち
へ
け
え
っ
て
つ

そ
の
い
ろ
い
ろ
か
ん
げ
え

あ
の

お
れ
の
と
こ
で

で
ま
あ
泊
っ
て

言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

し
ば
や
が
あ
る
だ
が

そ
の

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

そ
の

い
ぎ
ょ
う
は
ね
え
っ
て
言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

う
ち

l

い
ぎ
ゃ
あ

お
っ
か
さ
ん
に
や
れ
る
し

》
え
っ
こ
〉
つ

し
ば

そ
れ
で

そ
う
だ
ら

念
品
告
の

ち
ゅ
う
も
ん
く
れ
る
か
ら

ま
あ

そ
り
ゃ
あ

着
る
も
ん
も
ね
え
し
っ
ち
ゃ
あ
言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う

う
ん
め
え
こ
づ
ち
つ

あ
し
た
に
は

お
れ
が

て
め
え
で
好
き
な
物
を

そ
う
す
り
ゃ
あ
そ
の

そ
れ

l
持
っ
て

ん
で

た
て
え
て
み
ろ
っ
ち
ゃ
あ

そ
の

言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
し
て

て
め
え
の
好
き
な
も
ん
が
出
る
か
ら
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
す
り
ゃ
あ

の
そ
し
て

六合の昔かたり

し
ば
や
見
い

そ
の ま

あ

そ
の

こ
め
ぼ
こ
ど
ん
ち
ゃ
あ

あ
の

う
ち

l
来
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

支
度
し
て

寝
て
起
き
て

そ
ん
で

誰
も
い
ね
え
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ぬ
か
ぼ
こ
は

行
っ
て
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ぷ
ノ
+
り
I
l

み
ん
な
し
ば
や

1
見
に
行
っ
て

そ
の
〉
つ
ん
め
え
こ
づ

ら

ま
あ

し
か
た
ね
え

そ
の
向
こ
う
の
お
ば
あ
さ
ん
か
ら

ち
っ
っ
ち
ゅ
う
も
ん
い
て
き
た
か
ら

れ
た
か
ら

た
ち
う
す
の
上
で

そ
の

た
ち
う
す
の
上
で

つ
く
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い 家

中
し
て

呼

け
え
っ
て
来
て
み
た

つ
け
っ
て
言
わ

は
あ

一
番
最
初

の

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ろ
っ
て
た
た
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う

ま
あ

乗
鞍
出
ろ
っ
て
た
た
く
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
し
た
ら
馬
が
出
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

こ
ん
だ
あ

乗
り
馬
出
ろ
っ
て
た
た
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

馬
出

乗
鞍
が
出
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

着
物
出
ろ
っ
て

言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

は
あ

そ
う
す
り
ゃ
あ

そ
う
し
ち
ゃ
あ

い
い
着
物
が
出
ち
ゃ
あ

帯
が
出
た
り

ま
あ

そ
う
し
て

し
ば
や

l
見
い
い
っ
た
り
ゃ
あ

そ
の
親

1

う
よ

て
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
こ
へ

土
品
、
ま
の

行
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う

こ
ん
だ
あ

下
駄
出
ろ
ち
ゃ
あ

そ
の

そ
の

こ
ん
だ
あ

帯
出
ろ
っ
て
た
た
き
ゃ
あ

ま
あ

下
駄
が
出
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
れ
え
い
て
着
て

し
ば
や

l
見
い
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ

こ
め
ぼ
こ
と

し
ば
や

l
見

い
い
馬
に
乗
っ
て

い
い
支
度
し
て

は
あ

ぬ
か
ぼ
こ
ど
ん
な
あ

こ
ん
だ
あ

そ
の

ま
あ

し
ば
や

1
見
る
ず
ら

1
ね
え

l

い
い
支
度
し
て

こ
め
ぼ
こ
ど
ん
ち
も
見
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ぬ
か
ぼ
こ
ど
ん
は

こ
め
ぼ
こ
ど
ん
の
方
へ
わ
、
ざ

だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
の

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

お
客
さ
ん
ち
が
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こ
ん
だ
あ

ぬ
か
ぼ
こ
ど
ん
を
見
る
で

そ
の

い
い
馬
乗
っ
て

そ
の
来
た
っ
て

み
ん
な
見
る

あ
ん
こ
ぼ
つ
か
食
っ
ち
ゃ
あ

皮

l
投
げ

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ん
か

と
行
っ
ち
ゃ
あ

そ

る
だ
っ
ち
ゅ
〉
つ
わ
い

ち
ゅ
》
つ
わ
い

そ
れ
え

こ
ん
だ
あ

た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ん
か
ら
え
た
や
つ

1

そ
れ
ぇ

こ
め
ぼ
こ
が
拾
っ
て
食
う
だ
つ

そ
う
す
り
ゃ
あ

は
あ ぬ

か
ぼ
こ
は

け
え
っ
て
来

し
ば
や

1
見
て

そ
の
先

土
品
企
め

け
え
っ
て
来
て

そ
の
向
こ
う
の
お
ば
あ
さ

ひ
っ
こ
ま
せ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

着
物
ひ
っ
こ
め

そ
の

下
駄

l
ひ
っ
こ
め

そ

ち
ゃ
あ

帯

1
ひ
っ
こ
め

馬
ひ
っ
こ
め
つ

み
ん
な
ひ
っ
こ
ま
せ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い



う
ん
め
え
こ
づ
ち

民

ち
ゅ
う
も
ん
を

ど
こ
い
だ
が
な
し
ま
っ
と
い
て

は
あ
ち
ゃ
ん
と
ひ
っ
こ
ま
せ
て
し
ま
っ
て

し
ら
ば
つ
く
れ
て
い
る
だ
っ

そ
し
て

そ
の

俗

ち
ゅ
〉
つ
わ
い

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

そ
こ
へ

こ
め
ぼ
こ
ど
ん
ち
ゅ
う
が

け
え
っ
て
く
る
だ
っ

ち
ゅ
〉
つ
わ
い

そ
う
し
て

そ
の
話

そ
の

ぬ
か
ぼ
こ

ぬ
か
ぼ
こ

そ
の
ぬ
か
ぼ
こ
に
お
せ
え
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ど
こ
の
お
じ
よ
う
さ
ん
だ
が
な

あ
の

今
日
し
ば
や

1
見
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
ぞ
っ
てお

来
て

ら
が
め
え

め
た

そ
の
投
げ
て
く
れ
る
で

と
て
も
ゆ
さ
ん
だ
っ
た
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

今
日
の
し
ば
や
は

ま
ん
じ
ゅ
う
な
ど
食
っ
て

お
ら
あ

そ
れ

l

拾
っ
て
食
っ
て

そ
う
か
い

ま
あ

ほ
ん
と
に
よ
か
っ
た
っ
て
お
せ
え
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

し
ら

今
日
の
し
ば
や

l
よ
か
っ
た
な
あ
っ
て

そ
り
ゃ
あ

ぱ
つ
く
れ
て
る
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

う
り
ひ
め

ま告の

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

語
り

山
本

勇
平

収
録

一
九
七
一
年
五
月
三
十
一
日

ん
が

ほ
ど
掘
っ
て
き
ち
ゃ
あ

じ
い
さ
ん
と
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
て

う
り
ひ
め
に

煮
て
く
れ
つ
る

山
へ
行
っ
ち
ゃ
あ

だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
す
り
ゃ
あ

う
り
ひ
め
は

ち
ゅ
う
わ
い

ぎ
っ
ち
ん

ば
っ
た
ん

ぎ
っ
ち
ん

そ
の

1
じ
い
さ

そ
の

は
た

l
織
っ
て
る
だ
っ

ば
っ
た
ん
っ
て

は
た
!
織
っ

て
る
だ
っ
ち
ゅ
〉
つ
わ
い

そ
う
す
り
ゃ
あ

お
じ
い
さ
ん
が

ま
た

そ
の
山

そ
の

ヘ
行
っ
ち
ゃ
あ

ほ
ど
掘
っ
て
来
ち
ゃ
あ
煮
て
く
れ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

煮
て
く
れ
り
ゃ
あ

皮
は
皮
の
薬

実
は
み
の
薬
ち
ゃ
あ
食
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
れ

1
食
っ
ち
ゃ
あ

は
た

l
織
っ
ち
ゃ
あ
い
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

お
ば
あ
さ
ん
と
お
じ
い
さ
ん
な
あ

あ
ん
ま
り
か
わ
い
い
で

そ
の

ま
た

ほ

ど
掘
っ
て
来
ち
ゃ
あ

煮
て
く
れ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
す
り
ゃ
あ

実
は
み
の
薬
っ
ち
ゃ
あ
食
う
だ
つ
ち
ゅ
う

そ
の
皮
は
皮
の
薬

わ
しh

ほ
ど
掘
り
l
行
っ
て

山
へ
行
っ
て

掘
っ
て
る
う
ち

そ
う
し
て

ま
た

そ
の
留
守
に

こ
ん
だ
あ

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
が
来
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
が
来
て

う
り
ひ
め

け
え
ど
の
柿
く
ん
ろ
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ

う
わ
い

お
り
ゃ
あ

そ
れ

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
に
や
れ
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く
れ
り
ゃ
あ

ゃ
だ

る
か
ら
っ
て

一
言
う
だ
つ
ち
ゅ
〉
つ
よ

あ
ん
じ
ゃ
あ
ね
え
か
ら

お
れ
ん

そ
の

う
り
ひ

く
ん
ろ
っ
ち
ゃ
あ

宇
品
占
の

め
ー
そ
の
だ
ま
か
す
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

お
ら
あ
や
だ

そ
れ

1

じ
い
さ
ん

ば
あ
さ
ん
に
や
れ
る

そ
の
く
れ
り
ゃ
あ

か
ら
っ
ち
ゃ
あ

そ
れ

l

そ
の

そ
う
だ
ら
い
い
か
ら

二
一
一
口
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

ち
い
っ
と
ん
べ
え

俺
の
指
の
へ
え
る
だ
け
開
け
て
く
ん
ろ
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ

ち
ゅ
〉
つ

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
が
山
へ
い
ぐ
時

か
ぎ

l
か
っ
と
い
ち
ゃ
あ
い
ぐ

だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
は

指
の
へ
え
る
だ
け
開
け
て
く
ん
ろ
っ
ち
ゃ
あ

言
う
だ
つ

ち
ゅ
う
よ

そ
れ

l
開
け
り
ゃ
あ

お
じ
い
さ
ん

お
ば
あ
さ
ん
に

お
ら
あ
や
だ

や
れ
る
か
ら
っ
ち
ゃ
あ

言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ



少
し
で
い
い
か
ら

そ
う
だ
ら

言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

お
ら
あ
や
だ

お
じ
い
さ
ん

ち
ゅ
〉
つ
よ

あ
ん
ま
り
せ
め
ら
れ
る
で

そ
う
し
た
ら

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
は

け
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
し
て

そ
の

ま
あ

え
ら
い
せ
め
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

お
ら
あ
や
だ

じ
い
さ
ん

しミ

で
ま
あ

し
か
た
ね
え

頭
の
へ
え
る
っ
た
け
開
け
て
く
ん
ろ
っ
ち
ゃ
あ

お
ば
あ
さ
ん
に
や
れ
る
か
ら
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ

な
ん
ね
え
で

少
し
開
け
て
く
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

力
が
あ
る
か
ら

そ
れ

l
が
ら
っ
と
押
し
開

う
り
ひ
め

け
え
ど
の
柿
く
ん
ろ
っ
て

う
り
ひ
め

ば
あ
さ
ん
に
や
れ
る
か
ら
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ

そ
の

最
後
ま
で
に
ゃ
あ

な
ん
だ
か
ん
だ

そ
の

で
そ
の

く
れ
て

そ
の

く
れ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

さ
て

だ
ま
か
さ
れ
て

じ
ゃ
く
さ
ん

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
さ
ん

く
ん
ろ
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

う
り
ひ
め
は

下
に
い
て

そ
の
あ
ま
ん

そ
の

ま
つ
と
い
い
柿
を

俺
に
落
と
し
て

ほ

1
ら
よ
っ
て

つ
ば
き

l

ひ
っ
か
け
ち
ゃ
あ
落
と
し
て

く
れ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
れ
で

そ
の

ま
つ
と
い
い
の
を

落
と
し
て
く
れ
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ

う
わ
い

そ
う
じ
ゃ
あ

鼻
か
ん
じ
ゃ
あ

六合の昔かたり

そ
う
し
ゃ
あ

下
に
い
て

だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
す
り
ゃ
あ

お
と
し
て
く
れ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ま
つ
と
い
い
の
を
落
と
し
て
お
く
れ
ち
ゃ
あ

4
2

守つ

落
と
し
て
く
れ
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ま
つ
と
い
い
の
を

け
つ

l
ふ
い
ち
ゃ
あ

言
う
も
ん
だ
か
ら

で
ま
あ

落
と
し
て
く
ん
ろ
っ
て

し
よ
う
ね
え

そ
ん
な
に
食
い
た
け
り
ゃ
あ

木
の
ぼ
っ
て

そ
の

し

そ
の

も
げ
っ
ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
す
り
ゃ
あ

お
り
ゃ
あ

じ

ゃ
だ

い
さ
ん

ば
あ
さ
ん
に

こ
ん
な
赤
け
ぇ
着
物
を
買
っ
て
い
た
や
つ
が
汚
れ
た
り
切

れ
た
り
す
る
か
ら
っ
ち
ゃ
あ

言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
だ
ら

俺
が
ぼ
ろ
と

と
つ
け
ぇ
べ
え
ち
ゃ
あ

三
口
〉
つ
だ
っ
ち
ゅ
》
つ

そ
の

わ
し3そ

〉
つ
し
て

そ
の

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
の
汚
ね
え
着
物
を
う
り
ひ
め
が
着
て

〉つ
h
リ

ひ
め
の
赤
け
ぇ
着
物
を
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
が
着
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
〉
つ
し
て

う
り
ひ
め
が

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
が

ま
た
取
っ
て
く
れ
ね
え
と
こ
へ

の
ぼ
っ
て
取
っ
て
る
と

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
が

縄

l
持
っ
て
来
て

う
り
ひ
め
を
し

ば
り
つ
け
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
し
て

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
は

う
ち

1
来
て

は
た

l
織
っ
て
る
だ
っ
ち
ゅ
う
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わ
し=

そ
の

じ
い
さ
ん
と
ば
あ
さ
ん
が
け
え
っ
て
来
た
だ
っ
ち
ゅ
う

そ
〉
つ
し
て

わ
し=

け
え
っ
て
来
て

今
け
え
っ
て
来
た
よ
っ
て

言
っ
た

そ
の

う
り
ひ
め

だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

え
っ
こ
返
事
が
ね
え
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ま
あ

こ
り
ゃ
あ

お
ら
が
う
り
ひ
め
は

き
ょ
う
は
ど
う
い
う
訳
だ
が

ま
あ

な
ち
ゃ
あ

言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

で

ほ
ど
掘
っ
て
煮
て
く
れ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

土
品
企
の

皮

か
ん
た
の
薬

耳
の
薬
っ
ち
ゃ
あ

食
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

実
は

で

そ
の
お
か
し
い
な
あ

お
ら
が
う
り
ひ
め
は

馬

こ
り
ゃ
あ

こ
ん
だ
あ

鹿
に
な
っ
た
ち
ゃ
あ

言
う
ら
し
い
よ

そ
の
う
ち
に

う
り
ひ
め
が

あ
ま
ん
じ
ゃ
く

う
り
ひ
め
の

の
り
か
ぐ
ら
へ

が
の
っ
た
ら
ば
っ
て

そ
の

さ
ま
ど
か
ら

飛
び
出
し
て
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い



し
て

そ
の

こ
の
野
郎

あ
の

け
え
ど
の
柿
の
木
の
上
を
見
ろ
と

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
の

そ
の
お
か
し
い
っ
て

俗民

り
か
ぐ
ら
へ

う
り
ひ
め
が
の
っ
た
ら
ば
っ
て

か
っ
て

飛
び
出
し
て
い
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
し
て

そ
の

庭
へ
出
て
柿
の
木
の
上
へ
見
た
り
ゃ
あ

そ
れ

l
し
ば
り
つ
け
と
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

さ
あ
て

ま
あ

じ
い
さ
ん
と
ば
あ
さ
ん
が
そ
の

の

茅
ら

1

追
い
歩
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

血
ん
だ
ら

真
っ
赤
に
な
っ
て

飛
び
歩
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
れ
で

そ
の

茅
の
あ
の
ふ
し
の
赤
け
え
の
は

ち
ゃ
あ

お
ら
が
子
ど
も
の
時
は

お
さ
っ
た
だ
っ
た
い

田
の
水
か
け

語
り

山
本

一
九
七
一
年
一
月
二
十
二
日

勇
平

収
録

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
て

お
じ
い
さ
ん
が

い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

そ
の

へ
び
が

万
で

そ
の

う
り
ひ
め

l

そ
の

〉え
h

り
い

そ

そ
の

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
が

あ
ま
ん
じ
ゃ
く
の
血
だ
っ

そ
の
田
の
水
か
け
に

う
わ
い

か
え
る
を
呑
ん
で
た
や
つ
を

ゃ
れ
離
せ

そ
の
う
か
え
る
を
呑
ん
で
い
る
だ
っ
ち
ゅ

娘
三
人
持
っ
て

い
る
か
ら

ど
れ
で
も
く
れ
る
か
ら

離
し
て
く
ん
ろ
っ
て

ね
え

ヘ
び
が

そ
れ

離
し
た
ち
ゅ
ん
だ
あ
ね
!

一
立
回
っ
た
ら
し
い
だ
あ

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

そ
れ
離
せ

の

へ
び
が
離
し
た
か
ら

は
あ

は
あ

宇
品
#
め

配
で
う
ち
へ
来
て
寝
て
い
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

け
ぇ
女
の
子
が
来
て

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

お
じ
い
さ
ん

何
故
寝
て
ご
ざ
る
起
き
て

し
え
ー
っ
て

言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

し
た
り
ゃ
あ

そ
の

お
じ
い
さ
ん
な

り
ゃ
あ

そ
の
へ
び
が
か
え
る
呑
ん
で
い
る
か
ら

人
持
っ
て
る
か
ら

ど
れ
で
も
く
れ
る
か
ら

ね
え
か
つ
て
言
っ
た
ら
し
い
だ
あ
ね

1

お
れ
は

ね
っ
ち
ま
っ
た
ら
し
い
だ

そ
ん
な
頭

で
が
ん
す
っ
て

一
番
で
つ
け
ぇ
娘
は

お
じ
い
さ
ん
は

そ
う
す
り
ゃ
あ

湯
で
も

娘
の
こ
ん
が
心

そ
の
一
番
で
つ

茶
で
も
あ
が
ら
つ

ゃ
れ
離
せ 田

の
水
か
け
へ
行
っ
た

吉良

お
り
ゃ
あ

ぬ
し
ゃ
あ

そ
れ
離
せ

い
っ
て
や
っ
て
く
ん

へ
び
の
お
か
た
な
ん
ざ
あ

や

や
ん
で

お
き
ら
れ
ね
え
で

ま
た

し
か
た
あ
ね
え
か
ら

は
あ

お
じ
い
さ
ん
は

宇
品
、
中
の

な
か
な
か

真
ん
中
の
娘
が
来
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

お
じ
い
さ
ん

起
き
て

食
い
て
え
こ
と
も
ね
え
が

ゃ
れ
離
せ

678 

湯
で
も
茶
で
も
あ
が
ら
っ
し
え
ー
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ

う
わ
い

飲
み
て
え
こ
と
も

行
っ
た
ら

ヘ
び
が
げ
え
ろ
を
呑
ん
で
い
た
か
ら

人
持
っ
て
い
る
か
ら

ど
れ
で
も
く
れ
る
か
ら

や
っ
て
く
ん
ね
え
か
つ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

お
れ
は

へ
び
の
か
た
に
な
ん
ざ
あ

や
で
が
ん
す

う
わ
い

お
じ
い
さ
ん
は

宇
品
企
の

ま
た
い
る
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

よ
わ
ら
あ

宇
品
、
申
の

う
し
た
ら
い
い
が
な
っ
て
言
っ
て

あ
一
番
ち
っ
ち
ぇ
娘
が
言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

お
じ
い
さ
ん

起
き
て

湯
で
も
茶
で
も
あ
が
ら
っ
し
え
っ
て

よ
ノ
ト
4m

何
も
飲
み
て
え
こ
と
も

と
言
っ
た
が

ち
ゃ
あ

き
ん
な
田
の
水
か
け
へ

そ
れ
離
せ

娘

に
し
は
行
っ
て

い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ

あ
と
一
人
し
か
ね
え
が
ど土

4
F

ん
で
い
る
か
ら

ゃ
れ
離
せ

そ
れ
離
せ

食
い
て
え
こ
と
も
ね
え
が

娘
を
三
人
持
っ
て
い
る
か
ら
く

へ
び
が
げ
え
ろ
を
呑

そ
の

そ
う
し
て

言
う
だ
つ
ち
ゅ



れ
る
っ
て
言
っ
た
か
ら

ぬ
し
が
行
っ
ち
ゃ
あ
く
ん
ね
え
か
つ
て
言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ

う
よ

そ
り
ゃ
あ

お
れ
が
い
ぐ
か
ら
早
く
起
き
さ
つ
し
え
ー
っ
て
言
っ
た
だ
っ

ち
ゅ
〉
つ
よ

喜
ん
で
起
き
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

ま
あ

お
じ
い
さ
ん
は

そ
の
か
あ
し

針
千
本

そ
の
買
っ
て
き
て
く
れ
り
ゃ
あ
い
ぐ
っ

ふ
く
べ
千
本

て
言
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

そ
の
ぐ
れ
え
だ
ら

わ
っ
き
ゃ
あ
ね
え
っ
て

そ
の
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

め
た
め
た

そ
の
へ
び
の
後
を
く
っ
つ
い
て

お
じ
い
さ
ん
も
途
中

め
た
め
た

ま
で
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

し
た
り
ゃ
あ

針
売
っ
て
い
る
屈
が
あ
っ
て

そ
の
ど
こ
こ
へ

針
千
本
買
っ
て

だ
が
な
ポ
ケ
ッ
ト
ヘ
入
れ
て
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

め
た
め
た

め
た
め
た
行
っ
た
ら

こ
ん
だ
ふ
く
べ
売
っ
て
る
庖
が
あ
っ
た
で

ふ
く
べ
千
本
買
っ
て

そ
し
て
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

土
4

田中の

そ
こ
で

そ
し
て

お
じ
い
さ
ん
は
け
え
っ
て
き
て

娘
は

で

ま
あ

そ
の
じ
ゃ
て
い
の
後
を
く
つ

め
た
め
た
行
っ
た
り
ゃ
あ

つ
い
て
い
ぐ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

め
た
め
た

で
つ

け
ぇ
水
た
ま
り
へ
行
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ

さ
あ
こ
こ
が
お
れ
が
う
ち
だ
か
ら

へ
え
っ
て
く
ん
ろ
っ
て
言
う
ら
し
い
だ

お
め
え
先
に
へ
え
っ
て
く
れ
っ
て
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
よ

で
ま
あ

ヘ
び
が
先
へ
へ
え
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う

し
か
た
ね
え

へ
び
が
先
に
へ
え
る

そ
の
娘
は
へ
え
る
訳
に
ゃ
あ
い
が
ね
え
か
ら

ま
ず
先
に

こ
り
ゃ
あ
わ
し
の
贈
り
物
だ
か
ら

持
っ
て
っ
て
く
ん
ろ
っ
ち
ゃ
あ

ふ
く
べ
千

六合の昔かたり

本
投
げ
込
ん
だ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

へ
び
は
沈
め
べ
え
と
し
て
ふ
く
べ
に
乗
っ
か
る

だ
が
ボ
ク

ボ
ク
ち
ゃ
あ
浮
い
て
く
る

こ
れ
も
わ
し
の
贈
り
も
ん
だ
っ
ち
ゃ
あ

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

針
千
本
投
げ
込
ん

だ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

じ
ゃ
て
い
は

ふ
く
べ
沈
め
る
っ
ち
ゃ
あ

の
た
〉
っ
ち

ふ

あ

じ
ゃ
て
え
に
刺
さ
る

ボ
ク
っ
ち
ゃ
あ
浮
い
て
く
る

針
は
お
も
て
え
か
ら
沈
ん
で
き
ち
ゃ

く
べ
は
ボ
ク

娘
は
親
か
ら
い
て
き
た
贈
り
も
ん
だ
か
ら

残
ら
ず
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
い
て
え

ち
ゃ
あ
言
う
だ
つ
ち
ゅ
う
わ
い

と
〉
っ
と
〉
つ
じ
ゃ
て
い
は

ち
ゅ
〉
つ
わ
い

そ
う
し
た
り
ゃ
あ

か
ら
だ
中
に
針
が
刺
さ
っ
て

動
け
な
く
な
っ
た
だ
っ

そ
の
ま
ま

水
た
ま
り
に
沈
ん
じ
ま
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
わ
い

娘
は
お
か
た
が
死
ん
じ
ま
っ
た
も
ん
だ
か
ら

う
ち
へ
け
え
っ
て
来
た
だ
っ
ち
ゅ

う
わ
い

ヘ
っ
ぴ
り
嫁
ご

お
嫁
さ
ん
も
ら
っ
た
ら

お
嫁
さ
ん
を
息
子
の
げ
ヘ

も

め
た
小
さ
く
な
る

は
あ
骨
と
皮
ぼ
つ
か
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
っ
て
ね

ま
あ

ご
飯
を
食
べ
る
が

そ
の
や
せ
る

お
嫁
さ
ん
が
ど
う
し
て

だ
っ
て
聞
い
て
み
た
だ
っ
て

し
た
ら

ま
あ

へ
が
出
た
く
っ
て

へ
な
ん
ざ
あ

679 

語
り

山
本

さ
か
(
八

O
歳
)

収
録

一
九
七

O
年
十
月

め
た
や
せ
る

も
ら
っ
た
ら
さ

い
く
ら
ご
飯
食
べ
て

そ
し
た
らあ

ね
え
は

し
ゅ
う
と
さ
ん
が
ね

し
ゅ
う
と
ば
あ
さ
ん
が

そ

が
ま
ん
し
て
る
だ
っ
て

ね
え

こ
げ
え
た
ん
ひ
り
ゃ
あ
い
い

こ
の
世
に
へ
な
ん
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ぞ
ひ
ら
な
い
人
は
い
る
も
ん
じ
ゃ
あ
な
い
か
ら

民

飯
を
こ
ん
な
に
食
べ
る
ん
だ
か
ら

今
少
し

そ
っ
じ
ゃ

こ
う
い
う
訳

ひ
っ
て
も
い
い
か
い
と

い
い
っ
て
さ

へ
な
ん
ぞ
い
く
ら
ひ
っ
た
っ
て
い
い

る
だ
も
の

そ
し
て
お
ば
あ
さ
ん
が
言
っ
た
っ
て

そ
し
た
ら

始
め
た
だ
っ
て

ブ
1
プ

l
ブ
1
プ

l

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の

は
あ

あ
さ
ん
が

ま
あ
ね
え

へ
の
口
止
め
て
く
れ

れ
ぇ
一
言
う
だ
が

い
っ
こ
〉
つ

聞
き
ゃ
あ
し
ね
え

の
む
し
つ
こ
は
ね
え
そ
れ

ひ
っ
た
だ
っ
て
よ

あ

あ
ね
え
頼
む

土
4

田中の

あ
ね
え
頼
む

に
や

落
ち
て
来
て

あ
の
上
で
ね
ぎ
い

っ
か
ま
あ
り
ゃ
あ

ね
ぎ
が
こ
げ

そ
れ

れ
え
つ
か
ま
あ
り
ゃ
あ

ね
ぎ
が
こ
げ

が
一
っ
か

く
ろ
お
山
に
む
し
ち
ま
っ
た

ど
う
し
て
ん
ま
あ

あ
ね
え
止
め
て
く
れ
ろ

そ
こ
い
ら
じ
ゅ
〉
つ

わ
あ
わ
あ
わ
あ
わ
あ
っ
て

お
ば
あ
さ
ん
と
お
じ
い
さ
ん
の
頭
の
毛
へ

み
ん
な
は
げ
つ

す
ー
っ
と

あ
た
り
ゃ
あ

た
く
さ
ん
ひ
っ
て

そ
し
て

太
っ
て
く
れ
っ
て
い
う
訳
で

み
ん
な
へ
な
ん
ぞ
ひ
っ
て

そ
っ
で
始
め
て
ね

ひ
い
ろ
へ

そ
れ
吹
き
上
げ
て

へ
の
口
止
め
て
く
れ
っ
て

プ
!
ブ
l
ブ
1
ブ
1
っ
て

は
あ

ば
あ
さ
ん
ち

っ
か
作
っ
て
お
い
た
が

止
め
て
く
れ
ろ

ば
あ
さ
ん
ち
は

あ
れ
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い

ち
ゃ
っ
た
っ
て

そ
ん
な
話
し
だ
っ
た
ん
べ
や

お
ば
あ
さ
ん
と
お
じ
い
さ
ん

り
の
穴
へ
み
ん
な
ひ
っ
こ
ん
で

、~"
、ー

お
ばそそ

し
め
えそ

ね
ぎ

し
め
え

お
し

お
お
ぎ
丸
と
木
の
葉
姫

語
り

山
田

た
ま

収
録

柾
谷

日月

あ
る
と
こ
ろ
に
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
仲
よ
く
暮
し
て
い
る
ん

だ
け
ど
子
ど
も
が
な
く
っ
て
さ
、

で
、
子
ど
も
を
育
て
る
か
わ
り
に
、
毎
朝
鎮
守
様

の
お
参
り
し
ち
ゃ
あ
、

お
掃
除
し
て
た
ん
だ
っ
て
。

お
じ
い
さ
ん
、
山
へ
柴
刈
り
に
行
っ
た
ら
大
き
い
木
の
股
に
、
男
の
子
が
生
ま
れ

て
い
た
ん
だ
っ
て
ね
え
。

そ
れ
で
家
へ
連
れ
て
来
て
育
て
て
、
そ
し
て
、

お
ば
あ
さ
ん
は
川
ヘ
洗
濯
に
行
つ

た
ら
木
の
葉
で
こ
し
ら
え
た
舟
に
女
が
乗
っ
て
い
て
、
そ
れ
で
、
そ
れ
連
れ
て
き
て

680 

二
人
仲
良
く
育
て
て
い
た
ん
だ
っ
て
。

そ
れ
で
、
木
の
股
か
ら
生
ま
れ
た
ん
だ
か
ら
、
大
木
丸
っ
ち
ゅ
う
に
つ
け
ま
し
ょ

う
っ
て
、
男
の
子
の
方
を
、
大
木
丸
っ
ち
ゅ
う
に
つ
け
て
、
木
の
葉
で
こ
し
ら
え
た

舟
に
乗
っ
て
い
た
ん
だ
か
ら
、
木
の
葉
姫
っ
ち
ゅ
う
に
、
そ
の
女
の
子
を
つ
け
ま
し
ょ

〉
つ
っ
て
、
そ
〉
つ
い
っ
た
っ
て
。

そ
れ
で
そ
れ
、
大
事
に
育
て
て
い
た
ら
大
き
く
な
っ
て
、
今
日
は
、
二
人
で
山
遊
び

に
行
っ
て
来
る
か
ら
っ
て
、
そ
の
子
ど
も
が
出
か
け
て
、
そ
し
て
、
山
奥
へ
め
た
へ
え
っ

て
行
っ
て
、
道
は
ず
し
っ
ち
ま
っ
て
困
る
と
思
っ
て
た
ず
ね
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
鬼
ば

あ
さ
ん
が
出
て
来
て
、
「
今
日
は
、
え
じ
き
が
い
つ
こ
う
捜
し
あ
た
ら
な
か
っ
た
が
よ

か
っ
た
」

っ
て
、
そ
の
ば
あ
さ
ん
が
い
っ
た
で
、
ま
あ
、
こ
う
一
所
懸
命
逃
げ
て
、

め

た
め
た
奥
へ
逃
げ
て
、

一
心
不
乱
に
な
っ
て
、
か
け
逃
げ
て
行
っ
た
ん
だ
っ
て
。

そ
し
た
ら
、
鬼
ば
あ
さ
ん
も
一
所
懸
命
あ
と
か
ら
追
い
か
け
て
、
今
少
し
で
追
い



か
け
ら
れ
る
ち
ゅ
う
と
こ
に
な
っ
た
と
こ
へ
、
大
き
な
池
の
あ
る
所
へ
出
た
ん
だ
っ

て。
そ
の
池
に
、
金
魚
だ
の
、
鯉
だ
の
泳
い
で
い
る
で
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
そ
の

水
を
飲
む
っ
て
、
そ
こ
へ
転
が
り
落
ち
て
死
ん
じ
ま
っ
て
さ
あ
、
そ
れ
で
二
人
は
助

か
っ
た
っ
て
。

そ
し
て
、
あ
ん
ま
り
奥
へ
逃
げ
た
も
ん
だ
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が

ど
ん
な
に
か
心
配
し
て
い
る
で
し
ょ
う
け
ど
、
帰
る
に
困
る
っ
て
、
二
人
し
て
一
所

懸
命
道
捜
し
て
い
る
と
、
そ
こ
へ
神
さ
ん
が
出
て
き
て
、
庖
丁
を
女
の
子
に
く
れ
て

男
の
子
に
は
、
弓
矢
を
く
れ
て
ね
、
そ
し
て
「
こ
の
細
い
道
が
こ
こ
に
あ
る
か
ら
、

こ
れ
さ
え
持
っ
て
り
ゃ
あ
怖
い
こ
と
は
な
い
か
ら
、
ま
っ
す
ぐ
道
を
た
ど
っ
て
行
く

と
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
い
る
所
へ
出
る
か
ら
」

っ
て
、
そ
う
い
っ
て
教

え
て
く
れ
た
ん
だ
っ
て
。

そ
の
道
を
帰
っ
て
来
る
と
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
の
い
る
庭
へ
出
た
ん

だ
っ
て
。
そ
れ
で
さ
あ
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
を
大
切
に
し
て
、
四
人
仲
よ

く
幸
せ
に
暮
し
た
っ
て
い
う
話
だ
。

木
股
丸
と
木
の
葉
姫

六合の昔かたり

語
り

山
本

栄

収
録

柾
谷

明

む
か
し
む
か
し
あ
る
そ
う
だ
。

あ
る
所
に
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

二
人
は
子
が
な
く
て
、
毎
日
毎
日
、
子
ど
も
を
授
け
て
欲
し
い
っ
て
神
さ
ん
に
祈

り
を
こ
め
て
、

つ
い
つ
い
白
髪
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
で
、

お
じ
い
さ
ん
が
木
の
葉
掃
き
い
行
っ
た
ら
、
そ
の
木
の
葉
の
中
に
女
の

赤
ん
坊
が
い
て
、
そ
れ
を
拾
っ
て
来
て
、
木
の
葉
姫
と
名
づ
け
た
そ
う
だ
。

今
度
は
、
そ
の
あ
し
た
、

お
ば
あ
さ
ん
が
ま
た
柴
切
り
に
行
っ
た
ら
、
小
さ
な
木

の
股
に
や
赤
ん
坊
が
登
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

そ
れ
を
連
れ
て
来
て
、
大
切
に
育
て
て
、
木
股
丸
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
育
て
た

と
こ
ろ
が
、
だ
ん
だ
ん
と
大
き
く
な
っ
て
、
も
う
そ
こ
ら
中
遊
び
に
歩
く
よ
う
に
な
っ

た
そ
れ
で
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
は
働
き
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、

「
き
ょ
う
は
、
五
月
の
四
日
、
だ
か
ら
、
鬼
の
来
る
日
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
遠
く
へ
行
つ

681 

て
は
な
ら
な
い
」

っ
て
い
つ
と
い
て
ま
あ
行
っ
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
お
っ
か
な
い
も
の
見
た
さ
で
、
鬼
と
い
う
も
の
を
見
た
い

と
い
う
気
持
ち
で
、
二
人
、

つ
い
つ
い
庭
へ
出
た
ら
、
広
々
と
し
た
野
原
を
果
て
し

な
く
二
人
さ
ま
よ
い
歩
い
た
。

そ
う
し
た
ら
大
き
な
鬼
が
二
匹
や
っ
て
来
て
「
こ
れ
は
よ
い
御
馳
走
が
見
つ
か
っ

た
か
ら
い
た
だ
こ
う
」
と
い
う
の
で
、
追
い
か
け
て
来
た
。

夢
中
に
な
っ
て
二
人
は
、
ま
あ
逃
げ
出
し
た
と
こ
ろ
が
、
ど
う
し
て
も
も
う
逃
げ

き
れ
な
く
な
っ
て
、
草
む
ら
の
し
つ
け
み
(
茂
み
)

の
池
の
ほ
と
り
い
逃
げ
て
来
て

そ
う
し
た
ら
足
を
取
ら
れ
て
し
ま
っ
て
、
二
人
が
動
け
な
く
な
っ
ち
ま
っ
た
。

鬼
が
そ
こ
ま
で
や
っ
て
来
た
と
こ
ろ
が
、
「
あ
あ
い
け
な
い
、
こ
り
ゃ
あ
わ
れ
わ

れ
の
何
よ
り
の
禁
物
の
、
蓬
と
菖
蒲
が
あ
る
。
こ
ん
な
所
へ
入
れ
ば
、
私
た
ち
の
体

は
溶
け
て
し
も
う
か
ら
、
さ
あ
逃
げ
て
行
く
」
と
い
う
の
で
、
鬼
は
、
早
速
逃
げ
て
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行
っ
て
し
ま
っ
た
。

き
ょ
う
だ
い

そ
れ
で
兄
妹
は
鬼
の
い
う
こ
と
を
聞
い
て
、
鬼
に
は
蓬
と
菖
蒲
が
何
よ
り
毒
だ
そ

民

う
、
だ
か
ら
と
い
う
の
で
、
そ
れ
か
ら
五
月
四
日
に
は
、
菖
蒲
と
蓬
を
お
供
え
し
た
り

そ
こ
ら
へ
し
ん
ぜ
る
(
供
え
る
)
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

願
う
こ
と
の
叶
う
玉

呈五
口口

り

山
本

し
め

収
録

柾
谷

日月

歳
取
り
が
来
た
が
、
歳
取
り
の
仕
度
も
で
き
ね
え
、
な
ん
も
で
き
ね
え
で
、
歳
神

か
の

さ
ん
の
棚
下
に
寝
て
い
た
り
ゃ
あ
、
「
こ
り
ゃ
、
願
う
こ
と
の
叶
う
玉
だ
」

で
え
こ

パ
ン
パ
ラ
ン
て
頭
も
と
へ
豆
太
鼓
が
落
ち
た
っ
て
。

っ
て
、

こ
り
ゃ
あ
ま
あ
よ
か
っ
た
。
え
え
物
を
授
か
っ
た
。
願
う
こ
と
の
叶
う
玉
だ
っ
ち
ゅ

で
え
U
ん

う
か
ら
、
ま
た
一
つ
、
大
尽
の
嫁
の
鼻
の
長
く
な
る
よ
う
に
ボ
ン
ボ
ン
ち
ゃ
あ
、
そ

の
太
鼓
を
叩
い
た
り
ゃ
あ
、
嫁
御
の
鼻
が
え
ら
い
長
く
な
っ
て
「
な
あ
に
こ
り
ゃ
あ

困
っ
た
。
鼻
が
長
く
な
っ
て
、
こ
ん
な
こ
ま
る
こ
た
あ
ね
え
」
と
思
っ
て
、
ま
あ
大

尽
だ
か
ら
、
ま
あ
え
え
お
医
者
さ
ん
を
頼
み
、
占
を
み
て
い
る
人
を
頼
み
し
て
い
た

だ
豆
太
鼓
で
鼻
あ
長
く
し
た
こ
と
だ
か
ら
、
占
に
な
っ
て
出
か
け
た
り
ゃ
あ
「
あ
ん

な
お
か
し
な
仕
度
う
し
て
、
粗
末
な
。
ま
っ
と
え
え
を
頼
ん
で
せ
え
直
ら
ね
え
だ
も

の
。
ま
あ
と
て
も
直
る
っ
ち
ゅ
う
と
こ
ろ
へ
い
ぐ
め
え
が
、

そ
れ
で
ん
、
あ
き
ら
め

の
た
め
に
頼
ん
で
み
る
か
」

っ
て
、
そ
の
占
の
じ
い
さ
ん
を
頼
ん
だ
だ
そ
う
だ
。

の
人
は
、

て
め
え
で
長
く
し
た
だ
こ
つ
だ
か
ら
、
「
あ
の
嫁
御
の
鼻
の
短
か
く
な
る

よ
〉
つ
に
」

っ
ち
ゃ
あ
、
ボ
ン
ボ
ン
て
太
鼓
を
叩
い
た
り
ゃ
あ
、
鼻
が
ツ

1
ッ
っ
ち
ゃ

あ
短
か
く
な
る
っ
て
。

ま
あ
家
の
衆
が
喜
び
で
、
あ
あ
え
え
、
占
も
お
医
者
も
す
き
な
何
う
頼
ん
だ
だ
が
、

ま
あ
良
か
っ
た
。
そ
の
人
が
二
度
ば
か
り
拝
ん
だ
り
ゃ
あ
、
も
と
の
ぶ
ん
に
な
っ
た
。

は
あ
そ
れ
で
そ
の
人
は
、
願
う
こ
と
の
叶
う
玉
で
、
金
た
ん
と
え
て
、
そ
れ
が
正
直

な
じ
い
さ
ん
で
、
そ
う
い
う
恵
み
が
来
た
だ
っ
ぺ
。

鳥
呑
爺

圭E
ロ口

り

山
本
貞
次
郎
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収
録

柾
谷

明

む
か
し
む
か
し
あ
る
所
に
お
じ
い
と
お
ば
あ
さ
ん
と
、
大
変
畑
た
く
さ
ん
持
っ
て

い
る
じ
い
ば
あ
暮
ら
し
の
お
じ
い
さ
ん
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
っ
た
っ
て
。

う
ね

畑
が
た
く
さ
ん
あ
る
も
ん
だ
か
ら
、
毎
日
毎
日
畑
ふ
ん
だ
り
さ
く
か
い
た
り
(
畦

を
作
っ
た
り
)
、
耕
作
し
た
り
や
っ
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
春
先
で
、
畑
ふ
ま
な
け
り
ゃ

あ
春
物
を
し
つ
け
ら
れ
ね
え
ん
で
、
そ
れ
で
ま
あ
、
毎
日
毎
日
畑
ふ
み
な
が
ら
、
「
ど

き
み

う
も
お
ば
あ
、
畑
ふ
む
な
あ
骨
が
折
れ
て
な
ら
ね
え
か
ら
、
き
ょ
う
は
黍
の
ぼ
た
餅

で
ん
こ
し
ら
え
ね
え
か
え
」

っ
た
ら
、
「
そ
う
か
い
お
じ
い
、

そ
い
じ
ゃ
あ
わ
け
ね

え
こ
と
だ
か
ら
、
黍
の
ぼ
た
餅
た
く
さ
ん
こ
し
ら
え
る
か
ら
、
し
よ
っ
て
っ
て
ま
あ
、

一
生
懸
命
ふ
ん
で
お
く
れ
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
だ
。

そ

そ
れ
で
ま
あ
、

お
じ
い
さ
ん
は
黍
の
ぼ
た
餅
た
く
さ
ん
し
よ
っ
て
ま
あ
畑
ふ
み
に



出
か
け
て
行
っ
て
二
生
懸
命
え
ん
が

(
足
で
ふ
む
鋤
状
の
物
)

で
畑
ふ
ん
で
た
ら
、

十
時
頃
に
な
っ
た
り
ゃ
あ
、
ど
う
も
畑
ふ
み
ゃ
あ
疲
れ
て
な
ん
ね
え
か
ら
、
き
の
芝

生
へ
腰
か
け
て
、
そ
れ
か
ら
ま
あ
え
ん
が
、
畑
の
中
へ
、

ふ
み
か
け
の
と
こ
へ
お
っ

立
っ
て
、
そ
う
し
て
か
た
わ
ら
の
芝
生
に
休
ん
で
、
じ
っ
と
休
ん
で
た
ら
、
そ
う
し

て
休
ん
で
ひ
と
つ
き
り
休
ん
で
、
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、
ト
ロ
ト
ロ
っ
と
し

且つ
h
り

て
目
が
覚
め
て
見
た
り
ゃ
あ
、
え
ん
が
の
棒
の
先
に
、
そ
れ
は
そ
れ
は
き
れ
い
な
鳥

ち
い

が
い
ち
ゃ
あ
、
小
せ
え
鳥
が
来
て
止
ま
っ
た
。
「
は
あ
て
な
あ
、
立
派
な
烏
だ
な
。

っ
か
ま

あ
れ
捕
ま
え
て
お
ば
あ
に
見
せ
て
え
」
と
思
っ
て
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
鳥
だ
て
、

眺
め
て
い
た
が
、
な
ん
と
も
、
そ
れ
と
る
方
法
は
ね
え
。

ょ
う
し
、
こ
り
ゃ
思
い
つ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
き
ょ
う
は
、
お
ば
あ
に
ぼ
た
餅
を

こ
し
ら
え
さ
せ
て
お
い
た
か
ら
、
そ
れ
ま
あ
、

一
っ
そ
う
と
袋
か
ら
取
り
出
し
て
、

小
豆
が
つ
い
て
い
る
も
ん
だ
か
ら
、
そ
れ
ま
あ
粘
ら
せ
さ
せ
に
ゃ
あ
な
ん
ね
え
か
ら
、

み
ん
な
小
豆
ぅ
む
き
落
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
手
で
一
生
懸
命
つ
ば
き
を
つ
け
て
、
こ

ね
て
、
そ
れ
か
ら
そ
の
鳥
い
め
が
け
て
、
お
じ
い
さ
ん
が
烏
を
欲
し
さ
に
、
え
ん
が

の
先
の
鳥
の
げ
え
、

ペ
タ
リ
ぶ
っ
つ
け
た
。

そ
う
し
た
り
や
、
え
え
案
配
に
そ
れ
が
当
た
っ
て
、
ぼ
た
餅
が
ね
ば
る
も
ん
だ
か

ら
、
ポ
ト
ポ
ト
ポ
ト
ポ
ト
ッ
と
そ
の
畑
の
下
へ
落
ち
た
わ
け
。
お
じ
い
さ
ん
は
、
手

早
く
そ
の
鳥
ぅ
捕
ま
え
て
、
そ
れ
か
ら
ま
あ
、
も
と
休
ん
で
た
所
へ
来
た
。
烏
ぅ
捕

ま
え
た
だ
。
ぼ
た
餅
が
、
鳥
の
羽
へ
ぶ
っ
つ
け
た
い
せ
い

(
勢
い
)

で
た
か
っ
て
い

る
(
く
っ
つ
い
て
い
る
)
か
ら
、
そ
れ
ど
う
で
も
な
め
て
く
れ
た
り
な
ぜ
て
く
れ
た

六合の昔かたり

り
し
て
、
ぼ
た
餅
み
な
と
っ
た
っ
て
。

そ
う
し
て
そ
の
ぼ
た
餅
が
く
っ
つ
い
て
い

る
も
ん
だ
か
ら
、
羽
な
め
て
く
れ
た
り
や
、
小
せ
え
き
れ
い
な
烏
だ
も
ん
だ
か
ら
、

ヒ
ヨ
ツ
コ
リ
と
口
の
中
へ
と
飛
び
込
ん
じ
ま
っ
た
。

さ
あ
、
こ
り
ゃ
あ
ま
あ
大
変
な
こ
と
が
で
き
た
も
ん
だ
。
因
っ
た
こ
と
が
で
き
た
。

宇
品
+
め
、

モ
ゾ
モ
ゾ
モ
ゾ
モ
ゾ
と
こ
う
、
喉
の
下
、
鳥
が
下
が
っ
て
走
る
っ
て
。
胃
袋

の
中
ヘ
モ
ゾ
モ
ゾ
下
が
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
ま
あ
、
お
じ
い
さ
ん
も
ん
で
み
た
り
、

ど
う
し
た
り
、
医
者
へ
行
か
な
け
り
ゃ
あ
な
ん
ね
え
か
ら
、
畑
ふ
み
ど
こ
じ
ゃ
あ
ね

え
。
家
い
帰
っ
て
、

お
医
者
さ
ん
へ
行
っ
て
、
鳥
ぅ
取
っ
て
も
ら
わ
な
け
り
ゃ
あ
な

ん
ね
え
。
そ
し
て
ま
あ
い
た
ら
、
な
ん
と
も
痛
く
も
ね
え
し
、
か
ゆ
く
も
ね
え
し
、

苦
し
く
も
ね
え
。
お
か
し
い
。

そ
の
内
に
、
鳥
が
ム
ズ
ム
ズ
ム
ズ
ム
ズ
っ
と
こ
う
す
る
と
思
っ
て
、
腕
胴
の
穴
、
こ

う
着
物
を
分
け
て
み
た
り
ゃ
あ
、
瞬
間
の
穴
か
ら
、
鳥
の
足
が
一
つ
は
み
出
し
た
っ
て
。

烏
が
足
ぅ
一
つ
。
こ
ら
あ
ま
あ
、
こ
れ
ひ
と
つ
足
う
っ
か
ま
え
て
、
こ
こ
か
ら
ひ
と

つ
ず
り
出
し
べ
え
と
思
っ
て
、
お
じ
い
さ
ん
瞬
を
広
げ
て
出
し
た
。
初
め
の
う
ち
ゃ

あ
し
っ
た
切
り
ゃ
あ
(
途
中
で
切
っ
た
ら
)
、
な
お
あ
と
へ
残
る
か
ら
、
困
る
か
ら
、

ま
あ
そ
う
と
、
ま
あ
片
足
ぅ
引
い
て
み
た
っ
て
。
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そ
う
し
た
り
ゃ
あ
、
そ
れ
は
い
い
声
で
腹
の
中
で

キ
ミ
ノ
ゴ
イ
ワ
イ
ゴ
ヨ
ノ
サ
カ
ズ
キ
オ
チ
ャ
ピ
ン
チ
ャ
ン
プ

1
っ
て
こ
う
腹
ん
中

で
烏
が
鳴
く
。
変
な
こ
と
が
で
き
た
も
ん
だ
。
家
へ
帰
っ
て
お
ば
あ
に
話
し
て
、
ま

あ
お
医
者
に
行
か
な
け
り
ゃ
な
ん
ね
え
ぞ
。
ま
あ
二
回
ぼ
か
し
い
じ
め
た
が
、

ゴ
ヨ
ウ
ノ
サ
カ
ズ
キ
オ
チ
ャ
ピ
ン
チ
ャ
ン
プ

1

い
つ
こ
う
そ
れ
で
腹
が
苦
し
く
ね
え
か
ら
、
そ
れ
か
ら
家
い
帰
っ
て
、
こ
う
い
う

わ
け
だ
っ
て
お
ば
あ
に
話
し
た
り
や
、
お
ば
あ
「
そ
り
ゃ
あ
、
お
じ
い
さ
ん
少
し
運

が
向
い
た
だ
よ
」
「
運
が
向
い
た
っ
て
馬
鹿
な
。
腹
の
中
へ
鳥
が
へ
え
っ
て
て
、
こ

り
ゃ
あ
と
て
も
駄
目
だ
」
「
い
や
そ
う
で
ね
え
だ
よ
。
そ
う
だ
ら
、

お
じ
い
さ
ん
の
、

足
ぅ
引
い
た
時
に
ゃ
あ
、
キ
ミ
ノ
ゴ
イ
ワ
イ
ゴ
ヨ
ウ
ノ
サ
カ
ズ
キ
オ
チ
ピ
ン
チ
ャ
ン

プ
ー
っ
て
鳴
る
だ
か
ら
、
そ
れ
が
ま
あ
お
ら
が
家
い
運
が
向
い
た
だ
か
ら
、
屈
っ
ぴ

り
じ
い
に
行
っ
ち
ゃ
あ
ど
う
だ
い
。
苦
し
く
ね
え
だ
か
ら
」
。



俗

「
そ
れ
も
よ
か
ん
べ
え
」
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
そ
れ
か
ら
そ
の
あ
し
た
着
物
着
て
え

民

て
、
お
じ
い
さ
ん
が
弁
当
し
よ
っ
て
、
、
だ
ん
だ
ん
だ
ん
だ
ん
長
野
原
か
ら
中
山
道
、

だ
い
か
ん

お
代
官
さ
ん
の
通
る
通
り
に
出
て
、
杖
な
ど
突
い
て
「
屈
っ
ぴ
り
じ
じ
い
が
参
つ

た

っ
ち
ゃ
あ
、
「
屈
っ
ぴ
り
じ
じ
い
が
参
っ
た
」

っ
ち
ゃ
、
杖
で
も
突
い
て
た
り
や
、

「
無
礼
な
じ
じ
い
が
そ
こ
へ
通
り
か
か
っ
た
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
か
た
づ
け
ろ
」

て
い
っ
た
り
ゃ
、
さ
す
が
の
お
代
官
が
、
「
い
や
そ
う
で
な
い
。
お
も
し
れ
え
こ
と

を
い
う
お
じ
い
だ
。
そ
の
屈
を
ひ
ら
せ
て
み
ろ
」
。

そ
の
お
代
官
さ
ん
の
い
い
つ
け
で
、
そ
れ
で
ま
あ
供
の
者
も
仕
方
ね
え
「
じ
ゃ
あ

そ
の
屈
ひ
っ
て
み
ろ
。

お
め
え
、
ど
ん
な
屈
が
ひ
れ
る
か
」

っ
て
。
「
ハ
イ
ハ
イ
」

て
い
っ
た
け
ど
、
「
屈
は
ひ
る
け
ど
、
蒲
団
を
三
げ
ん
敷
い
て
も
ら
わ
な
け
り
ゃ
あ
、

い
さ
さ
か
ひ
れ
る
庇
で
ね
え
か
ら
」
「
あ
あ
、
ゃ
っ
け
え
な
じ
じ
い
が
来
た
も
ん
だ
」

ち
ょ
う
ど
村
屋
で
あ
っ
た
か
ら
、
「
村
の
庄
屋
さ
ん
か
ら
、
蒲
団
の
三
げ
ん
芝
生
の

上
に
蒲
団
を
敷
い
た
り
ゃ
あ
、
「
ど
っ
こ
い
し
ょ
」

っ
て
お
じ
い
さ
ん
杖
を
か
た
わ

ら
に
置
い
て
、
そ
こ
に
座
り
こ
ん
だ
。

そ
れ
か
ら
ま
あ
、
こ
の
鳥
の
足
を
引
い
た
の
が
わ
か
っ
ち
ゃ
な
ん
ね
え
か
ら
、
昔

あ
わ
せ

あ
半
纏
の
よ
う
な
袷
の
よ
う
な
物
を
着
て
え
た
か
ら
、
手
を
こ
う
、
瞬
間
の
と
こ
へ
こ

う
や
っ
て
、
そ
し
て
ま
あ
「
早
く
ひ
ら
な
い
か
」

っ
ち
ゃ

「
は
い
、
た
だ
今
ひ
り
ま

す
か
ら
」
そ
れ
か
ら
ま
あ
、
そ
う
と
瞬
間
の
と
こ
へ
手
を
や
っ
て
、
烏
の
足
ぅ
引
い
た

り
ゃ
あ

キ
ミ
ノ
ゴ
イ
ワ
イ
ゴ
ヨ
ノ
サ
カ
ズ
キ
オ
チ
ャ
ピ
ン
チ
ャ
ン
プ

l
っ
て
。

「
う
ま
い
お
じ
い
だ
。
さ
す
が
に
ど
う
も
立
派
な
屈
だ
」
そ
れ
か
ら
ま
あ
、
二
、

三
回
お
代
官
さ
ん
が
繰
り
返
さ
せ
ち
ゃ
あ
、
「
ま
こ
と
に
立
派
な
屈
を
ひ
っ
た
も
ん

だ
。
褒
美
と
ら
せ
る
か
ら
」
金
を
、
大
変
褒
美
の
金
を
貰
っ
て
、
そ
れ
か
ら
ま
あ
、

家
い
帰
っ
て
来
て
、
ば
あ
さ
ん
に
そ
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、
そ
う
し
た
ら
、
昔
あ
銭

箱
っ
ち
ゅ
う
が
あ
っ
て
さ
、
お
代
官
さ
ん
に
貰
っ
た
金
、
持
っ
て
来
て
、
チ
ャ
ラ
チ
ャ

ラ
っ
と
銭
箱
へ
は
た
い
た
り
ゃ
あ
、
隣
の
お
じ
い
さ
ん
が
聞
き
つ
け
て
来
た
っ
て
。

「
隣
じ
ゃ
あ
、
な
に
金
儲
け
し
た
や
。
き
の
う
は
ま
あ
、
お
そ
ろ
し
い
、
チ
ャ
ラ
チ
ヤ

ラ
銭
箱
へ
お
金
は
た
い
た
よ
う
だ
が
」
「
い
や
、
な
ん
で
も
別
な
こ
と
じ
ゃ
あ
ね
え

つ

が
庇
っ
ぴ
り
じ
じ
い
に
行
っ
て
来
た
り
ゃ
あ
、
お
代
官
さ
ん
が
、
ち
ょ
う
ど
い
い
案

配
に
通
り
か
か
っ
て
、
屈
を
ひ
っ
て
み
ろ
っ
つ
で
庇
ひ
っ
た
り
ゃ
あ
、
妙
な
お
じ
い

だ
っ
て
褒
美
の
金
た
く
さ
ん
貰
っ
て
、

一
生
こ
れ
で
、
じ
じ
い
ば
ば
あ
で
暮
ら
し
て

出
ら
れ
る
で
よ
か
っ
た
」

つ
っ
た
ら
「
そ
う
か
い
。
そ
れ
じ
ゃ
俺
も
ま
あ
行
っ
て
み

つ

て
え
が
、
そ
り
ゃ
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
だ
」
「
ふ
ん
、
そ
ん
な
こ
と
あ
わ
け
ね
え
だ
よ
。

ヘ
ッ
ピ
リ
ア
カ
ザ
を
う
ん
と
煮
て
、
そ
う
し
て
そ
れ
さ
ら
し
て
、
あ
く
抜
い
て
、
味

噌
を
か
っ
く
ね
て
、
そ
れ
食
べ
て
、
そ
れ
腹
い
っ
ぺ
え
食
べ
て
そ
う
し
て
行
ぎ
ゃ
あ
、

そ
り
ゃ
あ
、
立
派
な
屈
が
ブ

1
プ

1
プ
1
プ

1
っ
て
出
る
か
ら
、
そ
う
し
て
お
め
え
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も
金
儲
け
し
て
こ
う
」

つ
っ
た
。

そ
う
し
た
ら
、
悪
い
隣
の
お
じ
い
さ
ん
の
こ
と
だ
か
ら
、

い
い
こ
と
を
聞
い
た
つ

ち
ゅ
う
わ
け
で
、
「
お
ば
あ
、
こ
う
い
う
わ
け
だ
」
「
そ
れ
や
あ
お
じ
い
わ
け
あ
ね
え
」

じ
じ
い
、
ば
ば
あ
で
、
日
ん
が
ら
一
日
(
一
日
中
)

ヘ
ッ
ピ
リ
ア
カ
ザ
集
め
て
来
て
、

茄
で
て
、
そ
う
し
て
ま
あ
水
出
し
に
し
て
、
じ
い
さ
ん
食
べ
る
の
食
べ
る
の
、
そ
り
や

あ
ま
あ
、
大
変
食
べ
た
ら
、
ま
る
で
腹
も
身
も
ふ
く
れ
る
ほ
ど
食
べ
た
ら
、
「
ま
あ

こ
の
へ
ん
で
よ
か
あ
ね
え
か
ね
。
あ
し
た
あ
屈
ぴ
り
じ
じ
い
に
行
く
だ
か
ら
」
っ
ち
ゅ

う
わ
け
で
、
杖
ん
ぼ
突
い
て
弁
当
し
よ
っ
て
出
た
が
、
腹
が
苦
し
く
て
、
い
つ
こ
う
、

ヘ
ッ
ピ
リ
ア
カ
ザ
〉
つ
ん
と
食
っ
た
だ
も
ん
だ
か
ら
、
ど
う
仕
様
も
ね
え
。

そ
れ
か
ら
ま
あ
、
「
屈
っ
ぴ
り
じ
じ
い
が
参
っ
た
。
屈
っ
ぴ
り
じ
じ
い
が
参
っ
た
」
つ

ち
ゃ
、
そ
う
し
た
り
ゃ
、
又
、
お
代
官
が
通
り
か
か
っ
た
。
「
ま
た
前
の
屈
の
よ
う

な
屈
っ
ぴ
り
じ
じ
い
が
、
変
わ
っ
た
届
ひ
る
だ
ん
べ
え
か
ら
、

ひ
ら
せ
て
み
ろ
」

つ



ち
ゅ
う
わ
け
で
、
そ
し
た
り
ゃ
、
や
っ
ぱ
り
そ
の
お
じ
い
も
教
わ
っ
て
た
も
ん
だ
か

ら
「
蒲
団
の
三
げ
ん
ひ
い
て
も
ら
わ
ね
え
じ
ゃ
ひ
れ
ね
え
か
ら
」
「
よ
し
、

ひ
い
て

ゃ
れ
」
そ
れ
で
ま
あ
、
三
げ
ん
ひ
い
た
ら
「
ま
だ
そ
の
上
毛
艶
を
、
新
し
い
の
を
こ

め
い枚

ひ
い
て
も
ら
わ
ね
き
ゃ
あ
、
ひ
れ
ね
え
か
ら
」
「
ま
あ
、
や
っ
か
い
な
お
じ
い
だ

な
あ
、
今
度
の
が
」
そ
れ
で
ま
あ
、
芝
生
へ
そ
れ
を
ひ
か
せ
て
、
「
早
く
ひ
れ
」

て
い
わ
れ
て
「
ハ
イ
ハ
イ
ハ
イ
」

っ
て
返
事
し
て
、
毛
艶
の
蒲
団
の
三
げ
ん
ひ
い
た

の
に
、
ど
っ
か
り
そ
こ
へ
。
ま
あ
腹
が
苦
し
く
て
、

い
つ
こ
う
ど
う
仕
様
も
ね
え
。

そ
こ
へ
ま
あ
座
り
込
ん
で
「
早
く
ひ
ら
な
い
か
」
「
ハ
イ
ハ
イ
、

た
だ
今
ひ
り
ま

す
」
そ
う
し
て
ま
あ
本
当
に
ひ
る
だ
も
ん
だ
か
ら
、
な
か
な
か
う
ま
く
ひ
れ
ね
え
。

「
早
く
ひ
ら
ね
え
か
」

っ
て
お
供
の
し
よ
う
に
は
責
め
ら
れ
る
。
「
ハ
イ
、
た
だ
今
ひ

り
ま
す
か
ら
」

っ
て
、
そ
う
し
た
り
ゃ
あ
、
そ
の
お
じ
い
が
「
ウ

1
ン
ウ

l
ン
」
ち
ゅ

う
内
に
グ
ァ
!
と
音
が
し
と
思
っ
た
り
や
、
う
ん
こ
ひ
り
出
し
た
。
「
あ
あ
、
こ
の

ふ
て
え
じ
じ
い
が
。
こ
ん
な
者
、
そ
こ
へ
ず
り
落
と
せ
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、

お
供

の
者
が
、
そ
の
下
の
、
道
下
へ
ず
り
落
と
し
た
。

は
た
か
れ
た
り
、
や
く
ざ
じ
じ
い
だ
っ
て
、
ま
る
で
裸
に
さ
れ
て
、
血
ん
ど
ろ
が
(
血

み
ど
ろ
)
に
さ
れ
て
、
そ
れ
で
仕
方
ね
え
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
は
泣
き
泣
き
、
顔
も

何
も
血
ん
ど
ろ
ち
が
に
、

お
供
の
者
に
棒
で
は
た
か
れ
た
り
し
て
、
そ
う
し
て
帰
つ

て
来
て
、

お
ば
あ
の
見
え
る
向
こ
う
の
尾
根
へ
来
た
り
ゃ
あ
、

お
ば
あ
は

「
寺
士
め
レ
ゐ

か
っ
た
。
お
じ
い
が
屈
っ
ぴ
り
じ
じ
い
に
行
っ
て
、
向
こ
う
の
尾
根
へ
、
ま
る
で
着

物
か
な
ん
か
着
替
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
真
っ
赤
に
な
っ
て
帰
っ
て
来
た
よ
う
、
ま
あ

六合の昔かたり

良
か
っ
た
」
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
お
ば
あ
は
、

お
金
大
変
し
よ
っ
て
来
た
か
ら
っ
て
、

て
め
え
の
着
て
い
た
ボ
ロ
も
何
も
ぶ
っ
こ
め
て
、
竃
へ
ぶ
っ
こ
め
て
、
裸
に
な
っ
て

い
た
っ
て
。

来
て
み
り
ゃ
あ
、
「
お
ば
あ
、
こ
ん
な
目
に
あ
っ
て
、
ま
あ
本
当
ひ
ど
い
目
に
あ
っ

た
。
お
代
官
さ
ん
に
ひ
っ
ぱ
た
か
れ
て
、
こ
の
始
末
、
だ
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
悪
い

お
じ
い
さ
ん
は
、
何
も
成
就
し
ね
え
だ
。
こ
ん
な
よ
う
な
話
だ
。

つ

猿
地
蔵

語
り

山
本

さ
か

収
録

柾
谷

明

ぜ
に

む
か
し
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
い
て
、
正
直
で
、
二
人
で
銭
き
ょ
う
と
つ

て
く
り
ゃ
あ
、
き
ょ
う
食
べ
ち
ま
っ
ち
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
、
ボ
ヤ
(
薪
)

で
も
切
っ

て
来
ち
ゃ
あ
、
宿
屋
へ
で
も
持
っ
て
来
ち
ゃ
あ
、
き
ょ
う
の
が
あ
あ
き
ょ
う
食
べ
つ

685 

ち
ま
っ
ち
ゃ
あ
、
ま
た
明
日
。

ね
ぶ

そ
れ
で
ま
あ
、
お
じ
い
さ
ん
あ
ん
ま
り
毎
日
そ
れ
し
た
か
ら
、
眠
っ
た
く
な
っ
て
、

ま
ま
っ
こ
(
道
、
畑
、
田
の
き
わ
の
土
手
)
に
寝
て
い
た
だ
っ
て
。

さ
き

お
猿
が
二
つ
つ
来
て
、
先
い
来
た
お
猿
さ
ん
が
「
あ
れ
良
か
っ
た
、

そ
し
た
ら
、

地
蔵
さ
ん
、
お
ら
め
つ
け
た
」

っ
て
、
こ
う
い
う
わ
け
で
、
「
そ
う
か
ま
あ
、
そ
り
ゃ

よ
か
っ
た
。
あ
の
向
こ
う
の
岩
へ
持
っ
て
っ
て
租
る
べ
え
や
」
っ
て
、
こ
う
い
に
(
こ

一
人
の
人
が
い
っ
た
っ
て
ね
え
。
そ
う
し
た
ら
そ
の

「
そ
れ
じ
ゃ

あう
まい
あう
ぷにふ

?2 
て lニ

背
負
っ
て
行

ベ
え
や
。
川
で
漏
ら
し
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
。

川
越
さ
な
け
り
ゃ
あ
、

い
い
岩
が
ね
え
だ
か
ら
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
。

そ
れ
か
ら
、
ま
あ
二
人
で
、
頭
取
る
人
に
足
ぅ
取
る
人
に
し
て
、
川
あ
「
猿
つ
ぺ

ぐ
り
ゃ
あ
(
畢
丸
は
)
濡
れ
て
も
え
え
、
地
蔵
っ
ぺ
ぐ
り
ゃ
あ
濡
れ
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
」

そ
れ
言
い
し
な
、
向
こ
う
の
岩
に
、

い
い
、
雨
の
降
ら
ね
え
よ
う
に
な
っ
た
岩
屋
が



俗

お
っ
立
っ
て
る
、

っ
ち
ゅ
う
わ

い
い
と
こ
が
あ
っ
た
で
、
「
こ
こ
へ
租
る
べ
え
や
」

民

け
で
、
そ
こ
へ
お
じ
い
さ
ん
連
れ
て
っ
て
お
っ
立
て
て
、
そ
う
し
て
お
い
て
、

お
金

い
っ
ペ
え
ひ
ん
ぜ
て
(
供
え
て
)
お
い
た
だ
っ
て
。
そ
し
て
拝
ん
で
出
て
走
っ
た
っ
て
。

そ
れ
で
、

お
じ
い
さ
ん
は
ま
あ
、
拝
む
が
お
か
し
い
が
笑
え
も
し
ね
え
で
、
そ
の

お
金
、
猿
が
走
っ
た
か
ら
弁
当
の
袋
へ
み
ん
な
詰
め
込
ん
で
、
家
へ
し
よ
っ
て
来
て
、

「
お
ば
あ
さ
ん
、
き
ょ
う
は
ボ
ヤ
切
り
ど
こ
ろ
じ
ゃ
あ
ね
え
。
儲
け
た
ん
な
ん
の
。

に
ね

疲
れ
た
か
ら
寝
て
い
た
り
ゃ
あ
、
猿
が
二
つ
つ
来
て
、
俺
、
川
、
担
え
越
し
て

「
猿
つ

ぺ
ぐ
り
ゃ
あ
濡
れ
て
ん
え
え
、
地
蔵
っ
ぺ
ぐ
り
ゃ
あ
濡
れ
ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
」

っ
て

歌

い
い
し
な
(
言
い
な
が
ら
)
、
俺
、
上
の
岩
屋
へ
持
っ
て
っ
て
租
っ
た
が
、
俺
、

わ
れ

黙
っ
て
笑
え
も
し
ね
え
、

こ
う
し
て
い
た
り
ゃ
あ
、

お
金
い
っ
ぺ
え
ひ
ん
ぜ
て
置
い

て
っ
た
か
ら
、
そ
れ
貰
っ
て
来
て
、
き
ょ
う
は
儲
け
た
か
ら
、

お
金
の
箱
ん
中
ヘ
入

れ
べ
え
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、

お
金
の
箱
へ
は
た
い
て

「
は
あ
、
こ
れ
で
何
を
し
な

く
て
も
歳
も
取
れ
る
し
す
る
か
ら
、
こ
れ
で
い
い
や
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
い
た
。

そ
う
し
た
ら
、
隣
の
欲
の
深
い
じ
い
さ
ん
の
、
何
で
も
し
ね
え
で
い
る
変
な
じ
い

さ
ん
が
来
て
、
「
何
う
し
て
い
る
、

お
め
え
な
ん
ざ
金
儲
け
し
た
。
今
、
え
ら
い
音

が
し
た
が
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
来
て
、
「
お
ら
こ
う
い
う
わ
け
で
、
ボ
ヤ
ば
か
り
切
っ

て
来
ち
ゃ
あ
、
売
っ
ち
ゃ
あ
な
ん
し
た
が
、
と
て
も
疲
れ
て
寝
て
い
た
ら
、
猿
が
来

て
、
お
ら
担
っ
て
っ
て
、
地
蔵
さ
ん
だ
っ
て
租
っ
て
ひ
ん
ぜ
て
く
れ
た
か
ら
、
そ
れ

持
っ
て
、
お
り
や
帰
っ
て
、
銭
箱
ん
中
へ
入
れ
た
と
こ
だ
」

っ
て
、
そ
〉
つ
い
っ
た
だ
っ

て
。
「
ょ
う
し
、
あ
し
た
俺
も
ま
あ
そ
こ
へ
行
っ
て
み
べ
え
」
。

そ
れ
か
ら
弁
当
し
よ
っ
て
、
ボ
ヤ
切
り
い
行
っ
て
、
ボ
ヤ
な
ん
ぞ
切
り
ゃ
あ
し
ね

え
、
そ
こ
へ
行
っ
て
寝
て
い
た
り
ゃ
あ
、
又
猿
が
来
て
、
「
あ
れ
、

き
の
う
も
地
蔵

さ
ん
が
い
た
っ
た
が
、
き
ょ
う
も
又
一
つ
転
ん
で
。
こ
れ
も
ま
あ
租
る
べ
え
や
」

て
、
そ
う
い
う
音
が
し
た
だ
っ
て
。
こ
り
ゃ
あ
ま
あ
、
大
丈
夫
だ
と
思
っ
て
ま
あ
そ

の
お
じ
い
さ
ん
が
寝
て
い
た
だ
っ
て
。

そ
う
し
て
ま
あ
「
猿
っ
ぺ
ぐ
り
ゃ
あ
濡
れ
て
も
い
い
地
蔵
っ
ぺ
ぐ
り
ゃ
あ
ぬ
れ

ち
ゃ
あ
な
ん
ね
え
」

っ
て
い
い
し
な
、
川
を
連
れ
越
し
た
だ
っ
て
。
お
じ
い
さ
ん
な
、

川
の
真
ん
中
頃
行
っ
た
り
ゃ
あ
、
お
か
し
く
て
お
か
し
く
て
、
と
て
も
な
ん
ね
え

カま

ま
ん
出
来
な
い
て
笑
え
出
し
た
だ
っ
て
よ
。

「
こ
ん
な
も
な
(
も
の
)
地
蔵
ず
ら
あ

り
ゃ
あ
し
ね
え
。

ど
こ
の
か
、
ほ
の
く
れ
じ
じ
い
だ
ん
べ
」

っ
と
思
っ
て
川
の
中
へ
、

う
ん
と
し
ょ

(
う
ん
と
こ
し
ょ
っ
と
)

ぶ
ん
投
げ
た
だ
っ
て
。

あ
あ
そ
れ
で
、
着
物
は
ひ
と
つ
く
さ
れ
に
な
る
、
怪
我
は
す
る
、
お
じ
い
さ
ん
な
、

H

フ
み
ち

ょ
う
よ
う
家
、
よ
ろ
よ
ろ
ん
な
っ
て
帰
っ
て
来
た
り
ゃ
あ
、
お
ば
あ
さ
ん
な
家
で

「お

じ
い
さ
ん
な
、
き
ょ
う
は
、

お
金
得
て
く
る
か
ら
、
あ
ん
な
ぼ
ろ
の
着
物
な
ん
ぞ
、

は
あ
邪
魔
に
な
る
か
ら
、
お
金
出
し
て
良
い
の
を
買
っ
て
、
二
人
で
着
べ
え
」
な
ん

か
ま

と
思
っ
て
、
竃
へ
く
べ
て
、
家
の
ぼ
ろ
を
み
ん
な
燃
や
し
ち
ゃ
っ
た
っ
て
。
お
じ
い

さ
ん
の
着
換
え
を
。
そ
し
た
ら
、
と
こ
ろ
が
お
じ
い
さ
ん
は
ひ
と
つ
く
さ
れ
に
な
っ

686 

て
、
そ
の
怪
我
は
し
て
く
る
、
着
る
物
は
な
し
、
ま
あ
ず
ひ
ど
い
め
に
あ
っ
た
だ
っ
て
。

だ
か
ら
人
の
真
似
は
し
て
は
い
け
ね
え
や
っ
て
。
そ
う
い
う
お
話
だ
。

話
者
は
、

こ
の
話
を
「
地
蔵
つ
ぺ
の
こ
」
と
よ
ん
で
い
る
。

猿
地
蔵

語
り

山
本

勇
平

収
録

柾
谷

明

つ

む
か
し
む
か
し
あ
る
げ
だ
。



お
じ
い
さ
ん
は
山
ヘ
柴
刈
り
に
行
っ
た
げ
だ
。
柴
刈
り
に
行
っ
て
お
昼
に
な
っ
た

か
ら
、
お
弁
当
食
っ
て
、
昼
寝
し
て
い
た
り
ゃ
、
猿
が
来
て
、
良
い
地
蔵
見
つ
け
た
つ

て
、
し
よ
っ
て
っ
て
そ
の
川
を
越
す
だ
っ
ち
ゅ
う
よ
。

子
ど
も
が
い
っ
ぺ
え
見
て
い
て
、
「
地
蔵
っ
ぺ
ぐ
り
(
畢
丸
)

は
濡
れ
ん
な
、
猿
つ

ぺ
ぐ
り
は
濡
れ
て
も
い
い
」

い
う
だ
つ
ち
ゃ
。
じ
い
さ
ん
な
、
猿
の
背
中
で
し
ょ
わ

せ
て
え
て
、

お
も
し
れ
え
だ
が
い
つ
こ
う
悪
い
よ
う
な
気
し
て
、

じ
っ
と
座
っ
て
い

り
ゃ
あ
、
子
ど
も
が
い
っ
ぺ
え
見
て
い
ち
ゃ
あ
そ
の
、
「
猿
つ
ぺ
ぐ
り
は
濡
れ
て
ん

い
い
、
地
蔵
つ
ぺ
ぐ
り
は
濡
う
れ
ん
な
」

っ
ち
ゃ
あ
い
う
だ
つ
ち
ゃ
。

そ
う
し
て
川
し
ょ
っ
越
し
て
、
向
こ
う
の
で
つ
け
え
石
の
上
へ
お
じ
い
さ
ん
の
つ

お
金
い
っ
ぺ
え
ひ
ん
ぜ
と
い
て
、
猿
が
ど
っ
か
行
っ
た
留
守
に
お
じ
い
さ
ん

h

つ
&
り

が
、
そ
の
金
み
ん
な
さ
ら
っ
て
来
て
、
家
へ
持
っ
て
来
て
、
銭
箱
の
中
に
ジ
ャ
ラ
ジ
ャ

け
て
、

ラ
っ
て
入
れ
た
だ
っ
ち
ゅ
。

そ
し
た
ら
隣
の
欲
深
じ
い
さ
ん
が
来
て
、
「
お
前
ん
と
こ
何
し
と
る
ん
だ
。
そ
ん

な
金
儲
け
し
て
」

っ
た
ら
、
「
き
の
う
な
あ
、
畑
ふ
み
い
行
っ
て
、
畑
の
上
で
昼
寝

し
て
い
た
ら
、
猿
が
来
て
し
よ
っ
て
っ
た
か
ら
、
そ
の
留
守
に
金
取
っ
て
逃
げ
て
来

ち
ゃ
っ
た
」
「
お
ら
も
し
て
み
る
べ
え
」

っ
て
で
、
ま
あ
、
「
お
ば
あ
さ
ん
、
弁
当
つ

く
っ
て
く
だ
さ
れ
」

っ
て
弁
当
作
っ
て
、
畑
ふ
み
に
行
っ
て
畑
ふ
ん
で
、
お
昼
に
な
っ

た
か
ら
寝
て
い
た
だ
っ
ち
ゅ
。

又
、
猿
が
来
て
、
「
こ
り
ゃ
あ
ま
あ
、
又
良
い
地
蔵
さ
ん
見
つ
け
た
」

っ
て
猿
が

し
よ
っ
て
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
よ
。
し
よ
っ
て
っ
て
ま
あ
、
ま
ま
下
(
崖
下
)

み
て
え
よ

六合の昔かたり

う
な
所
へ
し
よ
っ
て
っ
て
そ
の
、
子
ど
も
が
い
っ
ぺ
え
遊
ん
で
る
と
こ
へ
、
猿
が
し
ょ

い
か
け
た
だ
っ
ち
ゅ
う
よ
。

そ
し
て
、
ま
た
、
川
へ
し
よ
い
か
け
て
、
「
猿
つ
ぺ
ぐ
り
は
濡
れ
て
ん
い
い
、
地
蔵
つ

ぺ
ぐ
り
は
濡
う
れ
ん
な
」

っ
て
子
ど
も
が
い
う
だ
つ
ち
ゃ
。
そ
う
す
り
ゃ
あ
、

お
じ

い
さ
ん
猿
の
背
中
で
、

お
か
し
く
て
、

お
か
し
く
て
、
ど
う
仕
様
も
ね
え
っ
ち
ゃ
。

子
ど
も
が
又
「
猿
っ
ぺ
ぐ
り
は
濡
れ
て
ん
い
い
、
地
蔵
つ
ぺ
ぐ
り
は
濡
う
れ
ん
な
」
つ

て
い
う
か
ら
、
猿
の
背
中
で
、
ク
ス
ク
ス
笑
っ
た
だ
。
そ
う
し
た
り
や
、
「
こ
ん
に
ゃ

ろ
、
じ
じ
い
め
」

っ
て
川
の
中
落
と
さ
れ
た
だ
っ
ち
ゅ
。

お
じ
い
さ
ん
ま
あ
、

し￥

つ

こ
う
流
れ
て
て
、
誰
も
助
け
て
く
れ
ね
え
だ
っ
た
っ
ち
ゅ
。
そ
の
内
に
、
遠
く
に
流

れ
て
っ
ち
ま
っ
た
っ
て
。

は
あ
終
わ
り

長
者
に
な
る
話

三五

り

山
本

687 

勇
平

収
録

柾
谷

明

む
か
し
む
か
し
あ
る
げ
だ
。
お
じ
い
と
お
ば
あ
さ
ん
が
あ
る
げ
だ
。

村
屋
が
一
二
軒
あ
る
げ
だ
。

お
正
月
が
来
た
が
、
両
側
の
し
よ
う
(
人
)

で
え
じ
ん

は
大
尽
で

真
ん
中
の
し
よ
う
は
貧
乏
だ
け
だ
。
両
側
の
し
よ
う
は
正
月
が
来
た
ら
、
魚
、
だ
あ
、

み
か
ん
だ
っ
ち
ゅ
う
買
っ
て
、
良
い
歳
取
る
だ
が
、
真
ん
中
の
し
よ
う
は
、

い
い
歳

が
取
れ
ね
え
で
仕
方
が
ね
え
。

昔
あ
、
囲
炉
裏
っ
ち
ゅ
う
の
が
あ
っ
て
、
囲
炉
裏
回
る
だ
っ
ち
ゅ
う
。
「
あ
と
さ
き
、

す
っ
つ
べ
て
、
中
ほ
つ
く
り
す
っ
ぺ
ん
た
ん
」

て
、
囲
炉
裏
回
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
。

そ
し
ち
ゃ
あ
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
「
あ
と
さ
き
、
す
つ
つ
べ
て
、
中
ほ
っ

く
り
す
っ
ぺ
ん
た
ん
」
ち
ゃ
回
り
ゃ
あ
。
両
側
の
し
よ
う
が
、
「
ま
あ
、
真
ん
中
の
し
ょ

う
は
、
あ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
回
つ
て
な
ん
ね
え
、
お
ら
が
ま
あ
、

い
ろ
い
ろ
く
れ



俗

べ
〉
え
」

っ
て
み
か
ん
な
く
れ
る
人
に
、
米
く
れ
る
人
に
、
魚
く
れ
る
人
に
し
た
り
や

民

あ
、
真
ん
中
の
人
あ
間
も
ね
え
内
に
、
大
尽
に
な
っ
て
、
両
側
の
し
よ
う
が
貧
乏
に

な
っ
た
。

ま
あ
そ
れ
っ
き
り
。

米
ぼ
こ
糠
ぼ
こ

号五

り

中
村

ゆ
き

収
録

柾
谷

明

む
か
し
む
か
し
あ
る
そ
う
だ
。

米
ぽ
こ
と
糠
ぼ
こ
と
あ
っ
て
、
お
っ
か
さ
ん
に
稲
穂
拾
い
に
行
っ
て
来
う
っ
て
一
言

し
っ
た

わ
れ
て
、
米
ぼ
こ
は
下
の
あ
る
龍
を
預
っ
て
、
二
人
で
行
っ
て
、
そ
れ
で
い
つ
く
ら

一
所
懸
命
拾
っ
て
も
、
糠
ぼ
こ
の
方
は
い
つ
ぺ
え
に
な
ら
ね
え
。
米
ぼ
こ
の
方
は
た

ち
ま
ち
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て

「
お
ら
い
っ
ぺ
え
に
な
っ
た
か
ら
、
糠
ぼ
こ
、

お
ら
家

行
く
ぞ
」

っ
て
ゆ
っ
た
ら
、
「
あ
あ
そ
う
か
、

お
め
え
は
い
つ
ぺ
え
に
な
っ
た
ら
、

は
あ
行
っ
と
く
れ
。

お
ら
ま
だ
い
つ
こ
う
い
っ
ぺ
え
に
な
ら
ね
え
か
ら
、
行
け
ね
え

か
ら
」

っ
て
糠
ぼ
こ
が
い
っ
た
っ
て
。

そ
れ
で
は
あ
、
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
困
っ
て
向
こ
う
の
方
見
た
ら
、
向
こ
う

の
山
で
明
か
り
が
す
る
で
、
そ
こ
へ
糠
ぼ
こ
あ
尋
ね
て
行
っ
て
み
た
ら
、
白
髪
の
お

ば
あ
さ
ん
が
一
人
で
い
る
で

「
今
晩
は
、
暗
く
な
っ
て
困
る
が
、
是
非
、
今
夜
俺

晩
泊
め
て
く
ん
ね
え
か
い
」

っ
て
言
っ
た
ら
、
「
あ
あ
泊
ま
っ
て
も
い
い
け
え
ど
、

俺
が
と
こ
へ
、
今
夜
丁
半
ぶ
ち
が
来
る
か
ら
困
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
あ
、
何
と
か
す

る
だ
か
ら
泊
ま
れ
」

っ
て
そ
う
い
っ
て
言
わ
れ
て
、
泊
め
て
も
ら
っ
て
、
「
そ
れ
じ
ゃ

あ
、
早
く
お
夕
飯
を
食
べ
て
、
俺
の
お
尻
に
お
つ
つ
い
て
寝
て
ろ
」
っ
て
ゆ
っ
た
っ
て
。

そ
う
し
た
ら
丁
半
ぶ
ち
が
、
鬼
が
丁
半
ぷ
ち
に
、
え
ら
い
大
勢
来
て

「
お
ば
あ
さ

っ
て
い
う
か
ら
、
「
な
あ
に
、
人
も
な
に

ん
、
今
夜
人
っ
く
せ
え
じ
ゃ
ね
え
か
い
」

け
つ

も
い
や
し
ね
え
が
、
俺
が
尻
に
ネ
プ
ツ
が
で
き
て
る
か
ら
、
そ
れ
の
に
お
い
だ
」
っ
て
、

そ
う
言
っ
て
お
ば
あ
さ
ん
が
言
っ
た
だ
と
。
「
あ
あ
そ
う
か
、
そ
う
だ
ら
い
い
が
」

つ

て
ゆ
っ
て
、
え
ら
い
丁
半
ぶ
ち
し
て
、
そ
う
し
て
夜
が
明
け
た
で
、

お
ば
あ
さ
ん
に

金
う
ん
と
く
れ
と
い
て
、
鬼
が
出
走
る
。

そ
れ
で
、
糠
ぼ
こ
も
お
ば
あ
さ
ん
が
、
朝
「
は
あ
、
こ
れ
で
ま
た
鬼
が
行
っ
た
か
ら
、

早
く
お
め
え
ら
も
家
い
帰
っ
て
、
俺
が
そ
の
か
わ
り
良
い
物
を
く
れ
る
か
ら
、
延
命

小
袋
と
打
出
の
槌
と
く
れ
る
か
ら
、
そ
れ
で
鬼
が
行
き
会
っ
た
ら
、

こ
の
延
命
小
袋

を
か
ぶ
っ
て
、
ま
ま
下
(
崖
下
)
転
が
れ
」

っ
て
そ
う
い
う
、
「
そ
れ
で
家
い
行
っ
て
、
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な
ん
か
欲
し
い
も
ん
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
槌
で
、
欲
し
い
物
を
、
何
で
も
こ
の
槌
で

叩
く
と
出
る
か
ら
、
叩
き
出
せ
」

っ
て
そ
う
い
っ
て
い
わ
れ
て
、
そ
の
お
ば
あ
さ
ん

に
貰
っ
て
出
た
ら
、
途
中
で
鬼
が
会
っ
た
で
、
そ
の
延
命
小
袋
を
か
ぶ
っ
て
、
ま
ま

下
ヘ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ッ
と
転
が
っ
た
ら
、
鬼
が

「
あ
は
は
、
沓
っ
き
れ
(
馬
の
沓
)
が
転

が
っ
て
る
な
あ
」
そ
う
い
っ
て
行
っ
た
だ
っ
て
。

う
ち

そ
れ
で
ま
あ
、
そ
こ
で
又
家
い
そ
れ
か
ら
ま
あ
上
が
っ
て
帰
っ
て
来
た
ら
、
そ
う

こ
ん
だ

し
た
ら
、
今
度
途
中
来
た
ら
、
米
ぼ
こ
な
ん
ぞ
が
芝
居
見
に
行
く
だ
っ
て
。

し瓦

しミ

仕

度
し
て
、

「
糠
ぼ
こ
な
ん
ぞ
、
今
頃
帰
っ
て
来
た
ん
か
。

お
ら
あ
芝
居
見

み
ん
な
で

い
行
く
だ
ぞ
」
こ
う
い
に
ゆ
っ
て
、
途
中
で
あ
っ
た
っ
て
さ
あ
。
「
そ
う
か
い
、

し=

い
な
あ
」

っ
て
い
っ
て
、
家
い
帰
っ
て
来
た
ら
、

お
つ
か
さ
ん
が
「
糠
ぼ
こ
、
今
頃

来
た
ん
か
、

お
め
え
は
ま
あ
、

こ
れ
か
ら
唐
臼
で
麦
で
も
揖
け
」

っ
て
、
こ
う
言
わ

れ
て
、
「
は
い
」

っ
て
い
っ
て
、
麦
い
く
ら
こ
う
カ
ッ
カ
ン
カ
ン
足
で
踏
ん
で
揖
い



た
け
れ
ど
、
い
く
ら
揖
い
て
も
揖
い
て
も
皮
が
む
け
ね
え
ん
で
、
そ
う
れ
で
ま
あ
「
人

が
芝
居
見
い
行
っ
た
の
に
、
麦
揖
く
に
つ
れ
え
」
と
思
っ
て
、
泣
き
な
が
ら
行
っ
ち
ゃ

か
ん

あ
、
掻
ま
わ
し
た
っ
ち
ゅ
う
。

一
課
が
ゴ
一
つ
粒
ほ
ど
へ
え
っ
た
っ
ち
ゅ
う
。
そ
う
し
た
ら
、
麦
が
三
粒
皮
が
む
け
た
つ

て
さ
あ
。

こ
り
ゃ
あ
ま
あ
、
水
入
れ
て
描
い
た
ら
む
け
る
か
と
思
っ
て
、
水
入
れ
て

措
い
て
み
た
だ
っ
て
よ
。
そ
う
し
た
ら
、
皮
が
き
れ
い
に
む
け
た
ん
だ
っ
て
。

そ
れ
か
ら
、
ま
あ
良
か
っ
た
と
思
っ
て
、
水
入
れ
て
揖
い
て
、
干
し
と
い
て
、
今

度
打
出
の
槌
で

「
七
重
ね
の
小
袖
出
ろ
」

っ
て
叩
い
た
ら
、

い
い
七
重
ね
の
小
袖
が

出
た
か
ら
、
今
度
、
「
白
馬
に
乗
り
鞍
出
ろ
」
っ
て
叩
い
た
ら
、
白
馬
に
乗
り
鞍
が
出
て
、

そ
れ
で
「
十
七
、
八
の
若
衆
出
ろ
」
っ
て
叩
い
た
ら
、
若
い
も
ん
が
出
て
、
小
袖
着
て
、

白
馬
に
乗
っ
て
、
そ
れ
に
馬
方
し
て
も
ら
っ
て
、
芝
居
見
に
行
っ
た
ん
だ
っ
て
さ
あ
。

そ
う
し
た
ら
、
ま
ず
芝
居
見
る
人
は
ね
え
、
ま
あ
糠
ぼ
こ
ば
っ
か
り
見
て
、

み
ん

な
で
、
糠
ぼ
こ
が
ま
あ
え
ら
い
小
袖
着
て
、
白
馬
に
乗
っ
て
来
た
っ
て
、

み
ん
な
が

見
て
み
て
、
ま
あ
ず
、
ほ
ん
と
に
え
ら
い
評
判
に
な
っ
ち
ま
っ
て
、
そ
う
れ
で
人
よ

h

つ
ふ
り

り
先
い
家
い
帰
っ
て
来
て
、

コ
セ
コ
セ
し
て
い
た
っ
て
さ
。

そ
う
し
た
ら
、
ご
う
ぎ
な
(
大
変
な
)
評
判
に
な
っ
ち
ま
っ
て

「
ぜ
ひ
糠
ぼ
こ
さ

ん
を
嫁
に
貰
い
て
え
」
「
糠
ぼ
こ
さ
ん
を
嫁
に
貰
い
て
え
」

っ
て
来
た
ん
で
、

そ》つ

し
た
ら
家
の
お
つ
か
さ
ん
は

「
糠
ぼ
こ
じ
ゃ
ね
え
、
米
ぼ
こ
を
く
れ
る
か
ら
、
連
れ

て
っ
と
く
れ
、
米
ぼ
こ
を
く
れ
る
か
ら
連
れ
て
っ
と
く
れ
」

っ
ち
ゅ
う
が
、
「
い
や

糠
ぼ
こ
を
く
れ
、
糠
ぼ
こ
を
く
れ
」

っ
て
、

み
ん
な
糠
ぼ
こ
を
貰
い
に
来
て
、
継
つ

六合の昔かたり

ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
ま
た
そ
れ
が
、

支
』
者
】

あ
た
り
に
な
っ
て
、
先
い
、

子
で
、

そ
う
い
う
難
儀
し
た
の
が

い
い
所
へ
嫁
に
行
け
た
っ
て
。

大
ご
と
を
し
て
の
末
に
ゃ
あ
、
そ
う
い
う
良
い
こ
と
に
な
る
か
ら
っ
て
、
昔
聞
い

た
ん
だ
け
え
ど
。

金
を
放
る
馬
(
名
馬
の
駒
)

圭五
ロロ

り

山
本
貞
次
郎

収
録

柾
谷

明

む
か
し
あ
る
所
に
、

お
じ
い
さ
ん
と
お
ば
あ
さ
ん
が
二
人
暮
ら
し
て
い
た
。

お
じ
い
さ
ん
は
本
当
、
正
直
な
人
で
、
ど
う
も
あ
ん
ま
り
豊
か
な
暮
ら
し
も
で
き

ね
え
で
い
る
よ
う
な
始
末
で
、
毎
日
入
山
の
産
物
を
少
し
し
よ
っ
て
っ
て
売
っ
て
来

た
り
、
そ
ん
な
よ
う
な
こ
と
で
い
る
よ
う
な
、
え
ら
い
豊
か
な
暮
ら
し
が
で
き
ね
え

で
い
た
。

そ
れ
か
ら
ま
あ
、
暮
れ
も
さ
し
つ
ま
っ
て
く
る
し
、
米
も
ど
う
も
買
え
ね
え
、

お

棚
飾
り
も
、

そ
の
他
い
ろ
い
ろ
金
が
い
る
だ
が
ど
う
も
買
え
ね
え
、

ど
う
も
仕
様
が
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ね
え
で
、

そ
れ
で
も
暮
れ
の
一
一
十
七
、
八
日
頃
に
な
っ
て
、
入
山
の
産
物
、
う
ん
と

ひ
と
し
よ
い
し
ょ
っ
て
、
ま
あ
商
い
に
行
っ
て
来
る
。

め
え前

の
川
ま
で
帰
っ
て
来
た
ら
、
ど
う
も
そ
れ
が
、
そ
れ
し
よ
っ
て
っ
た
ら
、
も
と

が
出
る
も
ん
だ
か
ら
、

そ
の
、
う
ま
く
売
れ
ね
え
か
ら
、
ど
う
も
利
益
が
た
ん
と
ね

え
で
、
た
だ
串
柿
う
、
昔
の
こ
ん
で
一
把
と
い
か
二
把
ば
か
と
交
換
し
て
、
前
の
川

ま
で
来
た
所
が
、
ど
う
も
こ
ん
な
物
を
こ
れ
ば
か
持
っ
て
っ
て
も
、

お
ば
あ
さ
ん
と

米
買
っ
て
歳
う
取
る
楽
し
み
も
つ
ま
ら
ね
え
、

こ
ん
な
物
あ
、
橋
の
上
か
ら
、
「
川

の
も
ん
の
さ
い
ぼ
(
歳
暮
)
だ
」

っ
て
い
い
し
な
、

い
か
と
串
柿
を
川
へ
ぶ
ん
投
げ

ち
ま
っ
た
。

そ
う
し
て
ま
あ
、

か
ら
っ
け
つ
で
、
し
よ
い
こ
し
よ
っ
て
帰
っ
て
来
た
ら
、
川
原

の
こ
っ
ち
の
橋
ば
ま
で
来
た
り
ゃ
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
娘
が
、

一
人
か
た
わ

ら
に
腰
掛
け
て
、
「
先
ほ
ど
あ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
変
な
御
馳
走
の
お



俗

土
産
頂
い
て
」
「
い
や
、
俺
ぁ
何
で
も
、
お
前
に
上
げ
た
お
ぼ
え
は
ね
え
が
」

っ
て

ゆ
っ
た
ら
、
「
い
や
串
柿
と
い
か
頂
い
て
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

お
礼
を
何
か
、

民

お
ら
あ
家
行
っ
て
差
し
上
げ
て
え
か
ら
、
是
非
行
ん
で
く
れ
ね
え
か
」

っ
て
。

「
お
ら
あ
、
あ
さ
っ
て
は
歳
取
り
だ
か
ら
、
と
て
も
あ
ん
た
ん
と
こ
へ
行
っ
て
る

聞
は
ね
え
か
ら
、
行
か
ね
え
か
ら
」

っ
た
ら
、
「
い
や
そ
り
ゃ
あ
、
あ
ん
た
の
そ
の

不
自
由
な
こ
た
あ
さ
せ
ね
え
、
お
礼
を
し
て
帰
っ
て
も
れ
え
て
え
だ
か
ら
」
っ
て
、
「
お

ば
あ
さ
ん
の
、
ち
ゃ
ん
と
歳
の
取
れ
る
よ
う
に
、

お
礼
と
し
て
え
と
思
う
か
ら
、
是

非
、
行
ん
で
く
れ
ね
え
か
」

っ
て
。
「
そ
う
だ
ら
行
っ
て
み
べ
え
」
ち
ゅ
う
わ
け
で
、

お
じ
い
さ
ん
行
っ
た
り
ゃ
、
「
そ
の
橋
の
上
ま
で
行
ん
で
下
さ
い
」
そ
れ
か
ら
、
昔

は
小
せ
え
橋
、
だ
っ
た
け
ど
、
そ
こ
ま
で
行
っ
た
り
ゃ
あ
「
目
を
、
お
じ
い
さ
ん
つ
ぶ
っ

て
く
ん
ね
え
か
」
「
あ
あ
そ
う
か
」

っ
て
い
い
し
な
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
そ
う
し
て
い

た
ら
、
娘
が
「
ち
ょ
っ
と
、
私
に
お
ぶ
さ
っ
て
下
さ
い
」

っ
て
、
立
派
な
娘
の
上
に

ぼ
ろ
を
着
た
お
じ
い
さ
ん
が
、
言
わ
れ
る
ま
ま
に
目
え
つ
ぶ
っ
て
肩
の
方
か
ら
、

か
ま
っ
て
お
ぶ
さ
っ
た
。
そ
う
し
た
ら
、
そ
の
娘
が
川
の
淵
の
中
へ
し
よ
い
こ
ん
で

行
、
ぐ
ら
し
く
参
る
け
え
ど
、
ど
う
も
別
に
濡
れ
も
し
ね
え
。

し
ば
ら
く
、
ど
う
も
し
よ
い
こ
ん
で
走
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
「
さ
あ
こ
れ
で

私
の
門
口
に
着
い
た
か
ら
、
目
を
開
け
て
下
さ
い
」
そ
う
し
て
目
を
開
け
て
み
た

り
ゃ
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
立
派
な
、
そ
れ
こ
そ
、
竜
宮
の
乙
姫
様
ち
ゅ
う
だ
か
な
ん

ち
ゅ
う
だ
か
、
立
派
な
御
殿
へ
連
れ
込
ま
れ
て
、
そ
し
て
ま
あ
、
き
れ
い
な
室
に
連

ご
っ
つ
お
う

れ
込
ま
れ
て
、
御
馳
走
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
御
馳
走
に
な
っ
て
、
そ
う

け
え

し
て
ま
あ
暮
だ
か
ら
、
帰
ら
な
け
り
ゃ
あ
な
ん
ね
え
か
ら
、
「
帰
し
て
も
れ
え
て
え
」

「
そ
う
だ
ら
そ
の
、
長
く
い
る
こ
と
は
で
き
ね
え
だ
し
す
り
ゃ
あ
、
帰
っ
て
も
ろ
う

か
ら
、
お
ば
あ
さ
ん
も
、
さ
ぞ
か
し
待
っ
て
る
こ
と
だ
ろ
う
か
ら
、
帰
っ
て
も
ろ
う

か
ら
、
そ
い
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
お
土
産
に
何
も
差
し
上
げ
る
こ
た
あ
で
き
ね
え
が
、
こ

れ
一
つ
持
っ
て
っ
て
く
ん
ね
え
か
」
。

そ
り
ゃ
あ
そ
の
、
絹
の
ふ
く
さ
に
包
ん
だ
、
き
れ
い
な
小
さ
い
手
箱
一
つ
貰
っ
て

「
こ
れ
く
る
ま
っ
て
る
か
ら
、
あ
ん
た
こ
れ
家
行
っ
て
、

ほ
か
の
も
ん
に
ゃ
あ
見
せ

て
な
ん
ね
え
し
、
奥
へ
し
ま
っ
と
い
て
、
金
の
欲
し
い
だ
け
、
そ
の
、
こ
う
い
に
、

へ
え

名
馬
の
駒
っ
て
引
出
が
二
つ
あ
る
か
ら
、
こ
っ
ち
に
小
せ
え
駒
が
入
っ
て
る
し
、
こ
っ

ち
の
引
出
に
、
く
れ
る
お
米
が
入
っ
て
る
か
ら
、
そ
り
ゃ
別
な
お
米
だ
か
ら
、
あ
ん

た
よ
り
は
る
か
に
ゃ
あ
、
開
け
ち
ゃ
あ
い
け
ね
え
か
ら
、
金
の
用
な
時
あ
そ
れ
そ
の

ひ

お
米
く
れ
て
、
そ
う
し
て
金
放
ら
せ
て
、
そ
う
し
て
使
え
ば
、

一
生
さ
し
っ
か
え
ね

え
か
ら
」
。

さ
あ
、

お
じ
い
さ
ん
喜
ん
で
、
こ
り
ゃ
あ
ま
あ
良
か
っ
た
と
思
っ
て
、
そ
れ
貰
つ

た
の
を
風
呂
敷
い
く
る
ん
で
、
抱
い
て
「
さ
あ
目
を
ま
た
っ
ぷ
っ
と
く
れ
」

っ
て
。

そ
れ
で
ま
あ
目
つ
ぶ
っ
て
、
き
れ
い
な
娘
の
げ
、
お
ぶ
さ
っ
て
、
そ
う
し
て
「
し
ば
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つ

ら
く
目
を
閉
じ
て
て
下
さ
い
」
ち
ゅ
う
で
、
し
ば
ら
く
そ
れ
抱
い
て
、
こ
〉
つ
い
た
ら
「
さ

あ
い
い
か
ら
、
目
え
開
け
て
下
さ
い
」

つ
っ
た
ら
、
先
の
通
り
の
前
の
坂
へ
来
て
る
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
こ
れ
で
お
別
れ
す
る
か
ら
」
そ
れ
で
ま
あ
手
箱
を
貰
っ
て
来
て
、

う
ち家

い
持
っ
て
来
て
、
ま
あ
ず
嬉
し
く
て
嬉
し
く
て
た
ま
ら
ね
え
。

お
じ
い
さ
ん
そ
れ

か
ら
、
奥
り
(
奥
ま
っ
た
)

の
貧
乏
屋
だ
か
ら
、
「
お
ば
あ
、
今
帰
っ
て
来
た
よ
」

つ

て
い
う
。
「
あ
あ
そ
う
か
い
。
今
か
。
何
か
歳
取
り
の
仕
度
が
で
き
た
か
な
」
「
あ
あ

で
き
る
よ
、
大
丈
夫
だ
か
ら
、
あ
し
た
う
ん
と
買
っ
て
来
る
か
ら
」
そ
れ
で
ま
あ
黙
あ
っ

て
、
そ
れ
か
ら
お
ば
あ
に
ゃ
あ
言
わ
ず
に
、
そ
し
て
奥
の
押
入
ヘ
入
れ
て
お
い
た
。

お
ば
あ
が
外
へ
出
た
時
、
そ
の
言
わ
れ
た
ま
ま
に
米
一
粒
く
れ
た
ら
、
チ
ャ
ラ
ン

て
、
そ
の
小
判
を
生
ん
だ
。
二
粒
く
れ
て
み
た
り
ゃ
あ
、
二
つ
チ
ャ
ラ
ン
チ
ャ
ラ
ン

と
こ
う
生
ん
だ
。
「
ま
あ
こ
り
ゃ
あ
良
か
っ
た
な
あ
。
ど
ん
な
歳
で
も
取
れ
る
」
と

思
っ
て
、
昔
の
こ
と
だ
か
ら
、
小
判
も
三
、
四
枚
生
ま
せ
て
、
そ
れ
か
ら
歳
取
り
仕



度
を
し
て
、

い
い
歳
を
取
っ
て
、
そ
う
し
て
い
た
り
ゃ
あ
、
ど
う
も
お
ば
あ
が
不
思

議
に
思
っ
て
、

お
ら
が
お
じ
い
さ
ん
、
押
入
へ
え
っ
て
き
ち
あ
、
金
持
ち
出
し
て
来

る
よ
う
だ
が
、
ま
あ
ど
う
ゅ
う
わ
け
だ
が
と
思
っ
て
、

一
つ
お
じ
い
さ
ん
の
い
ね
え

時
、
押
入
開
け
て
み
べ
え
と
思
っ
て
、

お
ば
あ
、

お
じ
い
さ
ん
が
薪
切
り
に
行
っ
た

留
守
に
、
押
入
れ
開
け
て
み
た
り
ゃ
あ
、
そ
れ
は
そ
れ
は
、
立
派
な
手
箱
が
あ
る
。

「
こ
れ
だ
。
こ
り
ゃ
あ
又
ど
う
ゅ
う
わ
け
だ
か
」
と
思
っ
て
、
引
出
う
一
つ
引
き

出
し
て
み
た
り
ゃ
あ
、

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

l
ン
て
小
せ
え
駒
が
鳴
い
て
る
。
そ
れ
で
こ
っ
ち

の
方
は
、
引
き
出
し
て
み
り
ゃ
あ
、
き
れ
い
な
米
が
入
っ
て
る
。
こ
れ
く
れ
る
に
ち

げ
え
ね
え
と
思
っ
た
か
ら
、
お
米
一
粒
持
っ
て
っ
て
そ
の
駒
に
く
れ
た
り
ゃ
あ
、
駒

が
チ
ャ
ラ
ン
て
小
判
一
つ
生
ん
だ
。
こ
り
ゃ
あ
ま
あ
い
い
こ
と
を
何
し
た
。

お
じ
い

さ
ん
の
留
守
に
、
五
、
六
枚
生
ま
せ
て
、
五
、
六
枚
も
十
枚
も
た
く
さ
ん
生
ま
せ
て
、

わ
か
ら
ね
え
よ
う
に
、
米
は
こ
ん
な
に
入
っ
て
る
ん
だ
か
ら
、
そ
う
し
て
俺
は
し
ま
っ

と
く
べ
え
と
思
っ
て
お
ば
あ
、
こ
ん
だ
あ
三
つ
も
四
つ
も
く
れ
て
み
り
ゃ
あ
チ
ャ
ラ

ン
、
チ
ャ
ラ
ン
、
チ
ャ
ラ
ン
と
こ
う
生
ん
む
。

さ
あ
、
お
ば
あ
欲
が
出
た
こ
ん
だ
。
そ
の
米
一
つ
か
み
、
こ
う
し
て
つ
か
ん
で
駒
に

や
っ
た
ら
、
駒
が
ム
リ
ム
リ
ム
リ
ム
リ
て
え
食
べ
て
た
。
さ
あ
そ
の
内
に
、
チ
ャ
ラ
ン

チ
ャ
ラ
ン
チ
ャ
ラ
ン
チ
ャ
ラ
ン
引
出
ん
中
へ
生
ん
で
た
ら
、
さ
あ
、
う
ん
と
く
れ
た
も

(
勢
い
づ
い
て
)
引
出
か
ら
と
び
出
し
た
っ
て
。

ん
だ
か
ら
、
駒
が
い
せ
い
づ
い
て

う
ち

さ
あ
、
家
ん
中
ヘ
チ
ャ
ラ
ン
チ
ャ
ラ
ン
駒
が
小
判
生
み
な
が
ら
と
び
出
し
た
ら
、

ひ
れ

お
ば
あ
は
小
判
が
拾
え
て
え
し
、
駒
が
と
び
出
し
た
の
が
困
る
で
、
そ
れ
え
つ
か
ま

六合の昔かたり

え
て
、
引
出
い
入
れ
と
か
な
け
り
ゃ
あ
、
お
じ
い
さ
ん
に
叱
ら
れ
る
か
ら
と
思
っ
て
、

一
所
懸
命
に
何
し
た
ら
、
さ
あ
止
め
る
ど
こ
じ
ゃ
あ
ね
え
、
駒
が
強
く
て
，
チ
ャ
ラ

ン
チ
ャ
ラ
ン
小
判
を
生
み
な
が
ら
、
庭
へ
と
び
出
し
ち
ま
っ
た
。
さ
あ
困
っ
て
そ
の

後
を
追
っ
て
、
小
判
を
拾
え
な
が
ら
後
を
追
う
だ
け
ど
、
そ
れ
が
そ
の
後
を
追
う
間

が
ね
え
。

そ
う
し
て
、
と
う
と
う
お
ば
あ
さ
ん
は
、
メ
タ
メ
タ
あ
と
を
追
っ
て
た
け
え
ど
、

佐
渡
の
鉱
叫
へ
と
ん
で
っ
ち
ま
っ
た
。
そ
れ
ひ
り
な
が
ら
、
そ
れ
で
、
佐
渡
の
金
山

が
今
に
も
っ
て
金
が
出
た
。

こ
ん
な
よ
う
な
話
だ
。

食
わ
ず
女
房

語
り

山
本

さ
か

収
録

柾
谷

明

一
人
っ
き
り
の
お
じ
い
さ
ん
が
、
い
い
か
げ
ん
年
取
っ
た
っ
て
、
嫁
は
、
女
房
は
、
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御
飯
食
べ
ね
え
よ
う
な
が
欲
し
い
だ
か
ら
、
な
く
て
、
ど
こ
を
捜
し
て
も
な
く
っ
て
、

で
い
い
か
ん
六
十
に
も
七
十
に
も
な
る
け
ど
、

一
人
で
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い
。
そ

う
し
た
ら
ね
え
「
わ
た
し
が
、
飯
う
い
つ
こ
う
食
べ
ず
に
働
く
か
ら
、
置
い
て
も
れ

え
て

h

え」

っ
て
立
派
な
娘
が
来
た
だ
っ
て
よ
。
「
そ
う
だ
ら
い
い
。
御
飯
を
食
べ
ね

え
だ
ら
、

い
と
く
れ
」

っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
置
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
。

そ
し
て
毎
日
山
へ
行
っ
ち
ゃ
あ
、
留
守
に
な
る
と
釜
で
煮
ち
ゃ
あ
、
御
飯
を
杓
子

で
す
く
っ
ち
ゃ
あ
、
食
べ
た
だ
っ
て
。
そ
れ
ま
あ
近
所
の
し
よ
う
(
人
)
が
畑
行
つ

か
ま

て
た
ら
、
え
ら
い
竃
で
ボ
ヤ
ボ
ヤ
火
が
燃
え
て
る
。
何
に
も
食
べ
ね
え
だ
っ
ち
ゅ
う

か
ら
、
火
な
ん
燃
や
す
わ
け
あ
ね
え
が
と
思
っ
て
、
壁
の
す
き
間
か
ら
そ
う
っ
と
百

姓
し
て
る
人
が
覗
い
て
見
た
だ
ち
ゅ
う
。

そ
し
た
ら
釜
ガ
ラ
ガ
ラ
煮
た
っ
て
て
、

お

米
サ
ン
サ
ン
入
れ
て
、
お
釜
で
い
っ
ぺ
え
煮
て
、
杓
子
で
ペ
カ
ン
ペ
カ
ン
食
べ
た
ち
ゅ



〉つよ。

俗

お
じ
い
さ
ん
な
、
飯
ぅ
食
わ
ね
え
嫁
欲
し
い
な
ん
つ
っ
て
、
貰
っ
た
な
ん
つ
う
が
、

民

そ
れ
ど
こ
じ
ゃ
ね
え
、
人
並
じ
ゃ
あ
あ
り
ゃ
し
ね
え
、
ま
る
で
杓
子
で
食
べ
た
な
ん

て
、
行
っ
て
聞
か
せ
べ
え
と
思
っ
て
、
聞
か
せ
え
来
た
だ
っ
ち
ゅ
う
ね
え
。

「
お
め
え
、
御
飯
食
べ
ね
え
嫁
貰
っ
た
な
ん
て
、
と
ん
で
も
ね
え
話
、
だ
。

一
年
も

普
通
の
人
の
食
う
ほ
ど
食
う
よ
」
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
も
ん
じ
ゃ
ね
え
。
俺
の
埠

な
ん
か
、
御
飯
な
ん
か
食
べ
る
も
ん
か
」

っ
て
い
つ
こ
う
承
知
し
ね
え
だ
っ
て
。

そ
れ
で
ま
あ
「
今
度
山
へ
行
く
か
ら
っ
て
ゆ
っ
て
、
お
め
え
は
隠
れ
て
い
て
見
り
や

あ
い
い
や
さ
あ
」

っ
て
、
そ
う
言
っ
て
そ
の
人
が
ゆ
っ
て
、
承
知
が
で
き
ね
か
っ
た

ら
っ
て
い
う
で
、
そ
れ
で
ま
あ
「
そ
ん
で
ん
ま
あ
、
そ
う
し
て
み
べ
え
、
そ
ん
な
こ

た
あ
ね
え
け
え
ど
も
、
そ
う
し
て
み
べ
え
」
と
思
っ
て
、
「
山
へ
き
ょ
う
も
行
っ
て

来
る
ぞ
」

っ
て
弁
当
し
よ
い
出
し
て
行
っ
て
、
裏
の
、
昔
だ
か
ら
壁
が
落
ち
た
よ
う

に
な
っ
て
る
か
ら
、
そ
の
す
き
間
か
ら
じ
っ
と
覗
い
て
見
て
い
た
り
ゃ
あ
、
な
る
ほ

-
u
t
a
 

ど
、
竃
へ
火
が
焚
き
つ
け
る
か
ら
、
見
て
い
た
り
ゃ
あ
、
米
洗
わ
ず
に
上
か
ら
一
斗

缶
で
持
っ
て
来
て
、
ザ
ン
ザ
ン
ザ
ン
ザ
l
ン
て
ぶ
ち
ま
け
て
、
そ
う
し
て
煮
え
た
と

思
っ
た
ら
、
杓
子
で
釜
か
ら
ペ
カ
ン
ペ
カ
ン
。

こ
り
や
ま
あ
と
て
も
置
け
ね
え
。
帰
っ
て
来
て

「
お
め
え
は
ま
あ
、
御
飯
を
食
べ

ね
え
ち
ゅ
う
わ
け
で
貰
っ
た
が
、
食
べ
ね
え
ど
こ
じ
ゃ
ね
え
。
き
ょ
う
見
た
り
ゃ
あ
、

釜
で
炊
い
て
一
ペ
ン
に
杓
子
で
食
べ
て
た
か
ら
、
お
り
ゃ
あ
、
そ
う
い
う
人
は
と
て

も
置
く
こ
た
あ
で
き
ね
え
か
ら
、
行
っ
て
も
れ
え
て
え
」

う
す

そ
う
し
た
ら
「
行
く
っ
て
わ
け
あ
ね
え
か
ら
、
立
臼
一
つ
貰
え
て
え
」

っ
て
そ
》
つ
い
っ
た
。っ

て
い
〉
つ

わ
け
で
、
「
じ
ゃ
あ
立
臼
ぐ
れ
え
わ
け
あ
ね
え
か
ら
、
し
よ
っ
て
き
ゃ
あ
い
い
」
ち
ゅ

う
わ
け
で
、
お
じ
い
さ
ん
が
立
臼
出
し
て
、
し
よ
い
こ
の
げ
え
ゆ
っ
つ
け
て
、
「
う

し
ろ
の
方
へ
お
め
え
が
い
て
、
俺
が
、
は
い
っ
て
ゆ
っ
た
ら
起
こ
し
と
く
れ
」

っ
て
、

そ
う
い
っ
た
っ
て
。
「
わ
け
あ
ね
え
。
起
こ
し
て
や
る
さ
」
っ
て
。
後
ろ
の
方
へ
ま
わ
っ

て
て
え
て
、
そ
れ
か
ら
女
が
し
よ
う
か
ら
、
ア
イ
ッ
て
ゆ
っ
た
ら
、
オ
イ
ッ
っ
て
ゆ
っ

た
ら
、
ヒ
ヨ
ツ
コ
ラ
シ
ョ
立
臼
の
上
へ
載
せ
て
、
ヒ
ョ
カ
ヒ
ョ
カ
し
よ
っ
て
っ
た
だ
っ

て
、
お
じ
い
さ
ん
載
せ
て
。

な
ま
ざ
か
な

い
い
か
ん
淵
の
際
へ
行
っ
た
り
ゃ
あ
、
「
生
魚
取
っ
て
来
た
ぞ
。
早
く

迎
え
に
出
ろ
、
早
く
出
ろ
」
「
早
く
持
っ
て
来
う
、
持
っ
て
来
う
」

そ
し
て
、

っ
て
音
が
、

そ

の
淵
の
中
で
し
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い
。
そ
ん
で
河
っ
ぱ
だ
か
ら
、
そ
れ
化
け
て
来
た

だ
か
ら
ね
。
そ
れ
で
お
じ
い
さ
ん
な
、
こ
り
や
ま
あ
え
ら
い
こ
と
が
で
き
た
と
思
つ

て
ま
あ
心
配
し
て
、
よ
く
よ
く
淵
の
際
ま
で
し
ょ
っ
て
か
れ
て
、
し
ょ
い
込
ま
れ
る
。

ま
あ
こ
れ
あ
困
る
と
思
っ
て
、
い
い
案
配
柳
の
木
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
の
上
へ
ヒ
ヨ
ツ

コ
ラ
シ
ョ
っ
か
ま
っ
て
、
立
臼
か
ら
降
り
て
い
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い
。

「
そ
れ
、
し
よ
っ
て
来
た
ぞ
、
し
よ
っ
て
来
た
ぞ
」

っ
て
、
立
臼
し
ょ
い
込
ん
で
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行
っ
た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い
。
そ
し
た
ら
「
何
で
も
し
よ
っ
て
ね
え
じ
ゃ
ね
え
か
、
生

魚
な
ん
て
。
そ
ん
な
嘘
い
っ
て
」
中
の
し
よ
う
が
い
う
音
が
し
た
だ
っ
て
。
「
い
い
や
、

今
夜
お
れ
あ
蜘
妹
に
な
っ
て
、
鍵
竹
か
ら
下
が
っ
て
、
そ
う
し
て
又
、
あ
の
じ
じ
い

釣
り
上
げ
て
来
る
か
ら
、
あ
の
じ
じ
い
だ
ま
か
す
は
、
わ
け
は
ね
え
か
ら
、
今
夜
ま

っ
て
い
う
音
が
し
た
だ
ち
ゅ
う
わ
い
。

う

ち

け

え

そ
れ
か
ら
ま
あ
お
じ
い
さ
ん
、
家
い
帰
っ
て
来
て
、
村
の
衆
を
い
っ
ぺ
え
頼
ん
で

で
待
ち
ろ
」

万
か
め
え
て
、
今
夜
来
る
か
ら
っ
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
蜘
妹
に
な
っ
て
来
る
っ
ち
ゅ
う

わ
け
だ
か
ら
、

い
た
り
ゃ
あ
、
そ
う
し
た
ら
、
鍵
竹
へ
で
か
い
蜘
妹
が
、

い
い
か
ん

な
し
に
(
勢
い
よ
く
)
キ
ユ
ル
キ
ユ
ル
キ
ユ
ル
キ
ユ
ル
ン
て
音
が
し
て
下
が
っ
て
来

め
え

た
だ
っ
ち
ゅ
う
わ
い
。
お
じ
い
さ
ん
の
前
へ
。
そ
う
れ
来
た
ぞ
っ
て
わ
け
で
、
み
ん

な
万
で
細
か
に
切
っ
て
み
た
り
ゃ
あ
、
そ
れ
が
み
ん
な
、
細
か
な
光
る
物
に
な
っ
て
、

み
ん
な
這
っ
て
走
っ
た
。



そ
ん
な
お
話
だ
っ
た
。

だ
か
ら
、
今
に
池
は
あ
っ
て
も
、
野
反
湖
に
ゃ
あ
、
蛇
体
は
い
ね
え
っ
ち
ゅ
う
わ

中

j
、よ」。

』

7
和
尚
と
色
女

語
り

山
本

さ
か

収
録

柾
谷

明

む
か
し
ゃ
あ
、

お
寺
に
女
は
置
い
て
は
い
け
ね
え
と
い
う
わ
け
で
ね
え
、

ほ
ん
で

ま
あ
、
オ
サ
ン
と
い
う
娘
が
近
所
に
あ
っ
て
、
そ
の
娘
が
ち
ょ
い
ち
ょ
い
来
ち
ゃ
あ
、

い
ろ
い
ろ
持
っ
て
来
て
く
れ
た
り
、
御
飯
で
ん
炊
い
て
く
れ
た
り
し
ち
ゃ
あ
、
置
い

ち
ゃ
あ
行
っ
た
だ
。

お
小
僧
と
二
人
で
い
た
だ
。
和
尚
さ
ん
が
、

お
小
僧
は
、
毎
日
裏
に
で
か
い
雑
木

林
が
あ
る
ん
で
、
そ
れ
切
っ
ち
ゃ
あ
、
い
ろ
い
ろ
朝
晩
の
お
勤
め
聞
い
た
あ
げ
く
あ
、

大
き
な
駒
が
一
匹
飼
っ
て
あ
る
で
、
そ
の
馬
に
や
、
薪
う
裏
か
ら
切
っ
ち
ゃ
あ
、

け
で
っ
ち
ゃ
あ
・
:
毎
日
売
っ
て
来
た
だ
。

お
勤
め
し
た
あ
が
り
に
ゃ
あ
ね
え
。
和
尚

さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
朝
、
ち
ゃ
ん
と
お
勤
め
聞
い
た
あ
が
り
に
ゃ
あ
・
:
そ
れ
売
っ
ち
あ

来
た
。

六合の昔かたり

そ
う
し
て
ま
あ
、
そ
の
娘
が
ど
う
も
近
ご
ろ
、
和
尚
さ
ん
と
仲
が
え
え
よ
う
だ
と

思
っ
て
、

お
小
僧
が
そ
う
考
え
て
、
ど
う
も
わ
し
が
留
守
に
な
る
と
来
ち
ゃ
あ
寝
る

ら
し
い
で
、
ど
う
し
て
ん
仲
が
え
え
と
こ
、
そ
れ
一
つ
ま
あ
見
定
め
て
や
り
て
え
が
、

ど
う
し
た
ら
い
い
が
な
と
思
っ
て
、
毎
日
薪
切
っ
ち
ゃ
あ
お
い
ち
ゃ
あ
行
っ
て
来
て
、

切
っ
と
い
ち
ゃ
あ
、
あ
す
の
朝
早
く
に
、
そ
の
駒
に
つ
け
て
行
っ
ち
ゃ
あ
来
る
。

「
は
あ
、
き
ょ
う
も
行
っ
て
こ
う
」
っ
て
和
尚
さ
ん
が
い
う
。
「
は
い
」
っ
て
、
き
ょ

う
は
ま
あ
一
つ
た
め
し
て
み
べ
え
と
思
っ
て
、
駒
を
追
っ
て

「
は
い
行
っ
て
来
ま
す

よ

っ
て
そ
う
い
い
し
な
、
薪
を
つ
け
て
出
て
、

(
適
当
に
)
遠
く
の
松

い
い
か
ん

原
ま
で
行
っ
て
、
駒
つ
な
い
で
荷
降
ろ
し
と
い
て
、
そ
れ
か
ら
ま
あ
、
そ
れ
見
定
め

て
え
か
ら
帰
っ
て
来
て
、
和
尚
さ
ん
の
寝
場
の
下
へ
入
り
込
ん
で
い
た
り
ゃ
あ
、
そ

う
し
た
ら
娘
と
二
人
で
寝
床
に
二
人
で
寝
て
い
た
ら
し
い
。
こ
り
ゃ
あ
ま
あ
、

し通
しh

場
へ
入
り
込
ん
だ
と
思
っ
て
、
そ
の
お
小
僧
は
。

和
尚
さ
ん
は
、
オ
サ
ン
の
髪
つ
か
め
え
て

「
オ
サ
ン
、
こ
り
ゃ
何
だ
」

っ
て
和
尚

さ
ん
が
言
っ
た
ら
「
は
い
、
千
本
松
原
で
ご
ざ
い
ま
す
」

こ
ん
だ

じ
ゃ
、
今
度
目
つ
か
ま
え
て

っ
て
い
っ
た
ら
、
「
そ
う
か
」

「
こ
れ
は
」

っ
て
っ
た
ら
「
こ
れ
は
パ
チ
パ
チ
っ
く
ぼ

で
ご
ざ
い
ま
す
」
そ
ん
つ
ぎ
、
鼻
、
今
度
「
こ
れ
は
オ
サ
ン
な
ん
だ
」

っ
て
き
い
た
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ら
「
は
な
み
が
た
け
で
す
」

っ
て
。
そ
の
次
今
度
口
う
、
「
こ
れ
は
な
ん
だ
」

っ
て
っ

た
り
ゃ
あ
「
そ
れ
は
、
も
の
が
た
り
つ
く
ぼ
で
ご
ざ
い
ま
す
」

っ
て
い
う
で
、
そ
れ

で
今
度
オ
サ
ン
の
お
乳
つ
か
め
え
て
、
「
こ
れ
は
」

つ
っ
た
ら
「
秩
父
山
の
お
山
で

ご
ざ
い
ま
す
」
。
そ
の
次
、
今
度
へ
そ
を
「
こ
り
ゃ
あ
オ
サ
ン
何
だ
」
「
へ
そ
く
り
峠

つ

で
ご
ざ
い
ま
す
」
今
度
は
べ
っ
ち
ょ
(
女
陰
)
を
つ
か
ま
え
て
「
こ
れ
は
」
っ
て
い
っ

た
り
ゃ
あ
「
こ
れ
は
清
水
っ
く
ぼ
で
ご
ざ
い
ま
す
」
て
い
う
。

そ
し
た
ら
ま
あ
、
オ
サ
ン
が
和
尚
さ
ん
の
ち
ん
ぼ
う
を
つ
か
め
え
て
、
「
こ
れ
は

和
尚
さ
ん
何
で
す
か
い
」

っ
て
ゆ
っ
た
り
ゃ
、
「
こ
れ
は
ズ
キ
ン
カ
プ
リ
の
と
う
べ

い
さ
ん
だ
」

っ
て
、
そ
う
い
っ
て
ま
あ
、
ま
あ
い
う
。

こ
れ
は
い
い
話
う
聞
い
た
と
思
っ
て
、
そ
れ
か
ら
小
僧
ど
ん
な
出
て
、
そ
れ
か
ら
、

駒
、
空
で
行
き
ゃ
あ
し
ね
え
、
追
っ
て
来
て

っ
て
帰
っ
て
来
た
が

「

牛

晶

玉

こ

2
-
L
7

t
v
b
宇
'
争

J
A
っ」

。
「
早
か
っ
た
な
あ
」
そ
う
い
っ
た
だ
、
和
尚
さ
ん
が
。



俗

「
そ
う
だ
け
え
ど
も
和
尚
さ
ん
、
き
ょ
う
は
俺
ひ
ど
い
目
に
あ
っ
た
ん
だ
よ
。
ま

民

あ、

い
つ
こ
う
馬
に
暴
れ
ら
れ
て
、
き
ょ
う
は
薪
な
ん
ぞ
つ
け
て
行
く
ど
こ
ろ
じ
ゃ

あ
あ
り
ゃ
し
ね
え
、

い
つ
こ
う
つ
け
た
と
こ
ろ
が
、

い
つ
こ
う
方
々
へ
ふ
り
ま
い
て

し
ま
っ
て
、
い
つ
こ
う
ど
う
仕
様
も
ね
え
。
た
だ
売
ら
ず
に
帰
っ
て
来
た
け
え
ど
も
、

千
本
松
原
へ
つ
な
い
で
お
い
た
り
ゃ
あ
、

パ
チ
パ
チ
っ
く
ぼ
へ
と
び
込
ん
で
、
花
見

が
岳
へ
と
び
上
が
っ
て
、
物
語
り
つ
く
ぼ
へ
と
び
込
ん
で
、
秩
父
山
の
お
山
へ
と
び

上
が
っ
て
、
へ
そ
く
り
峠
へ
と
び
込
ん
で
、
清
水
っ
く
ぼ
へ
と
び
出
し
た
と
こ
ろ
を
、

ズ
キ
ン
カ
プ
リ
の
と
う
ぺ
い
さ
ん
が
、
よ
う
や
く
と
つ
つ
か
ま
え
て
帰
っ
て
来
た
」
つ

て、

こ
〉
つ
い
っ
た
。

「
こ
の
野
郎
め
、
人
の
寝
床
っ
ぱ
な
し
を
聞
い
て
、
お
め
え
行
っ
た
じ
ゃ
あ
あ
り
や

し
ね
え
、
そ
ん
な
野
郎
、

は
あ
駒
一
匹
く
れ
る
か
ら
、

お
小
僧
な
ん
さ
せ
と
き
ゃ
あ

し
ね
え
、
追
い
出
す
か
ら
、
お
め
え
、
は
あ
行
け
」

っ
て
、
そ
う
い
っ
て
言
わ
れ
て
、

「
は
あ
そ
う
だ
り
ゃ
あ
、
行
く
よ
り
ほ
か
じ
ゃ
あ
ね
え
か
ら
、
じ
ゃ
ま
あ
、
ひ
ま
貰
つ

て
、
駒
一
つ
貰
っ
て
、
駒
と
二
人
で
行
く
か
ら
」

っ
て
、
そ
れ
か
ら
松
原
へ
行
っ
て

一
日
寝
て
い
た
。

駒
の
そ
ば
に
寝
て
い
て
み
た
が
、
腹
が
へ
っ
て
き
た
か
ら
、
帰
っ
て
来
た
り
ゃ
あ
、

和
尚
さ
ん
が
、
ぼ
た
餅
う
い
っ
ぺ
え
本
尊
さ
ん
へ
上
げ
て
え
た
か
ら
、
そ
れ
ま
あ
本

尊
さ
ん
の
口
へ
ち
っ
と
ば
か
り
塗
っ
て
、

ひ
ん
塗
っ
て
お
い
て
、
そ
し
て
あ
と
、

ん
な
駒
に
く
れ
た
り
、
自
分
で
食
べ
た
り
し
て
、
松
原
に
寝
て
い
て
み
た
ら
、
そ
し

た
り
ゃ
あ
、
和
尚
さ
ん
が
、
本
尊
が
こ
ん
な
に
食
っ
た
だ
、
口
に
く
っ
つ
い
た
か
ら
っ

て
、
池
に
こ
れ
、
ぶ
ん
投
げ
よ
う
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
そ
し
た
ら
、
ク
ッ
タ
ク
ッ
タ
ク
ツ

タ
ー
っ
て
、
沈
ん
で
走
っ
た
っ
て
ね
え
、
池
の
中
へ
ね
え
、
本
尊
さ
ん
が
。

で
ま
あ
、

一
日
寝
て
い
て
み
た
が
、
ど
う
し
た
が
ん
と
思
っ
て
そ
う
っ
と
帰
っ
て

来
た
ら
、
本
尊
さ
ん
の
、
池
ん
中
ヘ
和
尚
さ
ん
が
沈
め
て
し
ま
っ
た
り
し
て
い
た
か

ら
、
そ
れ
か
ら
来
て
、
実
は
こ
う
い
う
わ
け
で
、
俺
が
食
べ
た
か
ら
許
し
て
い
て
え

(
許
し
て
も
ら
い
た
い
)
ち
ゅ
う
わ
け
で
、
今
度
っ
か
ら
こ
う
い
う
こ
た
あ
ね
え
か
ら
、

許
し
て
も
ら
い
て
え
っ
て
い
う
わ
け
で
、
お
小
僧
も
そ
こ
へ
連
れ
込
ん
で
も
ら
っ
て
、

今
度
っ
か
ら
一
所
懸
命
や
っ
て
、
そ
ん
で
、
お
寺
へ
は
、
そ
れ
か
ら
女
は
禁
じ
た
だ
っ

て。
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-
国
道
昇
格
「
国
道
4
0
5
号」

(
4
)

荷
付
場

1
野
反
湖

I
上
越
市
間

・
六
合
中
と
入
山
中
を
統
合
し
六
合
中
と
し
て
開
校

(
4
)

.
六
合
村
有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
発
足

・
新
山
村
振
興
指
定

(
4
)

・
南
部
地
区
温
泉
掘
削
に
成
功
赤
岩
地
区

(
6
)

・
六
合
温
泉
医
療
セ
ン
タ
ー
開
所

(
9
)

診
療
所
「
悶
床
」
・
老
人
保
健
施
設
「
つ
つ
じ
荘
叩
床
」

健
康
増
進
施
設
「
パ

l
デ
六
合
」

-
皇
太
子
白
砂
山
登
山

(
8
)

・
吾
妻
郡
民
体
育
祭
開
催
「
六
合
会
場
」

(
9
)

・
村
道
白
砂
根
広
線
改
良
工
事
完
成
(
日
)

-
過
疎
地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
に
よ
り
過
疎
村
に
指
定

-
六
合
村
総
合
計
画
策
定

(
3
)

・
国
道
2
9
2
号
出
立
大
橋
・
花
園
大
橋
竣
工

-
小
学
校
社
会
科
副
読
本
改
訂

(
3
)

-
林
道
京
塚
線
開
通

(
3
)

・
六
合
村
観
光
物
産
セ
ン
タ
ー
完
成

(
4
)

・
南
部
体
育
館
完
成
「
土
間
式
」

(
8
)

・
六
合
村
遭
難
対
策
協
議
会
発
足
(
臼
)

-
へ
き
地
診
療
所
改
築
(
臼
)

・
広
池
発
電
所
竣
工

(
8
)

-
北
海
道
南
西
沖
地
震

・
県
人
口
二

O
O万
人
突
破
(
叩
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